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					2024年7月6日にウィキソースから書き出されました。
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成吉思汗実録 
作者：那珂通世
明治四十年
1907年
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『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]




  




元の太祖︀ 太宗の時、漠北の文臣 無名氏 撰りたるを、

日本 明治 三十九年、盛岡の那珂 通世 譯して注したる、






成吉思 汗 實錄。









東京 築地 活版 製造所にて印刷し、

大日本 圖書 株式 會社︀にて發行す。








序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​の​ジヨロン​​序論​​。









​ゲンテウ ヒシ​​元朝 祕史​​の​ライレキ​​來歷​​。


　​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​は、​ワ​​余​​が​イマ​​今​​ ​ホンヤク​​飜譯​​したる​ゲン​​元​​の​ハジメ​​初​​の​キウシ​​舊史​​にして、その​ゲンポン​​原本​​は、​トウキヨウ カウトウ シハン ガクカウ​​東京 高等 師範 學校​​に​ザウ​​藏​​する​ゲンテウ ヒシ​​元朝 祕史​​の​シヤホン​​寫本​​なり。この​ライレキ​​來歷​​の​ウチ​​中​​に「​コノシヨ​​此書​​」​マタ​​又​​は「​キンポン​​今本​​」とあるは、​ミナ​​皆​​この​ゲンシヤホン​​原寫本​​を​サ​​指​​せるなり。此書は、もと​モウコモジ​​蒙古字​​の​シヨ​​書​​を​カラモジ​​漢︀字​​に​ヤク​​譯​​したる​モノ​​者︀​​にて、その​モウコモジ​​蒙古字​​の原本の​ナ​​名​​は、​モンゴルン ニウチヤ トブチヤアン​​忙豁侖 紐察 脫卜察安​​Mongholun Niucha Tobchaan​と​イ​​云​​ひ、譯すれば​モウコ​​蒙古​​の​ヒシ​​祕史​​なり。​モンゴルン​​忙豁侖​​Mongholun​は​スナハ​​卽​​ち​モンゴル ウン​​忙豁勒 溫​​Monghol un​、​モンゴル​​忙豁勒​​Monghol​は蒙古、​ウン​​溫​​un​は「の」にて、「蒙古の」なり。​ニウチヤ​​紐察​​niucha​ ​スナハ​​卽​​ち​ニウチヤ​​你兀察​​niucha​は、​ニウ​​你兀​​niu​は​カク​​祕​​す、​チヤ​​察​​cha​は​ドウシ​​動詞​​を​ケイヨウシ​​形容詞​​にする​ゴビ​​語尾​​にて、「​カク​​祕​​したる」「​カク​​祕​​さるゝ」又は「​ヒミツ​​祕密​​なる」[3]なり。今の​モウココトバ​​蒙古語​​にては​ニグチヤ​​你古察​​nigucha​となり、​ゲンシ ゴカイ​​元史 語解​​に「​ニグチヤハ​​尼古察​​、​ヒミツナリ​​祕密也​​」とあり。​トブチヤアン​​脫卜察安​​tobchaan​は、​タヾ​​正​​しくは​トブチヤン​​脫卜赤​​tobchiyan​にて、​ゲンシ​​元史​​には​トブチヤン​​脫卜赤顏​​とも​トビチヤン​​脫必赤顏​​とも​カ​​書​​き、​ゲンシ ゴカイ​​元史 語解​​に「​トブチヤンハ​​托卜齊延​​、​ソウコウ ナリ​​總綱 也​​」とあり。​カウヤウ​​綱要​​を​ソウロク​​總錄​​したるものにして、卽ち​ジツロク​​實錄​​なり。​ミコトバ​​三語​​にて「​モウコ​​蒙古​​の​ヒミツ​​祕密​​なる​ジツロク​​實錄​​」卽ち​モウコ ヒシ​​蒙古 祕史​​なり。


　此書の原本の​ナ​​成​​れるは、​ゲン​​元​​の​タイソウ​​太宗​​の​トキ​​時​​なり。此書の​サイマツ​​最末​​に「​タイシウクワイ​​大聚會​​に​クワイ​​會​​して、​ネズミ​​鼠​​の​トシ​​年​​ ​シチグワツ​​七月​​に、​ケルレン​​客魯嗹​​Keluren​​ガハ​​河​​の​コデエ アラル​​闊迭額 阿喇勒​​Khodee aral​の​ドロアン ボルダク​​朶羅安 孛勒答黑​​Doloan boldakh​、​シルギンチエク​​失勒斤扯克​​Shilghinchek​ ​リヤウチ​​兩地​​の​アヒダ​​閒​​なる​オルド​​斡兒朶​​ordo​に​ゲバ​​下馬​​して​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​カ​​書​​きて​ヲ​​畢​​へたり」とあり。​ネズミ​​鼠​​の​トシ​​年​​は、​ゲン​​元​​の​タイソウ​​太宗​​の​ジフニネン​​十二年​​ ​カノエネ​​庚子​​の​トシ​​歲​​にして、​ワ​​我​​が​シデウ テンワウ​​四條 天皇​​ ​ニンヂ​​仁治​​ ​グワンネン​​元年​​、​ソウ​​宋​​の​リソウ​​理宗​​ ​カキ​​嘉熙​​ ​ヨネン​​四年​​、​セイキ​​西紀​​ ​センニヒヤクシジフネン​​一二四〇年​​、​コトシ​​今年​​ ​ヒノエウマ​​丙午​​より​ロツピヤクロクジフロクネン​​六百六十六年​​ ​マヘ​​前​​なり。​アラル​​阿喇勒​​とは、​カハナカジマ​​河中島​​を​イ​​云​​ふ。​コデエジマ​​闊迭額洲​​は、​ケルレン​​客魯嗹​​の​カハナカジマ​​河中島​​なり。​オルド​​斡兒朶​​は、​カガン​​合罕​​Khaghan​の​チヤウデン​​帳殿​​なり。​コデエジマ​​闊迭額洲​​の​オルド​​斡兒朶​​は、​ゲン​​元​​の​タイソ​​太祖︀​​の​ヨ​​四​​つの斡兒朶の​ウチ​​中​​の​ダイオルド​​大斡兒朶​​にして、蒙古の​コククワイ​​國會​​の​ツネ​​常​​に​ヒラ​​開​​かれたる​トコロ​​處​​なり。​コククワイ​​國會​​に​サンレツ​​參列​​して大斡兒朶にて書けりと云へば、​タウジ​​當時​​ ​ブンピツ​​文筆​​を​ヨ​​能​​くする​ウイウル​​委兀兒​​Uiur​​ジン​​人​​などの​チヨクメイ​​勅命​​を​ウ​​受​​けて書ける​モノ​​者︀​​なるべし。


　此書は、十二​クワン​​卷​​に​ワカ​​分​​れ、​マキ​​卷​​の一より​マキ​​卷​​の十までは、​タイソ​​太祖︀​​の​ソセン​​祖︀先​​より​ハジ​​始​​めて、太祖︀ ​ソクヰ​​卽位​​の​ノチ​​後​​、​キンコク​​金國​​ ​セイバツ​​征伐​​の​マヘ​​前​​までの​ジセキ​​事蹟​​を​ノ​​敍​​べ、​ダイ​​第​​十一二​クワン​​卷​​は、​ゾクシフマキノ​​續集卷​​一、​ゾクシフ​​續集​​卷​（ノ）二と​ダイ​​題​​して、​ヒツジ​​羊​​の年元の太祖︀ 六年 辛未、太祖︀ 崩御の前 十六年、我が順德 天皇 建曆 元年、西紀 一二一二年の​キンコク​​金國​​ ​セイバツ​​征伐​​より​ハジ​​始​​め、太祖︀の金國を​タヒラ​​平​​げたる[4]​ノチ​​後​​に​オヨ​​及​​び、太宗の​ミヅカ​​自​​ら​オノレ​​己​​の​シコウ シクワ​​四功 四過​​を​ノ​​述​​べたる​チヨクゴ​​勅語​​を​モ​​以​​て​ムス​​結​​べり。​シカ​​然​​れば​セイシフ​​正集​​ 十卷は、​スデ​​旣​​に太祖︀の​テフ​​朝​​に​ツク​​作​​られ、太宗 十二年に​イタ​​至​​り、續集 二卷を​オギナ​​補​​ひ​ツク​​作​​りて、​ゼンシヨ​​全書​​となせるなり。​ヘンマツ​​篇末​​に太宗の​チヨクゴ​​勅語​​を​ノ​​載​​せたるは、​カナラ​​必​​ず太宗の​タヾチ​​直​​に​シシン​​史臣​​に​メイ​​命​​じて書かせたる者︀ならん。


　此書、今は​モウココトバ​​蒙古語​​を​カラモジ​​漢︀字​​にて​オンヤク​​音譯​​したる者︀のみ​ツタ​​傳​​はりたれども、​モト​​本​​は蒙古の​コクシヨ​​國書​​なる​ウイウルモジ​​委兀兒字​​にて書きたる者︀なるべし。蒙古には、もと​モンジ​​文字​​なかりしが、太祖︀の​ナイマン​​乃蠻​​Naiman​を​ホロ​​滅​​ぼしたる時より、始めて​ウイウルモジ​​委兀兒字​​を​モチ​​用​​ひて​モウココトバ​​蒙古語​​を書く​コト​​事​​となれり。​ゲンシ​​元史​​の​タタトンガ​​塔塔統阿​​の​デン​​傳​​に​ヨ​​依​​るに、​タタトンガ​​塔塔統阿​​Tatatunga​は、​ウイウ​​畏兀​​の​ヒト​​人​​にて、その​クニ​​國​​の​モンジ​​文字​​に​クハ​​委​​しく、​ナイマン​​乃蠻​​の​タヤン カン​​大陽 罕​​Tayan Khan​に​オモ​​重​​んぜられ、その​キンイン​​金印​​と​センコク​​錢穀︀​​とを​ツカサド​​掌​​りしが​ナイマン​​乃蠻​​ ​ホロ​​滅​​びたる時、​タタトンガ​​塔塔統阿​​は、その​イン​​印​​を​イダ​​懷​​き​ノガ​​逃​​れんとして​トラ​​擒​​はれ、太祖︀に「​タヤン​​大陽​​の​ジンミン キヤウド​​人民 疆土​​、​コト〴〵​​悉​​く​ワレ​​我​​に​キ​​歸​​したるに、​ナンヂ​​汝​​ ​イン​​印​​を​モ​​持​​ちて​イヅ​​何​​くにか​ユ​​往​​く」と​ナジ​​詰​​られ、「​コレ​​之​​を​マモ​​守​​るは、​シン​​臣​​の​シヨク​​職​​なり。​コシユ​​故主​​を​モト​​求​​めて​コレ​​之​​を​サヅ​​授​​けんと​ホツ​​欲​​す」と云ひたれば、大祖︀は「​チウカウ​​忠孝​​の​ヒト​​人​​なり」と​カン​​感​​じて「この印は、​ナニ​​何​​にか​モチ​​用​​ふる」と​ト​​問​​へり。​タタトンガ​​塔塔統阿​​は「​センコク​​錢穀︀​​を​スヰナフ​​出納​​し、​ジンザイ​​人材​​を​ニンヨウ​​任用​​する​イツサイ​​一切​​の​コト​​事​​に用ひて​シンケン​​信驗​​とするなり」と​コタ​​對​​へたり。太祖︀ ​ゲ​​實​​にもとて、​コノヒト​​此人​​を​サイウ​​左右​​に​オ​​居​​き、これよりすべて​ミコト​​勅​​を​ハツ​​發​​するには、始めて​インシヤウ​​印章​​を用ひ、​ヨツ​​仍​​て此人に​メイ​​命​​じて之を​ツカサド​​掌​​らしめたり。又「​ナンヂ​​汝​​は、​ホンゴク​​本國​​の​モンジ​​文字​​を​フカ​​深​​く​シ​​知​​れりや」[5]と​ト​​問​​はれて、​シ​​知​​れるだけを​コト〴〵​​悉​​く​コタ​​對​​へたれば、太祖︀の​ムネ​​旨​​に​カナ​​稱​​ひ、​ツヒ​​遂​​に命ぜられて​タイシ​​太子​​ ​シヨワウ​​諸︀王​​に​ヲシ​​敎​​へ、​ウイウモジ​​畏吾字​​を​モ​​以​​て​モウココトバ​​蒙古語​​を書く事としたる​ヨシ​​由​​ ​ミ​​見​​ゆ。​ウイウル​​委兀兒​​は、​タウ​​唐​​の​クワイコツ​​回紇​​にて、​ネストルシウ​​捏思脫兒宗​​の​デンダウシ​​傳道師​​の​ケウケ​​敎化​​を​ウ​​受​​けて、​ハヤ​​夙​​くより文字を用ひたりしが、元の太祖︀ 四年に、​ウイウル​​委兀兒​​ ​コクシユ​​國主​​、蒙古に​クダ​​降​​りてより、​ウイウル​​委兀兒​​の​メイシ​​名士​​の蒙古に​ツカ​​事​​へて​ブンシン​​文臣​​となれる者︀ ​オホ​​多​​く、​ウイウルモジ​​委兀兒字​​は​ツヒ​​遂​​に蒙古の國書となれり。されば此書の文字は、もと​ウイウルモジ​​委兀兒字​​なりけんこと​ウタガ​​疑​​ひなく、之を書きたる人も​ケダシ​​蓋​​ ​ウイウルジン​​委兀兒人​​ならん。


　​セイソ​​世祖︀​​の時、​セイハン​​西蕃​​の​セイソウ​​聖僧︀​​ ​パスパ​​八思巴​​に命じて、​モウコ​​蒙古​​ ​シンジ​​新字​​を作らしめ、​テンガ​​天下​​に​ハンカウ​​頒行​​したれども、その​シンジ​​新字​​は、​フベン​​不便​​なる文字にて、​アマネ​​遍​​くは​オコナ​​行​​はれざりし​ホド​​程​​なれば、此書の​ゲンジ​​原字​​を​カ​​書​​き​アラタ​​改​​むるには​イタ​​至​​らざりしなるべし。​ノチ​​後​​に​ヒ​​引​​ける​テイゲウ​​鄭曉​​の​キンゲン​​今言​​の​ブン​​文​​に​ヨ​​據​​れば、此書の原字の​ウイウルモジ​​委兀兒字​​の​マヽ​​儘​​なりしこと​ハナハ​​甚​​た​アキラ​​明​​かなり。


　元史 ​チヤハン​​察罕​​Chahan​察罕 二人あり。一人は、卷の百二十なる西夏の人にて、この察罕に非ず。この察罕は、卷の百三十七なる西域 班勒紇の人なり。の​デン​​傳​​に「​ハクランキヤウキニシテ​​博覽强記​​、​ツウジ​​通​​㆓​シヨコクノ​​諸︀國​​​ジシヨニ​​字書​​㆒​シカジカ​​云云​​。​カツテ​​嘗​​譯​（シテ）㆓​テイクワンセイエウヲ​​貞觀政要​​㆒以​ケンズ​​獻​​。​テイ​​帝​​（仁宗）大​（ニ）悅​（ビ）、詔​（シテ）​ゼンシヤシ​​繕寫​​、徧​（ク）​タマヒ​​賜​​㆓​サイウニ​​左右​​㆒、​カツ​​且​​ 詔​（シテ）譯​（セシム）㆓​テイハンヲ​​帝範​​㆒。又 ​メイジテ​​命​​譯​（セシメ）㆓​トビチヤンヲ​​脫必赤顏​​㆒、名​（ケテ）​イヒ​​曰​​㆓​セイブカイテンキト​​聖武開天記​​㆒、​オヨブ​​及​​㆓​キネンサンエウ​​紀年纂要​​、​タイソウヘイキインシマツトウノ​​太宗平金始末等​​書​（ニ）㆒。​トモニ​​俱​​​フス​​付​​㆓​シクワンニ​​史館︀​​㆒」とあり。​テイクワンセイエウ テイハン​​貞觀政要 帝範​​を譯したるは、​カンブン​​漢︀文​​を​ウイウルモジ​​委兀兒字​​ ​モウコブン​​蒙古文​​に譯したるなり。​トビチヤン​​脫必赤顏​​を譯したるは、委兀兒字 蒙古文を漢︀文に譯したるなり。この聖武 開天記は、卽ち今の皇元 聖武 親征錄なることは、後の親征錄の來歷の條に言ふべし。[6]


　又 ​グシフ​​虞集​​の傳に、​メイソウ​​明宗​​の​メイ​​命​​を​ウ​​受​​けて​ケイセイ タイテン​​經世 大典​​を​ヘンシウ​​編修​​する時「​ヨリ​​以​​㆔​ルヰテウノコジ​​累朝故事​​、​アルニ​​有​​㆓​ザル​​未​​イマダ​㆑備​（ラ）者︀㆒、​コフ​​請​​㆚​モテ​​以​​㆘​カンリンコクシヰン​​翰林國史院​​、修​（ムル）㆓​ソソウノ​​祖︀宗​​​ジツロクヲ​​實錄​​㆒時、​ヒヤクシノソナヘタル​​百司所具​​​ジセキヲ​​事蹟​​㆖​サンテイセント​​參訂​​㆙。​カンリンヰンノシン​​翰林院臣​​​マウシテ​​言​​㆓於​テイニ​​帝​​㆒​イハク​​曰​​「​ジツロクハ​​實錄​​、​ハフ​​法​​​ザレバ​​不​​㆑得㆑傳​（フルヲ）㆓於​ソトニ​​外​​㆒、則​ジセキ​​事蹟​​​モ​​亦​​​ズ​​不​​㆑​ベカラ​​當​​㆑​シメス​​示​​㆑人​（ニ）。」又​コフ​​請​​㆘​モテ​​以​​㆓國書​トブチヤンヲ​​脫卜赤顏​​㆒增㆗修​（セント）太祖︀​イライノ​​以來​​事蹟​（ヲ）㆖。​シヨウシ​​承旨​​​タシハイヤ​​塔失海︀牙​​​イハク​​曰​​「​トブチヤンハ​​脫卜赤顏​​、​アラズ​​非​​㆘​ベキ​​可​​㆑​シム​​令​​㆓​グワイジンニ​​外人​​​ツタヘ​​傳​​㆒者︀​（ニ）㆖。」遂​（ニ）​ミナヤム​​皆已​​」とあり。


　​トビチヤン​​脫必赤顏​​も​トブチヤン​​脫卜赤顏​​も、​ニウチヤ トブチヤン​​紐察 脫卜赤顏​​の​リヤクシヨウ​​略稱​​にて、此書の原本に​シウセイ​​修正​​を​クハ​​加​​へたる者︀なり。修正したりと云ふ理由は、後の修正 祕史の條に言ふべし。​シウセイ​​修正​​をば​クハ​​加​​へたれども、祕史は祕史として、​フカ​​深​​く​ナイフ​​內府​​に​ザウ​​藏​​し、​グワイジン​​外人​​に​シメ​​示​​さざりし​ユヱ​​故​​に、​ヨ​​世​​には​ヒロ​​廣​​まらざりき。


　又 ​グシフ​​虞集​​の傳に「​ハジメ​​初​​​ブンソウ​​文宗​​​イマシ​​在​​㆓​ジヤウトニ​​上都︀​​㆒、​シ​​將​​マサニ​㆘​タテヽ​​立​​㆓​ソノコ​​其子​​​アラトナダラヲ​​阿剌忒納答剌​​㆒​セント​​爲​​㆗​クワウタイシト​​皇太子​​㆖乃​（チ）​モテ​​以​​五​トホンテムル​​妥歡帖穆爾​​​タイシノ​​太子​​（文宗の兄なる明宗の長子）​メノトノオツト​​乳母夫​​、​イヘルヲ​​言​​㆕​メイソウ​​明宗​​​イマシヽトキ​​在日​​、​モト​​素​​​イヒキト​​謂​​㆔太子​（ハ）非​（ズト）㆓其子​（ニ）㆒、黜​（ケ）㆓之​（ヲ）​カウナンニ​​江南​​㆒、​エキシテ​​驛​​​メシ​​召​​㆓​カンリンガクシシヨウシ​​翰林學士承旨​​​アリンテムル​​阿隣帖木兒​​、​ケイシヤウカクダイガクシ​​奎章閣大學士​​​フドルドルミシヲ​​忽都︀魯篤彌實​​㆒、​カキ​​書​​㆓其事​（ヲ）于​トブチヤンニ​​脫卜赤顏​​㆒、又​メシテ​​召​​㆑集​（ヲ）​シメ​​使​​㆑​カヽ​​書​​㆑詔​（ヲ）、​ハコクス​​播㆓吿​​中外​（ニ）㆒」とあり。これは、​ブンソウ​​文宗​​、その​アニ​​兄​​ ​メイソウ​​明宗​​を​シイ​​弑​​して​タ​​立​​ちたる後、明宗の​チヤウシ​​長子​​を​シ​​誣​​ひて、​バブシヤ クワウゴウ​​八不沙 皇后​​が​タニン​​他人​​に​ツウ​​通​​じて​ウ​​生​​みたる​コ​​子​​なりと云ひ、その事を祕史に書かしめたるなり。又 ​マヘ​​前​​の​チヤハン​​察罕​​の​デン​​傳​​の文を​ミ​​見​​るに、​キネン サンエウ​​紀年 纂要​​、​タイソウ ヘイキン シマツ トウ​​太宗 平金 始末 等​​の書とあるも、​トブチヤン​​脫卜赤顏​​を譯して成れる​オモムキ​​趣​​に​キコ​​聞​​ゆ。​ソレラ​​其等​​に​ヨ​​依​​りて​オモ​​思​​へば、祕史の書は、太祖︀ 太宗の事を​シル​​錄​​したる者︀のみならず、その後の​レキテウ​​歷朝​​の事を​シル​​錄​​したる者︀もありしならんが、​ソレラ​​其等​​の書[7]は、​ノチ​​後​​の​ヨ​​世​​には​ツタ​​傳​​はらずして、その​ダンカン ザンペン​​斷簡 殘編​​を見たる人ありし事をも​キ​​聞​​かず。


　​ミン​​明​​の​タイソ​​太祖︀​​の​コウブ​​洪武​​ 二年 三年、​ソウレン​​宋濂​​ ​ワウヰ​​王褘​​ ​ラ​​等​​が、​ミコト​​勅​​を​カウム​​蒙​​りて元史を​ヲサ​​修​​むる時には、「​キンキノシヨ​​金匱之書​​、悉​（ク）入​（ル）㆓於​ヒフ​​祕府​​​（ニ）㆒」とありて、​ゲンダイ​​元代​​には「​ハフ​​法​​​ズ​​不​​㆑​エ​​得​​㆑傳​（フルヲ）㆓於​ソト​​外​​​（ニ）㆒」と云へる十三朝の實錄も、​ミナ​​皆​​ ​ペキン​​北京​​の​ヒフ​​祕府​​より​ナンキン​​南京​​の祕府に​ウツ​​移​​りたれば、原本 祕史も修正 祕史も​レキテウ ゾクシウ​​歷朝 續修​​の祕史も、皆 ​ミンジン​​明人​​の手に​ワタ​​渡​​りしならん。されども​タウジ​​當時​​の​シシン​​史臣​​は、​ウイウルモジ​​委兀兒字​​も​モウココトバ​​蒙古語​​も​カイ​​解​​する者︀なきが​ユヱ​​故​​に、​シウシ​​修史​​の​アヒダ​​際​​、蒙古文の書を​サンカウ​​參考​​に用ふること​アタ​​能​​はざりき。今 ​タイソ ホンギ​​太祖︀ 本紀​​の​タイテイ​​大抵​​ ​チヤハン​​察罕​​の譯したる​セイブ カイテンキ​​聖武 開天記​​ 卽ち今の​セイブ シンセイロク​​聖武 親征錄​​に​ア​​合​​へるは、​タヾチ​​直​​に開天記に​モト​​本​​づきたるにも​ヨ​​由​​り、又 ​セイソウ​​成宗​​の​タイトク​​大德​​ 七年に​カンリン コクシヰン​​翰林 國史院​​の​ソウシン​​奏進​​せる太祖︀ 實錄は、​スデ​​旣​​に修正 祕史に本づき、開天記に​オホイ​​大​​に​コト​​異​​ならずして、元史はその實錄に本づきたるにも由れるなり。


　此書は、原本の蒙古文を​ゲンオン​​原音​​のまゝに​カラモジ​​漢︀字​​にて​オンヤク​​音譯​​し、​ホンブン​​本文​​の​ミギガハ​​右側​​に​モウココトバ​​蒙古語​​を​ヒトコトバ​​一語​​ごとに​カラモジ​​漢︀字​​にて​ゾクゴ​​俗語​​に譯し、​イチダン イツセツ​​一段 一節︀​​の​ヲハ​​終​​りに、又は​ダンラク​​段落​​の​キ​​切​​れざる​トコロ​​處​​にても、​ブンシヤウ​​文章​​の​ナガス​​長過​​ぐる​トコロ​​處​​は​ホドヨ​​程善​​く​キ​​切​​りて、本文の​タイイ​​大意​​を漢︀字にて​ゾクブン​​俗文​​に譯し、本文よりは三字ほど​サ​​下​​げて​シル​​錄​​せり。​ユヱ​​故​​にこの​ヤクホン​​譯本​​は、​ウイウルモジ​​委兀兒字​​の​カンジ オンヤク​​漢︀字 音譯​​と​モウココトバ​​蒙古語​​の​カンジ ゾクゴヤク​​漢︀字 俗語譯​​と​モウコブン​​蒙古文​​の​カンジ ゾクブンヤク​​漢︀字 俗文譯​​と​サンヤウ​​三樣​​の譯を​ソナ​​備​​へたる​メヅラ​​珍​​しき​ホン​​本​​なり。今の寫本は、​ゼンブ​​全部​​ 十二卷を​ロクサツ​​六册​​に[8]​サウテイ​​裝釘​​し、​セイシフ​​正集​​ 十卷は五册、​ゾクシフ​​續集​​ 二卷は一册となれり。


　この​ホンヤク​​飜譯​​は、明の太祖︀の​シクワン​​史官​​にて蒙古語に​ツウ​​通​​じたる者︀の手に成り、​ゲンテウ ヒシ​​元朝 祕史​​の​ナ​​名​​も、その時に​アタ​​與​​へられたるなり。明の​テイゲウ​​鄭曉​​の​キンゲン​​今言​​ 卷の四に、鄭曉の吾學編 四夷考 上の卷にも同文あり。「​コウブ​​洪武​​十五年、​メイジテ​​命​​㆓​カンリンジカウ​​翰林侍講​​​クワゲンケツ​​火原潔​​​ラニ​​等​​㆒、​ヘンルヰ​​編㆓類︀​​​（ス）​クワイエキゴ​​華夷譯語​​​（ヲ）㆒。​カミ​​上​​​モテ​​以​​㆘​ゼンゲン​​前元​​​モト​​素​​​ナク​​無​​㆓文字㆒、發​（シ）㆑號​（ヲ）施​（スニ）㆑令​（ヲ）​タヾ​​但​​​カリ​​借​​㆓​カウシヤウシヨ​​高昌書​​​（ヲ）㆒、​セイ​​製​​​（シテ）㆓蒙古字​（ヲ）㆒、行​（ヒシヲ）㆗天下​（ニ）㆖、乃​（チ）命​（ジ）㆓​ゲンケツ​​原潔​​​（ニ）㆒、​トモ​​與​​​（ニ）㆓​ヘンシウ​​編修​​​マイチク​​馬懿赤黑​​​ラト​​等​​㆒、以​（テ）㆓​クワゲン​​華言​​​（ヲ）㆒譯​（セシム）㆓其語​（ヲ）㆒。​スベテ​​凡​​​テンモンチリ​​天文地理​​​ジンジブツルヰ​​人事物類︀​​​フクシヨクキヨウ​​服食器︀用​​、​ナシ​​靡​​㆑​ザルハ​​不​​㆓具​（ニ）​ノセ​​載​​㆒。​マタ​​復​​​シム​​令​​㆘​トリテ​​取​​㆓元​（ノ）祕史​（ヲ）㆒、以​セツ​​切​​​（シ）㆓​ソノジ​​其字​​​（ヲ）㆒、​カナヘ​​諧​​㆗​ソノ​​其​​​セイイン​​聲音​​​（ヲ）㆖。​スデニ​​旣​​​ナリ​​成​​、詔​（シテ）​カンプ​​刊布​​​（ス）。​ヨリ​​自​​㆑​コレ​​是​​​シシン​​使臣​​、​ワウライ​​往㆓來​​​（シ）​サクバク​​朔漠​​​（ニ）㆒、​ミナ​​皆​​​ヨク​​能​​​エタリ​​得​​㆓其情​（ヲ）㆒」とあり。​コエンブ​​顧炎武​​の​ニツチロクノヨ​​日知錄之餘​​ 卷の四を​チヤウボク​​張穆​​の​ヒ​​引​​きたるには、「​コウブ​​洪武​​十五年​シヤウグワツ​​正月​​​ヒノエイヌ​​丙戌​​」とあり、又 ​マイチク​​馬懿赤黑​​Maichikh​は、​マシヤイク​​馬沙亦黑​​Mashaikh​とあり、その​ホカ​​他​​は​タイテイ​​大抵​​ ​オナ​​同​​じ。​ロシア​​露西亞​​の​ソウジヤウ​​僧︀正​​ ​パラヂウス​​帕剌的兀思​​Palladius​は、洪武 實錄に此事 見ゆと云へり。明の太祖︀の實錄は、​ワガハイ​​我輩​​いまだ​エツドク​​閱讀​​の​キクワイ​​機會​​を​エ​​得​​ず。​カウシヤウ​​高昌​​は、​ウイウル​​委兀兒​​の​チ​​地​​の​フル​​古​​き​ナ​​名​​なり。​カリ​​借​​㆓高昌書​（ヲ）㆒、​セイ​​製​​​（ス）㆓蒙古字​（ヲ）㆒とは、​ウイウルモジ​​委兀兒字​​を​カ​​借​​りて​ヤヽ​​稍​​ ​ゾウソン​​增損​​して​モウコモジ​​蒙古字​​としたるを云ふ。​ベツ​​別​​に蒙古字を作りたるには​アラ​​非​​ず。故に元史には​ウイウモジ​​畏吾字​​と云ひて蒙古字と云はず、又その​ウイウモジ​​畏吾字​​を​タヾチ​​直​​に國書とも云へるは、畏吾字は卽ち蒙古字なればなり。


　​トリテ​​取​​㆓元​（ノ）祕史​（ヲ）㆒、以​セツ​​切​​​（シ）㆓其字​（ヲ）㆒、​カナフ​​諧​​㆓其聲音​（ヲ）㆒とは、祕史の蒙古字の​インヰン​​音韻​​を​ブンセキ​​分析​​し、漢︀字を​ア​​當​​てて​ヨ​​善​​く​カナ​​諸︀​​はしむるを云ふ。​ケダシ​​蓋​​ ​クワイ エキゴ​​華夷 譯語​​の書は、蒙古語の​オン​​音​​も​ギ​​義​​も漢︀字を以て譯するが故に、その​ザイレウ​​材料​​[9]を祕史より​ト​​取​​らんが​タメ​​爲​​に、​マ​​先​​づ祕史を音譯 語譯 文譯したるなり。その​モクテキ​​目的​​は、蒙古の​シ​​史​​を​カンガ​​考​​ふるに​ア​​在​​らずして、蒙古の​コトバ​​語​​を​カンガ​​考​​ふるに​ア​​在​​りき。原文に人の名 ​トコロ​​地​​の名 ​ブラク​​部落​​の名などあまた​カサ​​重​​なれる處を、譯文には​タヾ​​只​​その一つを​ア​​擧​​げて、その他は​タヾ​​只​​「​ラ​​等​​」の​ジ​​字​​ 又は​イクニン​​幾人​​ ​イクブラク​​幾部落​​などの語を用ひて​ハブ​​略​​きたること​オホ​​多​​きは、これが​タメ​​爲​​なり。


　語譯 文譯の​ウチ​​中​​に、音譯の​モンゴル​​忙豁勒​​Monghol​蒙古を​タタ​​達達​​と、​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​Sartaul​中亞細亞の莫哈篾惕 敎徒を​フイフイ​​囘囘​​と、​チユンド​​中都︀​​Chungdu​〈［＃左ルビの「Chungdu」は底本では「Chuugdu」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉金の中都︀ 今の北京を​ホクヘイ​​北平​​と、​ペキン​​北京​​Peking​金の北京、今の喀剌沁 右翼を​タイネイ​​大寧​​と、​ナンキン​​南京​​Namking​金の南京、今の河南 開封府を​ベンリヤウ​​汴梁​​と譯したるが​ゴト​​如​​きは、明人の譯なることを​サツ​​察​​するに​アマ​​餘​​りあり。​コト​​殊​​に​キン​​金​​の​チウト​​中都︀​​なる今の​ペキン​​北京​​を​ホクヘイ​​北平​​と云ひたるは、​ミン​​明​​の​セイソ​​成祖︀​​の​セント​​遷都︀​​の​マヘ​​前​​に​カギ​​限​​れる名なれば、この譯本は、洪武の史官の手に成れること​ウタガ​​疑​​ひなし。又 音譯の中にも、二人なる​カルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​Arkhai Khassar​と​バラ​​巴剌​​Bala​とを一人の​アルカイ カツサル バラ​​阿兒孩 合撒兒 巴剌​​とし、​ネウダイ​​捏兀歹​​Neudai​ ​ブ​​部​​の​チヤカアン ウワ​​察合安 兀洼​​Chakhaan uwa​を​アル​​或​​は​ネウダイ​​捏兀歹​​と​チヤカン ウワ​​察合安 兀洼​​と二人とし、​アル​​或​​は​ネウダイ チヤカアン ウア​​捏兀歹 察合安 兀阿​​と云ふ一人の名とし、​タタル​​塔塔兒​​Tatar​部名の​アルチ タタル​​阿勒赤 塔塔兒​​Alchi Tatar​塔塔兒の分部の名の​ヂヤリンブカ​​札鄰不合​​Jalinbukha​を​タタル​​塔塔兒​​の​アルチ​​阿勒赤​​と​タタル​​塔塔兒​​の​ヂヤリンブカ​​札鄰不合​​と二人とし、​オンギラト​​翁吉喇惕​​Onghirat​の​デルゲク エメル​​迭兒格克 額篾勒​​Dergek-emel​を​デルゲク​​迭兒格克​​と​エメル​​額篾勒​​と二人とし、​ナイマン​​乃蠻​​Naiman​部名の​グチユウト ナイマン​​古出兀惕 乃蠻​​Guchunt Naiman​乃蠻の分部の名の​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​Buirukh Khan​を​ナイマン​​乃蠻​​の​グチユウト​​古出兀惕​​と​ナイマン​​乃蠻​​の​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​と二人とし、​サイイキ​​西域​​の​カンメリク​​罕篾力克​​Khanmelik​と云ふ人を、音譯には​カン​​罕​​と​メリク​​篾力克​​とを​ハナ​​離​​して書き、​カン​​罕​​[10]なる​メリク​​篾力克​​とし、語譯には​クワウテイ​​皇帝​​ ​メリク​​篾力克​​、文譯には​メリクワウ​​篾力克王​​としたるが如き處 ​ハナハ​​甚​​だ​オホ​​多​​し。​コレラ​​此等​​は、​トシヒトシヤウグン​​利仁將軍​​ ​タムラマロ​​田村丸​​を一人と​オモ​​思​​ひ、​タハラ トウダ​​田原 藤太​​ ​フヂハラノ ヒデサト​​藤原 秀鄕​​を二人と思ひ、​サンノミヤウヂ​​三宮氏​​を​クワウゾク​​皇族​​と​アヤマ​​誤​​れるの​タグヒ​​類︀​​にて、​ゲンダイ​​元代​​の人ならば、かゝる​アヤマ​​誤​​りある​ハズ​​筈​​なけれども、蒙古の​コシ​​古史​​に​クラ​​暗​​き明人なればこそ、​コレラ​​是等​​の​ヨミアヤマ​​讀誤​​りも​ア​​有​​りしなれ。​シカ​​然​​るに​コクワウキ​​顧廣圻​​の祕史の​バツ​​跋​​に、​ザンゲンザンボン​​殘元槧本​​、​ウツセル​​影​​㆓​ゲンザン​​元槧​​​（ヲ）㆒​キウセウホン​​舊鈔本​​など云ひ、​リブンデン​​李文田​​の​ヒシ​​祕史​​の​チウ​​注​​にも、​ザンゲンザンボン​​殘元槧本​​、​ゲンザンソクホン​​元槧足本​​など云ひ、又「​ゲンダイ​​元代​​​ツクリ​​撰​​​ヲヘテ​​訖​​、殆​（ド）非​（ズ）㆓一刻​（ニ）㆒、故​（ニ）兩本互​（ニ）異​（ル）」と云へるは、​ザウシヨカ​​藏書家​​の​イヒツタ​​言傳​​へたるままに、この譯本を​ゲンダイ​​元代​​の​モノ​​物​​と​シン​​信​​じたるにて、この​シヨニン​​諸︀人​​は、此書の​ナイヨウ​​內容​​を​ヨ​​善​​くも​カンガ​​考​​へざりしと見ゆ。​タヾ​​唯​​ ​カシウタウ​​何秋濤​​は、​ハヤ​​夙​​く​コヽロヅ​​心附​​きて「祕史​（ハ）、​ケダシ​​蓋​​​カヽル​​係​​㆓明朝初年​（ノ）所譯​（ニ）㆒。故​（ニ）稱​（シテ）㆓​エンケイ​​燕京​​​（ヲ）㆒​イヒ​​曰​​㆓​ホクヘイ​​北平​​​（ト）㆒、​ハクシウ​​博州​​​（ヲ）​イフ​​曰​​㆓​トウシヤウ​​東昌​​​（ト）㆒」と云へり。


　明の​エイラク​​永樂​​ ​ネンチウ​​年中​​、​エイラク タイテン​​永樂 大典​​を作り、​ココン​​古今​​の​グンセキ​​羣籍​​を​マウラ​​網羅​​して、​ヰン​​韻​​に​ヨ​​依​​り​ハイサン​​排纂​​したる時、元朝祕史も、その​エラビ​​選​​に​モ​​漏​​れず、その十二​セン​​先​​の​ゲンジヰン​​元字韻​​の中に​ヲサ​​收​​められたり。​タヾシ​​但​​その本は​ゼンブ​​全部​​ 十五卷にして、續集の​ナ​​目​​なく、今本と​ブンクワン​​分卷​​ ​オナ​​同​​じからず。此書の​カミカズ​​紙數​​ ​スコブ​​頗​​る多きが故に、​シウロク​​收錄​​の​トキ​​際​​、​ナニ​​何​​かの​ツガフ​​都︀合​​にて​ブンカツ​​分割​​したるなるべし、明の​クワウグシヨク​​黃虞稷​​の​センケイダウ シヨモク​​千頃堂 書目​​に元朝 祕史 十二卷を​チヨロク​​著︀錄​​し、明の​ブンエンカク シヨモク​​文淵閣 書目​​の​ウジガウ​​宇字號​​に「元祕史一部五册、又一部同​（ジ）、」又「祕史​ゾクカウ​​續稿​​一部一册、又一部同​（ジ）」とあるは、​コウブ ザンコク​​洪武 槧刻​​の原本にて、今の​シヤホン​​寫本​​[11]の​ホンシヨ​​本書​​なり。​シカ​​然​​るに​ゲンゲン​​阮元​​の​シコ ビシウ シヨモク テイエウ​​四庫 未收 書目 提要​​に、​センケイダウ​​千頃堂​​ ​ブンエンカク​​文淵閣​​の祕史を「​ミナケツイツノホンナリ​​竝闕佚之本​​」と云へるは、その時只 十五卷本のみを見て、​イマダ​​未​​ 六册 十二卷の​キウホン​​舊本​​を見ざりし故なるべし。


　​シン​​淸​​の​ソンシヨウタク​​孫承澤​​が​アラハ​​著︀​​せる​ゲンテウ テンコ ヘンネンカウ​​元朝 典故 編年考​​の​ダイククワン​​第九卷​​に祕史の譯文を​ノ​​載​​せて、その​セウジヨ​​小序​​に「元​（ニ）有​（リ）㆓祕史十卷、續祕史二卷㆒。前卷​（ハ）​ノセ​​載​​㆓​サバクシキノコト​​沙漠始起之事​​​（ヲ）㆒、續卷​（ハ）​ノス​​載​​㆘​クダシ​​下​​㆓燕京​（ヲ）㆒滅​（ボセル）㆑金​（ヲ）之​コト​​事​​​（ヲ）㆖。​ケダシ​​蓋​​​ソノクニビトノ​​其國人​​​モノナリ​​所​​㆓編記​（セル）㆒。書​（ハ）藏​（シテ）㆓禁中​（ニ）㆒（明の文淵閣）​ズ​​不​​㆑傳​（ラ）、偶​（〻）從​（ヒ）㆓​コカ​​故家​​​（ニ）㆒​ミタリ​​見​​㆑之​（ヲ）。​ロク​​錄​​​（シテ）​ツヾケ​​續​​㆓​クワンマツ​​卷末​​​（ニ）㆒、以補​（フ）㆓史​（ノ）所​（ヲ）＿㆑​ザル​​不​​㆑​ノセ​​載​​​シカジカ​​云云​​」と云へるを、​シコ ゼンシヨ テイエウ​​四庫 全書 提要​​に​ヒヤウ​​評​​して「考​（ルニ）㆓​ソノ​​其​​​ヒケルヲ​​所引​​㆒、​ミナ​​竝​​​ノス​​載​​㆓永樂大典​（ノ）元字韻中​（ニ）㆒。互​（ニ）​アヒ​​相​​​ケンカン​​檢勘​​​（スルニ）、一一​アヒ​​相​​​オナジ​​同​​。疑​（ハクハ）​モト​​本​​元​（ノ）時​（ノ）祕册​（ナラン）。明​（ノ）初修​（ムル）㆑書​（ヲ）者︀、或​（ハ）​カツテ​​嘗​​​ロク​​錄​​​（シテ）㆑​フクヲ​​副​​以​イダシ​​出​​、​リウデン​​流傳​​​（シテ）​アリ​​在​​㆑​ホカニ​​外​​、故​（ニ）​シヨウタク​​承澤​​​エテ​​得​​而​ミタル​​見​​㆑之​（ヲ）​ノミ​​耳​​。​シルセルハ​​所記​​​オホカタ​​大都︀​​​サセツ​​瑣屑​​​（ノ）​サイジ​​細事​​、​カツ​​且​​​マヽ​​閒​​​ワタル​​涉​​㆓​クワウタン​​荒誕​​​（ニ）㆒。​ケダシ​​儘​​​デンブンノコトバ​​傳聞之辭​​、​テンテン​​輾轉​​​（シテ）失​（ヒ）㆑​ヲ​​眞​​、​ズ​​未​​㆑​タラ​​足​​㆓盡​（クハ）以​スルニ​​爲​​＿㆑據​（ト）。然​（レドモ）​ツヒニ​​究​​​ゾク​​屬​​​（シ）㆓元代​（ノ）舊文​（ニ）㆒、世​（ノ）​モノナリ​​所​​㆑罕​（ナル）㆑​ミル​​覩​​。​ヨリ​​自​​㆓永樂大典㆒​ホカニハ​​以外​​、​タヾ​​惟​​​ミユ​​見​​㆓於此書​（ニ）㆒。​トハ​​與​​㆓​セイシ​​正史​​㆒頗​（ル）​アリ​​有​​㆓​イドウ​​異同​​㆒、存​（セバ）㆑之​（ヲ）​マタ​​亦​​​タレリ​​足​​㆔以資​（クルニ）㆓​サンテイ​​參訂​​​（ヲ）㆒也」と云ひ、又 ​モウコ ゲンリウ​​蒙古 源流​​の​ヒヤウ​​評​​に「​ト​​與​​㆓元朝祕史㆒、​タイレイ​​體例​​​アヒ​​相​​​チカシ​​近​​」と云へり。祕史を以て​デンブン​​傳聞​​の​コトバ​​辭​​とし、​ワヅカ​​僅​​に​モウコ ゲンリウ​​蒙古 源流​​に​タクラ​​比​​ぶるがごときは、​ケンリウ​​乾隆︀​​の史臣も​イマダ​​未​​ 祕史の​シンカ​​眞價​​を​シ​​知​​らざりしを見るべし。


　​ヒトリ​​獨​​ ​カテイ​​嘉定​​の​センタイキン​​錢大昕​​は、永樂 大典の中より祕史を​ウツ​​寫​​し​ト​​取​​りて、その​ジヨジ​​敍次​​ ​スコブ​​頗​​る​ジツ​​實​​を​エ​​得​​たるを​ヨロコ​​喜​​び、​バツ​​跋​​を作りて、元史の太祖︀ 本紀の​クワウビウ​​荒謬​​を​シテキ​​指摘​​し、「​キ​​紀​​​（ニ）​シルセルハ​​所書​​、​テンタウフクタフ​​傎倒複沓​​、​ミナ​​皆​​​ズ​​不​​㆑​タラ​​足​​㆑​ヨルニ​​據​​。​ロンジ​​論㆓次​​​（スル）太祖︀太宗兩朝​（ノ）事蹟​（ヲ）㆒者︀​（ハ）、​ソレ​​其​​必​（ズ）​オイテ​​於​​㆓此書​（ニ）㆒​サダメン​​折​​㆓​ソノ​​其​​​チウ​​衷​​​（ヲ）㆒​カ​​與​​」と云へり。その後 元史 ​カウイ​​考異​​、[12]元史 ​シゾクヘウ​​氏族表​​を作るに、頗るその書を參考せり。


　又 ​センタイキン​​錢大昕​​は、大典本の祕史を得たる後、​サラ​​更​​に十二卷の舊本あるを​キ​​聞​​き、その大典本に​マサ​​勝​​れる​シンボン​​眞本​​なることを​サト​​悟​​りたりと見え、​ゲンクワ​​元和​​の​コクワウキ​​顧廣圻​​の祕史の跋に「元朝祕史​（ハ）、​ノス​​載​​㆓永樂大典中​（ニ）㆒。​センチクテイ​​錢竹汀​​​セウセンガ​​少詹​​​イヘニモテルハ​​家所有​​、卽​（チ）​ヨリ​​從​​㆑​コレ​​之​​​イヅ​​出​​。​スベテシユビ​​凡首尾​​十五卷​（ナリ）。​ノチ​​後​​​セウセン​​少詹​​​キヽ​​聞​​㆘​トウキヤウノ​​桐鄕​​​キンシユジトクヨ​​金主事德輿​​、​アリ​​有​​㆓殘元槧本㆒、分卷​ズト​​不​​㆖㆑同​（カラ）、​タノミ​​囑​​㆑​カレニ​​彼​​​シルシイダス​​記出​​。​ヨリテ​​據​​以​チヨ​​著︀​​㆓​ロクセル​​錄​​於其元史​ゲイブンシニ​​藝文志​​㆒​モノコレナリ​​者︀是也​​」とあり。その​ゲイブンシ シルヰ​​藝文志 史類︀​​の第四​ザツシルヰ​​雜史類︀​​に、元祕史 十卷 續祕史 二卷を​ア​​擧​​げて「​ズ​​不​​㆑著︀​（サ）㆓​センジンヲ​​撰人​​㆒。​シルス​​記​​㆓太祖︀初​（メテ）​オコリ​​起​​、​マタ​​及​​太宗滅​（ボセル）㆑金​（ヲ）事​（ヲ）㆒。​ミナ​​皆​​​コクゴハウヤクナリ​​國語旁譯​​。疑​（ハクハ）卽​（チ）​トビチヤン​​脫必赤顏​​​ナリ​​也​​」と云へり。​コクゴ ハウヤク​​國語 旁譯​​とは、本文は蒙古語の漢︀字 音譯にて、​ウハウ​​右旁​​に漢︀字 語譯あるを云ふ。音譯 語譯のみを云ひて、文譯を云はざるは、本文を​シユ​​主​​として、譯文に​オモ​​重​​きを​オ​​置​​かず、且 譯文の事をも旁譯の字に​コ​​込​​めたるなるべし。


　​ゲンゲン​​阮元​​の​シコ ビシウ シヨモク テイエウ​​四庫 未收 書目 提要​​に​イハ​​曰​​く「元祕史十五卷、​ズ​​不​​著︀​（サ）​センジンノメイシヲ​​撰人名氏​​。​ソノ​​其​​​シルスニ​​紀​​㆑​トシヲ​​年​​、以​（テシ）㆓​ソジトジヤウジナドヲ​​鼠兒兔兒羊兒等​​㆒​ズ​​不​​以​（テセ）​カンシヲ​​干支​​。​ケダシ​​蓋​​卽​（チ）國人​（ノ）​シルセルナリ​​所錄​​云云。​コレハ​​此​​​ヨリ​​依​​㆓​キウセウニ​​舊鈔​​㆒​エイシヤシ​​影寫​​、國語旁譯​（ナリ）。​シルシ​​記​​㆓元​（ノ）太祖︀太宗兩朝​（ノ）​ジセイヲ​​事跡​​㆒、​モトモ​​最​​​タリ​​爲​​㆓​シヤウビ​​詳備​​㆒。案​（ズルニ）、明​（ノ）初​ソウレン​​宋濂​​​ラ​​等​​​シウ​​修​​㆓​センシ​​撰​​元史​（ヲ）㆒、​キフナリ​​急​​㆓於​ツグルニ​​蕆​​㆒㆑事​（ヲ）。​サイセキ​​載籍​​​ドモ​​雖​​㆑存​（スレ）、​ナシ​​無​​㆑​イトマ​​暇​​㆓​ケイキウスル​​稽求​​㆒。如​（キハ）㆓​コノヘンニ​​是編​​​ノセタル​​所載​​​ゲンシヨノセイケイノ​​元初世系​​㆒ ​ボドンチヤル​​字端叉兒​​​ノマエ​​之前​​、​ナホアリ​​尙有​​㆓一十一世㆒。太祖︀本紀​（ハ）、述​（ルニ）㆓​ソノセンセイヲ​​其先世​​㆒、僅​（ニ）​ヨリ​​從​​㆓​ボドンチヤル​​孛端叉兒​​㆒始​（マル）。諸︀​（〻）​ゴトキ​​如​​㆑​カクノタギヒ​​此類︀​​、​ミナ​​竝​​​タル​​足​​㆑補​（フニ）㆓​セイシノヒロウヲ​​正史之紕漏​​㆒。雖​（ドモ）㆓​シゴリヒニシテ​​詞語俚鄙​​、​ザレ​​未​​㆒㆑​ヘ​​經​​㆓​シウシヨクヲ​​修飾​​㆒、然​（レドモ）​アリ​​有​​㆑資​（クル）㆓​カウシヨウヲ​​考證​​㆒。​マタ​​亦​​​ヨム​​讀​​​シヲ​​史​​者︀​（ノ）​モノ​​所​​㆑​ザル​​不​​㆑​ハイセ​​廢​​​ナリ​​也​​。」十五卷[13]と云へば、大典本の如くなれども、​キウセウ​​舊鈔​​に依り​エイシヤ​​影寫​​すと云ひて、大典より​ト​​取​​れりと云はざれば、大典の外にも十五卷の舊鈔本ありしならん。もし​フル​​古​​くよりさる本ありしならば、大典は​カヘツ​​却​​てその本を​ヲサ​​收​​めたるならんか。


　阮元は、太祖︀の先世の事を​ウン〳〵​​云云​​すれども、​ジツ​​實​​は​ボドンチヤル​​孛端察兒​​Bodonchar​ 以前の事は​ト​​取​​るに足らず。その​イゴ​​以後​​なる祕史の​ジヨジ​​敍事​​は、​コト​​事​​ごとに皆 元史の​ヒロウ​​紕漏​​を​オギナ​​補​​ふに足れり。然るに其等の諸︀大事を​ナニ​​何​​も言はずして、​イチレイ​​一例​​とは云ひながら、​ボドンチヤル​​孛端察兒​​ 以前の事のみを云へるは、只 祕史の​クワンシユ​​卷首​​ 三四​エフ​​葉​​を讀みたるのみに非ずやと​ウタガ​​疑​​はるる​ホド​​程​​なり。​コヽ​​是​​に​オイ​​於​​て​ワレ​​余​​は​マス〳〵​​益​​ 錢大昕の​ケイガン​​烱眼​​に​カンプク​​感服​​せり。


　​コクワウキ​​顧廣圻​​の祕史の跋の​ツヾ​​續​​きに曰く「​ザンポンハ​​殘本​​、​キンシユジ​​金主事​​​カツテ​​嘗​​攜​（ヘテ）至​（レリ）㆓​ゴモンニ​​吳門​​㆒。​ワレハジメニマヅ​​予首先​​​ミタリ​​見​​㆑之​（ヲ）。​ソツ〳〵ニシテ​​率率​​​ザリキ​​未​​㆑​エ​​得​​㆓寫錄​（スルヲ）㆒。近​（ゴロ）​マタ​​復​​​ズ​​不​​㆑​シラ​​知​​㆑​キシタルヲ​​歸​​㆓何​（ノ）處​（ニ）㆒、頗​（ル）以​（テ）爲​（セリ）㆑憾​（ト）。​キヨネン​​去年​​、​オシ​​授​​​（フ）㆓​ト​​徒​​​（ヲ）​ロシウフ​​廬州府​​​（ニ）㆒。​シンカウ​​晉江​​​（ノ）​チヤウタイシユ​​張太守​​​（ノ）​モト​​許​​​（ニ）、​ミタリ​​見​​㆓​ヲサメタル​​所收​​​エイゲンザンノキウセウホン​​影元槧舊鈔本​​、​ツウタイクワンゼンナルヲ​​通體完善​​㆒。​コンネン​​今年​​、至​（リ）㆓​ヤウシウ​​揚州​​​（ニ）㆒、遂​（ニ）​スヽ​​慫​​㆓​メテ​​慂​​​コヨセンセイニ​​古餘先生​​㆒、​カリキテ​​借來​​​フク​​覆​​㆓​エイセリ​​影​​​イチブヲ​​壹部​​㆒。​ヨツテ​​仍​​​ラレテ​​見​​㆑命​（ゼ）​カウカンス​​校勘​​。乃​（チ）​シレリ​​知​​㆘異​（ナル）㆓於​セウセンノホンニ​​錢少詹本​​㆒​ハ​​者︀​​、​ザルヲ​​不​​㆗​タヾ​​特​​分​（テル）㆓元朝祕史十卷、續集二卷​（ニ）㆒一​ノミナラ​​事​​㆖也。卽​（チ）如​（キハ）㆓​シユクワン​​首卷​​​ヘウダイノシタ​​標題下​​、​ブンチウ​​分注​​​ニギヤウ​​二行​​、​ミギハ​​右​​​モンゴルンニウチヤノ​​忙豁侖紐察​​五字、​ヒダリハ​​左​​​トチヤアンノ​​脫察安​​三字​（ノ）㆒、必​（ズ）​コレ​​是​​​シルセル​​所署︀​​​センシヨジノメイカンナリ​​撰書人名銜​​。而​（シテ）少詹本​（ニハ）​ナシ​​無​​㆑之。​ベシ​​當​​㆓​ヨリテ​​依​​㆑​コレニ​​此​​補​（ヒ）正​（ス）㆒。​ソノ​​其​​​ホカ​​餘​​​ジク​​字句​​​カウダン​​行段​​、​マタ​​亦​​​ワウ〳〵​​往往​​​ヤヽマサレリ​​較勝​​。​ベシ​​可​​㆑​イフ​​稱​​㆓​カホント​​佳本​​㆒矣。​カウカン​​校勘​​旣​（ニ）畢​（リ）、記​（スヿ）㆓​ソノテンマツヲ​​其顚末​​㆒如​（シ）㆑此​（ノ）。​ゴト​​若​​​（キハ）㆕​カノ​​夫​​​ユヱン​​所​​㆔​ノ​​以​​​タヾス​​訂​​㆓​ミンシウ​​明修​​​ゲンシノソリヤクヲ​​元史之疏略​​㆒、少詹​（ノ）​ダイバツマタカウイノウチニ​​題跋泊考異中​​、​ミ​​見​​​（ル）㆓​ソノタイガイヲ​​其大樂​​㆒。​ヒイテ​​引​​而​ノバスハ​​伸​​㆑之​（ヲ）、​タヾ​​唯​​​ゼンドクノクンシナリ​​善讀之君子​​。​コヽニ​​茲​​​ズト​​不​​㆑及​（バ）㆓​シヤウロンニ​​詳論​​㆒​イフ​​云​​。」この跋は、卽ち今本の[14]跋にして、便宜の爲に、今の寫本にては、その篇首に弁せり。今本の來歷を述べたる者︀なれば、今本は、卽ち​コクワウキ​​顧廣圻​​の​カウカンボン​​校勘本​​なり。書の名を​センジン​​撰人​​の名と誤れるは、蒙古語を解せざる人に​ヤ​​已​​むを​エ​​得​​ざる事として、この​クワンゼン​​完善​​なる古史を世に傳へたる​コウ​​功​​は​ボツ​​沒​​すべからず。


　​ダウクワウチウ​​道光中​​、​ヘイテイ​​平定​​の​チヤウボク​​張穆​​は、祕史の譯文を大典より​ウツ​​寫​​し​イダ​​出​​し、​ジンクワ​​仁和​​の​カンシ​​韓氏​​より​エイセウ ゲンポン​​影鈔 原本​​阮元の十五卷本かを借りて​カウタイ​​校對​​し、​レンキンイ​​連筠簃​​ ​ソウシヨ​​叢書​​に​イ​​入​​れて​シユツパン​​出板​​し、​クワウチヨ​​光緖​​ 二十年、明治 二十七年、​シヤンハイ​​上海︀​​の​フクコ シヨキヨク​​復古 書局​​にて復その本を​セキイン​​石印​​に​フ​​附​​し、​チヤウシユン シンジン​​長春 眞人​​の​サイユウキ​​西遊記​​、​チヤウボク​​張穆​​の​モウコ イウボクキ​​蒙古 遊牧記​​と​イツチツ​​一帙​​の​シユシホン​​縮本​​として​ウ​​賣​​り​イダ​​出​​したれば、十五卷本の譯文は​エヤス​​得易​​くなりたれども、​コシ​​顧氏​​の​カウカン ゼンポン​​校勘 全本​​は、​マス〳〵​​益​​ ​キケン​​希見​​の​チンシヨ​​珍書​​となり、​テンテン​​輾轉​​して​コクシ サイシユ ソウシツ​​國子 祭酒 宗室​​ ​セイイク​​盛昱​​の​ザウ​​藏​​に​キ​​歸​​せり。​クワウチヨ​​光緖​​ 十一年、明治 十八年、​カンリン ガクシ​​翰林 學士​​ ​ヘイキヤウ​​萍鄕​​の​ブンテイシキ​​文廷式​​は、​セイイク​​盛昱​​の本を借りて、​ジユントク​​順德​​の​リジラウ​​李侍郞​​ ​ブンデン​​文田​​と​オノ〳〵​​各​​一部を寫せり。​ブンテイシキ​​文廷式​​の​ジヨ​​序​​に「於​（テ）㆑是​（ニ）​カイダイ​​海︀內​​始​（メテ）​アリ​​有​​㆓三部㆒」と云へり。​コレ​​是​​より​サキ​​先​​に​リブンデン​​李文田​​は、祕史に​チウ​​注​​せんとし、​レンキンイボン​​連筠簃本​​を以て​シユ​​主​​となし、​ヤウジヤウ​​陽城​​の​チヤウトンジン​​張敦仁​​の本を參考に用ひたり。​チヤウホン​​張本​​は「​ヨリ​​從​​㆓​ゲンザンソクホン​​元槧足本​​㆒​ウツシイダシ​​影出​​、作​（ル）㆓十卷、又續二卷​（ニ）㆒」と云ひ、​ダイモク​​題目​​の​シタ​​下​​に​モンゴルン ニウチヤ トチヤアン​​忙豁侖 紐察 脫察安​​なる​ケフチウ​​夾注​​ありし​ヨシ​​由​​なれば、これも​コホン​​顧本​​の寫しなるべし。李氏は、初に張本を借り用ひ、後に盛昱本を寫し取れるなるべし。李氏の注 成れる​コロ​​頃​​は、盛昱本の寫しも​ザイウ​​坐右​​にある​ハズ​​筈​​なれども、今その注を見るに、蒙古文より​ヒエキ​​裨益​​を得たりと​オボ​​覺​​しき​トコロ​​所​​なし。[15]


　明治 三十二年、文廷式の​ライイウ​​來遊​​せし時、​カヅノ​​鹿角​​の​ナイトウ コナン​​內藤 湖南​​、東京に居りて、廷式の​カヘ​​歸​​りたらん後に輩古文 祕史を寫し​ヨ​​寄​​せられんことを​モト​​求​​め、​ワレ​​余​​も​マタ​​亦​​ ​シキリ​​切​​に​ノゾ​​望​​みたりしかば、廷式 ​カヘ​​歸​​りて​マ​​閒​​もなく​ケンヒ​​拳匪​​の​ラン​​亂​​ ​オコ​​起​​り、​インシン​​音信​​ ​ヒサ​​久​​しく​タ​​絕​​えたれども、三十四年の​スヱ​​末​​に至り、​ホウゼン​​裒然​​たる六大册の寫本を人に​タク​​托​​して​オホサカ​​大阪​​なる​コナン​​湖南​​の​モト​​許​​に​トヾ​​屆​​けたり。湖南は、​タヾチ​​直​​に​セウシヨ​​鈔胥​​を​ヤト​​傭​​ひて、一部を影寫し、東京に​オク​​送​​りこしたるは、今 高等 師範 學校の藏となれり。その後 ​ワセダ ダイガク​​早稻田 大學​​も、一部を影寫して、その​トシヨクワン​​圖書館︀​​に​ソナ​​備​​へたり。​コヽ​​是​​に於て​ワ​​我​​が​カイダイ​​海︀內​​にも、亦 始めて三部ある事となれり。


　かくて この全本は、​セカイ​​世界​​に六部 ​カギ​​限​​りかと云へば、さに非ず。​ナホ​​猶​​ ​ホカ​​外​​に一部あり。その一部は、​ハルカ​​遙​​に​エンパウ​​遠方​​に​ア​​在​​り。その一部は、​ニツポン​​日本​​ ​シナ​​支那​​にあるよりも​ハルカ​​遙​​に​オホイ​​大​​なる​ヒエキ​​裨益​​を​セカイ​​世界​​の​シガク​​史學​​に​アタ​​與​​へつつあり。​ソ​​其​​は、​ロシア​​露西亞​​の​パラヂウスボン​​帕剌的兀思本​​なり。


　​ソウジヤウ​​僧︀正​​ ​パラヂウス​​帕剌的兀思​​Palladius​は、​シナ​​支那​​の​ケイシ​​京師​​に居りて、​ハジメ​​初​​に​レンキンイ​​連筠簃​​ ​ソウシヨ​​叢書​​よリ元朝 祕史を得て、露西亞文に飜譯し、譯者︀の​ジヨロン​​序論​​と​チウシヤク​​注釋​​と​チンギス カン​​成吉思 汗​​の​イヘ​​家​​の​ケイヅ​​系圖​​とを​クハ​​加​​へて、「​チンギス カン​​成吉思 汗​​の​フル​​古​​き​モウコ モノガタリ​​蒙古 物語​​」と​ダイ​​題​​し、​セイキ​​西紀​​ 一八六六年、同治 五年、慶應 二年、「​ペキン​​北京​​なる露西亞の​デンダウ シメイ​​傳道 使命​​の​ハウコク​​報吿​​」の第四卷に載せて​シユツパン​​出板​​せり。その後 一八七二年、同治 十一年、明治 五年、蒙古文を漢︀字にて音譯せる十五卷の​ミンザン​​明槧​​の寫本を​タマ〳〵​​偶​​ 得て、​カツ​​嘗​​て譯せる漢︀文の本は、この蒙古文の​テキヤク​​摘譯​​なることを知れり。十五[16]卷の明槧の寫本と云へば、阮元の「依​（リ）㆓舊鈔​（ニ）㆒影寫​（ス）」と云へる者︀と同本なるべし。その本は、​ヘウダイ​​標題​​も​ナ​​無​​く、​ゴジ​​誤字​​ ​ダツジ​​脫字​​ ​オホ​​多​​しと云へば、十二卷の今本に​オト​​劣​​れりと見ゆ。されども​パラヂウス​​帕剌的兀思​​は、漢︀字と蒙古語とを知れる人には、この本を蒙古字の原文に​カヘ​​復​​すこと​カタ​​難︀​​からずと云へり。又 ​シンジン​​淸人​​は、十二卷本を元槧と名づけ、錢大昕すら原本 譯本の​ベツ​​別​​を​コン​​混​​じ、卽ち​トビチヤン​​脫必赤顏​​なるかと疑ひて、元の藝文志に入れたる程なるに、​ヒトリ​​獨​​ ​パラヂウス​​帕剌的兀思​​は、​イチハヤ​​逸︀速​​く明譯 明槧と​ミサダ​​見定​​めたり「蒙古史を​ケンキウ​​硏究​​する人に大なる​ヒエキ​​裨益​​を​アタ​​與​​ふる古代 蒙古文のこの​チンシヨ​​珍書​​」は、今 ​ペテルブルグ ダイガク​​珀帖兒不兒古 大學​​の​トシヨクワン​​圖書館︀​​の​ザウシヨ​​藏書​​となれり。蒙古 語學に​ジユクタツ​​熟達​​せる​ケウジユ​​敎授​​ ​ポズネエフ​​頗自捏也富​​Pozdneyeff​は、その書の​ゲンケイ​​現形​​のまゝに、卽ち蒙古文を漢︀字にて寫せるまゝに、露西亞文の​ホンヤク チウシヤク​​飜譯 注釋​​を​クハ​​加​​へて、出板せんことを​クハダ​​企​​て、一八八七年、光緖 十三年、明治 二十年、その序文と本文卽ち蒙古文の​クワハン​​過半​​とを​セキインバン​​石印板​​にて​インサツ​​印刷​​して​ガクセイ​​學生​​に​ワカ​​頒​​てり。その​ゲフ​​業​​ 成れりや​イナ​​否​​やは​ワレ​​我​​いまだ知らず。露西亞は、​イクサ​​軍​​には​マ​​負​​けたれとも、かゝる​ケンキウ​​硏究​​に​カ​​掛​​けては、我が日本よりは​ハルカ​​遙​​に​マサ​​勝​​れる​クニ​​國​​なり。​ジツ​​實​​に​イクサ​​軍​​と​ナイセイ​​內政​​との​シツパイ​​失敗​​を​ノゾ​​除​​きては、​トウホウ ケイリヤク​​東方 經略​​の​コト​​事​​に​ヨ​​善​​く​ユキトヾ​​行屆​​きて、​タイエイコク​​大英國​​と​トモ​​共​​に、​アジア​​亞細亞​​の​シヨブラク​​諸︀部落​​を​スヰクワイ​​綏懷​​すべき​シカク​​資格​​ある​タイコク​​大國​​なり。











​セイブ シンセイロク​​聖武 親征錄​​ ​ラシツド​​喇失惕​​​（ノ）​シフシ​​集史​​の​ライレキ​​來歷​​。


　​セイブ シンセイロク​​聖武 親征錄​​は、蒙古 祕史に​クワンケイ​​關係​​ 多き古書なり。四庫 全書 提要[17]の​ザツシルヰ ソンモク​​雜史類︀ 存目​​に「皇元聖武親征錄一卷、不㆑著︀​（サ）㆓撰人​（ノ）名氏​（ヲ）㆒云云。史​（ニ）記​（ス）㆕​ゲンノ​​元​​​セイソ​​世祖︀​​​チウトウ​​中統​​四年、​サンチセイジシウコクシ​​參知政事修國史​​​ワウガク​​王鶚​​、​コフヲ​​請​​㆔​エン​​延​​㆘​ハウシテ​​訪​​太祖︀​（ノ）事蹟​（ヲ）㆖​フセント​​付​​㆓​シクワンニ​​史館︀​​㆒。此卷​（ハ）、疑​（ハクハ）卽​（チ）當時​（ノ）人​（ノ）​ツクリ​​所撰​​上​（レル）者︀​（ナラン）」と云へるは、只 ​オシアテ​​押當​​に言へるにて、何も​ハウシヨウ​​旁證​​すべき事なし。​サイイキ​​西域​​の​ソウワウ​​宗王​​珀兒昔阿の亦勒罕​ガザン​​合贊​​Ghazan​旭烈兀の曾孫​オルヂヤイト​​斡勒齋禿​​Oljaitu​合贊の弟に​ツカ​​事​​へたる​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​Rashid eddin​の​アラハ​​著︀​​せる​モウコ シフシ​​蒙古 集史​​ ​ヂヤミウト テヷリク​​札米兀惕 帖伐哩黑​​Jami ut Tevarikh​は、​シヤウビ​​詳備​​せる歷史にして、親征錄の​ヒルヰ​​比類︀​​に非ざれども、その​ウチ​​中​​の​ジヨジ​​敍事​​に​ワウ〳〵​​往往​​ 親征錄と​フセツ​​符節︀​​を​アハ​​合​​するが如き處あり。親征錄の敍事は、​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の史に於て​ソレ​​其​​に​ルヰ​​類︀​​する敍事を見出さざることなし。又この二書の敍事は、同じく蒙古 祕史に本づきたりと見ゆる處 甚だ多し。然らば二書は、祕史を​ケミ​​閱​​する​キクワイ​​機會​​ある人の作れる者︀にして、親征錄は、提要に言へるが如く​グワイジン​​外人​​の作りて​タテマツ​​上​​れるには非ざること疑ひなし。​チヤハン​​察罕​​の祕史より譯し出せる​セイブ カイテンキ​​聖武 開天記​​の名は、後世に​スコ​​少​​しも聞えず、親征錄の名は、元代の書に少しも見えずして、親征錄の​ナイヨウ​​內容​​は、祕史に本づきたりと見ゆれば、親征錄は卽ち開天記にして、​デンシヤ​​傳寫​​の​アヒダ​​閒​​に​ヘウダイ​​標題​​を​アラタ​​改​​められたりと見て誤り無からん、淸の​コウキ​​康熙​​ 二十八年に​セウヱンヘイ​​邵遠平​​の​アラハ​​著︀​​せる​ゲンシ ルヰヘン​​元史 類︀編​​に​シバ〳〵​​屢​​ 今の親征錄の文を引きて、聖武 親征記と云へり。然らば​サンメイ イチブツ​​三名 一物​​にして、元の聖武 開天記は、淸の初に至り聖武 親征記となり、​ケンリウチウ​​乾隆︀中​​に至り聖武 親征錄となりて、その​ウヘ​​上​​に​クワウゲン​​皇元​​を​カウム​​冠​​らせたるなり。[18]


　親征錄は、​ケンリウチウ​​乾隆︀中​​、​リヤウワイ エンウンシシ​​兩淮 鹽運使司​​にて得て內府に上り、​センタイキン​​錢大昕​​これを寫し取り、それより​テンテン セウシヤ​​輾轉 鈔寫​​して、​タイキヨウ​​大興​​の​ジヨシヨウ​​徐松​​に​キ​​歸​​したり。​ダウクワウチウ​​道光中​​、​ヘイテイ​​平定​​の​チヤウボク​​張穆​​は、​ジヨホン​​徐本​​を寫し取り、​タイキヨウ​​大興​​の​オウハウカウ​​翁方綱​​の​イヘ​​家​​の藏本を借りて​タイカウ​​對校​​し、​サラ​​更​​に​クワウタク​​光澤​​の​カシウタウ​​何秋濤​​に​サヅ​​授​​けて校正せしめたり。​クワウチヨ​​光緖​​ 二十年、​シヤウナン​​彰南​​の​ブンジユンダウ​​分巡道​​ ​ハウクワク​​芳郭​​は、​カシ​​何氏​​の校本を​グワセン​​瓦羨​​の​エウシタツ​​姚士達​​に​サヅ​​授​​け、​カウセイ ゲン シンセイロク​​校正 元 親征錄​​と題して出版せしめたり。又 ​ジユントク​​順德​​の​リブンデン​​李文田​​、​カキヨウ​​嘉興​​の​チンソウシヨク​​沈曾植​​、​オノ〳〵​​各​​ 何氏の校本を寫し取りて​カウチウ​​校注​​し、​ジユントク​​順德​​の​リヨウホウヘウ​​龍鳳鑣​​は、​リチン​​李沈​​の​ニチウ​​二注​​を​アハ​​合​​せて、​カシ カウホン​​何氏 校本​​の出版に續きて出版し、​チフクサイ ソウシヨ​​知服齋 叢書​​に​オサ​​收​​めたり。この錄につきても、露西亞は支那よりも早く、​ソウジヤウ​​僧︀正​​ ​パラヂウス​​帕剌的兀思​​は何校 親征錄の鈔本を得て、露西亞文に譯し、西紀 一八七二年、明治 五年、同治 十一年、何氏 校本 李沈 校本の出版より二十餘年 ​マヘ​​前​​に「​トウバウ​​東方​​の​キロク​​記錄​​」に入れて出版せり。


　​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​Rashid eddin​は、元の​テイソウ​​定宗​​ 二年、後深草 天皇 寶治 元年、西紀 一二四七年、​ハマダン​​哈馬丹​​Hamadan​に生れ、​イジユツ​​醫術​​を以て​ガザン カン​​合贊汗​​Ghazan Khan​に​ツカ​​仕​​へ、​セイソウ​​成宗​​の​タイトク​​大德​​ 二年、伏見 天皇 永仁 六年、西紀 一二九八年、​ワウコク​​王國​​の​シヤウシヨ​​尙書​​となり、​オルヂヤイト カン​​斡勒齋禿 汗​​Oljaitu Khan​の時もその​シヨク​​職​​に續き居りき。蒙古の史を​シフロク​​集錄​​する事を​ガザン​​合贊​​より命ぜられたりしが、大德十一年後二條 天皇 德治 二年、西紀 一三〇七年に、その書 成りて、​オルヂヤイト​​斡勒齋禿​​に上り、​ジンソウ​​仁宗​​の​エンイウ​​延祐︀​​ 五年、花園 天皇 文保 二年、西紀 一三一八年​ザン​​讒​​に​ア​​遭​​ひ、​アブ サイド カン​​阿不 賽德 汗​​Abu Said Khan​斡勒齋禿 汗の子に​コロ​​殺︀​​されたり。その書は、​ペルシア​​珀兒昔阿​​Persia​​ブン​​文​​にて、書の名は​ヂヤミウト テヷリク​​札米 兀惕 帖伐哩黑​​Jami ut Tevarikh​と云ふ。​ヂヤミ​​札米​​Jami​は集錄、​ウト​​兀惕​​ut​は「​ツ​​屬​​く」と云ふ​ゼンチシ​​前置詞​​、​テヷリク​​帖伐哩黑​​tevarikh​は歷史にて、歷史の[19]集錄と云ふ​ギ​​義​​なり。下文には集史 又は蒙古 集史など書けり。その書は、亞細亞の​シヨシユゾク​​諸︀種族​​の​ジヤウタイ​​狀態​​、その​チハウ​​地方​​の​ケイセイ​​形勢​​、元帝の祖︀先の事より始めて、太祖︀の​コウゲフ​​功業​​を​シヤウジヨ​​詳敍​​し、太宗 ​テイソウ​​定宗​​ ​ケンソウ​​憲宗​​ 三朝の事を​リヤクジヨ​​略敍​​し、​セイソ​​世祖︀​​ ​セイソウ​​成宗​​ 二朝は最も略し、​ペルシア​​珀兒昔阿​​の​レツワウ​​列王​​、​フラグ​​旭烈兀​​Hulagu​より​ガザン​​合贊​​までの事蹟は頗る​クハ​​委​​し。その​ジジヨ​​自序​​に據れば、​タウジ​​當時​​ ​イルカン​​亦勒罕​​Ilkhan​の祕府に、蒙古の​ブンシヨ​​文書​​あまた​ホゾン​​保存​​せられて、​オルヂヤイト カン​​斡勒齋禿 汗​​より修史の參考に用ふることを​ユル​​許​​され、​コト​​殊​​に​アルタン デプテル​​阿勒壇 迭卜帖兒​​Altan depter​黃金の書册、貴き書册卽ち​キンサク​​金册​​と云へる蒙古の歷史、​カン​​汗​​の​ハウコ​​寶庫​​に藏して、​ベグ​​別克​​Beg​都︀邑の宰の​チヤウラウ​​長老​​の​ホクワン​​保管​​し居る者︀をも參考に用ひ、又 ​シナ​​支那​​、​インド​​印度​​、​ウイグル​​畏兀兒​​Uigur​、​キプチヤク​​乞卜察克​​Kipchak​の學者︀だち、殊に​タイクワンジン​​大官人​​ ​プラツド シヨウジヤウ​​普剌惕 丞相​​Pluad chinksank​に命じて​タス​​助​​けを​アタ​​與​​へさせられたり。この​プラツド シヨウジヤウ​​普剌惕 丞相​​は、​ワウコク​​王國​​の​ゲンスヰ​​元帥​​ ​サイシヤウ​​宰相​​にして、​トウバウ​​東方​​の種族の古傳 歷史、殊に蒙古の​ソレ​​其​​を​タレ​​誰​​よりも善く知れりと云へり。その書は、又 ​アライエツヂン アツタ ムルク ヂユヹニ​​阿來額丁 壓塔 木勒克 主費尼​​Alai eddin Atta mulk Juveni​の蒙古史にも多く據れり。


　​ヂユヹニ​​主費尼​​Juveni​は、​ヂユヹイン​​主費因​​Juvein​の人にて、​トコロ​​地​​の名を以て​ウヂ​​姓​​とせり。その​チヽ​​父​​ ​バハイレツヂン モハンメツド ヂユヹニ​​巴海︀列丁 謨罕默德 主費尼​​Bahail eddin Mohammed Juveni​は、蒙古に仕へたる故に、憲宗 元年、後深草 天皇 建長 三年、西紀 一二五一年、​アライ エツヂン​​阿來 額丁​​は、​チヽ​​父​​に​シタガ​​從​​ひ蒙古に​イタ​​到​​り、​ケンソウ トウキヨク​​憲宗 登極​​の​タイシウクワイ​​大聚會​​に​クワイ​​會​​せり。西書には一二五二年とあれども、この大聚會は、その前年の六月なれば、紀年に誤りあらん。元史 憲宗紀、この大聚會の續きに「以​（テ）㆓​アルフン​​阿兒渾​​Arhun​​（ヲ）㆒​アテ​​充​​㆓​アム​​阿母​​Amu​​ガハ​​河​​​トウシヨノ​​等處​​​カウシヤウシヨセイジニ​​行尙書省事​​㆒、​フアカルツヂン​​法合魯丁​​Fakhal uddin​​タスク​​佐​​㆑之​（ヲ）」とある​フアカルツヂン​​法合魯丁​​Fakhal uddin​は、卽ち​バハイレツヂン​​巴海︀勒丁​​Bahail eddin​なり。その後 ​アライ エツヂン​​阿來 額丁​​は、​フラグ​​旭烈兀​​の​セイセイ​​西征​​に​シタガ​​從​​ひ、​ブントク​​文牘​​を​ツカサド​​掌​​り、​サイイキ​​西域​​ ​スデ​​卽​​に​タヒラ​​平​​ぎて、​チハウ​​地方​​の​タイリ​​大吏​​[20]に​ニン​​任​​ぜられ、世祖︀の至元 二十年後宇多 天皇 弘安 六年、西紀 一二八三年に​ミマカ​​沒​​りぬ。その蒙古史は、​タリク ヂハンクシヤイ​​塔哩黑 只罕庫沙亦​​Tarikh Jihankushai​と名づく。​タリク​​塔哩黑​​tarikh​は歷史、​ヂハンクシヤイ​​只罕庫沙亦​​jihankushai​は​セカイ​​世界​​の​セイフクシヤ​​征服者︀​​なり。その書は、二部に分れ、​ゼンブ​​前部​​は、太祖︀の​スエ​​末​​ 十年の事を詳敍し、太宗 定宗の事、憲宗 卽位の初の事、​ウイグル​​畏兀兒​​Uigur​、​カラキタイ​​合喇乞台​​Karakhitai​、​コラズム​​闊喇自姆​​Khorazm​の事、太祖︀ 太宗の​ペルシア​​珀兒昔阿​​ ​セイバツ​​征伐​​の事を述べ、​コウブ​​後部​​は、​フラグ​​旭烈兀​​ 西征の事、​ムラヒダ​​木剌希答​​Mulahida​ ​キヨウバウ​​興亡​​の事を述べ、憲宗の七年後深草 天皇 正嘉 元年、西紀 一二五七年にて​ヲハ​​終​​れり。


　​フランス​​佛蘭西​​の​ドーソン​​朶遜​​d'Ohsson​は、​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の集史に本づき、蒙古史を作り、西紀 一八二四年、仁孝 天皇 文政 七年、淸の宣宗 道光 四年、その初版を世に 出せり。されども​ドーソン​​朶遜​​は、​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の書を​コトバ​​辭​​のまゝに​ホンヤク​​飜譯​​したるに非ず、​ヂユヹニ​​主費尼​​その外あまたの舊史に據り、​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​を​ゾウホ カイシウ​​增補 改修​​して、詳備せる新史を作れるなり。​ペテルブルグ​​珀帖兒不兒古​​の​ケウジユ​​敎授​​ ​ベレジン​​別咧津​​Berezin​は、​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の全部を露西亞文に譯せん事を​クハダ​​企​​て、その譯の成るに​シタガ​​從​​ひ、​ペルシア​​珀兒昔阿​​​コトバ​​語​​の原文と​トモ​​共​​に「露西亞の考古學會の記事」に載する事とし、東 亞細亞に​ス​​住​​める​トルク​​禿兒克​​​シユ​​種​​ 蒙古種の諸︀國 諸︀部の事を述べたる第一卷 三九二ペーぢは、一八五八年孝明 天皇 安政 五年、淸の文宗 咸豐 八年に出版せり。蒙古の先世より太祖︀ 元年の​トウキヨク​​騰極​​までを述べたる第二卷は、​ペルシア​​珀兒昔阿​​​ブン​​文​​ 二三九ペーぢ、飜譯 注釋 三三五ペーぢにして、一八六八年明治 元年、同治 七年に世に出でたり。一八八七年、(明治 二十年、光緖 十三年、)出版に​トリカヽ​​取掛​​れる第三卷にて太祖︀の事蹟 終り、その​ツギ​​次​​に​ナホ​​猶​​ 三卷[21]出づる​ツモ​​積​​りなりしが、成れりや​イナ​​否​​やを知らず。​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​を飜譯したる人は、​ベレジン​​別咧津​​の前にもこれかれ有れども、皆 ​ベレジン​​別咧津​​の譯に​テキ​​敵​​すること能はず。​ベレジン​​別咧津​​は、蒙古 集史の善き寫本をあまた​シヨウ​​使用​​したるのみならず、東 亞細亞の諸︀國語に通じたることは、​ペルシア​​珀兒昔阿​​​ジン​​人​​の記錄を解するに大なる助けとなれり。











​シウセイ モウコ ヒシ​​修正 蒙古 祕史​​。


　​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の​シフシ​​集史​​はあまたの​シレウ​​史料​​に據り集錄したる者︀なれば、元初の史としては、その詳備せること、東方の史傳の​クハダ​​企​​て​オヨ​​及​​ぶべきに非ず。今 聖武 親征錄を以て集史に​クラ​​較​​べて​カンガ​​考​​ふるに、集史には親征錄に少しも言はざる事蹟 甚だ多し。その中に、東 亞細亞の種族どもの事、蒙古の古傳の事の如きは、​プラツド​​普剌惕​​ ​シヨウジヤウ​​丞相​​の​キオク​​記憶​​より出でたる者︀ 多からん。太祖︀ 太宗の西征、​フラグ​​旭烈兀​​の​ペルシア​​珀兒昔阿​​ ​ケイリヤク​​經略​​の如きは、​ホトン​​殆​​ど​ミナ​​皆​​ ​ヂユヹニ​​主費尼​​の歷史に本づきたり。然らば集史の敍事の親征錄と​フセツ​​符節︀​​を​アハ​​合​​するが如き處は、何に本づきたる者︀なるか。​ソ​​其​​は、疑ひもなく​アルタン デプテル​​阿勒壇 迭卜帖兒​​ 卽ち​キンサク​​金册​​より出でたるなり。​コウキン​​洪鈞​​の​ゲンシ ヤクブン シヨウホ​​元史 譯文 證補​​に「​ラシツド​​拉施特​​​ミヅカラ​​自​​​イフ​​謂​​㆘親​（シク）​ミ​​見​​㆓​ホンテウノフテフシサクヲ​​本朝譜牒史策​​㆒​イキヨシテ​​依據​​​ナセリト​​成​​㆖㆑書​（ヲ）。今以​（テ）㆓元史、親征錄、元祕史​（ヲ）㆒較​（ブレバ）㆑之​（ヲ）、則​モトモ​​尤​​​ト​​與​​㆓親征錄㆒​フガフ​​符合​​​（ス）。用​（テ）​シル​​知​​㆘親征錄​（ハ）、​ジツニ​​實​​​ヨリ​​由​​㆓​トビチヤン​​脫必赤顏​​㆒譯出​（シ）、​タウジツ​​當日​​​キンキノフクホンハ​​金匱副本​​、​ヒツゼン​​必然​​​ハン​​頒​​㆗​キフセルヲ​​及​​​ソウハンニ​​宗藩​​㆖。否​（ラズバ）則​イカ​​夷夏​​異​（ニシ）㆑文​（ヲ）、​トウザイ​​東西​​異​（ニシ）㆑地​（ヲ）、何​（ヲ）以​（テ）​ズシテ​​不​​㆑謀​（ラ）而​アフヿ​​合​​​ナラン​​若​​㆑此​（ノ）」と云へり。​ホンテウノ フテフ​​本朝 譜牒​​とは、​キンサク​​金册​​を云ひ、​キンキノ フクホン​​金匱 副本​​とは、​トビチヤン​​脫必赤顏​​[22]の寫しを云ひ、​トビチヤン​​脫必赤顏​​の寫しは卽ち金册なりと云へるなり。​コウキン​​洪鈞​​の​コノセツ​​此說​​ ​マコト​​允​​に​アタ​​當​​れり。然らば金册は卽ち祕史にして、​ニウチヤ トブチヤン​​紐察 脫卜赤顏​​Niucha Tobchiyan​は、書の​ジツメイ​​實名​​なり。​アルタン デプテル​​阿勒壇 迭卜帖兒​​Altan depter​は、書の​シヨウガウ​​稱號​​なり。​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の史と​チヤハン​​察罕​​の記とは、​ケイテイ​​兄弟​​にして、祕史の​ニコシ​​二孤子​​なり。數十年 ​ケツクワツ​​契闊​​の​トモ​​友​​ ​コツゼン​​忽然​​として​ア​​遇​​へるすら、​ウレ​​嬉​​しさに​タ​​堪​​へざるものなるに、數百年の閒 ​タガヒ​​互​​に見も知らざりし兄弟の二孤子 ​アヒ​​相​​ ​タヅサ​​攜​​へて古史を​カタ​​語​​るを見るは、​シガクジヤウ​​史學上​​の​イチクワイジ​​一快事​​に非ずや。


　二書は同じく祕史に本づきたりとすれば、その祕史なる者︀は、今の祕史の原本なりや否や。この​トヒ​​問​​に​コタ​​答​​ふるは​カタ​​難︀​​からず。二書の​フガフ​​符合​​したる處、今の祕史に合はば、その祕史は、今の祕史の原本なり。合はずば、その祕史は、今の祕史の原本に非ず。合ふか合はざるかを見よ。今の祕史に據れば、太祖︀の​チヽ​​父​​ ​エスガイ​​也速該​​Yesugai​は​タタル​​塔塔兒​​Tatar​​ジン​​人​​に​ドクガイ​​毒害​​せられたるを、二書は同じく​タヾ​​只​​ ​シ​​死​​にたりとせり。太祖︀の​オヤコ​​母子​​、​タイチウト​​泰赤兀惕​​Taichiut​ ​ブジン​​部人​​に​ス​​棄​​てられてより​ジフサンヨク​​十三翼​​の​タヽカヒ​​戰​​まで二十餘年の閒、祕史に據れば、​ホエルン​​訶額侖​​Hoelun​ 夫人 ​カンナン​​艱難︀​​して​シヨシ​​諸︀子​​を​チヤウイク​​長育​​したる事、太祖︀と​オトヽ​​弟​​ ​カツサル​​合撒兒​​Khassar​と二人にて​イボテイ​​異母弟​​ ​ベクテル​​別克帖兒​​Bekter​を​コロ​​殺︀​​して、​ハヽ​​母​​に​イタ​​痛​​く​セ​​責​​められたる事、太祖︀は​タイチウト​​泰赤兀惕​​に​トリコ​​擒​​にせられ、​コンク​​困苦​​して​ノガ​​逃​​れたる事、太祖︀ ​ゾク​​賊​​を​オ​​追​​へる時、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​Boorchu​これを​タス​​援​​け、​ツイ​​遂​​に​シンシン​​親臣​​となれる事、​オンギラト​​翁吉喇惕​​Onghirat​の​デイ セチエン​​德 薛禪​​Dei Sechen​の​ムスメ​​女​​ ​ボルテ​​孛兒帖​​Borte​を​ムカ​​迎​​へたる事、太祖︀ ​ユ​​往​​きて父の​トモ​​友​​ ​ワンカン​​王罕​​Wang Khan​に​エツ​​謁︀​​し、父と​タツト​​尊​​びたる事、​メルキト​​篾兒乞惕​​Merkit​​ジン​​人​​[23]に​オソ​​襲​​はれて、​ボルテ​​孛兒帖​​ ​トラ​​虜︀​​はれたる事、​ワンカン​​王罕​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​Jamukha​ 二人の​タスケ​​援​​を​エ​​得​​て、​メルキト​​篾兒乞惕​​を​ウチヤブ​​擊破​​り、​ボルテ​​孛兒帖​​ ​カヘ​​歸​​りたる事、太祖︀と​ヂヤムカ​​札木合​​と​エイ​​營​​を​トモ​​共​​にして​ヲ​​居​​り、旣にして​ブンリ​​分離​​し諸︀部多く​ヂヤムカ​​札木合​​を​ス​​棄​​てて太祖︀に​キ​​歸​​し、遂に​スヰタイ​​推戴​​して​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​Chinghis Khaghan​となしたる事、これらの大事ありて、卷​（ノ）二 卷​（ノ）三の二卷に書けるを、二書は​マツタ​​全​​く​ハブ​​略​​きて、​ジフサンヨク​​十三翼​​の​タヽカヒ​​戰​​を​モ​​以​​て​タヾチ​​直​​に太祖︀の​エウジ​​幼時​​の事に續けたり。十三翼の戰に、二書は諸︀將 諸︀部落の名を列記したるに、祕史には無し。十三翼の戰は、祕史にては太祖︀ ​マ​​負​​け、二書にては太祖︀ ​カ​​勝​​てり。二書には​ヂヤウレイト​​照烈​​Jaureit​ ​ブチヤウ​​部長​​ ​ライカウ​​來降​​の事あれども、祕史には無し。​オナン​​斡難︀​​Onan​の​ハヤシ​​林​​の​エンクワイ​​筵會​​に​ヂユルキン​​主兒勤​​Jurkin​​ブ​​部​​と​アラソ​​爭​​ひ​オコ​​起​​れる時、祕史には太祖︀ ​ミヅカ​​自​​ら​タヽカ​​鬭​​へりとし、二書は​ソ​​其​​の​シウ​​眾​​ 鬭へりとせり。​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​クワイサン​​潰散​​、​キジルバシ​​乞濕勒巴失​​Khizilbashi​の戰、​クラアンクト​​忽剌安忽惕​​Khulaankhut​の戰、​トウラ​​土兀剌​​Tuula​​ガハ​​河​​の​クロバヤシ​​黑林​​の​チカヒ​​盟​​などは、祕史にては十一部の​ラン​​亂​​の​ノチ​​後​​にあり、二書にては、皆 ​マヘ​​前​​にあり。十一部の亂に、祕史は十一部の​シウチヤウ​​首長​​の名を​ア​​擧​​げたるに、二書は只 六部の名を擧げて、首長の名なし。十一部の​クワイメイ​​會盟​​は、祕史にては​イツクワイ​​一囘​​、二書にては二囘なり。​コイテン​​闊亦田​​Khoiten​の戰は、祕史にては十一部の亂の時にあり、二書にては​タタル​​塔塔兒​​ 征伐の後にあり。​ワンカン​​王罕​​を​キツセキ​​詰責​​する​コトバ​​辭​​、祕史は​カンチヨク​​簡直​​、二書は​ハンジヨウ​​繁冗​​なり。​ナイマン​​乃蠻​​Naiman​の​グルベス​​古兒別速​​Gurbesu​を祕史は​タヤン カン​​塔陽 罕​​Tayan Khan​の​ハヽ​​母​​とし、二書は​ツマ​​妻​​とせり。​ヂヤムカ​​札木合​​の​マツロ​​末路​​、祕史は甚だ​ツマビラ​​詳​​かなるに、二書は一語もなし。​トラ​​虎​​の年 ​トウキヨク​​騰極​​の時、祕史には、​シンヱイ​​親衞​​[24]の​セイド​​制度​​、​シヨシヤウ​​諸︀將​​の​オンシヤウ​​恩賞​​に​クワン​​關​​する​アマタ​​許多​​の​セウチヨク​​詔勅​​ありて、​イツクワンハン​​一卷半​​ほどを​ミ​​滿​​たせり。二書には一語もなし、かくの如き​サイ​​差異​​、​マツクワン​​末參​​までに猶 多し。然らば二書の本づきたる祕史は、今の祕史の原本その儘の者︀に非ざること​アキラ​​明​​けし。


　然れども二書の​ジヨジ​​敍事​​ ​カウブン​​行文​​、今の祕史に合へる處も亦 頗る多し。その​レイ​​例​​は、今一一は擧げず。只その最も著︀しき者︀を擧ぐれば、祕史 卷​（ノ）十、​ウイウル​​畏兀兒​​Uiur​の​シシヤ​​使者︀​​の太祖︀に​マウ​​奏​​したる​コトバ​​辭​​に「​クモ​​雲​​ ​ハ​​霽​​れて​ハヽ​​母​​なる​ヒ​​日​​母の如き太陽を​ミ​​見​​、​コホリ​​氷​​ ​ト​​解​​けて​カハ​​河​​の​ミヅ​​水​​を​エ​​得​​たるが​ゴト​​如​​く​シカジカ​​云云​​」と云へるが如きは、二書共にこの​ク​​句​​を​チヨクヤク​​直譯​​したるが如き句あり。故に​ブレツトシユナイデル​​不咧惕施乃迭兒​​Bretschneider​は、​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​よりこゝの句を譯して「この句は、元朝 祕史より​コトバドホ​​辭通​​りに​ヤク​​譯​​したるが如く聞え、​シカ​​而​​して祕史の作者︀は、​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​と​オナ​​同​​じ​ホンゲン​​本源​​よりその​ブンチ​​開如​​を得たりと云ふ​シヨウコ​​證據​​を​テイ​​呈​​す。その​シヨウコ​​證據​​は、​ジツ​​實​​にあまたの​ホカ​​他​​の​レイ​​例​​にて​タシカ​​確​​められ得るなり」と云へり。この​コトバ​​辭​​に​スコ​​少​​し​ヘイ​​弊​​あり。祕史の作者︀とは、祕史の原本の作者︀を云へるならば、その原本を書き​ヲ​​畢​​へたる太宗の十二年は、集史の成れる成宗の大德十一年より六十七年 ​マヘ​​前​​に​ア​​在​​り。又 正集 十卷の成れるは太祖︀の世に在りとすれば、又その二千餘年 ​マヘ​​前​​に在り。その時は、​ウイウル​​畏吾兒​​ ​キフク​​歸服​​して未だ​イクトセ​​幾年​​も​ヘ​​經​​ず、蒙古人 始めて​ウイウルモジ​​畏吾兒字​​を用ふることを知りたる​コロ​​頃​​なれば、その書の前には蒙古の​キロク​​記錄​​も無かるべく、その[25]書こそは、有らゆる蒙古の記錄の本源なりけれ。故に祕史と集史とに​アヒニ​​相似​​たる處あるは、本源を同じくするが​タメ​​爲​​に非ずして、祕史の原本は集史の​アル ブブン​​或 部分​​の本源なるが爲なり。​シカウ​​而​​して集史 親征錄の​フガフ​​符合​​したる處にて、祕史に合はざる處あるは、いつの世にか祕史の原本に修正を加へて、二書はその修正 祕史に依れるが爲なり。


　何故に修正を加へたるかと云ふに、二書と祕史と合はざる處を善く見れば、その​リイウ​​理由​​も​オシハカ​​推料​​らるゝなり。​エスガイ​​也速該​​の​ドクガイ​​毒害​​は、諱みて​ケヅ​​删​​れるなり。​オヤコ​​母子​​の​マヅ​​貧​​しかりし事、​オトヽ​​弟​​を殺︀せる事、​トリコ​​擒​​となれる事、​ツマ​​妻​​を​ウバ​​奪​​はれたる事を​ケヅ​​删​​れるは、太祖︀の​チジヨク​​恥辱​​を​オホ​​蔽​​へるなり。​ワンカン​​王罕​​に父とし事へ、​ヂヤムカ​​札木合​​を​ケイテイ​​兄弟​​として、二人の​タスケ​​援​​を得たることを删れるは、​コウライ​​後來​​の​キウテキ​​仇敵​​を​オンジン​​恩人​​とするを​キラ​​嫌​​へるなり。太祖︀ 始めての​オホイクサ​​大戰​​なる十三​ヨク​​翼​​の​タヽカヒ​​戰​​に​マケ​​負​​を​カチ​​勝​​と改めたる​リイウ​​理由​​は、​イ​​言​​はずとも​アキラ​​明​​かなり。​オナン​​斡難︀​​の​エンクワイ​​筵會​​に太祖︀ ​ミヅカ​​自​​ら​タヽカ​​鬭​​へるは、​アマ​​餘​​り​オトナ​​大人​​しからぬ故に改めたらん。​ワンカン​​王罕​​を​キツセキ​​詰責​​する辭を​ゾウカ​​增加​​したるは、その​ツミ​​罪​​を​オモ​​重​​くせんが爲なり。​ヂヤムカ​​札木合​​の​マツロ​​末路​​を​セイリヤク​​省略​​せるは、​エウジ​​幼時​​の​シンカウ​​親交​​に​クワン​​關​​する​モンダウ​​問答​​あるが爲なり。その外 今は略すれども、親征錄 ​シヨウチウ​​證注​​には一一論じたり。


　かゝる修正は、太祖︀の​ビ​​美​​を​マ​​增​​さんと​ホツ​​欲​​する​コヽロ​​心​​より出でたるべけれども、​カヘツ​​却​​て​タイエイイウ​​大英雄​​の​ジツデン​​實傳​​の​シンカ​​眞價​​を​ウシナ​​失​​へり。​セウジ​​少時​​の​ヒンク​​貧苦​​ ​ハイジヨク​​敗辱​​[26]は、​コウライ​​後來​​の​セイコウ​​成功​​をして​ヒカリ​​光​​を​ハナ​​放​​たしむる者︀なり。​ナン​​何​​ぞ​イ​​諱​​むに​タ​​足​​らん。此等の事を​キ​​氣​​にして、二十餘年の閒の事蹟を​インペイ​​隱蔽​​しては、何を以てか太祖︀ ​サウゲフ​​創業​​の​カンナン​​艱難︀​​を知ることを得ん。何を以てか​センイ タイコウ​​宣懿 太后​​の​ケンメイ コウレツ​​賢明 功烈​​を知ることを得ん。太祖︀ ​セウジ​​少時​​より​ワンカン​​王罕​​に​フジ​​父事​​し、その​エンジヨ​​援助​​をも​ウ​​受​​けたる故に、その後 ​ワンカン​​王罕​​ ​ザン​​讒​​を​シン​​信​​じて之を​ノゾ​​除​​かんとしたれども、太祖︀は​マコト​​誠​​を​オ​​推​​して​ウタガ​​疑​​はず。最も​エイイウ​​英雄​​の​クワウリヤウ​​宏量​​を見るべし。​モシ​​若​​ 少時 ​オン​​恩​​を受けたること無かりせば、太祖︀の​シンセツ​​親切​​は、むしろ​グ​​愚​​に​チカ​​近​​からずや。​ナイマン​​乃蠻​​の​ホロ​​滅​​びたる時、祕史には​ヂヤムカ​​札木合​​ ​トラ​​執​​へられ、​シヨウヨウ​​從容​​として​シ​​死​​に​ツ​​就​​ける事を敍べ、太祖︀ ​ヂヤムカ​​札木合​​の​モンダウ​​問答​​を委しく載せたり。蓋 二人 ​イトケナ​​幼​​くして​シンイウ​​親友​​となり、​チヤウ​​長​​じて​キウテキ​​仇敵​​となり、​カンクワ​​干戈​​の​アヒダ​​閒​​に​シバ〳〵​​屢​​ ​アヒ マミ​​相 見​​えたれども、​タガヒ​​互​​に​アンダ​​安答​​Anda​（結盟の友）と​ヨ​​呼​​びて​シウシン​​終身​​ ​カハ​​渝​​らず、​チヤウジ​​張耳​​ ​チンヨ​​陳餘​​が​エンゲキ​​怨隙​​ ​ヒト​​一​​たび​ヒラ​​開​​けて​タチマ​​忽​​ち​ロジン​​路人​​と​ヘン​​變​​じたるに​ニ​​似​​ず。​シカウ​​而​​して​ヂヤムカ​​札木合​​の​ミヅカ​​自​​らその​ツミ​​罪​​を知り、​ハヂ​​恥​​を​オモ​​重​​んじ​メイ​​命​​に​ヤス​​安​​んじたるは、​マタ​​亦​​ ​カン​​感​​ずるに​アマ​​餘​​りあり。​ヂヤムカ​​札木合​​の​ハンド​​叛奴​​を太祖︀の​チウ​​誅​​したるが如きは、​シユクン​​主君​​を​ノガ​​逃​​したる​ナヤア​​納牙阿​​Nayaa​を​ホ​​襃​​めたる事と​アヒ​​相​​ ​タイ​​對​​し、​ケイシヤウ​​刑賞​​ ​フタツ​​兩​​ながら​アタ​​中​​り、​マコト​​誠​​に​クンダウ​​君道​​に​カナ​​協​​ひ、​カン​​漢︀​​の​カウソ​​高祖︀​​の​キフ​​季布​​を​ユル​​赦​​して​テイコウ​​丁公​​を​チウ​​誅​​したるに​タクラ​​比​​ぶべし。太祖︀の​ヂヤムカ​​札木合​​を​グウ​​遇​​する​ユヱン​​所以​​に至りては、​クワンジン​​寬仁​​ ​タイド​​大度​​、​ギ​​義​​に​ヨ​​由​​り​レイ​​禮​​に​シタガ​​遵​​ひ、​モトモ​​最​​ ​カンカウ​​漢︀高​​の​デンワウ​​田横​​を​マ​​待​​つに​マサ​​勝​​れり。​コレラ​​是等​​の​ビダン​​美談​​を修正 祕史は悉く删りたりと見えて、二書には更に無し。​シンヱイ​​親衞​​の​セイ​​制​​ ​コウシン​​功臣​​の​シヤウ​​賞​​を​サダ​​定​​むる​セウチヨク​​詔勅​​は、蒙[27]古の史にありて​テンボ​​典謨​​に​ヒ​​比​​すべき者︀なり。是等は何故に删られたるか。その理由を知ること能はず。然らばその修正は、實に​セツロウ​​拙陋​​なる修正なり。その修正 祕史の世に傳はらずして、原本 祕史の譯本の​ツウタイ クワンゼン​​通體 完善​​に今に​ホゾン​​保存​​せらるゝは、史學上の​キチジヤウジ​​吉祥︀事​​にして、太祖︀の​ヰレイ​​威靈​​の​カゴ​​呵護​​に​ヨ​​賴​​れるに非ずやと思はるゝ程なり。​コウキン​​洪鈞​​は、​ベレジン​​別咧津​​の譯に由り​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の集史を譯し、その親征錄に合へるを見て、​カヘツ​​却​​て祕史の誤れるを疑へるは、祕史の原本は蒙古史の本源なること、二書の本づきたる者︀は修正 祕史なることを知らざるが故なり。


　元朝 祕史、聖武 親征錄、​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の集史 等の來歷を​ヒトメ​​一目​​に​ミヤス​​見易​​からしめんが爲に、​サ​​左​​の​ケイヅ​​系圖​​を作れり。






​モンゴルン ニウチヤ トブチヤン​​忙豁侖 紐察 脫卜赤顏​​Mongholun Niucha Tobchiyan​(蒙古 祕史)元 太祖︀ 時 撰、續集、太宗 十二年 撰。

├─元朝 祕史十卷、續集 二卷。明 洪武 十五年 譯。

│　├─元 祕史千頃堂 書目 十二卷。明 文淵閣 書目 五册、續稿 一册。

│　│　├─元 祕史十卷、續 祕史 二卷。乾隆︀ 中、金德輿 所藏、稱 殘元槧本。其 譯文 載 孫承 澤 元朝 典故 編年考 第九卷。

│　│　└─元朝 祕史五冊 十卷、續集 一册 二卷。廬州 知府 張氏 所収、稱 影 元槧 舊鈔本。

│　│　　　└─​コクワウキ​​顧廣圻​​ 校勘本

│　│　　　　　└─​ソウシツ​​宗室​​ ​セイイク​​盛昱​​ 藏本

│　│　　　　　　　├─​ブンテイシキ​​文廷式​​ 鈔本

│　│　　　　　　　│　└─​ナイトウコナン​​內藤 湖南​​ 鈔本

│　│　　　　　　　│　　　└─​カウトウ シハン ガクカウ​​高等 師範 學校​​ 鈔本

│　│　　　　　　　│　　　　　├─​ワセダ ダイガク​​早稻田 大學​​ 鈔本

│　│　　　　　　　│　　　　　└─成吉思 汗 實錄那珂 通世 和文譯。

│　│　　　　　　　└─​リブンデン​​李文田​​ 鈔本

│　│　　　　　　　　　└─​チンソウシヨク​​沈曾植​​ 鈔本

│　├─元朝 祕史十五卷、永樂 大典 十二先 元字韻 中 所收。

│　│　└─​センタイキン​​錢大昕​​ 鈔出本

│　│　　　└─​チヤウボク​​張穆​​ ​レンキンイ​​連筠簃​​ 刻本有 譯文、無 蒙文。

│　│　　　　　├─​パラヂウス​​帕剌的兀思​​Palladius​ 露西亞文 譯本

│　│　　　　　├─​シヤンハイ​​上海︀​​ ​フクコシヨキヨク​​復古書局​​ 石印本

│　│　　　　　└─李文田 注 刻本

│　└─元 祕史十五卷、依 舊鈔 影寫、見 阮元 四庫 未收 書目 提要。

│　　　└─​パラヂウス​​帕剌的兀思​​ 影 明槧 舊鈔本十五卷、無 標題。今 藏 于 露京 大學 圖書館︀。

│　　　　　└─​ポズネエフ​​頗自捏也富​​Pozdneyeff​ 露文 譯注 漢︀字 原書 刻本

└─​シウセイ​​修正​​ ​ニウチヤ トブチヤン​​紐察 脫卜赤顏​​Niucha Tobchiyan​元史 察罕 傳 稱 脫必赤顏、虞集 傳 稱 脫卜赤顏。

　　├─太祖︀ 實錄成宗 大德 七年、翰林 國史院 奏進。

　　│　├─元史 太祖︀ 本紀

　　│　↑

　　├─聖武 開天記仁宗 時、察罕 譯 脫必赤顏 以 成。

　　│　└─聖武 親征記邵遠平 元史 類︀編 所引。

　　│　　　└─皇元 聖武 親征錄兩淮 鹽政 採進本、四庫 全書 提要 存目。

　　│　　　　　└─錢大昕 本

　　│　　　　　　　└─​ジヨシヨウ​​徐松​​ 本

　　│　　　　　　　　　├─​チヤウボク​​張穆​​ 校本

　　│　　　　　　　　　│　└─​カシウタウ​​何秋濤​​ 校本

　　│　　　　　　　　　│　　　├─​パラヂウス​​帕剌的兀思​​ 露西亞文 譯本

　　│　　　　　　　　　│　　　└─李文田 沈曾植 校注本

　　│　　　　　　　　　↑　　　　　└─那珂 通世 證注本

　　│　　　　　　　　　​オウハウカウ​​翁方綱​​ 本

　　└─​アルタン デプテル​​阿勒壇 迭卜帖兒​​Altan depter​(金册)卽 修正 祕史、西域 宗王 寶庫 所藏。

　　　　├─​ヂヤミウト テヷリク​​札米兀惕 帖伐哩黑​​Jami ut Tevarikh​(集史)喇失惕 額丁 所撰。

　　　　│　│　└─​ベレジン​​別咧津​​Berezin​ 譯 蒙古史

　　　　│　│　　　└─元史 譯文 證補洪鈞 撰。其 太祖︀ 本紀 譯證、譯 別咧津 書。

　　　　│　├─​ドーソン​​朶遜​​d'Ohsson​ 蒙古史

　　　　↑　↑　└─元史 證文 證補其 定宗 憲宗 本紀 補異 及 朮赤 以下 諸︀傳、皆 譯 朶遜 書。

　　　　​タリク ヂハンクシヤイ​​塔哩黑 只罕庫沙亦​​Tarikh Jihankushai​(世界 征服史)主費尼 所撰。
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​ワブン ホンヤク​​和文 譯本​​の​ヘウダイ​​標題​​。


　此書の原名は、​モンゴルン ニウチヤ トブチヤン​​忙豁侖 紐察 脫卜赤顏​​Mongholun Niucha Tobchiyan​なれども、今 ​ワブン​​和文​​に譯したる書に​モウココトバ​​蒙古語​​の​ナ​​名​​を​ダイ​​題​​しては、​ミヽドオ​​耳遠​​く​キコ​​聞​​ゆ。明人の​ア​​當​​てたる​ゲンテウ ヒシ​​元朝 祕史​​の名は、​ヒサ​​久​​しく​ヒロ​​廣​​く​オコナ​​行​​はれたる名なれども、元朝と云へば、元史の如く一代の事を書きたる者︀の如く​キコ​​聞​​えて​オダヤ​​穩​​かならず。原名を譯して蒙古 祕史とすれば、蒙古の名は元朝よりも​ヒロ​​廣​​くして、​モウコ ゲンリウ​​蒙古 源流​​の如く​キンセイ​​近世​​までの事あるが如く聞えて、元朝と云ふよりも​ナホ​​猶​​ ​オダヤ​​穩​​かならす。譯書に​アタラ​​新​​しき名を與ふるは​シバ〳〵​​屢​​ ​レイ​​例​​ある事なれば、​アタ​​當​​らざる​キウメイ​​舊名​​を​マモ​​守​​らんよりは、此書の​ナイヨウ​​內容​​を​アラハ​​表​​すべき​ヨキナ​​佳名​​あらば、用ひまほしと考へたり。


　初は​モウコ コジキ​​蒙古 古事記​​と名づけんかと思へり。いかにと云ふに、我が​コジキ​​古事記​​は、日本 ​サイコ​​最古​​の​コシヨ​​古書​​にして、​コデン​​古傳​​を​コデン​​古傳​​のまゝに​シヤウヂキ​​正直​​に書き表し、古傳を​ケンキウ​​硏究​​するには最も善き書なるに、​ニホンギ​​日本紀​​ 出でて、古傳に​ブンシヨウ​​文飾​​を​クハ​​加​​へ、何事も​カラザマ​​漢︀樣​​に書き改めたれば、後の人は、その文の​カラ​​漢︀​​めきたるに​ゲンワク​​眩惑​​して、その​シンデン​​眞傳​​に​タガ​​達​​へる事を​ワス​​忘​​れ、後の史書は、日本紀にのみ據る事となりたるを、近世に至り​コガクシヤ​​古學者︀​​ 起りて、​フクコ​​復古​​を​トナ​​唱​​へたるより、始めて古事記の​タツト​​貴​​[30]きことは、​ヨ​​世​​に​シ​​知​​れたり。


　此書も、さる​タグヒ​​類︀​​にて、蒙古人の始めて文字を知りたる頃の書なれば、據るべき​キウキ​​舊記​​も無く、​カタリベ​​語部​​などの​カタ​​語​​り​ツ​​繼​​ぎ​イ​​言​​ひ​ツ​​繼​​ぎたる事をそのまゝに書ける者︀なり。​サバク​​沙漠​​の​ミカド​​朝廷​​にも​カタリベ​​語部​​などの有りけんことは、此書に​ヰンブン​​韻文​​の甚だ多きにて​オシハカ​​推料​​らる。​トクギ​​德義​​の​テイド​​程度​​ ​ヒク​​卑​​くして、​シウオ​​羞惡​​の​コヽロ​​心​​ ​アサ​​淺​​かりければ、後の人ならば​イ​​諱​​むべき程の事も、​イミハヾカ​​忌憚​​らず​チヨクシヨ​​直書​​せり。​アタカ​​恰​​も我が古事記に​タギシミミノ ミコト​​當藝志美美 命​​と​イスケヨリヒメノ ミコト​​伊須氣余理比賣 命​​との​オンコト​​御事​​、​ヤマトタケルノ ミコト​​倭建 命​​の​オンイロセ​​御兄​​を​シ​​殺︀​​せ​タマ​​給​​へる事、​エミジ​​蝦夷​​の​コトムケ​​征伐​​を​オホ​​命​​せられて、​チヽギミ​​父帝​​を​ウラ​​怨​​み​タマ​​給​​へる事、​チウアイテンワウ​​仲哀天皇​​の​カミ​​神︀​​に​イカ​​忿​​られて​カンサ​​崩​​り給へる事などを皆 古傳のまゝに書きたるが如く、此書にも、​レツソ​​烈祖︀​​の​ドクサツ​​毒殺︀​​せられたる事、太祖︀の​シウリヨ​​囚虜︀​​となりたる事などは、言ふまでも無く、​センイ タイコウ​​宣懿 太后​​は​モト​​本​​ ​メルキト​​篾兒乞惕​​Merkit​​ジン​​人​​の​ツマ​​妻​​なるを烈祖︀の​カス​​掠​​め​ト​​取​​れる事、​クワウケン ヨクセイ クワウゴウ​​光獻 翼聖 皇后​​の​テキジン​​敵人​​に​ケガ​​汙​​される事、​ヂユチ​​拙赤​​Juchi​ ​タイシ​​太子​​は敵人の子ならんと​ウタガ​​疑​​はれたる事、太祖︀の​オトヽ​​弟​​を​イコロ​​射殺︀​​せる事、​エンクワイ​​筵會​​の​セキ​​席​​にて鬭へる事、​クラン​​忽闌​​Khukan​ ​クワウゴウ​​皇后​​のまだ​ヲトメ​​處女​​なりし時、人に​オカ​​姦​​されたらんと疑ひて、その​カラダ​​體​​を​シラ​​調​​べたる事などを​アリ​​有​​のまゝに書きて、更に​イミハヾカ​​忌憚​​る處なし。


　然るを修正 祕史は、是等の​ハ​​恥​​づべき事を​サンヂヨ​​删除​​したるは、さもあるべき事なれども、​コレ​​是​​が爲に​ジジツ​​事實​​の​レンラク​​聯絡​​を​ウシナ​​失​​ひ、事實の​ジユンジヨ​​順序​​を​ミダ​​紊​​し、​サイウ シゴ​​左右 枝梧​​し、​シユビ カウケツ​​首尾 衡決​​して、​マヘ​​前​​に​シ​​死​​にたる人は​ノチ​​後​​[31]に戰ひ、後に敵する人は前に降り、是が爲に​エイイウ​​英雄​​の​タイゲフ​​大業​​も、​クワクジツ​​確實​​なる​シヤウデン​​詳傳​​を失ふに至れリ。而して​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​は之を用ひて集史を作り、​チヤハン​​察罕​​は之を譯して開天記を作り、元史の太祖︀ 本紀も之に依り、元史 類︀編その外 有らゆる史編は皆 元史に依れり。​ドーソン​​朶遜​​の蒙古史 出でて、​ヨウロツパ​​歐羅巴​​の史學者︀は皆 之を以て太祖︀の實傳とし、洪鈞の元史 譯文 證補 出でて、錢大昕の​タクセツ​​卓說​​も「非​（ズ）㆓篤論​（ニ）㆒矣」と​ソシ​​誹​​られたり。然らば修正 祕史の​イキホヒ​​勢​​を得たるは、我が日本紀の如くにして、此書の​ヰチ​​位置​​は、​ゼンジ​​前時​​の古事記に似たり。故に​ワレ​​余​​は、此書の譯本を蒙古 古事記と名づけんと欲したり。


　然れども此書は又 古事記と​コト​​異​​なる處あり。古事記は、千餘年の閒に​ワタ​​渉​​れる古傳を今より千二百年 ​マヘ​​前​​に書ける者︀なり。此書は百餘年の閒の​ミミ​​耳​​に​キ​​聞​​き​メ​​目​​に​ミ​​覩​​たる事を今より六百 六十餘年 ​マヘ​​前​​に書ける者︀なり。先世の系譜を述べたる處は、我が古事記に善く似たれども、そは篇首 一卷にも滿たず。古事記は​クワハン​​過半​​ ​シンワ​​神︀話​​なれども、此書は殆ど皆 實傳なり。故に此書は、上古史に非ずして、近世史なり。古の事を​ツヰジヨ​​追敍​​せる歷史に非ずして、當時の事を​チヨクジヨ​​直敍​​せる記錄なり。之を我が古事記に​ナゾラ​​凝​​ふるは、​セン​​僭​​に非ざれば​バウ​​妄​​なり。その​タイサイ​​體裁​​ 最も實錄の書に近きが故に、今は古事記の名を​ヤ​​罷​​めて、實錄の名を取れり。


　​ジツロク​​實錄​​は、​タウソウ​​唐宋​​ ​イライ​​以來​​ ​ヨ​​世​​ ​ゴト​​毎​​に必ず​センジユツ​​撰述​​せらる。​テンシ​​天子​​ ​ホウ​​崩​​ずれば、​シテイ​​嗣帝​​の​ヨ​​世​​には​タイテイ​​大抵​​ ​センテウ​​先朝​​の實錄の​センシウ​​撰修​​に​トリカヽ​​取掛​​れり。故に實錄は、史書[32]の中にて、事實の​オコ​​起​​れる​ジダイ​​時代​​に最も近き記錄なり。此書の正集は太祖︀の時に成り、續集は太宗の時に成りたれば、​シテイ​​嗣帝​​の世に撰修せるに非ずして、​キンテイ​​今帝​​の事蹟を今常の世に撰修せるなり。實錄よりは、​ムシロ​​寧​​ ​キキヨチウ​​起居注​​に近し。されども起居注は、天子の​ゲンドウ​​言動​​を​シクワン​​史官​​の​ソクジ​​卽時​​に記錄する者︀なり。蒙古には​モト​​固​​より​キキヨチウクワン​​起居注官​​とても無く、​カタリベ​​語部​​などの語れることを後に至りて​カ​​書​​き​アツ​​集​​めたる者︀なるべければ、起居注には非ずして、猶 實錄なり。


　實錄と云へばとて、​ジジ​​事事​​ 皆 ​クワクジツ​​確實​​なる者︀には非ず。​タウ​​唐​​の​カウソ​​高祖︀​​ 實錄は、​タイソウ​​太宗​​の朝に成りたれば、高祖︀の德を​オサ​​抑​​へて太宗の功を​ア​​揚​​げ、​ソウ​​宋​​の​シンソウ​​神︀宗​​ 實錄は、​ゲンイウ​​元祐︀​​ ​セウセイ​​紹聖​​の​リヤウタウ​​兩黨​​にて​カハ​​代​​る〴〵​カイシウ​​改修​​せり。元の實錄の​ソロウ​​疏漏​​なる、明の實錄の​フマウ​​誣罔​​あるは、​イチジル​​著︀​​しき事なり。この實錄にも​アヤマ​​誤​​りあり。​ナンセイ​​南征​​の​エキ​​役​​に、​ゼベ​​者︀別​​Jebe​の​キヨヨウクワン​​居庸關​​を​ヤブ​​破​​りたるは、太祖︀の八年 ​キイウ​​癸酉​​なるを、六年 ​シンビ​​辛未​​ 九年 ​カフジユツ​​甲戌​​の二囘とし、九年 甲戌の​サイセイ​​再征​​は、金の​セント​​遷都︀​​の後なるを、再征に由りて遷都︀せりとし、​トルイ​​拖雷​​Tului​、​チユグ​​出古​​Chugu​ 二人の​フンセン​​奮戰​​は七年 ​ジンシン​​壬申​​、​ドウクワン​​潼關​​の戰は十一年 ​ヘイシ​​丙子​​なるを、皆 九年 再征の時とし、​ドウクワン​​潼關​​の​ヨセテ​​寄手​​の大將は​サムカ​​撒木合​​Samukha​なるを、太祖︀とせり。最も甚しきは、​シシヤ​​使者︀​​ ​ヂユブカン​​主卜罕​​Jubkhan​の殺︀されたるは、太宗 三年の事なるを、この九年の處に​シル​​記​​して、再征の​エキ​​役​​はそれが爲に起れりとせり。​セイセイ​​西征​​の​エキ​​役​​、​ゼベ​​者︀別​​Jebe​、​スベエタイ​​速別額台​​Subeetai​、​トクチヤル​​脫忽察兒​​Tokhuchar​の​サンシヤウ​​三將​​をして​セイイキワウ​​西域王​​を​オ​​追​​はしめたるは、​ブカル​​不合兒​​Bukhar​、​セミスゲン​​薛米思堅​​Semisgen​を降し[33]たる後にあるを、この役の初に書き、​ウドラル​​兀都︀喇兒​​Udurar​、​ブカル​​不合兒​​、​セミスゲン​​薛米思堅​​を取りたるは、この役の初にあるを、​シン​​申​​Shin​​ガハ​​河​​信度河の戰の後に書けり。然のみならず是等の​セイバツ​​征伐​​、​セカイ​​世界​​を​シンタウ​​震盪​​せる​タイセイバツ​​大征伐​​の​キジユツ​​記述​​は、​ケレイト​​客咧亦惕​​Kereit​、​ナイマン​​乃蠻​​Naiman​などを​アヒテ​​敵手​​にせる戰よりも​カンリヤク​​簡略​​なり。​ケダシ​​蓋​​ ​バクホク​​漠北​​の​オルド​​斡兒朶​​に​ツカ​​仕​​へたる​ヒエダ​​稗田​​の​アレ​​阿禮​​は、​イウボク シヨコク​​遊牧 諸︀國​​の​キヨウバウ​​興亡​​の​モノガタリ​​物語​​をば善く記憶すれども、​ナンカ​​南夏​​ ​サイイキ​​西域​​の征服の如き世界の​タイキヨク​​大局​​に​クワン​​關​​する​イリクミ​​入組​​たる​ジケン​​事件​​は、​リクワイ​​理會​​すること能はざりけらし。故に 太祖︀ 太宗 兩朝の​ジセキ​​事迹​​を​ロンジ​​論次​​する者︀は必ず此書に依りて​セツチウ​​折衷​​すべき事は、錢大昕の云へるが如くなれども、南征の事は親征錄、金中、元史に依り、西征の事は、​ヂユヹニ​​主費尼​​。​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​に依りて補はざるべからず。


　此書は、太祖︀の祖︀先より書き始めて太宗の世まで及べるに、今の譯本の名に唯 太祖︀のみを​ヘウ​​標​​するは、何故ぞ。祖︀先の事を​シル​​記​​したるは、一卷に​ミ​​滿​​たず、太宗の紀も一卷に​ミ​​滿​​たず。十二卷の內 十卷 餘りは皆 太祖︀の紀にして、祖︀先の紀は、太祖︀の實錄の​ホツタン​​發端​​に​ス​​過​​ぎず、太宗の紀も、太祖︀の實錄の​ケツマツ​​結末​​と見らるゝが故に、太祖︀の名を​モツパラ​​專​​に用ひて​ヘウダイ​​標題​​とせり。


　元​（ノ）太祖︀ 實錄と云はずして、​チンギス カン​​成吉思 汗​​ 實錄と名づけたるは、何ぞや。​チンギス カン​​成吉思 汗​​は​タウジ ツウカウ​​當時 通行​​の​ソンガウ​​尊號​​なり。太祖︀は、世祖︀ 至元 三年の​ツヰガウ​​追號​​なり。數十年の後なる​ツヰガウ​​追號​​を以て題すれば、數十年の後に[34]成れる書の如く聞ゆる​キラヒ​​嫌​​あり。​カツ​​且​​ 大德 七年に​ソウシン​​奏進​​せる太祖︀ 實錄は、​ケダシ​​蓋​​ 今の太祖︀ 本紀の本源にして、​ソロウ​​疏漏​​なりし者︀と見ゆれば、その疏漏なる書と名を同じうすることを​サ​​避​​け、當時の尊號を以て題したるなり。


　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​Chinghis Khaghan​と云はずして、​チンギス カン​​成吉思 汗​​と云へるは、何ぞや。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​タウジ​​當時​​の​ホンガウ​​本號​​、​チンギス カン​​成吉思 汗​​は​コウセイ​​後世​​の​リヤクシヨウ​​略稱​​なり。​カン​​汗​​Khan​は、​キミ​​君​​なり。​カガン​​可罕​​Khaghan​は、​カン​​罕​​Khan​の​カン​​罕​​Khan​、​キミ​​君​​の​キミ​​君​​にして、​オホギミ​​大君​​なり。此書には、一たびも​チンギス カガン​​成吉思 可罕​​の​カ​​可​​を略きたる事なし。然れども太祖︀の​オホイ​​大​​なる​ユヱン​​所以​​は、名に​アヅカ​​關​​らず。故に​ベンギ​​便宜​​に從ひ略稱を用ひたり。











​モウコ​​蒙古​​の​コブン​​古文​​と​ワヤクブン​​和譯文​​。


　​モウココトバ​​蒙古語​​は、​アルタイ​​阿勅泰​​ ​ゴゾク​​語族​​に​ゾク​​屬​​して、我が​コクゴ​​國語​​と​ブンパフ​​文法​​ 甚だ近く、殊にその​ソジハフ​​措辭法​​は始ど同じければ、​コトバ​​語​​ごとに​テキタウ​​適當​​の​ヤクゴ​​譯語​​を​ア​​當​​てて、​メイシ​​名詞​​ ​ダイメイシ​​代名詞​​の​カク​​格​​、​ドウシ​​動詞​​の​イヒカタ​​言方​​などを誤らざれば、​オノヅカ​​自​​ら我が​ブンシヤウ​​文章​​と​ナ​​爲​​る。​ヤクドク​​譯讀​​するにも、​カンブン​​漢︀文​​ ​オウブン​​歐文​​を讀むが如く​トビカヘ​​飛返​​り​ハネカヘ​​跳返​​る​ヒツヨウ​​必用​​なし。


　​タヾ​​唯​​ ​メイシ​​名詞​​ ​ダイメイシ​​代名詞​​に​タンブク​​單複​​の​ベツ​​別​​ありて、之を譯するに一一​クベツ​​區別​​することは頗る煩はし。代名詞の​フクスウ​​複數​​は、​ワレラ​​我等​​、​ナンヂラ​​汝等​​、​コレラ​​此等​​、​ソレラ​​其等​​の如く、​タイテイ​​大抵​​「ら」を​ツ​​附​​けたれども、​コレラ​​此等​​の、​ソレラ​​其等​​のと云へる​バアヒ​​場合​​には、​ワウ〳〵​​往往​​「この」「その」と譯したる處あり。名詞の複數も、「ら」「ども」「だち」などを附けて​オダヤ​​穩​​かなる處、附けざれば​イミ​​意味​​の​メイレウ​​明瞭​​を​カ​​缺​​く處は、[35]必ず附けたれども、然らざる處には​ハブ​​略​​けるも有り。​セイシ シユゾク​​姓氏 種族​​の名は、單複 共に​ゲンヤクジ​​原譯字​​のまゝに書きて、複數の處には注を加たり。​タト​​例​​へば​キヤン​​乞顏​​Khiyan​​ウヂ​​氏​​の複數は​キヤト​​乞牙惕​​Khiyat​なれば、​キヤト​​乞牙惕​​（乞顏の複）と書けり。


　​ヒテイ​​否定​​の​コトバ​​詞​​は、​ワレ​​我​​にては​ジヨドウシ​​助動詞​​なれども、​カレ​​彼​​にては​フクシ​​副詞​​なり。その否定の​フクシ​​副詞​​は、​ウル​​兀祿​​ulu​と​エセ​​額薛​​ese​との二つあり。​ウル​​兀祿​​は漢︀語の「​フ​​不​​」、​エセ​​額薛​​は漢︀語の「​ビ​​未​​」なり。​タト​​例​​へば​オト バイ​​斡惕 罷​​ot bai​は​サ​​去​​りきにて、​ウル オト バイ​​兀祿 斡惕 罷​​ulu ot bai​は​サ​​去​​らざりきなり。​エセ​​額薛​​も殆ど之に同じく、大抵は「いまだ」と云ふ副詞を​ソ​​添​​ふるに​オヨ​​及​​ばず。又この副詞は、必ず​ドウシ​​動詞​​のすぐに​ウヘ​​上​​にありて、漢︀文の如く​アヒダ​​閒​​に​ホカ​​他​​の​コトバ​​詞​​を​サシハサ​​插​​むこと無し。​ヒテイメイレイ​​否定命令​​ 卽ち​キンシ​​禁止​​の​コトバ​​詞​​も、副詞なり。例へば​オト トガイ​​斡惕 禿該​​ot tughai​は​サ​​去​​れなり。これの上に​キンシ​​禁止​​の副詞 ​ブ​​布​​bu​を​ソ​​添​​ふれば、去るなの​イ​​意​​となる。​サイハヒ​​幸​​に我が古語に​バ​​勿​​と云ふ禁止の副詞ある故に、それを用ひて「​ナ​​勿​​ ​サ​​去​​りそ」と譯せり。


　​ヂカク​​持格​​の代名詞は、大抵必ずには非ずその​ゾク​​屬​​する名詞の​シタ​​下​​に​イ​​入​​る。「​ワ​​我​​が​コ​​子​​ ​コ​​來​​よ」と云ふことを「​コ​​子​​ ​ワ​​我​​が ​コ​​來​​よ」と云ひ、「​ナンヂ​​汝​​の​チヽ​​父​​ ​ヲ​​居​​るか」と云ふことを「​チヽ​​父​​ ​ナンヂ​​汝​​の ​ヲ​​居​​るか」と云ふ。此等は、我が​ソジハフ​​措辭法​​に​シタガ​​從​​ひ、​コトバ​​語​​の順序を改めて譯せり。​シユカク​​主格​​の代名詞は、大抵これも必ずには非ず動詞の下に入る。「​ワレ​​我​​ ​オホイ​​大​​に​ヨロコ​​喜​​べり」と云ふことを「大に喜べり、​ワレ​​我​​」と云ひ、「​ナンヂ​​汝​​ ​ワレ​​我​​と​シカ​​然​​ ​イ​​言​​はざりしか」を「​ワレ​​我​​と​シカ​​然​​ ​イ​​言​​はざりしか、​ナンヂ​​汝​​」と云[36]ふ。​モクテキカク​​目的格​​の代名詞も、動詞の​シタ​​下​​に​マハ​​廻​​さるゝことあり。「​ワレラ​​我等​​ ​チカラ​​力​​を​ツク​​盡​​して​カレラ​​彼等​​を​タス​​助​​けん」を「​ワレラ​​我等​​ 力を盡して助けん、​カレラ​​彼等​​を」又は「力を盡して助けん、彼等を我等」と云ふ。此等は、皆 ​モト​​原​​の順序のままに譯せり。又 敍事の文に、​シユカク​​主格​​は必ずしも​ウヘ​​上​​にあらず。「​テムヂン​​帖木眞​​Temjin​を​タイチウト​​泰赤兀惕​​Taichiut​ ​トラ​​執​​へ​ユ​​往​​きて」「​カフ​​甲​​の​ニ​​逃​​げたるを​ミ​​見​​て​オツ​​乙​​は​イソ​​急​​ぎ、」「​カフ​​甲​​を乙に​オ​​追​​はしめて​ヘイ​​丙​​は​ツヾ​​續​​き、」「​カフ​​甲​​に​スヽ​​勸​​められて乙を丙は​シカジカ​​云云​​」など。此等は、本のまゝに譯すべきは、云ふまでも無く、すべて主格の​イチ​​位置​​を​バアヒ​​場合​​に由りていづこにも​ジイウ​​自由​​に​ウゴ​​動​​かし得るは、てにをはを多く用ふる國語の​トクチヤウ​​特長​​にして、我が國語にても、​カンブン クンドク タイ​​漢︀文 訓讀 體​​の​ハヤ​​流行​​らぬ頃までは、蒙古文の如くなりしなり。


　又 蒙古の​コゴ​​古語​​は、​サバク​​沙漠​​の​ホカ​​外​​に​ドクリツ​​獨立​​して、​カンゴ ボンゴ​​漢︀語 梵語​​の​エイキヤウ​​影響︀​​を少しも​カウム​​蒙​​らず、​ジユンスヰ シヤウジヤウ​​純粹 淸淨​​なる​ヲトメ コクゴ​​處女 國語​​なり。支那 印度の文物 宗敎の影響︀を受けざりしは、國語の獨立よりも珍しき事なれども、本論の外なれば、こゝには言はず。數千の名詞の​ウチ​​中​​にて、​カンゴ​​漢︀語​​の​デンクワ​​轉訛​​と​オボ​​覺​​しきものは、​ウヂン​​兀眞​​ujin​は​フジン​​夫人​​の​デン​​轉​​、​タイシ​​大石​​taishi​は​タイシ​​太師​​の轉、​リンクン​​領昆​​linkun​は​リンコン​​令公​​の轉の​タグヒ​​類︀​​に​ス​​過​​ぎず。​グワイコク​​外國​​の​チメイ ジンメイ​​地名 人名​​を​ヨ​​呼​​ぶにも、大抵 ​モウコナ​​蒙古名​​あり。​シナジン​​支那人​​を​キタン​​乞壇​​Khitan​、その複 ​キタト​​乞塔惕​​Khitat​、​カウライジン​​高麗人​​を​シヨランガ​​莎郞合​​Sholangha​、その複 ​シヨランガス​​莎郞合思​​Sholanghas​、​キンコク クワウテイ​​金國 皇帝​​を​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​Altan Khan​、​ソウ​​宋​​を​チヤウクワン​​趙官​​Chaukuan​（趙家の轉か）、西夏を​カシン​​合申​​Khashin​（河西の轉）、​ヤコレイ​​野狐嶺​​を​クネゲン ダバ​​忽捏堅 荅巴​​Khunegen daba​、​キヨヨウクワン​​居庸關​​を​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​Chabchiyal​、​リヨウコダイ​​龍虎臺​​を​シラ ケエル​​失喇 客額兒​​Shira keer​、​クワウガ​​黃河​​を​シラ ムレン​​失喇 木嗹​​Shira muren​と云ふ。又 外國の​メイシヨウ​​名稱​​を​トリモチ​​採用​​ひても、​ナニホド​​何程​​か​オン​​音​​を​カ​​易​​へ、又は蒙古の​ゴビ​​語尾​​を加ふ。​オトラル​​斡惕喇兒​​Otrar​を​ウドラル​​兀都︀喇兒​​Udurar​、​ウルゲンヂ​​兀兒堅只​​Urghenji​を​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​Uronghechi​[37]と云ひ、​ヒンド​​欣都︀​​Hindu​​ジン​​人​​を​ヒンドスト​​欣都︀思惕​​Hindust​、​ルス​​嚕思​​Russ​​ジン​​人​​（露西亞人）を​オルスト​​斡魯速惕​​Olusut​、​キプチヤク​​乞卜察克​​Kipchak​​ジン​​人​​を​キブチヤウト​​乞卜察兀惕​​Kibchaut​、​アシ​​阿昔​​Asi​​ジン​​人​​を​アスト​​阿速惕​​Asut​、​チウアジア​​中亞細亞​​の​モハメト​​抹哈篾惕​​Mohammed​ ​ケウト​​敎徒​​なる​サルト​​撒兒惕​​Sart​​ジン​​人​​を​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​Sartaul​と云ふ。此等は、皆 蒙古の音をそのまゝに譯して、​ホンメイ​​本名​​を注に擧げたり。


　蒙古文の甚だ​キイ​​奇異​​にして甚だ​オモシロ​​面白​​きは、​ヰンブン​​韻文​​ 多き事なり。その​ヰンブン​​韻文​​は、皆 ​タクミ​​巧​​に​トウヰン​​頭韻​​を​ナラ​​排​​べたる者︀にして、漢︀文には​モト​​固​​よりその​ハフ​​法​​なく、​オナ​​同​​じ​ゴゾク​​語族​​なる我が國語にもその​レイ​​例​​ ​マレ​​希​​なり。漢︀文には、​ソウセイ​​雙聲​​と云ひて、​シンシ​​參差​​、​メンマン キクキウ​​綿蠻 鞠躬​​、​シユクセキ​​踧踖​​の如く、​ハツセイ​​發聲​​（成音の首の父音）​オナ​​同​​じき​モジ​​字​​を​フタ​​二​​つ​カサ​​重​​ぬる詞は多けれども、蒙古の​トウヰン​​頭韻​​は、それには非ず。我が​コカ​​古歌​​に「​○​​た​​きのおとは、​○​​た​​えて​ヒサ​​久​​しく​○​​な​​りぬれど、​○​​な​​こそ​○​​な​​がれて、​○​​な​​ほ​キコ​​聞​​えけれ」と云へる如く、​マイク​​毎句​​の​カシラ​​頭​​ 又は​マイゴ​​毎語​​の​カシラ​​頭​​に、同じ​セイオン​​成音​​を​オ​​置​​きて、雙聲の如く父音の音のみ同じきには非ず。​ゴテウ​​語調​​を​オモシロ​​面白​​くするなり。この​ゴテウ​​語調​​は、日本語にては、​クワイギヤク​​詼謔​​の​コトバ​​辭​​に最も​テキ​​適​​して聞ゆれども、蒙古語にては、​カクゲン​​格言​​、​コゲン​​古諺​​より​キドアイラク​​喜怒哀樂​​の​ジヤウ​​情​​を​ノ​​抒​​ぶる​コトバ​​辭​​、​ケウクン​​敎訓​​の辭、​キツセキ​​詰責​​の辭、​クワイシヤ​​悔︀謝​​の辭に至るまで、皆この韻文を用ふ。その​ウチ​​中​​には​モノガタリ​​物語​​を傳へたる人の作れる​モンク​​文句​​も多かるべけれども、​グワンライ​​元來​​ 蒙古語にかゝる​ハヤリ​​流行​​ありし故に、作れる人も作れるなるべし。然らばかゝる​ブンシヤウ​​文章​​、​トクシユ​​特種​​の​シウジ​​修辭​​を加へたる​ゲンゴ​​言語​​は、蒙古人の​モンジ​​文字​​を知らざりし時より​オコナ​​行​​はれたるなり。日本人は千五百餘年の前、印度人は三千餘年の前、文字に依らずして​ブンシヤウ​​文章​​あ[38]りし事あるは、文字は無くとも​カイクワ​​開化​​の​ド ヤヽ スヽ​​度 稍 進​​みたる時なるが、​ウマ​​馬​​の​チ​​乳​​を​ノ​​飮​​み​ヒツジ​​羊​​の​カハ​​皮​​を​キ​​着​​、​キウロ​​穹廬​​に​ス​​住​​みて、​シヤレフ​​射獵​​を​ゲフ​​業​​とせる​ジユンイ​​純夷​​の​タミ​​民​​にも​ハヤ​​夙​​くより文章ありしは、​メヅラ​​珍​​しき事なり。


　その韻文の例を​スコ​​少​​し述べん。​ドウダンジヨ​​童男女​​の​ビモク セイシウ​​眉目 淸秀​​なるを​ケイヨウ​​形容​​して「​メ​​目​​に​ヒ​​火​​あり、​メン​​面​​に​ヒカリ​​光​​あり」と云ふ。​メ​​目​​は​ニドン​​你敦​​nidun​、​メン​​面​​は​ニウル​​你兀兒​​niur​にて、​ニ​​你​​を頭韻とせり。​ヒ​​火​​は​ガル​​合勒​​ghal​、光は​グレ​​格咧​​ghere​にて、​ガ​​合​​gha​と​ゲ​​格​​ghe​と​コヱ​​聲​​ ​チカ​​近​​きが故に​ツウヰン​​通韻​​に用ひたり。​ワ​​余​​が​ヤクブン​​譯文​​に​ニドン​​你敦​​を​マナコ​​眼​​と譯せず、​ニウル​​你兀兒​​を​カホ​​顏​​と譯せずして、​メ​​目​​と​メン​​面​​とにしたるは、蒙古の頭韻に​マネ​​眞似​​たる​シヤレ​​酒落​​なり。この句の韻の​フミカタ​​蹈方​​（には非ず、​イタヾキカタ​​戴方​​）は、​カククヰン​​隔句韻​​にて、​カミノク​​上句​​の​カシラ​​頭​​と​シモノク​​下句​​の​カシラ​​頭​​と​ヰン​​韻​​を​オ​​押​​し、上​（ノ）句の​ハラ​​腹​​と下​（ノ）句の​ハラ​​腹​​と韻を押せり。この​カククヰン​​隔句韻​​は、その例 甚だ少し。​フツウ​​普通​​の​アフヰン​​押韻​​は、上​（ノ）句の​コトバ​​語​​どもに​アル​​或​​ 韻を​カナ​​重​​ね、下​（ノ）句の語どもに​タ​​他​​の韻を​カサ​​重​​ぬるなり。​タト​​例​​へば​ジモク​​耳目​​の​スルド​​銳​​き事を「​イタチ​​鼬​​となりて​キ​​聽​​き、​ギンソ​​銀鼠​​となりて​ミ​​視︀​​る」と云ふ。​イタチ​​鼬​​は​ソエカ​​鎻耶合​​soyekha​、​キ​​聽​​くは​シヨノス​​莎那思​​shonos​にて、​ソ​​鎻​​と​シヨ​​莎​​sho​と​ツウ​​通​​じ、​ギンソ​​銀鼠​​は​ウネン​​兀年​​unen​、​ミ​​見​​るは​ウヂエ​​兀者︀​​uje​にて、​ウ​​兀​​u​を韻とせり。もし之を譯して韻を合はせんとならば、​ドウブツ​​動物​​の​ナ​​名​​を​カ​​換​​ふるより​ホカ​​外​​にすべなし。「​キツネ​​狐​​となりて​キ​​聽​​き、​ミヽヅク​​角鴟​​となりて​ミ​​視︀​​る」などは、いかゞ。又 ​キウバフ ケツリフ​​窮乏 孑立​​の​サマ​​狀​​を「​カゲ​​影​​よりに​ホカ​​外​​に​トモ​​伴​​なく、​ヲ​​尾​​より​ホカ​​外​​に​ムチ​​鞭​​なし」と云ふ。​カゲ​​影​​は​セウデル​​薛兀迭兒​​seuder​、​ヲ​​尾​​は​セウル​​薛兀勒​​seul​にて、​セウ​​薛兀​​seu​を韻とせり。​トモ​​伴​​と​ムチ​​鞭​​とは韻を成さざれば、隔句韻には非ず、二句を一句として、只一つの韻を[39]押したるなり。日本語ならば、「​カゲ​​影​​の外に​トモ​​伴​​なく、​カラダ​​體​​の外に​モノ​​物​​なし」など云ひたし。すべて頭韻ある文は、​ツイク​​對句​​より成り、​ミジカ​​短​​きは二句、​ナガ​​長​​きは​ニセツ​​二節︀​​ ​アル​​或​​は​ニダン​​二段​​なれども、​マレ​​稀​​には三句 又は三節︀にして、三韻を用ふることあり。又 ​キハ​​極​​めて​マレ​​稀​​には十句もありて韻も屢 換へて對句を成さざるもあり。前に引きたるは、いづれも短き二句の例なれども、​ブルカン​​不兒罕​​Burkhan​​ダケ​​嶽​​の​カミ​​神︀​​に太祖︀の​カンシヤ​​感謝​​したる辭の​チウダン​​中段​​などは、二節︀づゝの二段より成り、前段は​ブ​​不​​bu​の韻を九つ​タヽ​​疊​​み、後段は​カ​​合​​kha​の韻を九つ疊みたり。韻文は、譯すれば、​マツタ​​全​​く​キヨウミ​​興味​​を失ひて、​サンブン​​散文​​よりも​ツタナ​​拙​​くなる故に、譯文の​ヒダリ​​左​​に原字の​ヰンゴ​​韻語​​を一一書き添へて、その​ブン​​文​​の​ツタナ​​拙​​く​コトハ​​語​​に​オダヤ​​穩​​かならざる處あるは韻文の爲なることを知らしめんとす。


　蒙古語に、​ナホ​​猶​​ ​ヒト​​一​​つ​オモシロ​​面白​​き​コト​​事​​あり。そは、​ボンゴ​​梵語​​にて​サンヂヒ​​散提​​sandhi​と​トナ​​稱​​ふる​ケフヰン​​協韻​​の​ハフ​​法​​にして、蒙古語のみならず、​マンジウコトバ​​滿洲語​​ ​トルクコトバ​​突︀兒克語​​など、​アルタイ​​阿勒泰​​ ​ゴゾク​​語族​​に​ゾク​​屬​​する​シヨコク​​諸︀國​​の​ゲンゴ​​言語​​に行はるゝ​イツシユ​​一種​​の​オンビン​​音便​​なり。​メイシ​​名詞​​の​セツビゴ​​接尾語​​、てにをは、​ジヨドウシ​​助動詞​​などまれには組立名詞を組立つる下のことばは、​カミ​​上​​の​メイシ​​名詞​​ ​ドウシ​​動詞​​のおもなる​ボイン​​母音​​の​チカラ​​力​​に​ヨ​​依​​りて、​オノ​​己​​が母音を​カ​​變​​へて、その母音に同じく​ナ​​化​​るなり。例へば、​アニ オトヽ​​兄 弟​​を​アカ デウ​​阿合 迭兀​​akha deu​と云ひ、​アニ​​兄​​ども​オトヽ​​弟​​どもを​アカナル デウネル​​阿合納兒 迭兀捏兒​​akha nar deu ner​と云ふ。​ナル​​納兒​​も​ネル​​捏兒​​も、「ども」の​コヽロ​​意​​にして、上に​カ​​合​​あれば、​ナ​​納​​と云ひ、上に​デ​​迭​​あれば、​ネ​​捏​​と云ふ。てにをはの「に」を​エ​​額​​e​とも​ア​​阿​​a​とも云ふ。​オナン ムレン​​斡難︀ 木嗹​​（斡難︀ 河）の​テリウン​​帖哩溫​​teriun​（源）にと云[40]ふ時は、​テリウネ​​帖哩兀捏​​teriune​と云ひ、​ブルカン カルドン​​不兒罕 合兒敦​​Burkha Khardun​にと云ふ時は、​カルドナ​​合兒都︀納​​Kharduna​と云ふ。「より」又は「から」と云ふことを​アチヤ​​阿察​​acha​とも​エチエ​​額扯​​eche​とも云ふ。​センダイ​​仙臺​​よりを​センダヤチヤ​​仙答牙察​​Sendayacha​、​ツガル​​津輕​​よりを​ツガラチヤ​​津合喇祭​​Tsugharacha​と云ひ、​エチゼン​​越前​​よりを​エチゼネチエ​​越者︀捏扯​​Echijeneche​と云ふ。​コレラ​​此等​​は、​ミナ​​皆​​ ​ア​​阿​​と​エ​​額​​との​カハ​​變​​りの​レイ​​例​​なるが、​オ​​斡​​と​ウ​​兀​​との​カハ​​變​​りも、これに同じ。この​ケフヰン​​協韻​​あるが爲に、蒙古文の​オンドク​​音讀​​には​イツシユ​​一種​​の​キヨウミ​​興味​​あれども、譯文には​マツタ​​全​​くその​アトカタ​​跡形​​をも失へり。


　又 蒙古語には、​ル​​勒​​l​ 又は​ル​​兒​​r​にて​ハジ​​始​​まる詞なし。​グワイコク​​外國​​の人の名 人種の名などを​アラハ​​表​​せる詞には、まれに​ラ​​剌​​la​ 又は​ラ​​喇​​ra​に始まれる名あれども、蒙古の古き詞には、​ルア​​魯阿​​lua​ 又は​ルエ​​魯額​​lue​と云ふ名詞の接尾語の外には、詞の​カシラ​​頭​​に​ルル​​勒兒​​の音あるもの​サラ​​更​​になし。​ルア​​魯阿​​ ​ルエ​​魯額​​は、漢︀字の​ヨ​​與​​の字、日本語の「とともに」の意にして、必ず名詞の​ヲ​​尾​​に​ツ​​接​​く詞なれば、これも、詞の頭に​ル​​魯​​lu​の音ありとは言ひ難︀し。日本の古き詞にも、助動詞の らるゝ らむ らし の外には、漢︀字の​トウ​​等​​の意なる「ら」と云ふ接尾語一つあるのみにて、​ラギヤウ​​良行​​に始まれる詞の更になきは、蒙古語に善く似たり。蒙古語も、​チカ​​近​​き世となりては、外國の詞あまた​イ​​入​​り​マジ​​交​​りて、​ル​​勒​​ ​ル​​兒​​に始まる詞のふえたるは、日本語に良行の音に始まる詞のふえたるに異ならず。すべて蒙古語も、​ホカ​​他​​の​クニグニ​​國國​​と同じく、古と今と​ヘンセン​​變遷​​ 多ければ、亞細亞の諸︀國の言語を​ヒカクケンキウ​​比較硏究​​せんと​ホツ​​欲​​する人は、その[41]古語に依らずばあるべからず。それには、祕史の蒙古文は、最も善き材料なり。


　​キンポン​​今本​​は、​ロシウフ​​盧州府​​の​チヤウタイシユ​​張太守​​ ​イライ​​以來​​、​スウクワイ​​數囘​​の​テンシヤ​​轉寫​​を​ヘ​​經​​たれども、​ツウタイ​​通體​​ ​クワンゼン​​完善​​にして、​ゴダツ​​誤脫​​ 甚だ少し。字の​ヘンバウ​​偏旁​​の誤り、字の​ヒダリ​​左​​なる​オンフ​​音符​​の​オ​​脫​​ちたるなどは、​ワウ〳〵​​往往​​あれども、前後にある同じ語を​サガ​​探​​して​ヒカク​​比較​​すれば、改正せられざること無し。​マレ​​稀​​には​タシカ​​慥​​に​ダツゴ ダツブン​​脫語 脫文​​ありと思はるゝ處あり。​オギナ​​補​​ひ得る​カギリ​​限​​は、補ひて譯せり。又 原文には​ダツゴ​​脫語​​なけれども、譯すれば​コトバ​​語​​の足らざることあり。​ヨリトモ​​賴朝​​の​ツマ​​妻​​ ​マサコ​​政子​​と云ふべきを、蒙古文にては​ヨリトモ​​賴朝​​の​マサコ​​政子​​と云ふことあり。其等は[​ツマ​​妻​​]の字を補へり。すべて補へる文には、​フタ​​蓋​​と​ソコ​​底​​との​シルシ​​符​​[　]を用ひて、​チウシヤク​​注釋​​に用ふる​クワツコ​​括弧​​の符（　）と區別せり。又 明の時に​スデ​​已​​に解しかねたりと見えて​ハウヤク​​旁譯​​を​ホドコ​​施​​さざる處あり。其等は、解し得らるゝだけは譯し、解せられざる者︀は、​アヘ​​敢​​てごまかさず、原語をそのまゝに擧げたり。其等も、今の蒙古語と比較して考へなば、解せられざる事も無かるべければ、他日 又 ​コヽロ​​試​​みん。


　此書の本文は、​トコロ〴〵​​處處​​に​ダンラク​​段落​​を​キ​​切​​りて、​ベツコウ​​別項​​に書き出せり。​ソ​​其​​は、蒙古字の原本に初より然りしにはあらで、明人の譯したる時、譯文を本文の閒に​サシハサ​​挿​​まんが爲に切りたりと見えて、​ムリ​​無理​​なる處あり。例へば「​ナニ〳〵​​何何​​を​ノゾ​​望​​み​ミ​​見​​て​イ​​言​​はく​シカジカ​​云云​​」とある「​ミ​​見​​て」にて前段を​トヾ​​止​​め、「​イ​​言​​はく云云」より後段の始まるが如き​タグヒ​​類︀​​ ​シバ〳〵​​屢​​あり。[42]今 譯文のみの書にては、この​キリカタ​​切方​​に​カヽハ​​拘​​るにも及ばざれども、數百年來この​カタチ​​形​​にて傳はれる者︀を​ナホ​​直​​すもいかゞと思ひて、​シバラ​​姑​​く​モト​​本​​の切方に從へり。​ツヾ​​續​​くべき處にて​キ​​斷​​れたる處あるは、それが爲なり。











​ゲンテウ ヒシ​​元朝 祕史​​の​オンヤクハフ​​音譯法​​


　此書は、明人の蒙古語を​ケンキウ​​硏究​​せんが爲に譯したる者︀なれば、蒙古文を音譯するに、​コエンブ​​顧炎武​​の「​ニウ​​紐​​㆓​セツシテ​​切​​其字​（ヲ）㆒、以諧​（フ）㆓其聲音​（ヲ）㆒」と云へる如く、​フイン​​父音​​の​セイダク​​淸濁​​ ​ケイヂウ​​輕重​​、​ボイン​​母音​​の​カイガフ​​開合​​ ​チヤウタン​​長短​​、皆 善く​カナ​​諧​​ひて、七百年前の蒙古の​セイオン​​聲音​​を​チクオンキ​​蓄音器︀​​に​タクハ​​蓄​​へたるが如し。


　此書を譯せる​シシン​​史臣​​、一人は​カンリン ジカウ​​翰林 侍講​​ ​クワゲンケツ​​火原潔​​、一人は​ヘンシフ​​編輯​​ ​マイチク​​馬懿赤黑​​にして、​マイチク​​馬懿赤黑​​Maichikh​ 又は​マシヤイク​​馬沙亦黑​​Mashaikh​の蒙古人なることは、その名にて知らる。​クワゲンケツ​​火原潔​​も、​クワ​​火​​と云ふ​ウヂ​​姓​​は​カンジン​​漢︀人​​に​キ​​聞​​き​ナ​​慣​​れざる姓なれば、蒙古の​コルラス​​火嚕剌思​​Khorulas​ ​ウヂ​​氏​​などの​タンセイ​​單姓​​となれる者︀ならん。支那の​ジオン​​字音​​は、​ナンボクテウ​​南北朝​​ 以來 ​ツネ​​常​​に南北に​ワカ​​分​​れて、​ナンオン​​南音​​には、​ホクオン​​北音​​の如き​カウクワ​​淆訛​​なし。此書は、明の​テウテイ​​朝廷​​の​ナンキン​​南京​​に在りし時の譯なれば、音譯には南音を用ひたり。蒙古語に​クハ​​精︀​​しき蒙古人にて​カウクワ​​淆訛​​ ​スクナ​​少​​き南音を以て音譯したれば、此書の如く​タヾ​​正​​しき音譯は、​ホカ​​他​​に比類︀少し。


　今 此書に用ひたる音譯 漢︀字を蒙古字の下に書きて、我が五十音圖の如き​ヨコタテ​​橫縱​​の​レツ​​列​​に​ナラ​​排​​ぶれば、​サ​​左​​の如し。二重音と撥ぬる音とは略けり。發音を明か[43]にせんが爲に、羅馬字を下に書き添へたり。


テンプレート:Mongolian missing
 





		​ア​​阿​​の​ダン​​段​​	​エ​​額​​の​ダン​​段​​	​イ​​宜​​の​ダン​​段​​	​オ​​斡​​の​ダン​​段​​	​ウ​​兀​​の​ダン​​段​​	​ヘンヰン​​變韻​​の​ダン​​段​​	​フイン​​父音​​


	​アギヤウ​​阿行​​
	​ア​​阿​​ (a)	​エ​​額​​ (e)	​イ​​宜​​ (i)	​オ​​斡​​ (o)	​ウ​​兀​​ (u)	​ウ​​兀​​ (ö) (ü)	


	​ハギヤウ​​哈行​​
	​ハ​​哈​​ (ha)	​ヘ​​赫​​ (he)	​ヒ​​希​​ (hi)	​ホ​​訶​​ (ho)	​フ​​許​​ (hu)	​フ​​許​​ (hö) (hü)	


	中​カギヤウ​​合行​​
	中​カ​​合​​ (kha)	​ケ​​客​​ (ke)	​キ​​乞​​ (ki)	​コ​​闊​​ (kho)	中​ク​​忽​​ (khu)	​コ​​闊​​ (kö) (kü)	黑 (kh) 克 (k)


	中​ガギヤウ​​合行​​
	中​ガ​​合​​ (gha)	​ゲ​​格​​ (ge)	​ギ​​吉​​ (gi)	中​ゴ​​豁​​ (gho)	​グ​​古​​ (ghu)	​グ​​古​​ (gö) (gü)	黑 (gh) 克 (g)


	​サギヤウ​​撒行​​
	​サ​​撒​​ (sa)	​セ​​薛​​ (se)	​シ​​昔​​ (si)	​ソ​​鎖​​ (so)	​ス​​速​​ (su)	​ス​​速​​ (sö) (sü)	​ス​​思​​ (s)


	​シヤギヤウ​​沙行​​
	​シヤ​​沙​​ (sha)	​シエ​​雪​​ (she)	​シ​​失​​ (shi)	​シヨ​​莎​​ (sho)	​シユ​​搠​​ (shu)	​シユ​​搠​​ (shö) (shü)	(sh)


	​チヤギヤウ​​察行​​
	​チヤ​​察​​ (cha)	​チエ​​徹​​ (che)	​チ​​赤​​ (chi)	​チヨ​​綽​​ (cho)	​チユ​​出​​ (chu)	​チユ​​出​​ (chö) (chü)	(ch)


	​ヂヤギヤウ​​札行​​
	​ヂヤ​​札​​ (ja)	​ヂエ​​者︀​​ (je)	​ヂ​​只​​ (ji)	​ヂヨ​​勺​​ (jo)	​ジユ​​主​​ (ju)	​ヂユ​​主​​ (jö) (jü)	(j)


	​ヤギヤウ​​牙行​​
	​ヤ​​牙​​ (ya)	​エ​​也​​ (ye)	​イ​​亦​​ (yi)	​ヨ​​約​​ (yo)	​ユ​​余​​ (yu)	​ユ​​余​​ (yö) (yü)	(y)


	​タギヤウ​​塔行​​
	​タ​​塔​​ (ta)	​テ​​帖​​ (te)	​チ​​的​​ (ti)	​ト​​脫​​ (to)	​ト​​禿​​ (tu)	​ト​​禿​​ (tö) (tü)	​ト​​惕​​ (t)


	​ダギヤウ​​荅行​​
	​ダ​​荅​​ (da)	​デ​​迭​​ (de)	​ヂ​​的​​ (di)	​ド​​朶​​ (do)	​ド​​都︀​​ (du)	​ド​​都︀​​ (dö) (dü)	​ド​​惕​​ (d)


	​ナギヤウ​​納行​​
	​ナ​​納​​ (na)	​ネ​​捏​​ (ne)	​ニ​​你​​ (ni)	​ノ​​那​​ (no)	​ヌ​​訥​​ (nu)	​ヌ​​訥​​ (nö) (nü)	(n)


	​バギヤウ​​巴行​​
	​バ​​巴​​ (ba)	​ベ​​別​​ (be)	​ビ​​必​​ (bi)	​ボ​​孛​​ (bo)	​ブ​​不​​ (bu)	​ブ​​不​​ (bö) (bü)	​ブ​​卜​​ (b)


	​マギヤウ​​馬行​​
	​マ​​馬​​ (ma)	​メ​​篾​​ (me)	​ミ​​米​​ (mi)	​モ​​抹​​ (mo)	​ム​​木​​ (mu)	​ム​​木​​ (mö) (mü)	​ム​​木​​ (m)


	​ラギヤウ​​剌行​​
	​ラ​​剌​​ (la)	​レ​​列​​ (le)	​リ​​里​​ (li)	​ロ​​羅​​ (lo)	​ル​​魯​​ (lu)	​ル​​魯​​ (lö) (lü)	​ル​​勒​​ (l)


	中​ラギヤウ​​剌行​​
	舌​ラ​​剌​​ (ra)	舌​レ​​列​​ (re)	舌​リ​​里​​ (ri)	舌​ロ​​羅​​ (ro)	舌​ル​​魯​​ (ru)	舌​ル​​魯​​ (rö) (rü)	​ル​​兒​​ (r)


	​ワギヤウ​​洼行​​
	​ワ​​洼​​ (wa)	(we)	​ヰ​​爲​​ (wi)				


[44]

　この​ヘウ​​表​​の蒙古字の​カタチ​​形​​は、​シユミツト​​搠米惕​​Schmidt​の​モウコジビキ​​蒙古字引​​に​ヨ​​據​​れり。一音に二字づゝ書きたるは、​コトバ​​語​​の​カシラ​​頭​​に​ツ​​附​​く​カタチ​​形​​と​コトバ​​語​​の​ヲ​​尾​​に附く形とを​カキワ​​書分​​けたるなり。​ヘンヰン​​變韻​​の​ダン​​段​​は、語の尾に附くこと​マレ​​稀​​なるが故に、その形を​ハブ​​略​​けり。​スエ​​末​​の​ダン​​段​​なる​ボイン​​母音​​なき音を​アラハ​​表​​せる字は、語の頭に附くことなければ、​ナカ​​中​​に​ハサ​​挾​​まる形と尾に附く形とを​カキワ​​書分​​けたり。​シユミツト​​搠米惕​​の蒙古字引は、今の蒙古語を集めたるものにして、​カギヤウ​​合行​​の合(kha) 闊(kho) 忽(khu)を(ha) (ho) (hu)の如く讀ませて、別に​ハギヤウ​​哈行​​の音に始まる​コトバ​​語​​はあらざる故に、この​ヘウ​​表​​には、​ハギヤウ​​哈行​​の音を​アラハ​​表​​せる蒙古字を​カ​​闕​​きたり。されども祕史には​アキラ​​明​​かに​ハギヤウ​​哈行​​の音を​アラハ​​表​​せる譯字あれば、古代は別に​ハギヤウ​​哈行​​の音ありて、​カギヤウ​​合行​​の​ジ​​字​​を以てその​オン​​音​​をも​アラハ​​表​​したらんと思はる。この表に依れば、蒙古の音には、​サギヤウ​​撒行​​の​ダクオン​​濁音​​、卽ち(z)を​フイン​​父音​​とせる​セイイン​​成音​​なし。​ヂヤギヤウ​​札行​​の​ヂ​​只​​(ji)は、​チヤギヤウ​​察行​​の​チ​​赤​​(chi)の​ダクオン​​濁音​​にして、​サギヤウ​​撒行​​の​シ​​昔​​(si)の​ダクオン​​濁音​​に非ず。又(f)を​フイン​​父音​​とせる​ケイシン​​輕脣​​の​セイイン​​淸音​​も(p)を父音とせる​ヂウシン​​重脣​​の​セイオン​​淸音​​巴行の淸音もなし。(h)を父音とせる​ハギヤウ​​哈行​​の音は​シンオン​​脣音​​に非ず、​コウオン​​喉音​​に​ゾク​​屬​​して、​カギヤウ​​合行​​の​カロ​​輕​​き音なり。中​カ​​合​​(kha) 中​ク​​忽​​(khu) 中​ガ​​合​​(gha) 中​ゴ​​豁​​(gho)の四字實は三字​ヒダリ​​左​​に​チウ​​中​​の字を[45]​チヒサ​​少​​く​ツ​​附​​けたるは、この三字は​モト​​本​​ ​ハギヤウ​​哈行​​の音(xa) (hu) (ho)なるを​カギヤウ​​合行​​の​セイダクオン​​淸濁音​​に​カリモチ​​借用​​ひたることを示せる​フガウ​​符號​​なり。中​カン​​罕​​(khan) 中​カン​​含​​(kham) 中​コン​​晃​​(khong) 中​クン​​渾​​(khun) 中​カイ​​孩​​(khai) 中​クイ​​灰​​(khui)なども、それに同じ。舌​ラギヤウ​​剌行​​の六字實は五字の​ヒダリ​​左​​に​チヒサキ​​小​​き​シタ​​舌​​の字あるは、この五字は、みな​ラギヤウ​​剌行​​の音 卽ち(l)を父音とせる音にして、漢︀字には、(r)を父音とせる音なきが故に、​ラギヤウ​​剌行​​の字を借りて、​ケンゼツオン​​捲舌音​​なることを示せる符號を附けたるなり。舌​ラン​​闌​​(ran) 舌​ラン​​藍​​(ram) 舌​レン​​連​​(ren) 舌​レン​​廉​​(rem) 舌​リン​​鄰​​(rin) 舌​リン​​零​​(ring) 舌​リン​​林​​(rim) 舌​ロン​​欒​​(ron) 舌​ルン​​侖​​(run)など、みな同じ。​ク​​黑​​(kh) ​ク​​克​​(k) ​グ​​黑​​(gh) ​グ​​克​​(g) ​ス​​思​​(s) ​ト​​惕​​(t) ​ド​​惕​​(d) ​ブ​​卜​​(b) ​ム​​木​​(m) ​ル​​勒​​(l)の十字實は七字は、​フイン​​父音​​のみにて​ボイン​​母音​​なき音を譯したる字にして、此書には、必ず右に​ヨ​​倚​​せて​チヒサ​​少​​く書けり。​マギヤウ​​馬行​​の​ウ​​兀​​の段に​ム​​木​​(mu)の字、​ヘンヰン​​變韻​​の段に​ム​​木​​(mö)(mü)の字あれども、​ム​​木​​(mu) ​ム​​木​​(mö)(mü)は、​タイジ​​大字​​に書けるが故に、​サイジ ハウシヨ​​細字 旁書​​の​ム​​木​​(m)と​マギ​​混​​るゝことなし。舌​ラギヤウ​​剌行​​の​ル​​兒​​(r)も、父音のみなれども、この字の音は、本より母音なきが如く聞ゆる音なれば、右にも​ヨ​​倚​​せず、大字に書けり。


　右の表を見ん人は、蒙古字のいかにも同じ形にて異なる音を​アラハ​​表​​せるもの多きことに​コヽロツ​​心附​​くなるべし。​ア​​阿​​の段と​エ​​額​​の段とは、​アギヤウ​​阿行​​ ​カギヤウ​​合行​​ ​ガギヤウ​​合行​​ ​シヤギヤウ​​沙行​​の外はみな同じ。​オ​​斡​​の段と​ウ​​兀​​の段とは、​カギヤウ​​合行​​ ​ガギヤウ​​合行​​の外はみな同じく、その​ニギヤウ​​二行​​も、語の頭にては同じ。​グワンライ​​元來​​ 蒙古字の本なる委兀兒字は、​シリア​​失哩亞​​Syria​の文字より出でたるものにして、​シリア​​失哩亞​​の文字は、母音の​アラハ​​表​​し​カタ​​方​​ ​ジフブン​​十分​​ならざりしかば、蒙古もその例に​ナラ​​做​​ひ、母音の府號 ​ソナ​​備​​はらず。殊に蒙古語には​ケフヰン​​協韻​​[46]の​ハフ​​法​​ありて、​ア​​阿​​と​エ​​額​​と互に​カハ​​變​​り、​オ​​斡​​と​ウ​​兀​​と互に​カハ​​變​​る故に、​アオ​​阿斡​​の二段を以て​エウ​​額兀​​の二段を​カ​​兼​​ぬることは、却て​カンベン​​簡便​​なりしならん。又 ​カギヤウ​​合行​​の濁音には、濁音の符號を附けたるもあり、附けざるもあり。​タギヤウ​​塔行​​の濁音は、全く淸音に同じく、何の符號をも附けず。​ワ​​我​​が國にては、​コジキ​​古事記​​ ​ニホンギ​​日本紀​​ ​マンエフシフ​​萬葉集​​など​セイダクオン​​淸濁音​​の​クベツ​​區別​​ ​タヾ​​正​​しかりしに、後の世の​ヒトビト​​人人​​は​ブシヤウ​​不精︀​​になりて、​ニゴリテン​​濁點​​を附くることを​イト​​厭​​ひ、​ウタヨミ​​歌人​​などは​ニゴリ​​濁​​を​ウ​​打​​たぬを​カウガ​​高雅​​なりと思ふに至れるを見れば、蒙古字の淸濁音を區別せざるも​アヤシ​​怪​​むに足らず。蒙古学にはかくの如く​ドウケイ イオン​​同形 異音​​ ​スコブ​​頗​​る多けれども、蒙古語を語り居る人には、之を讀むに何の​サシツカヘ​​差支​​も無かるべし。されども外國人にて、蒙古文を讀み、その發音を誤らざらんことは、甚だ難︀き​ワザ​​業​​なるに、​サイハヒ​​幸​​にも此書の音譯は、​アエ​​阿額​​の二段、​オウ​​斡兀​​の二段、​ハカガ​​哈合合​​の三行、合の淸濁 二音を同字にて譯したるの外、​タダ​​塔荅​​の二行など、皆 正しく譯し分けたれば、蒙古の古音を學ぶには、蒙古字の原文に依らんよりも​タヨリ​​便​​ ​ヨ​​善​​し。只 ​ヘンヰン​​變韻​​の​ダン​​段​​は、その音に​テキタウ​​適當​​する漢︀字なき故に、​タイテイ​​大抵​​ ​ウ​​兀​​の段の字を用ひて譯せり。又 明の世には、已に 百數十年 ​マヘ​​前​​の蒙古音を正しく知りかねたるもありと見えて、音譯の​ゼンゴ​​前後​​ ​タガ​​違​​へるあり。前に​スケガイ​​速客該​​と譯したるを後に​スゲカイ​​速格孩​​と譯し、前の​セチエ​​薛徹​​を後に​サチヤ​​撒察​​、前の​タカイ​​塔孩​​を後に​ダカイ​​荅孩​​と譯したる處あり。是等は、​ワ​​我​​が譯本には、誤りの明かなる所の外は、​ゲンヤクジ​​原譯字​​をそのまゝに書きて、その​イドウ​​異同​​を[47]​チウ​​注​​したり。


　又すべて​ワ​​我​​が譯本の地名 人名などは、此書の譯字をそのままに書きたれば、​イチ〳〵ミギガハ​​一一右傍​​に​カナ​​假名​​をふりたり。​タヾシ​​但​​ 我が假名には、​ハギヤウ​​哈行​​の​フ​​許​​(hu) ​フン​​渾​​(hun) ​フイ​​灰​​(hui)などを​アラハ​​表​​すべきものなきが故に、​カリ​​假​​に フ(fu)を用ひ、(hk)と(k)とも、(gh)と(g)とも、假名にては區別なし。又 字の​ヒダリ​​左​​に中の字を添ふることも、​シヨクジ​​植字​​に​フベン​​不便​​なるが故に略けり。​サギヤウ​​撒行​​の​シ​​昔​​(si)と​シヤギヤウ​​沙行​​の​シ​​失​​(shi)とは、蒙古字にても區別なし。​ダギヤウ​​荅行​​の​ヂ​​的​​(di)は、適當の假名なき故に、​ヂヤギヤウ​​札行​​の​ヂ​​只​​(ji)に同じき假名をふり、​ヤギヤウ​​牙行​​の​エ​​也​​(ye)には、​アギヤウ​​阿行​​の​エ​​額​​(e)に同じき假名をふり、​ヂン​​丁​​(ding) ​エン​​延​​(yen)なども然り。(l)なる​ラギヤウ​​剌行​​も(r)なる舌​ラ​​剌​​行も、同じく我が舌​ラギヤウ​​剌行​​の假名をふりて、舌​ラギヤウ​​剌行​​の字の左なる​シタ​​舌​​の字の代りに​クチヘン​​口扁​​を添へたり。​タギヤウ​​塔行​​の​ト​​禿​​(tu) ​ダギヤウ​​荅行​​の​ド​​都︀​​(du)は、ツ(tsu) ヅ(dzu)としても、原音に​トホ​​遠​​ざかる故に、日本 ​ジウライ​​從來​​の​カンオン​​漢︀音​​の母音に從ひ、​オ​​斡​​の段の假名をふり、​トン​​屯​​(tun) ​トン​​統​​(tung) ​ドン​​敦​​(dun)なども、みなしかせり。​ク​​黑​​(kh) ​ク​​克​​(k) ​グ​​黑​​(gh) ​グ​​克​​(g) ​ス​​思​​(s) ​ト​​惕​​(t) ​ド​​惕​​(d) ​ブ​​卜​​(b) ​ム​​木​​(m) ​ル​​勒​​(l) ​ル​​兒​​(r)の八字 十一音は、父音のみにて、我が​セイインガナ​​成音假名​​にて​アラハ​​表​​し難︀ければ、​ウ​​兀​​の段の假名惕のみは、斡の段の假名を借りてふりたり。


　又 此書の音譯は、右の如く譯字を定め置きながら、​ナホ​​猶​​ ​コトバ​​語​​の​イミ​​意味​​を知り易からしめんが爲に、​シユ〴〵​​種種​​なる​イジ​​異字​​を用ひたり。​カハ​​河​​は​ムレン​​木舌連​​なるを​ムレン​​沐舌漣​​と書き、​ヤマ​​山​​の​ナ​​名​​の​ブルカン​​不兒中罕​​を​ブル​​不峏​​中​カン​​罕​​と書き、​テウソ​​貂鼠​​は​ブルカン​​不魯中罕​​なるを​ブル​​不𪖌​​中​カン​​罕​​と書き、​ウマ​​馬​​は​モリ​​抹舌里​​ 又は​モリン​​抹舌鄰​​なるを[48]​モリ​​秣舌驪​​ 又は​モリン​​秣舌驎​​と書き、​カド​​門​​は​エウデン​​額兀顚​​なるを​エウデン​​額䦍闐​​と書き、​ユミ​​弓​​は​ヌム​​訥木​​なるを​ヌム​​弩木​​と書き、​ノゾ​​望​​むは​カラ​​中合舌剌​​なるを​カラ​​中合舌𥈙​​と書き、​ユ​​行​​くは​ヤブ​​牙不​​なるを​ヤブ​​迓步​​と書き、​クラ​​食​​ふは​イデ​​亦迭​​なるを​イデ​​亦咥​​と書ける​タグヒ​​類︀​​なり。今 ​コユウ メイシ​​固有 名詞​​に​ソレラ​​其等​​の異字ある時は、みな一定の音譯字に改め書けり。


　近世史書に用ひらるゝ音譯の內にては、​ケンリウ​​乾隆︀​​の​チヨクセン​​勅撰​​なる​レウキンゲンシ ゴカイ​​遼金元史 語解​​は​ヤヽ​​稍​​ ​ハフソク​​法則​​あり。その​キツタン​​契丹​​ ​ヂヨシン​​女眞​​ ​モウコ​​蒙古​​の​シヨコクゴ​​諸︀國語​​の​カイシヤク​​解釋​​には誤り多く、三史の音譯字を悉く改定したるは、殆どみな​フクワイ ヅザン​​附會 杜撰​​なれども、一定の音に一定の字を當てたるだけは、從來の史書に​マサ​​勝​​れり。乾隆︀ 以後の史書は、多くその音譯法に從ふが故に、今祕史の音譯と​ヒカク​​比較​​せんが爲に、その音譯字を​マンヂウモジ​​滿洲字​​〈［＃「滿洲字」は底本では「滿州字」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉の下に書きて​ハイレツ​​排列​​すること左の如し。


テンプレート:Manchu missing
 





		​ア​​阿​​の​ダン​​段​​	​エ​​額​​の​ダン​​段​​	​イ​​伊​​の​ダン​​段​​	​オ​​鄂​​の​ダン​​段​​	​ウ​​烏​​の​ダン​​段​​	​ナガウ​​長烏​​の​ダン​​段​​	​フイン​​父音​​


	​アギヤウ​​阿行​​
	○​ア​​阿​​ (a)	○​エ​​額​​ (e)	​イ​​伊​​ (i)	​オ​​鄂​​ (o)	​ウ​​烏​​ (u)	​ウー​​諤​​ (ū)	


	​ガギヤウ​​喀行​​
	​カ​​喀​​ (ka)	​ケ​​克​​ (ke)	​キ​​奇​​ (ki)	​コ​​科​​ (ko)	​ク​​庫​​ (ku)	​クー​​庫​​ (kū)	○​ク​​克​​ (k)


	​ガギヤウ​​噶行​​
	​ガ​​噶​​ (ga)	○​ゲ​​格​​ (ge)	○​ギ​​吉​​ (gi)	​ゴ​​果​​ (go)	○​グ​​古​​ (gu)	○​グー​​古​​ (gū)	​ング​​□​​ (ng)


	​ハギヤウ​​哈行​​
	○​ハ​​哈​​ (ha)	○​ヘ​​赫​​ (he)	○​ヒ​​希​​ (hi)	​ホ​​和​​ (ho)	​フ​​呼​​ (hu)	​フー​​呼​​ (hū)	(h)


	​サギヤウ​​薩行​​
	​サ​​薩​​ (sa)	​セ​​色​​ (se)	​シ​​錫​​ (si)	​ソ​​索​​ (so)	​ス​​蘇​​ (su)	​スー​​蘇​​ (sū)	​ス​​斯​​ (s)


	​シヤギヤウ​​沙行​​
	○​シヤ​​沙​​ (sha)	​シエ​​舍​​ (she)	​シ​​實​​ (shi)	​シヨ​​碩​​ (sho)	​シユ​​舒​​ (shu)	​シユ​​舒​​ (shū)	(sh)


	​ツアギヤウ​​攃行​​
	​ツア​​攃​​ (ts'a)	​ツェ​​策​​ (ts'e)		​ツオ​​磋​​ (ts'o)	​ツ​​粗​​ (ts'u)		(ts')


	​ヅアギヤウ​​咱行​​
	​ヅア​​咱​​ (dza)	​ヅエ​​則​​ (dze)	​ヅイ​​資​​ (dzi)	​ヅオ​​佐​​ (dzo)	​ヅ​​租​​ (dzu)	​ヅー​​租​​ (dzū)	(dz)


	​チヤギヤウ​​察行​​
	○​チヤ​​察​​ (cha)	○​チエ​​徹​​ (che)	​チ​​齊​​ (chi)	○​チヨ​​綽​​ (cho)	​チユ​​楚​​ (chu)	​チユー​​楚​​ (chū)	(ch)


	​ヂヤギヤウ​​扎行​​
	​ヂヤ​​扎​​ (ja)	​ヂエ​​哲​​ (je)	​ヂ​​濟​​ (ji)	​ヂヨ​​卓​​ (jo)	​ヂユ​​珠​​ (ju)	​ヂユー​​珠​​ (jū)	(j)


	​ジヤギヤウ​​饒行​​
	​ジヤ​​饒​​ (zya)	​ジエ​​熱​​ (zye)	​ジ​​日​​ (zyi)	​ジヨ​​弱​​ (zyo)	​ジユ​​儒​​ (zyu)		(zy)


	​タギヤウ​​塔行​​
	○​タ​​塔​​ (ta)	​テ​​特​​ (te)	​チ​​題​​ (ti)	​ト​​托​​ (to)	​ト​​圖​​ (tu)	​トー​​圖​​ (tū)	​ト​​特​​ (t)


	​ダギヤウ​​達行​​
	​ダ​​達​​ (da)	​デ​​德​​ (de)	​ヂ​​廸​​ (di)	​ド​​多​​ (do)	○​ド​​都︀​​ (du)	○​ドー​​都︀​​ (dū)	(d)


	​ナギヤウ​​納行​​
	○​ナ​​納​​ (na)	​ネ​​訥​​ (ne)	​ニ​​尼​​ (ni)	​ノ​​諾​​ (no)	​ヌ​​努​​ (nu)	​ヌー​​努​​ (nū)	​ン​​□​​ (n)


	​バギヤウ​​巴行​​
	○​バ​​巴​​ (ba)	​ベ​​伯​​ (be)	○​ビ​​必​​ (bi)	​ボ​​博​​ (bo)	​ブ​​布​​ (bu)	​ブー​​布​​ (bū)	​ブ​​補​​ (b)


	​パギヤウ​​帕行​​
	​パ​​帕​​ (pa)	​ペ​​珀​​ (pe)	​ピ​​闢​​ (pi)	​ポ​​頗​​ (po)	​プ​​普​​ (pu)	​プー​​普​​ (pū)	(p)


	​マギヤウ​​瑪行​​
	​マ​​瑪​​ (ma)	​メ​​默​​ (me)	​ミ​​密​​ (mi)	​モ​​摩​​ (mo)	​ム​​穆​​ (mu)	​ムー​​穆​​ (mū)	​ム​​穆​​ (m)


	​ヤギヤウ​​雅行​​
	​ヤ​​雅​​ (ya)	​エ​​頁​​ (ye)		○​ヨ​​約​​ (yo)	​ユ​​裕​​ (yu)	​ユー​​裕​​ (yū)	(y)


	​ラギヤウ​​拉行​​
	​ラ​​拉​​ (la)	​レ​​埒​​ (le)	○​リ​​里​​ (li)	○​ロ​​羅​​ (lo)	○​ル​​魯​​ (lu)	○​ルー​​魯​​ (lū)	​ル​​勒​​ (l)


	​ラギヤウ​​喇行​​
	○​ラ​​喇​​ (ra)	​レ​​哷​​ (re)	○​リ​​哩​​ (ri)	○​ロ​​囉​​ (ro)	○​ル​​嚕​​ (ru)	○​ルー​​嚕​​ (rū)	​ル​​哷​​ (r)


	​ワギヤウ​​斡行​​
	​ワ​​斡​​ (wa)	​エ​​沃​​ (we)					(w)


	​フアギヤウ​​法行​​
	​フア​​法​​ (fa)	​フエ​​弗​​ (fe)	​フイ​​費​​ (fi)	​フオ​​佛​​ (fo)	​フ​​富​​ (fu)	​フー​​富​​ (fū)	(f)


[49]


　この​ヘウ​​表​​の​マンヂウモジ​​滿洲字​​の​カタチ​​形​​は、​シンブンカン​​淸文鑑​​に​ヨ​​據​​り、その發音は、三史 語解と​ボクリントク​​穆麟德​​(Möllendorff)の​マンチウ ブンパフシヨ​​滿洲 文法書​​とに​ヨ​​據​​れり。滿洲字は、蒙古字[50]に本づきて​カイセイ ゾウホ​​改正 增補​​したるものにして、蒙古字の​ドウケイ イオン​​同形 異音​​なるものには、​キソク​​規則​​ ​タヾ​​正​​しく​テン​​點​​をつけて​クベツ​​區別​​を​アキラ​​明​​かにせり。​ツアギヤウ​​攃行​​ ​ヅアギヤウ​​咱行​​ ​ジヤギヤウ​​饒行​​ ​パギヤウ​​帕行​​ ​フアギヤウ​​法行​​の字は、蒙古字になかりしものを補へるなり。テンプレート:Manchu missing ​ナホ​​猶​​その外に(k')を父音とせる​カギヤウ​​卡行​​の🈵🈵​カ​​卡​​(k'a)、🈵🈵​コ​​稞​​(k'o)、(g')を父音とせる​カギヤウ​​嘎行​​の🈵🈵​ガ​​嘎​​(g'a)、🈵🈵​ゴ​​郭​​(g'o)、(h')を父音とせる​ハギヤウ​​𡀾行​​の🈵🈵𡀾(h'a)、​ホ​​豁​​(h'o)、(sy)を父音とせる🈵​シ​​四​​(syi)、(ts)を父音とせる🈵​チ​​此​​(tsi)、(ch'y)を父音とせる🈵🈵勅(ch'yi)、(jy)を父音とせる🈵🈵​ヂ​​智​​(jyi)などあれども、表には略けり。これらの補へる文字のうち、​カギヤウ​​卡行​​ ​ガギヤウ​​嘎行​​ ​ハギヤウ​​𡀾行​​ ​ツアギヤウ​​攃行​​ ​ヅアギヤウ​​咱行​​ ​ジヤギヤウ​​饒行​​の六行と🈵🈵🈵🈵の四音とは、支那の音を譯せんが爲に作れるなり。


　​シリア​​失哩亞​​より傳はれるこの​ヘウインジ​​表音字​​は、​ウイグル​​委古兒​​ ​モンゴル​​忙豁勒​​を​ヘ​​歷​​て次第に改正し、滿洲字となりて、​ジクワク​​字畫​​は​マス〳〵​​益​​ ​カンイ​​簡易​​に​オモム​​赴​​き、​フデ​​筆​​の​ハコ​​運​​びも​ジザイ​​自在​​になり、字の數は、吾の數だけ​ソナ​​備​​はりて、​チヨウブク​​重複​​の字もなく、一字を二音に用ふることもなし。​ジクワク カンイ​​字畫 簡易​​、​ウンピツ ジザイ​​運筆 自在​​にして、口より出づる音を​メイクワク​​明確​​に​アラハ​​表​​すものは、​ヘウインジ​​表音字​​の​モクテキ​​目的​​を​モツトモ ヨ​​最 善​​く​タツ​​達​​したるものなりとせば、滿洲字は、​ジツ​​實​​にその​リサウ​​理想​​に​チカ​​近​​づきたる文字なり。されども漢︀字の​チカラ​​力​​に​オ​​壓​​されて廣く用ひられざるを見れば、文字の​リウカウ​​流行​​にも​イキホヒ​​勢​​と​キクワイ​​機會​​とありて、その物の​ヨシアシ​​善惡​​のみには​カヽハ​​拘​​らざるを知るべし。


　又この表の音譯字の、前の表に同じきものは、字の​ヒダリ​​左​​に​ワ​​圈​​[51]を附けたる三十一音 二十七字のみなり。​トツ​​訥​​は、祕史にては​ナギヤウ​​納行​​の​ウ​​兀​​の​ダン​​段​​(nu)なれども、こゝにては​エ​​額​​の​ダン​​段​​(ne)なり。​ハク​​伯​​は、祕史にては​バ​​巴​​(ba)の​カハ​​代​​りにも​ベ​​別​​(be)の​カハ​​代​​りにも​モチ​​用​​ひたれども、こゝにては​ツネ​​常​​に​ベ​​別​​(be)に同じ。​アツ​​斡​​は、祕史にては​アギヤウ​​阿行​​の​オ​​斡​​の​ダン​​段​​○なれども、こゝにては​ワギヤウ​​斡行​​の​ア​​阿​​の​ダン​​段​​(wa)なり。​ラギヤウ​​喇行​​の音に​クチヘン​​口扁​​をつけたるは、祕史の​シタ​​舌​​の字を書けるよりは​カンベン​​簡便​​なり。​コク​​克​​は、​カギヤウ​​喀行​​の​エ​​額​​の​ダン​​段​​(ke)にも父音(k)にも用ひ、​トク​​特​​は、​タギヤウ​​塔行​​の​エ​​額​​の​ダン​​段​​(te)にも父音(t)にも用ひ、​ボク​​穆​​は、​マギヤウ​​瑪行​​の​ウ​​烏​​の​ダン​​段​​(mu)にも​ナガウ​​長烏​​の​ダン​​段​​(mū)にも父音(m)にも用ひ、​ラツ​​哷​​は、​ラギヤウ​​喇行​​の​エ​​額​​の​ダン​​段​​(re)にも父音(r)にも用ひて、父音の場合に​サイジ ハウシヨ​​細字 旁書​​の​ハウ​​法​​を取らざるが故に、父音と成音と常に​マギ​​混​​れ易し。これは祕史の​カキカタ​​書方​​より​オト​​劣​​れり。近頃の人は、大抵 父音なる​ル​​勒​​(l) ​ル​​哷​​(r)の代りに​ジ​​爾​​の字を用ふる故に、​エ​​額​​の​ダン​​段​​なる​レ​​勒​​(le) ​レ​​哷​​(r)に​マギ​​混​​るゝことはなけれども、その代りに​ラギヤウ​​拉行​​と​ラギヤウ​​喇行​​(r)との區別を失へり。


　蒙古字 滿洲字の​カキカタ​​書法​​ ​モチヒカタ​​用法​​などは、この​ジヨロン​​序論​​に​シヤウセツ​​詳說​​し難︀く、又 詳說すべき​カギリ​​限​​にあらざれども、​ワ​​余​​が​ヤクホン​​譯本​​を讀まん人、明譯 祕史に搆れる固有名詞の譯字の、近世 通行の書に異なるを​アヤシ​​怪​​まんことを​オモ​​想​​ひ、又 明譯 祕史を讀まんとする人、近世 通行の音譯法と異なるを知らずして、漢︀字 音譯の蒙古文を音讀する​タヅキ​​塔都︀奇​​を​エガタ​​得難︀​​からんことを​ウレ​​憂​​へて、その​テビキ​​特必奇​​にもとてかくなん。




　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​Chinghis Khaghan​の​テンゲリ​​騰格哩​​tengeri​に​ノボ​​昇​​りたる​ガカイ ヂル​​合該 只勒​​Ghakhai jil​より六百七十九年の​ゴイナ​​豁亦納​​ghoina​なる​モリン ヂル​​秣麟 只勒​​Morin jil​の​ナムル​​納木兒​​namur​の​テリウ​​帖哩兀​​teriu​の​サラ​​撒喇​​sara​に、​ナラヌ クヂヤウル​​納喇訥 忽札兀兒​​Naranu Khujaur​と​タヽ​​稱​​へらるゝ​ドロナ ヂク​​朶囉納 竹克​​dorona jük​の​エケ ウルス​​也客 兀魯思​​yeke ulus​の​カムクン カガン​​合木渾 合罕​​Khamukhun Khaghan​の​エケ オルド​​也客 斡兒朶​​yeke ordo​の​ウメル​​兀篾兒​​umer​に​アタ​​當​​れる​アカギ​​阿喀吉​​Akagi​ ​ウンドル​​溫都︀兒​​undur​ ​エド​​額朶​​Edo​ ​ゴロカン​​豁囉罕​​ghorokhan​ ​ゴヤル​​豁牙兒​​ghoyar​の​ヂヤウラ​​札兀喇​​jaura​なる​ウチユゲン​​兀出干​​üchugen​ ​ゲル​​格兒​​ger​にて、​モリオカ​​抹哩斡喀​​Mori-oka​〈［＃ルビの「モリオカ」は底本では「モリヲカ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉 ​バラガスン​​巴剌合孫​​balaghasun​に​ウマ​​生​​れたる​フヂハラ​​富只洼喇​​Fujiwara​ ​オボク​​斡孛黑​​obokh​の​ナカ​​納喀​​Naka​ ​ミチヨ​​米赤約​​Michiyo​ ​エブゲン​​額不干​​ebugen​ ​カ​​書​​きて​ヲ​​畢​​へたり。






成吉思 汗 實錄の序論 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 序論
巻の一 →
成吉思汗実録 
目録
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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成吉思 汗 實錄の目錄。













序論。



元朝 祕史の來歷
一







皇元 聖武 親征錄、​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の集史の來歷
二九







修正 蒙古 祕史。附けたる蒙古 祕史の子孫 本支の系圖
三八







蒙古 祕史の和文 譯本の標題
五四







蒙古の古文と和譯文
六四







元朝 祕史の音譯法
八〇















卷の一。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の根原、蒼狼 白鹿より​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​の死まで



蒼狼 白鹿の子孫 十一世
一







​ゴリラル​​豁哩剌兒​​の​アラン ゴア​​阿闌 豁阿​​を​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​の娶り
四







​ウリヤンカン​​兀哴罕​​の貧人の子と鹿の肉との取換へ
八




[目次]

​アラン ゴア​​阿闌 豁阿​​の生める天の子 三人
一〇







​ボドンチヤル モンカク​​孛端察兒 蒙合黑​​の侘住ひ
一四







​トンゲリク​​統格里克​​ 小河に居る民を​ボドンチヤル​​孛端察兒​​ 兄弟の襲ひ取り
一八







​ヂヤダラン​​札荅㘓​​の​ヂヤムカ​​札木合​​の祖︀
二〇







​モンゴル​​忙豁勒​​のあまたの支族
二一







​カブル カガン​​合不勒 合罕​​の管き、​タタル​​塔塔兒​​の​ヂユイン​​主因​​の民に​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​の虜︀はれ
三〇







​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​の​ツマガリ​​妻狩​​
三二







​クトラ カガン​​忽圖剌 合罕​​の卽位
三六







​テムヂン​​帖木眞​​、​ヂユチ カツサル​​拙赤 合撒兒​​、​カチウン エルチ​​合赤溫 額勒赤​​、​テムゲ オツチギン​​帖木格 斡惕赤斤​​、​テムルン​​帖木侖​​ 女の生れ
三七







​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​と​オンギラト​​翁吉喇惕​​の​デイ セチエン​​德 薛禪​​と結べる子女 許婚の約
三九







​タタル​​塔塔兒​​の民に​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​の害せられ
四三















卷の二。​テムヂン​​帖木眞​​の幼き時より​メルキト​​篾兒乞惕​​の難︀まで



​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​と​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​の二妃とのいさかひ、​キヤト​​乞牙惕​​ ​タイチウト​​泰赤兀惕​​の分離
四七







​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​の艱難︀せる子育て、兄弟の不和、母の嚴しき叱り
五〇







​タイチウト​​泰赤兀惕​​の襲ひ、​テムヂン​​帖木眞​​の​トラ​​虜︀​​はれ、​スルドス​​速勒都︀思​​の​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​〈［＃「鎖兒罕 失喇」は底本では「鎖兒 罕失喇」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§82(02:18:08)の漢︀字音訳「鎖兒罕-失喇」に倣い二語に分割。以後すべて同じ］〉 父子の助け
五七







母子の再會、​サングル​​桑古兒​​ 小河の邊に母子の移住
六五







馬盜人を​テムヂン​​帖木眞​​の追驅け、​アルラト​​阿嚕剌惕​​の​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の義俠
六七







​オンギラト​​翁吉喇惕​​の​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​を​テムヂン​​帖木眞​​の親迎
七二







​アルラト​​阿嚕剌惕​​の​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の來屬
七四







​ケレイト​​客咧亦惕​​の​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​を​テムヂン​​帖木眞​​ 兄弟の訪問、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​の喜び
七五







​ウリヤンカン​​兀哴罕​​の​ヂエルメ​​者︀勒篾​​の來屬
七六







三種の​メルキト​​篾兒乞惕​​の襲ひ、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​ら三女の虜︀はれ
七七







​ブルカン​​不兒罕​​ 嶽に救はれたる​テムヂン​​帖木眞​​の感謝
八二















卷の三。​モンゴル​​忙豁勒​​ ​ケレイト​​客咧亦惕​​ ​ヂヤダラン​​札荅㘓​​の合力より​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の卽位の初まで



​テムヂン​​帖木眞​​の求に應ずる​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​の援け、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア​​脫黑脫阿​​の遁れ去り
八五







​テムヂン​​帖木眞​​ ​ボルテ​​孛兒帖​​の再會、​ボルテ​​孛兒帖​​を收めたる​チルゲル ボコ​​赤勒格兒 孛闊​​の懺悔︀
九五




[目次]

​ベルグタイ​​別勒古台​​の母の逃げ匿れ、三百の​メルキト​​篾兒乞惕​​の殲滅
九九







​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​に​テムヂン​​帖木眞​​の感謝、拾ひ子 ​グチユ​​曲出​​、三將の引上げ
一〇一







​テムヂン​​帖木眞​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​ 三たびし直せる​アンダ​​安荅​​の盟
一〇三







​ヂヤムカ​​札木合​​の異心、​テムヂン​​帖木眞​​の分離、拾ひ子 ​ベスト​​別速惕​​の​ココチユ​​闊闊出​​
一〇六







​テムヂン​​帖木眞​​に属する​モンゴル​​忙豁勒​​ 諸︀部の眾、​バアリン​​巴阿𡂰​​の​ゴルチ ウスン​​豁兒赤 兀孫​​の神︀吿
一〇八







​モンゴル​​忙豁勒​​ 諸︀部の眾に戴かるゝ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​
一一四







​モンゴル​​忙豁勒​​の新庭の政務 分任
一一六







舊臣を勞ひ新附を奬むる諭旨、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​の賀辭
一一九















卷の四。​ヂヤムカ​​札木合​​のいやみごとより​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​ヂエベ​​者︀別​​の來屬まで



​アルタン クチヤル​​阿勒壇 忽察兒​​に言ひ遣る​ヂヤムカ​​札木合​​のいやみごと
一二一







​ヂヤムカ​​札木合​​の弟 ​タイチヤル​​台察兒​​ 馬盜人の殺︀され、​ダラン バルヂユト​​荅闌 巴勒主惕​​の(十三翼の)戰
一二二







​ウルウト​​兀嚕兀惕​​ ​モンクト​​忙忽惕​​ ​コンゴタト​​晃豁塔惕​​の來屬、​クニキ​​國來​​の祝︀ひ、宴席の狼藉
一二五







​キタト​​乞塔惕​​の​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​の​タタル​​塔塔兒​​ 征伐、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​の應援
一二九







​ヂヤウトクリ​​札兀惕忽哩​​となる​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​ワンカン​​王罕​​と呼ばるゝ​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​
一三二







​タタル​​塔塔兒​​の營より拾はるゝ​シキ クドク​​失乞 忽都︀忽​​
一三三







​ヂユルキン​​主兒勤​​の​サチヤ ベキ​​撒察 別乞​​ ​タイチユ​​泰出​​の滅ばされ、​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​ムカリ​​木合里​​らの來屬
一三四







​ヂユルキン​​主兒勤​​の營より拾はるゝ​ボロクル​​孛囉忽勒​​、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​の養ひ子 四人
一三八







​ヂユルキン​​主兒勤​​に屬せし勇猛なる民の緣由、​ベルグタイ​​別勒古台​​に​ブリ ボコ​​不哩 孛闊​​の殺︀され
一四〇







​ヂヤムカ​​札木合​​を君に戴く十一部の亂、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワンカン​​王罕​​の出馬、​コイテン​​闊亦田​​の役
一四三







諸︀部の潰走、兩罕の過擊、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の重傷を​ヂエルメ​​者︀勒篾​​の看護
一四九







​テムヂン​​帖木眞​​を喚ぶ​カダアン​​合荅安​​(​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​の女)、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​ベスツト​​別速惕​​の​ヂエベ​​者︀別​​の來屬
一五五















卷の五。​タイチウト​​泰赤兀惕​​の誅滅より​ケレイト​​客咧亦惕​​の軍議の漏泄まで



​タイチウト​​泰赤兀惕​​の誅滅、主君を逃がす​バアリン​​巴阿𡂰​​の​ナヤア​​納牙阿​​の明智
一六一







​ワンカン​​王罕​​の弟 ​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​の來屬、​ワンカン​​王罕​​ ​エスガイ​​也速該​​の昔の親交、​ケレイト​​客咧亦惕​​の內亂、​ワンカン​​王罕​​の逃げ走り、父の友に對する​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の厚遇
一六七







​ワンカン​​王罕​​の弟ども官人どもの​ワンカン​​王罕​​を譏り、​ワンカン​​王罕​​に辱められ
一七一




[目次]


​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​タタル​​塔塔兒​​征伐、​ダラン ネムルゲス​​荅闌 捏木兒格思​​の戰、​アルタン​​阿勒壇​​ ​クチヤル​​忽察兒​​ ​ダリタイ​​荅哩台​​の軍法 違犯
一七四







四種の​タタル​​塔塔兒​​の屠られ、密議を漏す​ベルグタイ​​別勒古台​​
一七六







​タタル​​塔塔兒​​の​エスゲン カトン​​也速干 合屯​​、その姊 ​エスイ カトン​​也遂 合屯​​、​エスイ カトン​​也遂 合屯​​の壻の殺︀され
一七九







​ワンカン​​王罕​​の​メルキト​​篾兒乞惕​​ 征伐
一八二







​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワンカン​​王罕​​の​ナイマン​​乃蠻​​ 征伐、​ヂヤムカ​​札木合​​の離閒、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の離れ還り
一八三







​ナイマン​​乃蠻​​の名將に​ワンカン​​王罕​​の襲われ、四傑の救ひ、​ワンカン​​王罕​​の感謝、父子の盟約
一八八







婣談の不調、​ヂヤムカ​​札木合​​らの密議 讒訴、その子 ​ニルカ サングン​​你勒合 桑昆​​ の繰言に​ワンカン​​王罕​​の迷はされ
一九三







​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​を欺く​サングン​​桑昆​​の陰謀、​コンゴタン​​晃豁壇​​の​モンリク エチゲ​​蒙里克 額赤格​​の警吿
一九九







不意打の謀を​エケ チエレン​​也客 扯嗹​​の口走り、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里黑​​の密吿
二〇一















卷の六。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の東走より​ケレイト​​客咧亦惕​​の​ワンカン​​王罕​​の敗滅まで



​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の東走、​ワンカン​​王罕​​の追襲、兩軍の力を較ぶる​ワンカン​​王罕​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​の問答
二〇五







​カラカルヂト​​合剌合勒只惕​​の沙漠の戰、​サングン​​桑昆​​の負傷
二一〇







軍の引上げに​オコダイ​​斡闊歹​​ ​ボロクル​​孛囉忽勒​​ ​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の後れ
二一三







​タルクト​​塔兒忽惕​​の​カダアン ダルドルカン​​合荅安 荅勒都︀兒罕​​の情報
二一六







​カルカ​​合勒合​​ 河の行軍、​モンクト​​忙忽惕​​の​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の死、​オンギラト​​翁吉喇惕​​の​テルゲ アメル​​帖兒格 阿篾勒​​の降附
二一八







​トンゲ​​統格​​ 小河の駐營、​ワンカン​​王罕​​の背信を責むる​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の使命、​ワンカン​​王罕​​の悔︀痛
二二〇







​ヂヤムカ​​札木合​​を嘲り、​アルタン ​​阿勒壇​​ ​クチヤル​​忽察兒​​を責め、​スケケン​​速客虔​​の​トオリル​​脫斡哩勒​​に吿ぐる使命
二三三







​サングン​​桑昆​​の不孝を誡むる​アンダ​​安荅​​の忠言、​サングン​​桑昆​​の冥頑
二三八







​バルヂユナ ナウル​​巴勒主納 納兀兒​​の駐營、(注、飲渾水 卽 ​バルヂユト​​巴勒主惕​​の諸︀說)
二四一







拙赤 合撒兒の逃げ還り、​ワンカン​​王罕​​をたばかる​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の二使
二四八







​ヂエヂエエル ウンドル​​者︀者︀額兒 溫都︀見​​の戰、​ワンカン​​王罕​​ ​サングン​​桑昆​​の敗走、​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の遺族の賞賜
二五二















卷の七。​タカイ​​塔孩​​ ​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里克​​の恩賞より​メルキト​​篾兒乞惕​​ 征伐まで



​スルドス​​速勒都︀思​​の​タカイ​​塔孩​​の恩賞、​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​の二女、​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里克​​の恩賞、捕虜︀の分配
二五七







​ナイマン​​乃蠻​​の將に​ワンカン​​王罕​​の殺︀され、​サングン​​桑昆​​を棄てたる​ココチユ​​闊闊出​​ 馬丁の誅せられ
二六一







​ナイマン​​乃蠻​​にて​ワンカン​​王罕​​の頭の祭、​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​の慨︀み言、​タヤン カン​​塔陽 罕​​の大言
二六三







老將の諫に​タヤン カン​​塔陽 罕​​の忤ひ、​オングト​​汪古惕​​の嚮背、​テメエン ケエル​​帖篾延 客額兒​​の軍議
二六七




[目次]

​オルヌウ​​斡兒訥兀​​ 山の駐營、千戶 百戶 牌子頭 ​チエルビン​​扯兒賓︀​​の任命、宿衞 侍衞 等の選擇 職掌
二七一







​ナイマン​​乃蠻​​ 征伐、兩軍 斥候の衝突︀、​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​の疑兵の謀
二七六







敵の銳を避くる​タヤン カン​​塔陽 罕​​の相談。父を罵る​グチユルク​​古出魯克​​、君を罵る​ゴリ スベチ​​豁哩 速別赤​​
二七九







​タヤン カン​​塔陽 罕​​の奮進、​モンゴル​​忙豁勒​​の逆戰、​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​の問答
二八三







​ヂヤムカ​​札木合​​の心變り、​ナイマン​​乃蠻​​の潰敗、​タヤン カン​​塔陽 罕​​の​トラ​​虜︀​​はれ、​グチユルク​​古出魯克​​の遁れ
二九〇







​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​の敗走、​ダイル ウスン​​荅亦兒 兀孫​​の女 ​クラン​​忽闌​​の拜謁︀、​ナヤア​​納牙阿​​の忠謹︀
二九三















卷の八。​メルキト​​篾兒乞惕​​の敗滅より​ウルウト​​兀嚕兀惕​​の​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​の恩賞まで



​オゴダイ​​斡歌歹​​の妻となる​メルキト​​篾兒乞惕​​の婦、​タイカル​​台合勒​​の寨を​チンベ​​沈白​​の攻擊、​トクトア​​脫黑脫阿​​ 父子を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の長追、​トクトア​​脫黑脫阿​​の戰死、​ナイマン​​乃蠻​​の​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​ ​トクトア​​脫黑脫阿​​の諸︀子の奔竄
二九七







​ウリヤンカン​​兀哴罕​​の​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​の受くる鐵車 窮追の勅
三〇一







己が從士に​ヂヤムカ​​札木合​​の​トラ​​虜︀​​はれ、不忠の臣の誅せられ、舊友を憐む英雄の寬厚
三〇六







​ヂヤムカ​​札木合​​の慙悔︀、命に安ずる善言、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の情あり義ある處分
三〇九







​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​の源なる第二次の卽位 ​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​ムカリ​​木合里​​の王號、​ベスツト​​別速惕​​の​ヂエベ​​者︀別​​の西征
三一四







佐命の功臣 八十八人、九十五の千戶の官人
三一七







功臣の恩賞 ​タタル​​塔塔兒​​の​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​の愛だれ、太祖︀の溫諭、斷事官の任命
三三一







​コンゴタン​​晃豁壇​​の​モンリク エチゲ​​蒙里克 額赤格​​の舊恩、羣臣の首位
三三五







​アルラト​​阿嚕剌惕​​の​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の義俠 忠烈、右手の萬戶
三三七







​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​ムカリ​​木合里​​の受けたる神︀吿、左手の萬戶
三四〇







​バアリン​​巴阿𡂰​​の​ゴルチ ウスン​​豁兒赤 兀孫​​の讖言、三十妻の舊約の履行
三四一







​ウルウト​​兀嚕兀惕​​の​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​の數度の戰功、​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​の長女 ​イバカ ベキ​​亦巴合 別乞​​の下賜
三四三















卷の九。​クビライ​​忽必來​​を賞する勅より番士の貴重 職掌 威嚴まで



​バルラス​​巴嚕剌思​​の​クビライ​​忽必來​​の武功、四狗四駿 二先鋒の稱、注意を受くる木匠 ​ベドウン​​別都︀溫​​
三四九







​ゲニゲス​​格你格思​​の​クナン​​忽難︀​​の忠勤、​ヂユチ​​拙赤​​の下の萬戶、​ココシユス​​闊闊搠思​​ ​デガイ​​迭該​​ ​ゴルチ​​豁兒赤​​と四人の直臣
三五〇







をさななじみなる​ウリヤンカン​​兀哴罕​​の​ヂエルメ​​者︀勒篾​​、父と別に千戶となる​コンゴタン​​晃豁壇​​の​トルン チエルビ​​脫侖 批兒必​​
三五二







​オングル​​汪古兒​​ 厨官の​バヤウト​​巴牙兀惕​​ 統領、​ボロクル​​孛囉忽勒​​と二人にて食物の給散
三五三







​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​の養ひ子 四人の恩返し、​トルイ​​拖雷​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​を救へる​ボロクル​​孛囉忽勒​​ 夫妻の功
三五五
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女子の恩賞、​ゴルチ ウスン​​豁兒赤 兀孫​​に賜はる​ベキ​​別乞​​の位
三六〇







​モンクト​​忙忽惕​​の​クイルダル ネグス​​忽亦勒荅兒 捏古思​​の​チヤガン ゴア​​察罕 豁阿​​ 二人の遺族の恩給
三六二







​スルドス​​速勒都︀思​​の​ソルカン シラ​​瑣兒罕 失喇​​ 父子の舊恩、​ソルカン シラ​​瑣兒罕 失喇​​ ​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里黑​​ 三人の​ダルカン​​荅兒罕​​
三六三







​バアリン​​巴阿𡂰​​の​ナヤア​​納牙阿​​に賜はる中の萬戶、​ヂエベ​​者︀別​​ ​スベエタイ​​速別額台​​ ​デガイ​​迭該​​ ​グチユグル​​古出古兒​​の封戶
三六六







宿衞 箭筒士 侍衞 一萬人の選び入れ
三六九







一千の宿衞 一千の箭筒士 八千の侍衞の長官どもの任命
三七二







侍衞の四班の宿老どもの勤務
三七六







番士の貴重 職掌 威嚴
三七八















卷の十。老宿衞 大侍衞 等の美稱より​コンゴタト​​晃豁塔惕​​の破滅まで



老宿衞 大侍衞 老勇士 大箭筒士の稱、愛撫すべき萬の番士
三八三







宿衞の雜務 從征 陪審、箭筒士 侍衞の屯營、​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​の殿中 取締
三八五







​クビライ ノヤン​​忽必來 那顏​​に​カルルウト​​合兒魯兀惕​​の降り
三八九







​メルキト​​篾兒乞惕​​の遺孽〈［＃「遺孽」は底本では「遺蘖」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉を​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​の追ひ窮め
三九一







​ナイマン​​乃蠻​​の​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​を​ヂエベ ノヤン​​者︀別 那顏​​の追ひ窮め
三九二







​ウイウト​​委兀惕​​の​イドウト​​亦都︀兀惕​​の降附、皇女 ​アル アルトン​​阿勒 阿勒屯​​の下嫁
三九四







皇子 ​ヂユチ​​拙赤​​に林の民の降附、​オイラト​​斡亦喇惕​​ ​オングト​​汪古惕​​に皇女の下嫁
三九七







​ボロクル ノヤン​​孛囉忽勒 那顏​​の戰死、​ドルベ ドクシン​​朶兒伯 朶黑申​​の​トマト​​禿馬惕​​ 征服、​ゴルチ​​豁兒赤​​ ​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​の助かり
四〇三







母と子弟とに民の分配、三弟 四子の傅
四〇七







​コンゴタト​​晃豁塔惕​​に​カツサル​​合撒兒​​の打たれ、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の讒言、母に怒られたる太祖︀の愧懼
四一一







​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の橫暴、​テムゲ オツチギン​​帖木格 斡惕赤斤​​の泣き訴へ、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​の慨︀み言
四一五







​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の打取り、死體の失せ、​モンリク エチゲ​​蒙里克 額赤格​​の責められ
四一九















卷の十一。金國 征伐の始まりより(今考定太祖︀西征之役)まで



金國 征伐の、始まり、縉山の戰、居庸關の戰、東昌の不意打ち
四二七







金の丞相の請和の建議、金帝の屈服
四三九







​タングト​​唐兀惕​​ 征伐、駱駝 貢獻の願ひ、辛未の一擧に二國の降服
四四二







甲戌の金國 再征、潼關の戰、(注、​サルヂウト​​撒勒只兀惕​​の​サムカ バアトル​​撒木合 巴阿禿兒​​の南侵)
四四六
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中都︀の近郊の駐蹕、​タタル​​塔塔兒​​の​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​の廉直
四五一







金の質子、​ヂユチ カツサル​​拙赤 合撒兒​​の東略
四五五







西域 征伐の始まり(注、​コラズム​​闊喇自姆​​の異稱 勃興 釁端) ​エスイ カトン​​也遂 合屯​​の建議 太祖︀の嘉納、​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ 兄弟の爭、​チヤアダイ​​察阿歹​​の傳 ​ココシユス​​闊闊搠思​​の訓諭
四六〇







皇子 四人の意見、​オゴダイ​​斡歌歹​​ 相續の承諾、太祖︀の兄弟 五人の相續人
四六九







​タングト​​唐兀惕​​の徴發、​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​の大言
四七三







己卯の出征、(注、太祖︀ 西征の路順)、​ヂエベ​​者︀別​​ ​スベエタイ​​速別額台​​ ​トクチヤル​​脫忽察兒​​ 三將の​スルタン​​速勒壇​​ 追擊、​トクチヤル​​脫忽察兒​​の軍令 違反、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​の敗北、(注、西游記の月日の確實)、​シンド​​信度​​ 河の戰、​バルアン​​巴嚕安​​ 原の駐夏、​ヂエラレツヂン​​者︀剌列丁​​を​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​バラ​​巴剌​​の追驅け、​ヂエベ​​者︀別​​ら三將の賞罰
四七五







​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​の​ウルゲンチ​​兀兒堅只​​ぜめ、​トルイ​​拖雷​​の​コラサン​​闊喇散​​ 侵掠、​オゴダイ​​斡歌歹​​の統軍
四九四







​オトラル​​斡惕喇兒​​の落城、​ブカル セミスカン​​不合兒 薛米思干​​の戰、(注、二城の名稱 地理 沿革 集史の叙事)、金寨嶺の避暑︀、(注、鐵門關の地理 紀行)、​トルイ​​拖雷​​の凱旋、(注、​コラツサン​​闊喇散​​ 諸︀城の地理)
四九九







三皇子の我儘を太祖︀の怒り、三大臣の諫め、三 ​ゴルチ​​豁兒赤​​の建議、​シユルマカン​​搠兒馬罕​​の出征
五一三







​ドルベ ドクシン​​朶兒伯 朶黑申​​の出征
五二〇







​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​の遠征、(注、十一部落の地理、​ラシツド​​喇失惕​​ ​ドーソン​​多遜​​ ​カラムジン​​喀喇姆津​​ 元史の記事)
五二一







​ダルガチ​​荅嚕合赤​​の設け、​ヤラワチ​​牙剌哇赤​​ ​マスクト​​馬思忽惕​​ 父子の用ひられ
五三二







七年の遠征、​バラ​​巴剌​​の​インド​​印度​​ 侵掠、太祖︀の凱旋、(注、西游記なる壬午の囘駕、角端の奇談)、​エルチシ​​額兒的失​​の駐夏、(注、丘長春の歸路、癸未 甲申の駐夏 駐冬)、乙酉の歸國
五三六







(今考定太祖︀西征之役)
五四四















卷の十二。​タングト​​唐兀惕​​〈［＃ルビの「タングト」は底本では「タント」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉 最後の征伐より庚子の大 ​クリルタイ​​忽哩勒台​​まで



​タングト​​唐兀惕​​ 最後の征伐、大祖︀の負傷、​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​の暴言、(注、​アラシヤイ​​阿剌篩​​ ​エリガヤ​​額哩合牙​​ ​エリヂエウ​​額哩折兀​​〈［＃ルビの「エリヂエウ」は底本では「エリヂエフ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉の解)、​ハラン​​賀蘭​​ 山の戰、雪山の駐夏、元勳の恩賞
五六七〈［＃「五六七」はママ。実際は「五五九」］〉







​タングト​​唐兀惕​​の​ブルカン​​不兒罕​​の來降、(注、​ウラカイ​​兀喇孩​​ ​ドルメガイ​​朶兒篾該​​の解、元史に委しき征夏の師)、​ブルカン​​不兒罕​​の貢獻、(注、九を尙ぶ蒙古の俗)、​ブルカン​​不兒罕​​の殺︀され、​トルン​​脫侖​​の恩賞
五六九







​タングト​​唐兀惕​​の殲滅、太祖︀の昇遐、(注、集史の記事、太祖︀の崩じたる地と日と、太祖︀ 臨終の言、起輦谷のありか、太祖︀紀の「滅レ國四十」)
五七六




[目次]

太宗の卽位、(注、​ドーソン​​多遜​​の述べたる卽位の禮、幼子に產を讓る北狄の俗、元史の考證)、番士 國民の交付
五八三







​バクタト​​巴黑塔惕​​の再征、十一部落の再征、長子 出征の定め
五八八







金國 征伐の議
五九四







太宗の親征、(注、金史 哀宗紀 元史 太祖︀紀の摘錄)、山川の神︀の祟、​トルイ​​拖雷​​の身替わり
五九五







金國の平定、(注、​タンマチン​​探馬臣​​の解、金元 兩紀の摘錄の續、​カラ ゴルム​​合喇 豁嚕木​​の考證)
六〇二







​バクタト​​巴黑塔惕​​の征服 貢賦、十一部落の平定、(注、西史なる​バト​​巴禿​​ 西征の摘錄)、​ヂユチン​​女眞​​ 高麗の征定、(注、​シヨランガス​​莎郞合思​​の稱、元史 高麗史の摘錄)
六二〇







主帥 ​バト​​巴禿​​を​ブリ​​不哩​​ ​グユク​​古余克​​の罵り、二人を太宗の怒り、諸︀王 官人の奏議、二人を太宗の叱り、(注、​バト​​巴禿​​と​グユク​​古余克​​ ​ブリ​​不哩​​との永き不和)
六三五







宿衞 箭筒士 侍衞の舊制の申飭
六四三







羊 牝馬の賦、倉庫の設け、營盤の分與、​チエル​​徹勒​​ 地方の井堀り、​ヂヤム​​站​​の設け、​チヤアダイ​​察阿歹​​の協贊、諸︀王 羣臣の大同、(注、元史 ​ヂヤムチ​​站赤​​の制)
六五二







太宗の四功 四過、(注、​ホヲルス​​訶倭兒思​​の引ける太宗の逸︀事、西人の批評)
六六一







庚子の大 ​クリルタイ​​忽哩勒台​​、(注、太祖︀の四つの​オルド​​斡兒朶​​、遊牧の民に行はるゝ聚會、定宗 卽位の大會の盛況)
六七一










成吉思 汗 實錄の目錄 終り。



















序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。
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← 目録
巻の二 →
成吉思汗実録 
巻の一
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]




  



[60]


​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​イチ​​一​​。（蒙古語の原の名は、​モンゴルン ニウチヤ トブチヤアン​​忙豁侖 紐察 脫卜察安​​、譯すれば蒙古の祕史。忙豁侖は蒙古の、紐察は祕密、脫卜察安は實錄なり。委しくは序論の初に言へり。明譯本には、元朝 祕史と題して、その下に分注 二行あり。右は、忙豁侖 紐察の五字なり。左は、脫卜察安の四字なるべきを、今の鈔本には、卜の字を脫せり。卜は、母音なき巴行の音を譯せる字にて、細字 旁書なるが故に、影寫の際 脫し易し。本文にも、トの字の脫ちたるは、屢あり。二行の分注に、右 五字にて左 三字なる筈なければ、トの脫ちたりけんこと疑ひなし。）



​ゲンノ​​元​​ ​タイソ​​太祖︀​​ ​イマセルトキ​​在時​​、​バクホクノブンシン​​漠北文臣​​​ムメイシ​​無名氏​​、​モテ​​以​​㆓​モウコブン​​蒙古文​​​ウイウルモジヲ​​委兀兒字​​㆒​センジユツス​​撰述​​。





​ミンノ​​明​​ ​コウブ​​洪武​​​ジフゴネン​​十五年​​、​カンリンジコウ​​翰待講​​​クワゲンケツ​​火原潔​​​ラ​​等​​、​カンジニテ​​漢︀字​​ ​オンヤクシ​​音譯​​、​ゾクゴニテ​​俗語​​ ​ハウヤクス​​旁譯​​。





​ニツポン​​日本​​​メイジ​​明治​​​サンジフクネン​​三十九年​​、​モリオカノ​​盛岡​​​ナカミチヨ​​那珂通世​​、​モテ​​以​​㆓​ワブンヲ​​和文​​㆒​チヨクヤクシ​​直譯​​ ​フス​​附​​㆓​カウチウヲ​​校注​​㆒。
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​ガンソ​​元祖︀​​なる狼 鹿

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​オホモト​​根原​​。


　​タカマノハラ​​上天​​より​ミコト​​命​​ありて​ウマ​​生​​れたる​アヲ​​蒼​​き​オホカミ​​狼​​ありき。（蒙語​ボルテ チノ​​孛兒帖 赤那​​、蒙古 源流​ブルテ チノ​​布爾特 齊諾​​。この注に引ける蒙古 源流は、乾隆︀の史臣の飜譯せる漢︀文の本なり。昨年 乙巳の九月、我が友 內藤 湖南は、盛京[61]の官庫にて、蒙古 源流の蒙古文の原本を得て寫し取れる由なり。その書は、蒙文 祕史に次ぎて、史學 文學に益ある珍書なり。その書に據りて漢︀譯本を考訂せんには、恰も蒙文 祕史に據りて明譯 俗文の誤謬を正し得るが如くなるべし。）その​ツマ​​妻​​なる​ナマジロ​​慘白​​き​メジカ​​牝鹿​​ありき。（蒙語​ゴアイ マラル​​豁埃 馬喇勒​​、蒙古 源流​ゴワ マラル​​郭斡 瑪喇勒​​。郭斡は、美しきなり）​テンギス​​騰吉思​​（海︀ 又は大なる湖）を​ワタ​​渡​​りて​キ​​來​​ぬ。​オナン ムレン​​斡難︀ 木嗹​​（斡難︀ 河。今の​オノン ガハ​​鄂嫩 河​​）の​ミナモト​​源​​に​ブルカン カルドン​​不兒罕 合勒敦​​（不兒罕 嶽、卽ち神︀が嶽。元史 闊闊の傳​ブリハン ハリドン​​不里罕 哈里敦​​、蒙古 源流​ブルガン ガラドン​​布爾干 噶拉敦​​、今の​ダイケンテ ザン​​大肯特 山​​）に​イヘヰ​​營盤​​して、​ウマ​​生​​れたる​バタチカン​​巴塔赤罕​​（蒙古 源流​ビタチヤガン​​必塔察干​​）ありき。












§2(01:01:09)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​バタチカン​​巴塔赤罕​​より​カルチユ​​合兒出​​まで八世

　​バタチカン​​巴塔赤罕​​の​コ​​子​​ ​タマチヤ​​塔馬察​​（蒙古 源流​テメチエク​​特墨︀徹克​​）。​タマチヤ​​塔馬察​​の​コ​​子​​ ​ゴリチヤル メルゲン​​豁哩察兒 篾兒干​​（篾兒干は善射者︀なり。蒙古 源流​ホリチヤル メルゲン​​和哩察爾 墨︀爾根​​）。​ゴリチヤル メルゲン​​豁哩察兒 篾兒干​​の​コ​​子​​ ​アウヂヤン ボロウル​​阿兀站 孛囉兀勒​​（蒙古 源流​アグヂム ボゴロル​​阿固濟木 博郭囉勒​​）。​アウヂヤン ボロウル​​阿兀站 孛囉兀勒​​の​コ​​子​​ ​サリ カチヤウ​​撒里 合察兀​​（蒙古 源流​サリ ガルヂグ​​薩里 噶勒濟固​​）。​サリ カチヤウ​​撒里 合察兀​​の​コ​​子​​ ​エケ ニドン​​也客 你敦​​。（譯すれば大眼。蒙古 源流には​ニゲ ニドン​​尼格 尼敦​​、譯すれば獨眼、下の都︀蛙 鎻豁兒と混れたるに似たり。）​エケ ニドン​​也客 你敦​​の​コ​​子​​ ​セムソチ​​撏鎻赤​​（蒙古 源流​サムスチ​​薩木蘇齊​​）。​セムソチ​​撏鎻赤​​の​コ​​子​​ ​カルチユ​​合兒出​​（蒙古 源流​ハリ ハルチユ​​哈里 哈爾楚​​）。












§3(01:02:06)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​カルチユ​​合兒出​​より曾孫まで

　​カルチユ​​合兒出​​の​コ​​子​​ ​ボルヂギダイ メルゲン​​孛兒只吉歹 篾兒干​​（孛兒只吉惕の善射者︀。蒙古 源流​ボルジヂタイ メルゲン​​博爾濟吉台 墨︀爾根​​）は、​モンゴルヂン ゴア​​忙豁勒眞 豁阿​​（蒙古部の美女。蒙古 源流​モングルヂン ゴワ ハトン​​蒙古勒津 郭斡 哈屯​​）と​イ​​云​​ふ​ツマ​​妻​​ありき。​ボルヂギダイ メルゲン​​孛兒只吉歹 篾兒干​​の​コ​​子​​ ​トロゴルヂン バヤン​​脫囉豁勒眞 伯顏​​（譯すれば脫囉豁勒部の富人 卽ち長者︀。蒙古 源流​ドラルヂン バヤン​​都︀喇勒津 巴延​​）は、​ボロクチン ゴア​​孛囉黑臣 豁阿​​（蒙古 源流​ボロクチン ゴワ ハトン​​博囉克沁 郭斡 哈屯​​）と​イ​​云​​ふ​ツマ​​妻​​、​ボロルダイ スヤルビ​​孛囉勒歹 速牙勒必​​と​イ​​云​​ふ​ワカタウ​​若黨​​、​ダイル​​荅亦兒​​、​ボロ​​孛囉​​と云ふ​ニヒキ​​二匹​​の​スグ​​駿​​れたる​キンキリウマ​​騸馬​​ありき。​トロゴルヂン​​脫囉豁勒眞​​の​コ​​子​​、​ドワ ソゴル​​都︀蛙 鎻豁兒​​（蒙古 源流​ドワ ソホル​​都︀斡 索和爾​​）、​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​（元史 太祖︀ 本紀、宗室 世系[62]表、陶宗儀の輟耕錄​トブン メリゲン​​脫奔 咩哩犍​​、蒙古 源流​ドブン メルゲン​​多本 墨︀爾根​​）​フタリ​​二人​​ありき。












§4(01:03:04)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ドワ ソゴル​​都︀蛙 鎻豁兒​​の​ヒトツメ​​獨眼​​

　​ドワ ソゴル​​都︀蛙 鎻豁兒​​は、​ヒタヒ​​額​​の​ナカ​​中​​に​ヒトツメ​​獨眼​​あり、​ミツカヂ​​三日程​​の​トコロ​​地​​を​ノゾ​​望​​むなりき。
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​ブルカン ダケ​​不兒罕 嶽​​の遠見

　​ヒトヒ​​一日​​ ​ドワ ソゴル​​都︀蛙 鎻豁兒​​は、​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​なる​オトヽ​​弟​​と​ブルカン ダケ​​不兒罕 嶽​​の​ウヘ​​上​​に​ノボ​​上​​れり。​ドワ ソゴル​​都︀蛙 鎻豁兒​​は、​ブルカン ダケ​​不兒罕嶽​​の​ウヘ​​上​​より​ノゾ​​望​​みて、​トンゲリク ゴロカン​​統格黎克 豁囉罕​​（統格黎克 小河。元史 本紀​トンギリ フル​​統急里 忽魯​​、蒙古 源流​トンゲリク フルホン​​通格里克 呼魯歡​​）に​シタガ​​沿​​ひ​ヒトムレ​​一羣​​の​タミ​​民​​ ​タ​​起​​ちて​イ​​入​​りて​キ​​來​​ぬるを​ノゾ​​望​​みて​ミ​​見​​て、
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​シヤゼン​​車前​​の美女

　​イ​​言​​はく「​カ​​彼​​の​タ​​起​​ちて​キ​​來​​ぬる​タミ​​民​​の​ウチ​​內​​に、​ヒト​​一​​つの​クロ​​黑​​き​コシ​​輿​​ある​クルマ​​車​​の​オルヂゲ​​完勒只格​​（明譯 車前、車の前室）に​ヒトリ​​一人​​の​オトメ​​女子​​ ​カホヨ​​妍​​きあり。​アタ​​與​​へられず（嫁がず）あらば、​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​ ​オトヽ​​弟​​、​ナンヂ​​汝​​が​タメ​​爲​​に​モト​​求​​めん」と​イ​​云​​ひて、​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​ ​オトヽ​​弟​​を​ミ​​見​​に​ヤ​​遣​​りぬ。
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​アラン ゴア​​阿闌 豁阿​​の​カホヨ​​妍​​き

　​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​、​カ​​彼​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​れば、​ゲ​​實​​にも​ウツク​​美​​しく（蒙語 豁阿）​カホヨ​​妍​​く​コヱ​​聲​​（聞え譽れ）​ナ​​名​​の​オホ​​大​​きなる​アラン ゴア​​阿闌 豁阿​​（阿闌 媛。豁阿は、美より轉じて、媛 卽ち美女なり。元史 本紀、世系表、輟耕錄、​アラン ゴホア​​阿蘭 果火​​、蒙古 源流​アルン ゴワ​​阿掄 郭斡​​）の​ナ​​名​​ありて、​ヒト​​人​​にも​アタ​​與​​へられざる​ヲトメ​​女子​​なりき。
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​ゴリラルタイ メルゲン​​豁哩剌兒台 篾兒干​​の​ムスメ​​女​​

　​カ​​彼​​の​ムレ​​羣​​ ​ヰ​​居​​る​タミ​​民​​は、​マタ​​又​​ ​コル バルクヂン トグム​​闊勒 巴兒忽眞 脫古木​​（闊勒 巴兒忽眞の隘處。親征錄、元史 本紀​バルフヂン ノ アイ​​八兒忽眞 之 隘​​。額兒忒曼は、巴兒古臣 禿古嚕姆と云ふ。今の拜喀爾湖の東岸なる​バルグチン​​巴爾古精︀​​の地）の​ウシ​​主人​​ ​バルグダイ メルゲン​​巴兒忽歹 篾兒干​​（巴兒忽惕部の善射者︀）の​ムスメ​​女​​ ​バルクヂン ゴア​​巴兒忽眞 豁阿​​（巴兒忽眞 媛、巴兒忽惕 部の美女。蒙古 源流​バラゴチン ゴワ​​巴喇郭沁 郭斡​​）と云ふ​ヲトメ​​女子​​を​ゴリ トマト​​豁哩 禿馬惕​​の（喇失惕 額丁の蒙古 集史に依れは、禿馬惕は、巴兒古惕の中の一部落にして、巴兒古臣 禿古嚕姆の地に住めりと云ふ。されども下の阿哩黑 兀孫は、今の伊爾庫 河ならば、禿馬惕の地は、[63]拜喀爾 湖の西に在るべし。元史 兵志に、太僕寺の牧地「北踰㆓火里 禿麻㆒」とあるは、この地なり）​クワンニン​​官人​​ ​ゴリラルタイ メルゲン​​豁哩剌兒台 篾兒干​​（蒙古 源流​ゴリダイ メルゲン​​郭哩岱 默爾根​​）に​アタ​​與​​へられたりき。​ゴリ トマト​​豁哩 禿馬惕​​の​チ​​地​​にて​アリク ウスン​​阿哩黑 兀孫​​にて（阿哩黑の水。蒙古 源流​アリク ウスン​​阿哩克 烏遜​​。高寶銓の說に、今の伊爾庫租克 州の伊爾庫 河なりと云ふ。）​ゴリラルタイ メルゲン​​豁哩剌兒台 篾兒干​​の[​ツマ​​妻​​]​バルクヂン ヒメ​​巴兒忽眞 媛​​より​ウマ​​生​​れたる​アラン ビメ​​阿闌 媛​​と​イ​​云​​ふ​ヲトメ​​女子​​ ​シカ​​然​​り。
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​ゴリラル​​豁哩剌兒​​姓の起り

　​ゴリラルタイ メルゲン​​豁哩剌兒台 篾兒干​​は、​ゴリ トマト​​豁哩 禿馬惕​​の​チ​​地​​の​ウチ​​內​​、​テウソ​​貂鼠​​ ​セイソ​​靑鼠​​ ​ケダモノ​​野獸​​ある​チ​​地​​を​サシト​​差止​​め​ア​​合​​ひて（仲間內にて互に禁約して）、​ウレ​​憂​​へ​ア​​合​​ひて（明譯​ゴリ トマドン​​豁哩 禿馬敦​​ ​ジメン​​地面​​​（ノ）​テウソ​​貂鼠​​ ​セイソ​​靑鼠​​ ​ヤブツヲ​​野物​​、被​（ラレ）㆓​ナカマウチニ​​自火裏​​ ​キンヤクセ​​禁約​​㆒、​ザル​​不​​㆑​エ​​得​​㆓​ウチトルヲ​​打捕​​㆒​ノ​​的​​ ​ユヱニ​​上頭​​、​ウレヘテ​​煩惱了​​）、​ゴリラル​​豁哩剌兒​​（禁約の蒙語。親征錄、元史、本紀、​ホルラス​​火魯剌思​​）​ウヂ​​姓​​となりて、「​ブルカン ダケ​​不兒罕 嶽​​の、​ケダモノ​​野獸​​を​ト​​捕​​るに​ヨ​​好​​くある​トコロ​​地​​ ​ヨ​​好​​し」とて、​ブルカン ダケ​​不兒罕 嶽​​の​ウシ​​主人​​ ​ブルカン​​不兒罕​​ ​ボスカクサン​​孛思合黑三​​ ​シンチ バヤン​​哂赤 伯顏​​ ​ウリヤンカイ​​兀哴孩​​ （譯すれば、不兒罕を起したる、名は哂赤 長者︀、姓は兀哴孩）の​トコロ​​處​​に​タ​​起​​ちて​キ​​來​​たりき。​ゴリ トマト​​豁哩 禿馬惕​​の​ゴリラルタイ メルゲン​​豁哩剌兒台 篾兒干​​の​ムスメ​​女​​にて​アリク ウスン​​阿哩黑 兀孫​​に​ウマ​​生​​れたる​アラン ビメ​​阿闌 媛​​をそこに​モト​​求​​めて​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​の​ト​​取​​れる​コトノモト​​緣故​​は、かくあり。












§10(01:07:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​の二子

　​アラン ビメ​​阿闌 媛​​は​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​て、​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​を​ウ​​生​​めり。​ブグヌタイ​​不古訥台​​（蒙古 源流​ベグンデイ​​伯衮徳依​​）、​ベルグヌタイ​​別勒古訥台​​（蒙古 源流​ベルグテイ​​伯勒格特依​​）と​イ​​云​​へるなりき。（下文に依れば、不古訥台は弟、別勒古訥台は兄なり。）
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​ドワ ソゴル​​都︀蛙 鎻豁兒​​の四子

　​ドワ ソゴル​​都︀蛙 鎻豁兒​​なる​ソ​​其​​の（朶奔 篾兒干の）​アニ​​兄​​は、​ヨタリ​​四人​​の​コ​​子​​ありき。​シカ​​然​​ある​ホド​​程​​に、​ドワ ソゴル​​都︀蛙 鎻豁兒​​なるその​アニ​​兄​​は、​ナ​​無​​くなれり（死にたり）。[64]​ドワ ソゴル​​都︀蛙 鎻豁兒​​ ​ナ​​無​​くなれる​ノチ​​後​​、その​ヨタリ​​四人​​の​コ​​子​​は、​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​ ​ヲヂ​​叔父​​を​ミウチ​​親族​​と​ナ​​爲​​さず、​アナド​​侮︀​​りて​ワカ​​分​​れて​ス​​棄​​てて​タ​​起​​てり。​ドルベン​​朶兒邊​​ ​ウヂ​​姓​​となり（朶兒邊は四つなり。兄弟 四人なるが故に、四つを以て姓となし）て、​ドルベン​​朶兒邊​​（親征錄、元史 本紀​ドルバン ブ​​朶魯班 部​​）の​タミ​​民​​と​カレラ​​彼等​​の[​シソン​​子孫​​]は​ナ​​爲​​れり。
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​ウリヤンカン​​兀哴罕​​より鹿の燒肉を​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​の得たる

　その​ノチ​​後​​に​ヒトヒ​​一日​​ ​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​は、​トゴチヤク ウンドル​​脫豁察黑 溫都︀兒​​（脫豁察黑 高地、卽ち脫豁察黑岡）の​ウヘ​​上​​に​ケダモノガリ​​獸狩​​に​ノボ​​上​​れり。​ハヤシ​​林​​の​ナカ​​中​​にて​ウリヤンカン​​兀哴罕​​（種族の名。卽ち前の哂赤 伯顏の姓なる兀喰孩）の​ヒト​​人​​、​サンサイノシカ​​三歲鹿​​を​コロ​​殺︀​​して、その​アバラ​​肋​​その​ハラワタ​​臟腑​​を​ヤ​​燒​​きて​ヲ​​居​​るに​ア​​遇​​ひて、
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　​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​ ​イ​​言​​はく「​トモ​​友​​よ、​ヤキジシ​​燒肉​​を」と​イ​​云​​ひき。「​アタ​​與​​へん」と​イ​​云​​ひて、その​ハイザウ​​肺臟​​ある​ハラ​​腹​​の​カハ​​皮​​を​ト​​取​​りて、​サンサイノシカ​​三歲鹿​​の​シヽ​​肉​​ ​ミナ​​皆​​を​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​に​アタ​​與​​へたり。
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鹿の肉と​バヤウト​​伯牙兀惕​​の子との交易

　​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​は、その​サンサイノシカ​​三歲鹿​​を​ウマ​​馬​​に​ツ​​駄​​けて​キ​​來​​ぬるに、​ミチ​​路​​にて​ヒトリ​​一人​​の​マヅ​​貧​​しき​ヒト​​人​​その​コ​​子​​を​ヒ​​引​​きて​ユ​​行​​くに​ア​​遇​​ひて、
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　​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​「​ナンビト​​何人​​ぞ、​ナンヂ​​汝​​」と​ト​​問​​へば、その​ヒト​​人​​ ​イ​​言​​はく「​ワレ​​我​​は、​マアリク​​馬阿里黑​​（名。蒙古 源流​マハライ​​瑪哈賚​​）​バヤウダイ​​伯牙兀歹​​（姓。元史​バヤウ​​伯岳吾​​又 伯牙吾、輟耕錄 伯要歹）、​コンキウ​​困窮​​して​ユ​​行​​くなり。その​ケダモノ​​獸​​の​シヽ​​肉​​より​ワレ​​我​​に​アタ​​與​​へよ。​ワレ​​我​​この​コ​​子​​を​ナンヂ​​汝​​に​アタ​​與​​へん」と​イ​​云​​ひき。
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　​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​は、その​コトバ​​言​​につき、​サンサイノシカ​​三歲鹿​​の​カタカタ​​片方​​の​モヽ​​腿​​を​ヲ​​折​​りて​アタ​​與​​へて、​カレ​​彼​​のその​コ​​子​​を​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​て、​イヘ​​家​​の​ウチ​​內​​に​ツカ​​使​​ひ[65]て​ス​​住​​みたりき。
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男なき​アラン ビメ​​阿闌 媛​​より三子の生れ

　かく​ス​​住​​める​ホド​​程​​に、​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​ ​ナ​​無​​くなれり。​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​を​ナ​​無​​くなしたる​ノチ​​後​​、​アランヒメ​​阿闌媛​​〈［＃「阿闌媛」はママ。他の節︀では「阿闌 媛」でルビは「アラン ビメ」］〉は、​ヲトコ​​男​​ ​ナ​​無​​きに​ミタリ​​三人​​の​コ​​子​​を​ウ​​生​​めり。​ブク カタギ​​不忽 合塔吉​​（元史 本紀、世系表、輟耕錄​ボカン カダキ​​博寒 葛荅黑​​、蒙古 源流​ブグ ハタギ​​布固 哈塔吉​​）、​ブカト サルヂ​​不合禿 撒勒只​​（元史、輟耕錄​ボカト サリヂ​​博合覩 撒里直​​、蒙古 源流​ボクド サルヂグ​​博克多 薩勒濟固​​）、​ボドンチヤル モンカク​​孛端察兒 蒙合黑​​（元史、輟耕錄、孛端叉兒、蒙古 源流、勃端察兒）と​イ​​云​​へるなりき。
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母の行ひを​サキ​​前​​の二子の疑ひ

　​サキ​​前​​に​ドブン メルゲン​​朶奔 篾兒干​​より​ウマ​​生​​れたる​ベルグヌタイ​​別勒古訥台​​、​ブグヌタイ​​不古訥台​​、​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​は、その​ハヽ​​母​​ ​アラン ビメ​​阿闌 媛​​の​カゲ​​背處​​にて​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へらく「この​ワレラ​​我等​​の​ハヽ​​母​​は、​アニオトヽ​​兄弟​​なる​ボウシン​​房親​​の​ヒト​​人​​（夫の兄弟）​ナ​​無​​く​ヲトコ​​男​​（外夫）​ナ​​無​​くありつゝ、この​ミタリ​​三人​​の​コ​​子​​を​ウ​​生​​めり。​イヘ​​家​​の​ウチ​​內​​に​ヒトリ​​獨​​ ​マアリク バヤウダイ​​馬阿里黑 伯牙兀歹​​の​コ​​子​​あり。（子は、原文に古溫とありて、語譯には人と譯し、文譯には家人と譯したれども、古溫は、子の蒙語なる可溫の誤りなるべし。）この​ミタリ​​三人​​の​コ​​子​​は、​カレ​​彼​​のなるぞ」と​ハヽ​​母​​の​カゲ​​背處​​にて​ウハサ​​噂​​し​ア​​合​​へるを、その​ハヽ​​母​​ ​アラン ビメ​​阿闌 媛​​ ​サト​​覺​​りて、
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束ねたる​ヤ​​箭​​の​タトヘ​​譬​​

　​ハル​​春​​の​ヒトヒ​​一日​​、​ラフヤウ​​臘羊​​を​ニ​​煮︀​​て、​ベルグヌタイ​​別勒古訥台​​、​ブグヌタイ​​不古訥台​​、​ブク カタギ​​不忽 合塔吉​​、​ブカト サルヂ​​不合禿 撒勒只​​、​ボドンチヤル モンカク​​孛端察兒 蒙合黑​​、この​イツタリ​​五人​​の​コ​​子​​どもを​ナラ​​列​​べ​ス​​坐​​ゑて、​ヒトスヂ​​一條​​づゝの​ヤ​​箭​​を「折れ」と云ひて​アタ​​與​​へたり。​ヒトスヂ​​一條​​づゝをいかで​トヾ​​畱​​めん、​ヲ​​折​​りて​ノ​​去​​けたり。​マタ​​又​​ ​イツスヂ​​五條​​の​ヤ​​箭​​を​ヒト​​一​​つに​ツカ​​束​​ねて、「​ヲ​​折​​れ」と​イ​​云​​ひて​アタ​​與​​へたり。​イツタリ​​五人​​にて、​イツスヂ​​五條​​ ​ツカ​​束​​ねたる​ヤ​​箭​​を​ヒト​​人​​ごとに​ト​​取​​りて​マハ​​𢌞​​して​ヲ​​折​​りかねたり。
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​アラン ビメ​​阿闌 媛​​の​ベンカイ​​辨解​​

　そこに​アラン ビメ​​阿闌 媛​​なる​カレラ​​彼等​​の​ハヽ​​母​​は​イ​​言​​へり。「​ナンヂラ​​汝等​​。[66]​ベルグヌタイ​​別勒古訥台​​、​ブグヌタイ​​不古訥台​​なる​ワ​​我​​が〈［＃「が」は底本では「か」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​よ。​ワレ​​我​​を「この​ミタリ​​三人​​の​コ​​子​​を​ウ​​生​​めり。​タレ​​誰​​の​ナニ​​何​​の​コ​​子​​なるか」と​ウタガ​​疑​​ひ​ア​​合​​ひて​ウハサ​​噂​​し​ア​​合​​へり。​ナンヂラ​​汝等​​の​ウタガ​​疑​​ふも​モツトモ​​是​​なり。
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​アマツカミ​​皇天​​の​ミコ​​御子​​

　​ヨ​​夜​​ごとに​ヒカ​​光​​る​キイロ​​黃色​​の​ヒト​​人​​、​ヘヤ​​房​​の​ソラマド​​天窻​​の​トグチ​​戶口​​の​アカルミ​​明處​​より​イ​​入​​りて、​ワ​​我​​が​ハラ​​腹​​を​サス​​摩​​りて、その​ヒカリ​​光​​は​ワ​​我​​が​ハラ​​腹​​の​ウチ​​內​​に​トホ​​透​​るなりき。​イ​​出​​づるには、​ヒツキ​​日月​​の​ヒカリ​​光​​にて、​キイヌ​​黃狗​​の​ゴト​​如​​く​ハ​​爬​​ひて​イ​​出​​づるなりき。​カルハズミ​​輕率​​迭列篾​に​ナン​​何​​ぞ​イ​​言​​ふ、​ナンヂラ​​汝等​​。​​これ​​帖兀別兒​にて​ミ​​察​​れば、​アキラ​​明​​忝迭克​かに​カレ​​彼​​の（光る人の子）は、​アマツカミ​​皇天​​騰格哩​の​ミコ​​御子​​なるぞ。​クロ​​黑​​合喇​き​カシラ​​頭​​帖哩兀​の​ヒト​​人​​（謂はゆる黎民 又は黔首）に​クラ​​比​​合泥勒罕​べて​ナン​​何​​ぞ​イ​​言​​ふ、​ナンヂラ​​汝等​​。​カムクン カト​​合木渾 合惕​​（普き君、すめらぎ、合木渾 罕の複稱）とならば、​タミグサ​​民草​​合喇除思​はそこに​サト​​覺​​らんぞ」と​イ​​云​​へり。
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​ワガフ​​和合​​の​ヲシ​​訓​​へ

　​マタ​​又​​ ​アラン ビメ​​阿闌 媛​​は、​イツタリ​​五人​​の​コ​​子​​を​ヲシ​​敎​​ふる​コトバ​​言​​に​イ​​言​​はく「​ナンヂラ​​汝等​​、​ワ​​我​​が​イツタリ​​五人​​の​コ​​子​​は、​ヒトリ​​獨​​の​ハラ​​腹​​より​ウマ​​生​​れたり。​ナンヂラ​​汝等​​は、​アタカ​​恰​​も​イツスヂ​​五條​​の​ヤ​​箭​​の​ゴト​​如​​し。​ヒトリビトリ​​獨獨​​にならば、​カ​​彼​​の​ヒトスヂ​​一條​​づゝの​ヤ​​箭​​の​ゴト​​如​​く、​タレ​​誰​​にも​タヤス​​容易​​く​ヲ​​折​​られん、​ナンヂラ​​汝等​​。​カ​​彼​​の​ツカ​​束​​ねたる​ヤ​​箭​​の​ゴト​​如​​く、​モロトモ​​諸︀共​​に​ヒト​​一​​つの​ハカラヒ​​商量​​あるとならば、​タレ​​誰​​にも​タヤス​​容易​​くは​ナン​​何​​ぞならん（何ぞ敗られん）、​ナンヂラ​​汝等​​」と​イ​​云​​へり。かく​ス​​住​​める​ホド​​程​​に。​アラン ビメ​​阿闌 媛​​なる​カレラ​​彼等​​の​ハヽ​​母​​は​ナ​​無​​くなれり。
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​カサン​​家產​​の分け合ひ

　その​ハヽ​​母​​ ​アラン ビメ​​阿闌 媛​​を​ナ​​無​​くなしたる​ノチ​​後​​、​アニオトヽ​​兄弟​​ ​イツタリ​​五人​​にて、​バグン​​馬羣​​ ​リヤウシヨク​​糧食​​を​ワ​​分​​け​ア​​合​​ふに、​ベルグヌタイ​​別勒古訥台​​、​ブグヌタイ​​不古訥台​​、​ブク カタギ​​不忽 合塔吉​​、​ブカト サルヂ​​不合禿 撒勒只​​、​ヨタリ​​四人​​にて​トモ​​共​​に​ト​​取​​れり。​ボドンチヤル モンカク​​孛端察兒 蒙合黑​​は​ヲヂナ​​弱​​[67]くありとて、​ミウチ​​親族​​に​カゾ​​算​​へず、​ワケマヘ​​分前​​を​アタ​​與​​へざりき。
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​ボドンチヤル​​孛端察兒​​の​ワビズマ​​侘住​​ひ

　​ボドンチヤル​​孛端察兒​​は、​ミウチ​​親族​​に​カゾ​​算​​へられずして、「こゝに​ス​​住​​みて​ナニ​​何​​」と​イ​​云​​ひて、​セガサ​​脊瘡​​豁勒荅阿哩​ある​ヲミジカ​​尾短​​豁多黎薛兀勒​の​セグロ​​脊黑​​の​アヲウマ​​靑馬​​に​ノ​​乘​​りて、「​シ​​死​​なば​カレラ​​彼等​​の[​オトヽ​​弟​​]​シ​​死​​なん。​イ​​活​​きば​カレラ​​彼等​​の[​オトヽ​​弟​​]​イ​​活​​きん」と​イ​​云​​ひて、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​サ​​去​​りて​ハナ​​放​​ちたり（その身を自ら放ちたり）。​サ​​去​​りて​バルヂユン アラ​​巴勒諄 阿喇​​（明本語譯には水名、文譯には地名。阿喇は、阿喇勒にて、河中島なり。巴勒諄 島は、斡難︀ 河の島なるべし。元史 本紀​バリトン アラン ノ チ​​八里屯 阿懶 之 地​​）に​イタ​​到​​りて、そこに​クサ​​草​​の​イホ​​菴​​の​ヘヤ​​房​​を​ツク​​作​​りて、そこに​ス​​住​​み​ヰ​​居​​たり。
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​ワカタカ​​黃鷹​​の育て

　かく​ス​​住​​める​トキ​​時​​に​ヒナ​​雛​​なる​ワカタカ​​黃鷹​​の​ノカケ​​野雞​​を​トラ​​捕​​へて​ク​​喫​​ひ​ヰ​​居​​るを​ミ​​見​​て、​セガサ​​脊瘡​​ある​ヲミジカ​​尾短​​の​セグロ​​脊黑​​の​アヲウマ​​靑馬​​の​ヲ​​尾​​の​ケ​​毛​​にて​ワナ​​套​​ ​ツク​​作​​りて​トラ​​捕​​へて​ソダ​​育​​てたり。
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​クヒモノ​​食物​​の乏しさ

　​ク​​喫​​ふ​クヒモノ​​食物​​なく​ス​​住​​めるには、​オホカミ​​狼​​の​キリギシ​​崖​​にて​トリマ​​取卷​​ける​ケダモノ​​獸​​を​ウカヾ​​窺​​ひて​イ​​射​​て​コロ​​殺︀​​して​ク​​喫​​ひ​ア​​合​​ひ、​オホカミ​​狼​​の​ク​​喫​​へる（喫ひ殘せる）を​ヒロ​​拾​​ひて​ク​​喫​​ひ、​オノレ​​己​​の​ノド​​喉​​を​マタ​​又​​ ​ワカタカ​​黃鷹​​を​ヤシナ​​養​​ひ​ア​​合​​ひ、その​トシ​​年​​ ​ス​​過​​ぎたり。
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​タカガリ​​鷹狩​​の​エモノ​​獲物​​

　​ハル​​春​​になれり。​カモ​​鴨​​ども​キ​​來​​ぬる​トキ​​時​​に、​ワカタカ​​黃鷹​​を​ウ​​飢​​ゑさせて​ハナ​​放​​てり。​カモカリ​​鴨雁​​どもを、​カレキ​​枯木​​豁只兀剌思​ごとに​クサキカ​​臭氣​​荒失兀惕​を、​カワ​​乾​​洪只瓦列思​ける​キ​​木​​ごとに​ナマグサ​​腥​​洪失兀惕​き​カ​​氣​​を​キ​​聞​​くまでに​オ​​置​​きたり（明譯​トラヘ​​拏​​㆓​ウルヿ​​得​​​ガアフヲ​​鵞鴨​​㆒​オホクテ​​多了​​、​クヒ​​喫​​​ズ​​不​​㆑​ツクサ​​盡​​、​カケテ​​掛​​㆓​アリ​​在​​​カク コジユノ ウヘニ​​各 枯樹 上​​㆒​スベテ クサクナレリ​​都︀ 臭了​​）。
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​トンゲリク​​統格黎克​​ ​ヲガハ​​小河​​の民との交り

　​ドイレン​​都︀亦嗹​​（明譯 山名）の​ウシロ​​背​​より​トンゲリク​​統格黎克​​ ​ヲガハ​​小河​​に​シタガ​​沿​​ひ、​ムレビト​​羣民​​ ​タ​​起​​ちて​キ​​來​​ぬ。​ボドンチヤル​​孛端察兒​​、​カ​​彼​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​ワカタカ​​黃鷹​​を​ハナ​​放​​ち​ユ​​往​​きて、​ヒル​​晝​​は[68]​ウマノチ​​馬乳​​を[​モト​​求​​めて]​ノ​​飮​​みて、​ヨル​​夜​​は​クサ​​草​​の​イホ​​菴​​の​ヘヤ​​房​​に​キ​​來​​て​イ​​寢​​ぬるなりき。
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　​カ​​彼​​の​タミ​​民​​、​ボドンチヤル​​孛端察兒​​の​ワカタカ​​黃鷹​​を​モト​​求​​むれども、​アタ​​與​​へざりき。​カ​​彼​​の​タミ​​民​​、​ボドンチヤル​​孛端察兒​​に​タレ​​誰​​のとも​ナニ​​何​​のとも​ト​​問​​ふこと​ナ​​無​​く、​ボドンチヤル​​孛端察兒​​も​カ​​彼​​の​タミ​​民​​に​ナニタミ​​何民​​と​ト​​問​​ひ​ア​​合​​ふこと​ナ​​無​​く​オコナ​​行​​ひ​ア​​合​​へり。
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​ボドンチヤル​​孛端察兒​​を兄の尋ね

　​ブク カタギ​​不忽 合塔吉​​なるその​アニ​​兄​​は、​ボドンチヤル モンカク​​孛端察兒 蒙合黑​​ ​オトヽ​​弟​​を「この​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​サ​​去​​れり」とて​タヅ​​尋​​ね​キ​​來​​て、​トンゲリク​​統格黎克​​ ​ヲガハ​​小河​​に​シタガ​​沿​​ひ​タ​​起​​ちて​キ​​來​​にける​タミ​​民​​に「かくかくの​ヒト​​人​​、かゝる​ウマ​​馬​​あるなりき」とて​ト​​問​​へば、
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​カ​​彼​​の民の​ツ​​吿​​げ

　​カ​​彼​​の​タミ​​民​​ ​イ​​言​​はく「​ヒト​​人​​も​ウマ​​馬​​も、​ナンヂ​​汝​​の​ト​​問​​へるに​ニ​​似​​たるあり。​ワカタカ​​黃鷹​​あるにぞある。​ヒ​​日​​ごとに​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​て、​ウマノチ​​馬乳​​を​ノ​​飮​​みて​サ​​去​​れり。​ヨル​​夜​​は​ケダシ​​蓋​​いづくにか​ヤド​​宿​​りけん。​ニシキタ​​西北​​より​カゼ​​風​​ ​オコ​​起​​れば、​ワカタカ​​黃鷹​​に​ト​​捕​​らせたる​カモカリ​​鴨雁​​どもの​ハネケ​​翎毛​​は、​ヒルガヘ​​飄​​る​ユキ​​雪​​の​ゴト​​如​​く​チ​​散​​りて​ハ​​刮​​かれて​ク​​來​​るなり。こゝに​チカ​​近​​くあるぞ。​イマ​​今​​ ​ク​​來​​る​トキ​​時​​となれり。​シバラ​​暫​​く​マ​​待​​て」と​イ​​云​​へり。
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弟を兄の​ツ​​伴​​れ​カヘ​​歸​​り

　​シバラ​​暫​​くありて​トンゲリク​​統格黎克​​ ​ヲガハ​​小河​​に​サカノボ​​泝​​り​ヒトリ​​一人​​の​ヒトク​​人​​ ​ク​​來​​るあり。​イタ​​到​​りて​キ​​來​​ぬれば​ボドンチヤル​​孛端察兒​​なりき。​ブク カタギ​​不忽 合塔吉​​なるその​アニ​​兄​​ ​ミ​​見​​ると（蒙語、兀者︀ 額惕、見てすぐに、又は見るや否やの意にて、稍 輕し。以下すべて動詞の下に額惕なる後置詞ある時は、大抵「云云すると」と譯せり）​ミト​​認​​めて、​ヒ​​引​​き​ツ​​伴​​れて、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​に​サカノボ​​泝​​り​ウマ​​馬​​を​カ​​驅​​りて​サ​​去​​り[69]て​ハナ​​放​​ちたり（自由の身にしたり）。
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​カシラ​​頭​​と​エリ​​領​​との​タトヘ​​譬​​

　​ボドンチヤル​​孛端察兒​​は、​ブク カタギ​​不忽 合塔吉​​ ​アニ​​兄​​の​シリヘ​​後​​より​シタガ​​隨​​ひて、​ウマ​​馬​​を​カ​​驅​​りて​ユ​​行​​く​ユ​​行​​く​イ​​言​​はく「​アニ​​兄​​、​アニ​​兄​​。​ミ​​身​​に​カシラ​​頭​​あり​コロモ​​衣​​に​エリ​​領​​ある​ヨ​​善​​し」と云へり。その​アニ​​兄​​ ​ブク カタギ​​不忽 合塔吉​​は、その​コト​​言​​を​ナニ​​何​​とも​ナ​​爲​​さ（思は）ざりき。
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​タトヘ​​譬​​の意の問

　​マタ​​又​​その​コト​​言​​を​イ​​言​​へども、その​アニ​​兄​​は​ナニ​​何​​とも​ナ​​爲​​さず、その​コタヘ​​答​​は​コヱ​​聲​​せざりき。​ボドンチヤル​​孛端察兒​​ ​ユ​​行​​きて、​マタ​​又​​その​コト​​言​​を​イ​​言​​へり。その​コト​​言​​につき、その​アニ​​兄​​ ​イ​​言​​はく「​サキホド​​先程​​よりそれそれ​ナニ​​何​​の​コト​​言​​をか言へる、汝」と云へり。
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​オソ​​襲​​ひ​カス​​掠​​むる​ハカ​​議​​り合ひ

　それより​ボドンチヤル​​孛端察兒​​ ​イ​​言​​はく「​タヾイマ​​只今​​の​トンゲリク​​統格黎克​​ ​ヲガハ​​小河​​に​ヲ​​居​​る​タミ​​民​​は、​オホ​​大​​き​チヒサ​​小​​き​アシ​​惡​​き​ヨ​​好​​き​カシラ ヒヅメ​​頭 蹄​​（上下）なく​ヒトシナミ​​齊等​​なり。​ヤスキ​​容易​​き​タミ​​民​​なり。​ワレラ​​我等​​は​カレラ​​彼等​​を​オソ​​襲​​はん」と​イ​​云​​へり。
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　それよりその​アニ​​兄​​ ​イ​​言​​はく「​ウベ​​諾​​。（蒙語​ヂエ​​者︀​​、唯とも諾とも善しとも然りとも譯すべし。）​シカ​​然​​あらば、​イヘ​​家​​に​イタ​​到​​りて、​アニオトヽ​​兄弟​​とも​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて​カ​​彼​​の​タミ​​民​​を​オソ​​襲​​はん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて、
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　​イヘ​​家​​に​イタ​​到​​ると、​アニオトヽ​​兄弟​​ども​カタ​​談​​り​ア​​合​​ひて​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。（蒙語​モリラ バイ​​抹哩剌 罷​​。抹哩剌の本義は乘馬なれども、馬に乘りて征伐するを云ふ。以下は出馬 出征など譯せり。）その​ボドンチヤル​​孛端察兒​​を​サキガケ​​先驅​​に​ハシ​​奔​​らせたり。
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​ハラ​​孕​​める​ヲミナ​​婦人​​の​トリコ​​擒​​

　​ボドンチヤル​​孛端察兒​​は、​サキガケ​​先驅​​に​ハシ​​奔​​りて、​ハラ​​孕​​める​ヲミナ​​婦人​​を​トラ​​拏​​へて、「​ナニウヂ​​何姓​​の人ぞ、​ナンヂ​​汝​​」と​ト​​問​​へり。その​ヲミナ​​婦人​​ ​イ​​言​​はく「​ヂヤルチウト​​札兒赤兀惕​​（名）​アダンカン​​阿當罕​​[70] ​ウリヤンカ​​兀哴合​​ ​ウヂ​​姓​​（兀哴罕の分族）、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​へり。
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​トラ​​虜︀​​へ​カス​​掠​​め

　​カ​​彼​​の​タミ​​民​​を​アニオトヽ​​兄弟​​ ​イツタリ​​五人​​にて​トラ​​虜︀​​へて、​バグン​​馬羣​​阿都︀溫​、​リヤウシヨク​​糧食​​、​ケニン​​家人​​哈闌​の​メシツカヒ​​召使​​、​ス​​住​​阿灰​む​ヰドコロ​​居處​​に​アリツ​​有付​​きたり。
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​ヂヤダラン​​札荅㘓​​ ​ウヂ​​姓​​の祖︀なる​ヂヤヂラダイ​​札只喇歹​​

　その​ハラ​​孕​​める​ヲミナ​​婦人​​は、​ボドンチヤル​​孛端察兒​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​て​コ​​子​​ ​ウ​​產​​めり。​アダシビト​​他人​​（蒙語​ヂヤト イルゲン​​札惕 亦兒堅​​）の​コ​​子​​なりとて、​ヂヤヂラダイ​​札只喇歹​​と​ナ​​名​​づけたり。（札只喇歹は、札荅喇歹とも云ふ。あだしの蒙語なる札惕の尾を變じたるにて、あだしきの意なり。蒙古 源流には​ワヂルタイ​​斡濟爾台​​、元史 世系表​チヤヂライ​​挿只來​​。）​ヂヤダラン​​札荅㘓​​の​トホツオヤ​​遠祖︀​​とその[​ヒト​​人​​]は​ナ​​爲​​れり。その​ヂヤダラダイ​​札荅喇歹​​の​コ​​子​​ ​トグウダイ​​土古兀歹​​と​イ​​云​​へるありき。​トグウダイ​​土古兀歹​​の​コ​​子​​ ​ブリ ブルチル​​不哩 不勒赤嚕​​ありき。​ブリ ブルチル​​不哩 不勒赤嚕​​の​コ​​子​​ ​カラ カダアン​​合喇 合荅安​​ありき。​カラ カダアン​​合喇 合荅安​​の​コ​​子​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​（親征錄 元史​ヂヤムカ​​札木合​​）ありき。​ヂヤダラン​​札荅㘓​​（蒙古 源流​ワヂルタイ​​斡濟爾台​​、元史 孛禿の傳​ヂヤチラダイ​​札赤剌歹​​）​ウヂ​​姓​​と​カレラ​​彼等​​は​ナ​​爲​​れり。












§41(01:24:05)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​バアリン​​巴呵𡂰​​ ​ウヂ​​姓​​の祖︀なる​バアリダイ​​巴阿哩歹​​

　その​ヲミナ​​婦人​​、​マタ​​又​​ ​ボドンチヤル​​孛端察兒​​より​ヒトリ​​一人​​の​コ​​子​​を​ウ​​生​​めり。​トラ​​拏​​へ（蒙語​バリ​​巴哩​​）て​ト​​取​​れる​ヲミナ​​婦人​​なりとて、その​コ​​子​​を​バアリダイ​​巴阿哩歹​​（蒙古 源流​バガリタイ​​巴噶哩台​​）と​ナ​​名​​づけたり。​バアリン​​巴阿𡂰​​（親征錄​バリン​​霸鄰​​、元史​バリン​​八鄰​​）の​トホツオヤ​​遠祖︀​​とその[​ヒト​​人​​]は​ナ​​爲​​れり。​バアリダイ​​巴阿哩歹​​の​コ​​子​​ ​チドクル ボコ​​赤都︀忽勒 孛闊​​（赤都︀忽勒 力士）。​チドクル ボコ​​赤都︀忽勒 孛闊​​は、​ヲミナ​​婦人​​ ​オホ​​多​​くありき。その​コ​​子​​ ​アマタ​​眾多​​（蒙語​メネム​​篾捏木​​）​ウマ​​生​​れたり。​メネン バアリン​​篾年 巴阿𡂰​​（眾 巴阿𡂰）​ウヂ​​姓​​と​カレラ​​彼等​​は​ナ​​爲​​れり。
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​アニオトヽ​​兄弟​​ ​イツタリ​​五人​​より出でたる五つの​ウヂ​​姓​​

　​ベルグヌタイ​​別勒古訥台​​は、​ベルグヌト​​別勒古訥惕​​ ​ウヂ​​姓​​と​ナ​​爲​​れり。​ブグヌタイ​​不古訥台​​は、​ブグヌト​​不古訥惕​​ ​ウヂ​​姓​​と​ナ​​爲​​れり。​ブグ カタギ​​不古 合塔吉​​は、​カタギン​​合塔斤​​（親征錄、元史 本紀、​ハタギン​​哈荅斤​​）​ウヂ​​姓​​と​ナ​​爲​​れり。​ブカト サルヂ​​不合禿 撒勒只​​は、​サルヂウト​​撒勒只兀惕​​ ​ウヂ​​姓​​と​ナ​​爲​​れり。（親征錄、元史 本紀、[71]​サンヂウ ブ​​散只兀 部​​。元史に、珊竹、散朮台、散竹台、珊竹帶、撒里知兀䚟とも書けり。）​ボドンチヤル​​孛端察兒​​は、​ボルヂギン​​孛兒只斤​​ ​ウヂ​​姓​​となれり。（こは、曾祖︀父 孛兒只吉歹 篾兒干の名に依れるなり。蒙古 源流​ボルヂギン​​博爾濟錦​​。その複稱は、孛兒只吉惕にして、蒙古 游牧記に、博明の西齋偶得を引きて、今の蒙古の元裔は、みな博爾濟吉特 氏なりと云へり。）
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​ボドンチヤル​​孛端察兒​​の子 ​カビチ​​合必赤​​ ​ヂヤウレダイ​​沼咧歹​​

　​ボドンチヤル​​孛端察兒​​の​ヨバ​​通​​へる​ヲミナ​​婦人​​より​ウマ​​生​​れたる​バリン シイラト カビチ​​巴啉 失亦喇禿 合必赤​​（元史、輟耕錄、​バリン シヘラト ハビチ​​八林 昔黑剌禿 哈必畜​​、蒙古 源流​ハビチ バートル​​哈必齊 巴圖爾​​）と​イ​​云​​へるありき。その​カビチ バアトル​​合必赤 巴阿禿兒​​（合必赤 勇士）の​ハヽ​​母​​の​ジウフ​​從婦​​（嫁ぎに從へる婦人）を​ボドンチヤル​​孛端察兒​​ ​ヒ​​扯​​きて​ヲ​​居​​りき。​ヒトリ​​一人​​の​コ​​子​​ ​ウマ​​生​​れたり。​ヂヤウレダイ​​沼咧歹​​と​イ​​云​​へるなりき。（原書には、沼兀咧歹と書けり。沼兀と書きても沼の一字と音同じき故に、兀の字を略けり。かゝる例は、後にもあまたあり。一一には註せず。）​ヂヤウレダイ​​沼咧歹​​は、​サキ​​前​​に​ヂユゲリ​​主格黎​​（明本 旁譯​ニテ​​以​​㆑​サヲ​​竿​​​カケテ​​懸​​㆑​ニクヲ​​肉​​​マツル​​祭​​㆑​テンヲ​​天​​​トコロ​​處​​）に​イ​​入​​りたりき（明譯​ボドンチヤル​​孛端察兒​​ ​アリシトキ​​在時​​、​ヲ​​將​​㆑​カレ​​他​​​ナシ​​做​​㆑​コト​​兒​​、​サイシノ​​祭祀​​ ​トキニオナジク​​時同​​ ​サイシシ​​祭祀​​ ​タリキ​​有來​​）。
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​ヂヤウレイト​​沼咧亦惕​​ ​ウヂ​​姓​​

　​ボドンチヤル​​孛端察兒​​ ​ナ​​無​​くなれる​ノチ​​後​​、その​ヂヤウレダイ​​沼咧歹​​を「​イヘ​​家​​には​ツネ​​常​​に​アダンカ ウリヤンカダイ​​阿當合 兀哴合歹​​（卽ち前の阿當罕 兀哴合 姓）の​ヒト​​人​​ ​ス​​住​​めり。​カレ​​彼​​のなるぞ」と​イ​​云​​ひて、​サイテンシヨ​​祭天處​​より​イダ​​出​​して、​ヂヤウレイト​​沼咧亦惕​​ ​ウヂ​​姓​​と​ナ​​爲​​して、​ヂヤウレイト​​沼咧亦惕​​（親征錄 元史​ヂヤウレイ​​照烈​​、また​チヤウレタイ​​召烈台​​）の​トホツオヤ​​遠祖︀​​とその[​ヒト​​人​​]は​ナ​​爲​​れり。
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​メネン トドン​​篾年 土敦​​の七子

　​カビチ バアトル​​合必赤 巴阿禿兒​​の​コ​​子​​ ​メネン トドン​​篾年 土敦​​ありき。（元史本紀​メネン ドドン​​咩撚 篤敦​​。世系表 輟耕錄は、撚を麻と誤れり。蒙古 源流​マハ トダン​​瑪哈 圖丹​​、哈必齊の孫とせり）​メネン トドン​​篾年 土敦​​の​コ​​子​​ ​カチ クルク​​合赤 曲魯克​​、（蒙古 源流​ハチ クルク​​哈齊 庫魯克​​。元史 世系表、輟耕錄は、誤りて旣拏 篤兒罕と云へり。）​カチン​​合臣​​、（世系表​カシヤン​​合產​​、敦必乃の第三子とせり。）​カチウ​​合赤兀​​、（世系表​カチユフ​​葛朮虎​​、敦必乃の長子とせり）​カチユラ​​合出剌​​、（世系表​カフラ ギリタン​​葛忽剌 急里擔​​、敦必乃の第二子とせり。）​カチウン​​合赤溫​​、（世系表​カチフン​​葛赤渾​​、敦必乃の第五子とせり）​カラルダイ​​合㘓歹​​、（世系表​ハララダイ​​哈剌喇歹​​、[72]敦必乃の第四子とせり。）​ナチン バアトル​​納臣 巴阿禿兒​​（納臣 勇士。元史 本紀 世系表​ナチン​​納眞​​、朮赤台の傳​ラチン バード​​剌眞 八都︀​​、畏荅兒の傳 剌眞 八都︀兒）​ナヽタリ​​七人​​ありき。（輟耕錄の宗室 世系は、大抵 元史の世系表に同じ。蓋 世系表は、輟耕錄に據れるなり。この後 世系表を引ける場合には、輟耕錄をば必ずしも引かず。）
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七子の子孫の​ウヂ​​姓​​ども

　​カチ クルク​​合赤 曲魯克​​の​コ​​子​​ ​カイド​​海︀都︀​​（元史​ハイド​​海︀都︀​​）は、​ノモルン エケ​​那莫侖 額客​​（那莫侖と云ふ母）より​ウマ​​生​​れたるなりき。（元史 本紀は​モナルン​​莫挐倫​​に作り、咩撚 篤敦の妻 海︀都︀の祖︀母とせり。）​カチン​​合臣​​の​コ​​子​​ ​ノヤギダイ​​那牙吉歹​​と​イ​​云​​へるありき。​クワンニン​​官人​​（蒙語​ノヤン​​那顏​​）ぶる​サガ​​性​​ある​ユヱ​​故​​に、​ノヤキン​​那牙勤​​ ​ウヂ​​姓​​となれり。（親征錄​ノエキン​​那也勤​​。元史​ノハカル​​那哈合兒​​、葛朮虎の子孫とせり。）​カチウ​​合赤兀​​の​コ​​子​​ ​バルラタイ​​巴嚕剌台​​と​イ​​云​​へるありき。​オホ​​大​​きなる​ミ​​身​​にて​クヒモノ​​食物​​に​タケ​​健​​く（蒙語​バル​​巴嚕​​）ありき。​バルラス​​巴嚕剌思​​ ​ウヂ​​姓​​（健啖氏）となれり。（世系表、八魯剌斯、大小 二族あり、皆 葛朮虎の子孫に非ず。）​カチユラ​​合出剌​​の​コ​​子​​も、​クヒモノ​​食物​​に​タケ​​健​​き​ユヱ​​故​​に、​エケ バルラ​​也客 巴嚕剌​​（大 巴嚕剌）​ウチユゲン バルラ​​兀出干 巴嚕剌​​（小 巴嚕剌）と​ナ​​名​​づけて、​バルラス​​巴嚕剌思​​ ​ウヂ​​姓​​と​ナ​​爲​​して、​エルデント バルラ​​額兒點圖 巴嚕剌​​、​トドエン バルラ​​脫朶延 巴嚕剌​​が​カシラ​​頭​​たる（――を頭とせる）​バルラス​​巴嚕剌思​​と​カレラ​​彼等​​は​ナ​​爲​​れり。（世系表、大 八魯剌斯のみは、葛忽剌 急里擔の子孫にして、小 八魯剌斯は、合產の子孫とせり。）​カラルダイ​​合㘓歹​​の​コ​​子​​どもは、​カユメシ​​粥飯︀​​（蒙語​ブダアン​​不荅安​​）を​アラソ​​爭​​ひ​ナウ​​腦​​ ​カシラ​​頭​​ ​ナ​​無​​き（兄弟の閒に長上なき）故に、​ブダアト​​不荅阿惕​​（世系表​ボデアテ​​博歹阿替​​）​ウヂ​​姓​​と​カレラ​​彼等​​は​ナ​​爲​​れり。​カチウン​​合赤溫​​の​コ​​子​​ ​アダルキダイ​​阿荅兒乞歹​​と​イ​​云​​へるありき。​アニオトヽ​​兄弟​​の​アヒダ​​閒​​に​カンテフ​​閒諜​​する（蒙語​アダルク​​阿荅兒黑​​）​ユヱ​​故​​に、​アダルギン​​阿荅兒斤​​（親征錄 同じ。世系表​アダリギ​​阿荅里急​​）​ウヂ​​姓​​となれり。​ナチン バアトル​​納臣 巴阿禿兒​​の​コ​​子​​ ​ウルウダイ​​兀嚕兀歹​​（元史 朮赤台の傳​ウルウタイ​​兀魯兀台​​）、​モンクタイ​​忙忽台​​（朮赤台の傳​モング​​忙兀​​、畏荅兒の傳​モングル​​忙兀兒​​）と​イ​​云​​へるありき。​ウルウト​​兀嚕兀惕​​（親征錄​ウルウ​​兀魯吾​​。世系表​ウチヤウト​​兀察兀禿​​。察は、魯に作るべし。輟耕錄に據りて誤れり。）​モンクト​​忙忽惕​​（親征錄 元史​モング​​忙兀​​）の​ウヂ​​姓​​と​カレラ​​彼等​​[73]は​ナ​​爲​​れり。​ナチン バアトル​​納臣 巴阿禿兒​​の​ヨバ​​通​​へる​ヲミナ​​婦人​​より​ウマ​​生​​れたる​シヂユウダイ​​失主兀歹​​、​ドゴラダイ​​朶豁剌歹​​と​イ​​云​​へるありき。
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​カイド​​海︀都︀​​の三子の子孫の​ウヂ​​姓​​ども

　​カイド​​海︀都︀​​の​コ​​子​​、​ベ センゴル ドクシン​​伯 升豁兒 多黑申​​、（元史 本紀​バイ シングル​​拜 姓忽兒​​。世系表 輟耕錄は、姓を住に誤れり、蒙古 源流​バイ シングル ドクシン​​拜 星呼爾 多克申​​、哈齊 庫魯克の子となせり。）​チヤラカイ リンク​​察喇孩 領忽​​、（領忽は、漢︀語 令公の轉なり。世系表​チヤラハ ニンクン​​察剌哈 寧昆​​。輟耕錄に察剌罕 寧兒とあるは、昆を兒に誤れるなり。）​チヤウヂン オルテガイ​​抄眞 斡兒帖該​​（世系表​リヤフヂン ウトテガ​​獠忽眞 兀禿迭葛​​禿は、兒の誤りなり。）​ミタリ​​三人​​ありき。​ベ センゴル ドクシン​​伯 升豁兒 多黑申​​の​コ​​子​​ ​トンビナイ​​屯必乃​​ ​セチエン​​薛禪​​（屯必乃 賢者︀。元史​トンビナイ​​敦必乃​​、蒙古 源流​トムバガイ チエチエン​​托木巴該 徹辰​​）ありき。​チヤラカイ リンク​​察喇孩 領忽​​の​コ​​子​​ ​シヤングン ビルゲ​​想昆 必勒格​​（世系表 誤りて​チナス​​直拏斯​​）[ありき]。（この閒 脫文あり。明譯には、下の如き譯文あり。​シヤングン ビルゲ​​想昆 必勒格​​​（ハ）、​ウメリ​​生​​㆑​コヲ​​子​​㆑​イフ​​名​​㆓​アンバカイ​​俺巴孩​​​（ト）㆒。）​アンバカイ​​俺巴孩​​（元史本紀​ハンブハイ ハン​​咸補海︀ 罕​​、蒙古 源流​アムバイ カン​​阿木拜 汗​​）​ラ​​等​​は、​タイチウト​​泰赤兀惕​​（親征錄、元史 本紀、​タイチウ​​泰赤烏​​、世系表​タイチウト​​大丑兀禿​​、蒙古 源流​ダイチゴト​​岱齊果特​​）​ウヂ​​姓​​となれり。​チヤラカイ リンク​​察喇孩 領忽​​の​アニヨメヅマ​​嫂妻​​（明譯​オサメテ​​收​​㆑嫂​（ヲ）​ス​​爲​​​ツマト​​妻​​）より​ウマ​​生​​れたる​ベスタイ​​別速台​​と​イ​​云​​へるありき。​ベスト​​別速惕​​ ​ウヂ​​姓​​（元史 抄兒の傳​ベス ウヂ​​別速 氏​​）と​カレラ​​彼等​​は​ナ​​爲​​れり。​チヤウヂン オルテガイ​​抄眞 斡兒帖該​​の​コ​​子​​どもは、​オロナル​​斡囉納兒​​（元史​オラナル ウヂ​​斡剌納兒 氏​​、又 斡耳納 氏 斡魯納台 氏）、​コンゴタン​​晃豁壇​​（元史 伯八の傳​コンカダン ウヂ​​晃合丹 氏​​）、​アルラト​​阿嚕剌惕​​（元史​アルラ ウヂ​​阿魯剌 氏​​また​アルラ ウヂ​​阿兒剌 氏​​）、​シエニト​​雪你惕​​、​カブトルカス​​合卜禿兒合思​​、​ゲニゲス​​格泥格思​​の​ウヂ​​姓​​と​カレラ​​彼等​​は​ナ​​爲​​れり。
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​トンビナイ​​屯必乃​​の二子

　​トンビナイ セチエン​​屯必乃 薛禪​​の​コ​​子​​、​カブル カガン​​合不勒 合罕​​（合不勒 大君。元史​カブル カン​​葛不律 寒​​、蒙古 源流​ハブル カン​​哈布勒 汗​​）、​セムセチユレ​​撏薛出列​​ 二人ありき。​セムセチユレ​​撏薛出列​​の子、​ブルテチユ バアトル​​不勒帖出 巴阿禿兒​​（親征錄​ブンタチユ バード​​奔搭出 拔都︀​​）ありき。





​カブル カガン​​合不勒 合罕​​の七子

​カブル カガン​​合不勒 合罕​​の​コ​​子​​ ​ナヽタリ​​七人​​ありき。その​コノカミ​​長​​は​オキン バルカク​​斡勤 巴兒合黑​​、（をとめ巴兒合黑。顏好きが故に名づくと云ふ。世系表​コキン バラハハ​​窠斤 八剌哈哈​​。[74]窠は、窩の誤りならん。輟耕錄は、又 笛不の二字に誤れり。）[​ツギ​​次​​は]​バルタン バアトル​​巴兒壇 巴阿禿兒​​（元史​バリダン​​八哩丹​​、蒙古 源流​バルダム バートル​​巴爾達木 巴圖兒​​）、​クトクト モングル​​忽禿黑禿 蒙古兒​​（卷四に古を列とせり。親征錄​フドト モンナル​​忽都︀徒 忙納兒​​、元史​フドル メネル​​忽都︀魯 咩聶兒​​）、​クトラ カガン​​忽圖剌 合罕​​（忽圖剌 大君。親征錄​フトラン カガン​​忽脫蘭 可汗​​、世系表​フルラ ハン​​忽魯剌 罕​​）、​クラン​​忽闌​​（親征錄 世系表​フラン​​忽蘭​​）、​カダアン​​合荅安​​（世系表​カダン バードル​​合丹 八都︀兒​​）、​トドエン オツチギン​​脫朶延 斡惕赤斤​​、（親征錄​トドン​​脫端​​、世系表​トドン オチギン​​掇端 斡赤斤​​。斡惕赤斤は、竈なり。轉じて家產の義となる。蒙古の俗、少子は父の遺產を受くる故に、斡惕赤斤 卽ち 竈君と稱す。元史には、斡赤斤、斡眞、斡嗔、斡陳など書けり。）この​ナヽタリ​​七人​​ありき。
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​オキン バルカク​​斡勤 巴兒合黑​​の​タネ​​胤​​なる​ユルキ​​禹兒乞​​ ​ウヂ​​姓​​

　​オキン バルカク​​斡勤 巴兒合黑​​の​コ​​子​​ ​クトクト ユルキ​​忽禿黑禿 禹兒乞​​ありき。（この人は、卷三にも卷四にも莎兒合禿 主兒乞とあれば、忽禿黑禿は、莎兒合禿の誤りにして、忽禿黑禿 蒙古兒と混じたるなり）​クトクト ユルキ​​忽禿黑禿 禹兒乞​​の​コ​​子​​、​セチエ ベキ​​薛扯 別乞​​（別乞は、族長の稱。親征錄 元史 本紀​セチエ ベギ​​薛徹 別吉​​）、​タイチユ​​台出​​（親征錄、元史 本紀、​タイチウ​​大丑​​）​フタリ​​二人​​ありき。​ユルキ​​禹兒乞​​（親征錄​ユルキン​​月兒斤​​）​ウヂ​​姓​​と​カレラ​​彼等​​は​ナ​​爲​​れり。
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​バルタン​​巴兒壇​​の四子

　​バルタン バアトル​​巴兒壇 巴阿禿兒​​の​コ​​子​​、​モンゲト キヤン​​忙格禿 乞顏​​（乞顏は、合不勒 合罕の子孫、蒙古の嫡流の姓なり。孛兒只斤は、孛端察兒の子孫 總體の姓にして、我が經基王の子孫みな源氏と稱するが如く乞顏は、その宗家に限られ、我が 新田 足利 德川の如し。元史 本紀の​キヤウン​​奇渥溫​​は、音 正しからず。世系表​モンキト キヤン​​蒙奇睹 黑顏​​、蒙古 源流​ムンゲト チエチエン​​孟格圖 徹辰​​）、​ネクン タイシ​​捏坤 太石​​（太石は、漢︀語 太師の轉にして、遼代 以來 北人の美稱となれり。今は台吉と書き、タイヂと呼びて、蒙古の爵の名となれり。明本 音譯に太子と書けるは、譯人の誤りなり。蒙古には儲君なし。太子は、儲君にして、タイツと呼び、音 義みな違ふ。後來 元帝の諸︀子をみな太子と稱するは、皇子の義にして、太石とは又 別なり。世系表​ネグン タイシ​​聶昆 太司​​、蒙古 源流​ネグン タイシ​​訥衮 泰實​​）、​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​（親征錄 元史​レツソ シンゲン クワウテイ エスガイ​​烈祖︀ 神︀元 皇帝 也速該​​、蒙古 源流​イスガイ バートル​​伊蘇凱 巴圖兒​​）、​ダリタイ オツチギン​​荅哩台 斡惕赤斤​​、（親征錄​ダリタイ​​荅里台​​、元史 本紀​ダリタイ​​荅力台​​、世系表​ダリヂン​​荅里眞​​。眞は、直の誤りか。然らざれば、里眞の閒に台斡の二字脫ちたるなり。蒙古 源流​ダリダイ オヂギン​​達哩岱 諤濟錦​​）、この​ヨタリ​​四人​​ありき。





​クトクト モングル​​忽禿黑禿 蒙古兒​​の子

​クトクト モングル​​忽禿黑禿 蒙古兒​​の​コ​​子​​ ​ブリ ボコ​​不哩 孛闊​​（不哩 力士）ありき。​オナン​​斡難︀​​の​ハヤシ​​林​​（斡難︀ 河原の林）に​ウタゲ​​筵會​​せる​トキ​​時​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​（成吉思 汗の弟）の​カタ​​肩​​を​サ​​劈​​き​キ​​斫​​り[75]たるは、この​ヒト​​人​​の[​ワザ​​業​​]なりき。（この事、卷四にあり。）
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​クトラ カガン​​忽圖剌 合罕​​の三子

　​クトラ カガン​​忽圖剌 合罕​​の​コ​​子​​、​ヂユチ​​拙赤​​（親征錄​シユヂ カガン​​搠只 可汗​​）、​ギルマウ​​吉兒馬兀​​、​アルタン​​阿勒壇​​（親征錄、元史本紀、​アンタン​​按壇​​、また​アンタン​​按彈​​）​ミタリ​​三人​​ありき。





​クラン​​忽蘭​​の子

​クラン バアトル​​忽蘭 巴阿禿兒​​（世系表​フラン バードル​​忽蘭 八都︀兒​​）の​コ​​子​​ ​エケ チエレン​​也客 扯嗹​​ありき。​バダイ​​巴歹​​、​キシリク​​乞失黎黑​​ ​フタリ​​二人​​の​ダルカン​​荅兒罕​​の​クワンニン​​官人​​は、この人の[​ケニン​​家人​​]なりき。（この二人の事は、卷五 卷六にあり。）​カダアン​​合荅安​​、​トドエン​​脫朶延​​ ​フタリ​​二人​​は、​ウミノコ​​子孫​​なかりき。
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​カブル​​合不勒​​の後 ​アンバカイ​​俺巴孩​​の​ウシハ​​管​​き

　​アマネ​​普​​き​モンゴル​​忙豁勒​​（全 蒙古 部）を​カブル カガン​​合不勒 合罕​​ ​ウシハ​​管​​きたり。（蒙古の酋長は、合不勒に至り始めて合罕と稱したり。大金 國志の熙宗 皇統 七年の處に「朦骨 酋長 熬羅 孛極烈、自稱㆓祖︀元 皇帝㆒」とある熬羅は、卽ち合不勒なり。金の皇統 七年は、我が近衞 天皇 久安 三年 丁卯、宋の高宗 紹興 十七年、西紀 一一四四年、成吉思 汗の生るゝより十五年前なり。）​カブル カガン​​合不勒 合罕​​の​ノチ​​後​​、​カブル カガン​​合不勒 合罕​​の​コトバ​​言​​にて、その​ナヽタリ​​七人​​の​コ​​子​​あれども、​シヤングン ビルゲ​​想昆 必勒格​​の​コ​​子​​ ​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​は、​アマネ​​普​​き​モンゴル​​忙豁勒​​を​ウシハ​​管​​きたり。（忙豁勒の名は、甚だ古し。唐書 室韋の傳の蒙兀 室韋、松漠 紀聞の盲骨子、朦古、契丹 國志の蒙骨、蒙古里、遼史の萌古、蒙韃 備錄の蒙古斯、大金 國志の蒙骨子、朦骨、萌骨 等は、皆この忙豁勒なり。）
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​アンバカイ​​俺巴孩​​の​トラ​​拏​​はれ

　​ブユル ナウル​​不余兒 納兀兒​​、​コレン ナウル​​闊連 納兀兒​​（納兀兒は湖水。今の​ブイル ノール​​布伊爾 諾爾​​、​フルン ノール​​呼倫 諾爾​​）​ニコ​​二湖​​の​アヒダ​​閒​​なる​ウルシウン ムレン​​兀兒失溫 木嗹​​（今の​ウルシユン ガハ​​烏爾順 河​​）に​ヲ​​居​​る​アイリウト​​阿亦里兀惕​​、​ビルウト​​備嚕兀惕​​（二姓）なる​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​に、​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​は、​ムスメ​​女​​を​アタ​​與​​へて、​ミヅカ​​自​​らその​ムスメ​​女​​を​オク​​送​​りて​ユ​​往​​きたるに、​タタル​​塔塔兒​​の​ヂユイン​​主因​​（種姓）の​タミ​​民​​は、​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​を​トラ​​拏​​へて、​キタト​​乞塔惕​​の（契丹の複稱。蒙古人は、支那人を乞塔惕と云ひ、契丹人を合喇 乞塔惕と云ふ。）​アルタン カガン​​阿勒壇 合罕​​に（阿勒壇は、黃金なり。蒙語 乞塔敦 阿勒壇 合罕は、支那の金 皇帝、云ふに同じ。この金 皇帝は、廢帝 亮なるべし。）​ヰ​​率​​て​ユ​​往​​く​トキ​​時​​、​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​は、​ベスト​​別速惕​​の​ヒト​​人​​ ​バラカチ​​巴剌合赤​​なる​ツカヒ​​使​​もて​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るに、「​カブル カガン​​合不勒 合罕​​の​シチシ​​七子​​の​ナカ​​中​​[76]なる​クトラ​​忽圖剌​​に​イ​​言​​へ。[​マタ​​又​​ ​ワ​​我​​が]​ジツシ​​十子​​の​ウチ​​內​​ ​カダアン タイシ​​合荅安 太石​​に​イ​​言​​へ」とて​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るに、「​カムクン カガン​​合木渾 合罕​​（普き大君、すめら おほぎみ）、​クニ​​國​​の​ウシ​​主人​​となりて、​ムスメ​​女​​を​ミヅカ​​自​​ら​オク​​送​​れることを​ワレ​​我​​により​イマシ​​戒​​めよ。​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​に​トラ​​拏​​へられたり、​ワレ​​我​​。​イツ​​五​​塔奔​つ​ユビ​​指​​を​ツメ​​爪​​ ​ハガ​​刷​​塔木​すまで、​トヲ​​十​​哈兒班​の​ユビ​​指​​を​スリヘラ​​磨滅​​哈兀惕​すまで、​ワ​​我​​が​カタキ​​仇​​哈赤​を​ムク​​報​​い​コヽロ​​試​​みよ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき。
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​エスガイ​​也速該​​の妻狩

　その​コロ​​頃​​ ​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​は、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​に​タカ​​鷹​​を​ツカ​​使​​ひ​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​メルキト​​篾兒乞惕​​（親征錄 元史​メリキ ブ​​蔑里乞 部​​）の​エケ チレド​​也客 赤列都︀​​（蒙古 源流​イケ チレト​​伊克 齊埓圖​​）、​オルクヌウト​​斡勒忽訥兀惕​​（蒙古 源流​オルゴノト​​鄂勒郭諾特​​）の​タミ​​民​​より​ヲトメ​​女子​​を​ト​​取​​りて​オク​​送​​りて​キ​​來​​ぬるに​ア​​遇​​ひて、​ウカヾ​​偵​​ひて​ミ​​見​​れば、​カホバセ​​顏色​​の​コト​​殊​​なる（殊色ある）​ヲトメ​​童女​​ ​キサキ​​貴女​​なるを​ミ​​見​​て、​イヘ​​家​​に​カヘ​​回​​り​ハシ​​奔​​りて、​ネクン タイシ​​捏坤 太石​​なる​アニ​​兄​​、​ダリタイ オツチギン​​荅哩台 斡惕赤斤​​なる​オトヽ​​弟​​を​ヒキ​​率​​ゐて​キ​​來​​ぬ。
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​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​の夫別れ

　​イタ​​到​​れば、​チレド​​赤列都︀​​ ​オソ​​懼​​れて、―​ハヤ​​速​​き​ウスキイロ​​淡黃色​​の​ウマ​​馬​​ありき。その​ウスキイロ​​淡黃色​​の​ウマ​​馬​​の​モヽ​​腿​​を​ウ​​打​​ちて、​オカ​​岡​​を​コ​​越​​え​カク​​躱​​れたれば、その​シリヘ​​後​​より​ミタリ​​三人​​にて​ツヾ​​續​​き​ア​​合​​ひたり。​チレド​​赤列都︀​​は、​ヤマ​​山​​の​ハナ​​鼻​​を​メク​​繞​​り​カヘ​​回​​りて、​クルマ​​車​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​ぬれば、そこに​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​〈［＃「訶額侖 兀眞」は底本では「訶額命 兀眞」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉（兀眞は、漢︀語 夫人の轉。元史​センイ クワウゴウ ウエルン​​宣懿 皇后 月倫​​、蒙古 源流​ウゲレン ハトン​​烏格楞 哈屯​​）​イ​​言​​はく「​カ​​彼​​の​ミタリ​​三人​​の​ヒト​​人​​を​サト​​覺​​れるか、​ナムヂ​​爾​​。​カオガオ​​顏顏​​ ​アシ​​惡​​くあり。​ナムチ​​爾​​の​イノチ​​命​​〈［＃ルビ「イノチ」は底本では「イノ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉を​ト​​取​​らん​ケシキ​​氣色​​あり。​ナムチ​​爾​​の​イノチ​​命​​だにあらば、​シヤゼン​​車前​​完勒只格​（車の前室）ごとに​ヲトメ​​童女​​斡乞惕​、​クロクルマ​​黑車​​合喇兀​ごとに​キサキ​​貴女​​合禿惕​あらん。​ナムチ​​爾​​の​イノチ​​命​​だにあらば、​ヲトメ​​童女​​ ​キサキ​​貴女​​は得らるゝぞ、[77]​ナムチ​​爾​​ ​コト​​異​​なる​ナ​​名​​のを​ホエルン​​訶額侖​​と​マタ​​又​​ ​ナ​​名​​づくべきぞ、​ナムチ​​爾​​。​イノチ​​命​​を​ノガ​​遁​​れ、​ワ​​我​​が​カ​​香​​を​カ​​嗅​​ぎて​ユ​​行​​け」とて、​ミジカギヌ​​短衣​​を​ヌ​​脫​​ぎて[​アタ​​與​​へたるを、​チレド​​赤列都︀​​]​ウマ​​馬​​の​ウヘ​​上​​より​サグ​​探​​りて​ト​​取​​りたれば、​ミタリ​​三人​​にて​ヤマ​​山​​の​ハナ​​鼻​​を​メグ​​繞​​りて​イタ​​到​​りて​キ​​來​​ぬれば、​チレド​​赤列都︀​​は、​ハヤ​​速​​き​ウスキイロ​​淡黃色​​の​ウマ​​馬​​の​モヽ​​腿​​を​ウ​​打​​ちて、​イソ​​急​​ぎ​ハシ​​走​​りて​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​に​サカノボ​​泝​​り​ハシ​​走​​れり。
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​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​の泣言

　​ミタリ​​三人​​にて​アト​​後​​より​オ​​追​​ひて、​ナヽ​​七​​つの​ヲカ​​岡​​を​コ​​越​​ゆるまで​ハシ​​走​​りて、​カヘ​​回​​りて​キ​​來​​て​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​を（明譯補足​ツヽミモチサリ​​裹將去​​）、​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​ ​タヅナ​​韁​​を​ヒ​​牽​​きて​ネクン タイシ​​捏坤 太石​​なるその​アニ​​兄​​ ​ミチビキ​​嚮導​​して、​ダリタイ オツチギン​​荅哩台 斡惕赤斤​​なるその​オトヽ​​弟​​ ​ナガエ​​轅​​に​ソ​​傍​​ひて​ク​​來​​る​トキ​​時​​、​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​ ​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​セ​​兄​​（蒙語​アカ​​阿合​​、兄をも夫をも云ふ）​チレド​​赤列都︀​​は、​カゼ​​風​​克​に​サカラ​​逆​​ひ​カミ​​髮​​客古勒​を​ハラ​​拂​​客額速​はれたること​ナ​​無​​く​アレノ​​荒野​​客額兒​の​チ​​地​​に​ハラ​​腹​​客額里​を​ウ​​飢​​ゑさせたること​ナ​​無​​かりき。​イマ​​今​​はいか​サマ​​樣​​に。​フタ​​二​​つの​ベンパツ​​辦髮​​を​ヒト​​一​​たびは​セ​​背​​の​ウヘ​​上​​に​ヤ​​遣​​りて、​ヒト​​一​​たびは​フトコロ​​懷​​の​ウヘ​​上​​に​ヤ​​遣​​りて、​ヒト​​一​​たびは​マヘ​​前​​に​ム​​向​​け、​ヒト​​一​​たびは​ウシロ​​後​​に​ム​​向​​け、いか​サマ​​樣​​に​ナ​​爲​​して​サ​​去​​れる」と​イ​​云​​ひて、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​を​ナミタ​​波立​​脫勒乞思塔剌​たするまで、​ハヤシガハラ​​林河原​​槐主不兒​を​トヨモ​​震動​​擣哩思塔剌​すまで、​オホゴヱ​​大聲​​に​ナ​​哭​​きて​キ​​來​​つる​トキ​​時​​、​ダリタイ オツチギン​​荅哩台 斡惕赤斤​​ ​ソ​​傍​​ひて​ユ​​行​​きて​イ​​言​​はく「​ナンヂ​​汝​​の​イダ​​抱​​帖別哩​ける[​ヒト​​人​​]は、​タウゲ​​峠​​荅巴阿勒​を​オホ​​多​​く​コ​​越​​荅巴​えたり。​ナンヂ​​汝​​の​ナ​​哭​​委剌荅​かるゝ[​ヒト​​人​​]は、​ミヅ​​水​​兀速惕​を​オホ​​多​​く​ワタ​​渡​​れり。​サケ​​叫​​合亦剌​ぶとも、​カヘリ​​顧​​合剌亦​みて​ミ​​見​​ざらん、​ナンヂ​​汝​​を。​アト​​跡​​合亦​ ​オ​​追​​ふとも、​カレ​​彼​​の​ミチ​​路​​合兀魯合​を​エ​​得​​ざらん、​ナンヂ​​汝​​、​モダ​​默​​してよ」と​イ​​云​​ひて​イサ​​諫​​めたり。​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​を、​エスガイ​​也速該​​は、かくてその​イヘ​​家​​に​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​[78]ぬ。​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​を​エスガイ​​也速該​​の​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​ぬる​コトノモト​​緣由​​、かくあり。
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​クトラ​​忽圖剌​​ ​ソクヰ​​卽位​​の​ウタゲ​​筵會​​

　​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​の、​カダアン​​合荅安​​、​クトラ​​忽圖剌​​ ​フタリ​​二人​​を​ナ​​名​​ざして​ヤ​​遣​​りたるに​ヨ​​依​​り、​アマネ​​普​​き​モンゴル​​忙豁勒​​、​タイチウト​​泰赤兀惕​​は、​オナン​​斡難︀​​の​ゴルゴナク ヂユブル​​豁兒豁納黑 主不兒​​（豁兒豁納黑 河原、卽ち小河の河原）に​ツド​​聚​​ひて、​クトラ​​忽圖剌​​を​カガン​​合罕​​（​カン​​罕​​の​カン​​罕​​、君の君、大罕 おほぎみ、舊史の​カガン​​可汗​​）となせり。​モンゴル​​忙豁勒​​の​タノ​​樂​​しき​オド​​踊​​り​ウタゲ​​筵會​​ ​タノ​​樂​​しくありき。​クトラ​​忽圖剌​​を​キミ​​君​​に​イタヾ​​戴​​くと、​ゴルゴナク​​豁兒豁納黑​​の​シゲ​​繁​​れる​キ​​木​​の​マハリ​​周圍​​に​アバラ​​肋​​合必兒合​だけの​ミゾ​​溝​​合兀魯合​、​ヒザ​​膝​​額不都︀克​だけの​クボミ​​窪​​斡勒客克​となるまで​ヲド​​踊​​れり。
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​フクシウ​​復讎​​の​タヽカ​​戰​​ひ

　​クトラ​​忽圖剌​​、​カガン​​合罕​​となると、​カダアン タイシ​​合荅安 太石​​と​フタリ​​二人​​、​タタル​​塔塔兒​​の民の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​せり。​タタル​​塔塔兒​​の​コドン バラカ​​闊端 巴喇合​​、​ヂヤリ ブハ​​札里 不花​​〈［＃「札里 不花」は底本では「札里不花」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§58(01:39:10)の漢︀字音訳「札里-不花」に倣い二語に分割］〉 ​フタリ​​二人​​の​トコロ​​處​​に​ジフサン​​十三​​たび​タヽカ​​戰​​ひて、​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​の​アダ​​讎​​斡雪兒​ ​カヘ​​復​​斡旋​し ​ウラ​​怨​​乞撒兒​み ​ムク​​報​​乞散​いかねたり。
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​デリウン​​迭里溫​​ ​コザン​​孤山​​に​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ウマ​​生​​れ

　そこに​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​は、​タタル​​塔塔兒​​の​テムヂン ウゲ​​帖木眞 兀格​​（親征錄​テムヂン オケ​​帖木眞 斡怯​​）、​ゴリ ブハ​​豁哩 不花​​（親征錄​フル ブハ​​忽魯 不花​​）が​カシラ​​頭​​たる（――を始めとせる）​タタル​​塔塔兒​​を​トラ​​虜︀​​へて​キ​​來​​つれば〈［＃「來つれば」は底本では「來つれは」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉、そこに​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​ ​ハラ​​孕​​みてありて、​オナン​​斡難︀​​の ​デリウン ボルダク​​迭里溫 孛勒荅黑​​に（迭里溫 孤山。親征錄​デリウン ボンダ ザン​​跌里溫 盤陀 山​​、蒙古 源流​デリグン ブルタク チハウ​​德里衮 布勒塔克 地方​​。揑兒臣思克に居りし露西亞の商人 裕啉思奇、その地を尋ね得て、鄂嫩 河の右岸にて也客 阿喇勒 洲の上流 七 ヹルストにありと云へり。）​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​マサ​​正​​にそこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​（元史​タイソ ハフテン ケイウン セイブ クワウテイ​​太祖︀ 法天 啓運 聖武 皇帝​​、​ガウス​​號​​㆓​チンギス クワウテイト​​成吉思 皇帝​​㆒、蒙古 源流​ソド ボグダ チンギス カン​​索多 博克達 靑吉斯 汗​​）​ウマ​​生​​れき。​ウマ​​生​​るゝ​トキ​​時​​、​ミギ​​右​​の​テ​​手​​に​ヒセキ​​髀石​​（蒙古の羣兒 擲ちて戯れとする玩具、獸骨を以て作り、光澤あり玉の如し。蒙語​シア​​失阿​​）の​ゴト​​如​​き​チコヾリ​​血塊​​を​ニギ​​握​​りて​ウマ​​生​​れき。​タタル​​塔塔兒​​の​テムヂン ウゲ​​帖木眞 兀格​​を[79]​ヰ​​率​​て​キ​​來​​つる​トキ​​時​​ ​ウマ​​生​​れたりとて、​テムヂン​​帖木眞​​（親征錄 同じ。元史​テムヂン​​鐵木眞​​、蒙古 源流​テムヂン​​特穆津​​）の​ナ​​名​​を​アタ​​與​​へたること、かくあり。（この年は、我が二條 天皇 應保 二年 壬午、宋の高宗 紹興 三十二年、金の世宗 大定 二年、西紀 一一六二年 なり。）
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​エスガイ​​也速該​​の四子 一女

　​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​の​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​より、​テムヂン​​帖木眞​​、​カツサル​​合撒兒​​、​カチウン​​合赤溫​​、​テムゲ​​帖木格​​、この​ヨタリ​​四人​​の​コ​​子​​ ​ウマ​​生​​れたり。​テムルン​​帖木侖​​と​イ​​云​​ふ​ヒトリ​​一人​​の​ムスメ​​女​​ ​ウマ​​生​​れたり。​テムヂン​​帖木眞​​ ​コヽノツ​​九歲​​なる​トキ​​時​​、​ヂユチ カツサル​​拙赤 合撒兒​​（元史本紀​ハツサル​​哈撒兒​​、輟耕錄​シワウ シユチ ハツサル​​淄王 搠只 哈撒兒​​。世系表​シユチ ハル ワウ​​搠只 哈兒 王​​、撒の字を脫せり。蒙古 源流​ハツサル​​哈薩兒​​）は、​ナヽツ​​七歲​​なりき。​カチウン エルチ​​合赤溫 額勒赤​​（輟耕錄​セイワウ ハチウン​​濟王 哈赤溫​​、世系表​ハチウン ダイワウ​​哈赤溫 大王​​、蒙古 源流​ハヂギン​​哈濟錦​​）は​イツヽ​​五歲​​なりき。​テムゲ オツチギン​​帖木格 斡惕赤斤​​（世系表​テムゲ オチギン コクワウ​​鐵木哥 斡赤斤 國王​​、蒙古 源流​オチユゲン​​諤楚肯​​）は、​ミツ​​三歲​​なりき。​テムルン​​帖木侖​​（元史 諸︀公主表​シヤウコク タイチヤウコウシユ テムルン​​昌國 大長公主 帖木倫​​）は、​ウバグルマ​​繃車​​に​ア​​在​​りき。（帖木眞 九歲なる時は、我が高倉 天皇 嘉應 二年 庚寅、宗の孝宗 乾道 六年、金の大定 十年、西紀 一一七〇年なり。）
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​エスガイ​​也速該​​と​デイ セチエン​​德 薛禪​​の​デア​​出遇​​ひ

　​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​は、​テムヂン​​帖木眞​​の​コヽノツ​​九歲​​なる​トキ​​時​​、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​（訶額侖なる母）の​サトカタ​​外家​​なる​オルクヌウト​​斡勒忽納兀惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​にて、​カレ​​彼​​（帖木眞）の​ハヽカタ​​母方​​の​ヲヂ​​舅​​だちより​ムスメ​​息女​​を​モト​​求​​めんとて、​テムヂン​​帖木眞​​を​ヰ​​率​​て​ユ​​往​​きたり。​ユ​​往​​く​トキ​​時​​、​チエクチエル​​扯克徹兒​​、​チクルグ​​赤忽兒古​​ ​ニザン​​二山​​の​アヒダ​​閒​​にて、​オンギラト​​翁吉喇惕​​〈［＃ルビ「オンギラト」は底本では「オン　ラト」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉（親征錄 元史​ホンギラ​​弘吉剌​​、蒙古 源流​ホンギラト​​鴻吉喇特​​）の​デイ セチエン​​德 薛禪​​（親征錄、元史 大祖︀紀​デイ​​迭夷​​、元史 本傳​テ セチエン​​特 薛禪​​、蒙古 源流​ダイ チエチエン​​岱 徹辰​​）に​ア​​遇​​へり。（二山の地は、いまだ考へ得ず。只、露西亞の地圖を見るに、呼倫 諾爾の西南 六十餘里、克魯倫 河の北岸に齊克提喇克と云ふ處あり、二山の名と音近し。）
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​デイ セチエン​​德 薛禪​​ ​エスガイ​​也速該​​の問答

　​デイ セチエン​​德 薛禪​​ ​イ​​言​​はく「​エスガイ​​也速該​​ ​クダ​​忽荅​​（也速該なる親家 卽ち緣者︀）。​タレ​​誰​​の​トコロ​​處​​を​サ​​指​​し[80]てか​キ​​來​​つる」と​イ​​云​​ひき。​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​ ​イ​​言​​はく「この​ワ​​我​​が​コ​​子​​の​ハヽカタ​​母方​​の​ヲヂ​​舅​​なる​オルクヌウト​​斡勒忽納兀惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​にて​ヲトメ​​少女​​を​モト​​求​​めんとて​キ​​來​​つ」と​イ​​云​​ひき。​デイ セチエン​​德 薛禪​​ ​イ​​言​​はく「この​ナンヂ​​汝​​が子は、​メ​​目​​你敦​に​ヒ​​火​​合勒​あり、​メン​​面​​你兀兒​に​ヒカリ​​光​​格咧​ある​コ​​子​​なり。
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​デイ セチエン​​德 薛禪​​の​ヨ​​吉​​き夢

　​エスガイ​​也速該​​ ​シンカ​​親家​​。​ワレ​​我​​、この​ヨ​​夜​​（昨夜）、​ユメ​​夢​​を​ユメ​​夢​​みたり、​ワレ​​我​​。​シロ​​白​​き​カイセイ​​海︀靑​​（鷹の一種）は、​ヒツキ​​日月​​ ​フタ​​二​​つを​トラ​​拏​​へ、​ト​​飛​​びて​キ​​來​​て​ワ​​我​​が​テ​​手​​の​ウヘ​​上​​に​オ​​落​​ちたり。この​ユメ​​夢​​を​ヒト​​人​​に​カタ​​語​​らく「​ヒツキ​​日月​​は、​ノゾ​​望​​みて​ミ​​見​​らるゝなりき。今この​カイセイ​​海︀靑​​は、​トラ​​拏​​へて​モ​​持​​ち​キ​​來​​て​ワ​​我​​が​テ​​手​​に​オ​​落​​ちたり。​シロ​​白​​き​トリ​​鳥​​は、​マタ​​又​​（蒙語​チヤガン バウ バイ​​察罕 保兀 罷​​。察罕は白き、保兀は降り、罷は「たり」なり。白 降りたりにては、意 通ぜず。思ふに、保の上に失の字を脫し、罷は巴の誤讀ならん。失保兀は鳥、巴は又なり。）​ナニ​​何​​をもてかく​ヨ​​善​​く​ミ​​見​​せたらん（白き以下を、明譯は、節︀略して、必然好の三字に譯せり）」と​イ​​云​​ひて[ありき]。​エスガイ​​也速該​​ ​シンカ​​親家​​。この​ワ​​我​​が​ユメ​​夢​​は、​ナンヂ​​汝​​を、​タヾ​​只​​その​コ​​子​​を​ヒ​​引​​きて​ク​​來​​るを​ミ​​見​​たるなりき。​ユメ​​夢​​を​ヨ​​善​​く​ユメ​​夢​​みたり。いかなる​ユメ​​夢​​ならん。​ナンヂラ​​汝等​​ ​キヤト​​乞牙惕​​（乞顏の複稱。蒙古 源流​キヤト​​卻特​​）の​タミ​​民​​の​メデタキシルシ​​吉兆​​を​キ​​來​​て​ツ​​吿​​げたるなりき。
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美女を出す​クニ​​國​​

　​ワレラ​​我等​​ ​オンギラト​​翁吉喇惕​​の​タミ​​民​​は、​ムカシ​​昔​​の​ヒ​​日​​より​メヒ​​甥女​​者︀額​の​スガタ​​姿​​只孫​、​ムスメ​​息女​​斡勤​の​カホバセ​​顏色​​汪格​ある[​トコロ​​處​​にて、​タコク​​他國​​合鄰​]​ブラク​​部落​​を​アラソ​​爭​​はず、​ホヽ​​腮​​合察兒​ ​ウツク​​美​​しき​ヲトメ​​女子​​らを、​ナンヂラ​​汝等​​の​オホギミ​​大君​​合罕​となれる​モノ​​者︀​​に[​アタ​​與​​へ]​オホグルマ​​大車​​合撒黑帖兒堅​に​ノ​​載​​せて、​クロ​​黑​​合喇​ ​ラクダ​​路駝​​不兀喇​を​カ​​駕​​して、​ギヨ​​馭​​合塔喇​せしめて​ユ​​往​​きて、​キサキ​​妃​​合屯​の​クラヰ​​位​​に​ヒト​​一​​含禿​つに（君と共に）​スワ​​坐​​らせたり、​ワレラ​​我等​​。​ブラク​​部落​​兀魯思​ ​ジンミン​​人民​​を​アラソ​​爭​​は​​ず​​兀祿​、​カホバセ​​顏​​汪格​ ​ヨ​​好​​き​ヲトメ​​女子​​斡乞惕​らを​ソダ​​育​​斡思格​てて、​​車前​​完勒只格​ある​クルマ​​車​​に​ノ​​載​​兀訥兀兒​せて、​アヲグロ​​靑黑​​斡列​ ​ラクダ​​駱駝​​不兀喇​を​カ​​駕​​して​オク​​送​​額兀思格​りて、​​往き​​斡惕​[81]て、​タカ​​高​​溫都︀兒​き​クラヰ​​位​​に​カタヘ​​傍​​斡咧額列​なる​ソバ​​側​​額帖惕​に​スワ​​坐​​らせたり、​ワレラ​​我等​​。​ムカシ​​昔​​より​オンギラト​​翁吉喇惕​​の​タミ​​民​​は、​キサキ​​妃​​合屯​の​ダンハイ​​團牌​​合勒合​（明譯に從ふ。楯、唐團扇の類︀、貴女の體を蔽ふ者︀）ある、​ヲトメ​​女子​​斡乞惕​らの​ミヤヅカヘ​​奏事​​斡赤勒​する、​メヒ​​甥女​​者︀額​の​スガタ​​姿​​只孫​、​ムスメ​​息女​​斡勤​の​カホバセ​​顏色​​汪格​に​ヨ​​依​​る​トコロ​​處​​なりき、​ワレラ​​我等​​。












§65(01:45:07)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ムスメ​​息女​​を見せに​デイ セチエン​​德 薛禪​​の導き

　​ワレラ​​我等​​の​ヲ​​男​​訥溫​の​コ​​子​​は​イヘヰ​​營盤​​嫩禿黑​（明譯​カダウ​​家道​​）を​ノゾ​​望​​む。​ワレラ​​我等​​の​メ​​女​​斡勤​の​コ​​子​​は、​カホバセ​​顏色​​汪格​を​ミ​​見​​らる。​エスガイ​​也速該​​ ​シンカ​​親家​​。​ワ​​我​​が​イヘ​​家​​に​ユ​​往​​かん。​ワ​​我​​が​ムスメ​​息女​​は​チヒサ​​小​​くあり。​シンカ​​親家​​ ​ミ​​見​​よ」と​イ​​云​​ひて、​デイ セチエン​​德 薛禪​​は、その​イヘ​​家​​に​ミチビ​​導​​きて、​ウマ​​馬​​より​オ​​下​​りたり。












§66(01:46:03)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​イヒナヅケ​​許嫁​​の​ヤク​​約​​

　その​ムスメ​​女​​を​ミ​​見​​れば​メン​​面​​你兀兒​に​ヒカリ​​光​​格咧​あり​メ​​目​​你敦​に​ヒ​​火​​合勒​ある​ヲトメ​​女子​​[なる]を​ミ​​見​​て、​コヽロ​​心​​に​イ​​入​​らしめたり（心に適へり）。​テムヂン​​帖木眞​​より​ヒトヽセ​​一年​​ ​オホ​​大​​きく、​トヲ​​十​​なりき。​ボルテ​​孛兒帖​​（元史 后紀表​ボルテ​​孛兒台​​、蒙古 源流​ブルデ​​布爾德​​）と​イ​​云​​ふ。​ヨルヤド​​夜宿​​りて、​アシタ​​明朝​​その​ムスメ​​女​​を​モト​​求​​むれば、​デイ セチエン​​德 薛禪​​ ​イ​​言​​はく「​アマタタビ​​多遍​​ ​モト​​求​​めさせて​アタ​​與​​ふれば、​タフト​​貴​​ばる。​ワヅカニ​​少遍​​ ​モト​​求​​めさせて​アタ​​與​​ふれば、​イヤシ​​賤​​めらる。[されども]​ニヨニン​​女人​​の​メイ​​命​​（女となる天の命）に​ウマ​​生​​れたるは、​カド​​門​​の​ウチ​​內​​に​オ​​老​​ゆること​ナ​​無​​し。​ムスメ​​女​​をも​アタ​​與​​へん。その​コ​​子​​を​ムコ​​壻​​とし​オ​​置​​きて​ユ​​往​​け」と​イ​​云​​へり。​ウベ​​諾​​なひ​ア​​合​​ひて、​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​ ​イ​​言​​はく「この​コ​​子​​を​ムコ​​壻​​とし​オ​​置​​かん。​ワ​​我​​が​コ​​子​​は​イヌ​​狗​​を​オソ​​恐​​る。​シンカ​​親家​​、​ワ​​我​​が​コ​​子​​を​イヌ​​狗​​に​ナ​​勿​​ ​オドロ​​驚​​かせそ」と​イ​​云​​ひて、その​ヒキウマ​​牽馬​​（副馬）を​ユヒナフ​​結納​​に​アタ​​與​​へて、​テムヂン​​帖木眞​​を​ムコ​​壻​​とし​オ​​置​​きて​サ​​去​​りて、












§67(01:47:09)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​エスガイ​​也速該​​を​タタル​​塔塔兒​​の民の毒害

　​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​は、​ミチ​​路​​に​チエクチエル​​扯克扯兒​​（卽ち前の扯克徹兒 山）の​シラ ケエル​​失喇 客額兒​​（黃なる荒野）にて、​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​の​ウタゲ​​筵會​​し​ヲ​​居​​るに​ア​​遇​​ひて、​カワ​​渴​​き[82]て​カレラ​​彼等​​の​ウタゲ​​筵會​​の​トコロ​​處​​に​ゲバ​​下馬​​せり。​カレラ​​彼等​​ ​タタル​​塔塔兒​​ ​ミト​​認​​めたりき。「​エスガイ キヤン​​也速該 乞顏​​ ​キ​​來​​つ」と​イ​​云​​ふと、​ムカシ​​昔​​ ​トラ​​虜︀​​へられたる​ウラミ​​恨​​を​オモ​​想​​ひて、​ヒソカ​​陰​​に​ハカ​​謀​​り​ソコナ​​害​​ひて、​ドク​​毒​​を​マ​​和​​ぜて​アタ​​與​​へき。​ミチ​​路​​に​ヤ​​病​​み​サ​​去​​りて、​ミトマリ​​三宿​​ ​ユ​​行​​きて、​イヘ​​家​​に​イタ​​到​​ると​ワロ​​惡​​くなりて、












§68(01:48:08)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​エスガイ​​也速該​​の遺言

　​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​ ​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​ムネ​​胸​​ ​ワロ​​惡​​くあり。​カタヘ​​傍​​に​タレ​​誰​​かある」と​イ​​云​​ひて、​コンゴタン​​晃豁壇​​の​チヤラカ エブゲン​​察喇合 額不堅​​（察喇合 翁。親征錄、元史​チヤラハイ​​察剌海︀​​）の​コ​​子​​ ​モンリク​​蒙力克​​「​ミマヘ​​御前​​に​ア​​在​​り」と​イ​​云​​へば、​ヨ​​喚​​びて​コ​​來​​させて​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​ワラハ​​童子​​ ​モンリク​​蒙力克​​よ。​コ​​子​​どもは​チヒサ​​小​​くあり、​ワレ​​我​​。​ワ​​我​​が​コ​​子​​ ​テムヂン​​帖木眞​​を​ムコ​​壻​​とし​オ​​置​​きて​キ​​來​​ぬる​ミチ​​路​​に、​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​に​ヒソカ​​陰​​に​ハカ​​謀​​られたり、​ワレ​​我​​。​ワ​​我​​が​ムネ​​胸​​ ​ワロ​​惡​​くあり。​ヲサナ​​幼​​き​ノコ​​遺​​れる​モノ​​者︀​​ども（遺孤）​オトヽ​​弟​​ども​ヤモメ​​寡婦​​なる​アニヨメ​​嫂​​を​アイゴ​​愛護​​することを​ナンヂ​​汝​​ ​シ​​知​​れ。​ワ​​我​​が​コ​​子​​ ​テムヂン​​帖木眞​​をば​スミヤ​​速​​かに​ユ​​往​​きて​ヰ​​率​​て​コ​​來​​よ。​ワ​​我​​が​ワラハ​​童子​​ ​モンリク​​蒙力克​​よ」と​イ​​云​​ふと​ミマカ​​歿​​りぬ。








成吉思 汗 實錄 卷の一 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の一
巻の三 →
成吉思汗実録 
巻の二
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​ニ​​二​​。








§69(02:01:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​テムヂン​​帖木眞​​を​モンリク​​蒙力克​​の迎へ​カヘ​​歸​​り

　​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​の​コトバ​​言​​に​タガ​​違​​へず、​モンリク​​蒙力克​​ ​ユ​​往​​きて、​デイ セチエン​​德 薛禪​​に​イ​​言​​へらく「​エスガイ​​也速該​​ ​アニ​​兄​​は、​テムヂン​​帖木眞​​を​イタ​​甚​​く​オモ​​想​​ひて、​コヽロ​​心​​を​イタ​​痛​​めたり。​テムヂン​​帖木眞​​を​ト​​取​​りに​キ​​來​​つ」と​イ​​云​​ひき。​デイ セチエン​​德 薛禪​​ ​イ​​言​​はく「​シンカ​​親家​​ その​コ​​子​​を​オモ​​想​​ふならば​ユ​​往​​け。​マミ​​見​​えて​ハヤ​​速​​く​コ​​來​​よ」と​イ​​云​​ひて、​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​（蒙力克なる父。父は、帖木眞より與へたる尊稱。元史 忠義 伯八の傳​ミンリ エチゲ​​明里 也赤哥​​）は、​テムヂン​​帖木眞​​を​ヰ​​率​​て​キ​​來​​ぬ。












§70(02:01:08)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










祖︀の祭りに​ホエルン​​訶額侖​​の​オク​​後​​れ​イタ​​到​​り

　その​ハル​​春​​、​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​の​カトト​​合禿惕​​（妃の蒙語なる合屯の複稱）、​オルベ​​斡兒伯​​、​シヨカタイ​​莎合台​​ ​フタリ​​二女​​（蒙語​ヂリン​​只𡂰​​、二つと云ふ 豁牙兒の女性）は、​オヤ​​祖︀​​の​ミタマ​​靈​​を​チ​​地​​に​マツ​​祭​​り（明本 旁譯​チニ​​地裏​​ ​ヤク​​燒​​㆑​メシヲ​​飯︀​​​サイシ​​祭祀​​）に​イ​​出​​でたる​トキ​​時​​、​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​ ​ユ​​往​​きて、​オク​​後​​れ​イタ​​到​​りて​モ​​漏​​[84]らされて、​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​は、​オルベ​​斡兒伯​​、​シヨカタイ​​莎合台​​ ​フタリ​​二女​​に​イ​​言​​へらく「​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​を​シ​​死​​にたりと​イ​​云​​ひて、​ワ​​我​​が​コ​​子​​どもを、​オホ​​大​​きくならざるに​ヨ​​依​​り、​ミオヤ​​御祖︀​​の[​ミマヘ​​御前​​の]​ハンレツ​​班列​​より、​アマ​​餘​​れる​クモツ​​供物​​より、​ヒモロギ​​胙​​より​ナン​​何​​ぞ​ハヅ​​脫​​れさせたる、​ナンヂラ​​汝等​​。​ミ​​見​​ると、​クラ​​食​​ふことを​スヽ​​勸​​めずに、​タ​​起​​つことになれり、​ナンヂラ​​汝等​​」と​イ​​云​​ひき。












§71(02:02:07)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​アンバカイ​​俺巴孩​​の二妃の怒り

　その​コトバ​​言​​につき、​オルベ​​斡兒伯​​、​シヨカタイ​​莎合台​​、​フタリ​​二女​​の​キサキ​​妃​​ ​イ​​言​​はく「​ヨ​​喚​​兀哩​びて​アタ​​與​​へられざる​ミチ​​道​​あり、​ナンヂ​​汝​​。​ア​​遇​​兀赤喇​へば​クラ​​食​​ふべき​コトワリ​​理​​あり、​ナンヂ​​汝​​。​シヤウ​​請​​古咧​うじて​アタ​​與​​へられざる​ミチ​​道​​あり、​ナンヂ​​汝​​。​イタ​​到​​古兒帖​れば​クラ​​食​​ふべき​コトワリ​​理​​あり、​ナンヂ​​汝​​。（喚び請ずるにも及ばず、到り遇はば食へ。）​アンバカイ カガン​​俺巴孩 合罕​​を​シ​​死​​にたりと​イ​​云​​ひて、​ホエルン​​訶額侖​​に、​イタ​​到​​りつゝかく​イ​​云​​はるゝこととなれり。












§72(02:03:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​タイチウト​​泰赤兀惕​​に​ホエルン​​訶額侖​​ 母子の棄てられ

　​カンガ​​考​​ふるに、この​オヤコラ​​母子等​​を​イヘヰ​​營盤​​の​ウチ​​裏​​に​ス​​棄​​てて​タ​​起​​て。​ナンヂラ​​汝等​​も​ナ​​勿​​ ​ヰ​​率​​て​ユ​​行​​きそ」と​イ​​云​​ひ、​アス​​明日​​の​ヒ​​日​​より​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​（親征錄​タルフタイ ヒリント​​塔兒忽台 希憐禿​​。喇失惕 額丁の集史を額兒忒曼の譯したるには、乞哩勒禿克を特兒庫台の號とし、毒心と解せり。元史​タルブタイ​​塔兒不台​​。不は、兀の誤りなり）​トドエン ギルテ​​脫朶延 吉兒帖​​（親征錄 元史​トドン ホルヂン​​脫端 火兒眞​​）​ラ​​等​​の​タイチウト​​泰赤兀惕​​は、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​ウゴ​​動​​けり。​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​ ​オヤコラ​​母子等​​を​ス​​棄​​てて​タ​​起​​たれ、​コンゴタン​​晃豁壇​​の​チヤラカ オキナ​​察喇合 翁​​ ​ユ​​往​​きて​トヾ​​止​​むる​トキ​​時​​、​トドエン ギルテ​​脫朶延 吉兒帖​​ ​イ​​言​​はく「​フカ​​深​​扯額勒兀孫​き​ミヅ​​水​​ ​カワ​​乾​​你都︀喇魯阿​きたり。​ヒカ​​光​​超堅赤剌溫​る​イシ​​石​​ ​クダ​​碎​​潮咧魯阿​けたり」と​イ​​云​​ふと​タ​​起​​ちけり。​チヤラカ オキナ​​察喇合 翁​​を「いかでか​トヾ​​止​​むる、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​云​​ひ、​ウシロ​​後​​より​ヤリ​​槍​​にて​ソビラ​​背​​を​サ​​刺​​しけり。












§73(02:04:04)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​チヤラカ オキナ​​察喇合 翁​​の負傷

　​チヤラカ オキナ​​察喇合 翁​​ ​テオヒ​​負傷​​となりて、​イヘ​​家​​に​キ​​來​​て​ナヤ​​艱​​み​フ​​臥​​せる​トキ​​時​​、[85]​テムヂン​​帖木眞​​ ​ミ​​見​​に​ユ​​往​​きけり。そこに​コンゴタン​​晃豁壇​​の​チヤラカ オキナ​​察喇合 翁​​ ​イ​​言​​はく「​ナンヂ​​汝​​の​ヨ​​好​​き​チヽ​​父​​の​ヲサ​​收​​めたる​ブシウ​​部眾​​、​ワレラ​​我等​​のあまたの​ブシウ​​部眾​​を​ヒキ​​率​​ゐて​タ​​起​​たるゝ時、​トヾ​​止​​めんとしてかく​ナ​​爲​​されたり」と​イ​​云​​ひき。その​トキ​​時​​ ​テムヂン​​帖木眞​​ ​ナ​​哭​​きて​イ​​出​​でて​サ​​去​​れり。





棄てて起てる民を​ホエルン​​訶額侖​​の取戾し

​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​は、​ス​​棄​​てて​タ​​起​​たれたる​トキ​​時​​、​トウ​​纛​​（蒙語​トク​​禿黑​​北狄の君長の牙旗にして、旄牛 又は白馬の尾を竿に繋けたる者︀）​モ​​持​​ちて、​ミ​​身​​づから​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​りて、​ナカバ​​半​​の​タミ​​民​​を​トリモド​​取戾​​せり。その​トリモド​​取戾​​せる​タミ​​民​​も、​サダ​​定​​まらず​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​アト​​後​​より​タチ​​起​​ちけり。
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​カンナン​​艱難︀​​なる​ホエルン​​訶額侖​​の子育て

　​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​アニオトヽ​​兄弟​​に、​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​を、​ヤモメ​​寡婦​​を、​コ​​子​​ども、​ヲサナゴ​​幼兒​​ども、​オヤコラ​​母子等​​を、​イヘヰ​​營盤​​の​ウチ​​裏​​に​ス​​棄​​てて​タ​​起​​たれて、​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​は、​エメ メルゲン​​額篾 篾兒干​​（婦人の善射者︀、卽ち女丈夫）に​ウマ​​生​​れて、​ヲサナ​​幼​​兀出格惕​き​コ​​子​​どもを​ヤシナ​​養​​ふに、​​きりり​​兀乞塔剌​と​ミゴシラ​​身拵​​孛黑塔剌周​へして、​スソ​​裾​​豁只塔剌​ ​カラ​​紮​​げ ​オビ​​帶​​ ​シ​​締​​不薛列周​めて、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​を​ノボ​​上​​斡額迭​り​クダ​​下​​り​ハシ​​走​​りて、​ヤマナシ​​杜梨​​斡里兒孫​ ​ヤマザクラ​​山櫻​​の​ミ​​實​​を​ヒロ​​拾​​ひて、​ヒル​​晝​​兀都︀兒​ ​ヨル​​夜​​ ​ノド​​喉​​を​ヤシナ​​養​​へり。​キモ​​膽​​雪勒速​ありて​ウマ​​生​​れたる​ウヂン エケ​​兀眞 額客​​（夫人なる母）は、​サイハヒ​​福︀​​速​ある​コ​​子​​どもを​ヤシナ​​養​​ふに、​ヒ​​檜​​の​キ​​木​​の​クハ​​鍬​​失囉​を​ト​​執​​りて、​ニンジン​​人參​​速勒敦​ ​チチギナ​​赤赤吉納​​（明 旁譯 草根名）を​ホ​​剜​​りて​ヤシナ​​養​​へり。[​ガウキ​​剛毅​​合堂斤​なる]​エケ ウジン​​額客 兀眞​​（母 夫人）の​ノビル​​野蒜​​合里牙兒孫​、​ラツキヤウ​​辣韮​​にて​ヤシナ​​養​​へる​コ​​子​​どもは、​テイワウ​​帝王​​合惕​を​ノゾ​​望​​むに​イタ​​至​​れり。​セイセイ​​整齊​​札兒沈台​なる​ウヂン エケ​​兀眞 額客​​の​サンタンサウ​​山丹草​​札兀合速​の​ネ​​根​​にて​ヤシナ​​養​​へる​コ​​子​​どもは、​ハフド​​法度​​札撒黑​ある​ケンジン​​賢人​​となれり。
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​テムヂン​​帖木眞​​ 兄弟の魚取り

　​ウツク​​美​​豁阿​しき​ウヂン​​兀眞​​の​ニラ​​韮​​豁豁孫​ ​ラツキヤウ​​辣韮​​にて​ヤシナ​​養​​へる​カウルカ​​合兀魯合​​（路 又は溝の義あれども、譯する能はず）​コ​​子​​どもは、​ゴイラウト​​豁亦喇兀惕​​（これも、譯する能はず）​ヨ​​好​​くなれり。​ヲトコ​​男​​額咧思​ ​ヨ​​好​​く[86]なり​ヲ​​了​​へて、​ヲヲ​​雄雄​​額咧坤​しく​タケ​​猛​​斡抹渾​く​タヾ​​但​​額列​ ​ナ​​爲​​られたり。（詞のまゝに譯したれども、文意 穩やかならず。）​ハヽ​​母​​額客​を​ヤシナ​​養​​はんと​ハナ​​話​​し​ア​​合​​ひて、​ハヽオナン​​母斡難︀​​額客斡難︀​（母の如き斡難︀ 河）の​キシ​​岸​​額兒吉​の​ウヘ​​上​​に​ヰ​​居​​て、​ツリ​​釣​​額勒古兀兒​する​ハリ​​鉤​​を​トヽノ​​調​​へ​ア​​合​​ひて、​カタメ カタハ​​偏眼 不具​​額𠿳迭克 詹迭克​の​ウヲ​​魚​​を​ツ​​釣​​額兒古​りて​ハリ​​鉤​​に​カ​​掛​​けて、​ハリ​​針​​折兀​を​ツリバリ​​鉤​​に​マ​​曲​​げて、​ゼブゲ​​折不格​​ ​カダラ​​合荅喇​​（二つ共に魚の名）を​ハリ​​鉤​​に​カ​​掛​​けて、​イサリアミ​​漁網​​赤魯篾 古卜赤兀兒​を​ムス​​結​​びて、​ウヲ​​魚​​只喇木惕​の​コ​​子​​、​ウヲ​​魚​​只合速​を​スク​​撈​​ひて、​カヘツ​​却​​只池​てその​ハヽ​​母​​を​ムク​​報​​い​ヤシナ​​養​​へり。
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兄弟の不和を​ホエルン​​訶額侖​​の​イマシ​​誡​​め

　​ヒトヒ​​一日​​、​テムヂン​​帖木眞​​、​カツサル​​合撒兒​​、​ベクテル​​別克帖兒​​（蒙古 源流​ベクテル​​伯克特爾​​）、​ベルグタイ​​別勒古台​​（元史​ベリグタイ ダイワウ​​別里古台 大王​​、輟耕錄、廣寧王 別里古台、卽ち孛魯古歹、蒙古 源流​ベルグデイ​​伯勒格德依​​。二人は、皆 帖木眞の異母弟なり。）​ヨタリ​​四人​​、​ヒトトコロ​​一處​​に​ヰ​​居​​て​ツリバリ​​鉤​​を​ヒ​​扯​​ける​ウチ​​中​​に、​ヒト​​一​​つの​ヒカ​​光​​る​ソゴスン​​鎖豁孫​​（魚の名）​イ​​入​​り（取れ）けり。​テムヂン​​帖木眞​​、​カツサル​​合撒兒​​ ​フタリ​​二人​​より​ベクテル​​別克帖兒​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​フタリ​​二人​​ ​ウバ​​奪​​ひて​ト​​取​​れり。​テムヂン​​帖木眞​​、​カツサル​​合撒兒​​ ​フタリ​​二人​​、​イヘ​​家​​に​キ​​來​​て​ウヂン エケ​​兀眞 額客​​に​イ​​言​​へらく「​ヒト​​一​​つの​ヒカ​​光​​る​ソゴスン​​鎖豁孫​​、​ツリバリ​​鉤​​を​フク​​啣​​みたるを、​ベクテル​​別克帖兒​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​、​アニオトヽ​​兄弟​​ ​フタリ​​二人​​に​ウバ​​奪​​ひて​ト​​取​​られたり、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​へば、​ウヂン エケ​​兀眞 額客​​ ​イ​​言​​はく「​ナニ​​何​​するぞや。​アニオトヽ​​兄弟​​ども​ナン​​何​​ぞ かく​ナ​​爲​​り​ア​​合​​へる、​ナンヂラ​​汝等​​。「​カゲ​​影​​薛兀迭兒​より​ホカ​​外​​に​トモ​​伴​​なく、​ヲ​​尾​​薛兀勒​より​ホカ​​外​​に​ムチ​​鞭​​なし、​ワレラ​​我等​​。​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​アニオトヽ​​兄弟​​の​クルシ​​苦​​めをいかで​ムク​​報​​いん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​るに、​ムカシ​​昔​​の​アラン エケ​​阿闌 額客​​の​イツタリ​​五人​​の​コ​​子​​の​ゴト​​如​​く、いかに​カタラヒ​​談合​​ ​ナ​​無​​くぞある、​ナンヂラ​​汝等​​。​ヤ​​止​​めよ」と​イ​​云​​へり。
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​ベクテル​​別克帖兒​​を​テムヂン​​帖木眞​​ ​カツサル​​合撒兒​​の射殺︀し

　それより​テムヂン​​帖木眞​​ ​カツサル​​合撒兒​​ ​フタリ​​二人​​ ​ヨロコ​​喜​​ばずして​イ​​言​​はく「​サキゴロ​​先頃​​ ​ヒトタビ​​一度​​ ​ヒバリ​​雲雀​​を​イト​​射取​​りたるをもかく​ウバ​​奪​​ひて​ト​​取​​れりき。​イマ​​今​​ ​マタ​​又​​[87]かくも​ウバ​​奪​​へり。​ヒト​​一​​つにいかで​スゴ​​過​​さん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ふと、​カド​​門​​を​ア​​開​​けて​イ​​出​​でて​サ​​去​​れり。​ベクテル​​別克帖兒​​は、​コヤマ​​小山​​の​ウヘ​​上​​に​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​ ​クヒキ​​九匹​​を​ナガ​​眺​​めて​ヰ​​居​​たるに、​テムヂン​​帖木眞​​は​シリヘ​​後​​より​カク​​隱​​れて、​カツサル​​合撒兒​​は​マヘ​​前​​より​カク​​隱​​れて、​ヤ​​箭​​を​ヌ​​抽​​きて​イタ​​到​​れる​トキ​​時​​、​ベクテル​​別克帖兒​​ ​ミ​​見​​ると​イ​​言​​はく「​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​アニオトヽ​​兄弟​​の​クルシ​​苦​​めを​ウ​​受​​けかね（受くるに堪へず）、​ウラミ​​怨​​を​タレ​​誰​​か​ムク​​報​​い​エ​​得​​んと​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ワレ​​我​​を​ナン​​何​​ぞ​メ​​目​​你敦​の​ケ​​毛​​速哩木孫​、​クチ​​口​​阿蠻​の​トゲ​​梗​​合合孫​と​ナ​​爲​​せる、​ナンヂラ​​汝等​​。​カゲ​​影​​薛兀迭兒​より​ホカ​​外​​に​トモ​​伴​​なく、​ヲ​​尾​​薛兀勒​より​ホカ​​外​​に​ムチ​​鞭​​なきに、​ナン​​何​​ぞかく​オモ​​思​​へる、​ナンヂラ​​汝等​​。​ワ​​我​​が​ヒバチ​​火盤​​を​ナ​​勿​​ ​ヤブ​​毀​​りそ。​ベルグタイ​​別勒古台​​を​ナ​​勿​​ ​ス​​廢​​てそ（別勒古台は、別克帖兒と火盤を共にして住みたるなり。明譯には​ワレシナバスナハチシナン​​我死便死​​。​ナンヂラ​​您​​​ナ​​休​​㆘​ヲ​​將​​㆓​ワガ​​我​​​ベルグタイ​​別勒古台​​㆒​スツル​​棄了​​㆖）」と​イ​​云​​ひ、​アグミ​​盤脚​​ ​ヰ​​居​​て​マ​​待​​てり。​テムヂン​​帖木眞​​ ​カツサル​​合撒兒​​ ​フタリ​​二人​​は、​マヘ​​前​​より​シリヘ​​後​​より​アヅチ​​垜​​として（垜の如く射中てて）​サ​​去​​れり。












§78(02:11:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ホエルン​​訶額侖​​の​キビ​​嚴​​しき叱り

　​イヘ​​家​​に​キ​​來​​て​イ​​入​​りたれば、​ウヂン エケ​​兀眞 額客​​は、​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​を​カホイロ​​顏色​​にて​サト​​覺​​りて​イ​​言​​はく「​コロ​​殺︀​​したる、（蒙語​バラクサト​​巴喇黑撒惕​​。この詞は、了へたる、棄てたるとも譯すべし。動詞上の形容詞にして、下に名詞 代名詞ありと見るなり。こゝにては、帖木眞なる名詞、又は汝なる代名詞ありと見て、「別克帖兒を殺︀したる帖木眞は」と云へる意ならん。）​ワ​​我​​が​ホド​​熱處​​合剌溫​より​​むく​​合剌惕​と​イ​​出​​合嚕㖮​づる​トキ​​時​​、​テ​​手​​合兒​に​クロ​​黑​​合喇​き​チコヾリ​​血塊​​を​ニギ​​握​​合惕渾​りて​ウマ​​生​​れたりき、​コ​​此​​の[​コ​​子​​]。​エナ​​胞衣​​合兒必速​を​カ​​咬​​合札忽​む​カツサル​​合撒兒​​（狗の名）の​イヌ​​狗​​の​ゴト​​如​​く、​ガケ​​崖​​合荅​を​ツ​​衝​​く​カブラン​​合卜闌​​（獸の名）の​ゴト​​如​​く、​イカ​​怒​​阿兀兒​りを​オサ​​抑​​ふる​アタ​​能​​はざる​シシ​​獅子​​阿兒思闌​の​ゴト​​如​​く、​イ​​活​​阿米都︀​きたるを​ノ​​呑​​むと​イ​​云​​ふ​ヲロチ​​蟒​​莽古思​の​ゴト​​如​​く、​オノ​​己​​が​カゲ​​影​​薛兀迭兒​を​ツ​​衝​​く​カイセイ​​海︀靑​​升豁兒​の​ゴト​​如​​く、​コヱ​​聲​​薛米耶兒​ ​ナ​​無​​しにて​ノ​​呑​​札勒吉忽​む​チユラカ​​出喇合​​（魚の名）の​ゴト​​如​​[88]く、その​コラクダ​​子駱駝​​孛脫罕​を​アトアシ​​後跟​​孛兒必​より​カ​​咬​​む ​ラクダ​​駝駝​​不兀喇​（明譯​フウユウダ​​風雄駝​​また風駝）の​ゴト​​如​​く、​​風雪​​孛囉罕​に​ヨ​​靠​​り[​トウコウ​​頭口​​孛多​を​ソコナ​​害​​ふ]（明譯​ヨリ​​靠​​㆓​フウセツニ​​風雪​​㆒​ソコナフ​​害​​㆑​モノヲ​​物​​的）​オホカミ​​狼​​赤那​の​ゴト​​如​​く、その​コ​​子​​可兀惕​どもを​オ​​追​​格鄰​ひかねて（明譯​オヒ​​趕​​㆓​ズ​​不​​㆑​ウゴカセ​​動​​㆔​コドモヲ​​兒子​​㆒）、その​コ​​子​​可兀惕​どもを​クラ​​喫​​ふ​ヲシドリ​​鴛鴦​​昂吉兒​の​ゴト​​如​​く、その​フシド​​臥處​​客卜迭思​を​ウゴ​​動​​款迭​かせば​タウゴ​​黨護​​する​サイラウ​​豺狼​​啜額孛哩​の​ゴト​​如​​く、​トラ​​拏​​巴哩​へて​タメラ​​猶豫​​はざる​トラ​​虎​​巴兒思​の​ゴト​​如​​く、​ミダリ​​妄​​巴剌木惕​に​ツ​​衝​​く​バルース​​巴嚕思​​（獸の名）の​ゴト​​如​​く、​コロ​​殺︀​​したり。​カゲ​​影​​薛兀迭兒​より​ホカ​​外​​に​トモ​​伴​​なく、​ヲ​​尾​​薛兀勒​より​ホカ​​外​​に​ムチ​​鞭​​なきに、​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​アニオトヽ​​兄弟​​の​クルシ​​苦​​めを​ウ​​受​​けかね​ヲ​​居​​るに、「​ウラミ​​怨​​を​タレ​​誰​​か​ムク​​報​​いん」と​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​るに、いかに​スゴ​​過​​さんとて、かくは​ナ​​爲​​し​ア​​合​​へる、​ナンヂラ​​汝等​​」とて、その​コ​​子​​どもを、​フル​​舊​​合兀臣​き​コトバ​​辭​​を​タヅ​​尋​​合荅侖​ね、​ヲキナラ​​翁等​​斡脫古思​の​コトバ​​辭​​を​ヒ​​引​​斡兒乞敦​き、​イタ​​甚​​く​ウレ​​憂​​へたり。
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​タイチウト​​泰赤兀惕​​の襲ひ

　かく​ス​​住​​める​ホド​​程​​に、​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​は、その​ジヱイ​​侍衞​​を​ヒキ​​率​​ゐて「​ヒナ​​雖​​豁魯合惕​ども​ハネ ノ​​翎 伸​​豁斡只主兀​びけん。​ヒツジ​​羔​​失魯格惕​ども（失魯格惕は、涎くりの義にて、二歲の家畜）​オヒタ​​生立​​失別哩主兀​ちけん（この二句確かならず 下の明譯文の意に依り譯せり。​モト​​原​​ ​ベツカ​​撇下​​ ​セル​​的​​ ​テムヂン​​帖木眞​​ ​ボシラ​​母子每​​、​イマ​​如今​​ ​ナケン​​莫​​㆑​ザル​​不​​㆘​ニテ​​似​​㆓​ヒキン ノ ヒナドモノ​​飛禽 的 雛兒​​ ​ゴトク​​般​​㆒​マウウ​​毛羽︀​​ ​ノビ​​長​​了、​ソウジウ ノ コドモノ​​走獸 的 羔兒​​ ​ゴトク​​般​​ ​オホキクナラ​​大了​​㆖）」と​イ​​云​​ひて​キ​​來​​ぬ。​オソ​​罹​​れて​オヤコ アニオトヽ​​母子 兄弟​​ども、​シゲ​​繁​​き​ハヤシ​​林​​の​ナカ​​中​​に​トリデ​​寨​​ ​ツク​​作​​りて、​ベルグタイ​​別勒古台​​は、​キ​​木​​を​ヲ​​折​​り​ヒキヨ​​引寄​​せて​カキ​​垣​​に​ヨ​​據​​りて、​カツサル​​合撒兒​​は、​ヤ​​箭​​を​イア​​射合​​ひて、​カチウン​​合赤溫​​、​テムゲ​​帖木格​​、​テムルン​​帖木侖​​ ​ミタリ​​三人​​を​ガケノワレメ​​崖縫​​の​アヒダ​​閒​​に​イ​​投​​れて、​タヽカ​​鬭​​ひ​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​タイチウト​​泰赤兀惕​​ ​サケ​​叫​​びて​イ​​言​​はく「​アニ​​兄​​ ​テムヂン​​帖木眞​​を​イダ​​出​​せ。​ナンヂラ​​汝等​​ ​ホカ​​外​​の​モノ​​者︀​​に​ヨウ​​用​​なし」と​サケ​​叫​​ばれて、​テムヂン​​帖木眞​​を​ウマ​​馬​​に​ノ​​載​​せて、​ノガ​​逃​​れんと​ハヤシ​​林​​の​ナカ​​中​​に​ハシ​​走​​りて​サ​​去​​れる[89]を、​タイチウト​​泰赤兀惕​​ ​ミ​​見​​て​オ​​遂​​ひて、[​テムヂン​​帖木眞​​は]​テルグネ​​帖兒古捏​​ ​ウンドル​​溫都︀兒​​（帖兒古 岡）の​モリ​​森​​の​ナカ​​中​​に​キ​​鑽​​りて​イ​​入​​りたれば、​タイチウト​​泰赤兀惕​​は​イ​​入​​りかねて、​モリ​​森​​を​カコ​​圍​​み​マモ​​守​​りて、
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森の中の​コヽノトマ​​九宿​​り

　​テムヂン​​帖木眞​​、​モリ​​森​​の​ナカ​​中​​に​ミ​​三​​たび​トマ​​宿​​りて、​イ​​出​​でんとて​ウマ​​馬​​を​ヒ​​牽​​きて​ク​​來​​る​トキ​​時​​、​ウマ​​馬​​よりその​クラ​​鞍​​ ​ハヅ​​脫​​れて​オ​​落​​ちけり。​カヘ​​囘​​りて​ミ​​見​​れば、​クラ​​鞍​​は、​ムナガイ​​扳胷​​したるまゝにて​ハラオビ​​肚帶​​したるまゝにて​ハヅ​​脫​​れて​オ​​落​​ちけり。「​ハラオビ​​肚帶​​は、ともあれ。​ムナガイ​​扳胷​​あるに、​マタ​​又​​いかで​ハヅ​​脫​​れたりけん。​アマツカミ​​皇天​​ ​トヾ​​止​​め​タマ​​給​​へるか」と​イ​​云​​ひて​カヘ​​囘​​りて、​マタ​​又​​ ​ミ​​三​​たび​トマ​​宿​​れり。​マタ​​又​​ ​イ​​出​​でて​キ​​來​​つるに、​モリ​​森​​の​クチ​​口​​に​チヤウバウ​​帳房​​ほどの​シライシ​​白石​​、​クチ​​口​​を​フサ​​塞​​ぎ​タフ​​倒​​れたりき。「​アマツカミ​​皇天​​ ​トヾ​​止​​め​タマ​​給​​へるか」と​イ​​云​​ひて回りて、​マタ​​又​​ ​ミ​​三​​たび​トマ​​宿​​れり。​マタ​​又​​「​コヽノトマ​​九宿​​り​クヒモノ​​食物​​なく​ヰ​​居​​て、​ナ​​名​​も​ナ​​無​​く​ナン​​何​​ぞ​シ​​死​​なん。​イ​​出​​でん」と​イ​​云​​ひて、​カ​​彼​​の​クチ​​口​​を​フサ​​塞​​ぎ​タフ​​倒​​れたる​チヤウバウ​​帳房​​ほどの​シライシ​​白石​​の​マハリ​​周圍​​に​イ​​出​​づれば​イ​​出​​でられず、​キ​​木​​どもを​ヤケヅ​​箭削​​り​コガタナ​​小刀​​にて​キリタ​​切斷​​ち、​ウマ​​馬​​を​スベ​​滑​​らして​イ​​出​​でたれば、​タイチウト​​泰赤兀惕​​ ​マモ​​守​​りて​ヲ​​居​​りき。​トラ​​拏​​へて​ヰ​​率​​て​サ​​去​​れり。
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​トラ​​虜︀​​はれを​ニ​​脫​​げて​ミヅタマリ​​水澑​​の仰ぎ臥し

　​テムヂン​​帖木眞​​を​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​〈［＃「塔兒忽台 乞哩勒禿黑」は底本では「塔忽忽台 乞哩勒禿黑」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉 ​ヰ​​率​​て​サ​​去​​りて、その​ブラク​​部落​​の​タミ​​民​​に​メイレイ​​命令​​して​トナリ​​隣​​ごとに​ヒト​​一​​たび​ヤド​​宿​​し​マハ​​廻​​して​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​ナツ​​夏​​の​ハジメ​​首​​の​ツキ​​月​​（四月）の​ダイジフロク​​第十六​​の​アカ​​紅​​く​テ​​照​​る​ヒ​​日​​に、​タイチウト​​泰赤兀惕​​は、​オナン​​斡難︀​​の​キシ​​岸​​の​ウヘ​​上​​に​ウタゲ​​筵會​​し​ア​​合​​ひて、​ヒ​​日​​ ​オ​​落​​つれば​チ​​散​​りたり。​テムヂン​​帖木眞​​をその​ウタゲ​​筵會​​に​カヨワ​​弱​​き​コビト​​子人​​ ​ヒキ​​率​​ゐてありき。​ウタゲ​​筵會​​の[90]​シウ​​眾​​を​チ​​散​​らしめ、[​テムヂン​​帖木眞​​は]その​カヨワ​​弱​​き​コ​​子​​より​テカシ​​手枷​​を​ヒ​​扯​​きて​ト​​取​​りて、その​ウナヂ​​項​​を​ヒト​​一​​つ​ウ​​打​​つと、​ハシ​​走​​りて​オナン​​斡難︀​​の​ハヤシ​​林​​の​ウチ​​內​​に​フ​​臥​​したれども、​ミ​​見​​られんと​イ​​云​​ひて、​ミヅ​​水​​の​タマリ​​濡​​に​アフ​​仰​​ぎ​フ​​臥​​して、​テカシ​​手枷​​を​ミヅ​​水​​に​シタガ​​順​​ひ​ナガ​​流​​し、​オモテ​​面​​ ​イダ​​出​​して​フ​​臥​​したり。
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​オナン​​斡難︀​​の林の人探し

　​カ​​彼​​の​ニガ​​脫​​したる​ヒト​​人​​、​オホゴヱ​​大聲​​に「​トラ​​拏​​はれ​ビト​​人​​ ​ニ​​脫​​げたり」と​サケ​​叫​​びたるに、​チ​​散​​りたる​タイチウト​​泰赤兀惕​​、​ツド​​聚​​ひて​キ​​來​​て、​ヒル​​晝​​の​ゴト​​如​​き​ツキアカリ​​月明​​に​オナン​​斡難︀​​の​ハヤシ​​林​​を​サガ​​探​​したり。​ミヅタマリ​​水澑​​に​フ​​臥​​して​ヲ​​居​​るを、​スルドス​​速勒都︀思​​（蒙古 源流​スルデス​​蘇勒德斯​​、元史 月魯 不花の傳​スンド ウヂ​​遜都︀ 氏​​）の​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​（親征錄​ソルハン シラ​​梭嚕罕 失剌​​〈［＃「梭嚕罕 失剌」は底本では「梭嚕罕失剌」］〉、蒙古 源流​トルガン シヤラ​​托爾干 沙喇​​〈［＃「托爾干 沙喇」は底本では「托爾 干沙喇」］〉）、​マサ​​正​​に​ス​​過​​ぎて​ミ​​見​​て​イ​​言​​はく「​マサ​​正​​に​タヾ​​只​​かく​ザエ​​才​​あるが​ユヱ​​故​​に、その​メ​​目​​你敦​に​ヒ​​火​​合勒​あり、その​メン​​面​​你兀兒​に​ヒカリ​​光​​格咧​ありとて、​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​アニオトヽ​​兄弟​​に​シカ​​然​​のみ​ネタ​​嫉​​まるゝなりき、​ナンヂ​​汝​​。​シカ​​然​​ ​タヾ​​只​​ ​フ​​臥​​してよ。​ツ​​吿​​げざらん、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​ひて​ヨギ​​過​​れり。









​フタ​​二​​たび人探し

〈［＃底本「成吉思汗実録」が「元朝秘史」の節︀の区切りと無関係な位置で改行一字下げする数少ない箇所なので備忘のため注記しておく］〉


　​マタ​​又​​「​カヘ​​回​​り​サガ​​探​​さん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へる​トキ​​時​​、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​イ​​言​​はく「​モト​​本​​の​ミチ​​路​​にて​ミ​​見​​ざりし​トコロ​​地​​を​ミ​​見​​ると、​カヘ​​回​​り​サガ​​探​​さん」と​イ​​云​​へり。「​シカ​​然​​り」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。​モト​​本​​の​ミチ​​路​​に​ヨ​​依​​り​カヘ​​回​​り​サガ​​探​​して、​マタ​​又​​ ​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​ス​​過​​ぎて​イ​​言​​はく「​ナンヂ​​汝​​の​アニオトヽ​​兄弟​​（族人）は、​クチ​​口​​の​キバ​​牙​​を​ト​​磨​​ぎ​キ​​來​​ぬ。しか​フ​​臥​​し​ツヽシ​​愼​​めよ」と​イ​​云​​ひて​ヨギ​​過​​れり。
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​ミ​​三​​たび人探し

　​マタ​​又​​「​カヘ​​回​​り​サガ​​探​​さん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へる​トキ​​時​​、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​マタ​​又​​ ​イ​​言​​はく「​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​ミコ​​御子​​だち、​ナンヂラ​​汝等​​。​アカ​​明​​るき​シロ​​白​​き​ヒル​​晝​​に​マルビト​​全人​​ ​ニ​​脫​​げたり。​イマ​​今​​ ​クロ​​黑​​き​ヨ​​夜​​に​ナン​​何​​ぞ​エ​​得​​ん。​ワレラ​​我等​​ ​マタ​​又​​ ​モト​​本​​の​ミチ​​路​​にて​ミ​​見​​ざりし[91]​トコロ​​地​​を見ると、​カヘ​​回​​り​サガ​​探​​すと、​チ​​散​​りて、​アス​​明日​​の​ヒル​​晝​​ ​ツド​​聚​​ひて​タヅ​​尋​​ねん。いづくにか​ユ​​往​​かん、​カ​​彼​​の​テカシ​​手枷​​ある​ヒト​​人​​」と​イ​​云​​へり。「​シカ​​然​​り」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて、​カヘ​​回​​り​サガ​​探​​して、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​マタ​​又​​ ​ス​​過​​ぎて​イ​​言​​はく「かく​サガ​​探​​すと​カヘ​​回​​りて​アス​​明日​​ ​タヅ​​尋​​ねんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​を​チ​​散​​らしめ​ヲ​​了​​へて​ハヽ オトヽ​​母 弟​​どもを​タヅ​​尋​​ね​サ​​去​​れ。「​ワレ​​我​​を​ミ​​見​​たり」と、​ヒト​​人​​に​ミ​​見​​られば「​ミ​​見​​られたり」と​ナ​​勿​​ ​カタ​​語​​りそ」と​イ​​云​​ひて​ヨギ​​過​​れり。
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​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​の家を​テムヂン​​帖木眞​​の尋ね往き

　​カレラ​​彼等​​を​チ​​散​​らしめ​ヲ​​了​​へて、「​テムヂン​​帖木眞​​」​コヽロ​​心​​に​カンガ​​考​​へて「​サキゴロ​​先頃​​ ​トナリ​​隣​​に​マハ​​廻​​して​ヤド​​宿​​したる​トキ​​時​​、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​の​イヘ​​家​​に​ヤド​​宿​​りたれば、​チンベ​​沈白​​（親征錄​チンハイ​​闖拜​​） ​チラウン​​赤老溫​​（親征錄 元史 同じ。蒙古 源流​チラグン​​齊拉衮​​）と​イ​​云​​へる​カレ​​彼​​が​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​は、​ムネ​​胸​​の​コヽロ​​心​​を​イタ​​痛​​めて、​ヨル​​夜​​ ​ワレ​​我​​を​ミ​​見​​て、​ワ​​我​​が​テカシ​​手枷​​を​ト​​取​​りて​ハナ​​放​​して​ヤド​​宿​​らしめたり。​イマ マタ​​今 又​​ ​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​、​ワレ​​我​​を​ミ​​見​​て​ツ​​吿​​げず​ヨギ​​過​​りたり。​イマ タヾ​​今 只​​ ​カレラ​​彼等​​は​ワレ​​我​​を​スク​​救​​はんぞ」と​イ​​云​​ひて、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​の​イヘ​​家​​を​タヅ​​尋​​ね、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​サ​​去​​れり。
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​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​の家に​テムヂン​​帖木眞​​の​カク​​匿​​まはれ

　​イヘ​​家​​の​シルシ​​記號​​（目印には非ずして、耳印）は、​セイバニウ​​生馬乳​​（馬のなまちゝ）を​ソヽ​​注​​ぐと（大甕に移して）、その​ジユクバニウ​​熟馬乳​​（馬乳の酒）を​ヨル​​夜​​ ​ヒイ​​日出​​づるまで​カキマハ​​搔廻​​すことなりき。その​シルシ​​記號​​を​キ​​聽​​きて​ユ​​行​​きたれば、​カキマハ​​搔廻​​す​コヱ​​聲​​を​キ​​聽​​きて​イタ​​到​​りて、その​イヘ​​家​​に​イ​​入​​りたれば、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ 「​ハヽ オトヽ​​母 弟​​どもを​タヅ​​尋​​ね​サ​​去​​れと​イ​​云​​はざりしか、​ワレ​​我​​。​ナン​​何​​ぞ​キ​​來​​ぬる、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​云​​へり。​チンベ​​沈白​​、​チラウン​​赤老溫​​なるその​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​ ​イ​​言​​はく「​スヾメ​​雀​​を​トリンタイ​​土啉台​​（明譯​ルンドル​​龍多兒​​、鷹の一種）​クサムラ​​叢​​[92]に​オ​​逐​​ひ​イ​​入​​るれば、​クサムラ​​叢​​は​スク​​救​​ひき。​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​つるを​ナン​​何​​ぞ​シカ​​然​​ ​イ​​云​​へる、​ナムチ​​爾​​」とて、​チヽ​​父​​の​コトバ​​言​​を​ヨロコ​​喜​​ばず、その​テカシ​​手枷​​を​ハヅ​​脫​​して​ヒ​​火​​に​ヤ​​燒​​きて、​ウシロ​​後​​の​ヒツジノケ​​羊毛​​ある​クルマ​​車​​に​ノ​​載​​せて、​カダアン​​合荅安​​と​イ​​云​​へる​イモト​​妹​​に「​イ​​生​​きたる​ヒト​​人​​には​ナ​​勿​​ ​カタ​​語​​りそ」と​イ​​云​​ひて​カシヅ​​傅​​かしめたり。
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​タイチウト​​泰赤兀惕​​の家捜し

　​ダイサン​​第三​​の​ヒ​​日​​に、[​タイチウト​​泰赤兀惕​​は、]「​ヒトカク​​人匿​​したるぞ」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて、「​オノレラ​​己等​​が​アヒダ​​閒​​を​サガ​​捜​​し​ア​​合​​はん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて​サガ​​捜​​し​ア​​合​​へり。​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​の​イヘ​​家​​、​クルマ​​車​​、​ユカ​​床​​の​シタ​​下​​に​イタ​​至​​るまで​サガ​​捜​​して、​ウシロ​​後​​の​ヒツジノケ​​羊毛​​ある​クルマ​​車​​に​ノボ​​上​​りて、​クチ​​口​​にある​ヒツジノケ​​羊毛​​を​ヒキイダ​​拖出​​して、​オク​​奧​​に​イタ​​至​​る​トキ​​時​​、この​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​マタ​​又​​「かゝる​アツ​​熱​​さに​ヒツジノケ​​羊毛​​の​ウチ​​內​​に​ナン​​何​​ぞ​タ​​耐​​へん」と​イ​​云​​へば、​サガ​​捜​​す​モノ​​者︀​​ども​オ​​下​​りて​サ​​去​​れり。
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​テムヂン​​帖木眞​​の救はれ​カヘ​​歸​​り

　​サガシテ​​搜手​​ども​サ​​去​​りたる​ノチ​​後​​に、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​イ​​言​​はく「​ワレラ​​我等​​を​ハヒ​​灰​​の​ゴト​​如​​く​カキタ​​掻立​​て​アヤウ​​危​​かりき。​イマ​​今​​ ​ハヽ オトヽ​​母 弟​​どもを​タヅ​​尋​​ね​サ​​去​​れ」と​イ​​云​​ひて、​クチシロ​​口白​​き​コマウ​​駒生​​まぬ​カンザウクワウ​​甘草黃​​の​メウマ​​牝馬​​（蒙語​クラクチン​​忽剌黑臣​​、靑黃色にて鬣 黑き馬）に​ノ​​乘​​らしめて、​コ​​肥​​えたる​コヒツジ​​羔​​（蒙語​テルクリカン​​帖勒忽哩罕​​、明譯​ノミ​​喫​​㆓​ニボノチヲ​​二母乳​​㆒​タル​​的​​​コヒツジ​​羔兒​​）を​ニ​​煮︀​​て、​カハヲケ​​皮桶​​、​オホカハヲケ​​大皮桶​​を​トヽノ​​調​​へて、​クラ​​鞍​​を​アタ​​與​​へず、​ヒウチガマ​​火鎌​​を​アタ​​與​​へず、​ユミ​​弓​​を​アタ​​與​​へて、​フタスヂ​​二條​​の​ヤ​​箭​​を​アタ​​與​​へたり。かく​トヽノ​​調​​へて​ヤ​​遣​​りぬ。
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​キムルカ ヲガハ​​乞木兒合 小河​​の母子の​サイクワイ​​再會​​

　​テムヂン​​帖木眞​​かく​サ​​去​​ると、​カキ​​垣​​して​タテコモ​​楯籠​​りたる​トコロ​​地​​に​イタ​​到​​りて、​クサ​​草​​の​フミワケアト​​踏分跡​​に​ヨ​​依​​り、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​に​サカノボ​​泝​​り​アト​​跡​​つけて、​ニシ​​西​​より[93]​キムルカ ゴロカン​​乞木兒合 豁囉罕​​ ​イ​​入​​りて​ク​​來​​るありき。（乞木兒合 小河。水道 提綱の呼馬拉堪 河、內府 興圖の齊母爾喀 河にして、克魯倫 河源の東南より出で、東に流れて濟爾戛朗︀圖 河となり、東北に流れて鄂嫩 河に入る。）かく​サカノボ​​泝​​り​アト​​跡​​つけて、[​ハヽ​​母​​と​オトヽ​​弟​​どもと]​キムルカ ヲガハ​​乞木兒合 小河​​の​ベデル ゴシウン​​別迭兒 豁失溫​​（別迭兒の鼻）の​ゴルチユクイ ボルダク​​豁兒出恢 孛勒荅黑​​（豁兒出恢 孤山）に​ヲ​​居​​るに​ア​​遇​​ひ​ア​​合​​へり。
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​サングル ヲガハ​​桑古兒 小河​​の​ホトリ​​邊​​の靑湖の移住

　そこに​クワイ​​會​​し​ア​​合​​ひて、​サ​​去​​りて​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​の​マヘ​​前​​（南画）なる​グレルグ​​古咧勒古​​（山の名。親征錄​グリング ザン​​曲鄰居 山​​、今の巴爾哈 嶺）の​ウチ​​內​​なる​サングル ゴロカン​​桑古兒 豁囉罕​​（桑古兒 小河、水道 提綱の孫可勒 河、內府 與圖の僧︀庫爾 河）の[​ホトリ​​邊​​の]​カラ ヂルゲン​​合喇 只嚕堅​​（小山の名）の​ココ ナウル​​闊闊 納兀兒​​（靑き湖水）に​イヘヰ​​營盤​​して​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ドバツソ​​土撥鼠​​（蒙語​タルバカト​​塔兒巴合惕​​、塔兒巴罕の複稱。唐書の駝跋鼠、本書 明譯の土撥鼠、元史 伯顏の傳の塔剌不歡、本草の荅剌不花、みな塔兒巴罕の轉なり。穴居の小獸にして、形は獺の如し。肉は食ふべく、皮は裘とすべし。黑龍江 外紀に獺爾とあるも、是なるべし。元史 語解に「塔爾巴噶、獺也」とあるは誤れり。）​ノネズミ​​野鼠​​を​コロ​​殺︀​​して​クラ​​食​​ひ​ヲ​​居​​りき
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​センバ​​騸馬​​の​ヌスビト​​盜人​​を​テムヂン​​帖木眞​​の跡つけ

　​ヒトヒ​​一日​​、​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​ ​ハチヒキ​​八匹​​、​イヘ​​家​​の​マヘ​​前​​に​タ​​立​​ちて​ヲ​​居​​るを​ヌスビト​​盜人​​ ​キ​​來​​て​ミ​​見​​つゝ​ヌス​​盜​​みて​サ​​去​​れり。​カチ​​徒​​の​モノ​​者︀​​ども​ミ​​見​​て​オク​​後​​れたり。​ベルグタイ​​別勒古台​​は、​ヲヌケ​​尾脫​​の​クリゲ​​栗毛​​の​ウマ​​馬​​（蒙語​コンゴル​​晃豁兒​​、漢︀語の驑馬）に​ノ​​乘​​りて、​ドバツソ​​土撥鼠​​を​トラ​​捕​​へに​ユ​​往​​きてありき。​ユフベ​​夕​​に​ヒ​​日​​の​オ​​落​​ちたる​ノチ​​後​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​は、​ヲヌケ​​尾脫​​の​クリゲウマ​​栗毛馬​​に​ドバツソ​​土撥鼠​​を​ニ​​荷​​つけて、​ミ​​身​​を​ユル​​搖​​がしつゝ​アユ​​歩​​み、​ヒ​​牽​​きて​キ​​來​​ぬ。「​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​どもを​ヌスビト​​盜人​​ ​ト​​取​​りて​サ​​去​​れり」と​イ​​云​​へば、​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​イ​​言​​はく[​ワレ​​我​​ 追はん]と​イ​​云​​へり。​カツサル​​合撒兒​​ ​イ​​言​​はく「​ナンヂ​​汝​​ ​アタ​​能​​はず。​ワレ​​我​​ ​オ​​追​​はん」と​イ​​云​​へり。​テムヂン​​帖木眞​​ ​イ​​言​​はく「​ナンヂラ​​汝等​​ ​アタ​​能​​はず。​ワレ​​我​​ ​オ​​追​​はん」と​イ​​云​​ひて​ヲヌケ​​尾脫​​の​クリゲウマ​​栗毛馬​​に​テムヂン​​帖木眞​​ ​ノ​​乘​​りて、​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​どもを​クサ​​草​​の​フミワケ​​蹈分​​に​ヨ​​依​​り​アト​​跡​​つけ[94]て、​ミ​​三​​たび​ヤド​​宿​​りて、​アサ​​朝​​ ​ハヤ​​早​​く​ミチ​​路​​にて​オホ​​多​​き​バグン​​馬羣​​の​ウチ​​中​​に​ヒトリ​​一人​​の​サワヤカ​​爽快​​なる​コビト​​子人​​、​ウマ​​馬​​の​チ​​乳​​を​シボ​​擠​​り​ヲ​​居​​るに​ア​​遇​​ひて、​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​どもを​ト​​問​​ひたれば、





​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の援け

その​コ​​子​​ ​イ​​言​​はく「この​アサ​​朝​​、​ヒ​​日​​ ​イ​​出​​づる​マヘ​​前​​に、​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​ ​ハチヒキ​​八匹​​こゝを​ハシ​​走​​りて​サ​​去​​れり。​カレラ​​彼等​​の​ミチ​​路​​を​ワレ​​我​​ ​ツ​​吿​​げて​アタ​​與​​へん」と​イ​​云​​ひて、​ヲヌケ​​尾脫​​の​クリゲウマ​​栗毛馬​​を​ハナ​​放​​たしめて、​テムヂン​​帖木眞​​を​セグロ​​脊黑​​の​アヲウマ​​靑馬​​に​ノ​​乘​​らしめたり。​オノレ​​己​​は​ハヤ​​快​​き​ウスキイロ​​淡黃色​​の​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。​イヘ​​家​​にも​ユ​​往​​かず、​オホカハヲケ​​大皮桶​​ ​カハマス​​皮斗​​に​ノ​​野​​にて​フタ​​蓋​​して（明譯​ツケ​​著︀​​㆓​クサノフタヲ​​草蓋​​㆒​テ​​了​​）​オ​​置​​けり。「​トモ​​伴​​よ。​ナンヂ​​汝​​こそは​イタ​​甚​​く​ナヤ​​艱​​みて​キ​​來​​にけれ。​ヲトコ​​丈夫​​の​ナヤ​​艱​​みは​ヒト​​一​​つなるぞ。​ワレ​​我​​ ​ナンヂ​​汝​​に​トモ​​伴​​とならん。​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​は、​ナク バヤン​​納忽 伯顏​​と呼ばる。（納忽 長者︀。元史 博爾朮の傳の納忽 阿兒闌。阿兒闌は、納忽の姓、阿嚕剌惕の單稱。）​ワレ​​我​​は、その​ヒトリゴ​​獨子​​。​ワレ​​我​​は、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​（親征錄 元史​ボルチユ​​博爾朮​​、蒙古 源流​ボゴルヂ​​博郭爾濟​​）と​イ​​云​​ふなり」と​イ​​云​​ひて、​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​どもの​ミチ​​路​​に​ヨ​​依​​り​アト​​跡​​つけて、​ミ​​三​​たび​ヤド​​宿​​りて、​ユフベ​​夕​​に​ヒヲカ​​日岡​​を​ウ​​拍​​ち​ヲ​​居​​る時、​イチダン​​一團​​（蒙語​グリエン​​古哩延​​、本義は輪。轉じて羣、明譯 圈子）の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​れり。​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​ ​ハチヒキ​​八匹​​、その​タイダン​​大團​​の​ホトリ​​邊​​に​クサ​​草​​​ハ​​食​​みつゝ​タ​​立​​ちて​ヲ​​居​​るを​ミ​​見​​たり。​テムヂン​​帖木眞​​ ​イ​​言​​はく「​トモ​​伴​​よ、​ナンヂ​​汝​​こゝに​タ​​立​​て。​ワレ​​我​​、​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​どもは​カレラ​​彼等​​なり、​オ​​追​​ひて​イ​​出​​でん」と​イ​​云​​へり。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​イ​​言​​はく「​トモ​​伴​​とならんとて​キ​​來​​ながら、​ワレ​​我​​こゝに​ナン​​何​​ぞ​タ​​立​​たん」と​イ​​云​​ひて、​オナ​​同​​じく​カ​​驅​​けて​イ​​入​​り、​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​どもを​オ​​追​​ひて​イ​​出​​でたり。（閻復の撰れる廣平王 玉昔 帖木兒の碑文に據るに、孛斡兒出は、この時 十三歲なりき。）[95]
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​テムヂン​​帖木眞​​の​ムカ​​逆​​へ​タヽカ​​戰​​ひ

　​シリヘ​​後​​より​ヒト​​人​​どもぞろぞろと（蒙語​ウブル スブル​​兀不兒 速不兒​​、明譯 陸續）​オ​​追​​ひて​キ​​來​​ぬ。​ヒトリ​​一人​​の​シロウマ​​白馬​​の​ヒト​​人​​、​ウマトリザヲ​​套馬竿​​を​ト​​執​​りて​ヒトリ​​獨​​にて​オヒツ​​追附​​きて​キ​​來​​ぬ。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​イ​​言​​はく「​トモ​​伴​​よ、​ユミヤ​​弓箭​​を​ワレ​​我​​におこせよ。​ワレ​​我​​ ​イ ア​​射 合​​はん」と​イ​​云​​へり。​テムヂン​​帖木眞​​ ​イ​​言​​はく「​ワレ​​我​​の​ユヱ​​故​​に​ナンヂ​​汝​​ ​ガイ​​害​​せられん。​ワレ​​我​​ ​イ ア​​射 合​​はん」と​イ​​云​​ひて​ムカ​​逆​​へ​カヘ​​回​​り​イ ア​​射 合​​ひたり。​カ​​彼​​の​シロウマ​​白馬​​の​ヒト​​人​​、​ウマトリザヲ​​套馬竿​​にて​サ​​指​​して​タ​​立​​てり。​アトベ​​後方​​の​トモラ​​伴等​​、​オヒツ​​追附​​きて​キ​​來​​ぬ。​ヒオ​​日落​​ちて​サ​​去​​れり。（日 去れるなり）​タソガレ​​黃昏​​となりて​キ​​來​​ぬ。​アトベ​​後方​​なる​カ​​彼​​の​シウ​​眾​​は、​クラ​​暗​​くなられて​タ​​立​​ちて​ノコ​​殘​​りたり。
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​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の廉潔

　その​ヨ​​夜​​ ​ユ​​行​​き​トホ​​通​​し、​ミカ​​三日​​ ​ミヨ​​三夜​​ ​ユ​​行​​き​トホ​​通​​して​イタ​​到​​りぬ。​テムヂン​​帖木眞​​ ​イ​​言​​はく「​トモ​​伴​​よ。​ワレ​​我​​、​ナンヂ​​汝​​[の​タスケ​​助​​に​ヨ​​依​​る]より​ホカ​​外​​に、この​ウマ​​馬​​どもを​ウ​​得​​べきあらんや。​ワ​​分​​け​ア​​合​​はん。​イク​​幾​​つを​ト​​取​​らんと​イ​​云​​ふか」と​イ​​云​​へり。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​イ​​言​​はく「​ワレ​​我​​、​ヨ​​好​​き​トモ​​伴​​を​ナンヂ​​汝​​を「​ナヤ​​艱​​みて​キ​​來​​ぬ」と​イ​​云​​ひて、​ヨ​​好​​き​トモ​​伴​​に​タスケ​​助​​とならんとて、​トモ​​伴​​となりて​キ​​來​​ぬ、​ワレ​​我​​。​グワイサイ​​外財​​と​イ​​云​​ひて​ト​​取​​らんや、​ワレ​​我​​。​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​は、​ナク バヤン​​納忽 伯顏​​と​イ​​云​​ふ​モノ​​者︀​​なり。​ナク バヤン​​納忽 伯顏​​の​ヒトリゴ​​獨子​​にて​ワレ​​我​​あり。​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​の​タクハヘ​​貯蓄​​は、​ワレ​​我​​に​マカ​​任​​せあり。​ワレ​​我​​は​ト​​取​​らず。​ワレ​​我​​の​タスケ​​助​​となりたるは、​ナニ​​何​​の​タスケ​​助​​とならん。​ト​​取​​らず」と​イ​​云​​へり。
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​ナク バヤン​​納忽 伯顏​​の家に二人の歸着

　​ナク バヤン​​納忽 伯顏​​の​イヘ​​家​​に​イタ​​到​​れり。​ナク バヤン​​納忽 伯顏​​は、その​コ​​子​​ ​ボオルチユ​​孛斡兒出​​を​ウシナ​​失​​ひて、​ハナミヅ​​涕 ​​ ​ナミダ​​涙​​にて​ヰ​​居​​けり。​タチマ​​忽​​ち​イタ​​到​​られて、その​コ​​子​​を​ミ​​見​​て、​ヒト​​一​​たびは​ナ​​哭​​き、​ヒト​​一​​たびは​アヤシ​​怪​​めり。その​コ​​子​​ ​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​イ​​言​​は[96]く「いかに​ナ​​爲​​りなんや。​ヨ​​好​​き​トモ​​伴​​ ​ナヤ​​艱​​みて​キ​​來​​たりき。​トモ​​伴​​となりて​サ​​去​​りき、​ワレ​​我​​。​イマ​​今​​ ​キ​​來​​ぬ」と​イ​​云​​ひて、​ウマ​​馬​​を​カ​​驅​​り​サ​​去​​りて、​ノ​​野​​にて​フタ​​蓋​​したる​オホカハヲケ​​大皮桶​​ ​カハマス​​皮斗​​を​モ​​持​​ち​キ​​來​​ぬ。​テムヂン​​帖木眞​​には、​コ​​肥​​えたる​コヒツジ​​羔​​を​コロ​​殺︀​​して、​カレヒ​​行糧​​に​アタ​​與​​へて、​オホカハヲケ​​大皮桶​​に​モ​​盛​​れる​モノ​​物​​（馬乳）を​トヽノ​​調​​へて​カレヒ​​行糧​​とせしめたり。​ナク バヤン​​納忽 伯顏​​ ​イ​​言​​はく「​フタリ​​二人​​は、​ワカモノ​​少年​​なり。​ナンヂラ​​汝等​​ ​カエリ​​眷​​み​ア​​合​​へ（眷顧せよ）。この​ノチ​​後​​ ​ナ​​勿​​ ​ス​​棄​​て​ア​​合​​ひそ」と​イ​​云​​へり。





​サングル ヲガハ​​桑古兒 小河​​の家に​テムヂン​​帖木眞​​の歸着

​テムヂン​​帖木眞​​ ​サ​​去​​りて​ミヨ​​三夜​​ ​ミカ​​三日​​ ​ユ​​往​​きて、​サングル ヲガハ​​桑古兒 小河​​にその​イヘ​​家​​に​イタ​​到​​れり。​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​、​カツサル​​合撒兒​​ ​ラ​​等​​の​オトヽ​​弟​​ども​ウレ​​憂​​へて​ヰ​​居​​て、​ミ​​見​​て​ヨロコ​​歡​​べり。
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​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​を​テムヂン​​帖木眞​​の迎へ兩親の送り

　それより​テムヂン​​帖木眞​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​フタリ​​二人​​は​デイ セチエン​​德 薛禪​​の[​ムスメ​​女​​]​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​（元史​ボルテ フヂン​​孛兒台 旭眞​​、​ツヰシ​​追諡​​ ​クワウケン ヨクセイ クワウゴウ​​光獻 翼聖 皇后​​）を[​テムヂン​​帖木眞​​]​コヽノツ​​九歲​​なる​トキ​​時​​ ​ミ​​見​​て​キ​​來​​たるに​ヨ​​依​​り、​ワカ​​分​​れて​ヲ​​居​​りしを、​ケルレン ムレン​​客魯嗹 木嗹​​に​シタガ​​沿​​ひ​タヅ​​尋​​ね​ユ​​往​​けり。（客魯嗹 河は、今の克魯倫 河にして、元史には曲綠憐とも怯綠連とも怯魯連とも怯呂連とも書けり。一名は臚朐 河とも云ひ、元史 太祖︀紀 十一年に盧朐 河、丘處機の西遊記に陸局 河、張徳輝の紀行に「北語云㆓翕陸連㆒、漢︀言㆓驢駒 河㆒也」と云ひ、金幼孜の北征錄に臚朐 河と云へり。）​チエクチエル​​扯克徹兒​​、​チクルク​​赤忽兒忽​​（卷一の赤忽兒古）​ニザン​​二山​​の​アヒダ​​閒​​に、​デイ セチエン オンギラ​​德 薛禪 翁吉喇​​は、そこに​ヲ​​居​​りき。​デイ セチエン​​德 薛禪​​は、​テムヂン​​帖木眞​​を​ミ​​見​​て、​イタ​​甚​​く​オホヨロコビ​​大喜​​して​イ​​言​​はく「​タイチウト​​泰赤兀惕​​なる​ナンヂ​​汝​​の​アニオトヽ​​兄弟​​ ​ネタ​​嫉​​めりと​シ​​知​​りて​イタ​​甚​​く​ウレ​​憂​​へて​ゼツバウ​​絕望​​せり。やつと​ミ​​見​​たるぞ、​ナンヂ​​汝​​を」と​イ​​云​​ひて、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​を​メアハ​​配​​せて​オク​​送​​れり。（帖木眞の孛兒帖と婚したるは、蒙古 源流に據れば、戊戌の年にして、帖木眞 十七歲の時なり。戊戌の年は我が高倉 天皇 治承 二年、宋の孝宗 淳熙 五年、金の大定 十八年、西紀 一一七八年なり。）​オク​​送​​り​キ​​來​​つる​デイ セチエン​​德 薛禪​​は、​ミチ​​路​​にて[97]​ケルレン​​客魯嗹​​の​ウラクチエル​​兀喇黑啜勒​​の​スミ​​隅​​より​カヘ​​回​​れり。その​ツマ​​妻​​、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​の​ハヽ​​母​​は、​シユタン​​搠壇​​と​イ​​云​​ひき。​シユタン​​搠壇​​は、​ムスメ​​女​​を​オク​​送​​りて、​グレルグ​​古咧勒古​​の​ウチ​​內​​なる​サングル ヲガハ​​桑古兒 小河​​に[​テムヂン​​帖木眞​​ ​ラ​​等​​]​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に​イタ​​致​​して​キ​​來​​ぬ。
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​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の​ライゾク​​來屬​​

　​シユタン​​搠壇​​を​カヘ​​回​​らしむると、[​テムヂン​​帖木眞​​は、]​ベルグタイ​​別勒古台​​を、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​を「​トモ​​伴​​とならん」とて​ヨ​​喚​​びて​ヤ​​遣​​りぬ。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​は、​ベルグタイ​​別勒古台​​に到らるゝと、（原文には「到らしむると」とあり。すべて蒙古語には、日本語にて受動に云ふべき所を令動に云へること多し。日本語として穩かならざる處は、受動に改めて譯せり。）その​チヽ​​父​​に​カタ​​語​​らず、​キヨウセキ​​拱脊​​の​クリゲ​​栗毛​​の​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​リ、​アヲ​​靑​​き​ケゴロモ​​毛衣​​を​ウマ​​馬​​に​ツ​​駄​​けて、​ベルグタイ​​別勒古台​​と​オナ​​同​​じく​キ​​來​​ぬ。かく​トモ​​伴​​となれるに​ヨ​​依​​り[この​ノチ​​後​​ ​ナガク​​長​​く]​ツカ​​事​​ふる​コトノモト​​緣故​​、かくあり。
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​ブルギ ガシ​​不兒吉 岸​​の移住

　​サングル ヲガハ​​桑古兒 小河​​より​タ​​起​​ちて、​ケルレン ガハ​​客魯嗹 河​​の​ミナモト​​源​​なる​ブルギ エルギ​​不兒吉 額兒吉​​（不兒吉 がし 親征錄​ブルギ ガイ​​不魯吉 崖​​）に​イヘヰ​​營盤​​せんと​オ​​下​​り（馬より下り）て、―​シユタン エケ​​搠壇 額客​​の​ヒキデモノ​​引出物​​（蒙語​シトクル​​失惕忽勒​​、明譯​ジヤウ​​上​​㆓​ケンスル​​見​​ ​シウトシウトメニ​​公姑​​㆒的 ​レイブツ​​禮物​​）として​クロ​​黑​​き​テウソ​​貂鼠​​の​カハコロモ​​裘​​を​モ​​持​​ち​キ​​來​​てありき。





​ケレイト​​客咧亦惕​​の​ワンカン​​王罕​​に​テムヂン​​帖木眞​​ 兄弟のまみえ

―その​カハコロモ​​裘​​を、​テムヂン​​帖木眞​​、​カツサル​​合撒兒​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​ミタリ​​三人​​、​モ​​持​​ちて​ユ​​往​​きて、「​サキ​​前​​の​ヒ​​日​​ ​エスガイ カン エチゲ​​也速該 罕 額赤格​​と（也速該 罕なる父。也速該 巴阿禿兒は、罕とならざりき、こゝに罕と云へるは、追王の義ならん。）​ケレイト​​客咧亦惕​​の​タミ​​民​​の（親征錄​ケレイ ブ​​克烈 部​​、元史には、克列、克烈、怯列、怯烈、怯列亦、怯里亦など書けり。）​ワンカン​​王罕​​（親征錄​ワン カガン​​汪 可汗​​、元史 本紀​ワンハン​​汪罕​​、哈剌哈孫の傳、伯八の傳 王可汗）は、​アンダ​​安達​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたりき。（安達は、親交なり。元史 太祖︀紀 安荅の注に「交物之友」畏荅兒の傳に「安達者︀、定交 不易之謂也」とあり。）​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​に​アンダ​​安達​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたるは、​チヽ​​父​​の​ゴト​​如​​くあるぞ」とて、​ワンカン​​王罕​​を​トウラ​​土兀剌​​の​カラトン​​合喇屯​​に​ア​​在​​りと​シ​​知​​りて​ユ​​往​​きたり。（土兀剌は、河の名なり。親征錄 元史も同じ。唐書 鐵勒の傳に獨樂 河、回鴨の傳に獨邏 水、元史 巴而朮 阿而忒 的斤の傳に禿忽剌 水、張德輝の[98]紀行に獨渾剌 河とあり。今の土拉 河また圖拉 河なり。合喇屯は、黑林にて、今の昭莫多 卽ち 東庫倫 の地、または今の庫倫の南なる汗山 卽ち汗阿林の地なり。）​ワンカン​​王罕​​の​トコロ​​處​​に​テムヂン​​帖木眞​​ ​イタ​​到​​りて​イ​​言​​はく「​サキ​​前​​の​ヒ​​日​​ ​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​に​アンダ​​安達​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたりき、​ナムチ​​爾​​。​チヽ​​父​​にも​ヒト​​等​​しくあるぞ」と​イ​​云​​ひて、「​ツマ​​妻​​を​オ​​下​​ろして​キ​​被​​せ​タテマツ​​奉​​る[​キウコ​​舅姑​​への​レイブツ​​禮物​​]を​ナムチ​​爾​​に​モ​​持​​ち​キ​​來​​ぬ」とて、​テウソ​​貂鼠​​の​カハコロモ​​裘​​を​アタ​​與​​へたり。





​ワンカン​​王罕​​の喜び

​ワンカン​​王罕​​ ​イタ​​甚​​く​ヨロコ​​喜​​びて​イ​​言​​はく「​クロ​​黑​​合喇​き​テウソ​​貂鼠​​の​カハコロモ​​裘​​の​ヘンレイ​​返禮​​合哩兀​に、​ハナ​​離​​合合察​れたる​ナンヂ​​汝​​の​ブシウ​​部眾​​を​アツ​​集​​含禿惕合​めて​アタ​​與​​へん。​テウソ​​貂鼠​​不魯罕​の​カハコロモ​​裘​​の​ヘンレイ​​返禮​​に、​チ​​散​​不塔喇​りたる​ナンヂ​​汝​​の​ブシウ​​部眾​​を​マト​​纏​​不古惕客勒都︀​め​ア​​合​​ひて​アタ​​與​​へん。​コシ​​腰​​孛可咧​の​サキ​​尖​​孛克薛​に​コウシ​​腔子​​扯客咧​の​ムネ​​胸​​扯額只​に​ア​​存​​れ（腹に胸に記憶して忘れじ）」と​イ​​云​​へり。
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​ヂエルメ​​者︀勒篾​​の​ライゾク​​來屬​​

　そこより​カヘ​​回​​りて​ブルギ ガシ​​不兒吉 岸​​に​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​より​ウリヤンカン​​兀哴罕​​の​ヒト​​人​​ ​ヂヤルチウダイ エブゲン​​札兒赤兀歹 額不堅​​（札兒赤兀歹 翁。蒙古 源流​ヂヤルチユタイ​​札爾楚泰​​）は、​カヌチ​​鍛冶​​の​フイゴ​​風匣​​を​オ​​負​​ひて、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​（親征錄 元史​ヂエリメ​​折里麥​​、蒙古 源流​ヂラマ​​濟拉瑪​​）と​イ​​云​​へる​コ​​子​​を​ヒ​​引​​きて​キ​​來​​て、​ヂヤルチウダイ​​札兒赤兒歹​​ ​イ​​言​​はく「​オナン​​斡難︀​​の​デリウン​​迭里溫​​ ​コザン​​孤山​​に​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​テムヂン​​帖木眞​​ ​ウマ​​生​​れたる、​テウソ​​貂鼠​​の​ムツキ​​襁褓​​（蒙語​ネルク​​捏兒克​​、明譯 裹兒袱）を​アタ​​與​​へたりき、​ワレ​​我​​。この​コ​​子​​ ​ヂエルメ​​者︀勒篾​​をも​アタ​​與​​へたりき、​ワレ​​我​​。​チヒサ​​小​​しとて​ツ​​伴​​れて​サ​​去​​れりけり。​イマ​​今​​ ​ヂエルメ​​者︀勒篾​​に​クラ​​鞍​​額篾額勒​を​オ​​置​​かせ、​カド​​門​​額兀頭​を​ア​​開​​けさせよ」と​イ​​云​​ひて​アタ​​與​​へたり。
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​ホエルン ハヽ​​訶額侖 母​​ を​ゴアクチン オウナ​​豁阿黑臣 嫗​​の喚び起し

　​ケルレン ガハ​​客魯嗹 河​​の​ミナモト​​源​​に​ブルギ ガシ​​不兒吉 岸​​に​オ​​下​​りて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ヒトアサ​​一朝​​ ​ハヤ​​早​​く、​シラ​​白​​み​キ​​黃​​ばみ​ア​​明​​けんとする​トキ​​時​​、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​の​イヘ​​家​​の​ウチ​​內​​に​ハタラ​​働​​ける​ゴアクチン エメゲン​​豁阿黑臣 額篾堅​​（豁阿黑臣 嫗）​オ​​起​​きて​イ​​言​​はく「​ハヽ​​母​​、​ハヽ​​母​​、​ト​​疾​​く​オ​​起​​き[99]よ。​ヂ​​地​​ ​ユル​​搖​​げり。​トヨミゴヱ​​震聲​​ ​キコ​​聞​​えたり。[​カツ​​嘗​​て]​オビヤカ​​脅​​したる​タイチウト​​泰赤兀惕​​ ​キ​​來​​つるならん。​ハヽ​​母​​ ​ト​​疾​​く​オ​​起​​きよ」と​イ​​云​​へり。
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馬上の男女 九人

　​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​ ​イ​​言​​はく「​コ​​子​​ともを​ト​​疾​​く​ヨ​​喚​​び​サマ​​覺​​せ」と​イ​​云​​ひて、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​も​ト​​疾​​く​オ​​起​​きたり。​テムヂン​​帖木眞​​ ​ラ​​等​​の​コ​​子​​どもも​ト​​疾​​く​オ​​起​​きて、​ウマ​​馬​​どもを​ト​​執​​りて、​テムヂン​​帖木眞​​ ​ヒト​​一​​つの​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​ ​ヒト​​一​​つの​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。​カツサル​​合撒兒​​ ​ヒト​​一​​つの​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。​カチウン​​合赤溫​​ ​ヒト​​一​​つの​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。​テムゲ オツチギン​​帖木格 斡惕赤斤​​ ​ヒト​​一​​つの​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​ヒト​​一​​つの​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ヒト​​一​​つの​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​ヒト​​一​​つの​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​れり。​テムルン​​帖木侖​​をば、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​ ​フトコロ​​懷​​に​ツ​​駄​​けたり。[​テムヂン​​帖木眞​​のみは、]（原文に脫ちたるを、明譯に據りて補ふ。）​ヒト​​一​​つの​ウマ​​馬​​を​ヒキウマ​​牽馬​​に​ソナ​​備​​へたり。​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​には、​ウマ​​馬​​ ​カ​​闕​​けたり。
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車に​ノ​​乘​​れる​ボルテ​​孛兒帖​​ ​ゴアクチン​​豁阿黑臣​​


　​テムヂン​​帖木眞​​ ​アニオトヽ​​兄弟​​ども​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​りて、​ツト​​夙​​に​スナハ​​卽​​ち​ブルカン​​不兒罕​​に​ノボ​​上​​れり。​ゴアクチン オウナ​​豁阿黑臣 嫗​​は、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​を​カク​​匿​​さんと、​ヒト​​一​​つの​クロ​​黑​​き​コシ​​輿​​ある​クルマ​​車​​に​ノ​​乘​​らしめて、​エウクワギウ​​腰花牛​​（腰に花紋ある牛）に​ヒ​​引​​かせて、​テンゲリ ゴロカン​​騰格里 豁囉罕​​に（騰格里 小河、卷一の統格黎克 小河と異なり。）​サカノボ​​泝​​り​ウゴ​​動​​きて​キ​​來​​つる​トキ​​時​​、​アケボノ​​曙​​の​ホノカ​​仄​​に​ア​​明​​くる​トキ​​時​​、​ムカヒ​​向​​より​イクサ​​軍​​の​シウ​​眾​​、​ウマ​​馬​​を​ハシ​​走​​らして​メグ​​旋​​りて​イタ​​到​​りて​キ​​來​​て、「​ナニビト​​何人​​ぞ、​ナンヂ​​汝​​」と​ト​​問​​へり。​ゴアクチン オウナ​​豁阿黑臣 嫗​​ ​イ​​言​​はく「​ワレ​​我​​は、​テムヂン​​帖木眞​​のなり。​オホヤ​​大家​​の​ウチ​​內​​に​ヒツジ​​羊​​の​ケ​​毛​​を​キ​​剪​​りて​キ​​來​​つ。​オノ​​己​​が​イヘ​​家​​に​カヘ​​回​​りて​ク​​來​​るなり」と​イ​​云​​へり。それより[​カレラ​​彼等​​]​イ​​言​​はく「​テムヂン​​帖木眞​​は、​イヘ​​家​​にありや。​イヘ​​家​​は、いかに​トホ​​遠​​き」と​イ​​云​​へり。​ゴアクチン オウナ​​豁阿黑臣 嫗​​[100]​イ​​言​​はく「​イヘ​​家​​は、​チカ​​近​​くあり。​テムヂン​​帖木眞​​には、​ア​​有​​り​ナ​​無​​しには、​コヽロヅ​​心附​​かざりき。[​イヘ​​家​​の]​ウシロ​​後​​より​オ​​起​​くると​キ​​來​​つ、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​へり。
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​ボルテ​​孛兒帖​​ 等 三女の​トラ​​虜︀​​はれ


　​カ​​彼​​の​イクサビト​​軍人​​ども、かくて​カ​​驅​​け​サ​​去​​れり​ゴアクチン オウナ​​豁阿黑臣 嫗​​は、その​エウクワギウ​​腰花牛​​を​ムチウ​​鞭打​​つと、​ト​​疾​​く​ユ​​行​​かんとして、​クルマ​​車​​の​ヂク​​軸​​を​ヲ​​折​​り​サ​​去​​れり。​ヂク​​軸​​を​オ​​折​​られて、「​カチ​​徒​​にて​ハヤシ​​林​​に​ハシ​​走​​りて​イ​​入​​らん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へる​トキ​​時​​、​ツヾ​​續​​きて​カ​​彼​​の​イクサビト​​軍人​​ども、​ベルグタイ​​別勒古台​​の​ハヽ​​母​​を​テフキ​​疊騎​​せしめ（尻馬に乘らせ）て、その​フタ​​二​​つの​アシ​​足​​を​タ​​垂​​れさせて、​カ​​驅​​けて​イタ​​到​​りて​キ​​來​​ぬ。「この​クルマ​​車​​の​ウチ​​內​​に​ナニ​​何​​を​ノ​​載​​せてあるか」と​イ​​云​​へり。​ゴアクチン オウナ​​豁阿黑臣 嫗​​ ​イ​​言​​はく「​ケ​​毛​​を​ノ​​載​​せてあり」と​イ​​云​​へり。​カ​​彼​​の​イクサビト​​軍人​​の​アニ​​兄​​ども​イ​​言​​はく「​オトヽ​​弟​​ども​コ​​子​​ども​オ​​下​​りて（馬より下りて）​ミ​​見​​よ」と​イ​​云​​へり。​カレラ​​彼等​​の​オトヽ​​弟​​ども​コ​​子​​ども​オ​​下​​りて、​ト​​戶​​ある​クルマ​​車​​の​ト​​戶​​を​ト​​取​​れば、​ウチ​​內​​に​キサキ​​妃​​らしき​ヒト​​人​​ ​ヰ​​居​​て、その​ヒト​​人​​を​クルマ​​車​​より​ヒ​​拖​​きて​オロ​​降​​して、​ゴアクチン​​豁阿黑臣​​と​フタリ​​二女​​に​テフキ​​疊騎​​せしめて​ヒキ​​率​​ゐると、​テムヂン​​帖木眞​​の​シリヘ​​後​​より​クサ​​草​​の​フミワケ​​蹈分​​に​ヨ​​依​​り​アト​​跡​​ ​ツ​​附​​けて​ブルカン​​不兒罕​​に​ノボ​​上​​れり。














§102(02:48:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ブルカン ダケ​​不兒罕 嶽​​の三​メグ​​繞​​り


　​テムヂン​​帖木眞​​の​シリヘ​​後​​より​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​を​ミ​​三​​たび​メグ​​繞​​りて​エ​​獲​​かねたり。​コナタ カナタ​​這廂 那廂​​に​イソ​​急​​ぎ​マハ​​廻​​れば​オチイ​​陷​​る​ヒヂ​​泥​​ ​トホ​​通​​れね​ハヤシ​​林​​あり、​ア​​飽​​ける​トコロ​​地​​（草木の繁れる處）、​キ​​鑽​​り​イ​​入​​れば、​イ​​入​​られずして​ケハ​​險​​しく​シゲ​​密​​く、その​シリヘ​​後​​より​シタガ​​隨​​ひて​エ​​獲​​かねたりき。





三つの​メルキト​​篾兒乞惕​​のし返し


​カレラ​​彼等​​は、​ミ​​三​​つの​メルキト​​篾兒乞惕​​なりき。​ウドイト メルキト​​兀都︀亦惕 篾兒乞惕​​（親征錄​ウドイ メルキ​​兀都︀夷 篾里乞​​）の​トクトア​​脫黑脫阿​​（親征錄 元史​トト​​脫脫​​）、​ウワス メルキト​​兀洼思 篾兒乞惕​​の​タイル ウスン​​歹兒 兀孫​​、​カアト メルキト​​合阿惕 篾兒乞惕​​の[101]​カアタイ ダルマラ​​合阿台 荅兒麻剌​​。この​ミ​​三​​つの​メルキト​​篾兒乞惕​​は、​サキ​​前​​の​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​を​チレド​​赤列都︀​​（卷一の也客 赤列都︀）より​ウバ​​奪​​ひて​ト​​取​​られきとて、​イマ​​今​​その​ウラミ​​怨​​を​ハラ​​霽​​しに​キ​​來​​つるなりき。​カ​​彼​​の​メルキト​​篾兒乞惕​​ ​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へらく「​ホエルン​​訶額侖​​の​アタ​​讎​​を​ムク​​報​​いんと、​イマ​​今​​ ​カレ​​彼​​の​ヲミナ​​婦人​​どもを​ト​​取​​れり。​アタ​​讎​​を​ムク​​報​​いたり、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて、​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​より​オ​​降​​りて​オノ​​己​​が​イヘイヘ​​家家​​に​カヘ​​回​​りたり。












§103(02:49:09)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ブルカン ダケ​​不兒罕 嶽​​に救はれたる​テムヂン​​帖木眞​​の感謝

　​テムヂン​​帖木眞​​は、​カ​​彼​​の​ミ​​三​​つの​メルキト​​篾兒乞惕​​、​マコト​​實​​に​オノ​​己​​が​イヘイヘ​​家家​​に​カヘ​​回​​れりや​フ​​伏​​したりやと、​ベルグタイ​​別勒古台​​、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​ミタリ​​三人​​を、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​シリヘ​​後​​より​ウカヾ​​偵​​ひ、​ミ​​三​​たび​ヤド​​宿​​り​シタガ​​随​​はせて、​メルキト​​篾兒乞惕​​に​ハナ​​離​​れさせて、​テムヂン​​帖木眞​​は、​ブルカン​​不兒罕​​の​ウヘ​​上​​より​オ​​下​​りて、その​ムネ​​胸​​を​ウ​​椎​​ちて​イ​​言​​はく「​ゴアクチン エケ​​豁阿黑臣 額客​​が（嫗の大功ありし故に母と貴びたるなり）​イタチ​​鼬​​鎖耶合​となりて​キ​​聽​​莎那思​きたる​ユヱ​​故​​に、​ギンソ​​銀鼠​​兀年​となりて​ミ​​見​​兀者︀​たる​ユヱ​​故​​に、​モト​​本​​不敦​の​ミ​​身​​を​ノガ​​躱​​不嚕兀敦​れんと、​ホダシ​​絆​​不吉牙​せる（足 繋ぎて轡なき）​ウマ​​馬​​にて、​シカ​​鹿​​不忽​の​コミチ​​徑​​を​ワタ​​徑​​りて、​ニレ​​楡​​不兒合孫​の​エダ​​條​​の​イヘ​​家​​を​ヤヅク​​家作​​らんと、​ブルカン​​不兒罕​​の​ウヘ​​上​​に​ノボ​​上​​りき、​ワレ​​我​​。​ブルカン​​不兒罕​​の​ミタケ​​御獄​​に、​シラミ​​蝨​​孛額速​の​ゴト​​如​​き​イノチ​​命​​不勒只兀勒荅​を​カク​​匿​​されたり、​ワレ​​我​​。​ヒトリ​​獨​​合黑察罕​の​イノチ​​命​​を​ヲシ​​惜​​合赤喇​まんと、​ヒト​​一​​合黑察​つの​ウマ​​馬​​にて、​カンダスン​​罕荅孫​​（獸の名）の​コミチ​​徑​​を​ワタ​​徑​​りて、​ヤナギ​​柳​​合勒合孫​の​エダ​​枝​​の​イヘ​​家​​を​ヤヅク​​家作​​らんと、​ミタケ​​御嶽​​合勒敦​の​ウヘ​​上​​に​ノボ​​上​​りき、​ワレ​​我​​。​ミタケ​​御嶽​​合勒敦​ ​ブルカン​​不兒罕​​ に​アリ​​蟻​​合兒察​の​ゴト​​如​​き​イノチ​​命​​を​スク​​救​​合勒合剌黑荅​はれたるぞ、​ワレ​​我​​。​イタ​​甚​​く​オソ​​恐​​れさせられたり、​ワレ​​我​​。​ブルカン​​不兒罕​​の​ミタケ​​御嶽​​を​アサ​​朝​​馬納合兒​ごとに​マツ​​祭​​馬里牙速孩​れ、​ヒ​​日​​兀都︀兒​ごとに​イノ​​禱​​斡赤速孩​れ。​ワ​​我​​が​シソン​​子孫​​兀嚕渾​の​シソン​​子孫​​兀嚕黑​ ​オボ​​覺​​兀合禿孩​え​ヲ​​居​​れ」とて、​ヒ​​日​​を​ムカ​​迎​​へて、​オビ​​帶​​を​ウナジ​​項​​
に​カ​​掛​​けて、​バウ​​帽​​を​テ​​手​​（左手）に​モ​​持​​ち​ソ​​添​​へて、​テ​​手​​（右手）に​ムネ​​胸​​を​ウ​​椎​​ちて、日に[​ムカ​​向​​ひ]​コヽノ​​九​​たび​ヒザマヅ​​跪​​きて、​クワンテン​​灌奠​​（明譯​ヲ​​將​​㆓​ウマノチヽ​​馬妳​​子㆒​ソヽギソナヘ​​灑奠​​）​キタウ​​祈︀禱​​を​サヽ​​捧​​げたり。






成吉思 汗 實錄 卷の二 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の二
巻の四 →
成吉思汗実録 
巻の三
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​サン​​三​​。








§104(03:01:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ワンカン​​王罕​​の救を求めに​テムヂン​​帖木眞​​ 等の​カラトン​​合喇屯​​ 往き

　かく​ノ​​陳​​べて、​テムヂン​​帖木眞​​、​カツサル​​合撒兒​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​ミタリ​​三人​​は、​ケレイト​​客咧亦惕​​の​トオリル​​脫斡哩勒​​（親征錄​トーリン​​脫憐​​、元史 太祖︀紀、脫里、哈剌哈孫の傳、脫斡璘〈［＃「脫斡璘」の三文字目「璘」は底本では「王＋鄰」。「王＋鄰」に該当するUnicodeが見当たらないのでzh.wikisource.orgの元史 卷136を参考に「璘」とした］〉）​ワンカン​​王罕​​の​トコロ​​處​​に、​トウラ ムレン​​土兀剌 木嗹​​（土兀剌 河）の​カラトン​​合喇屯​​（黑林）に​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に​ユ​​往​​きて​イ​​言​​はく「​ミ​​三​​つの​メルキト​​篾兒乞惕​​に、​オモ​​意​​はず​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に​キ​​來​​て、​ツマコ​​妻子​​を​トラ​​虜︀​​へて​ト​​取​​られたり。​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​（罕なる父）、​ツマコ​​妻子​​を​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へよとて​キ​​來​​ぬ、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​へり。





​ワンカン​​王罕​​の​カヘリゴト​​返辭​​

その​コトバ​​言​​の​カヘリゴト​​返辭​​に、​トオリル ワンカン​​脫斡哩勒 王罕​​ ​イ​​言​​はく「​ワレ​​我​​ ​コゾ​​去年​​ ​ナンヂ​​汝​​に​イ​​言​​はざりしか。​テウソ​​貂鼠​​の​カハコロモ​​裘​​を​ワレ​​我​​に​モ​​持​​ち​キ​​來​​つるに、「​チヽ​​父​​の​トキ​​時​​に​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたるは、​チヽ​​父​​の​ゴト​​如​​くあるぞ」とて​キ​​被​​せられたれば、そこに​ワレ​​我​​ ​イ​​言​​はく「​テウソ​​貂鼠​​不魯罕​の​カハコロモ​​裘​​の​ヘンレイ​​返禮​​に、[103]​チ​​散​​不塔喇​りたる​ナンヂ​​汝​​の​ブシウ​​部眾​​を​マト​​纏​​不古惕格勒都︀​め​ア​​合​​ひて​アタ​​與​​へん。​クロ​​黑​​合喇​き​テウソ​​貂鼠​​の​カハコロモ​​裘​​の​ヘンレイ​​返禮​​合哩兀​に、​ハナ​​離​​合合察​れたる​ナンヂ​​汝​​の​ブシウ​​部眾​​を​アツ​​集​​含禿惕合勒都︀​め​ア​​合​​ひて​アタ​​與​​へん」とて、「​コウシ​​腔子​​扯客咧​の​ムネ​​胸​​扯額只​に​ア​​存​​れ。​コシ​​腰​​孛可咧​の​サキ​​尖​​孛克薛​に​ア​​存​​れ」と​イ​​云​​はざりしか、​ワレ​​我​​。​イマ​​今​​ ​カ​​彼​​の​コトバ​​言​​に​シタガ​​從​​はんと、​テウソ​​貂鼠​​不魯罕​の​カハコロモ​​裘​​の​ヘンレイ​​返體​​に、​スベ​​都︀​​不古迭​ての​メルキト​​篾兒乞惕​​を​ホロボ​​滅​​不咧勒​すまで、​ナンヂ​​汝​​の​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​を​スク​​救​​阿不喇​ひて​アタ​​與​​へん、​ワレ​​我​​。​クロ​​黑​​合喇​き​テウソ​​貂鼠​​の​カハコロモ​​裘​​の​ヘンレイ​​返禮​​に、​アマネ​​普​​合木黑​き​メルキト​​篾兒乞惕​​を​ウチヤブ​​打破​​合勒塔赤​りて、​ナンヂ​​汝​​の​キサキ​​妃​​合屯​ ​ボルテ​​孛兒帖​​を​カヘ​​回​​合哩兀勒​らせて​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​なん、​ワレラ​​我等​​。​ナンヂ​​汝​​は、​ヂヤムカ デウ​​札木合 迭兀​​〈［＃「札木合 迭兀」は底本では「札木合迭兀」。「元朝秘史」§104(03:02:07~08)の漢︀字音訳に倣い二語に分割］〉に（札木合なる弟。年少き故に、弟と云へり。）​デンゴン​​傳言​​して​ヤ​​遣​​れ。​ヂヤムカ オトヽ​​札木合 弟​​は、​ゴルゴナク ヂユブル​​豁兒豁納黑 主不兒​​（豁兒豁納黑 河原、小河の河原）に​ヲ​​居​​るぞ。​ワレ​​我​​は、​コレ​​此處​​より​ニマンニン​​二萬人​​にて​ミギ​​右​​の​テ​​手​​となり​シユツバ​​出馬​​せん。​ヂヤムカ オトヽ​​札木合 弟​​は、​ニマンニン​​二萬人​​となりて​ヒダリ​​左​​の​テ​​手​​となり​シユツバ​​出馬​​せよ。​ワレラ​​我等​​の​ヤククワイ​​約會​​（會合の場所 時日）は、​ヂヤムカ​​札木合​​より​セ​​爲​​よ」と​イ​​云​​へり。












§105(03:03:08)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ヂヤムカ​​札木合​​の救を求むる​テムヂン​​帖木眞​​の使

　​テムヂン​​帖木眞​​、​カツサル​​合撒兒​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​ミタリ​​三人​​は、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​より​カヘ​​回​​りて​イヘ​​家​​に​イタ​​到​​りて、​テムヂン​​帖木眞​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​の​トコロ​​處​​に、​カツサル​​合撒兒​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​フタリ​​二人​​を​ヤ​​遣​​り、「​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​に言へ（帖木眞と札木合と幼き時 安荅となれりし事は、後に委しく見ゆ。）」とて、​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るには、「​ミ​​三​​つの​メルキト​​篾兒乞惕​​に、​キ​​來​​て​クラヰ​​座​​斡囉​を​カラ​​空​​豁黑脫兒忽​に​ナ​​爲​​されたり、​ワレ​​我​​。（妃を奪はれたり。こゝの豁は、音ホにて、斡に通ず。）​コウシ​​扣子​​斡那兒​（二物を結び合する紐釦の類︀）​ヒト​​一​​つのもの（離れざる親友）ならずや、​ワレラ​​我等​​。​アタ​​讎​​斡雪勒​をいかにか​カヘ​​復​​斡薛​さん。​フトコロ​​懷​​額不兒​を​ナカバ​​半​​含帖勒迭​せられたり、​ワレ​​我​​。（こゝの含は、音ハンにて下の句の哈と協ふ。）​カン​​肝​​赫里堅​の​シンゾク​​親族​​（肺腑の親）ならずや、​ワレラ​​我等​​。​ウラミ​​怨​​哈赤​をいかにか​ムク​​報​​哈赤剌​いん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。[104]​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​に​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​りたる​コトバ​​言​​、かくの​ゴト​​如​​し。​マタ​​又​​ ​ケレイト​​客咧亦惕​​の​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​の​イ​​言​​へる​コトバ​​言​​を​ヂヤムカ​​札木合​​に​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るには、「​サキ​​前​​の​ヒ​​日​​、​ワ​​我​​が​エスガイ カン エチゲ​​也速該 罕 額赤格​​（也速該 罕なる父）に​タスケ​​助​​を​ヨ​​好​​く​ナ​​爲​​されたるを​オモ​​想​​ひて、​トモ​​伴​​とならん、​ワレ​​我​​。​ニマンニン​​二萬人​​となりて​ミギ​​右​​の​テ​​手​​となり​シユツバ​​出馬​​せん。​ヂヤムカ オトヽ​​札木合 弟​​に​デンゴン​​傳言​​して​ヤ​​遣​​れ。​ヂヤムカ オトヽ​​札木合 弟​​は、​ニマンニン​​二萬人​​にて​シユツバ​​出馬​​せよ。​アヒ ア​​相 合​​ふ​ヤククワイ​​約會​​は​ヂヤムカ オトヽ​​札木合 弟​​より​セ​​爲​​よ」と​イ​​云​​へり。この​コトバ​​言​​どもを​ツク​​盡​​させ​ヲ​​畢​​へて、





​ヂヤムカ​​札木合​​の​カヘリゴト​​返辭​​

​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​を、​クラヰ​​座​​斡囉​ ​カラ​​空​​豁黑脫兒忽​になれりと​シ​​知​​りて、​ワ​​我​​が​コヽロ​​心​​斡咧​ ​イタ​​痛​​額別惕​めり。​フトコロ​​懷​​額不兒​ ​ナカバ​​半​​になれりと​シ​​知​​りて、​ワ​​我​​が​カン​​肝​​赫里格​ ​イタ​​痛​​額別惕​めり。​アタ​​讎​​斡雪勒​を​カヘ​​復​​斡旋​しに、​ウドイト​​兀都︀亦惕​​〈［＃ルビ「ウドイト」は底本では「ウトイト」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉、​ウワス メルキト​​兀洼思 篾兒乞惕​​を​ホロボ​​滅​​兀魯惕客​して、​フジン​​夫人​​兀眞​ ​ボルテ​​孛兒帖​​を​スク​​救​​はん。​ウラミ​​怨​​哈赤​を​ムク​​報​​いに、​アマネ​​普​​合木黑​き​カアト メルキト​​合阿惕 篾兒乞惕​​を​ウチヤブ​​打破​​合勒塔赤​りて、​キサキ​​妃​​合屯​ ​ボルテ​​孛兒帖​​を​カヘ​​回​​合哩兀侖​らせ​スク​​救​​はん。​イマ​​今​​ ​カ​​彼​​の​クラノアフリ​​鞍韂​​戈勒篾​を​ウ​​拍​​つ​トキ​​時​​ ​ツヾミ​​鼓​​可兀兒格​の​オト​​音​​となして​アワ​​遽​​可乞迭克​て​オドロ​​驚​​く​トクトア​​脫黑脫阿​​は、​ブウラ ケエル​​不兀喇 客額兒​​に​ヲ​​居​​るぞ。（不兀喇 原、駱駝 原。親征錄​ブラセン​​不剌川​​。內府 與圖に、恰克圖の東に布拉 喀倫あり。喀倫の南に布拉 河あり、西に流れて色楞格 河に入る。露西亞の地圖には、ブレン河とあり。不兀喇 原は、この布拉 河の邊の原野なるべし）​フタ​​蓋​​荅卜赤​ある​ヤナグヒ​​箭筒​​を​ユラメカ​​搖閃​​荅兒巴勒札​す​トキ​​時​​ ​カヘ​​反​​歹只赤​り​ハシ​​走​​る​ダイル ウスン​​歹兒 兀孫​​は、​イマ​​今​​ ​オルコン​​斡兒桓​​ ​セレンゲ​​薛涼格​​ ​ニカ​​二河​​の[​アヒダ​​閒​​なる]​タルクン アラル​​塔勒渾 阿喇勒​​に​ヲ​​居​​るぞ。（斡兒桓 河は、今の鄂爾坤 河にして、唐書 回鶻の傳に昆河また嗢昆 水、元史 太宗紀に斡兒寒 河、明宗紀に斡耳罕 水、虞集の句容郡王 世績の碑に斡歡 河、歐陽玄の偰氏 家傳に斡爾汗 河などあり。薛涼格 河は、今の色楞格 河にして、唐書 回鶻の傳に仙娥 河、元史 巴而朮 阿而忒 的斤の傳に薛靈哥 水、耶律鑄の雙溪 醉隱集に錫蘭 河、偰氏 家傳に偰輦傑 河、瀚海︀集に習靈靄 河などあり。塔勒渾 阿喇勒 卽ち勇婦の島は、兩河 合流の處にある出島なるべし。）​ヨモギ​​蓬​​含合兀勒孫​に​カゼ​​風​​克​ ​ソヨ​​戰​​ぐ​トキ​​時​​ ​クロ​​黑​​合喇​き​ハヤシ​​林​​槐​を​アラソ​​爭​​ふ​カアタイ ダルマラ​​合阿台 荅兒馬剌​​は、​イマ​​今​​、​カラヂ ケエル​​合剌只 客額兒​​に​ヲ​​居​​る[105]ぞ。（合剌只 原。高寶銓の說に、今の哈拉 河の下流の東北岸の地ならんと云へり。）​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​は、​タヾチ​​直​​に​キルゴ ムレン​​乞勒豁 木嗹​​（乞勒豁 河、水道 提綱の啓兒活 河）を​ヨコ​​橫​​輕古思​ぎるに​チヨソウサウ​​猪︀鬃草​​撒合勒伯顏​は​イヅク​​何處​​にも​ア​​有​​れ、​イカダ​​筏​​撒勒忽牙​ ​ク​​組​​みて​イ​​入​​らん。​カ​​彼​​の​アワ​​遽​​て​オドロ​​驚​​く​トクトア​​脫黑脫阿​​の​ソラマド​​天窻​​額嚕格​の​ウヘ​​上​​より​イ​​入​​りて、​カレ​​彼​​の​キンエウ​​緊要​​額兒勤​なる​チヤウバウコツ​​帳房骨​​額額迭​を​タフ​​倒​​唵不囉​すべく​ツ​​衝​​きて、​カレ​​彼​​の​ツマコ​​妻子​​額篾可溫​を​ツ​​盡​​額出勤​くるまで​トラ​​虜︀​​へん。​カレ​​彼​​の​フクノカミ​​福︀神︀​​忽禿黑​の​チヤウバウコツ​​帳房骨​​（大黑柱と云ふが如き者︀）を​ヲ​​折​​忽忽嚕​るべく​ツ​​衝​​きて、​カレ​​彼​​の​スベ​​都︀​​豁脫剌​ての​ブシウ​​部眾​​を​ムナ​​空​​豁斡孫​しくなるまで​トラ​​虜︀​​へん。」
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​ヂヤムカ​​札木合​​が出陣のしらせ​ヤククワイ​​約會​​の​トコロ​​地​​

　​ヂヤムカ​​札木合​​ ​マタ​​又​​ ​イ​​言​​はく「​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​、​トオリル カン アカ​​脫斡哩勒 罕 阿合​​（脫斡哩勒 罕なる兄）​フタリ​​二人​​に​イ​​言​​へ」とて​イ​​言​​はく「​ワレ​​我​​には、​トホ​​遠​​合喇阿禿​く​ミ​​見​​ゆる​トウ​​纛​​を​マツ​​祭​​れり、​ワレ​​我​​。​クロ​​黑​​合喇​き​キヤウギウ​​强牛​​不合​の​カハ​​皮​​にて​ハ​​張​​不哩克先​りたる​トウトウ​​鼕鼕​​不兒乞嗹​たる​オト​​音​​ある​ツヾミ​​鼓​​可兀兒格​を​ウ​​打​​てり、​ワレ​​我​​。​クロ​​黑​​合喇​き​ハヤキウマ​​快馬​​に​ノ​​乘​​れり、​ワレ​​我​​。​カタ​​硬​​合唐忽​き​イシヤウ​​衣裳​​を​キ​​被​​たり、​ワレ​​我​​。​ハガネ​​鋼​​合壇​の​ヤリ​​鎗​​を​ト​​執​​れり、​ワレ​​我​​。​テウヒ​​挑皮​​合惕忽喇速​ある​ヤ​​箭​​を​カ​​扣​​けたり、我。​カアト メルキト​​合阿惕 篾兒乞惕​​の​トコロ​​處​​に​タヽカ​​戰​​合惕忽勒敦​ひに​シユツバ​​出馬​​せん​スナハ​​便​​ちと​イ​​言​​へ。​ナガ​​長​​兀兒圖​き​トホ​​遠​​く​ミ​​見​​ゆる​トウ​​纛​​を​マツ​​祭​​れり、​ワレ​​我​​。​ウシ​​牛​​忽客兒​の​カハ​​皮​​にて​ハ​​張​​りたる​ニゴ​​濁​​斡惕刊​れる​コヱ​​聲​​ある​ツヾミ​​鼓​​を​ウ​​打​​てり、​ワレ​​我​​。​セグロ​​脊黑​​斡囉黑​の​ハヤキウマ​​快馬​​に​ノ​​乘​​兀訥​れり、​ワレ​​我​​。​カハ​​革​​忽迭速禿​ ​キ​​被​​せたる​ヨロヒ​​鎧​​忽牙克​を​キ​​被​​たり、​ワレ​​我​​。​ツカ​​柄​​汪吉​ある​クワンタウ​​環刀​​兀勒都︀​を​ト​​執​​れり、​ワレ​​我​​。​コウシ​​扣子​​斡那兒​ある​ヤ​​箭​​を​カ​​扣​​斡那剌​けたり、​ワレ​​我​​。​ウドイト​​兀都︀亦惕​​、[​ウワス​​兀洼思​​]​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トコロ​​處​​に​シ​​死​​兀忽勒都︀牙​に​ア​​合​​はん（死戰せん）​スナハ​​便​​ちと​イ​​言​​へ。​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​アニ​​兄​​ ​シユツバ​​出馬​​するには​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​の​マヘ​​前​​より​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​を​ス​​過​​ぎて​キ​​來​​て、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​の​ミナモト​​源​​に​ボドカン ボオルヂ​​孛脫罕 孛斡兒只​​に​ヤククワイ​​約會​​せん。​コヽ​​此處​​より​シユツバ​​出馬​​するには、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​に​サカノボ​​泝​​り、―​アンダ​​安荅​​の​ブシウ​​部眾​​ ​コヽ​​此處​​に​ア​​在​​り。―​アンダ​​安荅​​の​ブシウ​​部眾​​より​イチマンニン​​一萬人​​、​ワレ​​我​​ ​コヽ​​此處​​[106]より​イチマンニン​​一萬人​​、​ニマンニン​​二萬人​​となりて、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​を​サカノボ​​泝​​り​ユ​​往​​きて、​ボドカン ボオルヂ​​孛脫罕 孛斡兒只​​に​ヤククワイ​​約會​​の​トコロ​​地​​に​クワイ​​會​​し​ア​​合​​はん」と​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。
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​ワンカン​​王罕​​ ​テムヂン​​帖木眞​​の出陣

　​ヂヤムカ​​札木合​​の​コ​​此​​の​コトバ​​言​​を、​カツサル​​合撒兒​​ ​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​フタリ​​二人​​ ​キ​​來​​て、​テムヂン​​帖木眞​​に​イ​​言​​ひて、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​に​デンゴン​​傳言​​を​イタ​​致​​せり。​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​の​コ​​此​​の​コトバ​​言​​を​イタ​​致​​さるゝと、​ニマンニン​​二萬人​​にて​シユツバ​​出馬​​せり。「​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​シユツバ​​出馬​​するに、​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​の​マヘ​​前​​なる​ケルレン​​客魯嗹​​の​ブルギ ガシ​​不兒吉 岸​​を​サ​​指​​して​キ​​來​​ぬ」とて、​テムヂン​​帖木眞​​は、​ブルギ ガシ​​不兒吉 岸​​に​ヰ​​居​​たるに、「​ミチ​​路​​（脫斡哩勒 罕の路）の​トコロ​​處​​にあり」とて、​ウツ​​移​​りて​トンゲリク​​統格黎克​​に（卷一の統格黎克 小河と名同じけれども、彼は斡難︀の源に在り、是は客魯嗹の源に在りて、同じからず、却て卷二の騰格里 小河に同じきに似たり。）​サカノボ​​泝​​り​タ​​起​​ちて、​タナ ゴルゴン​​塔納 豁兒歡​​（塔納 小河、內府 輿圖の特納 河、克魯倫 河の上流に流れ入る小河）にて​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​の​マヘ​​前​​に​ゲバ​​下馬​​して、​テムヂン​​帖木眞​​は、そこより​イクサ​​軍​​を​オコ​​起​​して​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​は​イチマンニン​​一萬人​​、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​の​オトヽ​​弟​​ ​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​（親征錄 元史​ヂヤアガンボ​​札阿紺孛​​）は​イチマンニン​​一萬人​​、​ニマンニン​​二萬人​​にて​キムルカ ゴルゴン​​乞木兒合 豁兒歡​​の（乞木兒合 小河。豁兒歡は、豁囉罕に同じ。）​アイル カラカナ​​阿亦勒 合喇合納​​に​ゲバ​​下馬​​して​ヲ​​居​​るに​ア​​會​​ひ​ゲバ​​下馬​​せり。
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​ワンカン​​王罕​​の後れたるを​ヂヤムカ​​札木合​​の​トガ​​咎​​め

　​テムヂン​​帖木眞​​、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​、​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​ ​ミタリ​​三人​​ ​ヒト​​一​​つになりて、そこより​ウゴ​​動​​きて​オナン​​斡難︀​​の​ミナモト​​源​​なる​ボトカン ボオルヂ​​孛脫罕 孛斡兒只​​に​イタ​​到​​りぬれば、​ヂヤムカ​​札木合​​は​ヤククワイ​​約會​​の​トコロ​​地​​に​ミカ マヘ​​三日 前​​に​イタ​​到​​りてけり。​ヂヤムカ​​札木合​​は、この​テムヂン​​帖木眞​​、​トオリル​​脫斡哩勒​​、​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​ ​ラ​​等​​の​イクサ​​軍​​どもを​ミ​​見​​ると、​ヂヤムカ​​札木合​​は、​ニマン​​二萬​​の​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​タ​​立​​ちけり。この​マタ​​又​​ ​テムヂン​​帖木眞​​、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​、​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​ ​ラ​​等​​も、その​イクサ​​軍​​どもを​トヽノ​​整​​へて​イタ​​到​​り​ア​​合​​ひ[107]て、さて​ミト​​認​​め​ア​​合​​ひて、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​フヾキ​​風雪​​孛囉安​に​​なる​​孛魯​とも​ヤクソク​​約束​​孛勒札勒​には、​アメ​​兩​​忽剌​になるとも​ヨリアヒ​​聚會​​忽喇勒​には​ナ​​勿​​ ​オク​​後​​れそと​カタ​​語​​り​ア​​合​​はざりしか。​ワレラ​​我等​​ ​モンゴル​​忙豁勒​​には、​ヂエ​​者︀​​（諾する聲にて、我等のハイと云ふに等しき辭）は​チカヒ​​誓​​したるに​コト​​異​​ならんや。​ヂエ​​者︀​​より​オク​​後​​れたる​モノ​​者︀​​は、​ハンレツ​​班列​​者︀兒格​より​イダ​​出​​さんと​カタ​​語​​り​ア​​合​​ひき」と​イ​​云​​へり。​ヂヤムカ​​札木合​​の​コトバ​​言​​につき、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​イ​​言​​はく「​ヤククワイ​​約會​​の​トコロ​​地​​に​ミカ​​三日​​ ​オク​​後​​れて​タ​​立​​てりとて、​ツミナ​​罰​​ふこと​トガ​​咎​​むることを​ヂヤムカ​​札木合​​ ​オトヽ​​弟​​ ​シ​​知​​れ」と​イ​​云​​へり。​ヤククワイ​​約會​​の​トガ​​咎​​めは、かく​イ​​言​​ひ​ア​​合​​ひて、
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三將の​メルキト​​篾兒乞惕​​ 打破り

　​ボトカン ボオルヂ​​孛脫罕 孛斡兒只​​より​ウゴ​​動​​きて、​キルゴ ガハ​​乞勒豁 河​​に​イタ​​到​​りて​イカダ​​筏​​ ​ク​​組​​みて​ワタ​​渡​​ると、​ブウラ バラ​​不兀喇 原​​に、​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​（別乞は、族長の稱）の​ソラマド​​天窻​​額嚕格​の上より​キンエウ​​緊要​​額兒勤​なる​チヤウバウコツ​​帳房骨​​額額迭​を​タフ​​倒​​唵不嚕​すべく​ツ​​衝​​き​イ​​入​​りて、​カレ​​彼​​の​ツマ​​妻​​額篾​ ​コ​​子​​可兀​を​ツ​​盡​​額出勒​くるまで​トラ​​虜︀​​へたり、​カレ​​彼​​の​フクノカミ​​福︀神︀​​忽禿黑​の​チヤウバウコツ​​帳房骨​​を​ヲ​​折​​忽忽嚕​るべく​ツ​​衝​​きて、​カレ​​彼​​の​スベ​​都︀​​豁脫剌​ての​ブシウ​​部眾​​を​タ​​絕​​豁乞喇​ゆるまで​トラ​​虜︀​​へたり。​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​に、​ネム​​睡​​りて​ヲ​​居​​る​ホド​​程​​に​イタ​​到​​るべきを、​キルゴ ガハ​​乞勒豁 河​​に​ヲ​​居​​る​ウヲトリ​​魚取​​、​テウソトリ​​貂鼠取​​ 、​ケダモノトリ​​野獸取​​、​チ​​散​​りたる​モノ​​者︀​​ども、「​テキ​​敵​​ ​キ​​來​​ぬ」とて​ヨドオ​​夜通​​し​ハシ​​走​​り​シラセ​​報吿​​を​イタ​​致​​し​サ​​去​​りき。その​シラセ​​報吿​​を​イタ​​致​​さるゝと、​トクトア​​脫黑脫阿​​、​ウワス メルキト​​兀洼思 篾兒乞惕​​の​ダイル ウスン​​歹兒 兀孫​​ ​フタリ​​二人​​ ​ア​​合​​ひて、​セレンゲ ガハ​​薛涼格 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​バルクヂン​​巴兒忽眞​​（今の巴爾古精︀ 河の邊）に​イ​​入​​り、​ワヅカ​​僅​​にその​ミ​​身​​を​ハシ​​走​​り​ノガ​​遁​​れけり。
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​テムヂン​​帖木眞​​ ​ボルテ​​孛兒帖​​の​サイクワイ​​再會​​

　​メルキト​​篾兒乞惕​​の​ブシウ​​部眾​​、​セレンゲ ガハ​​薛涼格 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​ハシ​​走​​りて​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​ワ​​我​​[108]が​イクサ​​軍​​、​ハシ​​走​​りて​ユ​​行​​く​メルキト​​篾兒乞惕​​を​ヨル​​夜​​ ​マタ​​又​​ ​オヒカ​​追掛​​けて​トラ​​虜︀​​へめ​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​テムヂン​​帖木眞​​は、​ハシ​​走​​りて​ク​​來​​る​タミ​​民​​に、「​ボルテ​​孛兒帖​​、​ボルテ​​孛兒帖​​」と​ヨ​​喚​​びて​ユ​​行​​く​トキ​​時​​ ​ア​​遇​​ひて、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​は、その​ハシ​​走​​る​タミ​​民​​の​ナカ​​中​​に​ヲ​​居​​りき。​テムヂン​​帖木眞​​の​コヱ​​聲​​を​キ​​聽​​きて​ミト​​認​​めて、​クルマ​​車​​より​オ​​下​​りると​ハシ​​走​​りて​キ​​來​​て、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​、​ゴアクチン​​豁阿忽臣​​ ​フタリ​​二女​​は、​テムヂン​​帖木眞​​の​クツワヅラ​​轡繩​​ ​タヅナ​​手綱​​を​ヨル​​夜​​ ​ミト​​認​​めて​ト​​執​​りけり。​ツキアカリ​​月明​​ありき。​ミ​​見​​れば、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​[なる]を​ミト​​認​​めて、​イダ​​抱​​き​ア​​合​​ひに​カケヨ​​驅寄​​りたり。​ソコ​​其處​​より​テムヂン​​帖木眞​​は、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​、​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​ ​フタリ​​二人​​に​ソノヨ​​本夜​​ ​スナハ​​便​​ち​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るには「​タヅ​​尋​​ぬる​シヨヨウ​​所用​​を​エ​​得​​たり、​ワレ​​我​​。​ヨル​​夜​​は​ナ​​勿​​ ​ヨドホ​​夜徹​​しせそ。​コヽ​​此處​​に​ゲバ​​下馬​​せん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。​メルキト​​篾兒乞惕​​の​ブシウ​​部眾​​ ​ハシ​​走​​りて​ク​​來​​るを、​ヨ​​夜​​すがら​チ​​散​​りて​ク​​來​​る​アヒダ​​閒​​に、その​ソコ​​其處​​に​ゲバ​​下馬​​して​ヤド​​宿​​れり。​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​にかく​ア​​遇​​ひ​ア​​合​​ひて、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​より​スク​​救​​ひたる​コトノモト​​緣故​​、かくあり。
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​ボルテ​​孛兒帖​​を​ヲサ​​收​​めたる​チルゲル​​赤勒格兒​​の​サンゲ​​懺悔︀​​

　​ハジメ サキ​​初 先​​に​ウドイド メルキト​​兀都︀亦惕 篾兒乞惕​​の​トクトア ベキ​​脫忽脫阿 別乞​​、​ウワス メルキト​​兀洼思 篾兒乞惕​​の​ダイル ウスン​​歹兒 兀孫​​、[​カアト メルキト​​合阿惕 篾兒乞惕​​の]​カアタイ ダルマラ​​合阿台 荅兒馬剌​​、この​ミ​​三​​つの​メルキト​​篾兒乞惕​​ ​サンビヤクニン​​三百人​​は、​ヒ​​日​​の​マヘ​​前​​（さきの日）​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​の​オトヽ​​弟​​ ​エケ チレド​​也客 赤列都︀​​より​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​に​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​を​ウバ​​奪​​ひて​ト​​取​​られきとて、それに​シカエ​​復​​し​ムク​​報​​いんと​ユ​​往​​きけり。​テムヂン​​帖木眞​​を​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​を​ミ​​三​​たび​メグ​​繞​​らせて、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​をそこに​エ​​獲​​て、​チレド​​赤列都︀​​の​オトヽ​​弟​​ ​チルゲル ボコ​​赤勒格兒 孛闊​​（赤勒格兒 力士）に​シウヨウ​​收容​​せし[109]めたりき。かく​シウヨウ​​收容​​したるまゝに​ス​​住​​みて、​チルゲル ボコ​​赤勒格兒 孛闊​​ ​カエ​​反​​り​ハシ​​走​​りて​イ​​出​​づる​トキ​​時​​ ​イ​​言​​はく「​クロ​​黑​​合喇​き​ヤマガラス​​老鴉​​克喇額​は、​ノコ​​殘​​合里速可哩速​れる​カハ​​皮​​を​ハ​​食​​む​メイブン​​命分​​ある​モノ​​者︀​​なるに、​カリ​​雁​​合老溫​ ​オホウ​​鷀䳓​​脫忽喇溫​を​ハ​​食​​まんと​ノゾ​​望​​みたりき。​グワイバウ​​外貌​​合塔兒​ ​アシ​​惡​​き​チルゲル​​赤勒格兒​​、​ワレ​​我​​。​キサキ​​妃​​合屯​ ​ウヂン​​兀眞​​に​セマ​​逼​​合勒忽​るとなりて​アマネ​​普​​合木黑​き​メルキト​​篾兒乞惕​​に​ワザハヒ​​禍︀​​となれり、​ワレ​​我​​。​シヅノヲ​​賤男​​合喇除​なる​アシ​​惡​​き​チルゲル​​赤勒格兒​​は、​クロ​​黑​​合喇​き​カシラ​​頭​​帖里溫​に[​ワザハヒ​​禍︀​​]​イタ​​至​​らるべくなれり。​ヒトリ​​獨​​合黑察罕​の​イノチ​​命​​を​ノガ​​逃​​れ、​クラ​​暗​​合哪忽​き​ハサマ​​隘處​​合卜察勒​に​キ​​鑽​​り​イ​​入​​らば、​シヤウヘイ​​障蔽​​合勒合​に​タレ​​誰​​にか​ナ​​爲​​らるゝことあらん、​ワレ​​我​​。​クラド​​忽剌都︀​​（鳥の名）なる​アシ​​惡​​き​トリ​​鳥​​は、​ネズミ​​鼠​​忽魯罕​ ​コネズミ​​小鼠​​忽出堅​を​ハ​​食​​む​メイブン​​命分​​ある​モノ​​者︀​​なるに、​テンガ​​天鵞​​渾​ ​オホウ​​鷀䳓​​を​ハ​​食​​まんと​ノゾ​​望​​みたりき。​フクサウ​​服裝​​忽納兒​ ​アシ​​惡​​き ​チルゲル​​赤勒格兒​​、​ワレ​​我​​。​フク​​福︀​​忽禿黑​あり​サキ​​幸​​ある​ウヂン​​兀眞​​を​オサ​​收​​忽哩牙​めて​ク​​來​​るとなりて、​スベ​​都︀​​豁脫剌​ての​メルキト​​篾兒乞惕​​に​ワザワヒ​​禍︀​​渾討兀​となれり、​ワレ​​我​​。​ゴキル​​豁乞兒​​（譯する能はず）​アシ​​惡​​き​チルゲル​​赤勒格兒​​は、​カ​​涸​​豁乞哩​れたる​カシラ​​頭​​に[​ワザハヒ​​禍︀​​]​イタ​​至​​らるべくなれり、​ワレ​​我​​。​ヤウフンクワイ​​羊糞塊​​豁兒豁孫​の​ゴト​​如​​き​イノチ​​命​​を​ノガ​​逃​​豁囉渾​れ、​クロ​​黑​​合喇禿​く​クラ​​暗​​合啷忽​〈［＃左ルビの2文字目は「元朝秘史」§111(03:19:04)の漢︀字音訳では「舌＋郞」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§111(03:19:04)の漢︀字音訳では「舌＋郞」］〉き​ハサマ​​隘處​​合卜察勒​に​キ​​鑽​​り​イ​​入​​らば、​ヤウフンクワイ​​羊糞塊​​豁兒豁孫​の​ゴト​​如​​き​ワ​​我​​が​イノチ​​命​​に​ヰンシ​​院子​​豁哩牙安​と​タレ​​誰​​にか​ナ​​爲​​らるゝことあらん、​ワレ​​我​​（院子は、明譯に從へり。院に匿まはるゝ意ならん。）」と​イ​​云​​ふと、​カヘ​​反​​り​ニ​​逃​​げ​サ​​去​​りき。
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​カアタイ ダルマラ​​合阿台 荅兒馬剌​​の​トラ​​虜︀​​はれ

　​カアタイ ダルマラ​​合阿台 荅兒馬剌​​を​エ​​獲​​たり。​ヒキ​​率​​ゐ​キ​​來​​て、​イタ​​板​​合塔孫​の​カシ​​枷​​を​オ​​帶​​ばしめて、​ミタケ​​御嶽​​合勒敦​ ​ブルカン​​不兒罕​​に​ムカ​​向​​はしめたり。





​ベルグタイ​​別勒古台​​の母の逃げ匿れ

「​ベルグタイ​​別勒古台​​の​ハヽ​​母​​、​カ​​彼​​の​トナリ​​隣​​にあり」と​ツ​​吿​​げられて、​ベルグタイ​​別勒古台​​、その​ハヽ​​母​​を​ト​​取​​りに​ユ​​往​​きて、​カレ​​彼​​の​ヘヤ​​房​​に、​ベルグタイ​​別勒古台​​は、​ミギ​​右​​の​カド​​門​​より​イ​​入​​れば、その​ハヽ​​母​​は、​ヤレコロモ ヒツジカハ​​破衣 羊皮​​の​コロモ​​衣​​にて​ヒダリ​​左​​の​カド​​門​​より​イ​​出​​でけり。​ソノ​​外​​なる​アダシビト​​他人​​[110]に​イ​​言​​へらく「​ワ​​我​​が​コ​​子​​どもは、​カト​​合惕​​（罕の複稱）になれりと​ツ​​吿​​げられたり、​ワレ​​我​​。​コヽ​​此處​​に​アシ​​惡​​き​ヒト​​人​​に​トツ​​配​​ぎて、​イマ​​今​​ ​コ​​子​​どもを​オモテ​​面​​をいかで​ミ​​見​​ん、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​ひ、​ハシ​​走​​りて​シゲ​​密​​き​ハヤシ​​林​​に​キ​​鑽​​り​イ​​入​​りき。かくて​タヅ​​尋​​ねて​エ​​得​​られざりき。​ベルグタイ ノヤン​​別勒古台 那顏​​（別勒古台 官人）は、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タヾ​​只​​ ​ホネ​​骨​​ある​ヒト​​人​​（人と云う人）に「​ワ​​我​​が​ハヽ​​母​​を​ツ​​伴​​れ​コ​​來​​よ」と​イ​​云​​ひては、​カブラヤ​​𩪛頭箭​​にて​イコロ​​射殺︀​​すなりき。





​メルキト​​篾兒乞惕​​の​サウメツ​​𠞰滅​​

​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​を​カコ​​圍​​み​ア​​合​​ひたる​サンビヤク​​三百​​の​メルキト​​篾兒乞惕​​を​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで​ハヒ​​灰​​を​フキハラ​​吹拂​​ふが​ゴト​​如​​く​ホロボ​​滅​​せり。​ノコ​​殘​​れる​カレラ​​彼等​​の​ツマコ​​妻子​​は、​イダ​​抱​​くべき​モノ​​者︀​​どもをば​イダ​​抱​​けり。​カド​​門​​に​イ​​入​​らしめらるべき​モノ​​者︀​​どもをば​カド​​門​​に​イ​​入​​らしめたり（明譯​カレノソノアマレルツマコドモ​​彼的其餘妻子毎​​、​ベキ​​可​​㆓以​ナス​​做​​㆒㆑​ツマトモノハナシ​​妻的做​​㆓了​ツマ​​妻​​㆒、​ナスベキ​​做​​㆓​ニヒト​​奴婢​​㆒​モノハナセリ​​的做​​㆓了​ヌヒト​​奴婢​​㆒。）
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​ワンカン​​王罕​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​に​テムヂン​​帖木眞​​の感謝

　​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​フタリ​​二人​​を​テムヂン​​帖木眞​​ ​カタジケナ​​感謝​​みて​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​、​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​ ​フタリ​​二人​​に​トモ​​伴​​と​ナ​​爲​​られて、​アマツカミ クニツカミ​​皇天 后土​​に​チカラ​​力​​を​ソ​​添​​へられて、​ミイツ​​稜威​​額兒客​ある​アマツカミ​​皇天​​に​ナ​​名​​のりて。​ハヽ​​母​​額客​なる​クニ​​土地​​に​イタ​​到​​額禿堅​らしめて、（天を父とし、地を母とする故に、敵の國土をも母と云へり。到らしむは、到らしめらるの意なるべし。）​ヲトコ​​男​​額咧​の​ウラミ​​怨​​ある​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​を、​カレラ​​彼等​​の​フトコロ​​懷​​額不兒​も​カラ​​空​​豁黑脫兒灰​になしたり。​カレラ​​彼等​​の​カン​​肝​​赫里格​も​ナカバ​​半​​含帖勒​にしたり、​ワレラ​​我等​​。​カレラ​​彼等​​の​クラヰ​​位​​斡囉​〈［＃左ルビの「斡囉」は底本では「幹囉」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉も​カラ​​空​​豁黑脫兒灰​になしたり。​ウカラ​​親族​​兀嚕渾​の​ヒト​​人​​をも​ウシナ​​失​​兀營惕格​はしめたり、​ワレラ​​我等​​。​カレラ​​彼等​​の​ノコ​​殘​​許列克薛惕​れる​ノコ​​者︀​​どもをも​カス​​掠​​めたるぞ、​ワレラ​​我等​​。​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​をかく​ヤブ​​壞​​りて​シリゾ​​退​​かん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。[111]
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敵營に​ノコ​​遺​​れる幼兒 ​クチユ​​曲出​​

　​ウドチト メルキト​​兀都︀亦惕 篾兒乞惕​​ ​ニ​​逃​​ぐる​トキ​​時​​、​テウソ​​貂鼠​​の​バウ​​帽​​ある、​メジカ​​牝鹿​​の​テイヒ​​蹄皮​​の​クツ​​靴​​ある、​フンピ​​粉皮​​と​ミヅ​​水​​の​テウソ​​貂鼠​​と​ハ​​接​​ぎたる​コロモ​​衣​​ある、​イツヽ​​五歲​​なる、​クチユ​​曲出​​の​ナ​​名​​ある、その​メ​​目​​に​ヒ​​火​​ある​ヲサナゴ​​幼兒​​を、​ワレラ​​我等​​の​イクサビト​​軍人​​どもは、​イヘヰ​​營盤​​の​ウチ​​內​​に​ノコ​​遺​​りたるを​エ​​得​​て、​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​て​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​に​キフジ​​給事​​に​ヰ​​率​​て​アタ​​與​​へて​サ​​去​​れり。












§115(03:24:07)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










三將の引上げ

　​テムヂン​​帖木眞​​ ​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​ミタリ​​三人​​ ​ヒト​​一​​つになりて、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​オクムキ​​奧向​​綽兒罕​の​ヘヤ​​房​​を​オシタフ​​推倒​​して、​ワガフ​​和合​​綽黑台​せる​ヲミナ​​婦人​​を​カス​​掠​​めて、​オルカン​​斡兒罕​​（卽ち前の斡兒桓 河）​セレンゲ​​薛涼格​​ ​ニカ​​二河​​の​タルクン アラル​​塔勒渾 阿喇勒​​より​シリゾ​​退​​くに、​テムヂン​​帖木眞​​、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​フタリ​​二人​​は、​ヒト​​一​​つとなりて、​ゴルゴナク ガハラ​​豁兒豁納黑 河原​​を​サ​​指​​して​シリゾ​​退​​けり。​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​シリゾ​​退​​くには、​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​ の​ウシロ​​背​​より​ホコルト ヂユルブ​​訶闊兒禿 主兒不​​を​ス​​過​​ぎ、（兒不の二字 倒置せるに似たり。）​カチヤウラト スブチト​​合茶兀喇禿 速卜赤惕​​、​クリヤト スブチト​​忽里牙禿 速卜赤惕​​を​ス​​過​​ぎ、その​ケダモノ​​野獸​​を​マキガリ​​圍獵​​して、​トウラ​​土兀剌​​の​クロバヤシ​​黑林​​を​サ​​指​​し​シリゾ​​退​​きたり。
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​テムヂン​​帖木眞​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​ 幼き時 ​フタ​​二​​たびの​アンダ​​安荅​​

　​テムヂン​​帖木眞​​、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​フタリ​​二人​​は、​ゴルゴナク カハラ​​豁兒豁納忽 河原​​に​ア​​會​​ひ​ゲバ​​下馬​​して、​サキ​​曩​​の​アンダ​​安荅​​と​ナ​​爲​​り​ア​​合​​へるを​オモ​​想​​ひ​ア​​合​​ひて、「​アンダ​​安荅​​を​シナホ​​爲直​​し​ア​​合​​ひて​シタシ​​親​​み​ア​​合​​はん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。​モトモサキ​​最前​​に​アンダ​​安荅​​と​ナ​​爲​​り​ア​​合​​へるには、​テムヂン​​帖木眞​​ ​ジフイツサイ​​十一歲​​なる​トキ​​時​​、​ヂヤムカ​​札木合​​は、​オホシカ​​麅​​の（麅の骨にて作れる）​ヒセキ​​髀石​​を​テムヂン​​帖木眞​​に​アタ​​與​​へて、​テムヂン​​帖木眞​​の​ドウクワン​​銅灌​​の（銅灌の如き）​ヒセキ​​髀石​​と​カ​​換​​へ​ア​​合​​ひて、​アンダ​​安荅​​に​ナ​​爲​​り​ア​​合​​ひて、​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたるは、​オナン​​斡難︀​​の​コホリ​​冰​​の​ウヘ​​上​​に​ヒセキ​​髀石​​を​ウ​​打​​つ​トキ​​時​​、​ソコ​​其處​​に​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひた[112]りき。（玩葵生の蒙古 吉林 土風記 に曰く「羅丹、鹿蹄骨也。舊俗、以㆓蹄腕骨㆒、隨㆑手 攤擲 爲㆑戯、視︀㆓其偃仰橫側㆒、爲㆓勝負㆒。小者︀以㆑麞、大者︀以㆑鹿、瑩澤如㆑玉。兒童婦女、圍坐攤擲以相樂。以㆓薄圓㆒擊㆑之、則曰㆓伯格㆒。又有㆓較㆑遠之戲㆒、趨㆓冰上㆒、以㆑中爲㆑勝、名曰㆓撒罕㆒」と云へり。撒罕は、骨なる蒙語 撒合の轉なり。帖木眞 札木合の、冰の上にて髀石を打てるは、いはゆる較遠の戲れなるべし。）その​ノチ​​後​​の​ハル​​春​​、​キヅクリ​​木作​​の​ユミ​​弓​​にて​ヤ​​箭​​を​イア​​射合​​ひて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ヂヤムカ​​札木合​​は、​ニサイノウシ​​二歲牛​​の​フタ​​二​​つの​ツノ​​角​​を​ツ​​粘​​けて​アナ​​孔​​あけて​コヱ​​聲​​ある​ナリカブラ​​響︀𩪛頭​​（鳴鏑）を​テムヂン​​帖木眞​​に​アタ​​與​​へて、​テムヂン​​帖木眞​​の​ヒノキ​​柏​​の​カシラ​​頭​​ある​カブラヤ​​鏑矢​​と​カ​​換​​へ​ア​​合​​ひて、​アンダ​​安荅​​に​ナ​​爲​​り​ア​​合​​へり。​フタ​​二​​たび​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたる​コトノモト​​緣故​​、かくあり。
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三たび​アンダ​​安荅​​の​チカヒ​​盟​​

　​サキ​​曩​​に​トシヨリ​​老人​​だちの​コトバ​​言​​を​キ​​聞​​きて「​アンダ​​安荅​​の​ヒト​​人​​は​イノチ​​命​​阿民​ ​ヒト​​一​​つにて​ス​​棄​​て​ア​​合​​はず、​イノチ​​命​​阿民​の​マモリ​​護​​阿哩赤​となるなり」とて、​シタシ​​親​​み​ア​​合​​へる​コトノモト​​緣故​​、かくあり。​イマ​​今​​ ​マタ​​又​​ ​アンダ​​安荅​​を​シナオ​​爲直​​して​シタシ​​親​​まんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて、​テムヂン​​帖木眞​​は、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア​​脫黑脫阿​​を​カス​​掠​​めて​ト​​取​​れる​コガネ​​黃金​​の​オビ​​帶​​を​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​に​カ​​繋​​けさせたり。​トクトア​​脫黑脫阿​​の​ヒサ​​久​​しく​コウビ​​交尾​​せざる​タテガミクロ​​鬛黑​​き​ウマ​​馬​​に​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​を​ノ​​乘​​らせたり。​ヂヤムカ​​札木合​​は、​ウワス メルキト​​兀洼思 篾兒乞惕​​の​ダイル ウスン​​歹兒 兀孫​​を​カス​​掠​​めて​ト​​取​​れる​コガネ​​黃金​​の​オビ​​帶​​を​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​に​カ​​繋​​けさせたり。​マタ​​又​​ ​ダイル ウスン​​歹兒 兀孫​​の​ツノ​​角​​ある​コヒツヂ​​子羊​​の​ゴト​​如​​き​シロウマ​​白馬​​に​テムヂン​​帖木眞​​を​ノ​​乘​​らせたり。​ゴルゴナク ガハラ​​豁兒豁納黑 河原​​の​クルダカル​​忽勒荅合兒​​の​キリギシ​​崖​​の​マヘ​​前​​に​シゲ​​繁​​れる​キ​​木​​[の​シタ​​下​​]（忽圖剌 合罕の卽位したる處）に​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて​シタシ​​親​​み​ア​​合​​ひて、​ウタゲ​​筵會​​し​ヨロコ​​歡​​び​タノシ​​樂​​み​ア​​合​​ひて、​ヨル​​夜​​は​フスマ​​衾​​ ​ヒト​​一​​つに​フ​​臥​​し​ア​​合​​ひたりき。
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​ウタガ​​疑​​はしき​ヂヤムカ​​札木合​​の​イ​​言​​ひ​ダ​​出​​し

　​テムヂン​​帖木眞​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​ ​フタリ​​二人​​ ​シタシ​​親​​み​ア​​合​​ふこと​ヒトトセ​​一年​​、​ツギ​​次​​の​トシ​​年​​の​ナカバ​​半​​ま[113]で​シタシ​​親​​み​ア​​合​​ひて、その​ス​​住​​める​イヘヰ​​營盤​​より​ヒトヒ​​一日​​ ​タ​​起​​たんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて​タ​​起​​てるは、​ナツ​​夏​​の​ハジメ​​首​​の​ツキ​​月​​の​ダイジフロク​​第十六​​の​アカ​​赤​​く​テ​​照​​る​ヒ​​日​​に​タ​​起​​ちたり。​テムヂン​​帖木眞​​、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​フタリ​​二人​​ ​トモ​​共​​に​クルマ​​車​​の​マヘ​​前​​に​アユ​​步​​みて​キ​​來​​つるに、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​、​アンダ​​安荅​​。​ヤマ​​山​​兀阿剌​に​ヨ​​挨​​り​ゲバ​​下馬​​せん。​ワレラ​​我等​​の​ウマカヒ​​馬飼︀​​阿都︀兀臣​どもは、​チヤウバウ​​帳房​​阿剌出黑​に​アリツ​​有附​​かん。​タニ​​㵎​​豁勒​に​ヨ​​挨​​り​ゲバ​​下馬​​せん。​ワレラ​​我等​​の​ヒツジカイ​​羊飼︀​​豁紐赤惕​ども​コヒツジカイ​​羔飼︀​​忽哩合赤惕​どもは、​ノド​​喉​​豁斡來​（喉を養ふ食物）に​アリツ​​有附​​かん（明譯​ワレラ​​咱每​​ ​イマ​​如今​​ ​ヨリ​​挨​​㆓​テ​​著︀​​ ​ヤマニ​​山​​㆒​オリバ​​下​​、​ハナツ​​放​​㆑​ウマヲ​​馬​​ ​モノ​​的​​ ​エン​​得​​㆓​チヤウボウニスムヲ​​帳房住​​㆒。​ヨリ​​挨​​㆓​テ​​著︀​​ ​タニヽ​​㵎​​㆒​オリバ​​下​​、​ハナツ​​放​​㆑​ヒツヂヲ​​羊​​ ​モノ​​的​​ ​ハナツ​​放​​㆓​コヒツジヲ​​羔兒​​㆒​モノ​​的​​ ​ノドニ​​喉嚨裏​​ ​エン​​得​​㆓​クフモノヲ​​喫的​​㆒）」と​イ​​云​​へり。​テムヂン​​帖木眞​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​のこの​コトバ​​言​​を​サト​​覺​​りかねて、​モダ​​默​​し​タ​​立​​ちて​オク​​後​​れて​タ​​起​​つ​アヒダ​​閒​​、​クルマ​​車​​どもを​マ​​待​​ちて​タ​​起​​たんとし、​テムヂン​​帖木眞​​は、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​に「​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​は​イ​​言​​へり。「​ヤマ​​山​​阿兀剌​に​ヨ​​挨​​り​ゲバ​​下馬​​せん。​ワレラ​​我等​​の​ウマカヒ​​馬飼︀​​阿都︀兀臣​どもは、​チヤウバウ​​帳房​​阿剌出黑​にありつかん。​タニ​​㵎​​豁勒​に​ヨ​​挨​​り​ゲバ​​下馬​​せん。​ワレラ​​我等​​の​ヒツジカヒ​​羊飼︀​​豁組赤惕​ども​コヒツジカヒ​​羔飼︀​​忽哩合赤惕​どもは、​ノド​​喉​​豁斡來​にありつかん」と​イ​​言​​へり。​ワレ​​我​​は、​カレ​​彼​​のこの​コトバ​​言​​を​サト​​覺​​りかねて、​カレ​​彼​​への​コタヘ​​答​​を​ナニ​​何​​とも​イ​​言​​はざりき、​ワレ​​我​​。​ハヽ​​母​​に​ト​​問​​はんとて​キ​​來​​ぬ、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​へり。





​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​の​エイゴ​​穎悟​​

​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​の​コヱ​​聲​​せざるに、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​ ​イ​​言​​はく「​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​は、​ア​​厭​​き​ヤス​​易​​しと​イ​​云​​はるゝなりき。​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​を​ア​​厭​​く​トキ​​時​​となれり。​タヾイマ​​只今​​の​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​の​カタ​​語​​れる​コトバ​​語​​は​ワレラ​​我等​​を​スナハ​​便​​ち​ハカ​​圖​​らんとする​コトバ​​言​​ならん。​ワレラ​​我等​​は​ナ​​勿​​ ​ゲバ​​下馬​​せそ。この​ウゴ​​動​​きたるに​ヨ​​依​​り​サワヤ​​爽​​かに​ハナ​​離​​れ、​ヨドホ​​夜通​​し​カ​​掛​​けて​ウゴ​​動​​かん​スナハ​​便​​ち」と​イ​​云​​へり。[114]
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​ベスト​​別速惕​​の家に​ノコ​​遺​​れる​ココチユ​​闊闊出​​

　​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​の​コトバ​​言​​にて、​ヨ​​善​​しとして​ゲバ​​下馬​​せず、​ヨドオ​​夜通​​し​ウゴ​​動​​きて​キ​​來​​つる​アヒダ​​閒​​に、​ミチ​​途​​に​タイチウト​​泰赤兀惕​​を​ス​​過​​ぎたり。​タイチウト​​泰赤兀惕​​も​オドロ​​驚​​きて、​ソノヨ​​本夜​​ ​スナハ​​便​​ち​サ​​指​​し​ム​​向​​きて​ヂヤムカ​​札木合​​の​トコロ​​處​​に​ウゴ​​動​​きたり。​タイチウト​​泰赤兀惕​​の[​トモ​​伴​​なる]​ベスト ウヂ​​別速惕 氏​​の​イヘヰ​​營盤​​に​ヒトリ​​一人​​の​チイサ​​小​​き​ココチユ​​闊闊出​​と​イ​​云​​ふ​コ​​子​​を​イヘヰ​​營盤​​に​ノコ​​遺​​したるを、​ワ​​我​​が​シウ​​眾​​ ​ト​​取​​りて​キ​​來​​て、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​に​アタ​​與​​へたり。[それを]​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​ ​ヤシナ​​養​​へり。
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​シタガ​​從​​ひ來ぬる諸︀部の​シウ​​眾​​

　その​ヨ​​夜​​ ​ヨドオ​​夜通​​しして、​ヒア​​日明​​くれば​ミ​​見​​れば、​ヂヤライル​​札剌亦兒​​（親征錄 元史​ヂヤラルブ​​札剌兒部​​、元史また​ヤライル ブ​​押剌伊而 部​​）の​カチウン トクラウン​​合赤溫 脫忽喇溫​​、​カラカイ トクラウン​​合喇孩 脫忽喇溫​​、​カラルダイ トクラウン​​合喇勒歹 脫忽喇溫​​、この​ミタリ​​三人​​の​トクラウン​​脫忽喇溫​​ ​アニオトヽ​​兄弟​​、​ヨドホ​​夜通​​しし​ア​​合​​ひて​キ​​來​​たりき。​マタ​​又​​ ​タルクト​​塔兒忽惕​​の（所出 詳かならず。）​カダアン ダルドルカン​​合荅安 荅勒都︀兒罕​​、​アニオトヽ​​兄弟​​ ​イツタリ​​五人​​の​タククト​​塔兒忽惕​​も​キ​​來​​たりき。​マタ​​又​​ ​モンゲト キヤン​​蒙格禿 乞顏​​の​コ​​子​​ ​オングル​​翁古兒​​ ​ラ​​等​​も、​シヤンシウト​​敞失兀惕​​（所出 詳かならず。）​バヤウト​​巴牙兀惕​​（卷一なる 馬阿里黑 伯牙兀歹の裔、輟耕錄 蒙古 七十二種の中の伯要歹 氏、元史の伯岳吾 氏 又 伯牙吾 氏）と​トモ​​共​​に​キ​​來​​たりき。​バルラス​​巴嚕剌思​​より​クビライ​​忽必來​​（親征錄 元史​クビライ​​虎必來​​）、​クドス​​忽都︀思​​、​アニオトヽ​​兄弟​​ども​キ​​來​​ぬ。​モンクト​​忙忽惕​​より​ヂエタイ​​哲台​​、​ドゴルク チエルビ​​多豁勒忽 徹兒必​​（徹兒必は、官名なり。後に任ぜられたる官の名を以て追稱せり。次の斡歌連 雪亦客禿も同じ。）​オトヽ​​兄弟​​ ​フタリ​​二人​​ ​キ​​來​​ぬ。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の​オトヽ​​弟​​ ​オゲレン チエルビ​​斡歌連 徹兒必​​（元史 食貨志の​オコライ ヂエリビ​​斡闊烈 闍里必​​）も、​アルラト​​阿嚕剌惕​​（元史 博爾朮の傳​アルラ ウヂ​​阿兒剌 氏​​）より​ハナ​​離​​れて、その​アニ​​兄​​ ​ボオルチユ​​孛斡兒出​​に​ア​​合​​ひに​キ​​來​​ぬ。​ヂエルメ​​者︀勒篾​​の​オトヽ​​弟​​（蒙語 迭兀、單稱の弟にて、察兀兒罕のみに係り、速別額台には係らず。）​チヤウルカン​​察兀兒罕​​、​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​（親征錄​スブタイ バード​​速不台 拔都︀​​元史 速不台 また 雪不台）は、​ウリヤンカン​​兀哴罕​​（元史 兀良合、又 兀良罕 氏）より​ハナ​​離​​れて、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​に​ア​​合​​ひに​キ​​來​​ぬ。​ベスト​​別速惕​​よ[115]り​デガイ​​迭該​​、​クチユグル​​窟出古兒​​、​アニオトヽ​​兄弟​​ ​フタリ​​二人​​も​キ​​來​​ぬ。​スルドス​​速勒都︀思​​（元史​スンドス ウヂ​​遜都︀思 氏​​）より​チルグタイ​​赤勒古台​​、​タキ​​塔乞​​、​タイチウダイ​​泰赤兀歹​​、​アニオトヽ​​兄弟​​どもも​キ​​來​​ぬ。​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​セチエ ドモク​​薛扯 朶抹黑​​も、​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​、​バラ​​巴剌​​なる​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​と​キ​​來​​ぬ。​コンゴタン​​晃豁壇​​より​シエイケト チエルビ​​雪亦客禿 徹兒必​​も​キ​​來​​ぬ。​スケケン​​速客虔​​の​ヂエガイ ゴンダゴル​​者︀該 晃荅豁勒​​の​コ​​子​​ ​スケガイ ヂエウン​​速客該 者︀溫​​も​キ​​來​​ぬ。​ネウダイ​​捏兀歹​​ ​ヂアカアン ウワ​​察合安 兀洼​​も​キ​​來​​ぬ。（捏古思 氏の察合安 兀洼。捏古思氏は、赤那思 氏とも云ふ。喇失惕 額丁に依れば、察剌孩 領忽の二子 堅都︀ 赤那、烏魯克眞 赤那の裔なり。​オルクヌウト​​斡勒忽訥兀惕​​の​キンギヤダイ​​輕吉牙歹​​、​ゴロラス​​豁囉剌思​​卷一なる豁哩剌兒の複稱。親征錄 元史​ホルラス​​火魯剌思​​）より​セチウル​​薛赤兀兒​​、​ドルベン​​朶兒邊​​より​モチ ベドウン​​抹赤 別都︀溫​​も​キ​​來​​ぬ。​イキレス​​亦乞咧思​​（親征錄​イキラス​​亦乞剌思​​元史​イキレス​​亦乞列思​​）の​ブト​​不圖​​（親征錄 元史​ボト​​孛徒​​、元史 本傳​ボト​​孛禿​​）も、こゝに​ムコ​​壻​​となりに​ユ​​行​​くに​ヨ​​依​​り​キ​​來​​ぬ。（不圖は、帖木眞の妹 帖木侖の夫となれり。）​ノヤキン​​那牙勤​​より​チユンソ​​種索​​も​キ​​來​​ぬ。​オロナル​​斡囉納兒​​（元史、斡剌納兒、斡耳納、斡魯納台 氏）より​ヂルゴアン​​只兒豁安​​も​キ​​來​​ぬ。​バルラス​​巴嚕剌思​​より​スク セチエン​​速忽 薛禪​​も、​カラチヤル​​合喇察兒​​なる​コ​​子​​と​キ​​來​​ぬ。（この合喇察兒は名高き帖木兒 駙馬の五世の祖︀なり。）​マタ​​又​​ ​バアリン​​巴阿𡂰​​の​ゴルチ ウスン エブゲン​​豁兒赤 兀孫 額不堅​​〈［＃ルビの「ゴルチ ウスン エブゲン」は底本では「ゴル　 ウスン エブゲン」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉（豁兒赤 兀孫 翁）、​ココシユス​​闊闊搠思​​も、あまたの​バアリン​​巴阿𡂰​​と​イチダン​​一團​​ ​キ​​來​​ぬ。
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​ゴルチ ウスン​​豁兒赤 兀孫​​の​フメイ​​符命​​の宣揚

　​ゴルチ​​豁兒赤​​ ​キ​​來​​て​イ​​言​​はく「​ボドンチヤル ボグダ​​孛端察兒 孛黑多​​（孛端察兒 賢人）の​トラ​​虜︀​​へて​ト​​取​​れる​ヲミナ​​婦人​​より​ウマ​​生​​れたる​ワレラ​​我等​​[の​オヤ​​祖︀​​]は、​ヂヤムカ​​札木合​​[の​オヤ​​祖︀​​]と​ハラヒト​​腹一​​つの​ハウシヤウ​​胞漿​​ ​ヒト​​一​​つの​モノ​​者︀​​なりき、​ワレラ​​我等​​。​ヂヤムカ​​札木合​​より​ハナ​​離​​れざるものなりき、​ワレラ​​我等​​。​ミツゲ​​神︀吿​​（神︀の御吿）​クダ​​降​​りて、​ワ​​我​​が​メ​​目​​に​ミ​​見​​せたり。​ナマシロ​​慘白​​き​メウシ​​乳牛​​ ​キ​​來​​て、​ヂヤムカ​​札木合​​を​メグ​​繞​​りて​ユ​​行​​きて、その​イヘ​​家​​ ​クルマ​​車​​に​フ​​觸​​るゝと、​ヂヤムカ​​札木合​​に​フ​​觸​​れて、​カタカタ​​片方​​の​ツノ​​角​​を折りて、​カタツノ​​片角​​とな[116]りて、「​ワ​​我​​が​ツノ​​角​​をおこせ」と​イ​​云​​ひ​イ​​云​​ひ、​ヂヤムカ​​札木合​​の​トコロ​​處​​に​ホ​​吼​​え​ホ​​吼​​え、​ツチ​​土​​を​ア​​揚​​げ揚げ​タ​​立​​ちたり。​ツノナ​​角無​​き​ナマジロ​​慘白​​き​ヲウシ​​牡牛​​は、​オホイ​​大​​なる​チヤウバウ​​帳房​​の​ユカ​​牀​​を​ウヘ​​上​​に​モタ​​擡​​げて、​カ​​駕​​して​ヒ​​拽​​きて、​テムヂン​​帖木眞​​の​シリヘ​​後​​より​オホクルマヂ​​大車路​​に​ヨ​​依​​り​ホ​​吼​​え吼え​ク​​來​​るに、「​アマツカミ​​皇天​​ ​クニツカミ​​后土​​ ​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて、​テムヂン​​帖木眞​​を​クニ​​國​​の​ウシ​​主人​​と​ナ​​爲​​れと​イ​​云​​ひ、​クニ​​國​​を​ノ​​載​​せて​モ​​持​​ちて​キ​​來​​たり」と​イ​​云​​ひ、​ミツゲ​​神︀吿​​を​メ​​目​​に​ミ​​見​​せて​ワレ​​我​​に​ツ​​吿​​げたり。





​ゴルチ​​豁兒赤​​の欲望

​テムヂン​​帖木眞​​ ​ナンヂ​​汝​​、​クニ​​國​​の​ウシ​​主人​​と​ナ​​爲​​らば、​ワレ​​我​​を[​ワ​​我​​がかく]​ツ​​吿​​げたる​ユヱ​​故​​に、いかにか​タノシ​​樂​​ましむる、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​云​​へり。​テムヂン​​帖木眞​​ ​イ​​言​​はく「​マコト​​實​​にかく​クニ​​國​​を​シ​​知​​らしめば（管知せしめば）、​バンコ​​萬戶​​の​クワンニン​​官人​​と​ナ​​爲​​さん」と​イ​​云​​へり。[​ゴルチ​​豁兒赤​​は]「​オホ​​多​​き​リイウ​​理由​​を​ツ​​吿​​げたる​ヒト​​人​​を​ワレ​​我​​を​バンコ​​萬戶​​の​クワンニン​​官人​​と​ナ​​爲​​すとも、​ナニ​​何​​の​タノシ​​樂​​みか​ア​​有​​らん。​バンコ​​萬戶​​の​クワンニン​​官人​​と​ナ​​爲​​して、​クニ​​國​​の​ウツク​​美​​しき​ヨ​​好​​き​ヲトメ​​少女​​らを​ジザイ​​自在​​に​ト​​取​​らしめて、​サンジフニン​​三十人​​も​ヲミナ​​婦人​​あらしめ、​マタ​​又​​ ​ナニ​​何​​にても​ワ​​我​​が​カタ​​語​​ることを​ムカ​​迎​​へ​キ​​聽​​け」と​イ​​云​​へり。（前段に豁兒赤 兀孫を翁と云へるは、後に與へたる尊稱を以て追記せるなり。婦人をあまた望みたるを見れば、この時はまだ壯かりしならん。）
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​ヂヤムカ​​札木合​​より離れ來ぬる諸︀部の​シウ​​眾​​

　​クナン​​忽難︀​​を​カシラ​​頭​​とせる​ゲニゲス​​格你格思​​の​イチダン​​一團​​も​キ​​來​​ぬ。​マタ​​又​​ ​ダリタイ オツチギン​​荅哩台 斡惕赤斤​​の​イチダン​​一團​​も​キ​​來​​ぬ。​ヂヤダラン​​札荅㘓​​より​ムルカルク​​木勒合勒忽​​も​キ​​來​​ぬ。​マタ​​又​​ ​ウンヂン​​溫眞​​（親征錄​ヌンヂン ブ​​嫩眞 部​​） ​サカイト​​撒合亦惕​​（親征錄​サカイ ブ​​撒合夷 部​​）の​イチダン​​一團​​も​キ​​來​​ぬ。​ヂヤムカ​​札木合​​よりかく​ハナ​​離​​れ​ウゴ​​動​​きて、​キムルカ ヲガハ​​乞木兒合 小河​​の​アイル カラカナ​​阿亦勒 合喇合納​​に​ゲバ​​下馬​​して​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​マタ​​又​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​より​ハナ​​離​​れて、​ヂユルキン​​主兒勤​​（卽ち卷一の禹兒乞）[117]の​シヨルカト ヂユルキ​​莎兒合禿 主兒乞​​（卽ち卷一の忽禿黑禿 禹兒乞）の​コ​​子​​ ​サチヤ ベキ​​撒察 別乞​​（卽ち卷一の薛扯 別乞）​タイチユ​​泰出​​（卽ち卷一の台出）​フタリ​​二人​​の​イチダン​​一團​​、​マタ​​又​​ ​ネクン タイシ​​捏坤 太石​​の​コ​​子​​ ​クチヤル ベキ​​忽察兒 別乞​​（親征錄 元史​ホチヤル​​火察兒​​）の​イチダン​​一團​​、​マタ​​又​​ ​クトラ カン​​忽禿剌 罕​​（卷一の忽圖剌 合罕）の​コ​​子​​ ​アルタン オツチギン​​阿勒壇 斡惕赤斤​​（卷一の阿勒壇）の​イチダン​​一團​​、​コレラ​​是等​​は​マタ​​又​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​より​ハナ​​離​​れ​ウゴ​​動​​きて、​テムヂン​​帖木眞​​に​キムルカ ヲガワ​​乞木兒合 小河​​の​アイル カラカナ​​阿亦勒 合喇合納​​に​ゲバ​​下馬​​して​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に​ア​​會​​ひ​ゲバ​​下馬​​せり。





​フタ​​二​​たび​グレルグ​​古咧勒古​​の靑湖の札營

​ソコ​​其處​​より​タ​​起​​ちて、​グルレグ ザン​​古咧勒古 山​​の​ウチ​​內​​なる​サングル ヲガハ​​桑古兒 小河​​の​カラ ヂユルゲン​​合喇 主嚕堅​​（卷二の合喇 只嚕竪）の​ココ ナウル​​闊闊 納兀兒​​（靑き湖水）に​ゲバ​​下馬​​せり。
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​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​スヰタイ​​推戴​​の​チカヒ​​盟​​

　​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​、​サチヤ ベキ​​撒察 別乞​​ ​ナド​​等​​ ​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて、​テムヂン​​帖木眞​​に​イ​​言​​へらく「​ナンヂ​​汝​​を​カン​​罕​​と​ナ​​爲​​さん。​テムヂン​​帖木眞​​を​カン​​罕​​となさば、​ワレラ​​我等​​は​オホ​​多​​斡欒​き​テキ​​敵​​に​センポウ​​先鋒​​阿勒斤赤​に​ハシ​​奔​​りて、​カホ​​顏​​汪格​ ​ヨ​​好​​き​ヲトメ​​少女​​斡勤​ ​キサキ​​妃​​を、​チヤウデン​​帳殿​​斡兒朶格兒​の​ヘヤ​​房​​[に​イ​​入​​斡囉​りて、​エ​​得​​斡勒​て​ツ​​伴​​阿卜赤喇​れ​キ​​來​​て​アタ​​與​​斡克​へん、​ワレラ​​我等​​。]​アダシクニタミ​​他國民​​合哩亦兒堅​の​ホヽ​​顋​​合察兒​ ​ウツク​​美​​しき​キサキ​​妃​​合屯​ ​ヲトメ​​少女​​を、​シリブシ​​臀節︀​​合兒含​ ​ヨ​​好​​き​センバ​​騸馬​​に​ノ​​騎​​合塔喇​らしめて​ツレ​​伴​​れ​キ​​來​​て​アタ​​與​​へん、​ワレラ​​我等​​。​ノ​​野​​兀囉阿​の​ケダモノ​​獸​​を​マキガリ​​卷狩​​せば、​サキガケ​​先驅​​兀禿喇​して​アタ​​與​​へん、​ワレラ​​我等​​。（卷六なる成吉思 汗の阿勒壇 忽察兒を責めたる語と較ぶるに、こゝにも一句脫ちたるに似たり。）​アレノ​​曠野​​客額兒​の​ケダモノ​​獸​​の​ハラ​​腹​​客額里​を​ヒトナラビ​​一竝​​に​ヨ​​寄​​せて​アタ​​與​​へん。​キリギシ​​懸崖​​昆​の​ケダモノ​​獸​​の​モヽ​​腿​​忽牙​を​ヒトナラビ​​一竝​​に​ヨ​​寄​​せて​アタ​​與​​へん、​ワレラ​​我等​​。​タヽカ​​戰​​合惕忽​ふ​ヒ​​日​​に​ナンヂ​​汝​​の​ガウレイ​​號令​​合剌​に​タガ​​違​​はば、​ワレラ​​我等​​の​ナリハヒ​​家業​​合哩失哩​より​キサキ​​妃​​合屯​ ​ヲミナ​​婦人​​より​ハナ​​離​​合合察​れさせて、​ワレラ​​我等​​の​クロ​​黑​​合喇​き​カシラ​​頭​​を​ヂ​​地​​合札兒​の​ツチ​​土​​に​ス​​棄​​てて​サ​​去​​れ。​タヒラ​​平​​昻客​けき​ヒ​​日​​に​ナンヂ​​汝​​の​ケフギ​​協議​​額耶​を​ヤブ​​壞​​らば、​ワレラ​​我等​​の​ヲトコ​​男​​額咧思​どもの​ナリハヒ​​家業​​より​ツマ​​妻​​額篾​ ​コ​​子​​可兀​より​ワカ​​別​​希哩扯​れさせて、​アルジ​​主​​額者︀​なき​トコロ​​地​​に​ス​​棄​​てて​サ​​去​​れ。」かく​コトバ​​言​​を[118]​サダ​​定​​め​ア​​合​​ひて、これより​チカヒ​​盟​​して、​テムヂン​​帖木眞​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​（强盛なる大君）と​ナ​​名​​づけて、​カン​​罕​​となしたり。（帖木眞の汗となれるは、蒙古 源流に據れば、己酉の年にして、二十八歲の時なり。己西の年は、我が後鳥羽︀ 天皇 文治 五年、宋の淳熙 十六年、金の大定 二十九年、西紀 一一八九年なり。）
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新庭の政務分任

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​カン​​罕​​と​ナ​​爲​​ると、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の​オトヽ​​弟​​ ​オゲライ チエルビ​​斡歌來 徹兒必​​（前の斡歌連 徹兒必）、​ヤナグヒ​​節︀筒​​を​オ​​帶​​べり。





​ゴルチ​​豁兒赤​​

​カヂウン トクラウン​​合只溫 脫忽喇溫​​（前の合赤溫 脫忽喇溫）、​ヤナグヒ​​箭筒​​を​オ​​帶​​べり。​ヂエタイ​​哲台​​、​ドゴルク チエルビ​​多豁勒忽 徹兒必​​、​アニオトヽ​​兄弟​​ ​フタリ​​二人​​、​ヤナグヒ​​箭筒​​を​オ​​帶​​べり。（箭筒を蒙語に豁兒と云ひ、箭筒を帶ぶる者︀を豁兒臣 又は豁兒赤と云ふ。元史 塔察兒の傳に「​ホルチ​​火兒赤​​ ​ハ​​者︀​​、​オビテ​​佩​​㆓​ヤナグヒユブクロヲ​​櫜鞬​​㆒​ハベル​​侍​​㆓​サイウニ​​左右​​㆒​モノ​​者︀​​​ナリ​​也​​」とあるは、これなり。）





​バウルチ​​巴兀兒赤​​

​ヲングル​​汪古兒​​（前の翁古兒）、​シエイケト チエルビ​​雪亦客禿 徹兒必​​、​カダアン ダルドル​​合荅安 荅勒都︀兒罕​​ ​ミタリ​​三人​​ ​イ​​言​​はく「​アシタ​​朝​​馬納合兒​の​ノミモノ​​飲物​​を​ナ​​勿​​ ​カ​​缺​​篾古迭兀勒​かせそ。​ユフベ​​夕​​兀迭​の​ノミモノ​​飮物​​を​ナ​​勿​​ ​オコタ​​慢​​斡莎勒荅​りそ」とて、​バウルチン​​巴兀兒臣​​と​ナ​​爲​​れり。（巴兀兒臣、また巴兀兒赤と云ふ。元史 兵志に「​ミヅカラハウジンシテ​​親烹餁以​​​タテマツル​​奉​​㆓​カミニインシヨクヲ​​上飮食​​㆒​モノヲ​​者︀​​、​イフ​​曰​​㆓​ボールチト​​博爾赤​​㆒」とあるは、これなり。）





​ゴニチ​​豁你赤​​

​デガイ​​迭該​​ ​イ​​言​​はく「​ニサイ​​二歲​​失列古​の​カツヤウ​​羯羊​​亦兒格​〈［＃左ルビの「亦兒格」は底本では、直前の字句「二歲の」についているが、白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§124(03:45:06)の漢︀字音訳に倣い左ルビの位置を修正］〉を​カワ​​渴​​かしめて、​アシタ​​朝​​馬納合兒​に​ナ​​勿​​ ​カ​​缺​​篾古迭​きそ。​イ​​寢​​豁那黑​ぬる​トキ​​時​​に​ナ​​勿​​ ​オク​​後​​豁只荅​れそ。​ハナ​​花​​阿剌黑赤兀惕​の​イロ​​色​​の​ヒツジ​​羊​​を​ノガヒ​​牧​​阿都︀兀剌​して、​シヤテイ​​車底​​阿藍​に​ミタ​​滿​​さん。​キイロ​​黃色​​晃豁黑赤兀惕​の​ヒツジ​​羊​​豁你惕​を​ノガイ​​牧​​して、​カコヒ​​圈子​​豁團​に​ミタ​​滿​​さん。​クヒスギ​​貪食​​豁斡闌察兒​は​アシ​​惡​​くありき、​ワレ​​我​​。​ヒツジ​​羊​​豁你惕​を​ノガヒ​​牧​​して、​ハクチヤウ​​白腸​​管只牙孫​を​クラ​​食​​はん、​ワレ​​我​​」とて、​デガイ​​迭該​​は、​ヒツジ​​羊​​を​ノガヒ​​牧​​せり。（羊を豁紉と云ひ、羊飼︀を豁你臣 又は豁你赤と云ふ。元史 兵志の火你赤は、これなり。）





​モチ​​抹赤​​ ​スナハ​​卽​​ち木匠

その​オトヽ​​弟​​ ​グチユグル​​古出古兒​​（前の窟出古兒）​イ​​言​​はく「​クサリ​​鎖​​搠斡兒合​ある​クルマ​​車​​を、その​クサビ​​轄​​赤兀​を​ナ​​勿​​ ​タフ​​倒​​赤兀迭兀勒​れしめそ。​シヤヂク​​車軸​​騰吉思格​ある​クルマ​​車​​を、​クルマヂ​​車路​​帖兒格兀兒​の​ウヘ​​上​​に​ナ​​勿​​ ​ヤブ​​壞​​帖兒咧兀勒​れしめそ」と​イ​​云​​ひて、「​ヘヤ​​房​​ ​クルマ​​車​​を​ヲサ​​治​​めん」と​イ​​云​​へり。​ドダイ チエルビ​​多歹 扯兒必​​（前に見えざる人）は、「​イヘ​​家​​の​ウチ​​內​​の​メシツカヒ​​婢僕​​どもを​ス​​統​​べん」と​イ​​云​​へり。





​ウルドチ​​兀勒都︀赤​​

​クビライ​​忽必來​​、​チルグタイ​​赤勒古台​​、​カルカイ トクラウン​​合兒孩 脫忽喇溫​​（前の合喇孩 脫忽喇溫）​ミタリ​​三人​​に[119]「​カツサル​​合撒兒​​と​トモ​​共​​に​カタナ​​刀​​を​オ​​帶​​びて、​イキホ​​勢​​古出兒格昆​ふものは、その​クビ​​首​​古主兀惕​を​キ​​斬​​輕古哩惕​れ。​アラ​​荒​​斡抹兒合渾​ぶるものは、その​ムネ​​胷​​斡抹里兀​を​サ​​刺​​汪剌只惕​せ」と​イ​​云​​へり。（刀を兀勒都︀と云ひ、刀を帶ぶる者︀を兀勒都︀赤と云ふ。元史 兵志に「​ハベリ​​侍​​㆑​カミニ​​上​​​オブル​​帶​​㆓​カタナマタユミヤヲ​​刀及弓矢​​㆒​モノヲ​​者︀​​​イフ​​曰​​㆓​ウンドチト​​云都︀赤​​㆒」とあるは、これなり。）





​アクタチ​​阿黑塔赤​​

​ベルグタイ​​別勒古台​​、​カラルダイ トクラウン​​合喇勒歹 脫忽喇溫​​ ​フタリ​​二人​​に「​センバ​​騸馬​​を​ト​​執​​れ。​ウマヅカサ​​馬官​​（阿黑塔臣）と​ナ​​爲​​れ」と​イ​​云​​へり。





​アドウチ​​阿都︀兀赤​​

​タイチウダイ​​泰赤兀歹​​、​クト モリチ​​忽圖 抹哩赤​​（前に見えざる人）、​ムルカルク​​木勒合勒忽​​ ​ミタリ​​三人​​に「​バグン​​馬羣​​を​ノガヒ​​牧​​せよ」と​イ​​云​​へり。（馬羣を蒙語に阿都︀溫と云ひ、馬飼︀を阿都︀兀臣と云ふ。）​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​、​タカイ​​塔孩​​〈［＃ルビの「タカイ」は底本ではルビなし。昭和18年復刻版にもルビなし。底本の他の箇所に出てくる塔孩のルビ「タカイ」を転用した］〉（前の塔乞）、​スケガイ​​速客該​​（前の速客該 者︀溫）、​チヤウルカン​​察兀兒罕​​ ​ヨタリ​​四人​​に「​トホ​​遠​​豁剌​き​ゴオチヤルク​​豁斡察黑​​（箭の名）​チカ​​近​​斡亦喇​き​オドラ​​斡多喇​​（箭の名）となれ」と​イ​​云​​へり。（征討 巡警の事を掌れるならん。官名は、いまだ考へ得ず。）​スベエタイ バアドル​​速別額台 巴阿都︀兒​​ ​イ​​言​​はく「​ネズミ​​鼠​​忽魯罕​となりて、​アツ​​聚​​忽哩牙勒都︀速​め​ア​​合​​はん。​クロ​​黑​​合喇​き​ヤマガラス​​老鴉​​となりて、​ホカ​​外​​合荅溫​にある​モノ​​物​​を​ヲサ​​收​​合兒馬勒都︀速​め​ア​​合​​はん、​ウマオホ​​馬覆​​粘別額​ひの​マウセン​​毛氈​​となりて、​オホ​​覆​​揑木兒列勒敦​ひ​ア​​合​​はんと​コヽロ​​試​​みん。​カゼヨケ​​風除​​格里思格​の​マウセン​​毛氈​​となりて、​イヘ​​家​​格兒​を​フセ​​禦​​格哩思格列勒敦​ぎ​ア​​合​​はんと​コヽロ​​試​​みん」と​イ​​云​​へり。












§125(03:48:06)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​キウシン​​舊臣​​を​ネギラ​​勞​​ひ​シンプ​​新附​​を​スス​​奬​​むる​ユシ​​諭旨​​

　そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​カン​​罕​​となりて、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​フタリ​​二人​​に​イ​​言​​へらく「​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​、​ワレ​​我​​を、​カゲ​​影​​薛兀迭兒​より​ホカ​​外​​に​トモ​​伴​​なき​トキ​​時​​に、​カゲ​​影​​薛兀迭兒​となりて、​ワ​​我​​が​コヽロ​​心​​薛惕乞勒​を​ヤス​​安​​からしめたるぞ、​ナンヂラ​​汝等​​。​コヽロ​​心​​薛惕乞勒​の​ウチ​​內​​に​ア​​存​​れ」と​イ​​云​​へり。「​ヲ​​尾​​薛兀兒​より​ホカ​​外​​に​ムチ​​鞭​​赤出阿​なき​トキ​​時​​に、​ヲ​​尾​​薛兀兒​となりて、​ワ​​我​​が​コヽロ​​心​​只嚕格​を​ヤス​​安​​からしめたるぞ、​ナンヂラ​​汝等​​。​ワ​​我​​が​ムネ​​胷​​徹額只​の​ウチ​​內​​に​ア​​存​​れ」と​イ​​云​​へり。「​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​は、​マヘ​​前​​に​タ​​立​​てるに​ヨ​​依​​り、​コヽ​​此處​​に​ヲ​​居​​る​モノ​​者︀​​どもに​ヲサ​​長​​となりて​ヲ​​居​​らずや、​ナンヂラ​​汝等​​」と​イ​​云​​へり。​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​アマツカミ クニツカミ​​皇天 后土​​に​チカラ​​力​​を​ソ​​添​​へて​タス​​祐︀​​けられば、
​ナンヂラ​​汝等​​、​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​の​トコロ​​處​​より​ワレ​​我​​をと​オモ​​思​​ひて​オモ​​伴​​とならんとて​キ​​來​​つる​トシヨリ​​老人​​どもは、​ワ​​我​​が​サイハヒ​​福︀​​ある​トモ​​伴​​とならざらんや」と​イ​​云​​へり。​オノ​​己​​も​オノ​​己​​も​ヰニン​​委任​​せり、​ナンヂラ​​汝等​​に。（この句、恐らくは脫文あらん。）












§126(03:50:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​チンギス カン​​成吉思 汗​​の​ソクヰ​​卽位​​を聞ける​ワンカン​​王罕​​の​ガジ​​賀辭​​

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​を​カン​​罕​​となしたりとて、​ケレイト​​客咧亦惕​​の​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​に、​ダカイ​​荅孩​​、​スゲガイ​​速格該​​（前の塔孩、速客該）​フタリ​​二人​​を​ツカヒ​​使​​に​ヤ​​遣​​りたり。​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​は、「​テムヂン​​帖木眞​​なる​ワ​​我​​が​コ​​子​​を​カン​​罕​​と​ナ​​爲​​したるは​ハナハ​​甚​​だ​ヨ​​善​​し。​モンゴル​​忙豁勒​​に​キミ​​君​​なく、いかにか​スゴ​​過​​さん、​ナンヂラ​​汝等​​。​コ​​此​​額捏​の​ケフギ​​協議​​額也​を​ナ​​勿​​ ​ヤブ​​壞​​厄迭惕​りそ。​ケフギ​​協議​​を​ムス​​結​​掌吉​べるを​ナ​​勿​​ ​ト​​解​​塔魯惕​きそ。​コロモ​​衣​​札合​の​エリ​​領​​を​ナ​​勿​​ ​ヒ​​扯​​談禿魯黑​きそ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りて。（畢りのては、たりの誤りか。然らずば、下に脫字あらん。）






成吉思 汗 實錄 卷の三 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の三
巻の五 →
成吉思汗実録 
巻の四
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]




  



[120]​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​シ​​四​​。








§127(04:01:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​アルタン​​阿勒壇​​ ​クチヤル​​忽察兒​​に​イ​​言​​はしむる​ヂヤムカ​​札木合​​のいやみ

　​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​、​チヤウルカン​​察兀兒罕​​ ​フタリ​​二人​​を​ヂヤムカ​​札木合​​の​トコロ​​處​​に​ツカヒ​​使​​に​ヤ​​遣​​りたれば、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​ ​フタリ​​二人​​に​イ​​言​​へ」とて、​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るには「​アルタン​​阿勒壇​​ ​クチヤル​​忽察兒​​、​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​は、​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​と​ワレ​​我​​と​フタリ​​二人​​の​アヒダ​​閒​​に、​アンダ​​安荅​​の​コシノクビレ​​腰窩​​速別額​を​サ​​截​​薛赤​して、​アバラボネ​​肋骨​​合必兒合​を​ツカ​​攫​​合惕忽​みて、​ナン​​何​​ぞ​ハナ​​離​​れしめたる、​ナンヂラ​​汝等​​。​アンダ​​安荅​​ ​ワレ​​我​​ ​フタリ​​二人​​を​ハナ​​離​​れしめず​ヒトトコロ​​一處​​に​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​を​カン​​罕​​に​ナン​​何​​ぞ​ナ​​爲​​さざりし、​ナンヂラ​​汝等​​。​イマ​​今​​ ​ナニ​​何​​を​タヾ​​只​​ ​コヽロ​​心​​に​オモ​​思​​ひてか​カン​​罕​​となしたる、​ナンヂラ​​汝等​​。​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​ ​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​は、​イ​​言​​へる​コトバ​​言​​に​シタガ​​從​​ひ、​アンダ​​安荅​​の​コヽロ​​心​​を​ヤス​​安​​からしめて、​ワ​​我​​が​アンダ​​安荅​​に​ヨ​​善​​くも​トモ​​伴​​となりて​アタ​​與​​へよ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​り[121]て、












§128(04:02:05)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










盜みしたる​ヂヤムカ​​札木合​​の弟の殺︀され

　その​ノチ​​後​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​の​オトヽ​​弟​​ ​タイチヤル​​台察兒​​（親征錄 元史​トタイチヤル​​禿台察兒​​）は、​ヂヤラマ​​札剌麻​​（山の名）の​マヘ​​前​​なる​オレガイ ブラク​​斡列該 不剌黑​​（斡列該の泉。親征錄 元史​ユルゲノ イヅミ​​玉律哥 泉​​）に​ス​​住​​めるに、​ワレラ​​我等​​の​サアリ ケエル​​撒阿里 客額兒​​に​ヲ​​居​​る​ヂユチ ダルマラ​​拙赤 荅兒馬剌​​（親征錄​シユヂ タルマラ​​搠只 塔兒馬剌​​）、（元史 搠只）の​バグン​​馬羣​​を​ヌス​​盜​​みに​ユ​​往​​きけり。（





​サアリ​​撒阿里​​の原のありか

撒阿里 客額兒は、撒阿里の原にて、親征錄 元史に薩里 川とあり。薩里 河ともあるは、非なり河にはあらず、廣き谷なり。川なれば、谷の義にも用ふ。元史 明宗紀に據るに、天曆 二年 正月、和寧の北に卽位し、三月、潔堅 察罕の地に止まり、五月四日、斡耳罕 水(斡兒桓 河)の東に至り、二十三日、禿忽剌 河(土兀剌 河)の東に至り、六月 十五日、撒里 怯兒の地に至り、二十一日、闊朶傑 阿剌倫に至り、それより南に進みて上都︀に向へり。撒里 怯兒は、卽ち撒阿里 客額兒なり。闊朶傑 阿剌倫は、此書の末に見ゆる闊迭額 阿喇勒にして、客魯嗹 河の中洲なり。西より進みて、闊迭額 島より前に撒阿里 原に至れるを見れば、撒阿里 原は、客魯嗹河の上流の地なるべし。金幼孜の北征錄に「雙泉海︀、卽 撒里 怯兒。元 太祖︀ 發㆑跡之所、舊建㆓宮殿㆒。山川環繞、有㆓二海︀子㆒。西北有㆓三關 口㆒、通㆓飮馬河土拉河㆒」とあり、その宮殿は、卽ち太祖︀紀に薩里川 哈老徒の行宮とある處なれば、二海︀子の一つは、必ず哈老徒の海︀子、今の噶老台の池ならん。）​タイチヤル​​台察兒​​は、​ヂユチ ダルマラ​​拙赤 荅兒馬剌​​の​バグン​​馬羣​​を​ヌス​​盜​​みて​ヰ​​率​​て​サ​​去​​りき。​ヂユチ ダルマラ​​拙赤 荅兒馬剌​​は、​バグン​​馬羣​​を​ヌス​​盜​​みて​サ​​去​​られて、​トモビト​​從者︀​​どもに​コヽロ​​心​​ ​オク​​臆​​せられて、​ヂユチ ダルマラ​​拙赤 荅兒馬剌​​のみ​オ​​追​​ひて​ユ​​往​​きて、​ヨル​​夜​​その​バグン​​馬羣​​の​ホトリ​​邊​​に​イタ​​到​​りて、​オノ​​己​​が​ウマ​​馬​​の​タテガミ​​鬛​​の​ウヘ​​上​​に​ハラ​​腹​​にて​フ​​伏​​して​イタ​​到​​りて、​タイチヤル​​台察兒​​の​セボネ​​脊梁​​を​ヲ​​折​​るべく​イ​​射​​て​コロ​​殺︀​​すと、​バグン​​馬羣​​を​ヒキ​​率​​ゐて​キ​​來​​ぬ。
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​ダラン バルヂユト​​荅闌 巴勒主惕​​の戰

　「​オトヽ​​弟​​ ​タイチヤル​​台察兒​​を​コロ​​殺︀​​されたり」とて​ヂヤムカ​​札木合​​が​カシラ​​頭​​となれる​ヂヤダラン​​札荅㘓​​は、​ジフサンブ​​十三部​​ ​トモ​​伴​​なひて、​サンマンニン​​三萬人​​となりて、​アラウウト​​阿剌兀兀惕​​（明譯文は阿剌兀惕）、​トルカウト​​土兒合兀惕​​（二山の名。親征錄​アラウ トラウ​​阿剌烏 禿剌烏​​ ​ニザン​​二山​​）に​ヨ​​依​​り​コ​​越​​えて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​へ​シユツバ​​出馬​​して​キ​​來​​ぬとて、​イキレス​​亦乞咧思​​よ[122]り​ムルケ トタク​​木勒客 脫塔黑​​、（親征錄​モゲ​​慕哥​​、元史 孛禿の傳​モリ トト​​磨里 禿禿​​）​ボロルダイ​​孛囉勒歹​​ （親征錄​ブロンタイ​​卜欒台​​）、（孛禿の傳​ボロンダイ​​波欒歹​​）​フタリ​​二人​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​グレルグ​​古咧勒古​​に​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に​シラセ​​報吿​​を​オク​​送​​り​キ​​來​​ぬ。この​シラセ​​報吿​​を​シ​​知​​ると、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、―​ジフサンダン​​十三團​​ありき。（團 は、蒙語 古哩延、その複稱 古哩額惕なり。親征錄に十三翼と譯したるは、支那風に書きたるなり。）―​マタ​​亦​​ ​サンマンニン​​三萬人​​となりて、​ヂヤムカ​​札木合​​の​ムカ​​迎​​へに​シユツバ​​出馬​​して、​ダラン バルヂユト​​荅闌 巴勒主惕​​（親征錄 元史​ダラン バンジユス ノ ノ​​荅闌 版朱思 之 野​​）に​タ​​立​​ち​ア​​合​​ひ（對戰し）て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​にそこに​ウゴ​​動​​かされ（敗られ）て、​オナン​​斡難︀​​の​ヂエレネ カブチカイ​​哲咧捏 合卜赤孩​​（哲咧捏の隘處）に​ノガ​​遁​​れたり。





七十鍋の狼の​アツモノ​​羹​​

​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​オナン​​斡難︀​​の​ヂエレネ​​哲咧捏​​に​ノガ​​遁​​れしめたり、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて​カヘ​​回​​る​トキ​​時​​、​チノス​​赤那思​​の​コ​​子​​ら（家の子 一族）を​シチジフ​​七十​​の​ナベ​​鍋​​に​ニ​​煮︀​​て、​ネウダイ チヤカアン ウワ​​捏兀歹 察合安 兀洼​​の​カシラ​​頭​​を​キ​​斬​​りて、​ウマ​​馬​​の​ヲ​​尾​​に​ヒ​​拖​​きて​サ​​去​​りき。（赤那思 氏は、喇失惕 額丁に依れば、察剌孩 領忽の二子 堅都︀ 赤那、烏魯克眞 赤那の裔なり。堅都︀ 赤那は牡狼、烏魯克眞 赤那は牝狼の義にして、赤那思は、狼なる赤那の複稱なり。親征錄の撰者︀は、修正 祕史を譯するに當り、赤那思の姓氏なることを知らず、「半途爲㆓七十二竈㆒、烹㆑狼爲㆑食」と譯せり）
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國來の祝︀

　そこに​ヂヤムカ​​札木合​​を​ソコ​​其處​​より​カヘ​​回​​らすると、​ウルウト​​兀嚕兀惕​​（元史 朮赤台の傳​ウルウタイ ウヂ​​兀魯兀台 氏​​）の​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​（元史 本傳​チユチタイ​​朮赤台​​、畏荅兒の傳​チユチエダイ​​朮徹帶​​）は、​ウルウト​​兀嚕兀惕​​（親征錄​ウルウ ブ​​兀魯吾 部​​）を​ヒキ​​率​​ゐ、​モンクト​​忙忽惕​​（畏荅兒の傳​モング ウヂ​​忙兀 氏​​）の​クユルダル​​忽余勒荅兒​​（朮赤台の傳​クインダル​​忽因荅兒​​、本傳​ウイダル​​畏荅兒​​）は、​モンクト​​忙忽惕​​（親征錄​モング ブ​​忙兀 部​​）を​ヒキ​​率​​ゐ、​ヂヤムカ​​札木合​​より​ハナ​​離​​れて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​ぬ。​コンゴタン​​晃豁壇​​の​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​（蒙力克なる父）は、そこに​ヂヤムカ​​札木合​​の​トコロ​​處​​に​ヲ​​居​​りて、​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​、その​ナヽタリ​​七人​​の​コ​​子​​と、​ヂヤムカ​​札木合​​より​ハナ​​離​​れて、そこに[123]​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ア​​合​​ひに​キ​​來​​ぬ。​ヂヤムカ​​札木合​​より​コレラ​​此等​​の​タミ​​民​​ ​キ​​來​​ぬとて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​オノ​​己​​が​トコロ​​處​​に​クニ​​國​​ ​キ​​來​​ぬと​ヨロコ​​喜​​びて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​、​カツサル​​合撒兒​​、​ヂユルキン​​主兒勤​​の​サチヤ ベキ​​撒察 別乞​​、​タイチユ​​泰出​​らと​トモ​​共​​に、「​オナン​​斡難︀​​ の​ハヤシ​​林​​の​ウチ​​裏​​に​ウタゲ​​筵會​​せん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて​ウタゲ​​筵會​​したるに、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に、​ホエルン ウヂン​​訶額侖 兀眞​​に、​カツサル​​合撒兒​​に、​サチヤ ベキ​​撒察 別乞​​〈［＃「撒察 別乞」は底本では「撒察別乞」。直前の「撒察 別乞」に倣い名前の区切りを追加］〉になど​ハジメ​​首​​として​ヒト​​一​​つの​ミカ​​甕​​（馬乳酒を入るゝ革の嚢）を​カタム​​傾​​けけり。​マタ​​又​​ ​サチヤ ベキ​​撒察 別乞​​の​ワカ​​少​​き​ハヽ​​母​​（莎兒合禿 主兒乞 の妾、撒察 別乞の生母​エベガイ​​額別該​​親征錄 元史​セチエ ベギ​​薛徹 別吉​​​（ノ）​ジボ​​次母​​ ​エベガイ​​野別該​​）を​ハジメ​​首​​として​ヒト​​一​​つの​ミカ​​甕​​を​カタム​​傾​​けたる​ユヱ​​故​​に、​ゴリヂン カトン​​豁哩眞 合屯​​、​クウルチン カトン​​忽兀兒臣 合屯​​（莎兒合禿 主兒乞の二妃。親征錄 元史​フルヂン​​忽兒眞​​ ​ホリヂン​​火里眞​​ ​ニ​​二​​​ハトン​​哈敦​​）





​ヂユルキン​​主兒勤​​の二妃の怒

​フタリ​​二女​​「​ワレ​​我​​を​ハジメ​​首​​とせず、​エベガイ​​額別該​​を​ハジメ​​首​​として​ナン​​何​​ぞ​カタム​​傾​​けたる」と​イ​​云​​ひ、​カシハデ​​厨官​​ ​シキウル​​失乞兀兒​​（親征錄 元史​シユゼンシヤ​​主膳者︀​​ ​シキウル​​失丘兒​​）を​ウ​​打​​ちけり。​ウ​​打​​たれて​カシハデ​​厨官​​ ​シキウル​​失乞兀兒​​ ​イ​​言​​はく「​エスガイ バアドル​​也速該 巴阿都︀兒​​、​ネクン タイシ​​捏坤 太石​​ ​フタリ​​二人​​ ​シ​​死​​にたる​ユヱ​​故​​に、かく​ワ​​我​​が​ウ​​打​​たれたるはいかに」と​イ​​云​​ひて、​オホゴヱ​​大聲​​にて​ナ​​哭​​きけり。
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​ブリ​​不哩​​に肩​キ​​斫​​らるゝ​ベルグタイ​​別勒古台​​

　その​エンセキ​​筵席​​を、​ワレラ​​我等​​よりは​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​セイヂ​​整治​​し、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​センバ​​騸馬​​を​ト​​執​​りて​タ​​立​​ち​ヲ​​居​​りき。​ヂユルキン​​主兒勤​​よりは​ブリ ボコ​​不哩 孛闊​​（親征錄 元史​ボリ​​播里​​）その​エンセキ​​筵席​​を​セイヂ​​整治​​し​ヲ​​居​​りき。​ワレラ​​我等​​の​ウマヨセバ​​聚馬處​​より（蒙語​キルエス​​乞魯額思​​、親征錄 元史​キレス​​乞列思​​、錄は禁外 繋馬所と注し、史は野外 牧場と注せり。）​カタキン​​合塔斤​​〈［＃ルビの「カタキン」はママ。他の節︀ではすべて「カタギン」。昭和18年復刻版も同じ］〉の人 ​タヅナカハ​​韁皮​​を​ヌス​​盜​​みたるに、​ヌスビト​​盜人​​を​トラ​​拏​​へき。​ブリ ボコ​​不哩 孛闊​​その​ヒト​​人​​を​カバ​​回護​​ひて、​ベルグタイ​​別勒古台​​は​ツネ​​常​​の​ゴト​​如​​く​ウ​​搏​​ち​ア​​合​​ふに、​ミギ​​右​​の​ソデ​​袖​​を​ヌ​​脫​​ぎ[124]て​アカハダ​​赤膚​​にて​ユ​​行​​きたりき。かく​ヌ​​脫​​ぎたるその​アカハダ​​赤膚​​の​カタ​​肩​​を、​ブリ ボコ​​不哩 孛闊​​、​クワンタウ​​環刀​​にて​サ​​劈​​くべく​キ​​斫​​り（斫り劈き）けり。​ベルグタイ​​別勒古台​​かく​キ​​斫​​られたれども、​ナニ​​何​​ともなさず​アラソ​​爭​​はず、​チ​​血​​を​ナガ​​流​​して​ユ​​行​​くを、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​コカゲ​​木蔭​​に​ヰ​​居​​て、​エンセキ​​筵席​​の​ウチ​​內​​より​ミ​​見​​て、​イ​​出​​でて​キ​​來​​て​イ​​言​​はく「​ナン​​何​​ぞ かく​ナ​​爲​​されたりし、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​へるに、​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​イ​​言​​はく「​キズ​​傷​​は​イマダ​​未​​なりき。​ワ​​我​​が​ユヱ​​故​​に​アニオトヽ​​兄弟​​に​ナカワロ​​中惡​​く​ナ​​爲​​り​ア​​合​​はんや。​ワレ​​我​​、​サシツカ​​差支​​へず。​ワレ​​我​​、​ヤヽ​​稍​​ ​ヨ​​好​​くあり。​アニオトヽ​​兄弟​​に​ワヅカ​​纔​​に​ナ​​慣​​れ​ア​​合​​ひ​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​アニ​​兄​​やめよ。​シバラ​​暫​​く​タ​​立​​ちとまれ」と​イ​​云​​へり。
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​チンギス カン​​成吉思 汗​​の棒打

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ベルグタイ​​別勒古台​​かく​スヽ​​勸​​むれども​キ​​肯​​かず、​キ​​木​​の​エダ​​枝​​を​ヲ​​折​​るべく​ヒ​​引​​き（引き折り）て、​カハヲケ​​皮桶​​の​カキマハシボウ​​撞乳棒​​を​ヌ​​抽​​きだして​ト​​執​​りて、​ウ​​打​​ち​ア​​合​​ひて、​ヂユルキン​​主兒勤​​に​カ​​勝​​ちて、​ゴリヂン カトン​​豁哩眞 合屯​​、​クウルチン カトン​​忽兀兒臣 合屯​​ ​フタリ​​二女​​を​ウバ​​奪​​ひて​ト​​取​​れり。​カヘツ​​却​​て​カレラ​​彼等​​に「​ムツ​​睦​​び​ア​​合​​はん」と​イ​​云​​はれて、​ゴリヂン カトン​​豁哩眞 合屯​​、​クウルチン カトン​​忽兀兒臣 合屯​​ ​フタリ​​二女​​を​カヘ​​還​​して、​ムツ​​睦​​び​ア​​合​​はんとて​ツカヒ​​使​​し​ア​​合​​ひて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​に、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​（金の章宗 皇帝）は、





​カンガン ジヨウ​​完顏 襄​​の​タタル​​塔塔兒​​征伐

〈［＃「完顏 襄」は底本では「完顏襄」で姓名の単語区切りなし。］〉​タタル​​塔塔兒​​の​メグヂン セウルト​​篾古眞 薛无勒圖​​（親征錄 元史​メウヂン セウリト​​篾兀眞 笑里徒​​）​ラ​​等​​に、その​メイ​​命​​に​シタガ​​從​​はれず、​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​（王金は、金の國姓なる完顏の轉。金史 列傳の內族 襄 卽ち 右丞相 完顏 襄）に「​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​ナ​​勿​​ ​タメラ​​踞踏​​ひそ、​スナハ​​便​​ち」と​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​りき。（金史の紀傳を見るに、この役は、金の章宗 承安 元年 丙辰の歲にあり。我が後鳥羽︀ 天皇 建久 七年、宋の寧宗 慶元 二年、西紀 一一九六年、成吉思 汗 三十五歲の時なり。）「​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​は、​メグヂン セウルト​​篾古眞 薛兀勒圖​​が​カシラ​​頭​​たる​タタル​​塔塔兒​​を、​ウルヂヤ ガハ​​兀勒札 河​​（金史 內族 襄の傳​オリヂヤ ガハ​​斡里札 河​​、今の烏爾匝 河、また 烏爾載 河）に​サカノボ​​泝​​り、​バグン​​馬羣​​ ​リヤウシヨク​​糧食​​ごめに[125]​オイマク​​追捲​​りて​キ​​來​​ぬ」とて​ウハサ​​噂​​を​シ​​知​​れり。その​ウハサ​​噂​​を​シ​​知​​ると、
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​チンギス カン​​成吉思 汗​​ ​ワンカン​​王罕​​の​タタル​​塔塔兒​​​ハサ​​夾​​み攻め

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​サキ​​前​​の​ヒ​​日​​より​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​は、​ミオヤ​​御祖︀​​なる​チヽ​​父​​を​ウシナ​​失​​ひたる​アタ​​讎​​ある​タミ​​民​​なりき。​イマ​​今​​この​キクワイ​​機會​​に​チカラ​​力​​ ​ア​​合​​はせん（金の軍と夾み攻めん）、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​の​トコロ​​處​​に「​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​の​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​は、​タタル​​塔塔兒​​の​メグヂン セウルト​​篾古眞 薛兀勒圖​​が​カシラ​​頭​​たる​タタル​​塔塔兒​​を​ウルヂヤ ガハ​​兀勒札 河​​に​サカノボ​​泝​​り​オイマク​​追捲​​りて​キ​​來​​ぬと​イ​​云​​へり。​ワレラ​​我等​​の​ミオヤ​​御祖︀​​なる​チヽ​​父​​を​ウシナ​​失​​ひたる​タタル​​塔塔兒​​を​ハサ​​夾​​み​セ​​攻​​めん、​ワレラ​​我等​​。​トオリル カン エチゲ​​脫斡哩勒 罕 額赤格​​ ​ト​​疾​​く​コ​​來​​よ」とて、この​デンゴン​​傳言​​を​イタ​​致​​しに使を​ヤ​​遣​​りぬ。この​デンゴン​​傳言​​を​イタ​​致​​さるゝと​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​コ​​子​​は​ジヨブ​​勺卜​​（丁度善し、善き機會なり）と​イ​​言​​ひておこせたり。​チカラ​​力​​ ​ア​​合​​はせん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて、​ダイサン​​第三​​の​ヒ​​日​​に​イクサビト​​軍士​​を​アツ​​聚​​めて​イクサ​​軍​​を​オコ​​起​​して、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​は、​スミヤカ​​速​​に​オモム​​赴​​きて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​フタリ​​二人​​は、​ヂユルキン​​主兒勤​​の​サチヤ ベキ​​撒察 別乞​​、​タイチユ​​泰出​​が​カシラ​​頭​​たる​ヂユルキン​​主兒勤​​（親征錄​ユルキン​​月兒斤​​）に​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るに「​サキ​​前​​の​ヒ​​日​​より​ワレラ​​我等​​の​ミオヤ​​御祖︀​​なる​チヽ​​父​​を​ウシナ​​失​​ひたる​タタル​​塔塔兒​​を​イマ​​今​​この​キクワイ​​機會​​に​ハサ​​夾​​み​セ​​攻​​めん。​モロトモ​​諸︀共​​に​シユツバ​​出馬​​せん」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。​ヂユルキン​​主兒勤​​に​コ​​來​​らるゝことを​ムユカ​​六日​​ ​マ​​待​​ちて[​マ​​待​​ち]かねて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​フタリ​​二人​​、​モロトモ​​諸︀共​​に​イクサ​​軍​​を​オコ​​起​​して、​ウルヂヤ​​兀勒札​​に​シタガ​​沿​​ひ、​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​と​チカラ​​力​​ ​ア​​合​​はせに​キ​​來​​つる​トキ​​時​​、​ウルヂヤ​​兀勒札​​の​クスト シトエン​​忽速禿 失禿延​​〈［＃「忽速禿 失禿延」は底本では「忽速禿失禿延」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§133(04:13:09)の漢︀字音訳「忽速禿-失禿延」に倣い二語に分割］〉、​ナラト シトエン​​納喇禿 失禿延​​〈［＃「納喇禿 失禿延」は底本では「納喇禿失禿延」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§133(04:13:09~10)の漢︀字音訳「納喇禿-失禿額捏」に倣い二語に分割］〉（親征錄、納剌禿 失圖、忽速禿失圖 之 野）に​タタル​​塔塔兒​​の​メグヂン​​篾古眞​​が​カシラ​​頭​​たる​タタル​​塔塔兒​​は、そこに​トリデ​​寨​​に​ヨ​​據​​りき。[126]​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​フタリ​​二人​​ は、かく​タテコモ​​楯籠​​れる​メグヂン セウルト​​篾古眞 薛兀勒圖​​をその​トリデ​​寨​​より​トラ​​拏​​へて、​メグヂン セウルト​​篾古眞 薛兀勒圖​​をそこに​コロ​​殺︀​​して、​カレ​​彼​​の​シロカネ​​銀​​の​ウバグルマ​​繃車​​、​トウシユ​​東珠​​ある​フスマ​​衾​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​そこに​ト​​取​​りき。
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​ヂヤウトクリ​​札兀惕忽哩​​の官 ​ワンカン​​王罕​​の​ガウ​​號​​

　​メグヂン セウルト​​篾古眞 薛兀勒圖​​を​コロ​​殺︀​​したりとて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​トオリル カン​​脫斡哩勒 罕​​ ​フタリ​​二人​​、（この二人の名は、上の篾古眞の上 又は下の篾古眞の上にあるべきに似たり。）​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​は、​メグヂン セウルト​​篾古眞 薛兀勒圖​​を​コロ​​殺︀​​しけりと​シ​​知​​ると、​イタ​​甚​​だ​ヨロコ​​喜​​びて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ヂヤウトクリ​​札兀惕忽哩​​の​ナ​​名​​を​アタ​​與​​へたり。（親征錄 元史​チヤウクル​​察兀忽魯​​。札兀惕は、百なる札溫の複稱なり。忽哩は、聚むる と云ふ 忽哩牙、聚會と云ふ忽喇勒などの語根なれば、牧長の義あるべし。然らば札兀惕 忽哩は。百戶の長の譯語ならんか。）​ケレイト​​客咧亦惕​​の​トオリル​​脫斡哩勒​​に​ワン​​王​​の​ナ​​名​​をそこに​アタ​​與​​へたり。​ワンカン​​王罕​​の​ナ​​名​​は、​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​の​ナ​​名​​づけたるに​ヨ​​依​​り、その​トキ​​時​​より​ナ​​爲​​れり、​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​ ​イ​​言​​はく「​メグヂン セウルト​​篾古眞 薛兀勒圖​​を​ナンヂラ​​汝等​​が​チカラ​​力​​ ​ア​​合​​はせて​コロ​​殺︀​​したるは、​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​に​イト​​最​​ ​オホ​​大​​きなる​タスケ​​助​​を​ナ​​爲​​せり、​ナンヂラ​​汝等​​。​ナンヂラ​​汝等​​の​コ​​此​​の​タスケ​​助​​を​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​に​マウ​​奏​​し​ア​​上​​げん、​ワレ​​我​​。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​コレ​​此​​より​オホ​​大​​きなる​ナ​​名​​を​クハ​​加​​ふることを、​セウタウ​​招討​​の​ナ​​名​​を​アタ​​與​​ふることを、​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​ ​シロ​​知​​しめさん」と​イ​​云​​へり。​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​は、そこよりかく​ヨロコ​​喜​​びて​シリゾ​​退​​けり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​フタリ​​二人​​は、そこに​タタル​​塔塔兒​​を​トラ​​虜︀​​へて​ワカ​​分​​け​ア​​合​​ひて​ト​​取​​り​ア​​合​​ひて、​イヘイヘ​​家家​​に​カヘ​​回​​りて​ゲバ​​下馬​​せり。
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​タタル​​塔塔兒​​の​トリデ​​寨​​に​ノコ​​遺​​れる​ヲサナゴ​​幼兒​​ ​シキケン クドク​​失乞刊 忽都︀忽​​

　​タタル​​塔塔兒​​の​タテコモ​​楯籠​​れる​ナラト シトエン​​納喇禿 失禿延​​〈［＃「納喇禿 失禿延」は底本では「納喇禿失禿延」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§135(04:16:10)の漢︀字音訳「納喇禿-失禿額捏」に倣い二語に分割］〉に​オロ​​下​​したる​イヘヰ​​營盤​​の​ウチ​​內​​[127]を​カス​​掠​​むる​トキ​​時​​、​ヒトリ​​一人​​の​チヒサ​​小​​き​ヲサナゴ​​幼兒​​を​ス​​棄​​てたるを​ワレラ​​我等​​の​イクサビト​​軍士​​ども​イヘヰ​​營盤​​より​エ​​得​​けり。​コガネ​​金​​の​ワ​​環​​の​ハナワ​​鼻環​​ある、​キンシ​​金絲​​の​ヌノ​​布​​に​テウソ​​貂鼠​​にて​ウラヅ​​裏附​​けたる​ハラガケ​​腹掛​​ある​チヒサ​​小​​き​ヲサナゴ​​幼兒​​を​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​に​キフジ​​給事​​にとて​アタ​​與​​へたり。​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​ ​イ​​言​​はく「​ヨ​​好​​き​ヒト​​人​​の​コ​​子​​なるぞ。​イヘスヂ​​家系​​ ​ヨ​​善​​き​ヒト​​人​​の​タネ​​胤​​なるぞ。​イツタリ​​五人​​の​コ​​子​​には​オトヽ​​弟​​、​ダイロク​​第六​​にて​コ​​子​​となさん。」​シキケン クドク​​失乞刊 忽都︀忽​​と​ナ​​名​​づけて​ハヽ​​母​​ ​ヤシナ​​育​​へり。（後の文には失吉 忽禿忽とありて、刊の字なし。親征錄 元史に、忽都︀忽、元史 太宗紀に胡土虎ともあり。）
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​ヂユルキン​​主兒勤​​の殺︀掠を聞ける​チンギス カン​​成吉思 汗​​の怒

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ラウエイ​​老營​​は、​ハリルト ナウル​​哈哩勒禿 納兀兒​​に​ア​​在​​りき。（哈哩勒禿 湖 親征錄​ハレントタク​​哈連徒澤​​。露西亞の地圖に、克魯倫 河の南流の東に折るゝ處より西南に當り、哈里隆︀ 湖あり。露國 東方 經營 圖には、哈里隆︀ 湖なく、それより東に倚りて、ハラリオル泊あり。哈哩勒禿 湖は、この二湖の內なるべし。）​ラウエイ​​老營​​に​ノコ​​殘​​れる​モノ​​者︀​​を、​ヂユルキン​​主兒勤​​は、​ゴジフ​​五十​​の​ヒト​​人​​の​キモノ​​衣服​​を​ハ​​剝​​ぎけり。​トヲ​​十​​の​ヒト​​人​​を​コロ​​殺︀​​しけり。「​ヂユルキン​​主兒勤​​に​シカ​​然​​ ​ナ​​爲​​されたり」とて、​ワレラ​​我等​​の​ラウエイ​​老營​​に​ノコ​​殘​​れる​モノ​​者︀​​ども、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ツ​​吿​​げたれば、この​シラセ​​報吿​​を​キ​​聽​​くと、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イタ​​甚​​く​イカ​​怒​​りて​イ​​言​​はく「​ヂユルキン​​主兒勤​​にいかでか かく​ナ​​爲​​されたりし、​ワレラ​​我等​​。​オナン​​斡難︀​​の​ハヤシ​​林​​に​ウタゲ​​筵會​​せる​トキ​​時​​、​カシハデ​​厨官​​ ​シキウル​​失乞兀兒​​をも​カレラ​​彼等​​ ​ウ​​打​​ちたり。​ベルグタイ​​別勒古台​​の​カタ​​肩​​をも​カレラ​​彼等​​ ​キ​​斫​​りたり。​ムツ​​睦​​び​ア​​合​​はんと​イ​​云​​はれて、​ゴリヂン カトン​​豁哩眞 合屯​​、​クウルチン​​忽兀兒臣​​ ​フタリ​​二女​​を​カヘ​​還​​して​アタ​​與​​へたり、​ワレラ​​我等​​。その​ノチ​​後​​ ​サキ​​曩​​の​アタ​​讎​​あり​ウラミ​​怨​​ある​ワレラ​​我等​​の​ミオヤ​​御祖︀​​なる​チヽ​​父​​を​ウシナ​​失​​ひたる​タタル​​塔塔兒​​を​ハサミゼメ​​夾攻​​に​シユツバ​​出馬​​せんとて、​ヂユルキン​​主兒勤​​を​ムユカ​​六日​​ ​マ​​待​​ちても​コ​​來​​られざりき。​イマ​​今​​ ​マタ​​又​​ ​テキ​​敵​​に​ヨ​​倚​​り、​テキ​​敵​​に​カレラ​​彼等​​も​ナ​​爲​​[128]れり」と​イ​​云​​ひて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂユルキン​​主兒勤​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​せり。​ヂユルキン​​主兒勤​​を、​ケルレン​​客魯嗹​​の​コドエ アラル​​闊朶額 阿喇勒​​の​ドロアン ボルダウト​​朶羅安 孛勒荅兀惕​​に​ヲ​​居​​る​カレラ​​彼等​​の​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​へたり。（闊朶額 洲は、卷十五〈［＃「卷十五」はママ。昭和18年復刻版も同じ。実際には底本の卷十二］〉に闊迭兀 阿喇勒とも闊迭額 阿喇勒ともあり。朶羅安は七つ、孛勒荅兀惕は孤山なる孛勒荅黑の複稱にして、七つ岡なり。親征錄​ドロン ボンダ サン​​朶欒 盤陀 山​​。卷十五〈［＃「卷十五」はママ。昭和18年復刻版も同じ。実際には底本の卷十二］〉の末に、朶羅安 孛勒荅黑とあり。撤阿里 原の東南に當れる客魯嗹の河中島の小山にして、後に成吉思 汗の大斡兒朶の設けられたる處なり。）​サチヤ ベキ​​撒察 別乞​​、​タイチユ​​泰出​​ ​フタリ​​二人​​は、​ワヅカ​​僅​​に​ミ​​身​​を​ノガ​​遁​​れたり。





​サチヤ​​撒察​​ ​タイチユ​​泰出​​の捕り殺︀され

​カレラ​​彼等​​の​シリヘ​​後​​より​オソ​​襲​​ひて、​テレゲト アマサル​​帖列格禿 阿馬撒兒​​に（帖列格禿の口。親征錄 帖列徒 之 隘、元史 帖烈徒 之 隘。露西亞の地圖に、車臣汗の駐牧地より一度ほど南に當り、租里格圖と云ふ處ありて、內蒙古に往く路に當れるは、帖列格禿の轉なるに似たり。）​ハ​​馳​​せ​イタ​​至​​りて、​サチヤ ベキ​​撒察 別乞​​、​タイチユ​​泰出​​ ​フタリ​​二人​​を​トラ​​拏​​へたり。​トラ​​拏​​へて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​サチヤ​​撒察​​、​タイチユ​​泰出​​ ​フタリ​​二人​​に​イ​​言​​へらく「​サキ​​前​​の​ヒ​​日​​ ​ワレラ​​我等​​は​ナニ​​何​​と​イ​​言​​ひ​ア​​合​​ひしか」と​イ​​云​​はれて、​サチヤ​​撒察​​、​タイチユ​​泰出​​ ​フタリ​​二人​​ ​イ​​言​​はく「​イ​​言​​へる​コトバ​​言​​に​ワレラ​​我等​​は​シタガ​​従​​はざりき。​ワレラ​​我等​​の​コトバ​​言​​に​シタガ​​從​​はしめよ」と​イ​​云​​ひて、その​コトバ​​言​​を​シ​​知​​らせて、​マカ​​任​​せ（頸を伸べ）て​アタ​​與​​へたり。​カレラ​​彼等​​の​コトバ​​言​​を​シ​​知​​らせられて、​カレラ​​彼等​​の​イ​​言​​に​シタガ​​従​​はしむべく​カタヅ​​片付​​け（殺︀し）て、​スグ​​直​​に​ソコ​​其處​​に​ス​​棄​​てたり。（前日の言とは、成吉思 汗を立てたる時の盟の言を云へるなり。）
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​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の人 ​ムカリ​​模合里​​ 等の降附

　​サチヤ​​撒察​​ ​タイチユ​​泰出​​ ​フタリ​​二人​​を​カタヅ​​片付​​くると、​カヘ​​回​​りて​キ​​來​​て、​ヂユルキン​​主兒勤​​の ​タミ​​民​​を​ウゴ​​動​​かする​トキ​​時​​、​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​テレゲト バヤン​​帖別格禿 伯顏​​（帖別格禿の長者︀）の​コ​​子​​ ​グウングア​​古溫兀阿​​（元史 木華黎の傳​コンウンクワ​​孔溫窟哇​​）、​チラウン カイチ​​赤剌溫 孩赤​​（元史 忙哥撒兒の傳​チラウン カイチ​​赤老溫 愷赤​​）、​ヂエブケ​​者︀卜客​​ ​ミタリ​​三人​​は、その​ヂユルキン​​主兒勤​​の​トコロ​​處​​に​ヲ​​居​​りき。​グウングア​​古溫兀阿​​は、​ムカリ​​模合里​​（親征錄 元史​ムホアリ​​木華黎​​）、​ブカ​​不合​​（蒙韃 備錄​ムカ​​抹歌​​）なる​フタリ​​二人​​の​コヅ​​子伴​​れにて[129]​マミ​​見​​えて​イ​​言​​はく「​ナムチ​​爾​​の​トグチ​​戶口​​孛莎合​の​ヤツコ​​奴​​孛斡勒​となさん。​ナムチ​​爾​​の​トグチ​​戶口​​孛莎合​より​ニゲマハ​​逃廻​​不勒只​らば、​カレ​​彼​​の​アシノスヂ​​脚筋​​孛兒必​を​キ​​斷​​れ。​ナムチ​​爾​​の​カド​​門​​額兀顚​の​キンジユ​​近習​​奄出​の​ヤツコ​​奴​​となさん。​ナムチ​​爾​​の​カド​​門​​額兀顚​より​ハナ​​離​​赫亦魯​れば、​カレ​​彼​​の​カン​​肝​​額里格惕​を​サ​​割​​額惕客​きて​ス​​棄​​てよ」と​イ​​云​​ひて​アタ​​與​​へたり。​チラウン カイチ​​赤剌溫 孩赤​​も、​トンゲ​​統格​​、​カシ​​合失​​なる​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マミ​​見​​え[しめ]て​イ​​言​​はく「​ナムチ​​爾​​の​コガネ​​金​​阿勒壇​の​トグチ​​戶口​​を​マモ​​守​​りて​ヰ​​居​​阿禿孩​よとて​タテマツ​​奉​​れり、​ワレ​​我​​。​ナムチ​​爾​​の​コガネ​​金​​阿勒壇​の​トグチ​​戶口​​より​ホカ​​外​​昻吉荅​に​サ​​去​​らば、​カレ​​彼​​の​イノチ​​命​​阿米​を​タ​​絕​​ちて​ス​​棄​​てよ。​ナムチ​​爾​​の​ヒロ​​寬​​斡兒堅​き​カド​​門​​を​モタ​​擡​​げて​ア​​上​​斡克​げよ（擡ぐる事をして上げよ）とて​タテマツ​​奉​​斡克​れり、​ワレ​​我​​。​ナムチ​​爾​​の​ヒロ​​寬​​き​カド​​門​​斡兒堅​より​ソト​​外​​斡額咧​に​サ​​去​​斡都︀​らば、​カレ​​彼​​の​シンザウ​​心臟​​斡咧​を​フ​​蹈​​みて​ス​​棄​​てよ」と​イ​​云​​へり。​ヂエブケ​​者︀卜客​​をば、​カツサル​​合撒兒​​に​アタ​​與​​へたり。





​ヂユルキン​​主兒勤​​〈［＃「主兒勤」は底本では「主兒勒」］〉の家より得たる​ヲサナゴ​​幼兒​​ ​ボロウル​​孛囉兀勒​​

​ヂエブケ​​者︀卜客​​は、​ヂユルキン​​主兒勤​​の​イヘヰ​​營盤​​より​ボロウル​​孛囉兀勒​​（親征錄 元史​ボロフン​​博羅渾​​、元史 本傳​ボルフ​​博爾忽​​）と​イ​​云​​へる​チヒサ​​小​​き​オサナゴ​​幼兒​​を​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​て、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​に​マミ​​見​​ゆべく​アタ​​與​​へたり。
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​ホエルン​​訶額侖​​の養子 四人

　​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​は、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​イヘヰ​​營盤​​より​エ​​得​​られたる​グチユ​​古出​​（卷三の曲出）と​イ​​云​​ふ​ヲサナゴ​​幼兒​​を、​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​ウチ​​內​​なる​ベスト​​別速惕​​の​イヘヰ​​營盤​​より​エ​​得​​られたる​ココチユ​​闊闊出​​と​イ​​云​​ふ​ヲサナゴ​​幼兒​​を、​タタル​​塔塔兒​​の​イヘヰ​​營盤​​より​エ​​得​​られたる​シキケン クトク​​失吉刊 忽禿忽​​と​イ​​云​​ふ​ヲサナゴ​​幼兒​​を、​ヂユルキン​​主兒勤​​の​イヘヰ​​營盤​​より​エ​​得​​られたる​ボロウル​​孛囉兀勒​​と​イ​​云​​ふ​ヲサナゴ​​幼兒​​を、この​ヨタリ​​四人​​を​イヘ​​家​​の​ウチ​​內​​に​ヤシナ​​養​​ふに、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​は、「​コ​​子​​ども[の​タメ​​爲​​]に、​ヒル​​晝​​兀都︀兒​は​ミ​​視︀​​兀者︀​る​メ​​目​​、​ヨル​​夜​​雪泥​は​キ​​聽​​莎那思​く​ノミ​​耳​​と​タレ​​誰​​に​ナ​​爲​​らしめんか」とて、​イヘ​​家​​の​ウチ​​內​​に​ヤシナ​​養​​へり。[130]
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​ヂユルキン​​主兒勤​​の民の​コトノモト​​緣由​​

　この​ヂユルキン​​主兒勤​​の​タミ​​民​​の​コトノモト​​緣由​​。​ヂユルキン​​主兒勤​​と​ナ​​爲​​るには、​カブル カン​​合不勒 罕​​の​ナヽタリ​​七人​​の​コ​​子​​の​オホアニ​​大兄​​ ​オキン バラカク​​斡勤 巴喇合黑​​ありき。​ソ​​其​​の​コ​​子​​ ​シヨルカト ヂユルキ​​莎兒合禿 主兒乞​​ありき。​ヂユルキン​​主兒勤​​となるには、​カブル カン​​合不勒 罕​​の​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​と​イ​​云​​ひて、その​タミ​​民​​亦兒堅​の​ウチ​​中​​より​エラ​​擇​​びて、​カン​​肝​​（はら）に​キモ​​膽​​ある、​オホユビ​​拇指​​赫咧該​にて​ヨ​​善​​く​イ​​射​​る、​ハイ​​肺​​阿兀失吉​ ​ミ​​滿​​つる​ムネ​​心​​ある（胸に肺の滿ちたる）、​クチ​​口​​阿蠻​ ​ミ​​滿​​つる（大聲を發する）​ガウイ​​剛氣​​ある、​ヲトコ​​男​​額咧​ごとに​ギノウ​​技能​​額兒迭木惕​ある、​タケ​​猛​​き​キリヨク​​氣力​​あるを​エラ​​擇​​びて、​アタ​​與​​へて、​ガウキ​​剛氣​​あり​キモ​​膽​​あり​ユウ​​勇​​あり​サカ​​抗​​ふ​モノ​​者︀​​ ​ナ​​無​​き（蒙語​ヂユルキメス​​拙兒乞篾思​​）、（明譯​タヾ​​但​​​アレバ​​有​​㆓​ユクトコロ​​去處​​㆒、​ミナセメヤブリ​​皆攻破​​、​ナキ​​無​​㆓​ヒトノヨクテキスル​​人能敵​​㆒）が​ユヱ​​故​​に​ヂユルキン​​主兒勤​​と​イ​​云​​はれたる​コトノモト​​緣由​​かくあり。かゝる​ユウ​​勇​​ある​タミ​​民​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​マツロ​​降服​​はせて、​ヂユルキン​​主兒勤​​ ​ウヂ​​姓​​ある​モノ​​者︀​​を​ホロボ​​滅​​せり。​カレラ​​彼等​​の​タミ​​民​​を​ブラク​​部落​​を、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​オノ​​己​​が​ヂツキン​​昵近​​の​タミ​​民​​となしたり。
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​ベルグタイ​​別勒古台​​に殺︀さるゝ​ブリ ボコ​​不哩 孛可​​

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヒトヒ​​一日​​ ​ブリ ボコ​​不哩 孛可​​、（前の不哩 孛闊）​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​フタリ​​二人​​に「​ウ​​搏​​ち​ア​​合​​はしめん（相撲 取らせん）」と​イ​​云​​へり[​サキ​​先​​に]​ブリ ボコ​​不哩 孛可​​は、​ヂユルキン​​主兒勤​​の​トコロ​​處​​に​ヰ​​居​​たりき。​ブリ ボコ​​不哩 孛可​​は、​ベルグタイ​​別勒古台​​を​カタテ​​片手​​にて​トラ​​拏​​へて​カタアシ​​片足​​にて​ハ​​撥​​ねて​タフ​​倒​​して​ウゴ​​動​​かせず​オシツ​​壓着​​けたりき。​ブリ ボコ​​不哩 孛可​​は、​クニ​​國​​の​ボコ​​孛可​​（力士）。そこに​ベルグタイ​​別勒古台​​、​ブリ ボコ​​不哩 字可​​ ​フタリ​​二人​​を​スマヒ​​相撲​​せしめたり。​ブリ ボコ​​不哩 孛可​​は、​カ​​勝​​たれざる人[なれども、​コトサラ​​殊更​​に]​タフ​​倒​​れて​アタ​​與​​へたり。​ベルグタイ​​別勒古台​​は、​オシツ​​壓着​​けかね、​カタ​​肩​​ ​ト​​把​​りて、​シリ​​臀​​の​ウヘ​​上​​に​ノボ​​上​​りて、​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​カヘリ​​顧​​みて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​を​ミ​​見​​れば、​カガン​​合罕​​は​シタクチビル​​下脣​​を​カ​​咬​​めり。​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​サト​​悟​​り​エ​​得​​て、​カレ​​彼​​の​ウヘ​​上​​に[131]​ウマノリ​​馬乘​​して、​カレ​​彼​​の​フタ​​二​​つの​エリ​​領​​を​マジ​​交​​へ​オサ​​扼​​へて、​カレ​​彼​​の​セボネ​​脊梁​​を​ヒザ​​膝​​に​ス​​据​​ゑて​ヲ​​折​​りて​ヤ​​遣​​りたり。​ブリ ボコ​​不哩 孛可​​は、​セボネ​​脊梁​​を​ヲ​​折​​られて​イ​​言​​はく「​ベルグタイ​​別勒古台​​に​カ​​勝​​たれ（負け）ざるなりき、​ワレ​​我​​。​カガン​​合罕​​を​オソ​​恐​​れて、​イツハ​​佯​​り​タフ​​倒​​れ​タメラ​​猶豫​​ひて、​イノチ​​命​​を​ト​​取​​らせたり、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​ふと、​ス​​死​​にて​サ​​去​​りぬ。​ベルグタイ​​別勒古台​​は、​カレ​​彼​​の​セボネ​​脊梁​​を​ヒ​​扯​​き​ヲ​​折​​ると、​ヒキズ​​引摺​​りて​ノ​​除​​けて​サ​​去​​りぬ。​カブル カン​​合不勒 罕​​の​ナヽタリ​​七人​​の​コ​​子​​の​アニ​​兄​​ ​オキン バルカク​​斡勤 巴兒合黑​​ありき。​ツギ​​次​​に​バルタン バアトル​​巴兒壇 巴阿禿兒​​ありき。その​コ​​子​​ ​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​ありき。（明譯 この間に下の句あり。​エスガイノ コハ​​也速該 子​​、​スナハチ​​卽​​​ナリ​​是​​㆓​タイソ​​太祖︀​​㆒。）​カレ​​彼​​（巴兒壇）の​ツギ​​次​​に​クトクト モンレル​​忽禿黑圖 蒙列兒​​（卷一の忽禿黑禿 蒙古兒）ありき。その​コ​​子​​ ​ブリ​​不哩​​ありき。​ト​​取​​り​ア​​合​​ひ（物を爭ひ）て、​バルタン バアトル​​巴兒壇 巴阿禿兒​​の​コ​​子​​より​ヘダ​​隔​​客禿思​たり、​バルカク​​巴兒合黑​​の​ユウ​​勇​​ある​コ​​子​​らに​トモ​​伴​​となれるが​タメ​​爲​​に、​ブリ ボコ​​不哩 孛可​​、​クニ​​國​​の​ボコ​​孛可​​、​ベルグタイ​​別勒古台​​に​セボネ​​脊梁​​を​ヲ​​折​​られて​シ​​死​​にたり。
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十一部の​ヂヤムカ​​札木合​​ ​スヰタイ​​推戴​​

　その​ノチ​​後​​ ​ニハトリ​​雞​​の​トシ​​年​​（我が土御門 天皇 建仁 元年 辛酉、金の章宗 泰和 元年、宋の寧宗 嘉奉 元年、西紀 一二〇一年、成吉思 汗 四十歲の時）、​カタギン​​合塔斤​​、​サルヂウト​​撒勒只兀惕​​（親征錄 元史​ハタギン​​哈荅斤​​、​サンヂウ​​散只兀​​）​ヒト​​一​​つになりて、​カタギン​​合塔斤​​の​バクシユロギ​​巴忽搠囉吉​​が​カシラ​​頭​​たる​カタギン​​合塔斤​​、​サルヂウト​​撒勒只兀惕​​の​チルギタイ バアトル​​赤兒吉歹 巴阿禿兒​​が​カシラ​​頭​​たる[​サルヂウト​​撒勒只兀惕​​]は、​ドルベン​​朶兒邊​​（親征錄 元史​ドルバン​​朶魯班​​）、​タタル​​塔塔兒​​に​ムツ​​睦​​び​ア​​合​​ひて、​ドルベン​​朶兒邊​​の​カヂウン ベキ​​合只溫 別乞​​が​カシラ​​頭​​たるもの、​タタル​​塔塔兒​​の​アルチ タタル​​阿勒赤 塔塔兒​​（塔塔兒の分部の名。親征錄 元史​アンチ タタル​​案赤 塔塔兒​​）の​ヂヤンブリカ​​札隣不合​​〈［＃「札隣 不合」は底本では「札隣不合」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§141(04:30:05)の漢︀字音訳「札鄰-不合」に倣い二語に分割］〉が​カシラ​​頭​​たるもの、​イキレス​​亦乞咧思​​（親征錄 元史​イキラス​​亦乞剌思​​）の​ドゲマカ​​土格馬合​​が​カシラ​​頭​​たるもの、​オンギラト​​翁吉喇惕​​（親征錄 元史​ホンギラ​​弘吉剌​​）の​デルゲク エメル​​迭兒格克 額篾勒​​[132]（親征錄​テムゲ アマン​​帖木哥 阿蠻​​。明譯は、二人とせり。今 征錄、喇失惕の集史の一人とせるに從ふ。）、​アルクイ​​阿勒灰​​ ​ラ​​等​​、​ゴロラス​​豁囉剌思​​（卷一の豁哩剌兒 姓。親征錄 元史​ホルラス​​火魯剌思​​）の​チヨナク​​綽納黑​​、​チヤカアン​​察合安​​が​カシラ​​頭​​たるもの、​ナイマン​​乃蠻​​より​グチユウト ナイマン​​古出兀惕 乃蠻​​（乃蠻の分部の名）の​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​（親征錄​ブイル カガン​​盃祿 可汗​​、元史​ブルユ ハン​​不魯欲 罕​​。魯欲は、欲魯の誤りなり。）​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​（親征錄​トト ベギ​​脫脫 別吉​​）の​コ​​子​​ ​クト​​忽禿​​（親征錄​ホド​​和都︀​​また​ホド​​火都︀​​）、​オイラト​​斡亦喇惕​​（親征錄 元史​オイラ​​斡亦剌​​）の​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​（親征錄​フドハ ベギ​​忽都︀花 別吉​​）、​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​（親征錄​タルフタイ ヒリント​​塔兒忽台 希憐禿​​）、​ゴドン オルチヤン​​豁敦 斡兒長​​（親征錄​フドン フルヂヤン​​忽敦 忽兒章​​）、​アウチユ バアトル​​阿兀出 巴阿禿兒​​（親征錄​アフチユ バード​​阿忽出 拔都︀​​、喇失惕の集史​アクチユ バハドル​​阿忽出 巴哈都︀兒​​）​ラ​​等​​の​タイチウト​​泰赤兀惕​​、​コレラ​​此等​​の​ブラク​​部落​​は、​アルクイ ブラク​​阿勒灰 不剌黑​​（阿勒灰の泉。親征錄 元史​アルイノ イヅミ​​阿雷 泉​​）に​ツド​​聚​​ひて、​ヂヤダラン​​札荅㘓​​の​ヂヤムカ​​札木合​​を​キミ​​君​​に​イタヾ​​戴​​かんとて、​ヲウマ​​牡馬​​ ​メウマ​​牝馬​​を​ドウギリ​​腰斬​​に​キ​​斬​​り​ア​​合​​ひて​チカ​​盟​​ひ​ア​​合​​ひて、​ソコ​​其處​​より​エルグネ ムレン​​額兒古捏 木嗹​​（額兒古捏 河、水道 提綱の額爾古納 河、朔方 備乘の額爾古訥 河）に​シタガ​​沿​​ひ​タ​​起​​ちて、​ケンムレン​​刊木嗹​​（刊河。親征錄 元史​ゲンガハ​​犍河​​、召烈台 抄兀兒の傳​ゲンガハ​​堅河​​龍沙 紀略の根河、中俄 分界圖の旱河）の​エルグネ​​額兒古捏​​に​ソヽ​​注​​ぐ​デジマ​​出島​​の​カド​​角​​（元史​トルベルノ カハギジ​​禿律別兒 河岸​​、抄兀兒の傳​クラン エルギ​​忽蘭 也兒吉​​、赤き崖、卽ち赤壁）にて、​ヂヤムカ​​札木合​​を​ソコ​​其處​​に​グル カン​​古兒 罕​​（普き君、すめらぎ。合木渾 罕に同じ。親征錄​グル カガン​​局兒 可汗​​、元史​グル ハン​​局兒 罕​​）に​イタヾ​​戴​​きたり。​グル カン​​古兒 罕​​に​イタヾ​​戴​​くと、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​フタリ​​二人​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​せんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。​シユツバ​​出馬​​せんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へるを、





​ゴリダイ​​豁哩歹​​の急報

​ゴロラス​​豁囉剌思​​の​ゴリダイ​​豁哩歹​​（親征錄​ホリタイ​​火力台​​）は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​グレルグ​​古咧勒古​​に​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に​コ​​此​​の​シラセ​​報吿​​を​イタ​​致​​して​ヤ​​遣​​りき。この​シラセ​​報吿​​に​コ​​來​​らるゝと、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ワンカン​​王罕​​にこの​シラセ​​報吿​​を​イタ​​致​​して​ヤ​​遣​​りたれ[133]ば、​ワンカン​​王罕​​は、​シラセ​​報吿​​を​イタ​​致​​さるゝと、​イクサ​​軍​​を​オコ​​起​​して​イソ​​急​​ぎ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に​ワンカン​​王罕​​ ​イタ​​到​​りて​キ​​來​​ぬ。
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兩軍 ​センポウ​​先鋒​​の呼び合ひ

　​ワンカン​​王罕​​に​コ​​來​​らるゝと、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​フタリ​​二人​​ ​ヒト​​一​​つになりて、​ヂヤムカ​​札木合​​の​ムカ​​迎​​へに​シユツバ​​出馬​​せんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて、​ケルレン ガハ​​客魯嗹 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​シユツバ​​出馬​​するに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​、​ダリタイ​​荅哩台​​ ​ミタリ​​三人​​を​センポウ​​先鋒​​に​ユ​​行​​かしめたり。​ワンカン​​王罕​​は、​サングン​​桑昆​​（王罕の子。親征錄 元史 朮赤台の傳​セングン​​鮮昆​​）、​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​〈［＃「札合敢不」は底本では「札合敢木」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§142(04:33:03)の漢︀字音訳「札合敢不」に倣い修正］〉、​ビルゲ ベキ​​必勒格 別乞​​ ​ミタリ​​三人​​を​センポウ​​先鋒​​に​ユ​​行​​かしめたり。この​センポウ​​先鋒​​より​マヘ​​前​​へ​マタ​​又​​ ​モノミ​​斥候​​を​ヤ​​遣​​るに、​エネグン クイレト​​額捏堅 歸列禿​​に（親征錄​ネゲン クイント​​捏干 貴因都︀​​捏の上 額の字を脫し、列は因と誤れり。）​ヒトクミ​​一坐​​の​モノミ​​斥候​​を​ハナ​​放​​ちたり。​ソレ​​其​​の​カナタ​​彼方​​ ​チエクチエル​​徹克徹兒​​（卷一 卷二の扯克徹兒。親征錄​チエチエル ザン​​徹徹兒 山​​また徹兒山）に​ヒトクミ​​一坐​​の​モノミ​​斥候​​を​ハナ​​放​​たしめたり。​ソレ​​其​​の​カナタ​​彼方​​ ​チクルク​​赤忽兒忽​​（親征錄​チフルク ザン​​赤忽兒黑 山​​）に​ヒトクミ​​一坐​​の​モノミ​​斥候​​を​ハナ​​放​​たしめたり。​ワレラ​​我等​​の​センポウ​​先鋒​​ ​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​、​サングン​​桑昆​​ ​ラ​​等​​、​ウトキヤ​​兀惕乞牙​​に​イタ​​到​​りて、​ゲバ​​下馬​​せんと​イ​​言​​ひ​ア​​合​​ひ​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​チクルク​​赤忽兒忽​​に​ハナ​​放​​てる​モノミ​​斥候​​より​ヒト​​人​​ ​ハシ​​走​​りて​キ​​來​​て「​テキ​​敵​​ ​キ​​來​​ぬ」と​イ​​云​​ふ​シラセ​​報吿​​を​オク​​送​​り​キ​​來​​ぬ。その​シラセ​​報吿​​ ​ク​​來​​ると、​ゲバ​​下馬​​せず、​テキ​​敵​​の​ムカ​​迎​​へに（敵を迎へて）​シラセ​​報吿​​を​ト​​取​​らん（偵察せん）とて、​ユ​​行​​きて​チカ​​近​​づきて、​シラセ​​報吿​​を​ト​​取​​り（偵察し）て、​ソナヘ​​備​​ありやと​サグ​​探​​れば、​ヂヤムカ​​札木合​​の​センポウ​​先鋒​​は、​モンゴル​​忙豁勒​​より​アウチユ バアトル​​阿兀出 把阿禿兒​​、​ナイマン​​乃蠻​​の​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​の​コ​​子​​ ​クト​​忽禿​​、​オイラト​​斡亦喇惕​​の​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​、この​ヨタリ​​四人​​、​ヂヤムカ​​札木合​​の​センポウ​​先鋒​​に​ユ​​行​​きけり。​ワレラ​​我等​​の​センポウ​​先鋒​​は、​カレラ​​彼等​​の​トコロ​​處​​に​ヨ​​呼​​び[134]​ア​​合​​ひて​サケ​​叫​​びて、​クレ​​晩​​になられて、「あす​タヽカ​​戰​​はん」と​イ​​言​​ひて、​シリゾ​​退​​きて​タイグン​​大軍​​に​ア​​合​​ひ​ヤド​​宿​​れり。
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風雨の​マジナヒ​​呪​​

　​アス​​明日​​ ​ユ​​行​​かしめて、​チカ​​近​​づきて​コイテン​​闊亦田​​（親征錄 元史​ケイタン​​闕亦壇​​）に​タイヂン​​對陣​​して、​クダ​​下​​りつ​ノボ​​上​​りつ​イド​​挑​​み​ア​​合​​ひ​セイゾロヘ​​勢揃​​し​ア​​合​​ひて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​カレラ​​彼等​​、​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​、​クドカ​​忽都︀合​​ ​フタリ​​二人​​、​マジナヒ​​呪​​（蒙語​ヂヤダ​​札荅​​）を​シ​​知​​りて​ヲ​​居​​りき。​マジナヒ​​呪​​したるに、​アラシ​​風雨​​（蒙語​ヂヤダ​​札荅​​、呪ひて起したる風雨）​ヒルガヘ​​翻​​りて、​カレラ​​彼等​​の​ウヘ​​上​​に​アラシ​​風雨​​となりき。​カレラ​​彼等​​ ​ユ​​行​​く​アタ​​能​​はずして​ミゾ​​溝​​の​ウチ​​裏​​に​タフ​​倒​​るゝと、「​アマツカミ​​上帝​​に​メグ​​愛​​まれざりき、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​言​​ひ​ア​​合​​ひて​ツイ​​潰​​えけり。（札荅の事は、輟耕錄 卷四 に「往往見㆓蒙古人之禱㆑雨者︀㆒、惟取㆓淨水一盆㆒、浸㆓石子數枚㆒而已。其大者︀若㆓雞卵㆒、小者︀不㆑等。然後默持㆓密呪㆒、將㆓石子㆒淘漉玩弄。如㆑此良久、輒有㆑雨。石子、名曰㆓鮓荅㆒、乃走獸腹中所產。獨牛馬者︀最妙。恐亦是牛黃狗寶之屬耳。」金幼孜の北征錄に「永樂八年五月二十八日、發㆓雙淸源㆒、午至㆑河、縛㆑筏渡㆑水。得㆑一木板、上有㆓虜︀字㆒。譯史讀㆑之、乃祈︀㆑雨之言也。虜︀語謂㆓之札達㆒、華言云㆑詛㆓風雨㆒。蓋虜︀中有㆓此術㆒也。」東華錄に載せたる康熙 五十六年の勅喩に「書册所載、有㆓所語雷斧雷楔㆒。大約得㆑自㆓深林㆒者︀皆石、得㆑自㆓平原㆒者︀皆銅。朕所得最多。將㆓小石一塊㆒、置㆓於泉水㆒攪㆑之、卽可㆑祈︀㆑雨。蒙語謂㆓之査達齊㆒、書冊則曰㆓資達㆒也。」方觀承の松溪章詩の注に「蒙古西域祈︀㆑雨、以㆓楂達石㆒浸㆓水中㆒呪㆑之、輒驗。楂達生㆓駝羊腹中㆒。圓者︀如㆑卵、扁者︀如㆓虎脛㆒。在㆑腎以㆓鸚鵡嘴㆒者︀良、色有㆓黃白㆒。駝羊有㆑此、則漸羸瘁。生剖得者︀尤靈」などあり。この迷信は、古に起りて今も變はらずにありと見ゆ。）
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諸︀部の潰走

　​ナイマン​​乃蠻​​の​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​は、​アルタイ ザン​​阿勒台 山​​の​マヘ​​前​​なる​ウルクタク​​兀魯黑塔黑​​（親征錄​ウルタ ザン​​兀魯塔 山​​）を​サ​​指​​し、​ハナ​​離​​れ​ウゴ​​動​​きけり。（阿勒台 山は、古の金山、淸 一統志の阿爾泰 山にして、綿亙 二千餘里、その最大幹は、烏布薩 諾爾の西北に在り。淸露 兩國の界をなし、科布多 城の北に當れり。古出兀惕 乃蠻の王庭のありし兀魯黑塔黑の地は、阿勒台 山の前 卽ち南に在りと云へば、卽ち今の科布多 地方なるべし。）​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア​​脫黑脫阿​​の​コ​​子​​ ​クト​​忽禿​​は、​セレンゲ ガハ​​薛涼格 河​​を​サ​​指​​し​ウゴ​​動​​きけり。​オイラト​​斡亦喇惕​​の​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​は、​ハヤシ​​林​​を​アラソ​​爭​​ひ、​シスギス​​失思吉思​​を​サ​​指​​し​ウゴ​​動​​きけり。​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​アウチユ バアトル​​阿兀出 巴阿禿兒​​[135]は​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​を​サ​​指​​し​ウゴ​​動​​きけり。​ヂヤムカ​​札木合​​は、​オノレ​​己​​を​キミ​​君​​に​イタヾ​​戴​​きたる​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​ふると、​エルグネ ガハ​​額兒古捏 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​ヂヤムカ​​札木合​​は​カヘ​​回​​り​ウゴ​​動​​きけり。​カレラ​​彼等​​をかく​ツイ​​潰​​やして、​ワンカン​​王罕​​は、​エルグネ ガハ​​額兒古捏 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​ヂヤムカ​​札木合​​を​オ​​追​​ひたり。（この時、札木合は、蓋 王罕に降れり。）





​チンギス カン​​成吉思 汗​​の​タイチウト​​泰赤兀惕​​ 追撃

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​の​トコロ​​處​​に​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​アウチユ バアトル​​阿兀出 巴阿禿兒​​を​オ​​追​​ひたり。​アウチユ バアトル​​阿兀出 巴阿禿兒​​は、その​ブラク​​部落​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​ると、​ブシウ​​部眾​​を​イソ​​急​​がし​ウゴ​​動​​かして、​アウチユ バアトル​​阿兀出 巴阿禿兒​​、​ゴドン オルチヤン​​豁敦 斡兒長​​[​ラ​​等​​の]​タイチウト​​泰赤兀惕​​は、​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​のかなたの​ホトリ​​邊​​にあまたの​タテ​​楯​​（蒙語​トラス​​禿剌思​​、明譯 方牌）もてる​イクサビト​​軍士​​を​トヽノ​​整​​へて、​タヽカ​​戰​​はんとて​トヽノ​​整​​へて​タ​​立​​ちけり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イタ​​到​​ると、​タイチウト​​泰赤兀惕​​と​タヽカ​​戰​​へり。​スコブ​​頗​​る​カヘ​​返​​す​カヘ​​返​​す​タヽカ​​戰​​ひて、​クレ​​晩​​になられて、その​タヽカ​​戰​​へる​トコロ​​地​​に​ムカ​​抗​​ひ合ひて​ヤド​​宿​​れり。​ブシウ​​部眾​​も​イソ​​急​​ぎて​キ​​來​​て​マタ​​又​​そこに​イクサビト​​軍士​​どもと​ヒト​​一​​つに​ダン​​團​​をなして​ダン​​宿​​り​ア​​合​​へり。












§145(04:38:08)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​チンギス カン​​成吉思 汗​​の重傷を​ヂエルメ​​者︀勒篾​​の看護

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、その​タヽカヒ​​戰​​ひの​ナカ​​中​​に​ケイミヤク​​頸脈​​を​キズツ​​傷​​けられて、​チ​​血​​を​トヾ​​止​​むれども​トヾ​​止​​まらず、​ナヤ​​惱​​まさるゝ​トキ​​時​​、​ヒ​​日​​ ​オ​​落​​ちて、すぐ​ソコ​​其處​​に​ムカ​​抗​​ひ​ア​​合​​ひて​ゲバ​​下馬​​して、​フサ​​塞​​がれる​チ​​血​​を​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​ス​​吮​​ひ​ス​​吮​​ひ​クチ​​口​​を​チ​​血​​まみれにして、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​は​ホカ​​他​​の​ヒト​​人​​に​タヨ​​賴​​らず、​マモ​​守​​り​ア​​合​​ひて​ヰ​​居​​て​ヨハ​​夜半​​になるまで​フサ​​塞​​がれる​チ​​血​​を​クチ​​口​​に​ミ​​滿​​たし​ノ​​嚥​​みては​ハ​​吐​​きて、​ヨハ​​夜半​​を​ス​​過​​ぐれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​コヽロ​​心​​ ​サ​​醒​​めて​イ​​言​​はく「​チ​​血​​ ​カワ​​乾​​きて​シマ​​了​​へり。​ノド​​喉​​ ​カワ​​渇​​けり、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​へり。





裸盜人

そこより​ヂエルメ​​者︀勒篾​​は、​バウ​​帽​​ ​クツ​​靴​​ ​ウハギ​​上衣​​ ​シタギ​​下衣​​ ​スベ​​都︀​​てを​ヌ​​脫​​ぎて、​タヾ​​只​​ ​フドシ​​褌​​ある[136]​アカハダカ​​赤裸​​にて、​ムカ​​抗​​ひ​ア​​合​​ひて​タ​​立​​てる（陣どれる）​テキ​​敵​​の​ウチ​​內​​に​ハシ​​走​​りて、かなたに​ダン​​團​​をなせる​タミ​​民​​の​クルマ​​車​​に​ノボ​​上​​りて、​ウマノチ​​馬乳​​を​タヅ​​尋​​ねて​エ​​得​​ずして[……。​テキ​​敵​​は]​イソ​​急​​げる​トキ​​時​​、​メウマ​​騍馬​​を​チヽ​​乳​​ ​シボ​​擠​​らずに​ハナ​​放​​ちたるなりき。​ウマノチ​​馬乳​​を​エ​​得​​かねて、​ヒト​​一​​つの​オホイ​​大​​なる​フタヲケ​​蓋桶​​の​ニウラク​​乳酪​​をその​クルマ​​車​​より​ト​​取​​りて​モタ​​擡​​げて​キ​​來​​ぬ。その​アヒダ​​閒​​ ​ユ​​往​​くにも​ク​​來​​るにも​ヒト​​人​​に​ミ​​見​​られざりき。​アマツカミ​​上帝​​は​タヾ​​只​​ ​マモ​​護​​り​タマ​​給​​ひたるぞ。​ニウラク​​乳酪​​の​フタヲケ​​蓋桶​​にあるを​モ​​持​​ち​キ​​來​​て、その​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​ミヅカ​​自​​ら​ミヅ​​水​​を​タヅ​​尋​​ねて​モ​​持​​ち​キ​​來​​て、​ニウラク​​乳酪​​を​テウガフ​​調合​​して​カガン​​合罕​​に​ノ​​飮​​ませたり。​ミ​​三​​たび​ヤス​​休​​みて​ノ​​飮​​みて、​カガン​​合罕​​ ​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​コヽロ​​心​​ ​マナコ​​眼​​ ​アカ​​明​​るくなれり」と​イ​​云​​ひて、​アクビ​​欠​​し​オ​​起​​きて​ス​​坐​​わりつゝ、​ヒ​​日​​ ​ア​​明​​けて​アカ​​明​​るくなりて​ミ​​見​​れば、その​ス​​坐​​われる​マハリ​​周圍​​は、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​の​ス​​吮​​ひ​ス​​吮​​ひ​フサ​​塞​​がれる​チ​​血​​を​ハ​​吐​​きたる​マハリ​​周圍​​は、​ヒヂリコ​​泥濘​​となれりけり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミ​​見​​て​イ​​言​​はく「こは​ナニ​​何​​となれる。​トホ​​遠​​く​ハ​​吐​​かばいかにありけん」と​イ​​云​​へり。それより​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​イ​​言​​はく「​ナムチ​​爾​​の​ナヤ​​惱​​まさるゝ​トキ​​時​​、​トホ​​遠​​く​サ​​去​​らば​ナムチ​​爾​​より​ハナ​​離​​れんことを​ハク​​伯​​れて、​イソ​​急​​ぎて​ノ​​嚥​​むをば​ノ​​嚥​​みて、​ハ​​吐​​くをば​ハ​​吐​​きて、​アワ​​遽​​てて​ワ​​我​​が​ハラ​​腹​​にも​イク​​幾​​ばくかは​イ​​入​​りぬ」と​イ​​云​​へり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​マタ​​又​​ ​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​がかくなりて​フ​​臥​​し​ヲ​​居​​る​ホド​​程​​に、​アカハダカ​​赤裸​​にて​ナン​​何​​ぞ​ハシ​​走​​りて​イ​​入​​りたる、​ナンヂ​​汝​​。​ト​​捕​​へられば、​ワレ​​我​​をかくあるを​ツ​​吿​​げざらんや」と​イ​​云​​へり。​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​コヽロ​​心​​には、​アカハダカ​​赤裸​​にて​ユ​​往​​きて、もし​トラ​​捕​​へられば「​ワレ​​我​​、[137]​ナンヂラ​​汝等​​に​トウ​​投​​ずる​コヽロ​​心​​ありき。​サト​​覺​​りて​ト​​捕​​へて​コロ​​殺︀​​さんとて、​ワ​​我​​が​キモノ​​衣服​​ ​スベ​​都︀​​てを​ヌ​​脫​​ぎて、​タヾ​​只​​ ​フドシ​​褌​​を​ヌ​​脫​​がざるに、​タチマ​​忽​​ち​ノガ​​遁​​れて、​ナンヂラ​​汝等​​の​トコロ​​處​​にかく​ハ​​馳​​せて​キ​​來​​ぬ、​ワレ​​我​​」と​イ​​言​​はん[​カンガ​​考​​ヘ]なりき。​ワレ​​我​​を​マコト​​實​​となして、​イフク​​衣服​​を​ワレ​​我​​に​アタ​​與​​へて​セワ​​世話​​するならん。​ワレ​​我​​ ​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​りて​ミ​​見​​つゝ、かゝる​アヒダ​​閒​​に​コ​​來​​ざることあらんや、​ワレ​​我​​。しか​オモ​​思​​ひて、​カガン​​合罕​​の​カワ​​渴​​き​ナヤ​​惱​​める​コヽロ​​心​​を​イヤ​​愈​​さんとて、​マナコ クロ​​眼 黑​​く（膽太く）かく​オモ​​思​​ひて​ユ​​往​​きけり、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​へり。





​ヂエルメ​​者︀勒篾​​の三つの恩

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​イマ​​今​​ ​ナニ​​何​​をか​イ​​云​​へる。​マヘ​​前​​の​ヒ​​日​​ ​ミ​​三​​つの​メルキト​​篾兒乞惕​​ ​キ​​來​​て、​ブルカン ダケ​​不兒罕 獄​​を​ミ​​三​​たび​メグ​​繞​​らしめたる​トキ​​時​​、​ワ​​我​​が​イノチ​​命​​を​ヒト​​一​​たび​モ​​持​​ちて​イ​​出​​でたりき、​ナンヂ​​汝​​。​イマ マタ​​今 又​​ ​カワ​​乾​​きてある​チ​​血​​を​クチ​​口​​にて​ス​​吮​​ひて​ワ​​我​​が​イノチ​​命​​を​ヒラ​​開​​きたり、​ナンヂ​​汝​​。​マタ​​又​​ ​カワ​​渴​​きて​ナヤ​​惱​​み​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​イノチ​​命​​を​ス​​棄​​てて、​テキジン​​敵人​​の​トコロ​​處​​に​マナコ クロ​​眼 黑​​く​イ​​入​​りて、​ノミモノ​​飮物​​ ​タ​​足​​りて​ワ​​我​​が​イノチ​​命​​を​イ​​入​​らしめ（とりとめ）たり、​ナンヂ​​汝​​。​ナンヂ​​汝​​がこの​ミ​​三​​つの​オン​​恩​​を​ワ​​我​​が​コヽロ​​心​​の​ウチ​​內​​に​ソン​​存​​せん」と​ミコト​​勅​​ありき。
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​テムヂン​​帖木眞​​を​ヨ​​喚​​べる​カダアン​​合荅安​​

　​ヒ​​日​​ ​ア​​明​​け​ヲハ​​了​​れば、​ムカ​​抗​​ひ​ア​​合​​ひて​ヤド​​宿​​れる​イクサビト​​軍士​​ども、​ヨル​​夜​​ ​スナハ​​便​​ち​ツヒ​​潰​​えたりき。​ダン​​團​​をなしたる​タミ​​民​​は、​ノガ​​逃​​るゝ​アタ​​能​​はずとて、​ダン​​團​​をなしたる​トコロ​​地​​より​ウゴ​​動​​かざりき。​ハシ​​走​​れる​ブシウ​​部眾​​を​トヾ​​止​​めんとて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヤド​​宿​​れる​トコロ​​地​​より​シユツバ​​出馬​​して、​ハシ​​走​​る​タミ​​民​​を​トヾ​​止​​めつつ​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​タウゲ​​峠​​の​ウヘ​​上​​に​ヒトリ​​一人​​の​アカ​​紅​​き​ウハギ​​上衣​​の​ヲミナ​​婦人​​、「​テムヂン​​帖木眞​​よ」とて​オホゴヱ​​大聲​​に​ヨ​​喚​​び、​ナ​​哭​​きつゝ​タ​​立​​てるを、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミヅカ​​自​​ら​キ​​聽​​[138]きて「いかなる​ヒト​​人​​の​ツマ​​妻​​にてかく​ヨ​​喚​​びたる」と​ト​​問​​はせに​ヒト​​人​​を​ヤ​​遣​​りぬ。その​ヒト​​人​​ ​ユ​​往​​きて​ト​​問​​ひたれば、その​ヲミナ​​婦人​​ ​イ​​言​​はく「​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​の​ムスメ​​女​​、​ワレ​​我​​ ​カダアン​​合荅安​​と​イ​​云​​ふもの。​ワ​​我​​が​ヲツト​​夫​​をこゝに​イクサビト​​軍士​​ども​トラ​​拏​​へて​コロ​​殺︀​​したり。​オツト​​夫​​を​コロ​​殺︀​​さるゝ​トキ​​時​​、​テムヂン​​帖木眞​​を、​ワ​​我​​が​オツト​​夫​​を​スク​​救​​ひ​タマ​​給​​へとて、​サケ​​叫​​びて​ヨ​​喚​​びて​ナ​​哭​​きたり、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​へり。その​ヒト​​人​​ ​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​にこの​コトバ​​言​​を​ノ​​述​​ぶれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​この​イ​​言​​を​キ​​聽​​くと、​ウマ​​馬​​を​ハシ​​走​​らして​イタ​​到​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​カダアン​​合荅安​​の​トコロ​​處​​に​クダ​​下​​りて​イダ​​抱​​き​ア​​合​​へり。​カレ​​彼​​の​ヲツト​​夫​​をば​ワレラ​​我等​​の​イクサビト​​軍士​​ども​サキ​​生​​に​コロ​​殺︀​​したりき。かの​タミ​​民​​を​ヒキモド​​引戻​​すと、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​タイグン​​大軍​​は、すぐ​ソコ​​其處​​に​ゲバ​​下馬​​して​ヤド​​宿​​れり。​カダアン​​合荅安​​を​ヨ​​召​​びて​コ​​來​​させて​カタハラ​​傍​​に​ス​​坐​​ゑたり。





​オク​​後​​れて來ぬる​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​

​ア​​明​​くる​ヒ​​日​​ ​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​、​ヂエベ​​者︀別​​（親征錄 元史​ヂエベ​​哲別​​、元史また遮別、折不、哲伯、只別、者︀必、闍別、柘柏など）​フタリ​​二人​​、[​スナハ​​卽​​ち]​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​トドゲ​​脫朶格​​の​ケニン​​家人​​なるその​フタリ​​二人​​も​キ​​來​​ぬ。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​に​イ​​言​​へらく「​クビ​​頸​​古主渾​の​ウヘ​​上​​の​オモ​​重​​坤都︀​き​キ​​木​​を​チ​​地​​闊薛兒​に​ス​​去​​てさせたる、​エリ​​衣領​​札合​の​ウヘ​​上​​の​カシ​​枷​​札兒必牙勒​の​ム​​木​​を​マヌガ​​免​​札亦剌兀勒​れさせたる​ナンヂラ​​汝等​​ ​オヤコ​​父子​​どもの​オン​​恩​​ありしぞ、​ナンヂラ​​汝等​​。いかでか​オク​​後​​れたる、​ナンヂラ​​汝等​​」と​イ​​云​​へり。​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​イ​​言​​はく「​ワレ​​我​​ ​コヽロ​​心​​に​マノアタリ タヨリ​​見在 倚仗​​に​オモ​​思​​ひて​ヲ​​居​​りき。いかんぞ​イソ​​急​​がん、​ワレ​​我​​。「​イソ​​急​​ぎて​サキ​​先​​に​コ​​來​​ば、​ワ​​我​​が​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​クワンニン​​官人​​ ​ダチ​​等​​、​ワ​​我​​が​ノコ​​殘​​れる​ツマコ​​妻子​​ ​バグン​​馬羣​​ ​リヤウシヨク​​糧食​​を​ハヒ​​灰​​の​ゴト​​如​​く​ハイメツ​​廢滅​​せん、​カレラ​​彼等​​」と​イ​​云​​ひて​イソ​​急​​がず、​イマ​​今​​ ​カガン​​合罕​​の​トコロ​​處​​に​ア​​合​​はんと​オヒカ​​追掛​​けて​キ​​來​​ぬ、[139]​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​へり。​カタ​​語​​り​ヲ​​了​​ふれば、​ヨ​​善​​しと​イ​​云​​へり。
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戰馬を射たる​ヂエベ ノヤン​​者︀別 那顏​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​コイテン​​闊亦田​​に​タイヂン​​對陣​​して​イド​​挑​​み​ア​​合​​ひ​セイゾロヘ​​勢揃​​し​ア​​合​​ひて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​カ​​彼​​の​ミネ​​嶺​​の​ウヘ​​上​​より​ヤ​​箭​​ ​キ​​來​​て、​ワ​​我​​が​タヽカ​​戰​​ふ​クチ​​口​​ ​シロ​​白​​き​キイロノウマ​​黃馬​​の​アゴボネ​​鎖子骨​​を​ヲ​​折​​るべく​タレ​​誰​​か​イ​​射​​ける、​ヤマ​​山​​の​ウヘ​​上​​より」と​イ​​云​​へり。その​コトバ​​言​​につき​ヂエベ​​者︀別​​ ​イ​​言​​はく「​ヤマ​​山​​の​ウヘ​​上​​より​ワレ​​我​​ ​イ​​射​​けり。​イマ​​今​​ ​カガン​​合罕​​に​シ​​死​​なしめられば、​テノヒラ​​掌​​の​ゴト​​如​​き​チ​​地​​を​ケガ​​汙​​して​ノコ​​殘​​らん。​オンシ​​恩賜​​せられば、​カガン​​合罕​​の​マヘ​​前​​に、​フカ​​深​​徹額勒​き​ミヅ​​水​​兀孫​を​ヨコ​​橫​​豁黑脫嚕​ぎり、​ヒカ​​光​​超堅​る​イシ​​石​​赤剌溫​を​クダ​​碎​​潮嚕​くべく​ツ​​衝​​きて​アタ​​與​​へん。​イタ​​到​​古兒​れと​イ​​云​​ふ​トコロ​​地​​に​アヲイシ​​靑石​​闊闊古嚕​を​ヤブ​​破​​客兀魯​り、​イ​​出​​合勒​でよと​イ​​云​​ふ​トコロ​​地​​に​クロイシ​​黑石​​合喇古嚕​を​サ​​裂​​含合嚕​くべく​ツ​​衝​​きて​アタ​​與​​へん」と​イ​​云​​へり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​テキ​​敵​​となりたる​ヒト​​人​​は、​コロ​​殺︀​​したることを、​テキタイ​​敵對​​したることを、​ミ​​身​​を​カク​​隱​​して、​ハナシ​​話​​を​イ​​諱​​みて​オソ​​怕​​るゝなり。この​コト​​事​​こそはと​イ​​云​​へば、​カヘツ​​却​​て​コロ​​殺︀​​したることを、​テキタイ​​敵對​​したることを​イ​​諱​​まず、​カヘツ​​却​​て​ツ​​吿​​げたり。​トモ​​伴​​とすべき​ヒト​​人​​なり。」​ヂルゴアダイ​​只兒豁阿歹​​と​イ​​云​​ふ​ナ​​名​​なりき。「​ワ​​我​​が​タヽカ​​戰​​ふ​クチ​​口​​ ​シロ​​白​​き​キイロノウマ​​黃馬​​を​アゴボネ​​鎖子骨​​を​イ​​射​​たる​ユヱ​​故​​に、​ヂエベ​​者︀別​​と​ナ​​名​​づけて、​タヽカ​​戰​​は[しめ]ん、​カレ​​彼​​を」とて、​ヂエベ​​者︀別​​と​ナ​​名​​づけて「​ワ​​我​​が​マヘ​​前​​に​ユ​​行​​け」と​ミコト​​勅​​ありき。（戰ふ口 白き黃馬、蒙語に​ヂエベレグ アマン チヤガン クラ​​者︀別列古 阿蠻 察罕 忽剌​​。者︀別列古は戰ふ、阿蠻は口、察罕は白き、忽剌は黃馬なり。者︀別列古 忽剌 卽ち戰馬を殺︀したる故に、戰馬に代りて働けとて者︀別と名を賜ひたるなり。然るを、明譯文に「者︀別、軍器︀之名也」とあるは、本文の意に非ざる上に、俗文譯の文體に似ず。後人のさかしらに加へたるものなるべし）​ヂエベ​​者︀別​​、​タイチウト​​泰赤兀惕​​より​キ​​來​​て​トモ​​伴​​となれる​コトノモト​​緣由​​かくあり。








成吉思 汗 實錄 卷の四 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。





 








Public domainPublic domainfalsefalse












← 巻の四
巻の六 →
成吉思汗実録 
巻の五
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​ゴ​​五​​。
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​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​チウメツ​​誅滅​​

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、そこに​タイチウト​​泰赤兀惕​​〈［＃「泰赤兀惕」は底本では「泰亦兀惕」。昭和18年復刻版に倣い修正。以後すべて同じ］〉を​トラ​​虜︀​​へて、​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​ホネ​​骨​​ある​ヒト​​人​​を、​アウチユ バアトル​​阿兀出 巴阿禿兒​​、（親征錄は、前後に阿忽出 拔都︀と云ひ、ここには沆忽 阿忽出と云ふ。喇失惕の集史も、前後に阿忽朱 巴哈都︀兒と云ひ、こゝには昂忽 兀忽出と云ふ。その實は同じ人なり。元史は阿忽出を省きてたゞ沈忽と書きたれば、阿忽出とは益 遠ざかれり。）​ゴドン オルチヤン​​豁團 斡兒昌​​（卷四、豁敦 斡兒長）、​クドウダル​​忽都︀兀荅兒​​（親征錄​フドラル​​忽都︀荅兒​​）​ラ​​等​​なる​タイチウト​​泰赤兀惕​​を、​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで、​ハヒ​​灰​​の​ゴト​​如​​く​カ​​刮​​き​ハラ​​拂​​ひ​チウメツ​​誅滅​​せり。​カレ​​彼​​の​ブラク​​部落​​の​タミ​​民​​を​ウゴ​​動​​かしめて​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​クバカヤ​​忽巴合牙​​（親征錄​フバハヤ ザン​​忽八海︀牙 山​​）に​フユゴモリ​​冬籠​​せり。
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主君を​トラ​​拏​​へたる​シルグエト​​失兒古額禿​​ ​オキナ​​翁​​

　​ニチウグト バアリン​​你出古惕 巴阿𡂰​​（眾巴阿𡂰の中の一部）の​シルグエト エブゲン​​失兒古額禿 額不堅​​（失兒古額禿の翁、親征錄 元史 本紀​シリゲ エブゲン​​失力哥 也不干​​、伯顏の傳 述律哥圖）は、​アラク​​阿剌黑​​（親征錄 伯顏の傳​アラ​​阿剌​​）、​ナヤア​​納牙阿​​[141]（親征錄​ナヤ​​乃牙​​）なる​コ​​子​​どもと、​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​クワンニン​​官人​​ ​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​、​ハヤシ​​林​​に​イ​​入​​りて​ヲ​​居​​るを、​アタ​​讎​​ある​ヒト​​人​​なりきと​イ​​云​​ひて、​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​ること​アタ​​能​​はざる（明譯​カラダコエテ​​體肥​​​ザル​​不​​㆑​アタハ​​能​​㆑​ノルヿ​​騎​​㆑​ウマニ​​馬​​）​タルクタイ​​塔兒忽台​​を​トラ​​拏​​へて、​クルマ​​車​​に​ノ​​載​​せて、​シルグエト​​失兒古額禿​​ ​オキナ​​翁​​は、​アラク​​阿剌黑​​、​ナヤア​​納牙阿​​なる​コ​​子​​どもと、





​タルクタイ​​塔兒忽台​​の子弟の追救

​タルクタイ キルリトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​を​トラ​​拏​​へて​ク​​來​​る​トキ​​時​​、​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​の​コ​​子​​ども​オトヽ​​弟​​どもは、​ウバ​​奪​​ひて​ト​​取​​らんとて​オヒカ​​追驅​​けて​キ​​來​​ぬ。​カレ​​彼​​の​コ​​子​​ども​オトヽ​​弟​​ども​オヒカ​​追驅​​けて​ク​​來​​ると、





​シルグエト​​失兒古額禿​​ ​オキナ​​翁​​の脅迫

​シルグエト​​失兒古額禿​​ ​オキナ​​翁​​は、​タ​​起​​つこと​アタ​​能​​はざる​タルクタイ​​塔兒忽台​​を、​クルマ​​車​​の​ウヘ​​上​​に​ノボ​​上​​りてその​アフ​​仰​​むける​ウヘ​​上​​に​マタガ​​跨​​り​ザ​​坐​​して、​カタナ​​刀​​を​イダ​​出​​して​イ​​言​​はく「​ナムチ​​爾​​の​シテイ​​子弟​​らは、​ナムチ​​爾​​を​ウバ​​奪​​ひて​ト​​取​​りに​キ​​來​​ぬ。​ナムチ​​爾​​を​ワ​​我​​が​シユクン​​主君​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けたりと​イ​​云​​ひて、​コロ​​殺︀​​さずとも、​シユクン​​主君​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けたりとて、​コロ​​殺︀​​さん。​コロ​​殺︀​​すとも、​マタ​​亦​​ ​タヾ​​只​​ ​コロ​​殺︀​​されん、​ワレ​​我​​。​タヾシ​​但​​その​シ​​死​​の​ナカ​​中​​に​ツクノ​​償​​ひを​ト​​取​​り​シ​​死​​なん（明譯​ワレ​​我​​​コロス​​殺︀​​㆑​ナムチヲ​​你​​​トモ​​也​​​シナン​​死​​。​ズ​​不​​㆑​コロサ​​殺︀​​㆑​ナムチヲ​​你​​​トモ​​也​​​シナン​​死​​。​ズ​​不​​㆑​シカ​​如​​㆘​マズ​​先​​​コロシ​​殺︀​​㆓​テ​​了​​​ナムチヲ​​你​​㆒、​ワレシカルノチニシヌルニ​​我然後死​​㆖）」と​イ​​云​​ひて、​マタガ​​跨​​りて​オホイ​​大​​なる​カタナ​​刀​​にて​カレ​​彼​​の​ノド​​喉​​を切らんとする​トキ​​時​​、​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​、​オホイ​​大​​なる​コヱ​​聲​​にて​オトヽ​​弟​​ども​コ​​子​​どもに​サケ​​叫​​びて​イ​​言​​はく「​シルグエト​​失兒古額禿​​は、​ワレ​​我​​を​コロ​​殺︀​​さんとす。​コロ​​殺︀​​し​ヲ​​了​​へば、​シ​​死​​にたる​イノチ​​命​​なき​ワ​​我​​が​ミ​​身​​を​ト​​取​​りて​サ​​去​​りて​ナニ​​何​​かせん、​ナンヂラ​​汝等​​。​ワレ​​我​​を​コロ​​殺︀​​さざるに​ト​​疾​​く​カヘ​​回​​れ。​テムヂン​​帖木眞​​は、​ワレ​​我​​を​コロ​​殺︀​​さじ。​テムヂン​​帖木眞​​を、​チヒサ​​小​​き​トキ​​時​​に、​メ​​眼​​你敦​に​ヒ​​火​​合勒​あり、​メン​​面​​你兀兒​に​ヒカリ​​光​​格咧​ある[​コ​​子​​]なりきとて、​アルジ​​主​​なき​イヘヰ​​營盤​​の​ウチ​​裏​​に​ノコ​​遺​​り[142]てありとて、​ト​​取​​り​サ​​去​​りて​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​て​ナラ​​習​​はせたれば、​ナラ​​習​​ふ​ゴト​​如​​くなりとて、​アタラ​​新​​しき​サンサイ ニサイ​​三歲 二歲​​の​コマ​​駒​​を​ナラ​​習​​はす​ゴト​​如​​く​ナラ​​習​​はし​ヲシ​​敎​​へ​ユ​​行​​きたり。​シ​​死​​なしめんと​イ​​云​​へども、​シ​​死​​なしむる​アタ​​能​​はざりき、​ワレ​​我​​。​イマ​​今​​ ​カレ​​彼​​の​コヽロ​​情​​に​イ​​入​​りてあり。​カレ​​彼​​の​コヽロ​​心​​は​ヒラ​​開​​けてありと​イ​​言​​はるゝなり。​テムヂン​​帖木眞​​は​ワレ​​我​​を​シ​​死​​なしめじ。​ナンヂラ​​汝等​​、​ワ​​我​​が​コ​​子​​ども​オトヽ​​弟​​ども、​ト​​疾​​く​カヘ​​回​​れ。[​シカ​​然​​らずば]​シルグエト​​失兒古額禿​​は、​ワレ​​我​​を​コロ​​殺︀​​して​ヤ​​遣​​らん」と​イ​​云​​ひて、​オホイ​​大​​なる​コヱ​​聲​​にて​サケ​​叫​​べり。





​タルクタイ​​塔兒忽台​​の子弟のたゞもどり

​カレ​​彼​​の​コ​​子​​ども​オトヽ​​弟​​とも​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へらく「​チヽ​​父​​の​イノチ​​命​​を​スク​​救​​はんとて​キ​​來​​ぬ、​ワレラ​​我等​​。​シルグエト​​失兒古額禿​​ ​カレ​​彼​​の​イノチ​​命​​を​シ​​死​​なしめ​ヲ​​了​​へば、​ムナ​​空​​しき​イノチ​​命​​なき​カレ​​彼​​の​ミ​​身​​を​ナニ​​何​​かせん、​ワレラ​​我等​​。​カヘツ​​却​​て​コロ​​殺︀​​さざるに​ト​​疾​​く​カヘ​​回​​らん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて​カヘ​​回​​れり。​カレラ​​彼等​​を​サ​​去​​らしめ（彼等去り）たる​トキ​​時​​、​アラク​​阿剌黑​​、​ナヤア​​納牙阿​​なる​シルグエト​​失兒古額禿​​ ​オキナ​​翁​​の​コ​​子​​ども、​ハナ​​離​​れたる​モノ​​者︀​​ども​キ​​來​​ぬ。​ソレラ​​其等​​に​コ​​來​​らるゝと、​ウゴ​​動​​きて​ク​​來​​るに、​ミチ​​途​​に​クトクル ヌウ​​忽禿忽勒 訥兀​​（忽禿忽勒の隅）に​イタ​​到​​れば、





​ナヤア​​納牙阿​​の明智

そこに​ナヤア​​納牙阿​​ ​イ​​言​​はく「​ワレラ​​我等​​この​タルクタイ​​塔兒忽台​​を​トラ​​拏​​へて​イタ​​到​​らば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ワレラ​​我等​​を「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けて​キ​​來​​ぬ」と​イ​​云​​ひ、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ワレラ​​我等​​を「​セイシユ​​正主​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けて​キ​​來​​ぬるもの、​ナニ​​何​​ぞ​イシン​​倚信​​すべき​ヒト​​人​​ならん。​コレラ​​此等​​は、​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​にいかんぞ​トモ​​伴​​とならん。​トモ​​伴​​となる​ナ​​無​​き​ヒト​​人​​、​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けたる​ヒト​​人​​をば、​キ​​斬​​らしめん」と​イ​​云​​て​キ​​斬​​らしめられんか、​ワレラ​​我等​​。​カヘツ​​却​​て​タルクタイ​​塔兒忽台​​を​コヽ​​此處​​より​ハナ​​放​​[143]ちて​ヤ​​遣​​りて、​ワレラ​​我等​​、​ミ​​身​​を​モテ​​以​​て「​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へに​キ​​來​​ぬ、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて​ユ​​往​​かん。「​タルクタイ​​塔兒忽台​​を​トラ​​拏​​へて​キ​​來​​つ。​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​ス​​廢​​てかねて、「​ミ​​視︀​​るといかんぞ​シ​​死​​なしめん」と​イ​​云​​ひて、​ハナ​​放​​ちて​ヤ​​遣​​りて、「​ワレラ​​我等​​、​セイジツ​​誠實​​に​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へん」とて​キ​​來​​ぬ、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​はん」と​イ​​云​​へり。​ナヤア​​納牙阿​​のこの​コトバ​​言​​を​チヽ​​父​​も​コ​​子​​どもも​ヨ​​善​​しとし​ア​​合​​ひて、​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​を​クドクル​​忽都︀忽勒​​の​スミ​​隅​​より​ハナ​​放​​ちて​ヤ​​遣​​りて、その​シルグエト​​失兒古額禿​​ ​オキナ​​翁​​は、​アラク​​阿剌黑​​、​ナヤア​​納牙阿​​なる​コ​​子​​どもと​キ​​來​​ぬれば、「いかで​キ​​來​​て」と​イ​​云​​へり。（ては、つるの誤りか。）​シルグエト​​失兒古額禿​​ ​オキナ​​翁​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マウ​​申​​さく「​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​を​トラ​​拏​​へて​キ​​來​​つるに、​カヘツ​​却​​て「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​ミ​​視︀​​ると、いかんぞ​シ​​死​​なしめん」と​イ​​云​​ひて、​ス​​廢​​てかねて、​ハナ​​放​​ちて​ヤ​​遣​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へんとて​キ​​來​​ぬ」と​イ​​云​​へり。





​ナヤア​​納牙阿​​ 等の心を​チンギス カン​​成吉思 汗​​の褒賞

その​トキ​​時​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​キミ​​君​​を​タルクタイ​​塔兒忽台​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けて​キ​​來​​つるならば、​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けたる​ヒト​​人​​を​ナンヂラ​​汝等​​を、​ゾク​​族​​を​ア​​擧​​げて​キ​​斬​​らしめらるゝなりき、​ナンヂラ​​汝等​​。​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​ス​​廢​​てかねたる​ナンヂラ​​汝等​​の​コヽロ​​心​​ ​ヨ​​善​​くあり」と​イ​​云​​ひ、​ナヤア​​納牙阿​​を​オンシヤウ​​恩賞​​せり。
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​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​の來降

　その​ノチ​​後​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に、​ケレイト​​客咧亦惕​​の​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​（親征錄 元史 本紀​ヂヤアカンボ​​札阿紺孛​​、朮赤台の傳 札哈堅普）は、​テルスト​​帖兒速惕​​（卷六の忽兒班 帖列速惕。親征錄​タラス ノ​​塔剌速 野​​）に​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に​トモ​​伴​​となりに​キ​​來​​ぬ。​カレ​​彼​​の​キ​​來​​ぬる​トキ​​時​​、​メルキト​​篾兒乞惕​​ ​タヽカ​​戰​​ひに​キ​​來​​つれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​は、​スナハ​​便​​ち​タヽカ​​戰​​ひて​シリゾ​​退​​け[144]たり。その​トキ​​時​​ ​トメン トベゲン​​土綿 禿別干​​（萬の禿別干部。親征錄​トマン トベイ ブ​​土滿 土伯夷 部​​、元史 完澤の傳 土伯燕 氏）、​オロン ドンガイト​​斡欒 董合亦惕​​（あまたの董合亦惕 部 親征錄 元史​ドンガイ ブ​​董哀 部​​）、​ツイ​​潰​​えたる​ケレイト​​客咧亦惕​​の​タミ​​民​​も、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​トウ​​投​​じて​キ​​來​​にけり。





​ワンカン​​王罕​​ ​エスガイ​​也速該​​の​アンダ​​安荅​​の交り

​ケレイト​​客咧亦惕​​の​ワン​​王​​ ​カガン​​合罕​​（卽ち王罕。親征錄​ワン カガン​​汪 可汗​​）こそは、​サキ​​先​​に​エスガイ カガン​​也速該 合罕​​の​トキ​​時​​に、​ナカヨ​​中好​​く​タヒラ​​平​​かに​ス​​住​​み​ア​​合​​へる​コロ​​頃​​、​エスガイ カン​​也速該 罕​​と​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたりけれ。​カレ​​彼​​の​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたる​コトノモト​​緣故​​は、​ワンカン​​王罕​​は、その​チヽ​​父​​ ​クルチヤクス ブイルク カン​​忽兒察忽思 不亦嚕黑 罕​​の（親征錄​フルヂヤクス ブイル カガン​​忽兒札胡思 盃祿 可汗​​。元史は、可汗の二字を省けり。）​オトヽ​​弟​​どもを​コロ​​殺︀​​すの​ユヱ​​故​​に、​グル カン​​古兒 罕​​〈［＃「古兒 罕」は底本では「古兒罕」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§150(05:09:09)の漢︀字音訳「古兒 罕」に倣い二語に分割。以後の「古兒 罕」すべて漢︀字音訳が「古兒 罕」または「古兒-罕」なので、すべて同じ］〉（親征錄​グル カガン​​菊兒 可汗​​、元史 菊兒）なる​ヲヂ​​叔父​​と​テキ​​敵​​に​ナ​​爲​​り​ア​​合​​ひて、​カラウン カブチヤル​​合剌溫 合卜察勒​​（合剌溫の隘處。親征錄​カラウンノ ハサマ​​合剌溫 隘​​元史、哈剌溫 隘）に​キ​​鑽​​り​イ​​入​​りて、​ヒヤクニン​​百人​​にて​イ​​出​​でて、​エスガイ カン​​也速該 罕​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​つれば、​エスガイ カン​​也速該 罕​​は、​カレ​​彼​​に​オノ​​己​​が​トコロ​​處​​に​キ​​來​​られて、​オノ​​己​​が​イクサ​​軍​​にて​シユツバ​​出馬​​して、​グル カン​​古兒 罕​​を​カシン​​合申​​（河西の轉、親征錄 元史の西夏）の​チ​​地​​に​オ​​逐​​ひて、​カレ​​彼​​の​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​を​ワンカン​​王罕​​に​ト​​取​​りて​アタ​​與​​へたる​ユヱ​​故​​に、​アンダ​​安荅​​と​ナ​​爲​​り​ア​​合​​へること​シカ​​然​​り。












§151(05:11:01)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ケレイト​​客咧亦惕​​の​ナイラン​​內亂​​

　その​ノチ​​後​​ ​ワンカン​​王罕​​の​オトヽ​​弟​​ ​エルケ カラ​​額兒客 合喇​​〈［＃「額兒客 合喇」は底本では「額兒客合喇」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§151(05:11:01)の漢︀字音訳「額兒客-合喇」に倣い二語に分割］〉（親征錄 元史​エリコハラ​​也力可哈剌​​）は、​ワンカン​​王罕​​ ​アニ​​兄​​に​コロ​​殺︀​​さるゝを​ノガ​​逃​​れて​サ​​去​​りて、​ナイマン​​乃蠻​​の​イナンチヤ カン​​亦難︀察 罕​​（親征錄​イナンチ カガン​​亦難︀赤 可汗​​、元史、部長 亦難︀赤。喇失惕に依れば、乃蠻の不亦嚕黑 罕の父）の​トコロ​​處​​に​トウ​​投​​じけり。​イナンチヤ カン​​亦難︀察 罕​​は、​イクサビト​​軍士​​どもを​ヤ​​遣​​りて、





​ワンカン​​王罕​​の逃げ走り

さて​ワン​​王​​は、​ミ​​三​​つの​シロ​​城​​（三城は卽ち三國にて、唐忽惕 畏忽惕 合兒魯兀惕）に​ソ​​沿​​ひ​サ​​去​​りて、​カラ キダト​​合喇 乞荅惕​​（合喇 乞丹の複稱、卽ち西遼。親征錄 元史​キダン​​契丹​​、元史また黑 契丹）の​グル カン​​古兒 罕​​（親征錄​グル カガン​​菊律 可汗​​、元史 曷思麥里の傳 西遼 闊兒汗、哈剌亦 哈赤北魯の傳 西遠主 鞠兒 可汗、卽ち西遼の葛兒罕 直魯古）[145]の​トコロ​​處​​に​ユ​​往​​きたりき。（札合敢不 等の成吉思 汗に降れるは、この時に在り。）そこより​ソム​​背​​きて、​ウイクト​​畏忽惕​​（委兀兒の複稱。唐書の回紇。親征錄 元史​ウイウル​​畏吾兒​​）、​タンクト​​唐忽惕​​（唐書の黨項、卽ち西夏人）の​シロ​​城​​を​ス​​過​​ぐると、​ゴヒキ​​五匹​​の​クロヒツジ​​𦍩䍽​​を​トラ​​拘​​へて、​チ​​乳​​を​シボ​​擠​​り​ア​​合​​ひて、​ラクダ​​駱駝​​の​チ​​血​​を​サ​​刺​​して​ノ​​飮​​み、​コンキウ​​困窮​​して​グセウル ナウル​​古薛兀兒 納兀兒​​（古薛兀兒 湖。親征錄​グセウル タク​​曲薛兀兒 澤​​）に​キ​​來​​つれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、





父の友に​タイ​​對​​する​チンギス カン​​成吉思 汗​​の厚遇

​サキ​​先​​に​エスガイ カン​​也速該 罕​​と​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたる​エンコ​​緣故​​にて、​タカイ バアトル​​塔孩 巴阿禿兒​​（卷三の塔孩。親征錄​タハイ​​塔海︀​​）、​スケガイ ヂエウン​​速客該 者︀溫​​（親征錄​シユエカイ​​雪也垓​​）​フタリ​​二人​​を​ツカヒ​​使​​に​ヤ​​遣​​りて、​ケルレン ガハ​​客魯嗹 河​​の​ミナモト​​源​​より​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミヅカ​​自​​ら​ムカ​​迎​​へに​ユ​​往​​きて、「​ウ​​飢​​ゑて​ヤ​​瘦​​せて​キ​​來​​ぬ」とて、​ワンカン​​王罕​​に​クワレン​​科斂​​を​ヲサ​​斂​​めて​アタ​​與​​へて、​ダンエイ​​團營​​の​ウチ​​內​​に​イ​​入​​らしめて​ヤシナ​​養​​へり。その​フユ​​冬​​ ​シダイ​​次第​​に​タ​​起​​ちて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​クバカヤ​​忽巴合牙​​に​フユゴモリ​​冬籠​​せり。












§152(05:12:10)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ワンカン​​王罕​​の部下の​ウラミゴト​​怨言​​

　そこに​ワンカン​​王罕​​の​オトヽ​​弟​​ども​クワンニン​​官人​​ども​スナハ​​便​​ち​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へらく「​ワレラ​​我等​​の​コ​​此​​の​カン​​罕​​ ​アカ​​阿合​​（罕なる兄）は、​トボ​​乏​​しき​サガ​​性​​あり、​クサ​​臭​​き​カン​​肝​​を​イダ​​懷​​きて​ユ​​行​​くなり。​アニオトヽ​​兄弟​​を​コロ​​殺︀​​せり。​カラ キダト​​合喇 乞荅惕​​にも​イ​​入​​りたり。​マタ​​又​​ ​ブシウ​​部眾​​をも​クルシ​​苦​​めたり。​イマ​​今​​これをいかにか​セ​​爲​​ん、​ワレラ​​我等​​。​サキ​​先​​の​ヒ​​日​​を​イ​​云​​へば、​ナヽツ​​七歲​​なるを​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​ ​トラ​​虜︀​​へて​サ​​去​​りて、​クロ​​黑​​き​ハナガタ​​花紋​​の​クロヒツジ​​𦍩䍽​​の​カハコロモ​​裘​​を​キ​​着​​せて、​セレンゲ​​薛涼格​​[の​カハベ​​河邊​​]の​ブウラ ケエル​​不兀喇 客額兒​​にて​メルキト​​篾兒乞惕​​の​ウス​​碓​​を​ツ​​擣​​きたり。​クルチヤクス ブイルク カン​​忽兒察忽思 不亦嚕黑 罕​​なる​カレ​​彼​​の​チヽ​​父​​は、​カヘツ​​却​​て​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​を​ヤブ​​破​​りて、その​コ​​子​​をそこに​スク​​救​​ひて​キ​​來​​つれば、​マタ​​又​​ ​タタル​​塔塔兒​​の​アヂエイ カン​​阿澤 罕​​は、​ジフサンサイ​​十三歲​​な[146]るを​ハヽ​​母​​ごめに​マタ​​又​​ ​トラ​​虜︀​​へて​サ​​去​​りて、​ラクダ​​駝駱​​を​カ​​牧​​はしめ​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​アヂエイ カン​​阿澤 罕​​の​ヒツジカヒ​​羊飼︀​​を​ヒキ​​率​​ゐて​ノガ​​逃​​れて​キ​​來​​たるぞ。​マタ​​又​​その​ノチ​​後​​ ​ナイマン​​乃蠻​​より​オソ​​怕​​れて​カク​​躱​​れて、​サルタウル​​撒兒塔兀兒​​（中亞細亞の抹哈篾惕 敎徒なる撒兒惕人）の​チ​​地​​なる​チユイ ムレン​​垂 木嗹​​（垂河、唐書の碎葉 河、西遊記の吹 沒輦。西域 水道記の吹河、今の珠河）に​カラ キダト​​合喇 乞荅惕​​の​グル カン​​古兒 罕​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​往​​きたるぞ。そこに​ヒトトセ​​一年​​を​ツク​​盡​​さず、​カヘツ​​却​​て​ソム​​背​​き​ウゴ​​動​​きて、​ウイウト​​委兀惕​​（前の長忽惕）​タングト​​唐兀惕​​（前の唐忽惕）の​チ​​地​​に​ソ​​沿​​ひて​ユ​​行​​くに、​コンキウ​​困窮​​して、​ゴヒキ​​五匹​​の​クロヒツジ​​𦍩䍽​​を​トラ​​拘​​へて​チ​​乳​​を​シボ​​擠​​りて、​ラクダ​​駱駝​​の​チ​​血​​を​サ​​刺​​して​ノ​​飮​​みて、​ヒト​​一​​つ​メシヒ​​盲​​（片目）の​クロガミ​​黑鬛​​の​キイロマ​​黃馬​​（蒙語​カリウン モリン​​合哩溫 抹𡂰​​、明 旁譯 黑鬃尾黃馬）にて、​コンキウ​​困窮​​して​テムヂン​​帖木眞​​なる​コ​​子​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​つれば、​クワレン​​科斂​​を​ヲサ​​斂​​めて​ヤシナ​​養​​へるぞ。​イマ​​今​​ ​テムヂン​​帖木眞​​なる​コ​​子​​の​トコロ​​處​​にかく​ユ​​行​​きたるを​ワス​​忘​​れて、​クサ​​臭​​き​カン​​肝​​を​イダ​​懷​​きて​ユ​​行​​くなり。いかにか​セ​​爲​​ん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。かく​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へる​コトバ​​言​​を、​アルトン アシユク​​阿勒屯 阿倏黑​​（親征錄 元史​アントン アシユ​​案敦 阿述​​）は、​ワンカン​​王罕​​に​アバ​​訐​​きけり。





​ワンカン​​王罕​​を​ソシ​​譏​​れる人人の縛られ

​アルトン アシユク​​阿勒屯 阿倏黑​​ ​イ​​言​​はく「​ワレ​​我​​もこの​サウダン​​相談​​に​イ​​入​​り​ア​​合​​ひたりき。​カヘツ​​却​​て​オノ​​己​​が​キミ​​君​​を​ナムチ​​爾​​を​ス​​捨​​てかねたり」と​イ​​云​​ひて、そこに​ワンカン​​王罕​​は、かく​イ​​言​​ひ​ア​​合​​ひたる​エル クトル​​額勒 忽禿兒​​〈［＃「額勒 忽禿兒」は底本では「額勒忽禿兒」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§152(05:15:06)の漢︀字音訳「額勒-忽禿兒」に倣い二語に分割］〉（親征錄 元史​エンコルト​​燕火脫兒​​）、​クルバリ​​忽勒巴哩​​（親征錄​クンバリ​​渾八力​​）、​アリン タイシ​​阿𡂰 大石​​（親征錄​ナリン タイシ​​納憐 太石​​、後に阿隣 太石）など、​オトヽ​​弟​​ども​クワンニン​​官人​​どもを​トラ​​拏​​へさせけり。​オトヽ​​弟​​どもより​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​は​ノガ​​躱​​れて、​ナイマン​​乃蠻​​に​イ​​入​​りけり。（札合敢不は、王罕の西遼に走れる時、成吉思汗に降りしが、王罕 歸りて後、復 王罕の處に返り、こゝに至り又 逃げたるなり。）​カレラ​​彼等​​を​ナハカ​​繩繫​​け​ヘヤ​​房​​に​イ​​入​​らしめて、​ワンカン​​王罕​​ ​イ​​言​​はく「​ワレラ​​我等​​、​ウイウト​​委兀惕​​、​タングト​​唐兀惕​​の​チ​​地​​[147]より​キ​​來​​つる​トキ​​時​​、​ナニ​​何​​とか​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひし。​ナンヂラ​​汝等​​の​ゴト​​如​​く​ナニ​​何​​をか​オモ​​思​​はん、​ワレ​​我​​は」と​イ​​云​​ひて、​カレラ​​彼等​​の​オモテ​​面​​に​ツバキ​​唾​​して、​カレラ​​彼等​​の​シバリ​​縛​​を​ト​​解​​かしめたり。​カン​​罕​​に​タヾ​​只​​ ​ツバキ​​唾​​せられて、​ヘヤ​​房​​に​ヲ​​居​​る​ヒト​​人​​ ​スベ​​都︀​​てにて​タ​​起​​ちて​ツバキ​​唾​​しけり。












§153(05:17:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










四部の​タタル​​塔塔兒​​の征伐

　その​フユ​​冬​​ ​フユゴモリ​​冬籠​​して​イヌ​​狗​​の​トシ​​年​​（我が建仁 二年 壬戌、金の秦和 二年、宋の嘉泰 二年、西紀 一二〇二年、成吉思 汗 四十一歲の時）の​アキ​​秋​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​チヤガアン タタル​​察阿安 塔塔兒​​（親征錄 元史​チヤハン タタル​​察罕 塔塔兒​​、喇失惕、札干 塔塔兒）、​アルチ タタル​​阿勒赤 塔塔兒​​（親征錄 元史​アンチ タタル​​案赤 塔塔兒​​、喇失惕。阿勒只 塔塔兒）、​ドタウト タタル​​都︀塔兀惕 塔塔兒​​（喇失惕、禿禿克魯暢 塔塔兒）、​アルカイ タタル​​阿魯孩 塔塔兒​​（朶遜、別勒奎 塔塔兒、額兒忒曼、也勒奎 塔塔兒）、それらの​タタル​​塔塔兒​​と​ダラン ネムルゲス​​荅闌 捏木兒格思​​（親征錄​ダラン ネムルゲ ノ ノ​​荅蘭 捏木兒哥 之 野​​）に​タイヂン​​對陣​​して​タヽカ​​戰​​ふ​マヘ​​前​​に、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​グンパフ​​軍法​​を​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へらく「​テキジン​​敵人​​に​カ​​勝​​たば、​タカラ​​財​​の​トコロ​​處​​に​ナ​​勿​​ ​タ​​立​​ちそ。​カ​​勝​​ち​ヲ​​了​​へば、その​タカラ​​財​​は、​ワレラ​​我等​​の​モノ​​物​​なるぞ。​ワカ​​分​​ち​ア​​合​​ふぞ、​ワレラ​​我等​​。​テキジン​​敵人​​に​シリゾ​​退​​けられば、​ハジメ​​初​​の​ツ​​衝​​きだしたる​トコロ​​地​​にて​カヘ​​回​​り​タヽカヒ​​戰​​はん。​ハジメ​​初​​の​ツ​​衝​​きだしたる​トコロ​​處​​にて​カヘ​​回​​らざる​ヒト​​人​​をば​キ​​斬​​らしめん」とて​グンパフ​​軍法​​を​サダ​​定​​め​ア​​合​​へり。





​ダラン ネムルゲス​​荅闌 捏木兒格思​​の戰

​ダラン ネムルゲス​​荅闌 捏木兒格思​​に​タヽカ​​戰​​ひて、​タタル​​塔塔兒​​を​ウゴ​​動​​かせり。​カ​​勝​​ちて、​ウルクイ​​兀勒灰​​ ​シルゲルヂト​​失魯格勒只惕​​にて[​カレラ​​彼等​​を]​カレラ​​彼等​​の​クニ​​國​​に​アツ​​集​​めて​トラ​​虜︀​​へたり。（兀勒灰 河と失魯格勒只惕 河と合流する處。親征錄 元史​ウルフイ シレンヂン ガハ​​兀魯回 失連眞 河​​、喇失惕 集史​ウルフイ シルチユルヂト ガハ​​兀魯回 失魯出兒只惕 河​​。水道 提綱に據るに、蘆河 土名は烏爾虎 河、索岳爾濟 山より出でて西南に流れ、烏朱穆秦 左翼の東を經て、西に折れ、色野爾濟 河に合ひ、右翼の界に入りて涸る。烏爾虎 河は、一統志の圖に吳兒灰 河とあり、卽ち兀勒灰 河なり。色野爾濟は、卽ち索岳爾濟にして、山の名も河の名に同じ。この色野爾濟 河は、卽ち失魯格勒只惕 河なり。魯と惕とを失ひ、格は野に轉じて、失野勒只 卽ち色野爾濟となれり。露西亞の地圖には、烏爾灰を烏拉圭とし、色野爾濟を蘇攸勒奇と[148]し、二河 合流して、昌克圖布里圖 湖に入りて止まり、烏珠穆沁 右翼の界へは流れ往かず。成吉思 汗の勝ちて進みたる處は、その湖水の北なるべし。）​チヤガン タタル​​察罕 塔塔兒​​（前の察阿安 塔塔兒）、​アルチ タタル​​阿勒赤 塔塔兒​​、​ドタウト タタル​​都︀塔兀惕 塔塔兒​​、​アルカイ タタル​​阿魯孩 塔塔兒​​、​ジウエウ​​重要​​なる​タミ​​民​​をそこに​ホロボ​​滅​​して、





​アルタン​​阿勒壇​​ ​クチヤル​​忽察兒​​ ​ダリタイ​​荅哩台​​の軍法違犯

​グンパフ​​軍法​​を​イ​​言​​ひ​ア​​合​​ひたる​コトバ​​言​​に、​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​、​ダリタイ​​荅哩台​​〈［＃ルビの「ダリタイ」は底本では「タリタイ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉（親征錄 元史​ゾクジン アンタン​​族人 案彈​​、​ホチヤル​​火察兒​​、​ダリタイ​​荅力台​​）​ミタリ​​三人​​、​コトバ​​言​​に​シタガ​​遵​​はず、​タカラ​​財​​の​トコロ​​處​​に​タ​​立​​ちけり。「​コトバ​​言​​に​シタガ​​遵​​はざりき」とて、​ヂエベ​​者︀別​​、​クビライ​​忽必來​​（親征錄​フビライ​​虎必來​​、​ヂエベ​​折別​​） ​フタリ​​二人​​を​ヤ​​遣​​りて、​カス​​掠​​めたる​バグン​​馬羣​​、​ナニ​​何​​にても​ト​​取​​りたる​スベ​​都︀​​てを​ト​​取​​らしめたり。
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​タタル​​塔塔兒​​ ​トリク​​屠戮​​の密議

　​タタル​​塔塔兒​​を​ホロボ​​滅​​して​トラ​​虜︀​​へ​ヲ​​了​​へて​カレラ​​彼等​​の​ブラク​​部落​​ ​ジンミン​​人民​​を​イカニ​​如何​​せんとて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ダイヒヤウギ​​大評議​​を​イチゾク​​一族​​にて​ヒトツ​​一​​の​ヘヤ​​房​​に​イ​​入​​りて​ハカ​​議​​り​ア​​合​​へり。​ハカ​​議​​り​ア​​合​​へらく「​サキ​​先​​の​ヒ​​日​​より​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​は、​ミオヤ​​御祖︀​​なる​チヽ​​父​​を​ウシナ​​失​​ひたるなりき。​ミオヤ​​御祖︀​​なる​チヽ​​父​​の​アタ​​讎​​​カヘ​​復​​して​ウラミ​​怨​​ ​ムク​​報​​いて、​シヤカツ​​車轄​​に​クラ​​比​​べて​ホフ​​屠​​りて​コロ​​殺︀​​して​アタ​​與​​へん（明譯​ベシ​​可​​㆚​ヲ​​將​​㆘​カレノ​​他​​​ダンシノ​​男子​​​ホド​​似​​㆓​シヤカツ​​車轄​​㆒​オホキナルモノ​​大的​​㆖​コトゴトク​​盡​​​チウス​​誅了​​㆙）。​タ​​絕​​ゆるまで​ホフ​​屠​​らん。​ノコ​​殘​​れるを​ヌヒ​​奴婢​​とせん。​オノ〳〵​​各​​に​ワカ​​分​​け​ア​​合​​はん」とて、​ヒヤウギ​​評議​​ ​サダ​​定​​め​ア​​合​​ひて、​ヘヤ​​房​​より​イ​​出​​づれば、​タタル​​塔塔兒​​の​エケ チエレン​​也客 扯嗹​​は、​ベルグタイ​​別勒古台​​に「いかに​ヒヤウギ​​評議​​を​ハカ​​議​​り​ア​​合​​へる」と​ト​​問​​ひけり。​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​イ​​言​​はく「​ナンヂラ​​汝等​​を​スベ​​都︀​​てを​シヤカツ​​車轄​​に​クラ​​比​​べて​ホフ​​屠​​らんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり」と​イ​​云​​ひき。





​ベルグタイ​​別勒古台​​の密議漏し

​ベルグタイ​​別勒古台​​のこの​コトバ​​言​​にて、​エケ チエレン​​也客 扯嗹​​は、​タタル​​塔塔兒​​の​トコロ​​處​​に​デンセツ​​傳說​​を​ハナ​​放​​ちて​トリデ​​寨​​に​ヨ​​據​​りき。​トリデ​​寨​​に​ヨ​​據​​りたる​タタル​​塔塔兒​​の​トコロ​​處​​に​ワレラ​​我等​​の​イクサビト​​軍士​​ども​セ​​攻​​むるとなり、​イタ​​甚​​だ​ソンシツ​​損失​​しけり。​トリデ​​寨​​に[149]​ヨ​​據​​れる​タタル​​塔塔兒​​を​シンク​​辛苦​​して​クダ​​降​​して​タ​​絕​​やさんと​シヤカツ​​車轄​​に​クラ​​比​​べて​ホフ​​屠​​る時、​タタル​​塔塔兒​​ ​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へらく「​ヒト​​人​​ごとに​ソデ​​袖​​の​ウチ​​裏​​に​カタナ​​刀​​を​ソデ​​袖​​にして、​ツクノ​​償​​ひを​ト​​取​​り​シ​​死​​なん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて、​マタ​​又​​ ​ハナハ​​甚​​だ​ソンシツ​​損失​​しけり。かく​タタル​​塔塔兒​​を​シヤカツ​​車轄​​に​クラ​​比​​べて​ホフ​​屠​​り​ヲ​​了​​へて、そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり、「​ワレラ​​我等​​ ​イチゾク​​一族​​にて​ダイヒヤウギ​​大評議​​を​サダ​​定​​め​ア​​合​​ひたるを​ベルグタイ​​別勒古台​​の​ツ​​吿​​げたる​ユヱ​​故​​に、​ワレラ​​我等​​の​イクサビト​​軍士​​ども​ハナハ​​甚​​だ​ソンシツ​​損失​​せり。この​ノチ​​後​​ ​ダイヒヤウギ​​大評議​​の​トコロ​​處​​に​ベルグタイ​​別勒古台​​ ​ナ​​勿​​ ​イ​​入​​りそ。​ヒヤウギ​​評議​​ ​ヲ​​畢​​ふるまで​ソト​​外​​にある​モノ​​者︀​​を​ヲサ​​治​​めよ。​ヲサ​​治​​めて​トウヲウ​​鬭毆​​の​コト​​事​​を​タウゾク​​盜賊​​ ​サギ​​詐譌​​に​カヽ​​係​​る​コト​​事​​を​サイダン​​裁斷​​せよ。​ヒヤウギ​​評議​​ ​ヲハ​​畢​​らば、​シンシユ​​進酒​​を​ノ​​飮​​みたる​ノチ​​後​​に、​ベルグタイ​​別勒古台​​、​ダアリタイ​​荅阿哩台​​（前の荅哩台、卷一 卷三 の荅哩台 斡惕赤斤）​フタリ​​二人​​そこに​イ​​入​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。
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​エスゲン カトン​​也速干 合屯​​の​アネ​​姊​​思ひ

　そこに​タタル​​塔塔兒​​の​エケ チエレン​​也客 扯嗹​​の​ムスメ​​女​​ ​エスゲン カトン​​也速干 合屯​​（元史 后妃表​エスゲン クワウゴウ​​也速干 皇后​​）を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​はそこに​ト​​取​​れり。​メ​​寵​​でられたる​ユヱ​​故​​に、​エスゲン カトン​​也速干 合屯​​ ​イ​​言​​はく「​カガン​​合罕​​ ​オンシ​​恩賜​​せば、―​ワレ​​我​​を[​カン​​罕​​の]​ヒト​​人​​に​モノ​​物​​になして​ヤシナ​​畜​​ひ​タマ​​給​​り。―​ワレ​​我​​よりは、​アネ​​姊​​ ​エスイ​​也遂​​と​イ​​云​​ふもの​ワレ​​我​​より​タカ​​高​​溫都︀兒​く、​カン​​罕​​の​ヒト​​人​​に​カナ​​適​​へるものなるぞ。この​ゴト​​頃​​ ​ムコ​​壻​​を​ムコ​​壻​​とりたりき。​イマ​​今​​は​ケダシ​​蓋​​この​サウドウ​​騒動​​の​ウチ​​裏​​いづくにか​サ​​去​​れらん」と​イ​​云​​へり。この​コトバ​​言​​につき、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​ナンヂ​​汝​​の​アネ​​姊​​、​ナンヂ​​汝​​より​ヨ​​善​​くあるならば、​タヅ​​尋​​ねさせん。​アネ​​姊​​を​キ​​來​​なば​サ​​避​​けて​アタ​​與​​へんか、​ナンヂ​​汝​​（明譯​アヘテ​​肯​​​ヲ​​將​​㆓​ナンヂノクラヰ​​你位子​​㆒​ユヅリアタフルカ​​讓與麼​​）」と​イ​​云​​へり。​エスゲン カトン​​也速干 合屯​​[150]​イ​​言​​はく「​カガン​​可罕​​ ​オンシ​​恩賜​​せば、​アネ​​姊​​を​タヾ​​只​​ ​ミ​​見​​ば、​アネ​​姊​​を​サ​​避​​けん」と​イ​​云​​へり。この​コトバ​​言​​により、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​ミコト​​勅​​を​ツタ​​傳​​へて​タヅ​​尋​​ねさせたれば、​メアハ​​妻​​されたる​ムコ​​壻​​と​トモ​​共​​に​ハヤシ​​林​​に​イ​​入​​りて​ユ​​行​​けるに、​ワレラ​​我等​​の​イクサビト​​軍士​​ども​ア​​遇​​ひき。​カレ​​彼​​の​ヲツト​​夫​​は​ハシ​​走​​りき。​エスイ カトン​​也遂 合屯​​（元史 后妃表​エス クワウゴウ​​也速 皇后​​）をそこに​ト​​取​​り​キ​​來​​ぬ。​エスゲン カトン​​也速干 合屯​​は、​アネ​​姊​​を​ミ​​見​​ると、​サキ​​先​​に​イ​​言​​へる​コトバ​​言​​に​シタガ​​遵​​ひ、​タ​​起​​ちて​スワ​​坐​​れる​クラヰ​​位​​に​ス​​坐​​ゑて、その​オノレ​​己​​は​シタ​​下​​に​スワ​​坐​​れり。​エスゲン カトン​​也速干 合屯​​の​コトバ​​言​​に​ナラ​​倣​​ひて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​コヽロ​​情​​を​イ​​入​​れて​エスイ カトン​​也遂 合屯​​を​ト​​取​​りて​レツイ​​列位​​に​ス​​坐​​ゑたり。
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​エスイ カトン​​也遂 合屯​​の​ムコ​​壻​​の殺︀され

　​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​へ​ヲ​​畢​​へて、​ヒトヒ​​一日​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ソト​​外​​に​スワ​​坐​​りて​サケ​​酒​​ ​ノ​​飮​​み​ア​​合​​ふに、​エスイ カトン​​也遂 合屯​​、​エスゲン カトン​​也速干 合屯​​ ​フタリ​​二女​​の​アヒダ​​閒​​に​スワ​​坐​​りて​サケ​​酒​​ ​ノ​​飮​​み​ア​​合​​ひ​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​エスイ カトン​​也遂 合屯​​ ​オホイ​​大​​に​ナゲ​​歎​​きたり。そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​コヽロ​​心​​に​オモ​​想​​ひて（明譯​ギワクシテ​​疑惑了​​）、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ムカリ​​木合里​​ ​ラ​​等​​ ​クワンニン ドモ​​官人 眾​​を​ヨ​​喚​​びて​コ​​來​​させて​イ​​言​​はく「​ナンヂラ​​汝等​​、​コ​​此​​の​タヾ​​只​​ ​アツマ​​聚​​れる​ヒト​​人​​ ​スベ​​都︀​​てにて​ブラク​​部落​​ ​ブラク​​部落​​に​タ​​立​​て。​オノレ​​己​​より​コト​​別​​なる​ブラク​​部落​​の​ヒト​​人​​を​ベツ​​別​​に​ハナ​​離​​れしめよ」と​ミコト​​勅​​ありき。かく​ブラク​​部落​​ ​ブラク​​部落​​に​タ​​立​​ちたれば、​ヒトリ​​一人​​の​トシワカ​​年少​​き​ヨ​​善​​き​サワヤ​​爽​​かなる​ヒト​​人​​、​ブラク​​部落​​どもより​ベツ​​別​​に​タ​​立​​てり。「​ナンヂ​​汝​​は​ナニビト​​何人​​なるか」と​イ​​云​​へば、その​ヒト​​人​​ ​イ​​言​​はく「​タタル​​塔塔兒​​の​エケ チエレン​​也客 扯嗹​​の​エスイ​​也遂​​と​イ​​云​​ふ​ムスメ​​女​​を​アタ​​與​​へられたる​ムコビト​​壻人​​なりき、​ワレ​​我​​。​テキ​​敵​​に​トラ​​虜︀​​へらるゝ​トキ​​時​​、​ハク​​伯​​れて​ノガ​​逃​​れて​ユ​​行​​きて、​イマ​​今​​ ​シヅマ​​鎭​​れるぞとて​キ​​來​​て、あまたの​ヒト​​人​​の​ナカ​​中​​ ​ナン​​何​​ぞ​ミト​​認​​められんと​イ​​云​​ひ[151]て​ユ​​行​​きけり」と​イ​​云​​へり。この​コトバ​​言​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マウ​​奏​​したれば、​ミコト​​勅​​あり「​タヾ​​只​​ ​マタ​​又​​ ​テキ​​敵​​せんと​オモ​​思​​ひて​ヌスビト​​劫賊​​となりて​ユ​​行​​きけり。​イマ​​今​​ ​ナニ​​何​​を​ウカヾ​​窺​​ひにか​キ​​來​​し。​カレ​​彼​​が​ゴト​​如​​き​モノ​​者︀​​どもは、​シヤカツ​​車轄​​に​クラ​​比​​べたり。​ナニ​​何​​ぞ​ウタガ​​疑​​はん。​メ​​目​​の​カゲ​​背處​​（目に見えぬ處）に​ス​​棄​​てよ」と​イ​​云​​へり。​ツイ​​尋​​で​キ​​斬​​らしめたり。
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​ワンカン​​王罕​​の​メルキト​​篾兒乞惕​​ 征伐

　その​イヌ​​狗​​の​トシ​​年​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​（「の」は、原文に「を」なる宜と誤れり。）​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​したる​トキ​​時​​、​ワンカン​​王罕​​は、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​して、​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​を​バルクヂン トクム​​巴兒忽眞 脫窟木​​（親征錄 元史​バルフヂン ノ ハサマ​​巴兒忽眞 之 隘​​、卷一の闊勒 巴兒忽眞 脫古木）に​オ​​逐​​ひて、​トクトア​​脫黑脫阿​​の​オホイコ​​大子​​ ​トグス ベキ​​脫古思 別乞​​（親征錄​トクス ベギ​​土居思 別吉​​）を​コロ​​殺︀​​して、​トクトア​​脫黑脫阿​​の​クトクタイ​​忽禿黑台​​ ​チヤアルン​​察阿㖮​​ ​フタリ​​二女​​なる​カレ​​彼​​の​ムスメ​​女​​ども、（親征錄​フドタイ​​忽都︀台​​ ​チヤルフン​​察勒渾​​ ​ニハトン​​二哈敦​​。女の名を合屯の名と誤れり。）​カレ​​彼​​の​キサキ​​妃​​どもを​ト​​取​​りて、​クト​​忽圖​​、​チラウン​​赤剌溫​​（親征錄​ホド​​和都︀​​、​チラウン​​赤剌溫​​）​フタリ​​二人​​なる​カレ​​彼​​の​コ​​子​​どもを​タミ​​民​​ごめに​トラ​​虜︀​​へて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ナニ​​何​​も​アタ​​與​​へざりき。
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​チンギス カン​​成吉思 汗​​ ​ワンカン​​王罕​​の​ナイマン​​乃蠻​​ 征伐

　その​ノチ​​後​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​フタリ​​二人​​、​ナイマン​​乃蠻​​の​グチユグト​​古出古惕​​（乃蠻の分部の名、卷四の古出兀惕 乃蠻）の​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​して、​ウルクタク​​兀魯黑塔黑​​（親征錄​ウルタ ザン​​兀魯塔 山​​）の​ソゴク ウスン​​鎖豁黑 兀孫​​（鎖豁黑の水。親征錄​シヨカ ガハ​​莎合 水​​、今の科布多 河の上流なる索果克 河）に​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​りて、​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​は​タイヂン​​對陣​​する​アタ​​能​​はずして、​アルタイ ザン​​阿勒台 山​​（今の科布多 城の西南なる阿爾泰の東南幹山）を​コ​​越​​え​ウゴ​​動​​きたり。​ソゴク ガハ​​鎖豁黑 水​​より​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​を​オソ​​襲​​ひて、​アルタイ ザン​​阿勒台 山​​を​コ​​越​​えさせ、​クムセンギル​​忽木升吉兒​​[152]の​ウロング ガハ​​兀嚨古 河​​（劉郁の西使記の龍骨 河、西域 水道記の烏隆︀古 河）に​シタガ​​沿​​ひ​オ​​追​​ひて​ユ​​行​​く時、​エデ トブルク​​也廸 土卜魯黑​​（親征錄 元史​エデ トボル​​也的 脫孛魯​​）と​イ​​云​​ふ​カレラ​​彼等​​の​クワンニン​​官人​​ ​モノミ​​斥候​​に​ユ​​行​​きて、​ワレラ​​我等​​の​モノミ​​斥候​​に​オ​​追​​はれて、​ヤマ​​山​​の​ウヘ​​上​​に​ハシ​​走​​らんとし、​ハラオビ​​肚帶​​を​タ​​斷​​たれて、そこに​トラ​​拏​​へられき。​ウロング ガハ​​兀嚨古 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​オ​​追​​ひて、​キシルバシ ナウル​​乞失勒巴失 納兀兒​​（乞失勒巴失の湖、親征錄 元史​ヘシンバシ ノ ノ​​黑辛八石 之 野​​西使記の乞則里八寺、水道 提綱の奇薩爾巴思 鄂模、西域 水道記の噶勒札爾巴什 淖爾、また赫色勒巴什 淖爾）に​ハ​​馳​​せ​イタ​​到​​りて、​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​をそこに​キハ​​窮​​めたり。
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​ワンカン​​王罕​​の​コヽロガハ​​心變​​り

　そこより​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​フタリ​​二人​​ ​カヘ​​回​​りて​ク​​來​​る​トキ​​時​​、​ナイマン​​乃蠻​​ の​タヽカ​​戰​​ふ（善く戰ふ）​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​（親征錄 元史​コクセウ サバラ​​曲薛吾 撒八剌​​）は、​バイダラク ベルチル​​巴亦荅喇黑 別勒赤兒​​に（巴亦荅喇黑の汭 卽ち落合。親征錄​バイダラ ベンヂル ノ ノ​​拜荅剌 邊只兒 之 野​​。水道 提綱、貝德勒克 河の庫冷 白兒齊爾。蒙古 遊牧記、拜達里克 河の庫倫 伯勒齊爾。この伯勒齊爾は、拜達里克 河と査克 河との落合なり。）​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​タヽカ​​戰​​はんとしけり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​フタリ​​二人​​は、​タヽカ​​戰​​はんとて​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​イタ​​到​​りて、​ユフグレ​​夕暮​​になられて、​アシタ​​朝​​に​タヽカ​​戰​​はんとて​ヂンレツ​​陣列​​にて​ヤド​​宿​​れり。そこに​ワンカン​​王罕​​その​ヂンシヨ​​陣處​​に​ヒ​​火​​を​タ​​燒​​かせて、​ヨル​​夜​​ ​スナハ​​便​​ち​カラ セウル ガハ​​合喇 薛兀勒 河​​に（親征錄​ハ セウリ ガハ​​哈 薛兀里 河​​。哈の下、剌の字脫ちたり。）​サカノボ​​泝​​りて​ウゴ​​動​​きけり。
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​ヂヤムカ​​札木合​​の​ザンゲン​​讒言​​

　そこに​ヂヤムカ​​札木合​​は（闊亦田の戰に敗れ、額兒古捏 河にて王罕に降りてより、王罕の伴となりて居たれば、）​ワンカン​​王罕​​と​トモ​​共​​に​ウゴ​​動​​き​ア​​合​​ひて​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​ワンカン​​王罕​​に​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​へらく「​テムヂン​​帖木眞​​なる​ワ​​我​​が​アンダ​​安荅​​は、​サキ​​先​​より​ナイマン​​乃蠻​​の​トコロ​​處​​に​シヘイ​​使聘​​ありき。​イマ​​今​​は​コ​​來​​ず。​カン​​罕​​、​カン​​罕​​。​ヲ​​居​​阿忽​る​ハクレイジヤク​​白翎雀​​にて​ワレ​​我​​はあるぞ。​ワタ​​渡​​阿只剌忽​る​コクテンジヤク​​吿天雀​​[153]にて​ワ​​我​​が​アンダ​​安荅​​はあり。​ナイマン​​乃蠻​​に​ユ​​往​​きしぞ。​トウ​​投​​ぜんとして​オク​​後​​れたり」と​イ​​云​​ひき。（親征錄​トキニ​​時​​​ヂヤムカ​​札木合​​​アリ​​在​​㆓​バクカニ​​幕下​​㆒、​ヒ​​日​​​イデヽ​​出​​、​ノゾミ​​望​​㆘​ミ​​見​​​ワン​​汪​​​カガン​​可汗​​​タツル​​立​​㆓​キシヲ​​旗幟​​㆒​アラザルヲ​​非​​㆗​モトノトコロニ​​舊處​​㆖、​ハセユキ​​馳往​​​トヒテ​​問​​㆑​コレニ​​之​​​イハク​​曰​​「​ワウ​​王​​​チシツセリヤ​​知悉​​​イナヤ​​否​​。​ワガ​​我​​​コンテイハ​​昆弟​​、​ゴトク​​如​​㆓​ヤテウノ​​野鳥​​​ヨルガ​​依​​㆒㆑​ヒトニ​​人​​、​ツヒニハカナラズトビサラン​​終必飛去​​。​ワレハ​​余​​​ゴトシ​​若​​㆓​ハクレイジヤクノ​​白翎鵲​​㆒也。​セイ​​棲​​㆓​ソクシ​​息​​​マクノウヘニ​​幕上​​㆒、​ナンゾアヘテサランヤ​​寧肯去乎​​。​ワレカツテ​​我嘗​​​イヘリ​​言​​㆑​コレヲ​​之​​矣。」元史 本紀​ヂヤムカ​​札木合​​​マウシテ​​言​​㆓於​ワンハンニ​​汪罕​​㆒​イハク​​曰​​「​ワレハ​​我​​​ニ​​於​​㆑​キミ​​君​​​ナリ​​是​​㆓​ハクレイジヤク​​白翎雀​​㆒、​タニンハ​​他人​​​ナル​​是​​㆓​カウガン​​鴻雁​​㆒​ノミ​​耳​​。​ハクレイジヤク​​白翎雀​​、​カンシヨ​​寒暑︀​​​ツネニ​​常​​​アリ​​在​​㆓​キタノカタニ​​北方​​㆒。​カウガンハ​​鴻雁​​​アハヾ​​遇​​㆑​カンニ​​寒​​、則​ミナミニトビ​​南飛​​​ツカン​​就​​㆑​ダンニ​​暖​​​ノミ​​耳​​。」





​ハクレイジヤク​​白翎雀​​と​コクテンジヤク​​吿天雀​​

​コヽロハ​​意​​​イヘル​​謂​​㆓​テイノコヽロ​​帝心​​​ズト​​不​​㆒㆑​ベカラ​​可​​㆑​タモツナリ​​保也​​。白翎雀は、豪語​カユルガナ​​合余嚕合納​​、明譯 白翎雀兒、訶渥兒斯の重譯 雪鳥。搠米惕の字書​カイラガナ​​孩喇合納​​、鷗と譯し、果勒思屯思奇の字書​カイルガナ​​孩兒合納​​、海︀鷗と譯せり。今 元史に從へり。輟耕錄 卷の二十に「白翎雀、生㆓於烏桓朔漠之地㆒、雌雄和鳴、自得㆓其樂㆒」とあり。吿天雀は、蒙語​ビルドウル​​必勒都︀兀兒​​、明譯 吿天雀兒、訶渥兒斯の重譯 野鵞 卽ち雁類︀、洪鈞の重譯 寒暑︀ 異棲 之 鳥、明の茅元儀の武備志なる韃靼 方言に叫天兒を賓︀堵兒と云ふとある賓︀堵兒は、卽ち必勒都︀兀兒なり。爾雅の釋鳥に「鷚、天鷦。」その郭注に「大如㆓鷃雀㆒、色似㆑鶉、好高飛作㆑聲。江東呼爲㆓天鷚㆒。」正字通に「鷚、俗呼㆓吿天鳥㆒。其鳴如㆑龠、形醜善鳴、聲高多㆑韻。」至順 鎭江府志に「噪天、又名㆓吿天㆒、似㆑雀而稍大。愈鳴、則飛愈高。力乏、則自㆑空投㆑地、伏㆓於草中㆒。」方濬頣の夢園 叢說に「叫天子、栖㆓海︀濱叢草之中㆒。遇㆓天中晴︀朗︀㆒、飛鳴直上㆓雲霄㆒、連緜不㆑已。翻㆑身而下、終朝若㆑是。」吿天雀も叫天兒も天鸙も天鷚も噪天も吿天も叫天子も、みな鷚の異名にして、我がひばり卽ち雲雀なり。元史の鴻鴈 訶渥兒斯の雁類︀にても文義は通ずれども、原語の意とは異なり。）​ヂヤムカ​​札木合​​のこの​コトバ​​言​​につき、​ウブチクタイ​​兀卜赤黑台​​（喇失惕の集史​ウブチル​​兀卜赤兒​​、紅果の名。古𡂰 顏 赤きが故に號とせりと云ふ。）​グリン バアトル​​古𡂰 巴阿禿兒​​（親征錄​グリン バード​​曲憐 拔都︀​​）​イ​​言​​はく「​ヘツラ​​諂​​ひて​ナン​​何​​ぞ​カ​​彼​​の​ヨ​​善​​き​アニオトヽ​​兄弟​​を​ザン​​讒​​し​イ​​言​​へる」と​イ​​云​​へり。
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​チンギス カン​​成吉思 汗​​の離れ還り

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​ヨル​​夜​​はすぐ​ソコ​​其處​​に​ヤド​​宿​​りて、​タヽカ​​戰​​はんとて​アス​​明日​​の​アサヒ​​朝日​​ ​ア​​明​​けて​ワンカン​​王罕​​の​ヂンシヨ​​陣處​​を​ミ​​見​​れば、​ナ​​無​​くなられて、「​コレラ​​此等​​は、​ワレラ​​我等​​を​ヤキメシ​​燒飯︀​​しけり（明譯​カレハ​​他​​​ヲ​​將​​㆑​ワレ​​我​​​ナシテ​​做​​㆓​ヤキメシノゴトク​​燒飯︀般​​㆒​ステタリ​​撇了​​。喇失惕の史には、我 今 火坑の中に在るを王李 棄てたり。親征錄には此輩無㆓乃異志㆒乎）」と​イ​​云​​ひて、そこより[154]​チンギス カガン​​成吉思 可罕​​は​ウゴ​​動​​きて、​エデル アルタイ​​額迭兒 阿勒台​​の​カハマタ​​汭​​（卽ち落合）にて​ワタ​​渡​​りて（親征錄​エデル アンタイ ガハ​​也迭而 案臺 河​​。この河の名は、阿爾泰 山の東北幹山なる唐努 嶺の東麓より出づる伊第爾 河 また額德爾 河に同じく、その河股は、額德爾 河と齊拉圖 河との落合を指せるに似たり。されども色楞格 河の上流の地は、この時 乃蠻の塔陽 罕に屬して、その勢 未だ衰へざれば、蒙古の兵そこを通るに由なし。又その地は、拜達里克 河の河股の北 三度ほどにあれば、拜達里克 河より土拉 河の方に向はんとする時、道を曲げてそこを通るべき筈なし。されば名の同じきは偶然の事にして、成吉思 汗の渡れる河は、他の處にあるべし。）その​ウゴ​​動​​きたるに​ヨ​​依​​り​ウゴ​​動​​きて、​サアリ ケエル​​撒阿哩 客額兒​​〈［＃ルビの「サアリ ケエル」は底本では「サアリ エケル」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉に​ゲバ​​下馬​​せり。（親征錄​サリ セン​​撒里 川​​。客額兒は原にて、川も河を中にせる原なり。元史に薩里 河と書きたるは、非なり。） それより​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​カツサル​​合撒兒​​ ​フタリ​​二人​​は、​ナイマン​​乃蠻​​の​タイガイ​​大槩​​を​ミ​​視︀​​て​ヒト​​人​​と​カゾ​​算​​へざりき。
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​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​に​ワンカン​​王罕​​の襲はれ

　​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​は、​ワンカン​​王罕​​の​シリヘ​​後​​より​オソ​​襲​​ひて、​サングン​​桑昆​​の​ツマコ​​妻子​​ ​ジンミン​​人民​​を​ヂウグ​​住具​​ごめに​トラ​​虜︀​​へて​ヒキ​​率​​ゐて、​ワンカン​​王罕​​の​テレゲト アマサル​​帖列格禿 阿馬撒兒​​（帖列格禿の口）にある​イツパン​​一半​​の​ジンミン​​人民​​ ​バグン​​馬羣​​ ​リヤウシヨク​​糧食​​を​トラ​​虜︀​​へて​ヒキ​​率​​ゐて​カヘ​​回​​りき。（帖列格禿の口は、卷四なる撒察 泰出の拏へられたる處と名同じ。されども彼の地は、蒙古の南に在り、此の地は、客咧亦惕の西に在れば、同名の異地なるべし。すべて蒙古 地方には、同名の地 甚だ多し。帖列格禿の口も、この二處に限らず。露西亞の地圖に、科布多 城の西に帖列克特 山あり。その山の北に帖列克特 山口と云ふ所あり。これも阿馬撒兒なるべし。されどもその地は、古出兀惕 乃蠻の腹地に在りて、客咧亦惕の民の居るべき所に非ざれば、本文なる隘口は、今 考ふべからず。）その​タヽカヒ​​戰​​の​ウチ​​中​​に、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア​​脫黑脫阿​​の​クト​​忽圖​​ ​チラウン​​赤剌溫​​なる​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​そこに​ヲ​​居​​り、その​タミ​​民​​を​ヒキ​​率​​ゐて​ハナ​​離​​れて、その​チヽ​​父​​に​ア​​合​​はんと、​セレンゲ ガハ​​薛涼格 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​ウゴ​​動​​きけり。
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​ワンカン​​王罕​​ ​サングン​​桑昆​​を救へる​シケツ​​四傑​​

　​コクセグ サブラク​​可克薛古 撒卜喇黑​​（前の可克薛兀 撒卜喇黑）に​カス​​掠​​められて、​ワンカン​​王罕​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​りき。​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​るに「​ナイマン​​乃蠻​​に​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​を​ツマコ​​妻子​​を​トラ​​虜︀​​へられたり、​ワレ​​我​​。​コ​​子​​[なる​ナンヂ​​汝​​]より​ナンヂ​​汝​​の[155]​ドルベン クルウト​​朶兒邊 曲魯兀惕​​を（四つの駿良。元史 兵志また木華黎の傳に「掇里班 曲律、猶㆑言㆓四傑㆒也。」とあり。）​モト​​求​​めて​ヤ​​遣​​りぬ、​ワレ​​我​​。​ワ​​我​​が​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​を​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へよ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、そこに​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ムカリ​​木合里​​（卷三の模合里〈［＃「卷三の模合里」はママ。実際は卷四が初出］〉）、​ボロクル​​孛囉忽勒​​（卷三の孛囉兀勒。〈［＃「卷三の孛囉兀勒」はママ。実際は卷四が初出］〉）、​チラウン バアトル​​赤剌溫 巴阿禿兒​​（卷二の赤老溫。親征錄​ボオルチユ ノヤン​​博爾朮 那顏​​、​ムホアリ コクワウ​​木華黎 國王​​、​ボロフン ノヤン​​博羅渾 那顏​​、​チラウン バード​​赤老溫 拔都︀​​）この​シケツ​​四傑​​を​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​ヤ​​遣​​りぬ。この​シケツ​​四傑​​を​イタ​​到​​らする​マヘ​​前​​に、​クラアンクト​​忽剌安忽惕​​（親征錄​フラカ ザン​​忽剌河 山​​）にて​サングン​​桑昆​​は​タイヂン​​對陣​​となり、その​ウマ​​馬​​ ​モヽ​​腿​​を​イ​​射​​られて​トラ​​捕​​へられんとして​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​へ、この​シケツ​​四傑​​ ​イタ​​到​​りて​スク​​救​​ひて、​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​ ​ツマコ​​妻子​​ ​スベ​​都︀​​てを​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へたり。





​ワンカン​​王罕​​の感謝

そこに​ワンカン​​王罕​​ ​イ​​言​​はく「​サキ​​曩​​に​カレ​​彼​​の​ヨ​​善​​き​チヽ​​父​​にかくの​ゴト​​如​​く​サ​​去​​り​ヲ​​畢​​へたる​ブシウ​​部眾​​を​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へられき。​イマ​​今​​ ​マタ​​又​​その​コ​​子​​に​サ​​去​​り​ヲ​​畢​​へたる​ワ​​我​​が​ブシウ​​部眾​​を​シケツ​​四傑​​に​キ​​來​​て​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へられたり。​オン​​恩​​を​カヘ​​報​​さんことを​アマツカミ​​皇天​​ ​クニツカミ​​后土​​の​イウゴ​​祐︀護​​ ​シロ​​知​​しめせ」と​イ​​云​​へり。
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​ワンカン​​王罕​​ ​チンギス カン​​成吉思 汗​​の父子の盟約

　​マタ​​又​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​イ​​言​​はく「​エスガイ バアトル​​也速該 巴阿禿兒​​なる​ワ​​我​​が​アンダ​​安荅​​は、​サ​​去​​りたる​ワ​​我​​が​ブシウ​​部眾​​を​ヒト​​一​​たび​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へたり。​テムヂン​​帖木眞​​ ​コ​​子​​は、​マタ​​又​​ ​サ​​去​​りたる​ワ​​我​​が​ブシウ​​部眾​​を​スク​​救​​ひて與へたり。この​オヤコ​​父子​​ ​フタリ​​二人​​、​サ​​去​​り​ヲ​​畢​​へたる​ブシウ​​部眾​​を​ワレ​​我​​に​ヲサ​​收​​めて​アタ​​與​​へたるは、​タレ​​誰​​が​マヘ​​前​​に（誰が爲に）​ヲサ​​收​​めて​アタ​​與​​へんと​ホネヲ​​骨折​​りたらん。​ワレ​​我​​も​イマ​​今​​ ​オ​​老​​斡脫勒​いたり。​ワレ​​我​​ ​オ​​老​​斡脫勒​いて​タカ​​高​​溫都︀惕​き​トコロ​​處​​（天）に​ノボ​​上​​らば。​フ​​古​​合兀赤惕​りたり、​ワレ​​我​​。​フ​​古​​合兀赤惕​りて​サンガイ​​山崖​​合勒都︀惕​（墓地）に​ノボ​​上​​らば、​アマネ​​普​​合木黑​き​ブシウ​​部眾​​を​タレ​​誰​​虔​か​ウシハ​​管​​かん。​ワ​​我​​が​オトヽ​​弟​​どもは、​トクカウ​​德行​​[156]​ナ​​無​​くあり、​ワ​​我​​が​ヒトリコ​​獨子​​、​ナ​​無​​きが​ゴト​​如​​き​サングン​​桑昆​​ ​ヒトリ​​獨​​あり。​テムヂン​​帖木眞​​ ​コ​​子​​を​サングン​​桑昆​​の​アニ​​兄​​となして、​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​あるとなりて、​ヤスラ​​休​​はん」と​イ​​云​​ひて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​と、​ワンカン​​王罕​​は​トウラ​​土兀剌​​の​カラトン​​合喇屯​​（親征錄、土兀剌 河 上 黑林 閒）に​クワイ​​會​​して、​オヤコ​​父子​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたり。​オヤコ​​父子​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へる​コトノモト​​理由​​は、​サキ​​先​​に​サキ​​前​​の​ヒ​​日​​ ​エスガイ カン エチゲ​​也速該 罕 額赤格​​と、​ワンカン​​王罕​​は​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたる​エンコ​​緣故​​にて、​チヽ​​父​​の​ゴト​​如​​しと​イ​​云​​ひて、​オヤコ​​父子​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたる​コトノモト​​理由​​かくあり。





盟約の​コトバ​​辭​​

​コトバ​​言​​（誓の辭）を​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へらく「​オホ​​多​​斡欒​き​テキ​​敵​​の​トコロ​​處​​に​ハシ​​奔​​哈兀魯㖮​るには、​トモ​​共​​に​ヒト​​一​​つに​ハシ​​奔​​哈兀魯牙​らん。​ノ​​野​​斡囉阿​の​ケダモノ​​獸​​の​トコロ​​處​​に​マキガリ​​圍獵​​阿巴剌㖮​するには、​ヒト​​一​​つに​トモ​​共​​に​マキガリ​​圍獵​​阿巴剌牙​せん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​フタリ​​二人​​ ​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へらく「​ワレラ​​我等​​ ​フタリ​​二人​​を妬みて、​キバ​​牙​​速都︀​ある​ヘビ​​蛇​​に​ソヾノカ​​唆​​雪都︀兒帖​〈［＃ルビの「ソヾノカ」はママ。昭和18年復刻版も同じ。以後の同じルビ「ソヾノカ」はすべてママ］〉されば。[​カレ​​彼​​の]​ソヾノカ​​唆​​雪都︀兒堅​しに​ナ​​勿​​ ​イ​​入​​りそ。​キバ​​牙​​速都︀額兒​にて​クチ​​口​​にて​イ​​言​​ひ​ア​​合​​ひて​シン​​信​​ぜん。​オホキ​​大牙​​阿喇阿​ある​ヘビ​​蛇​​に​リカン​​離閒​​阿荅兒荅​せられば、​カレ​​彼​​の​リカン​​離閒​​阿荅兒罕​を​ナ​​勿​​ ​ト​​取​​阿不勒察​り​ア​​合​​ひそ。​クチ​​口​​阿馬阿兒​にて​シタ​​舌​​にて​アカ​​證​​し​ア​​合​​ひて​シン​​信​​ぜん」と​イ​​云​​ひ、かく​コトバ​​言​​を​キ​​極​​め​ア​​合​​ひて、​シタシ​​親​​みて​ス​​住​​み​ア​​合​​へり。
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婣談の不協

　​シタ​​親​​しき​ウヘ​​上​​に​カサ​​重​​ねて​シタ​​親​​しくならんと​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​オモ​​思​​ひて、​ヂユチ​​拙赤​​（成吉思 汗の長子。親征錄 元史​チユチ​​朮赤​​）に​サングン​​桑昆​​の​イモト​​妹​​ ​チヤウル ベキ​​察兀兒 別乞​​（親征錄 元史 ​チヤウル ベキ​​抄兒 伯姫​​）を​モト​​索​​むるに、​サングン​​桑昆​​の​コ​​子​​ ​トサカ​​禿撒合​​に（親征錄、汪 可汗 之 孫 禿撒合。元史は、孫を子と誤れり。）​ワレラ​​我等​​の​ゴヂン ベキ​​豁眞 別乞​​（親征錄 元史​ホアヂン ベキ​​火阿眞 伯姫​​。元史 公主表、太祖︀ 女 昌國 大長公主 火臣 別吉）を​カ​​換​​ひ​ア​​合​​いて​アタ​​與​​へんとて​モト​​索​​むれば、そこに​サングン​​桑昆​​は​オノレ​​己​​を​オホ​​大​​きく​オモ​​思​​ひて​イ​​言​​はく「​ワレラ​​我等​​の​シンゾク​​親屬​​、​カレラ​​彼等​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​往​​かば、[157]​モンゴ​​門後​​に​タ​​立​​ちて​モツパラ​​專​​に​シヤウメン​​正面​​を​ノゾ​​望​​むなり。（明譯​ワレラノ ムスメ​​俺的 女子​​ ​イタラ​​到​​㆓​カレノイヘニ​​他家​​㆒​バ​​呵​​、​センイチモンゴニ​​專一門後​​ ​ムカヒ​​向​​㆑​キタニ​​北​​​タヽン​​立​​㆑​チニ​​地​​。卑辱なるを云ふ。）​カレラ​​彼等​​の​シンゾク​​親屬​​、​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​コ​​來​​ば、​シヤンメン​​正面​​に​スワ​​坐​​りて​モンゴ​​門後​​を​ノゾ​​望​​むなり（明譯​カレノムスメ​​他的女子​​​イタラ​​到​​㆓​ワレラノイヘニ​​俺家​​㆒​バ​​呵​​、​シヤウメンニ​​正面​​​ムカヒ​​向​​㆑​ミナミニスワラン​​南坐​​。尊榮なるを云ふ。）」とて、​オノレ​​己​​を​オホ​​大​​きく​オモ​​思​​ひて、​ワレラ​​我等​​を​ミクダ​​見下​​し​イ​​言​​ひて​チヤウル ベキ​​察兀兒 別乞​​を​アタ​​與​​へず、​シタシ​​親​​まざりき。その​コトバ​​言​​にて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​コヽロ​​心​​の​ウチ​​內​​に​ワンカン​​王罕​​、​ニルカ サングン​​你勒合 桑昆​​（桑昆の全名なり。親征錄​イラカ セングン​​亦剌合 鮮昆​​）​フタリ​​二人​​に​コヽロ​​心​​ ​オク​​後​​れけり。（心 進まず協はざるを云ふ。）
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​ヂヤムカ​​札木合​​ 等の協議 ​ザンゲン​​讒言​​

　かく​コヽロ​​心​​ ​オク​​後​​れたるを​ヂヤムカ​​札木合​​ ​サト​​覺​​りて、​ヰ​​猪︀​​の​トシ​​年​​（我が 建仁 三年 癸亥、金の泰和 三年、宋の嘉泰 三年、西紀 一二三〇年、成吉思汗 四十二歲の時）の​ハル​​春​​、​ヂヤムカ​​札木合​​、​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​、​カルダキダイ​​合兒荅乞歹​​、​エブゲヂン​​額不格眞​​、​ノヤキン​​那牙勤​​、（合兒荅乞歹 以下 三名は、明譯に皆 種族の名とせり。那牙勤 氏は、篾年 土敦の子 合臣の裔なり。）​シエゲエタイ​​雪格額台​​、​トオリル​​脫斡哩勒​​、（親征錄​トーリン​​脫憐​​、成吉思 汗の祖︀先の家奴の裔なり。卷六に見ゆ。）​ガチウン ベキ​​合赤溫 別乞​​、（成吉思 汗の弟なる合赤溫と異なり。）​カレラ​​彼等​​ ​トモ​​共​​に​ヒト​​一​​つの​ケフギ​​協議​​をなして、​タ​​起​​ちて​ユ​​往​​きて、​ヂエヂエエル ウンドル​​者︀者︀額兒 溫都︀兒​​（者︀者︀額兒の高地。親征錄​チエチエル ウンド ザン​​徹徹兒 運都︀ 山​​、元史 折折 運都︀山。明史 韃靼の傳なる徹徹兒 山、水道 提綱 哈納哈達 山の東北なる徹徹 山に音は似たれども、いかゞあらん。）の​カゲ​​陰​​に​ベレケ エレト​​別兒客 額列惕​​（困難︀なる沙漠。親征錄​ベリケ サダ​​別里怯 沙陀​​）に​ニルカ サングン​​你勒合 桑昆​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​往​​きて、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​ザン​​讒​​して​イ​​言​​はく「​テムヂン​​帖木眞​​なる​ワ​​我​​が​アンダ​​安荅​​は、​ナイマン​​乃蠻​​の​タヤン カン​​塔陽 罕​​（不亦嚕黑 罕の兄。親征錄​タヤン カガン​​太陽 可汗​​、元史 太陽 罕）の、​トコロ​​處​​に​デンゴン​​傳言​​あり​ツカヒ​​使​​あるなり。​カレ​​彼​​の​クチ​​口​​阿蠻​には​オヤコ​​父子​​と​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​り、​カレ​​彼​​の​セイカウ​​性行​​阿不里​は​ベツ​​別​​なり。​イシン​​倚信​​して​ヲ​​居​​るなリ、​ナンヂラ​​汝等​​。​マヅ​​先​​ ​ハカ​​圖​​らずば、​ナンヂラ​​汝等​​に​ナニ​​何​​ぞ​シタガ​​從​​はん。​テムヂン​​帖木眞​​ ​アンダ​​安荅​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​せば、​ワレ​​我​​は​ヨコ​​橫​​より​イ​​入​​り​ア​​合​​はん」と​イ​​云​​ひき。​アルタン​​阿勒壇​​、[158]​クチヤル​​忽察兒​​ ​フタリ​​二人​​ ​イ​​言​​はく「​ワレラ​​我等​​は、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​の​コ​​子​​を、​アニ​​兄​​阿合​をば​コロ​​殺︀​​阿剌​して、​オトヽ​​弟​​迭兀​をば​ス​​棄​​帖卜赤​てて​アタ​​與​​へん」と​イ​​云​​ひき。​エブゲヂン​​額不格眞​​、​ノヤキン​​那牙勤​​、​カルタアト​​合兒塔阿惕​​（前の合兒荅乞歹。乞と阿と何れか誤りあらん。）​イ​​言​​はく「​カレ​​彼​​の​テ​​手​​合兒​を​テト​​手取​​合兒荅​りて、​カレ​​彼​​の​アシ​​足​​闊勒​を​アシト​​足取​​闊勒迭​りて​アタ​​與​​へん」と​イ​​云​​ひき。​トオリル​​脫斡哩勒​​ ​イ​​言​​はく「​オモ​​思​​ふに、​ユ​​往​​きて​テムヂン​​帖木眞​​をその​ブシウ​​部眾​​を​ト​​取​​らん。​ブシウ​​部眾​​を​ト​​取​​られば、​ブシウ​​部眾​​ ​ナ​​無​​くならば、​ナニ​​何​​をかせん、​カレラ​​彼等​​」と​イ​​云​​ひき。​カチウン ベキ​​合赤溫 別乞​​ ​イ​​言​​はく「​ニルカ サングン​​你勒合 桑昆​​なる​コ​​子​​。​ナンヂ​​汝​​ ​ナニ​​何​​をか​オモ​​思​​はば、​ナガ​​長​​兀兒禿​き​コズヱ​​梢​​兀主兀兒​に​フカ​​深​​古訥​き​ソコ​​底​​希喇兀兒​に​イタ​​到​​古嚕勒扯速​り​ア​​合​​はん」と​イ​​云​​ひて、
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​サングン​​桑昆​​の繰言に迷へる​ワンカン​​王罕​​の優柔

　​コレラ​​此等​​の​コトバ​​言​​を​イ​​言​​はれて、​ニルカ サングン​​你勒合 桑昆​​は、​チヽ​​父​​に​ワンカン​​王罕​​に​カレラ​​彼等​​の​コトバ​​言​​を​サイカン トデエン​​撒亦罕 脫迭延​​（親征錄​サイカン トトゲン​​寨罕 脫脫干​​）もて​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​りき。​コレラ​​此等​​の​コトバ​​言​​を​イ​​言​​はれて、​ワンカン​​王罕​​ ​イハ​​言​​く「​ワ​​我​​が​コ​​子​​を​テムヂン​​帖木眞​​を​ナン​​何​​ぞかく​オモ​​思​​へる、​ナンヂラ​​汝等​​。​イマ​​今​​まで​セワ​​世話​​に​カレ​​彼​​より​ナ​​爲​​りて​ヰ​​居​​て、​イマ​​今​​ ​ワ​​我​​が​コ​​子​​をかく​ワロ​​惡​​く​オモ​​思​​はば、​アマツカミ​​上帝​​に​イツクシ​​愛​​まれざらん、​ワレラ​​我等​​。​ヂヤムカ​​札木合​​は、​ウロツキ​​走作​​の​コトバ​​言​​ある[​ヒト​​人​​]なりき。とやかくや（蒙語​ヂヨブウ タブウ​​勺不兀 塔不兀​​）​イ​​言​​ふなり（明譯​ヂヤムカ​​札木合​​ ​ノ​​的​​ ​ゲンゴハ​​言語​​、​キヤウタンニシテ​​誑誕​​​ズ​​不​​㆑​ベカラ​​可​​㆑​シンズ​​信​​。親征錄​ヂヤムカ​​札木合​​、​カウゲンニシテ​​巧言​​​スクナシ​​寡​​㆑​シン​​信​​​ヒト​​人​​​ナリ​​也​​。​ズ​​不​​㆑​タラ​​足​​㆑​シンズルニ​​信​​）」と​イ​​云​​ひて、​ヨロコ​​喜​​ばずして​ヤ​​遣​​りき。​マタ​​又​​ ​サングン​​桑昆​​ ​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るに「​クチ​​口​​あり​シタ​​舌​​ある​ヒト​​人​​ ​イ​​言​​ひ​ヲ​​居​​るに、​ナン​​何​​ぞ​シン​​信​​ぜられざらん」とて​クリカヘ​​繰返​​し​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​りて、​キ​​聽​​かれずして、​オノレ​​己​​ ​ミ​​身​​づから​ユ​​往​​きて​イハ​​言​​く「​カツ​​且​​ ​ナムチ​​爾​​がかくある​トキ​​時​​すら、​ワレラ​​我等​​を​ナニ​​何​​とも​ナ​​爲​​さざるなり（明譯​ナムチ​​你​​ ​イマ​​如今​​ ​マノアタリニアレドモ​​見存​​、​カレハワレラ​​他俺​​[159]​ヲ​​行​​ ​ズ​​不​​㆑​アテ​​當​​㆑​カズニ​​數​​）。​マコト​​誠​​に​マタ​​又​​ ​カン エチゲ​​罕 額赤格​​、​ナムチ​​爾​​を​シロ​​白​​察合阿納​く​ツ​​搶​​撒察阿速​かば、​クロ​​黑​​合喇荅​く​ムセ​​噎​​合合阿速​ばば（詞どほりに譯したれども、解し得ず。蓋 上の句は、病むを云ひ、下の句は、死ぬるを云ふならん。明譯には​モシ​​若​​ ​チヽオヤ​​父親​​ ​オイナバ​​老了呵​​）、​クルチヤクス ブイルク カン​​忽兒察忽思 不亦嚕黑 罕​​なる​ナムチ​​爾​​の​チヽ​​父​​の​シンク​​辛苦​​してかく​ヲサ​​收​​めて​ヰ​​居​​たる​ナムチ​​爾​​の​ブシウ​​部眾​​を​ワレラ​​我等​​に​ウシハ​​管​​かしめんや。​タレ​​誰​​にも​ナン​​何​​ぞ​ウシハ​​管​​かしめんや」と​イ​​云​​へり。その​イ​​言​​に​ワンカン​​王罕​​ ​イハ​​言​​く「​ワ​​我​​が​ワラハ​​童​​ ​ワ​​我​​が​コ​​子​​（桑昆）をいかんぞ​ス​​捨​​てん。​イマ​​今​​まで​セワ​​世話​​に​カレ​​彼​​より​ナ​​爲​​りて、​アシ​​惡​​く​オモ​​思​​はば、​ヨ​​善​​からんや。​アマツカミ​​上帝​​に​イツクシ​​愛​​まれざらん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひき。その​コトバ​​言​​に​カレ​​彼​​の​コ​​子​​ ​ニルカ サングン​​你勒合 桑昆​​は​ウレ​​憂​​へて、​カド​​門​​を​イ​​出​​でて​サ​​去​​りき。​カヘツ​​却​​てその​コ​​子​​ ​サングン​​桑昆​​の​コヽロ​​心​​を​アハレ​​憐​​みて、​ヨ​​喚​​びて​コ​​來​​させて、​ワンカン​​王罕​​ ​イハ​​言​​く「​アマツカミ​​上帝​​に、​ケダシ​​蓋​​ ​イツクシ​​愛​​まれん、​ワレラ​​我等​​。​コ​​子​​をいかんぞ​ス​​捨​​てんと​イ​​云​​へり。​ナンヂラ​​汝等​​ ​ヨ​​能​​く​タヾ​​但​​ ​トリハカ​​取計​​らへ。​ナンヂラ​​汝等​​ ​シ​​知​​れ（明譯​テン​​天​​ ​ケダシ​​莫不​​ ​ザラン​​不​​㆓​アイゴセ​​愛護​​㆒​ヤ​​麼​​。​コ​​兒子​​ ​ヲ​​行​​ ​ナンヂラヲ​​您​​ ​イカンゾ​​怎生​​ ​ベケン​​要​​㆓​スツ​​棄捨​​㆒。​ナンヂラ​​您​​ ​タヾ​​但​​ ​サリテ​​去​​ ​ナセ​​做​​㆘可㆔以​カチ​​勝​​㆓​ウ​​得​​​カレニ​​他​​㆒​ノコトヲ​​的事​​㆖。​ナンヂラミヅカラシルベシ​​您自知者︀​​）」と​イ​​云​​ひき。（元史 忠義 伯八の傳に、王罕を怯列王可汗と、桑昆を先髠と書けり。）












§168(05:45:07)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










だましうちの陰謀

　それより​サングン​​桑昆​​ ​イ​​言​​はく「​カレラ​​彼等​​こそは、​ワレラ​​我等​​の​チヤウル ベキ​​察兀兒 別乞​​を​モト​​索​​めたりけれ。​イマ​​今​​ ​キヨコン​​許婚​​の​アヘ​​饗​​（蒙語​ブウルヂヤル​​不兀勒札兒​​、元史​ブフンチヤル​​布渾察兒​​、原注に許親酒）を​ク​​喫​​ひに​コ​​來​​よとて、​ヒ​​日​​を​ヤク​​約​​して​ヨ​​喚​​びて​キ​​來​​させてそこに​トラ​​拏​​へん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて、​シカ​​然​​りとて​ケフギ​​協議​​を​キ​​極​​め​ア​​合​​ひて、「​チヤウル ベキ​​察兀兒 別乞​​を​アタ​​與​​へん。​キヨコン​​許婚​​の​アヘ​​饗​​を​ク​​喫​​ひに​キ​​來​​よ」とて​ヤ​​遣​​りぬ。​ヨ​​喚​​ばれて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​トタリ​​十人​​にて​ユ​​往​​くに、





​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​の​ケイコク​​警吿​​

​ミチ​​途​​にて​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​（親征錄​メリゲ​​蔑里哥​​、また​メリ エチケ​​蔑力 也赤可​​、伯八の傳 明里 也赤哥）の​イヘ​​家​​に[160]​ヤド​​宿​​れば、そこに​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​ ​イ​​言​​はく「​チヤウル ベキ​​察兀兒 別乞​​を​モト​​索​​むれば、​カレラ​​彼等​​こそは、​ワレラ​​我等​​を​ミクダ​​見下​​して​アタ​​與​​へざりけれ。​イマ​​今​​いかんぞ​コト​​特​​に​キヨコン​​許婚​​の​アヘ​​饗​​を​ク​​喫​​ひにとて​ヨ​​喚​​びし。​オノレ​​己​​を​オホ​​大​​きくなせる​ヒト​​人​​、​コト​​特​​に​イカン​​柰何​​ぞ​アタ​​與​​へんとて​ヨ​​喚​​びたりし。とやかくやの​コヽロ​​心​​あり。[​ワ​​我​​［ルビの＃「ワ」は底本では「ワガ」。昭和18年復刻版に倣い修正］が]​コ​​子​​ ​キ​​氣​​を​ツ​​附​​けて​ユ​​往​​くべし。「​ハル​​春​​になりぬ。​ワレラ​​我等​​の​バグン​​馬羣​​ ​ヤ​​痩​​せたり。​バグン​​馬羣​​を​ヤシナ​​養​​はん」とて​イナ​​辭​​みて​ヤ​​遣​​らん」と​イ​​云​​ひて、[​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は]​ユ​​往​​かず、​ブカタイ​​不合台​​、​キラタイ​​乞喇台​​ ​フタリ​​二人​​を​キヨコン​​許婚​​の​アヘ​​饗​​を​ク​​喫​​へと​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りて、（親征錄は、​ブハダイ キチヤ​​不花台 乞察​​の二人を王罕より喚びに遣りたる使とせり。）​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​の​イヘ​​家​​より​カヘ​​回​​りぬ。​ブカタイ​​不合台​​、​キラタイ​​乞喇台​​ ​フタリ​​二人​​に​イタ​​到​​られたれば、「​サト​​覺​​られたり、​ワレラ​​我等​​。​アス​​明日​​の​アサ​​朝​​ ​カコ​​圍​​みて​トラ​​拏​​へん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。












§169(05:47:10)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​エンシフ​​掩襲​​の謀を漏せる​エケ チエレン​​也客 扯嗹​​〈［＃ルビの「也客 扯嗹」は底本では「也客 扯連」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉の輕率

　かく「​カコ​​圍​​みて​トラ​​拏​​へん」とて​コトバ​​言​​を​キ​​極​​め​ア​​合​​ひたるを、​アルタン​​阿勒壇​​の​オトヽ​​弟​​（阿勒壇は、忽圖剌 合罕の子、也客 扯嗹は忽圖剌の弟 忽闌 巴阿禿兒の子なれば、兄弟に非ず。弟は、從弟の義なり。​エケ チエレン​​也客 扯嗹​​、親征錄​エケ チヤハラン​​也可 察合蘭​​）は、​イヘ​​家​​に​キ​​來​​て​イ​​言​​へらく「​アス​​明日​​の​アサ​​朝​​ ​テムヂン​​帖木眞​​を​トラ​​拏​​へんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。この​コトバ​​言​​を​テムヂン​​帖木眞​​に​コトヅテ​​言傳​​を​イタ​​致​​し​ユ​​往​​く​ヒト​​人​​をば、いかにか​タヾ​​但​​ ​ナ​​爲​​さるべき」と​イ​​云​​ひき。かく​イ​​言​​へるにより、その​ツマ​​妻​​ ​アラクイト​​阿剌黑亦惕​​（親征錄は、​イラハン​​亦剌罕​​と書き、察合蘭の子とせり。）​イ​​言​​はく「その​ネナ​​根無​​しの​ナムチ​​爾​​の​コトバ​​言​​（明譯那​ソノ​​那​​ ​ウキタル​​泛濫​​ ​コトバ​​言語​​、親征錄​コノ​​此​​​ナキ​​無​​㆑​ヨリドコロ​​據​​ 之 ​コトバ​​言​​）、​ナニ​​何​​となるらん。​ケニン​​家人​​も​マコト​​眞​​と​ナ​​爲​​さん」と​イ​​云​​ひき。かく​ウハサ​​噂​​せる​トキ​​時​​、その​ウマカヒ​​馬飼︀​​ ​バダイ​​巴歹​​（親征錄 元史​バダイ​​把帶​​、木華黎の傳 拔台）は、​ウマノチ​​馬乳​​を​オク​​送​​りに​キ​​來​​[161]て、この​コトバ​​言​​を​キ​​聽​​きて​カヘ​​回​​りぬ。​バダイ​​巴歹​​ ​サ​​去​​りて、​ドウヤク​​同役​​の​ウマカヒ​​馬飼︀​​ ​キシリク​​乞失里黑​​に​チエレン​​扯嗹​​の​イ​​言​​へる​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ひき。（乞失里黑は、卷一の乞失黎黑なり。親征錄 元史は、誤りて​キリシ​​乞力失​​と書き、失力を倒にせり。哈剌哈孫の傳には、曾祖︀ 啓昔禮と云ひて、斡剌納兒 氏なりとあれば、抄眞 斡兒帖該の長子の裔なり。）​キシリク​​乞失里黑​​ ​イ​​言​​はく「​ワレ​​我​​ ​マタ​​又​​ ​ユ​​往​​きて​サツ​​察​​せん」と​イ​​云​​ひて、​イヘ​​家​​に​ユ​​往​​きぬ。​チエレン​​扯嗹​​の​コ​​子​​ ​ナリン ケエン​​納𡂰 客延​​は（親征錄​チヤハラン​​察合蘭​​​（ノ）​ツギノコ​​次子​​ ​ナリン​​納憐​​。上に亦剌罕を察合蘭の子にしたる故に、納憐を次子とせり。）​ソト​​外​​に​ヰ​​居​​て、​ヤ​​箭​​を​ミガ​​磋​​き​ヰ​​居​​て​イ​​言​​はく「​タヾイマ​​只今​​ ​ワレラ​​我等​​は、​ナニ​​何​​を​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へる。​シタ​​舌​​客列​を​ト​​取​​られん。​タ​​誰​​客訥​が​クチ​​口​​を​トヾ​​止​​めん」と​イ​​云​​ひき。かく​イ​​言​​ふと、 ​ナリン ケエン​​納𡂰 客延​​は、​マタ​​又​​その​ウマカヒ​​馬飼︀​​に​キシリク​​乞失里黑​​に​イ​​言​​へらく「​メルキダイ チヤガアン​​篾兒乞歹 察合安​​（篾兒乞惕の白馬、明譯 白馬​アマン チヤガアン ケエル​​阿蠻 察合安 客額兒​​口白き驑馬、明譯 栗色馬）​フタツ​​二匹​​を​ト​​取​​りて​ヒ​​引​​き​キ​​來​​て​タヅナ​​手綱​​つけて[よ。]​ヨル​​夜​​ ​ハヤ​​早​​く​シユツバ​​出馬​​せん[​ワレ​​我​​]」と​イ​​云​​ひき。





​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里黑​​〈［＃ルビの「乞失里黑」は底本では「失乞里黑」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉の密吿

​キシリク​​乞失里黑​​ ​サ​​去​​りて​バダイ​​巴歹​​に​イ​​言​​へらく「​タヾイマ​​只今​​ ​ナンヂ​​汝​​の​ハナシ​​話​​を​タシカ​​慥​​めたり。​マコト​​眞​​となりたり。​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​ ​フタリ​​二人​​、​テムヂン​​帖木眞​​に​ハウコク​​報吿​​を​オク​​送​​り​サ​​去​​らん」とて、​コトバ​​言​​を​キ​​極​​め​ア​​合​​ひて、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​シロウマ​​白馬​​、​クチ​​口​​ ​シロ​​白​​き​クリゲウマ​​驑馬​​ ​フタツ​​二匹​​を​ト​​取​​りて​キ​​來​​て​タヅナ​​手綱​​つけて、​ユフベ​​夕​​に​スナハ​​便​​ち​ヘヤ​​房​​の​ウチ​​內​​に​ヒトツ​​一匹​​の​コヒツジ​​子羊​​を​コロ​​殺︀​​して、​ユカ​​床​​もて​ニ​​煮︀​​て（明譯​モテ​​將​​㆓​ユカノキヲ​​床木​​㆒​シヨジユクシ​​煮︀熟​​、親征錄​ヒラキ​​拆​​㆓​グワタフヲ​​臥榻​​㆒​シヨジユクシ​​煮︀熟​​）、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​シロウマ​​白馬​​、​クチ​​口​​ ​シロ​​白​​き​クリゲウマ​​驑馬​​ ​フタツ​​二匹​​、​マノアタリ​​目前​​ ​タヅナ​​手綱​​つけたるに​ノ​​乘​​りて、​ヨル​​夜​​ ​サ​​去​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ヨル​​夜​​ ​イタ​​到​​りて、​イヘ​​家​​の​キタ​​北​​（卽ち後）より​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里黑​​ ​フタリ​​二人​​ ​マウ​​申​​して、​エケ チエレン​​也客 扯嗹​​の​イ​​言​​へる​コトバ​​言​​、​カレ​​彼​​の​コ​​子​​ ​ナリン ケエン​​納𡂰 客延​​の​ヤ​​箭​​を​ミガ​​磋​​き​ヰ​​居​​て​イ​​言​​へること、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​シロウマ​​白馬​​ ​クチ​​口​​ ​シロ​​白​​き​クリゲウマ​​驑馬​​、​フタツ​​二匹​​の
​センバ​​騸馬​​を​ト​​取​​りて​タヅナ​​手綱​​つけよと​イ​​云​​へる​コトバ​​言​​、​スベ​​都︀​​てを​マウ​​申​​して​ア​​上​​げたり。​マタ​​又​​ ​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里黑​​ ​フタリ​​二人​​ ​マウ​​申​​さく「​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​オンシ​​恩賜​​せば、​ウタガ​​疑​​ひ​ナ​​無​​くあり。​カコ​​圍​​みて​トラ​​拏​​へんとて​コトバ​​言​​を​キ​​極​​め​ア​​合​​へり」と​イ​​云​​へり。






成吉思 汗 實錄 卷の五 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。


	原文:
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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	翻訳文:
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。





 








Public domainPublic domainfalsefalse












← 巻の五
巻の七 →
成吉思汗実録 
巻の六
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​ロク​​六​​。
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​チンギス カン​​成吉思 汗​​の逃げ走り

　かく​イ​​言​​はれて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​バダイ​​巴歹​​、​キシリク​​乞失里黑​​ ​フタリ​​二人​​の​コトバ​​言​​を​シン​​信​​じて、​ヨル​​夜​​ ​スナハ​​便​​ち ​キンジヨ​​近處​​に​ヲ​​居​​る​タヨ​​賴​​るべき​モノ​​者︀​​に​ハナシ​​話​​を​ナ​​爲​​して、​カロ​​輕​​き​ナニモノ​​何物​​をも​ス​​棄​​てて​ノガ​​遁​​れ、​ヨル​​夜​​ ​スナハ​​便​​ち​ウゴ​​動​​きたり。​マウ ウンドル​​卯 溫都︀兒​​（惡しき高地。親征錄​マ ウンドル ザン​​莫 運都︀兒 山​​）の​カゲ​​陰​​に​ヨ​​依​​り​ウゴ​​動​​くに、​マウ ウンドル​​卯 溫都︀兒​​の​カゲ​​陰​​にて​ウリヤンカン​​兀哴罕​​の​ヂエルメ ゴア​​者︀勒篾 豁阿​​に​タヨ​​賴​​りて、（者︀勒蔑 豁阿は、卽ち者︀勒篾なり。親征錄 元史​ヂエリメ​​折里麥​​。豁阿は、媛なり。者︀勒篾は、何故に媛と號したるか、知らず。）​シリエ​​後方​​に​シンガリ​​殿​​をなし、​モノミ​​斥候​​を​ハナ​​放​​ちて​ウゴ​​動​​きて、かく​ウゴ​​動​​けるに​ヨ​​依​​り、​アス​​翌日​​の​ヒ​​日​​の​ウチ​​內​​に​ヒ​​日​​ ​カタム​​傾​​ける​コロ​​頃​​、





​カラカルヂト​​合剌合勒只惕​​の沙漠の休息

​カラカルヂト エレト​​合剌合勒只惕 額列惕​​に​イタ​​到​​りて​イコ​​憩​​はんと​ゲバ​​下馬​​せり。（この額列惕 卽ち沙漠は、名高き戰場なれども、その處は確ならず。親征錄​カランヂ ノ ノ​​合蘭只 之 野​​、また合蘭眞 沙陀。元史 本紀 哈闌眞 沙陀、畏荅兒の傳 哈剌眞。朮赤台の[163]傳なる哈剌哈眞 沙陀は、地名を誤りて人名とせり。）​イコ​​憩​​ひて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​アルチダイ​​阿勒赤歹​​（成吉思 汗の弟 合赤溫の子、元史 世系表の濟南王 按只吉歹）の​センバ​​騸馬​​どもを​ノガヒ​​野飼︀​​せしめたる​チギダイ​​赤吉歹​​、​ヤヂル​​牙的兒​​は、（親征錄​タイチユ​​太出​​、​エデル​​也迭兒​​、別咧津 譯 集史​タイチユチンクダイ​​泰出勤黑歹​​、​ヤドル​​牙都︀兒​​。洪鈞は「祕史 奪㆓泰字 音㆒、親征錄 奪㆓吉歹 音㆒」と云へり。）​ミチミチ​​路路​​ ​アヲクサ​​靑草​​に​センバ​​騸馬​​どもを​ノガヒ​​野飼︀​​しつゝ​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​シリヘ​​後​​より​マウ ウンドル​​卯 溫都︀兒​​の​マヘ​​前​​に​ヨ​​依​​り​クラアン ブルカト​​忽剌安 不嚕合惕​​を（赤き楡林。親征錄​クラア ブルハ​​忽剌阿 卜魯哈​​、誤りて二山の名とせり。）​ス​​過​​ぎ​ク​​來​​る​テキ​​敵​​の​チリ​​塵​​を​ミ​​見​​て、「​テキ​​敵​​ ​イタ​​到​​れり」と​イ​​云​​ひて、​センバ​​騸馬​​どもを​オ​​趕​​ひて​キ​​來​​て、[​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は]「​テキ​​敵​​ ​イタ​​到​​れり」と​イ​​言​​はれて、​ミ​​見​​れば「​マウ ウンドル​​卯 溫都︀兒​​の​マヘ​​前​​に​ヨ​​依​​り、​アカ​​紅​​き​ニレバヤシ​​楡林​​を​ス​​過​​ぎ、​チリ​​塵​​を​ア​​上​​げて、​ワンカン​​王罕​​かく​オソ​​襲​​ひて​ク​​來​​るなり」と​イ​​云​​ひて（云はれて）、そこより​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​チリ​​塵​​を​ミ​​見​​ると​センバ​​騸馬​​どもを​トラ​​拏​​へしめて、​ツ​​駄​​して​ジヤウバ​​上馬​​せり。かく​ミ​​見​​ざりせば、​フイ​​不意​​[​ウチ​​打​​]なりけん。その​ク​​來​​る​トキ​​時​​、​ヂヤムカ​​札木合​​は、​ワンカン​​王罕​​と​トモ​​共​​に​キ​​來​​ ​ア​​合​​ひて​ク​​來​​るなりき。





兩軍の力を​クラ​​較​​べたる​ワンカン​​王罕​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​の問答

そこに​ワンカン​​王罕​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​に​ト​​問​​ひき。「​テムヂン​​帖木眞​​ ​コ​​子​​の​トコロ​​處​​に、​ヨ​​善​​く​タヽカ​​戰​​ふ​ホド​​程​​のもの、​タレ​​誰​​かある」と​ト​​問​​ひき。​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「そこに​ウルウト​​兀嚕兀惕​​、​モンクト​​忙忽惕​​とて​カレ​​彼​​の​タミ​​民​​あり。​カレ​​彼​​のその​タミ​​民​​は​ヨ​​善​​く​タヽカ​​戰​​へるぞ。​テン​​轉​​脫斡里恢​ずる​タビゴト​​度每​​に​ヂンセイ​​陣勢​​脫宜​ ​ヨ​​好​​くあり。​メグ​​旋​​迭列勒古​る​タビゴト​​度每​​に​シジヨ​​次序​​點​ ​ヨ​​好​​くあり。​チヒサ​​小​​兀出干​きより​クワンタウ​​環刀​​兀勒都︀​ ​ヤリ​​鎗​​の​ウチ​​裏​​に​ナ​​慣​​れたる​タミ​​民​​。​カレラ​​彼等​​は、​クロイロ​​黑色​​ ​ハナイロ​​花色​​の​トウ​​纛​​どもあり。​カレラ​​彼等​​は、​ヨウジン​​用心​​すべき​タミ​​民​​なるぞ」と​イ​​云​​ひき。その​コトバ​​言​​につき​ワンカン​​王罕​​ ​イ​​言​​はく「かくあらば、​ワレラ​​我等​​は、​カレラ​​彼等​​を​ヂルギン​​只兒斤​​（親征錄 元史​ヂユリギン ブ​​朱力斤 部​​）の​イウシ​​勇士​​どもに​カダク​​合荅黑​​[164]に​マカ​​任​​せ、​ヂルギン​​只兒斤​​の​イウシ​​勇士​​どもに​ツ​​衝​​かせん。​ヂルギン​​只兒斤​​の​ゴヱン​​後援​​には、​トメン トベゲン​​土綿 土別干​​の​アチクシルン​​阿赤黑失㖮​​（親征錄​アチシラン​​阿赤失蘭​​）に​ツ​​衝​​かせん。​トベゲン​​土別干​​の​ゴヱン​​後援​​には、​オロン ドンガイト​​斡欒 董合亦惕​​（親征錄 元史​トンガイ ブ​​董哀 部​​）の​イウシ​​勇士​​どもに​ツ​​衝​​かせん。​ドンガイト​​董合亦惕​​の​ゴヱン​​後援​​には、​ワンカン​​王罕​​の​セン​​千​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​ヒキ​​率​​ゐる​ゴリ シレムン タイシ​​豁哩 失列門 太石​​（親征錄​ホリ シレムン タイシ​​火力 失烈門 大石​​、元史は、誤りて火力 失烈門 部）​ツ​​衝​​け。​セン​​千​​の​ジヱイ​​侍衞​​の​ゴヱン​​後援​​には、​ワレラ​​我等​​ ​タイ​​大​​ ​チウグン​​中軍​​にて​ツ​​衝​​かんぞ」と​イ​​云​​ひき。​マタ​​又​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​イ​​言​​はく「​ヂヤムカ オトヽ​​札木合 弟​​、​ワレラ​​我等​​の​イクサ​​軍​​を​ナンヂ​​汝​​ ​トヽノ​​整​​へよ」と​イ​​云​​ひき。その​コトバ​​言​​につき、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​ベツ​​別​​に​ハナ​​離​​れて​イ​​出​​でて、





​チンギス カン​​成吉思 汗​​に密吿する​ヂヤムカ​​札木合​​の​フタゴヽロ​​貳心​​

その​ジウシヤ​​從者︀​​に​イ​​言​​へらく「​ワンカン​​王罕​​は、この​イクサ​​軍​​を​ワレ​​我​​に​トヽノ​​整​​へよと​イ​​云​​へり。​アンダ​​安荅​​には​ワレ​​我​​ ​テキ​​敵​​すること​アタ​​能​​はず​ユ​​行​​きたるに、この​イクサ​​軍​​を​ワレ​​我​​に​トヽノ​​整​​へよと​イ​​云​​へり。​ワンカン​​王罕​​は、​コ​​越​​えて​ワレ​​我​​より​カナタ​​彼方​​に​ア​​在​​りき（我よりも劣れり）。​シヤクチウ​​酌中​​の​トモ​​伴​​なり。（酌中の蒙語​チヤクト​​察黑圖​​、解り得ず。姑く明譯に從へり。）​アンダ​​安荅​​に​ハウコク​​報吿​​を​イ​​入​​れん。​アンダ​​安荅​​、​カイシン​​戒愼​​せよ」と​イ​​云​​ひて、​ヂヤムカ​​札木合​​は、​ヒソカ​​陰​​に​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ハウコク​​報吿​​を​イ​​入​​れて​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るには「​ワンカン​​王罕​​は、​ワレ​​我​​に​ト​​問​​へり。「​テムヂン​​帖木眞​​ ​コ​​子​​の​トコロ​​處​​に、​ヨ​​善​​く​タヽカ​​戰​​ふ​ホド​​程​​のもの、​タレ​​誰​​かある」と​ト​​問​​ひたれば、​ワレ​​我​​ ​イ​​言​​はく「​ウルウト​​兀嚕兀惕​​ ​モンクト​​忙忽惕​​を​カシラ​​頭​​とす」と​イ​​言​​へり、​ワレ​​我​​。​ワレ​​我​​が​コトバ​​言​​にて、​カレラ​​彼等​​は、​ヂルギン​​只兒斤​​を​カシラ​​頭​​として、​センポウ​​先鋒​​とし​トヽノ​​整​​へ​ア​​合​​へり。​ヂルギン​​只兒斤​​の​ゴヱン​​後援​​には、​トメン トベゲン​​土綿 土別干​​の​アチクシルン​​阿赤黑失㖮​​をと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。[​トベゲン​​土別干​​の​ゴヱン​​後援​​には、​オロン ドンガイト​​斡欒 董合亦惕​​の​イウシ​​勇士​​どもをと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。]​ドンガイト​​董合亦惕​​の​ゴヱン​​後援​​には、[165]​ワンカン​​王罕​​の​セン​​千​​の​ジヱイ​​侍衞​​の​クワンニン​​官人​​ ​ゴリ シレムン タイシ​​豁哩 失列門 太石​​をと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。​カレ​​彼​​の​ゴヱン​​後援​​には、その​ワンカン​​王罕​​の​ダイ​​大​​ ​チウグン​​中軍​​の​イクサ​​軍​​にて​タ​​立​​たんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。​マタ​​又​​ ​ワンカン​​王罕​​ ​イ​​言​​はく「​ヂヤムカ​​札木合​​ ​オトヽ​​弟​​、この​イクサ​​軍​​を​ナンヂ​​汝​​ ​トヽノ​​整​​へよ」とて、​ワレ​​我​​に​ユダ​​委​​ねんと​イ​​言​​へり。これにて​ミ​​見​​れば、​シヤクチウ​​酌中​​の​トモ​​伴​​なり。​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へ​ア​​合​​ふことは​ナニ​​何​​ぞ​ヨ​​能​​くせん。​サキ​​前​​に​ワレ​​我​​は​アンダ​​安荅​​に​テキ​​敵​​すること​アタ​​能​​はずして​ユ​​行​​きたるに、​ワンカン​​王罕​​は、​ワレ​​我​​より​カナタ​​彼方​​に​ア​​在​​りき。​アンダ​​安荅​​ ​ナ​​勿​​ ​オソ​​恐​​れそ。​カイシン​​戒愼​​せよ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき。
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​カラカルヂト​​合剌合勒只惕​​の戰

　この​デンゴン​​傳言​​に​コ​​來​​らるゝと、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​ウルウト​​兀嚕兀惕​​の​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​ ​ヲヂ​​伯父​​、（成吉思 汗の同族にて、字兒只斤 氏の長者︀なるが故に、尊びて伯父と云へり。）​ナンヂ​​汝​​ ​ナニ​​何​​と​イ​​云​​ふらん。​ナンヂ​​汝​​を​センポウ​​先鋒​​とせん」と​イ​​云​​へり。​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​の​コヱ​​聲​​ ​イダ​​出​​す​マヘ​​前​​に、​モンクト​​忙忽惕​​の​クイルダル セチエン​​忽亦勒荅兒 薛禪​​（卷四の忽余勒荅兒。薛禪は、成吉思 汗より賜はれる號なり。元史 畏荅兒の傳に見ゆ。）​イ​​言​​はく「​アンダ​​安荅​​の​マヘ​​前​​に​ワレ​​我​​ ​タヽカ​​戰​​はん。この​ノチ​​後​​ ​ワ​​我​​が​ミナシゴ​​孤子​​どもを​ヤシナ​​養​​はんことを​アンダ​​安荅​​ ​シロ​​知​​しめせ」と​イ​​云​​へり。（成吉思 汗の忽亦勒荅兒と約して安答となれること、畏荅兒の傳に見ゆ。）​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​ ​イ​​言​​はく「​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​マヘ​​前​​に、​ワレラ​​我等​​ ​ウルウト​​兀嚕兀惕​​、​モンクト​​忙忽惕​​、​センポウ​​先鋒​​として​タヽカ​​戰​​はん」と​イ​​云​​ひき。かく​イ​​云​​ひて​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​、​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​ ​フタリ​​二人​​、​ウルウト​​兀嚕兀惕​​、​モンクト​​忙忽惕​​を​ヒキ​​率​​ゐ、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​マヘ​​前​​に​トヽノ​​整​​へて​タ​​立​​ちたり。​タ​​立​​ちたれば​テキ​​敵​​は、​ヂルギン​​只兒斤​​を​センポウ​​先鋒​​として​イタ​​到​​りて​キ​​來​​ぬ。​キ​​來​​ぬれば、​ウルウト​​兀嚕兀惕​​、​モンクト​​忙忽惕​​、​ムカ​​迎​​へ​ツ​​衝​​きて​ヂルギン​​只兒斤​​を​ヤブ​​敗​​れり。​ヤブ​​敗​​りて​ユ​​往​​く時、​トメン トベゲン​​土綿 土別干​​の​アチクシルン​​阿赤黑失㖮​​[166]​ツ​​衝​​きたり。​ツ​​衝​​きて​アチクシルン​​阿赤黑失㖮​​は、​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​を​サ​​刺​​して​オ​​落​​しき。​モンクト​​忙忽惕​​どもは​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の​ウヘ​​上​​に​カヘ​​翻​​りき。​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​は、​ウルウト​​兀嚕兀惕​​にて​ツ​​衝​​きて、​トメン トベゲン​​土綿 土別干​​を​ヤブ​​敗​​れり。​ヤブ​​敗​​りて​ウゴ​​動​​かしめて​ユ​​往​​く​トキ​​時​​、​オロン ドンガイト​​斡欒 董合亦惕​​ ​ムカ​​迎​​へ​ツ​​衝​​きたり。​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​は、​マタ​​又​​ ​ドンガイト​​董合亦惕​​を​ヤブ​​敗​​れり。​ヤブ​​敗​​りて​ユ​​往​​く​トキ​​時​​、​ゴリ シレムン タイシ​​豁哩 失列門 太石​​、​セン​​千​​の​ジヱイ​​侍衞​​にて​ツ​​衝​​きたり。​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​、​マタ​​又​​ ​ゴリ シレムン タイシ​​豁哩 失列門 太石​​を​シリゾ​​退​​かしめて​ヤブ​​敗​​りて​ユ​​往​​く​トキ​​時​​、​ワンカン​​王罕​​に​サウダン​​相談​​も​ナ​​無​​く、​サングン​​桑昆​​は​ムカ​​迎​​へ​ツ​​衝​​かんとし、





​サングン​​桑昆​​の負傷

​アカ​​赤​​き​ホヽ​​腮​​を​イ​​射​​られて、​サングン​​桑昆​​すぐ​ソコ​​其處​​に​タフ​​倒​​れき。​サングン​​桑昆​​を​タフ​​倒​​されて​ケレイト​​客咧亦惕​​ ​スベ​​都︀​​てにて​サングン​​桑昆​​の​ウヘ​​上​​に​カヘ​​翻​​りて​タ​​立​​ちたり。​カレラ​​彼等​​を​ヤブ​​敗​​りて、​オ​​落​​つる​ヒヲカ​​日丘​​の​ウヘ​​上​​に​ウ​​拍​​ちつゝある​トキ​​時​​、[​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​は、]​ワレラ​​我等​​の​イクサ​​軍​​に​カヘ​​翻​​りて、​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​を、​タフ​​倒​​れたる​キズ​​傷​​あるを​ツ​​伴​​れ​カヘ​​回​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ワレラ​​我等​​の​イクサ​​軍​​[を​ヲサ​​收​​めて、]​ワンカン​​王罕​​より​タヽカ​​戰​​へる​トコロ​​地​​より​ハナ​​離​​れて、​ユフベ​​夕​​に​ウゴ​​動​​きて​ハナ​​離​​れ​ヤド​​宿​​れり。
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大戰の翌朝の​テンシ​​點視︀​​

　​タ​​立​​ちて​ヤド​​宿​​りて​ヒ​​日​​ ​ア​​明​​けさせ​テンシ​​點視︀​​すれば、​オコダイ​​斡闊歹​​、（元史 本紀に、太宗 英文 皇帝、諱は窩闊台、太祖︀の第三子なり）​ボロクル​​孛囉忽勒​​、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ミタリ​​三人​​ ​ナ​​無​​かりき。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​オコダイ​​斡闊歹​​と​トモ​​共​​に​タヨ​​賴​​るべき​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ボロクル​​孛囉忽勒​​ ​フタリ​​二人​​ ​ノチ​​後​​に​ノコ​​殘​​りき。​ウマ​​生​​きても​シ​​死​​にても​ナニ​​何​​ぞ​ハナ​​離​​れん、​カレラ​​彼等​​」と​イ​​云​​へり。​ワレラ​​我等​​の​イクサ​​軍​​は、​ヨル​​夜​​その​センバ​​騸馬​​を​ト​​執​​りて​ヤド​​宿​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​ワレラ​​我等​​の​ノチ​​後​​より​オソ​​襲​​ひて​コ​​來​​ば、​タヽカ​​戰​​はん」とて、​トヽノ​​整​​へ[167]て​タ​​立​​ちたり。​ヒ​​日​​ ​ア​​明​​るくならせて​ミ​​見​​れば、​シリヘ​​後​​より​ヒトリ​​一人​​の​ヒト​​人​​ ​ク​​來​​。





​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の​オク​​後​​れ​イタ​​到​​り

​イタ​​到​​りて​ク​​來​​れば​ボオルチユ​​孛斡兒出​​なりき。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​に​イタ​​到​​りて​コ​​來​​らるゝと、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​はく「​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​ ​シロ​​知​​しめせ」と​イ​​云​​ひて、その​ムネ​​胷​​を​ウ​​椎​​ちたり。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​イ​​言​​はく「​ツ​​衝​​く​トキ​​時​​、​ウマ​​馬​​を​タフ​​倒​​るべく​イ​​射​​られて​アユ​​步​​み​ハシ​​走​​りて​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、その​ケレイト​​客咧亦惕​​どもが​サングン​​桑昆​​の​ウヘ​​上​​に​カヘ​​翻​​り​タ​​立​​てる​タヽカ​​鬭​​ひの​ヒマ​​隙​​に、​ニ​​荷​​ある​ウマ​​馬​​その​ニ​​荷​​を​ユガ​​歪​​めて​タ​​立​​ち​ヲ​​居​​るを、その​ニ​​荷​​を​タ​​斷​​ちて、その​タンアン​​單鞍​​に​ノ​​乘​​りて​イ​​出​​でて​ワレラ​​我等​​の​ハナ​​離​​れ​イ​​出​​でたる​ミチ​​路​​ ​フ​​踏​​み​ユ​​行​​きて、​エ​​得​​てかく​キ​​來​​ぬ、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​へり。
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​オコダイ​​斡闊歹​​ ​ボロクル​​孛囉忽勒​​の​オク​​後​​れ​イタ​​到​​り

　​マタ​​又​​ ​シバラ​​暫​​くありて、​マタ​​又​​ ​ヒトリ​​一人​​の​ヒト​​人​​ ​ク​​來​​。​イタ​​到​​りて​ク​​來​​る​トキ​​時​​、​カレ​​彼​​の​シタ​​下​​に​アシ​​脚​​を​タ​​垂​​れて​ク​​來​​。​ミ​​見​​れば、​ヒトリ​​獨​​の​ヒト​​人​​の​ゴト​​如​​くあり。​キ​​來​​ ​ヲフ​​畢​​れば、​オコダイ​​斡闊歹​​の​シリヘ​​後​​より​ボロクル​​孛囉忽勒​​ ​テフキ​​疊騎​​し（尻馬の乘り）て、​クチ​​口​​の​ワキ​​脗​​にて​チ​​血​​を​ナガ​​流​​して​イタ​​到​​りて​キ​​來​​ぬ。​オコダイ​​斡闊歹​​は、​ケイミヤク​​頸脈​​に​ヤ​​箭​​を​ア​​中​​てられて、その​チ​​血​​ ​コ​​凝​​りたるを、​ボロクル​​孛囉忽勒​​ ​クチ​​口​​にて​ス​​吮​​ひて、​フサ​​塞​​れる​チ​​血​​を​クチワキ​​脗​​にて​ナガ​​流​​して​キ​​來​​ぬ。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミ​​見​​て、​マナコ​​眼​​より​ナミダ​​涙​​を​ナガ​​流​​して、​コヽロ​​心​​ ​ナヤ​​腦​​み、​ヒ​​火​​にて​ト​​疾​​く​ヤ​​燒​​かせ、​ネツ​​熱​​を​トホ​​透​​らすると​オコダイ​​斡闊歹​​に​ノミモノ​​飮物​​（明譯​トムル​​止​​㆑​カワキヲ​​渴​​的​モノ​​物​​）を​タヅ​​尋​​ねさせて​アタ​​與​​へさせて「​テキ​​敵​​ ​コ​​來​​ば、​タヽカ​​戰​​はん」と​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​りき。​ボロクル​​孛囉忽勒​​ ​イ​​言​​はく「​テキ​​敵​​の​チリ​​塵​​は、​カナタ​​彼方​​に​マウ ウンドル​​卯 溫都︀兒​​の​マヘ​​前​​に​ヨ​​依​​り、​クラアン ボルカト​​忽剌安 孛嚕合惕​​（前の忽剌安 不嚕合惕）の​カタ​​方​​に​チリ​​塵​​ ​ナガ​​長​​く​イ​​出​​でて、​カナタ​​彼方​​に​サ​​去​​りたり」と​イ​​云​​へり。​ボロクル​​孛囉忽勒​​[168]のその​コトバ​​言​​につき、[​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は]「​コ​​來​​ば​タヽカ​​戰​​ふべきなりき。​テキ​​敵​​に​ニ​​逃​​げ​ウゴ​​動​​かれば、​ワレラ​​我等​​は、​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて[​ノチ​​後​​に]​タヽカ​​戰​​はんぞ」と​イ​​云​​ひて​ウゴ​​動​​きたり。​ウゴ​​動​​くに、​ウルクイ シルゲルヂト ガハ​​兀勒灰 失魯格勒只惕 河​​に​サカノボ​​泝​​り​ウゴ​​動​​きて、​ダラン ネムルゲス​​荅闌 捏木兒格思​​に​イ​​入​​りたり。（この河は、前に云へるが如く南に流るゝ河なれば、泝るとは、南より北に還るを云ふ。然らば合剌合勒只惕にて敵に追ひ附かれて起れる この名高き合戰は、その河の下流、卽ち塔塔兒 四部の奧魯の在りし處、卽ち今の烏珠穆沁 左翼の地にて起れるなり。この古戰場を尋ねんと欲する人は、その地方にて求むべし。）
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​カダアン ダルドルカン​​合荅安 荅勒都︀兒罕​​の報吿

　そこに​シリヘ​​後​​より​カダアン ダルドルカン​​合荅安 荅勒都︀兒罕​​は、​ツマコ​​妻子​​より​ハナ​​離​​れ​キ​​來​​ぬ。（この人は、卷四に見えたる如く、旣に成吉思 汗に降りたりしが、今度の變に妻子と共に王罕に降り若しくは虜︀へられて、今 逃げ回りたるなり。）​キ​​來​​て、​カダアン ダルドルカン​​合荅安 荅勒都︀兒罕​​ は、​ワンカン​​王罕​​の​コトバ​​言​​とて​イ​​言​​はく「​ワンカン​​王罕​​は、その​コ​​子​​ ​サングン​​桑昆​​を​ウチユマ​​兀出馬​​（箭の一種の名）にて​アカ​​赤​​き​ホヽ​​腮​​を​タフ​​倒​​るべく​イ​​射​​られて、​カレ​​彼​​の​ウヘ​​上​​に​カヘ​​翻​​りて、そこに​イ​​言​​ひき。「​ヒ​​惹​​喜魯合惕忽​くべからざるに​ヒ​​惹​​喜魯合惕罷​きたり。​タヽカ​​鬭​​合勒忽​ふべからざるに​タヽカ​​鬭​​合勒渾​ひとなり、​アタラ​​可惜​​合亦㘓​ ​ワ​​我​​が​コ​​子​​の​ホヽ​​腮​​合察兒​に​クギ​​釘​​合荅阿孫​を​クギウ​​釘打​​合荅兀勒​たしめたり。​コ​​子​​の​イノチ​​命​​を​ウシナ​​失​​ふまで​ツ​​衝​​き​タヽカ​​戰​​はん（明譯​ニ​​就​​㆓​ワガ​​我​​ ​コノ​​兒子​​ ​イノチ​​性命​​ ​アルトキ​​有時​​㆒、​ベシ​​可​​㆓​フタヽビ​​再​​​シム​​敎​​㆒㆑​ツカ​​衝​​）」と​イ​​云​​へば、その​トキ​​時​​ ​アチクシルン​​阿赤黑失㖮​​ ​イ​​言​​はく「​カン​​罕​​、​カン​​罕​​、​ヤ​​止​​めよ。​カゲ​​背處​​に​ア​​在​​る​コ​​子​​（生まざる子）を​モト​​求​​むるに、​イノ​​祈︀​​り​ネガ​​願​​ひをなして、​アビバビ​​阿備巴備​​（譯し得ず）とて​モト​​求​​め​ネガ​​願​​ひたり、​ワレラ​​我等​​。この​ウマ​​生​​れ​ヲ​​畢​​へたる​コ​​子​​ ​サングン​​桑昆​​を​カイハウ​​介抱​​せん（明譯​ザリシ​​末​​㆑​ウマ​​生​​㆓​コヲ​​兒子​​㆒​トキハ​​時​​、​コヒノミテ​​禱祈︀著︀​​ ​モトメキ​​要​​㆓​シシヲ​​子嗣​​㆒。​ヲ​​將​​㆓​コノスデニウマレヲヘタル​​這旣生了的​​ ​コ​​兒子​​ ​サングン​​桑昆​​㆒​タイキヨセン​​擡擧​​）。​モンゴル​​忙豁勒​​の​タスウ​​多數​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​と​トモ​​共​​に、​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​と​トモ​​共​​に、​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​ア​​在​​り。​テムヂン​​帖木眞​​と​トモ​​共​​に​ソム​​背​​きて​イ​​出​​でたる​モンゴル​​忙豁勒​​は、[169]​イヅコ​​何處​​に​サ​​去​​らん、​カレラ​​彼等​​。​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​りきりにて、​キ​​木​​に​オホ​​蔽​​はるゝことに​ナ​​爲​​りぬ、​カレラ​​彼等​​（明譯​ゴトニ​​毎​​㆑​ヒト​​人​​​タヾ​​止​​​ノリ​​騎​​㆓​テ​​著︀​​ ​イツピキノウマニ​​一匹馬​​㆒、​ヨルハ​​夜裏​​ ​カナラズ​​必​​ ​ニ​​在​​㆓​キノシタ​​樹木下​​㆒​ヤドラン​​宿​​）。​カレラ​​彼等​​を、​コ​​來​​ずば、​ユ​​往​​きて​ウマ​​馬​​の​カンプン​​乾糞​​の​ゴト​​如​​く​ツヽ​​包​​みて​モ​​持​​ち​コ​​來​​んぞ、​ワレラ​​我等​​は​カレラ​​彼等​​を」と​イ​​云​​へり。​アチクシルン​​阿赤黑失㖮​​の​コ​​此​​の​コトバ​​言​​につき​ワンカン​​王罕​​ ​イ​​言​​はく「​シカ​​然​​り。さあらば、​コ​​子​​ ​ナヤ​​艱​​むらん。​コ​​子​​を​ウゴ​​動​​かさず​カイハウ​​介抱​​せよ」と​イ​​云​​ひて、​タヽカ​​戰​​へる​トコロ​​地​​より​カヘ​​回​​り​シリゾ​​退​​けり」と​イ​​云​​へり。
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​カルカ ガハ​​合勒合 河​​の行軍

　​ソコ​​其處​​より​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ダラン ネムルゲス​​荅闌 捏木兒格思​​より​カルカ ガハ​​合勒合 河​​（今の車臣汗 部 東邊の喀爾喀 河）に​シタガ​​沿​​ひ​ウゴ​​動​​くに、​カズ​​數​​（人數）を​カゾ​​數​​へ​ア​​合​​へり。​カゾ​​數​​へ​ア​​合​​へれば、​ニセン ロツピヤク​​二千 六百​​となれり。​イツセン サンビヤク​​一千 三百​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​[​ヒキ​​率​​ゐて]、​カルカ ガハ​​合勒合 河​​の​ニシ​​西​​の​ホトリ​​邊​​に​ヨ​​依​​り​タ​​起​​ちぬ。​イツセン サンビヤク​​一千 三百​​は、​カルカ ガハ​​合勒合 河​​の​ヒガシ​​東​​の​ホトリ​​邊​​に​ヨ​​依​​り、​ウルウト​​兀嚕兀惕​​、​モンクト​​忙忽惕​​（親征錄​ウルウ​​兀魯吾​​、​モング​​忙兀​​ ​ニブ​​二部​​）[​ヒキ​​率​​ゐて]​タ​​起​​ちぬ。かく​タ​​起​​ちて​ク​​來​​る​トキ​​時​​、​カウリヤウ​​行糧​​（野獸）を​マキガリ​​圍獵​​しつゝ​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​ は、その​キズ​​創​​ ​イ​​痊​​えざるに、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​トヾ​​止​​むれども​キ​​肯​​かず、





​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の死

​ケダモノ​​獸​​を​ツ​​衝​​きたれば、​サイホツ​​再發​​して​ミマカ​​歿​​りぬ。そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​カルカ ガハ​​合勒合 河​​の​オルヌウ ザン​​斡兒訥兀 山​​（親征錄​オルヌウ​​斡兒努兀​​）の​ハンガイ​​半崖​​（蒙語​ケルテガイ カルドト​​客勒帖該 合勒都︀惕​​、親征錄​ケンテゲ サンカウ​​遣忒哥 山岡​​）に​カレ​​彼​​の​カバネ​​骸​​を​ハナ​​放​​た（葬ら）しめたり。
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​テルゲ アメル​​帖兒格 阿篾勒​​ 等の降附

　​カルカ ガハ​​合勒合 河​​の​ブユル ナウル​​不余兒 納兀兒​​（親征錄​ブイル ノ タク​​盃而 之 澤​​）に​ソヽ​​注​​ぐ​ミナモト​​源​​（湖水の頭）に、​テルゲ アメル​​帖兒格 阿篾勒​​（卷四の迭兒格克 額篾勒、親征錄 帖木哥 阿蠻、また溺兒斤）​ラ​​等​​の​オンギラト​​翁吉喇惕​​あ[170]りと​シ​​知​​りて、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​を​ウルウト​​兀嚕兀惕​​を​ヰ​​領​​て​ヤ​​遣​​りぬ。​ヤ​​遣​​るに「​オンギラト​​翁吉喇惕​​の​タミ​​民​​は「​サキ​​前​​の​ヒ​​日​​より​メイ​​女甥​​者︀額​の​スガタ​​姿​​只孫​にて、​ムスメ​​息女​​斡勤​の​カホバセ​​顏色​​汪格​にて」と​イ​​云​​はば、​ワ​​和​​するぞ。​カレラ​​彼等​​は、​カレラ​​彼等​​（我等）の​テキ​​敵​​と​イ​​云​​はば、​タヽカ​​戰​​ふぞ、​ワレラ​​我等​​（明譯​オンギラ​​翁吉喇​​​（ノ）​タミ ドモ​​百姓 毎​​、​オモハ​​想​​㆓著︀ ​ムカシノ​​在前​​ ​インシンヲ​​姻親​​㆒​バ​​阿​​、​クダリ​​投降​​ ​クベシ​​來者︀​​。​モシ​​若​​ ​ズ​​不​​㆑​アヘ​​肯​​㆓​クダリ​​投降​​㆒​バ​​呵​​、​スナハチ​​便​​ ​タヽカフ​​厮殺︀​​ ​ベシ​​者︀​​）」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りたれば、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​に​クダ​​降​​り​イ​​入​​りき。​クダ​​降​​り​イ​​入​​られて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​カレラ​​彼等​​の​ナニ​​何​​をも​ウゴ​​動​​かさざりき。
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​トンゲ ヲガハ​​統格 小河​​の​チウエイ​​駐營​​

　そこに​オンギラト​​翁吉喇惕​​を​クダ​​降​​らしむると、​ユ​​往​​きて​トンゲ ゴロカン​​統格 豁囉罕​​の（統格 小河。卷一の統格黎克 小河とは異なり。明譯文は、誤りて統格黎 小河と譯せり。親征錄​ドンゲ タク​​董哥 澤​​ ​トルカ ホルカ​​脫兒合 火兒合​​。董哥 澤、は統格 納兀兒にて、脫兒合 火兒合は、統格 豁囉罕の訛なり。蓋 この小河は、湖と接して、湖と名同じきなり。今 因果荅 河に入る小河に唐噶 河あり。巴勒主納 湖に近し。）





​ワンカン​​王罕​​の背信を責むる​チンギス カン​​成吉思 汗​​の二使

​ヒガシ​​東​​に​ゲバ​​下馬​​して、​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​（親征錄 元史​アリハイ​​阿里海︀​​）、​スゲガイ ヂエウン​​速格該 者︀溫​​（卷三の速客該 者︀溫）​フタリ​​二人​​に​デンゴン​​傳言​​せさするには「​トンゲ ヲガハ​​統格 小河​​の​ヒガシ​​東​​に​ゲバ​​下馬​​せり、[​ワレラ​​我等​​。]それの​クサ​​草​​も​ヨ​​好​​くなりき。​ワレラ​​我等​​の​センバ​​騸馬​​ども​コ​​肥​​えたり。​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​〈［＃「額赤格」は底本では「額亦格」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉（罕なる父）に​イ​​言​​へ」とて​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​。​ナニ​​何​​の​イカリ​​怒​​にて​ワレ​​我​​を​オソ​​恐​​れさせたる、​ナムチ​​爾​​。​オソ​​恐​​れさするならば、​アシ​​惡​​しき​コ​​子​​ども​アシ​​惡​​しき​ヨメ​​婦​​どもを​ヤスイ​​安眠​​せさせて​ナン​​何​​ぞ​オソ​​恐​​れさせざる、​ナムチ​​爾​​。​スワ​​坐​​丁撒兀恢​れる​ユカ​​床​​を​サ​​低​​げさせて、​ノボ​​上​​迭額克石​り​イ​​出​​づる​ケムリ​​煙​​を​チ​​散​​らして、​ナン​​何​​ぞ かく​オソ​​恐​​れさせたる、​ナムチ​​爾​​。（親征錄​ヨリハ​​與​​㆔​ソノオドロカシ​​其驚​​㆓​オドサン​​畏​​​ワレヲ​​我​​㆒、​ナンゾ​​何​​​ザル​​不​​㆕​シメ​​使​​㆘​ワガシウニ​​我眾​​​アタヽメテ​​煬​​㆑​カマドヲ​​爨​​而​イコヒ​​息​​、​ヤスクシテ​​安​​㆑​タフヲ​​榻​​而​フサ​​臥​​㆖、​シメ​​使​​㆔​ワガ​​我​​​オロカナルコ​​癡子​​​オロカナルヨメニ​​癡婦​​​エ​​得​​㆓​ヤスクイヌルヲ​​寧寝​​㆒​ヤ​​乎​​。）​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​。​カタヘ​​傍​​合勒只兒忽​の​ヒト​​人​​に​サ​​刺​​合惕忽黑荅​されたらん、​ナムチ​​爾​​。​ヨコ​​橫​​款迭列都︀​の​ヒト​​人​​[171]に​オドロ​​驚​​可乞兀勒迭​かされたらん、​ナムチ​​爾​​。​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​。​ワレラ​​我等​​ ​フタリ​​二人​​は、​ナニ​​何​​とか​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたりし。





​クラアンクト​​忽剌安忽惕​​の​チカヒ​​盟​​

​ヂヨルカルクン ザン​​勺兒合勒渾 山​​（親征錄​ヂヨルカンクヌ ノ ヤマ​​卓兒完忽奴 之 山​​）の​クラアヌウト​​忽剌阿訥兀惕​​（卷五の忽剌安忽惕）​ボルダウト​​孛勒荅兀惕​​（孤山なる孛勒荅黑の複稱。親征錄​クラホ バンダウ​​忽剌河 班荅兀​​）にて、​ワレラ​​我等​​ ​イ​​言​​ひ​ア​​合​​はざりしか。「​キバ​​牙​​速都︀​ある​ヘビ​​蛇​​に​ソヾノカ​​唆​​雪都︀兒帖​されば、​カレ​​彼​​の​ソヾノカ​​唆​​雪都︀兒堅​しに​ナ​​勿​​ ​イ​​入​​りそ。​キバ​​牙​​速都︀額兒​にて​クチ​​口​​にて​アカ​​證​​し​ア​​合​​ひて​シン​​信​​ぜん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​はざりしか。​イマ​​今​​ ​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​は、​キバ​​牙​​にて​クチ​​口​​にてやは​アカ​​證​​し​ア​​合​​ひて​ハナ​​離​​れたる、​ナムチ​​爾​​。「​オホキ​​大牙​​阿喇阿​ある​ヘビ​​蛇​​に​リカン​​離閒​​阿荅兒塔​せられば、​カレ​​彼​​の​リカン​​離閒​​阿荅兒罕​に​ナ​​勿​​ ​イ​​入​​りそ。​クチ​​口​​阿馬阿兒​にて​シタ​​舌​​にて​アカ​​證​​し​ア​​合​​ひて​シン​​信​​ぜん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​はざりしか。​イマ​​今​​ ​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​は、​クチ​​口​​阿馬阿兒​にて​シタ​​舌​​にてやは​アカ​​證​​し​ア​​合​​ひて​ワカ​​分​​昂吉赤喇​れたる、​ナムチ​​爾​​。​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​。​ワレ​​我​​は、​スコ​​少​​しもあれば、​オホ​​多​​きを​モト​​求​​めさせざりき。​アシ​​惡​​しきもあれば、​ヨ​​善​​きを​モト​​求​​めさせざりき、​ワレ​​我​​。





​ナガエ​​轅​​と​ワ​​輪​​との​タトヘ​​譬​​

​フタ​​二​​つの​ナガエ​​轅​​ある​クルマ​​車​​、その​ダイ​​第​​二の​ナガエ​​轅​​を​ヲ​​折​​らば、それの​ウシ​​牛​​ ​ヒ​​拽​​くこと​アタ​​能​​はざらん。​ソレ​​其​​の​ゴト​​如​​きの​ナムチ​​爾​​の​ダイニ​​第二​​の​ナガエ​​轅​​にて​ワレ​​我​​はあらざりしか。​フタツ​​二​​の​ワ​​輪​​ある​クルマ​​車​​、その​ダイニ​​第二​​の​ワ​​輪​​を​ヲ​​折​​らば、​タ​​起​​つこと​アタ​​能​​はざらん。​ソレ​​其​​の​ゴト​​如​​き​ナムチ​​爾​​の​ダイニ​​第二​​の​ワ​​輪​​にて​ワレ​​我​​はあらざりしか。





叔父に​ワンカン​​王罕​​の​オ​​逐​​はれたる時の​エスガイ​​也速該​​の救ひ

​サキ​​前​​の​ヒ​​日​​を​イ​​云​​へば、​クルチヤクス ブイルク​​忽兒察忽思 不亦嚕黑​​ ​カン エチゲ​​罕 額赤格​​（親征錄​フルヂヤフス ブイルク カガン​​忽兒札忽思 盃祿 可汗​​）の​ノチ​​後​​、​シジフニン​​四十人​​の​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​と​イ​​云​​ひて​カン​​罕​​となりしぞ、​ナムチ​​爾​​。​カン​​罕​​となり​ヲ​​畢​​へて、その​オトヽ​​弟​​どもを​タイ テムル タイシ​​台 帖木兒 大石​​〈［＃「台 帖木兒 大石」は底本では「台帖木兒 大石」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§177(06:23:08)の漢︀字音訳「台-帖木兒-大子」に倣い三語に分割］〉、​ブハ テムル​​不花 帖木兒​​（親征錄、太帖木兒、不花 帖木兒）​フタリ​​二人​​を​コロ​​殺︀​​したるぞ、​ナムチ​​爾​​。​エルケ カラ​​額兒客 合喇​​〈［＃「額兒客 合喇」は底本では「額兒客合喇」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§177(06:23:09)の漢︀字音訳「額兒客-合喇」に倣い二語に分割］〉なる[172]​ナムチ​​爾​​の​オトヽ​​弟​​ ​コロ​​殺︀​​されんとし、​イノチ​​命​​を​タスケ​​助​​かりて​イ​​出​​でて、​ナイマン​​乃蠻​​の​イナンチヤ ビルゲ カン​​亦難︀察 必勒格 罕​​（卷五の亦難︀赤 罕）の​トコロ​​處​​に​ノガ​​逃​​れて​イ​​入​​りしぞ。「​オトヽ​​弟​​どもを​コロ​​殺︀​​し​ズ​​好​​きになれり」と​イ​​云​​ひて​グル カン​​古兒 罕​​（親征錄​グル カガン​​菊律 可汗​​、元史 菊兒）なる​ナムチ​​爾​​の​ヲヂ​​叔父​​は、​ナムチ​​爾​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​して​キ​​來​​つれば、​ナムチ​​爾​​は​ヒヤクニン​​百人​​にて​イノチ​​命​​を​タスケ​​助​​かり​ノガ​​逃​​れて、​セレンゲ ガハ​​薛涼格 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​ハシ​​走​​りて​カラウン カブチヤル​​合喇溫 合卜察勒​​（親征錄​ハラウン ノ ハサマ​​哈剌溫 之 隘​​）に​キ​​鑽​​り​イ​​入​​りたるぞ、​ナムチ​​爾​​。さてそこより​イ​​出​​づるに、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア​​脫黑脫阿​​に​クヂヤウル ウヂン​​忽札兀兒 兀眞​​なる​ムスメ​​息女​​を​カホ​​顏​​にて​アタ​​與​​へて、​カラウン カブチヤル​​合剌溫 合卜察勒​​より​イ​​出​​でて、​エスガイ カン​​也速該 罕​​なる​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​つれば、​ナムチ​​爾​​そこに​イ​​言​​へらく「​グル カン​​古兒 罕​​ ​ヲヂ​​叔父​​より​ワ​​我​​が​ブシウ​​部眾​​を​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へよ」と​イ​​云​​はれて、​エスガイ​​也速該​​なる​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​は​ナムチ​​爾​​にかくとて​コ​​來​​られて、​タイチウト​​泰赤兀惕​​より、​グナン​​忽難︀​​、​バカヂ​​巴合只​​（親征錄​タイチウドル ウナン​​泰赤兀都︀兒 吾難︀​​、​バハヂ​​巴哈只​​。都︀兒は、敦の誤りなり。泰赤兀敦は、泰赤兀惕の なり。この誤りは、修正 祕史に本づきたりと見えて、喇失惕の集史も、兀都︀兒を人の名とせり。）​フタリ​​二人​​を​ヒキ​​率​​ゐて、​ナムチ​​爾​​の​ブシウ​​部眾​​を​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へんとて、​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​ユ​​往​​きて、​クルバン テレスト​​忽兒班 帖列速惕​​（卷五の帖兒速惕。親征錄​タラス ノ​​塔剌速 野​​）に​ヲ​​居​​る​グル カン​​古兒 罕​​を​ニジフ​​二十​​ ​サンジフ​​三十​​の​ヒト​​人​​を​カシン​​合申​​（親征錄 元史​ハシ​​河西​​、蒙語 合申は、漢︀語 河西の轉なり。）​オ​​逐​​ひて、​ナムチ​​爾​​の​ブシウ​​部眾​​を​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へたるぞ。





​エスガイ​​也速該​​と​アンダ​​安荅​​になれる​ワンカン​​王罕​​の感謝

そこより​キ​​來​​て、​トウラ ガハ​​禿兀剌 河​​の​クロバヤシ​​黑林​​に、​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​は、​エスガイ カン​​也速該 罕​​と​アンダ​​安荅​​になり​ア​​合​​ひて、そこに​ワンカン​​王罕​​なる​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​は​カタジケナ​​感謝​​みて​イ​​言​​はく「​ナムチ​​爾​​のこの​オン​​恩​​の​ムク​​報​​いを​ナムチ​​爾​​の​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​ムク​​報​​い​カヘ​​回​​さんことを​アマツカミ​​皇天​​[173]​クニツカミ​​后土​​の​イウゴ​​祐︀護​​にて​シロ​​知​​しめせ」とて​カタジケナ​​感謝​​みて​ヲ​​居​​りしぞ、​ナムチ​​爾​​。その​ノチ​​後​​ ​エルゲ カラ​​額兒格 合喇​​〈［＃「額兒格 合喇」は底本では「額兒格合喇」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§177(06:25:10)の漢︀字音訳「額兒格-合喇」に倣い二語に分割］〉（前の額兒客 合喇）は、​ナイマン​​乃蠻​​の​イナンチヤ ビルゲ カン​​亦難︀察 必勒格 罕​​より​イクサ​​軍​​を​モト​​索​​めて、​ナムチ​​爾​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​して​キ​​來​​つれば、





困窮せる​ワンカン​​王罕​​に​タイ​​對​​する​チンギス カン​​成吉思 汗​​の厚遇

​ナムチ​​爾​​は​イノチ​​命​​を​タス​​助​​かり、​ブシウ​​部眾​​を​ス​​棄​​てて、​スクナ​​少​​き​ヒト​​人​​にて​ハシ​​走​​りて​イ​​出​​でて、​カラ キダト​​合喇 乞荅惕​​の​グル カン​​古兒 罕​​の​トコロ​​處​​に​チユイ ガハ​​垂 河​​に​サルダウル​​撒兒荅兀勒​​の​トコロ​​地​​に​ユ​​往​​きたるぞ、​ナムチ​​爾​​。​ヒトトセ​​一年​​を​ツク​​盡​​さず、​マタ​​又​​ ​グル カン​​古兒 罕​​より​ソム​​背​​きて​イ​​出​​でて、​ウイウト​​委兀惕​​、​タングト​​唐兀惕​​の​チ​​地​​に​ヨ​​由​​り​コンキウ​​困窮​​して​ク​​來​​るに、​ゴヒキ​​五匹​​の​クロヒツジ​​𦍩䍽​​を​トラ​​拘​​へて​チ​​乳​​を​シボ​​擠​​りて​ノ​​喫​​みて、​ラクダ​​駱駝​​の​チ​​血​​を​サ​​刺​​して​ノ​​喫​​みて、​カタメ​​偏盲​​の​クロガミ​​黑鬛​​の​キイロウマ​​黃馬​​（蒙語 合哩溫 抹𡂰、明 旁譯 黑鬃尾黃馬、文譯 沙馬。高寶銓 曰く「西北域記 曰「狐毛短而𪎾者︀、曰㆓沙狐㆒。」𪎾、音天、黃白色。沙馬、蓋 毛色黃白者︀。」）にて​キ​​來​​ぬるぞ、​ナムチ​​爾​​。​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​ナムチ​​爾​​を、かく​コンキウ​​困窮​​して​キ​​來​​ぬと​シ​​知​​りて、​サキ​​先​​に​エスガイ カン​​也速該 罕​​なる​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​と​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたる​ユヱ​​故​​と​オモ​​思​​ひて、​タカイ​​塔孩​​、​スケガイ​​速客該​​ ​フタリ​​二人​​を​ナムチ​​爾​​の​ムカ​​迎​​へに​ツカヒ​​使​​に​ヤ​​遣​​りて、​マタ​​又​​ ​ワレ​​我​​ ​ミヅカ​​自​​ら​ケルレン ガハ​​客魯嗹 河​​の​ブルギ ガシ​​不兒吉 岸​​より​ムカ​​迎​​へ​ユ​​往​​きて、​グセウル​​古薛兀兒​​の​ミヅウミ​​湖​​（親征錄​グセウル タク​​曲笑兒 澤​​）に​ア​​遇​​ひ​ア​​合​​ひたるぞ、​ワレラ​​我等​​。​ナムチ​​爾​​を​コンキウ​​困窮​​して​キ​​來​​ぬと​イ​​云​​ひ、​クワレン​​科斂​​を​ヲサ​​斂​​めて​ナムチ​​爾​​に​アタ​​與​​へて、​サキ​​先​​に​ワ​​我​​が​チヽ​​父​​と​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひたる​エンコ​​緣故​​にて、​トウラ ガハ​​土兀剌 河​​の​クロバヤシ​​黑林​​にて​ワレラ​​我等​​ ​フタリ​​二人​​の​オヤコ​​父子​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へる​エンコ​​緣故​​は、かくあらずや。その​フユ​​冬​​ ​ナムチ​​爾​​を​ダンエイ​​團營​​の​ウチ​​內​​に​イ​​入​​れて​ヤシナ​​養​​ひたるぞ。





​ムルチエ セウル​​木魯徹 薛兀勒​​の戰

​フユ​​冬​​ ​フユゴモ​​冬龍​​りして​ナツ​​夏​​ ​スゴ​​過​​して、その​アキ​​秋​​ ​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​の​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​して、​カヂクリク ニルウン​​合廸黑里黑 你嚕溫​​[174]（合廸黑里黑の嶺。親征錄​ハヂンク ザン​​哈丁黑 山​​、元史​ハヂンリ​​哈丁里​​）の​ムルチエ セウル​​木魯徹 薛兀勒​​（親征錄 元史​モノチヤ ザン​​莫那察 山​​、親征錄 また 木奴叉力 之 野、額兒忒曼 木里察克 速兒）に​タヽカヒ​​戰​​ひて、​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​を​バルクヂン トグム​​巴兒忽眞 脫古木​​に​オ​​逐​​ひて、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​へて、​カレラ​​彼等​​のあまたの​バグン​​馬羣​​ ​キウシツ​​宮室​​ ​カレラ​​彼等​​の​デンクワ​​田禾​​ ​スベ​​都︀​​てを​ト​​取​​りて、​カン エチゲ​​罕 額赤格​​に​アタ​​與​​へたるぞ、​ワレ​​我​​。​ナムチ​​爾​​の​ウ​​飢​​ゑたるを​ヒ​​日​​の​ヒル​​晝​​に​イタ​​至​​らしめざりしぞ。​ナムチ​​爾​​の​ヤ​​痩​​せたるを​ツキ​​月​​の​ナカバ​​半​​に​イタ​​至​​らしめざりしぞ、​ワレ​​我​​。（親征錄​シム​​使​​㆘​ナムチヲウヱテ​​汝饑​​​ズ​​不​​㆑​スギ​​過​​㆓​ヒノヒルヲ​​日午​​㆒、​ツカレテ​​羸​​​ザラ​​不​​㆖㆑​スギ​​過​​㆓​ツキノモチヲ​​月望​​㆒。）





兩汗の​ナイマン​​乃蠻​​ 征伐

​マタ​​又​​ ​ワレラ​​我等​​は​グチユグルタイ​​古出古兒台​​（卷五の古出古惕、乃蠻の分部の名）​ブイルク カン​​不亦嚕黑 罕​​を​ウルクタク​​兀魯黑塔黑​​の​シヨゴク ウスン​​莎豁黑 兀孫​​（莎豁黑の水、卷五の鎖豁黑 兀孫）より​アルタイ ザン​​阿勒台 山​​を​コ​​越​​えしめ​オ​​追​​ひて、​ウロング ガハ​​兀嚨古 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​ユ​​往​​きて、​キチルバシ ナウル​​乞赤勒巴石 納兀兒​​（乞赤勒巴石の湖、卷五の乞失勒巴失 納兀兒）に​キハ​​窮​​めて​ト​​取​​りしぞ、​ワレラ​​我等​​。そこより​カヘ​​回​​りて​キ​​來​​る​トキ​​時​​、​ナイマン​​乃蠻​​の​コクセウ サブラク​​闊克薛兀 撒卜喇黑​​（親征錄​コクセウ サバラ​​曲薛吾 撒八剌​​）、​バイダラク ベルチル​​拜荅喇黑 別勒赤兒​​（拜荅喇黑の河股）に​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​タイヂン​​對陣​​したる​トキ​​時​​、​ユフグレ​​夕暮​​になられて、​アス​​明日​​の​アサ​​朝​​ ​タヽカ​​戰​​はんとて、​トヽノ​​整​​へ​ア​​合​​ひて​ヤド​​宿​​れば、​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​、​ナムチ​​爾​​は、その​ヂンシヨ​​陣處​​に​ヒ​​火​​を​ヤ​​燒​​かせて、​ヨル​​夜​​ ​カラ セウル ガハ​​合喇 薛兀勒 河​​に、​サカノボ​​泝​​りて​ウゴ​​動​​きたるぞ、​ナムチ​​爾​​。​アス​​明日​​の​アサ​​朝​​ ​ミ​​見​​れば、その​ヂンシヨ​​陣處​​に​ナ​​無​​く​ナ​​爲​​られ、​ナムチ​​爾​​に​ウゴ​​動​​かれて、「​コレラ​​此等​​は、​ワレラ​​我等​​を​ヤキメシ​​燒飯︀​​としけり」と​イ​​云​​ひて、​ワレ​​我​​も​ウゴ​​動​​きて、​エデル アルタイ​​額迭兒 阿勒台​​の​カハマタ​​汭​​にて​ワタ​​渡​​りて​キ​​來​​て、​サアリ ケエル​​撒阿里 客額兒​​に​ゲバ​​下馬​​したるぞ。





​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​の追襲

そこに​ナムチ​​爾​​を​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​は​オソ​​襲​​ひて、​サングン​​桑昆​​の​ツマコ​​妻子​​ ​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​ ​スベ​​都︀​​てを​ト​​取​​り、​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​ナムチ​​爾​​[175]の​テレゲト アマサル​​帖列格禿 阿馬撒兒​​（帖列格禿の口）にある​イツパン​​一半​​の​ジンミン​​人民​​ ​バグン​​馬羣​​ ​リヤウシヨク​​糧食​​を​トラ​​虜︀​​へて​サ​​去​​れば、​メルキト​​篾兒乞惕​​（親征錄 蔑力乞、滅里乞、元史 蔑里乞 部）の​トクトア​​脫黑脫阿​​（親征錄​トト​​脫脫​​）の​コ​​子​​、​クド​​忽都︀​​（卷五の忽圖）、​チラウン​​赤剌溫​​（親征錄 火都︀、赤剌溫）​フタリ​​二人​​、その​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​と​トモ​​共​​に​ナムチ​​爾​​の​トコロ​​處​​にあるが、その​タヽカヒ​​戰​​の​ウチ​​中​​に、その​チヽ​​父​​に​ア​​合​​はんと、​バルクヂン​​巴兒忽眞​​に​イ​​入​​らんと、​ナムチ​​爾​​の​トコロ​​處​​より​ソム​​背​​きて​ウゴ​​動​​きしぞ。





​シケツ​​四傑​​の救ひ

そこに​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​、​ナムチ​​爾​​は、「​ナイマン​​乃蠻​​の​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​に​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​を​トラ​​虜︀​​へられたり、​ワレ​​我​​。​ワ​​我​​が​コ​​子​​、​ドルベン クルウト​​朶兒邊 曲魯兀惕​​（四傑）を​アタ​​與​​へて​コ​​來​​よ」と​イ​​云​​ひて​キ​​來​​つれば、​ナムチ​​爾​​の​ゴト​​如​​くは​オモ​​思​​はず、そこに​ワレ​​我​​は、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ムカリ​​木合里​​、​ボロクル​​孛囉忽勒​​、​チラウン バアトル​​赤剌溫 巴阿禿兒​​、この​シケツ​​四傑​​を​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​ヤ​​遣​​りたれば、​ワ​​我​​がこの​シケツ​​四傑​​の​サキ​​先​​に、​クラアンクト​​忽剌安忽惕​​にて​サングン​​桑昆​​は​タイヂン​​對陣​​となり、その​ウマモヽ​​馬腿​​を​イ​​射​​られて​ト​​捕​​へられんとして​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​へ、​ワ​​我​​がこの​シケツ​​四傑​​ ​イタ​​到​​りて、​サングン​​桑昆​​を​スク​​救​​ひ、​ツマコ​​妻子​​ ​ジンミン​​人民​​を​ヂウグ​​住具​​ごめに​スベ​​都︀​​てを​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へたれば、そこに​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​は、​カタジケナ​​感謝​​みて​イ​​言​​はく「​コ​​子​​なる​テムヂン​​帖木眞​​に​サ​​去​​り​ヲ​​畢​​へたる​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​を​シケツ​​四傑​​をおこせて​スク​​救​​ひて​アタ​​與​​へられたり」と​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​りき、​ナムチ​​爾​​。





講和の望み

​イマ​​今​​ ​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​は、いかんぞ​ワレ​​我​​を​イカ​​怒​​りに​イカ​​怒​​れる、​ナムチ​​爾​​。​イカ​​怒​​る​リイウ​​理由​​の（理由を明さん）​ナ​​爲​​に​ツカヒ​​使​​をおこせよ。おこするには、​クバリ クリ​​忽巴哩 忽哩​​〈［＃「忽巴哩 忽哩」は底本では「忽巴哩忽哩」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§177(06:31:08)の漢︀字音訳「忽巴里-忽里」に倣い二語に分割］〉 ​イドルゲン​​亦都︀兒堅​​ ​フタリ​​二人​​をおこせよ。​フタリ​​二人​​をおこせずば、第二（第二の人 亦都︀兒堅）をおこせよ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りたれば、（親征錄に「可㆘遣㆓案敦 阿速、渾八力 二人㆒來報㆖。否、則遣㆓一人㆒」とあり。この[176]二人は、卷五の阿勒屯 阿倏黑、忽勒巴哩にして、喇失惕も親征錄に同じ。忽勒巴哩は、忽巴哩忽哩と名似たるに由り、修正 祕史の誤れるなるべし。）












§178(06:33:07)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ワンカン​​王罕​​の悔︀痛

　この​コトバ​​言​​につき、​ワンカン​​王罕​​ ​イ​​言​​はく「​アア​​嗚呼​​ ​イキグル​​息苦​​しき[かな]（蒙語​アイシヨイルク​​唉莎亦魯黑​​）。​ワ​​我​​が​コ​​子​​より、​ハナ​​離​​るゝ​ダウリ​​道理​​よりやは​ハナ​​離​​れたる。​ワカ​​分​​るゝ​クワンケイ​​關係​​よりやは​ワカ​​分​​れたる、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​ひ、​コヽロ​​心​​ ​ナヤ​​艱​​みて​イ​​言​​はく「​イマ​​今​​ ​コ​​子​​を​ミ​​見​​て​アシ​​惡​​しく​オモ​​思​​はば、かくの​ゴト​​如​​く​チ​​血​​を​イダ​​出​​されん（殺︀されん）」と​チカヒ​​誓​​ひて、​コユビ​​小指​​を​ハジ​​彈​​き、​ヤ​​箭​​ ​ケヅ​​削​​る​コガタナ​​小刀​​にて​サ​​刺​​して​チ​​血​​を​ナガ​​流​​して、​チヒサ​​小​​き​カバヲケ​​樺桶​​に​モ​​盛​​りて、「​ワ​​我​​が​コ​​子​​に​アタ​​與​​へよ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。（樺桶は、樺の皮の小桶なり。柳邊 紀略に曰く「樺木、徧㆑山皆是、類︀㆓白楊㆒。春夏閒、剝㆓其皮㆒、入㆓汙泥中㆒、謂㆓之糟㆒。糟數日、出而曝㆓之地㆒。白而成㆓花形㆒者︀爲㆑貴、金 史所 謂醬瓣也。」黑龍江 外記に曰く「山谷多㆓樺木㆒。土人以爲㆓箭笴㆒、爲㆓鞍版㆒、爲㆓刀柄㆒。皮以貼㆑弓、爲㆓車蓋㆒、爲㆓穹廬㆒、爲㆓札哈㆒。(原注 小船也。)縫㆑之如㆓栲栳㆒、大擔㆑水、小盛㆓米麫㆒、謂㆓之樺皮斗㆒。俄羅斯 亦 有㆑之、極小。雕鏤精︀巧、宜㆑儲㆓檳榔鼻煙㆒、號㆓老羌斗㆒。」）












§179(06:34:08)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ヂヤムカ​​札木合​​に​タイ​​對​​する​アザケ​​嘲​​り

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、「​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​に​イ​​言​​へ」とて​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​より​マミ​​見​​ゆる​アタ​​能​​はずして​ハナ​​離​​れしめたり、​ナンヂ​​汝​​。（明譯 補塡​ムカシノ​​在前​​ ​トキ​​時​​ ​ゴトニ​​毎​​㆑​ヒ​​日​​、二人幼くして始めて安荅となれる頃の事なるべし。）​ワレラ​​我等​​の​サキ​​先​​に​オ​​起​​きたるは、​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​オヲサカヅキ​​靑錘​​を[​モテ​​以​​て​ウマノチ​​馬乳​​を]​ノ​​飮​​みたりき。​ワレ​​我​​に​サキ​​先​​に​オ​​起​​きて​ノ​​飮​​まるゝを​ネタ​​妒​​みたるぞ、​ナンヂ​​汝​​。​イマ​​今​​ ​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​オヲサカヅキ​​靑錘​​を​ノ​​飮​​み​ホ​​乾​​し、​イク​​幾​​ばくを​ツヒヤ​​費​​すか、​ナンヂラ​​汝等​​」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。





​アルタン​​阿勒壇​​ ​クチヤル​​忽察兒​​の背信を責むる痛切の​コトバ​​言​​

​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、「​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​（親征錄 元史​アンタン​​案彈​​、​ホチヤル​​火察兒​​）​フタリ​​二人​​に​イ​​言​​へ」とて​イ​​言​​はく「​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​、​ワレ​​我​​を​ス​​棄​​てて、​カホ​​面​​をや​ス​​撇​​てんと​イ​​云​​へる、​ナンヂラ​​汝等​​。​オコナヒ​​行​​をや​ス​​撇​​てんと​イ​​云​​へる、​ナンヂラ​​汝等​​。（面をすつるは、體を辱むるを云ひ、行をすつるは、事業を壞るを云ふ。親征錄）​ナンヂ​​汝​​ ​フタリ​​二人​​ ​ホツシ​​欲​​㆑​コロサント​​殺︀​​㆑​ワレヲ​​我​​、​ハタ​​將​​ ​ステン​​棄​​㆑​コレヲ​​之​​​カ​​乎​​、​ウヅメン​​瘞​​㆑​コレヲ​​之​​​カ​​乎​​。（洪鈞の重譯には「汝二人惡㆑我、將[177]仍畱㆓我地上㆒乎、抑埋㆓我地下㆒乎」とあり。）​クチヤル​​忽察兒​​を​ナンヂ​​汝​​を「​ネクン タイシ​​捏坤 太石​​（親征錄​ネクン タイシ​​捏羣 太石​​、元史 聶坤）の​コ​​子​​」と​イ​​云​​ひて、​ワレラ​​我等​​より「​ナンヂ​​汝​​、​カン​​罕​​と​ナ​​爲​​れ」と​イ​​云​​へば、​ナ​​爲​​らざりしぞ、​ナンヂ​​汝​​。​アルタン​​阿勒壇​​を​ナンヂ​​汝​​を「​クトラ カン​​忽禿剌 罕​​こそは、[​クニ​​國​​を]​ウシハ​​管​​き​ユ​​行​​きけれ。その​チヽ​​父​​ ​ウシハ​​管​​き​ヰ​​居​​たるに​ヨ​​依​​り、​ナンヂ​​汝​​ ​カン​​罕​​と​ナ​​爲​​れ」と​イ​​云​​へば、​マタ​​亦​​ ​ナ​​爲​​らざりしぞ、​ナンヂ​​汝​​。​ウヘ​​上​​より（長房より數へての意なり。明譯 在㆓上輩㆒。親征錄にも上輩とあり。）「​バルタン バアトル​​巴兒壇 巴阿禿兒​​の​コ​​子​​（壇は、合黑の誤りにして、卽ち合不勒 罕の長子 斡勤 巴兒合黑なり。これは、原本の初より誤りて、修正 祕史も、その誤りを承けたりと見えて、喇失惕の集史も、これに同じ。親征錄は、その誤りを覺りけん、​バルカ バード​​八兒合 拔都︀​​と改め、元史は、それに據りて、​ワガオホヲヂ​​我伯祖︀​​ ​バラハ​​八剌哈​​と書けり。八兒合も八剌哈も、卽ち斡勤 巴兒合黑なり。また子は、孫に作るべし。但し孫をも子と云へるかも知れず。元史は、八剌哈 之 裔と書けり）」と​イ​​云​​ひて、​サチヤ​​撒察​​、​タイチユ​​台出​​（親征錄 元史​セチエ​​薛徹​​、​タイチユ​​大丑​​）​フタリ​​二人​​を「​ナンヂラ​​汝等​​、​カト​​合惕​​（罕の複稱）と​ナ​​爲​​れ」と​イ​​云​​ひて、​アタ​​能​​はざりしぞ、​ワレ​​我​​。​ナンヂラ​​汝等​​を「​カト​​合惕​​となれ」と​イ​​云​​ひて​アタ​​能​​はずして、​ナンヂラ​​汝等​​に「​ナンヂ​​汝​​、​カン​​罕​​となれ」と​イ​​云​​はれて、​ウシハ​​管​​き​ユ​​行​​きたるぞ、​ワレ​​我​​。





蒙古の臣道

​ナンヂラ​​汝等​​ ​カト​​合惕​​となりたるならば、​オホ​​多​​斡欒​き敵に​センポウ​​先鋒​​阿勒斤赤​に​ハシ​​走​​らせられば、​アマツカミ​​上帝​​に​イウゴ​​祐︀護​​せられば、​テキ​​敵​​荅亦孫​の人を​トラ​​虜︀​​荅兀里​ふる​トキ​​時​​、​ホヽ​​腮​​合察兒​ ​ウツク​​美​​しき​ヲトメ​​少女​​、​キサキ​​妃​​合屯​ ​ヲミナ​​婦人​​を、​シリブシ​​臀節︀​​合兒含​ ​ヨ​​好​​き​センバ​​騸馬​​を​ト​​取​​り​キ​​來​​て​アタ​​與​​ふるなりしぞ、​ワレ​​我​​。​ノ​​野​​兀喇阿​の​ケダモノ​​獸​​に​サキガケ​​先驅​​兀禿喇​せさせられば、​ガケ​​崖​​合荅​の​ケダモノ​​獸​​は、その​マヘアシ​​前脚​​合兒​を​ヒトナラビ​​一竝​​に​ヨ​​寄​​せて​アタ​​與​​ふるなりしぞ、​ワレ​​我​​。​キリギシ​​懸厓​​昆​の​ケダモノ​​獸​​は、その​アトアシ​​後脚​​忽牙​を​ヒトナラビ​​一竝​​に​ヨ​​寄​​せて​アタ​​與​​ふるなりしぞ、​ワレ​​我​​。​アレノ​​曠野​​客額兒​の​ケダモノ​​獸​​は、その​ハラ​​腹​​客額里​を​ヒトナラビ​​一竝​​に​ヨ​​寄​​せて​アタ​​與​​ふるなりしぞ、​ワレ​​我​​。（親征錄に「假汝等爲㆑君、吾當㆓前鋒㆒、俘獲輜重、亦歸㆑汝也。使㆘我從㆓諸︀君㆒畋㆖、我亦將㆕遮㆑獸迫㆑崖、使㆔汝得㆓從便㆒㆑射也」とあり。「汝等 合惕となり」以下の語の意を約めて書きたるなり。）​イマ​​今​​ ​ワ​​我​​が​カン エチゲ​​罕 額赤格​​に​ヨ​​善​​きに​トモ​​伴​​と[178]なりて​アタ​​與​​へよ。​ア​​厭​​き​カ​​易​​しと​イ​​云​​はれんぞ、​ナンヂラ​​汝等​​。





金帝の​チヤウトクリ​​察兀惕忽哩​​

​チヤウトクリ​​察兀惕忽哩​​（卷四の札兀惕忽哩）の​フシヨク​​扶植​​のみなりきと​ナ​​勿​​ ​イ​​云​​はれそ。（明譯​ナンヂライマカヘツテ​​您如今卻​​​ハナレ​​離​​㆓​テ​​了​​ ​ワレヲ​​我​​㆒、​アリ​​在​​㆓​ワンカンノ​​王罕​​ ​トコロニ​​處​​。​ナンヂラ​​您​​ ​ヨク​​好生​​ ​ナリ​​做​​㆑​トモト​​伴​​​テ​​著︀​​、​ナ​​休​​㆕要 ​アリテ​​有​​㆑​ハジメ​​始​​​ナク​​無​​㆑​ヲハリ​​終​​、​シムル​​敎​​㆔​ヒトヲシテ​​人​​​ギ​​議​​㆓​ロンセ​​論​​ ​ナンヂラ​​你每​​、​マタク​​全​​ ​タヨリ​​倚​​㆘仗 ​テ​​著︀​​ ​テムヂンニ​​帖木眞​​㆖、​ナケレ​​無​​㆘​テムヂン​​帖木眞​​㆖​バ​​呵​​、​スナハチ​​便​​​ズト​​不​​㆒㆑​アタラ​​中​​㆑​ヨウニ​​用​​了。成吉思 汗の自ら察兀惕忽哩と稱するを見れば、この時までは、蒙古の合罕は、小部落の酋長に過ぎずして、金の官爵を榮譽としたるなり。）





蒙古の興れる​ミカハ​​三河​​の源

​ミカハ​​三河​​（斡難︀、客魯嗹、土兀剌）の​ミナモト​​源​​は、​タレ​​誰​​にも​ナ​​勿​​ ​カエイ​​下營​​せしめそ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。（親征錄に「三河之源、我祖︀實興。毋㆑令㆓他人居㆒㆑之。汝若事㆓吾父 汪可汗㆒、勿㆑使㆘疑㆔汝爲㆓ 察兀忽魯 之族㆒ 而累㆖㆑汝。卽 汪可汗 交㆑人易㆑厭。於㆑我尙爾、況汝輩乎。縱然今夏、豈能到㆓來冬㆒矣」とあり。察兀忽魯の事は、祕史と意 違ひ、又 二人の厭き易きことを王罕の事に移せり。元史には「三河、祖︀宗肇㆑基之地、毋㆑爲㆓他人所有㆒。汝善事㆓汪罕㆒。汪罕 性無㆑常、遇㆑我尙如㆑此、况汝輩乎。我今去矣。我今去矣」と云ひて、文は麗しくなりたれども、意味は全く親征錄に因れり。「我 今 去らん」の二語は、進むことか、退くことか。面白き樣にて、面白からず、蛇足なり。）
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​トオリル​​脫斡哩勒​​を弟と云へる​エンコ​​緣故​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は「​トオリル​​脫斡哩勒​​（親征錄​トーリン​​脫憐​​）なる​オトヽ​​弟​​に​イ​​言​​へ」とて​イハ​​言​​く「​オトヽ​​弟​​と​イ​​云​​へる​エンコ​​緣故​​は、​トンビナイ​​屯必乃​​、​チヤラカイ リンク​​察剌孩 領忽​​（親征錄​チヤラカ リンク​​察剌合 令忽​​、​トンビナイ​​統必乃​​）​フタリ​​二人​​の​オクダ​​斡黑荅​​（親征錄​タタ​​塔塔​​）​ヤツコ​​奴​​に​ヨ​​依​​り​オコ​​起​​りて​キ​​來​​しぞ。​オクダ​​斡黑荅​​ ​ヤツコ​​奴​​の​コ​​子​​ ​スベガイ​​速別該​​（親征錄​シユエゲ​​雪也哥​​）​ヤツコ​​奴​​ありき。​スベガイ​​速別該​​ ​ヤツコ​​奴​​の​コ​​子​​ ​ココチユ キルサアン​​闊闊出 乞兒撒安​​（親征錄​ココチユ ヘルスアン​​闊闊出 黑兒思安​​）ありき。​ココチユ キルサアン​​闊闊出 乞兒撒安​​の​コ​​子​​ ​エガイ コンタガル​​也該 晃塔合兒​​ありき。（親征錄​ヂエガイ コントガル​​折該 晃脫合兒​​。蓋 卷三の者︀該 晃答豁兒に同じ。然らば脫斡哩勒は、速格該 者︀溫と兄弟にして、速客虔 氏なり。）​エガイ コンタガル​​也該 晃塔合兒​​の​コ​​子​​ ​トオリル​​脫斡哩勒​​、​ナンヂ​​汝​​。​タ​​誰​​が​ブシウ​​部眾​​を[​ワンカン​​王罕​​に]​アタ​​與​​へんとて​ヘツラ​​諂​​ひ​ユ​​行​​ける、​ナンヂ​​汝​​。​ワ​​我​​が​ブシウ​​部眾​​は、​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​ ​フタリ​​二人​​、​タレ​​誰​​にも​ウシハ​​管​​かしめぬぞ。​ナンヂ​​汝​​を​オトヽ​​弟​​と​イ​​云​​へる​エンコ​​緣故​​は、​ワ​​我​​が​オホヒオホヂ​​高祖︀父​​孛兒孩​（屯必乃）の​トジキミ​​戶限​​孛莎合​の​ヤツコ​​奴​​孛斡勒​、​ワ​​我​​[179]が ​ヒオホヂ​​曾祖︀父​​額鄰出克​（合不勒 罕）の​カド​​門​​額兀顚​の​キンジユ​​近習​​奄出​の​ヤツコ​​奴​​[なりしに​ヨ​​由​​る]と​ワ​​我​​が​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​ること、かくあり。」
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​サングン​​桑昆​​の不孝を​イマシ​​誡​​むる​アンダ​​安荅​​の忠言

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は「​サングン アンダ​​桑昆 安荅​​（親征錄​セングン アンダ​​鮮昆 案荅​​）に​イ​​言​​へ」とて​イ​​言​​はく「​イフク​​衣服​​ありて​ウマ​​生​​れたる​コ​​子​​にて​ワレ​​我​​はありしぞ。​ハダカ​​裸​​にて​ウマ​​生​​れたる​コ​​子​​にて​ナンヂ​​汝​​はありしぞ。​ワレラ​​我等​​の​カン エチゲ​​罕 額赤格​​は、​ワレラ​​我等​​ ​フタリ​​二人​​を​ヒトシナミ​​齊等​​に​ヤシナ​​養​​ひたりき。​アヒダ​​閒​​に​イ​​入​​らるゝより、​サングン アンダ​​桑昆 安荅​​は、​ワレ​​我​​を​ネタ​​嫉​​みて​オ​​逐​​ひたるぞ、​ナンヂ​​汝​​。​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​の​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​コヽロ​​心​​を​ナヤ​​艱​​まさず、​ユフベ​​夕​​に​アシタ​​朝​​に​イ​​入​​りて​イ​​出​​でて​ナグサ​​慰​​めて​ユ​​行​​け。​モト​​舊​​の​コヽロ​​心​​（明譯​ナンヂガ​​你​​ ​モト​​舊​​ ​ネタメル​​嫉妒​​的 ​コヽロ​​心​​）を​ハナ​​放​​たず、​カン エチゲ​​罕 額赤格​​を、​イノチ​​命​​ある​ウチ​​內​​に​カン​​罕​​とならんとて、​ワレラ​​我等​​の​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​コヽロ​​心​​を​ナヤ​​艱​​まして​ナ​​勿​​ ​クルシ​​苦​​ましめそ」と​イ​​云​​ひて、「​サングン アンダ​​桑昆 安荅​​、​ワレ​​我​​に​ツカヒ​​使​​をおこせ​ク​​來​​るには、​ビルゲ ベキ​​必勒格 別乞​​、​トドエン​​脫朶延​​（親征錄​ビリゲ ベキ​​必力哥 別吉​​、​トドン​​脫端​​）なる​フタリ​​二人​​の​トモビト​​從士​​をおこせよ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。





七人の使 皆 二人づゝ

「​ワレ​​我​​に​ツカヒ​​使​​ ​ク​​來​​るには、​カン エチゲ​​罕 額赤格​​は、​フタリ​​二人​​の​ツカヒ​​使​​をおこせよ。​サングン アンダ​​桑昆 安荅​​も、​フタリ​​二人​​の​ツカヒ​​使​​をおこせよ。​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​も、​フタリ​​二人​​の​ツカヒ​​使​​をおこせよ。​アルタン​​阿勒壇​​も、​フタリ​​二人​​の​ツカヒ​​使​​をおこせよ。​クチヤル​​忽察兒​​も、​フタリ​​二人​​の​ツカヒ​​使​​をおこせよ。​アチクシルン​​阿赤黑失㖮​​も、​フタリ​​二人​​の​ツカヒ​​使​​をおこせよ。​カチウン​​合赤溫​​（卷五の合赤溫 別乞）も、​フタリ​​二人​​の​ツカヒ​​使​​をおこせよ」とて、​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​、​スゲガイ ヂエウン​​速格該 者︀溫​​ ​フタリ​​二人​​をもてかゝる​コトバ​​言​​どもを​デンゴン​​傳言​​せしめて​ヤ​​遣​​りぬ。





​サングン​​桑昆​​の冥頑

この​コトバ​​言​​どもをかく​イ​​言​​はれて、​サングン​​桑昆​​ ​イ​​言​​はく「​イク​​幾​​たびも[180]​カン エチゲ​​罕 額赤格​​と​イ​​云​​ふなりき。​コロ​​殺︀​​し​ズ​​好​​きの​オキナ​​翁​​とやは​イ​​云​​はざりし。​ワレ​​我​​を​イク​​幾​​たびも​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひたりき。​トクトア​​脫黑脫阿​​ ​カンナギ​​師巫​​、​サルタク​​撒兒塔黑​​（撒兒塔兀勒の國）の​ヒツジ​​羊​​の​ヲ​​尾​​に​ツヾ​​續​​きて​ユ​​行​​けりとやは​イ​​云​​はざりし。​コレ​​此​​にて​コトバ​​言​​どもの​ハカリゴト​​計略​​は、​サト​​覺​​られたり。​タヽカ​​戰​​はんの​ハジメ​​首​​なる​コトバ​​言​​なり。​ビルゲ ベキ​​必勒格 別乞​​、​トドエン​​脫朶延​​ ​フタリ​​二人​​、​タヽカ​​戰​​ふ​トウ​​纛​​を​タ​​立​​てよ。​センバ​​騸馬​​どもを​コ​​肥​​やせよ。​ウタガ​​疑​​ひ​ナ​​無​​くあるぞ」と​イ​​云​​へり。（脫黑脫阿 云云は、當時かゝる師巫ありて、かゝる風をなしたるなり。委しき事は、今知るべからず。明譯​ワレ​​我​​ ​ヲ​​行​​ ​モ​​也​​ ​イクタビカ​​幾曾​​ ​イヒ​​說​​㆑​ナリト​​是​​㆓​アンダ​​安荅​​㆒​キ​​來​​。​タヾ​​只​​ ​イフ​​說​​㆘​トクトア​​脫黑脫阿​​ ​カンナギ​​師翁​​ ​ツヾキ​​續​​㆓​テ​​著︀​​ ​フイフイノ​​回回​​ ​ヒツジノヲニ​​羊尾子​​㆒​ユキタリト​​行有​​㆖。元の世にても已に意味を解りかねたりと見えて、親征錄には「彼何嘗實意待㆑我爲㆓案荅㆒。特以㆓玩物㆒視︀㆑我耳」と譯せり。別咧津は剌失惕を譯し、「彼は我を安荅と呼べども、又 常に我を罵る」と約めて、自注に「下に脫忽布惕の一語あり、篾兒乞惕の說克塔の事ならん。意 解し難︀し」と斷れり。）かくて​ワンカン​​王罕​​より​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​ ​カヘ​​回​​る​トキ​​時​​、​スゲガイ ヂエウン​​速格該 者︀溫​​の​ツマコ​​妻子​​は、そこに​トオリル​​脫斡哩勒​​の​トコロ​​處​​に​ヲ​​居​​りき。





​スゲガイ​​速格該​​の居殘り

​サ​​去​​る​コヽロ​​心​​になりかねて​スゲガイ ヂエウン​​速格該 者︀溫​​は、​アルカイ​​阿兒孩​​より​オク​​後​​れき。​アルカイ​​阿兒孩​​ ​キ​​來​​て、この​コトバ​​言​​どもを​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​イ​​言​​へり。
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​バルヂユナ​​巴勒主納​​湖の​チウエイ​​駐營​​

　かくて​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​サ​​去​​りて​バルヂユナ ナウル​​巴勒主納 納兀兒​​に​ゲバ​​下馬​​せり。（巴勒主納の湖は、斡難︀ 河の北にて、露西亞の咱拜喀勒 州なる赤塔の南にあり。禿喇 河それより流れ出でて因果塔 河に入る。その地は、林木 多くして駐夏に宜しく、蒙古人は、今もその地を指して、成吉思 汗の難︀を避けたる處なりと云ひ傳ふと云ふ。親征錄は河の名とし、喇失惕は地の名として、そこに小河どもありと云ひ、他の西史は、錄の如く河の名とせり。禿喇 河を昔は巴勒主納 河と云へるにや。又は別に湖に注ぐ巴勒主納 河ありしかも知れず。親征錄、元史 雪不台の傳​バンヂユニ ガハ​​班朱泥 河​​。太祖︀ 本紀、札八兒 火者︀、速不台、鎭海︀、哈散納、阿朮魯、紹古兒の傳には、班朱尼 河とあり。下に委しく引けり。元史にて湖の名としたるは、朮赤台の傳に班眞 海︀子とあるのみなり。）そこに​ゲバ​​下馬​​する​トキ​​時​​、​シユオスチヤガン​​搠斡思察罕​​（名）​ゴルラス​​豁嚕剌思​​（姓）、​マサ​​正​​にそこに​ア​​遇​​ひ​ア​​合​​へり。それらの​ゴルラス​​豁嚕剌思​​（親征錄 元史​ホルラ ブ​​火魯剌 部​​）[181]は、​タヽカ​​鬭​​はずに​クダ​​降​​り​キ​​來​​ぬ。​オングト​​汪古惕​​（親征錄​ワング ブ​​王孤 部​​元史 汪古 部）の​アラクシ ヂギトクリ​​阿剌忽失 的吉惕忽哩​​（親征錄​アラフス チキホリ​​阿剌忽思 的乞火里​​。元史、阿剌兀思 剔吉忽里）の​トコロ​​處​​より​アサン サルタクタイ​​阿三 撒兒塔黑台​​（阿三と云ふ撒兒塔黑 人）、​シロ​​白​​き​ラクダ​​駱駝​​ある​セン​​千​​の​カツヤウ​​羯羊​​（千の羯羊に白駱駝 一匹まじれる）を​オ​​趕​​いて、​エルグネ ガハ​​額兒古捏 河​​に​シタガ​​沿​​ひ、​テウソ​​貂鼠​​ ​セイソ​​靑鼠​​を​カ​​買​​ひて​ト​​取​​り​ク​​來​​る時、





​バルヂユナ​​巴勒主納​​の水飮み卽ち濁水の誓

[​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に]​バルヂユナ​​巴勒主納​​に​ミヅノ​​水飮​​みに​イ​​入​​る​トコロ​​處​​に​ア​​遇​​へり。（この水飮みは、名高き巴勒主納の濁水の誓なり。祕史の文は、簡略なるが故に、參考の爲に、紀傳に見えたる叙事を下に引かん。││





飮渾水 卽ち​バルヂユト​​巴勒主惕​​の諸︀說

太祖︀ 本紀帝 旣​（ニ）遣​（シ）㆓使​（ヲ）於 ​ワンハンニ​​汪罕​​㆒、遂​（ニ）進​（メ）㆑兵​（ヲ）、虜︀​（ヘテ）㆓​ホンギラ​​弘吉剌​​​（ノ）​ベツブ​​別部​​ ​デルギン​​溺兒斤​​㆒以​ユキ​​行​​、至​（ル）㆓​バンヂユニ ガハニ​​班朱泥 河​​㆒。河​（ノ）水方​（ニ）渾​（レリ）。





太祖︀ 本紀の飮渾水

帝 ​ノミテ​​飮​​㆑之​（ヲ）以誓​（フ）㆑眾​（ニ）。有​（リ）㆓ ​イキレ ブノ​​亦乞烈 部​​ ​ヒト​​人​​ ​ボトナルモノ​​孛徒者︀​​㆒、​レ​​爲​​㆓​ホルラ ブニ​​火魯剌 部​​所 ​ヤブラ​​敗​​㆒、因​（テ）遇​（ヒ）㆑帝​（ニ）、與㆑之同​（ク）盟​（フ）。​ハツサル​​哈撒兒​​ 別​（ニ） 居​（リ）㆓​ハラフン ザンニ​​哈剌渾 山​​㆒、妻子​ラレ​​爲​​㆓​ワンハンニ​​汪罕​​ 所​ヘ​​虜︀​​㆒、​カヽヘテ​​挾​​㆓幼子 ​トフヲ​​脫虎​​㆒走​（リ）、糧絕​（エ）、探​（シテ）㆓鳥卵​（ヲ）㆒爲​（シ）㆑食​（ト）、​キテ​​來​​會​（フ）㆓于河​（ノ）上​（ニ）㆒。時​（ニ）​ワンハン​​汪罕​​ 形勢盛强​（ニシテ） 帝 微弱​（ナリ）。勝敗​ズ​​未​​㆑可​（ヲ）㆑知​（ル）、眾頗​（ル）危​（ミ）懼​（ル）。凡​（テ）與​（ニ）飮​（タル）㆓河​（ノ）水​（ヲ）㆒者︀​（ヲ）、謂​（フ）㆓之飮渾水​（ト）㆒、言​（フ）㆔其​（ノ）曾​（テ）同​（セルヲ）㆓艱難︀​（ヲ）㆒也。この文は、全く親征錄に據りて、只「河水方渾」と「時 汪罕」以下の三十七字とを加へたるなり。溺兒斤は、卽ち親征錄 前文の帖木哥 阿蠻にして不余兒 湖の頭にありと祕史に記せる帖兒格 阿篾勒なり。帖兒格 阿篾勒の降りたるは、成吉思 汗の合勒合 河に沿ひ動ける時にあるを、親征錄は重ねてこゝに溺兒斤を虜︀ふと記せるは、誤りなり。元史は、又 前の降附の事をば「怯里亦 部 人、遂棄㆓汪罕㆒來降」と改めて、溺兒斤を虜︀へたることは、親征錄のまゝに書けり。されども統格 小河より巴勒主納 湖に遷るに、何ぞ不余兒 湖の邊を過ぐることあるべけんや。││





​ヂヤバル ホジヤ​​札八兒 火者︀​​の​デン​​傳​​なる馬くひ

札八兒 火者︀の傳太祖︀ 與㆓​ケレイノ​​克烈​​ ​ワンハン​​汪罕​​㆒有㆑隙、一夕​ワンハン​​汪罕​​潛​（メテ）㆑兵​（ヲ）​キヌ​​來​​。倉卒​（ニシテ）​ズ​​不​​㆑爲​（サ）㆑備​（ヲ）、眾軍大​（ニ）潰​（ユ）。太祖︀遽​（ニ）引​（テ）去​（リ）、從​（ヒ）行​（ク）者︀僅​（ニ）十九人、札八兒 與​（レリ）焉。至​（レバ）㆓​バンヂユニ ガハニ​​班朱尼 河​​㆒、餱糧俱​（ニ）盡​（キ）、荒遠​（ニシテ）無​（シ）㆑所㆑得​（ル）㆑食​（ヲ）。會​（〻）一​（ノ）野馬北​（ヨリ）​キテ​​來​​、諸︀王 ​ハジヤル​​哈札兒​​ 射​（テ）㆑之​（ヲ）殪​（セリ）。遂​（ニ）​ウツロニシテ​​刳​​㆑革​（ヲ）​シ​​爲​​㆑釜​（ト）、出​（シ）㆓火​（ヲ）于石​（ヨリ）㆒、汲​（ミ）㆓河​（ノ）水​（ヲ）㆒、煮︀​（テ）而啖​（ヘリ）㆑之​（ヲ）。太祖︀擧​（ゲ）㆑手​（ヲ）仰​（テ）㆑天​（ヲ）而誓​（テ）曰​（ク）[182]「​サセバ​​使​​㆔我​（ニ）克​（ク）定​（メ）㆓大業​（ヲ）㆒、當​（シ）㆘與㆓諸︀人㆒同​（ス）㆗甘苦​（ヲ）㆖。苟​（モ）​カヘバ​​渝​​㆓此言​（ヲ）㆒、有㆑如​（キ）㆓河水​（ノ）㆒。」將士​ナカリキ​​莫​​㆑​ザルハ​​不​​㆓感泣​（セ）㆒。これは、飮渾水の如くも聞ゆれども、水を飮めるに非ずして、馬を啖へるなり。濁水の誓に非ずして、馬肉の誓なり。然るにこの傳は、誤りだらけにて、信じ難︀し。札八兒は、西域の族長なるに、西域 征伐の十餘年前に蒙古に仕へて克烈 征伐の役に加はれるは、已に怪むべく、又 居庸關の戰は、者︀別 等 紫荆關より入りて居庸の南口を破れるを、札八兒の前導にて居庸の閒道より軍を進めたりとしたるなど、疑はしきこと多ければ、馬肉の誓もいかゞあるべき。││





​チユチタイ​​朮赤台​​の​デン​​傳​​なる​バンヂン カイシ​​班眞 海︀子​​

朮赤台の傳從​（テ）征​（シ）㆓​ケレイヲ​​怯列亦​​㆒、自㆓​ハンハ​​罕哈​​㆒啓​（キ）行​（ヲ）、​ヘ​​歷​​㆓​バンヂン カイシヲ​​班眞 海︀子​​㆒、閒關萬里、每​（ニ）㆑遇​（フ）㆓戰陳​（ニ）㆒、必​（ズ）爲​（レリ）㆓先鋒​（ト）㆒。罕哈は、合勒合 河なり。班眞 海︀子は、巴勒主納 湖なり。合勒合 河より巴勒主納 湖に至れるを閒關 萬里と云へるは、形容に過ぎたり。この傳にも誤り多し。合剌合勒只惕の戰を叙べて、「怯列亦 哈剌哈眞 沙陀 等、帥㆑眾來侵」と書き出し、沙漠の名を人の名としたるは、最も笑ふべし。「單騎陷㆑陳、射㆓殺︀ 鮮昆㆒」と書きたれども、單騎には非ず、兀嚕兀惕を率ゐたり。射殺︀には非ず、腮を傷けたるのみなり。客咧亦惕の亡人なる札哈堅普を乃蠻の主としたるは、太祖︀ 本紀の札阿紺孛なるを知らざるに似たり。││





​スブタイ​​速不台​​の​デン​​傳​​なる​バンヂユニ ガハ​​班朱尼 河​​

速不台の傳太祖︀ ​イマシヽ​​在​​㆓​バンヂユニ ガハニ​​班朱尼 河​​㆒​トキ​​時​​、​ハバン​​哈班​​ 嘗​（テ）驅​（テ）㆓羣羊​（ヲ）㆒以進​（ミ）、遭​（ヒ）㆑盗​（ニ）​ラル​​被​​㆑執​（ヘ）。​フルフン​​忽魯渾​​ ​ト​​與​​㆓​スブタイ​​速不台​​㆒繼​（キ）至​（リ）、以​（テ）㆑槍​（ヲ）刺​（ス）㆑之​（ヲ）。人馬皆倒​（レ）、餘黨逸︀​（グ）去​（ル）。遂​（ニ）免​（レサセ）㆓父​（ノ）難︀​（ヲ）㆒、羊​（ハ）得​（タリ）㆑達​（スルヲ）㆓於行在所​（ニ）㆒。この事の後に、闊赤檀 山の戰。赤は亦の誤りにて、卽ち闊亦田の戰あれば、この事は、成吉思 汗の巴勒主納に到りし時には非ずして、客魯嗹の上流なる不兒吉 岸 又は古咧勒古に居たる時の事なるべし。速不台の傳の複出なる雪不台の傳にも、この事を載せて、太祖︀初​（メ）建​（ツ）㆓興都︀​（ヲ）于 ​バンヂユニ ガハニ​​班朱泥 河​​㆒、今​（ノ）龍居 河 也と云へり。泰定帝 紀に「癸巳、卽㆓皇帝位於 龍居 河㆒」とありて、その大赦の詔に「九月初四日、於㆓成吉思 皇帝的 大 斡耳朶 裏大位次裏㆒坐了也」と云へれば、泰定 卽位の處は、客魯嗹 河の闊迭額 洲の大 斡兒朶なるべく、龍居 河は、金史 完顏 奴申の傳なる龍駒 河、長春の西遊記の陸局 河にして、卽 客魯嗹 河なり。然らば班朱尼も班朱泥も客魯嗹の誤りにして、興都︀とは客魯嗹 河の上流なる成吉思 汗 駐營の地を稱したるなり。││





​チンハイ​​鎭海︀​​の​デン​​傳​​

鎭海︀の傳​チンハイ​​鎭海︀​​​（ハ）、​ケレイタイ ウヂナリ​​怯烈台 氏​​。初以​（テ）㆓軍伍​（ノ）長​（ヲ）㆒、從​（ヒ）㆓太祖︀​（ニ）㆒同​（ク）​ノミキ​​飮​​㆓​バンヂユニ ガハ​​班朱尼 河​​​（ノ）水​（ヲ）㆒。││





​ハサナ​​哈散納​​の​デン​​傳​​

哈散納の傳​ハサナ​​哈散納​​​（ハ）、​ケレイ ウヂナリ​​怯烈亦 氏​​。太祖︀​（ノ）時、從​（テ）征​（シテ）㆓王罕​（ヲ）㆒有​（リ）㆑功。命​（ジテ）同​（ク）飮​（シメ）㆓​バンヂユニ ガハ​​班朱尼 河​​之水​（ヲ）㆒、且曰​（ク）「與㆑我共​（ニ）飮​（メル）㆓此水​（ヲ）㆒者︀​（ハ）、世爲​（ラン）㆓我​（ガ）用​（ト）㆒。」││





​アチユル​​阿朮魯​​の​デン​​傳​​

阿朮魯の傳​アチユル​​阿朮魯​​​（ハ）、​モング ウヂナリ​​蒙古 氏​​。太祖︀​（ノ）時、命​（ジテ）同​（ク）飮​（シメ）㆓​バンヂユニ ガハ​​班朱尼 河​​之水​（ヲ）㆒、扈​（ヒ）㆑駕​（ニ）親征​（シテ）有㆑功。││阿朮魯の孫なる懷都︀の傳にも[183]​フイド​​懷都︀​​​（ハ）、​オルナタイ ウヂナリ​​斡魯納台 氏​​。祖︀父 ​アチユル​​阿朮魯​​、與㆓太祖︀㆒同​（ク）飮​（ミ）㆓​クロキカハノミヅヲ​​黑河水​​㆒、屢從​（ヘリ）㆓征討​（ニ）㆒とあり。斡魯納台は、祕史の斡羅納兒 氏なり。阿朮魯の傳に蒙古 氏とあるは、蒙古 斡魯納台 氏と云ふべきを脫したるなり。黑河は、河の名に非ず、水の濁れるを云へるなり。││





​チヤウグル​​紹古兒​​の​デン​​傳​​

紹古兒の傳​チヤウグル​​紹古兒​​​（ハ）、​メリギタイ ウヂナリ​​麥里吉台 氏​​。事​（ヘ）㆓太祖︀​（ニ）㆒、命​（ジテ）同​（ク）飮​（ミ）㆓​バンヂユニ ガハ​​班朱尼 河​​之水​（ヲ）㆒、扈㆓從​（セリ）親征​（ニ）㆒。麥里吉台は、篾兒乞惕 氏なり。││





​スゲ​​速哥​​の​デン​​傳​​なる父 ​フイド​​懷都︀​​

速哥の傳 二つあり。卷の百卅一にあらず、卷の百廿四なる​スゲ​​速哥​​​（ハ）、蒙古​（ノ）​ケレイ ウヂナリ​​怯烈 氏​​、世傳​（フ）㆓李唐​（ノ）外族​（ト）㆒。父 ​フイド​​懷都︀​​、事​（ヘ）㆓太祖︀​（ニ）㆒、嘗​（テ）從​（テ）飮​（メリ）㆓​バンチユク ガハノ​​班朮居 河​​ 水​（ヲ）㆒。居は、尼の誤りなり。││





​トトハ​​土土哈​​の​デン​​傳​​なる水飮みの舊事

土土哈の傳世祖︀巡㆓幸​（シ）北邊​（ニ）㆒、召​（シ）見​（テ）慰㆓諭​（シテ）之​（ヲ）㆒曰​（ク）「昔太祖︀與㆘其臣同​（スル）㆓患難︀​（ヲ）㆒者︀㆖、飮​（テ）㆓​バンチユ ガハ​​班朮 河​​之水​（ヲ）㆒以記​（セリ）㆑功​（ヲ）。今日之事、何​（ゾ）愧​（ン）㆓昔​（ノ）人​（ニ）㆒。卿其勉︀​（メヨ）㆑之​（ヲ）。」班朮の下 尼の字 脫ちたり。││





​アタハイ​​阿塔海︀​​の​デン​​傳​​なる祖︀ ​タハイ バアドル​​塔海︀ 拔都︀兒​​

阿塔海︀の傳​アタハイ​​阿塔海︀​​​（ハ）、​スンドス​​遜都︀思​​​（ノ）人​（ナリ）。祖︀ ​タハイ バアドル​​塔海︀ 拔都︀兒​​、驍勇​（ニシテ）善​（ク）戰​（ヒ）、嘗​（テ）從​（ヒ）㆓太祖︀​（ニ）㆒、同​（ク）飮​（ミ）㆓黑​（キ）河​（ノ）水​（ヲ）㆒、以​（テ）㆑功​（ヲ）爲​（レリ）㆓千戶​（ト）㆒。阿塔海︀は、日本に寇して遁げ還りたる大將なり。遜都︀思は、祕史の速勒都︀思 氏、塔海︀ 拔都︀兒は、祕史の塔孩 巴阿禿兒なり。││





​メリ​​麥里​​の​デン​​傳​​なる祖︀ ​シエリゲン ノヤン​​雪里堅 那顏​​

麥里の傳​メリ​​麥里​​​（ハ）、​チエウタイ ウヂナリ​​徹兀臺 氏​​。祖︀ ​シエリゲン ノヤン​​雪里堅 那顏​​、從​（ニ）㆓太祖︀​（ニ）㆒、與㆓​ワンカン​​王罕​​㆒戰​（ヒ）、同​（ク）飮​（ミ）㆓​バンヂン ガハノ​​班眞 河​​ 水​（ヲ）㆒、以​（テ）㆑功​（ヲ）授​（カル）㆓千戶​（ヲ）㆒。朮赤台の傳なる班眞 海︀子は、巴勒主納 納兀兒、この班眞 河は、巴勒主納 木嗹なり。││





​エルウ アハイ​​耶律 阿海︀​​ ​トハ​​禿花​​ 兄弟の​デン​​傳​​

耶律禿花の傳​エルウ トハ​​耶律 禿花​​​（ハ）、​キダンノ​​契丹​​人​（ナリ）。世居​（リ）㆓桓州​（ニ）㆒、太祖︀​（ノ）時、率​（テ）㆑眾​（ヲ）來歸​（セリ）。大軍入​（ルトキ）㆓金​（ノ）境​（ニ）㆒爲​（シ）㆓嚮導​（ヲ）㆒、獲​（タルヿ）㆓​ノガヒセル​​所牧​​馬​（ヲ）㆒甚​（ダ）眾​（シ）。後侍​（シ）㆓太祖︀​（ニ）㆒、同​（ク）飮​（メリ）㆓​バンチユ ガハノ​​班朮 河​​水​（ヲ）㆒。濁水の誓は、金に打ち入るより前にあれば、後と云へるは誤れり。又 禿花の兄なる阿海︀の傳には​エルウ アハイ​​耶律 阿海︀​​​（ハ）、遼之故族也。云云。歲​（ノ）壬戌、​ワンカガン​​王可汗​​ 叛​（キ）㆑盟​（ニ）、謀​（ル）㆑襲​（ンヿヲ）㆓太祖︀​（ヲ）㆒。太祖︀與㆘宗親大臣同​（スル）㆓休戚​（ヲ）㆒者︀㆖、飲​（ミ）㆓​ベントン ガハノ​​辨屯 河​​水​（ヲ）㆒​ナセルニ​​爲​​㆑盟​（ヲ）、​アハイ​​阿海︀​​ 兄弟皆預​（レリ）焉。辨屯も、巴勒主納の訛なり。││





​ラシツド エツヂン​​喇失惕 額丁​​の​バルヂユト​​巴兒主惕​​

喇失惕額丁を洪鈞の重譯せるには​ワンハン​​汪罕​​ 軍勢​ナホ​​仍​​盛​（ナリ）。帝見​（テ）​ザルヲ​​不​​㆑敵​（セ）、亟​（ニ）引​（キ）退​（ク）。退​（キテ）後、部眾渙散​（ス）。帝乃​（チ）避​（テ）往​（ケリ）㆓​バルヂユナニ​​巴勒渚︀納​​㆒。是​（ノ）地有​（リテ）㆓數小河㆒、而是時水涸​（レ）流​（レ）濁​（リ）、僅​（ニ）可​（シ）㆑飲​（ム）㆓渾水​（ヲ）㆒。帝慷慨︀〈［＃「「漑」の「さんずい」に代えて「りっしんべん」、第 3水準 1-84-60、U+FA3E」は底本では「りっしんべん＋皀＋旡」］〉​（シテ）酌​（ミ）水​（ヲ）、與㆓從者︀㆒誓​（ヘリ）。當日從者︀無​（シ）㆑多​（キヿ）、稱​（シテ）㆑[184]之​（ヲ）曰​（ヒ）㆓​バルヂユトト​​巴兒渚︀特​​㆒、延賞及​（ベリ）㆓後世​（ニ）㆒焉。巴勒主惕は、巴勒主納の語尾を變へて複稱の詞とし、巴勒主納の水飮みに預れる人人の稱とせるなり。元史に飮渾水と書きたるも、巴勒主惕を義譯したるなり。喇失惕のこの叙事は、祕史よりも親征錄よりも委し。されどもその文に據れば、合剌合勒只惕の戰の後、統格 湖に往く前に、直ちに巴勒主納に往きて、濁水を飮み、それより合勒合 河に(沿ひ下る代りに)泝り、帖兒格 阿篾勒を降し、統格 湖に駐まりて、使を遣り、二たび巴勒主納に往きたりとなして、地勢 時情 皆 合はず。巴勒主納の水飮みは、使を遣りたる後にあることは、親征錄も祕史に同じければ、喇失惕の之に違へるは、修正 祕史の誤りを承けたるには非ず、喇失惕の 偶 誤れるなり。又 札八兒 火者︀ 耶律 阿海︀の傳に依れば、王罕の掩襲を避けて逃げ出でたる時、直ちに巴勒主納に至りて誓へるに似たり。これは時情には善く合へれども、曖昧なる單文 孤證のことなれば、祕史 親征錄の明文を打ち消すほどの力は無かるべし。）












§183(06:44:09)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​カツサル​​合撒兒​​の逃げ還り

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、その​バルヂユナ​​巴勒主納​​に​ミヅ​​水​​ ​ノ​​飮​​み​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​カツサル​​合撒兒​​は、​ツマコ​​妻子​​を、​エグ​​也古​​（元史 世系表 湽川王 也苦、太宗紀 野苦、憲宗紀 野古 また那虎、世祖︀紀 也古、耶律 畱哥の傳 也苦、王珣の傳 也忽）、​エスンゲ​​也松格​​（元史 世系表 移相哥 大王、憲宗紀 亦孫哥、世祖︀紀 也先哥）、​トク​​禿忽​​（親征錄 元史 太祖︀紀 脫虎、世系表 脫忽 大王）なる​ミタリ​​三人​​の​コ​​子​​を​ワンカン​​王罕​​の​トコロ​​處​​に​ス​​捨​​てて、​ワヅカ​​僅​​に​ミ​​身​​にて、​トモビト​​從者︀​​を​ツ​​伴​​れて​イ​​出​​でて、​アニ​​兄​​をとて​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​を​タヅ​​尋​​ね、​カラウン ヂドン​​合喇溫 只敦​​（親征錄​ハラフン ヂドン ザン​​哈剌渾 只敦 山​​、元史 哈剌渾 山）の​ミネ​​嶺​​どもに​ヨ​​緣​​りて、​ウ​​得​​る​アタ​​能​​はず、​コンキウ​​困窮​​して​ウシノカハ​​牛皮​​失里​と​スヂ​​筋​​失兒不孫​とを​ク​​喫​​ひて​ユ​​行​​きて、​バルヂユナ​​巴勒主納​​に​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ア​​合​​へり。





​チンギス カン​​成吉思 汗​​のたばかり

​カツサル​​合撒兒​​に​コ​​來​​らるゝと​ヨロコ​​喜​​びて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ワンカン​​王罕​​に​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​らんと​ハカ​​謀​​りて、​ヂヤウレイト​​沼咧亦惕​​の​カリウダル​​合里兀荅兒​​、（親征錄​ハリウダル​​哈柳荅兒​​）​ウリヤンカン​​兀哴罕​​の​チヤクルカン​​察忽兒罕​​（卷三の察兀兒罕。親征錄​チヤウルカン​​抄兒寒​​）​フタリ​​二人​​もて​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るに「​カン エチゲ​​罕 額赤格​​に​カツサル​​合撒兒​​の​コトバ​​言​​とて​イ​​言​​へ」とて​イ​​言​​はく「「​アニ​​兄​​を​ノゾ​​望​​合喇​みて、​カレ​​彼​​の​カゲ​​影​​合喇阿​を​ウシナ​​失​​へり。​フ​​蹈​​合亦​みて​カレ​​彼​​の​ミチ​​路​​合兀魯合​を​エ​​得​​かねたり。​サケ​​叫​​合亦剌​びて、​コヱ​​聲​​を​キ​​聽​​かれざりき。​ホシ​​星​​豁惕​を​ノゾ​​望​​みて、​ツチ​​土​​兀兒那​の​マクラ​​枕​​にて​フ​​臥​​格卜帖​したり、​ワレ​​我​​。​ワ​​我​​が​ツマコ​​妻子​​は、​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​トコロ​​處​​にあり。​タヨリ​​信賴​​[185]を​ノゾ​​望​​み​エ​​得​​ば（明譯​モシ​​若​​​ツカハシ​​差​​㆘​ヒトリノ​​一箇​​​ベキ​​可​​㆓​タヨル​​倚仗​​㆒的​ヒトヲ​​人​​㆖​コバ​​來呵​​）、​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​住​​かん、​ワレ​​我​​」と​イ​​言​​へ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。​マタ​​又​​ ​イ​​言​​はく「​ワレラ​​我等​​は、​ナンヂラ​​汝等​​に​ツヾ​​續​​き​ウゴ​​動​​きて、​ケルレン ガハ​​客魯嗹 河​​の​アルカルカウギ​​阿兒合勒苟吉​​に​ヤク​​約​​し​ア​​合​​はん。​ナンヂラ​​汝等​​そこに​コ​​來​​よ」と​ヤク​​約​​し​ア​​合​​ひて、​スナハ​​便​​ち​カリウダル​​合里兀荅兒​​、​チヤクルカン​​察忽兒罕​​ ​フタリ​​二人​​を​ヤ​​遣​​ると、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​、​アルカイ​​阿兒孩​​ ​フタリ​​二人​​を​サキガケ​​先驅​​として、​バルヂユナ ナウル​​巴勒主納 納兀兒​​より​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ツヾ​​續​​き​タ​​起​​ち​ア​​合​​ひて、​イ​​出​​で​シユツバ​​出馬​​したるまゝに​ケルレン ガハ​​客魯嗹 河​​の​アルカルカウギ​​阿兒合勒苟吉​​に​イタ​​到​​りぬ。
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​ワンカン​​王罕​​ 金帳の​ウタゲ​​筵會​​

　​カリウダル​​合里兀荅兒​​、​チヤクルカン​​察忽兒罕​​ ​フタリ​​二人​​、​ワンカン​​王罕​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​りて、​カツサル​​合撒兒​​の​コトバ​​言​​とて、​コヽ​​此處​​より​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​りたる​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ひき。​ワンカン​​王罕​​は​コガネ​​金​​の​テンマク​​天幕​​を​オコ​​起​​して、​フイ​​不意​​にて​ウタゲ​​筵會​​して​ヲ​​居​​りき。（金の天幕は、蒙語​アルタン テルメ​​阿勒壇 帖兒篾​​。宗の彭大雅の黑韃 事略に「其金帳​（ハ）、柱​（ヲ）​モテ​​以​​㆑金​（ヲ）​ツクル​​製​​、故​（ニ）名​（ク）」と云ひ、徐霆の疏證にその製を述べて「卽​（チ）​ナリ​​是​​㆓草地​（ノ）中​（ノ）大氈帳㆒。上下用​（ヒテ）㆑氈​（ヲ）​シ​​爲​​㆑衣​（ト）、中閒用​（ヒ）㆑柳​（ヲ）​アミテ​​編​​​ツクリ​​爲​​㆓窗眼​（ヲ）透明​（ナリ）、用​（ヒテ）千餘條​（ノ）索​（ヲ）㆒​ヒキトヾム​​拽住​​。閾​（ト）與㆑柱、皆以​（テ）㆑金​（ヲ）裹​（ム）、故​（ニ）名​（ク）。中​（ニ）可​（シ）㆑​イル​​容​​㆓數百人​（ヲ）㆒」とあり。これは、元の太宗の時の製を述べたるなれども、王罕の金帳も、この類︀なるべし。）​カリウダル​​合里兀荅兒​​ ​チヤクルカン​​察忽兒罕​​ ​フタリ​​二人​​の​コトバ​​言​​につき、​ワンカン​​王罕​​ ​イ​​言​​はく「​シカ​​然​​あらば、​カツサル​​合撒兒​​ ​コ​​來​​よ」と​イ​​云​​ひて、「​タヨ​​賴​​るべき​イトルゲン​​亦禿兒堅​​（前の亦都︀兒堅、親征錄 亦禿兒干）を​ヤ​​遣​​らん」とて​ヤ​​遣​​り​ア​​合​​ひき（回る二人と共に遣りき）。かくて​ク​​來​​ると、​ヤククワイ​​約會​​の​トコロ​​地​​に​アルカルカウギ​​阿兒合勒苟吉​​に​イタ​​到​​れば、​ケハヒ​​形影​​ ​オホイ​​大​​なるを​ミ​​見​​て、





​イトルゲン​​亦禿兒堅​​の捕はれ

​イトルゲン​​亦禿兒堅​​なる​ツカヒ​​使​​ ​カヘ​​回​​り​ハシ​​走​​りき。​カリウダル​​合里兀荅兒​​の​ウマ​​馬​​は、​ハヤ​​速​​くありき。[186]​カリウダル​​合里兀荅兒​​ ​オヒカ​​追驅​​けて、​ト​​捕​​ふる​コヽロ​​心​​ ​ト​​遂​​げずして、​カレ​​彼​​の​マヘシリヘ​​前後​​を​ヨコ​​橫​​ぎり​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​チヤクルカン​​察忽兒罕​​の​ウマ​​馬​​は​オソ​​遲​​くありき。​シリヘ​​後​​より​ヤ​​箭​​の​イタ​​到​​る​サキ​​先​​にて（箭の達する距離にて）、​イトルゲン​​亦禿兒堅​​の​コガネ​​金​​の​クラ​​鞍​​ある​クロ​​黑​​合喇​き​センバ​​騸馬​​の​シリ​​臀​​の​ネ​​根​​を​スワ​​坐​​るべく（尻をつくほどに）​イ​​射​​たりき。そこに​イトルゲン​​亦禿兒堅​​を​カリウダル​​合里兀荅兒​​ ​チヤクルカン​​察忽兒罕​​ ​フタリ​​二人​​ ​ト​​捕​​へて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に​ヰ​​率​​て​キ​​來​​ぬ。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​イトルゲン​​亦禿兒堅​​に​ハナシ​​話​​し​ア​​合​​はず、「​カツサル​​合撒兒​​の​トコロ​​處​​に​ヰ​​率​​て​ユ​​往​​け。​カツサル​​合撒兒​​ ​シ​​知​​れ」と​イ​​云​​へり。​ヰ​​率​​て​ユ​​往​​きたれば、​カツサル​​合撒兒​​は、​イトルゲン​​亦禿兒堅​​に​ハナ​​話​​し​ア​​合​​はず、すぐ​ソコ​​其處​​に​キ​​斬​​りて​ス​​棄​​てたり。












§185(06:50:05)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ヂエヂエエル​​者︀者︀額兒​​ 山の戰

　​カリウダル​​合里兀荅兒​​、​チヤクルカン​​察忽兒罕​​ ​フタリ​​二人​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マウ​​申​​さく「​ワンカン​​王罕​​は、​フイ​​不意​​にてあり（明譯​ズ​​不​​㆓​テイバウセ​​隄防​​㆒）。​コガネ​​金​​の​テンマク​​天幕​​を​オコ​​起​​して​ウタゲ​​筵會​​してあり。​ハヤ​​速​​く​シタク​​支度​​して、​ヨナヨナ​​夜夜​​ ​ヨドホ​​夜通​​し​ユ​​行​​きて​オソ​​襲​​ひ​カコ​​圍​​まん」と​イ​​云​​へり。この​コトバ​​言​​を​ヨ​​善​​しとして、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​ ​アルカイ​​阿兒孩​​ ​フタリ​​二人​​を​サキガケ​​先驅​​せしめて、​ヨナヨナ​​夜夜​​ ​ヨドオ​​夜通​​し​イタ​​到​​りて、​ヂエヂエエル ウンドル​​者︀折額兒 溫都︀兒​​（卷五の者︀者︀額兒 溫都︀兒、親征錄 徹徹兒 運都︀ 山、元史 折折 運都︀ 山）の​ヂエル カブチカイ​​折兒 合卜赤孩​​（折兒のはさま）の​クチ​​口​​に​ヲ​​居​​るを​カコ​​圍​​みたり。​ミヨ​​三夜​​ ​ミカ​​三日​​ ​フセ​​禦​​がれ、​カコ​​圍​​みて​タ​​立​​ちたれば、​ダイサン​​第三​​の​ヒ​​日​​ ​キウハク​​窮追​​して​カレラ​​彼等​​ ​クダ​​降​​れり。​ワンカン​​王罕​​ ​サングン​​桑昆​​ ​フタリ​​二人​​は、​ヨル​​夜​​ いかに​イ​​出​​でたるをも​シ​​知​​られざりき。この​フセ​​禦​​ぎ​ア​​合​​ひたる​モノ​​者︀​​に、​ヂルギン​​只兒斤​​の​カダク バアトル​​合荅黑 巴阿禿兒​​（前の合荅黑）ありき。





​カダク​​合荅黑​​ 勇士の働き

​カダク バアトル​​合荅黑 巴阿禿兒​​〈［＃ルビの「カダク バアトル」は底本では「カタク バアトル」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉 ​クダ​​降​​りて​キ​​來​​て​イ​​言​​はく「​ミヨ​​三夜​​ ​ミカ​​三日​​ ​フセ​​禦​​ぎ​ア​​合​​へるに、「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​ミ​​見​​ると、​トラ​​拏​​へて[187]いかんぞ​コロ​​殺︀​​さしめん」と​イ​​云​​ひ、​ス​​廢​​つる​アタ​​能​​はずして「​イノチ​​命​​を​タスケ​​助​​かり​ニゲサ​​逃去​​れ」と​イ​​云​​ひ、​イド​​挑​​み​タヽカ​​鬭​​ひ​フセ​​禦​​ぎ​ア​​合​​ひたり、​ワレ​​我​​。​イマ​​今​​ ​シ​​死​​なしめられば、​シ​​死​​なん。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​オンシ​​恩賜​​せられば、​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へん」と​イ​​云​​へり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​カダク バアトル​​合荅黑 巴阿禿兒​​の​コトバ​​言​​を​ヨ​​善​​しとして、​ミコト​​勅​​あるに「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​ス​​廢​​つる​アタ​​能​​はずして、「​イノチ​​命​​を​タスケ​​助​​かり​ニゲサ​​逃去​​れ」と​イ​​云​​ひ、​フセ​​禦​​ぎ​ア​​合​​ひたる​ヲトコ​​丈夫​​にて​カレ​​彼​​はあらずや。​トモ​​伴​​となるべき​ヒト​​人​​なり」と​イ​​云​​ひて、​オンシ​​恩賜​​して​シ​​死​​なしめず、





​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の遺族の​シヤウシ​​賞賜​​

​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の​イノチ​​命​​（戦死）の​ユヱ​​故​​に、​カダク バアトル​​合荅黑 巴阿禿兒​​を​ヒヤクニン​​百人​​の​ヂルギン​​只兒斤​​を​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の​ツマコ​​妻子​​に[​アタ​​與​​へ、「​カレラ​​彼等​​に]​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へよ。​ヲトコ​​男​​の​コ​​子​​ ​ウマ​​生​​れば、​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで​シタガ​​隨​​ひて​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へよ。​メ​​女​​の​コ​​子​​ ​ウマ​​生​​れば、その​チヽハヽ​​父母​​は​オノ​​己​​が​コヽロ​​意​​にて​ナ​​勿​​ ​トツ​​嫁​​がせそ。​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の​ツマコ​​妻子​​の​マヘウシロ​​前後​​に​ツカ​​仕​​へよ」と​オンシ​​恩賜​​し​ミコト​​勅​​ありき。​クイルダル セチエン​​忽亦勒荅兒 薛禪​​の​クチ​​口​​を​マヅ​​先​​ ​ヒラ​​開​​きたるが​ユヱ​​故​​に、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​オンシ​​恩賜​​して​ミコト​​勅​​あるに「​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで、​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の​イサヲ​​功​​の​ユヱ​​故​​に、​ヰゾク​​遺族​​の​シヤウシ​​賞賜​​を​ト​​取​​り​ヰ​​居​​よ」と​ミコト​​勅​​ありき。（





​ウイダル​​畏荅兒​​の​デン​​傳​​の​ゲンキヨ​​原據​​

姚燧の牧庵 文集に、平章 忙兀公 博羅驩の碑あり。本書の文と相 證する所あるが故に、下に引かん。博羅驩は、忽亦勒荅兒の曾孫にして、世祖︀の朝の平章政事なり。「畏荅而與㆓兄 畏翼㆒、俱事㆓太祖︀㆒。時 太疇 盛彊、畏翼 謀㆓往歸㆒㆑之。畏荅而 苦止曰「帝何負㆑汝而爲㆑是。」竟去。追㆑之不㆑復。雪泣而歸、請㆓獨宣㆒㆑力。帝貳㆑之曰「汝兄與㆑眾皆往、獨畱何爲。」乃折㆑矢誓曰「所不㆑終㆑事㆑帝、有㆑如㆓此矢㆒。」帝感㆓其誠㆒、易㆓名 屑廛㆒、約爲㆓按荅㆒。帝與㆓王罕㆒陳㆓於 曷剌眞㆒、彼眾我寡。敕㆓兀魯 一軍㆒先發。其將 朮徹帶 玩㆓鞭馬鬣㆒不㆑應。屑廛 請曰「戰猶㆑鑿也。匪㆑斧不㆑入。我先爲㆑鑿。」顧㆑帝訣曰「臣萬一不㆑還、三黃頭兒將㆑軫㆓聖慮㆒者︀。」辰入疾戰、大敗㆓其軍㆒、晡猶逐㆑北。勅使㆑止㆑之。乃旋㆑師、免㆑冑爲㆑殿。腦中㆓流矢㆒、帝親爲傳㆑葯、寢與同㆑帳、踰㆑月而卒。帝曰「曩 只里吉 爲㆓敵將㆒、實禦㆓屑廛㆒。其以㆓只里吉 民 百戶㆒屬㆓屑廛 子㆒、世世歲賜勿㆑絕。」其
族散亡者︀、收㆓完之㆒、卽封㆓北方萬家㆒」。元史 畏荅兒の傳は、全くこの文を採り、只 畏荅而を改めて畏荅兒とし屑廛を薛禪とし、按荅を按達とし、曷剌眞を哈剌眞とし、朮徹帶を朮徹台とし、只里吉を只里吉實と誤れり。又 太疇は泰赤兀惕、兀魯は兀魯兀惕、曷剌眞は合剌合勒只惕、朮徹帶は主兒扯歹なり。只里吉は、卽ち只兒斤なるを、誤りて敵將の名とせり。又この戰は、日暮に始まりて霎時にして決したるを、辰より晡に至るとせるは、非なり。合荅黑 勇士を忙兀惕 氏に賜はれる事につきて、李文田は「以㆓其 忠誠 衞㆒㆑上、使㆔忽亦勒荅兒 家、得㆓其死力㆒也」と云へり。然るに元史は、この碑文に據り、只里吉の抗敵したるが爲に賜はれりと書けるに由り、高寶銓〈［＃「銓」は底本では「詮」］〉は、之を駁して「刺㆓忽亦勒荅兒㆒下㆑馬者︀、初非㆓只兒斤㆒。且太祖︀方嘉㆔合荅黑 可㆓以做㆒㆑伴、則其所㆔以與㆓忽亦勒荅兒 家㆒者︀、李說爲㆑長。元史 云云、淺矣」と云へるは、甚だ當れり。）






成吉思 汗 實錄 卷の六 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]




  



[188]










​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​シチ​​七​​。












§186(07:01:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​タカイ​​塔孩​​勇士の恩賞

　かく​ケレイト​​客咧亦惕​​の​タミ​​民​​を​クツプク​​屈服​​せしめて​オノ〳〵​​各​​​ワ​​分​​けて​トラ​​虜︀​​へさせたり。​スルドス​​速勒都︀思​​の​タカイ バアトル​​塔孩 巴阿禿兒​​（卷三の塔孩）の​イサヲ​​功​​の​ユヱ​​故​​に、​イツピヤク​​一百​​の​ヂンギン​​只兒斤​​を​アタ​​與​​へたり。​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり。​ワンカン​​王罕​​の​オトヽ​​弟​​​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​に​フタリ​​二女​​の​ムスメ​​息女​​ありし





​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​の二女

その​アネムスメ​​姊女​​ ​イバカ ベキ​​亦巴合 別乞​​を（卷八の末に二たび見ゆ）​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミヅカ​​自​​ら​ト​​取​​り、​イモトムスメ​​妹女​​ ​シヨルカクタニ ベキ​​莎兒合黑塔泥 別乞​​を​トルイ​​拖雷​​に​アタ​​與​​へたり（元史 本紀に、憲宗 桓肅 皇帝、諱は蒙哥、睿宗 拖雷の長子なり。母を莊獻 太后 怯烈 氏、諱は​ソルカテニ​​唆魯禾帖尼​​と曰ふ。后妃表に、睿宗の唆魯和帖尼 妃子、怯烈 氏、追諡 莊聖 皇后、また顯懿 莊聖 皇后とあり。拖雷は、本傳に「睿宗 景襄 皇帝、諱は拖雷、太祖︀の第四子、太宗の母弟なり」とあり。）その​チナミ​​緣​​に​ヨ​​依​​りて、​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​を​カレ​​彼​​に​シタガ​​從​​ふ​ヂツキン​​昵近​​の​タミ​​民​​も​マトマリテ​​圓全​​ ​ダイニ​​第二​​の​ナガエ​​轅​​と​ナ​​爲​​れと​イ​​云​​ひて、​オンシ​​恩賜​​して​トラ​​虜︀​​へさせざり[189]き。












§187(07:02:06)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里黑​​の恩賞

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​バダイ​​巴歹​​、​キシリク​​乞失里黑​​ ​フタリ​​二人​​の​イサヲ​​功​​の​ユヱ​​故​​に、​ワンカン​​王罕​​の​コガネ​​金​​の​テンマク​​天幕​​、​フチン​​鋪陳​​したる​コガネ​​金​​の​シユキヨク​​酒局​​の​キベイ​​器︀皿​​を、​トリアツカ​​取扱​​ふ​ヒト​​人​​ごめに[​アタ​​與​​へん。]​オンゴヂト ケレイト​​汪豁只惕 客咧亦惕​​は、（汪豁只惕 姓の客咧亦惕 人。汪豁只惕は、汪豁眞の複稱なり。卷四の溫眞は、親征錄の嫩眞、別咧津の弘豁攸惕にして、弘豁依惕は、卽ち汪豁只惕なれば、溫眞は、溫豁眞の中略 又は缺脫なるべし。）​カレラ​​彼等​​の​バンシ​​番士​​と​ナ​​爲​​れ。​ヤナグヒ​​箭筒​​を​オ​​帶​​ばしめて、​アイサン​​喝︀盞​​せしめて、（明譯​ノム​​飲​​㆑​サケヲ​​酒​​​トキ​​時​​、​マタ​​又​​ ​ユルシ​​許​​㆓​カレニ​​他​​ ​アイサンヲ​​喝︀盞​​㆒）​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで​ジザイ​​自在​​に​クワイラク​​快樂​​せ[しめ]ん。​オホ​​多​​斡欒​き​テキ​​敵​​に​ハシ​​奔​​らば​タカラ​​財​​斡勒札​を​エ​​得​​斡替阿速​ば、​エ​​得​​斡魯克撒阿兒​たるまゝに​ト​​取​​れ。​ノ​​野​​斡喇阿​の​ケダモノ​​獸​​を​コロ​​殺︀​​阿剌阿速​さば、​コロ​​殺︀​​阿剌黑撒阿兒​したるまゝに​ト​​取​​阿不惕​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（





​アイサン​​喝︀盞​​の​レイ​​禮​​

喝︀盞は、盞を乾かすと云ふ意にて、筵會の時に樂を奏して酒を進むるを云ふ。蒙語は​オトク​​斡脫克​​にて、明譯には進酒とも譯せり。輟耕錄 卷の二十一に天子​スベテ​​凡​​ 宴饗​（スルニ）、一人​（ハ）執​（リ）㆓酒觴​（ヲ）㆒、立​（チ）㆓於右​（ノ）階​（ニ）㆒、一人​（ハ）執​（リ）㆓柏板​（ヲ）㆒、立​（ツ）㆓於左​（ノ）階​（ニ）㆒。執​（レル）㆑板​（ヲ）者︀​（ハ）、抑㆓揚​（シ）其聲​（ヲ）㆒、贊​（シテ）曰​（フ）㆓​オトト​​斡脫​​㆒。執​（レル）㆑觴​（ヲ）者︀、如​（ク）㆓其聲​（ノ）㆒和​（シテ）㆑之​（ニ）曰​（ヘバ）㆓​タビト​​打弼​​㆒、則執​（レル）㆑板​（ヲ）者︀​（ハ）、節︀​（ス）㆓一板​（ヲ）㆒。從​（テ）而王侯卿相、合​（ベキ）㆑坐​（ス）者︀​（ハ）坐​（シ）、合​（ベキ）㆑立​（ツ）者︀​（ハ）立​（ツ）。於​（ニ）㆑​コヽ​​是​​ 眾樂皆作​（リ）、然​（ル）後​（ニ）進​（メテ）㆑酒​（ヲ）詣​（ル）㆓上​（ノ）前​（ニ）㆒。上飮​（ミ）畢​（ヘテ）授​（ケ）㆑觴​（ヲ）、眾樂皆止​（ミ）、別​（ニ）奏​（シテ）㆑曲​（ヲ）、以飮​（シム）㆓陪位之官​（ニ）㆒。謂㆓之​（ヲ）​アイサント​​喝︀盞​​㆒。蓋​（シ）沿㆓襲​（シ）亡金​（ノ）舊禮​（ヲ）㆒、至​（マデ）㆑今​（ニ）不㆑廢​（セ）。諸︀王大臣、非​（レバ）㆑有​（ニ）㆑賜​（ハル）㆑命​（ヲ）、不㆓敢​（テ）用​（ヒ）㆒焉。​オト タビハ​​斡脫 打弼​​、彼​（ノ）中​（ノ）方言​（ナリ）。未㆑暇​（アラ）㆑考​（ヘ）㆓求​（ルニ）其義​（ヲ）㆒。斡脫は、卽ち斡脫克にして、打弼は、「宜し」なり。板を執れる者︀「酒を進めよ」と云へば、觴を執れる者︀「宜し」と應ふるなり。酒を飮む時にこの禮を用ふることは、諸︀王 大臣にても合罕の特許を得たる者︀に非ざれば能はざりしなり。）​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​バダイ​​巴歹​​、​キシリク​​乞失里黑​​ ​フタリ​​二人​​の、[​ワ​​我​​が]​イノチ​​命​​の​アヒダ​​閒​​に​イサヲ​​功​​を​イタ​​致​​せる​ユヱ​​故​​に、​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​に​イウゴ​​祐︀護​​せられて、[190]​ケレイト​​客咧亦惕​​の​タミ​​民​​を​クツプク​​屈服​​せしめて、​タカ​​高​​き​クラヰ​​位​​に​イタ​​到​​りたるぞ。この​ノチ​​後​​ ​ワ​​我​​が​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に、​クラヰ​​位​​に​ヲ​​居​​て、かくの​ゴト​​如​​く​イサヲ​​功​​を​イタ​​致​​せることを​ツ​​繼​​ぎ​ツ​​繼​​ぎに​カヘリ​​省​​みさせん」と​ミコト​​勅​​ありき。





​ケレイト​​客咧亦惕​​の民の分配

​ケレイト​​客咧亦惕​​の​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​倒里​へて、​タレ​​誰​​客揑​にも​カ​​缺​​都︀塔​けざるまでに​チラ​​撒​​し​ア​​合​​へり。​ヨロヅ​​萬​​土綿​の​トベエン​​禿別延​​（卷五の土綿 禿別干。元史 完澤の傳、土伯燕 氏）を​チラ​​撒​​禿格額勒都︀​し​ア​​合​​ひて、​ヒキウ​​引受​​禿格帖列​けつゝ​ト​​取​​り​ア​​合​​へり。​オホ​​多​​斡欒​き​ドンガイト​​董合亦惕​​を​トヽノ​​整​​斡忽合​ふる​ヒ​​日​​に​イタ​​到​​らず​トラ​​虜︀​​へさせたるぞ。​チ​​血​​赤速禿​ある​モノ​​物​​（生きたる人）を​ハ​​剝​​ぎ​トラ​​要​​ふる​ヂルギン​​只兒斤​​の​ユウシ​​勇士​​どもを​ヒラ​​開​​只速​きて​ワ​​分​​けて、​トモ​​共​​に​イタ​​到​​る​アタ​​能​​はざらしめたり。​ケレイト​​客咧亦惕​​の​タミ​​民​​をかく​ホロボ​​滅​​して、その​フユ​​冬​​は​アブヂア コデゲル​​阿卜只阿 闊迭格兒​​（親征錄​アブヂヤ コテゲル ノ ヤマ​​阿不札 闊忒哥兒 之 山​​）に​フユゴモリ​​冬籠​​したり。












§188(07:05:04)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ワンカン​​王罕​​の殺︀され

　​ワンカン​​王罕​​、​サングン​​桑昆​​ ​フタリ​​二人​​、​ミ​​身​​を​モテ​​以​​て​カエ​​反​​りて​イ​​出​​でて​サ​​去​​ると、​ヂヂク サカル​​的的克 撒合勒​​の​ネクン ウスン​​捏坤 兀孫​​（捏坤の水。親征錄​ネクン ウスン ガハ​​捏羣 烏孫 河​​）にて​ワンカン​​王罕​​ ​ノド​​喉​​ ​カワ​​乾​​きて​イ​​入​​りたるに、​ナイマン​​乃蠻​​の​モノミ​​斥候​​ ​ゴリ スベチ​​豁哩 速別赤​​（親征錄​ホリ スバチ​​火里 速八赤​​）の​トコロ​​處​​に​イ​​入​​りき。​ゴリ スベチ​​豁哩 速別赤​​は、​ワンカン​​王罕​​を​トラ​​拏​​へけり。「​ワレ​​我​​は、​ワンカン​​王罕​​なり」と​イ​​云​​へども、​ミト​​認​​めず​シン​​信​​ぜずして、そこに​コロ​​殺︀​​しけり。​サングン​​桑昆​​は​ヂヂク サカル​​的的克 撒合勒​​の​ネクン ウスン​​捏坤 兀孫​​に​イ​​入​​らず、​ホカ​​外​​に​サ​​去​​りて





​ココチユ バテイ​​闊闊出 馬丁​​に​サングン​​桑昆​​の棄てられ

​チエル​​徹勒​​に​イ​​入​​りて​ミヅ​​水​​ ​モト​​求​​めたるに（徹勒は、唐書の勅勒 鐵勒の音に似たり。鐵勒の故地 又は故地の一部に古名の殘れるなるべし。卷十二に徹勒の地に井を穿てる事あり、廣き地方の名に似たり。）​ノウマ​​野馬​​ども（蒙語​クラト​​忽剌惕​​、黃にして薄靑き馬）​アブ​​䖟​​に​サ​​刺​​されて​タ​​立​​てるを、​サングン​​桑昆​​ ​ウマ​​馬​​より​オ​​下​​りて​ウカヾ​​覷​​ひけリ。​サングン​​桑昆​​の​トモビト​​從者︀​​ ​ココチユ​​闊闊出​​と​イ​​云​​ふ​バテイ​​馬丁​​に​ツマ​​妻​​ありて、​サングン​​桑昆​​と[191]​ミタリ​​三人​​にてありき。​ウマ​​馬​​を​ココチユ バテイ​​闊闊出 馬丁​​に​ト​​執​​らしめけり。​ココチユ バテイ​​闊闊出 馬丁​​、その​センバ​​騸馬​​を​ヒ​​牽​​くと、​カヘ​​回​​り​ハシ​​走​​りき。





馬丁の妻の忠言

その​ツマ​​妻​​ ​イハ​​言​​く「​コガネ​​金​​阿勒塔塔​あるを​キ​​被​​る​トキ​​時​​、​ジミ​​滋味​​奄塔塔​あるを​クラ​​食​​ふ​トキ​​時​​、[​サングン​​桑昆​​は]​ワ​​我​​が​ココチユ​​闊闊出​​と​イ​​云​​ふなりき。​オノ​​己​​が​キミ​​君​​を​サングン​​桑昆​​をいかんぞ かく​ス​​捨​​てて​ハフ​​投​​りて​サ​​去​​りたる、​ナムチ​​爾​​」と​イ​​云​​ひて、その​ツマ​​妻​​ ​タ​​立​​ちて​ノコ​​殘​​りけり。​ココチユ​​闊闊出​​ ​イ​​言​​はく「​サングン​​桑昆​​を​ヲトコ​​男​​にせんとてなるぞ、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​云​​ひき。その​コトバ​​言​​につき、その​ツマ​​妻​​ ​イ​​言​​はく「​ヲンナ​​婦​​の​ヒト​​人​​は​イヌ​​狗​​の​ツラ​​面​​ありと​イ​​云​​はるゝぞ、​ワレ​​我​​。​カレ​​彼​​の​コガネ​​金​​の​ツキ​​盂​​をも​アタ​​與​​へ、​ミヅ​​水​​も​ク​​汲​​みて​ノ​​飮​​ませよ」と​イ​​云​​ひき。そこより​ココチユ バテイ​​闊闊出 馬丁​​は、​カレ​​彼​​の​コガネ​​金​​の​ツキ​​盂​​を​ト​​取​​るとて、​ウシロ​​後​​に​ム​​向​​き​ス​​棄​​てて​ハシ​​走​​りき。かくて​ク​​來​​ると、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に​ココチユ バテイ​​闊闊出 馬丁​​ ​キ​​來​​て、





君を棄てたる馬丁の誅せられ

「​サングン​​桑昆​​をかく​チエル​​徹勒​​に​ス​​棄​​ててて​キ​​來​​ぬ、​ワレ​​我​​」とて、そこに​イ​​言​​ひ​ア​​合​​へる​イ​​言​​を​スベ​​都︀​​てをみな​マウ​​申​​して​ア​​上​​ぐれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​ありて、その​ツマ​​妻​​を​オンシヤウ​​恩賞​​して、その​ココチユ バテイ​​闊闊出 馬丁​​をば「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​をかく​ス​​棄​​てて​キ​​來​​ぬ。かゝる​ヒト​​人​​ ​イマ​​今​​ ​タレ​​誰​​に​トモ​​伴​​とならば​イシン​​倚信​​すべけん」と​イ​​云​​ひて​キ​​斬​​りて​ス​​棄​​てたり。












§189(07:09:01)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ワンカン​​王罕​​の​カウベ​​頭​​を​ナイマン​​乃蠻​​にての祭

　​ナイマン​​乃蠻​​の​タヤン カン​​塔陽 罕​​（親征錄​タヤン カガン​​太陽 可汗​​、元史 太祖︀紀 太陽罕、蒙古 源流 達延 汗）の​ハヽ​​母​​ ​グルベス​​古兒別速​​（親征錄​グルバス​​菊兒八速​​、塔陽 罕の妻）​イ​​言​​はく「​ワンカン​​王罕​​は、​サキ​​前​​の​オイ​​老​​たる​オホキ​​大​​なる​カン​​罕​​なりき。​カレ​​彼​​の​カウベ​​頭​​を​モ​​持​​ち​コ​​來​​よ。​ソレ​​其​​ならば​マツ​​祭​​らん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて、​ゴリ スベチ​​豁哩 速別赤​​の​トコロ​​處​​に​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​りて、​カレ​​彼​​の​カウベ​​頭​​を​タ​​斷​​ち[192]て​モ​​持​​ち​コ​​來​​させて、​ミト​​認​​めて​シロ​​白​​き​マウセン​​毛氈​​の​ウヘ​​上​​に​オ​​置​​きて、​ヨメ​​媳婦​​どもに​ヨメ​​媳婦​​の​レイ​​禮​​を​オコナ​​行​​はしめて、​アイサン​​喝︀盞​​せしめて、​ガクキ​​樂器︀​​を​ハジ​​彈​​かしめて、​サカヅキ​​盞​​を​ト​​執​​りて​マツ​​祭​​りき。その​カウベ​​頭​​かく​マツ​​祭​​らるゝ​トキ​​時​​ ​ワラ​​笑​​ひけり。​ワラ​​笑​​へりとて、​タヤン カン​​塔陽 罕​​は、​クダ​​碎​​くべく​フ​​踐​​みけり。そこに​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​ ​イ​​言​​ひき。





​タヤン カン​​塔陽 罕​​を​ソシ​​譏​​る​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​の​ガイゲン​​慨︀言​​

「​シ​​死​​にたる​ワウシヤ​​王者︀​​（蒙語​カン グウン​​罕 古溫​​、罕なる人）の​カウベ​​頭​​を​ナムチダチ​​爾等​​ ​マタ​​又​​ ​タ​​斷​​ちて​モ​​持​​ち​キ​​來​​て、​ツギ​​次​​には​ナムチダチ​​爾等​​ ​マタ​​又​​ ​クダ​​碎​​きて、​ナン​​何​​の​ヨ​​善​​き​コト​​事​​か。​ワレラ​​我等​​の​イヌ​​狗​​の​ホ​​吠​​ゆる​コヱ​​聲​​ ​ア​​惡​​しく​ナ​​爲​​れり。​イナンチヤ ビルゲ カン​​亦難︀察 必勒格 罕​​ ​イ​​言​​ひき。「​ツマ​​妻​​ ​ワカ​​少​​く​ヲツト​​夫​​なる​ワレ​​我​​ ​オ​​老​​いたり。この​タヤン​​塔陽​​を​キタウ​​祈︀禱​​に​ヨ​​依​​りて​ウマ​​生​​れさせけり。​アヽ​​嗚呼​​ ​ヲヂナ​​懦​​く​ウマ​​生​​れたる​ワ​​我​​が​コ​​子​​は、​ユクスヱ​​久後​​あまたの​カトウ​​下等​​なる​ア​​惡​​しき​ブシウ​​部眾​​を​ナ​​撫​​でて​モ​​持​​ち​アタ​​能​​はんや」と​イ​​云​​ひき。​イマ​​今​​ ​イヌ​​狗​​の​コヱ​​聲​​は[​ワザハヒ​​禍︀​​の]​チカ​​近​​づける​ホ​​吠​​えを​ホ​​吠​​えたり。​ワレラ​​我等​​の​カトン​​合敦​​ ​グルベス​​古兒別速​​の​ハフド​​法度​​は​スルド​​鋭​​く​ナ​​爲​​れり。​ワ​​我​​が​カン​​罕​​ ​ヲヂナ​​懦​​き​タヤン​​塔陽​​は​ヨワ​​弱​​くあり。​ナムチ​​爾​​は、​タカ​​鷹​​を​ツカヒ​​使​​ふこと​マキガリ​​圍獵​​すること​フタ​​二​​つより​ホカ​​外​​に​コヽロ​​心​​も​ワザ​​技​​も​ナ​​無​​し」と​イ​​云​​はれて、そこに​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​イ​​言​​はく





​タヤン カン​​塔陽 罕​​の​タイゲン​​大言​​

「この​ヒガシ​​東​​に​スコシ​​些​​の​モンゴル​​忙豁勒​​ありと​イ​​云​​はれたり。​カレ​​彼​​の​タミ​​民​​は、​オ​​老​​いたる​オホイ​​大​​なる​サキ​​前​​の​ワンカン​​王罕​​を​ヤナグヒ​​箭筒​​にて​オド​​威​​して​カエ​​反​​らしめて​シ​​死​​なしめたり。​イマ​​今​​その​カン​​罕​​と​ナ​​爲​​らんとしてあり、​カレラ​​彼等​​。​テン​​天​​の​ウヘ​​上​​には​ヒツキ​​日月​​ ​フタ​​二​​つ​カヾヤ​​耀​​く​ヒカリ​​光​​となれとて、​ヒツキ​​日月​​ ​フタ​​二​​つは​ア​​有​​るぞ。​チ​​地​​の​ウヘ​​上​​に​フタ​​二​​つの​カト​​合惕​​（罕の複稱）にはいかでか​ナ​​爲​​られん。​ワレラ​​我等​​ ​ユ​​往​​きて​カ​​彼​​の​モンゴル​​忙豁勒​​を​モ​​持​​ち​コ​​來​​ん」と​イ​​云​​ひ[193]き。（





天無二日 地無二王

明譯​テンノウヘニ​​天上​​​タヾ​​止​​​アリ​​有​​㆓​ヒトツノ​​一箇​​ ​ヒツキ​​日月​​㆒。​チノウヘニ​​地上​​ ​イカンゾ​​如何​​ ​アラン​​有​​㆓​フタリノ​​兩箇​​ ​シユジン​​主人​​㆒。​イマ​​如今​​ ​ワレラユキテ​​咱去​​​ヲ​​將​​㆓​カノ​​那​​ ​タタ​​達達​​㆒​トラン​​取​​了。日月 二つを一箇と譯したるは違へり。修正 祕史は、この言を汪古惕 部に言ひ遣りたる言に入れたりと見えて、親征錄には、使者︀の言として「日月在㆑天、了然見㆑之。世豈有㆓二王㆒哉」と譯し、一つとも二つとも云はず、耀く光をば了然にてごまかせり。訶渥兒斯の重譯には「天に日二つ、一つの鞘に刀二つ、一つの目に眼二つ、一つの天下に二人の王あるべけんや」とあり。これは、修正 祕史の原文に拘らずして增飾したるなり。洪鈞の重譯は、刀眼の譬を省き、「我知㆓天上惟一日一月㆒、地下亦不㆑容㆑有㆓兩王㆒」と譯して、親征錄の文に近寄らせたり。元史の「天無㆓二日㆒、民豈有㆓二王㆒邪」と書けるは、祕史の文とは違へども、支那の古語にも合ひ、文意 簡明にして、筆力 雄健なり。）その​トキ​​時​​その​ハヽ​​母​​ ​グルベス​​古兒別速​​ ​イ​​言​​はく「いかにせんぞ、​カレラ​​彼等​​を。





​クロ​​黑​​き​モンゴル​​忙豁勒​​

​モンゴル​​忙豁勒​​の​タミ​​民​​は、​キソク​​氣息​​忽訥兒​ ​ア​​惡​​しく、​イフク​​衣服​​忽卜察速​ ​クロラカ​​黑暗​​なりき。（宋の黃震の古今 紀要 逸︀編に「韃靼 之 近㆑漢︀者︀、曰㆓熟 韃靼㆒、其 遠㆓於漢︀㆒者︀、曰㆓生 韃靼㆒。生 韃靼 有㆑二、曰㆑黑 曰㆑白。皆 事㆓女眞㆒。黑 韃靼、至㆓忒沒眞㆒叛㆑之、自 稱㆓成吉思 皇帝㆒」と云ひ、孟珙の蒙韃 備録に「韃靼 始起之地、處㆓契丹 之 西北㆒。其種有㆑三、曰㆑黑 曰㆑白 曰㆑生。今 成吉思 皇帝 及 將相 大臣、皆 黑 韃靼 也」と云ひ、又 彭大雅の黑韃 事略に「黑韃 之國、號㆓大 蒙古㆒」と云へり。黑 韃靼は、漢︀人の蒙古を呼べる名にして、之を黑と云へるは、蓋 衣服の黑きに由れり。然れども黑韃 事略に「其服右衽而方領、舊以㆓氈毳革㆒、新以㆓紵絲金線㆒、色用㆓紅紫紺綠㆒、紋以㆓日月龍鳳㆒、無㆓貴賤等差㆒」と云へば、黑衣の黑韃靼も、太宗の世に至りては、旣に文彩を尙ぶ風俗となれりしなり。）​ホカ​​外​​に​トホ​​遠​​ざかりて​ヲ​​居​​れ。​カレラ​​彼等​​の​キヨ​​淸​​き​ヨメ​​媳婦​​ども​ムスメ​​息女​​どもを​モシ​​若​​くは​ト​​取​​り​コ​​來​​させて、​カレラ​​彼等​​の​テアシ​​手足​​を​アラ​​洗​​はせて、​ウシ​​牛​​ ​ヒツジ​​羊​​の​チ​​乳​​を​モシ​​若​​くは​シボ​​擠​​らしめん、​タヾ​​只​​」と​イ​​云​​ひき。その​トキ​​時​​ ​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​イ​​言​​はく「かくあらば、​ナニ​​何​​か​ア​​有​​らん。​カレラ​​彼等​​ ​モンゴル​​忙豁勒​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​往​​きて、​カレラ​​彼等​​の​ヤナグヒ​​箭筒​​を​ビ​​必​​ず​ト​​取​​り​モ​​持​​ち​コ​​來​​ん」と​イ​​云​​ひき。












§190(07:13:06)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










老將の諫を​キ​​聽​​かざる​タヤン カン​​塔陽 罕​​の狂愚

　この​コトバ​​言​​につき、​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​ ​イ​​言​​はく「​アア​​嗚呼​​、​オホイ​​大​​なる​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ふかな、​ナムチダチ​​爾等​​。​アア​​嗚呼​​、​ヲヂナ​​懦​​き​カン​​罕​​、​ヨロ​​宜​​しからんや。​ヒミツ​​祕密​​你兀惕渾​にせよ（明譯​ナムチ​​你​​​ズ​​不​​㆑​ベカラ​​可​​㆑​イフ​​說​​㆓​タイワヲ​​大話​​㆒。​コノハナシヲ​​這話​​​ナムチフタヽビ​​你再​​​ナ​​休​​㆑​イフ​​說​​）」と​イ​​云​​ひき。​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​に​スヽ​​勸​​められ（諫められ）てあるに、​トルビ タシ​​脫兒必 塔失​​〈［＃「脫兒必 塔失」は底本では「脫兒必塔失」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§190(07:13:09)の漢︀字音訳「脫兒必-塔失」に倣い二語に分割］〉と​イ​​云​​ふ​ツカヒ​​使​​[194]を​オングト​​汪古惕​​の​アラクシ チギトクリ​​阿剌忽石 的吉惕忽哩​​に​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るには「この​ヒガシ​​東​​に​スコシ​​些​​の​モンゴル​​忙豁勒​​ありと​イ​​云​​はれたり。​ナンヂ​​汝​​は​ミギ​​右​​の​テ​​手​​となれ。​ワレ​​我​​はこゝより​チカラ​​力​​を​アハ​​幷​​せて​カ​​彼​​の​スコ​​少​​しの​モンゴル​​忙豁勒​​の​ヤナグヒ​​箭筒​​を​ト​​取​​らん」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき。





嚮背を誤らざる​オングト​​汪古惕​​

その​コトバ​​言​​に、​アラクシ チギトクリ​​阿剌忽石 的吉惕忽哩​​ ​コタ​​答​​へて​イ​​言​​はく「​ミギ​​右​​の​テ​​手​​となること​アタ​​能​​はず、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りて、​アラクシ チギトクリ​​阿剌忽石 的吉惕忽哩​​は、​ユクナン​​月忽難︀​​と​イ​​云​​ふ​ツカヒ​​使​​もて​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るには「​ナイマン​​乃蠻​​の​タヤン カン​​塔陽 罕​​は、​ナムチ​​爾​​の​ヤナグヒ​​箭筒​​を​ト​​取​​りに​コ​​來​​ん。​ワレ​​我​​に​ミギ​​右​​の​テ​​手​​となれと​イ​​云​​ひて​キ​​來​​ぬ。​ワレ​​我​​は​ナ​​爲​​らず。​イマ​​今​​ ​ワレ​​我​​ ​ナムチ​​爾​​に​ケイコク​​警吿​​して​ヤ​​遣​​りぬ。（明譯補足​モシ​​若​​ ​ズバ​​不​​㆓隄防​（セ）㆒、）​キ​​來​​て​ヤナグヒ​​箭筒​​を​ト​​取​​られん、​ナムチ​​爾​​」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき。（汪古惕の阿剌忽石 的吉惕忽哩は、親征錄に王孤 部 主 阿剌忽思 的乞火力、元史 本紀に白 達達 部 主 阿剌忽思、本傳に阿剌兀思 剔吉忽里 汪古 部 人とあり。白 達達は、汪古惕の漢︀名にして、卽ち古今 紀要、蒙韃 備錄の白 韃靼なり。親征錄に曰く「乃蠻 太陽 可汗、遣㆓使 月忽難︀㆒、謀㆓於 王孤 部 主 阿剌忽思 的乞火里㆒曰「近聞㆔東方有㆓稱㆑王者︀㆒。日月在㆑天、了然見㆑之。世豈有㆓二王㆒哉。君能益㆓吾右翼㆒、奪㆓其弧矢㆒。」阿剌忽思、卽遣㆓使 朶兒必塔失㆒、以㆓是謀㆒先吿㆓於上㆒、後擧㆑族來歸。我之與㆓王孤 部㆒親好者︀、由㆑此也。」乃蠻の使 脫必塔失 を汪古惕の使と誤り、汪古惕の使 月忽難︀を乃蠻の使と誤れり。又 元文類︀に、閻復の駙馬 高唐王 闊里吉思の碑あり。闊里吉思は、阿剌忽石の曾孫なり。その碑に曰く「亡金塹㆑山爲㆑界、以限㆓南北㆒。阿剌兀思 惕吉忽里 一軍扼㆓其衝㆒。太祖︀聖武皇帝起㆓朔方㆒、併㆓吞諸︀部㆒。有㆘國㆓西北㆒、曰㆓帶陽 罕㆒者︀㆖、遣㆓使 卓忽難︀㆒來謂曰「天無㆓二日㆒、民無㆓二王㆒。汝能為㆓吾右臂㆒朔方不㆑難︀㆑定也。」阿剌兀思 料㆔〈［＃返点の「三」は底本では「二」にも「三」にも見える。昭和18年復刻版では「二」となっているが、おそらく間違い］〉太祖︀終成㆓大事㆒、決㆑意歸㆑之。卽遺㆓麾下將 禿里必荅思㆒、齎㆓酒六榼㆒、送㆓卓忽難︀ 於太祖︀㆒、吿以㆓帶陽 之謀㆒。時朔方未㆑有㆓酒醴㆒。太祖︀祭而後飮、擧㆑爵者︀三。使還、酬以㆓馬二千蹄、羊二千角㆒。」この碑文も、使の名を誤れること、親征錄に同じ。元史 阿剌兀思の傳は、この碑文に本づきて、使の名をば略けり。）​マサ​​正​​にその​トキ​​時​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、





​ラクダガハラ​​駱駝が原​​の​マキガリ​​圍獵​​

​テメエン ケエル​​帖篾延 客額兒​​（駱駝が原。親征錄 元史​テメゲイ セン​​帖麥該 川​​、親征錄 また 帖木垓 川）に​マキガリ​​圍獵​​して、​トルキンチエウト​​禿勒勤扯兀惕​​を​カコ​​圍​​みて​ヲ​​居​​る時、​アラクシ チギトクリ​​阿剌忽石 的吉惕忽哩​​の​ヤ​​遣​​りたる​ユクナン​​月忽難︀​​なる​ツカヒ​​使​​ この​シラセ​​報​​を​イタ​​致​​し​キ​​來​​ぬ。こ[195]の​シラセ​​報​​につき、​マキガリ​​圍獵​​の​ウヘ​​上​​にて​スナハ​​便​​ち「いかにかせん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へれば、





​ナイマン​​乃蠻​​ 征伐の評議

​オホ​​多​​くの​ヒト​​人​​ ​イ​​言​​はく「​ワレラ​​我等​​の​センバ​​騸馬​​ども​ヤ​​瘦​​せたり。​イマ​​今​​ ​ナニ​​何​​かせん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひき。その​トキ​​時​​ ​オツチギン ノヤン​​斡惕赤斤 那顏​​（卽 帖木格 斡惕赤斤）​イ​​言​​はく「​センバ​​騸馬​​とも​ヤ​​瘦​​せたりとて、いかんぞ​イナ​​辭​​まれん。​ワ​​我​​が​センバ​​騸馬​​どもは​コ​​肥​​えたり。かゝる​コトバ​​言​​を​キ​​聞​​きて、いかんぞ​スワ​​坐​​られん」と​イ​​云​​へり。​マタ​​又​​ ​ベルグタイ ノヤン​​別勒古台 那顏​​ ​イ​​言​​はく「​イ​​生​​きて​ヲ​​居​​る​アヒダ​​閒​​に​ケニン​​家人​​ ​ヤナグヒ​​箭筒​​を​ト​​取​​られば、​ウマ​​生​​きて​ナニ​​何​​の​カヒ​​詮​​か​ア​​有​​らん。​ウマ​​生​​れたる​ヲトコ​​丈夫​​、​シ​​死​​なば​マタ​​又​​ ​ヤナグヒ​​箭筒​​ ​ユミ​​弓​​と​カバネ​​骸​​と​ヒト​​一​​つに​フ​​臥​​さば​ヨ​​善​​からずや。​ナイマン​​乃蠻​​の​タミ​​民​​は、​クニ​​國​​ ​オホキ​​大​​く​タミ​​民​​ ​オホ​​多​​しとて、​オホキ​​大​​なる​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ひたり。​ワレラ​​我等​​、この​カレラ​​彼等​​の​オホキ​​大​​なる​コトバ​​言​​に​ヨ​​倚​​り、​シユツバ​​出馬​​して​ユ​​往​​きて、​カレラ​​彼等​​の​ヤナグヒ​​箭筒​​を​ト​​取​​らば、​カタ​​難︀​​きことあらんや。​ユ​​往​​斡都︀​かば、​カレラ​​彼等​​の​​あまた​​斡欒​の​バグン​​馬羣​​は、​トヾ​​止​​まりて​ノコ​​殘​​らざらんや。​カレラ​​彼等​​の​キウシツ​​宮室​​斡兒朶格兒​は、​カラ​​空​​になりて​ノコ​​殘​​らざらんや。​カレラ​​彼等​​の​​あまた​​斡欒​の​ブシウ​​部眾​​は、​タカ​​高​​き​トコロ​​處​​に​ノガ​​遁​​れて​ノボ​​上​​らざらんや。​カレラ​​彼等​​にこのかゝる​オホキ​​大​​なる​コトバ​​言​​を​イ​​言​​はしめて、いかんぞ​スワ​​坐​​られん。​シユツバ​​出馬​​せん、​スナハ​​便​​ち」と​イ​​云​​へり。
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​オルヌウ ザン​​斡兒訥兀 山​​の​ハンガイ​​半崖​​の​チウエイ​​駐營​​

　​ベルグタイ ノヤン​​別勒古台 那顏​​の​コ​​此​​の​コトバ​​言​​を​ヨ​​善​​しとして、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​マキガリ​​圍獵​​を​ヤ​​罷​​めて、​アブヂカ コテゲル​​阿卜只合 闊帖格兒​​（前の阿卜只阿 闊迭格兒）より​ウゴ​​動​​きて、​カルカ ガハ​​合勒合 河​​の​オルヌウ ザン​​斡兒訥兀 山​​の​ハンガイ​​半崖​​に​ゲバ​​下馬​​して、（半崖は、蒙語​ケルテガイ カダ​​客勒帖該 合荅​​。卷六の客勒帖該 合勒都︀惕〈［＃「合勒都︀惕」は底本では「合勒 都︀惕」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§164(05:36:03)のローマ字音訳「qaldud-ta」に倣い修正］〉と義 同じ。卽ち忽亦勒荅兒を葬りたる處なり。親征錄には哈勒合 河 建忒垓 山、元史には建忒該 山とありて、斡兒訥兀なる山の[196]名を脫し、半の蒙語なる客勒帖該を山の名とせり。喇失惕も親征錄に同じ。この句に依りて考ふれば、成吉思 汗の圍獵したる帖篾延 客額兒も、冬籠したる阿卜只阿 闊迭格兒も、溯りて王罕の不意打を食ひし者︀者︀額兒 溫都︀兒も、みな今の車臣汗 部の東南境にありて、王罕は、合剌合勒只惕の戰の後に、未だ土兀剌の黑林の舊庭に還らざりしなり。洪鈞は「この哈勒合 河は、必ず東方の哈勒哈 河に非ず」と云へれども、祕史の下文に、客魯嗹 河に泝り撒阿哩 客額兒に到るとあれば、東方の地なること、何の疑ひ かあらん。）​カズ​​數​​（人數）を​カゾ​​數​​へ​ア​​合​​ひて、​セン​​千​​をそこに​セン​​千​​とし（千人を以て千人組とし）て、





千戶 百戶 ​ハイシトウ​​牌子頭​​ 六 ​チエルビン​​扯兒賓︀​​の任命

​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​、​ヒヤクコ​​百戶​​の​クワンニン​​官人​​、​ジツコ​​十戶​​の​クワンニン​​官人​​をそこに​ヨサ​​任​​したり。（元史 兵志に「國初典㆑兵之官、視︀㆓兵數多寡㆒、爲㆓爵秩崇卑㆒、長㆓萬夫㆒者︀爲㆓萬戶㆒、千夫者︀爲㆓千戶㆒、百夫者︀爲㆓百戶㆒、」又「十人爲㆓一牌㆒、設㆓牌頭㆒」とあり。この牌頭は、後文にはみな牌子頭と云へり。然れば千戶の官人は、漢︀語にては只 千戶と云ひ、百戶の官人は、百戶と云ひ、十戶の官人は、牌子頭と云へるなり。蒙韃 備錄にも「韃人生㆓長鞍馬間㆒、起㆓兵數十萬㆒、略無㆓文書㆒。自㆓元帥㆒至㆓千戶百戶牌子頭㆒、傳㆑令而行」とあり。）​チエルビン​​扯兒賓︀​​（侍從の官）をもそこに​ヨサ​​任​​したり。​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​（卷三の多歹 扯兒必）、​ドゴルク チエルビ​​朶豁勒忽 扯兒必​​〈［＃ルビの「ドゴルク チエルビ」は底本では「ドコルク チエルビ」］〉（卷三の多豁勒忽 徹兒必）、​オゲレ チエルビ​​斡格列 扯兒必​​〈［＃ルビの「オゲレ チエルビ」は底本では「オゲレイ チエルビ」］〉（卷三の斡歌連 徹兒必、又 斡歌來 徹兒必）、​トルン チエルビ​​脫侖 扯兒必​​、（親征錄 脫脫欒 闍兒必、脫の字一つ多し。元史 木華黎の傳 掇忽闌、哈八兒禿の傳 千戶 脫倫、石抹 也先の傳 脫忽闌 闍里必、石抹 孛迭兒の傳 奪忽闌 闍里必、忠義傳に伯八の父 脫倫 闍里必、晃合丹 氏、明里 也赤哥の子。別咧津は蒙格里克の子 脫命 扯兒必と云へり。明里も蒙格里克も、晃豁壇の蒙力克 額赤格なり。）​ブチヤラン チエルビ​​不察㘓 扯兒必​​、（前には見えず。）​シエイケト チエルビ​​雪亦客禿 扯兒必​​（卷三の雪亦客禿 徹兒必）、この​ムタリ​​六人​​の​チエルビン​​扯兒賓︀​​をそこに​ヨサ​​任​​したり。​セン​​千​​を​セン​​千​​とし、​ヒヤク​​百​​を​ヒヤク​​百​​とし、​ジフ​​十​​を​ジフ​​十​​とし（千人百人十人の組合を作り）​ヲ​​畢​​へて、​ハチジフ​​八十​​の​シユクヱイ​​宿衞​​（蒙語​ケブデウル​​客卜帖兀勒​​）​シチジフ​​七十​​の​ジヱイ​​侍衞​​（蒙語​トルカウト​​土兒合兀惕​​、明譯 散班）を





番士の新設

そこに​バンシ​​番士​​（番直の士、蒙語​ケシクテン​​客失克田​​、明譯 護衞、元史 兵志​ケセテイ​​怯薛歹​​）に​エラ​​選​​びて​イ​​入​​らしむるに、​センコ​​千戶​​ ​ヒヤクコ​​百戶​​の​クワンニン​​官人​​どもの​コ​​子​​ども​オトヽ​​弟​​どもを​ツギ​​次​​に​ハクシン​​白身​​の​ヒト​​人​​の​コ​​子​​ども​オトヽ​​弟​​どもを​イ​​入​​らしむるに、​ギノウ​​技能​​あり​シンサイ​​身材​​ ​ヨ​​好​​き​モノ​​者︀​​どもを​エラ​​選​​びて​イ​​入​​らしめたり。





親軍 ​センプ​​千夫​​の​ヲサ​​長​​なる​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​

そこに​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​に​オンシ​​恩賜​​して、「​イウシ​​勇士​​どもを​エラ​​選​​びて​センプ​​千夫​​とせよ。​タヽカ​​戰​​ふ[197]​ヒ​​日​​には​ワ​​我​​が​マヘ​​前​​に​タ​​立​​ちて​タヽカ​​戰​​へ。​オホ​​多​​くの​ヒ​​日​​は​ワ​​我​​が​ジヱイ​​侍衞​​の​バンシ​​番士​​となれ」と​ミコト​​勅​​ありき。





​ジヱイ​​侍衞​​の​ヲサ​​長​​なる​オゲレ チエルビ​​斡歌列 扯兒必​​

「​シチジフ​​七十​​の​ジヱイ​​侍衞​​には、​オゲレ チエルビ​​斡歌列 扯兒必​​〈［＃ルビの「オゲレ チエルビ」は底本では「オゲレイ チエルビ」］〉 ​オサ​​長​​となりて​ヲ​​居​​れ。​クドス カルチエン​​忽都︀思 合勒潺​​（卷三なる忽都︀思にて忽必來の弟）と​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて​ヲ​​居​​れ」と​イ​​云​​へり。
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​ジヱイ​​侍衞​​ ​シユクヱイ​​宿衞​​ 等の​シヨクシヤウ​​職掌​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​セントウシ​​箭筒士​​（蒙語​ゴルチ​​豁兒赤​​、明譯​オブル​​帶​​㆓​ユミヤヲ​​弓箭​​㆒​モノ​​的​​、元史 兵志​ホルチ​​火兒赤​​、塔察兒の傳「火兒赤 者︀、佩㆓櫜鞬㆒侍㆓左右㆒者︀也。」）​ジヱイ バンシ​​侍衞 番士​​（侍衞の番士なるべし。）​カシハデ​​厨官​​（蒙語​バウルチ​​巴兀兒赤​​、元史 兵志「親烹飪以奉㆓上飲食㆒者︀曰㆓博爾赤㆒。」）​カドモリ​​門者︀​​（蒙語​エウデンチ​​額兀顚赤​​）​ウマヅカサ​​馬官​​（蒙語​アクタチ​​阿黑塔赤​​）ども、​ヒル​​晝​​は​バンチヨク​​番直​​（蒙語​ケシク​​客失克​​）に​イ​​入​​りて、​ヒ​​日​​ ​オ​​落​​つる​マヘ​​前​​に​シユクヱイ​​宿衞​​に​ワタ​​挪​​して、―[​ウマヅカサ​​馬官​​は]​センバ​​騸馬​​の​トコロ​​處​​に―​イ​​出​​でて​ヤド​​宿​​れ（明譯​オブル​​帶​​㆓​ユミヤヲ​​弓箭​​㆒的 ​ヒト​​人​​ ​マタ​​幷​​ ​サンパン​​散班​​ ​ゴヱイ​​護衞​​ ​カシハデ​​厨子​​ ​カドモルヒト​​把門人​​ ​ドモハ​​等​​、​サセ​​敎​​㆓​ヒルノウチ​​日裏​​ ​イリ​​入​​㆑​ハンニ​​班​​ ​コ​​來​​㆒、​イタリ​​至​​㆓​ヒ​​日​​ ​オツルトキニ​​落時​​㆒、​ヲ​​將​​㆓​ツカサドレル​​管的​​ ​ジブツ​​事物​​㆒​ワタシ​​交付​​㆓​アタヘ​​與​​ ​シユクヱイノ​​宿衞​​ ​モノニ​​的​​㆒、​イデサリヤドルベシ​​出去宿者︀​​。​ゴトキハ​​若​​㆓​ツカサドル​​管​​㆑​ウマヲ​​馬​​​モノヽ​​的​​㆒、​マモレ​​守​​㆓著︀​ウマヲ​​馬​​㆒）。​シユクヱイ​​宿衞​​は、​ヨル​​夜​​ ​ヘヤ​​室​​の​マハリ​​周圍​​に​フ​​臥​​すものには​フ​​臥​​させて、​カド​​門​​に​タ​​立​​つものには​リンチヨク​​輪直​​して​タ​​立​​たしめよ。​セントウシ​​箭筒士​​ ​ジヱイ​​侍衞​​は、その​ツギノアサ​​翌朝​​ ​ワレラ​​我等​​ ​ユ​​湯​​を​ノ​​飮​​まば、​シユクエイ​​宿衞​​に​ツ​​吿​​げて、​セントウシ​​箭筒士​​ ​ジヱイ​​侍衞​​ ​カシハデ​​厨官​​ ​カドモリ​​門者︀​​ども、​タヾタヾ​​只只​​その​シヨクブン​​職分​​を​オコナ​​行​​へ。その​ヰドコロ​​居處​​に​ヰ​​居​​よ。[​シユクヱイ​​宿衞​​は、]​ミヨ​​三夜​​ ​ミカ​​三日​​ ​バンチヨク​​番直​​する​ヒ​​日​​を​ツク​​盡​​して、​タヾ​​只​​ ​マタ​​又​​ ​ハフ​​法​​に、​ヨ​​依​​り​ミヨ​​三夜​​ ​ヤド​​宿​​り（下宿し）​ア​​合​​ひて、​カハ​​替​​り​ア​​合​​ひて、​ヨル​​夜​​ ​シユクヱイ​​宿衞​​して​ヲ​​居​​れ。​マハリ​​周圍​​に​フ​​臥​​して​ヤド​​宿​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。かく​セン​​千​​を​セン​​千​​とし​ヲ​​畢​​へて、​チエルビ​​扯兒必​​を​ヨサ​​任​​して、​ハチジフ​​八十​​の​シユクヱイ​​宿衞​​ ​シチジフ​​七十​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​バンシ​​番士​​に​イ​​入​​らしめて、​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​に​イウシ​​勇士​​どもを​エラ​​選​​び（選ばしめ）て、​カルカ ガハ​​合勒合 河​​の[198]​オルヌウ ザン​​斡兒訥兀 山​​の​ハンガイ​​半崖​​より​ナイマン​​乃蠻​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​したるに、
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​ナイマン​​乃蠻​​ 征伐の首途

　​ネズミ​​鼠​​の​トシ​​年​​（我が土御門 天皇 元久 元年 甲子、宋の嘉泰 四年、金の泰和 四年、西紀 一二〇四年、成吉思 汗 四十三歲の時）、​ナツ​​夏​​の​ハジメ​​首​​の​ツキ​​月​​の​ダイジフロク​​第十六​​の​ヒ​​日​​の​アカ​​紅​​き​ヒカリ​​光​​に、​トウ​​纛​​を​マツ​​祭​​りて​シユツバ​​出馬​​したるに、​ケルレン ガハ​​客魯嗹 河​​に​サカノボ​​泝​​り、​ヂエベ​​者︀別​​ ​クビライ​​忽必來​​（親征錄 元史​フビライ​​虎必來​​ ​ヂエベ​​哲別​​）​フタリ​​二人​​を​センポウ​​先鋒​​として​ユ​​行​​き、​サアリ ケエル​​撒阿哩 客額兒​​に​イタ​​到​​れば、​カンカルカン ザン​​康合兒罕 山​​の​イタヾキ​​頂​​に​ナイマン​​乃蠻​​の​モノミ​​斥候​​そこにありき。（康合兒罕 山 は、露西亞の地圖に見ゆる布爾林 達班 嶺なるべし。康合兒罕と云ふ名は、今の地圖には見えざれども、その嶺の東なる古の撒阿哩 客額兒の地を袞古魯台 草地と云ひ、その嶺の西南を渾呼魯台 戈壁と云ひ、袞古魯も渾呼魯も康合兒に近ければ、古は、その嶺 又はその嶺の一部を康合兒罕と云ひしならん。）





兩軍 ​モノミ​​斥候​​の衝突︀

​ワレラ​​我等​​の​モノミ​​斥候​​と​オ​​逐​​ひ​ア​​合​​ひて、​ワレラ​​我等​​の​モノミ​​斥候​​より、​ヒトツ​​一匹​​の​アヲウマ​​靑馬​​に​ア​​惡​​しき​クラ​​鞍​​あるを、​ナイマン​​乃蠻​​の​モノミ​​斥候​​に​ト​​取​​られき。​ナイマン​​乃蠻​​の​モノミ​​斥候​​は、その​ウマ​​馬​​を​ト​​取​​りて​カタ​​語​​り​ア​​合​​へらく「​モンゴル​​忙豁勒​​の​センバ​​騸馬​​ ​ヤ​​瘦​​せたり」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひけり。​ワレラ​​我等​​の[​イクサ​​軍​​]は、​サアリ ケエル​​撒阿哩 客額兒​​に​イタ​​到​​りて、そこに​トヾ​​止​​まりて「いかにせん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へば、





​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​の疑兵の謀

そこに​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ケンゲン​​建言​​すらく「​ワレラ​​我等​​は​タヾ​​但​​ ​スクナ​​少​​くあり。​スクナ​​少​​きが​ウヘ​​上​​に​ツカ​​疲​​れて​キ​​來​​ぬ。かくも​トヾ​​止​​まりて​センバ​​騸馬​​どもを​ア​​飽​​かせつゝ、この​サアリ ケエル​​撒阿哩 客額兒​​に​ヒロ​​廣​​がり​カエイ​​下營​​して、​イノチ​​命​​あるだけの​ヒト​​人​​​ゴト​​毎​​に（この間に「男の」と譯すべき語あり。文法上の關係 確かならず。）​イツトコロ​​五處​​に​ヒ​​火​​を​タ​​燒​​きて、​ヒ​​火​​にて​オドカ​​嚇​​さん。​ナイマン​​乃蠻​​の​タミ​​民​​は​オホ​​多​​しと​イ​​云​​はれたり。​カレラ​​彼等​​の​カン​​罕​​は​イヘ​​家​​より​イ​​出​​でざりし​ヨワ​​弱​​き[​ヒト​​人​​]と​イ​​云​​はれたり。​ヒ​​火​​にて​マド​​惑​​はする​アヒダ​​閒​​に、​ワレラ​​我等​​の​センバ​​騸馬​​どもも​ア​​飽​​けらんぞ。​センバ​​騸馬​​どもを​ア​​飽​​かしめ、​ナイマン​​乃蠻​​の​モノミ​​斥候​​[199]を​オ​​逐​​ひて​オヒセマ​​追逼​​りて、​カレラ​​彼等​​の​チウグン​​中軍​​に​ア​​合​​はしめ、その​ミダレ​​亂​​の​ウチ​​裏​​に​タヽカ​​戰​​はば成らんか」と​ケンゲン​​建言​​したれば、この​コトバ​​言​​を​ヨ​​善​​しとして、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「かく​スナハ​​便​​ち​ヒ​​火​​を​タ​​燒​​かしめよ」とて、​イクサビト​​軍士​​どもに​ガウレイ​​號令​​を​ツタ​​傳​​へたり。かくて​サアリ ケエル​​撒阿哩 客額兒​​に​ヒロ​​廣​​がり​カエイ​​下營​​して、​イノチ​​命​​あるだけの​ヒト​​人​​[​ゴト​​毎​​に]​イツトコロ​​五處​​に​ヒ​​火​​を​タ​​燒​​かしめたり。​ヨル​​夜​​ ​ナイマン​​乃蠻​​の​モノミ​​斥候​​は​カンカルカン ザン​​康合兒罕 山​​の​イタヾキ​​頂​​より​ヨル​​夜​​あまたの​ヒ​​火​​を​ミ​​見​​て、「​モンゴル​​忙豁勒​​を、​スクナ​​少​​しとは​イ​​云​​はざりしか。​ホシ​​星​​より​オホ​​多​​き​ヒ​​火​​あり」と​イ​​云​​ひ、​タヤン カン​​塔陽 罕​​に​ア​​惡​​しき​クラ​​鞍​​ある​アヲウマ​​靑馬​​の​コウマ​​小馬​​を​オク​​送​​りて​ヤ​​遣​​りて、「​モンゴル​​忙豁勒​​の​イクサビト​​軍士​​ども​サアリ ケエル​​撒阿哩 客額兒​​に​ミ​​滿​​つるまで​カエイ​​下營​​したり。​ヒル​​晝​​の​ウチ​​內​​に​マ​​增​​したらんか。​ホシ​​星​​より​オホ​​多​​き​ヒ​​火​​あり」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき。
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敵の銳を避くる​タヤン カン​​塔陽 罕​​の協議

　​モノミ​​斥候​​のこの​シラセ​​報​​に​イタ​​到​​られて、​タヤン カン​​塔陽 罕​​は ​カンガイ ザン​​康孩 山​​（親征錄​ハンガイ ザン​​杭海︀ 山​​、元史 太祖︀紀 沆海︀ 山、世祖︀紀 十四 康里 脫脫の傳 杭海︀、今の杭愛 山）の​カチル ウスン​​合池兒 兀孫​​（合池兒の水、親征錄​ハデル ウスン ガハ​​哈只兒 兀孫 河​​）にありしが、この​シラセ​​報​​を​イタ​​致​​さるゝと、​グチエルク カン​​古出魯克 罕​​〈［＃ルビの「グチエルク カン」はママ。他の節︀ではすべて「グチユルク カン」。昭和18年復刻版もここだけ「グチエルク カン」］〉（親征錄 屈出律 可汗、又 曲出律 可汗、元史 屈出律 罕、抄思の傳 曲書律）なる​コ​​子​​の​トコロ​​處​​に​ツ​​吿​​げて​ヤ​​遣​​るには「​モンゴル​​忙豁勒​​の​センバ​​騸馬​​ども​ヤ​​瘦​​せたり。​ホシ​​星​​より​オホ​​多​​き​ヒ​​火​​ありと​イ​​云​​へり。​モンゴル​​忙豁勒​​ ​オホ​​多​​く​ア​​有​​り。​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​ ​ア​​合​​ひ​ヲ​​畢​​へば、​ハナ​​離​​るゝこと​カタ​​難︀​​くならんか（明譯​イマモシ​​今若​​​ト​​與​​㆑​カレ​​他​​​ツラネバ​​連​​㆑​ヘイヲ​​兵​​、​ノチカナラズ​​後必​​​ガタケン​​難︀​​㆑​トケ​​解​​）。​ア​​合​​含禿敦​ひ​ヲ​​畢​​へば、その​クロ​​黑​​合喇​き​メ​​目​​を​マジロ​​瞬​​喜兒篾思​き​ナ​​做​​さず、その​ホヽ​​腮​​合察兒​を​サ​​刺​​合惕忽黑荅​さるとも、​クロ​​黑​​合喇​き​チ​​血​​ ​イ​​出​​合嚕​づとも、​サ​​避​​合勒塔里勒​くること​ナ​​無​​き​ガウ​​剛​​合堂斤​なる​モンゴル​​忙豁勒​​に​ア​​合​​はば、​ナ​​成​​らん[200]や。​モンゴル​​忙豁勒​​の​センバ​​騸馬​​ども​ヤ​​瘦​​せたりと​イ​​云​​はれたり。​ワレラ​​我等​​は、​ブシウ​​部眾​​に​アルタイ ザン​​阿勒台 山​​（親征錄 案臺、元史 按臺）を​コ​​越​​えさせ​シリゾ​​退​​かせ​ウゴ​​動​​きて、​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて、​カレラ​​彼等​​を​イザナ​​誘​​ひて​ユ​​行​​きて、​アルタイ ザン​​阿勒台 山​​の​モト​​下​​に​イタ​​到​​るまで





​イヌ​​狗​​の​タヽカ​​鬭​​ひ

​イヌ​​狗​​の​タヽカ​​鬭​​ひを​タヽカ​​鬭​​ひて​ユ​​行​​きて、​ワレラ​​我等​​の​センバ​​騸馬​​どもは​コ​​肥​​えてあり、​ハラ​​腹​​を​ヒキオコ​​引起​​させ、​モンゴル​​忙豁勒​​の​センバ​​騸馬​​どもを​ツカ​​疲​​れさせ、​カレラ​​彼等​​の​ツラ​​面​​の​ウヘ​​上​​に​ミヅ​​水​​ ​カ​​注​​けん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき。（阿勒台の東南幹山は、東に向ひて烏蘭郭馬 山となり、奇勒稽思 泊の北を繞り、又 東南に向ひ白勒克那克 科克依 山となり、又 東して杭愛 山の陽に接す。白勒克那克 科克依 山の南麓に今 烏里雅蘇台 城あり。塔陽 罕は、蓋その邊に駐牧せり。こゝに阿勒台 山と云へるは、その杭愛 山に接する邊を指せるなり。）





父を罵る​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​

その​コトバ​​言​​につき、​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​ ​イ​​言​​はく「​カレラ​​彼等​​にかく​ヲミナ​​婦人​​ ​タヤン​​塔陽​​ ​コヽロ​​心​​ ​オ​​怖​​ぢて、この​コトバ​​言​​を​イ​​言​​へり。​モンゴル​​忙豁勒​​の​オホ​​多​​きは、いづこよりか​キ​​來​​けん。​モンゴル​​忙豁勒​​の​タイハン​​大半​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​とこゝに​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​にあり。​ハラミヲンナ​​孕婦​​坤都︀額篾​の​ユマリ​​更衣​​の​トコロ​​地​​合札兒​に​イ​​出​​合嚕​でたること​ナ​​無​​き、​クルマシタ​​車下​​古兒敦​の​コウシ​​犢​​の​クサク​​草喫​​ふ​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​古嚕​れること​ナ​​無​​き​ヲミナ​​婦人​​ ​タヤン​​塔陽​​は、​コヽロ​​心​​ ​オ​​怖​​ぢて、この​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ひておこせたるに​アラ​​非​​ずや」とて、​ツカヒ​​使​​に​ヨ​​依​​り、​チヽ​​父​​を​イタ​​痛​​むるまで​ヤマシ​​疚​​むるまで、​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​りき。この​コトバ​​言​​につき、​タヤン カン​​塔陽 罕​​は、​オノレ​​己​​を​ヲミナ​​婦人​​とせらるべく​イ​​言​​はれて、​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​イ​​言​​はく「​チカラ​​力​​あり​ユウ​​勇​​ある​グチユルク​​古出魯克​​、​イタ​​到​​り​ア​​合​​ひ​コロ​​殺︀​​し​ア​​合​​ふ​ヒ​​日​​に​カナラ​​必​​ずこの​ユウ​​勇​​を​ナ​​勿​​ ​ウシナ​​失​​ひそ。​イタ​​到​​りあひ​ア​​合​​ひ​ヲ​​畢​​へば、​ハナ​​離​​るゝこと​ビ​​必​​ず​カタ​​難︀​​くあるぞ」と​イ​​云​​へり。





君を罵る​ゴリ スベチ​​豁哩 速別赤​​

その​コトバ​​言​​につき、​タヤン カン​​塔陽 罕​​の​シタ​​下​​を​ツカサド​​管​​れる​ダイクワンニン​​大官人​​ ​ゴリ スベチ​​豁哩 速別赤​​（親征錄 元史 火力 速八赤）​イ​​言​​はく「​イナンチヤ ビルゲ カン​​亦難︀察 必勒格 罕​​なるの​チヽ​​父​​[201]は、​ドウトウ​​同等​​の​テキ​​敵​​に​ヲトコ​​男​​の​セナカ​​背​​、​センバ​​騸馬​​の​シリ​​臀​​を​ミ​​見​​せざりき。​イマ​​今​​ ​ナムチ​​爾​​ ​アサハヤ​​朝早​​く​スナハ​​便​​ち いかんぞ​コヽロ​​心​​ ​オ​​怖​​ぢたる、​ナムチ​​爾​​。（「朝氣銳、畫氣惰、暮氣歸」と孫子 曰へり。今 早朝にして惰歸の氣あるは、恇怯 甚しきなり。）​ナムチ​​爾​​をかく​コヽロ​​心​​ ​オ​​怖​​づるを​シ​​知​​りたらば、​カトン​​合屯​​の​ヒト​​人​​にもあれども、​ナムチ​​爾​​の​ハヽ​​母​​を​グルベス​​古兒別速​​を​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​て​イクサ​​軍​​を​ヲサ​​治​​めしめざらんや。（親征錄「昔君父 亦年 可汗、勇戰不㆑回。士背馬後、未㆔嘗使㆓人見㆒也。今何怯邪。果懼㆑之、何不㆑令㆓菊兒八速 來㆒。」この譯は、簡にして質なり。元史は修飾を加へ「先王戰伐、勇進不㆑回。馬尾人背、不㆑使㆓敵人見㆒之。今爲㆓此遷延之計㆒、得㆑非㆓心中有㆒㆑所㆑懼乎。苟懼㆑之、何不㆑令㆓后妃來統㆒㆑軍也」と改め、頗る雅馴なる文となれり。）​アヽ​​嗟​​ ​ヲシ​​惜​​けくも​コクセウ サブラク​​可克薛兀 撒卜喇黑​​に​オ​​老​​いられたり。いかにも​ワ​​我​​が​イクサ​​軍​​の​ハフド​​法度​​は​タイマン​​怠慢​​になれり。​モンゴル​​忙豁勒​​の​テンジ​​天時​​ ​キウン​​氣運​​とぞ​ナ​​爲​​れるに​アラ​​非​​ずや、​アヽ​​嗚呼​​、​オヂナ​​懦​​き​タヤン​​塔陽​​、​オクビヤウ​​臆病​​の​ゴト​​如​​くのみあり、​ナムチ​​爾​​」と​イ​​云​​ひて、その​ヤナグヒ​​箭筒​​を​ウ​​打​​ちて​ワカ​​別​​れ​カ​​驅​​け​サ​​去​​れり。
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​タヤン カン​​塔陽 罕​​の奮進

　その​トキ​​時​​ ​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​イカ​​怒​​りて​イハ​​言​​く「​シ​​死​​ぬる​イノチ​​命​​、​クルシ​​苦​​む​ミ​​身​​は、すべて​ヒト​​一​​つなるぞ（苦まんよりは死なん との意）。しかあらば​タヽカ​​戰​​はん（明譯​ヒトシヌル​​人死​​的 ​イノチ​​性命​​ ​クルシム​​辛苦​​ 的 ​ミ​​身軀​​ ​スベテ​​都︀​​ ​オナジ​​一般​​。​ナンヂラ​​您​​ ​シカ​​那般​​ ​イハバ​​說呵​​、​ワレラ​​咱​​​ムカヘユキ​​迎去​​​ト​​與​​㆑​カレ​​他​​ ​タヽカハン​​厮殺︀​​）」と​イ​​云​​ひて、​カチル​​合池兒​​の​ミヅ​​水​​より​ウゴ​​動​​きて、​タミル ガハ​​塔米兒 河​​（水道 提綱の他米勒 河、會典の圖の塔米爾 河）に​シタガ​​沿​​ひ​ユ​​行​​きて、​オルゴン ガハ​​斡兒桓 河​​を​ワタ​​渡​​りて、​ナク​​納忽​​の​ガケ​​崖​​の​ヒガシ​​東​​の​スソ​​裾​​を​ス​​過​​ぎ、​チヤキルマウト​​察乞兒馬兀惕​​に​イタ​​到​​りて​キ​​來​​つる​トキ​​時​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​モノミ​​斥候​​ ​ミ​​見​​て、「​ナイマン​​乃蠻​​ ​イタ​​到​​りて​キ​​來​​つ」と​イ​​云​​ふ​シラセ​​報​​を​イタ​​致​​したれば、この​シラセ​​報​​を​イタ​​致​​さるゝと、





逆戰の​ミコト​​敕​​

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​オホ​​多​​きよりは​オホ​​多​​く、​スクナ​​少​​きよりは​スクナ​​少​​く​ソンシツ​​損失​​になるぞ（多き乃蠻には死傷 多く、寡き蒙古には死傷 寡からん）」と​イ​​云​​ひて、「​カレラ​​彼等​​の​ムカ​​迎​​へに​シユツバ​​出馬​​して、​カレラ​​彼等​​の​モノミ​​斥候​​[202]を​オ​​逐​​ひて、​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​ふるに、





叢行き 海︀立合ひ 鑿戰ひ

​クサムラ​​叢​​[の​ゴト​​如​​き]​ユ​​行​​きを​ユ​​行​​きて​ウミ​​海︀​​[の​ゴト​​如​​き]​タチア​​立合​​ひを​タチア​​立合​​ひて、​ノミ​​鑿​​[の​ゴト​​如​​き]​タヽカ​​戰​​ひを​タヽカ​​戰​​はん」と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へり。（叢行きは、廣がり行くこと、海︀立合ひは、廣がれる陣立、鑿戰ひは、烈しき突︀擊なり。黑韃 事略に「其行軍。常恐㆑衝㆑伏、雖㆓偏師㆒、亦必先發㆓精︀騎㆒四散而出、登㆑高眺㆑遠、深哨㆓一二百里間㆒、掩㆓捕居者︀㆒、以審㆓左右前後之虛實㆒」と云へるは、卽ち謂はゆる叢行きなり。「其陣、利㆓野㆒戰、不㆑見㆑利不㆑進、動靜之間、知㆓敵强弱㆒、百騎環繞、可㆑裹㆓萬眾㆒、千騎分張、可㆑盈㆓百里㆒」と云へるは、卽ち謂はゆる海︀立合ひなり。「摧㆑堅陷㆑陣、全藉㆓前鋒㆒、衽㆑革當㆑先、例十之三」と云ひ、又「交㆑鋒之始、每以㆓騎隊㆒徑突︀㆓敵陣㆒。一衝纔動、則不㆑論㆓取寡㆒、長驅直入、敵雖㆓十萬㆒、亦不㆑能㆑支」と云へるは、卽ち謂はゆる鑿戰ひなり。）かく​イ​​云​​ひて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミヅカ​​自​​ら​センポウ​​先鋒​​となりて、​カツサル​​合撒兒​​に​チウグン​​中軍​​を​トヽノ​​整​​へさせて、​オツチギン ノヤン​​斡惕赤斤 那顏​​に​ジウバ​​從馬​​を​トヽノ​​整​​へさせたり。





​ナイマン​​乃蠻​​の退き 蒙古の進み

​ナイマン​​乃蠻​​は、​チヤキルマウト​​察乞兒馬兀惕​​より​シリゾ​​退​​きて、​ナク​​納忽​​の​ガケ​​崖​​の​マヘ​​前​​なる​ヤマ​​山​​の​スソ​​裾​​に​ヨ​​緣​​りて​タ​​立​​ちき。かくて​ナイマン​​乃蠻​​の​モノミ​​斥候​​を​ワレラ​​我等​​の​モノミ​​斥候​​は​オ​​逐​​ひて、​ナク​​納忽​​の​ガケ​​崖​​の​マヘ​​前​​なる​カレラ​​彼等​​の​タイ​​大​​ ​チウグン​​中軍​​に​ア​​遇​​ふまで​オ​​逐​​ひて​イタ​​到​​りき。かく​オ​​逐​​ひて​イタ​​到​​れるを​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​ミ​​見​​て、​ヂヤムカ​​札木合​​はそこに​ナイマン​​乃蠻​​と​トモ​​共​​に​シユツジン​​出陣​​して​キ​​來​​ ​ア​​合​​ひて、そこに​ヲ​​居​​て、





​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​ヂヤムカ​​札木合​​の問答

​タヤン カン​​塔陽 罕​​は​ヂヤムカ​​札木合​​に​ト​​問​​ひけり。「​カレラ​​彼等​​はいかに。​オホ​​多​​き​ヒツジ​​羊​​を​オホカミ​​狼​​ ​オ​​追​​ひて​ヲリ​​圈​​に​イタ​​到​​るまで​オ​​追​​ひて​ク​​來​​るが​ゴト​​如​​きは、これらはいかなる​ヒト​​人​​か かく​オ​​追​​ひて​キ​​來​​ぬる」と​ト​​問​​へり。





人肉にて養へる四狗

​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​、​ヨ​​四​​つの​イヌ​​狗​​を​ヒト​​人​​の​ニク​​肉​​にて​ヤシナ​​養​​ひて、​クサリ​​鎖​​つけて​ツナ​​繫​​ぎて、​ヲ​​居​​るなりき、​カレラ​​彼等​​。​ワレラ​​我等​​の​モノミ​​斥候​​を​オ​​追​​ひて​キ​​來​​ぬるは、​カレラ​​彼等​​なるぞ。​カレラ​​彼等​​ ​ヨ​​四​​つの​イヌ​​狗​​は、​アカヾネ​​銅​​失咧門​の​ヒタヒ​​額​​あり、​ノミ​​鑿​​失兀赤​の​クチバシ​​嘴​​あり、​キリ​​錐​​失不格​の​シタ​​舌​​あり、​クロガネ​​鐵​​帖木兒​の​コヽロ​​心​​あり、​クワンタウ​​環刀​​の​ムチ​​鞭​​あり、​ツユ​​露​​失兀迭兒​を​ノ​​喫​​みて、​カゼ​​風​​に​ノ​​乘​​りて​ユ​​行​​く、[203]​カレラ​​彼等​​。​コロ​​殺︀​​阿剌勒都︀​し​ア​​合​​ふ​ヒ​​日​​は、​ヒト​​人​​哈闌​の​ニク​​肉​​を​クラ​​喫​​ふ、​カレラ​​彼等​​。​イタ​​到​​古魯​り​ア​​合​​ふ​ヒ​​日​​は、​ヒト​​人​​古溫​の​ニク​​肉​​を​カレヒ​​糧​​古捏速​とす、​カレラ​​彼等​​。​クサリ​​鎖​​を​ト​​解​​かれて、​イマ​​今​​ ​ツナ​​繫​​がれずして​ヲ​​居​​るを​ヨロコ​​喜​​びて、かく​ヨダレ​​涎​​ ​タ​​垂​​れ​キ​​來​​ぬ、​カレラ​​彼等​​」と​イ​​云​​ひき。「それら​ヨ​​四​​つの​イヌ​​狗​​、​タレタレ​​誰誰​​はそれらか」と​イ​​云​​へば、「​ヂエベ​​者︀別​​、​クビライ​​忽必來​​ ​フタリ​​二人​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​、​スベエタイ​​速別額台​​ ​フタリ​​二人​​、それら​ヨタリ​​四人​​なり」と​イ​​云​​ひき。​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​イ​​言​​はく「​タヾ​​但​​それらの​シモビト​​下人​​より​トホ​​遠​​く​タ​​立​​たん」と​イ​​云​​ひて、​シザ​​退​​り​ヒ​​引​​きて、​ヤマ​​山​​を​オ​​負​​ひて​タ​​立​​てり。





​ヲド​​躍​​り​メグ​​繞​​る​ウルウト​​兀嚕兀惕​​ ​モンクト​​忙忽惕​​

その​ウシロ​​後​​より​ヲド​​躍​​りて​メグ​​繞​​りて​キ​​來​​ぬるものどもを​ミ​​見​​て、​マタ​​又​​ ​タヤン カン​​塔陽 罕​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​に​ト​​問​​ひき。「​カレラ​​彼等​​はいかに。​アシタ​​朝​​額兒帖​に​ハナ​​放​​てる​コマ​​駒​​、​ハヽ​​母​​額客​の​チ​​乳​​を​ス​​咂​​ひて​ハヽ​​母​​額客​の​マハ​​廻​​りを​ト​​疾​​く​ハシ​​走​​る​コマ​​駒​​の​ゴト​​如​​く、いかんぞ かく​メグ​​繞​​り​キ​​來​​ぬる、​カレラ​​彼等​​」と​ト​​問​​ひき。​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​カレラ​​彼等​​は、​ヤリ​​鎗​​赤荅​ある​ヲトコ​​男​​を​オ​​追​​只兀​ひて、​チ​​赤​​赤孫​あるもの（生きたる人）を​ハ​​剝​​ぎに​ハ​​剝​​ぐ、​クワンタウ​​環刀​​兀勒都︀​ある​ヲトコ​​男​​を​オ​​逐​​忽勒迭​ひて、​タフ​​倒​​兀納合​して​コロ​​殺︀​​して​タカラ​​財​​兀卜脫納黑​を​ハ​​剝​​ぎ​ト​​取​​る、​ウルウト​​兀嚕兀惕​​、​モンクト​​忙忽惕​​と​イ​​云​​はる、​カレラ​​彼等​​。​イマ​​今​​[​ツナ​​繫​​がれ]ず[して​ヲ​​居​​るを]​ヨロコ​​喜​​びて、かく​ヲド​​躍​​りて​キ​​來​​ぬ、​カレラ​​彼等​​」と​イ​​云​​ひき。それより​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​イ​​言​​はく「​タヾ​​但​​しかあらば、それらの​シモビト​​下人​​より​トホ​​遠​​く​タ​​立​​たん」と​イ​​云​​ひて、​マタ​​又​​ ​シザ​​退​​り​ヤマ​​山​​に​ノボ​​登​​り​タ​​立​​てり。





​ムサボル​​貪​​る鷹の如き​テムヂン​​帖木眞​​

「その​ウシロ​​後​​より​キ​​來​​ぬる、​ムサボ​​貪​​る​タカ​​鷹​​の​ゴト​​如​​く​ヨダレ​​涎​​ ​タ​​垂​​れて​スヽ​​前​​みて​キ​​來​​ぬるは、​タレ​​誰​​なる」と、​タヤン カン​​塔陽 罕​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​に​ト​​問​​ひき。​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「この​キ​​來​​ぬるは、​ワ​​我​​が​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​。​カレ​​彼​​の​ソウミ​​總身​​は、​アカヾネ​​銅​​失咧木​にて​キタ​​鍛​​失列克迭​へられたるもの、​キリ​​錐​​失不格​を​サ​​刺​​すに​スキマ​​隙閒​​ ​ナ​​無​​く、​クロガネ​​鐵​​帖木兒​にて[204]​タヽ​​疊​​荅卜塔​みあげたるもの、​オホハリ​​大針​​帖別捏​を​サ​​刺​​すに​スキマ​​隙閒​​ ​ナ​​無​​き​ワ​​我​​が​テムヂン アンダ​​帖木眞 安荅​​、​ムサボ​​貪​​る​タカ​​鷹​​の​ゴト​​如​​く、かく​ヨダレ​​涎​​ ​タ​​垂​​れ​キ​​來​​ぬるのみ。​ミ​​見​​たりや、​ナンヂラ​​汝等​​。​ナイマン​​乃蠻​​の​シウ​​眾​​は「​モンゴル​​忙豁勒​​を​ミ​​見​​ば、​コヒツジ​​子羊​​の​テイヒ​​蹄皮​​も​アマ​​餘​​さじ」と​イ​​云​​ひたりき。​ナンヂラ​​汝等​​ ​ミ​​見​​よ」と​イ​​云​​へり。（親征錄に「汝等 見㆓案荅 擧止英異㆒乎。乃蠻 語嘗有㆑言「雖㆓駁㆑革去㆒㆑皮、猶貪不㆑捨。」豈能當㆑之」と云へるは、こゝの語を譯して修飾を加へたるに似たれども、文は甚だ蹇拙なり。元史に「乃蠻 初擧㆑兵、視︀㆓蒙古 軍㆒、若㆓羖䍽羔兒㆒、意謂㆓蹄皮亦不㆒㆑畱。今吾觀㆓其氣勢㆒、殆非㆓往時㆒矣」とあるは、親征錄の文に似ずして、却て祕史の文に似たり。蓋 元史のこの條は、親征錄に據らずして、大德 七年に成れる太祖︀ 實錄に據り、その實錄は、修正 祕史の文を辭通りに譯してありしなるべし。）この​コトバ​​言​​につき、​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​イ​​言​​はく「​タヾ​​但​​ ​オソロ​​畏​​し。​ヤマ​​山​​に​ノボ​​登​​り​タ​​立​​たん」と​イ​​云​​ひて、​ヤマ​​山​​に​ノボ​​登​​りて​タ​​立​​ちけり。​マタ​​又​​ ​タヤン カン​​塔陽 罕​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​に​ト​​問​​ふに、「​マタ​​又​​その​ウシロ​​後​​より​アツ​​厚​​く（大眾を率ゐて）​キ​​來​​ぬるは、​タレ​​誰​​なる」と​ト​​問​​へり。





大蟒の如き​ヂユチ カツサル​​拙赤 合撒兒​​

​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​は、​ヒトリ​​一人​​の​コ​​子​​を​ヒト​​人​​の​ニク​​肉​​にて​ヤシナ​​養​​ひてありき。​ミヒロ​​三尋​​の​ミ​​身​​あり、​サンサイ​​三歲​​の​トウコウ​​頭口​​を​クラ​​喫​​ひ、​ミヘ​​三重​​の​ヨロヒ​​甲​​を​キ​​被​​て、​サンビキ​​三匹​​の​キヤウギウ​​强牛​​を​ヒ​​拽​​きて​ク​​來​​るぞ。​ヤナグヒ​​箭筒​​豁兒​ある​ヒト​​人​​を​スベ​​都︀​​豁脫剌​てを​ノ​​嚥​​むとも、​ノド​​喉​​豁斡來​を​サヽ​​碍​​へられず。​マタ​​全​​古卜臣​き​ヲトコ​​男​​を​ノ​​呑​​むとも、​シンザウ​​心臓​​斡咧​に​サハ​​障​​らず。​イカ​​怒​​阿兀兒剌​れば、​アンクア​​昂忽阿​​（箭の名）の​ヤ​​箭​​を​ヒ​​拽​​きて​ハナ​​放​​てば、​ヤマ​​山​​阿兀剌​を​コ​​越​​阿魯思​えてある​トタリ​​十人​​哈兒班​ ​ハタタリ​​廿人​​の​ヒト​​人​​哈闌​を​ウガ​​穿​​つほどに​イ​​射​​る。​タヽカ​​鬭​​客咧勒都︀​ふ​テキ​​敵​​を​ヒロノ​​曠野​​客額兒​を​ヘダ​​隔​​客禿思​ててあるものを​ケイブル​​客亦不兒​​（箭の名）の​ヤ​​箭​​を​ヒ​​拽​​きて​ハナ​​放​​てば、​ツラ​​連​​客勒乞​ぬるほどに​ウガ​​穿​​つほどに​イ​​射​​る（明譯​ヲ​​將​​㆑​ヒトツラネウガチトホス​​人連穿透​​）。​オホイ​​大​​也客迭​に​ヒ​​拽​​きて​イ​​射​​れば、​クヒヤクヒロ​​九百尋​​也孫札兀惕​の​トコロ​​地​​に​イ​​射​​る。​ヘラ​​減​​塔壇​し​ヒ​​拽​​きて​イ​​射​​れば、​ゴヒヤクヒロ​​五百尋​​塔奔札兀惕​の​トコロ​​地​​に​イ​​射​​る。​ヒトビト​​人人​​古溫古溫​より​タガ​​違​​ひ、​グレルグ​​古咧勒古​​（蟒の一種）なる​ウハヾミ​​蟒​​に​ウマ​​生​​れたる​ヂユチ カツサル​​拙赤 合撒兒​​と[205]​イ​​云​​はるゝは、​カレ​​彼​​なるぞ」と​イ​​云​​ひき。それより​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​イ​​言​​はく「​タヾ​​但​​ ​シカ​​然​​あらば、​ヤマ​​山​​の​タカ​​高​​みを​アラソ​​爭​​はん。​ウヘ​​上​​へ​ノボ​​登​​れ」と​イ​​云​​ひて、​ヤマ​​山​​に​ノボ​​登​​り​タ​​立​​てり。​マタ​​又​​ ​タヤン カン​​塔陽 罕​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​に​ト​​問​​ふに「​カレ​​彼​​の​ウシロ​​後​​より​キ​​來​​ぬるは、​タレ​​誰​​なる」と​イ​​云​​ひき。





肝ある​オツチギン​​斡惕赤斤​​

​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​カレ​​彼​​は、​ホエルン エケ​​訶額侖 額客​​の​スエ​​末​​の​コ​​子​​ ​オツチギン​​斡惕赤斤​​、​カン​​肝​​ありと​イ​​云​​はるゝなり。​ハヤ​​早​​く​ネム​​睡​​り​アカツキ​​曉​​に​オ​​起​​き、​クラヤミ​​黑闇​​巴嚕安​よりも​オク​​後​​れたること​ナ​​無​​く、​タチドコロ​​立處​​巴亦荅勒​よりも​オク​​後​​れたること​ナ​​無​​し」と​イ​​云​​ひき。​タヤン カン​​塔陽 罕​​ ​イ​​言​​はく「​シカ​​然​​あらば、​ヤマ​​山​​の​イタヾキ​​頂​​の​ウヘ​​上​​に​ノボ​​上​​らん」と​イ​​云​​ひけり。
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​ヂヤムカ​​札木合​​の心がはり

　​ヂヤムカ​​札木合​​は、​タヤン​​塔陽​​にこの​コトバ​​言​​をかく​イ​​言​​ふと、​ナイマン​​乃蠻​​より​ハナ​​離​​れ、​ワカ​​別​​れて​イ​​出​​でて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ハウコク​​報吿​​を​イ​​入​​れて​ヤ​​遣​​るに、「​アンダ​​安荅​​に​イ​​言​​へ」とて​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​るに「​タヤン カン​​塔陽 罕​​は、​ワ​​我​​が​コトバ​​言​​兀格​に​クラ​​昏​​兀窟惕古​みて、​ノボ​​上​​斡額迭​り​アラソ​​爭​​ひ​オドロ​​驚​​兀兒古​きて​アガ​​上​​れり。​クチ​​口​​阿馬阿兒​にて​コロ​​殺︀​​阿剌黑荅​されて、​オソ​​怕​​阿余​れて​ヤマ​​山​​阿兀剌​に​ノボ​​登​​阿巴鄰​り​アガ​​上​​れり。​アンダ​​安荅​​ ​カイシン​​戒愼​​せよ。​カレラ​​彼等​​は、​ヤマ​​山​​に​アガ​​上​​れり。この​ヒト​​人​​どもは、​ムカ​​逆​​ふる​ケシキ​​氣色​​なし。​ワレ​​我​​こそは、​ナイマン​​乃蠻​​より​ハナ​​離​​れたれ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヒクレ​​日晩​​になられて、​ナク​​納忽​​の​ガケ​​崖​​の​ヤマ​​山​​を​トリマ​​取卷​​き​イクサダチ​​軍立​​して​ヤド​​宿​​れり。





​ナイマン​​乃蠻​​の​カイハイ​​潰敗​​

その​ヨル​​夜​​ ​ナイマン​​乃蠻​​は​ノガ​​躱​​れ​ウゴ​​動​​かんとし、​ナク​​納忽​​の​ウヘ​​上​​より​オ​​墜​​ちて、​ウヘ​​上​​に​ウヘ​​上​​に​カサ​​重​​なり​ア​​合​​ひて、​ホネカミ​​骨髮​​を​クダ​​碎​​き​タフ​​倒​​れ​ア​​合​​ひて、​クチキ​​爛木​​[の​ゴト​​如​​く]​タ​​立​​つまで​オ​​壓​​し​ア​​合​​ひて​シ​​死​​に​ア​​合​​ひけり。





​タヤン​​塔陽​​の​トラ​​虜︀​​はれ ​グチユルク​​古出魯克​​の走り 諸︀部落の降り

その​アシタ​​明朝​​ ​タヤン カン​​塔陽 罕​​を​キハ​​窮​​めて​トラ​​拿​​へたり。​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​は、​ベツ​​別​​に​ヰ​​居​​たるにより、​ワヅカ​​僅​​の​ヒト​​人​​にて​ソム​​背​​[206]き​ウゴ​​動​​きて、​オヒカ​​追驅​​けらるゝ​トキ​​時​​、​タミル ガハ​​塔米兒 河​​に​チウエイ​​駐營​​しけり。その​ダンエイ​​團營​​を​タ​​立​​てかねて、​ウゴ​​動​​きて​ハシ​​走​​りて​イ​​出​​でて​サ​​去​​れり。​ナイマン​​乃蠻​​の​タミ​​民​​の​ブラク​​部落​​を​アルタイ ザン​​阿勒台 山​​の​マヘ​​前​​に​キハ​​窮​​めて​ヲサ​​收​​めたり。​ヂヤムカ​​札木合​​と​ヰ​​居​​たる​ヂヤダラン​​札荅㘓​​、​カタギン​​合塔斤​​、​サルヂウト​​撒勒只兀惕​​、​ドルベン​​朶兒邊​​、​タイチウト​​泰赤兀惕​​、​オンギラト​​翁吉喇惕​​ ​ラ​​等​​、そこに​マタ​​又​​ ​クダ​​降​​れり。（元史は火力 速八赤の言を叙べたる次に「太陽 罕 怒、卽躍㆑馬索㆑戰。帝以㆓哈撒兒㆒主㆓中軍㆒。時 札木合 從㆓太陽 罕㆒來、見㆓帝軍容整肅㆒、謂㆓左右㆒曰㆓云云㆒、遂引㆓所部兵㆒遁去。是日帝與㆓乃蠻 軍㆒大戰、至㆑晡禽㆓殺︀ 太陽 罕㆒。諸︀部軍一時皆潰、夜走㆓絕險㆒、墜㆑崖死者︀、不㆑可㆓勝計㆒。明日、餘眾悉降。於㆑是 朶魯班 塔塔兒 哈荅斤 散只兀 四部、亦來降」と云へり。これは、太祖︀ 實錄と親征錄 卽ち聖武 開天記とに本づきて、修飾を加へたるものにて、文は甚だ雅健なれども、事實は原本 祕史と稍 違へり。來降の部落の名にも誤りあり。塔塔兒の諸︀部は、前に已に殲滅せられたれば、この中に加はらざる方 事實なるべし。）





​グルベス​​古兒別速​​の召され

​タヤン​​塔陽​​の​ハヽ​​母​​ ​グルベス​​古兒別速​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ツ​​伴​​れ​コ​​來​​させて​イ​​言​​はく「​ナンヂ​​汝​​は、​モンゴル​​忙豁勒​​の​キソク​​氣息​​ ​ア​​惡​​しと​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​らざりしか。​イマ​​今​​いかで​キ​​來​​ぬる、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​云​​ひて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​メド​​娶​​りけり。
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​メルキト​​篾兒乞惕​​の​サウタウ​​𠞰討​​

　その​ネズミ​​鼠​​の​トシ​​年​​ ​アキ​​秋​​、​カラダル クジヤウル​​合喇荅勒 忽札兀兒​​〈［＃「合喇荅勒 忽札兀兒」は底本では「合喇 荅勒 忽札兀兒」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§197(07:45:02)の漢︀字音訳「合喇荅勒-忽札兀舌剌」に倣い二語に結合］〉（合喇荅勒の源。親征錄​デルオ ガハノミナモト​​迭兒惡 河源​​別咧津塔兒 河）に​メルキト​​篾兒乞惕​​（親征錄 蔑兒乞 部、元史 蔑里乞 部）の​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​（親征錄 元史 脫脫）と​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​タイヂン​​對陣​​して、​トクトア​​脫黑脫阿​​を​ウゴ​​動​​かして、​サアリ ケエル​​撒阿哩 客額兒​​に​カレ​​彼​​の​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​ ​ブラク​​部落​​を​トラ​​虜︀​​へたり。（この撒阿哩 原は、蒙古の舊庭の地と異なるに似たり。塞北には同名の地 甚だ多し。親征錄には迭兒惡 河 源 不剌納矮胡 之 地とあり。）​トクトア​​脫黑脫阿​​は、​クド​​忽都︀​​ ​チラウン​​赤剌溫​​なる​コ​​子​​どもと、​ワヅカ​​僅​​の​ヒト​​人​​にて、​ミ​​身​​を​モテ​​以​​て​ノガ​​逃​​れて​イ​​出​​でたり。かく​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​ ​トラ​​虜︀​​へらるゝ​トキ​​時​​、





​ダイル ウスン​​荅亦兒 兀孫​​の​ムスメ​​女​​ ​クラン カトン​​忽闌 合屯​​の拜謁︀

​ゴアス メルキト​​豁阿思 篾兒乞惕​​（卷二 卷三の兀洼思 篾兒乞惕、親征錄 兀花思 蔑兒乞 部）の​ダイル ウスン​​荅亦兒 兀孫​​（親征錄 元史​ダイル ウスン​​帶兒 兀孫​​）は、​ムスメ​​息女​​ ​クラン カトン​​忽闌 合屯​​（親征錄 忽蘭 哈敦、元史 后妃表 忽蘭 皇后）を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ミ​​見​​せまつらんとて​ツ​​伴​​れ[207]て​キ​​來​​ぬるに、​ミチ​​路​​にて​イクサビト​​軍士​​どもに​サマタ​​妨​​げられて、​バアリン​​巴阿𡂰​​ の​ナヤ ノヤン​​納牙 那顏​​（卷五なる你出古惕 巴阿𡂰の納牙阿）に​ア​​遇​​ひて、​ダイル ウスン​​荅亦兒 兀孫​​ ​イハ​​言​​く「この​ムスメ​​息女​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ミ​​見​​せまつらんとて​キ​​來​​ぬ、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​ひき。そこに​ナヤ ノヤン​​納牙 那顏​​ ​イハ​​言​​く「​ナンヂ​​汝​​の​ムスメ​​息女​​を​ワレラ​​我等​​ ​トモ​​俱​​に​ミ​​見​​せまつらん」とて​トヾ​​止​​めけり。​トヾ​​止​​むる​トキ​​時​​、​ダイル ウスン​​荅亦兒 兀孫​​に「​ナンヂ​​汝​​ ​ヒトリ​​獨​​にて​ユ​​往​​かば、​ミチ​​路​​にて​イクサビト​​軍士​​ども​アバ​​亂​​るゝ​トキ​​時​​に、​ナンヂ​​汝​​をも​イ​​活​​さず、​ナンヂ​​汝​​の​ムスメ​​息女​​をも​オカ​​亂​​すべし」と​イ​​云​​ひて、​ミカ​​三日​​ ​ミヨ​​三夜​​ ​トヾ​​止​​めけり。そこより​クラン カトン​​忽闌 合敦​​と​トモ​​共​​に​ダイル ウスン​​荅亦兒 兀孫​​を​ヒキ​​率​​ゐて、​トモ​​共​​に​ナヤ ノヤン​​納牙 那顏​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​イタ​​致​​せり。それより​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ナヤ​​納牙​​に「いかんぞ​サマタ​​妨​​げて​ヰ​​居​​たる、​ナンヂ​​汝​​」とて、​ハナハ​​甚​​だ​イカ​​怒​​りて、​キビ​​嚴​​しく​シサイ​​仔細​​を​ト​​問​​ひて、「​ハフ​​法​​にあてん」とて​ト​​問​​ひつゝある​トキ​​時​​、​クラン カトン​​忽闌 合敦​​ ​イ​​言​​はく





​ナヤア​​納牙阿​​の忠謹︀

「​ナヤア​​納牙阿​​は​イ​​言​​ひき。「​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​タイクワンニン​​大官人​​なり、​ワレ​​我​​は。​ワレラ​​我等​​ ​トモ​​俱​​に​ナンヂ​​汝​​の​ムスメ​​息女​​を​カガン​​合罕​​に​ミ​​見​​せまつらん。​ミチ​​路​​にて​イクサビト​​軍士​​ども​オカ​​亂​​さん」とて​スヽ​​勸​​めけり。​イマ​​今​​ ​ナヤア​​納牙阿​​より​コト​​別​​なる​イクサビト​​軍士​​どもに​ア​​遇​​はば、​ラン​​亂​​に[​マタ​​又​​は]​セイ​​正​​に​イ​​入​​りけんか（明譯​モシ​​若​​​ズ​​不​​㆘​アヒ​​遇​​㆓​テ​​著︀​​ ​ナヤニ​​納牙​​㆒​トヾマリヰ​​畱住​​㆖​バ​​呵​​、​イマ​​如今​​ ​マタ​​也​​​ズ​​不​​㆑​シラ​​知​​㆓​イカニヲ​​如何​​㆒）。この​ナヤア​​納牙阿​​に​ア​​遇​​ひたるは、​ワレラ​​我等​​の​サイハヒ​​幸​​となれり。​イマ​​今​​ ​ナヤア​​納牙阿​​を​ト​​問​​ひ​タマ​​給​​ふに、​カガン​​合罕​​ ​オンシ​​恩賜​​せば、​アマツカミ​​上帝​​の​イノチ​​命​​にて​チヽハヽ​​父母​​の​ウ​​生​​みたる​ヒフ​​皮膚​​を​ト​​問​​ひ​タマ​​給​​はば」と​マウ​​奏​​さしめけり。​ナヤア​​納牙阿​​は、​ト​​問​​はるゝ​トキ​​時​​「​カガン​​合罕​​より​ホカ​​外​​に​ワ​​我​​が​カホ​​面​​は「​ムカ​​向​​ふこと」​ナ​​無​​くあるぞ。​トツクニ​​外國​​合哩​の​タミ​​民​​の​ホヽ​​腮​​合察兒​ ​ウツク​​美​​しき
​ムスメ​​女子​​ ​キサキ​​妃​​合屯​、​シリブシ​​臀節︀​​合兒含​ ​ヨ​​好​​き​センバ​​騸馬​​に​ア​​遇​​へば、「​オホギミ​​大君​​合罕​のもの[それ]も」と​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​りしぞ、​ワレ​​我​​。これより​ホカ​​外​​に​ワ​​我​​が​コヽロ​​心​​あらば、​シ​​死​​なん、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​ひき。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​クラン カトン​​忽闌 合敦​​の​ゴンジヤウ​​言上​​を​ヨ​​善​​しとして、その​ヒ​​日​​に​スナハ​​便​​ち​シラ​​審​​べ​コヽロ​​試​​みれば、​クラン カトン​​忽闌 合敦​​の​マウ​​奏​​したるに​タガ​​違​​はずして、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​クラン カトン​​忽闌 合敦​​を​オンシヤウ​​恩賞​​して​イツクシ​​愛​​みたり。​ナヤア​​納牙阿​​の​コトバ​​言​​ ​タガ​​違​​はずして、[​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は]​ヨ​​善​​しとして、「​マコト​​實​​の​コトバ​​言​​ある[​ヒト​​人​​]なりき」と​イ​​云​​ひ、「​オホイ​​大​​なる​コウタウ​​勾當​​を​ユダ​​委​​ねん」とて​オンシヤウ​​恩賞​​せり。






成吉思 汗 實錄 卷の七 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の七
巻の九 →
成吉思汗実録 
巻の八
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​ハチ​​八​​。












§198(08:01:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​オゴダイ​​斡歌歹​​の妻となる​ドレゲネ​​朶咧格捏​​

　​メルキト​​篾兒乞惕​​の​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​へて、​トクトア ベキ​​脫黑脫阿 別乞​​の​オホイコ​​大子​​ ​クド​​忽都︀​​の​カトト​​合禿惕​​（合屯の複稱）​トガイ​​禿該​​ ​ドレゲネ​​朶咧格捏​​ ​フタリ​​二女​​より​ドレゲネ​​朶咧格捏​​（元史 后妃表​トレゲノ​​脫列哥那​​ ​ロククワウゴウ​​六皇后​​、​ナイマヂン ウヂ​​乃馬眞 氏​​、​ツイシ​​追諡​​ ​セウジ クワウゴウ​​昭慈 皇后​​）をそこに​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​（卷六の斡闊歹）に​アタ​​與​​へたり。





​ミネ​​峯​​の​トリデ​​寨​​の攻擊

​メルキト​​篾兒乞惕​​の​ナカバ​​半​​の​ブシウ​​部眾​​ ​ソム​​反​​きて、​ミネ​​峯​​の​トリデ​​寨​​（蒙語​タイカル ゴルカ​​台合勒 豁兒合​​、語譯 山頂 寨子、文譯 台合勒 山寨、親征錄 泰安 寨、元史 泰寒 寨）に​ヨ​​據​​りき。そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​ありて、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​の​コ​​子​​ ​チンベ​​沈白​​（親征錄 赤老溫 拔都︀の弟 闖拜）を​クワンニン​​官人​​として、​ヒダリテ​​左手​​の​イクサ​​軍​​にて、​トリデ​​寨​​に​ヨ​​據​​れる​メルキト​​篾兒乞惕​​を​セ​​攻​​めさせに​ヤ​​遣​​りぬ。





​チンギス カン​​成吉思 汗​​の長追

​トクトア​​脫黑脫阿​​は、​クド​​忽都︀​​ ​チラウン​​赤剌溫​​なる​コ​​子​​どもと​トモ​​共​​に、​ワヅカ​​僅​​に​ミ​​身​​をもて​ソム​​背​​きて​イ​​出​​でたるを、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​オヒカ​​追驅​​[209]けて、​アルタイ ザン​​阿勒台 山​​の​マヘ​​前​​に​フユゴモリ​​冬籠​​して、​ウシ​​牛​​忽客兒​の​トシ​​年​​（我が元久 二年 乙丑、宋の寧宗 開禧 元年、金の泰和 五年、西紀 一二〇五年、太祖︀ 四十四歲の時、）​ハル​​春​​、​アライ タウゲ​​阿唻 嶺​​により​コ​​越​​えて​ユ​​往​​けば、​ナイマン​​乃蠻​​の​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​は、​ブシウ​​部眾​​を​ト​​取​​られて、かく​ソム​​背​​きて​イ​​出​​でたる〈［＃「出でたる」は底本では「出てたる」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉により、​ワヅカ​​僅​​の​シウ​​眾​​にて​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア​​脫黑脫阿​​と​フタリ​​二人​​ ​ア​​合​​ひて、​エルチシ ガハ​​額兒的失 河​​の[​シウスヰ​​潀水​​なる]​ブクドルマ ガハ​​不黑都︀兒麻 河​​の​ミナモト​​源​​に​クワイ​​會​​して、​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​ヲ​​居​​りき。（





​エルチシ ガハ​​額兒的失 河​​ ​ブクドルマ ガハ​​不黑都︀兒麻 河​​の解

額兒的失 河は、親征錄 元史 太祖︀紀に也兒的石 河、憲宗紀に葉兒的石 河、武宗紀に也里的失 河など見え、水道 提綱には額勒濟斯 河、西域 水道記には額爾齊斯 河、露西亞の地圖には伊兒齊斯 河とあり。上流の二源を庫 伊兒齊斯 喀喇 伊兒齊斯と云ふ。庫は黃、喀喇は黑なり。二水 合ひたる後も、喀喇 伊兒齊斯と云ふ。阿勒泰 山の東南幹山の西南麓の諸︀水を合せて、齋桑 諾爾に入り、諾爾より北に流れ出でてより伊兒齊斯 河と云ふ。不黑都︀兒麻 河は、西域 水道記の布克圖爾瑪 河にして、露西亞の地圖には布合塔兒瑪 河とあり。科布多の西北なる阿勒泰 山頂の西麓より出で、北緯 四十九度の北を西に流れて、伊兒齊斯 河に入る。蒙古 地方より布合塔兒瑪の源に往くには、科布多 河の上流なる索果克 河の源より阿兒古特 嶺の南端を踰ゆる路順なれば、阿唻 嶺は、卽ち阿兒古特 嶺などの古名なるべし。）





​トクトア​​脫黑脫阿​​の戰死

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イタ​​到​​りて​タイヂン​​對陣​​したれば、​トクトア​​脫黑脫阿​​はそこに​ナガレヤ​​流箭​​に​イ​​射​​られて​タフ​​倒​​れき。​カレ​​彼​​の​コ​​子​​どもは、​カレ​​彼​​の​カバネ​​骸​​を​ト​​取​​りかねて、​カレ​​彼​​の​ミ​​身​​を​モ​​持​​ちて​サ​​去​​りかねて、​カレ​​彼​​の​カウベ​​頭​​を​タ​​斷​​ちて​モ​​持​​ちて​サ​​去​​りき。そこに​ナイマン​​乃蠻​​ ​メルキト​​篾兒乞惕​​ ​トモ​​共​​に​クワイ​​會​​して​タイヂン​​對陣​​する​アタ​​能​​はずして、​ノガ​​逃​​れ​ウゴ​​動​​く​トキ​​時​​、​エルチシ ガハ​​額兒的失 河​​を​ワタ​​渡​​る​トキ​​時​​、​オボ​​溺​​れて​アマタ​​多數​​を​ミヅ​​水​​に​シ​​死​​なしめき。​ワヅカ​​僅​​に​イ​​出​​でたる​ナイマン​​乃蠻​​ ​メルキト​​篾兒乞惕​​は、​エルチシ ガハ​​額兒的失 河​​を​ワタ​​渡​​り​ヲ​​畢​​へて、​ハナ​​離​​れ​ウゴ​​動​​きけり。





​ナイマン​​乃蠻​​の​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​の​ホンザン​​奔竄​​

​ナイマン​​乃蠻​​の​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​は、​ウイウルタイ​​委兀兒台​​、（卷三なる畏忽惕また委兀惕、親征錄 元史 畏吾兒。唐の回紇の遺種にして、その都︀は、唐の北庭 都︀護府の址なる別失八里 城、今の濟木薩の稍北にあり、その地は、天山の南北に跨れり。布合塔兒瑪 河の源より委兀兒の地に往くには、その河に沿ひて西に下らずして、喀喇喀巴 河に沿ひ南に下りて、喀喇 伊兒齊斯 河を渡り、猶 南に進みて、委兀兒の西境に入りたるなるべし。）​カルルウト​​合兒魯兀惕​​を​ス​​過​​ぎて、[210]（合兒魯兀惕 は、親征錄 元史 本紀に哈剌魯、地理志に柯耳魯、卽ち唐書の葛邏祿にして、國は今の伊犁の西北にありき。委しくは卷十一に言ふべし。）​サルダウル​​撒兒荅兀勒​​の​トコロ​​地​​に​チユイ ガハ​​垂 河​​に​ヲ​​居​​る​カラ キダト​​合喇 乞荅惕​​の​グル カン​​古兒 罕​​に​ア​​合​​ひに​ユ​​往​​きけり。





​トクトア​​脫黑脫阿​​の諸︀子の​ホンザン​​奔竄​​

​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア​​脫黑脫阿​​の​コ​​子​​ども​クド​​忽都︀​​、​カト​​合惕​​、​チラウン​​赤剌溫​​が​カシラ​​頭​​となれる​メルキト​​篾兒乞惕​​は、（忽都︀ 赤剌溫は、前に見えたり。忽都︀は、速不台の傳に霍都︀、土土哈の傳に火都︀とあり。合惕は、下文に合勒とあり。元史 巴而朮 阿而貳 的斤の傳には「脫脫 之子 火都︀ 赤剌溫 馬札兒 禿薛干 四人」とありて、合惕 又は合勒に似たる名なし。元史 類︀編に親征記を引きて、脫脫の四子の名を擧げたるは、巴而朮の傳と同じけれども、今の親征錄には、只「脫脫 之子 四人」とありて、その名なし。洪鈞の別咧津を譯したるには、忽都︀、赤剌溫、赤攸克、呼圖罕 蔑兒根とあり。その呼圖罕を多遜は庫圖罕と書けり。不咧惕搠乃迭兒は、別咧津を引きて、脫克塔の六子の名を擧げたるに、呼圖罕を呼勒圖罕と書けり。合惕は、呼圖罕 又は庫圖罕の下略にて、下文の勒は誤寫ならんか。又は合勒は、呼勒圖罕の下略にて、こゝの惕は誤寫ならんか。）​カングリン​​康鄰​​を​キムチヤウト​​欽察兀惕​​を​ス​​過​​ぎ​サ​​去​​りけり。（​カングリ​​康里​​ ​キムチヤ​​欽察​​〈［＃ルビの「キムチヤ」は底本では「キチヤ」。実録続編のルビに倣い修正］〉の名は、元史に屢 見えたり。康里は、漢︀代の康居の遺種にして、康克里とも康合里とも云ひ、阿喇勒 湖の北、今の乞兒吉思 曠野の地に居りし人種なり。欽察は、下文には正しく乞卜察克ともあり、康里の西隣にて、今の露西亞の南部、佛兒戛 河の左右に廣がりし人種なり。）そこより​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​カヘ​​回​​りて、​アライ タウゲ​​阿唻 嶺​​により​コ​​越​​えて​キウエイ​​舊營​​に​ゲバ​​下馬​​せり。​チンベ​​沈白​​は、​ミネ​​峯​​の​トリデ​​寨​​に​ヨ​​據​​れる​メルキト​​篾兒乞惕​​を​キハ​​窮​​めき。





​メルキト​​篾兒乞惕​​の​チウメツ​​誅滅​​

そこに​メルキト​​篾兒乞惕​​をば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり、​カレラ​​彼等​​の​ミナゴロ​​皆殺︀​​しを​コロ​​殺︀​​さしめて、（皆殺︀しを行はしめての意なり）​カレラ​​彼等​​の​ノコ​​殘​​れるをば​イクサビト​​軍士​​どもに​トラ​​虜︀​​へさせたり。​マタ​​又​​ ​サキ​​先​​に​クダ​​降​​りたる​メルキト​​篾兒乞惕​​は、​キウエイ​​舊營​​より​ソム​​反​​き​オコ​​起​​りき。​キウエイ​​舊營​​に​ヰ​​居​​たる​ワレラ​​我等​​の​ケニン​​家人​​ども、​カレラ​​彼等​​を​ヤブ​​敗​​りき。そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるに「​アツマ​​聚​​りて​ヲ​​居​​らしめんと​イ​​云​​ひしに、​カレラ​​彼等​​ ​タヾ​​只​​ ​カエ​​反​​きけり」とて、​メルキト​​篾兒乞惕​​を​オノ〳〵​​各​​に​ツ​​盡​​くるまで​ワ​​分​​けさせたり。
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​テツノクルマ​​鐵車​​の​ミコト​​勅​​

　その​ウシ​​牛​​の​トシ​​年​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​ありて、​スベエタイ​​速別額台​​を​クロガネ​​鐵​​の[211]​クルマ​​車​​にて（親征錄には以㆑鐵裹㆓車輪㆒とあり、洪鈞は以㆓鐵釘㆒密㆓布於車輪㆒、庶㆘行㆓山路㆒不㆖㆑易㆑壞と譯せり。）​トクトア​​脫黑脫阿​​の​クド​​忽都︀​​、​カル​​合勒​​、​チラウン​​赤剌溫​​ ​ラ​​等​​なる​コ​​子​​どもを​オ​​追​​はしめに​ヤ​​遣​​る​トキ​​時​​、​スベエタイ​​速別額台​​に​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​ありて​ノ​​宣​​らするには「​トクトア​​脫黑脫阿​​の​クド​​忽都︀​​、​カル​​合勒​​、​チラウン​​赤剌溫​​ ​ラ​​等​​なる​コ​​子​​どもは、​サ​​去​​斡敦​り​オドロ​​驚​​斡黑札惕​きて​カヘ​​回​​合𡂰​り​イア​​射合​​合兒不察​ひて、​ウマトリザヲ​​套竿​​を​オ​​帶​​びたる​ノウマ​​野馬​​、​ヤ​​箭​​に​アタ​​中​​れる​シカ​​鹿​​となりて​サ​​去​​れり。





捜討の​タトヘ​​譬​​

​カレラ​​彼等​​を、​ツバサ​​翅​​あるものとなりて、​ト​​飛​​びて​テン​​天​​に​ノボ​​上​​らば、​ナンヂ​​汝​​ ​スベエタイ​​速別額台​​は、​カイセイ​​海︀靑​​となりて​ト​​飛​​びて​トラ​​捕​​へずや。​ドバツソ​​土撥鼠​​となりて​ツメ​​爪​​にて​ハ​​爬​​ひて​チ​​地​​に​イ​​入​​らば、​クハ​​鍬​​となりて​ホ​​鑿​​りて​タヅ​​尋​​ねて​オ​​追​​ひ​ア​​上​​げずや。​ウヲ​​魚​​となりて​テンギス​​騰吉思​​の​ウミ​​海︀​​に​イ​​入​​らば、​ナンヂ​​汝​​ ​スベエタイ​​速別額台​​は、​メグリアミ​​旋網​​ ​ヒキ​​拖​​網となりて​スク​​撈​​ひて​ヲサ​​收​​めて​ト​​取​​らずや、​ナンヂ​​汝​​。（何秋濤の朔方 備乘に、この條の明譯文を約めて、下の如く極めて簡古なる漢︀文に譯せり。​メルキハ​​篾兒乞​​、​ワガフカキアダナリ​​吾深仇也​​。​ヤブレテトホクノガレ​​敗而遠遁​​、​ゴトク​​如​​㆓​ウマノ​​馬​​​オブルガ​​帶​​㆒㆑​サヲヽ​​竿​​、​ゴトシ​​如​​㆓​シカノ​​鹿​​​オフガ​​負​​㆒㆑​ヤヲ​​箭​​。​モシトバヾ​​若飛​​、​ナンヂ​​汝​​​ナレ​​作​​㆓​タカハヤブサト​​鷹鸇​​㆒。​モシ​​若​​​イラバ​​入​​㆑​アナニ​​穴​​、​ナンヂ​​汝​​​ナレ​​作​​㆑​スキト​​鋤​​。​モシ​​若​​​イラバ​​入​​㆑​ウミニ​​海︀​​、​ナンヂ​​汝​​​ナレ​​作​​㆑​アミト​​網​​、​アタヘ​​與​​㆓​ナンヂ​​汝​​​テツノクルマヲ​​鐵車​​㆒、​テ​​以​​​カタウセン​​堅​​㆓​ナンヂノ​​汝​​志​（ヲ）㆒。）​マタ​​又​​ ​タカ​​高​​き​タウゲ​​峠​​を​コ​​越​​え、​ヒロ​​寬​​き​ガハ​​河​​を​ワタ​​渡​​りに​ヤ​​遣​​りぬ、​ナンヂ​​汝​​を。





遠征の心得

​チ​​地​​の​トホ​​遠​​きを​オモ​​想​​ひて、​イクサ​​軍​​の​ウマ​​馬​​ども​ヤ​​痩​​せざるに​イタハ​​撫​​れ。​カレヒ​​糧​​を​ツク​​盡​​さざるに​ヲシ​​惜​​め。​センバ​​騸馬​​ ​ヤ​​痩​​せ​ヲ​​畢​​へば、​イタハ​​撫​​るとも​ナ​​成​​らず。​カレヒ​​糧​​ ​ツク​​盡​​し​ヲ​​畢​​へば、​ヲシ​​惜​​むとも​ナ​​成​​らず。​ナンヂラ​​汝等​​の​ミチ​​路​​に​ケダモノ​​獸​​ ​オホ​​多​​くあるぞ。​ス​​過​​ぎんと​オモ​​思​​ひて​ユ​​行​​く​トキ​​時​​は、​イクサ​​軍​​の​ヒト​​人​​を​ケダモノ​​獸​​に​ナ​​勿​​ ​ハシ​​走​​らせそ。​カギリナ​​限無​​く​ナ​​勿​​ ​マキガリ​​圍獵​​せそ。​イクサ​​軍​​の​ヒト​​人​​に​カレヒ​​糧​​を​ソ​​添​​へ​ロカイ​​櫓蓋​​となれとて​マキガリ​​圍獵​​せば、​カギ​​限​​りて​マキガリ​​圍獵​​せよ。（櫓蓋の蒙語 汪格古、解り得ず。明譯に從へり。獸の皮にて作る天草の屋なるべし。）​カギリ​​限​​ある​マキガリ​​圍獵​​より​ホカ​​外​​[212]は​イクサ​​軍​​の​ヒト​​人​​の​クラ​​鞍​​の​シリガイ​​鞦​​を​ナ​​勿​​ ​カ​​繋​​けさせそ。​クツワ​​轡​​を​カ​​搭​​けず​クチ​​口​​を​シ​​閘​​めずして​ユ​​行​​け。かく​サダ​​定​​め​ア​​合​​ひて​ユ​​行​​けば、​イクサ​​軍​​の​ヒト​​人​​ ​ウマ​​馬​​を​カ​​驅​​ることいかで​デキ​​出來​​ん。かく​サダ​​定​​めて、​スナハ​​便​​ち​ハフド​​法度​​を​コ​​越​​ゆるものを​トラ​​拿​​へて​ウ​​打​​て。​ワレラ​​我等​​の​ミコト​​勅​​を​コ​​越​​ゆるものを、​ワレラ​​我等​​に​ミト​​認​​めらるゝ​ゴト​​如​​きものを、​ワレラ​​我等​​に​アタ​​與​​へておこせよ。​ワレラ​​我等​​に​ミト​​認​​められざる あまたをば、​タヾ​​只​​そこに​スナハ​​便​​ち​キ​​斬​​らしめよ。​カハ​​河​​木嗹​のあなたに​アヒ ハナ​​相 離​​抹薛勒都︀​れん、​ナンヂラ​​汝等​​。​タヾ​​只​​門​ ​ダウリ​​道理​​によりて​ユ​​行​​け。​ヤマ​​山​​阿兀剌​のあなたに​アヒ ワカ​​相 別​​阿勒合撒勒都︀​れん、​ナンヂラ​​汝等​​。​ホカ​​外​​昂吉荅​をば​コト​​別​​に​ナ​​勿​​ ​オモ​​想​​ひそ。​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​に​チカラ​​力​​ ​イキホヒ​​勢​​を​ソ​​添​​へられて、​トクトア​​脫黑脫阿​​の​コ​​子​​どもを​テ​​手​​に​イ​​入​​れは、​ワレラ​​我等​​に​モ​​持​​ち​ク​​來​​るまでも​ナニ​​何​​あらん、そこに​ナンヂラ​​汝等​​ ​ス​​棄​​てよ」と​ミコト​​勅​​ありき。





​ユル​​赦​​すべからざる深き​アタ​​讎​​

​スベエタイ​​速別額台​​に​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​へらく「​ナンヂ​​汝​​を​シユツセイ​​出征​​せさするは、​ワレ​​我​​ ​チヒサ​​小​​き​トキ​​時​​に、​ミ​​三​​つの​メルキト​​篾兒乞惕​​の​ウドイト​​兀都︀亦惕​​に​ブルカン カルドン​​不兒罕 合勒敦​​を​ミ​​三​​たび​メグ​​繞​​らせて​オソ​​怕​​れさせられたりき、​ワレ​​我​​。かゝる​アタ​​讎​​ある​タミ​​民​​を「​イマ​​今​​ ​マタ​​又​​ ​クチ​​口​​阿蠻​ ​シタ​​舌​​を​ハナ​​放​​阿勒荅​ちて​サ​​去​​りき。​ナガ​​長​​兀兒禿因​き​コズヱ​​梢​​兀主兀兒​に​フカ​​深​​古訥​き​ソコ​​底​​喜嚕阿兒​に​イタ​​到​​り​ア​​合​​へよ（明譯​ワレ​​我​​​ホツス​​欲​​㆑​セント​​敎​​㆔​ナンヂニオヒテ​​你追​​​イタラ​​到​​㆓​ハテノトコロニ​​極處​​㆒）」とて、​オ​​追​​はしむる​イヤハテ​​極端​​まで、​クロガネ​​鐵​​の​クルマ​​車​​を​ツク​​造​​りて、​ウシ​​牛​​の​トシ​​年​​ ​シユツセイ​​出征​​せしめたり。​ワレラ​​我等​​を、​カゲ​​背處​​額赤揑​にありても​マノアタリ​​對面​​亦列​の​ゴト​​如​​く、​トホ​​遠​​豁囉​きにありても​チカ​​近​​斡亦喇​きが​ゴト​​如​​く​オモ​​思​​ひて​ユ​​行​​かば、​ウヘ​​上​​なる​アマツカミ​​天帝​​にも​イウゴ​​祐︀護​​せられんぞ、​ナンヂラ​​汝等​​」と​ミコト​​勅​​ありき。（この鐵車の勅は、卷十なる速別額台の篾兒乞惕を窮むる處に書くべきものなり。親征錄も喇失惕の史も、速別額台の鐵車の遠征をこの年より十二年後なる丁丑の年に載せたり。卷十なる速別額台の遠征は、年を揭げざれ[213]ども、卽ち丁丑の役なるべし。蒙古人は、年を繰るに、十二支の象のみを用ひて、十干を用ひざりし故に、年紀 誤り易し。祕史の作者︀は、この勅を牛の年と記憶したるに由り、偶 誤りて十二年前の牛の年、卽ち太祖︀ 卽位の前年なる乙丑の年に載せたるなり。）
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​トモビト​​從士​​に捕はれたる​ヂヤムカ​​札木合​​

　[​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、]​ナイマン​​乃蠻​​、​メルキト​​篾兒乞惕​​を​キハ​​窮​​め​ヲ​​畢​​へたれば、​ヂヤムカ​​札木合​​は、​ナイマン​​乃蠻​​と​ヲ​​居​​りてそこに​ブシウ​​部眾​​を​ト​​取​​られたれば、​タヾ​​但​​​イツタリ​​五人​​の​トモビト​​從者︀​​ある​ヌスビト​​賊​​となりて、​タンル ザン​​儻魯 山​​（元史 地理志の​タンルノ ミネ​​唐麓 嶺​​、阿勒泰 山の東北幹山なる今の湯努 山）の​ウヘ​​上​​に​ノボ​​上​​りて、​グワンヤウ​​羱羊​​を​コロ​​殺︀​​して​ヤ​​燒​​きて​ク​​喫​​ふ​トキ​​時​​、そこに​ヂヤムカ​​札木合​​は、​トモビト​​從者︀​​どもに​イ​​言​​ひき。「​タ​​誰​​が​コ​​子​​どもぞ、この​ヒ​​日​​ ​グワンヤウ​​羱羊​​を​コロ​​殺︀​​してかく​ク​​喫​​へる」と​イ​​云​​ひき。その​グワンヤウ​​羱羊​​の​ニク​​肉​​を​ク​​喫​​ひ​ヲ​​居​​る​アヒダ​​閒​​に、​イツタリ​​五人​​の​トモビト​​從者︀​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けて​トラ​​捕​​へて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​ぬ。​ヂヤムカ​​札木合​​は、​トモビト​​從者︀​​どもに​トラ​​捕​​へて​コ​​來​​られて、





不忠の臣の​チウ​​誅​​せられ

​カガン​​合罕​​ ​アンダ​​安荅​​に​マウ​​白​​さく「​クロ​​黑​​合喇​き​ヤマガラス​​老鴉​​合哩額​は、​クロガモ​​黑鴨​​合監伯​ ​マガモ​​眞鴨​​を​ト​​捕​​へたり。​ゲラウ​​下郞​​合喇出​の​ヤツコ​​奴​​は、​キミ​​君​​罕​に​テ​​手​​合兒​を​イタ​​致​​したり。​オホギミ​​大君​​合罕​なる​ワ​​我​​が​アンダ​​安荅​​は、いかんぞ​アヤマ​​差​​らん。​アヲ​​靑​​孛囉​き​クラド​​忽剌都︀​​（鳥の類︀の一種の名）は、​ボルヂンシヨノ​​孛兒臣莎那​​（鴨の類︀の一種の名）を​トラ​​捕​​ふると​ナ​​為​​孛勒​れり。​ヤツコ​​奴​​孛斡勒​なる​ケニン​​家人​​は、​モト​​本​​不敦​の​アルジ​​主​​を​カコ​​圍​​孛莎​みて​オソ​​襲​​ひて​トラ​​捕​​ふると​ナ​​爲​​孛勒​れり。​カシコ​​賢​​孛黑荅​き​ワ​​我​​が​アンダ​​安荅​​は、いかんぞ​アヤマ​​差​​らん」と​イ​​言​​へば、​ヂヤムカ​​札木合​​のその​コトバ​​言​​につき、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​に​テ​​手​​を​イタ​​致​​せる​ヒト​​人​​をいかんぞ​ア​​存​​らせられん。かゝる​ヒト​​人​​は、​タレ​​誰​​にか​トモ​​伴​​とならん。​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​に​テ​​手​​を​イタ​​致​​せる​ヒト​​人​​をば、その​ウラカ​​族​​に​イタ​​至​​るまで​キ​​斬​​らしめよ」と​ミコト​​勅​​ありき。すぐ​ヂヤムカ​​札木合​​の​マノアタリ​​面前​​にて、​カレ​​彼​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けた[214]る​ヒト​​人​​どもを​キ​​斬​​らしめて​アタ​​與​​へたり。





舊友を憐む​チンギス カン​​成吉思 汗​​の​クワンコウ​​寬厚​​

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂヤムカ​​札木合​​に​イ​​言​​へとて​イ​​言​​はく「​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​ ​フタリ​​二人​​ ​ア​​合​​へり、​トモ​​伴​​とならん。​カタカタ​​片方​​斡咧額列​の​ナガエ​​轅​​となり​ア​​合​​ひて​ス​​過​​ぎたれば、​ベツ​​別​​斡額兒迷赤連​になり​ハナ​​離​​れんと​オモ​​思​​へり、​ナンヂ​​汝​​。​イマ​​今​​ ​ヒト​​一​​つに​ア​​合​​ひ​ス​​住​​みて、​ワス​​忘​​兀馬兒塔​れたるを​コヽロヅ​​心附​​け​ア​​合​​ひて、​ネム​​唾​​穩塔喇​りたるを​サマ​​覺​​し​ア​​合​​ひて​ス​​住​​まん。​ワカ​​別​​斡額咧​れて​ホカ​​外​​に​ユ​​行​​けども、​サイハヒ​​福︀​​兀勒澤​あり​キチジ​​吉事​​ある​ワ​​我​​が​アンダ​​安荅​​なりき。​マコト​​實​​兀年​に​シニア​​死合​​兀忽勒都︀​ふ（戰ふ）​ヒ​​日​​兀都︀兒​には、​ムネ​​心​​斡咧​ ​コヽロ​​心​​を​イタ​​痛​​めたりき、​ナンヂ​​汝​​。​ホカ​​外​​昂吉荅​に​ワカ​​別​​れて​ユ​​行​​けども、​コロ​​殺︀​​阿剌勒都︀​し​ア​​合​​ふ​ヒ​​日​​には、​ハイ​​肺​​阿兀失吉​ ​コヽロ​​心​​を​イタ​​痛​​めたりき、​ナンヂ​​汝​​。いつと​イ​​云​​へば、​ケレイト​​客咧亦惕​​の​タミ​​民​​と​カラカルヂト​​合剌合勒只惕​​の​サバク​​沙漠​​に​タヽカ​​戰​​へる​トキ​​時​​、​ワンカン​​王罕​​なる​チヽ​​父​​に​イ​​言​​へる​コトバ​​言​​を​ツ​​吿​​げておこせたるは、​ナンヂ​​汝​​の​オン​​恩​​なるぞ。​マタ​​又​​ ​ナイマン​​乃蠻​​の​タミ​​民​​を​コトバ​​言​​にて​シ​​死​​なしめ、​クチ​​口​​にて​コロ​​殺︀​​して​オソ​​怕​​れさせたるを​ヒカク​​比較​​せよと​イ​​云​​ひて、​ハウコク​​報吿​​を​ナンヂ​​汝​​のおこせたるは、​オン​​恩​​となりしぞ」と
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​ヂヤムカ​​札木合​​の慚悔︀

　​イ​​言​​へば、​ヂヤムカ​​札木合​​ ​イ​​言​​はく「​サキ​​先​​の​ヒ​​日​​ ​チヒサ​​小​​き​トキ​​時​​に、​ゴルゴナク ヂユブル​​豁兒豁納黑 主不兒​​に​カン​​罕​​ ​アンダ​​安荅​​と​トモ​​共​​に​アンダ​​安荅​​と​イ​​云​​ひ​ア​​合​​へる​トキ​​時​​、​コナ​​消化​​れざる​クヒモノ​​食物​​を​ク​​食​​ひ​ア​​合​​ひて、​ワス​​忘​​れられざる​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ひ​ア​​合​​ひて、​フスマ​​衾​​を​ワ​​分​​け​ア​​合​​ひて​ス​​住​​まれしぞ。​カタヘ​​傍​​款多列都︀​の​ヒト​​人​​に​ソヾノカ​​唆​​闊乞兀勒迭​されて、​ヨコ​​橫​​合勒只兒忽​の​ヒト​​人​​に​ツヽ​​戳​​合惕忽黑荅​かれて、​ハナ​​離​​合合潺​れ​ヲ​​畢​​へて、​キンエウ​​緊要​​合荅合​ある​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ひ​ア​​合​​〈［＃ルビの「ア」は底本では「イ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉へり（言ひ合へるを守らず）とて、​クロ​​黑​​合喇​き​メンピ​​面皮​​を​ハ​​剝​​合兀勒荅​がれたるより、​チカ​​近​​合里敦​づきかね、​カン​​罕​​なる​アンダ​​安荅​​を​アタヽ​​暖​​合剌溫​かき​カホ​​顏​​を​ミ​​見​​る​アタ​​能​​はずして​ユ​​行​​きたるぞ、​ワレ​​我​​。​ワス​​忘​​兀馬兒塔​ら[215]れざる​コトバ​​言​​兀格思​を​イ​​言​​兀古列勒都︀​ひ​ア​​合​​へりとて、​アカ​​赤​​忽剌安​き​メンピ​​面皮​​を​ム​​剝​​兀卜赤克迭​かれたるより、​ナガ​​長​​兀兒禿​き​コヽロ​​心​​ある​アンダ​​安荅​​を​マコト​​誠​​兀年​の​カホ​​顏​​を​ミ​​見​​兀氈​る​アタ​​能​​はずして​ユ​​行​​きたるぞ、​ワレ​​我​​。​イマ​​今​​ ​ワ​​我​​が​カン​​罕​​ ​アンダ​​安荅​​ ​オンシ​​恩賜​​して​ワレ​​我​​を​トモ​​伴​​とせんと​イ​​云​​ひき。​トモ​​伴​​となるべき​トキ​​時​​に、​トモ​​伴​​とならざりき、​ワレ​​我​​。​イマ​​今​​ ​アンダ​​安荅​​は、​マドカ​​圓​​脫歌里該​なる​クニ​​國​​を​タヒラ​​平​​げたり。​トツクニ​​外國​​合哩​どもを​アハ​​倂​​合禿惕合​せたり、​ナムチ​​爾​​。





思の外に潔き姦雄の末路

​カン​​罕​​の​クラヰ​​位​​は、​ナムチ​​爾​​に​サダマ​​定​​れり。​アメガシタ​​天下​​ ​イマ​​今​​ ​サダカ​​定​​になれる​トキ​​時​​、​トモ​​伴​​となりて​ナニ​​何​​の​タスケ​​助​​とならん、​ワレ​​我​​。​カヘツ​​却​​て​アンダ​​安荅​​の​クロ​​黑​​き​ヨル​​夜​​の​ユメ​​夢​​に​イ​​入​​らん、​ワレ​​我​​。​アカル​​明​​き​ヒ​​日​​に​ナムチ​​爾​​の​コヽロ​​心​​を​クルシ​​苦​​めん、​ワレ​​我​​。​ナムチ​​爾​​の​エリ​​領​​札合​の​シラミ​​蝨​​、​ナムチ​​爾​​の​ウラエリ​​底襟​​札興溫​の​トゲ​​刺​​とならん、​ワレ​​我​​。​クワンコウ​​寬厚​​阿兒賓︀​なる​オウナ​​嫗​​あるなりき、​ワレ​​我​​。​アンダ​​安荅​​より​ハナ​​攜​​阿魯昔​れんと​オモ​​思​​へる​コロ​​頃​​に​ヤマヒ​​病​​阿勒只阿思​になられたりき、​ワレ​​我​​。​イマ​​今​​この​シヤウガイ​​生涯​​に、​アンダ​​安荅​​ ​ワレ​​我​​ ​フタリ​​二人​​の[​クワンケイ​​關係​​に​ヨ​​由​​りて]​イ​​出​​づる​ヒ​​日​​より​イ​​沒​​る​ヒ​​日​​に​イタ​​至​​るまで​ワ​​我​​が​ナ​​名​​は​イタ​​到​​りたるぞ。





命を知り命に安じたる​ヂヤムカ​​札木合​​の善言

​アンダ​​安荅​​は、​ケンメイ​​賢明​​なる​ハヽ​​母​​あり、​ウマレナガラニ​​生得​​​シユンケツ​​俊傑​​に​ウマ​​生​​れて​ギノウ​​技能​​ある​オトヽ​​弟​​どもあり、​ユウマウ​​勇猛​​なる​サムラヒ​​侍​​に​シチジフサン​​七十三​​の​センバ​​騸馬​​にて[​サムラ​​侍​​はるゝこと]となりて、[​ワレ​​我​​は]​アンダ​​安荅​​に​カ​​勝​​たれたるぞ。​ワレ​​我​​は、​ハヽ​​母​​ ​チヽ​​父​​より​ヲサナ​​幼​​くて​オク​​後​​れて、​オトヽ​​弟​​ども​ナ​​無​​く、​ワ​​我​​が​ツマ​​妻​​は​ハナシズ​​話好​​き（蒙語​ドモクチ​​朶抹黑赤​​、どもりくち吃口には非ず、我等の斡沙別哩、周詩の謂はゆる「婦有㆓長舌㆒、維厲之階」）にて、​タノミ​​賴​​なき​トモビト​​從者︀​​あり、かるが​ユヱ​​故​​に​アマツカミ​​上帝​​より​ミコト​​命​​ある​アンダ​​安荅​​に​カ​​勝​​たれたるぞ。​アンダ​​安荅​​ ​オンシ​​恩賜​​せば、​ワレ​​我​​を​ト​​疾​​く​イ​​逝​​なせば、​アンダ​​安荅​​ ​コヽロ​​心​​を​ヤス​​安​​めんぞ、​ナムチ​​爾​​。​アンダ​​安荅​​ ​オンシ​​恩賜​​して​コロ​​殺︀​​さしむるには、​チ​​血​​を​イ​​出​​さず​コロ​​殺︀​​さしめよ。（血を出さず殺︀すとは、首を斬らず、袋に入れて絞め殺︀すことを云ふ、絞めらるゝは、斬らるゝよりも苦しか[216]るべけれども、首の離れざるを幸とするなり。蒙古の舊俗にて、皇族の罪ある者︀を殺︀すには、多くこの特典を用ひたり。） ​シ​​死​​にて​フ​​臥​​さば、​ワ​​我​​が​シカバネ​​死骸​​は​タカ​​高​​き​トコロ​​地​​にて​ナガ​​永​​く​トホ​​遠​​く​ナムチ​​爾​​の​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで​マモ​​護​​りて​アタ​​與​​へん。​サキ​​幸​​はふる[​カミ​​鬼​​]となるぞ、​ワレ​​我​​。​オホモト​​根原​​の​コト​​別​​なる​セイチヨク​​生殖​​あるものなりき、​ワレ​​我​​。（札荅㘓 氏は、孛端察兒の裔に非ず、孛兒只斤 氏と異なるが故に、根原 異なりと云へり。）​アマタ​​許多​​の​セイチヨク​​生殖​​ある​アンダ​​安荅​​の​ヰレイ​​威靈​​に​オ​​壓​​されたるぞ、​ワレ​​我​​。​ワ​​我​​が​イ​​言​​へる​コトバ​​言​​を​ワス​​忘​​れず、​オソ​​晩​​く​ハヤ​​早​​く​オモ​​想​​ひて​カタ​​語​​り​ア​​合​​へ。​イマ​​今​​ ​ワレ​​我​​を​ト​​疾​​くせよ」と​イ​​言​​へば、





情あり義あり禮ある處分

これに​ヨ​​依​​り​カレ​​彼​​の​コトバ​​言​​に​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イ​​言​​へらく「​ワ​​我​​が​アンダ​​安荅​​は、​ホカ​​外​​に​ユ​​行​​きても、​ワレラ​​我等​​を​クチイツパイ​​口一杯​​に​イ​​謂​​ひ（譏り）​イノチ​​命​​に​ガイ​​害​​を​カレ​​彼​​の​カンガ​​考​​へたることを​キ​​聞​​かざりしぞ。​マナ​​學​​ばるゝ​ヒト​​人​​なりき。[​シカ​​然​​れども]​カレ​​彼​​ ​キ​​肯​​かず（明譯​ナレドモ​​是​​㆘​ベキ​​可​​㆓以​マナブ​​學​​㆒​ノ​​的​​​ヒト​​人​​㆖、​カレ​​他​​​ズ​​不​​㆑​アヘ​​肯​​㆑​イキ​​活​​、​マテリ​​待​​㆑​シムルヲ​​敎​​㆓​カレニシナ​​他死​​㆒）。​シ​​死​​なしめんと​イ​​云​​へば。​ケ​​卦​​に​イ​​入​​らず。（已むを得ず、殺︀さんとて占卜すれば、殺︀すべしと云ふこと、卦に現れず。蒙韃 備錄に「凡占卜、吉凶進退殺︀伐、每用㆓羊骨㆒、扇 以㆓鐵椎火㆒椎之、看㆓其兆坼㆒、以決㆓大事㆒、類︀㆓龜卜㆒也」と云ひ、黑韃 事略に「其占筮、則灼㆓羊之枚子骨㆒、驗㆓其文理之逆順㆒、而辨㆓其吉凶㆒。天棄天予、一決㆓於此㆒、信㆑之甚篤。謂㆔之燒㆓琵琶㆒。事無㆓纖粟㆒必占、占不㆓再四㆒不㆑已」と云へるは、蒙古の卜法なり。耶律 楚材の傳にも「帝每㆓征討㆒、必命㆓楚材㆒卜、帝亦自灼㆓羊胛㆒以相符應」とあり。）​リイウ​​理由​​なく​イノチ​​命​​に​ガイ​​害​​を​ナ​​爲​​さば​ヨ​​善​​からじ。​オモ​​重​​き​ダウリ​​道理​​ある​ヒト​​人​​なり。この​カナラ​​必​​ず（このは理由に、必ずは言へに掛かる。）​カレ​​彼​​の[​コロ​​殺︀​​さるべき]​リイウ​​理由​​を​イ​​言​​へ。「​サキ​​前​​に​シユヂ ダルマラ​​搠只 荅兒馬剌​​、​タイチヤル​​台察兒​​ ​フタリ​​二人​​の​バグン​​馬羣​​を​ウバ​​奪​​ひ​ア​​合​​ひたる​ユヱ​​故​​に、​ヂヤムカ アンダ​​札木合 安荅​​は、​タヾチ​​直​​に​テキタイ​​敵對​​して​キ​​來​​て、​ダラン バルヂユト​​荅闌 巴勒主惕​​に​タヽカ​​戰​​ひて、​ヂエレネ​​者︀咧捏​​の​ハサマ​​隘​​に​オ​​追​​ひ​イ​​入​​れて​ワレ​​我​​をそこに​オソ​​怕​​れしめざりしか、​ナンヂ​​汝​​。​イマ​​今​​ ​トモ​​伴​​とならんと​イ​​云​​へば、​キ​​肯​​かず、​ナンヂ​​汝​​の​イノチ​​命​​を​ヲシ​​愛​​め[217]ば、​シタガ​​從​​はざりき、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​言​​へ。「​イマ​​今​​ ​ナンヂ​​汝​​の​コトバ​​言​​により、​チ​​血​​を​イダ​​出​​さず​イ​​逝​​なせん」と​イ​​言​​へ」と​イ​​云​​ひて、「​チ​​血​​を​イ​​出​​さず​イ​​逝​​なせて、​カレ​​彼​​の​ホネ​​骨​​を​マノアタリ​​面前​​に​ナ​​勿​​ ​ス​​棄​​てそ。​ヨ​​善​​きに​ト​​取​​れ」とありき。​ヂヤムカ​​札木合​​をそこに​イ​​逝​​なせて、​カレ​​彼​​の​ホネ​​骨​​を​ト​​取​​らしめたり（明譯​ヨツテ​​仍​​​モテ​​似​​㆑​レイヲ​​禮​​​アツクハウムレリ​​厚葬了​​）。
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​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​の源なる​フタ​​二​​たびの卽位

　かく​モウセン​​毛氈​​の​チヤウクン​​帳裙​​ある​クニタミ​​國民​​を​タヒラ​​平​​げて、​トラ​​虎​​の​トシ​​年​​（我が土御門天皇 建永 元年 丙寅、宋の寧宗 開禧 二年、金の泰和 六年、西紀 一二〇六年、太祖︀ 四十五歲の時）、





九脚の白纛

​オナン ガハ​​斡難︀ 河​​の​ミナモト​​源​​に​ツドヒ​​聚會​​して、​コヽノ​​九​​つの​アシ​​脚​​ある​シロ​​白​​き​トウ​​纛​​を​タ​​立​​てて、（親征錄 元史 みな九斿の白旗とあり、喇失惕を洪鈞の重譯したるにも九脚の白旗とあれども、洪鈞は之を打消して「白き馬の尾九つを旄纛とせるにて、旗に非ず」と云へり。脚とは、白旄の垂れたるを云へるにて、斿に非ず。蒙古 源流に、九人の烏爾魯克 卽ち九猛將の稱ありて、親軍 九隊の帥を云へり。訶渥兒斯は、これに依りて「大なる纛を建て、白旄 九つを重ねて繋けて、九 烏爾魯克を表したるなり」と云へり。されども九 烏爾魯克の稱は、他の書に更に見えざれば、信じ難︀し。阿不勒嘎自の書に「蒙古は九の數を尙ぶが故に、贈︀物にも九を用ふ。その制は、突︀兒克より出でたり」とあれば、白旄の九つなるも、ただ めでたき數を用ひたるなるべし。）​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​カン​​罕​​の​ナ​​號​​をそこに​タテマツ​​奉​​れり。（





二次卽位の考證

これにて成吉思 汗は、二たび合罕の位に陞れり。元史 本紀に「元年丙寅、帝大會㆓諸︀王羣臣㆒、建㆓九斿白旗㆒。卽㆓皇帝位於 斡難︀ 河之源㆒。諸︀王羣臣、共上㆓尊號㆒曰㆓成吉思 皇帝㆒」とあり。錢大昕の祕史の跋に「當㆓太祖︀幼時㆒、勢甚徵弱、賴㆔王罕 札木合 二人、假以㆓徒眾㆒、羽︀翼漸成、始立㆓名號㆒。紀但云「丙寅歲、羣臣上㆓尊號㆒曰㆓成吉思 皇帝㆒、」不㆑知㆓成吉思 罕 之號、蓋已久㆒矣。其後遣㆑使誚㆓責 案彈 火察兒 等㆒、謂㆘昔者︀吾國無㆑主、汝等推㆓戴吾㆒爲㆗之主㆖者︀、正指㆓此事㆒也。先稱㆓合罕㆒者︀、一部之主。後稱㆓皇帝㆒、乃爲㆓羣部之主㆒。豈可㆘略㆓稱㆑罕一節︀㆒而不㆖㆑書乎」と云へるは、洵に卓見なり。但 錢氏は前後の名號を合罕と皇帝とに分けたれども、この丙寅の卽位も皇帝と稱したるにはあらで、前と同じく合罕と云へるなり。親征錄 元史のみならず、宋人の記錄などにも、成吉思 皇帝とあるは、當時 蒙古に仕へたる漢︀臣 等の漢︀譯したるに本づきたるにて、蒙古にてしか稱したるには非ず。先後の合罕の異なる所は、先には蒙古部の主となり、今は迭列該(天下)の主、卽ち眞の合木渾 合罕となれるなり。すべて創業 開國の君にして二たび卽位の禮を行へるは、珍しき事に非ず。晉の代の羣雄には、初に天王の位に卽き、後に皇帝の位に卽きたる人 甚だ多し。後魏の道武帝は初に魏王と稱し、登國と建元し、後に皇帝となれり。遼の太祖︀は、初に契丹 可汗の位を嗣ぎ、後に天皇王となりて神︀册と建元せり。淸の太祖︀は初に金國汗の位に卽き、天命と建元[218]し、太宗その位を繼ぎ、天聰と改元し、後に大淸國 皇帝となりて、崇德と改元せり。これらは、みな初に小國の主となり、後に大國の主となれるにて、成吉思 汗の二たびの卽位もその類︀なり。また初の卽位は、合罕とは稱すれども、金朝に貢賦を納め、金の封爵を榮とし、小國の主なることを自らも認め居れども、後の卽位に至りては、天下の主となれる積りなれば、





太祖︀建元の追定

元史にこの寅の年を太祖︀の元年と立てたるは、至當の事なり。されども建元と云ふ事は、蒙古人の知れることに非ず。この寅の年より後も、祕史と喇失惕の史とは、十二支の象を用ひ、親征錄は、甲子を用ひて、元年二年など云へることなし。黑韃 事略に「其正朔、昔用㆓十二支辰之象㆒、今用㆓六甲輪流㆒、皆 漢︀人 契丹 女眞 敎㆑之。若㆓韃 之本俗㆒、初不㆓理會得㆒。只是草靑、則爲㆓一年㆒、新月初生、則爲㆓一月㆒、人問㆓其庚甲若干㆒、則倒㆑指而數㆓幾靑草㆒」と云へり。彭大雅のこの書を著︀せるは、太宗の時なるに、その言 猶 かくの如くなれば、太祖︀の朝に建元の事なきこと知るべく、この年を太祖︀の元年と名づけたるは、後の世に、大方は世祖︀の朝に、追定したる事なるべし。





太祖︀の初婚 初立の年

また蒙古 源流に「戊戌年、特穆津 年 十七歲、布爾德 哈屯 甫 十三歲、遂爾匹配。特穆津 年至㆓二十八㆒、歲次己酉、于㆓克魯倫 河 北郊㆒卽㆓汗位㆒、稱㆓索多 博克達 靑吉斯 汗㆒」とあり。孛兒帖を娶れる年と初の卽位の年とにつきては、源流の外に據るべきものなし。孛兒帖の十三歲は、祕史に「帖木眞より一歲大きく」とあるに違へれども、帖木眞 十七歲の初婚は、蒙古の早婚の風俗にしては事實なるべし。克魯倫 河の北郊とは、不兒罕 嶽の前なる桑古兒 小河の舊營を云へるなれば、この卽位は、初の卽位にして、斡難︀ 河の源の大會に非ざること論なし。源流の叙事は荒誕の說に富みて、その紀年も誤り多けれども、この二事だけは、幸に祕史の闕漏を補ふに足れり。然るを洪鈞の「源流固爲㆓囈語㆒、祕史亦屬㆓妄談㆒」と云へるは、何たる放言ぞや。）





​ムカリ​​木合黎​​の王號

​ムカリ​​木合黎​​に​コクワウ​​國王​​の​ナ​​號​​をそこに​マタ​​又​​ ​タマ​​賜​​ひたり。（國號 無しの王爵なり。元史 木華黎の傳に「丁丑 八月、詔封㆓太師國王㆒、承㆑制行㆑事、贈︀㆓誓券黃金印㆒、曰㆓子孫傳㆑國、世世不㆒㆑絕」とあり。丁丑は、太祖︀ 十二年なり。親征錄 蒙古 集史は、皆 十三年 戊寅の事とすれば、修正 祕史に然ありしにて、原本 祕史の作者︀は、こゝにても虎の年を十二年前のに誤れるに似たり。然れども元史 百官志に「太祖︀ 十二年、以㆓國王㆒置㆓太師一員㆒」とあるは、國王は前よりありて、それをその年に太師にしたるが如くも聞ゆれば、修正 祕史は却て誤りて十二年後の虎の年としたるも知るべからず。）





​ヂエベ​​者︀別​​の西征

​ヂエベ​​者︀別​​を、​ナイマン​​乃蠻​​の​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​を​オ​​追​​はしめに、そこに​マタ​​又​​ ​シユツセイ​​出征​​せしめたり。​モンゴル​​忙豁勒​​の​クニ​​國​​を​サダ​​定​​め​ヲ​​畢​​へて、





佐命の功臣

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​クニ​​國​​を​タ​​立​​て​ア​​合​​ひ​オコナ​​行​​ひ​ア​​合​​ひたる​モノ​​者︀​​（諸︀共に國を立て 事を共にしたる者︀）には、​セン​​千​​を​セン​​千​​として、​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​を​ヨサ​​任​​して、​オンシ​​恩賜​​の​コトバ​​言​​を​イ​​言​​はん」と​ミコト​​勅​​ありき。​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​を​ヨサ​​任​​し​ナ​​名​​ざせるは、





​モンリク​​蒙力克​​

​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​（晃豁壇 氏、察喇合 額不干の子、卷一より見えたり。親征錄には蔑力 也赤可とあ[219]り、元史 忠義傳には伯八の祖︀父 明里 也赤哥、晃合丹 氏とあり。）





​ボオルチユ​​孛斡兒出​​

​ボオルチユ​​孛斡兒出​​（阿嚕剌惕 氏、納忽 伯顏の子、四傑の一人、卷二より見えたり。元史 本傳に、博爾朮、阿兒剌氏、納忽 阿兒闌の子とあり、蒙古 源流には阿爾拉特の博郭爾濟 諾顏とあり。）





​ムカリ​​木合黎​​

​ムカリ コクワウ​​木合黎 國王​​（札剌亦兒 氏、帖列格禿 伯顏の孫、古溫兀阿の子、四傑の一人、卷四より見えたり。元史 本傳に木華黎、札剌兒 氏、孔溫窟阿の子とあり、蒙古 源流に札拉伊爾の摩和賚とあり。）





​ゴルチ​​豁兒赤​​

​ゴルチ​​豁兒赤​​（卽ち豁兒赤 兀孫 額不干、巴阿𡂰 氏、卷三より見えたり。）





​イルガイ​​亦魯該​​

​イルガイ​​亦魯該​​（功臣の第五に列する程なれば、名高き人なるべきに、他の書に見えざるは訝し。又 札剌亦兒の阿兒孩 合撒兒は功勞 多き人なるに、功臣の中に見えざるも訝し。卷十に阿兒孩 合撒兒を阿兒孩とのみ書き、親征錄 元史 本紀にも阿里海︀とあるを見れば、この亦魯該は、阿兒孩の誤りにあらずやと思はる。蒙古字にては、アとイと形混らはしく、カイとガイとも誤り易し。）





​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​

​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​（兀嚕兀惕 氏、卷四より見え、濁水の誓に與れり。元史 本傳に朮赤台、兀魯兀台 氏とあり。）





​クナン​​忽難︀​​

​クナン​​忽難︀​​（格你格思 氏、卷三に見えたり。）





​クビライ​​忽必來​​

​クビライ​​忽必來​​（巴嚕剌思 氏、四狗の一人、卷三より見えたり。親征錄 元史 太祖︀紀には虎必來とあり。）





​ヂエルメ​​者︀勒篾​​

​ヂエルメ​​者︀勒篾​​（兀哴罕 氏、札兒赤兀歹 額不堅の子、四狗の一人、卷二より見えたり。親征錄 元史 太祖︀紀には折里麥、忙哥撒兒の傳には兀良罕 哲里馬、蒙古 源流には烏梁庫特の濟勒墨︀とあり。）





​トゲ​​禿格​​

​トゲ​​禿格​​（卽ち統格、札剌亦兒 氏、帖列格禿 伯顏の孫、赤剌溫 孩赤の子、木合黎の從弟、卷四に見えたり。）





​デガイ​​迭該​​

​デガイ​​迭該​​（別速惕 氏、卷三より見えたり。）





​トロン​​脫欒​​

​トロン​​脫欒​​（卽ち脫侖 扯兒必、晃豁壇 氏、蒙力克 額赤格の子、卷七に見えたり。元史 忠義傳に伯八の父 脫倫 闍里必、晃合丹 氏、明里 也赤哥の子とあり。）





​オングル​​汪古兒​​

​オングル​​汪古兒​​（卽ち翁古兒、乞顏 氏、巴兒壇 巴阿禿兒の孫、蒙格禿 乞顏の子、卷三より見え、親征錄に雍古兒 寶兒赤とあり。）





​チユルゲタイ​​出勒格台​​

​チユルゲタイ​​出勒格台​​（卽ち赤勤古台、速勒都︀思 氏、卷三に見えたり。）





​ボロクル​​孛囉忽勒​​

​ボロクル​​孛囉忽勒​​（卽ち孛囉兀勒、宣懿 太后の養子、四傑の一人、卷四より見えたり。元史 本傳に、博爾忽、許兀愼 氏とあり。錢大昕の考異に「元明善の淇陽 忠武王の碑には許愼 氏に作り、孛朮魯 翀の河南 淮北 蒙古軍 都︀萬戶府の增修 公廨の碑には旭申 氏に作れり」と云ひ、輟耕錄の蒙古 七十二氏の中には忽神︀と書けり。その名も、太祖︀紀に博羅渾、孛羅歡、鉢魯完など書き、蒙古 源流には烏古新の博羅郭勒とあり。）





​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​

​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​（卽ち失乞刊 忽都︀忽、塔塔兒の人、宣懿 太后の養子、卷四より見えたり。親征錄には忽都︀忽 那顏、蒙古 源流には塔塔爾の錫吉 呼圖克とあり。）





​グチユ​​古出​​

​グチユ​​古出​​（卽ち曲出、篾兒乞惕の人、宣懿 太后の養子、卷三より見えたり。）





​ココチユ​​闊闊出​​

​ココチユ​​闊闊出​​（別速惕 氏。宣懿 太后の養子、卷三より見えたり。）





​ゴルゴスン​​豁兒豁孫​​

​ゴルゴスン​​豁兒豁孫​​（卷十に豁兒合孫とあり。元史 撒吉思の傳に火魯和孫とあるは、この人なり。）





​フスン​​許孫​​

​フスン​​許孫​​（元史 列傳に哈散納、怯烈亦 氏と云ひて、濁水の誓に與れる人あり、その文は卷六の注に引けり。許孫は哈散と轉じ、竟に哈撒納となれるなるべし。）





​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​

​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​（卽ち忽余勒荅兒、忙忽惕 氏、卷四より見え、元史 本傳に畏荅兒、忙兀 氏、畏翼の弟とあり、食貨志に慍里荅兒 薛禪ともあり。合剌合勒只惕の戰に傷を負ひて已に死にたれば、このたびの任命は、贈︀官にして、卷九なる勅語に依れば、千戶の職はその子孫に襲がせたるなり。）





​シルカイ​​失魯孩​​

​シルカイ​​失魯孩​​（元史 麥里の傳に「麥里、徹兀臺 氏。祖︀ 雪里堅 那顏、從㆓太祖︀㆒、與㆓王罕㆒戰、同飮㆓班眞 河[220]水㆒、以㆑功授㆓千戶㆒」とある雪里堅は、この失魯孩の轉なるべし。）





​ヂエタイ​​者︀台​​

​ヂエタイ​​者︀台​​（卽ち哲台、忙忽惕 氏、卷三より見えたり。卷三なる帖木眞 卽位の條に哲台 多豁勒忽 徹兒必 兄弟 二人 箭筒を帶べりとあるは、哲台 徹兒必 多豁勒忽 徹兒必 二人と云ふべきを略きたるなり。その後文に多歹 扯兒必は奴婢を統ぶとあるは、別なる人の如く聞ゆれども、卷七なる扯兒必 六人 任命の處に朶歹 扯兒必 多豁勒忽 扯兒必と連書して、その後 哲台の名 見えざれば、多歹 朶歹は卽ち哲台なるべし。）





​タカイ​​塔孩​​

​タカイ​​塔孩​​（卽ち塔乞。速勒都︀思 氏、赤勒古台の弟、卷三より見え、元史 阿塔海︀の傳に「阿塔海︀、遜都︀思人。祖︀ 塔海︀ 拔都︀兒、驍勇善戰。嘗從㆓太祖︀㆒、同飮㆓黑河水㆒、以㆑功爲㆓千戶㆒」とあり。）





​チヤガアン ゴア​​察合安 豁阿​​

​チヤガアン ゴア​​察合安 豁阿​​（卽 捏兀歹 察合安 兀洼、捏兀思 氏 又 赤那思 氏、卷三より見え、荅闌 巴勒主惕の戰に死にたり。これも贈︀官にして、卷八〈［＃「卷八」はママ。実際は卷九］〉なる勅語に依れば、その子 納𡂰 脫斡哩兒にその職を襲がせたるなり。）





​アラク​​阿剌黑​​

​アラク​​阿剌黑​​（你出古惕 巴阿𡂰 氏、失兒古額禿 額不堅の子、卷五に見え、元史 伯顏の傳に「伯顏、蒙古 八隣 部人。曾祖︀ 述律哥圖、事㆓太祖︀㆒、爲㆓八隣 部左千戶㆒。祖︀ 阿剌 襲㆓父職㆒、兼㆓斷事官㆒」とあり。）





​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​

​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​（速勒都︀思 氏、四傑の一人なる赤老溫の父、卷二より見え、蒙古 源流に蘇勒都︀斯の托爾干 沙喇〈［＃「托爾干 沙喇」は底本では「托爾 干沙喇」。］〉とあり。九十五の千戶の中に赤老溫の名 見えざるは、その父 猶 存して、現に千戶となれるが爲ならん。）





​ブルカン​​不魯罕​​

​ブルカン​​不魯罕​​（元史 忽林失の傳に「忽林失、八魯剌䚟 氏。曾祖︀ 不魯罕 罕剳、事㆓太祖︀㆒、從平㆓諸︀國㆒、充㆓八魯剌思 千戶㆒」とあり。罕剳は、一種の稱號なるべし。その義は、考へ得ず。）





​カラチヤル​​合喇察兒​​

​カラチヤル​​合喇察兒​​（巴嚕剌思 氏、速忽 薛禪の子、卷三にも見え、卷十にも見ゆ。）





​ココシユス​​闊可搠思​​

​ココシユス​​闊可搠思​​（卽ち闊闊搠思、巴阿𡂰 氏、卷三に見え、卷十に闊客搠思ともあり。）





​スイケト​​速亦客禿​​

​スイケト​​速亦客禿​​（卽ち雪亦客禿 徹兒必、晃豁壇 氏、卷三より見えたり。）





​ナヤア​​乃牙阿​​

​ナヤア​​乃牙阿​​（卽ち納牙阿、你出古惕 巴阿𡂰 氏、失兒古額禿 額不堅の子、阿剌黑の弟、卷五に見えたり。）





​チユンソ​​冢率​​

​チユンソ​​冢率​​（卽ち種索、卷三に見えたり。卷三の譯文には種篩とあり、卷十には種賽とあり。）





古出古兒

​グチユグル​​古出古兒​​（卽ち窟出古兒、別速惕 氏、迭該の弟、卷三に見えたり。卷九の勅語に依れば、古出古兒は、札荅喇惕の木勒合勒忽と二人にて一つの千戶となれるなり。）





​バラ オロナルタイ​​巴剌 斡囉納兒台​​

​バラ オロナルタイ​​巴剌 斡囉納兒台​​（札剌亦兒の巴剌に別たんが爲に、姓を加へたり。錢大昕の元史 氏族表に、元統癸酉 進士錄を引きて、濮州の蒙古 軍戶なる買閭は、斡羅台 氏にして、その曾祖︀ 八郞は、千戶となれりとあり。八郞は卽ち巴剌、斡羅台は、卽ち斡囉納兒台なり。）





​ダイル​​荅亦兒​​

​ダイル​​荅亦兒​​（兀洼思 篾兒乞惕の荅亦兒 兀孫、卷二より見えたり。豁兒赤 兀孫も、只 豁兒赤とのみも云へば、荅亦兒 兀孫も、只 荅亦兒とも云へるなるべし。初は敵なれども、女 忽闌 合屯を獻じて寵せられたる故に、外戚を以て功臣の列に入りたるならん。親征錄には、兀花思 蔑兒乞 部長 帶兒 兀孫、已に降りて復 叛き、闖拜 等に討ち平げられたりとあれども、祕史には荅亦兒の叛けること見えず、叛けるものは、篾兒乞惕の他の部眾なり。又 喇失惕 額丁の部族考に客咧亦惕の人 荅亦兒あれども、この荅亦兒とは異なり。）





​ムゲ​​木格​​

​ムゲ​​木格​​（卷十に蒙客とあり。元史 孛蘭奚の傳に「孛蘭奚、雍吉烈 氏、世居㆓應昌㆒。祖︀ 忙哥、以㆓后族㆒備㆓太祖︀宿衞㆒」とある翁吉喇惕の忙哥なるべし。）





​ブヂル​​不只兒​​

​ブヂル​​不只兒​​（元史に布智兒と書きて、短き傳あり。蒙古の脫脫里台 氏、紐兒傑 拔都︀の子にして、父子ともに太祖︀に事ふと云へり。脫脫里台も塔塔兒なるべし。憲宗紀に憲宗 卽位の初「以㆓牙剌瓦赤 不只兒 某某等㆒充㆓燕京等處行尙書省事㆒」とあ[221]る不只兒は、卽ちこの人にして、本傳には「憲宗以㆓布智兒㆒爲㆓大都︀行天下諸︀路 也可 札魯忽赤㆒、印㆓造寶鈔㆒」とあり。大都︀は卽 燕京、札魯忽赤は斷事官なり。世祖︀紀に「憲宗令㆘斷事官 牙老瓦赤 與㆓不只兒 等㆒、總㆗天下財賦子燕㆖」とありて、不只兒 等の濫刑を世祖︀の責めたることを記せり。昔里鈐部、布魯海︀牙、月乃合 三人の傳には皆 卜只兒と書けり。）





​モングウル​​蒙古兀兒​​

​モングウル​​蒙古兀兒​​（卷十に蒙客兀兒とあり。）





​ドロアダイ​​朶羅阿歹​​

​ドロアダイ​​朶羅阿歹​​（外には見えず。）





​ボゲン​​孛堅​​

​ボゲン​​孛堅​​（元史 忽都︀の傳に「忽都︀、蒙古 兀羅帶 氏、父 孛罕 事㆓太祖︀㆒備㆓宿衞㆒云云」とある孛罕なるべし。兀羅帶 氏は、輟耕錄に兀羅歹とあり。）





​クドス​​忽都︀思​​

​クドス​​忽都︀思​​（巴嚕剌思 氏、忽必來の弟、卷三に見え、卷七には忽都︀思 合勒潺とあり。）





​マラル​​馬喇勒​​

​マラル​​馬喇勒​​（外には見えず。）





​ヂエブケ​​者︀卜客​​

​ヂエブケ​​者︀卜客​​（札剌亦兒 氏、帖列格禿 伯顏の子、古溫兀阿の弟、卷四に見え、卷十にも見ゆ。卷四には「者︀卜客を合撒兒に與へたり」と云ひ、親征錄に犍河の會の前に、哈撒兒その麾下 哲不哥の計に從ひ、弘吉剌 部を掠めて、太祖︀に深く責められたりとあり。）





​ユルカン​​余嚕罕​​

​ユルカン​​余嚕罕​​（元史 奧魯赤の傳に祖︀ 朔魯罕とある人か。朔魯罕は、札剌亦兒の人にて、父 豁火察と共に太祖︀に事へ、朔魯罕は、後に野狐嶺の戰に戰死せり。）





​ココ​​闊闊​​

​ココ​​闊闊​​（元史に篾兒乞惕より降附せる闊闊の傳あれども、世祖︀の時 卒して年 僅に四十とあれば、この闊闊には非ず。闊闊 不花の不花を略きたるにもあるまじ。元史に「闊闊 不花 者︀、按攤 脫脫里 氏、爲㆑人魁岸有㆓膂力㆒、以㆓善射㆒知㆑名」とありて、太祖︀ 太宗に事へて戰功 多く、その殺︀を嗜まざるは、塔塔兒 人などに珍しき人なり。）





​ヂエベ​​者︀別​​

​ヂエベ​​者︀別​​（別速惕 氏、四狗の一人、卷四より見えたり。蒙古 源流には伊蘇特の哲伯 諾顏とあり。元史には紀傳 處處にこの名 見ゆれとも專傳なし。洪鈞の哲別 補傳 甚だ佳し。）





​ウドタイ​​兀都︀台​​

​ウドタイ​​兀都︀台​​（外には見えず）





​バラ チエルビ​​巴剌 扯兒必​​

​バラ チエルビ​​巴剌 扯兒必​​（卽 札剌亦兒の巴剌、薛扯 朶抹黑の子、阿兒孩 合撒兒の弟、卷三に見えたり。西征の役に印度に入りたるはこの巴剌なり。）





​ケテ​​客帖​​

​ケテ​​客帖​​（卷十に見ゆ。）





​スベエタイ​​速別額台​​

​スベエタイ​​速別額台​​（兀哴罕 氏、四狗の一人、卷三より見えたり。元史 速不台の傳には、兀良合 氏、合赤溫の孫、哈班の子、忽魯渾の弟とあり。蒙古 源流には、珠爾濟特の蘇伯格特依とあり。）





​モンコ ハルヂヤ​​蒙可 哈勒札​​

​モンコ ハルヂヤ​​蒙可 哈勒札​​（忙忽惕 氏、忽亦勒荅兒の子なり。元史 畏荅兒の傳に、其子 忙哥とあり。哈勒札は、一種の稱號にして、元史 忽林失の傳なる不魯罕 罕剳の罕剳に同じ。親征錄の忙兀 部 木哥 漢︀札、太宗紀の蒙古 漢︀札、別咧津の譯せる木勒格 哈兒札は、みな蒙可 哈勒札の異文なり。）





​クルチヤクス​​忽兒察忽思​​

​クルチヤクス​​忽兒察忽思​​（外には見えず。）





​コウギ​​苟吉​​

​コウギ​​苟吉​​（卷十二に官人 掌吉と云ふ人あり。苟は、掌の誤寫にはあらずや。）





​バダイ​​巴歹​​

​バダイ​​巴歹​​（卷一にその名 見え、その事は卷五に見えたり。親征錄 元史 本紀には把帶、木華黎の傳には拔台とあり。親征錄 元史は、乞失里黑の弟とすれども、他の書は皆 只 同僚とせり。巴歹の姓は、知るべからず。）





​キシリク​​乞失里黑​​

​キシリク​​乞失里黑​​（斡囉納兒 氏、卷一に巴歹と共にその名 見え、その事は卷五にあり。輟耕錄 元史 哈剌哈孫の傳に啓昔禮、長春の西游記に吉息利 荅剌汗とあり。親征錄 元史 本紀の乞力失は、乞失力の誤りなり。）





​ケタイ​​客台​​

​ケタイ​​客台​​（兀嚕兀惕 氏、主兒扯歹の子、親征錄 元史 朮赤台の傳に怯台、本祖︀紀に可忒、郝 和尙 拔都︀の傳に郡王 迄忒、黑韃 事略に紇忒 郡王とあり。）





​チヤウルカイ​​察兀兒孩​​

​チヤウルカイ​​察兀兒孩​​（卽ち察兀兒罕、兀哴罕 氏、札兒赤兀歹 額不堅の子、者︀勒篾の弟、卷三に見え、卷六には察忽兒罕、親征錄には抄兒寒とあり、卷十にも見ゆ。）





​オンギラン​​翁吉㘓​​

​オンギラン​​翁吉㘓​​（外には見えず。）





​トゴン​​脫歡​​

​トゴン​​脫歡​​（四傑の一人なる孛囉忽勒[222]の子にはあらずや。元史に「博爾忽、 許兀愼 氏、事㆓太祖︀㆒、爲㆓第一千戶㆒、歿㆓於敵㆒、子 脫歡 襲職」とありて、脫軟の千戶となれるは、孛囉忽勒の戰死したる後の事なるが如くなれども、博爾忽の傳は、疏略の最 甚しきものなれば、脫歡を襲職と書きたるも、誤りなしとは定むべからず。）





​テムル​​帖木兒​​

​テムル​​帖木兒​​（多遜の史に、庫余克 汗(定宗)の崩じたるのち、阿勒塔克 山に諸︀王の聚會したる時、皇后 兀古勒該米失より喀喇 闊魯木の總管たりし帖木兒を遣りて會議に預らしめたりとあるは、この帖木兒なるべし。）





​メゲト​​篾格禿​​

​メゲト​​篾格禿​​mm(卷十二に蒙格禿とある人ならん。元史 別兒怯 不花の傳に「曾祖︀ 忙怯禿、以㆓千戶㆒從㆓憲宗㆒南征有㆑功」とある人も、これらしけれども、時代違へり。)





​カダアン​​合荅安​​

​カダアン​​合荅安​​（卽ち合荅安 荅勒都︀兒罕、塔兒忽惕 氏、卷三 卷六に見え、卷十二にも見ゆ。）





​モロカ​​抹囉合​​

​モロカ​​抹囉合​​（外には見えず。）





​ドリブカ​​朶哩不合​​

​ドリブカ​​朶哩不合​​（卷十に朶兒別惕の朶兒伯 多黑申、元史に朶魯伯とある人は、この名に稍 似たれどもいかゞ。）





​イドカダイ​​亦都︀合歹​​

​イドカダイ​​亦都︀合歹​​（卷十に亦多忽歹とあり。）





​シラクル​​失喇忽勒​​

​シラクル​​失喇忽勒​​（客咧亦惕 氏。元史 也先不花の傳に「也先不花、蒙古 怯然 氏。祖︀ 曰㆓失剌忽勒㆒。兄弟四人。長曰㆓脫不花㆒、次曰㆓怯烈哥㆒、季曰㆓哈剌阿忽剌㆒。方㆓太祖︀微時㆒、怯烈哥 已深自結納。後兄弟四人、皆率㆓部屬㆒來歸。太祖︀以㆓舊好㆒遇㆑之、特異㆓他族㆒、命爲㆓必闍赤 長㆒、朝會燕饗、使㆑居㆓上列㆒」とあり。失剌斡忽勒は、卽ちこの失喇忽勒なり。功臣の中に怯烈哥の見えざるは、早く死にたるなるべし。）





​ダウン​​倒溫​​、​タマチ​​塔馬赤​​、​カウラン​​合兀㘓​​

​ダウン​​倒溫​​、​タマチ​​塔馬赤​​、​カウラン​​合兀㘓​​（この三人も、外に見えず。）





​アルチ​​阿勒赤​​

​アルチ​​阿勒赤​​（元史 速不台の傳に裨將 阿里出とあるは、この人なるべし。この阿里出は、憲宗紀に、憲宗 卽位の時、葉孫脫 按只䚟 暢吉 爪難︀ 合荅 曲憐 等と同じく「務持㆓兩端㆒、坐㆘誘㆓諸︀王㆒爲㆖㆑亂、並伏㆑誅」とあり。）





​トサカ​​脫撒合​​

​トサカ​​脫撒合​​（桑昆の子 禿撒合と音近けれども、彼にはあるまじ）





​トンクイダイ​​統灰歹​​

​トンクイダイ​​統灰歹​​（これも分らず。元史 列傳に「鎭海︀、怯烈台 氏。初 以㆓軍伍長㆒從㆓太祖︀㆒、同飮㆓班朱尼 河水㆒。與㆓諸︀王百官㆒大會㆓兀難︀ 河㆒、上㆓太祖︀尊號㆒曰㆓成吉思 皇帝㆒」とあれば、鎭海︀は功臣に列すべき人なるに、見えず。この人は、本 田姓なりとの說もありて、長春の西游記に田鎭海︀と云へり。これに依りて强ひて考ふるに本 統灰歹と云ひしを、漢︀字に寫して田姓に配せんが爲に鎭海︀と改めたるにあらずや。）





​トブカ​​脫不合​​

​トブカ​​脫不合​​（客咧亦惕 氏、失喇忽勒の兄なり。前に引ける也先不花の傳に見ゆ。）





​アヂナイ​​阿只乃​​

​アヂナイ​​阿只乃​​（元史 列傳の按竺邇と音 似たれども、按竺邇は、汪古惕 氏にして、世世 雲中に居り、父 䵣公は金の羣牧使となり、辛未の歲、その牧せる馬を驅りて太祖︀に歸したりとありて、辛未は、この年より五年 後なれば、この阿只乃に非ず。太祖︀に從ひ、黑河の水を飮み、元史に傳ある斡魯納台の阿朮魯も、阿只乃と音やゝ近し。）





​トイデゲル​​禿亦迭格兒​​

​トイデゲル​​禿亦迭格兒​​（これも分らず。）





​セチヤウル​​薛潮兀兒​​

​セチヤウル​​薛潮兀兒​​（卽ち薛赤兀兒、豁囉剌思 氏、卷三に見えたり。元史 曷思麥兒の傳に「命與㆓薛徹兀兒㆒爲㆓必闍赤㆒」とある薛徹兀兒も、この薛潮兀兒なるべし。）





​ヂエデル​​者︀迭兒​​

​ヂエデル​​者︀迭兒​​（卷六の初に、卯 溫都︀兒 山の前を過ぐる王罕の軍を見出したる馬飼︀ 牙的兒、親征錄に也迭兒とある人と名 甚だ似たり。）





​オラル​​斡剌兒​​ ​ムコギミ​​駙馬​​

​オラル グレゲン​​斡剌兒 古咧堅​​（古咧堅は、駙馬なり。この駙馬の名、考へ得ず。）





​キンギヤダイ​​輕吉牙歹​​

​キンギヤダイ​​輕吉牙歹​​（斡勒忽訥兀惕 氏、卷三に見えたり。）





​ブカ​​不合​​ ​ムコギミ​​駙馬​​

​ブカ グレゲン​​不合 古咧堅​​（札剌亦兒 氏 古溫兀阿の子、木合黎の弟、卷四に見え、親征錄には不花とあり。蒙韃 備錄に「元勳、乃 成吉思 太師國王、沒黑肋 者︀、小名也。云云。弟二人、長曰㆓抹歌㆒、見在㆓成吉思 處㆒、爲㆓護衞㆒。次曰㆓帶孫 郡王㆒、[223]毎隨侍焉」とあり。抹歌は、卽ち この不合なり。元史 木華黎の傳には、帶孫ありて不合なし。不合の駙馬となれるを見れば、元明善の東平 忠憲王の碑に「親連㆓天家㆒、世不㆓婚姻㆒」と云へるは、誤れり。札剌亦兒は、孛兒只斤の同族に非ず。その皇室と婚したる人 少きは、他に故ある事なるべし。）





​クリル​​忽哩勒​​

​クリル​​忽哩勒​​（斡難︀ 河の戰に泰赤兀惕の一將、親征錄に忽憐、喇失惕の史に忽哩勒 巴哈都︀兒と云ひて、戰 敗れて乃蠻に奔れる人と名 同じけれども、蒙古の功臣に列することはあるまじ。憲宗の元年に前の阿勒赤 卽ち阿里出 等と同じく、諸︀王を誘ひて亂を爲せりとて誅せられたる曲憐は、この忽哩勒なるべし。）





​アシク​​阿失黑​​ ​ムコギミ​​駙馬​​

​アシク グレゲン​​阿失黑 古咧堅​​（後文に塔該 阿失黑の管する阿荅兒斤 云云とあれば、阿失黑は、速勒都︀思の塔該と同族なるべし。）





​カダイ​​合歹​​ ​ムコギミ​​駙馬​​

​カダイ グレゲン​​合歹 古咧堅​​（元史 公主表 延安 公主 位の處に「火魯 公主、適㆓哈荅 駙馬㆒」とある哈荅なるべし。親征錄 癸酉 南征の役に「怯台 哈台 二將圍㆓中都︀㆒」とあり。その怯台は、兀嚕兀惕の客台にして、哈台は、この合歹なり。また本書 卷十二 太宗の時に、合歹は、宿衞の番直の官人 八人の中に加はれり。また多遜の史に、庫余克 汗(定宗)疾ありて、政事は大臣 鎭海︀ 喀荅克 二人に委ねたりしが、忙古 汗(憲宗)卽位の初、諸︀王 叛を謀りて黨與の誅せられし時、二人も殺︀されたりとありて、憲宗紀にも、諸︀王を亂に誘へりとて誅せられし諸︀臣の內に合荅あり。合荅は、卽ち哈荅にて、又 卽ち合歹なるべし。火魯 公主は、公主表に誰の女とも云はず。食貨志に大雷 公主と云ふ人あり。錢大昕の考異に「大當㆑作㆑火、卽 火魯 也」と云へり。）





​チグ​​赤古​​ ​ムコギミ​​駙馬​​

​チグ グレゲン​​赤古 古咧堅​​（親征錄 赤渠 駙馬、元史 太祖︀紀 駙馬 赤駒、太宗紀 駙馬 赤苦。公主表 鄆國 公主 位の處に「禿滿倫 公主、適㆓赤窟 駙馬㆒」とありて、何帝の女とも何姓の人とも云はざれども、喇失惕 額丁の史には、太祖︀の第四の女 禿馬侖は、翁吉喇惕の阿勒赤 那顏の子 赤古 古兒干に嫁ぎたりと云へり。阿勒赤は、德 薛禪の子 光獻 皇后の弟、元史に國舅 按陳 那顏と云へる人にして、赤古は、按陳の長子、斡陳 納陳 等の兄なるべし。又 蒙韃 備錄に「三公主曰㆓阿五㆒、嫁㆓尙書令國舅之子㆒、」と云ひて、その尙書令のことは「按赤 那邪、見封㆓尙書令㆒、爲㆓成吉思 正后之弟㆒」とあれば、太祖︀の女にして阿勒赤の子に嫁ぎたるものあるを證すべし。洪鈞 曰く「特 薛禪 傳、但言㆔按陳 子 斡陳、尙㆓睿宗女㆒、必是史官失㆑載。阿五 異名無㆑考、或備錄有㆓訛字㆒」と云へり。）





​アルチ​​阿勒赤​​ ​ムコギミ​​駙馬​​

​アルチ グレゲン​​阿勒赤 古咧堅​​なる​ミ​​三​​つの​センコ​​千戶​​の​オンギラト ウヂ​​翁吉喇惕 氏​​（親征錄に弘吉剌 部 安赤 那顏 三千騎、元史 太宗紀に按赤 那顏、成宗紀 元貞 元年の條に皇國舅 按赤 那演、劉伯林の傳に按眞 那延とあり。特 薛禪の傳に曰く「子曰㆓按陳㆒、從㆓太祖︀㆒征伐、凡三十二戰云云。歲丁亥、賜㆓號國舅 按陳 那顏㆒。云云。丁酉、賜㆓錢二十萬緡㆒。有㆑旨、弘吉剌 氏生㆑女、世以爲㆑后、生㆑男、世尙㆓公主㆒、毎歲四時孟月、聽㆑讀㆓所賜旨㆒、世世不㆑絕」と云ひ、公主表 魯國 公主 位も「魯國大長公主 也速不花、睿宗女也。適㆓皇國舅魯忠武王 按嗔 那顏 子 斡陳 駙馬㆒。魯國公主 薛只干、太祖︀ 孫女、適㆓斡陳 弟 納陳 駙馬㆒」より始まりて、阿勒赤の皇女を娶れることは、元史に見えず。されども多遜の史に「阿赤の本の名は、荅兒吉 古兒干なりしが、人は皆 阿赤 那顏と云ふ」とありて、阿赤は卽ち阿勒赤、古兒干は卽ち古咧堅なれば、國舅の號を賜はれる前は、古咧堅と呼ばれて、太祖︀の駙馬なりしを、本傳も公主表も書き漏せるなり。）





​ブト​​不禿​​ ​ムコギミ​​駙馬​​

​ブト グレゲン​​不禿 古咧堅​​なる​フタツ​​二​​の​センコ​​千戶​​の​イキレス ウヂ​​亦乞咧思 氏​​（卽ち不圖、卷三より見え、濁水の誓に與り、親[224]征錄に亦乞列 部 孛徒 駙馬 二千騎、黑韃 事略に 撥都︀ 駙馬とあり。元史 本傳に「孛禿、亦乞列思 氏、善㆓騎射㆒。太祖︀妻以㆓皇妹 帖木倫㆒。皇妹薨、復妻以㆓皇女 火臣 別吉㆒」と云ひ、公主表 昌國 公主 位の處に「昌國 大長公主 帖木倫、烈祖︀女、適㆓昌忠武王 孛禿㆒。主薨、繼㆑室以㆓太祖︀ 女 昌國 大長公主 火臣 別吉㆒」と云へり。帖木倫は、卷一 卷二にも喇失惕の史にも みな帖木侖とあり。火臣 別吉は、卷五に豁眞 別乞、親征錄に火阿眞 伯姫、喇失惕の史に長女 火眞 別吉とあり。蒙韃 備錄に「成吉思 皇帝 女 七人。長公主曰㆓阿眞 鱉拽㆒、今嫁㆓豹突︀ 駙馬㆒」とある阿眞 鱉拽は卽ち豁眞 別乞、豹突︀は卽ち不禿なり。）





​アラクシ デギトクリ​​阿剌忽失 的吉惕忽哩​​ ​ムコギミ​​駙馬​​

​オングト​​汪古惕​​の​アラクシ デギトクリ グレゲン​​阿剌忽失 的吉惕忽哩 古咧堅​​なる​イツヽ​​五​​の​センコ​​千戶​​の​オングト ウヂ​​汪古惕 氏​​、（この名は、卷六より見えて、今始めて古咧堅と稱せり。元史 本傳に曰く「旣平㆓乃蠻㆒、從下㆓中原㆒、復爲㆓嚮導㆒、南出㆓界垣㆒。太祖︀畱㆓阿剌兀思 剔吉忽里㆒、歸鎭㆓本部㆒。爲㆓其部眾、昔之異議者︀所殺︀㆒、長子 不顏昔班 倂死㆑之。其妻 阿里黑、攜㆓幼子 孛要合㆒、興㆓姪 鎭國㆒逃㆑難︀、夜遁至㆓界垣㆒、吿㆓守者︀㆒、縋㆑城以登、因避㆓地雲中㆒。太祖︀旣定㆓雲中㆒、購求得㆑之、賜與甚厚。以㆓其子 孛要合 尙幼㆒、封㆓其姪 鎭國㆒爲㆓北平王㆒。鎭國 薨、子 聶古台 襲㆑爵、尙㆓睿宗 女 獨木干 公主㆒、略㆓地江淮㆒、薨㆓于軍㆒。孛要合 幼從攻㆓西域㆒、還封㆓北平王㆒、尙㆓阿剌海︀ 別吉 公主㆒。公主 明睿 有㆓智略㆒。車駕征伐四出、嘗使㆓畱守㆒、軍國大政、諮稟而後行。師出無㆓內顧之憂㆒、公主之力居㆑多」と云ひ、公主表 趙國 公主 位の初に「趙國 大長公主 阿剌海︀ 別吉、太祖︀女、適㆓趙武毅王 孛要合㆒」とあり。然るに蒙韃 備錄には「二公主曰㆓阿里黑 百因㆒、俗曰㆓必姫夫人㆒。曾嫁㆓金國亡臣 白四部㆒、死、寡居、今領㆓白 韃靼 國事㆒、日逐㆓看經㆒、有㆓婦女數千人㆒事㆑之、征伐斬殺︀、皆自㆑己出」と云ひ、多遜の史には「成吉思 汗、第三の女 阿剌海︀ 別吉を阿剌忽失 的斤忽哩に妻せんとしたるを、年老いたりとて辭みて、兄の子 鎭古に妻せられんことを願ひ、阿剌海︀は鎭古に嫁ぎて、訥古台を生み、訥古台は拖雷の女を娶れり」と云へり。





​アラカ ベキ​​阿剌合 別乞​​ 再醮の說

洪鈞 思へらく「據㆓孟珙言㆒、則元史所謂畱守、乃是掌㆓汪古部 事㆒、非㆓太祖︀本部㆒。太祖︀西征、斡赤斤 居守、元 祕史 西游記 可㆑證、別無㆓阿剌海︀ 居守之語㆒。作㆓此傳㆒者︀誤會也。史 言㆘孛要合 幼從征㆓西域㆒、歸乃封㆑王尙㆖㆑主、而孟珙之使㆓蒙古㆒、作㆓蒙達備錄㆒、在㆓辛巳歲㆒、正太祖︀在㆓西域㆒追㆓札闌丁㆒之時、不㆑應㆔卽云㆓公主夫死寡居㆒。今案、西域書之鎭古、卽 鎭國 之訛。訥古台、卽 鎭國 子 聶古台。尙㆓睿宗 女㆒、語同㆓元史㆒。反覆推求、必是公主先適㆓鎭國㆒、夫死、遂自領㆓汪古 部事㆒、繼而夫弟(從弟)孛要合、自㆓西域㆒還、復尙㆓公主㆒。鎮國 子 聶古台 爲㆓公主出㆒、而 孛要合 之 三子、則公主進㆓姫妾㆒以生。西域書但言㆓其前㆒、元史但言㆓其後㆒、而蒙達備錄、則適當㆓其中㆒。蒙古 不㆑諱㆓再醮㆒、理宜㆑然也」とて、三書の異なる處を巧に解釋せり。又 黑韃 事略に蒙古の十七頭項の名を擧げて、その一人なる白厮馬の原注に「一名 白厮卜、卽 白韃 僞太子、忒沒眞 壻、僞公主 阿剌罕 之前夫」とあり。洪鈞はこの文を引きて公主 再醮の確證とし、「白撕卜、卽 白四部、亦卽史之 鎭國。何以二名、不㆑得㆓其考㆒」と云へり。洪鈞 又 曰く「西域書謂㆘太祖︀欲㆔以㆑女適㆓阿剌兀思 剔吉忽里㆒、辭以㆓年老㆒、請以㆓兄子㆒訂㆑婚。阿剌兀思 之兄、先爲㆓汪古 部主㆒。汪古 部爲㆑金守㆓長城邊界㆒。兄死弟嗣、而金主仍禮㆗遇其兄子㆖、蒙達備錄所㆔以云㆓金國亡臣㆒也。汪古 之義爲㆓邊牆㆒。云㆓是契丹語㆒、蓋卽金語。史言㆘金源氏塹㆑山爲㆑界、阿剌兀思 以㆓一軍㆒守㆗其衝要㆖、語同。西域書紀㆓阿剌兀思 死㆑難︀ 之故㆒、與㆓元史㆒異。語繁不㆑載。又云㆔阿剌海︀ 別吉 年歲、在㆓窩闊台 拖雷 之間㆒、則是太宗妹睿宗姊」と云へり。





​アラカ ベキ​​阿剌合 別乞​​ 三醮の說

洪鈞の此等の說は、考證 甚だ精︀にして確なり。余これに依りて猶 考ふるに、阿剌海︀ 別吉は、祕史 卷十なる阿剌合 別乞にして、前に鎭國[225]に嫁ぎたるのみならず、猶その前に阿剌忽失に嫁ぎたるなるべし。多遜は、阿剌忽失の辭みたることを云へども、辭みたらんには、古咧堅 卽ち駙馬と呼ばるべき筈なし。卷十に阿剌合 別乞を汪古惕に與へたりとあるは、阿剌忽失に與へたるなり。蒙韃 備錄に阿里黑 百因とあるは、卽ち阿剌合 別乞の訛なれば、元史に阿剌兀思の妻 阿里黑と云へるは卽ちこの阿里黑、又卽ち阿剌合なり。蒙古は再醮 三醮を諱まざるのみならず、父 死してその後 母を妻とし、兄 死してその嫂を妻とするは、匈奴 突︀厥を初として、塞北の俗 皆 然り。孛要合は、蓋 阿剌合の生めるにはあらで、前妻の子なるべし。阿剌忽失の殺︀されたる時は、孛要合なほ幼かりし故に、阿剌合は夫の姪なる鎭國に嫁ぎ、鎭國 死して後に我が子の如き孛要合を夫としたるなり。蒙古 源流に滿都︀古勒 汗の寡婦 滿都︀該 徹辰 哈屯は、節︀を守りて他族に嫁がず、夫の從曾孫(姪の孫)なる達延 汗を育ててその哈屯となれる奇談あり。漢︀人ならば瀆倫と云ふべきことを蒙古にては貞烈とするほどなれば、阿剌合の三醮などは珍しきことに非ず。然るに閻復の駙馬 高唐王 闊里吉思(阿剌忽失の曾孫)の碑に至りては、曾祖︀母と祖︀母と同じ人なりとは直書しかねて、阿剌忽失の妻をば曾祖︀妣 阿里黑、孛要合の妻をば祖︀妣 皇曾祖︀姑 阿剌海︀ 別吉と書きて、別人の如くし、阿里黑は何姓とも誰の女とも云はず、只まぎらかせり。元史の本傳は、全くこの碑文に本づける故に筆 執れる人も、阿里黑の卽ち阿剌海︀なることを知らざりしなり。）​ハヤシ​​林​​の​タミ​​民​​より​ホカ​​外​​なる​モンゴル​​忙豁勒​​の​クニ​​國​​の​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ナ​​名​​ざしたる





九十五の千戶

​クジフゴ​​九十五​​の​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​ ​ナ​​成​​れり。（林の民とは、斡亦喇惕 乞兒吉速惕などを云ふ。卷十に見ゆ。阿勒赤、不禿、阿剌忽失 的吉惕忽哩の三人は、三人にて十の千戶となりたれば、千戶は九十五なれども、功臣は八十八人なり。





八十八の功臣

明譯に「除㆓駙馬㆒外、復授㆘同開㆑國有㆑功者︀九十五人㆖爲㆓千戶㆒」とあり。駙馬を除くも九十五人も、皆譯し誤りなり。又 元史 朮赤台の傳に「朔方旣定、擧㆓六十五人㆒爲㆓千夫長㆒」とある六は九の誤寫 又は誤刻にして、これも千戶の數 九十五なるを功臣の數と誤解したるなり。）












§203(08:27:05)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










功臣の恩賞

　​グレゲト​​古咧格惕​​（駙馬なる古咧堅の複稱）と​イツシヨ​​一處​​[なる​ヒトビト​​人人​​]に（この句の意 明かならざるが爲に、明の譯人は、駙馬を除きて九十五の功臣ありと誤解せり。蓋この句の意は、駙馬を込めたる諸︀功臣にと云ふことにて、功臣の外なる駙馬を加へてと云ふことには非ず。）​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり「この​ナ​​名​​ざしたる​クジフゴ​​九十五​​の​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​に​センコ​​千戶​​を​ヨサ​​任​​したるその​ウチ​​內​​にて​イワヲ​​功​​ある​モノ​​者︀​​に​オンシヤウ​​恩賞​​を​アタ​​與​​へん」とて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり（この句は、原本にては「功ある者︀」の上に在り。恐らくは傳鈔の間に起れる錯誤ならん。今 假にこゝに移したれども、實はこの句なくとも通ずる處なり。）「​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ムカリ​​木合黎​​ ​ラ​​等​​の​クワンニン​​官人​​どもをおこせよ」と​ノリタマ​​宣​​ふ​トキ​​時​​に、​ヘヤ​​房​​の​ウチ​​內​​に​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​[226]​ヲ​​居​​りき。





​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​の愛だれ

「​ヨ​​喚​​びに​ユ​​往​​け」と​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​に​ノリタマ​​宣​​へば、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​ ​マウ​​申​​さく「​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ムカリ​​木合黎​​ ​ラ​​等​​は、​タレ​​誰​​より​オホ​​多​​き​イサヲ​​功​​をなしけん。​タレ​​誰​​より​オホ​​多​​き​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へけん。​オンシヤウ​​恩賞​​を​タマ​​賜​​はらんには、​ワレ​​我​​いかに​スクナ​​少​​き​イサヲ​​功​​をなさざりき。いかに​スクナ​​少​​き​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へざりき、​ワレ​​我​​。​エウシヤ​​搖車​​斡列該​にある​トキ​​時​​より​ナガミコト​​爾​​の​タカ​​高​​溫都︀兒​き​シキミ​​閾​​の​ウチ​​裏​​に​シタアゴ​​下頷​​額哩溫​に​​かく​​額堆​​ヒゲ​​髯​​ ​オ​​生​​ふるまで​タ​​長​​斡思​けて、​アダ​​他​​斡額咧​しくは​オモ​​思​​はざりしぞ（他心を懷かざりしぞ）、​ワレ​​我​​。​ウチマタ​​內服​​阿剌​に​ネウコ​​尿壺​​[を​モチ​​用​​ひし]より​ナガミコト​​爾​​の​コガネ​​金​​阿勒壇​の​シキミ​​閾​​の​ウチ​​裏​​に​ス​​住​​阿周​みて​クチ​​口​​阿蠻​に​ヒゲ​​髯​​かく​オ​​生​​ふるまで​タ​​長​​けて、​タガ​​違​​阿兒只阿思​へるを​フ​​踏​​まざりしぞ、​ワレ​​我​​。​アシ​​脚​​闊勒​の​トコロ​​處​​に​フ​​臥​​させて​コ​​子​​可兀赤連​とし​ソダ​​育​​てたるぞ、​ワレ​​我​​を。​マヘ​​前​​迭兒格​に​フ​​臥​​させて​オトヽ​​弟​​迭兀赤連​とし​ソダ​​育​​てたるぞ、​ワレ​​我​​を。​イマ​​今​​ ​ワレ​​我​​にいかなる​オンシヤウ​​恩賞​​をか​タマ​​賜​​はらん」と​マウ​​申​​しき。その​コトバ​​言​​につき、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は





太祖︀の溫諭

​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​ダイロク​​第六​​の​オトヽ​​弟​​（宣懿 太后の第六子にして太祖︀の末弟）に​アラ​​非​​ずや、​ナンヂ​​汝​​は。​スエ​​末​​の​オトヽ​​弟​​なる​ナンヂ​​汝​​に、​オンシヤウ​​恩賞​​は​オトヽ​​弟​​どもの​ワケマヘ​​分前​​に​ヨ​​依​​り​ワカ​​分​​け​ア​​合​​はん。​マタ​​又​​ ​ナンヂ​​汝​​の​イサヲ​​功​​の​ユヱ​​故​​に​コヽノタビ​​九次​​の​ツミ​​罪​​に​ナ​​勿​​ ​ツミ​​罪​​なひそ」と​ミコト​​勅​​ありき。「​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​に​タス​​祐︀​​けられて​アマネ​​普​​き​クニタミ​​國民​​を​シタガ​​服​​へてある​トコロ​​處​​にて、​ナンヂ​​汝​​は​ミ​​視︀​​る​メ​​目​​ ​キ​​聽​​く​ミヽ​​耳​​となりて、​アマネ​​普​​き​クニタミ​​國民​​を​ハヽ​​母​​に​ワレラ​​我等​​に​オトヽ​​弟​​どもに​コ​​子​​どもに​ブンミン​​分民​​（分け與へらるゝ民）の​ナ​​名​​にて、​マウセン​​毛氈​​亦思該​の​チヤウシヤウ​​帳牆​​ある[​タミ​​民​​]を​ワ​​分​​亦哩扯兀勒​けて、​イタ​​板​​合荅孫​の​カド​​門​​ある[​タミ​​民​​]を​ハナ​​離​​合合察兀勒​して、​ワリツ​​割附​​けて​アタ​​與​​へよ。​タレ​​誰​​も​ナンヂ​​汝​​の​コトバ​​言​​に​タガ​​違​​ひ​ナ​​勿​​ ​セ​​爲​​そ」と​ミコト​​勅​​ありき。​マタ​​又​​ ​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​に「​アマネ​​普​​き​クニタミ​​國民​​の​ヌスビト​​盜​​を​コラ​​懲︀​​して、​ネナシゴト​​謊​​を​アラハ​​白​​[227]して、​コロ​​殺︀​​すべき​コトワリ​​理​​あるをば​コロ​​殺︀​​し、​ツミナ​​罰​​ふべき​コトワリ​​理​​あるをば​ツミナ​​罰​​へ」とて、





斷事官

​アマネ​​普​​き​ジヤウトウ​​上等​​の​ヂヤルク​​札兒忽​​（最も高き斷事、卽ち最高 裁判）を​ヨサ​​任​​し​タマ​​給​​へり。（黑韃 事略の徐霆の補證に「韃人本無㆓字書㆒云云。其俗淳而心專、故言語不㆑差。其法說㆑謊者︀死、故莫㆓敢詐僞㆒。雖㆑無㆓字書㆒、自可㆑立㆑國、」また「霆見㆓其一法最好㆒、說㆑謊者︀死」とあり。謊は、詐僞なり。札兒忽を掌る者︀を札兒忽赤と云ひ、漢︀語に譯すれば斷事官と云ふ。失吉 忽禿忽は、初任の斷事官なり。馬祖︀常の撰れる月合乃の碑に「國朝天造之始、總㆓裁庶政㆒、悉由㆓斷事官㆒」と云ひ、元史 百官志 一に「元太祖︀起㆑自㆓朔土㆒、統㆓有其眾㆒、部落野處、非㆑有㆓城郭之制㆒、國俗敦厚、非㆑有㆓庶事之繁㆒、惟以㆓萬戶㆒統㆓軍旅㆒、以㆓斷事官㆒治㆓政刑㆒、任用者︀、不㆑過㆓一二親貴重臣㆒耳」と云ひ、元史 紀事本末に「太祖︀時、設㆑官甚簡、以㆓斷事官㆒爲㆓至重之任㆒、位㆓三公上㆒」ともあり。又 百官志 三に「國初未㆑有㆓官制㆒、首置㆓斷事官㆒、曰㆓札魯忽赤㆒、會㆓決庶務㆒。凡諸︀王駙馬投下 蒙古 色目人等應㆑犯一切公事、及漢︀人姦盜詐僞、蠱毒厭魅、誘掠逃驅、輕重罪囚、及邊遠出征、官吏每歲從㆑駕、分㆓司上都︀㆒、存畱住冬諸︀事、悉掌之」とあるは、漢︀地を幷せたる後の職掌をも兼ね擧げたるなり。）​マタ​​又​​「​アマネ​​普​​き​タミ​​民​​の​ワリツケ​​割附​​を​ワリツ​​割附​​けたる​コト​​事​​を​サイダン​​裁斷​​を​サイダン​​裁斷​​したる​コト​​事​​を​アヲ​​靑​​き​デブテル​​迭卜帖兒​​（靑册）に​カキモノ​​書物​​必赤克​に​カ​​書​​必赤​きて​キロク​​記錄​​迭卜帖兒列​して、​ウミノコ​​子孫​​の​ヤソツギツギ​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​の​ワレ​​我​​に​ハカ​​謀​​りて​アゲツラ​​論​​ひて、​アヲ​​靑​​き​カキモノ​​書物​​ ​シロ​​白​​き​カミ​​紙​​に​キロク​​記錄​​したるを​ナ​​勿​​ ​アラタ​​改​​めそ。​アラタ​​改​​むる​ヒト​​人​​は、​ツミ​​罪​​あるとなれ」と​ミコト​​勅​​ありき。





​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​の謙讓

​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​ ​イ​​言​​はく「​ワ​​我​​が​ゴト​​如​​き​スエ​​末​​の​オトヽ​​弟​​は、​イチヤウ​​一樣​​に​ヒトシナミ​​齊等​​に​ワケマヘ​​分前​​をいかんぞ​ト​​取​​らん。​オンシ​​恩賜​​せば、​ツチ​​土​​の​カキ​​牆​​ある​シロ​​城​​より​タマ​​賜​​はらん​コト​​事​​を​カガン​​合罕​​の​オンシ​​恩賜​​にて​シ​​知​​しめせ」と​マウ​​奏​​しけり。（土の牆ある城とは、乞塔惕 唐兀惕などの都︀邑を云ふ。羽︀柴秀吉の「海︀外にて領地を賜はれ」〈［＃「海︀外にて領地を賜はれ」は底本では「始めかぎ括弧」がない］〉と信長公に申したるに意 同じ。）この​コトバ​​言​​につき、「​オノ​​己​​が​ミ​​身​​を​ナンヂ​​汝​​は​シンシヤク​​斟酌​​せり（身の程を善く考へたり）。​ナンヂ​​汝​​ ​シ​​知​​れ（自ら取りて支配せよ）」と​ノリタマ​​宣​​へり。​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​は​オノレ​​己​​にかく​オンシ​​恩賜​​せしめ​ヲ​​了​​へて、​イ​​出​​でて​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ムカリ​​木合黎​​ ​ラ​​等​​の​クワンニン​​官人​​を​ヨ​​喚​​びて​イ​​入​​らしめけり。
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​モンリク​​蒙力克​​の​イサヲ​​功​​

　そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​ありて​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​〈［＃「蒙力克 額赤格」は底本では「蒙力克 額亦格」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉に​ノリタマ​​宣​​はく[228]「​ウマ​​生​​るゝと​トモ​​共​​に​ウマ​​生​​れたる、​タ​​長​​くると​トモ​​共​​に​タ​​長​​けたる、​サキ​​福︀​​ある​ヨゴト​​慶​​ある​ナンヂ​​汝​​、​ナンヂ​​汝​​の​イサヲタスケ​​功助​​は、​イク​​幾​​ばくもありしぞ。その​ウチ​​內​​ ​ワンカン エチゲ​​王罕 額赤格​​、​サングン アンダ​​桑昆 安荅​​ ​フタリ​​二人​​ ​ワレ​​我​​を​スカ​​賺​​して​ヨ​​喚​​びたる​トキ​​時​​、​ユ​​往​​く​アヒダ​​閒​​に​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​の​イヘ​​家​​に​ヤド​​宿​​りたれば、​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​、​ナンヂ​​汝​​ ​トヾ​​止​​めざりせば、​ウヅ​​渦​​忽亦侖​ある​ミヅ​​水​​の​ウチ​​裏​​に​クレナヰ​​紅​​忽剌侖​なる​ヒ​​火​​の​ウチ​​裏​​に​イ​​入​​れらるるなりしぞ。​カ​​彼​​の​イサヲ​​功​​を​ヨ​​善​​く​オモ​​想​​ひては、​ウミノコ​​子孫​​の​ヤソツギツギ​​子孫​​に​イタ​​至​​るまでいかんぞ​ワス​​忘​​られん。





人臣の極位

​カ​​彼​​の​イサヲ​​功​​を​オモ​​想​​ひて、​イマ​​今​​ ​クラヰ​​坐次​​は、この​スミ​​隅​​の​ネ​​根​​に​ス​​坐​​ゑて、​トシ​​年​​に​ツキ​​月​​に​ハカ​​議​​りて​キフヨ​​給與​​ ​シヤウシ​​賞賜​​を​ナンヂ​​汝​​に​アタ​​與​​へん。​カシヅ​​侍奉​​きて​ス​​過​​さん、​ウミノコ​​子孫​​の​ヤソツギツギ​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで」と​ミコト​​勅​​ありき。
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​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の​イサヲ​​功​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​チヒサ​​小​​き時に、​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​ ​ハチヒキ​​八匹​​を​ヌス​​盜​​まれて、​ミチ​​路​​に​ミ​​三​​たび​ヤド​​宿​​りて​オ​​追​​ひて​ユ​​行​​ける​トキ​​時​​に​ア​​遇​​ひ​ア​​合​​ひたるぞ。





少年の義俠

​ナンヂ​​汝​​そこに​イ​​言​​はく「​ナヤ​​艱​​みて​キ​​來​​つる​トモ​​伴​​に​トモ​​伴​​なはん」と​イ​​云​​ひ、​イヘ​​家​​に​チヽ​​父​​にも​ハナシ​​話​​なく、​メウマ​​騍馬​​の​チ​​乳​​を​シボ​​擠​​り​ヰ​​居​​たるに、その​オホカハヲケ​​大皮桶​​ ​カハマス​​皮斗​​に​ノ​​野​​にて​フタ​​蓋​​して、​ヲヌケ​​尾脫​​の​クリゲウマ​​栗毛馬​​を​ハナ​​放​​たしめて、​ワレ​​我​​を​セグロ​​脊黑​​の​アヲウマ​​靑馬​​に​ノ​​乘​​らしめて、​ナンヂ​​汝​​ ​ミヅカ​​自​​ら​ハヤ​​速​​き​ウスキイロ​​淡黃色​​の​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​りて、その​バグン​​馬羣​​をば​ヌシ​​主​​なく​ハナ​​放​​ちて、​イソ​​急​​ぎて​ノ​​野​​より​スナハ​​便​​ち​ワレ​​我​​と​トモ​​伴​​なひて、​マタ​​又​​ ​ミ​​三​​たび​ヤド​​宿​​り​オ​​追​​ひて、​アシゲ​​葦毛​​の​センバ​​騸馬​​どもを​ヌス​​盜​​みたる​ダン​​團​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​れば、​ダン​​團​​の​ホトリ​​邊​​に​タ​​立​​てるを​ウバ​​奪​​ひて​オ​​追​​ひて​ニ​​逃​​げて​モ​​將​​ち​キ​​來​​し[229]ぞ、​ワレラ​​我等​​ ​フタリ​​二人​​。​ナンヂ​​汝​​の​チヽ​​父​​ ​ナク バヤン​​納忽 伯顏​​は[​トミビト​​富人​​にて]ありき。（明譯に「你父 納忽 伯顏 有㆓家財㆒」とあるを見れば、原文「ありき」の上に脫文あるならん）​ナンヂ​​汝​​は、​カレ​​彼​​の​ヒトリゴ​​獨子​​、​ナニ​​何​​を​シ​​知​​りてか​ワレ​​我​​に​トモ​​伴​​なひたりし。（明譯​ナンヂノチヽ​​你父​​ ​ナク バヤン​​納忽 伯顏​​ ​アリ​​有​​㆓​カザイ​​家財​​㆒、​タヾ​​只​​ ​ナンヂ​​你​​ ​イツシナルニ​​一子​​、​タメニ​​爲​​㆑​ナニノ​​甚​​​アヘン​​肯​​㆑​シメ​​敎​​㆓​ト​​與​​㆑​ワレ​​我​​作㆒㆑​トモト​​伴​​とあるは、原文の意とやゝ異なり。）​コヽロ​​心​​の​スグ​​傑​​れたるにより​トモ​​伴​​なひたるぞ、​ナンヂ​​汝​​。（閻復の撰れる廣平王 玉昔 帖木兒の碑に「祖︀ 博爾朮、諡㆓武忠㆒。武忠志意沈雄、善戰知㆑兵。太祖︀聖武皇帝在㆑潛、義均㆓同氣㆒。初 要兒斤 部卒、盜㆓吾牧馬㆒。武忠共往追㆑之、時年十三、知㆓其眾寡不㆒㆑敵、乃爲出㆑奇、從㆑旁夾㆓擊之㆒。寇拾㆓所掠㆒而去」とあるは、卽ちこの事にして、元史 博爾朮の傳は、この碑に據れり。要兒斤は、祕史の禹兒乞また主兒勤なり）その​ノチ​​後​​ ​オモ​​想​​ひて​ユ​​行​​きて、​ワレ​​我​​は​ベルグタイ​​別勒古台​​を​ヤ​​遣​​りて、​トモ​​伴​​とならんと​イ​​云​​へば、​ナンヂ​​汝​​は​キヨウセキ​​拱脊​​の​クリゲウマ​​栗毛馬​​に​ノ​​乘​​りて、​アヲ​​靑​​き​ケゴロモ​​毛衣​​を​ウマ​​馬​​に​ツ​​駄​​けて、​トモ​​伴​​となりに​キ​​來​​つれば、​ミ​​三​​つの​メルキト​​篾兒乞惕​​、​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​て、​ブルカン​​不兒罕​​を​ミ​​三​​たび​メグ​​繞​​らしめたる​トキ​​時​​、​トモ​​共​​に​メグ​​繞​​りたるぞ、​ナンヂ​​汝​​。





氈裘の雨覆ひ

​マタ​​又​​ その​ノチ​​後​​ ​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​に​ダラン ネムルゲス​​荅闌 捏木兒格思​​にて​タイカウ​​對抗​​して​ヤド​​宿​​りたれば、​アメ​​雨​​は​ヒルヨル​​晝夜​​ ​タ​​斷​​えず​ナガメ​​霖​​ ​フ​​降​​りたる​トキ​​時​​、​ヨル​​夜​​ ​ワレ​​我​​を​ネム​​睡​​らせんとて、​マウセン​​毛氈​​の​ウハギ​​表衣​​を​オホ​​覆​​ひたるにより、​ワ​​我​​が​ウヘ​​上​​に​アメ​​雨​​を​モ​​漏​​らさず、​ヨ​​夜​​ ​ツ​​盡​​くるまで​タ​​立​​ちて、​カタカタ​​片方​​の​アシ​​足​​を​タヾ​​只​​ ​ヒトタビ​​一度​​ ​カ​​換​​へたりき、​ナンヂ​​汝​​。​ナンヂ​​汝​​の​スグ​​傑​​れたる​シルシ​​效​​なりしぞ。（元史 博爾朮の傳に「嘗潰㆓圍於 怯列㆒、太祖︀失㆑馬。博爾朮 累騎而馳、頓㆓止中野㆒。會天雨㆑雪、失㆓牙帳所㆒㆑在、臥㆓草澤中㆒。與㆓木華黎㆒、張㆓氈裘㆒以蔽㆑帝、通夕植立、足蹟不㆑移。及㆑旦、雪深數尺、遂免㆓於難︀㆒」とあるは、閻復の廣平王の碑に據れるなり。潰㆓圍於 怯列㆒とは、合剌合勒只惕の戰を云へるにて、累騎の事は、斡闊台と孛囉忽勒との事を誤り傳へたるなり。氈裘の覆ひの事も、塔塔兒との戰を客咧亦惕とし、雨を雪とし、孛斡兒出 一人を木合黎と二人としたるは、皆 傳聞の異辭なり。）それより​ホカ​​外​​は、いかで​ナンヂ​​汝​​の​スグ​​傑​​れたることを​イ​​言​​ひて​ツク​​盡​​さん。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ムカリ​​木合黎​​ ​フタリ​​二人​​は、​ワ​​我​​が​ヨ​​善​​き​コト​​事​​を[230]ば​ユ​​行​​くまで​ヒ​​拽​​きて、​ワ​​我​​が​ヨ​​善​​からぬ​コト​​事​​は​タ​​立​​つまで​トヾ​​止​​めて、この​クラヰ​​位​​に​イタ​​到​​らせたり。





右手の萬戶

​イマ​​今​​ ​モロ〳〵​​眾​​の​ウヘ​​上​​に​クラヰ​​坐​​に​ヰ​​坐​​て、​コヽノタビ​​九度​​の​ツミ​​罪​​に​ナ​​勿​​ ​ツミ​​罪​​なひそ。​ボオルチユ​​孛斡兒出​​は、​ミギ​​右​​の​テ​​手​​の​アルタイ ザン​​阿勒台 山​​に ​ヨ​​凭​​れる​バンコ​​萬戶​​を​シ​​知​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（蒙語​メデ​​篾迭​​は、本の義は知るにて、管する意にも用ひ、我が古言のしるに同じ。古の知太政官事 今の府縣 知事などの知も、同じ意なり。管する意に用ひたる篾迭を知ると譯したるは、皆 古言のしるなり。）
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​ムカリ​​木合黎​​の​ミツゲ​​神︀吿​​

　​マタ​​又​​ ​ムカリ​​木合黎​​に​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​ワレラ​​我等​​、​ゴルゴナク ヂユブル​​豁兒豁納黑 主不兒​​なる​クトラ カン​​忽禿剌 罕​​[を​イタヾ​​戴​​ける​ブシウ​​部眾​​]の​オド​​踊​​りける​シゲ​​繁​​れる​キ​​樹​​[の​シタ​​下​​]に​ゲバ​​下馬​​したれば、​ムカリ​​木合黎​​に​アマツカミ​​皇天​​の​ミツゲ​​神︀吿​​を​ツ​​吿​​げ​タマ​​給​​へる​コトバ​​言​​ ​アキラカ​​明​​なる​ユヱ​​故​​に、​ワレ​​我​​そこに​グウンゴア​​古溫豁阿​​（卷四なる古溫兀阿）を​オモ​​想​​ひて、​ムカリ​​木合黎​​に​コトバ​​言​​を​ヲ​​了​​へたりき。（約束を定めたりき。この事は、前に見えず。豁兒豁納黑の下馬は、札木合と同居せる時なり。この言に依れば、木合黎 等は、その頃 已に太祖︀と內約ありて、その後 主兒勤の亡びたる時、先約に從ひ服屬したるなり。）それに​ヨ​​依​​り​クラヰ​​坐​​に​ノボ​​上​​りて​スワ​​坐​​りて、​ムカリ​​木合黎​​の​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで​オホクノタミ​​眾民​​の​コクワウ​​國王​​となれ」とて​コクワウ​​國王​​の​ナ​​號​​を​タマ​​賜​​ひたり。





左手の萬戶

「​ムカリ コクワウ​​木合黎 國王​​は、​ヒダリ​​左​​の​テ​​手​​の​カラウン ヂドン​​合喇溫 只敦​​に​ヨ​​凭​​れる​バンコ​​萬戶​​を​シ​​知​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（合喇溫 只敦の所在 確ならず。王罕の少き時 叔父に遂はれて逃げ込みたる合喇溫の隘は、薛涼格 河の邊にありて、これと異なり。巴勒主納の水飮の時、太祖︀を尋ねて合喇溫 只敦の嶺どもを合撒兒の辿りたるは、この山なるべし。興安 嶺の山脈の內なる一峯の名なるべしとは誰も考ふることなれども、孛斡兒出の阿勒台 山と對して擧げられたるを見れば、興安 嶺の一峯の名には非ずして、興安 嶺 全體を呼べる舊き名なるべし。閻復の廣平王の碑に「國初、官制簡古、置㆓左右萬夫長㆒、位㆓諸︀將之上首㆒、以㆓武忠㆒居㆑右、東平忠武王居㆑左、翊㆓衞辰極㆒、猶㆓車之有㆑軸、身之有㆒㆑臂、電掃㆓荒屯㆒、鼇奠㆓九土㆒、拄㆑天之力競矣」と云へり。武忠は孛斡兒出、忠武は木合黎なり。）












§207(08:40:08)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ゴルチ​​豁兒赤​​の​シンゲン​​讖言​​

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​ゴルチ​​豁兒赤​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​シンゲン​​讖言​​して（明譯​ナンヂカツテ​​你曾​​​イヒ​​說​​㆓​センテウ​​先兆​​​ノ​​的​​​コトバヲ​​言語​​㆒）、​ワ​​我​​が​トシ​​年​​ ​ワカ​​少​​くあるより​イマ​​今​​まで​ヒサ​​久​​しく​ヌ​​濡​​るゝに[231]​ヌ​​濡​​れ​ア​​合​​ひ、​サム​​寒​​きに​コヾ​​寒​​え​ア​​合​​ひて、​フク​​福︀​​の​カミ​​神︀​​となりて​ユ​​行​​きたるぞ、​ナンヂ​​汝​​。





三十妻の舊約

​ゴルチ​​豁兒赤​​は、かの​トキ​​時​​に​イ​​言​​はく「​シンゲン​​讖言​​ ​マコト​​實​​とならば、​アマツカミ​​上帝​​に​ミコヽロ​​心​​に​カナ​​適​​はれば、​ワレ​​我​​に​サンジフニン​​三十人​​の​ツマ​​妻​​ ​ア​​有​​らせよ」と​イ​​云​​ひき、​ナンヂ​​汝​​。​イマ​​今​​ ​マコト​​實​​なる（讖言 實となりたる）​ユヱ​​故​​に、​オンシ​​恩賜​​して、これらの​クダ​​降​​れる​タミ​​民​​の​ヨ​​好​​き​ヲミナ​​婦人​​を​ヨ​​好​​き​ヲトメ​​處女​​を​ミ​​見​​て、​サンジフニン​​三十人​​の​ツマ​​妻​​を​エラ​​選​​びて​ト​​取​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。​マタ​​又​​ ​ゴルチ​​豁兒赤​​に「​サンゼン​​三千​​の​バアリン​​巴阿𡂰​​の​ウヘ​​上​​に、​タガイ​​塔該​​（卽ち速勒都︀思の塔孩）、​アシク​​阿失黑​​（卽ち阿失黑 古咧堅）​フタリ​​二人​​と​トモ​​共​​に、​アダルギン​​阿荅兒斤​​の​チノス​​赤那思​​、（阿荅兒斤は、篾年 土敦の第五子なる合赤溫の子 阿荅兒歹より出でたり。赤那思は、喇失惕 額丁に據れば、察喇孩 領忽の子なる堅都︀ 赤那 兀嚕客眞 赤那の裔なり。赤那思 氏 分散して阿荅兒斤に屬し居たる故に、阿荅兒斤の赤那思と云へるなり。）​トオレス​​脫斡列思​​、​テリヤングト​​帖良古惕​​（脫斡列思は、卷十に脫額列思、蒙古 集史に禿剌思とあり。帖良古惕は、卷十に田列克、親征錄に帖良兀、集史に帖連郭惕とあり。共に謙河の源に居たる林の民）を​アハ​​合​​せ​マン​​萬​​となして、​ゴルチ​​豁兒赤​​ ​シ​​知​​りて、





林民の萬戶

​エルチシ ガハ​​額兒的失 河​​に​ソ​​傍​​へる​ハヤシ​​林​​の​タミ​​民​​に​イタ​​至​​るまで​イヘヰ​​營盤​​を​ジザイ​​自在​​に​イヘヰ​​營盤​​して、​ハヤシ​​林​​の​タミ​​民​​を​シヅマ​​鎭​​むべく、​ゴルチ​​豁兒赤​​ ​バンコ​​萬戶​​を​シ​​知​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。「​ゴルチ​​豁兒赤​​に​サウダン​​相談​​ ​ナ​​無​​くては、​ハヤシ​​林​​の​タミ​​民​​は、とにかくに​ナ​​勿​​ ​ユ​​行​​ひそ。​サウダン​​相談​​なくて​オコハ​​行​​ふものをば、​ナン​​何​​ぞ​タメラ​​猶豫​​はん」と​ミコト​​勅​​ありき。












§208(08:43:01)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​の​カラカルヂト​​合剌合勒只惕​​の戰功

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​キンエウ​​緊要​​なる​ナンヂ​​汝​​の​イサヲ​​功​​は、​ケレイト​​客咧亦惕​​と​カラカルヂト​​合剌合勒只惕​​の​サバク​​沙漠​​に​タヽカ​​戰​​ふ​トキ​​時​​、​ウレ​​愁​​へて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​クイルダル アンダ​​忽亦兒荅兒 安荅​​は、​クチ​​口​​を​ヒラ​​開​​きたるぞ。​カレ​​彼​​の​ジウジ​​從事​​を、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​ ​ナンヂ​​汝​​は、​ジウジ​​從事​​したるぞ。​ジウジ​​從事​​する​トキ​​時​​、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​ ​ナンヂ​​汝​​は、​トツシン​​突︀進​​して​ヂルギン​​只兒斤​​を、​トベゲン​​禿別干​​を、​ドンガイト​​董合亦惕​​を、​クリ シレムン​​忽哩 失列門​​[232]（卷六の豁哩 失列門）を、​セン​​千​​の​ジヱイ​​侍衞​​を、​キンエウ​​緊要​​なる​イクサ​​軍​​を、​スベ​​都︀​​てを​ヤブ​​敗​​りて、​タイチウグン​​大中軍​​に​イタ​​到​​りて、​サングン​​桑昆​​の​アカ​​紅​​き​ホヽ​​腮​​を​ウチユマ​​兀出馬​​（箭の名）にて​イ​​射​​たる​ユヱ​​故​​に、​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​に​ミカド​​門​​の​タヅナ​​手綱​​を​ヒキア​​引開​​けられたるぞ。​サングン​​桑昆​​に​キズツ​​傷​​けずあらば、いかにかもなりけん、​ワレラ​​我等​​。​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​の​キンエウ​​緊要​​なる​オホ​​大​​き​イサヲ​​功​​にそれは​ナ​​做​​りたるぞ。かくて​ハナ​​離​​れて​カルカ ガハ​​合勒合 河​​に​シタガ​​沿​​ひ​タ​​起​​つ​トキ​​時​​、





高山の​シヤゴ​​遮護​​

​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​を​タカ​​高​​き​ヤマ​​山​​の​シヤゴ​​遮護​​の​ゴト​​如​​く​オモ​​思​​ひて​ユ​​行​​きたりき、​ワレ​​我​​。かく​サ​​去​​りて、​バルヂユナ​​巴勒主納​​の​ミヅウミ​​湖​​に​ミヅノ​​水飮​​みに​イタ​​到​​りたるぞ。さて​バルヂユナ​​巴勒主納​​の​ミヅウミ​​湖​​より​シユツバ​​出馬​​する​トキ​​時​​、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​を​センポウ​​先鋒​​として、​ケレイト​​客咧亦惕​​に​シユツセイ​​出征​​して、​アマツカミ​​皇天​​ ​クニツカミ​​后土​​に​チカラ​​力​​を​ソ​​添​​へられて、​ケレイト​​客咧亦惕​​の​タミ​​民​​を​キハ​​窮​​めて​トラ​​虜︀​​へたり。​キンエウ​​緊要​​なる​クニ​​國​​を​ホロボ​​滅​​されて、​ナイマン​​乃蠻​​、​メルキト​​篾兒乞惕​​は、​カホイロ​​顏色​​を​クジ​​挫​​きて、​タ​​立​​ち​ア​​合​​ひ（對陣し）かねて​チ​​散​​らされたるぞ。​メルキト​​篾兒乞惕​​、​ナイマン​​乃蠻​​を​チ​​散​​らしたる​タヽカヒ​​戰​​の​ウチ​​內​​に、​ケレイト​​客咧亦惕​​の​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​は、​フタリ​​二女​​の​ムスメ​​女​​の​チナミ​​緣​​に​ヨ​​依​​り、​オノレ​​己​​の​シタガ​​從​​ふる​ブシウ​​部眾​​にて​マトマリテ​​圓全​​ ​ス​​住​​みたりしぞ。





第二次の戰功

​フタ​​二​​たび​テキ​​敵​​になり​ハナ​​離​​れたるを、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​ ​イザナ​​誘​​ひて、​ハカリゴト​​計略​​にて​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​を​ハナ​​離​​れ​ヲ​​畢​​へたるを​テ​​手​​に​カ​​掛​​けて​トラ​​拿​​へて​コト​​事​​ ​ヲ​​了​​へたりしぞ。かくて​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​の​ブシウ​​部眾​​を​フタ​​二​​たび​ホロボ​​滅​​し​トラ​​虜︀​​へたり。​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​の​ダイニジ​​第二次​​なるその​イサヲ​​功​​は、かくありしぞ」[と​ノリタマ​​宣​​ひき。]





​イバカ ベキ​​亦巴合 別乞​​を賜ふ時の勅諭

​コロ​​殺︀​​阿剌勒都︀​し​ア​​合​​ふ​ヒ​​日​​に​イノチ​​命​​阿米顏​を​イダ​​出​​したる​ユヱ​​故​​に、​シ​​死​​兀忽勒都︀​に​ア​​合​​ふ​ヒ​​日​​に、​アウセン​​鏖戰​​斡魯木列​したる​ユヱ​​故​​に、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​イバカ ベキ​​亦巴合 別乞​​（札合敢不の長女。元史 朮赤台 の傳[233]​ヒンギヨ ムバハ ベキ​​嬪御 木八哈 別吉​​。木は、亦の誤りなり。喇失惕​アブハ カトン​​阿卜哈 合屯​​）を​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​に​オンシ​​恩賜​​して​アタ​​與​​ふる​トキ​​時​​、​イバカ​​亦巴合​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​ナンヂ​​汝​​を​イト​​厭​​兀里格​ひ​ナンヂ​​汝​​の​キヨウクワイ​​胷懷​​なく​ミ​​見​​兀者︀思古良​〈［＃「良」は底本では「※［＃「一／艮」］」だが［デザイン差　良］であり「元朝秘史」§208(08:46:02)の漢︀字音訳も通常の「良」］〉え​カタチ​​容​​ ​ア​​惡​​しと​イ​​云​​はざりしぞ、​ワレ​​我​​。​フトコロ​​懷​​に​アシ​​脚​​に​イ​​入​​りたる、​ツラ​​列​​に​ツラナ​​列​​りて​ヰ​​坐​​たる​ナンヂ​​汝​​を​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​に​オンシ​​恩賜​​するは、​オホイ​​大​​なる​ダウリ​​道理​​を​オモ​​思​​ひて、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​の​タヽカ​​戰​​合惕忽勒都︀​ふ​ヒ​​日​​に​タテ​​楯​​合勒合​となりたる、​テキ​​敵​​荅亦孫​なる​ヒト​​人​​に​フセ​​防​​塔勒塔​ぎとなりたる、​ハナ​​離​​合合察​れたる​ブシウ​​部眾​​を​アツ​​聚​​含禿惕合​めたる、​チ​​散​​不塔剌​りたる​ブシウ​​部眾​​を​マト​​纏​​不古惕格勒都︀​め​ア​​合​​ひたる​カレ​​彼​​の​イサヲ​​功​​を​カンガ​​考​​へて、​ナンヂ​​汝​​を​アタ​​與​​へたり。​ユクスヱ​​久後​​ ​ワ​​我​​が​シソン​​子孫​​は、​ワレラ​​我等​​の​クラヰ​​位​​に​ヰ​​坐​​て、かくの​ゴト​​如​​き​イサヲ​​功​​をなせる​ダウリ​​道理​​を​オモ​​想​​ひて、​ワ​​我​​が​コトバ​​言​​に​タガ​​違​​ひなさず、​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで、​イバカ​​亦巴合​​の​クラヰ​​位​​を​ナ​​勿​​ ​タ​​斷​​ちそ」と​ミコト​​勅​​ありき。​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​イバカ​​亦巴合​​に​ノリタマ​​宣​​はく





​カタミ​​遺念​​の​ヨウシン​​媵臣​​

「​ヂヤカガンブ​​札合敢不​​なる​ナンヂ​​汝​​の​チヽ​​父​​は、​ナンヂ​​汝​​に​ニヒヤクニン​​二百人​​の​ヨウシン​​媵臣​​を、（蒙語​インヂエス​​引者︀思​​、婦人の嫁ぎに隨ひ往きて仕ふる從者︀、男をも女をも云ふ。）​ナンヂ​​汝​​に​アシク テムル​​阿失黑 帖木兒​​ ​カシハデ​​厨子​​、​アルチク​​阿勒赤黑​​ ​カシハデ​​厨子​​ ​フタリ​​二人​​を​アタ​​與​​へてありき。​イマ​​今​​ ​ウルウト​​兀嚕兀惕​​の​タミ​​民​​に​ナンヂ​​汝​​ ​ユ​​往​​くには、​カタミ​​遺念​​として​ワレ​​我​​にその​ヨウシン​​媵臣​​より​アシク テムル​​阿失黑 帖木兒​​ ​カシハデ​​厨子​​を​イツピヤクニン​​一百人​​を​アタ​​與​​へて​ユ​​往​​り」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ト​​取​​れり。​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​イバカ​​亦巴合​​を​ナンヂ​​汝​​に​アタ​​與​​へたり。





四千の​ウルウト​​兀嚕兀惕​​の長

​シセン​​四千​​の​ウルウト​​兀嚕兀惕​​を​ナンヂ​​汝​​ ​シ​​知​​りて​ヲ​​居​​らずや」とて​オンシ​​恩賜​​して​ミコト​​勅​​ありき。（元史 朮赤台の傳に「朮赤台、始從征㆓怯列亦㆒、自㆓罕哈㆒啓㆑行、歷㆓班眞 海︀子㆒、間關萬里、每㆑遇㆓戰陣㆒、必爲㆓先鋒㆒。帝嘗諭㆑之曰「朕之望㆑汝、如㆓高山前日影㆒也。」賜㆓嬪御 木八哈 別吉 引者︀思 百㆒、俾㆑統㆓兀魯兀 四千人㆒、世世無㆑替」と云へるは、こゝの文の意を約めたるなり。高山前日影は、高き山の遮護の誤り、引者︀思は、媵臣の蒙語を正しく音譯せり。）








成吉思 汗 實錄 卷の八 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の八
巻の十 →
成吉思汗実録 
巻の九
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​ク​​九​​。
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​クビライ​​忽必來​​の力

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​クビライ​​忽必來​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​チカラ​​力​​古出​ある​ウナジ​​項​​古主溫​、​リキシ​​力士​​孛可​の​シリ​​臀​​孛克薛​を​オシツ​​壓​​けてくれたるぞ、​ナンヂ​​汝​​。​コレラ​​此等​​ ​クビライ​​忽必來​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​、​ヂエベ​​者︀別​​、​スベゲタイ​​速別格台​​（卽ち速別額台）、





四狗

​ナンヂラ​​汝等​​ ​ヨタリ​​四人​​の​イヌ​​狗​​を、​オモ​​思​​ふ​トコロ​​處​​に​ムカ​​向​​けて​ヤ​​遣​​れば、​イタ​​到​​古兒​れと​イ​​云​​ふ​トコロ​​處​​に​イハ​​岩​​古嚕​を​クダ​​碎​​坎客侖​き、​ヒ​​引​​合勒​けと​イ​​云​​ふ​トコロ​​處​​に​ガケ​​崖​​合荅​を​ヤブ​​破​​合合侖​り、​ヒカ​​光​​超堅​る​イシ​​石​​を​クダ​​碎​​超侖​き、​フカ​​深​​扯額勒​き​ミヅ​​水​​を​タチキ​​斷切​​你禿侖​りたりしぞ、​ナンヂラ​​汝等​​。​クビライ​​忽必來​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​、​ヂエベ​​者︀別​​、​スベエタイ​​速別額台​​、​ナンヂラ​​汝等​​ ​ヨタリ​​四人​​の​イヌ​​狗​​を​サ​​指​​したる​トコロ​​地​​に​ヤ​​遣​​りて、





四駿

​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ムカリ​​木合黎​​、​ボロクル​​孛囉忽勒​​、​チラウン バアトル​​赤剌溫 巴阿禿兒​​、これら​ヨタリ​​四人​​の​シユンバ​​駿馬​​（蒙語​ドルベン クルウト​​朶兒邊 曲魯兀惕​​）を​カタハラ​​側​​に​オ​​置​​けば、（元史 木華黎の傳に「與㆓博爾朮 博爾忽 赤老溫㆒事㆓太祖︀㆒、俱以㆓忠勇㆒稱、號㆓掇里班 曲律㆒、猶㆔華言㆓四傑㆒也」と云ひ、兵志にも同じき文あり。）​タヽカ​​戰​​ふ​ヒ​​日​​となれば、​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​、[235]





二先鋒

​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​ ​フタリ​​二人​​を、​ウルウト​​兀嚕兀惕​​、​モンクト​​忙忽惕​​を​ヒキ​​率​​ゐて​マヘ​​前​​に​タ​​立​​たしむれば、​スベ​​都︀​​て​コヽロ​​心​​ ​ヤス​​安​​くありき、​ワレ​​我​​」と​ノリタマ​​宣​​へり。（元史 木華黎の傳に、木華黎 薨じて子 孛魯 嗣ぎたる後





十功臣

「丙戌(太祖︀ 二十一年)夏、詔封㆓功臣戶口㆒爲㆓食邑㆒曰㆓十投下㆒、孛魯 居㆓其首㆒」と云ひ、畏荅兒 博羅歡の傳にも十功臣の目 見えたるは、この十人を云へるなるべし。）「​ナンヂ​​汝​​ ​クビライ​​忽必來​​は、​イクサ​​軍​​の​ジム​​事務​​ ​スベ​​都︀​​てに​タ​​長​​として​ヲ​​居​​らずや」とて​オンシ​​恩賜​​して​ミコト​​勅​​ありき。





注意せらるる​ベドウン​​別都︀溫​​

​マタ​​又​​「​ベドウン​​別都︀溫​​の​ネヂ​​拗​​けたる​ユヱ​​故​​に、​ワレ​​我​​ ​アヤシ​​怪​​みて​ユ​​行​​きて、​センコ​​千戶​​を​アタ​​與​​へざりき。​ナンヂ​​汝​​は​カレ​​彼​​に​ヨ​​好​​くあるぞ。​ナンヂ​​汝​​と​トモ​​共​​に​センコ​​千戶​​となりて​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて​ユ​​行​​かれん」と​ノリタマ​​宣​​へり。​マタ​​又​​「この​ノチ​​後​​ ​ベドウン​​別都︀溫​​に​キヲツ​​注意​​くるぞ、​ワレラ​​我等​​」と​ノリタマ​​宣​​へり（別都︀溫は、卽ち卷三の抹赤 別都︀溫なり。抹赤は木匠にして、名は別都︀溫なり。）
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​クナン​​忽難︀​​の忠勤

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ゲニゲス​​格你格思​​の​クナン​​忽難︀​​に[つきて]​ノリタマ​​宣​​はく「​ナンヂラ​​汝等​​、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ムカリ​​木合黎​​が​カシラ​​頭​​たる​クワンニン​​官人​​どもに、​ドダイ​​朶歹​​、​ドゴルク​​朶豁勒忽​​ ​ラ​​等​​の​チエルビン​​扯兒賓︀​​に。この​クナン​​忽難︀​​、​クロ​​黑​​合喇​き​ヨル​​夜​​は​ヲ オホカミ​​雄狼​​堅都︀赤那​、​アカル​​明​​格格延​き​ヒル​​晝​​は​クロ​​黑​​合喇​き​ヤマガラス​​老鴉​​客哩額​となりて、​タ​​起​​くる​トキ​​時​​は​ヤス​​休​​まざりし、​ヤス​​休​​む​トキ​​時​​は​オ​​起​​きざりし、​ワロ​​歹​​孛速古溫​き​ヒト​​人​​と​トモ​​共​​に​アシ​​非​​不失​き​カホ​​面​​して​ヲ​​居​​らざりし、​アタ​​讎​​斡失禿古溫​ある​ヒト​​人​​と​トモ​​共​​に​コト​​別​​斡額列​なる​カホ​​面​​して​ヲ​​居​​らざりし、





謀臣 ​クナン​​忽難︀​​ ​ココシユス​​闊闊搠思​​

​クナン​​忽難︀​​、​ココシユス​​闊闊搠思​​ ​フタリ​​二人​​に​サウダン​​相談​​ ​ナ​​無​​くて​ナ​​勿​​ ​コト​​事​​を​ナ​​做​​しそ。​クナン​​忽難︀​​、​ココシユス​​闊闊搠思​​ ​フタリ​​二人​​に​サウダン​​相談​​して​コト​​事​​を​ナ​​做​​せ」と​ミコト​​勅​​ありき。「​ワ​​我​​が​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​にて​ヂユチ​​拙赤​​はあるぞ。





​ヂユチ​​拙赤​​の傅となる​クナン​​忽難︀​​

​クナン​​忽難︀​​は、​ゲニゲス​​格你格思​​に​カシラ​​頭​​として、​ヂユチ​​拙赤​​の​シタ​​下​​に​バンコ​​萬戶​​の​クワンニン​​官人​​となれ」と​ミコト​​勅​​ありき。（元史 世系表に「太祖︀ 皇帝 六子、長 朮赤 太子」とあり。元史の本傳は甚だ疏略なるが、洪鈞の元史 譯文 證補に補傳あり、詳備せる佳作なり。明譯には、次の忽難︀の上に​マタ​​又​​ ​イハク​​說​​の二字あり。）





忠直なる四臣

​クナン​​忽難︀​​、​ココシユス​​闊闊搠思​​、[236]​デガイ​​迭該​​、​ウスン エブゲン​​兀孫 額不干​​（卽ち巴阿𡂰の豁兒赤 兀孫 翁）、この​ヨタリ​​四人​​は、​ミ​​見​​たる​コト​​事​​を​イ​​諱​​まず、​キ​​聞​​きたる​コト​​事​​を​カク​​匿​​さざりき。[​シカジカ​​云云​​にて]これら​ヨタリ​​四人​​はありしぞ。（これら四人の上に脫文あり。明譯には​タヾカツテ​​但曾​​​キヽミタルコトヲ​​聞見的事​​、​ズ​​不​​㆓​カツテカクシイマ​​曾隱諱​​㆒、​スナハチキテ​​便來​​​ムカヒ​​對​​㆑​ワレニ​​我​​​イヒタリ​​說了​​とあり。この一節︀は、明譯に「又說」とある如く、太祖︀の勅語なるべし。）
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をさななじみの​ヂエルメ​​者︀勒篾​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​ヂヤルチウダイ​​札兒赤兀歹​​ ​オキナ​​翁​​は、​フイゴ​​風匣​​を​オ​​負​​ひて、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​は​エウシヤ​​搖車​​の​ウチ​​內​​より[​ア​​擧​​げられて]、​ブルカン カルドン​​不兒罕 合勒敦​​より​クダ​​下​​りて​ク​​來​​る​トキ​​時​​、​オナン​​斡難︀​​[の​カハベ​​河邊​​]の​デリウン ボルダク​​迭里溫 孛勒荅黑​​に[​ワ​​我​​が​ハヽ​​母​​]​ワレ​​我​​を​ウ​​生​​みたる​トキ​​時​​、​テウソ​​貂鼠​​の​ムツキ​​襁褓​​を​アタ​​與​​へてありき。かくて​トモ​​伴​​となりたるに​ヨ​​依​​り、​シキミ​​閾​​孛莎合​の​ヤツコ​​奴​​孛斡勒​、​カト​​門​​額兀點​の​キンジユ​​近習​​奄出​となりたるぞ。​ヂエルメ​​者︀勒篾​​の​イサヲ​​功​​は​オホ​​多​​くあるぞ。​ウマ​​生​​るゝと​トモ​​共​​に​ウマ​​生​​れたる、​タ​​長​​くると​トモ​​共​​に​タ​​長​​けたる、​テウソ​​貂鼠​​の​ムツキ​​襁褓​​なる​コンゲン​​根源​​ある、​サイハヒ​​福︀​​ある​ヨロコビ​​慶​​ある​ヂエルメ​​者︀勒篾​​、​コヽノタビ​​九次​​の​ツミ​​罪​​を​オカ​​犯​​すとも​ケイ​​刑​​に​ナ​​勿​​ ​イ​​入​​れそ」と​ミコト​​勅​​ありき。
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父と別に千戶となれる​トルン チエルビ​​脫侖 扯兒必​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​トルン​​脫侖​​（卷八なる脫欒）に​ノリタマ​​宣​​はく「​チヽ​​父​​と​コ​​子​​と​コト​​別​​に​センコ​​千戶​​をいかでか​シ​​知​​りたりし、​ナンヂ​​汝​​。​クニタミ​​國民​​を​アツ​​聚​​め​ア​​合​​ふ​チヽ​​父​​に​カタカタ​​片方​​の​ツバサ​​翅​​となり、​ヒ​​拽​​き​ア​​合​​ひて​クニタミ​​國民​​を​アツ​​聚​​め​ア​​合​​ひたる​ユヱ​​故​​に、​チエルビ​​扯兒必​​の​ナ​​號​​を​アタ​​與​​へたるぞ。​イマ​​今​​ ​オノレ​​己​​の​エ​​得​​たる​オ​​置​​きたる[​タミ​​民​​]に​ヨ​​依​​り​オノレ​​己​​ ​センコ​​千戶​​となりて、​トルカン​​禿嚕罕​​に​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて​ヲ​​居​​らずや、​ナンヂ​​汝​​」と​ミコト​​勅​​ありき。（禿嚕罕の名は、前後に見えず。脫侖に兄弟 多ければ、その兄弟の一人なるべし。）
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​カンナン​​艱難︀​​を共にせる​オングル​​汪古兒​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​オングル​​汪古兒​​ ​カシハデ​​厨官​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​ミタリ​​三人​​の[237]​トクラウト​​脫忽喇兀惕​​（脫忽喇溫の複稱）、​イツタリ​​五人​​の​タルクト​​塔兒忽惕​​、​モンゲト キヤン​​蒙格禿 乞顏​​の​コ​​子​​ ​ナンヂ​​汝​​ ​オングル​​汪古兒​​、​シヤンシウト​​敞失兀惕​​ ​バトウト​​巴牙兀惕​​を​ヒキ​​率​​ゐ、​ナンヂラ​​汝等​​ ​ワレ​​我​​に​ヒト​​一​​つの​ダン​​團​​となりて、​ナンヂ​​汝​​ ​オングル​​汪古兒​​は、​キリ​​霧​​不丹​の​ウチ​​裏​​に​マヨ​​迷​​はざりしぞ、​ナンヂ​​汝​​。​ミダレ​​亂​​不勒合​の​ウチ​​裏​​に​ハナ​​離​​れざりしぞ、​ナンヂ​​汝​​。​ヌ​​濡​​るゝに​ヌ​​濡​​れ​ア​​合​​ひて、​サム​​寒​​きに​コヾ​​寒​​え​ア​​合​​ひて​ユ​​行​​きたりしぞ、​ナンヂ​​汝​​。​イマ​​今​​いかなる​オンシヤウ​​恩賞​​をか​モト​​要​​むる、​ナンヂ​​汝​​」と​ノリタマ​​宣​​へば、​オングル​​汪古兒​​ ​マウ​​申​​さく





​オングル​​汪古兒​​に屬する​バヤウト​​巴牙兀惕​​ 部

「​オンシヤウ​​恩賞​​を​エラ​​擇​​ばしめば、​ワ​​我​​が​バヤウト​​巴牙兀惕​​の​アニオトヽ​​兄弟​​は、​ブラク​​部落​​ ​ブラク​​部落​​ごとに​チ​​散​​りたり。​オンシ​​恩賜​​せば、​バヤウト​​巴牙兀惕​​の​アニオトヽ​​兄弟​​を​アツマ​​聚​​らしめん」と​マウ​​申​​せば、「​シカ​​然​​り。かく​バヤウト​​巴牙兀惕​​の​アニオトヽ​​兄弟​​を​アツ​​聚​​めて、​ナンヂ​​汝​​ ​センコ​​千戶​​を​シ​​知​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。





​オングル​​汪古兒​​ ​ボロウル​​孛囉兀勒​​ 食物の給散

​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​オングル​​汪古兒​​、​ボロウル​​孛囉兀勒​​ ​フタリ​​二人​​は、​ミギヒダリ​​右左​​の​カタハラ​​側​​にて​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​の​カシハデ​​厨官​​は、​クヒモノ​​食物​​を​クバ​​配​​る時、​ミギ​​右​​巴剌溫​の​カタハラ​​側​​に​タ​​立​​巴亦​てるもの​スワ​​坐​​れるものに​カ​​缺​​けさせず、​ヒダリ​​左​​沼溫​の​カタハラ​​側​​に​ツラナ​​列​​者︀兒格列​れるもの​イマダ​​未​​なるものに​カ​​缺​​けさせず、​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​にてかく​キフサン​​給散​​すれば、​ワ​​我​​が​ノド​​喉​​ ​ムセ​​噎​​ばず​コヽロ​​心​​ ​ヤス​​安​​くあり。​イマ​​今​​ ​オングル​​汪古兒​​、​ボロウル​​孛囉兀勒​​ ​フタリ​​二人​​は、​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​りて​ユ​​行​​きて、​クヒモノ​​食物​​を​オホ​​多​​くの​ヒト​​人​​に​キフサン​​給散​​せよ」と​ミコト​​勅​​ありき。「​クラヰ​​坐​​に​スワ​​坐​​る​トキ​​時​​は、​オホイ​​大​​なる​シユキヨク​​酒局​​の​ミギヒダリ​​右左​​の​カタハラ​​側​​に​クヒモノ​​食物​​を​ツカサド​​掌​​りて​スワ​​坐​​れ。​トルン​​脫侖​​ ​ラ​​等​​と​トモ​​共​​に​キタ​​北​​に​ムカ​​向​​ひ​ス​​坐​​れ」と​クラヰ​​坐​​を​ツ​​吿​​げて​アタ​​與​​へたり。
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​ホエルン​​訶額侖​​の育てたる棄兒 四人

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ボロクル​​孛囉忽勒​​（卽ち孛囉兀勒）に​ノリタマ​​宣​​はく「​ワ​​我​​が​ハヽ​​母​​は、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​、​ボロクル​​孛囉忽勒​​、​グチユ​​古出​​、​ココチユ​​闊闊出​​、​ナンヂラ​​汝等​​ ​ヨタリ​​四人​​を、​タミ​​民​​の​イヘヰ​​營盤​​より​チ​​地​​闊薛兒​より​エ​​得​​て、​アシ​​脚​​闊勒​の​トコロ​​處​​に​イ​​入​​れて、​コ​​子​​可兀赤連​とし​ソダ​​育​​てて​ヤシナ​​養​​ふ[238]に、​ナンヂラ​​汝等​​の​ウナジ​​項​​古主溫​を​ヒ​​引​​きて、​ヒト​​人​​古溫​と​ヒト​​齊​​しくならしめて、​ナンヂラ​​汝等​​の​カタ​​肩​​額堅​を​ヒ​​引​​きて、​ヲトコ​​男​​額咧​と​ヒト​​齊​​しくならしめて、​コ​​子​​どもなる​ワレラ​​我等​​に​トモ​​伴​​[となり]​カゲ​​影​​とならしめんとて​ヤシナ​​養​​ひたるぞ。​ナンヂラ​​汝等​​を​ヤシナ​​養​​へる​トク​​德​​に​ワ​​我​​が​ハヽ​​母​​に​ケダシ​​蓋​​ ​イク​​幾​​ばくかは​ムク​​報​​い​オン​​恩​​を​カヘ​​廻​​したり、​ナンヂラ​​汝等​​。​ボロクル​​孛囉忽勒​​は、​ワレ​​我​​に​トモ​​伴​​なひて、​ハゲ​​劇​​忽兒敦​しき​シユツセイ​​出征​​に、​アメ​​雨​​忽喇​の​ヨ​​夜​​ ​トボ​​乏​​豁斡孫​しく​ヤド​​宿​​豁那兀勒​らしめざりしぞ、​ナンヂ​​汝​​。​ハリア​​抗合​​失禿額列勒都︀​ひて​ヲ​​居​​る​テキ​​敵​​の​トコロ​​處​​に、​ユ​​湯​​暑︀連​なく​ヤド​​宿​​らしめざりしぞ、​ナンヂ​​汝​​。​マタ​​又​​ ​ミオヤ​​御祖︀​​なる​チヽ​​父​​を​ウシナ​​失​​ひたる​アタ​​讎​​あり​ウラミ​​怨​​ある​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​を​クツプク​​屈服​​せしめて、​アタ​​讎​​斡雪勒​ ​カヘ​​復​​斡旋​し​ウラミ​​怨​​乞撒勒​ ​ムク​​報​​乞三​い、​タタル​​塔塔兒​​の​タミ​​民​​を​クルマ​​車​​に​クラ​​比​​べて​ネダヤ​​根絕​​しに​タヒラ​​夷​​ぐる​トキ​​時​​ ​コロ​​殺︀​​されたるに、





​カルギル シラ​​合兒吉勒 失喇​​に​トルイ​​拖雷​​の盜まれ

​タタル​​塔塔兒​​の​カルギル シラ​​合兒吉勒 失喇​​〈［＃「合兒吉勒 失喇」は底本では「合兒吉勒失喇」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§214(09:12:07)の漢︀字音訳「合兒吉勒-失喇」に倣い二語に分割。以後すべて同じ］〉、​ヌスビト​​賊​​となり​イ​​出​​でて、​サテ​​却​​ ​コンキウ​​困窮​​して​ウ​​飢​​ゑて​イ​​入​​りて​キ​​來​​て、​ハヽ​​母​​の​トコロ​​處​​に​イヘ​​家​​に​イ​​入​​りて、「​ヨ​​善​​く​タヅ​​尋​​ねさすること​ア​​有​​り、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​ひて、「​ヨ​​善​​く​タヅ​​尋​​ねさすること​ア​​有​​らば、そこに​スワ​​坐​​れ」と​イ​​云​​はれて（明譯​カレハ​​他​​​イヘバ​​說​​㆑​ナリト​​是​​㆑​タヅヌル​​尋​​㆓​イシヨクノモノヲ​​衣食的​​㆒、​ハヽオヤハ​​母親​​ ​イヒキ​​說​​㆘​スデニ​​旣​​​ナラ​​是​​㆑​タヅヌル​​尋​​㆓​イシヨクノ モノヲ​​衣食 的​​㆒​バ​​時​​、​ソコニ​​那裏​​ ​スワレト​​坐​​㆖）、​ニシガハ​​西邊​​の​ユカ​​床​​の​モンゴ​​門後​​に​ハシ​​端​​に​スワ​​坐​​りて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​トルイ​​拖雷​​ ​イツツ​​五歲​​なる、​ホカ​​外​​より​イ​​入​​りて​キ​​來​​て、​サテ​​却​​ ​ハシ​​走​​りて​イ​​出​​でて​サ​​去​​りたるを、​カルギル シラ​​合兒吉勒 失喇​​ ​タ​​起​​ちて、​ヲサナゴ​​幼兒​​を​ワキ​​腋​​に​ハサ​​夾​​みて​イ​​出​​でて​ユ​​行​​きて​サ​​去​​りながら、​カタナ​​刀​​を​ヒ​​引​​きて​ヌ​​拔​​きつゝ​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、





勇婦 ​アルタニ​​阿勒塔泥​​の働き

​ボロクル​​孛囉忽勒​​の​ツマ​​妻​​ ​アルタニ​​阿勒塔泥​​は、​ハヽ​​母​​の​イヘ​​家​​に​ヒガシ​​東​​に​スワ​​坐​​りて​ヲ​​居​​りき。​ハヽ​​母​​ ​サケ​​叫​​びて「​コ​​子​​を​ウシナ​​失​​へり」と​イ​​云​​へると​トモ​​共​​に、​アルタニ​​阿勒塔泥​​ ​ツヾ​​續​​き​ア​​合​​ひ​ハシ​​走​​りて​イ​​出​​で​ア​​合​​ひて、​カルギル シラ​​合兒吉勒 失喇​​の​ウシロ​​後​​より[239]​オ​​趕​​ひて、​カレ​​彼​​の​ベンパツ​​辮髮​​を​トラ​​拏​​へて、​ツギ​​次​​の​テ​​手​​にて、​カタナ​​刀​​を​ヌ​​拔​​きてある​カレ​​彼​​の​テ​​手​​を​トラ​​拏​​へて、​ヒ​​扯​​くと​トモ​​共​​に、その​カタナ​​刀​​を​オト​​落​​しけり。​イヘ​​家​​の​キタ​​北​​に





​ヂエタイ​​哲台​​ ​ヂエルメ​​者︀勒篾​​に​ヌスビト​​盜人​​の殺︀され

​ヂエタイ​​哲台​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​フタリ​​二人​​、​ツノ​​角​​なき​クロウシ​​黑牛​​を​クラ​​食​​はんと​コロ​​殺︀​​して​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​アルタニ​​阿勒塔泥​​の​コヱ​​聲​​にて、​ヂエタイ​​哲台​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​フタリ​​二人​​、​ヲノ​​斧​​を​ト​​執​​りて、​コブシ​​拳​​を​アカ​​赤​​くして、​ハシ​​走​​りて​キ​​來​​て、​タタル​​塔塔兒​​の​カルギル シラ​​合兒吉勒 失喇​​を​ヲノ​​斧​​にて​カタナ​​刀​​にてすぐそこに​コロ​​殺︀​​しけり。​アルタニ​​阿勒塔泥​​、​ヂエタイ​​哲台​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​ミタリ​​三人​​、​コ​​子​​の​イノチ​​命​​を​スク​​救​​へる​トウコウ​​頭功​​を​アラソ​​爭​​ひ合いたれば、





​トウコウ​​頭功​​の​アラソ​​爭​​ひ

​ヂエタイ​​哲台​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​フタリ​​二人​​ ​イハ​​言​​く「​ワレラ​​我等​​ ​ナ​​無​​かりせば、​ト​​疾​​く​ハシ​​走​​りて​イタ​​到​​りて​コロ​​殺︀​​さざりせば、​アルタニ​​阿勒塔泥​​は、​ヲンナ​​婦​​の​ヒト​​人​​、いかに ありけん。​コ​​子​​の​イノチ​​命​​に​ガイ​​害​​を​イタ​​致​​したりけん。​トウコウ​​頭功​​は、​ワレラ​​我等​​のなるぞ」と​イ​​云​​へり。​アルタニ​​阿勒塔泥​​ ​イハ​​言​​く「​ワ​​我​​が​コヱ​​聲​​を​キ​​聞​​かざりせば、​ナンヂラ​​汝等​​いかでか​キ​​來​​にけん。​ワレ​​我​​ ​ハシ​​走​​りて​オ​​趕​​ひて​カレ​​彼​​の​ベンパツ​​辮髮​​を​トラ​​拏​​へて、​カタナ​​刀​​を​ヌ​​拔​​きたる​カレ​​彼​​の​テ​​手​​を​ヒ​​扯​​きて​カタナ​​刀​​を​オト​​落​​さざりせば、​ヂエタイ​​哲台​​、​ヂエルメ​​者︀勒篾​​ ​フタリ​​二人​​ ​イタ​​到​​りて​ク​​來​​るまでに、​コ​​子​​の​イノチ​​命​​に​ガイ​​害​​を​イタ​​致​​さずやはありけん」と​イ​​云​​へり。





​アルタニ​​阿勒塔泥​​のとなれる​トウコウ​​頭功​​

​イ​​言​​ひ​ヲ​​畢​​へたれば、​トウコウ​​頭功​​は、​アルタニ​​阿勒塔泥​​のとなれり。​ボロクル​​孛囉忽勒​​の​ツマ​​妻​​は、​ボロクル​​孛囉忽勒​​に​ダイニ​​第二​​の​ナガエ​​轅​​となり、​トルイ​​拖雷​​の​イノチ​​命​​に​イサヲ​​功​​となれり。​マタ​​又​​ ​ボロクル​​孛囉忽勒​​は、​ケレイト​​客咧亦惕​​と​カラカルヂト​​合剌合勒只惕​​の​サバク​​沙漠​​に​タヽカ​​戰​​へる​トキ​​時​​、





​オゴダイ​​斡歌歹​​を救ひたる​ボロクル​​孛囉忽勒​​

​オゴダイ​​斡歌歹​​は​ケイミヤク​​頸脈​​を​ヤ​​箭​​に​イ​​射​​られたれば、​タフ​​倒​​れたれば、​ボロクル​​孛囉忽勒​​は、​ウヘ​​上​​に​クダ​​下​​り​ア​​合​​ひて、​コ​​凝​​りたる​カレ​​彼​​の​チ​​血​​を​クチ​​口​​にて​ス​​咂​​ひて、​ヨル​​夜​​ ​トマ​​宿​​り​ア​​合​​ひて、​アシタ​​明朝​​[240]​ウマ​​馬​​に​ノ​​乘​​らしめて​スワ​​坐​​りかぬるを、​シリウマ​​尻馬​​に​ノ​​乘​​りて、​オゴダイ​​斡歌歹​​の​ウシロ​​後​​より​イダ​​抱​​きて、​フサガ​​塞​​れる​チ​​血​​を​ス​​咂​​ひ​ス​​咂​​ひ​クチ​​口​​の​ヘリ​​緣​​を​アカ​​赤​​くして、​オゴダイ​​斡歌歹​​の​イノチ​​命​​を​ヤス​​安​​らかに​オク​​送​​りて​キ​​來​​てありき。​ワ​​我​​が​ハヽ​​母​​の​ヤシナ​​養​​へる​ホネヲ​​勞​​りたるに​ムク​​報​​い、​ワ​​我​​が​フタリ​​二人​​の​コ​​子​​の​イノチ​​命​​に​イサヲ​​功​​となりたるぞ。​ボロクル​​孛囉忽勒​​は、​ワレ​​我​​に​トモ​​伴​​なひて、​マネ​​招​​荅兒巴安​ぎ​ヨ​​喚​​びに、​コヱ​​聲​​荅溫​ ​コタヘ​​應​​ ​オク​​後​​れたることなかりしぞ。​ボロクル​​孛囉忽勒​​は、​コヽノタビ​​九次​​ ​ツミ​​罪​​を​オカ​​犯​​すとも​ナ​​勿​​ ​ツミ​​罪​​なひそ」と​ミコト​​勅​​ありき。
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​ムスメ​​女子​​の恩賞

　​マタ​​又​​「​ムスメ​​女子​​ ​カゾク​​家族​​に​オンシヤウ​​恩賞​​を​アタ​​與​​へん」と​ノリタマ​​宣​​へり。
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​ベキ​​別乞​​とせらるゝ​ゴルチ ウスン​​豁兒赤 兀孫​​ ​オキナ​​翁​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ウスン​​兀孫​​ ​オキナ​​翁​​（豁兒赤 兀孫 翁）に​ノリタマ​​宣​​はく「​ウスン​​兀孫​​、​クナン​​忽難︀​​、​ココシユス​​闊闊搠思​​、​デガイ​​迭該​​、この​ヨタリ​​四人​​は、​ミ​​見​​たる​コト​​事​​ ​キ​​聞​​きたる​コト​​事​​を​イ​​諱​​み​カク​​匿​​さず​ツ​​吿​​げ​ヲ​​居​​たりき。​コヽロヅ​​心附​​きたる​コト​​事​​ ​カンガ​​考​​へたる​コト​​事​​を​コトバ​​語​​り​ヰ​​居​​たりき。​モンゴル​​忙豁勒​​の​タイレイ​​體例​​には、​クワンニン​​官人​​の​セイ​​制​​に​ベキ​​別乞​​となる​ハフ​​法​​ありき。​バアリン​​巴阿𡂰​​は、​コノカミ​​兄​​の​シソン​​子孫​​なりき。（巴阿卿の遠祖︀ 巴阿哩歹は、孛端察兒の長子にて、巴啉 失亦喇禿 合必赤の兄なり。）​ベキ​​別乞​​の​セイ​​制​​は、​ワレラ​​我等​​の​ウチ​​內​​にて​カミ​​上​​より[​ナ​​爲​​る​ハフ​​法​​なれば]​ベキ​​別乞​​に​ウスン​​兀孫​​ ​オキナ​​翁​​ ​ナ​​爲​​れ。​ベキ​​別乞​​に​イタヾ​​戴​​くと、​シロ​​白​​き​コロモ​​衣​​を​キ​​着​​せて、​シロ​​白​​き​センバ​​騸馬​​に​ノ​​乘​​らしめて、​クラヰ​​位​​の​カミ​​上​​に​スワ​​坐​​らせて、​カシヅ​​侍​​きて、​マタ​​又​​ ​ネンゲツ​​年月​​に​ハカ​​議​​りてかく​ア​​有​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（





​ベキ​​別乞​​の​シヨウガウ​​稱號​​

別乞は、族長の稱號なり。蒙古の諸︀部長 往往 別乞と稱する者︀あり。薛徹 別乞は合不勒 合罕の長子の孫にして、禹兒斤の長なり。忽察兒 別乞は、也速該の兄の子なるが故に、別乞と稱せり。兀都︀亦惕 篾兒乞惕の脫黑脫阿 別乞、その長子 脫古思 別乞、朶兒邊の合只溫 別乞、斡亦喇惕の忽都︀合 別乞は、皆その一族の長なり。王罕に事へたる必勒格 別乞も、或一族の長なるべし。但 太祖︀の女 豁眞 別乞、阿剌合 別乞、桑昆の妹 察兀兒 別乞、札合敢不の二女 亦巴合 別乞、莎兒合黑塔泥 別乞の如く、女子にして別乞と稱するは、美稱に用ふるのみにて、族長の別乞とは異なり。又[241]輟耕錄の白道子の條に「國俗尙㆑白、以㆑白爲㆑吉」とあれば、別乞の白衣を被るは、優禮に出でたるなり。黑韃 事略に蒙古の衣服の事を述べて「色用㆓紅紫紺綠㆒、紋以㆓日月龍鳳㆒、無㆓貴賤等差㆒」と云ひて、白衣の事を少しも云はざるを見れば、この優禮を受くるものは極めて稀なりしなるべし。）
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まづ口を開きたる​クイルダル​​忽亦勒荅兒​​の遺族の恩賞

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​クイルダル アンダ​​忽亦勒荅兒 安荅​​は、​タヽカ​​戰​​ふ​トキ​​時​​に​イノチ​​命​​を​サシイダ​​差出​​して​マヅ​​先​​ ​クチ​​口​​を​ヒラ​​開​​きたる​イサヲ​​功​​の​ユヱ​​故​​に、​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで​ミナシゴ​​孤兒​​の​オンキフ​​恩給​​を​ウ​​受​​けて​ヲ​​居​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。
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​ヂヤムカ​​札木合​​に殺︀されたる​チヤガン ゴア​​察罕 豁阿​​の遺子の恩賞

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​チヤガン ゴア​​察罕 豁阿​​（卷四の察合安 兀阿）の​コ​​子​​ ​ナリン トオリル​​納𡂰 脫斡哩勒​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​ナンヂ​​汝​​の​チヽ​​父​​ ​チヤガン ゴア​​察罕 豁阿​​は、​ワ​​我​​が​マヘ​​前​​に​ツヽシ​​愼​​みて、​タヽカ​​戰​​ひとなり​ダラン バルヂユト​​荅闌 巴勒主惕​​に​タヽカ​​戰​​へる​トキ​​時​​、​ヂヤムカ​​札木合​​に​コロ​​殺︀​​されき。​イマ​​今​​ ​トオリル​​脫斡哩勒​​は、​チヽ​​父​​の​イサヲ​​功​​にて​ミナシゴ​​孤兒​​の​オンキフ​​恩給​​を​ウ​​受​​けよ」と​ノリタマ​​宣​​はれて、​トオリル​​脫斡哩勒​​ ​マウ​​申​​さく「​オンシ​​恩賜​​せば、​ワ​​我​​が​ネグス​​捏古思​​の​アニオトヽ​​兄弟​​は、​ホカ​​他​​の​ブラク​​部落​​ごとに​チ​​散​​りたり。​オンシ​​恩賜​​せば、その​ネグス​​捏古思​​の​アニオトヽ​​兄弟​​を​アツ​​聚​​めてん」と​マウ​​申​​せば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「しかあらば、​ネグス​​捏古思​​の​アニオトヽ​​兄弟​​を​アツ​​聚​​めて、​ナンヂ​​汝​​は​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで​シ​​知​​りて​ヲ​​居​​らずや」と​ミコト​​勅​​ありき。（捏古思 氏の人は、元史に見えず。只 孝友傳に「徹徹、担古思 氏」とあるを、錢大昕の氏族表に「担、亦 捏 之譌」と云へり。）
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​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ 父子の舊恩

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​ワレ​​我​​を、​チヒサ​​小​​き​トキ​​時​​に​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​ ​アニオトヽ​​兄弟​​に​ネタ​​嫉​​みて​トラ​​拏​​へ[られ]たれば、そこに「​アニオトヽ​​兄弟​​に​ネタ​​嫉​​まれたり」とて、​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​は、​チラウン​​赤剌溫​​、​チンベ​​沈伯​​なる​コ​​子​​どもに、​カダアン​​合荅安​​なる​ムスメ​​女​​に​セワ​​世話​​せしめて、​カク​​匿​​して​ヰ​​居​​て、​ワレ​​我​​を​ハナ​​放​​ちて​ヤ​​遣​​りたるぞ、​ナンヂラ​​汝等​​。​ナンヂラ​​汝等​​の​カ​​彼​​の​オン​​恩​​[242]​ヨ​​好​​きを​オモ​​想​​ひて、​クロ​​黑​​き​ヨル​​夜​​の​ユメ​​夢​​の​ウチ​​裏​​に、​アカル​​明​​き​ヒル​​晝​​の​ムネ​​胷​​の​ウチ​​裏​​に、​オモ​​想​​ひて​ユ​​行​​きたるぞ、​ワレ​​我​​。​ナンヂラ​​汝等​​は、​カヘツ​​却​​て​ワレ​​我​​に​タイチウト​​泰赤兀惕​​より​オソ​​遲​​く​キ​​來​​しぞ。​イマ​​今​​ ​ワレ​​我​​ ​ナンヂラ​​汝等​​に​オンシ​​恩賜​​せば、いかなる​オンシ​​恩賜​​をか​ホツ​​欲​​する、​ナンヂラ​​汝等​​」と​ノリタマ​​宣​​へり。​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​は、​チラウン​​赤剌溫​​、​チンベ​​沈伯​​なる​コ​​子​​どもと​トモ​​共​​に​マウ​​申​​さく





​セレンゲ​​薛涼格​​の​イヘヰ​​營盤​​ 自在の願

「​オンシ​​恩賜​​せば、​イヘヰ​​營盤​​ ​ジザイ​​自在​​ならん。​メルキト​​篾兒乞惕​​の​チ​​地​​なる​セレンゲ​​薛涼格​​を​イヘヰ​​營盤​​として​ジザイ​​自在​​ならん。​マタ​​又​​ ​ベツ​​別​​に​オンシ​​恩賜​​せば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​シロ​​知​​しめせ」と​マウ​​申​​せり。その​トキ​​時​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​メルキト​​篾兒乞惕​​の​チ​​地​​なる​セレンゲ​​薛涼格​​を​イヘヰ​​營盤​​として、​イヘヰ​​營盤​​ ​マタ​​又​​ ​ジザイ​​自在​​なれ。​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで、​ヤナグヒ​​箭筒​​を​オ​​帶​​ばしめて​アイサン​​喝︀盞​​せしめて、​ジザイ​​自在​​なれ。​コヽノタビ​​九次​​の​ツミ​​罪​​に​ケイ​​刑​​に​ナ​​勿​​ ​イ​​入​​りそ」と​ミコト​​勅​​ありき。​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、





直に願を言ひ得る許し

​チラウン​​赤剌溫​​、​チンベ​​沈伯​​ ​フタリ​​二人​​に​オンシ​​恩賜​​して「​サキ​​前​​に​チラウン​​赤剌溫​​、​チンベ​​沈伯​​ ​フタリ​​二人​​の​イ​​言​​へる​コトバ​​言​​を​オモ​​想​​ひては、いかんぞ​ワス​​忘​​れん、​ナンヂラ​​汝等​​[を]。​チラウン​​赤剌溫​​、​チンベ​​沈伯​​、​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​、​コヽロ​​心​​に​イ​​言​​ふことあらば、​フソク​​不足​​を​モト​​求​​むることあらば、​アヒダ​​閒​​の​ヒト​​人​​に​ナ​​勿​​ ​カタ​​語​​りそ。​オノレミ​​己身​​にて​クチ​​口​​にて​ワレ​​我​​に​ナンヂラ​​汝等​​ ​ミヅカラ​​自​​ ​オモ​​思​​へることを​カタ​​語​​れ。​フソク​​不足​​を​ミヅカ​​自​​ら​モト​​求​​めよ」と​ミコト​​勅​​ありき。





​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​ ​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里黑​​ 三人の​ダルカン​​荅兒罕​​

​マタ​​又​​「​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​、​バダイ​​巴歹​​、​キシリク​​乞失里黑​​。​ナンヂラ​​汝等​​は​ジザイ​​自在​​なれ。​マタ​​又​​ ​ジザイ​​自在​​なるには、​オホ​​多​​斡欒​き​テキ​​敵​​に​ハシ​​馳​​りて、​タカラ​​財​​斡勒札​を​エ​​得​​斡魯​たるに​ヨ​​依​​りて​ト​​取​​れ。​ノ​​野​​斡囉阿​の​ケダモノ​​獸​​を​マキガリ​​圍獵​​阿巴剌​せば、​コロ​​殺︀​​阿剌​したるに​ヨ​​依​​りて​ト​​取​​阿不惕渾​れ」​ミコト​​勅​​ありき。「​ソルカン シラ​​鎖兒罕 失喇​​と​イ​​云​​へば、​タイチウト​​泰赤兀惕​​の​トデゲ​​脫迭格​​の​ケニン​​家人​​なりしぞ。​バダイ​​巴歹​​ ​キシリク​​乞失里黑​​ ​フタリ​​二人​​と​イ​​云​​へば、​チエレン​​扯嗹​​（忽闌 巴阿禿兒の子 也客 扯嗹）[243]の​ウマカヒ​​馬飼︀​​なりしぞ。​イマ​​今​​は​ワ​​我​​が​シンシン​​信臣​​、​ヤナグヒ​​箭筒​​を​オ​​帶​​ばしめて、​アイサン​​喝︀盞​​せしめて、​ジザイ​​自在​​に​クワイクワツ​​快活​​なれ」と​ミコト​​勅​​ありき。（自在なるの蒙語は​ダルカラク​​荅兒合剌忽​​、自在の特典を得たる官人を​ダルカン​​荅兒罕​​と云ふ。輟耕錄に「荅剌罕、譯言㆓一國之長㆒、得㆓自由㆒之意、非㆓勳戚㆒不㆑與焉。太祖︀龍飛日、朝廷草創、官制簡古、惟左右萬戶、次及㆓千戶㆒而已。丞相順德忠獻王之曾祖︀啓昔禮、以㆓英材㆒見㆑遇、擢任㆓千戶㆒、錫㆓號 荅剌罕㆒。至元壬申、世祖︀錄㆓勳臣後㆒、拜㆓王宿衞官㆒、襲號㆓荅剌罕㆒」とあり。荅剌罕は、卽 荅兒罕、啓昔禮は、卽 乞失里黑、忠獻王は、世祖︀ 成宗の朝の名相 哈剌哈孫なり。）
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​セイシユ​​正主​​を​ス​​廢​​てかねたる​ナヤア​​納牙阿​​の恩賞

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ナヤア​​納牙阿​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​シルゲト​​失兒歌禿​​ ​オキナ​​翁​​（卷五の失兒古額禿 翁）は、​アラク​​阿剌黑​​、​ナヤア​​納牙阿​​なる​コ​​子​​どもと、[​スナハチ​​卽​​]​ナンヂラ​​汝等​​と、​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​を​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​トラ​​拏​​へて​ク​​來​​る​トキ​​時​​、​ミチ​​路​​にて​クトクル​​忽禿忽勒​​の​スミ​​隅​​に​イタ​​到​​りて、そこに​ナヤア​​納牙阿​​ ​イハ​​言​​く「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​をいかで​ス​​廢​​てて​トラ​​拏​​へて​ユ​​往​​かん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ひて、​ス​​廢​​てかねて​ハナ​​放​​して​ヤ​​遣​​りて、​シルゲト​​失兒歌禿​​ ​オキナ​​翁​​は​アラク​​阿剌黑​​、​ナヤア​​納牙阿​​なる​コ​​子​​どもと​キ​​來​​て、そこに​ナヤア ビルヂウル​​納牙阿 必勒只兀兒​​（必勒只兀兒は、雲雀なり。納牙阿の號か）​イハ​​言​​く「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​タルクタイ キリルトク​​塔兒忽台 乞哩勒禿黑​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けて​キ​​來​​ぬるに、​カヘツ​​却​​て​ス​​廢​​てかねて​ハナ​​放​​して​ヤ​​遣​​りて、​ワレラ​​我等​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へんと​キ​​來​​ぬ。その​キミ​​君​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けて​キ​​來​​なば、「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けたる​ヒト​​人​​、​ユクスヱ​​久後​​いかんぞ​イシン​​倚信​​せられん、​コレラ​​此等​​の[​ヒト​​人​​]」と​イ​​云​​はれんと​イ​​云​​ひき。その​キミ​​君​​を​ス​​廢​​てかねたり」と​イ​​云​​へば、そこに「​セイシユ​​正主​​の​キミ​​君​​を​ス​​廢​​てかねたる​ワケ​​理​​は、​オホイ​​大​​なる​ダウリ​​道理​​を​オモ​​思​​ひけり」とて、​カレラ​​彼等​​の​コトバ​​言​​を​ヨ​​善​​しとして「​ヒト​​一​​つの​コウタウ​​句當​​を​ユダ​​委​​ねん」と​イ​​云​​ひき。





右左中の​バンコ​​萬戶​​

​イマ​​今​​ ​ボオルチユ​​孛斡兒出​​に​ミギテ​​右手​​の​バンコ​​萬戶​​を​シ​​知​​れ（​シ​​知​​らし[244]め）、​ムカリ​​木合里​​に​コクワウ​​國王​​の​ナ​​號​​を​アタ​​與​​へて​ヒダリテ​​左手​​の​バンコ​​萬戶​​を​シ​​知​​らしめたり。​イマ​​今​​ ​ナヤア​​納牙阿​​は、​ナカ​​中​​の​バンコ​​萬戶​​を​シ​​知​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。
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​ヂエベ​​者︀別​​ ​スベエタイ​​速別額台​​の封戶

　​マタ​​又​​「​ヂエベ​​者︀別​​、​スベエタイ​​速別額台​​ ​フタリ​​二人​​は、​ミヅカラ​​自​​ ​エ​​得​​たる​オ​​置​​きたる[​タミ​​民​​]に​センコ​​千戶​​となれ」と​ノリタマ​​宣​​へり。
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​デガイ​​迭該​​の封戶

　​マタ​​又​​ ​デガイ​​迭該​​なる​ヒツジカイ​​羊飼︀​​に、（卷三に、迭該は羊を牧する事を掌れること見えたり。）​ウヅモ​​埋​​れたる（明譯​ナキ​​無​​㆓​コセキ​​戶籍​​㆒的 ​タミ​​百姓​​）を​アツ​​聚​​めて​センコ​​千戶​​を​シ​​知​​らしめたり。
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​グチユグル​​古出古兒​​ ​ムルカルク​​木勒合勒忽​​の封戶

　​マタ​​又​​ ​グチユグル​​古出古兒​​ ​タクミ​​木匠​​は、（卷三に、古出古兒は家 車の修造を掌れること見えたり。卽 木匠なり。）​タミ​​民​​ ​カ​​缺​​けて、こゝよりそこより​ヲサ​​收​​めて、​ヂヤダラン​​札荅㘓​​より​ムルカルク​​木勒合勒忽​​、​シタ​​親​​しきに​ヨ​​依​​り​トモ​​伴​​なひき。「​グチユグル​​古出古兒​​、​ムルカルク​​木勒合勒忽​​ ​フタリ​​二人​​は、​ヒト​​一​​つに​センコ​​千戶​​となりて​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて​ヲ​​居​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。
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​シンヱイ​​親衞​​を​マン​​萬​​に​ミ​​滿​​たする​ミコト​​勅​​

　​クニ​​國​​を​トモ​​共​​に​タ​​立​​てたる​トモ​​共​​に​カンナン​​艱難︀​​したる​モノ​​者︀​​どもを​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​となして、​セン​​千​​を​セン​​千​​として、​センコ​​千戶​​ ​ヒヤクコ​​百戶​​ ​ジツコ​​十戶​​の​クワンニン​​官人​​を​ヨサ​​任​​して、[​マン​​萬​​を]​マン​​萬​​として、​バンコ​​萬戶​​の​クワンニン​​官人​​を​ヨサ​​任​​して、​バンコ​​萬戶​​ ​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​どもに、​オンシヤウ​​恩賞​​を​アタ​​與​​ふべき​モノ​​者︀​​には​オンシヤウ​​恩賞​​を​アタ​​與​​へて、​オンシヤウ​​恩賞​​の​ミコト​​勅​​ある​モノ​​者︀​​には​ア​​有​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​サキ​​前​​に​ハチジフ​​八十​​の​シユクヱイ​​宿衞​​あり、​シチジフ​​七十​​の​ジヱイ​​侍衞​​の​バンシ​​番士​​ ​ア​​有​​りたりき。​イマ​​今​​ ​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​の​チカラ​​力​​にて、​アマツカミクニツカミ​​天地​​に​チカライキホヒ​​力勢​​を​ソ​​添​​へられて、​アマネ​​普​​き​クニタミ​​國民​​を​タヾ​​匡​​して、​ヒトリ​​獨​​の​テウド​​調度​​の​ウチ​​內​​に​イ​​入​​れたる​トキ​​時​​、​イマ​​今​​ ​ワ​​我​​が​トコロ​​處​​に​バンチヨク​​番直​​する​ジヱイ​​侍衞​​を​センコ​​千戶​​ ​センコ​​千戶​​より​エラ​​選​​びて​イ​​入​​れよ。​イ​​入​​るゝには、​シユクヱイ​​宿衞​​、​セントウシ​​箭筒士​​、​ジヱイ​​侍衞​​に​イ​​入​​るゝには、​マン​​萬​​に​ミ​​滿​​たせ​イ​​入​​れよ」[245]と​ミコト​​勅​​ありき。​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​バンシ​​番士​​を​エラ​​選​​びて​イ​​入​​るゝことを​ミコト​​勅​​を​センコ​​千戶​​ ​センコ​​千戶​​に​ツタ​​傳​​へけらく





​バンシ​​番士​​を選び弟と​トモビト​​從士​​とを​シタガ​​隨​​へしむる​ミコト​​勅​​

「​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​バンシ​​番士​​を​イ​​入​​るるに、​バンコ​​萬戶​​ ​センコ​​千戶​​ ​ヒヤクコ​​百戶​​の​クワンニン​​官人​​の​コ​​子​​ども、​ハクシン​​白身​​の​ヒト​​人​​の​コ​​子​​ども​イ​​入​​る​トキ​​時​​、​ギノウ​​技能​​あり​カタチ​​狀​​ ​ヨ​​好​​き​モノ​​者︀​​を、​ワレラ​​我等​​の​マヘ​​前​​に​ユ​​行​​くべき​モノ​​者︀​​を​イ​​入​​れよ。​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​の​コ​​子​​どもを​イ​​入​​るゝには、​トタリ​​十人​​の​トモビト​​從士​​あり、​カレ​​彼​​の​オトヽ​​弟​​ ​ヒトリ​​一人​​を​シタガ​​隨​​へて​コ​​來​​よ。​ヒヤクコ​​百戶​​の​クワンニン​​官人​​の​コ​​子​​どもを​イ​​入​​るゝには、​イツタリ​​五人​​の​トモビト​​從士​​あり、​ヒトリ​​一人​​の​オトヽ​​弟​​を​シタガ​​随​​へて​コ​​來​​よ。​ジツコ​​十戶​​の​クワンニン​​官人​​（卽ち​ハイシトウ​​牌子頭​​）の​コ​​子​​どもを​イ​​入​​るゝにも​ハクシン​​白身​​の​ヒト​​人​​の​コ​​子​​どもを​イ​​入​​るゝにも、​ミタリ​​三人​​の​トモビト​​從士​​あり、​マタ​​亦​​ ​ヒトリ​​一人​​の​オトヽ​​弟​​を​シタガ​​隨​​へて、​ハジメ​​初​​より​ジヨウメ​​乘馬​​ ​キリヨク​​氣力​​を​トヽノ​​調​​へて​コ​​來​​よ。​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​にて​マヘ​​前​​に​ユ​​行​​かしむることを​ハゲ​​勵​​ますに、​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​の​コ​​子​​どもには、​トタリ​​十人​​の​トモビト​​從士​​を​モト​​本​​の​センコ​​千戶​​ ​ヒヤクコ​​百戶​​より​クワレン​​科斂​​して​アタ​​與​​へよ。その​チヽ​​父​​ ​アタ​​與​​へたる​ブンミン​​分民​​あらば、​カレ​​彼​​の​ミ​​身​​ ​ミヅカラ​​自​​ ​エ​​得​​たる​オ​​置​​きたる​ジンコウ​​人口​​ ​センバ​​騸馬​​ ​イク​​幾​​ばくか​ア​​有​​らば、​ヂツキン​​昵近​​の​ブンミン​​分民​​より​ホカ​​外​​にて、​ワレラ​​我等​​の​カギ​​限​​りたる​カギ​​限​​りに​ヨ​​依​​り​クワレン​​科斂​​して、かく​クワレン​​科斂​​して​トヽノ​​整​​へて​アタ​​與​​へよ。​ヒヤクコ​​百戶​​の​クワンニン​​官人​​の​コ​​子​​どもに​イツタリ​​五人​​の​トモビト​​從士​​を、​ジツコ​​十戶​​の​クワンニン​​官人​​の​コ​​子​​どもに​ハクシン​​白身​​の​ヒト​​人​​の​コ​​子​​どもに​ミタリ​​三人​​の​トモビト​​從士​​を、​タヾ​​只​​ ​マタ​​亦​​ ​ハフ​​法​​に​ヨ​​依​​り、​カレ​​彼​​の​ヂツキン​​昵近​​の​ブンミン​​分民​​より​ホカ​​外​​にて、​タヾ​​只​​かく​クワレン​​科斂​​して​アタ​​與​​へよ」と​ミコト​​勅​​ありき。





​ミコト​​勅​​を越ゆる罪

「​センコ​​千戶​​ ​ヒヤクコ​​百戶​​ ​ジツコ​​十戶​​の​クワンニン​​官人​​ ​アマタ​​眾​​の​ヒト​​人​​、​ワレラ​​我等​​の​コ​​此​​の​ミコト​​勅​​を​イタ​​致​​さしめて、​キ​​聞​​きて[246]ありながら​コ​​越​​えたる​ヒト​​人​​は、​ツミ​​罪​​あるとなれ。​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​れられたる​ヒト​​人​​にて​サ​​避​​けて​ナ​​爲​​らざる​ヒト​​人​​、​ワレラ​​我等​​の​マヘ​​前​​に​ユ​​行​​くことを​カタ​​難︀​​しとせば、​コト​​別​​なる[​ヒト​​人​​]を​イ​​入​​れて、その​ヒト​​人​​をば​ツミ​​罪​​なひて、​メ​​眼​​の​カゲ​​陰​​（眼力の及ばざる處）に​トホ​​遠​​き​トコロ​​地​​に​ヤ​​遣​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。「​ワレラ​​我等​​の​ダイリ​​內裏​​に​マヘ​​前​​に​ユ​​行​​きて​マナ​​學​​び​ア​​合​​はんと​イ​​云​​ひて​ワレラ​​我等​​に​ク​​來​​る​ヒト​​人​​を​ナ​​勿​​ ​サマタ​​妨​​げそ」と​ノリタマ​​宣​​へり。
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千宿衞の長 ​エケ ネウリン​​也客 捏兀𡂰​​

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ミコト​​勅​​ありたるに​ヨ​​依​​り、​センコ​​千戶​​より​エラ​​選​​びて、​ヒヤクコ​​百戶​​ ​ジツコ​​十戶​​の​クワンニン​​官人​​の​コ​​子​​どもも、その​ミコト​​勅​​に​ヨ​​依​​り​エラ​​選​​びて​イダ​​出​​して​キ​​來​​て、「​サキ​​前​​に​ハチジフ​​八十​​の​シユクヱイ​​宿衞​​ありしを​ハツピヤク​​八百​​に​ナ​​爲​​したり。「​ハツピヤク​​八百​​の​ウヘ​​上​​に​セン​​千​​に​ミ​​滿​​たせよ」と​イ​​云​​へり。​シユクヱイ​​宿衞​​に​イ​​入​​る​モノ​​者︀​​を​ナ​​勿​​ ​サマタ​​妨​​げそ」と​ミコト​​勅​​ありき。「​シユクヱイ​​宿衞​​には​エケ ネウリン​​也客 捏兀𡂰​​ ​ヲサ​​長​​となりて、​センプ​​千夫​​を​シ​​知​​りて​ヲ​​居​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（「宿衞を也客 捏兀𡂰 統べて」と譯すべきなれども、統ぶる の蒙語 阿合剌は、阿合 卽 長となると云ふ義なる故に、「宿衞を」の「を」を「に」と改めたり。下 皆これに準ふ。也客 捏兀𡂰は、何人なるか、知らず。晃豁壇の蒙力克 額赤格の子にてやあらん。）「​サキ​​前​​に​シヒヤク​​四百​​の​セントウシ​​箭筒士​​を​エラ​​選​​びたり。​エラ​​選​​びて「​セントウシ​​箭筒士​​に​ヂエルメ​​者︀勒篾​​の​コ​​子​​ ​エスン テエ​​也孫 帖額​​〈［＃「也孫 帖額」は底本では「也孫帖額」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§225(09:36:09)の漢︀字音訳「也孫-帖額」に倣い二語に分割。以後すべて同じ］〉 ​ヲサ​​長​​となりて、​トゲ​​禿格​​の​コ​​子​​ ​ブギダイ​​不吉歹​​と​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて​ヲ​​居​​れ」と​イ​​云​​へり。（也孫 帖額は、憲宗紀に葉孫脫とあり、憲宗 卽位の年 按只䚟 等と共に「務持㆓兩端㆒、坐㆘誘㆓諸︀王㆒爲㆖㆑亂、並伏㆑誅」とあり。者︀勒篾の子孫の顯れざるは、也孫 帖額の誅せられたるが爲ならん。禿格は、卽 卷四なる統格、木合黎の從弟にして、九十五の千戶の第十に列せり。その子 不吉歹は、太祖︀に代りて許婚の饗に赴きたる不合台と音 近けれども、同じきか否か知らず。）





​セントウシ​​箭筒士​​ 四班の長 ​エスン テエ​​也孫 帖額​​ ​ブギダイ​​不吉歹​​ ​ゴルクダク​​豁兒忽荅忽​​ ​ラブラカ​​剌卜剌合​​

​ジヱイ​​侍衞​​と​トモ​​共​​に​セントウシ​​箭筒士​​の​クミグミ​​班班​​に​イ​​入​​り​ア​​合​​ふ​トキ​​時​​、​エスン テエ​​也孫 帖額​​は、​ヒトクミ​​一班​​の​セントウシ​​箭筒士​​に​ヲサ​​長​​となりて​イ​​入​​れ。​ブギダイ​​不吉歹​​は、​ヒトクミ​​一班​​の​セントウシ​​箭筒士​​に​ヲサ​​長​​となりて​イ​​入​​れ。[247]​ゴルクダク​​豁兒忽荅黑​​は、​ヒトクミ​​一班​​の​セントウシ​​箭筒士​​に​ヲサ​​長​​となりて​イ​​入​​れ。​ラブラカ​​剌卜剌合​​は、​ヒトクミ​​一班​​の​セントウシ​​箭筒士​​に​ヲサ​​長​​となりて​イ​​入​​れ。（豁兒忽荅黑は、卷十二にも見え、剌卜剌合は、卷十二に剌巴勒合とあり。）​セントウ​​箭筒​​を​オ​​帶​​ぶるものに、​ジヱイ​​侍衞​​の​クミグミ​​班班​​[に​ツ​​貼​​く]​セントウシ​​箭筒士​​に、かく​ヲサ​​長​​となりて​イ​​入​​らせよ。





千箭筒士の長 ​エスン テエ​​也孫 帖額​​

​セントウシ​​箭筒士​​を​セン​​千​​に​ミ​​滿​​たせて、​エスン テエ​​也孫 帖額​​ ​ヲサ​​長​​となりて​ヲ​​居​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。
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八千侍衞の長 八人

　​サキ​​前​​に​オゲレ チエルビ​​斡格列 扯兒必​​と​イ​​入​​りたる​ジヱイ​​侍衞​​の​ウヘ​​上​​に​セン​​千​​に​ミ​​滿​​たせて





​オゲレ チエルビ​​斡格列 扯兒必​​

「​ボオルチユ​​孛斡兒出​​の​シンゾク​​親族​​より​オゲレ チエルビ​​斡格列 扯兒必​​（孛斡兒出の弟）は​シ​​知​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。





​ブカ​​不合​​

「​ムカリ​​木合里​​の​シンゾク​​親族​​より​ブカ​​不合​​（木下里の弟）は​イツセン​​一千​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​シ​​知​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。





​アルチダイ​​阿勒赤歹​​

​イルガイ​​亦魯該​​の​シンゾク​​親族​​より​アルチダイ​​阿勒赤歹​​に、「​イツセン​​一千​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​シ​​知​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。（阿勒赤歹は、卷六に見えたる合赤溫の子 阿勒赤歹と名 同じけれども、異なる人なり。元史 憲宗紀に按只䚟とあり、憲宗 卽位の年、葉孫脫 等と共に諸︀王を亂に誘へりとて誅せられたり。）「





​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​

​イツセン​​一千​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​ ​シ​​知​​れ。





​ドゴルク チエルビ​​朶豁勒忽 扯兒必​​

​イツセン​​一千​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​ドゴルク チエルビ​​朶豁勒忽 扯兒必​​ ​シ​​知​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。「





​チヤナイ​​察乃​​

​イツセン​​一千​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​の​シンゾク​​親族​​より​チヤナイ​​察乃​​ ​シ​​知​​れ。





​アクタイ​​阿忽台​​

​イツセン​​一千​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​アルチ​​阿勒赤​​の​シンゾク​​親族​​より​アクタイ​​阿忽台​​ ​シ​​知​​れ。（阿勒赤は、卽 阿勒赤 古咧堅、元史の國舅 按陳 那顏なり。阿忽台と云へる人は、元史に見えず。たゞ特 薛禪の傳に、按陳の弟 火忽と云へるは、甲戌の年に哈老溫 迤東塗河 潢河の閒 火兒赤納 慶州の地を住所として賜はれること見ゆ。その火忽は、阿忽台の訛略にはあらずや。）





​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​

​イツセン​​一千​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​[​シ​​知​​れ。]​イツセン​​一千​​の​エラ​​選​​びたる​ユウシ​​勇士​​を​シ​​知​​りて、​オホ​​多​​くの​ヒ​​日​​は​ジヱイ​​侍衞​​となれ。​タヽカ​​戰​​ふ​ヒ​​日​​は​マヘ​​前​​に​タ​​立​​ちて​ユウシ​​勇士​​となれ」と​ミコト​​勅​​ありき。（卷八なる九十五の千戶の處に、亦魯該は阿兒孩ならんと云ふ疑ひを陳べたれども、こゝに亦魯該の名ある續きに又 阿兒孩 合撒兒あるを見れば、同じ人とも思はれず。）​センコ​​千戶​​ ​センコ​​千戶​​より​エラ​​選​​びて​キ​​來​​つるもの、​ハツセン​​八千​​の​ジヱイ​​侍衞​​となれり。​シユクヱイ​​宿衞​​は、​セントウシ​​箭筒士​​[248]と​トモ​​共​​に​ニセン​​二千​​となれり。[​ミ​​三​​つ（宿衞、箭筒士、侍衞）​アハ​​幷​​せて]





萬の​バンシ​​番士​​よりなれる​タイチウグン​​大中軍​​

​マン​​萬​​の​バンシ​​番士​​となれり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​ワレラ​​我等​​の​ミ​​身​​に​ツ​​貼​​ける​マン​​萬​​の​バンシ​​番士​​を​ハゲ​​勵​​まして​タイチウグン​​大中軍​​となり​ヲ​​居​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。
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​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​ 四人 ​ブカ​​不合​​ ​アルチダイ​​阿勒赤歹​​ ​ドダイ​​朶歹​​ ​ドゴルク​​朶豁勒忽​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​ありて、​ジヱイ​​侍衞​​の​ヨクミ​​四班​​の​オトナ​​宿老​​たる​モノ​​者︀​​に​コトヨサ​​任​​し「​ブカ​​不合​​は、​ヒトクミ​​一班​​の​バンシ​​番士​​を​シ​​知​​りて、​バンシ​​番士​​を​トヽノ​​整​​へて​イ​​入​​れ、​アルチダイ​​阿勒赤歹​​は、​ヒトクミ​​一班​​の​バンシ​​番士​​を​シ​​知​​りて、​バンシ​​番士​​を​トヽノ​​整​​へて​イ​​入​​れ。​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​は、​ヒトクミ​​一班​​の​バンシ​​番士​​を​シ​​知​​りて、​バンシ​​番士​​を​トヽノ​​整​​へて​イ​​入​​れ。​ドゴルク チエルビ​​朶豁勒忽 扯兒必​​は、​ヒトクミ​​一班​​の​バンシ​​番士​​を​シ​​知​​りて​バンシ​​番士​​を​トヽノ​​整​​へて​イ​​入​​れ」とて、​ヨクミ​​四班​​の​オトナ​​宿老​​を​ヨサ​​任​​して、





​バンシ​​番士​​の​テンケン​​點檢​​

​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​る​ミコト​​勅​​を​ツタ​​傳​​へ「​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​るには、​バンチヨク​​番直​​の​クワンニン​​官人​​、​オノレ​​己​​の​トコロ​​處​​に​バンチヨク​​番直​​する​バンシ​​番士​​を​テンケン​​點檢​​して、​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​りて、​ミ​​三​​たび​トマ​​宿​​り​ア​​合​​ひて、​カハ​​代​​り​ア​​合​​へ。





​ケツキン​​缺勤​​の罰

​バンチヨク​​番直​​ある（番地に當れる）​ヒト​​人​​ ​バンチヨク​​番直​​を​ハヅ​​脫​​さば、その​バンチヨク​​番直​​を​ハヅ​​脫​​したる​バンシ​​番士​​に​ミ​​三​​つの​シモト​​笞​​を​アタ​​與​​へよ。その​バンシ​​番士​​ ​マタ​​又​​ ​フタ​​二​​たび​バンチヨク​​番直​​を​ハヅ​​脫​​さば​シチ​​七​​つの​シモト​​笞​​を​アタ​​與​​へよ。​マタ​​又​​ その​ヒト​​人​​、​ミ​​身​​に​ヤマヒ​​病​​なく、​バンチヨク​​番直​​の​クワンニン​​官人​​ ​ラ​​等​​に​サウダン​​相談​​なく、​マタ​​又​​その​バンシ​​番士​​ ​ミ​​三​​たび​バンチヨク​​番直​​を​ハヅ​​脫​​さば、​サンジフシチ​​三十七​​の​シモト​​笞​​を​アタ​​與​​へて、​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​行​​くことを​ツラ​​艱​​しとしたれば、[​メ​​眼​​の]​カゲ​​陰​​に​トホ​​遠​​き​トコロ​​地​​に​ヤ​​遣​​らん」と​ミコト​​勅​​ありき。（番直の宿老、蒙語に客失昆 斡脫古と云ひ、元史 兵志には怯薛 之 長とあり。輟耕錄に曰く「國朝有㆓四 怯薛 大官㆒。怯薛 者︀、分㆓宿衞供奉之士㆒爲㆓四番㆒、番三晝夜。凡上之起居飮食諸︀服御之政令、怯薛 之長皆總焉」と云へり。）





​ミコト​​勅​​の言ひ​キ​​聽​​かせ

「​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​は、​ダイサン​​第三​​ ​ダイサン​​第三​​の​バンチヨク​​番直​​に（當番の三日目ごとに）この​ミコト​​勅​​を​バンシ​​番士​​に​キ​​聽​​かせよ（明譯掌​（ル）㆓​ゴヱイヲ​​護衞​​㆒的 ​クワンニンハ​​官人​​、​スベテ​​凡​​​カフル​​換​​㆑​ハンヲ​​班​​​トキ​​時​​、​ヲ​​將​​㆓[249]​コノコトバ​​這言語​​㆒​セイクワイ​​省會​​ ​イツペンセヨ​​一遍​​）。​キ​​聽​​かせずば、​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​ ​ツミ​​罪​​となれ。​ミコト​​勅​​を​キ​​聽​​きてありて​コ​​越​​えば（犯さば）、​ミコト​​勅​​の​ムネ​​旨​​に​ヨ​​依​​り、​バンチヨク​​番直​​を​ハヅ​​脫​​さば、​バンシ​​番士​​は​ツミ​​罪​​となれ」と​ミコト​​勅​​ありき。





​オトナ​​宿老​​ ​バンシ​​番士​​の同等

「​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​は、​ヲサ​​長​​となられたりとのみ​イ​​云​​ひて、​ドウトウ​​同等​​に​イ​​入​​りたる​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​を​ワレ​​我​​に​サウダン​​相談​​ ​ナ​​無​​くて​ナ​​勿​​ ​セ​​責​​めそ。​ハフド​​法度​​を​ウゴカ​​動​​さば、​ワレ​​我​​に​ツ​​吿​​げよ。​キ​​斬​​らしむる​リ​​理​​あるならば、​ワレラ​​我等​​は​キ​​斬​​らしむるぞ。​ウ​​打​​たるゝ​リ​​理​​あるならば、​フ​​臥​​さしめて​ウ​​打​​つぞ。​ヲサ​​長​​となれりとのみ​イ​​云​​ひて、​ドウトウ​​同等​​の​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​を​オノ​​己​​が​テアシ​​手足​​を​イタ​​致​​して​ムチウ​​笞打​​たば、​シモト​​笞​​の​ムクイ​​報​​に​シモト​​笞​​を​マタ​​亦​​、​コブシ​​拳​​の​ムクイ​​報​​に​コブシ​​拳​​を​マタ​​亦​​ ​カヘ​​回​​さん」と​ノリタマ​​宣​​へり。












§228(09:44:10)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​センコ​​千戶​​より上にある​バンシ​​番士​​

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​ホカ​​外​​に​ヲ​​居​​る​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​より​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​は​カミ​​上​​に​ア​​在​​るぞ。​ホカ​​外​​に​ヲ​​居​​る​ヒヤクコ​​百戶​​ ​ジツコ​​十戶​​の​クワンニン​​官人​​より​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​の​ケニン​​家人​​は​カミ​​上​​にあるぞ。​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​に、​ホカ​​外​​に​ヲ​​居​​る​センコ​​千戶​​ども、​ドウトウ​​同等​​となりて​ナラ​​竝​​びて、​ワ​​我​​が​バンシ​​番土​​と​ウ​​毆​​ち​ア​​合​​はば、​センコ​​千戶​​の​ヒト​​人​​を​ツミ​​罪​​せん」と​ミコト​​勅​​ありき。












§229(09:45:09)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​セントウシ​​箭筒士​​ ​ジヱイ​​侍衞​​ ​カシハデ​​厨官​​の勤方

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​ありて、​クミグミ​​班班​​の​クワンニン​​官人​​どもに​ミコト​​勅​​を​ツタ​​傳​​ふるには「​セントウシ​​箭筒士​​、​ジヱイ​​侍衞​​ ​ラ​​等​​、​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​りて、​ヒル​​晝​​の​オコナ​​行​​ひを​オノ〳〵​​各​​その​ミチミチ​​道道​​に​オコナ​​行​​いて、​ヒ​​日​​の​ヒカリ​​光​​あるに​シユクヱイ​​宿衞​​に​ユヅ​​譲​​りて、​ホカ​​外​​に​イ​​出​​でて​ヤド​​宿​​れ。​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​ヨル​​夜​​は​シユクヱイ​​宿衞​​ ​トマ​​宿​​り​ヲ​​居​​れ。​セントウシ​​箭筒士​​は​セントウ​​箭筒​​を、​カシハデ​​厨官​​は​キベイ​​器︀皿​​を​シユクヱイ​​宿衞​​に​ワタ​​渡​​して​サ​​去​​れ。​ホカ​​外​​に​ヤド​​宿​​れる​セントウシ​​箭筒士​​、​ジヱイ​​侍衞​​、​カシハデ​​厨官​​は、​ワレラ​​我等​​ ​ユ​​湯​​を​ノ​​飮​​むまで、​ウマヨセバ​​聚馬處​​に​スワ​​坐​​りて、​シユクヱイ​​宿衞​​に[250]​トヾ​​屆​​けて、​ユ​​湯​​を​ノ​​飮​​み​ヲ​​畢​​へば、​セントウシ​​箭筒士​​は​セントウ​​箭筒​​の​トコロ​​處​​に、​ジヱイ​​侍衞​​は​クラヰ​​坐​​の​トコロ​​處​​に、​カシハデ​​厨官​​は​キベイ​​器︀皿​​の​トコロ​​處​​に​カヘ​​復​​り​ア​​合​​へ。​クミグミ​​班班​​に​イ​​入​​る​モノ​​者︀​​は、​タヾタヾ​​只只​​ ​ダウリ​​道理​​に​ヨ​​依​​りこの​タイレイ​​體例​​に​ヨ​​依​​りかく​ナ​​爲​​せ」と​ミコト​​勅​​ありき。





​シユクヱイ​​宿衞​​の勤方

「​ヒ​​日​​ ​オ​​落​​ちたる​ノチ​​後​​、​オルド​​斡兒朶​​の​ウシロ​​後​​より​マヘ​​前​​より​コ​​越​​え​ユ​​行​​く​ヒト​​人​​を拏へて、​シユクヱイ​​宿衞​​は​トラ​​拏​​へて​トマ​​宿​​りて、​アシタ​​明朝​​ ​シユクヱイ​​宿衞​​は​カレ​​彼​​の​コトバ​​言​​を​キ​​聞​​け。​シユクヱイ​​宿衞​​は、​バンチヨク​​番直​​に​カハ​​代​​り​ア​​合​​ふには、その​シルシ​​符​​を​ワタ​​渡​​して​イ​​入​​りて​コ​​來​​よ。​カハ​​代​​りて​イ​​出​​づる​シユクヱイ​​宿衞​​も、​ワタ​​渡​​して​イ​​出​​でて​サ​​去​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。「​シユクヱイ​​宿衞​​は、​ヨル​​夜​​ ​オルド​​斡兒朶​​の​マハリ​​周圍​​に​フ​​臥​​して​カド​​門​​を​オサ​​壓​​へて​タ​​立​​てる​シユクヱイ​​宿衞​​は、​ヨル​​夜​​ ​イ​​入​​る​ヒト​​人​​をば、その​カシラ​​頭​​を​ウチワ​​打割​​り、その​カタ​​肩​​を​オ​​落​​つるほど​キ​​斫​​りて​ノ​​去​​けよ。​イソ​​急​​ぎの​ハナシ​​話​​ある​ヒト​​人​​ ​ヨル​​夜​​ ​キ​​來​​なば、​シユクヱイ​​宿衞​​に​ハナシ​​話​​して、​チヤウバウ​​帳房​​の​キタ​​北​​より​シユクヱイ​​宿衞​​と​ヒトトコロ​​一處​​に​タ​​立​​ちて​ハナシ​​話​​さしめよ」と​ノリタマ​​宣​​へり。





​シユクヱイ​​宿衞​​の威嚴

「​シユクヱイ​​宿衞​​より​ウヘ​​上​​の​クラヰ​​坐​​には、​タレ​​誰​​も​ナ​​勿​​ ​スワ​​坐​​りそ。​シユクヱイ​​宿衞​​より​コトバ​​言​​なくては、​タレ​​誰​​も​ナ​​勿​​ ​イ​​入​​りそ。​シユクヱイ​​宿衞​​の​ウヘ​​上​​を​タレ​​誰​​も​ナ​​勿​​ ​ユ​​行​​きそ。​シユクヱイ​​宿衞​​の​アヒダ​​閒​​を​ナ​​勿​​ ​ユ​​行​​きそ。​シユクヱイ​​宿衞​​の​カズ​​數​​を​ナ​​勿​​ ​ト​​問​​ひそ。​シユクヱイ​​宿衞​​の​ウヘ​​上​​を​ユ​​行​​く​ヒト​​人​​を​シユクヱイ​​宿衞​​は​トラ​​拏​​へよ。​アヒダ​​閒​​を​ユ​​行​​く​ヒト​​人​​を​シユクヱイ​​宿衞​​は​トラ​​拏​​へよ。​カズ​​數​​を​ト​​問​​へる​ヒト​​人​​をば、​シユクヱイ​​宿衞​​は、その​ヒト​​人​​を、その​ヒ​​日​​ ​ノ​​乘​​れる​センバ​​騸馬​​、​クラ​​鞍​​あり​クツワ​​轡​​あるを、​キ​​被​​たる​イフク​​衣服​​ごめに​シユクヱイ​​宿衞​​は​ト​​取​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。​エルヂギダイ​​額勒只吉歹​​は、​シンニン​​信任​​ある​ヒト​​人​​なるに、​ユフベ​​夕​​に​シユクヱイ​​宿衞​​の​ウヘ​​上​​を​ユ​​行​​けるありて、​シユクヱイ​​宿衞​​にいかんぞ​トラ​​拏​​へられける。（額勒只吉歹は、合赤溫の子 阿勒赤歹、卽 世系表に按只吉歹とある人と名 似たれども、異なる人なり。後文にも元史にも屢 見ゆ。八十八 功臣の中には見えず。かの名前の內に阿勒赤と云ふ人あり、餘り名の聞えぬ人なり。阿勒赤吉歹の吉歹を脫したるにあらずやとも疑はる。）






成吉思 汗 實錄 卷の九 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。


	原文:
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の九
巻の十一-1 →
成吉思汗実録 
巻の十
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​ジフ​​十​​。












§230(10:01:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ラウ​​老​​ ​シユクヱイ​​宿衞​​

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​クモ​​雲​​額兀列​ある​ヨル​​夜​​、​ワ​​我​​が​ソラマド​​天窓​​斡嚕格​ある​ヘヤ​​房​​の​マハ​​廻​​額額嗹​りに​フ​​臥​​して、​シヅカ​​靜​​斡嚕克訥塔​に​ネム​​睡​​溫塔兀勒​らしめて、​​この​​額捏​​クラヰ​​位​​斡舌欒​に​イタ​​到​​らせたる​ラウコウ​​老功​​斡脫古思​の​ワ​​我​​が​シユクヱイ​​宿衞​​、​ホシ​​星​​豁都︀​ある​ヨル​​夜​​、​ワ​​我​​が​チヤウデン​​帳殿​​斡兒朶​の​ヘヤ​​房​​の​マハリ​​周圍​​豁兒臣​に​フ​​臥​​して、​フトン​​蒲團​​斡舌欒​の​ウチ​​內​​を​オドロ​​驚​​斡黑札惕合​かさざりし​サイハヒ​​慶​​斡勒澤​ある​ワ​​我​​が​シユクヱイ​​宿衞​​は、​タカ​​高​​溫都︀兒​き​クラヰ​​位​​斡舌欒​に​イタ​​到​​らせたり。​ヘンドウ​​變動​​失勒只𡂰​し​ヲ​​居​​る​フヾキ​​風雪​​に、​ワナヽ​​顫​​失勒古惕刊​かし​ヲ​​居​​る​レイキ​​冷氣​​に、​ソヽ​​瀉​​赤惕渾​ぎ​ヲ​​居​​る​アメ​​雨​​に、​ワ​​我​​が​アミタルカベ​​編壁​​失勒帖速​ある​ヘヤ​​房​​の​マハリ​​周圍​​に​ヤスミ​​休​​只啉​を​ナ​​爲​​さず​タ​​立​​ちて​コヽロ​​心​​只嚕格​を​ヤス​​安​​からしめたる​マコト​​誠​​申​の​コヽロ​​心​​ある​ワ​​我​​が​シユクヱイ​​宿衞​​は、​クワイクワツ​​快活​​只兒合郞​なる​クラヰ​​位​​に​イタ​​到​​らせたり。​ミダ​​亂​​亦不侖​れ​ヲ​​居​​る​テキ​​敵​​の​ナカ​​中​​に、​ワ​​我​​が​トテイ​​土堤​​亦兒格​ある​イヘ​​家​​の​マハリ​​周圍​​に、​マタヽキ​​瞬​​希兒篾思​もせず​スヽ​​勸​​亦惕合​めて​タ​​立​​ちたる​タノミ​​賴​​亦帖格勒​ある​ワ​​我​​[252]が​シユクヱイ​​宿衞​​、​カバノカハ​​樺皮​​兀亦勒孫​の​ヤナグヒ​​箭筒​​を​ウゴカ​​動​​忽必思​し​ナ​​爲​​せば​オク​​後​​豁只惕​れて​タ​​立​​たざりし​ハヤ​​快​​忽兒敦​く​ユ​​行​​く​ワ​​我​​が​シユクヱイ​​宿衞​​、​サイハヒ​​慶​​斡勒澤​ある​ワ​​我​​が​シユクヱイ​​宿衞​​どもを​ラウ​​老​​ ​シユクヱイ​​宿衞​​（老功の宿衞士）と​イ​​云​​へ。





​タイ​​大​​ ​ジヱイ​​侍衞​​

​オゲレ チエルビ​​斡歌列 扯兒必​​と​イ​​入​​りたる​シチジフ​​七十​​の​ジヱイ​​侍衞​​どもを​タイ​​大​​ ​ジヱイ​​侍衞​​と​イ​​云​​へ。





​ラウ​​老​​ ​ユウシ​​勇士​​

​アルカイ​​阿兒孩​​（卽ち阿兒孩 合撒兒）の​ユウシ​​勇士​​どもを​ラウ​​老​​ ​ユウシ​​勇士​​と​イ​​云​​へ。





​タイ​​大​​ ​セントウシ​​箭筒士​​

​エスン テエ​​也孫 帖額​​、​ブギダイ​​不吉歹​​ ​ラ​​等​​の​セントウシ​​箭筒士​​どもを​タイ​​大​​ ​セントウシ​​箭筒士​​と​イ​​云​​へ」と​ミコト​​勅​​ありき。












§231(10:03:06)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










愛撫すべき​マン​​萬​​の​バンシ​​番士​​

　「​ワ​​我​​が​クジフゴ​​九十五​​の​センコ​​千戶​​より​ミ​​身​​に​ツ​​貼​​く​キンシン​​近臣​​に​エラ​​選​​びて​キ​​來​​つる​マン​​萬​​の​シンキン​​親近​​なる​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​を、​ユクスヱ​​久後​​ ​ワ​​我​​が​クラヰ​​位​​に​スワ​​坐​​りたる​コ​​子​​ども、​ワ​​我​​が​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​は、この​バンシ​​番士​​を​カタミ​​遺念​​の​ゴト​​如​​く​オモ​​想​​ひて、​ウラ​​怨​​みしめず、​ヨ​​善​​く​アツカ​​扱​​へ。この​マン​​萬​​の​バンシ​​番士​​を​ワ​​我​​がめでたき​フク​​福︀​​の​カミ​​神︀​​と​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​らずや」と​ノリタマ​​宣​​へり。












§232(10:04:05)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​シユクヱイ​​宿衞​​の​ツカサド​​掌​​る雜務

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​オルド​​斡兒朶​​の​コシモト​​侍女​​（蒙語​チエルビン オキト​​扯兒賓︀ 斡乞惕​​、侍從の女）​イヘノコモノ​​家僮​​（蒙語​グルン コウト​​格㖮 可兀惕​​、家の子）​ラクダカヒ​​駱駝飼︀​​（蒙語​テメエチン​​帖篾額臣​​、元史 兵志に「牧㆓駱駝㆒者︀曰㆓帖蔑赤㆒」とあり。）​ウシカヒ​​牛飼︀​​（蒙語​クケチン​​忽客臣​​）を​シユクヱイ​​宿衞​​は​トリシ​​取締​​めて、​オルド​​斡兒朶​​の​ヘヤ​​房​​ ​クルマ​​車​​を​トヽノ​​調​​へよ。​タウ​​纛​​ ​ツヾミ​​鼓​​ ​ドロ​​朶囉​​（明本 語譯には下とあれども解する能はず。）​ヤリ​​鎗​​を​シユクエイ​​宿衞​​ ​トヽノ​​調​​へよ。​キベイ​​器︀皿​​をも​シユクヱイ​​宿衞​​ ​トヽノ​​調​​へよ。​ワレラ​​我等​​の​ノミモノ​​飮物​​ ​クヒモノ​​食物​​を​シユクヱイ​​宿衞​​ ​シタク​​支度​​せよ。​シゲ​​稠​​き​ニク​​肉​​の​クヒモノ​​食物​​をも​シユクヱイ​​宿衞​​ ​シタク​​支度​​して​ニ​​煑​​よ。​ノミモノ​​飮物​​ ​クヒモノ​​食物​​ ​フソク​​不足​​とならば、​シタク​​支度​​ぜられたる​シユクヱイ​​宿衞​​に​タヅ​​尋​​ねよ」と​ノリタマ​​宣​​へり。「​セントウシ​​箭筒士​​に​ノミモノ​​飮物​​ ​クヒモノ​​食物​​を​クバ​​配​​るに、​シタク​​支度​​したる​シユクヱイ​​宿衞​​に​サウダン​​相談​​ ​ナ​​無​​くて​ナ​​勿​​ ​クバ​​配​​りそ。​クヒモノ​​食物​​を​クバ​​配​​るに、まづ​シユクヱイ​​宿衞​​より​ハジ​​始​​めて​クバ​​配​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。[253]「​オルド​​斡兒朶​​の​ヘヤ​​房​​に​イ​​入​​り​イ​​出​​づるを​シユクヱイ​​宿衞​​ ​トヽノ​​整​​へよ。​カド​​門​​には​シユクヱイ​​宿衞​​の​カドモリ​​門者︀​​（蒙語​エウデチン​​額兀迭臣​​）​イヘ​​家​​に​ヨ​​倚​​りて​タ​​立​​て。​シユクヱイ​​宿衞​​より​フタリ​​二人​​ ​イ​​入​​りて​タイシユキヨク​​大酒局​​を​ト​​執​​りて​ヲ​​居​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。「〈［＃底本では直前の「開き括弧」なし］〉​シユクヱイ​​宿衞​​より​イヘヰヅカサ​​營盤官​​（蒙語​ヌントウチン​​嫩禿兀臣​​）​ユ​​行​​きて​オルド​​斡兒朶​​の​ヘヤ​​房​​を​オロ​​下​​せ（据ゑつけよ）」と​ノリタマ​​宣​​へり。「​ワレラ​​我等​​ ​タカ​​鷹​​ ​ツカヒ​​使​​ひ​マキガリ​​圍獵​​する​トキ​​時​​、​シユクヱイ​​宿衞​​は​ワレラ​​我等​​と​トモ​​共​​に​タカ​​鷹​​ ​ツカヒ​​使​​ひ​マキガリ​​圍獵​​しに​ユ​​行​​け。​クルマ​​車​​に[​エモノ​​獲物​​の]​ナカバ​​半​​を​ワ​​分​​けて〈［＃「[獲物の]半を分けて」はママ。底本の六四五頁(§278)に訳注者本人による事後訂正あり］〉​オ​​置​​け」と​ノリタマ​​宣​​へり。（元史 兵志に「預㆓怯薛 之職㆒、而居㆓禁近㆒者︀、分㆓冠服弓矢食飮文史車馬廬帳府庫醫藥卜祝︀之事㆒、悉世守㆑之。雖㆘以㆓才能㆒受㆓任使㆒、服㆓官政㆒、貴盛之極㆖、一日歸至㆓內庭㆒、則執㆓其事㆒如㆑故、至㆓於子孫㆒無㆑改。非㆓甚親信㆒、不㆑得㆑預也」とあり。）
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​シユクヱイ​​宿衞​​の​イクサ​​軍​​を出さざる理由

　​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​ワレラ​​我等​​の​ミ​​身​​、​イクサ​​軍​​に​イ​​出​​でずば、​シユクヱイ​​宿衞​​は、​ワレラ​​我等​​より​ホカ​​外​​に​イクサ​​軍​​に​ナ​​勿​​ ​イ​​出​​でそ」と​ノリタマ​​宣​​へり。「かく​イ​​云​​はれて、​ミコト​​勅​​を​コ​​越​​えて​シユクヱイ​​宿衞​​を​ネタ​​嫉​​みて​イクサ​​軍​​を​イダ​​出​​すものあらば、​イクサ​​軍​​を​シ​​知​​れる​チエルビン​​扯兒賓︀​​ ​ツミ​​罪​​あるとなれ」と​ミコト​​勅​​ありき。「​シユクヱイ​​宿衞​​の​イクサ​​軍​​はいかんぞ​イダ​​出​​されざると​イ​​云​​へるぞ、​ナンヂラ​​汝等​​。​シユクヱイ​​宿衞​​は、​タヾ​​但​​ ​ワレラ​​我等​​の​コガネ​​金​​の​イノチ​​命​​を​マモ​​守​​るなり。​タカガリ​​鷹狩​​ ​マキガリ​​圍獵​​に​ユ​​行​​く​トキ​​時​​、​ハタラ​​働​​き​ア​​合​​ふなり。​オルド​​斡兒朶​​を​アヅ​​預​​けられて、​タ​​起​​つ​トキ​​時​​ ​シヅカ​​靜​​なる​トキ​​時​​ ​クルマ​​車​​を​トヽノ​​調​​ふるなり。​ワ​​我​​が​ミ​​身​​を​マモ​​守​​りて​トマ​​宿​​ること​タヤス​​容易​​からんや。​イヘ​​家​​ ​クルマ​​車​​ ​タイラウエイ​​大老營​​を、​タ​​起​​つ​トキ​​時​​ ​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​ ​トヽノ​​調​​ふること​タヤス​​容易​​からんや。かく​オモ​​重​​き​ハナ​​離​​れ​バナ​​離​​れの​ハタラ​​働​​きあることを​イ​​云​​ひて、「​ワレラ​​我等​​より​ホカ​​外​​に​コト​​別​​に​イクサ​​軍​​に​ナ​​勿​​ ​ユ​​行​​きそ」と​イ​​云​​へるは、かくあるぞ」と​ノリタマ​​宣​​ひき。
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​シユクヱイ​​宿衞​​の陪審また雜務

　​マタ​​又​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​の​サイダン​​裁斷​​に、​シユクヱイ​​宿衞​​より[​ヒト​​人​​を[254]​イダ​​出​​して]​サイダン​​裁斷​​を​トモ​​共​​に​キ​​聽​​け」と​ノリタマ​​宣​​へり。「​シユクヱイ​​宿衞​​より​ヤナグヒ​​箭筒​​ ​ユミ​​弓​​ ​カブト​​甲​​ ​キカイ​​器︀械​​を​トヽノ​​調​​へて​クバ​​配​​り​ア​​合​​へ。​センバ​​騸馬​​を​トヽノ​​調​​へて​マウサク​​網索​​を​ツ​​駄​​けて​ユ​​行​​け」と​ノリタマ​​宣​​へり。「​シユクヱイ​​宿衞​​より​チエルビン​​扯兒賓︀​​と​トモ​​共​​に​タンモノ​​段匹​​を​クバ​​配​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。





​オルド​​斡兒朶​​の右左前なる​セントウシ​​箭筒士​​ ​ジヱイ​​侍衞​​の屯營

「​セントウシ​​箭筒士​​ ​ジヱイ​​侍衞​​の​タムロ​​營​​を​ツ​​吿​​ぐる（定むる）には、​エスン テエ​​也孫 帖額​​ ​ブギダイ​​不吉歹​​ ​ラ​​等​​の​セントウシ​​箭筒士​​、​アルチダイ​​阿勒赤歹​​ ​オゲレ​​斡歌列​​ ​アクタイ​​阿忽台​​ ​ラ​​等​​の​ジヱイ​​侍衞​​は、​オルド​​斡兒朶​​の​ミギ​​右​​の​ホトリ​​邊​​に​ユ​​行​​け」と​ノリタマ​​宣​​へり。「[​ゴルクダク​​豁兒忽荅黑​​ ​ラブラカ​​剌卜剌合​​ ​ラ​​等​​の​セントウシ​​箭筒士​​、]​ブカ​​不合​​、​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​、​ドゴルク チエルビ​​多豁勒忽 扯兒必​​、​チヤナイ​​察乃​​ ​ラ​​等​​の​ジヱイ​​侍衞​​は、​オルド​​斡兒朶​​の​ヒダリ​​左​​の​ホトリ​​邊​​に​ユ​​行​​け」と​ノリタマ​​宣​​へり。「​アルカイ​​阿兒孩​​の​ユウシ​​勇士​​どもは、​オルド​​斡兒朶​​の​マヘ​​前​​に​ユ​​行​​け」と​ノリタマ​​宣​​へり。「​シユクヱイ​​宿衞​​は、​オルド​​斡兒朶​​の​イヘ​​家​​ ​クルマ​​車​​を​トヽノ​​調​​へて、​オルド​​斡兒朶​​の​マヘ​​前​​の​ヒダリ​​左​​の​ホトリ​​邊​​に​ユ​​行​​け」と​ノリタマ​​宣​​へり。（明譯には​チヤウデンノ​​帳殿​​ ​マヘノ​​根前​​ ​ヒダリ​​左​​ ​ミギ​​右​​とあり。原文 左の下に右の字 脫ちたるなるべし。）





殿中を監視︀する​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​

「​アマタ​​許多​​の​バンチヨク​​番直​​する​ジヱイ​​侍衞​​を、​オルド​​斡兒朶​​の​マハリ​​周圍​​、​オルド​​斡兒朶​​の​イヘノコ​​家僮​​を、​ウマカヒ​​馬飼︀​​（蒙語​アドウチン​​阿都︀兀臣​​）​ヒツジカイ​​羊飼︀​​（蒙語​ゴニチン​​豁你臣​​、元史 兵志に「牧㆑羊者︀曰㆓火你赤㆒」とあり。）​ラクダカヒ​​駱駝飼︀​​ ​ウシカヒ​​牛飼︀​​を、​ツネ​​常​​に​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​、​キ​​氣​​を​フ​​付​​けて​ヲ​​居​​れ」と​コトヨサ​​任​​し​タマ​​給​​へり。「​ドダイ チエルビ​​朶歹 扯兒必​​は、​ツネ​​常​​に​イ​​居​​て、​オルド​​斡兒朶​​の​ウシロ​​後​​豁亦納​より​カレクサ​​枯草​​豁黑​を​ク​​喫​​ひて​カンプン​​乾糞​​豁馬兀兒​を​ヤ​​燒​​きて​ユ​​行​​け」と​ミコト​​勅​​ありき。（末の一語は、掃除せよとの意なるべきか。確ならず。朶歹 扯兒必は、一千の侍衞の長にて、番直の宿老 卽ち四 怯薛 長の一人となり、兼ねて殿中監の職務をも執れるなり。この職務は、太祖︀ 始めて合罕となれる時「家の內の婢僕どもを統べん」と云へるに同じ。）
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​カルルウト​​合兒魯兀惕​​の降附

　​クビライ ノヤン​​忽必來 那顏​​に​カルルウト​​合兒魯兀惕​​を​コトム​​征​​けさせたり。​カルルウト​​合兒魯兀惕​​の​アルスラン カン​​阿兒思闌 罕​​は​クビライ​​忽必來​​に​クダ​​降​​り​キ​​來​​ぬ。​クビライ ノヤン​​忽必來 那顏​​は、​アルスラン カン​​阿兒思闌 罕​​を​ヒキ​​率​​ゐ​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マミ​​見​​えさせたり。​テキタイ​​敵對​​せ[255]ざりきとて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​アルスラン​​阿兒思闌​​を​オンシヤウ​​恩賞​​して、「​ムスメ​​女​​を​アタ​​與​​へん」と​ミコト​​勅​​ありき。（合兒魯兀惕は、合兒魯黑の複稱、唐書の葛邏祿なり。葛邏祿は、鐵勒 諸︀部の一にして、唐の世に北庭の西北金山の西に居り、その盛なる時は碎葉 但邏斯の諸︀城をも有ちしが、宋の世に至りて國 衰へ、西遼の屬國となれり。





​カルルク​​合兒魯黑​​の異文

烏古孫 仲端の北使記 元史 鐵邁赤の傳に合魯、親征錄 太祖︀紀 沙全の傳 儒學 伯顏の傳に哈剌魯、哈剌䚟の傳に哈魯、也罕 的斤の傳に匣剌魯とあり。輟耕錄の色目 三十一種の中には哈剌魯とも匣剌魯とも書けり。珀兒沙の亦思塔黑哩の書には喀兒列怯、普剌諾 喀兒闢尼の紀行には科囉剌と云へり。元史 地理志の西北地 附錄には柯耳魯とありて、經世 大典の圖に、柯耳魯は阿力麻里 卽ち阿勒馬里克(今の伊犂)の西北に載せたり。親征錄に「辛未 春、上居㆓怯綠連 河㆒時、西域 哈剌魯 部主 阿昔蘭 可汗 來歸、因㆓忽必來 那顏㆒見㆑上」とあり。元史も、太祖︀ 六年 辛未の條にこの事を記せり。





​カヤリク​​喀牙里克​​の君を兼ぬる​カルルク カン​​合兒魯黑 罕​​

多遜は、主吠尼の史を譯して「突︀兒克 喀兒魯克の酋長にして喀牙里克の君なる阿兒思闌 汗、阿勒馬里克の君なる斡匝兒、二人ともに合喇乞台の古兒汗の臣なりしが、一二一一年 來て成吉思 汗に從ひ、成吉思 汗は、阿兒思闌に宗女を與へたり」と云へり。喇失惕の記載は、祕史に同じくして、只 皇女をば主吠尼と同じく宗女とし、「阿兒思闌 汗の號 存すべからざるに依り、撒兒惕の號を賜へり」と云へり。合兒魯兀惕の罕は喀牙里克の君を兼ぬとあれば、その國は、喀牙里克の邊、卽ち巴勒喀什 湖の東南にあるべし。喀牙里克は、嚕卜嚕克の紀行に喀亦剌克と云ひ、元史 憲宗紀「二年夏、分㆓遷諸︀王於各所㆒」の條に「海︀都︀ 於㆓海︀押立 地㆒」とありて、太宗の孫なる海︀都︀の分地となり、海︀都︀の亂に世祖︀の兵は阿勒馬里克に進み、阿剌套 山を隔てて相 對し居たり。大佐 裕勒は「その地は、今の闊帕勒に近し」と云へり。一八五七年、ある塔塔兒 人は、闊帕勒の古墳より古き金環を寶石と共に發見し、その金環に突︀兒克 字にて阿兒思闌と刻みてありしは、珍らしき堀出物なりき(露西亞の地學 協會の報吿、一八六七年 第一編 第 二百九十ぺーぢ)。





世世 元の駙馬

諸︀公主表に「脫烈 公主、適㆓阿爾思蘭子 也先 不花 駙馬㆒」とありて、皇女とも宗女とも云はず。又 表には阿兒思闌を駙馬と云はざれども、諸︀書みな阿兒思闌に妻せたりとあれば、これも先に阿兒思闌に配し、後にその子に配したるを、公主表は諱みて後の駙馬のみを擧げたるならん。又 脫烈 公主の次に「八八公主、適㆓也先 不花子 忽納荅兒 駙馬㆒。某 公主、適㆓忽納荅兒 子 剌海︀涯里那 駙馬㆒」とあれば、阿兒思闌の後は、曾孫までも世世 元の駙馬となりしなり。）
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​メルキト​​篾兒乞惕​​の​ヰゲツ​​遺孽​​の​サウメツ​​𠞰滅​​

　​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​は、​クロガネ​​鐵​​の​クルマ​​車​​にて、​メルキト​​篾兒乞惕​​の​トクトア​​脫黑脫阿​​の​クト​​忽禿​​ ​チラウン​​赤剌溫​​ ​ラ​​等​​なる​コ​​子​​どもを​オ​​追​​ひに​シユツセイ​​出征​​して、​チユイ ガハ​​垂 河​​に​オヒツ​​追詰​​めて​キハ​​窮​​めて​キ​​來​​ぬ。（親征錄に曰く「辛未、遣㆓將 脫忽察兒㆒、率㆓騎二千㆒、出哨㆓西邊戎㆒。丁丑、上遣㆓大將 速不台拔都︀㆒、以㆑鐵裹㆓車輪㆒、征㆓蔑兒乞 部㆒、與㆓先遣征西前鋒 脫忽察兒 二千騎㆒合、至㆓嶄河㆒、遇㆓其長㆒大戰、盡滅㆓蔑兒乞㆒還」と云ひ、





丁丑の年なる嶄河の戰

喇失惕も、この戰を記して牛の年の事とし、嶄河を眞河と書けり。元史 本紀は、三年 戊辰の也兒的石 河の戰に「討㆓蔑里乞 部㆒滅㆑之」と書きて、十二年 丁丑には速不台の征戰を載せず。速不台の傳に曰く「滅里吉 部强盛不㆑附。丙子、帝[256]會㆓諸︀將於 禿兀剌 河之黑林㆒、問㆘誰能爲㆑我征㆓滅里吉㆒者︀㆖。速不台請㆑行。帝壯而許㆑之。乃選㆓裨將 阿里出㆒、領㆓百人㆒先行、覘㆓其虛實㆒。速不台 繼進云云。己卯、大軍至㆓蟾河㆒、與㆓滅里吉㆒遇、一戰而獲㆓其二將㆒、盡降㆓其眾㆒、其部主 霍都︀ 奔㆓欽察㆒。速不台 追㆑之、與㆓欽察㆒戰㆓于 玉峪〈［＃「峪」は底本では「山＋容」。昭和18年復刻版では「山＋客」。「元史(四庫全書本)卷一百二十一、第2丁、蘇布特(速不台)の傳」では「峪」］〉㆒敗㆑之」とあり。丙子は十二年 丁丑の前年、己卯は丁丑の二年後にして、親征錄 集史と年紀 合はず。多遜は、嶄河を哲姆 河と書き、その戰を一二一六年 卽ち丙子の事とせり。諸︀書を合せ考ふるに、蓋 子の年に軍を出し、丑の年に垂河に戰ひ、卯の年に餘孽 悉く平ぎたるならん。





​カングリン​​康鄰​​に​ハシ​​奔​​れる​クド​​忽都︀​​

親征錄の嶄河、喇失惕の眞河、多遜の哲姆 河、速不台の傳の蟾河は、祕史の垂河と同じきか異なるか、知らず。霍都︀の欽察に奔れることは、卷八にも「忽都︀ 合惕 赤剌溫 等の篾兒乞惕は、康鄰 欽察兀惕を過ぎ去りき」と云ひ、土土哈の傳には「太祖︀ 征㆓蔑里乞㆒、其主 火都︀ 奔㆓欽察㆒。欽察 國主 亦納思 納㆑之。太祖︀ 遣㆑使諭㆑之 云云。亦納思 答 云云。太祖︀ 乃命㆑將 討㆑之」とあれども、西域の諸︀史には更にその事なし。喇失惕は「忽都︀は乞魄察克に奔らんとしたるを、蒙古の軍に捕へ殺︀されたり」と(別咧津 卷一 第七十三頁に)云ひ、多遜の史には「篾兒乞惕の酋 禿克脫干は、蒙古に逐はれ、眾を率ゐて氈篤の北に走り、その下に殺︀され、蒙古はその眾を海︀哩 哈米赤 兩河の間に敗りて滅ぼせり」とあれば、篾兒乞惕の走りて康鄰の地に入りたるは、實らしけれども、欽察に奔れりと云へるは、傳聞の誤りなるべし。）
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​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​の​サウメツ​​𠞰滅​​

　​ヂエベ​​者︀別​​は、​ナイマン​​乃蠻​​の​グチユルク カン​​古出魯克 罕​​を​オ​​追​​ひて、​サリクグン​​撒哩黑昆​​に​オヒツ​​追詰​​めて、​グチユルク​​古出魯克​​を​キハ​​窮​​めて​キ​​來​​ぬ。（親征錄 戊寅(太祖︀ 十三年) 木華黎 國王 南征の次に「別遣㆓大將 哲別㆒、攻㆓曲出律 可汗㆒、至㆓撒里桓 地㆒克㆑之」とありて、その簡略なること祕史と同じ。





​グチユルク​​古出魯克​​の西遼 簒奪

遼史 天祚紀の末に西遼の興亡を附記し、遼の德宗 耶律 大石の自立より大石の妻 感天 太后 塔不煙、その子 仁宗 夷列、夷列の妹 承天 太后 普速完を歷て、夷列の子 直魯古に至り、「直魯古 卽㆑位、改㆓元 天禧㆒、在位三十四年。時秋出獵、乃蠻 主 屈出律、以㆓伏兵八千㆒擒㆑之、而據㆓其位㆒、襲㆓遼衣冠㆒、尊㆓直魯古㆒爲㆓太上皇㆒、皇后爲㆓皇太后㆒、朝夕問㆓起居㆒、以侍終焉。直魯古 死、遼絕」とあり。屈出律は、卽ち古出魯克にして、その西遼に奔れるは、親征錄 主吠尼に據るに、太祖︀ 三年 戊辰、西紀 一二〇八年にあり。古出魯克の西遼を簒へるは、錢大昕の考證と主吠尼の史とに據るに、太祖︀ 六年 辛未、西紀 一二一一年にあり。直魯古の死は、主吠尼 喇失惕の書に據るに、國を奪はれて憂悶し、二年を歷て病死したるなり。長春の西游記に「自㆓金師破㆒㆑遼、大石 林牙 領㆓眾數千㆒走㆓西北㆒、移徙十餘年、方至㆓此地㆒云云。延袤萬里、傳㆑國幾百年。乃滿 失㆑國依㆓大石㆒、士馬復振、盜㆓據其土㆒。繼而 算端 西削㆓其地㆒。天兵至、乃滿 尋滅、算端 亦亡」と云へり。林牙は、學士を呼ぶ契丹語にして、耶律 大石の舊官なり。乃滿 失㆑國依㆓大石㆒とは、乃蠻の古出魯克 逃げて大石の立てたる國に依れるを云ふ。算端 西削㆓其地㆒とは、闊喇自姆の君 速勒壇 抹哈篾惕、西遼の舊境 失兒 河 以南を取れるを云ふ。乃滿 尋滅は、古出魯克の滅びたるなり。算端 亦亡は、この戊寅の年より二年後にあり。撒哩黑昆は、集史に撒哩黑庫勒とあり。今は撒哩庫勒と呼び、葉兒羌 河の上流にあり、西は直に露西亞の領地に接す。古出魯克の事蹟は、主吠尼 喇失惕の二書に詳なり。





​フス メリク​​曷思麥里​​の​デン​​傳​​の​カウシヨウ​​考證​​

元史には只 曷思麥里の傳に「曷思麥里、西域 谷則 斡兒朶 人。初爲㆓西遼 闊兒罕 近侍㆒、後爲㆓谷則 斡兒朶 所屬 可散 八思哈 長官㆒。太祖︀西征、曷思麥里 率㆓ 可散 等城酋長㆒迎降。大將 哲伯 以聞。帝 命㆓曷思麥里㆒、從㆓哲伯㆒爲㆓先鋒㆒、攻㆓乃蠻㆒克㆑之、斬㆓其主 曲出律㆒。[257]哲伯 令㆘曷思麥里、持㆓曲出律 首㆒、往徇㆗其地㆖。若㆓可失哈兒 押兒牽 斡端 諸︀城㆒、皆臨㆑風降附」とあり。谷則 斡兒朶は、大城の義にして、垂河(今の楚河)の濱に在りし西遼の都︀なり。遼史 天祚紀に虎思 斡耳朶、金史 粘割 韓奴の傳に骨斯 訛魯朶、耶律 楚材の西游錄に虎司 窩魯朶と書けり。或は古思を略きて斡兒朶とのみも云へり。元好問の大丞相 劉氏 先瑩の碑、元史 郭寶玉の傳に、訛夷朶とあるは、兒を夷と誤りたるなり。闊兒罕は、祕史 卷五の古兒 罕、親征錄の菊律 可汗なり。遼史に記せる如く、大石 林牙 卽位して葛兒罕と號してより、子孫みなその號を襲ぎたるなり。可散は、西游錄に可傘と書き、經世 大典の圖には柯散と書きて、察赤(今の塔什干)の東南に在り。露西亞の地圖には、塔什干の東南に今も喀散 城あり。曷思麥里は、者︀別に降れるにて、この時 太祖︀は未だ親征せざれば、傳に太祖︀ 西征とあるは誤れり。可失哈兒は今の喀什噶爾、押兒牽は今の葉爾羌、斡端は今の和闐なり。）
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​ウイウト​​委兀惕​​ 降附の使

　​ウイウト​​委兀惕​​の​イドウト​​亦都︀兀惕​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​りき。（この事は、親征錄 集史 元史、みな祕史より委し。親征錄にまづ「己巳(太祖︀ 四年)春、畏吾兒 國主 亦都︀護、聞㆓上威名㆒、遂殺︀㆓契丹 主所置監國 沙監㆒」とあり。亦都︀護は、卽ち亦都︀兀惕、委兀惕の王號にして、集史には亦的庫惕と云へり。この亦都︀兀惕の名は、巴而朮 阿而忒 的斤と云ひ、元史に傳あり。哈剌亦 哈赤北魯の傳には、八兒出 阿兒忒 亦都︀護とあり。契丹は、合喇 乞塔惕、卽ち西遼にして、岳璘 帖穆爾の傳には西契丹とあり。西遼の畏兀を威制したること、畏兀の叛きてその監國を殺︀したる事情は、哈剌亦 哈赤北魯、岳璘 帖穆爾 二人の傳に見ゆ。





親征錄なる​イドゴ​​亦都︀護​​ 降附の始末

さて親征錄に、監國を殺︀したる處へ、太祖︀の使 二人 至りたれば、亦都︀護 喜びて、使 二人を遣り降附の意を奏さしめき。この時 蔑里乞の脫脫より使 至りたるを、亦都︀護はその使を殺︀し、又 脫脫の子 四人は、父を失ひ、也兒的石 河を渉りて至りたるを嶄河にて禦ぎ戰へり。この戰は、祕史 卷八の初にある不黑都︀兒麻の戰に續きて、額兒的失 河にて多數 溺れてより西に奔るまでの間にありし事なり。嶄河は、巴兒朮の傳に襜河とあり、古の昌八里に傍ひて流るゝ昌河、卽ち今の昌吉 河にして、委兀惕の都︀城の西にあり。太祖︀ 十二年 丁丑に速不台の戰へる薪河、速不台の傳に蟾河とあるものとは、名 同じくして實は異なり。この戰の後、亦都︀護は使 四人を遣り蔑里乞の事を吿げたれば、太祖︀は又 前の使 二人を遣り、亦都︀護は復使を遣り珍寶 方物を奉れりとあり。これらの事を皆 太祖︀ 四年の事とせり。）​アトキラク​​阿惕乞喇黑​​（親征錄に乞力吉思の二使の一人を阿忒黑剌と云ひ、喇失傷も乞兒吉思の二使の一人を阿惕黑剌黑と云へば、修正 祕史は、委兀惕の使を乞兒吉思の使と改めたるに似たり。）​ダルベ​​荅兒伯​​（喇失惕は、太祖︀の二使の一人を迭兒拜と云へり。親征錄 初に荅拜とあるは、兒の字を落せるなり。後に荅兒班とあるは、拜を班と誤れるなり。これも委兀惕の使を太祖︀の使に混らしたるなり。）​フタリ​​二人​​を​ツカヒ​​使​​とし​マウ​​奏​​して​ヤ​​遣​​るには





譬 雲開見日 冰泮得水

「​クモ​​雲​​額兀速​ ​ハ​​霽​​れて​ハヽ​​母​​額客​なる​ヒ​​日​​（母の如き太陽）を​ミ​​見​​たるが​ゴト​​如​​く、​コホリ​​冰​​抹勒孫​ ​ト​​解​​けて​カハ​​河​​木嗹​の​ミヅ​​水​​を​エ​​得​​たるが​ゴト​​如​​く、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ナ​​名​​と​コヱ​​聲​​とを[258]​キ​​聞​​きて​ハナハダ​​甚​​ ​ヨロコ​​歡​​べり。





金帶之星裝 袞衣之餘縷

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​オンシ​​恩賜​​せば、​コガネ​​金​​阿勒壇​の​オビ​​帶​​不薛​の​シメガネ​​締金​​豁兒吉​より​アケノオホミゾ​​大紅衣​​阿勒迭額勒​の​キヌギレ​​帛片​​忽兒帖孫​より​エ​​得​​ば（分與せられば）、​ナガミコト​​爾​​の​ダイゴ​​第五​​の​コ​​子​​となりて​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へん」と​マウ​​奏​​して​ヤ​​遣​​りき。（親征錄は、この辭を二章に分けて、辭句を增し加へ、前章は、亦都︀護の始めて二使を遣りたる時の辭とし、後章は太祖︀ 六年に亦都︀護の入朝したる時の辭とせり。その前章は「臣國聞㆓皇帝威名㆒、故棄㆓契丹舊好㆒、方將㆘遣㆑使來通㆓誠意㆒、躬自效㆖㆑順。豈料遠辱㆓天使㆒、降㆓臨下國㆒。譬㆓雲開見㆑日、冰泮得㆒㆑水、喜不㆑勝矣。而今而後、盡率㆓部眾㆒、爲㆑僕爲㆑子、竭㆓犬馬之勞㆒也」と云ひ、その後章は「陛下若恩㆓賜臣㆒、使㆘遠者︀悉聞、近者︀悉見、綴㆓袞衣之餘縷㆒、摘㆗金帶之星裝㆖、誠願在㆓陛下四子之亞㆒、竭㆓其力㆒也」と云へり。喇失暢も、殆ど之に同じ。）





​イドウト​​亦都︀兀惕​​の來朝 貢獻

その​コトバ​​言​​につき、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​オンシ​​恩賜​​して​コタ​​答​​へ​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​るには「​ムスメ​​女​​をも​アタ​​與​​へん。​ダイゴ​​第五​​の​コ​​子​​となれ。​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​シラタマ​​眞珠​​ ​オホタマ​​東珠​​ ​キンラン​​金襴​​ ​ソウキンラン​​總金襴​​ ​オリモノ​​段匹​​を​モ​​持​​ちて​イドウト​​亦都︀兀惕​​ ​コ​​來​​よ」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​れば​イドウト​​亦都︀兀惕​​は、​オンシ​​恩賜​​せられたりとて​ヨロコ​​喜​​びて、​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​シラタマ​​眞珠​​ ​オホタマ​​東珠​​ ​オリモノ​​段匹​​ ​キンラン​​金襴​​ ​ソウキンラン​​總金襴​​ ​ドンス​​緞子​​を​モ​​持​​ちて、​イドウト​​亦都︀兀惕​​〈［＃「亦都︀兀惕」は底本では「都︀兀兀惕」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉 ​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マミ​​見​​えたり。（〈［＃底本では直前の「開き括弧」なし。昭和18年復刻版に倣い修正］〉親征錄は、「寶を持ち來よ」と太祖︀ 云へりとは云はず、太祖︀の使 二たび往きたる時、亦都︀護の使 復 至りて珍寶 方物を奉れりとあり。かくてそれより二年を歷て、辛未(太祖︀ 六年)の春、哈剌魯 部 主 阿昔蘭 可汗の來朝と同じ時に、亦都︀護 來朝して、彼の袞衣 金帶の辭を陳べたれば、「上說㆓其言㆒、使㆑尙㆓公主㆒、仍序㆓第五㆒」とあり。）​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、





​アル アルトン​​阿勒 阿勒屯​​の下嫁

​イドウト​​亦都︀兀惕​​に​オンシ​​恩賜​​して​アル アルトン​​阿勒 阿勒屯​​を​アタ​​與​​へたり。（元史 巴而朮 阿而忒の傳は、全く親征錄に本づきたれども、巳の年の使者︀の辭より「雲開見㆑日、冰泮得㆑水」の語を略き、また「辛未、朝㆓帝亍 怯綠連 河㆒、奏曰「陛下若恩㆓顧臣㆒、使㆓臣得㆒㆑與㆓陛下四子之末㆒、庶幾竭㆓其犬馬之力㆒。」帝感㆓其言㆒、使㆑尙㆓公主 也立 安敦㆒、且得㆑序㆓於諸︀子㆒」とありて、袞衣 金帶の語を略きたれば、亦都︀兀惕の辭命として祕史に載せられたる面白き韻文は、骨拔泥鰌となれり。公主表 高昌 公主 位の處に「也立 可敦 公主、太祖︀ 女、適㆓亦都︀護 巴而述 阿兒忒 的斤㆒」とあり。可敦は、安敦の誤、也立 安敦は、卽ち阿勒 阿勒屯なり。喇失惕は、正后の出にあらずと云へり。）
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​ヂユチ​​拙赤​​の北征

　​ウサギ​​兔​​の​トシ​​年​​（我が土御門 天皇 承元 元年 丁卯、宋の開禧 三年、金の泰和 七年、元の太祖︀ 二年、西紀 一二〇七年、太祖︀ 四十六歲の時）、​ヂユチ​​拙赤​​を​ミギ​​右​​の​テ​​手​​の​イクサ​​軍​​にて​ハヤシ​​林​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​せしめたり。​ブカ​​不合​​[259]は、​ミチビキ​​嚮導​​して​ユ​​往​​きたり。（親征錄には、この年「遣㆓案彈 不兀剌 二人㆒、使㆓乞力吉思 部㆒」とありて、拙赤 北征の事なし。拙赤 北征の事は、この年より十一年後なる戊寅の年(太祖︀ 十三年)、哲別の曲出律を滅したる次に記し、「先 吐麻 部 叛、上遣徵㆓兵 乞兒乞思 部㆒、不㆑從亦叛去、遂先命㆓大太子㆒往討㆑之、以㆓不花㆒爲㆓前鋒㆒」とあり。集史もほゞ同じ。不花は卽ち不合、八十八 功臣の中なる不合 駙馬なり。）





​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​の降附

​オイラト​​斡亦喇惕​​の​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​（前に十一部の亂に加はりたる人）は、​トメン​​禿綿​​（萬の）​オイラト​​斡亦喇惕​​の​マヘ​​前​​に​クダ​​降​​り​イ​​入​​りて​キ​​來​​ぬ。​キ​​來​​て​ヂユチ​​拙赤​​を​ヒ​​引​​きて、​トメン オイラト​​禿綿 斡亦喇惕​​の​トコロ​​處​​に​ミチビ​​導​​きて、​シクシト​​失黑失惕​​に​イ​​入​​らしめたり。（親征錄には、丁卯の年、乞力吉思 部 降附し、その翌年 戊辰の冬、二たび脫脫 曲出律を征する時「斡亦剌 部 長 忽都︀花 別吉 等、遇㆓我 前鋒㆒、不㆑戰而降。因用爲㆓鄕導㆒、至㆓也兒的石 河㆒云云」とありて、拙赤に降れる忽都︀合を脫黑脫阿 征伐の軍に降れりとせり。喇失惕も同じ。洪鈞の朮赤 補傳の自注に曰く「本紀、斡亦剌 之降在㆓三年㆒、而 乞力吉思 之附在㆓二年㆒。考㆓之西圖㆒、應㆑從㆓祕史㆒。先定㆓斡亦剌㆒、由㆑東而西、軍程乃合」と云へり。）​ヂユチ​​拙赤​​は、





​オイラト​​斡亦喇惕​​ ​ブリヤト​​不哩牙惕​​ 諸︀部の降附

​オイラト​​斡亦喇惕​​ ​ブリヤト​​不哩牙惕​​ ​バルクン​​巴兒渾​​ ​ウルスト​​兀兒速惕​​ ​カブカナス​​合卜合納思​​ ​カンカス​​康合思​​ ​トバス​​禿巴思​​を​クダ​​降​​して、（喇失惕の書に「客姆 河の上流に八河ありて、斡亦喇惕は、その左に居り、その近き東に兀喇速惕 帖連郭惕 客思的米なる林の民は、拜喀勒 湖の西に居りて、斡亦喇惕 乞兒吉思と鄰り合へり、」また「拜喀勒 湖の東に庫哩 禿剌思 不哩牙惕 禿馬惕 四部あり、都︀て巴兒古惕と云ふ」と云へり。巴兒渾は、卽ち巴兒古惕にて、卷一にその部の人 巴兒忽歹 篾兒干あり。太祖︀紀に八剌忽とあるも、巴兒古惕なり。喇失惕は、四部の總名とすれども、こゝに不哩牙惕と並べ擧げたれば、一部の名にも用ひたるなり。兀兒速惕は、卽ち兀喇速惕なり。合卜合納思は、元史 類︀編なる朮赤の傳に大方 通鑑を引きて憾哈納思とあり。親征錄に憾哈思とあるは、納の字を脫せるなり。元史 地理志には撼合納、劉 哈剌 拔都︀魯の傳には憨哈納思と書けり。その地の事は、元史 譯文 證補の地理志 西北地 附錄 釋地の下に詳なり。康合思 禿巴思は、知らず。）





​キルギスト​​乞兒吉速惕​​の降附

​トメン キルギスト​​禿綿 乞兒吉速惕​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​れば、（乞兒吉速惕は、乞兒吉思の複稱なり。多遜 曰く「乞兒吉思の住める地は甚 廣く、安噶喇 河の西、阿勒台 山の北の東よりに居り、乃蠻はその南東にあり、客姆 河、客姆 客姆主惕は、その境內にあり。俗は遊牧なれども、城郭もあり」と云へり。）​キルギスト​​乞兒吉速惕​​の​クワンニン​​官人​​ ​エデ イナル​​也迪 亦納勒​​、​アルデエル​​阿勒迪額兒​​、​オレベク チギン​​斡列別克 的斤​​なる​キルギスト​​乞兒吉速惕​​の​クワンニン​​官人​​ども​クダ​​降​​り​イ​​入​​りて、​シロ​​白​​き​カイセイ​​海︀靑​​ども​シロ​​白​​き​センバ​​騸馬​​ども​クロ​​黑​​き​テウソ​​貂鼠​​どもを​モ​​持​​ち​キ​​來​​て、​ヂユチ​​拙赤​​に​マミ​​見​​えたり。（〈［＃底本では直前の「開き括弧」なし。昭和18年復刻版に倣い修正］〉親征錄には「遣㆓案彈 不兀剌 二人㆒、使㆓乞力吉思 部㆒。其長 斡羅思 亦難︀ 及 阿忒里剌 二人、偕㆓我使㆒來、獻㆓白 海︀靑㆒、名鷹也」太祖︀紀には「野牒 亦納里 部、阿里替也兒 部、皆遣[260]㆑使來獻㆓名鷹㆒」とありて、本書と異なり。別咧津は喇失惕を譯して「阿勒壇 不剌の二人 乞兒吉思に使し、まづ一部に至り」と云ひて、「部の名も酋長の名も文字 見えず」と注し、「次の一部を也迪 斡侖、酋長を兀嚕思 亦納勒と云ふ。二酋 厚くもてなし、阿里克 帖木兒 阿惕黑喇黑 二人を遣して白き獵鳥を獻れり」と云へり。錄の亦難︀、紀の亦納里は、亦納勒の訛なり。多遜は、喇失惕を引きて「亦納勒は、乞兒吉思にて酋長を稱する號なり」と云へば、也迪 亦納勒は、也迪 部の酋長と云ふことにて、兀嚕思 又は斡囉思は、その名なるべし。名の見えざる酋長は、阿勒迪額兒ならん。元史は、二つともに人の名を部の名に誤れり。阿里克 帖木兒は、額兒篤曼の譯に阿里別克 帖木兒とあり、卽ち斡列別克 的斤なり。祕史に無き一使を阿惕黑喇黑と云へるに據れば、錄の阿忒里剌は、黑を里に誤りたるにて、祕史の委兀惕の使を修正 祕史は乞兒吉思に移せるなり。）





​シビル​​失必兒​​ 以南 林民の降附

​シビル​​失必兒​​ ​ケスチイム​​客思的音​​ ​バイト​​巴亦惕​​ ​トカス​​禿合思​​ ​テンレク​​田列克​​ ​トエレス​​脫額列思​​ ​タス​​塔思​​ ​バヂギト​​巴只吉惕​​より​コナタ​​這廂​​なる​ハヤシ​​林​​の​タミ​​民​​を​ヂユチ​​拙赤​​ ​クダ​​降​​して、​キルギスト​​乞兒吉速惕​​の​バンコ​​萬戶​​ ​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​どもを​ハヤシ​​林​​の​タミ​​民​​の​クワンニン​​官人​​どもを​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​シロ​​白​​き​カイセイ​​海︀靑​​ども​シロ​​白​​き​センバ​​騸馬​​ども​クロ​​黑​​き​テウソ​​貂鼠​​どもをもて​マミ​​見​​えさせたり。（





​シベリア​​昔別哩亞​​の名の起り

失必兒は、今の昔別哩亞なり。喇失惕は、乞兒吉思の事を述べて「その國は、阿別兒 昔必兒の境に流るゝ安噶喇の大河まで廣がれり」と云ひ、元史 玉哇失の傳に「與㆓海︀都︀ 將某某等㆒戰㆓於 亦必兒 失必兒 之地㆒」とあり。篾撒列克 阿剌卜撒兒(第 十四 世紀の前半の人)は、昔必兒 卽 阿必兒と書き、亦奔 阿喇卜沙は「乞魄察克は、北は阿必兒 卽 昔必兒に界す」と云へり。合塔闌 地圖の北邊の薛不兒は、明に昔必兒を表せり。西紀 一三九四年より一四二七年まで亞細亞の諸︀國に遊び、帖木兒 大王の遠征にも伴ひし失勒篤別兒格兒の書きたるものには、亦必思昔不兒と云ふ國の名あり。然れどもこの昔必兒の名は、直に今の昔別哩亞となれるに非ず。第 十六 世紀の頃、亦兒的石 河の濱にて今の脫孛勒思克より四里 餘り河上に、昔必兒と云へる塔塔兒の城ありて、一五八一年に也兒馬克に取られ、その後 嚕西亞 人は、その名を採りて北亞細亞の總名に推廣めたり。客思的音は、親征錄に克失的迷とあり、卽 喇失惕の客思的米なり。田列克は、卷八に帖良古惕、親征錄に帖良兀とあり、卽 喇失惕の帖連郭惕なり。不咧惕施乃迭兒は「帖連古惕は、唐書の鐵勒より出でたるならん」と云へり。脫額列思は、卷八に脫斡列思とあり、卽 喇失惕の禿剌思なり。巴亦惕 禿合思 塔思 巴只吉惕は、未 考へず。





​バヂギト​​巴只吉惕​​は​シビル​​失必兒​​の西にある部落なり 卷十一なる​スベエタイ​​速別額台​​ 西征の條に注あり

親征錄なる戊寅 朮赤 北征の條には「以㆓不花㆒爲㆓先鋒㆒、追㆓乞兒吉思㆒、至㆓亦馬兒 河㆒而還。大太子領㆑兵涉㆓謙河冰㆒順下、招㆓降不困 克兒 爲思 憾哈思 帖良兀 克失的迷 火因 亦而干 諸︀部㆒」とあり。亦馬兒 河は知らず。謙河は卽 客姆 河、今の也尼塞 河の上流なり。不困 克兒 爲思は、讀み難︀し。恐らくは誤脫あらん。火因 亦而干は、祕史には槐因 亦兒堅とあり。槐因は林の、亦兒堅は民にて、林の民なり。卽 諸︀部の統名にして、部の名に非ず。）





​オイラト​​斡亦喇惕​​の​ムコギミ​​駙馬​​ 兄弟

​オイラト​​斡亦喇惕​​の​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​を​ムカ​​迎​​へ、「​サキ​​先​​に​クダ​​降​​り、​トメン オイラト​​禿綿 斡亦喇惕​​を​ヒキ​​牽​​ゐ[261]て​キ​​來​​ぬ」とて​オンシ​​恩賜​​して、​カレ​​彼​​の​コ​​子​​ ​イナルチ​​亦納勒赤​​に​チエチエイゲン​​扯扯亦干​​を​アタ​​與​​へたり。​イナルチ​​亦納勒赤​​の​アニ​​兄​​ ​トレルチ​​脫咧勒赤​​に​ヂユチ​​拙赤​​の​ムスメ​​女​​ ​ゴルイカン​​豁雷罕​​を​アタ​​與​​へたり。（





​トレルチ​​脫咧勒赤​​と​ハダ​​哈荅​​との同異

喇失惕は「成吉思 汗の第二の女 扯扯干は、忽禿合 別乞の子 脫喇勒赤に嫁げり」と云へり。扯扯干は卽 扯扯亦干なれども、脫喇勒赤は亦納勒赤に非ずして、却てその兄 脫咧勒赤に似たり。公主表もそれに同じく、延安 公主 位の處に「闊闊干 公主、適㆓脫亦列赤 駙馬㆒」とあり。然らば豁雷罕の夫を亦納勒赤とするかと云ふに、然らず。闊闊干 公主の前に「火魯 公主、適㆓哈答 駙馬㆒」とありて、火魯は、豁雷罕の下略に似たれども、哈荅は、亦納勒赤にも脫咧勒赤にも似ず。錢大昕の氏族表は、祕史と元史とを折衷し、「哈荅、一作㆓脫劣勒赤㆒、尙㆓太祖︀ 孫女 火雷 公主㆒、」「脫亦列赤、一作㆓亦納勒赤㆒、尙㆓太祖︀ 女 闊闊干 公主㆒」と書きたれども、哈荅は、八十八 功臣の內に旣に合歹 古咧堅とありて、卷十二にも合歹あり、親征錄の哈台、憲宗紀の合荅、多遜の喀荅克など、みなこの哈荅なるべく、脫咧勒赤は、八十八 功臣の定まりたる後に降附して駙馬となれる人なれば、その別人なること明なり。然れども哈荅 合歹を脫咧勒赤に非ずとし、火魯 火雷を豁雷罕に非ずとすれば、又 不都︀合なることあり。火魯 公主は、闊闊干 公主と共に、公主表 延安 公主 位の初に擧げられ、その次に公主 三人ありて、末に「延安 公主、適㆓延安王 也不干㆒」とあり、食貨志には「火雷 公主 位、丙申 年、分撥 延安府 九千七百九十六戶」とあり。闊闊干は、卽 扯扯干 扯扯亦干にして、斡亦喇惕の忽都︀合 別乞の子に嫁ぎたること確なる上は、延安王の家は、卽 忽都︀合の子孫にして、火雷 公主は、始めてその家に嫁ぎたる人なれば、その夫は必ず斡亦喇惕の首領なるべし。然らずば延安 公主 位を火雷 公主 位とも云ふべき筈なし。然らば哈荅 合歹は、果して脫咧勒赤なるか。この疑ひはいかに考へても解き得ず。）





​オングト​​汪古惕​​の​ムコギミ​​駙馬​​

​アラカ ベキ​​阿剌合 別乞​​（元史の阿剌海︀ 別吉 公主）を​オングト​​汪古惕​​（汪古惕の阿剌忽失 的吉惕忽哩 古咧堅）に​アタ​​與​​へたり。（この事につきては、卷八に委しく論じたり。九十五の千戶を定められたる時は、まだ公主を娶らざりし時なれども、後の稱號に依り古咧堅と書きたるなり。）​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、





​ヂユチ​​拙赤​​ 初陣の​イサヲ​​功​​

​ヂユチ​​拙赤​​を​オンシヤウ​​恩賞​​して​ノリタマ​​宣​​はく「​ワ​​我​​が​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​なる​ナンヂ​​汝​​は、​イヘ​​家​​より​ワヅカ​​纔​​に​イ​​出​​でて、​ミチ​​道​​ ​ヨ​​好​​くある（道の遠き）​ユ​​往​​きたる​トコロ​​地​​に、​ヲトコ​​男​​ ​センバ​​騸馬​​を​キズツ​​傷​​けず​クルシ​​苦​​めずして、​サイハヒ​​福︀​​ある​ハヤシ​​林​​の​タミ​​民​​を​クダ​​降​​して​キ​​來​​ぬ。​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へん」と​ミコト​​勅​​ありき。












§240(10:17:08)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ボロクル​​孛囉忽勒​​の​トマト​​禿馬惕​​ 征伐

　​マタ​​又​​ ​ボロクル ノヤン​​孛囉忽勒 那顏​​（親征錄 博羅渾 那顏、元史 太祖︀紀 鉢魯完）を​ゴリ トマト​​豁哩 禿馬惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​せしめたり。（豁哩 禿馬惕は、卷一に見えたり。豁哩は、善と云ふ美稱なれば、常には略きて只 禿馬惕と云ふ。親征[262]錄には吐麻 部、元史 本紀には禿滿 部とあり。兵志 三には火里 禿麻ともあり。）​トマト​​禿馬惕​​の​タミ​​民​​の​クワンニン​​官人​​ ​ダイドクル シヨゴル​​歹都︀忽勒 莎豁兒​​ ​シ​​死​​にたれば、





勇婦 ​ボトクイ​​孛脫灰​​

その​ツマ​​妻​​ ​ボトクイ タルクン​​孛脫灰 塔兒渾​​（孛脫灰 勇婦）は、​トマト​​禿馬惕​​の​タミ​​民​​を​シ​​知​​りて​ヲ​​居​​りき。（歹都︀忽勒 莎豁兒は、明譯文に歹都︀禿勒とあり、忽を禿に誤り、莎豁兒を略けり。倭勒甫の書に塔禿剌克 速喀兒とあるは、音 稍 近けれども、剌克は、忽勒を倒にせるに似たり。親征錄に都︀剌 莎合兒とあるは、都︀の上歹 又は塔を脫し、剌の下 克の字を略けるなり。）





​ボロクル​​孛囉忽勒​​の殺︀され

​ボロクル ノヤン​​孛囉忽勒 那顏​​ ​イタ​​到​​りて、​ミタリ​​三人​​にて​タイグン​​大軍​​より​マヘ​​前​​へ​アユ​​步​​み​ユ​​往​​きて、​ユフグレ​​夕暮​​に​オボ​​覺​​えず​カタ​​難︀​​き​ハヤシ​​林​​の​ナカ​​中​​に​コミチ​​徑​​に​ヨ​​依​​り​アユ​​步​​みたれば、​カレラ​​彼等​​の​モノミ​​斥候​​に​ウシロ​​後​​より​オビヤカ​​脅​​されて、​コミチ​​徑​​を​ハヾ​​阻​​みて、​ボロクル ノヤン​​孛囉忽勒 那顏​​を​トラ​​拏​​へて​コロ​​殺︀​​しけり。​トマト​​禿馬惕​​は​ボロクル​​孛囉忽勒​​を​コロ​​殺︀​​せりと​シ​​知​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イタ​​甚​​く​イカ​​怒​​りて、​ミヅカ​​自​​ら​シユツバ​​出馬​​せんとしたれば、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ムカリ​​木合黎​​ ​フタリ​​二人​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​を​トヾ​​止​​まるまで​イサ​​諫​​めたり。





​ドルベ ドクシン​​朶兒伯 多黑申​​の​トマト​​禿馬惕​​ 征服

​サテ​​却​​ ​ドルベト​​朶兒別惕​​（朶兒邊の複稱）の​ドルベ ドクシン​​朶兒伯 多黑申​​（親征錄 都︀魯伯、元史 朶魯伯）に​コトヨサ​​任​​し「​イクサ​​軍​​を​オゴソカ​​嚴​​に​トヽノ​​整​​へて、​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​に​イノ​​禱​​りて、​トマト​​禿馬惕​​の​タミ​​民​​を​クダ​​降​​さんと​コヽロ​​試​​みよ」と​ミコト​​勅​​ありき。​ドルベ​​朶兒伯​​は、​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて、​サキ​​前​​に​イクサ​​軍​​の​ユ​​行​​きたる、​モノミ​​斥候​​の​マモ​​守​​りたる​ミチ​​路​​ ​コミチ​​徑​​の​クチグチ​​口口​​に、​ムナ​​虛​​しき​イキホヒ​​勢​​を​ハ​​張​​りて、​アカ​​紅​​き​キヤウギウ​​强牛​​（野牛の一種）の​ユ​​行​​きたる​ミチ​​路​​に​ヨ​​依​​り、​イクサビト​​軍士​​どもに​ガウレイ​​號令​​し、​イクサ​​軍​​の​カズ​​數​​ある（數に具はれる）​ヒト​​人​​、​コヽロ ヲク​​心 臆​​せば​ウ​​打​​たんが​タメ​​爲​​に、​ヒト​​人​​ごとに​トヲ​​十​​の​シモト​​笞​​を​マ​​負​​はせて、​ヲノ​​斧​​ ​ホン​​錛​​（蒙語 兀哈里。義を知らず、明譯に從へり。錛は、字典に「音奔、平木器︀」とあれども、これも解り得ず。）​ノコギリ​​鋸​​ ​ノミ​​鑿​​なる​ヒト​​人​​ ​ゴト​​毎​​の（人ごとに用ふる）​キカイ​​器︀械​​を​トヽノ​​整​​へさせて、​アカ​​紅​​き​キヤウギウ​​强牛​​の​ユ​​行​​きたる​ミチ​​路​​に​ヨ​​依​​り、​ミチ​​路​​に​タ​​立​​てる​キ​​樹​​どもを​タ​​斷​​ち斫らせて、​ノコギ​​鋸​​らしめて​ミチ​​路​​をなして、​ヤマ​​山​​の​ウヘ​​上​​[263]に​ノボ​​上​​りたれば、​トマト​​禿馬惕​​の​タミ​​民​​の​ソラマド​​天窗​​の​ウヘ​​上​​より、​フイ​​不意​​にて​ウタゲ​​筵會​​して​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​を​トラ​​虜︀​​へたり。
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​トラ​​拏​​へられたる二將の助かり

　​サキ​​前​​に​ゴルチ ノヤン​​豁兒赤 那顏​​、​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​ ​フタリ​​二人​​は​トマト​​禿馬惕​​に​トラ​​拏​​へられて、​ボトクイ タルクン​​孛脫灰 塔兒渾​​の​トコロ​​處​​にそこにありき。​ゴルチ​​豁兒赤​​の​トラ​​拏​​へられたる​ワケ​​理由​​は、​トマト​​禿馬惕​​の​タミ​​民​​の​ヲトメ​​女子​​どもは​ウツク​​美​​しくあり、​サンジフ​​三十​​の​ツマ​​妻​​を​ト​​取​​れと​ミコト​​勅​​ありたるにつき、​トマト​​禿馬惕​​の​タミ​​民​​の​ヲトメ​​女子​​どもを​ト​​取​​らんとて​ユ​​往​​きたるに、​サキ​​前​​に​クダ​​降​​りたる​タミ​​民​​は、​カヘツ​​却​​て​テキ​​敵​​となりて、​ゴルチ ノヤン​​豁兒赤 那顏​​を​トラ​​拏​​へたりき。​ゴルチ​​豁兒赤​​は​トマト​​禿馬惕​​に​トラ​​拏​​へられたりと​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​シ​​知​​りて、「​ハヤシ​​林​​の​タミ​​民​​の​オコナヒ​​行​​は、​クドカ​​忽都︀合​​ ​シ​​知​​れるぞ」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​りたれば、​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​ ​マタ​​又​​ ​トラ​​拏​​へられき。





三將の恩賜

[こたび]​トマト​​禿馬惕​​の​タミ​​民​​を​クダ​​降​​し​ヲ​​畢​​へたれば、​ボロクル​​孛囉忽勒​​の​ホネ​​骨​​の​ユヱ​​故​​に​ヒヤク​​百​​の​トマト​​禿馬惕​​を​タマ​​賜​​へり。（孛囉忽勒の遺族に賜はりたるなり。）​ゴルチ​​豁兒赤​​は、​サンジフ​​三十​​の​ムスメ​​女子​​を​ト​​取​​れり。​クドカ ベキ​​忽都︀合 別乞​​に​ボトクイ タルクン​​孛脫灰 塔兒渾​​を​タマ​​賜​​へり。（親征錄は、禿馬惕 征伐を丁丑(太祖︀ 十二年)に移し、簡短に「是歲、吐麻 部 主 都︀剌 莎合兒、旣 附而叛、上命㆓博羅渾 那顏 都︀魯伯 二將㆒討㆓平之㆒、博羅渾 那顏 卒㆓於彼㆒」と記せり。元史は、それよりも簡略にて、たゞ「是歲、禿滿 部 民 叛、命㆓鉢魯完 朶魯伯㆒討㆓平之㆒」とありて、鉢魯完の殺︀されたる事も云はず。蓋 四傑の一人なることに心附かざりしならん。）
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母と子弟とに民の分配

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​ありて「​ハヽ​​母​​に​コ​​子​​どもに​オトヽ​​弟​​どもに​タミ​​民​​を​ワカ​​分​​けて​アタ​​與​​へん」とて​アタ​​與​​ふる​トキ​​時​​「​クニタミ​​國民​​を​アツ​​聚​​むるに​カンナン​​艱難︀​​したるは、​ハヽ​​母​​なるぞ。​ワ​​我​​が​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​は、​ヂユチ​​拙赤​​なるぞ。​ワ​​我​​が​オトヽ​​弟​​どもの​スエ​​末​​は、​オツチギン​​斡惕赤斤​​なるぞ」と​ノリタマ​​宣​​ひて、​ハヽ​​母​​には​オツチギン​​斡惕赤斤​​[264]の​ワケマヘ​​分前​​となして​マン​​萬​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へたり。​ハヽ​​母​​は、​フソク​​不足​​に​オモ​​思​​ひて​コヱ​​聲​​をなさざりき。​ヂユチ​​拙赤​​に​クセン​​九千​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へたり。​チヤアダイ​​察阿歹​​に​ハツセン​​八千​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へたり。​オゴダイ​​斡歌歹​​に​ゴセン​​五千​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へたり。​トルイ​​脫雷​​に​ゴセン​​五千​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へたり。（元史の宗室 世系表に「太祖︀ 皇帝 六子、長 尤赤 太子、次 二 察合台 太子、次 三 太宗 皇帝、次 四 拖雷、卽 睿宗 也。次 五 兀魯赤、無㆑嗣、次 六 闊列堅 太子」とあり。拖雷まで四人は、光獻 翼聖 皇后の子なり。兀魯赤 闊列堅は、庶子にしてかつ幼き故に、分民なかりき。）​カツサル​​合撒兒​​に​シセン​​四千​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へたり。​アルチダイ​​阿勒赤歹​​に​ニセン​​二千​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へたり。​ベルグタイ​​別勒古台​​に​イツセンゴヒヤク​​一千五百​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へたり（世系表に「烈祖︀ 神︀元 皇帝 五子、長 太祖︀ 皇帝、次 二 撒只 哈兒 王、次 三 哈赤溫 大王、次 四 鐵木哥 斡赤斤、所謂 皇太弟 國王 斡嗔 那顏 者︀也。次 五 別里古台 大王」とあり。搠只 哈兒は、太祖︀紀に皇弟 哈撒兒、食貨志に搠只 哈撒兒 大王とあり。表の哈兒は、撒の字を脫したり。合赤溫は、早く死にたる故に、その子に民を與へたり。この阿勒赤歹も、亦魯該の親屬なる阿勒赤歹も、卷九なる額勒只吉歹とは名 稍 異なり。元史にも太宗紀に按赤帶、定宗 憲宗 世祖︀紀に按只帶とありて、阿勒赤吉歹と云へる事 無ければ、世系表なる按只吉台の吉の字は、恐らくは衍字ならん。）





​ダアリタイ​​荅阿哩台​​の處分

​ダアリタイ​​荅阿哩台​​（卷一の荅哩台 斡惕赤斤、太祖︀紀 荅力台、世系表 荅里眞、食貨志 太祖︀ 叔 荅里眞 官人）は、​ケレイト​​客咧亦惕​​に​クミ​​與​​したりとて「​メ​​眼​​の​カゲ​​背處​​に​シリゾ​​黜​​けん」と​ノリタマ​​宣​​へば、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ムカリ​​木合黎​​、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​ ​ミタリ​​三人​​ ​イ​​言​​はく「​オノ​​己​​が​ヒ​​火​​を​ケ​​滅​​すが​ゴト​​如​​く、​オノ​​己​​が​イヘ​​家​​を​ヤブ​​壞​​るが​ゴト​​如​​く、​ナガミコト​​爾​​の​ヨ​​善​​き​チヽ​​父​​の​カタミ​​遺念​​は、​ヒトリ​​獨​​ ​ナガミコト​​爾​​の​ヲヂ​​叔父​​ ​ノコ​​殘​​りてあるを、いかんぞ​ス​​棄​​てん。​カレ​​彼​​の​キ​​氣​​を​ツ​​附​​けざりしことを​ナ​​勿​​[​オモ​​想​​ひ]そ。​ナガミコト​​爾​​の​ヨ​​好​​き​チヽ​​父​​の​マツテイ​​末弟​​に​イヘヰ​​營盤​​の​ケムリ​​煙​​を​タ​​立​​てさせ​ア​​合​​ひて​ヲ​​居​​れ」と​イ​​云​​はれて、​ハナ​​鼻​​合巴兒​より​ケムリ​​煙​​忽泥​ ​ツ​​搶​​康失​くまで​アキラ​​明​​合合思​かに​ハナシ​​話​​されて（意 明ならざれども、明本 語譯に從へり、文譯には​タイソ​​太祖︀​​ ​コヽロノウチ​​心下​​ ​クルシミテ​​辛酸​​）、「​ウベナ​​諾​​へり」とて、​ヨ​​好​​き​チヽ​​父​​を​オモ​​想​​ひて、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​、​ムカリ​​木合里​​、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​ ​ミタリ​​三人​​の​ハナシ​​話​​にて​シヅ​​靜​​まりたるぞ（明譯​イカリ​​怒​​ ​ツヒニ​​遂​​ ​ヤミタリ​​息了​​）。（好き父 以下は、叙事の文なり。原文[265]に太祖︀の語氣として、「我」の字を末に加へたるは誤りならん。）
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三弟 四子の傅

　​ハヽ​​母​​に​オツチギン​​斡惕赤斤​​に​マン​​萬​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へて、​クワンニン​​官人​​どもより​グチユ​​古出​​ ​ココチユ​​闊闊出​​ ​チユンサイ​​種賽​​ ​ゴルカスン​​豁兒合孫​​（八十八の功臣の中にて第十七 第十八 第三十三 第十九）​ヨタリ​​四人​​を​ツ​​傅​​けたり。​ヂユチ​​拙赤​​には​クナン​​忽難︀​​ ​モンケウル​​蒙客兀兒​​ ​ケテ​​客帖​​（功臣の第七 第三十九 第五十）​ミタリ​​三人​​を​ツ​​傳​​けたり。​チヤアダイ​​察阿歹​​には​カラチヤル​​合喇察兒​​ ​モンケ​​蒙客​​ ​イドクダイ​​亦多忽歹​​（功臣の第二十九 第三十七 第六十六）​ミタリ​​三人​​を​ツ​​傅​​けたり。​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​チヤアダイ​​察阿歹​​は、​タケ​​猛​​くあり。​コマヤカ​​細​​なる​サガ​​性​​あるなり。​コケシユス​​闊客搠思​​（卽 闊闊搠思、功臣の第三十）は、​オソ​​晩​​く​ハヤ​​早​​く（朝夕に）​マヘ​​前​​に​ヰ​​居​​て、​オモ​​思​​へる​コト​​事​​を​カタ​​語​​りて​ヲ​​居​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（明譯​マタ​​又​​ ​イハク​​說​​、​チヤアダイハ​​察阿歹​​ ​セイ​​性​​ ​コハシ​​剛​​。​コマヤカニ​​子細​​ ​シム​​敎​​㆓​コケシユス​​闊客搠思​​ ​ハヤクオソク​​早晩​​ ​マヘニテ​​根前​​ ​モノガタリセ​​說話​​㆒​ベシ​​者︀​​とあるに據れば、原文「細なる性あるなり」の「なり」は、衍字にて、「細なる性ある」は、闊客搠思に係る詞ならん。）​オゴダイ​​斡歌歹​​には​イルゲ​​亦魯格​​（卽 亦魯該）​デガイ​​迭該​​（功臣の第五 第十一）​フタリ​​二人​​を​ツ​​傅​​けたり。​トルイ​​拖雷​​には​ヂエダイ​​哲歹​​（功臣の第二十三なる者︀台）​バラ​​巴剌​​（功臣の第三十五なる巴剌 斡囉納兒台 又は第四十九なる巴剌 扯兒必）​フタリ​​二人​​を​ツ​​傅​​けたり。​カツサル​​合撒兒​​には​ヂエブケ​​者︀卜客​​（功臣の第四十四）を​ツ​​傅​​けたり。​アルチダイ​​阿勒赤歹​​には​チヤウルカイ​​察兀兒孩​​（功臣の第五十八）を​ツ​​傅​​けたり。
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​コンゴタト​​晃豁塔惕​​に​カツサル​​合撒兒​​の打たれ

　​コンゴタト​​晃豁塔惕​​（晃豁壇の複稱）の​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​の​コ​​子​​ども​ナヽタリ​​七人​​ありき。​ナヽタリ​​七人​​の​ナカ​​中​​に​ココチユ テブテンゲリ​​闊闊出 帖卜騰格哩​​（闊闊出と云ふ神︀巫）ありき（元史 憲宗紀の「初に母曰㆓莊聖 太后 怯烈 氏㆒、歲 戊辰 十二月三日、生㆑帝。時 有㆘黃忽荅 部 知㆓天象㆒者︀㆖、言㆓帝後必大貴㆒、故以㆓蒙哥㆒爲㆑名。蒙哥、華言 長生 也」とあり。黃忽荅は、卽 晃豁塔惕にして、いはゆる天象を知れる者︀は、卽この帖卜騰格哩なり。歲 戊辰は、太祖︀ 卽位の三年なれば、この晃豁壇の騷動は、三年 以後に起れる事なるべし。）その​ナヽタリ​​七人​​の​コンゴタン​​晃豁壇​​は、​カツサル​​合撒兒​​を​イチミ​​黨​​して​ウ​​打​​ちたりき。​カツサル​​合撒兒​​は「​ナヽタリ​​七人​​の​コンゴタン​​晃豁壇​​に、​イチミ​​黨​​して​ウ​​打​​たれたり」と​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ウタ​​愬​​へたれば、[266]​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ホカ​​別​​の​コト​​事​​にて​イカ​​怒​​りて​イマ​​在​​せる​アヒダ​​閒​​に​マウ​​申​​したる​ユヱ​​故​​に、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​イカリ​​怒​​の​ウチ​​裏​​に​カツサル​​合撒兒​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​イノチ​​命​​あるものに​カ​​勝​​たれざる[​ヒト​​人​​]なりき、​ナンヂ​​汝​​（明譯​ナンヂハ​​你​​ ​ツネニ​​平日​​ ​イヘリ​​說​​㆓​ヒト​​人​​ ​ズト​​不​​㆒㆑​アタハ​​能​​㆑​テキスル​​敵​​）。いかんぞ​カ​​勝​​たれたる、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​云​​はれて、​カツサル​​合撒兒​​ ​ナミダ​​涙​​を​オト​​墮​​し​タ​​起​​ちて​サ​​去​​りて、​カツサル​​合撒兒​​ ​ウレ​​憂​​へて​ミカ​​三日​​ ​コ​​來​​ざりき。





​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の讒言

そこに​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マウ​​白​​さく「​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​の​ミコト​​勅​​にて​カン​​罕​​[を​サダ​​定​​むる]​ミツゲ​​神︀吿​​を​ノリタマ​​宣​​へり。「​ヒトタビ​​一次​​は​テムヂン​​帖木眞​​ ​クニ​​國​​を​ト​​取​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。「​ヒトタビ​​一次​​は​カツサル​​合撒兒​​を」と​ノリタマ​​宣​​へり。​カツサル​​合撒兒​​を​ハカ​​圖​​らずば、[​コト​​事​​]​シ​​知​​られずあるぞ」と​イ​​云​​はれて、





太祖︀の性急

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、その​ヨル​​夜​​ ​シユツバ​​出馬​​して、​カツサル​​合撒兒​​を​トラ​​拏​​へに​ユ​​往​​きたれば、​グチユ​​古出​​ ​ココチユ​​闊闊出​​ ​フタリ​​二人​​は「​カツサル​​合撒兒​​を​トラ​​拏​​へに​ユ​​往​​きたり」と​ハヽ​​母​​に​ツ​​吿​​げけり。​ハヽ​​母​​ ​シ​​知​​ると、​ヨル​​夜​​ ​スナハチ​​便​​ ​ツヾ​​續​​きて、​シロ​​白​​き​ラクダ​​駱駝​​に​ヒ​​引​​かせて​クロ​​黑​​き​クルマ​​車​​にて​ヨドオ​​夜通​​し​ユ​​行​​きて、​ヒイ​​日出​​づる​コロ​​頃​​ ​イタ​​到​​れば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​カツサル​​合撒兒​​の​ソデ​​袖​​を​シバリ​​縛​​りて、その​バウオビ​​帽帶​​を​ハ​​褫​​ぎて、その​コトバ​​言​​を​ト​​問​​ひ​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に、





母に怒られたる太祖︀の​キク​​愧懼​​

​ハヽ​​母​​に​イタ​​到​​られて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​オドロ​​驚​​きて​ハヽ​​母​​を​オソ​​畏​​れたり。​ハヽ​​母​​ ​イカ​​怒​​りて​イタ​​到​​りて​クルマ​​車​​より​オ​​降​​り、​ハヽ​​母​​ ​ミヅカラ​​自​​ ​カツサル​​合撒兒​​の​シバ​​縛​​れる​ソデ​​袖​​を​ト​​解​​きて​ハナ​​放​​し、その​バウオビ​​帽帶​​を​カツサル​​合撒兒​​に​アタ​​與​​へて、​ハヽ​​母​​ ​イカ​​怒​​りて​キ​​氣​​（怒氣）を​オサ​​壓​​へかね、​アグミ​​盤脚​​ ​ヰ​​坐​​て​フタツ​​兩​​の​チ​​乳​​を​イダ​​出​​して​フタツ​​兩​​の​ヒザ​​膝​​の​ウヘ​​上​​にのせて​イ​​言​​はく「​ミ​​見​​たりや。​ナンヂ​​汝​​の​チ​​乳​​（乳汁）を​ノ​​飮​​みたる​チ​​乳​​（乳房）は、​コレ​​此​​なり。この​タヅ​​尋​​合荅侖​ね​オ​​追​​ひて、​エナ​​胞衣​​合兒必速​を​カ​​咬​​合札​みたる、​ホソノヲ​​臍帶​​灰亦​を​タ​​斷​​ちたる​カツサル​​合撒兒​​は、[267]​ナニ​​何​​をか​シ​​爲​​たる。（合撒兒は、猛き野犬の名を采りて名づけたるなり。故にその野犬の猛く生れたるさまを韻語に云ひて、合撒兒の勇猛なるに譬へたり。）​テムヂン​​帖木眞​​は、​ワ​​我​​が​コ​​此​​の​ヒト​​一​​つの​チ​​乳​​を​ツク​​盡​​したりき。​カチウン​​合赤溫​​、​オツチギン​​斡惕赤斤​​は、​フタリ​​二人​​となりて​ヒト​​一​​つの​チ​​乳​​を​ツク​​盡​​さざりき。​カツサル​​合撒兒​​こそは、​ワ​​我​​が​フタツ​​兩​​の​チ​​乳​​ ​ミナ​​皆​​を​ツク​​盡​​して、​ワ​​我​​が​ムネ​​胷​​ ​ユルヤカ​​寬​​になるまで​ヤス​​休​​ましめて、​ムネ​​胷​​を​ユルヤカ​​寬​​になしたりき。それが​タメ​​爲​​に​ギノウ​​技能​​ある​ワ​​我​​が​テムヂン​​帖木眞​​は、​ムネ​​胷​​扯額只​ ​シカジカ​​云云​​。（こゝに脫文あり、補ふこと能はず。）​ギノウ​​技能​​ある​ワ​​我​​が​カツサル​​合撒兒​​は、​ユミイ​​射​​合兒不​る​チカラ​​力​​ ​ギノウ​​技能​​ある​ユヱ​​故​​に、​ソム​​叛​​合兒不察​きて（語譯に交參とあれども、今 文譯に從へり、）​イ​​出​​合嚕​でたるを​カブラヤ​​鏑失​​合兒不​ ​イ​​射​​て​クダ​​降​​らしめたりき。​オドロ​​驚​​斡黑札惕​きて​イ​​出​​でたるを​トホヤ​​遠箭​​桓禿察​ ​イ​​射​​て​クダ​​降​​らしめたりき。​イマ​​今​​ ​テキ​​敵​​の​ヒト​​人​​を​キハ​​窮​​めたりと​イ​​云​​ひて、​カツサル​​合撒兒​​を​ミ​​見​​る（用ふること）​アタ​​能​​はざるなり、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​云​​へり。​ハヽ​​母​​を​ヤス​​休​​ましめ​ヲ​​畢​​へて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​ハヽ​​母​​に​イカ​​怒​​られて、​オソ​​畏​​れも​オソ​​畏​​れたり、​ハ​​羞​​ぢも​ハ​​羞​​ぢたり、​ワレ​​我​​」と​ノリタマ​​宣​​ひて、「​シリゾ​​退​​かん、​ワレラ​​我等​​」と​ノリタマ​​宣​​ひて​シリゾ​​退​​きたり。​ハヽ​​母​​に​シ​​知​​らしめず​ヒソカ​​陰​​に​カツサル​​合撒兒​​の​タミ​​民​​を​ト​​取​​りて、​カツサル​​合撒兒​​に​センシヒヤク​​千四百​​の​タミ​​民​​を​アタ​​與​​へたり。​ハヽ​​母​​ ​シ​​知​​りて、​コヽロ​​心​​に[​ウレ​​憂​​へ]（原文に脫ちたるを、明譯に依りて補へり。）​ハヤ​​早​​く​オ​​老​​いたる​リイウ​​理由​​はかくあり。​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​ヂエブケ​​者︀卜客​​は、そこに​オドロ​​驚​​きて、​バルクヂン​​巴兒忽眞​​に​イ​​入​​り​ノガ​​逃​​れたり。
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​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の橫暴

　その​ノチ​​後​​ ​コヽノイロ​​九種​​の​クニコトバ​​方言​​ある​タミ​​民​​、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​トコロ​​處​​に​アツマ​​聚​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ウマヨセバ​​聚馬處​​より​オホ​​多​​く​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​トコロ​​處​​に​アツマ​​聚​​るとなれり。かく​アツマ​​聚​​れる​トキ​​時​​、​テムゲ オツチギン​​帖木格 斡惕赤斤​​に​シタガ​​屬​​へる​タミ​​民​​[268]は、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​トコロ​​處​​に​サ​​去​​りき。​オツチギン ノヤン​​斡惕赤斤 那顏​​は、​サ​​去​​りたる​タミ​​民​​を​モト​​索​​めに​シヨゴル​​莎豁兒​​と​イ​​云​​ふ​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​りき。​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​は、​シヨゴル ツカヒ​​莎豁兒 使​​に​イ​​言​​へらく「​オツチギン​​斡惕赤斤​​、​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二女​​ ​ツカヒ​​使​​となりき」と​イ​​云​​ひて、（この言、意 通せず。二女とは、莎豁見と馬とを云ひ、莎豁兒を馬に比べ女に比べて辱めたるならんか。）​シヨゴル ツカヒ​​莎豁兒 使​​を​ウ​​打​​ちて、​アユ​​步​​ませてその​クラ​​鞍​​を​オ​​負​​はせて​カヘ​​回​​らしめき。​オツチギン​​斡惕赤斤​​は、​シヨゴル ツカヒ​​莎豁兒 使​​を​ウ​​打​​ちて​アユ​​步​​ませ​オコ​​致​​せられて、​アスノアサ​​明朝​​ ​オツチギン​​斡惕赤斤​​〈［＃「斡惕赤斤」は底本では「斡惕兒斤」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉​ミヅカラ​​自​​ ​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​往​​きて​イ​​言​​はく「​シヨゴル ツカヒ​​莎豁兒 使​​を​ヤ​​遣​​りたれば、​ウ​​打​​ちて​アユ​​步​​ませ​オコ​​致​​せき。​イマ​​今​​ ​ワレ​​我​​ ​タミ​​民​​を​モト​​索​​めに​キ​​來​​つ」と​イ​​云​​はれて、​ナヽタリ​​七人​​の​コンゴタン​​晃豁壇​​は、​オツチギン​​斡惕赤斤​​をここよりそこより​カコ​​圍​​みて「​シヨゴル ツカヒ​​莎豁兒 使​​を​ナンヂ​​汝​​の​オコ​​致​​せたるは、​ヨ​​善​​く​ア​​有​​り」と​イ​​云​​ひて、（明譯​ナンヂ​​你​​ ​イカンゾ​​如何​​ ​アヘテ​​敢​​​ツカハシテ​​差​​㆑​ヒトヲ​​人​​​キテトル​​來取​​㆓​タミヲ​​百姓​​㆒とあれば、原文には打消の副詞 脫ちたるならん。）​トラ​​拏​​へんと​ウ​​打​​たんと​ナ​​做​​さるゝに​オソ​​懼​​れて、​オツチギン ノヤン​​斡惕赤斤 那顏​​ ​イ​​言​​はく「​ツカヒ​​使​​を​ワ​​我​​が​オコ​​致​​せたるは、​ヨ​​善​​からず」と​イ​​云​​ひき。​ナヽタリ​​七人​​の​コンゴタン​​晃豁壇​​ ​イ​​言​​はく「​ヨ​​善​​からずあらば、​サンゲ​​懺悔︀​​して​ヒザマヅ​​跪​​け」と​イ​​云​​ひて、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​シリヘ​​後​​より​ヒザマヅ​​跪​​かせけり。​タミ​​民​​をも​アタ​​與​​へられずして、





​オツチギン​​斡惕赤斤​​の泣き訴へ

​オツチギン​​斡惕赤斤​​は、​アスノアサ​​明朝​​ ​ハヤ​​早​​く​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に、​オ​​起​​きざるに​ネドコ​​寢床​​の​ウチ​​內​​に​イマ​​在​​す​トコロ​​處​​に​イ​​入​​りて、​ナ​​哭​​き​ヒザマヅ​​跪​​きて​マウ​​申​​さく「​コヽノイロ​​九種​​の​クニコトバ​​方言​​ある​タミ​​民​​は、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​トコロ​​處​​に​アツマ​​聚​​られて、​ワレ​​我​​に​シタガ​​屬​​へる​タミ​​民​​を​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​より​モト​​索​​めに​シヨゴル​​莎豁兒​​と​イ​​云​​ふ​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​りたるに、​ワ​​我​​が​シヨゴル ツカヒ​​莎豁兒 使​​を​ウ​​打​​ちて​アユ​​步​​ませ​クラ​​鞍​​を​オ​​負​​はせて​オコ​​致​​せられて、​ワレ​​我​​ ​ミヅカラ​​自​​[269]​モト​​索​​めに​ユ​​往​​けば、​ナヽタリ​​七人​​の​コンゴタン​​晃豁壇​​に、こゝよりそこより​カコ​​圍​​みて​サンゲ​​懺悔︀​​せしめて、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​シリヘ​​後​​より​ヒザマヅ​​跪​​かせられたり」と​イ​​云​​ひ​ナ​​哭​​きたり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​、​コヱ​​聲​​を​イダ​​出​​さざるに、





​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​の​ウタレ​​慨︀​​み​ゴト​​言​​

​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​は、​ネドコ​​寢床​​の​ウチ​​內​​に​オ​​起​​きて​スワ​​坐​​りて、​フスマ​​衾​​の​エリ​​領​​にて​ムネ​​胷​​を​オホ​​蔽​​ひて、​オツチギン​​斡惕赤斤​​の​ナ​​哭​​けるを​ミ​​見​​て、​ナミダ​​涙​​を​オト​​墮​​して​イ​​言​​はく「​ナニ​​何​​をかする​コンゴタン​​晃豁壇​​ぞ。​カレラ​​彼等​​は、​サキゴロ​​先頃​​ ​カツサル​​合撒兒​​をも​イチミ​​黨​​して​ウ​​打​​ちてありき。​イマ​​今​​ ​マタ​​又​​この​オツチギン​​斡惕赤斤​​をいかんぞ​シリヘ​​後​​より​ヒザマヅ​​跪​​かせたる。いかなる​ダウリ​​道理​​か​ア​​有​​りし。​マシテ​​況​​この​ヒノキマツ​​檜松​​の​ゴト​​如​​き​ナ​​爾​​が​オトヽ​​弟​​だちをかく​ソコナ​​害​​ひ​ア​​合​​へり。​マコト​​實​​兀年​に​マタ​​又​​ ​ユクスヱ​​久後​​ ​オイキ​​老木​​揑兀列​の​ゴト​​如​​き​ナ​​爾​​が​ミ​​身​​ ​カタム​​傾​​捏古思​き​サ​​去​​らば、​アサガラ​​麻穰​​捏惕客勒​の​ゴト​​如​​き​ナ​​爾​​が​クニタミ​​國民​​を​タレ​​誰​​にか​シ​​知​​らしめん、​カレラ​​彼等​​。​ハシラ​​柱​​禿魯​の​ゴト​​如​​き​ナ​​爾​​が​ミ​​身​​ ​タフ​​倒​​禿勒巴思​れ​サ​​去​​らば、​ムラスヾメ​​羣雀​​禿牙勒​の​ゴト​​如​​き​ナ​​爾​​が​クニタミ​​國民​​を​タレ​​誰​​にか​シ​​知​​らしめん、​カレラ​​彼等​​。​ヒノキマツ​​檜松​​の​ゴト​​如​​き​ナ​​爾​​が​オトヽ​​弟​​だちをかく​ソコナ​​害​​ふ​ワ​​我​​が​ケニン​​家人​​は、​ミタリ​​三人​​ ​ヨタリ​​四人​​の​ワ​​我​​が​チヒサ​​小​​き​ヨワ​​弱​​きものども​セイチヤウ​​成長​​するまでは、いかんぞ​シ​​知​​らしめん、​カレラ​​彼等​​。​ナニ​​何​​をかする​コンゴタン​​晃豁壇​​なりし、​カレラ​​彼等​​。​オトヽ​​弟​​だちを​カレラ​​彼等​​にかく​ナ​​做​​さしめて、いかんぞ​ミ​​見​​ておはせん。​ナガミコト​​爾​​」と​イ​​云​​ひて、​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​は​ナミダ​​涙​​を​オト​​墮​​したり。





​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の打取り

​ボルテ ウヂン​​孛兒帖 兀眞​​のこの​コトバ​​言​​につき、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​オツチギン​​斡惕赤斤​​に​ノリタマ​​宣​​はく「​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​ ​イマ​​今​​ ​コ​​來​​ん。​ナ​​爲​​し​ウ​​得​​ることをいかにも​オコナ​​行​​ひ​ア​​合​​はば、​ナンヂ​​汝​​ ​シ​​知​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。その​トキ​​時​​ ​オツチギン​​斡惕赤斤​​ ​タ​​起​​ちて​ナミダ​​涙​​を​ヌグ​​拭​​ひ​イ​​出​​でて、​ミタリ​​三人​​の​リキシ​​力士​​を​ソナ​​備​​へて[270]​タ​​立​​てり。​シバラク​​暫​​ありて​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​は、​ナヽタリ​​七人​​の​コ​​子​​どもと​キ​​來​​て、​ナヽタリ​​七人​​ ​ミナ​​皆​​ ​イ​​入​​りて、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​は、​シユキヨク​​酒局​​の​ミギ​​右​​の​ホトリ​​邊​​に​スワ​​坐​​ると、​オツチギン​​斡惕赤斤​​は、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​エリ​​領​​を​トラ​​拏​​へて、「​キノフ​​昨​​の​ヒ​​日​​ ​ワレ​​我​​を​サンゲ​​懺悔︀​​せしめたりき、​ナンヂ​​汝​​。​コヽロ​​試​​み​ア​​合​​はん」と​イ​​云​​ひて、​カレ​​彼​​の​エリ​​領​​を​トラ​​拏​​へて​カド​​門​​の​トコロ​​處​​に​ヒ​​拖​​きたり。​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​は、​オツチギン​​斡惕赤斤​​を​ムカ​​迎​​へ​エリ​​領​​を​トラ​​拏​​へて​ウ​​搏​​ち​ア​​合​​へり。​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​バウ​​帽​​は、​ウ​​搏​​ち​ア​​合​​ふ​トキ​​時​​に​ヒバチ​​火盤​​の​ウヘ​​上​​に​オ​​落​​ちたり。​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​は、その​バウ​​帽​​を​ト​​取​​りて​カ​​嗅​​きて​フトコロ​​懷​​に​オ​​置​​きたり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​イ​​出​​でて​リキシ​​力士​​の​チカラ​​力​​を​アラソ​​爭​​ひ​ア​​合​​へ」と​ノリタマ​​宣​​へり。​オツチギン​​斡惕赤斤​​は、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​を​ヒ​​拖​​きて​イ​​出​​づる​トキ​​時​​、​カド​​門​​の​シキミ​​閾​​の​アヒダ​​閒​​に​サキ​​先​​に​ソナ​​備​​へたる​ミタリ​​三人​​の​リキシ​​力士​​ ​ムカ​​迎​​へて、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​を​トラ​​拏​​へ​ヒ​​拖​​きて​イ​​出​​でて、​カレ​​彼​​の​セボネ​​脊梁​​を​ヲ​​折​​りて、​ヒダリ​​左​​の​ホトリ​​邊​​の​クルマ​​車​​の​ハシ​​端​​に​サ​​去​​てて、​オツチギン​​斡惕赤斤​​ ​イ​​入​​りて​イ​​言​​はく「​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​は、​ワレ​​我​​を​サンゲ​​懺悔︀​​せしめたりき。​コヽロ​​試​​みんと​イ​​云​​へば、​キ​​肯​​かず。​アザム​​欺​​〈［＃ルビの「アザム」は底本では「アサム」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉きて​フ​​臥​​したり。​ヨノツネ​​尋常​​の​トモ​​伴​​なりき」と​イ​​云​​へば、​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​ ​サト​​覺​​りて、​ナミダ​​涙​​を​オト​​墮​​して​イ​​言​​はく「​オホキ​​大​​荅亦兒​なる​チ​​地​​に​ツチクレ​​土塊​​の​シカ​​然​​ ​ア​​有​​りしより、​ウミ​​海︀​​荅來​なす​カハ​​河​​に​ヲガハ​​小川​​のしかありしより、​トモ​​件​​となれり​ワレ​​我​​（明譯​ワレ​​我​​ ​ヨリ​​自​​㆘​クワウテイ​​皇帝​​ ​ザリシ​​未​​㆓​タチ​​起​​​ハジメ​​創​​㆒之​サキ​​先​​㆖、​ナリテ​​做​​㆓​トモト​​伴當​​㆒​イタレリ​​到​​㆓​イマニ​​今日​​㆒）」と​イ​​云​​ふとひとしく、​ムタリ​​六人​​の​コンゴタン​​晃豁壇​​なる​カレ​​彼​​の​コ​​子​​どもは、​カド​​門​​を​フサ​​塞​​ぎて、​ヒバチ​​火盤​​の​マハリ​​周圍​​に​タ​​立​​ちて、その​ソデ​​袖​​を​ヒ​​挽​​かれて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​オソ​​恐​​れて​セマ​​迫​​られて、「​ノガ​​躱​​れ​イ​​出​​でん」と​ノリタマ​​宣​​ひ[271]て​イ​​出​​づれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​マハリ​​周圍​​に​セントウシ​​箭筒士​​ ​ジヱイ​​侍衞​​ ​ラ​​等​​ ​メグ​​繞​​りて​タ​​立​​てり。​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​を​クルマ​​車​​の​ハシ​​端​​に​セボネ​​脊梁​​を​ヲ​​折​​りて​サ​​去​​てたるを​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミソナハ​​御覽​​して、​アトベ​​後方​​より​ヒト​​一​​つの​アヲ​​靑​​き​チヤウバウ​​帳房​​を​モ​​持​​ち​コ​​來​​させて、​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​ウヘ​​上​​に​オホ​​被​​はせて、「​カセルクルマ​​駕車​​に[​ワレ​​我​​を]​イ​​入​​らしめよ。​タ​​起​​たん」と​ノリタマ​​宣​​ひて、そこより​タヽ​​起​​したり。












§246(10:42:10)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​テブ​​帖卜​​の死體の失せ

　​テブ​​帖卜​​（帖卜騰格哩の略稱）を​オホ​​被​​ひたる​チヤウバウ​​帳房​​の​ソラマド​​天窗​​に​フタ​​蓋​​して、​カド​​門​​を​オサ​​壓​​へて​ヒト​​人​​に​マモ​​守​​らせたれば、​ダイサン​​第三​​の​ヨル​​夜​​、​ヒ​​日​​ ​キ​​黃​​なる​トキ​​時​​（明譯​スルトキ​​將​​㆑​アケント​​曉​​）、​ソラマド​​天窗​​ ​ア​​開​​けて​ミ​​身​​ぐるみ​イ​​出​​でけり。​タシカ​​審​​むれば、​マコト​​實​​に​テブ​​帖卜​​ ​カレ​​彼​​の[​イ​​出​​でたる]は、そこに​タシカ​​審​​められたり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​は、​ワ​​我​​が​オトヽ​​弟​​どもに​テアシ​​手足​​を​イタ​​致​​したる​ユヱ​​故​​に、​ワ​​我​​が​オトヽ​​弟​​どもの​アヒダ​​閒​​に、​アトカタ​​跡形​​なき​ザンゲン​​讒言​​の​ユヱ​​故​​に、​アマツカミ​​上帝​​に​イツクシ​​愛​​まれずして、​イノチ​​命​​を​ミ​​身​​ぐるみ​モ​​持​​ちて​サ​​去​​られたるぞ」と​ノリタマ​​宣​​へり。





​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​の責められ

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​をそこに​セ​​責​​めけらく「​コ​​子​​どもを​セイカウ​​性行​​を​セイ​​制​​せず、[​ワレ​​我​​と]​ヒト​​齊​​しからんと​オモ​​思​​へる​ユヱ​​故​​に、[​ワザハヒ​​禍︀​​は]​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​の​カシラ​​頭​​に​イタ​​到​​りぬ、​ナンヂラ​​汝等​​。​ナンヂラ​​汝等​​のかゝる​セイカウ​​性行​​を​サト​​覺​​れるならば、​ヂヤムカ​​札木合​​、​アルタン​​阿勒壇​​、​クチヤル​​忽察兒​​ ​ラ​​等​​の[​ゴト​​如​​き]​リイウ​​理由​​あるものと​ナ​​做​​さるべきなりき、​ナンヂラ​​汝等​​」と​ノリタマ​​宣​​ひて、​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​を​セ​​責​​めて、​セ​​責​​め​ヲ​​畢​​へてさて「​アシタ​​朝​​に​イ​​言​​へるを​ユフベ​​夕​​に​カ​​變​​へば、​ユフベ​​夕​​に​イ​​言​​へるを​アシタ​​朝​​に​カ​​變​​へば、​ハヂ​​恥​​（恥づべきこと）と​カナラズ​​必​​ ​イ​​云​​はれん。​タヾ​​只​​ ​サキ​​前​​に​コトバ​​言​​を​サダ​​定​​められたるぞ、​カ​​彼​​の​コト​​事​​を（明譯​ヨリテ​​因​​㆘​サキニ​​在先​​ ​イヒ​​說​​㆔​サダメユルスト​​定免​​㆓[272]​ナンヂノシヲ​​汝死​​㆒​タリシニ​​有來​​㆖​ヤメン​​罷​​）」とて、​オンシ​​恩賜​​して​イカリ​​怒​​を​ヤ​​息​​めたり。「​ヰエツ​​違越​​する​セイコウ​​性行​​を​ヒキシ​​引締​​めたりせば、​モンリク エチゲ​​蒙力克 額赤格​​の​シソン​​子孫​​に​タレ​​誰​​か​ヒト​​齊​​しき​モノ​​者︀​​あらん」と​ノリタマ​​宣​​へり。​テブテンゲリ​​帖卜騰格哩​​を​ナ​​無​​くなすと、​コンゴタン​​晃豁壇​​の​ガンシヨク​​顏色​​は​キエウ​​消失​​せけるぞ。（こゝにて祕史 正集 十卷は終れり。次の二卷は、續集なり。卷八に虎の年(丙寅)の卽位を記してより この卷の初までは、功臣の恩賞、親衞の制度を定むる詔勅を列ね、次に合兒魯兀惕の降服 篾兒乞惕 古出魯克の𠞰滅、委兀惕の親附を記し、次に兔の年(丁卯)と年を揭げて、朮赤の北征、禿馬惕の征服、皇族の分民 傳相の事を記し、晃豁壇の敗滅を以て終れり。されば この集は、太祖︀ 二年 丁卯に終れるが如くなれども、古出魯克の勦滅は、太祖︀ 元年に非ずして、實は十三年 戊寅にあること甚 確なれば、篾兒乞惕の勦滅も、親征錄 集史の十二年 丁丑とせるに從はざるべからず。續集は、太祖︀ 六年 辛未の征金の役より始まりたるに、この集に已に十二年 丁丑 十三年 戊寅の事を載せたるはいかにと云ふに、そは怪むべき事に非ず。蓋この集の成れるは、征金の役の起れる後なれども、征金の役は、未 事 竣らざりし故に、後の記錄に讓りて、この集には載せず。幾兒乞惕 古出魯克の勦滅は、卷三の篾兒乞惕 征伐より、卷五 卷七の乃蠻 征伐より引續きたる戡定の大業なるに由り、その局を結ばんが爲に、太祖︀ 騰極の續きに、年をも揭げずに十餘年 後の事を附記したるなり。）








成吉思 汗 實錄 卷の十 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の十
巻の十一-2 →
成吉思汗実録 
巻の十一-1
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​ジフイチ​​十一​​。（明譯本の原の名は元朝 秘史 續集 卷一。次の卷も、これに準ふ。）



​ゲンノ タイソウジフニネン​​元 太宗十二年​​、​バクホクノブンシン​​漠北文臣​​ ​ムメイシ​​無名氏​​、​モテ​​以​​㆓​モウコブン​​蒙古文​​​ウイウモジヲ​​委兀字​​㆒​ゾクセンス​​續撰​​。





​ミンノ コウブジフゴネン​​明 洪武十五年​​、​カンリンジコウ​​翰待講​​​クワゲンケツ​​火原潔​​​ラ​​等​​、​カンジニテ​​漢︀字​​ ​オンヤクシ​​音譯​​ ​ゾクゴニテ​​俗語​​ ​ハウヤクス​​旁譯​​。





​ニツポンメイジサンジフクネン​​日本明治三十九年​​、​モリオカノ​​盛岡​​​ナカミチヨ​​那珂通世​​、​モテ​​以​​㆓​ワブンヲ​​和文​​㆒​チヨクヤクシ​​直譯​​ ​フス​​附​​㆓​カウチウヲ​​校注​​㆒。
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金國征伐の始まり

　その​ノチ​​後​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヒツジ​​羊​​の​トシ​​年​​（我が順德 天皇 建曆 元年 辛未、宋の寧宗 嘉定 四年、金帝(衞の紹王)永濟 大安 三年、元の太祖︀ 六年、西紀 一二一一年、太祖︀ 五十歲の時なり。）​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​せり。​ブシウ​​撫州​​を​ト​​取​​りて、（





國交の破裂

撫州は、金の西京路の一州にして、張家口の外、今の鑲黃旗 等 四旗の牧廠の西南 二十 淸里にありき。金國 征伐の始まりの事は、元史 太祖︀紀に元年 丙寅「帝始議㆑伐㆑金。初金殺︀㆓帝宗親 咸補海︀ 罕㆒、帝欲㆑復㆑讎。會金降俘等、具言㆔金主璟肆行㆓暴虐㆒、帝乃定㆑議致㆑討、然未㆓敢輕動㆒也。」木華黎の傳に「金之降者︀、皆言㆘其主璟殺︀㆓戮宗親㆒、荒淫日恣㆖。帝曰「朕出㆑師有㆑名矣。」」又 太祖︀紀に「五年庚午春、金謀㆓來伐㆒、築㆓烏沙 堡㆒。帝遣㆓遮別㆒襲㆓殺︀其眾㆒、遂略㆑地而東。初帝貢㆓歲幣于金㆒、金主使㆔衞王允濟受㆓貢於靜州㆒。帝見㆓允濟㆒、不㆑爲㆑禮。允濟歸、欲㆓請㆑兵攻㆒㆑之。會金主璟殂、允濟嗣㆑位、有㆑詔至㆑國、傳言㆑當㆓拜受㆒。帝問㆓金使㆒曰「新君爲㆑誰。」金使曰「衞王也」帝遽南面睡曰「我謂㆓中原[274]皇帝、是天上人做㆒。此等庸懦、亦爲㆑之耶。何以拜爲。」卽 乘㆑馬北去。金使還言、允濟益怒、欲㆘俟㆓帝再入貢㆒、就㆓進場㆒害㆖㆑之帝知㆑之、遂與㆑金絕、益嚴㆑兵爲㆑備」と云ひ、金國志にも「大安元年、敵人聞㆓金主新立㆒、而喜曰「彼老懦無能、不㆑足㆑畏也、」遂決㆑意南侵」と云へり。釁端 開けたる後、金國の事情は、兩朝 綱目 備要に「允濟遣㆑眾分屯㆓山後㆒、欲㆘襲㆓殺︀ 鐵木眞㆒、然後引㆑兵深入㆖、會金之乣軍、有㆘詣㆓蒙古㆒吿㆓其事㆒者︀㆖。蒙古 遣㆑人伺㆑之得㆑實。遂遷延不㆑進」と云ひ、





太祖︀ 五年 庚午の出兵

金史 衞紹王 本紀に「大安二年九月丙午、京師戒嚴、上日出巡撫。百官請㆑視︀㆑朝、不㆑允是歲、禁㆓百姓㆒、不㆑得㆑傳㆓說邊事㆒。」續 通鑑 綱目に「金 納哈 買住 守㆓北鄙㆒、知㆓蒙古 將㆒㆑侵㆑邊、奔吿㆓于金主㆒云云金主以㆔其擅生㆓邊隙㆒囚㆑之、」また「蒙古 數侵㆓掠金西北之境㆒、其勢漸盛。金人皇皇、遂禁㆔百姓傳㆓說邊事㆒」とあり。畢沅の續 資治 通鑑は金史 續綱目の文に據り「金承平日久、驟聞㆓蒙古 用㆒㆑兵、人情恇懼、流言四起。九月丙午、中都︀戒嚴云云。旣而知㆔蒙古 未㆓嘗大擧㆒、始解㆑嚴、旋禁㆓百姓㆒、不㆑得㆑傳㆓說邊事㆒」と書けり。諸︀書を參考するに、蒙古の南征は、實に五年庚午より始まりたれども、但 烏沙堡を取れるは、親征錄も金史 獨吉 思忠の傳 承裕の傳も、皆 明年 辛未の事とすれば、元史の五年に載せたるは誤れり。





太祖︀ 六年 辛未の親征

かくて六年 辛未には、親征錄に「秋、上始誓㆑眾南征、克㆓大水濼㆒、又拔㆓烏沙 堡及昌桓撫等州㆒。大太子 朮赤、二太子 察合台、三太子 窩闊台、破㆓雲內 東勝 武 宣寧 豐靖︀ 等州㆒。金人懼棄㆓西京㆒」とあり。續綱目には「蒙古 侵㆓擾雲中九原㆒、連歲不㆑休嘉定四年、遂破㆓大水濼㆒以進。金主始恐、四月、釋㆓買住㆒、而遣㆓西北路招討使 粘合 合打㆒求㆑和。蒙古 主不㆑許。金主命㆓平章政事 獨吉 千家奴、參知政事 完顏 胡沙㆒、行㆓省事于撫州㆒、西京 畱守 紇石烈 胡沙虎、行㆓樞密院事㆒、以禦㆓蒙古㆒。秋、千家奴 胡沙 至㆓烏沙 堡㆒、未㆑及㆑設㆑備、蒙古 兵奄至、拔㆓烏沙 堡及 烏月 營㆒。八月、蒙古 主乘㆑勝破㆓白登城㆒、遂攻㆓西京㆒、凡七日。胡沙虎 懼、以㆓麾下㆒棄㆑城突︀㆑圍遁去。蒙古 主以㆓精︀騎三千㆒馳㆑之。金兵大敗。追至㆓翠屏口㆒。遂取㆓西京及桓撫州㆒」と書けり。この文は、金國志 金史 本紀 獨吉 思忠(卽 千家奴)承裕(卽 完顏 胡沙)紇石烈 執中(卽 胡沙虎)の傳に據り檃括したるものなれば、親征錄よりは委しく、元史 太祖︀紀よりは確實なり。只「破㆓白登城㆒、遂攻㆓西京㆒、凡七日」と云へるは、察罕の傳なる野狐嶺の戰に「圍㆓白樓㆒七日拔㆑之」とあるを誤會して採れるに似たり。また耶律 楚材の湛然 居士 集に進㆓庚午 元曆㆒表あり、「歲 在㆓庚午㆒、天啓㆓宸衷㆒、決㆑志南征。辛未 之春、天兵南度、不㆓五年㆒、而天下略定。此天授也、非㆔人力所㆓能及㆒也」と云へれば、太祖︀の親征は、春にして秋にあらず。親征錄の「秋、上始誓㆑眾南征」は、固より非にして、衞紹王紀の大安 三年 四月に始めて太祖︀の來征を書きたるも、未是ならず。これのみは、太祖︀紀の六年 辛未 春「二月、帝自將南伐」と云へるに從ふべし。蓋 太祖︀の親征は春にあり、金帝の和を求め邊に備へたるは夏にあり、西京 諸︀州の取られたるは秋にあるなり。





元史の叙事の傎倒 複沓

然るに太祖︀紀この二三年の間の叙事は傎倒 複沓にして、その失 數ふるに暇あらず。まづ「二月、帝自將南伐、敗㆓金將 定薛 於野狐嶺㆒、取㆓大水濼 豐利 等縣㆒。金復築㆓烏沙 堡㆒。秋七月、命㆓遮別㆒、攻㆓烏沙 堡及 烏月 營㆒拔㆑之」とある野狐嶺の戰は、豐利 等縣卽 撫州を取れる後にあるを、その前に記して、明年 壬申に至り、復 野狐嶺の戰を記し、撫州を取るは、烏沙堡を取れる後なるを、その前に記して、明年 復それを記し、烏沙堡を拔くは、今年 一たびなるを、已に去年に記し、今年に至り「金復築㆓烏沙 堡㆒」の一句を加へて、復 記したり。その病の本を尋ぬるに、太祖︀紀は、親征錄 金史 金國志 等の諸︀書を雜へ採り、咀嚼 融會せずして、筆に任せて列記したるに由れるなり。故に烏沙堡を取れる事は、或書に據りて、五年 春に記し、親征錄に據りて、復 六年 秋に記せり。撫州 卽[275]豐利 等縣を取れる事は、或書に據りて、六年 春に記し、親征錄に六年 秋として記せる「取㆓昌桓撫等州㆒」をば七年 春にまはせり。野狐嶺の戰は、察罕の傳の本づきたる記錄に據りて、六年 春に記し、親征錄に六年 秋として記したる獾兒觜 卽 野狐嶺の戰をば七年 春にまはせり。獾兒觜の戰に續きたる會合堡の戰は、金史 承裕の傳に據り、六年 八月に記し、地名も宣平の會河川として、親征錄には據らず。親征錄に據れば、七年 宣德府を破り、次に德興府に克ちたるを、元史は、宣德府に克つを八年 七月に記し、德興府を拔くをば、金國志に據りて、六年 九月に記し、又 或書に據りて、七年 九月に記し、その異名を用ひて奉聖州と云へるは、金國志に據れるにも似たり。さて後に親征錄の文を採りて、八年 七月 克㆓宣德府㆒の次に又 記し、親征錄の「後金人復收㆑之、癸酉(八年)秋、上復破㆑之」をば削れり。重複の最 驚くべきは、哲別の居庸關を破りたる事にて、金國志 金史 本紀に據りて、早くも六年 九月に記し、八年 七月に至り、親征錄に據り、懷來 居庸の戰を記せり。これらの重複あることを悟らずして元史を讀まば、何が何やら少も分らず、恰も諸︀葛 孔明の八陣 變化の中に入りたるが如くなるべし。）





​ヤコレイ​​野狐嶺​​の戰

​キツネタウゲ​​狐峠​​に​ヨ​​依​​り​コ​​越​​えて、（蒙語​クネゲン ダバ​​忽揑堅 荅巴​​、忽揑堅は狐、荅巴は峠なり。漢︀名は野狐嶺と云ひ、直隷 宣化府 萬全 縣の西北 三十 淸里、張家口の外に在り。畿輔 通志に「勢極高峻、風力猛烈、雁飛遇㆑風輒墮㆑地」とあり。この峠は、たゞ越えたるに非ず。親征錄に「上之將㆑發㆓撫州㆒也、金人以㆓招討 九斤 監軍 爲奴 等㆒領㆓大軍㆒、設㆓備於野狐嶺㆒、又以㆓參政胡沙㆒率㆑軍爲㆓後繼㆒。契丹 軍帥、謀謂㆓九斤㆒曰「聞㆘彼新破㆓撫州㆒、以㆓所獲物㆒分㆓賜軍中㆒、馬牧㆗於野㆖。出㆓不虞之際㆒、宜㆓速騎以掩㆒㆑之也。」九斤 曰「此危道也。不㆑若㆓馬步俱進、爲㆑計萬全㆒。」上聞㆓金馬至㆒、進拒㆓獾兒 嘴㆒。(この閒に金の使 石抹 明安の降れることを記せり。)遂與㆓九斤㆒戰、大破㆑之。其人馬蹂躪死者︀、不㆑可㆓勝計㆒。因㆑勝㆑彼、復破㆓胡沙 軍於會合堡㆒。金人精︀銳、盡沒㆓於此㆒」とあり。九斤は、太祖︀紀に紇石烈 九斤、察罕の傳に定薛とあり。爲奴は、喇失惕の史に斡奴とあり。胡沙は、金史 列傳の承裕なり。獾兒嘴は、野狐嶺の北の口にあり。會合堡は、金史 本紀の會河堡にして、今の萬全縣の西に在りき。金國志には灰河、承裕の傳には會河川、木華黎 耶律 阿海︀の傳には澮河と書けり。木華黎の傳は、この戰の功を專に木華黎に歸して、「金兵號㆓四十萬㆒、陣㆓野狐嶺北㆒。木華黎 曰「彼眾我寡、弗㆓致㆑死力戰㆒、未㆑易㆑破也。」率㆓敢死士㆒、策㆑馬橫㆑戈、大呼陷㆑陣。帝麾㆓諸︀軍㆒竝進、大敗㆓金兵㆒、追至㆓澮河㆒、殭尸百里」と云へり。





會河堡の戰

會河堡の戰は、金史 本紀に「大安 三年 八月、千家奴 胡沙 自㆓撫州㆒退㆑軍、駐㆓宣平㆒。九月、敗㆓績于 會河堡㆒。」承裕の傳に「八月、大元兵至㆓野狐嶺㆒、承裕 喪㆑氣、不㆓敢拒戰㆒、退至㆓宣平㆒、云云。其夜南行。大元兵踵擊㆑之。明日至㆓會河川㆒、承裕 兵大潰。承裕 僅脫㆑身入㆓宣德㆒」とあり。宣平は、金の西京路 宣德州の屬縣にして、今の直隷 宣化府 懷安縣の東北にありき。撫州 野狐嶺 會河堡の戰は、親征錄 蒙古 集史 金國志 金史 本紀 諸︀傳みな太祖︀ 六年 辛未にあるを、元史 本紀は會河の戰のみを正しく六年 辛未に記し、撫州 野狐嶺の戰は、みな誤りて六年 辛未 七年 壬申の二所に記し、速不台 石抹 明安の傳は、誤りて壬申の年とし、木華黎の傳に至りては、壬申の年にある宣德 德興の戰を辛未として前に記し、辛未の年にある撫州 野狐嶺 澮河の戰を壬申として後に記せり。耶律 阿海︀の傳に烏沙堡 宣平 澮河の戰を辛未としたるは、善けれども、その年の內に「癸酉、拔㆓宣德德興㆒」の前に「遂出㆓居庸㆒、耀㆓兵燕北㆒」と書けるは非なり。）





宣德 德興の攻め取り

​セントクフ​​宣德府​​を​ト​​取​​りて、（親征錄に「壬申(太祖︀ 七年)、[276]破㆓宣德府㆒、至㆓德興府㆒、失㆑利引卻。四太子 也可 那顏、赤渠 駙馬率㆑兵、盡克㆓德興境內諸︀堡㆒而還。後金人復收㆑之。癸酉(太祖︀ 八年)秋、上復破㆑之」とあり。宣德府は、金の西京路 宣德州にして、元の初 陞せて宣寧府とし、世祖︀の時 宣德府と改めて上都︀路に隸せり。今の直隷 宣化府なり。太祖︀のそれを破れるは未府とならざりし時なれば、府と云ふべき筈なし。喇失惕の史に宣德州と云へるを見れば、修正 祕史には州とありけんを、親征錄の撰者︀は、當時の稱に依り府と書けるなり。この祕史の原本にも必ず州とありしならめど、明の譯人は、宣德府の名を聞き慣れ居たるに由り、ふと音譯を誤りたるならん。德興府は、遼の奉聖州にして、金の時 德興府と改め、西京路に隸し、元の世祖︀の時 復 奉聖州とし、宣德府に隸せり。今の直隷 保安州なり。四太子は、第四の皇子 拖雷、也可 那顏は、大官人の義にして、拖雷の號なり。赤渠 駙馬は、卷八の赤古古咧堅なり。）





​ヂエベ​​者︀別​​ ​グイグネク​​古亦古捏克​​の先鋒

​ヂエベ​​者︀別​​、​グイグネク バアトル​​古亦古捏克 巴阿禿兒​​ ​フタリ​​二人​​を​センポウ​​先鋒​​に​ヤ​​遣​​りたり。（この戰に者︀別の大に働きたる旁證としては、元史 耶律 阿海︀の傳に「敕㆓左師 闍別㆒、略㆓地漠南㆒、阿海︀ 爲㆓先鋒㆒。辛未、破㆓烏沙 堡㆒、鏖㆓戰宣平㆒、大㨗㆓澮河㆒、遂出㆓居庸㆒、耀㆓兵燕北㆒云云」とあり。古亦古揑克は、何人とも知れず。親征錄 壬辰(太宗 四年)の處に貴由 拔都︀とある人ならんか。もし然らば、元史 列傳に「月魯帖木兒、卜領勤 多禮伯臺 氏。曾祖︀ 貴裕、事㆓太祖︀㆒、爲㆓管領 怯憐口 怯薛 官㆒」とある貴裕も、その人なるべし。多禮伯臺は、朶兒別惕にして、卜領勤は、朶兒別惕の分部の名なり。）​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​に​イタ​​到​​りて、（漢︀名 居庸關、今の順天府 昌平州の西北、直隷 宣化府 延慶州の東南にあり。）





​キヨヨウクワン​​居庸關​​の​フセ​​禦​​ぎ

​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​の​タウゲ​​峠​​を​フセ​​禦​​がれて、（昌平州の西北 二十四 淸里に居庸の南口あり、南口より十五 淸里 上れる所に關城あり、又 八 淸里に上關あり、上關より十七 淸里に延慶州の八達 嶺あり、嶺の上に城あり、元人はそれを居庸の北口と云へり。卽 察卜赤牙勒の峠なり。昌平 山水記に「自㆓八達 嶺㆒、下㆓視︀居庸關㆒、若㆑建㆑瓶、若㆑闘㆑井。昔人謂、居庸之險、不㆑在㆓關城㆒、在㆓八達 嶺㆒也」と云へり。金人 守禦の事は、親征錄に「時金人塹㆑山築㆑壁、悉㆑力爲㆑備、」札八兒 火者︀の傳に「金人恃㆓居庸之險㆒、冶㆑鐵鋼㆓關門㆒、布㆓鐵蒺藜㆒百餘里、守以㆓精︀銳㆒」とあり。）





縉山の戰

そこに​ヂエベ​​者︀別​​ ​イハ​​言​​く「​カレラ​​彼等​​を​イザナ​​誘​​ひて​ウゴ​​動​​かして​コ​​來​​させんとそこに​コヽロ​​試​​みん」と​イ​​云​​ひて​カヘ​​回​​りぬ。​カヘ​​回​​られて、​キタト​​乞塔惕​​の​イクサビト​​軍士​​ども​オ​​追​​はんとて、​カハ​​河​​ ​ヤマ​​山​​に​ミ​​滿​​つるまで​オ​​追​​ひて​キ​​來​​ぬ。​セントクフ​​宣德府​​の​クチバシ​​觜​​（山の鼻）に​イタ​​至​​りて、​ヂエベ​​者︀別​​ ​ウシロム​​後向​​き​カヘ​​飜​​れり。​フル​​奮​​ひて​ツ​​衝​​きて、​ツヾ​​續​​きて​ク​​來​​る​テキ​​敵​​を​ヤブ​​敗​​れり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​チウグン​​中軍​​ ​ツヾ​​續​​きて、​キタト​​乞塔惕​​を​ウゴ​​動​​かして、​カラ キダト​​合喇 乞荅惕​​（契丹 卽 合喇 乞丹の複稱）、​ヂユルチエト​​主兒扯惕​​（女眞 卽 主兒臣の複稱）、​ヂユイン​​主因​​（卷一に見えたる種族）の​ヲヲ​​雄雄​​しく​タケ​​猛​​き​イクサ​​軍​​を​ヤブ​​敗​​りて、​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​[277]に​イタ​​至​​るまで​クチキ​​爛木​​の​ツモ​​積​​れる​ゴト​​如​​く​コロ​​殺︀​​して、（親征錄「癸酉、上復破㆑之」の續きに「遂進㆑軍至㆓懷來㆒。帥高琪、將㆑兵與戰。我軍勝、追至㆓北口㆒、大敗㆑之。死者︀不㆑可㆓勝計㆒」とあり。帥の上に脫字あり。元史 本紀には金の行省 完顏 綱 元帥 高琪とあり。高琪は、金史の朮虎 高琪なり。この時 金軍の總督は、完顏 綱にして、完顏 綱 徒單 鎰 朮虎 高琪の傳にみな「綱行㆓省事於縉山㆒、大敗」とあり。高琪は、この時 鎭州の防禦使にて元帥 右都︀監を權して居たれども、蒙古 人は元帥と云ひたるなり。懷來は、遼の奉聖州の屬縣、金の德興 府 嬀川縣、元の宣德府 奉聖州の屬縣、今の直隷 宣化府 懷來縣なり。錄は元代の名を以て記せり。北口は、卽 居庸の北口なり。縉山は、金の德興府の屬縣、今の宣化府 延慶州なり。）





​キヨヨウクワン​​居庸關​​の攻め破り

​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​の​セキ​​關​​を​ヂエベ​​者︀別​​ ​ト​​取​​りて、​タウゲ​​峠​​〈［＃ルビの「タウゲ」は底本では「トウゲ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉どもを​ウバ​​奪​​ひて​コ​​越​​えて、（この文に據れば、北口より南口に出でたる如くなれどもさにあらず。親征錄に「時金人塹㆑山築㆑壁、悉㆑力爲㆑備。上畱㆓怯台 薄察 等㆒、頓㆑軍拒守、遂將㆓別眾㆒西行、由㆓紫荆口㆒出。金主聞㆑之、遣㆓大將 奧敦㆒、將㆑兵拒㆑隘、勿㆑使㆑及㆓平地㆒。比㆓其至㆒、我眾度㆑關矣。乃命㆓哲別㆒、率㆑眾 攻㆓居庸南口㆒、出㆓其不㆒㆑備破㆑之、進㆑兵與㆓怯台 薄察 軍㆒合」とあれば、南口より倒に北口に攻め上りたるなり。怯台は、卽 客台、八十八 功臣の第五十七、兀嚕兀惕の主兒扯歹の子なり。太祖︀紀に可忒と書けり。薄察は、太祖︀紀に薄刹とあり。趙柔の傳に「歲癸酉、太祖︀遣㆑兵破㆓紫荆關㆒、柔以㆓其眾㆒降。行省 八札 奏聞、以㆑柔爲㆓涿易二州長官㆒、佩㆓金符㆒」とある八札なるべしと沈曾植は云へり。紫荆口は、卽 紫荆關にて、直隷 易州の西 八十 淸里 紫荆嶺の上にあり。奧敦は、太祖︀紀に奧屯とあり。金史 章宗紀 衞紹王紀 李英の傳に烏古孫 兀屯とある人なるべし。元史は錄の文を節︀錄したれども、叙事 明瞭ならず。）





​リヨウコダイ​​龍虎臺​​の​チウヒツ​​駐蹕​​

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​シラデク​​失喇迭克​​に​ゲバ​​下馬​​せり。（失喇迭克は、漢︀名 龍虎臺、昌平州の西にあり。昌平 山水記に「居庸關 南、地勢高平如㆑臺、廣二里、袤三里。元時、車駕巡㆓幸上都㆒、皆駐㆓蹕於此㆒。」畿輔 通志に「龍虎臺、在㆓昌平州 西二十里㆒。云云。舊志、臺在㆓舊縣西十里㆒、去㆓京師㆒百里、當㆓居庸關之南㆒」とあり。この臺は、いはゆる臺地にて、樓臺の臺にあらず。）





​チウト​​中都︀​​の城攻め

​チウト​​中都︀​​を​セ​​攻​​めて、（中都︀は、今の淸京にして、遼 南京と云ひ、金 中都︀と云ひ、元の世祖︀ 大都︀と改め、明の初 北平と云ひ、成祖︀ 北京と改め、淸の世祖︀ 定めて京師とし、俗には今も北京と云ふ。蒙文には中都︀とあるを、語譯には大都︀、文譯には北平と書けり。洪武の史臣、後の名を用ひて追稱したるなり。親征錄に「旣而又遣㆓諸︀部精︀兵五千騎㆒、合㆓怯台 哈古 二將㆒圍㆓中都︀㆒。上自率㆑兵攻㆓涿易二州㆒、卽日拔㆑之」とあり。怯台は、卽 兀嚕兀惕の客台、哈台は卽 合歹 古咧堅、八十八 功臣の末より第四に見えたり。涿易は、皆 金の中都︀路の屬州、涿州は今 順天府に隸し、易州は、直隷の直隸州なり。蒙古の關に入りたるは、太祖︀ 八年 癸酉の秋にして、金史 宣宗紀 貞祐︀ 元年(卽 太祖︀ 八年)十月「大元兵下㆓涿州㆒」とあれば、關に入りたる月に直に涿州を拔きたるに非ず。また卽日 二州を拔くは、いかにも速すぎたるに、喇失惕の史には「涿州を改めて二十日にて破れり」とあれば、錄の卽の字は、誤寫なるかも知れず。）





河北 山西 山東の侵掠

​クニグニ​​郡郡​​の​シロ​​城​​どもに​イクサ​​軍​​を​ヤ​​遣​​りてて​セ​​攻​​めさせたり。（親征錄に「乃分㆑軍爲㆓三道㆒。大太子二太子三太子爲㆓右軍㆒、循㆓太行㆒而南、破㆓保州 中山邢洛磁相輝衞懷孟等州㆒、棄㆓其[278]定威州境㆒、抵㆓黃河㆒、大掠而還。哈撒兒 及 斡津 那顏 拙赤䚟 薄刹 爲㆓左軍㆒、沿㆓東海︀㆒、破㆓灤薊等城㆒而還。上與㆓四太子㆒、馭㆓諸︀部軍㆒、由㆓中道㆒、遂破㆓雄莫 河閒 開淸滄景獻 濟南 濱棣益都︀等城㆒。棄㆓東平大名㆒不㆑攻、餘皆㆑望㆑風而拔。下㆑令北還。又 遣㆓木華黎㆒、回攻㆓密州㆒、拔㆑之。上至㆓中都︀㆒、亦來合」とあり。哈撒兒は、皇弟 拙赤 合撒兒なり。斡津 那顏は、太祖︀紀に斡陳 那顏とあり、翁吉喇惕の阿勒赤 古咧堅の子、德 薛禪の孫にして、元史 特薛禪の傳にその名 見えたり。拙赤䚟は、兀嚕兀惕の主兒扯歹なり。薄刹は、卽 薄察なり。孛囉忽勒の從孫 塔察兒 一名 倴盞は、薄察と音近きに由り、沈曾植は、薄察は塔察兒ならんと疑ひたれどもいかゞにや。太祖︀紀は、この三道の軍を叙べて、右軍は「取㆓保遂 安肅 安定邢洛磁相衞輝懷孟㆒、掠㆓澤潞遼沁 平陽 太原 吉隰㆒、拔㆓汾石嵐忻代武等州㆒而還、」左軍は「取㆓薊州 平灤 遼西 諸︀郡㆒而還、」中軍は「取㆓雄霸莫安 河閒 滄景獻深祁蠡冀恩濮開滑博濟 泰安 濟南 濱棣 益都︀ 淄濰 登萊 沂等郡㆒、復命㆓木華黎㆒、攻㆓密州㆒、屠㆑之。云云。帝至㆓中都︀㆒、三道兵還、合屯㆓大口㆒。是歲、河北郡縣盡拔、唯中都︀通順 眞定 淸沃 大名 東平 德邳海︀州十一城不㆑下」とありて、親征錄より委し。金史 宣宗紀を案ずるに、貞祐︀ 元年(太祖︀ 八年 癸酉)十一月、大元の兵 觀州を徇へ、(金の觀州は、卽 元の景州なり。)又 河閒府 滄州を徇へ、二年(太祖︀ 九年 甲戌)正月 辛未、彰德府を徇へ、(金 元の彰德府は、卽 古の相州なり。)又 益都︀府を徇へ、乙未、懷州を徇へ、二月 壬辰、嵐州を徇へたること見えて、末に「時山東河北諸︀郡失㆑守、惟 眞定 淸沃 大名 東平 徐邳海︀數城僅存而已。河東州縣、亦多殘燬」とあれば、三道の侵掠は、癸酉の十一月に始まりて、甲戌の二月に終りたるなり。親征錄 元史にその時月を明にせざるに由り、金史に據りて考へ見たり。又 金史 李英の傳に「貞祐︀ 三年 三月、英自㆓淸州㆒督㆓糧運㆒、救㆓中都︀㆒、」宣宗紀にも、その年「七月、詔㆓河閒孤城㆒、移㆓其軍民㆒、就㆓粟淸州㆒」とあれば、淸州は未 殘破せられざりき。親征錄 中軍の破れる諸︀城の中に淸州あるは非なり。淸は、滑の誤ならん。元史は「十一城不㆑下」の中に、金史は「數城僅存」の中に、いづれも淸州あり。）





​トウシヤウ​​東昌​​の不意打ち

​ヂエベ​​者︀別​​をば​トウシヤウ​​東昌​​の​シロ​​城​​を​セ​​攻​​めさせに​ヤ​​遣​​りたり。​トウシヤウ​​東昌​​の​シロ​​城​​に​イタ​​到​​りて、​セ​​攻​​めて​ト​​取​​りかねて、​カヘ​​回​​りて​ムトマリ​​六宿​​の​トコロ​​地​​に​イタ​​到​​りて、​ユダン​​油斷​​せさせて、さて​カヘ​​回​​り​フル​​奮​​ひ、​ウマ​​馬​​を​テ​​手​​に​ヒ​​牽​​き（蒙語​カルコトルタン​​合兒闊脫勒壇​​、明譯​ゴトニ​​每​​㆑​ヒトヒキ​​人牽​​㆓​イツピキノトモウマヲ​​一匹從馬​​㆒）、​ヨル​​夜​​ ​ケンコウ​​兼行​​して、​ユダン​​油斷​​し​ヲ​​居​​る​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​りて、​トウシヤウ​​東昌​​の​シロ​​城​​を​ト​​取​​りき。（今の山東 東昌府は、元史 地理志に「唐博州、宋隸㆓河北東路㆒、金隸㆓大名府㆒、元初隷㆓東平路㆒、至元四年、析爲㆓博州路㆒、十三年改㆓東昌路㆒」とありて、





元の初に無かりし​トウシヤウ​​東昌​​

東昌の名は、元の世祖︀の時より始まりたれば、太祖︀の時その名なきのみならず、太宗の史臣もその名を書くべき由なし。然らばこの東昌の字は、明の史官の音譯を誤れるなるべし。





修正 祕史の東京

親征錄には、辛未(太祖︀ 六年)の秋、西京路の諸︀州を破れる次に「又遣㆓哲別㆒率㆑眾取㆓東京㆒。哲別 知㆔其中堅、難︀㆓以㆑眾墮㆒㆑城、卽引退五百里。金人謂㆓我軍已還㆒、不㆓復設㆒㆑備。哲別 戒㆓軍中㆒、一騎牽㆓一馬㆒、一晝夜馳還、急攻、大掠㆑之以歸」と云ひ、喇失惕もこれに同じければ、修正 祕史には東京とありしなり。太祖︀紀には、七年 壬申の末に月日まで揭げて「冬十二月 甲申、遮別[279]攻㆓東京㆒不㆑拔、卽引去、夜馳還、襲克㆑之」と云ひ、吾也而の傳には、逸︀早くも太祖︀ 五年に「吾也而 與㆓折不 那演㆒、克㆓金東京㆒有㆑功」と云ひ、年月は合はざれども、その東京としたるは、いづれも親征錄に本づきたるなり。





東京を攻むる暇なき​ヂエベ​​者︀別​​

然れども東京を取れる人は、實は者︀別に非ず。耶律 阿海︀の傳に、者︀別の先鋒となりて、烏沙堡 宣平 澮河の戰より「拔㆓宣德德興諸︀郡㆒、乘㆑勝次㆓北口㆒、攻㆓下紫荆關㆒」まで、阿海︀は常に者︀別と共に働きたる由 見ゆれば、者︀別は常に大軍に先だちて轉戰したるなり。者︀別は、いかに戰馬の如く駿速なりとも、何の暇ありてか北京路を踰えて徑に東京を攻めらるべき。





遼東を經略せる按陳

耶律 畱哥の傳に「歲壬申(太祖︀ 七年)太祖︀命㆓按陳 那衍㆒行㆑軍至㆓遼東㆒。畱哥 率㆓所部㆒降㆑之、共破㆓金軍㆒。帝召㆓按陳㆒還、而以㆓可特哥㆒副㆓畱哥㆒屯㆓其地㆒。癸酉(八年)春、眾推㆓畱哥㆒爲㆓遼王㆒、云云」とあれば、始めて遼東を經略したる者︀は、阿勒赤 那顏と可特哥とにして、者︀別は與らず。八年 甲戌に至り、





東京を取れる​ムホアリ​​木華黎​​

木華黎は命を受けて、諸︀軍を統べて遼東を征し、九年 乙亥に裨將 蕭 也先は計を以て東京を平定したること、木華黎の傳に見え、蕭 也先 卽 石抹 也先の傳にも、木華黎に從ひて先鋒となり、奇計を用ひて東京を降したることを委しく叙べたれば、東京を取れる者︀は、木華黎 也先にして、者︀別に非ず。然らば者︀別の取れるは、東昌にも非ず、東京にも非ず、いづこなりけん。





東勝の奇功

太祖︀ 六年に取れる西京路 諸︀州の內に東勝州あり、その地は、金の西京 今の山西 大同府の西北に在りき。者︀別の奇功を立てたるは、疑はくはその地ならん。蓋 祕史の原本には東勝とありしを、明人は誤りて東昌と音譯して、元の初に東昌なきことに心附かざりしなり。修正 祕史は誤りて東京とし、親征錄 集史 元史みなそれに依りて、いづれも東京を取れるは者︀別に非ざることに心附かざりしなり。）
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完顏 承暉の請和の建議

　​ヂエベ​​者︀別​​は、​トウシヤウ​​東昌​​の​シロ​​城​​を​ト​​取​​りて​カヘ​​回​​りて​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ア​​合​​へり。（親征錄に據れば、者︀別の奇功を立てたるは、太祖︀ 六年 西京路の諸︀州を取れる時なれば、回りて太祖︀に合へるは、西京路の或地にて合へるなり。）​チウト​​中都︀​​を​セ​​攻​​められて、​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​の​ダイクワンニン​​大官人​​ ​ワンキン シヨウジヤウ​​王京 丞相​​、（この阿勒壇 罕は、金の宣宗なり。太祖︀ 八年 癸酉の八月、金帝(衞の紹王)永濟は、紇石烈 執中に弑せられ、章宗の庶兄 豐王 珣 立てられたり。これを宣宗と云ふ。王京は、完顏の轉なり。王京 丞相は、親征錄 元史に丞相 完顏 福︀興とあり、金史に完顏 承暉として傳あり。承暉、本の名は福︀興にして、この時 平章政事 兼 都︀元帥となり、尋で右丞相に進みたり。）​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​に​ケンギ​​建議​​しけらく「​アマツカミクニツカミ​​天地​​の​ミコト​​命​​ある​トキ​​時​​、​タカミクラ​​大位​​の​カハ​​代​​る​トキ​​時​​ ​イタ​​至​​れり。​モンゴル​​忙豁勒​​ ​ハナハダ​​甚​​ ​チカラ​​力​​あり、​キ​​來​​て​ワレラ​​我等​​の​ヲヲ​​雄雄​​しく​タケ​​猛​​き​カラ キタト​​合喇 乞塔惕​​〈［＃「合喇 乞塔惕」は底本では「合喇乞塔惕」。前述、巻の一§53の割り注に倣い修正。以後すべて同じ］〉 ​ヂユルチエト​​主兒扯惕​​ ​ヂユイン​​主因​​の​キンエウ​​緊要​​なる​イクサ​​軍​​を​ヤブ​​敗​​りて、​ツ​​盡​​くるまで​コロ​​殺︀​​しけり。​タノミ​​賴​​ある​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​をも​ウバ​​奪​​ひて​ト​​取​​りけり。​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​ ​フタヽビ​​再​​ ​イクサ​​軍​​を​トヽノ​​整​​へて​イダ​​出​​さば、​フタヽビ​​再​​ ​モンゴル​​忙豁勒​​に​ヤブ​​敗​​られ[280]ば、​カナラズ​​必​​ ​シロジロ​​城城​​にて​ツイ​​潰​​えん、​カレラ​​彼等​​。​カヘツ​​却​​て​ワレラ​​我等​​に​ヲサ​​收​​めば​キ​​肯​​かず、​ワレラ​​我等​​に​テキ​​敵​​となりて、​トモ​​伴​​とならざらん、​カレラ​​彼等​​。​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​ ​オンシ​​恩賜​​せば、​モンゴル カン​​忙豁勒 罕​​に​イマ​​今​​の​ウチ​​內​​に​クダ​​降​​らんと​サウダン​​相談​​せん。​サウダン​​相談​​に​イ​​入​​りて、​モンゴル​​忙豁勒​​を​シリゾ​​退​​けば、​シリゾ​​退​​けたる​ノチ​​後​​に、​マタ​​復​​ ​ベツ​​別​​に​カンガ​​考​​へ、​ワレラ​​我等​​そこに​ハカ​​議​​り​ア​​合​​はんぞ。​モンゴル​​忙豁勒​​の​ヒト​​人​​ ​センバ​​騸馬​​も、​チ​​地​​ ​ア​​合​​はずして​エヤミ​​疫病​​し​ヲ​​居​​ると​イ​​云​​はれたり。​カレラ​​彼等​​の​カン​​罕​​に​ヒメミコ​​女子​​を​アタ​​與​​へん。​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​ドンス​​緞子​​ ​タカラ​​財​​を​イクサ​​軍​​の​ヒト​​人​​に​オモ​​重​​くいだして​アタ​​與​​へん。​ワレラ​​我等​​の​コ​​此​​の​サウダン​​相談​​に​イ​​入​​らざるをいかで​シ​​知​​られん」と​ケンギ​​建議​​しければ、





金の宣宗の屈服

​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​は、​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​の​コ​​此​​の​コトバ​​言​​を​ヨ​​善​​しとして、「かく​スナハチ​​便​​ ​ナ​​爲​​れ」とて、​クダ​​降​​らんと、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​コウシユ​​公主​​の​ナ​​號​​ある​ヒメミコ​​女子​​を​イダ​​出​​して、​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​ドンス​​緞子​​ ​タカラ​​財​​もて​イクサ​​軍​​の​ヒト​​人​​に​チカラ​​力​​に​シ​​知​​らしむべく、​チカラカギリ​​力限​​ ​チウト​​中都︀​​より​イダ​​出​​して、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​ ​イタ​​致​​して​キ​​來​​ぬ。​クダ​​降​​りに​コ​​來​​られて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​カレラ​​彼等​​の​サウダン​​相談​​に​イ​​入​​りて、​クニグニ​​郡郡​​に​セ​​攻​​め​クダ​​下​​りたる​イクサ​​軍​​どもを​カヘ​​回​​らしめて​シリゾ​​退​​きたり。​ワンキン シヤウジヤウ​​王京 丞相​​は、​マチユ​​莫州​​ ​ブシユ​​撫州​​の​ナ​​名​​ある​クチバシ​​觜​​（山の鼻）に​イタ​​到​​るまで​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​を​オク​​送​​りて​カヘ​​回​​れり。​ドンス​​緞子​​ ​タカラ​​財​​を​ワレラ​​我等​​の​イクサビト​​軍士​​ども​チカラカギリ​​力限​​ ​ニ​​荷​​に​ツ​​駄​​けて、​ネリギヌ​​熟絹​​にてその​ニ​​荷​​を​シバ​​縛​​りて​ユ​​行​​きたり。（





太祖︀ 九年 甲戌の凱旋

これは、太祖︀ 九年 甲戌の三月の事なり。親征錄には「甲戌、上駐㆓營於中都︀北壬甸㆒。金丞相高琪、與㆓其主㆒謀曰「聞㆓彼人馬瘦病㆒。乘㆑此決戰、可乎。」丞相 完顏 福︀興曰「不可。我軍、身在㆓都︀城㆒、家屬多居㆓諸︀路㆒。其心向背未㆑可㆑知。戰敗、必散。苟勝、亦思㆓妻子㆒而去。祖︀宗社︀稷安危、在㆓此擧㆒矣。當㆓熟思㆒㆑之。今莫㆑若㆓遣㆑使議㆒㆑和。待㆓彼主還㆒㆑軍、更爲㆓之計㆒、如何。」金主然㆑之、遣㆑使求㆑和、因獻㆓衞紹王公主㆒、令㆓福︀興來送㆒㆑上、至㆓野麻池㆒而還」とあり。丞相 高琪は、金史 高琪の傳に據れば、この時 平章政事にして、丞相に非ず。金の莫州は、河北[281]東路に隸し、今の直隸 河閒府 任邱縣にして、中都︀より蒙古に赴く路にあらざれば、この二字 誤あらん。親征錄の野麻池も、地志に見えず。これも池の名には非ずして、山の名 又は地の名なるべし。二書の地名につきて考ふるに、莫州 撫州は倒置にて、撫州の莫州と云ふ觜とありしを誤り、その莫州は又 野麻池の野を脫して、麻池を州の諸︀將 如く音譯したるには非ずや。元史 太祖︀紀に「九年甲戌春三月、駐㆓蹕中都︀北郊㆒〈［＃底本では「名の」が混入している。昭和18年復刻版に倣い修正］〉請㆓乘㆑勝破㆒㆑燕、帝不從。乃遣㆑使諭㆓金主㆒曰「汝山東河北郡縣、悉爲㆓我有㆒。汝所㆑守唯燕京耳。天旣弱㆑汝、我復迫㆓汝於險㆒、天其謂㆓我何㆒。我今還㆑軍、汝不㆑能㆔犒㆑師、以弭㆓我諸︀將之怒耶㆒耶。」金主遂遣㆑使求和㆑、奉㆓衞紹王女岐國公主及金帛童男女五百馬三千㆒以獻。仍遣㆓其丞相 完顏 福︀興㆒、送㆑帝出㆓居庸㆒」とあるは、親征錄と金史の紀傳とに依りて書けるなり。岐國 公主は、金史 宣宗紀に公主 皇后の稱あり。喇失惕の史に昆主 哈屯とある昆主は、公主を訛れるなり。）
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​タングト​​唐兀惕​​ 征伐

　かく​シユツセイ​​出征​​したるに​ヨ​​依​​り​カシン​​合申​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​サ​​去​​れり。​サ​​指​​して​イタ​​到​​れば、​カシン​​合申​​の​タミ​​民​​の​ブルカン​​不兒罕​​ ​クダ​​降​​らんと「​ナガミコト​​爾​​の​ミギ​​右​​の​テ​​手​​となりて​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へん」と​イ​​云​​ひ、​チヤカ​​察合​​と​イ​​云​​ふ​ムスメ​​女​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​イダ​​出​​して​タテマツ​​獻​​れり。（不兒罕は、蒙古語にては神︀また佛の義なれども、唐兀惕の國にては國主の稱號に用ひたりと見ゆ。この時の不兒罕は、夏の桓宗 李純佑の族弟にして、元の太祖︀ 元年に純佑を廢して簒立したる襄宗 安全なり。察合は、親征錄も集史も元史も、みな名を略けり。后妃表 第三 斡兒朶の察兒 皇后は、察合の誤りかとも思はる。しかれども喇失惕は、唐古惕の人にて名の知れざる哈屯を擧げて、自注に「速哈惕これを得んと願ひ、成吉思 汗 卽 贈︀れり」と附記したれば、后妃の列を脫したる故に、表には載せられざるならん。）





駱駝 貢獻の願ひ

​マタ​​又​​ ​ブルカン​​不兒罕​​ ​イハ​​言​​く「​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ナ​​名​​ ​コヱ​​聲​​を​キ​​聞​​きて​オソ​​畏​​れて​ヲ​​居​​りき、​ワレラ​​我等​​。​イマ​​今​​ ​ミイツ​​威靈​​ある​ナガミコト​​爾​​の​ミ​​身​​ ​イタ​​到​​りて​コ​​來​​られて、​ミイツ​​威靈​​を​オソ​​畏​​れたり。​オソ​​畏​​れて、​ワレラ​​我等​​ ​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​は、「​ナガミコト​​爾​​の​ミギ​​右​​の​テ​​手​​となりて​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へん」と​マウ​​申​​せり。​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へんにも、​ウゴ​​動​​嫩只​かぬ​イヘヰ​​營盤​​嫩禿黑​ある、​キヅ​​築​​那都︀克先​きたる​シロ​​城​​ある​モノ​​者︀​​なるぞ。​トモ​​伴​​那可扯​なひて、​ハヤ​​疾​​忽兒敦​き​シユツセイ​​出征​​に​シユツセイ​​出征​​する​トキ​​時​​、​スルド​​鋭​​忽兒察​き​タヽカ​​戰​​ひを​タヽカ​​戰​​ふ​トキ​​時​​、​ハヤ​​疾​​忽兒敦​き​シユツセイ​​出征​​に​オヒツ​​追附​​癸亦躔​くことぞ​アタ​​能​​はぬぞ。​スルド​​鋭​​忽兒察​き​タヽカ​​戰​​ひに​タヽカ​​戰​​ふことぞ​アタ​​能​​はぬぞ、​ワレラ​​我等​​。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​オンシ​​恩賜​​せば、​ワレラ​​我等​​ ​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​は、[282]​タカ​​高​​溫都︀兒​き​デレスン​​迭咧孫​​（良き牧草の名、明 語譯 蓆棘草）の​カゲ​​蔭​​に​タ​​長​​斡思格​けさせて、​オホ​​多​​斡欒​き​ラクダ​​駱駝​​を​イダ​​出​​合兒合​して、​ケイワン​​係綰​​合​となりて​タテマツ​​獻​​斡克速​らん。​ケドンス​​毛段​​斡兒篾格​を​オ​​織​​りて、​タンモノ​​段物​​阿兀喇孫​となして​タテマツ​​獻​​斡克速​らん。​ハナ​​放​​斡斡兒忽​つ​タカ​​鷹​​を​ナ​​馴​​らして、​アツ​​聚​​忽喇兀勒​めてその​ヨ​​好​​きを​イタ​​致​​古兒格兀侖​さしめ​ヲ​​居​​らん」と​マウ​​奏​​したり。[かく]​イ​​言​​ひて、その​コトバ​​言​​に​シタガ​​遵​​ひ、​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​より​ラクダ​​駱駝​​を​トリタ​​取立​​てて​オ​​趕​​ふこと​アタ​​能​​はぬまで​モ​​持​​ち​キ​​來​​て​タテマツ​​獻​​れり。（





三回の西夏 征伐

この唐兀惕 征伐は、親征錄に據れば、一回の役に非ず。旣に太祖︀ 卽位の前の年に「乙丑、征㆓西夏㆒、攻㆓破 力吉里 寨 經落思 城㆒、大掠㆓人民㆒、多獲㆓橐駝㆒以還」とあり、元史も同じ。駱駝を獲たるは、西夏 降服の後なるを、前に繰上げて分捕とせり。次に太祖︀ 二年 丁卯には「秋、再征㆓西夏㆒。冬、克㆓斡羅孩 城㆒。」三年 戊辰には「春、班㆑師至㆑自㆓西夏㆒。」元史も同じ。五年 庚午には「秋、復征㆓西夏㆒、入㆓孛王廟㆒。其主 失都︀兒忽 出降、獻㆑女爲㆑好」とあるを、元史は、一年前なる四年 己巳に繰上げて「帝入㆓河西㆒。夏主李安全、遣㆓其世子㆒、率㆑師來戰。敗㆑之、獲㆓其副元帥高 令公㆒、克㆓兀剌海︀ 城㆒、俘㆓其太傅 西壁 氏㆒、進至㆓克夷門㆒、復敗㆓夏師㆒、獲㆓其將 嵬名 令公㆒、薄㆓中興府㆒、引㆓河水㆒灌㆑之。堤決、水外潰。遂撤㆑圍還、遺㆓太傅 訛荅㆒入㆓中興㆒、招㆓諭夏主㆒。夏主納㆑女請㆑和」と委しく記せり。兀剌海︀ 城は、卽 斡羅孩 城なり。丁卯の年 克ちて守らず、今 再 入りたるなり。また西夏 書事 嘉定 四年(太祖︀ 六年 辛未)五月の處に「塔坦 有㆓黑白二種㆒。時 黑塔坦 王 白厮波 强盛、兼㆓倂諸︀族地㆒、起㆑兵攻㆓夏河西州郡㆒。安全親率㆑兵拒戰大敗、失㆓其公主㆒、遺㆑使請㆘以㆓臣禮㆒事㆖。塔坦 方退。自㆑是國勢益衰」とあり。黑塔坦は、卽 黑韃靼にして蒙古なり。公主を失ふは、察合を與へたる事なり。白厮波は、白韃靼の阿剌兀思 惕吉忽里の姪 鎭國、蒙韃 備錄の白四部、黑韃 事略の白厮馬にして、鐵木眞と云ふべきを何故にか誤れり。又 金國志にも「大安 三年(辛未)春、西夏始爲㆓大軍所攻㆒、遣㆑使求㆑援。金主新立、不㆑能㆑援。大軍至㆓興靈㆒而反。夏人恨㆑之、遂叛」とあり。西夏の降服は、元史の己巳と親征錄 集史の庚午と金國志 西夏 書事の辛未と三說ありて、いづれか是なるを知らす。いづれにしても金の降服よりは前に在れば、祕史の記載の順序は違へるに似たり。）
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辛未の一擧に二國の降服

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、かく​シユツセイ​​出征​​したる時、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​を​クダ​​降​​して、​オホ​​多​​き​タンモノ​​段物​​を​ト​​取​​りて、​カシン​​合申​​の​タミ​​民​​の​ブルカン​​不兒罕​​を​クダ​​降​​して、​オホ​​多​​き​ラクダ​​駱駝​​を​ト​​取​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヒツジ​​羊​​の​トシ​​年​​（この卷の初にある太祖︀ 六年 辛未の歲）かく​シユツセイ​​出征​​したる​トキ​​時​​、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​アクタイ​​阿忽台​​と​イ​​云​​へる​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​を​クダ​​降​​して、​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​の​イルク ブルカン​​亦魯忽 不兒罕​​を[283]​クダ​​降​​して、​カヘ​​回​​りて、​サアリ ケエル​​撒阿哩 客額兒​​に​ゲバ​​下馬​​せり。（阿忽台は、金の宣宗 珣なり。宣宗の國語の名は、金史 本紀に吾賭補とあれば、阿忽台は、國語の名にもあらず、蒙古人の附けたる あだな なるべし。亦魯忽は、不兒罕 李安全の國語の名なるべし。親征錄に失都︀兒忽とあるは、次の卷に見ゆる末帝 李睍〈［＃「目＋見」は底本では「日＋見」。以後同じ］〉の一名を誤り書きたるに似たり。）
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太祖︀ 九年 甲戌の再征

　​マタ​​又​​その​ノチ​​後​​ ​チヤウカン​​趙官​​の​トコロ​​處​​に（趙官は、宋の蒙語なり。趙家の轉訛か。又は趙氏の官家の義か）​ワシン​​和親​​に​ヤ​​遣​​りたる​ヂユブカン​​主卜罕​​を​カシラ​​頭​​とせるあまたの​ツカヒ​​使​​を​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​アクタイ​​阿忽台​​なる​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​に​サマタ​​妨​​げられて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​イヌ​​狗​​の​トシ​​年​​（我が順德 天皇 建保 二年 甲戌、宋の嘉定 七年、金の宣宗 貞祐︀ 二年 元の太祖︀ 九年、西紀 一二一四年、太祖︀ 五十三歲の時）、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​フタタビ​​再​​ ​シユツバ​​出馬​​せり。（





​シユブカン​​搠不罕​​の殺︀され

主卜罕の拘へられたる事は、親征錄 集史 みな載せず。元史は、主卜罕を搠不罕 と書きて、太宗紀に三年 辛卯 夏「命㆓拖雷㆒出㆓師寶鶏㆒、遣㆓搠不罕㆒使㆑宋假㆑道、宋殺︀㆑之。復遣㆓李國昌㆒使㆑宋需㆑糧」と云ひ、睿宗の傳に辛卯「拖雷 總㆓右軍㆒、自㆓鳳翔㆒渡㆓渭水㆒、過㆓寶雞㆒、入㆓小潼關㆒、渉㆓宋人之境㆒、沿㆓漢︀水㆒而下、遣㆓搠不罕㆒詣㆑宋假㆑道、且約㆑合㆑兵。宋殺︀㆓使者︀㆒。拖雷 大怒曰「彼昔遣㆓苟夢玉㆒來通㆑好、遽自食㆑言背㆑盟乎。」乃分㆑兵攻㆓宋諸︀城堡㆒、長驅入㆓漢︀中㆒、進入㆓四川㆒、陷㆓閬州㆒、過㆓南部㆒而還」と云へり。然れば搠不罕 卽ち主卜罕は、金人に拘へられたるに非ずして、宋人に殺︀されたるなり。その殺︀されたるは、この年の事に非ずして、この年より十七年 後なる太宗 三年の事なり。されども元史は已に誤り多く、且 陳桎の通鑑 續編には「搠不罕 至㆓靑野原㆒、金統制張宣殺︀㆑之」とあるに據り、





高寶銓〈［＃「銓」は底本では「詮」］〉の回護の說

高寶銓は、祕史を誤れりとはせず、「元史曰㆓宋殺︀㆒、蓋金殺︀㆑之、而諉爲㆓宋殺︀㆒也」と云ひ、又 太宗紀に搠不罕の事を載せたるをも「彼紀、蓋因㆘遣㆓李國昌㆒需㆖㆑糧、追㆓溯太祖︀時遣㆑使之事㆒耳。不㆑然、豈有㆓假㆑道被㆑殺︀、復遣㆑使需㆒㆑糧乎」と云へり。この考も一說に備ふべし。但 甲戌の再征は、太祖︀ 自ら出馬したるに非ず。太祖︀は塞外に駐り、諸︀將を遣して中都︀を攻めしめたるなり。太祖︀紀に、九年 甲戌、太祖︀ 居庸關を出でたる後





遷都︀の後なる再征

「夏五月、金主遷㆑汴、以㆓完顏 福︀興 及參政 抹撚 盡忠㆒、輔㆓其太子守忠㆒、畱㆓守中都︀㆒。六月、金乣軍 斫荅 等、殺︀㆓其主帥㆒、率㆑眾來降。詔㆓三摸合 石抹 明安㆒、與㆓斫荅 等㆒圍㆓中都︀㆒。帝避㆓暑︀魚兒濼㆒。秋七月、金太子守忠走㆑汴」とあり。親征錄も略同じくして、甚だ委し。又 通鑑 續編には「五月、金主遷㆑汴。蒙古 主聞㆑之怒曰「旣和而遷、是有㆓疑心㆒、而特以㆑和款㆑我耳。」複圖㆓南侵㆒」とあり。いづれに據りても、甲戌の再征は、金の宣宗の遁れたる後にあるを、祕史にこの再征に由りて金帝 遁れ出でたりと云へるは誤れり。）「​クダ​​降​​り​ヲ​​畢​​へて​チヤウクワン​​趙官​​の​トコロ​​處​​に​ヤ​​遣​​りたる​ツカヒ​​使​​をいかでか​サマタ​​妨​​げたる」と​イ​​云​​ひ​シユツバ​​出馬​​するに、





​トウクワン​​潼關​​の戰

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​トウクワン​​潼關​​の​クチ​​口​​を​サ​​指​​して、​ヂエベ​​者︀別​​をば​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​に​ヨ​​依​​り[​スヽ​​進​​ま]しめたり。（潼關 は、河南 陝[284]西の間の關門にして、今の河南 陝州 閿鄕縣の西 六十 淸里、陝西 同州府 華陰縣の東 四十 淸里に在り。察卜赤牙勒は、居庸關の蒙語、前に見えたり。親征錄 元史 本紀に據るに、潼關を攻めたるは、撒兒只兀惕の撒木合 巴阿禿兒にして、太祖︀ 自ら出でたるに非ず。又 甲戌の年 者︀別の關に入りたることも、元史 親征錄に見えず。）​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​を​トウクワン​​潼關​​の​クチ​​口​​に​ヨ​​依​​り[​スヽ​​進​​み]たりと​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​ ​シ​​知​​リて、​イレ​​亦列​​ ​カダ​​合荅​​ ​ゴボゲトル​​豁孛格禿兒​​ ​ミタリ​​三人​​に​イクサ​​軍​​を​ス​​統​​べさせて、「​イクサ​​軍​​ ​フサガ​​塞​​りて、​クラアン デゲレン​​忽剌安 迭格連​​（譯すれば赤き帽、金史の謂はゆる山東の花帽軍）を​センポウ​​先鋒​​とし​トヽノ​​整​​へて、​トウクワン​​潼關​​の​クチ​​口​​を​アラソ​​爭​​ひ、​タウゲ​​峠​​を​ナ​​勿​​ ​コ​​越​​させそ」とて、​イレ​​亦列​​ ​カダ​​合荅​​ ​ゴボゲトル​​豁孛格禿兒​​ ​ミタリ​​三人​​を​イクサ​​軍​​を​イソ​​急​​がし​ヤ​​遣​​りき。​トウクワン​​潼關​​の​クチ​​口​​に​イタ​​到​​れば、​キタト​​乞塔惕​​の​イクサ​​軍​​は、​チ​​地​​を​マ​​捲​​きて​キ​​來​​ぬ。（地の下、原文に誤字あり譯し難︀し。意を以て語を作れり。）​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​イレ​​亦列​​ ​カダ​​合荅​​ ​ゴボゲトル​​豁孛格禿兒​​ ​ミタリ​​三人​​と​タ​​立​​ち​ア​​合​​ひ（對戰し）て、​イレ​​亦列​​ ​カダ​​合荅​​を​ウゴ​​動​​せり。





​トルイ​​拖雷​​ ​チユグ​​出古​​の奮戰

​トルイ​​拖雷​​、​チユグ グリゲン​​出古 古哩堅​​（卽ち卷八の赤古 古剛堅）​フタリ​​二人​​は、​ヨコ​​横​​より​ツ​​衝​​きて、​クラアン デゲレン​​忽剌安 迭格連​​を​シリゾ​​退​​けて​イタ​​到​​りて、​イレ​​亦列​​ ​カダ​​合荅​​を​ウゴ​​動​​して​ヤブ​​敗​​りて、​キタト​​乞塔惕​​を​クチキ​​爛木​​の​ツモ​​積​​れる​ゴト​​如​​く​コロ​​殺︀​​せり。​キタト​​乞塔惕​​の​イクサ​​軍​​どもを​コロ​​殺︀​​して​ヲ​​畢​​はれたりと​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​ ​シ​​知​​りて、​チウト​​中都︀​​より​イ​​出​​でて、​ノガ​​遁​​れんと​ナンケイ​​南京​​の​シロ​​城​​に​イ​​入​​りき。（金の南京は、古の大梁また汴梁、今の河南 開封府なり。）​ノコ​​殘​​れる​カレラ​​彼等​​の​イクサビト​​軍士​​どもは、​ヤ​​痩​​せて​シ​​死​​ぬる​トキ​​時​​、​オノレラ​​己等​​の​アヒダ​​閒​​にて​ヒト​​人​​の​ニク​​肉​​を​ク​​食​​ひ​ア​​合​​ひけり。​トルイ​​拖雷​​ ​チユグ グリゲン​​出古 古哩堅​​ ​フタリ​​二人​​は​ヨ​​善​​き​トコロ​​處​​に​ハタラ​​働​​けりとて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​トルイ​​拖雷​​ ​チユグ グリゲン​​出古 古哩堅​​ ​フタリ​​二人​​を​オホイ​​大​​に​オンシヤウ​​恩賞​​せり。（金史 元史 親征錄に據るに、潼關の戰には、太祖︀ 親ら臨まざるのみに非ず、拖雷 出古 二人もそれに與りたりとは見えず。二人の相 攜へて奮戰したるは、親征錄 通鑑 續編に據るに、太祖︀ 七年 壬申 德興府を攻むる時にありき。又 潼關の守將は尼龎古 蒲魯虎にして、亦列 合荅など云へる人も見えず。親征錄に、金の通州の元帥 蒲察 七斤 來降(金史 元史に據るに、太祖︀ 十年 乙亥 正月)の後、丙子(太祖︀ 十一年)の前に「上駐㆓軍魚兒濼㆒、命㆓[285]三合 拔都︀㆒、師㆓蒙古 軍萬騎㆒、由㆓西夏㆒、抵㆓京兆㆒、出㆓潼關㆒、破㆓嵩汝等郡㆒、直趨㆓汴梁㆒、至㆓杏花營㆒、大掠㆓河南㆒、回至㆓陝州㆒。適河冰合、遂渡而北」とあり。





​サムカ バアトル​​撒木合 巴阿禿兒​​ 南侵の委しき事實

元史 太祖︀紀は「十一年 丙子 秋、撒里知兀䚟 三摸合 拔都︀魯 率㆑師、由㆓西夏㆒趨㆓關中㆒、遂越㆓潼關㆒、獲㆓金西安軍節︀度使 尼龎古 蒲魯虎㆒、拔㆓汝州等郡㆒、抵㆓汴京㆒而還」とありて、親征錄と年 違へり。金史は、この戰の始末を叙ぶること最 詳なり。今 宣宗 本紀、必蘭 阿魯帶、完顏 仲元、朮虎 高琪、胥鼎、尼龎古 蒲魯虎 等の諸︀傳を合せ考ふるに、「貞祐︀四年(太祖︀ 十一年)秋八月丙子、元兵攻㆓延安㆒。九月辛巳朔、元兵攻㆓防州㆒。以㆓簽樞密院事永錫㆒爲㆓御史大夫㆒、領㆑兵赴㆓陝西㆒、便宜從㆑事。冬十月癸未、招㆘射生獵戶、練︀㆓習武藝㆒、知㆓山徑㆒者︀㆖、分㆓屯陝虢要地㆒。命㆓遙授知歸德府事 完顏 仲元㆒、率㆓山東花帽軍㆒、徙軍㆓盧氏㆒、改㆓商州經略使㆒、權㆓元帥右都︀監㆒。元兵攻㆓潼關㆒、由㆓禁坑㆒出。戍卒皆潰、西安軍節︀度使 尼龎古 蒲魯虎 禦戰、兵敗死㆑焉」禁坑は、一名 禁谷、今の潼關廳の南にあり。元の兵は、この閒道より遶り出でて、潼關を破れり。「戊辰、元兵 徇㆓汝州㆒。仲元軍趨㆓商虢㆒、復至㆓嵩汝㆒、皆弗㆑及。河東南路行省胥鼎、聞㆓元兵已越㆒㆑關、庚午、遣㆓潞州元帥左監軍 必蘭 阿魯帶㆒領㆓軍一萬㆒、孟州經略使 徒單 百家、領㆓兵五千㆒、自㆓便道㆒濟㆑河趣㆓關陝㆒、自將㆓平陽精︀兵㆒、赴援㆓京師㆒。十一月壬午、胥鼎入㆓京師㆒、拜㆓尙書左丞㆒、兼㆓樞密副使㆒。乙酉、元兵至㆓沔池㆒。右副元帥 蒲察 阿里不孫、軍潰而逃、阿魯帶 亦被㆑創、元兵過㆓陝州㆒、由㆓三門集津㆒北渡而去。戊戌、華州元帥府復㆓潼關㆒。十二月癸亥、元兵攻㆓平陽㆒。胥鼎遣㆑兵拒戰。元兵不㆑利、乃去。」金國志は、親征錄の如く、誤りてこの役を一年前の事とし「貞祐︀三年八月、大軍自㆓河東㆒渡㆑河、攻㆓潼關㆒、不㆑能㆑下。乃由㆓嵩山小路㆒、趨㆓汝州㆒。遇㆓山㵎㆒、輒以㆓鐵鎗㆒相鎖、連接爲㆑橋以渡。于㆑是潼關失㆑守。金主急召㆓花帽軍于山東㆒。十月、大軍至㆓杏花營㆒、距㆓汴京㆒二十里。花帽軍擊敗㆑之。大軍復取㆓潼關㆒、自㆓三門析津㆒、乘㆓河冰合㆒、布㆑灰引㆑兵而渡。自㆑是不㆓復出㆒」とあり。年月は金史と違へれども、事實は大槪 合へり。「攻㆓潼關㆒不㆑能㆑下」と云へるは、竟に下らざるに非ず、禁坑より遶り出でられて、戌卒 潰えたる故に、下に「潼關失㆑守」とあり。その「由㆓嵩山小路㆒」と云へるは、潼關を遶れる閒道に非ず、潼關を越えたる後に汝州に趨ける山徑なり。「召㆓花帽軍于山東㆒」は、完顏 仲元に命じて入り援はしめたることなり。





續 綱目 續 資治 通鑑の誤

金史 元史に記せる丙子の役と一事なること、疑ふべきなし。然るに商輅の續 綱目は、金國志 親征錄に據り、乙亥の年に三合 拔都︀ 南侵の事を記して、「潼關失㆑守」「自㆑是不㆓復出㆒」の二句を省き、又 丙子の年に金史 元史に據りて「冬十月、蒙古兵克㆓金潼關㆒、次㆓嵩汝閒㆒、云云」と書きて、三合 拔都︀の名を省きたるは、金國志の紀年の誤に因り、一事を兩事としたるにて、謂はゆる誤に因りて更に誤れるなり。畢沅の續 資治 通鑑も續 綱目の誤に襲れり。この二史は、人の信用する書なるが故に、その誤をかく辨じ置くなり。さて又 丙子の役は、金の腹地を荒したれども、さほどの大㨗もなかりしに、祕史には金軍の殲滅 窮餓の狀を事事しく叙ぶるを見れば、太宗 三年 拖雷の陝西より入りて汴京に迫りたる三峯山の大㨗、元史に「流血 被㆑道、資仗委積、金之精︀銳、盡㆓於此㆒矣」とあるものと混じたるに似たり。然らば亦列 合荅は、三峯山の敗將 移剌 蒲阿 完顏 合達なるべし。豁孛格禿兒に似たる名は見えず。忠孝軍の總領 完顏 陳和尙の稱號などにてやあらん。）
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​シラ ケエル​​失喇 客額兒​​の​チウヒツ​​駐蹕​​

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​カセイム​​河西務​​を​クダ​​下​​すと、​チウト​​中都︀​​の​シラ ケエル​​失喇 客額兒​​に​ゲバ​​下馬​​せり。（河西務は、鎭の名、今の順天府 武淸縣の北、白河の支流なる新引河の西にあり。失喇 客額兒は、黃なる原の義なれば、中都︀の近郊を呼べる[286]蒙語なるべけれども、〈［＃直前の読点は底本では句点］〉いづこを指せるか知らず。但この文 誤れり。金の宣の遷れる頃は、親征錄 元史に據るに、太祖︀は塞外に居りて、中都︀の邊に到らざりしなり。）





​ヂエベ​​者︀別​​の​セキヤブ​​關破​​り

​ヂエベ​​者︀別​​は、​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​の​セキ​​關​​を​ヤブ​​破​​りて、​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​を​マモ​​守​​れる​イクサ​​軍​​を​ウゴカ​​動​​して​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ア​​合​​へり。（この時 居庸關には金の守兵なかりき）​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​、​チウト​​中都︀​​より​イ​​出​​づるに、





​チウト​​中都︀​​の​ルス​​畱守​​ ​カダ​​合荅​​

​チウト​​中都︀​​の​ウチ​​內​​に​カダ​​合荅​​を​ルス​​畱守​​となし​ヨサ​​任​​せて​サ​​去​​りたりき。（太祖︀紀に「十年乙亥三月、金御史中丞李英等、率㆑師援㆓中都︀㆒。戰㆓于霸州㆒、敗㆑之、五月庚申、金中都︀畱守 完顏 福︀興 仰㆑藥死、抹撚 盡忠棄㆑城走、明安 入守㆑之」とあり。この時の事は、金史の承暉(卽 福︀興)、抹撚 盡忠、李英、烏古論 慶壽 等の傳に甚 委しけれども、合荅の名は見えず。親征錄には金の畱守 哈荅 國和 等とあり。衝紹王紀 大安 三年に 西北路 招討使 粘合 合打、宣宗紀 貞祐︀ 三年に陝西 統軍使 完顏 合打あれども、この合荅なりとも見えず。）​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​チウト​​中都︀​​の​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​タカラ​​財​​ ​タンモノ​​段物​​ ​ナニ​​何​​にても​カゾ​​數​​へしめに、​オングル​​汪古兒​​ ​カシハデ​​厨官​​、​アルカイ カツサル​​阿兒孩 合撒兒​​、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​ ​ミタリ​​三人​​を​ヤ​​遣​​りき。この​ミタリ​​三人​​を「​キ​​來​​ぬ」とて、​カダ​​合荅​​は​ムカ​​迎​​へ​ウ​​接​​けんと、​キン​​金​​あり​アヤ​​紋​​ある​タンモノ​​段物​​を​ト​​取​​りて、​チウト​​中都︀​​の​ウチ​​內​​より​イ​​出​​でて、​ムカ​​迎​​へに​キ​​來​​ぬ。





​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​の廉直

​カダ​​合荅​​に​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​ ​イ​​言​​へらく「​サキ​​前​​にこの​チウト​​中都︀​​の​モノ​​物​​、​スナハチ​​卽​​ ​チウト​​中都︀​​は、​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​のなりしぞ。​イマ​​今​​ ​チウト​​中都︀​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​のなるぞ。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​モノ​​物​​なる​タンモノ​​段物​​を​カゲ​​背處​​にて​イカン​​柰何​​ぞ​ヌス​​偷​​みて​モ​​持​​ち​キ​​來​​て​アタ​​與​​ふる、​ナンヂ​​汝​​。​ワレ​​我​​ ​ト​​取​​らず」と​イ​​云​​ひて、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​は​ト​​取​​らざりき。​オングル​​汪古兒​​ ​カシハデ​​厨官​​、​アルカイ​​阿兒孩​​ ​フタリ​​二人​​は​ト​​取​​りたり。この​ミタリ​​三人​​は、​チウト​​中都︀​​の​モノ​​物​​ ​ミナ​​皆​​を​カゾ​​數​​へて​キ​​來​​ぬ。そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​オングル​​汪古兒​​ ​アルカイ​​阿兒孩​​ ​クトク​​忽禿忽​​ ​ミタリ​​三人​​に「​カダ​​合荅​​は​ナニ​​何​​をか​アタ​​與​​へたる」と​ト​​問​​へり。​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​ ​マウ​​申​​さく「​コガネ​​金​​あり​アヤ​​紋​​ある​タンモノ​​段物​​を​モ​​持​​ち​キ​​來​​て​アタ​​與​​へき。​ワレ​​我​​ ​イハ​​言​​く「​サキ​​前​​にこの​チウト​​中都︀​​は、​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​のなりし[287]ぞ。​イマ​​今​​は​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​のとなりたるぞ。​ナンヂ​​汝​​ ​カダ​​合荅​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​モノ​​物​​を​カゲ​​背處​​にて​ヌス​​偷​​みて​イカン​​柰何​​ぞ​アタ​​與​​ふる、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​云​​ひて、​ワレ​​我​​は​ト​​取​​らざりき。​オングル​​汪古兒​​ ​アルカイ​​阿兒孩​​ ​フタリ​​二人​​は、​カレ​​彼​​の​アタ​​與​​へたるを​ト​​取​​りき」と​イ​​云​​へり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、そこに​オングル​​汪古兒​​ ​アルカイ​​阿兒孩​​ ​フタリ​​二人​​を​イタ​​甚​​く​トガ​​咎​​めたり。​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​を「​オホイ​​大​​なる​ダウリ​​道理​​を​カンガ​​考​​へけり、​ナンヂ​​汝​​」と​イ​​云​​ひ、​オホイ​​大​​に​オンシヤウ​​恩賞​​して「​ミ​​視︀​​る​ワ​​我​​が​メ​​目​​、​キ​​聽​​く​ワ​​我​​が​ミヽ​​耳​​となりて​ヲ​​居​​らずや、​ナンヂ​​汝​​」と​ミコト​​勅​​ありき。（親征錄に「明安 太保入據㆑之、遣㆑使獻㆑㨗。上時駐㆓桓州㆒、遂命㆘忽都︀忽 那顏、與㆓雍古兒 寶兒赤、阿兒海︀ 哈撒兒㆒ 三人㆖、檢㆓視︀中都︀帑藏㆒。時金畱守 哈荅 國和 等、奉㆓金幣㆒、爲㆓拜見之禮㆒。雍古兒 哈撒兒 受㆑之。獨 忽都︀忽 拒 不㆑受、將㆓哈荅 及 其物㆒北來。上問㆓忽都︀忽㆒曰「哈答 等嘗與㆓你物㆒乎。」對曰「有㆑之。未㆓敢受㆒㆑之。」上問㆓其故㆒。對曰「臣嘗與㆓哈荅㆒言「未㆑陷㆑城時、寸帛尺縷、皆金主之物。今旣城陷、悉我君物矣。汝又安得㆘竊㆓我君物㆒爲㆗私惠㆖乎。」」上正佳㆑之、以爲㆑知㆓大體㆒。而重責㆓ 雍古兒、阿兒海︀ 哈撒兒 等㆒、不㆑珍也。哈荅 因見㆓其孫榮山㆒而還」とあり。正佳 不珍の二語は、字の誤りあらん。元史には「明安入守㆑之」の下に、ただ「是月、避㆓暑︀桓州涼涇㆒、遣㆓忽都︀忽 等㆒、籍㆓中都︀帑藏㆒」とあり。）












§253(11:18:01)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










金の質子

　​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​は、​ナンケイ​​南京​​に​イ​​入​​りて、​ミヅカラ​​親​​ ​クダ​​降​​り​ヌカヅキ​​頓首​​て、​テンゲリ​​騰格哩​​と​イ​​云​​ふ​コ​​子​​を​ヒヤク​​百​​の​トモビト​​従者︀​​にて「​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に​ジヱイ​​侍衞​​になれ」とておこせけり。（金史 元史を考ふるに、金の宣宗は、質子を送りたることなし。太宗 四年(金の哀宗 天興 元年)三月、速不台 等 南京を圍みたる時、金の哀宗は、弟 荆王 守純の子 曹王 訛可を出して質たらしめ、太宗は速不台を畱めて還り、居庸を出でたることを、太祖︀ 宣宗の時の事と誤りたるに非ずや。）​カレラ​​彼等​​に​クダ​​降​​られて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​シリゾ​​退​​かんとて​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​に​ヨ​​依​​りそこに​シリゾ​​退​​く​トキ​​時​​、





​カツサル​​合撒兒​​ 東略の命

​カツサル​​合撒兒​​を​ヒダリテ​​左手​​の​イクサ​​軍​​にて​ウミ​​海︀​​に​シタガ​​遵​​ひて​ヤ​​遣​​る​トキ​​時​​、「​ホクケイ​​北京​​の​シロ​​城​​に​ゲバ​​下馬​​せよ。​ホクケイ​​北京​​の​シロ​​城​​を​クダ​​降​​して、​カナタ​​彼方​​ ​ヂユルチエト​​主兒扯惕​​の​ブカヌ​​夫合訥​​を​ス​​過​​ぎ​サ​​去​​りて、​ブカヌ​​夫合訥​​ ​ソム​​反​​かんとせば、​ウチト​​打取​​れ。​クダ​​降​​らば、​カレ​​彼​​の​ホトリ​​邊​​なる​カレ​​彼​​の​シロ​​城​​どもを​ス​​過​​ぎ、[288]​ウラ ガハ​​兀剌 河​​ ​ナウ ガハ​​訥元 河​​に​ソ​​沿​​ひ​サ​​去​​りて、​タウル ガハ​​塔兀兒 河​​に​サカノボ​​泝​​り​ヤマ​​山​​ ​コ​​越​​えて、​タイラウエイ​​大老營​​に​ア​​會​​ひに​コ​​來​​よ」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。（金の北京 大定府は、古の奚の地、遼 中京を建て、大定府と名づけ、金 北京と改め、元の至元 七年 大寧路と改め、明 大寧衞とせり。淸 一統志に「大甯故城、在㆓今內 蒙古 喀喇沁 右翼南百里、喜峯口 東北 四百八十 里、老哈 河 之北㆒。」老哈 河は、白狼 河とも云ふ。水道 提綱に「白狼 河、經㆓故大甯城南㆒。俗稱㆓巴爾漢︀城㆒、一曰㆓察罕 巴爾漢︀ 城㆒」とあり。主兒扯惕は、女眞 卽 主兒臣の複稱、金の本國の民なり。





女眞の蒲鮮 萬奴

夫合訥は、蒲鮮の訛ならん。親征錄 甲戌(太祖︀ 九年)四月の處に「金主之南遷也、以㆓招討 萬奴㆒爲㆓咸平路宣撫㆒、復移㆓治於 忽必 阿蘭㆒。至㆑是亦以㆑眾來降、仍遣㆓子 鐵哥㆒入質。旣而復叛、自稱㆓東夏王㆒。」太祖︀紀に「十年乙亥冬十月、金宣撫 蒲鮮 萬奴 據㆓遼東㆒、僭㆓稱天王㆒、國號㆓大眞㆒、改㆓元天秦㆒。十一年丙子冬十月、蒲鮮 萬奴 降、以㆓其子 帖哥㆒入侍。旣而復叛、僭㆓稱東夏㆒」とあり。





兀剌 河 納兀 河 塔兀兒 河

兀剌は、女眞語 河なり。黑龍 江を薩哈連 烏剌と云ひ、松花 江を吉林 烏剌と云ふ。こゝの兀剌は、松花 江なり。淸 一統志に「打牲 烏拉 城、在㆓吉林 城北七十里、混同江東岸㆒。烏拉 之先 布顏、築㆓城於 烏拉 河上 洪尼 地㆒、國號㆓烏拉㆒」とある混同 江も烏拉 河も、皆 松花 江なり。納兀 河は、盛京 通志の諾尼 江、水道 提綱の嫩泥 江、龍沙 紀略の腦溫 江にして、今は嫩江と云ふ。高寶銓〈［＃「銓」は底本では「詮」］〉 曰く「嫩泥 江、古名㆓難︀水㆒、亦曰㆓那河㆒、元史 地理志 稱㆓桃溫 水㆒、特 薛禪 傳 曰㆓惱 木連㆒、忽憐 傳 曰㆓猱河㆒、伯帖木兒 傳 曰㆓納兀 河㆒、洪萬傳曰㆓那兀 河㆒、王綽傳曰㆓那河㆒、皆卽 納浯 對音。」塔兀兒 河は、水道 提綱に「洮兒 河、亦曰㆓桃爾 河㆒、源出㆓西興安山東麓㆒、云云、至㆓札賴特 旗南㆒、匯爲㆓納藍 撒藍 池㆒、猶㆑言㆓日月池㆒也。東流入㆓嫩泥江㆒。」黑龍江 外紀に「唐 書 他漏 河、卽 今 拖爾 河、一作㆓淘兒 河㆒。其源流千里、竝在㆓蒙古 境內㆒。」高寶銓〈［＃「銓」は底本では「詮」］〉 曰く「洮兒 河、魏書稱㆓太彌 河㆒、北史曰㆓太岳魯 水㆒、唐書曰㆓它漏 河㆒、遼史曰㆓他魯 河㆒、曰㆓撻魯 河㆒、金史曰㆓撻魯古 河㆒、皆卽 討浯兒 之對音。」高氏は、元史の桃溫を納兀 河としたれども、納兀にはあらずして、塔兀兒なるべし。）





​カツサル​​合撒兒​​に從へる三將

​カツサル​​合撒兒​​と​トモ​​共​​に、​クワンニン​​官人​​より​ヂユルチエダイ​​主兒扯歹​​ ​アルチ​​阿勒赤​​ ​トルン チエルビ​​脫侖 扯兒必​​ ​ミタリ​​三人​​を​ヤ​​遣​​りたり。（この東征の軍は、太祖︀ 八年 発酉 九年 甲戌に渉れる三道 侵掠の左軍なり。親征錄に「哈撒兒 及 斡津 那顏 拙赤䚟 薄刹 爲㆓左軍㆒、沿㆓東海︀㆒、破㆓濼薊等城㆒而還」と云ひ、太祖︀紀に「皇弟 哈撒兒 及 斡陳 那顏 拙赤䚟 薄刹 爲㆓左軍㆒、遵㆑海︀而東、取㆓薊州 平濼遼西諸︀郡㆒而還」と云へり。哈撒兒は、卽 合撒兒なり。斡津 那顏 卽 斡陳 那顏は按陳 那顏の子なり。然るに祕史の阿勒赤は、斡陳に非ずして卽 按陳なれば、斡津 斡陳は按陳の誤なるべし。拙赤䚟は、喇失惕の集史に主兒赤歹と云ひて、成吉思 汗の幼子と注し、陳桱の通鑑 續編に太祖︀の六子を擧げて庶子 朮兒徹歹あるに由り、洪鈞は、集史と蒙韃 備錄とを引きて、太祖︀の皇子なることを考證したれども、祕史に官人 主兒扯歹と云へるを見れば、やはり兀嚕兀惕の主兒扯歹なりけり。元史 親征錄には薄刹ありて、脫侖 扯兒必なし。脫侖 扯兒必は、親征錄 乙亥(太祖︀ 十年)北京 降服の續に「上遣㆓脫脫欒 闍兒必㆒、帥㆓蒙古 契丹 漢︀軍㆒南征、」木華黎の傳、乙亥 北京 興中 降服、錦州の張鯨 來降の續に「詔㆓木華黎㆒以㆑鯨總㆓北京十提控兵㆒、從㆓掇忽闌㆒、南征㆓未㆑附州郡㆒、」石抹 也先の傳にも「命㆓也先㆒、副㆓脫忽闌 闍里必㆒、監㆓張鯨等軍㆒、征㆓燕南未㆑下州郡㆒、」石抹 孛迭兒の傳にも「從㆓奪忽闌 闍里必㆒、徇㆓山東大名㆒」などあれば、脫侖は、合撒兒に從はず、又は從へりとも、途よ[289]り還りて、木華黎の部下に屬したるなりけん。）





​カツサル​​合撒兒​​の東略

​カツサル​​合撒兒​​は、​ホクケイ​​北京​​の​シロ​​城​​を​ト​​取​​りて、​ヂユルチエト​​主兒扯惕​​の​ブカヌ​​夫合訥​​を​クダ​​降​​して、​ミチ​​路​​にある​シロ​​城​​を​ト​​取​​ると、​カツサル​​合撒兒​​は、​タウル ガハ​​塔兀兒 河​​に​サカノボ​​泝​​り​キ​​來​​て、​タイラウエイ​​大老營​​に​ゲバ​​下馬​​して​キ​​來​​ぬ。（





​ムホアリ​​木華黎​​に降れる北京

北京の降服は、元史に據れば、木華黎の功なり。親征錄には、三合 拔都︀ 黃河を渡りて北に還れる後「金 元帥 尹荅忽監軍 斜烈、以㆓北京㆒來降」とありて、誰に降れりとも云はず。喇失惕の史に「撒兒主惕の撒木哈、黃河を渡り、西京に趨きたれば、西京の守將 因荅兒、罕撒兒 撒列 迎へ降れり」とあるに由り、洪鈞は「錄作㆓北京㆒、係㆑誤」と云ひたれども、太祖︀紀には「十年乙亥二月、木華黎 攻㆓北京㆒、金元帥 寅荅虎 烏古倫 以㆑城降。以㆓寅荅虎㆒爲㆓畱守㆒、吾也而權㆓兵馬都︀元帥㆒鎭㆑之」と云ひ、木華黎 吾也而 石抹 也先の傳に、その事 詳なれば、北京は誤らずして、西史の西京は却て誤れり。但 石抹 也先の傳には、北京を降す前に、奇計を用ひて東京を降したることを載せたるに、東京の守將を寅荅虎としたるは誤れり。





​インダク​​寅荅虎​​の僚屬なる​ウクルン​​烏古倫​​

又 太祖︀紀の寅荅虎 烏古倫を殿本は烏庫哩 伊勒都︀呼と改め、その考證に「考 烏庫哩 爲㆓金之著︀姓㆒。若是兩人、不㆑當㆓一稱㆑名而一擧㆒㆑姓。此事、宣宗本紀 未㆑載。蘇天爵名臣事略、載「木華黎 攻㆓北京㆒。金守將銀靑嬰㆑城自守。其將高德玉等殺︀㆓銀靑㆒、推㆓烏古論 寅荅虎㆒ 爲㆑帥、未㆑幾 以㆑城降。」覈㆓之續通鑑㆒亦同。爲㆓太祖︀九年事㆒。年月雖㆑不㆑符、而姓名則合。且以㆘下文 寅荅虎 爲㆓畱守㆒文義㆖考㆑之、其爲㆓名氏顚倒㆒無㆑疑。今據改」と云ひ、畢沅の續 資治 通鑑の考異に「疑載筆者︀未㆑知㆓烏古論 爲㆑姓、寅荅虎 爲㆒㆑名、文有㆓顚倒㆒耳、」錢大昕の諸︀史 拾遺にも「東平王世家作㆓烏古倫 寅荅虎㆒。烏古倫 者︀、寅荅虎 之氏、非㆓兩人㆒也。史臣不㆑辨㆓姓名㆒、傎㆓倒其文㆒、遂若㆔別有㆓一人㆒矣」と嘲りたり。然れども史天祥︀の傳に「乙亥、與㆓大師 烏野兒㆒、降㆓其北京畱守 銀荅忽、同知 烏古倫㆒」とあり。烏野兒は卽 吾也而、銀荅忽は卽 寅荅虎なり。烏古倫は、寅荅虎の僚屬なるを、寅荅虎はその姓を略し、烏古倫はその名を佚して、本紀は又 烏古倫の官名を脫したる故に、遂に一人ならんと疑はしむるに至れり。明の史臣いかに史事に昧くとも、烏古倫の姓なることを知らざらんや。又 續 綱目 甲戌 九月の條に





銀靑 奧屯 襄

「木華黎 攻㆓金北京㆒。北京裨將 完顏 昔烈 高德玉等、殺︀㆓守將銀靑㆒云云、」木華黎の傳にも「其下殺︀㆓銀靑㆒」とあり。錢大昕の考異に「銀靑、蓋擧㆓其官名㆒、謂㆓銀靑光祿大夫㆒、非㆓人姓名㆒也」と云へり。今 金史 奧屯 襄の傳を見るに「貞祐︀三年正月、襄爲㆓北京宣差提控 完顏 習烈 所害㆒」とあり。習烈は、卽 續 綱目の昔烈、又 卽 親征錄の斜烈、奧屯 襄は、卽 謂はゆる銀靑なり。北京の降れるは、元史 紀傳みな乙亥の年なるを續 綱目に甲戌の年としたるは、名臣 事略に因りて誤れるなり。





​カツサル​​合撒兒​​の東略につきての疑ひ

さて合撒兒の東征は、元史に據れば、遼西 諸︀郡を取れるのみにして、北京を取れるは木華黎なるを、祕史に合撒兒 北京を取ると云へるは、傳聞の異辭なり。むしろ祕史の誤ならん。又 遼東の經略も、耶律 畱哥の傳に「歲壬申(太祖︀ 七年)太祖︀命㆓按陳 那衍㆒行㆑軍至㆓遼東㆒、畱哥 率㆓所部㆒降㆑之云云」とあれば、この按陳 卽 阿勒赤の東略は、卽 合撒兒に從ひて行きたるにやとも思はるれども、その年(七年 壬申)は、三道 侵掠の年(八年 癸酉)の前なれば、强ひて牽き合はせ難︀し。又 夫合訥を蒲鮮の訛とすれば、蒲鮮 萬奴の降りたるは、親征錄は九年 甲戌の四月とし、太祖︀紀は十一年 丙子の十月とし、相 去ること二年半にして、いづれも合撒兒に降ると云はず、その詳なることは、今 考ふべからず。）[290]
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西域征伐の始まり

　その後 ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ は、​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​に​ウクナ​​兀忽納​​が​カシラ​​頭​​たる​ヒヤク​​百​​の​ツカヒ​​使​​を​トラ​​拘​​へて​コロ​​殺︀​​されて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​コガネ​​金​​の​ハヅナ​​縻繩​​を​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​にいかでか​タ​​斷​​たしめたりし」とて、「​ウクナ​​兀忽納​​が​カシラ​​頭​​たる​ヒヤク​​百​​の​ツカヒ​​使​​[の​タメ​​爲​​]に、​アタ​​讎​​斡雪勒​ ​カヘ​​復​​斡旋​し​ウラミ​​怨​​乞撒勒​ ​ムク​​報​​乞三​いに、​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​せん」とて​シユツバ​​出馬​​する​トキ​​時​​、（





​コラズム​​闊喇自姆​​の異稱

この撒兒塔兀勒は、闊喇自姆 朝を云へるなり。闊喇自姆 朝の管內には撒兒惕 人 卽 抹哈篾惕 敎徒 多きが故に、蒙古 人は撒兒塔兀勒の國と云へり。親征錄 元史 本紀には西域の汎稱を用ひ、列傳には回紇 回鶻 又は回回と云ふ。回回も、回紇の轉なり。唐の回紇の遺種は、實に畏兀兒にして、畏兀兒も回紇の轉なり。元人は回紇の遺種を呼ぶに畏兀兒の新名を用ふるは善けれども、回紇の舊名を闊喇自姆 朝に當てたるは誤れり。長春の西游記には、畏兀兒をも撤兒塔兀勒をも皆 回紇と云へり。闊喇自姆 朝の本土は、鹹海︀の南、裏海︀の東に在り、今の希哇の地にして、玄弉の西域記に貨利習彌伽、隋書 西域傳に穆國、新唐書 西域傳に「火尋、或曰㆓貨利習彌㆒、曰㆓過利㆒、」元史 地理志に花剌子模と云ひ、西人は合喇自姆とも闊哇咧自姆とも忽哇咧自姆とも云ふ。闊喇自姆 朝の興亡と蒙古 西征の事蹟とは、主吠尼 喇失惕の記載 甚 詳かなり。北宋の時、薛勒主克 王 馬里克沙の僕





​コラズム​​闊喇自姆​​ 朝の興り

努施 特勤、始めて闊喇自姆 部の酋長となり、その子 庫惕別丁 抹哈篾惕は、闊喇自姆 沙と稱し、西遼 興りて、庫惕別丁の子 阿次思は、その屬國となれり。阿次思の子 亦牙勒 阿兒思闌は、闊喇散を取り、その嗣子 塔喀施は、宋の光宗 紹熙 五年(西紀 一一九四年)薛勒主克 朝を滅し、亦喇克 阿者︀姆を取り、巴固荅惕の合里發より册封を受けたり。宋の寧宗 慶元 六年(西紀 一二〇〇年)塔喀施の子 阿剌 額丁 抹哈篾惕 嗣ぎ立ち、巴勒黑 赫喇惕 馬贊迭㘓 乞兒曼を幷せ、乞魄察克を打破り、元の太祖︀ 四年(一二〇九年)西遼に叛き、その西境を奪ひ、八年(一二一三年)河閒の國(西 回紇)を滅し、撒馬兒罕に新都︀を建て、闊喇自姆の兀兒堅只 城を舊都︀と云へり。又 誥兒の國を幷せ、その後 噶自納の地を定めたる時、合里發 納資兒より誥兒の君に與へて闊喇自姆を圖らしむる密書を得て、大に怒り、納資兒を廢せんと欲し、大軍を率ゐて西征し、路にて發兒思 阿在兒拜展を降し、太祖︀ 十三年 戊寅(一二一八年)合里發の領地に入りたれども、大雪に遭ひ、又 土兵に襲はれ、利あらずして退けり。還りて孛合喇に到れば、西域の商侶 蒙古より歸り、太祖︀の贈︀物を上り、通商を求むる辭を傳へ、阿剌 額丁はいやいやながらそれを許せり。





兩大國の​キンタン​​釁端​​

旣にして太祖︀は諸︀王 官人に命じて各貨を出さしめ、畏兀兒 人 四百餘人を發して、西域の商侶に從ひ往きて、その產物を求めしめたり。然るに斡惕喇兒 城に到れる時、城將 亦納勒主克 該兒罕は悉く拘へて、蒙古より細作を遣せりと王に吿げたれば、王は命じて悉く殺︀さしめ、惟一人 逸︀げ歸りたり。捏撒腓は「その中 四人は使にて、外は皆 商人なり。それらを殺︀せるは、亦納勒主克の意にして、王の命に非ず」と云へり。耶律 楚材の西游錄に「苦盞 西北五百里、有㆓訛打剌 城㆒。此城渠酋、嘗殺︀㆓命吏數人、商賈百數㆒、盡掠㆓其財貨㆒。西伐之擧由㆑是也」とあり。命吏 數人は、捏撒腓の使 四人と云へる[291]に近く、商賈 百數は、祕史の百の使と數は合へり。喇失惕の四百餘人は、おまけあるに似たり。洪鈞の西域 補傳に多遜を譯して「太祖︀聞㆓逸︀者︀歸報㆒、驚怒而慟、免㆑冠解㆑帶、跪禱㆓於天㆒、誓㆓必雪㆒㆑恨。其時 古出魯克 餘孽猶未㆑靖︀、乃先遣㆓西域人 巴固喇㆒爲㆑使、偕㆓蒙古 官二人㆒往詰責、云云。王箠㆓死 巴固喇㆒、薙㆓蒙古 官鬚㆒釋歸、以辱㆑之、自聚㆓兵於 撒馬兒罕㆒」と云ひ、この下に蒙古の兵 篾兒乞惕の餘眾を逐へるもの、合米赤 河にて闊喇自姆の兵と衝突︀せる小戰あり。太祖︀紀には只「十四年己卯夏六月、西域殺︀㆓使者︀㆒、帝率㆑師親征」とあり。）





​エスイ カトン​​也遂 合屯​​の建議

そこに​エスイ カトン​​也遂 合敦​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ケンギ​​建議​​して​マウ​​奏​​さく「​カガン​​合罕​​は​タカ​​高​​溫都︀兒​き​タウゲ​​峠​​を​コ​​越​​え、​ヒロ​​廣​​斡兒堅​き​カハ​​河​​を​ワタ​​渡​​り、​ナガ​​長​​兀兒禿​き​シユツセイ​​出征​​に​シユツセイ​​出征​​し、​オホ​​多​​斡欒​き​クニ​​國​​兀魯思​を​タヒラ​​平​​げんと​オモ​​思​​ひ​タマ​​給​​へり。​ウマ​​生​​れたる​タヾ​​只​​ ​イノチ​​命​​あるものに​トコヨ​​長生​​なるは​ナ​​無​​かりき。​オホキ​​大木​​揑兀列​の​ゴト​​如​​き​ナ​​爾​​が​ミ​​身​​ ​カタム​​傾​​揑古思​き​サ​​去​​らば、​アサガラ​​麻穰​​揑惕客勒​の​ゴト​​如​​き​クニタミ​​國民​​を​タレ​​誰​​にか​ユダ​​委​​ねん。​ハシラ​​柱​​禿魯​の​ゴト​​如​​き​ナ​​爾​​が​ミ​​身​​ ​タフ​​倒​​禿勒巴思​れ​サ​​去​​らば、​ムラトリ​​羣鳥​​禿牙勒​の​ゴト​​如​​き​クニタミ​​國民​​を​タレ​​誰​​にか​ユダ​​委​​ねん。​ウマ​​生​​れたる​ヨタリ​​四人​​の​スグ​​駿​​れたる​ミコ​​子​​だちを、​カレラ​​彼等​​の​タレ​​誰​​をとか​ノリタマ​​宣​​ふらん。​ミコ​​子​​だちに​オトヽ​​弟​​だちにあまたの​タミグサ​​民草​​に​ワレラ​​我儕​​ ​シヅノメ​​小人​​にも​コヽロヅ​​心附​​けてあらまほし。​コヽロヅ​​心附​​きたることを​ケンギ​​建議​​したるなり。​オホミコト​​聖旨​​ ​シロ​​知​​しめせ（明譯​クワウテイ​​皇帝​​ ​ワタリ​​涉​​㆓​ヘテ​​歷​​ ​ヤマカハヲ​​山川​​㆒、​トホクサリテ​​遠去​​ ​セイセンシタマフ​​征戰​​。​モシ​​若​​ ​ヒトヒ​​一日​​ ​モシ​​倘​​ ​アラバ​​有​​㆑​ザルヿ​​不​​㆑​イマレ​​諱​​、​ヨタリノミコノ​​四子​​ ​ウチニテ​​內​​ ​オホセテ​​命​​㆑​タレニ​​誰​​ ​シタマハン​​爲​​㆑​キミト​​王​​。​ベシ​​可​​㆑​シム​​令​​㆓​モトビトニ​​眾人​​ ​マヅシラ​​先知​​㆒）」と​マウ​​奏​​したれば、





太祖︀の嘉納

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​カトン​​合敦​​の​ヒト​​人​​にもあれど（婦人なれども）、​エスイ​​也遂​​の​コトバ​​言​​は、​ヨ​​善​​きよりも​ヨ​​善​​し。​タレ​​誰​​も​オトヽ​​弟​​ども​コ​​子​​ども​ナンヂラ​​汝等​​も​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ムカリ​​木合里​​ ​ラ​​等​​も、かくは​ケンギ​​建議​​せざりき。​ワレ​​我​​も​トホツミオヤ​​先祖︀​​兀哩都︀思​[の​タイゲフ​​大業​​]を​ウケツ​​承繼​​兀荅阿剌恢​がざるに（承繼ぐべき人を定めざるに）、​ワス​​忘​​兀馬兒塔​れて​ヲ​​居​​りき。​シ​​死​​兀忽艮額​ぬることを​エ​​得​​られざるに、​ネム​​睡​​溫塔喇​りて​ヲ​​居​​りき」と​ノリタマ​​宣​​ひて、「​ワ​​我​​が​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​は、​ヂユチ​​拙赤​​なるぞ。​ナニ​​何​​をか​イ​​云​​ふ、​ナンヂ​​汝​​。​イ​​言​​へ」と​ノリタマ​​宣​​へり。[292]





​ヂユチ​​拙赤​​を​チヤアダイ​​察阿歹​​の罵り

​ヂユチ​​拙赤​​ ​コヱ​​聲​​を​イダ​​出​​す​マヘ​​前​​に、​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​イハ​​言​​く「​ヂユチ​​拙赤​​に​イ​​言​​へと​ノリタマ​​宣​​ふは、​ヂユチ​​拙赤​​にや​ユダ​​委​​ねんと​ノリタマ​​宣​​ふならん。この​メルキト​​篾兒乞惕​​より​イ​​出​​でたるものにいかんぞ​シ​​知​​らしめん、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​ふと​ラ​​等​​しく（拙赤の生れたる時の事は、祕史に載せざれども、孛兒帖 兀眞の、篾兒乞惕に掠められ、太祖︀ 王罕 札木合 三人の征伐に乘じて逃げ歸りたる後に生れたる故に、拙赤と名づけられたり。拙赤は、蒙古語 客なり。洪鈞の朮赤 補傳は喇失惕 阿不勒噶資に據り、「孛兒台 有㆑姊爲㆓汪罕 妃㆒、烈祖︀又嘗有㆑德㆓於 汪罕㆒、故聞㆓太祖︀之訴㆒、卽脅㆓蔑兒乞㆒、歸㆓孛兒台㆒。未㆑被㆑掠時、孕已數月、比㆑在㆓歸途㆒朮赤生。倉卒無㆓襁兒具㆒、乃摶㆑麫如㆓籃形㆒、置㆓於騎㆒以載歸。太祖︀喜曰「此不㆑速之客也。」故名曰㆓朮赤㆒」と云へり。この事情に依りて、篾兒乞惕のおみやげなりとの疑ひもありしと見ゆ。）





​ヂユチ​​拙赤​​の怒り

​ヂユチ​​拙赤​​は​タ​​起​​ちて、​チヤアダイ​​察阿歹​​の​エリ​​領​​にしがみつきて​イハ​​言​​く「​カン エチゲ​​罕 額赤格​​には​トリワ​​取分​​けて​イ​​言​​はれざるに、​ナンヂ​​汝​​は​ワレ​​我​​をいかでか​エリワ​​揀分​​けたる。​​いかなる​​黯巴兒​​ギノウ​​技能​​額兒顚​にて​スグ​​勝​​れたる、​ナンヂ​​汝​​。​​たゞ​​合黑察​​ガウジヤウ​​剛情​​客察兀​にてのみ​ケダシ​​蓋​​ ​スグ​​勝​​れたり、​ナンヂ​​汝​​。​トホヤ​​遠箭​​桓禿察​を​イ​​射​​て​ナンヂ​​汝​​に​カ​​勝​​合兒荅​たれば、​オヤユビ​​親指​​赫咧該​を​タ​​斷​​ちて​ス​​去​​てん。​ウ​​搏​​阿巴勒都︀​ち​ア​​合​​ひて​ナンヂ​​汝​​に​カ​​勝​​亦剌黑荅​たれば、​タフ​​倒​​兀納​れたる​トコロ​​地​​に​タ​​起​​きざらん。​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​オホミコト​​聖旨​​ ​シロ​​知​​しめせ」と​イ​​云​​へり。





喧嘩の引き分け

​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​フタリ​​二人​​ ​エリ​​領​​を​ト​​執​​り​ア​​合​​ひて​タ​​立​​ち​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ヂユチ​​拙赤​​の​テ​​手​​を​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ヒ​​扯​​きて、​チヤアダイ​​察阿歹​​の​テ​​手​​を​ムカリ​​木合黎​​ ​ヒ​​扯​​きて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​キ​​聽​​きて、​ツグ​​噤​​みて​イマ​​在​​せり。





​ココシユス​​闊闊搠思​​の懇なる訓諭

そこに​ココシユス​​闊闊搠思​​は、​ヒダリ​​左​​の​ホトリ​​邊​​に​タ​​立​​ちて​イ​​言​​く「​チヤアダイ​​察阿歹​​は、​ナニ​​何​​ぞ​アワ​​遽​​てたる、​ミマシ​​爾​​。​ミマシ​​爾​​の​カン エチゲ​​罕 額赤格​​は、​ミコ​​子​​だちの​ウチ​​內​​にて​ミマシ​​爾​​に​ノゾミ​​望​​を​カ​​掛​​けて​ヰ​​居​​ ​タマ​​給​​ひき。​ミマシ​​爾​​だち​ウマ​​生​​るゝ​マヘ​​前​​は、​ホシ​​星​​豁都︀​ある​テン​​天​​は、​メグ​​迴​​豁兒赤​り（變動し）てありき。​オホ​​多​​斡欒​き​クニタミ​​國民​​は、​ソム​​反​​き​ヲ​​居​​りき。​フシド​​臥處​​斡舌欒都︀兒​にも​イ​​入​​斡舌欒​らず、​カス​​掠​​斡勒札剌勒敦​め​ア​​合​​ひたりき。​チヒ​​地皮​​闊哩速​ある​チ​​地​​は、​ヒルガヘ​​飜​​闊兒別​りてありき。​アマネ​​普​​古兒​き​クニタミ​​國民​​は、​ソム​​反​​き​ヲ​​居​​り[293]き。​フスマ​​衾​​款只列​にも​フ​​臥​​格卜田​さず、​セ​​攻​​歌嚕列勒敦​め​ア​​合​​ひたりき。かゝる​トキ​​時​​には、[​タガヒ​​互​​に]​ヨウジン​​用心​​古薛​して[​ソト​​外​​に]​ユ​​行​​かざりしぞ。[​ユ​​行​​けば]​イデア​​出遇​​古嚕勒扯​ふこととなりしぞ。[​イヘ​​家​​に]​カク​​躱​​不嚕兀惕​れて、[​ソト​​外​​に]​ユ​​行​​かざりしぞ[​ユ​​行​​けば]​タヽカ​​鬭​​不勒合勒都︀​ふこととなりしぞ。[​イチゾク​​一族​​]​シタシ​​親​​阿馬剌​みて、[​ソト​​外​​に]​ユ​​行​​かざりしぞ。[​ユ​​行​​けば]​コロ​​殺︀​​阿剌勒都︀​し​ア​​合​​ふこととなりしぞ。​カシコ​​賢​​き​カトン​​合敦​​なる​ハヽ​​母​​を、​ソイウ​​蘇油​​脫孫​に​コヽロ​​心​​都︀㘓​ ​コ​​凝​​らしめて、​ウマノチ​​馬乳​​循​に​コヽロ​​心​​主嚕堅​ ​ト​​解​​けしめて、​モノイ​​物言​​へり、​ミマシ​​爾​​。（醉ひて妄語せりとの意ならん。）​オンシヨ​​溫處​​不列延​より​​ひよこり​​不勒惕​とその​ハラ​​腹​​より​ウマ​​生​​れざりしか、​ミマシダチ​​爾等​​。​ネツシヨ​​熱處​​合剌溫​より​​むく​​合剌惕​と​ヒトリ​​獨​​合黑察​ ​エナ​​胞衣​​合忽納黑​より​イ​​出​​合嚕​でざりしか、​ミマシダチ​​爾等​​。​コヽロ​​心​​主嚕堅​より​ウマ​​生​​れたるその​ハヽ​​母​​を​イカ​​怒​​赤馬惕合​らせば、​カレ​​彼​​の​トク​​德​​赤納兒​を​ウタ​​歌​​者︀乞兒​ひて​イカリ​​怒​​札里喇兀魯​ ​ヤ​​息​​ましむとも​アタ​​能​​はじ。​ハラ​​腹​​客額里​より​ウマ​​生​​れたるその​ハヽ​​母​​を​ウラ​​怨​​格木哩兀魯​みさせば、​カレ​​彼​​の​クヤシ​​悔︀​​格訥額兒​みを​キヤ​​消​​格思格​すとも​アタ​​能​​はじ。（明譯​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​ミマシハ​​你​​ ​ナニユヘニ​​爲甚​​ ​アワテタル​​忙​​。​クワウテイハ​​皇帝​​ ​マノアタリニ​​見​​ ​サシ​​指​​㆓​ノゾミタマヘリ​​望​​ ​ミマシヲ​​你​​㆒。​アタリ​​當​​㆓ ​ミマシダチノ​​您​​​ザリシ​​未​​㆑​ウマレ​​生​​​トキニ​​時​​㆒、​アメノシタ​​天下​​ ​ミダレサワギ​​擾攘​​、​アヒタガヒニ​​互相​​ ​セメオビヤカシテ​​攻劫​​、​ヒト​​人​​ ​ザリキ​​不​​㆑​ヤスクセ​​安​​㆑​スギハヒヲ​​生​​。​コノユヱニ​​所以​​ ​ミマシノ​​你​​ ​ケンメイ​​賢明​​ ​ナル​​的​​ ​ハヽハ​​母​​、​フカウニシテ​​不幸​​ ​ラレキ​​被​​㆑​トラヘ​​擄​​。​モシ​​若​​ ​ミマシ​​你​​ ​カク​​如此​​ ​イハヾ​​說​​、​アニ​​豈​​ ​ザランヤ​​不​​㆑​イタマ​​傷​​㆓​シメ​​著︀​​ ​ミマシノ​​你​​ ​ハヽオヤ​​母親​​ ​ノ​​的​​ ​コヽロヲ​​心​​㆒。）





創業の艱難︀

​ミマシ​​爾​​だちの​カン エチゲ​​罕 額赤格​​は、​スメラミクニ​​帝國​​合木黑兀魯思​を​タ​​立​​つるに、​クロ​​黑​​合喇​き​カシラ​​頭​​帖哩兀​を​ウマ​​馬​​罕土合剌​に​ノ​​載​​せて、​クロ​​黑​​合喇​き​チ​​血​​赤速​を​カハヲケ​​皮桶​​南不合剌​に​イ​​入​​れて、​クロ​​黑​​合剌​き​マナコ​​眼​​你都︀​を​マタヽキ​​瞬​​喜兒篾思​も​​せ​​勤​ず、​ヒラタ​​匾​​合塔孫​き​ミヽ​​耳​​赤乞​を​マクラ​​枕​​迭咧​にも​オ​​置​​塔勒賓︀​かず、​ソデ​​袖​​罕出​を​マ​​枕​​迭咧列​きて、​エリ​​襟​​豁兒里​を​シ​​鋪​​迭不思​きて、​ヨダレ​​涎​​失魯孫​を​ノ​​飮​​溫荅剌​み（涎に渴を愈し）て、​シギ​​失吉​​（齒の間に挿まれる肉）を​クラ​​食​​豁納黑剌​ひ（宿食に當て）て、​ヒタヒ​​額​​の​アセ​​汗​​は​アシノウラ​​脚底​​に​イタ​​到​​るまで、​アシノウラ​​脚底​​の​アセ​​汗​​は​ヒタヒ​​額​​に​イタ​​到​​るまで、​スヽ​​進​​み​ツヽシ​​愼​​み​ユ​​行​​く​トキ​​時​​に、





鞠育の劬勞

​ミマシ​​爾​​だちの​ハヽ​​母​​は、​モロトモ​​諸︀共​​に​クシミ​​苦​​み​ア​​合​​ふに、​​さつぱり​​豁唻塔剌​と​カミユ​​髮結​​孛黑塔剌周​ひて、​スソカラ​​裾紮​​豁斡只塔剌​げ​オビシ​​帶締​​不薛列周​めて、[294]​​しつかり​​亦台塔剌​と​カミユ​​髮結​​孛黑塔剌周​ひて、​ミ​​身​​你都︀喇塔剌​を​カタ​​堅​​め​オビシ​​帶締​​不薛列周​めて、​ミマシ​​爾​​だちを​ソダ​​育​​つるに、​ノ​​嚥​​札勒吉​む​アヒダ​​閒​​に​ナカバ​​半​​札𡂰​を​アタ​​與​​へて、​ノド​​喉​​豁斡來​に​ムセ​​咽​​びて​スベ​​都︀​​豁脫剌​てを​アタ​​與​​へて、​ムナ​​空​​豁斡孫​しくて​ユ​​行​​きたりき。​ミマシ​​爾​​だちの​カタ​​肩​​額格木​を​ヒ​​扯​​きて、「​ヲトコ​​男​​額咧​と​ヒトシナミ​​齊等​​に​タレ​​誰​​にならせん。」​ミマシ​​爾​​だちの​クビ​​頸​​古主溫​を​ヒ​​扯​​きて、「​ヒト​​人​​古溫​と​ヒトシナミ​​齊等​​に​タレ​​誰​​にならせん」と​イ​​云​​ひて、​ミマシ​​爾​​だちの​ブイ​​不亦​​（譯義を知らず。）を​キヨ​​淨​​めて、​ミマシ​​爾​​だちの​クビス​​踵​​不兒備​を​モタ​​擡​​げさせて、​ヲトコ​​男​​額咧​の​カタ​​肩​​額甘​に​センバ​​騸馬​​阿黑塔​の​シリ​​臀​​合兒甘​に​トヾ​​達​​かしめて、​イマ​​今​​ ​ミマシ​​爾​​だちを​ヨ​​好​​く​ミ​​見​​んと​オモ​​思​​ひて​ヰ​​居​​ ​タマ​​給​​はずや。​ケンメイ​​賢明​​なる​ワレラ​​我等​​の​カトン​​合敦​​は、​ヒ​​日​​納㘓​の​ゴト​​如​​く​アキラカ​​明​​なる​ミヅウミ​​湖​​納兀兒​の​ゴト​​如​​く​ヒロ​​寬​​き​コヽロ​​心​​ ​マ​​坐​​しましき（明譯​ミマシノチヽ​​你父​​​ハジメテ​​初​​​タツル​​立​​㆑​クニヲ​​國​​​トキ​​時​​、​ト​​與​​㆓​ミマシノハヽ​​你母​​㆒​モロトモニ​​一同​​ ​イタヅキテ​​辛苦​​、​ヲ​​將​​㆓​ミマシダチ​​您​​ ​ミコ​​兒子​​​ダチ​​每​​㆒​ヤシナヒ​​養​​​オホシ​​大​​、​ノゾミタマヒキ​​望​​㆓​ミマシノ​​你​​​ナランヿヲ​​成​​㆒㆑​ヒトヽ​​人​​。​ミマシノハヽハ​​你的母​​、​ゴトク​​如​​㆓​ヒノ​​日般​​㆒​アキラカニ​​明​​、​ウミノゴトクフカシ​​海︀般深​​。​カクノゴトク​​這等​​ ​ケンメイナルニ​​賢明​​、​ミマシ​​你​​ ​イカンゾ​​如何​​ ​ベケン​​可​​㆓​カク​​這般​​ ​イフ​​說​​㆒）」と​イ​​云​​へり。
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太祖︀の諭し

　それより​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​ヂユチ​​拙赤​​をいかんぞかく​イ​​云​​へる、​ナンヂラ​​汝等​​。​ワ​​我​​が​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​は、​ヂユチ​​拙赤​​に​アラ​​非​​ずや。​ノチ​​後​​はかく​ナ​​勿​​ ​イ​​云​​ひそ」と​ミコト​​勅​​ありき。





​チヤアダイ​​察阿歹​​の讓り

この​コトバ​​言​​につき、​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​ホヽエ​​微笑​​みて​イハ​​言​​く「​ヂユチ​​拙赤​​の​チカラ​​力​​ある​ギノウ​​技能​​の​コタ​​答​​は​イ​​言​​ふまじ。​クチ​​口​​阿馬阿兒​にて​コロ​​殺︀​​阿剌黑三​したるは、​タ​​駄​​阿赤​すべからず。​コトバ​​言​​兀格額兒​にて​シ​​死​​兀忽兀魯克先​なしめたるは、​ハギト​​剝取​​兀卜赤​るべからず。（惡く言はれても減りはせずとの意ならん。）​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​は​ヂユチ​​拙赤​​ ​ワレラ​​我等​​ ​フタリ​​二人​​なるぞ。​カン エチゲ​​罕 額赤格​​に​ナラビユ​​竝行​​き、​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へん。​ニ​​逃​​荅勒荅哩黑三​げたるをば、​ツンザ​​劈​​荅勒巴魯​き​キ​​斫​​り​ア​​合​​はん。​オク​​後​​豁只荅黑三​れたるをば、​クビス​​踵​​を​タ​​斷​​輕古嚕​ち​キ​​斫​​り​ア​​合​​はん。​オゴダイ​​斡歌歹​​のみは、​トンコウ​​敦厚​​なり。​オゴダイ​​斡歌歹​​を​イ​​云​​ひ​ア​​合​​はん。（勸進せん。）​オゴダイ​​斡歌歹​​は、[295]​カン エチゲ​​罕 額赤格​​の​マヘ​​前​​に​ヰ​​居​​て、​ケハヒ​​形影​​巴喇阿​ ​オホイ​​大​​なる​ヒバウ​​皮帽​​の​ヲシヘ​​訓​​保里牙​を​ウ​​奉​​けしめば、​ヨ​​可​​からんぞ」と​イ​​云​​へり。この​コトバ​​言​​につき​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​ヂユチ​​拙赤​​は、​ナニ​​何​​をか​イ​​云​​ふ。​イ​​言​​へ」と​ノリタマ​​宣​​へり。





​ヂユチ​​拙赤​​の讓り

​ヂユチ​​拙赤​​ ​イハ​​言​​く「​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​スデ​​已​​に​イ​​言​​へり。​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​ワレラ​​我等​​ ​フタリ​​二人​​[​カン エチゲ​​罕 額赤格​​に]​ナラビユ​​竝行​​き、​チカラ​​力​​を​アタ​​與​​へん。​オゴダイ​​斡歌歹​​を​イ​​云​​ひ​ア​​合​​はん（明譯​シム​​敎​​㆓​オゴダイ​​斡歌歹​​​（ニ）​ウケツガ​​承繼​​㆒​ベシ​​者︀​​）」と​イ​​云​​へり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには、





諸︀子 分封の端

「​ナラビユ​​竝行​​きつゝ​ナン​​何​​ぞあらん（明譯​ナンヂ​​你​​​フタリ​​二人​​​ザレ​​不​​㆓​カナラズシモ​​必​​​ナラビユカ​​竝行​​㆒）。​トチ​​土地​​なる​ハヽ​​母​​は、​ヒロ​​廣​​くあり。​カハ​​河​​ども​ミヅ​​水​​どもは​オホ​​多​​くあり。​ワカ​​分​​つべき​スミカ​​營盤​​を​ヒロ​​廣​​げ、​トツクニ​​外國​​を​シヅ​​鎭​​めさせ​ワカ​​分​​たん」と​ノリタマ​​宣​​ひて、「​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​フタリ​​二人​​は、​コトバ​​言​​に​シタガ​​遵​​ひ​ア​​合​​へ。​タミ​​民​​亦兒堅​に​ナ​​勿​​ ​ワラ​​笑​​亦揑額兀魯惕​はせそ。​ヒト​​人​​合㘓​に​ナ​​勿​​ ​アザケ​​嘲​​合卜合哩兀魯惕​らせそ。​サキ​​前​​に​アルタン​​阿勒壇​​ ​クチヤル​​忽察兒​​ ​フタリ​​二人​​は、かくの​ゴト​​如​​き​コトバ​​言​​を​サダ​​定​​め​ア​​合​​ひて、​カヘツ​​却​​てその​コトバ​​言​​に​シタガ​​遵​​はざる​ユヱ​​故​​に、いかにか​セ​​爲​​られし。​ナニ​​何​​をか​ナ​​爲​​されし。​イマ​​今​​ ​アルタン​​阿勒壇​​ ​クチヤル​​忽察兒​​ ​フタリ​​二人​​の​シソン​​子孫​​より​ナンヂラ​​汝等​​と​トモ​​共​​に​ワカ​​分​​け​ア​​合​​はん。​カレラ​​彼等​​を​ミ​​見​​ては、いかんぞ​オコタ​​慢​​られん、​ナンヂラ​​汝等​​（明譯​イマ​​如今​​ ​カレノ​​他​​ ​シソン​​子孫​​ ​マノアタリニアリ​​見在​​。​シメ​​敎​​㆑​シタガハ​​隨​​㆓​ナンヂラニ​​您每​​㆒、​テ​​以​​ ​セン​​爲​​㆓​カンガミイマシメト​​鑑戒​​㆒）」と​ノリタマ​​宣​​ひて、「​オゴダイ​​斡歌歹​​は、​ナニ​​何​​をか​イ​​云​​ふ。​イ​​言​​へ」と​ノリタマ​​宣​​へり。​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​イハ​​言​​く





​オゴダイ​​斡歌歹​​ 相續のうけがひ

「​カガン エチゲ​​合罕 額赤格​​ ​オンシ​​恩賜​​して​イ​​言​​へと​イ​​云​​はるれども、​ナニ​​何​​をか​マウ​​申​​さん、​ワレ​​我​​。​アタ​​能​​はずといかでか​マウ​​申​​さん。​デキ​​出來​​る​カギリ​​限​​ ​ツヽシ​​愼​​まんとも​マウ​​申​​さんぞ。​ユクスヱ​​久後​​ ​モシ​​若​​ ​ワ​​我​​が​シソン​​子孫​​に、​アヲクサ​​靑草​​斡郞突︀兒​に​ツヽ​​裹​​忽赤阿速​むとも、​ウシ​​牛​​忽客兒​に​ク​​喫​​兀祿亦迭克迭古​はれざる、​アブラ​​膏​​斡兀坤突︀兒​に​ツヽ​​裹​​忽赤阿速​むとも、​イヌ​​狗​​那孩​に​ク​​喫​​兀祿亦迭克迭古​はれざる[もの]​ウマ​​生​​脫咧額速​れば、​オホシカ​​麋​​罕荅孩​[の​ゴト​​如​​く]​トビコ​​跳越​​客禿思​え、​ネズミ​​鼠​​忽魯合納​、[の​ゴト​​如​​く]​シタガ​​順​​搠列思​ひ​サ​​去​​阿勒荅忽余兀​らしめんか。（辭の[296]まゝに譯したれども、さつぱり分らず。善く讀む人の判斷 又は改譯を竢つ。明の譯官も困りたりと見えて、​タヾ​​只​​ ​オソラクハ​​恐​​ ​コウセイ​​後世​​ ​シソン​​子孫​​ ​フサイニシテ​​不才​​、​ザラン​​不​​㆑​アタハ​​能​​㆓​ウケツグヿ​​承繼​​㆒と約めて、大意だけを譯せり。）これだけをぞ​マウ​​申​​さん。​ベツ​​別​​に​ナニ​​何​​をか​マウ​​申​​さん、​ワレ​​我​​」と​イ​​云​​へり。この​コトバ​​言​​につき​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​オゴダイ​​斡歌歹​​かゝる​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ふならば、​ヨ​​可​​きぞ」と​ノリタマ​​宣​​へり。​マタ​​又​​「​トルイ​​拖雷​​は​ナニ​​何​​をか​イ​​云​​ふ。​イ​​言​​へ」と​ノリタマ​​宣​​へり。





​トルイ​​拖雷​​ 翼衞の志

​トルイ​​拖雷​​ ​イ​​言​​く「​ワレ​​我​​は、​カガン エチゲ​​合罕 額赤格​​の​ナ​​名​​ざしたる​アニ​​兄​​に、​マヘ​​前​​に​ヰ​​居​​て、​ワス​​忘​​兀馬兒塔黑散​れたるを​コヽロヅ​​心附​​けて、​ネム​​睡​​溫塔喇黑散​りたるを​ヨビサマ​​喚覺​​して、​ゼンダク​​然諾​​者︀​の伴、​アカウマ​​赤馬​​者︀額兒迭​の​ムチ​​鞭​​となりて、​ゼンダク​​然諾​​者︀​より​オク​​後​​れず、​ハンレツ​​班列​​者︀兒格​より​カ​​缺​​けず、​ナガ​​長​​兀兒禿​き​シユツセイ​​出征​​に​シユツセイ​​出征​​して、​ミジカ​​短​​斡豁兒​〈［＃ルビの「斡豁兒」は底本では「斜豁兒」。白鳥庫吉訳「音訳蒙文元朝秘史」§255(11:32:08)の漢︀字音訳に倣い修正］〉き（劇しき）​タヽカヒ​​戰​​を​タヽカ​​戰​​ひて​アタ​​與​​へん」と​イ​​言​​へば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​ヨ​​善​​しとし、​ミコト​​勅​​あるには





太祖︀の兄弟 五人 各一人 相續の約

「​カツサル​​合撒兒​​の​シソン​​子孫​​ ​ヒトリ​​一人​​に[その​クラヰ​​位​​を]​シ​​知​​らしめ、​アルチダイ​​阿勒赤歹​​の​シソン​​子孫​​ ​ヒトリ​​一人​​に​シ​​知​​らしめ、​オツチギン​​斡惕赤斤​​の​シソン​​子孫​​ ​ヒトリ​​一人​​に​シ​​知​​らしめ、​ベルグタイ​​別勒古台​​の​シソン​​子孫​​ ​ヒトリ​​一人​​に​シ​​知​​らしめん。かく​オモ​​思​​ひて、​ワ​​我​​が​シソン​​子孫​​ ​ヒトリ​​一人​​に​シ​​知​​らしめて、​ワ​​我​​が​ミコト​​勅​​は、​コト​​別​​に​ナ​​爲​​さず（變へず）​ヤブ​​毀​​らざれば、​タガ​​違​​はざれ、​ウシナ​​失​​はざれ、​ナンヂラ​​汝等​​。​オゴダイ​​斡歌歹​​の​シソン​​子孫​​に、​オアヲクサ​​靑草​​斡郞​に​ツヽ​​裹​​むとも​ウシ​​牛​​に​ク​​喫​​はれざる、​アブラ​​膏​​斡兀坤​に​ツヽ​​裹​​むとも​イヌ​​狗​​に​ク​​喫​​はれざる[もの]​ウマ​​生​​れば、​ワ​​我​​が​シソン​​子孫​​の​ウチ​​內​​に​ヒトリ​​一人​​も​ヨ​​善​​きもの​ウマ​​生​​れずやはあらん」と​ミコト​​勅​​ありて、（合撒兒 阿勒赤歹 斡惕赤斤 別勒古台 四人の子孫の相續の事と太祖︀の子孫 卽 元帝 金帳 罕 察合台 罕 亦勒罕の相續の事とは、編末の附錄に述ぶべし。）
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​タングト​​唐兀惕​​の徴發

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​シユツバ​​出馬​​するに、​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​の​ブルカン​​不兒罕​​の​トコロ​​處​​に​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​り、「​ナンヂ​​汝​​の​ミギ​​右​​の​テ​​手​​と​ナ​​爲​​らんと​イ​​云​​ひたりき、​ナンヂ​​汝​​。[297]​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​に​コガネ​​金​​の​ハヅナ​​縻繩​​を​タ​​斷​​たれて​セツシヨウ​​折證​​せんと​シユツバ​​出馬​​せり、​ワレ​​我​​。​ミギ​​右​​の​テ​​手​​となりて​シユツバ​​出馬​​せよ」と​イ​​云​​ひ​ヤ​​遣​​りたれば、​ブルカン​​不兒罕​​ ​コヱ​​聲​​を​イダ​​出​​さざるに、まづ​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​ ​イハ​​言​​く





​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​の大言

「​チカラ​​力​​ ​タ​​足​​らざる​ウチ​​內​​に​カン​​罕​​と​ナ​​爲​​りつゝ​ナニ​​何​​」と​イ​​云​​ひて、​イクサ​​軍​​を​ソ​​添​​へず、​オホイ​​大​​なる​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​りき。そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​にいかでか かく​イ​​言​​はれたりしと​カンガ​​考​​へ、​カレラ​​彼等​​の​トコロ​​處​​に​スナハチ​​便​​ ​カヘ​​翻​​りて​サ​​指​​して​ユ​​往​​かば、​ナン​​何​​の​カタ​​難︀​​きことかあらん。​ベツ​​別​​に​スナハチ​​卽​​ ​ヒト​​人​​の​トコロ​​處​​に​ムカ​​向​​ひて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​なるぞ。[​ヤ​​罷​​めん]その​コト​​事​​を。​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​に​イウゴ​​祐︀護​​せられば、​コガネ​​金​​の​ムナガイ​​牽胷​​ ​ケンゴ​​堅固​​なるを​ヒ​​扯​​きて​コ​​來​​ば、そこに​スナハチ​​卽​​ ​ジヤウジユ​​成就​​せよ、その​コト​​事​​を」と​ノリタマ​​宣​​ひて、（この時の不兒罕は、夏の神︀宗 李遵頊なり。襄宗 安全は太祖︀ 六年に殂し、族人なる遵頊 位を嗣げり。元史 太祖︀紀には、十三年 戊寅、卽 西域征伐の前年、「是歲、伐㆓西夏㆒、圍㆓其王城㆒。夏主李遵頊出走㆓西涼㆒」とあれども、祕史の趣にては、釁隙 開けたるのみにて、征伐は無かりし樣なり。親征錄 集史にも、その年 西夏を伐ちたることを載せず。）
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​クラン カトン​​忽闌 合屯​​の隨行 ​オツチギン​​斡惕赤斤​​の畱守

　​ウサギ​​兔​​の​トシ​​年​​（我が順德 天皇 承久 元年 己卯、宋の嘉定 十二年、金の宣宗 興定 三年、元の太祖︀ 十四年、西紀 一二一九年、太祖︀ 五十八歲の時）、​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​アライ​​阿喇亦​​に​ヨ​​依​​り​コ​​越​​え​シユツバ​​出馬​​するに、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​カトン​​合屯​​より​クラン カトン​​忽闌 合屯​​を​ツ​​伴​​れ​スヽ​​進​​み、​オトヽ​​弟​​だちより​オツチギン ノヤン​​斡惕赤斤 那顏​​を​タイラウエイ​​大老營​​に​ルス​​畱守​​せしめて​シユツバ​​出馬​​せり。（





諸︀書 異辭なき己卯の西征

耶律 楚材の西游錄に「戊寅春三月、出㆓雲中㆒、抵㆓天山㆒、渉㆓大磧㆒、踰㆓沙漠㆒、達㆓行在所㆒。明年、大擧西伐〈［＃底本では「伐」のあとに不正な返点「一」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉。」元史 耶律 楚材の傳にも「己卯夏六月、帝西討㆓回回國㆒。」親征錄「己卯、上總㆑兵征㆓西域㆒。」太祖︀紀「十四年己卯夏六月、西域殺︀㆓使者︀㆒、帝率㆑師親征。」使者︀の殺︀されたるは戊寅の年にして、己卯の年に出征したるなり。多遜の史は、主吠尼に本づきて、「一二一八年に使者︀ 殺︀され、その冬 成吉思 汗は斡兒朶を發し、弟 兀主堅(斡惕赤斤)に國の政を委ね、一二一九年の夏、亦兒的失の河邊に駐りて、馬を養ひ軍を整へ、委古兒の君(巴兒主克)、阿勒馬里克の君 昔固納克 帖勤、合兒魯克の阿兒思闌 罕みな會し、秋、師 進み、六十萬と云はれたり。闊喇自姆 王 懼れて、何の計もえせず、蒙古の軍 昔渾 河に至るまで、抗[298]敵するもの無かりき」と云へり。一二一九年は、卽 己卯の年なり。丘長春の西游記に、宣使 劉仲祿、己卯の五月「在㆓乃滿 國 兀里朶㆒得㆑旨」とあるは、太祖︀ 親發の前月なり。乃滿 國 兀里朶は、太祖︀の四 斡兒朶の一なる乃蠻の斡兒朶、辛巳の六月 長春の立寄りたる處にして、下文に「窩里朶、漢︀語行宮也。其車與亭帳、望㆑之儼然。古之大 單于、未㆑有㆓若㆑此之盛㆒也」と云へり。耶律 楚材の雲中より至りたる行在所も、この斡兒朶なり。一二一八年(戊寅)の冬 斡兒朶を發したる(多遜の史)は、客魯嗹 河の大 斡兒朶にして、乃蠻の斡兒朶を發したるは、己卯の六月なり。翌年 庚辰の二月、長春 燕京に入りて「行宮漸西」と聞けるは、己卯の秋 軍を進めたることなり。己卯の西征は、諸︀書 殆ど異辭なし。然るに喇失惕の史には





修正 祕史の紀年の一年後れ

「兔の年、諸︀皇子 將帥を集めて西伐の事を議り、軍中の法度を定め、龍の年 亦兒的失 河に駐夏し、秋、軍を進めて、斡惕喇兒 城に至る」とあり、諸︀書に較ぶれば、一年後れたり。親征錄は「己卯、上總㆑兵征㆓西域㆒」とは書き〈［＃「書き」は底本では「書ぎ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉出したれども、次に「庚辰、上至㆓也兒的石 河㆒住㆑夏、秋進㆑兵、所過城皆克、至㆓斡脫羅兒 城㆒」と云へるは、全く喇失惕に同じ。蓋 修正 祕史の紀年に一年の後れありしと見えて、己卯より癸未まで五年の間の事蹟は、親征錄も集史も皆一年づゝ後れたり。洪鈞 曰く「帝駐㆓也兒的石 河㆒、應㆓是己卯夏㆒、而西域史、辰年方至㆓也兒的石 河㆒、與㆓親征錄㆒同。由㆑是而見㆘脫必赤顏 之 叙㆓西伐㆒、誤始㆗龍年㆖。元史旣本㆑之、而又考㆔知他書始㆓於己卯㆒、據以增入。於㆑是攻㆓取 蒲華 薛迷思干 兩城㆒、一事兩記。譯㆓西域史㆒、乃知㆓其病在㆒㆑此。」この一事 兩記は、錢大昕より疑ひ始めたる難︀題なりしが、洪鈞の解說にて、その病の根本 明になれり。阿喇亦は、卷八なる阿唻 嶺にして、乃蠻の地より不黑都︀兒麻 河の源に赴くに越ゆる所なり。





西征の路順

然るに太祖︀ 西征の路は、不黑都︀兒麻 河に向はずして、乃蠻の地より阿勒台 山の東南幹山を越えて、合喇 額兒的失 河に出でたれば、阿喇亦を越ゆと云へるは、いかゞあらん。耶律 楚材 丘長春の經たる路は、蓋 大軍のに異ならざる故に、楚材の西游錄と長春の西游記とに依り、太祖︀の進軍を跡附くるは、頗る興味ある事なれば語 長けれども、こゝに補叙せん。まづ西游記に、辛巳 五月 中旬、陸局 河(客魯嗹 河)を離れてより西に行き、六月 十四日 長松嶺を越え、西北に行き、平地に出で、石河を見、高嶺に登り、海︀子に臨み、「二十八日、泊㆓窩里朶 之東㆒。宣使往奏㆓稟皇后㆒、奉㆑旨請㆑師渡㆑河。其水東北流。」玻塔紉は、長松嶺を康該 山の東の枝なる溫都︀兒 沙納(高き松)山に當て、石河を薛連噶 河の南の潀水なる赤羅禿(石ある)河に當て、高嶺の下なる海︀子を赤羅禿 河の流れ出づる察罕 諾兒(白き湖)に當て、





​エテル​​額帖兒​​ 河の​ホトリ​​邊​​なる​ナイマン​​乃蠻​​の​オルド​​斡兒朶​​

乃蠻の斡兒朶を薛連噶 河の一源なる額帖兒 河の邊に置けり。次に「七月九日、同㆓宣使㆒西南行五六日云云。又三二日歷㆓一山㆒、高峰如㆑削、松杉鬱茂、而有㆓海︀子㆒。南出㆓大峽㆒、則一水西流。」玻塔紉 曰く「尖れる峰は、烏里雅蘇台の東なる康該の雪峰の一なる斡惕桓 孩兒罕 山なり。それの麓、孛固丁 河の源に一の湖あり。峽より出でたる後、西に流るゝ河は、烏里雅蘇台 河なり」と云へり。長春は、それより西南に行き、沙場を過ぎ、又 五六日 嶺を踰えて南し、田 鎭海︀の城の北を過ぎ、二十六日、阿不罕 山の北に鎭海︀ 來謁︀し、八月八日、大山に傍ひて西に行き、





​アルタイ​​阿勒台​​の東南幹山

又「西南約行三日、復東南過㆓大山㆒、經㆓大峽㆒。中秋日、抵㆓金山東北㆒少駐、復南行。其山高大、深谷長坂、車不㆑可㆑行。三太子出㆑軍、始闢㆓其路㆒。約行四程、連度㆓五嶺㆒、南出㆓山前㆒、臨㆑河止泊。從官連㆑幕爲㆑營、因㆓水草便㆒、以待㆓鋪牛驛騎㆒、數日乃行、渡㆑河而南。」卜咧惕施乃迭兒 曰く「長春の過ぎたる山口にて大軍の過ぐる爲に路の聞かれたるを見れば、長春は、成吉思 汗 耶律 楚材と同じ路を行きたることうつなし。荅必思騰 荅班の山口は、阿勒台 山脈を越ゆ[299]る峠の內にて困難︀ 少き所なれば、長春 等はその山口を過ぎたるならん。然れども又 上文の水草の便と河を渡るとの二語に據れば、兀闌 荅班を越えて不勒昆 河(兀侖古 河の上流)に下れりとも考へらる。」これより長春は、直に南に進み、白骨甸を度り、沙陀を過ぎ、委兀兒の國に向ひたれども、西征の軍は、金山を越えたる後、馬力を養はんが爲に、西に轉じて合喇 額兒的失 河に一夏を過したりき。合喇 額兒的失 河の谷とその潀水なる克㘓 河の谷とは、今も善き牧場として名高しと云ふ。西游錄に「道過㆓金山㆒云云。金山而西、水皆西流入㆑海︀」とあるは、兀侖古 河の乞失勤巴什 湖に入り、合喇 額兒的失 河の齋桑 湖に入るの類︀を云ふ。





​ビシユバリク​​必什巴里克​​

次に「其南有㆓回鶻 城㆒、名㆓別石把㆒云云。城西二百里、有㆓輪臺縣㆒。」西游記に「八月二十七日、抵㆓陰山(天山)後㆒。翌日、沿㆑川西行、歷㆓二小城㆒。西卽 鼈思馬 大城云云「此大唐時北庭端府。」其西三百餘里、有㆑縣曰㆓輪臺㆒。九月二日、西行。四日、宿㆓輪臺之東㆒。又歷㆓二城㆒、重九日至㆓回紇 昌八剌 城㆒。」記の鼈思馬は、卽 錄の別石把、元史の別失八里、喇失惕の必什巴里克にて、委兀兒の都︀なり。克剌普囉惕は、必什巴里克を今の烏嚕木齊に當てて、洪鈞もそれに從ひたれども、かくては昌八剌に接近して、輪臺を置くべき所なし。徐松 曰く「唐北庭大都︀護府治、在㆓今 濟木薩 之北㆒。端、卽都︀護字之合音。輪臺縣治、約在㆓阜康縣西五六十里㆒」と云へる、從ふべし。昌八剌は、元史 地理志に彰八里、耶律 希亮の傳に昌八里と書けり。程同文 曰く「中統 元年、阿里不哥 反、希亮踰㆓天山㆒、至㆓北庭都︀護府㆒、二年、至㆓昌八里 城㆒、夏、踰㆓馬納思 河㆒、則 昌八里 在㆓今 瑪納斯 河之東㆒也。」錄に「瀚海︀去㆓(別石把)城㆒數百里。過㆓瀚海︀㆒千餘里、有㆓不剌 城㆒。不剌南有㆓陰山㆒。山頂有㆑池、周圍七八十里。出㆓陰山㆒、有㆓阿里馬 城㆒。」





​サイラム ノル​​賽喇姆 諾兒​​

記に「翌日(九月十日)、竝㆓陰山㆒而西、約十程。又度㆓沙場㆒五日、宿㆓陰山北㆒。詰朝南行、長坂七八十里、抵㆑暮乃宿。晨起、西南行約二十里、忽有㆓大池㆒、方圓幾二百里。師名㆑之曰㆓天池㆒。沿㆑池正南下、左右峯巒峭拔。眾流入㆑峽、奔騰洶湧、曲折彎環、可㆓六七十里㆒。二太子扈㆓從西征㆒、始鑿㆑石理㆑道、刋㆑木爲㆓四十八橋㆒、橋可㆑竝㆑車。薄暮宿㆓峽中㆒、翌日方出、入㆓東西大川㆒。次及㆓一程㆒、九月二十七日、至㆓阿里馬 城㆒。」錄の瀚海︀は、卽 記の沙場なり。徐松 曰く「晶河城東、至㆓托多克㆒積沙成㆑山、浮澀難︀㆑行。東距㆓阜康縣㆒、一千一百里、故云㆓十餘程㆒。」不剌は、地理志に普剌、耶律 希亮の傳に布拉と書き、喇失惕は普剌惕と云へり。洪鈞 曰く「今城已廢。當㆘在㆓博羅塔拉 河左近㆒、南臨㆗賽喇木 淖爾㆖。」徐松 曰く「自㆓托多克㆒過㆓晶河㆒、山行五百五十里、至㆓賽喇木 淖爾 東岸㆒。淖爾 正圓、周百餘里、雪山環㆑之、所謂天池海︀。竝㆓淖爾㆒南行五十里、入㆓塔勤奇 山峡㆒、諺曰㆓果子溝㆒。溝水南流、勢甚湍急。架㆓木橋㆒、以度㆓車馬㆒。峽長 六十里、爲㆓四十二橋㆒、卽 四十八橋遺趾。」記の東西大川は、伊犂 河の谷を云へるなり。





​アルマリク​​阿勒馬里克​​

〈［＃「阿勒馬里克」は底本では「阿勤馬里克」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉阿里馬 城は、元史の阿力麻里、珀兒沙 人の阿勒馬里克なり。嚕西亞の薛篾諾甫は「阿勒馬里克は、庫勒札の西北 四十 嚕里 伊犂 河の谷にありき」と云ひ、嚕西亞の庫勒札 領事たりし敎授 咱合囉甫は「綏定より七 嚕里の所に古城の大なる廢墟あることを聞き知れり」と云ひき。又 錄に「又 西有㆓大河㆒曰㆓伊列㆒」とあるは、卽 伊犂 河なるを、記には「又西行四日、至㆓荅剌速 沒輦㆒、水勢深闊、抵㆓西北㆒流。十月二日、乘㆑舟以濟」とあり。塔剌思 河は、伊犂 河より遙に西にあり、記を書きたる人ふと誤りたるなれば、これは伊犂 河として見るべし。長春の歸路に、癸未 三月 二十三日、吹 沒輦の南岸に至り、「又十日、至㆓阿里馬 城西百餘里㆒、濟㆓大河㆒」とある大河は、この伊犂 河なり。





西遼の故都︀

錄に「其西有㆑城、曰㆓虎司 窩魯朶㆒、卽 西遼之都︀。附庸城數十。」記に「十月二日、乘㆑舟以濟、南下至㆓一大山㆒(阿剌套 嶺か)又西行五日云云。西行七日、度㆓西南一山㆒(喀思帖克 山口か)。明日至㆓回紇 小城㆒。十有六日、[300]西南過㆓板橋㆒渡㆑河、晩至㆓南山(阿列克散迭兒 山脈)下㆒、卽 大石 林牙。其國王、遼後也云云。」板橋にて渡れる河は卽 吹 沒輦、今の楚河にして、合喇 乞塔惕の都︀は、楚河と阿列克散迭兒 山脈との間にありしなり。





​タラス​​塔剌思​​ 城

錄に「又西數百里、有㆓塔剌思 城㆒。」記に「十有八日、沿㆑山而西七八日、山忽南去。一石城當㆑途、石色盡赤、有㆓駐㆑軍古跡㆒。西有㆓大塚︀㆒、若㆓斗星相聯㆒。又渡㆓石橋㆒、竝㆓西南山㆒、行五程、至㆓塞藍城㆒。」記を書ける人、伊犂 河を荅剌速 沒輦と誤りたる故に、こゝには塔剌思 河の名を擧げず。然れども渡れる石橋は、塔剌思 河の橋なるべし。卜咧惕施乃迭兒 曰く「長春は、今の庫勒札に近き阿勒馬里克を發したる後、伊犂 河を庫勒札より遠からぬ所にて渡りたりと見ゆ。それより蓋 今の威兒尼のある所に進みたり。阿剌套 連山に沿ひ 西に行き、蓋 舊き驛路に由り、喀思帖克 山口にて、連山を越えたり。(原注、威兒尼より塔什肯篤に車の通らるゝ新しき驛路は、北に廻り路して、闢什珀克にて舊路に合ふ。)楚河をば必ず今の脫克馬克にて渡り、阿列克散迭兒 山脈の麓に達したるならん。それより今 驛路あるこの山脈の麓を西に行き、塔剌思 河に到り、今の奧列 阿塔の邊にて河を渡りき、賽喇姆 城は、沁肯惕の東 十三 英里に今も猶あり。奧列 阿塔より塔什肯篤に至る驛路は、賽喇姆に近く通るなり。」錄に「又西南四百餘里、有㆓苦盞 城 八普 城 可傘 城 芭欖 城㆒。苦蓋 西北五百里、有㆓訛打剌 城㆒。」苦蓋は、失兒 荅哩牙の南岸なる闊氈篤なり。八普は、地理志に巴補と書き、經世 大典の圖は柯散の南に置けり。嚕西亞の地圖に、納曼干の西 失兒 荅哩牙の北に帕魄とあるは、それなり。可傘は、地理志の柯散、曷思麥里の傳の可散にして、納曼干の西北 三十 嚕里、喀散 小河の傍にあり。





​バタン​​巴擔​​ 城

芭欖 城は、速勒壇 巴別兒の記錄に見えたる康底 巴擔にして、闊氈篤の東にありき。康底は城邑、巴擔は、巴旦杏にして、巴旦杏の名高き所なり。この果は支那に無かりし故に、珀兒沙 語をその儘に用ひたり。本草 綱目には巴旦杏と書き、本草 正要には八擔 杏と書けり。錄に「芭欖 城邊、皆 芭欖 園、故以名。其花如㆑杏而微淡、葉如㆑桃而差小、冬季而花、夏盛而實」と云ひ、記にも「正月杷欖始華、類︀㆓小桃㆒。俟㆑秋、採㆓其實㆒食之、味如㆓胡桃㆒」と云へり。芭欖も把欖も、巴擔を聞き誤りたるなるべし。嚕西亞の地圖に、浩罕篤と闊氈篤との間に康亦 巴擔と云ふ所あるは、卽 その地なり。訛打剌は、名高き斡惕喇兒なり。後に言ふべし。記に十一月 五日 塞藍にて病死したる門人 趙九古を葬り、「卽行㆓西南㆒、復三日至㆓一城㆒。明日又歷㆓一城㆒、復行二日有㆑河、是爲㆓霍闡 沒輦㆒。由㆓浮橋㆒渡。」





​ホジェンド​​闊氈篤​​ 河

霍闡 沒輦は、中世の阿喇必亞 地理家の昔渾 河、今の失兒 荅哩牙なり。常德の西使記に忽牽 河、元史 郭賣玉の傳に忽章 河、明史の西域 傳に火站 河と云ひ、赫兒別羅惕は「阿喇必亞 人は、昔渾 河を通俗には「納哈兒 闊展篤」闊展篤の河と呼びたり」と云ひ、速勤壇 巴別兒も、この河をしか呼べりと云ふ。卜咧惕施乃迭兒 曰く「長春の歷たる二城の一は、沙什 卽 塔什肯篤なるべし。失兒 荅哩牙を渡れる所は、蓋 撒馬兒罕に至る驛路の通る赤納思なりけん。」蒙古の軍は、斡惕喇兒 指して西に進みたりしに、長春は、賽喇姆より直に西南に行きたれば、賽喇姆 以往の行程は、大軍と同じからざりき。）





​ヂエベ​​者︀別​​ 等 三將の派遣

​ヂエベ​​者︀別​​を​センパウ​​先鋒​​に​ヤ​​遣​​りぬ。​ヂエベ​​者︀別​​の​ゴヱン​​後援​​に​スベエタイ​​速別額台​​を​ヤ​​遣​​りぬ。​スベエタイ​​速別額台​​の​ゴヱン​​後援​​に​トクチヤル​​脫忽察兒​​を​ヤ​​遣​​りぬ。（脫忽察兒は、多遜の史に脫噶察兒とありて、太祖︀の壻なりと云へり。元史 世系表なる鐵木哥 斡赤斤の孫 塔察兒 國王を集史に脫噶察兒と云へるに依れば、この脫噶察兒は、博爾忽[301]の傳に附記せる從孫 塔察兒ならんと考へらる。塔察兒の傳に西征に從へることを載せざるは、軍令に違ひて太祖︀に責められたる故に、その家傳に諱みて略かれたりしならん。）この​ミタリ​​三人​​を​ヤ​​遣​​るに、「​ソトモ​​外面​​に​ユ​​往​​きて​スルタン​​速勒壇​​の​カナタ​​彼方​​に​イ​​出​​でて、​ワレラ​​我等​​を​イタ​​到​​らしめて​ハサミセ​​夾攻​​めん」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。​ヂエベ​​者︀別​​はかく​ユ​​往​​きて​カンメリク​​罕篾里克​​の​シロ​​城​​どもを​ヘ​​經​​て​ウゴ​​動​​さず、​ソトモ​​外面​​を​ス​​過​​ぎけり。その​ウシロ​​後​​より​スベエタイ​​速別額台​​も、その​リイウ​​理由​​に​ヨ​​依​​り​ウゴカ​​動​​さず​ス​​過​​ぎけり。





​トクチヤル​​脫忽察兒​​の軍令違反

その​ウシロ​​後​​より​トクチヤル​​脫忽察兒​​は、​カンメリク​​罕篾里克​​の​カタハラ​​傍​​の​シロ​​城​​ども​オカ​​侵​​して​カレ​​彼​​の​タナツモノ​​田禾​​を​カス​​掠​​めき。​カンメリク​​罕篾里克​​は、​シロ​​城​​どもを​オカ​​侵​​されたりとて、​ソム​​背​​き​ウゴ​​動​​きて、​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​に​ア​​合​​ひけり。（





​スルタン​​速勒壇​​の異文

速勒壇は抹哈篾惕 敎徒の王號にして、阿剌 額丁 抹哈篾惕 闊喇自姆 沙は、合里發の命をも受けずに僭稱せり、この時 抹哈篾惕 已に死し、その子者︀剌勒 額丁 卽 者︀剌列丁は、速勒壇の位を嗣ぎたり。札剌勒丁 莎勒壇は者︀剌列丁 速勒壇の訛なり。速勒壇は、西游錄に梭里檀、親征錄に速里壇、西游記 元史 郭寳玉の傳に筭端、郭侃の傳に筭灘、巴而朮 阿而忒の傳に鎖潭とあり。者︀剌列丁は、親征錄 元史 本紀に札蘭丁とあり。





罕に非ざる​カンメリク​​罕篾里克​​

罕篾里克は、巴而朮 阿而忒の傳に罕勉︀力とあり。喇失惕に據れば、篾兒甫の酋長にして、一國の罕に非ず。親征錄 元史 本紀に蔑里 可汗と云ひ、祕史 原文に罕と篾力克とを離し、語譯に皇帝 篾力克、文譯に篾力克 王と云へるは、皆 非なり。者︀別 等 三將の派遣は、太祖︀ 十四年 己卯の秋 攻擊の始まりし時の事に非ず。





親征錄なる三將の追擊

親征錄に據れば、太祖︀ 已に失兒 河の畔なる諸︀城を下し、孛合喇 撒馬兒罕を平げ、拙赤 察阿歹 斡歌歹は兀兒堅只に克ち、拖雷は闊喇散の諸︀城を破り、太祖︀ 自ら阿木 河を渡り、巴勒黑を破り、壬午(太祖︀ 十七年)の春 塔列干の寨を破りたる後、「是夏、避㆓暑︀於 塔里汗 寨高原㆒、時西域 速里壇 札蘭丁 遁去。遂命㆓哲別㆒爲㆓前鋒㆒追㆑之、再遣㆓速不台 拔都︀㆒爲㆑繼、又遣㆓脫忽察兒㆒殿㆓其後㆒。哲別 至㆓蔑里 可汗 城㆒、不㆑犯而過。速不台 拔都︀ 亦如㆑之、脫忽察兒 至、與㆓其外軍㆒戰。蔑里 可汗 懼、棄㆑城走」とあり。この文の大意は、祕史と異ならず。然れども喇失惕の集史に據れば、三將の派遣は、者︀剌列丁を追はんが爲に非ずして、抹哈篾惕を追はんが爲なりき。集史の文は甚 委し。その略に曰く





集史なる三將の追擊

「蛇の年(太祖︀ 十六年 辛巳)の春、成吉思 汗は、孛合喇を破り、諸︀軍を集めて撒馬兒罕を圍める時、速勒壇 已に南方に遁れたりと聞き、徹別 速不台を遣り、各 萬人にて追はしめ、脫噶察兒 巴哈都︀兒にも萬人にて續かしめ、戒めて曰く「彼もし强くはむかひて、汝等 力 足らずば、進まずして、速く我に吿げよ。彼 遁れば、穴に入るとも、窮めよ。過ぐる所にて、降る者︀は懷け、逆ふ者︀は壞れ。三年を期とし、迭施惕 乞魄察克より抹古里思壇に回り、我等に遇へ。汝等の後より、我 又 拖雷に闊喇散の諸︀城を平げしめ、拙赤 察合台 斡歌台に闊喇自姆の都︀を取らしめん。皇天の祐︀護に賴り、此等の事を成し畢へば、凱旋せん」と云ひて、三將を遣り、已に撒[302]馬兒罕を陷して、その秋 三皇子を闊喇自姆に遣り、成吉思 汗は拖雷と鐵門關を過ぎ、拖雷を遣りて闊喇散を攻めしめたり」と云へり。抹哈篾惕の追窮を命ぜられたる三將の內、脫噶察兒の名は、その後見えず。「徹別 速不台は、巴勒黑 你沙不兒 諸︀城を降し、路を分けて西に進みたれば、抹哈篾惕 窮迫し、裏海︀の小島に入りて病死せり。その子 者︀剌列丁 位を嗣ぎ、島より出でて、闊喇自姆に往きたれども、畱まること能はず、南に走りて噶自納に入りたり。馬の年(太祖︀ 十七年 壬午)の春、拖雷は闊喇散の諸︀城を平げて還り、成吉思 汗と兵を合せて塔列干の寨を攻め下し、察合台 斡歌台も、闊喇自姆を平げて至り會し、その夏 塔列干に駐れり」とありて、さて三將 追擊の初に遡り「三將の速勒壇を追ひし時、篾兒甫の酋長 罕篾里克は、使を遣りて降りたれば、成吉思 汗は「もし罕篾里克の地を經ば、侵すべからず」と三將に命じたり。徹別 速不台は、命の如く侵さず過ぎたるに、脫噶察兒 後れ至り、軍士 劫掠したれば、山居の人 拒ぎ戰ひ、脫噶察兒 陣歿せり。罕篾里克は、脫噶察兒の横暴なることを成吉思 汗に吿げ遣りて、衣服を贈︀りて謝したり。然れども懼れて安からず、者︀剌列丁の噶自納に奔れるを聞き、使を遣りて屬したり」と云へり。然らば脫噶察兒の軍士の劫掠は、速勒壇 抹哈篾惕を追ひて巴勒黑より你沙不兒に向へる時にして、喇失惕は、罕篾里克の者︀剌列丁に屬することを叙べんが爲に、者︀剌列丁の噶自納に奔れる後に至り追叙したるなり。然るを親征錄に札蘭丁を追へるが如く書けるは誤れり。されどもこの誤は、修正 祕史を誤譯したるにも非ず、原本 祕史より已に誤り居たるなり。





​ドーソン​​多遜​​の異說

又 多遜の史には「一二二〇年(太祖︀ 十五年 庚辰)の春、孛合喇 撒馬兒罕を取り、徹別 速不台を遣り抹哈篾惕を追はしむ」とありて、脫噶察兒の事を云はず。さて「その秋、三皇子をば兀兒堅只を攻めに遣り、拖雷を闊喇散に遣りて徹別 速不台の後援を爲さしめたり。拖雷は、その冬 姊妹の夫 脫噶察兒を先鋒として捏撒に遣り、その城を屠りたる後、脫噶察兒は你沙不兒に至り、その已に降りたるを知らずして侵掠し、城兵に射殺︀されたり。一二二一年(太祖︀ 十六年 辛巳)の春、拖雷の軍は、篾嚕 沙希展(卽 篾兒甫)を降し、你沙不兒を破れる時、脫嚆察兒の妻は、萬人を率ゐて城に入り、人畜を屠りて夫の仇を報いたり」と云ひて、篾兒甫の酋長 罕篾里克の事は、名も見えず、諸︀書と異なり。多遜は、多く主吠尼に本づきたりと云へども、恐らくは誤あらん。たゞ癸未 以前 五年の間 紀年の正しきは、多遜の獨得なり。）​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​、​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ムカヘ​​迎​​（逆戰）に​シユツバ​​出馬​​しけり。





​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​の敗北

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​マヘ​​前​​に​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​ ​センポウ​​先鋒​​に​ユ​​行​​きけり。​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​と​タイヂン​​對陣​​して、​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​、​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​は、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​を​ヤブ​​敗​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​るまで​カ​​勝​​ちて​キ​​來​​つるに（親征錄「蔑里 可汗 懼、棄㆑城走」の續に「忽都︀忽 那顏 聞㆑之、率㆑兵進襲。時 蔑里 可汗、與㆓札蘭丁㆒合。就戰不㆑利、遂遣㆑使以聞」と云ひ、元史 太祖︀紀 十七年 壬午の條に「夏、避㆓暑︀ 塔里寒 寨㆒。西域 主 札闌丁 出奔、與㆓滅里 可汗㆒合。忽禿忽 與戰 不㆑利」とあり。集史に、馬の年の夏、太祖︀ 塔列干に居りし時「失乞 忽禿忽を三萬人にて者︀剌列丁を禦ぎに遣りぬ。罕篾里克は、[303]その眾と康克里 人とを率ゐて者︀剌列丁に合ひ、勢 益 振ひ、蒙古の軍と別嚕安に遇へり。者︀剌列丁は自ら中軍を、罕篾里克は右翼を、賽弗丁 阿固喇克は左翼を率ゐ、終日 戰ひて決せず、明日 又 戰ふ。者︀剌列丁 眾を勵まして圍み攻め、失乞 忽禿忽 敗れ走り、死傷 夥しかりき。成吉思 汗これを聞きて憂ふる色なく、たゞ勝に狃れて戰を輕ずることを誡めたるのみなりき。者︀剌列丁は虜︀獲を分てる時、罕篾里克は、阿固喇克と駿馬を爭ひ、阿固喇克の面を策もて撾ちたるを、者︀剌列丁は、祖︀母の族人なりとて止めざりしかば、阿固喇克 怒り、部兵を率ゐて客兒曼の方に去れり。者︀剌列丁 勢 忽 弱り、又 蒙古の軍の至らんことを恐れ、噶自納に退き、信度 河を渡らんとせり」とあり。多遜は、一二二一年(太祖︀ 十六年 辛巳)の秋、成吉思 汗は塔列干を發して南に行き、失乞 忽禿忽を先鋒に遣り、その冬 巴嚕安の戰ありとし、罕篾里克を阿民馬里克に作り、突︀兒罕 合屯の弟なりと云へり。太祖︀の塔列干を發して欣都︀庫施 山を越えたるは、多遜の云へる如く十六年 辛巳の秋にして、親征錄 集史 元史の如く十七年 壬午の夏ならざることは、長春の西游記を以て證すべし。





西游記の月日の確實

そもそも西游記の記事の內には、辛巳の年(太祖︀ 十六年)客魯嗹 河の南岸を西に行ける時「五月朔亭午、日有㆑食㆑之、旣衆星乃見、須臾復明。蝕㆑自㆓西南㆒、生㆑自㆓東北㆒」とあり、又 邪米思干の人は「此中、辰時食至㆓六分㆒止」と云ひ、金山の人は「已時食至㆓七分㆒」と云へりとあるに由り、その書の月日の確實なることは、極印を打たれたるものなり。この日食は、金史の天文志にも「興定五年五月甲申朔、日食」と記され、淮黎は、卜咧惕施乃迭兒の「支那 中世 旅行者︀」の序に、この日食は一二二一年 五月 二十三日 倫敦の午前 三時 四十五分の食 甚なることを推定して、長春の觀察の誤りなきことを云へり。さて長春は、十六年 辛巳の十月 二日 伊犁 河を濟りてより、西に行くこと十二日にして、西南の一山(喀思帖克 嶺)を越えたる時、





烏古孫 仲端の往還

「逢㆓東夏使回㆒、禮㆓師於帳前㆒。因問「來㆑自㆓何時㆒。」使者︀曰「自㆓七月十二日㆒辭㆑朝。帝將㆑兵追㆓算端 汗㆒至㆓印度㆒。」」この使者︀は、金の宣宗の使 烏古孫 仲端にして、この年 七月の初に塔列干にて太祖︀に謁︀し、太祖︀の者︀剌列丁 速勒壇を追ひに出馬したるを見て辭し回れるなり。金史 宣宗紀に「興定 四年 七月、以㆓烏古孫 仲端等㆒使㆓大元㆒。五年十二月丁巳、禮部侍郞 烏古孫 仲端、翰林待制安庭珍使㆑北還、各進㆓一階㆒」忠義傳に「仲端奉㆑使乞㆓和於大元㆒云云。至㆓西域㆒、進見㆓太祖︀皇帝㆒、致㆓其使事㆒、乃還。自㆓興定四年七月㆒啓㆑行、明年十二月還至」とあり。金の興定 五年は、卽 太祖︀ 十六年なり。劉祁の撰れる仲端の北使記に「至㆓五年十月㆒復命」とあるは、十の下二の字を脫せるなり。又 北使記に、四年十二月の初に北界(蒙古の地)を出で、五年 四月 上旬に西遼に至るとあるに據れば、仲端は、西遼より三月行きて、七月の初に行宮に朝し、辭し回り又 三月にして、十月中旬に西遼を過ぎて長春に逢ひ、又 二月にして復命したるなり。元史 太祖︀紀 十六年 辛巳の條に「金主遣㆓烏古孫 仲端㆒、奉㆓國書㆒請㆑和、稱㆑帝爲㆑兄。不允」とあるはよけれども、又 十七年 壬午の條に「秋、金復遣㆓烏古孫 仲端㆒來 請㆑和、見㆓帝 于 回鶻 國㆒。帝謂曰「我向欲㆘汝主授㆓我河朔地㆒、令㆔汝主爲㆓河南王㆒、彼此罷㆖㆑兵、汝主不㆑從。今 木華黎 已盡取㆑之、乃始來請耶。」仲端 請㆑哀。帝曰「念㆓汝遠來㆒。河朔旣爲㆓我有㆒、關西數城未㆑下者︀、其割付㆑我、令㆔汝主爲㆓河南王㆒。勿㆓復違㆒也。」仲端乃歸」とあるは、前年に書くべき勅語をこの年に書き、仲端 再 至れりとして「復」の字を加へたるなり。）​ヂエベ​​者︀別​​ ​スベエタイ​​速別額台​​ ​トクチヤル​​脫忽察兒​​ ​ミタリ​​三人​​は





信度 河の戰

​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​、​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​の​ウシロ​​後​​[304]より​イ​​入​​りて、​カヘツ​​却​​て​カレラ​​彼等​​を​ヤブ​​敗​​りて​コロ​​殺︀​​して、​ブカル​​不合兒​​ ​セミスカブ​​薛米思加卜​​ ​ウダラル​​兀荅喇兒​​の​シロ​​城​​に​カレラ​​彼等​​を​ア​​合​​はしめず、​カ​​勝​​ちて​シン ムレン​​申 木嗹​​に​イタ​​到​​るまで​オ​​追​​ひて​イ​​行​​かれ、​シン ムレン​​申 木嗹​​に​トビコ​​跳込​​みて​イ​​入​​るとなり、​オホ​​多​​き​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​をそこに​シン ムレン​​申 木嗹​​に​ホロボ​​滅​​したるぞ。​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​、​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​は、​イノチ​​命​​を​タスケ​​助​​かりて、​シン ムレン​​申 木嗹​​に​サカノボ​​泝​​り​ノガ​​逃​​れたり。（この時 者︀剌列丁を追ひたるは、太祖︀ 親らなり。者︀別 速別額台は、抹哈篾惕 死し、者︀剌列丁 南に奔りたる後、亦喇克 以西の地を侵し、遂に乞卜察克の地に入り、申 木嗹の戰には加はらざれば、こゝに二將を引出したるは、大なる誤なり。不合兒 等の三城は、後に注すべし。申 木嗹は、唐 西域記の信度 河、卽 今の印度 河なり。申は信度の下略、木嗹は蒙語 河なり。親征錄に辛 自速 河とある自速は、目連の誤なり。親征錄に「上自㆓塔里寒 寨㆒、率㆓精︀銳㆒親擊㆑之、追及㆓辛 自速 河㆒、獲㆓蔑里 可汗㆒、屠㆓其眾㆒。札蘭丁 脫㆑身入㆑河、泳㆑水而遁」とあるを、元史に「帝自將擊㆑之、擒㆓滅里 可汗㆒。札闌丁 遁去」と云ひて、河の名も云はざるは、いつもながら餘りに簡略なり。





集史なる信度 河の戰

喇失惕の集史には「失乞 忽禿忽 敗れて歸りたれば、成吉思 汗 自ら軍を率ゐて塔列干を出で、路を急ぎて、飯︀をも炊かず米を齧みながら行き、別嚕安の戰地に至り、敵 味方の陣處を問ひ、地を善く擇ばざりしことを責め、噶自納に至れば、者︀剌列丁は、已に十五日 前に去りたりき。一將を畱めて城を守らしめ、疾く追驅けたり。者︀剌列丁 已に船を備へ、明日 信度河を渡らんとする處へ、成吉思 汗 夜 疾く行き、曉に追附きて取圍めり。者︀剌列丁を生捕らんと欲し、軍士に矢を發たざらしめ、兀克兒 古勒札 古都︀思 古勒札 二將をして敵の後を絕たしむ。(古都︀思 古勒札は、祕史 卷七 卷八に見えたる巴嚕剌思の忽都︀思 合勒潺なるべし。)敵兵 漸く退き河に至れば、その右翼を二將 烈しく攻め破り、罕篾里克を殺︀せり。者︀剌列丁は、中軍を率ゐ、晨より日中まで戰ひ、左右 兩翼 皆 破られ、中軍 僅に七百人となり、右に左に衝擊す。諸︀軍は令を奉じて矢を發たざる故に、者︀剌列丁は圍を衝破りて出で、胸甲を棄て、馬を躍らして(多遜は、二丈の崖より)信度河に入り、盾を負ひ、旗を攜へて泳ぎ去れり。成吉思 汗 感じ入り、諸︀子を顧みて「誰もかくこそありたけれ」と云へり」とあり。この戰は、巴嚕安の戰の續にて、親征錄 元史 集史は皆 壬午の年とすれども、倭勒甫は、一二二一年(辛巳の年)の秋とし、多遜は、その年の冬とせり。罕篾里克は、東西の諸︀史 皆この戰に殺︀されたりとすれば、札剌列丁と共に逃れたりとせるは誤ならん。）​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​シン ムレン​​申 木嗹​​に​サカノボ​​泝​​り​ユ​​往​​きて、​バトケセン​​巴惕客先​​を​カス​​掠​​めて​サ​​去​​りて、





​バルアン​​巴嚕安​​ 原の駐夏

​ハヽ ヲガハ​​母 小河​​ ​メウマ ヲガハ​​牝馬 小河​​に​イタ​​到​​りて、​バルアン ケエル​​巴嚕安 客額兒​​に​ゲバ​​下馬​​して、（巴惕客先の名は、​バダクシヤン​​巴荅黑山​​に似たり。巴荅黑山は、唐 西域記に​バダクシヤナ​​鉢鐸創那​​、元史 地理志に​バダハシヤン​​巴達哈傷​​、淸人の書には​バダクシヤン​​巴達克山​​[305]と書けり。その地は、阿木 河の上流に在りて印度 河の上流に在らず。又 巴荅黑山を平げたるは、多遜に據るに、一二二〇年の秋 帖兒篾惕を取れる後、阿木 河を渡る前にあり。巴惕客先は、もしその地ならば、こゝに書きたるは時 違へり。母 小河は、蒙古語​エケ ゴロカン​​額客 豁囉罕​​、牝馬小河は、蒙古語​ゲウン ゴロカン​​格溫 豁囉罕​​にして、土名を蒙語に義譯したるなり。明譯に二河を合せて子母河と譯したるは、牝馬なる格溫を子なる可溫と誤りたるなり。親征錄に可溫寨、集史に古納溫 庫兒干とあるは、皆 格溫 豁囉罕の誤なり。蒙語に寨を庫兒干と云ひ、小河なる豁囉罕と音近き故に、小河を寨と誤れり。





​バルアン​​巴嚕安​​ 原の位置

巴嚕安原は、親征錄 元史に八魯彎 川 集史に別嚕安とあり、卽 失乞 忽禿忽の敗北したる所なり。今も喀不勒と安迭喇卜の溪との間、欣都︀庫施 山の高き處に帕兒彎の峽あり。そこに又 同じ名の河と小邑とありて、西紀 一六〇三年に僧︀正 誥思は、喀不勒より巴荅黑山に至る路にてそこを通りき。第 九 世紀の人 亦奔 忽兒荅惕必は、已に珀嚕安を巴米安に屬する諸︀邑の中に擧げたり。速勒壇 巴別兒は、その記錄に「帕兒彎の峡路は甚 險しく、そこと大谷との間に小き峽 七つあり」と云ひ、又「喀不勒にて夏 吹く風は、帕兒彎の風と名づけらる」と云へり。）





​ヂエラレツヂン​​者︀剌列丁​​を​バラ​​巴剌​​の​オヒカ​​追驅​​け

​ヂヤリヤル​​札里牙兒​​の​バラ​​巴剌​​を​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎兒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​を​オ​​追​​はしめに​ヤ​​遣​​りて、（札里牙兒は、札剌亦兒の誤なり。札剌亦兒の巴剌は、功臣の第四十七なる巴剌 扯兒必なり。親征錄に「遂遣㆓八剌 那顏㆒、將㆑兵急追㆑之。不㆑獲。因大擄㆓忻都︀ 人民之半㆒而還。癸未(太祖︀ 十八年)春、上兵循㆓辛 自速 河㆒而北、命㆓三太子㆒循㆑河而南、至㆓不昔思丹 城㆒欲㆑攻㆑之、遣㆑使來稟㆑命。上曰「隆︀暑︀將㆑及、宜㆓別遣㆑將攻㆒㆑之。」夏、上避㆓暑︀於 八魯彎 川㆒、候㆓八剌 那顏㆒、因討㆓近敵㆒悉平㆑之。八剌 那顏 至、遂至㆓可溫 寨㆒。三太子亦至。」元史に「遣㆓八剌㆒追㆑之、不㆑獲。十八年癸未夏、避㆓暑︀ 八魯彎 川㆒。皇子 朮赤 察合台 窩闊台 及 八剌 之兵來會。」親征錄の三太子は、斡歌歹を云へるなり。察阿歹 斡歌歹の行宮に會したるは前年の春にあり。元史に今 三皇子の來會を云へるは、錄の「三太子亦至」を誤會したるに似たり。集史に「者︀剌亦兒の巴剌 那顏を者︀剌列丁を追はしめに印度に遣り、朶兒伯にも同じく往かしめ、云云。羊の年の春、成吉思 汗は、信度 河の上游に至り、下游の地を定めさせに斡歌台を遣りき。斡歌台は、噶自納を掠め、その城を毀ち、又 薛亦思壇を攻めんとて命を請ひたれば、成吉思 汗は「暑︀さに向ひたれば回れ。別の將に攻めさせん」と云へり。夏、別嚕安に暑︀を避けて、巴剌 那顏を待ち、別嚕安の近處を平げたり。巴剌 朶兒伯 至りて、成吉思 汗は古納溫 庫兒干に往き、斡歌台も至れり。」多遜に據れば「一二二二年(十七年 壬午)の春、成吉思 汗は、別剌 禿兒台を遣り、信度 河を渡りて速勒壇を追はしめ云云。者︀剌列丁 未 得られず、軍 退きて後 噶自納の叛かんことを慮り、斡歌台を遣りその民を屠らしめき。別嚕安の敗軍に赫喇惕 叛きたりしかば、亦勒赤喀歹は命ぜられて往き、六月 餘りにて(西曆 六月 十四日)攻め落し、その民を屠れり。成吉思 汗は、信度 河の西岸に沿ひて北に行き、者︀剌列丁の餘黨を平げたり。斡歌台は已に噶自納を定めて、昔思壇の城を攻めんと請ひたれば、成吉思 汗は、極暑︀の爲に許さずして、呼び返せり。この夏は別嚕安の野に駐營し、別剌 禿兒台の印度より回れる時、全軍 又 動き、古納溫 庫兒干の邊にて斡歌台の軍も大軍に合へり。」





​ガズナ​​噶自納​​ ​シスタン​​昔思壇​​の位置

噶自納は、喀不勒の西南にある古城にして、吉自紉とも云ひ、元史 地理志に哥疾寧と書けり。唐 西域記にある漕矩吒 國の都︀ 鶴︀悉那 城は、卽 噶自納なり。宋の世には噶自尼 朝の速勒壇の宮所なりしが、この朝は、一一八六年(宋の孝宗 淳熙 十三年)誥兒 朝に滅され、抹哈篾惕 闊喇自姆 沙は、誥兒の國を幷せ、一二一六年(太祖︀ 十一年)噶自納を取れり。錄の不昔思丹は卽 薛亦思壇 又 昔思壇にして、本書の下文に昔思田とあり。その都︀は、孛思惕と云ひ、希勒綿篤 河の畔にありき。元史 地理志に不思忒とあるは、これなり。卜咧惕施乃迭兒 曰く「不昔思丹は、孛思惕と昔思壇とを合せて表はせるに似たり。嚕西亞の大 地圖に、朶哩 河の希勒綿篤 河に注ぐ所に、喀剌 必思惕と云ふ地あり。これは蓋 孛思惕なり。」集史の朶兒伯は、本書の下文に朶兒伯 朶黑申とあり。多遜の禿兒台は、音 訛れり。多遜の亦勒赤喀歹は、本書 卷九 卷十二にある額勒只吉歹なるべし。[306]



西游記に據りて考へたる太祖︀ 行畱の年月

さて巴嚕安 原の駐夏は、親征錄 元史 集史 皆 太祖︀ 十八年 癸未の事とせるは、例の一年後れにて、多遜の十七年 壬午としたるのみは、實を得たり。西游記に、辛巳(太祖︀ 十六年)閏 十二月の末、二太子(察合台)の言に「上駐㆓蹕大雪山之東南㆒」とあるは、太祖︀ 已に者︀剌列丁を敗り、正に信度 河の西岸に居りし時なり。又 壬午 正月 十三日、阿里鮮は、邪米思干(撒馬兒罕)を發し、「馳三日、東南過㆓鐵門㆒、又五日過㆓大河㆒、二月初吉、東南過㆓大雪山㆒、南行三日至㆓行宮㆒」とあり。然らば阿里鮮の阿木 河を過ぎたるは、正月 二十日にして、それより行宮までは僅に十餘日にして達したれば、十七年 二月 上旬には行宮 漸く北し、大雪山 卽 欣都︀庫施 山より三日路の處に至り、已に珀沙兀兒 喀不勒の閒にありき。又 長春は、その年 三月 十五日に邪米思干を發し、二十九日 大河 卽 阿母 沒輦を濟り、四月 五日 行在に達するを得たり。阿木 河より行在に達するに六日に過ぎざれば、四月 上旬には、太祖︀ 已に北に回り、欣都︀庫施 山に入り、謂はゆる母 小河 牝馬 小河の邊に在りしならん。また「時適炎熱、從㆓車駕㆒盧㆓於雪山㆒避㆑暑︀。上約㆓四月十四日 問㆒㆑道。將㆑及㆑期、有㆘報㆓回紇 山賊指斥㆒者︀㆖。上欲㆓親征㆒、因改卜㆓十月吉㆒。師乞㆑還㆓舊館︀㆒。上曰「再來不㆓亦勞㆒乎。」師曰「兩句可矣。」」遂に宣差 楊阿狗に送られて、邪米思干に還れり。「廬㆓於雪山㆒避㆑暑︀」は、卽 巴嚕安 原の駐夏なり。山賊 征伐は、親征錄の「討㆓近敵㆒悉平㆑之、」集史の「別嚕安の近處を平ぐる」を云ふ。「兩旬可矣」は、撒馬兒罕より行在まで二十日にて到るべきを云へり。太祖︀の行畱の年月は、唯 西游記に由りて委しく分りたり。この年 八月 以後の事は、更に下に言ふべし。）





​ヂエベ​​者︀別​​ ​スベエタイ​​速別額台​​の恩賞

​ヂエベ​​者︀別​​ ​スベエタイ​​速別額台​​ ​フタリ​​二人​​を​イタ​​甚​​く​オンシヤウ​​恩賞​​して「​ヂエベ​​者︀別​​ ​ナンヂ​​汝​​は、​ヂルゴアダイ​​只兒豁阿歹​​と​イ​​云​​ふ​ナ​​名​​なりき。​タイチウト​​台赤兀惕​​より​キ​​來​​て、​ヂエベ​​者︀別​​となりたるぞ、​ナンヂ​​汝​​。





​トクチヤル​​脫忽察兒​​の責められ

​トクチヤル​​脫忽察兒​​は、​カンメリク​​罕篾里克​​の​ホトリ​​邊​​の​シロ​​城​​どもを​オノ​​己​​が​コヽロ​​心​​に​ヨ​​依​​り​オカ​​侵​​して​カンメリク​​罕篾里克​​を​ソム​​叛​​かせたり。​ハフ​​法​​に​ア​​當​​て​キ​​斬​​らしめん」と​イ​​云​​ひ​ヲ​​畢​​へて、​カヘツ​​却​​て​キ​​斬​​らしめず、​イタ​​甚​​く​セ​​責​​めて、​カレ​​彼​​の​イクサ​​軍​​を​シ​​知​​ることより​ツミナ​​罰​​ひて​クダ​​下​​せり（明譯​タヾオモクセメツミナヒテ​​只重責罰​​、​ズ​​不​​㆑​ユルサ​​許​​㆑​シルヿヲ​​管​​〈［＃ルビの「シルヿヲ」は底本では「ルヿヲ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉㆑​イクサヲ​​軍​​。巴嚕安 原の駐夏の頃は、者︀別 速別額台は、已に高喀速 山を越えて、歐囉巴に入りたれば、太祖︀のこの賞罰は、この駐夏の時の事にあらずして、太祖︀ 十五年 庚辰の夏、三將 續きて罕篾里克の城を過ぎ、脫忽察兒の亂暴を罕篾里克より訴へられたる時の事なるべし。かくて脫忽察兒は、軍を知ることを罷めたる故に、者︀別 速別額台の二將のみ西の方に進みたり。





​トクチヤル​​脫忽察兒​​ 死せりと云へる誤傳

脫忽察兒は、その時 古兒只思壇の山民に殺︀されたりと喇失惕は云ひ、拖雷の先鋒として你沙不兒に戰死せりと多遜は云ひたれども、傳聞の誤ならん。元史 博爾忽の傳なる從孫 塔察兒は、卽 この脫忽察兒、卽 西史の脫噶察兒にして太祖︀ 崩じて後、太宗に從ひて金を伐ち、五年 癸巳 金帝を蔡に圍み、六年 甲午 金を滅し、十年 戊戌に卒したり。）



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の十一-1
巻の十二-1 →
成吉思汗実録 
巻の十一-2
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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§258(11:41:05)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










三皇子の​ウルゲンチ​​兀兒堅只​​攻め

　かくて​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​バルアン バラ​​巴嚕安 原​​より​カヘ​​回​​りて、​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だちを、​ミギテ​​右手​​の​イクサ​​軍​​にて、​アムイ ムレン​​阿梅︀ 木嗹​​を​ワタ​​渡​​りて​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​の​シロ​​城​​に​カエイ​​下營​​せよとて​ヤ​​遣​​りぬ。（巴嚕安 原より回りてと云ふは、叙事の順序 違へり。三皇子の派遣を命ぜられたるは、太祖︀の者︀剌列丁を追ひて南下する前、十五年 庚辰の春 撒馬兒罕を攻め落したる後、その秋 速勒壇 駐夏の地に太祖の駐まりし時の事なり。親征錄は、庚辰を誤りて明年 辛巳とし、「是夏、上駐㆓軍於西域 速里壇 避暑︀之地㆒命㆓忽都︀忽 那顏㆒爲㆓前鋒㆒。秋、分遣㆓大太子二太子三太子㆒、率㆓左軍㆒攻㆓玉龍傑赤 之城㆒」と云へり。左軍は、右軍の誤なり。集史にも右軍とあり。





​アム ダリヤ​​阿木 荅哩牙​​の古名

阿梅︀ 木嗹は、卽 阿木 荅哩牙にて、西游記に阿母 沒輦、劉郁の撰れる常德の西使記に暗木 河、元史に阿母 河 阿木 河などあり。木嗹は河の蒙古語、荅哩牙は河の突︀兒克語なり。額篤哩昔の地誌に哇黑施と云へるは、この河の古名にして、希臘人の斡克速思、漢︀書の嬀水、隋書 唐書の烏滸 水、唐 西域記の縛芻 河は、皆 哇黑施の轉なり。哇黑施の名は、今 阿木 河の上流なる北源の一大河の名に殘れり。阿喇必亞 人は只渾 河と云ひ、突︀兒克 人は阿木 河と云ふ。孛合喇の西南に當り、河の左岸、今の察兒錐の邊に、阿抹勒と云ふ城ありしに由り、阿木 河の名は起れり。阿抹勒を阿木也とも云ひたれば、河をも阿木也 河と云ひたること、中世の抹哈篾惕 敎徒の記錄に見ゆ。阿梅︀は、卽 阿木也の轉なり。





​ウルゲンチ​​兀兒堅只​​の所在

兀嚨格赤は、親征錄 元史 本紀にも玉龍傑赤とあれども、正しくは兀兒堅只と云ふべし。耶律 楚材の西游錄に云く「蒲華 之西有㆓大河㆒、西入㆓於海︀㆒。其西有㆓五里犍城㆒、梭里檀 母后所㆑居。富庶又盛㆓於 蒲華㆒。」五里犍は、卽 兀兒堅只の訛略、梭里檀 母后は速勒壇 抹哈篾惕の母 突︀兒罕 合屯なり。曷思麥里の傳に月亦心揭赤とあるは、月戀揭赤の寫し誤りなり。兀兒堅只は、闊喇自姆 國の舊都︀にして、今の希哇 城の西北、鹹海︀の南やゝ西、阿木 河の下流の西 二十七 英里にありき。阿木 河は、古は希哇 城の北にて二派に分れ、一派は今の如く北に流れて鹹海︀に入り、一派は西に流れ、折れて西南に流れ、裏海︀に入りき。兀兒堅只の城は、その西派の兩岸に立ち、橋にて續きたり。西紀 一五七五年の頃より西派は沙 壅がりて流れず、城も久しく廢れて、只 舊址のみ殘り、嚕西亞の地圖には庫尼牙(舊) 兀兒堅只と名づけて、也尼(新) 兀兒堅只に別てり。新 兀兒堅只は、元代 以後に起れる城にして、舊 兀兒堅只の東南 九十 英里ほどにあり、希哇 城の東北に當り、阿木 河の西岸に接し、希哇 國の商都︀なり。淸 一統志に烏爾根齊 城とあるは、卽 新 兀兒堅只なり。





​テルケン カトン​​突︀兒罕 合屯​​の事略

多遜に據れば、突︀兒罕 合屯は、康克里の部長の女なるが故に、康克里の將士 從ひて閣喇自姆に入りたるもの多く、抹哈篾惕の征戰 常にその力に倚れり。それが爲に康克里の諸︀將 驕橫 跋扈し、突︀兒罕の權もその子に埓しか[308]りき。抹哈篾惕の撒馬兒罕に遷りて後も、突︀兒罕は兀兒堅只に畱まりしが、蒙古の兵 孛合喇に向へる時、抹哈篾惕は、撒馬兒罕を去り、兀兒堅只に使を出して、母と妻とに馬贊迭㘓に敵を避けよと言ひ遣りたり。太祖︀ 撒馬兒罕を圍める時、人を遣りて突︀兒罕に降を勸めたれども、突︀兒罕 答へずして出で去り、馬贊迭㘓の山中なる亦剌勒の堡に隱れ、後 徹別 速不台の軍に虜︀へられたり。抹哈篾惕は、徹別 速不台の軍に追はれ、裏海︀の小島に入り憂死し、その子 者︀剌列丁 位を嗣ぎ、曼固施剌克より上陸して、兀兒堅只に入りたれども、康克里の將士に忌まれ、一二二一年 二月 十日 兀兒堅只を棄てて南に走れり。者︀剌列丁 去りて後 三日目に拙赤 等の軍は、兀兒堅只に近づきけり。）





​トルイ​​拖雷​​の​コラサン​​闊喇散​​ 侵掠

​トルイ​​拖雷​​を​イル​​亦嚕​​ ​イセブル​​亦薛不兒​​を​ハジメ​​始​​とせる​オホ​​多​​き​シロ​​城​​どもに​カエイ​​下營​​せよとて​ヤ​​遣​​りぬ。（





​ヘラト​​赫喇惕​​の舊名

亦嚕も亦薛不兒も、中世 闊喇散 四大城の一なり。(他の二は、巴勒黑 篾兒甫なり。)亦嚕は、親征錄に也里また野里と書き、元史 本紀に也里、烏古孫 仲端の北使記に益離また遺里とあり。卽 今の赫剌惕なり。古は阿哩牙と云ひ、中世は哈哩また赫哩と云ひ、大佐 裕勒の「喀台」(支那の交通)に附錄せる一三七五年の喀塔闌 地圖には額哩と見え、裕勒の作れる捏思脫哩宗の敎正 分擔の地圖にては哈喇と讀まる。明史 西域傳に「哈烈、一名㆓黑魯㆒、在㆓撒馬兒罕 西南三千里㆒、去㆓嘉峪關㆒一萬二千里、西域大國也。元駙馬 帖木兒、旣君㆓撒馬兒罕㆒、又遣㆓其子 沙哈魯㆒據㆓哈烈㆒」とあるは、この地なり。





​ニーシャープール​​你沙不兒​​の異文〈［＃「你沙不兒の異文」は底本では「你沙不兒のの異文」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉

亦薛不兒は、正しくは你沙不兒また你沙普兒にして、親征錄に泥沙兀兒また慝察兀兒、元史 本紀に匿察兀兒、地理志に乃沙不耳、巴而朮 阿而忒 的斤の傳に你沙卜里、常德の西使記に納商とあり。曷思麥里の傳に你沙不兒と書けるは音 最 正しく、抹哈篾惕 敎徒の記錄に合ひ、又 地理志の乃沙不耳も、阿不勒弗荅の乃撒不兒に近し。されども阿不勒弗荅は又「珀兒沙 人は你沙兀兒と呼ぶ」と云へれば、諸︀書に兀と書けるも惡しからず。你沙不兒は、阿哩牙と共に古く開けたる所にて、希臘 囉馬の古書に你薛阿と云ひ、祆敎の古經に你賽阿と云へり。阿喇必亞 珀兒沙の記者︀は「薩散 朝の沙玻兒 王これを立てたる故に、王の名を取りて名とせり」と云へれども、附會の說なるべし。本書に亦嚕 亦薛不兒とあるは、蒙古人の頭韻を協はする癖あるより出でたる訛ならん。さて この派遣の事を、親征錄には、辛巳(太祖︀ 十六年)の秋「上進㆑兵過㆓鐵門關㆒」の次に「四太子攻㆓也里 泥沙兀兒 等處城㆒」と云ひ、喇失惕は「蛇の年の秋、撒馬兒罕を發し、拖雷 罕と共に納黑舍卜に往き、帖木兒 合魯噶(鐵門)を過ぎ、拖雷 罕を闊喇散を平げに遣りたり」と云ひて、いづれも辛巳の事としたれども、多遜に據れば、一二二〇年(大祖︀ 十五年 庚辰)の秋なり。）





​オトラル​​斡惕喇兒​​の城攻め

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ミヅカラ​​自​​ ​ウヂラル​​兀的喇兒​​の​シロ​​城​​に​カエイ​​下營​​せり。（兀的喇兒は、前にも後にも兀都︀喇兒とあり、正しくは斡惕喇兒なり。耶律 楚材の西游錄に訛打剌、また訛荅剌、親征錄に斡脫羅兒、元史 本紀には訛荅剌とも斡脫羅兒ともあり、





​オトラル​​斡惕喇兒​​の遺址

地理志には兀提剌兒、賈 塔剌渾の傳には斡脫剌兒とあり。その城 今は廢れたり。列兒楚の「突︀兒其思壇 考古 游歷」に據れば、失兒 荅哩牙の東の潀水なる阿哩思 河の汭の北 北緯 四十三度に近くその遺址ありと云ひ、嚕西亞の突︀兒其思壇 大圖には、阿哩思 河の汭の東北 六 英里ばかりにその遺址を標記せり。列兒楚は、一八六七年より前にその地を探りたり。さて斡惕喇兒の攻圍は、西 亞細亞 征服の手始なれば、太祖︀ 西征の初に書くべき事なるを、本書は誤りてこゝに書けり。喇失[309]惕 多遜の二史に據るに成吉思 汗は、斡惕喇兒に到り、





四軍の分れ戰ひ

全軍を四に分け、察合台 斡歌台の一軍は、斡惕喇兒を攻め、拙赤の一軍は、昔渾 河に沿ひ西北に行き、氈篤 延吉肯篤を攻め、阿剌克 那顏 速客禿 脫該の一軍は、昔渾 河に泝り東南に行き、闊氈篤 別納客惕を攻め、成吉思 汗は、拖雷と共に大軍を將ゐて昔渾 河を渡り、孛合喇に進みて敵の援兵を斷ちたり。洪鈞 曰く「是時、西域王駐㆓撒馬爾干㆒在㆑東、布哈爾 在㆑西、其舊都︀ 烏爾韃赤 更在㆓西北㆒。搗㆓其中㆒、則新舊都︀呼應不㆑靈、所㆔以斷㆓其援㆒也。先西破㆓布哈爾㆒、返而東攻㆓撒馬爾干㆒、太祖︀兵法如㆑是。」氈篤は、元史 地理志に氈的とあり、今 闊兒忽惕と云ひ、失兒 河の右岸に在り、鹹海︀に近し。延吉肯篤は、親征錄 元史に養吉干とあり、失兒 河の左、河口より一日路の處にその遺址あり。阿剌克 那顏は、巴阿𡂰の阿剌黑、功臣の第二十六、速客禿は、晃豁壇の速亦客禿 徹兒必、功臣の第三十一、脫該は、速勒都︀思の塔孩 巴阿禿兒、功臣の第二十四なり。闊氈篤は、唐書 西域傳に俱戰提、西游錄に苦蓋、西游記に霍闡、元史 地理志に忽氈、伯顏の傳に忽禪、薛 塔剌海︀の傳に忽纏、西域 水道記に霍占とあり、失兒 河の左岸、大曲の上に在り、別納客惕は、明の世に沙 囉乞牙と云ひ、明史 西域傳に沙 鹿海︀牙とあり、失兒 河の右岸、大曲の下に在りき。）





​オゴダイ​​斡歌歹​​の節︀制

​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だち​マウ​​奏​​して​ヤ​​遣​​るには「​ワレラ​​我等​​の​イクサ​​軍​​ども​ソロ​​揃​​へり。​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​の​シロ​​城​​に​イタ​​到​​れり。​タレ​​誰​​の​コトバ​​言​​に​ヨ​​依​​り​オコナ​​行​​はん（誰の命に從ひて事を行はん）、​ワレラ​​我等​​」と​マウ​​奏​​して​ヤ​​遣​​りたれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり「​オゴダイ​​斡歌歹​​の​コトバ​​言​​に​ヨ​​依​​り​オコナ​​行​​へ」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。（親征錄に、三皇子を玉龍傑赤の城攻に遣りたる續に「以㆓軍集㆒奏聞。上有㆑旨曰「軍旣集、可㆑聽㆓三太子節︀制㆒也」」とあるは、こゝの文を譯したるなり。





​ウルゲンチ​​兀兒堅只​​のなが持ち

喇失惕 曰く「者︀剌列丁 兄弟の兀兒堅只より出奔したる時、城內の兵民は、突︀兒罕 合屯の族なる忽馬兒を主將に戴けり。蒙古の前鋒 到れる時、城兵 出で戰ひ、伏に遇ひ大敗せり。拙赤 等 兄弟 至り、城の形勢を視︀察し、招ぎ降したれども應ぜず。近傍に石なく(礟擊すること能はず)、大木を伐りて濠を塡め、三千人を河道を截ちに遣りたれば、城兵に圍まれ皆 死し、城兵 益 元氣 旺になれり。拙赤 察合台 素より中 惡く、師 和せずして、屢 城兵に敗られ、七月を經たれども城 下らず。成吉思 汗 塔列干に在せる時、三皇子より使もて軍事を吿げ遣りたるに、成吉思 汗その爭の事を聞きて怒り、斡歌台に命じて師を統べさせたり。」斡歌歹の總帥を命ぜられたる事情は、喇失惕に依りて善く分れり。）












§259(11:42:09)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​オトラル​​斡惕喇兒​​の落城

　かくて​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ウドラル​​兀都︀喇兒​​の​シロ​​城​​を​クダ​​下​​して、（この事は、前にも云へる如く、太祖︀ 西征の初に書くべき事なり。喇失惕 曰く「斡惕喇兒の守將は哈亦兒 罕にして、都︀より至りし哈剌札 罕は、二萬人にて助け守れり。五月の間 圍まれて、城民 亂れ、哈剌札 罕は降らんと云ひたれども、哈亦兒 罕は從はず。哈剌札 罕は、夜 城を出で、遁れんとして虜︀へられたれば、察合台 斡歌台は、その不忠を責〈［＃「責」は底本の国立国会図書館︀デジタルコレクション画像は白修正液らしき消去で確認できず。昭和18年復刻版に倣い修正］〉めて殺︀して、遂にその城を破れり。哈亦兒 罕は、親兵 三萬を率ゐて內堡を守り、一月の閒 禦ぎ戰ひ、士卒 皆 死して始めて擒となり、庫克 撒唻に送りて殺︀されたり。」





​ガイル カン​​該兒 罕​​の死物狂

哈亦兒 罕は、多遜[310]の書に亦納勒主克 該兒 罕と云ひ、突︀兒罕 合屯の弟にして、太祖︀の使者︀を殺︀したる人なり。元史 本紀に「取㆓訛荅剌 城㆒、擒㆓其酋 哈只兒 只蘭禿㆒」とあり。二つの只の字は、蓋 皆 亦の誤にて、哈亦兒は哈亦兒 罕なるべく、亦蘭禿は亦納勒主克の訛なるべし。庫克 撒唻は、太祖︀ 撒馬兒罕を圍める時 御營のありし所なり。斡惕喇兒の城攻は、秋の末より始まりて六月を費やしたれば、落城したるは、翌年の春の末にて、正に太祖︀の撒馬兒罕を圍める時なり。親征錄の紀年は、喇失惕と同じく、一年づつ後れたれば、庚辰(太祖︀ 十五年)の秋「至㆓斡脫羅兒 城㆒、上畱㆓二太子三太子㆒攻守、尋克㆑之」とあるは、城攻の始まりを云へるにて、「尋克㆑之」と云へるは、翌年の事を終言したるなり。





元史 叙事の不都︀合

元史 本紀に十五年 庚辰「駐㆓蹕 也石的石 河㆒。秋、攻㆓斡脫羅兒㆒克㆑之」とあるは、親征錄に據りたるなれども、「尋克㆑之」の尋の字を略きたる故に、秋攻めて秋克てることとなれり。又 本紀の叙事は、多くは親征錄に據りながら、又 紀年 正しき他の書に據りて、「帝率㆑師親征」の下に、直に「取㆓訛荅剌 城㆒」と書きたる故に、叙事 重複せるのみならず、六月 師を出して、その月の內に斡惕喇兒を取れることとなり、最 不都︀合なり。）





​ボハラ​​孛合喇​​ ​サマルカン​​撒馬兒罕​​の戰

​ウドラル​​兀都︀喇兒​​の​シロ​​城​​より​ウゴ​​動​​きて、​セミスカブ​​薛米思加卜​​の​シロ​​城​​に​カエイ​​下營​​せり。​セミスカブ​​薛米思加卜​​の​シロ​​城​​より​ウゴ​​動​​きて、​ブカル​​不合兒​​の​シロ​​城​​に​カエイ​​下營​​せり。（薛米思加卜は、下文に薛米思堅ともあり、撒馬兒罕篤の異名なり。撒馬兒罕篤は、中 亞細亞のいと古き名城にして、希臘の阿歷散迭兒 大王の至りたる馬剌罕荅は、卽この地なりと云ふ。





​サマルカン​​撒馬兒罕​​の名稱 地理

漢︀書 西域傳に「大 月氏 國、治㆓監氏 城㆒」とある監氏は、撒馬兒罕篤の罕篤 又は罕荅の訛なるべし。魏書 西域傳に「悉萬斤 國、都︀㆓悉萬斤 城㆒、在㆓迷密 西㆒、其國南有㆑山名㆓伽色那 山㆒」とあるは、撒馬兒罕篤を國の名として記せる始なり。迷密 伽色那は、唐 西域記の弭秣賀 羯霜那なり。唐 西域記に「颯秣建 國、唐曰㆓康國㆒。周千六七百里、東西長、南北狹。國大都︀城、周二十餘里。極㆓堅固㆒、多㆓居人㆒。異方寶貨、多聚㆓此國㆒。土地沃壞、稼穡備植。林樹蓊鬱、花菓滋茂。多出㆓善馬㆒。機巧之技、特工㆓諸︀國㆒。氣序和暢、風俗猛烈。凡諸︀胡國、此爲㆓其中㆒。進止威儀、近遠取㆑則。其王豪勇、鄰國承㆑命。兵馬强盛、多是赭羯」とあり。唐の初は、西突︀厥の屬國となりしかども、その猶 富强なりしを見るべし。隋書 西域傳に曰く「康國者︀、康居之後也。遷徙無㆑常。不㆑恆㆓故地㆒。然自㆑漢︀以來、相承不㆑絕。其王、本姓 溫、月氏 人也。舊居㆓祁連山北昭武城㆒。因㆑被㆓匈奴 所破㆒、西踰㆓蔥嶺㆒、遂有㆓其國㆒、支庶各分王。故康國左右諸︀國、竝以㆓昭武㆒爲㆑姓、示㆑不㆑忘㆑本也。都︀㆓於 薩寶 水上 阿祿迪 城㆒、城多㆓眾居㆒。名爲㆓强國㆒、而西域諸︀國多歸㆑之。」康國と云へるは、撒馬兒罕篤の罕の音を取りて單名となせるにて、弭秣賀を米國と云ひ、乞史を史國と云ひ、屈霜你迦を何國と云ひ、貨利習穆を穆國と云ひ、漕矩吒を漕國と云へると同例なり。薩寶 水は、今の咱喇甫山 河なり。匈奴に破られ云云は、史記 大宛の傳に「始 月氏 居㆓燉煌祁連閒㆒、及㆑爲㆓匈奴 所敗㆒、乃遠去、過㆑宛、西擊㆓大夏㆒而臣㆑之、遂都︀㆓嬀水北㆒爲㆓王庭㆒」とあるを謂へるなり。嬀水(阿木 河)の北 卽 失兒 阿木 兩河の閒は、漢︀の初より月氏に屬したれば、康居の後なりと云へるは、甚 誤れり。月氏の事を叙べたる下文とも自ら矛盾せり。こは、たゞ康の字 同じきに由り附會したるなり。康居の地は大宛(今の弗兒嘎納)の西北にありて、今の乞兒吉思 曠野なり。舊唐書の西戎傳は、隋書に據りて「康國、卽漢︀ 康居 之國也」と誤り、又その「被㆓匈奴所破㆒」を「爲㆓突︀厥所破㆒」と改めて、更に誤を加へたり。蓋 舊唐書の作者︀は、康國は[311]古の康居の國なりと思へるに由り、月氏のそこに遷りたるは近世の事ならんと考へて、匈奴を突︀厥と改め、史記 漢︀書に明記せる月氏 西遷の事を忘れたるなり。新唐書の西域傳は「康者︀、一曰㆓薩末韃㆒、亦曰㆓颯秣建㆒、元魏所謂 悉萬斤 者︀」と云ひて、康居なりとは云はざれども、月氏を破れるものを匈奴とせずして突︀厥としたるは、舊唐書に同じ。「高宗永徽時、以㆓其地㆒爲㆓康居 都︀督府㆒」とあるを見れば、高宗の朝臣も、貞觀の(隋書を作れる)史官の誤を承けて、康國と康居とを混じ居たるなり。又 新唐書は、史國 卽 羯霜那を康居の小王 蘇薤 城の故地なりとし、何國 卽 屈霜你迦を康居の小王 附墨︀ 城の故地なりとし、安國 卽 捕喝︀を康居の小王 屬城の故地なりとせり。されども屈霜你迦は、貴霜匿とも云ひ、漢︀書に見えたる大月氏の五翕侯の一なる貴霜 翕候の故地にして、康居の故地に非ず。羯霜那 卽 今の舍勒も、捕喝︀ 卽 孛合喇も、皆 兩河の間に在りて、月氏の地なるを、妄に康居の故地としたるは、唐人のでたらめなり。又 唐人は、捕喝︀ 卽 孛合喇を漢︀の安息に當てて、安國と名づけ、何國と安國との間なる喝︀汗(喝︀捍)國を安息の木鹿 卽 篾嚕(今の篾兒甫)に當てて、東安と名づけ、顯慶 三年 遂に安を安息 州とし、東安を木鹿 州としたり。唐人の地理を誤れること かくの如し。然るに東西の史家は、新舊唐書のかく妄なるに心附かず、康居の五小王の故地まで實らしく列記せるを見て、月氏 康居の地を考ふるに迷へるもの多きに由り、序ながらこゝに辨じ置くなり。さて撒馬兒罕篤の篤を略きて呼ぶは、漢︀文の常なるが、馬兒科 保羅も、漢︀人より聞きなれたる爲にや、撒馬兒罕と云ひて、篤の音を略けり。中世の基督敎の傳道師は、この城を薛米思罕惕と云へり。耶律 楚材の庚午 元曆を進むる表に「庚辰、聖駕西征、駐㆓蹕 尋思干 城㆒。」西游錄に「訛打剌 西千餘里、有㆓大城㆒曰㆓尋思干㆒。尋思干 者︀、西人云㆑肥也。以㆓地土肥饒㆒故以名。甚富庶。環㆑城數十里、皆園林。飛渠走泉、方池圓沼、花木連延、誠爲㆓勝槩㆒。瓜大者如㆓馬首㆒。尋思干、乃 謀速魯蠻 種落、梭里檀 所㆑都︀、蒲華 苦盞 訛荅剌 城皆隸焉。」尋思干の名は、早く遼史の天祚紀に見えたり。湛然居士集に又 尋罳虔と書き「尋罳、肥也。虔、城也」と譯し、元史 郭寶玉の傳には撏思干とあり。尋思も尋罳も撏思も、皆 薛米思にて、親征錄 元史 本紀 察罕 曷思麥里 等の傳に薛迷思干と書き、長春の西游記には、前に尋思干、後に邪米思干と書けり。薛米思は、突︀兒克 語に肥を謂ひ、罕篤は、珀兒沙 語に城を謂へば、楚材の解は善く當れり。西游記に辛巳の年「仲冬十有八日、過㆓大河㆒、至㆓邪米思干 大城之北㆒云云。其城因㆓溝岸㆒爲㆑之。秋夏常無㆑雨、國人疏㆓二河㆒入㆑城、分繞㆓巷陌㆒、比屋得㆑用。方㆓算端 氏之未㆒㆑敗也、城中常十萬餘戶。國破而來、存者︀四之一。其中大率多㆓回紇 人㆒。城中有㆑岡高十餘丈、算端 氏之新宮據爲。」又 壬午の年「二月二日遊㆓郭西㆒。隨處有㆓臺池樓閣㆒、間以㆓蔬圃㆒。望日復遊㆓郭西㆒。園林相接百餘里、雖㆓中原㆒莫㆓能過㆒、但寂無㆓鳥聲㆒耳。」又 瓜を賞して「味極甘香、中國所無。間有㆓大如㆑斗者︀㆒、十枚可㆓重一擔㆒」と云へり。





​ボハラ​​孛合喇​​の異稱

元史 地理志に撒麻耳干、明史 西域傳に撒馬兒罕とあり。不合兒は、卽 孛合喇にして、これもいと古き名城なり。北史 西域傳に忸密とあるは、この地なり。隋唐の人は、安國と名づけ、新唐書 西域傳に「安者︀、一日㆓布豁㆒、一曰㆓捕喝︀㆒、元魏謂㆓忸密㆒、西瀕㆓烏滸 河㆒」とあり。捕喝︀と書きたるは、唐 西域記なり。西游錄は、蒲華と書きて「尋思干 西六七百里、有㆓蒲華 城㆒、土產更饒、城邑稍多」と云へり。親征錄に卜哈兒、元史 地理志に不花剌、察罕の傳に孛哈里、明史 西域傳に卜花兒とあり。今 嚕西亞 人は不哈兒と云ふ。





二古城の沿革

孛合喇 撒馬兒罕の二城は、上古より亦㘓の國に屬し、漢︀の初より大月氏に占據せられ、隋の世に西突︀厥に屬し、唐の高宗の時 暫く唐に屬し、[312]中宗の時 大食の國に屬し、僖宗の時 撒曼 朝 興りて孛合喇に都︀し、宋の眞宗の時 撒曼 朝は西回紇の亦列克 罕に滅され、亦列克 罕の子孫は撒馬兒罕に都︀し、北宋の末に西遼 興りても、その屬國となりて河閒の地を統べ居たりしが、元の太祖︀ 八年、西回紇の末王 斡思曼は、速勒壇 抹哈篾惕に殺︀され、河閒の全土は闊喇自姆 朝に屬したり。





二城の攻め落し

この二城を太祖︀の平げたるは、撒馬兒罕は後にして、孛合喇は前なり。本書の叙事 顚倒せり。喇失惕 曰く「成吉思 汗は、旣に各軍を分け遣り、その子 拖雷を伴れ、沙漠の僻路を行き、翌年の春 孛合喇に至りて圍み攻めたり。守將 庫克 罕 等、眾を率ゐて遁れんとして打ち破られ、城民 降を請ひたれども、內堡は猶 抗禦し、兵民 三萬人 皆 死せり。春の末 撒馬兒罕に向へり。撒馬兒罕は、要害 堅固にして、突︀兒克(卽 康克里)の兵 六萬、塔只克の兵 五萬にて守りたれども、速勒壇 抹哈篾惕は旣に遁れて居らざりき。御營は庫克 撒唻に駐まり、拙赤 等の諸︀軍 皆 至り、五日の間 圍み攻めて、城 壞れ、兵民 多く屠られたり。」親征錄に曰く「辛巳、上與㆓四太子㆒追攻㆓卜哈兒 薛迷思干 等城㆒皆克㆑之、大太子又攻克㆓養吉干 八兒眞 等城㆒。」





右軍の勝利

八兒眞は、元史 地理志に巴耳赤刊とあり。喇失惕は、巴兒合里肯篤と綴りたれども、普剌諾 喀兒闢尼は巴兒沁と云ひ、小 阿兒篾尼亞の君 海︀團の紀行に帕兒沁とあるは、巴兒眞の方に音 近し。その遺址は確ならねども、列兒出の云へる「巴兒眞の名ある古錢」は、その地にて鑄たるものなるべし。喇失惕 曰く





左軍の勝利

「拙赤の一軍は、昔固納克を屠り、斡自肯篤 巴兒合里肯篤を降し、額施納思を破り、氈篤を取り、兵を分けて養吉罕篤を取れり。又 阿剌克 那顏 等の三將は、別納客惕に克ち、闊氈篤に克てり。」昔固納克は、海︀團の紀行に薛固納黑とあり。列兒出の「突︀兒其思壇 考古 游歷」に據れば、その遺址は、失兒 河の濱なる主列克 砲臺の東南 四十二 嚕里、河より十八 嚕里 離れたる處に在り、今 速納克 庫兒干と云ふ。斡自肯篤は、失兒 河の下流にあり、弗兒嘎納の兀自肯篤と異なり。拙赤の氈篤 養吉罕篤を取れるは、察合台 斡歌台の斡惕喇兒を破り、阿剌黑 等の闊氈篤に克ち、太祖︀の孛合喇に向へると大抵 同時にして、三路の軍は、各その使命を畢へたる後、大軍に會して共に撒馬兒罕を圍めり。親征錄 集史は、誤りて此等の戰を太祖︀ 十六年 辛巳の事としたれども、多遜は主吠尼に據り、一二二〇年(十五年 庚辰)の事とせり。





元史の重複

元史は「十五年庚辰春三月、帝克㆓蒲華 城㆒。夏五月、克㆓尋思干 城㆒」と云ひ、又「十六年辛巳春、帝攻㆓卜哈兒 薛迷思干 等城㆒、皇子 朮赤 攻㆓養吉干 八兒眞 等城㆒、竝下㆑之」と云へり。庚辰の蒲華 尋思干は、前年 己卯の訛荅剌と共に、西游錄と譯字 全く同じければ、蓋 西游錄の原本に據りて書けるならん。今の西游錄は、盛如梓の節︀錄したるにて、全本に非ざれば、此等の記事なし。辛巳の卜哈兒 薛迷思干養吉干 八兒眞は、庚辰の也石的石(也兒的石の誤寫)斡脫羅兒と共に、親征錄に據れること甚 明なり。）そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​バラ​​巴剌​​を​マ​​待​​たんと（この一句は、不都︀合 極まる聱疣なり。撒馬兒罕を取りて避暑︀したるは、十五年 庚辰の夏なり。巴嚕安 原に避暑︀して巴剌を待ちたるは、十七年 壬午の夏なり。）





金寨嶺の避暑︀

​コガネ​​金​​の​トリデ​​寨​​の​ミネ​​嶺​​なる​シヨルタン​​莎勒壇​​の​ナツヨケドコロ​​避暑︀處​​に​ナツヨケ​​避暑︀​​して、（金の寨は、蒙語​アルタン ゴルカン​​阿勒壇 豁兒罕​​。土人は何と云ひしか、知らず。親征錄には「是夏、上駐㆓軍於西域 速里壇 避暑︀之地㆒」と云ひて、その秋 三皇子を玉龍傑赤に派遣したることを叙べ、「於㆑是上進㆑兵過㆓鐵門關㆒」と云ひ、喇失惕は「その夏、成吉思 汗は、撒馬兒罕の境內に駐まり、者︀別 速不台 脫噶察[313]兒を速勒壇を追ひに遣り、三皇子を兀兒堅只に遣り、その秋、拖雷 汗と共に納黑舍卜に往き、路路 游牧して帖木兒 合魯噶を過ぎたり」と云ひ、多遜は「撒馬兒罕に駐まれる時、徹別 速不台を派遣し、一二二〇年の夏 皆を撒馬兒罕と納黑舍卜との間に過し、その秋 三皇子を派遣せり」と云へり。謂はゆる金の寨は、納黑舍卜の邊に在りしなるべし。帖木兒 合魯噶は、鐵門關の蒙語なり。元史に「夏四月、駐㆓蹕鐵門關㆒」と云へるは誤れり。





鐵門關の地理

この鐵門關は、撒馬兒罕の南にある峽路にして、撒馬兒罕より往くに路二つあり。南に向ひ喀施を、過ぐるは順路にして、西南に向ひ納黑舍卜に廻れば遠し。太祖︀は、金の寨に避暑︀したる故に、納黑舍卜の路を通れり。





喀施

喀施は、魏書 西域傳の伽色尼 國にして、隋書 西域傳に「史國、都︀㆓獨莫 水南㆒云云。俗同㆓康國㆒。北㆓去康國㆒二百四十里、南去㆓吐火羅㆒五百里、西去㆓那色波 國㆒二百里」唐 西域記に「從㆓颯秣建 國㆒西南行三百餘里、至㆓羯霜那 國㆒、唐曰㆓史國㆒。土宜風俗、同㆓颯秣建 國㆒。」新唐書 西域傳に「史、或曰㆓怯沙㆒、曰㆓獨霜那㆒、居㆓獨莫 水南㆒。西百五十里、距㆓那色波㆒。南四百里、吐火羅 也。隋大業中築㆓乞史 城㆒。」那色波は、卽 納黑舍卜なり。伽色尼 羯霜那 佉沙 乞史は、皆 一音の轉にして、喀施なる名の原なり。亦奔 好喀勒は、北宋の初に始めて喀施の名を記し、西游記には碣石、明史 西域傳には渴石と書けり。元の時、巴嚕剌思 氏 世世この地を領し、駙馬 帖木兒 こゝに生れたり。その山川 淸麗なるが故に、舍里 薛卜思 卽 綠城の名あり。今は略きて舍勒と云ふ。城の傍を流るゝ小河 卽 隋書 新唐書の獨莫 水を今 喀施喀 荅哩牙と云ふは、古名 喀施の遺れるなり。





納黑舍卜

納黑舍卜は、魏書の那識波 國にして、新唐書に「那色波、亦曰㆓小史㆒、蓋爲㆓史所役屬㆒」とあり。亦奔好 喀勒は「納黑沙卜は、喀施の山より二日路 離れたる野に在り」と云へり。元史 地理志に那黑沙不とあり。察合台の五世の孫 客珀克 汗、そこに宮殿 卽 喀兒失を築きたる故に、後世はその地を喀兒失と云ふ。





玄弉の鐵門の記

鐵門關は、喀施の南 五十五 英里にあり。唐 西域記 羯霜那 國の條に曰く「從㆑此西南行二百餘里入㆑山。山路崎嶇、谿徑危險。旣絕㆓人里㆒、又少㆓水草㆒。東南山行三百餘里、入㆓鐵門㆒。鐵門者︀、左右帶㆑山、山極峭峻。雖㆑有㆓狹徑㆒、加㆓之險阻㆒。兩傍石壁、其色如㆑鐵。旣設㆓門扉㆒、又以㆑鐵錮。多有㆓鐵鈴㆒、懸㆓諸︀戶扇㆒。因㆓其險固㆒、遂以爲㆑名。出㆓鐵門㆒、至㆓覩貨邏 國㆒。」新唐書 史國の條に「有㆓鐵門山㆒、左右巉峭、石色如㆑鐵。爲㆑關、以限㆓二國㆒、以㆑金錮闔」と云へるは、西域記の文を約めたるなり。阿喇必亞の地理家 牙庫必(唐の末の人)は、鐵門を珀兒沙 語にて荅哩 阿漢︀と云ひ、城市の名とせり。亦奔 好喀勒の納黑沙卜より帖兒蔑惕に至る紀行の中にも鐵門あり。額篤哩昔(南宋の初の人)は、鐵門に一小邑ありと云へり。西游記に、壬午の年、長春は、撒馬兒罕より「三月十有五日啓㆑行、四日(卽 十八日)過㆓碣石 城㆒云云。過㆓鐵門㆒、東南度㆑山。山勢高大、亂石縱橫。眾軍挽㆑車、兩日(卽 二十日)方至㆓前山㆒。沿㆑流南行。五日(卽 二十五日)至㆓小河㆒、亦船渡。七日(卽 二十七日)舟濟㆓大河㆒、卽 阿母 沒輦 也。」一三九八年(明の洪武 三十一年)の春、駙馬 帖木兒、印度より師を班せる行程を





舍哩弗丁の紀行

舍哩甫 額丁の叙べたるに據れば、帖木兒は、阿木 河を渡りて、帖兒篾惕に二日 駐まり、三日 行きて、科魯噶(卽 鐵門)を過ぎ、巴哩克 河の邊に宿り、又 五日 行きて、喀施に入りたり。速勒壇 巴別兒も、鐵門を科魯噶と云へり。歐囉巴 人にて鐵門の事を記せるは、克剌腓卓より始れり。





克剌腓卓の紀行

一四〇四年(明の永樂 二年)、克剌腓卓は、喀思提勒の王 顯哩 第三の命を奉じて、帖木兒の朝に使せり。西曆 八月 二十二日、帖兒篾惕を發し、二十四日 河の岸に近き野に宿り、二十五日 高山の下に至れり。その山に鐵門と云ふ峽路あり。路傍の石壁は、人工にて削りたるが如く見え、山は兩方ともに甚 高く、路は平にして甚 深し。峽路の半に村あ[314]り、村の後の山 甚 高し。鐵門の外に通路なき故に、この路は、撒馬兒罕の南方の要害なり。印度より來る商人は、皆こゝを通る故に、帖木兒 伯克は、こゝにて關稅を多く收め得るなり。土人 曰く





門なき鐵門

「昔はこの峽路に鐵もて裹める大門ありき」と云へり。それより三日 行き、二十八日に喀施の大城に達したり。明史 西域傳に「渴石 西(南の誤)三百里、大山屹立、中有㆓石峽㆒。行二三里出㆓峡口㆒、有㆓石門㆒、色如㆑鐵、番人號爲㆓鐵門關㆒。」蓋 元明 以來 鐵門は峽路の名となり、眞の關門なくなれるなり。克剌腓卓の後 四百七十一年の閒、歐囉巴 人この地に入らざりしが、





​マエフ​​馬也甫​​の記

一八七五年(淸の光緖 元年、我が明治 八年)嚕西亞の陸軍 少佐 馬也甫は、阿木河 上游の右岸の地を探らんが爲に、喀兒失より拜孫に赴ける時、察克察 河の廣き溪を過ぎたれば、名高き鐵門の峽は目の前に現れたり。土人は今 不自果剌 合納(山羊の舍)と呼ぶ。峽の北の口に近き所にて、沙勒撒卜思(喀施)よりの路と喀兒失よりの路と合ふ。一八七八年(明治十一年)嚕西亞の將軍 思脫列脫甫は、阿富噶尼思壇の額米兒に使する路に鐵門を過ぎ、





​ヤボルスキ​​牙佛兒思奇​​の紀行

隨行せる軍醫 牙佛兒思奇は、その「阿富噶尼思壇 孛合喇 紀行」に峡路の事を委しく述べたり。嚕西亞の突︀兒其思壇 大圖に據れば、峡路の長は一半 英里にして、西北より東南に向ひ、分水嶺を橫斷せり。畫の如き懸崖は路を挾み、峽の廣 三十步、或る處にてはたゞ五步なり。察克察 河は西北に流れ、北の口を出でて北に曲る。南の口の外に搠喇卜 小河あり。そこにて路 分れ、本道は東に曲り、口より五 英里ばかり離れたる所に迭兒邊篤あり、それより拜孫 希撒兒に至る。險しき細路は、南の方に別れ、失喇巴惕 阿木 河に至る。）​トルイ​​拖雷​​の​トコロ​​處​​に​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​りぬ。（この事も、前の事と續かず。速勒壇の避暑︀處に避暑︀したるは、拖雷も一處にて、十五年 庚辰の夏なり。





​トルイ​​拖雷​​の凱旋

拖雷を召し歸したるは、十六年 辛巳の春 太祖︀の軍 塔列干を圍み居る時なり。）「〈［＃直前の「開き鍵括弧」は底本では「開き角括弧」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉​トシ​​年​​ ​アツ​​熱​​くなりぬ。​ホカ​​別​​の​イクサ​​軍​​どもは、​ゲバ​​下馬​​するぞ。​ナンヂ​​汝​​は​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​クワイ​​會​​せよ」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​りたれば、​トルイ​​拖雷​​は、​イル​​亦嚕​​ ​イセブル​​亦薛不兒​​ ​ラ​​等​​の​シロ​​城​​どもを​ト​​取​​りて、​システン​​昔思田​​の​シロ​​城​​を​ヤブ​​破​​りて、​チユクチエレン​​出黑扯嗹​​の​シロ​​城​​を​ヤブ​​破​​り​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ツカヒ​​使​​はこの​ミコト​​言​​を​イタ​​致​​したれば、​トルイ​​拖雷​​は、​チユクチエレン​​出黑扯嗹​​の​シロ​​城​​を​ヤブ​​破​​ると、​カヘ​​回​​り​ゲバ​​下馬​​して​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​クワイ​​會​​しぬ。（





親征錄 ​ラシツド​​喇失惕​​ ​ドーソン​​多遜​​ 三書の異同

親征錄に曰く「上進㆑兵過㆓鐵門㆒、[遣㆓]四太子㆒、攻㆓也里 泥沙兀兒 等 處城㆒。上親克㆓迭兒密 城㆒、又破㆓班勒紇 城㆒、圍㆓守 塔里[寒]寨㆒。冬、四太子又克㆓馬魯察葉可 馬盧 昔剌思 等城㆒、復進㆑兵。壬午春、又克㆓徒思 慝察兀兒 等城㆒。上以㆓暑︀氣方隆︀㆒、遣㆑使招㆓四太子㆒速還。因經㆓木剌夷 國㆒大掠㆑之、渡㆓搠搠蘭 河㆒、克㆓野里 等城㆒。上方攻㆓塔里[寒]寨㆒、朝覲畢、幷㆑兵攻㆑之。」喇失惕 曰く「蛇の年の秋、成吉思 汗は、帖木兒 合魯噶を過ぎ、拖雷 罕を闊喇散を平げに遣り、自ら帖兒篾似を攻め破り、撒曼に至り、軍を分け遣りて巴荅黑商を收め、只渾 河を渡り、翌年の春、巴勒黑を屠り、塔列干の寨を取り、又 奴思咧惕庫を攻めたれども、七月の間 下らず。拖雷 罕は、篾嚕察克の路を經て、篾嚕を取り、你沙不兒に至り、薛喇黑思 捏撒 禿思 札只㘓 等を取り、你沙不兒を取[315]れり。成吉思 汗は、塔列干より拖雷 罕に大暑︀の前に回れと云ひ遣りぬ。拖雷 罕は庫希思壇より庫姆者︀㘓 河を過ぎ、赫喇惕を取りて、回りて成吉思 汗に見え、兵を合せて、塔列干の堅き寨を攻め下し、この夏 全軍 塔列干に駐まれり。」多遜 曰く「一二二〇年の秋、成吉思 汗は、帖兒篾惕を攻め破り、薛曼に至り、軍を分け遣りて巴荅黑商を收め、拖雷を闊喇散を平げに遣り、一二二一年の春、只渾 河を渡り、巴勒黑を屠り、塔列干の山地に入り、奴思咧惕庫の寨を攻む。この寨は、先に將を遣り攻めさせたれども、六月の閒 下らざりしが、大軍 至りて攻め破れり。その夏は、塔列干に避暑︀せり。拖雷は、脫噶察兒を前鋒として、闊喇散に入りたり。脫噶察兒は、捏撒を屠り、一二二〇年の十一月、你沙不兒を攻めて戰死せり。一二二一年の二月、拖雷は、安篤恢を下し、馬嚕 沙希展を屠り、薛兒主克の速勒壇 散札兒の墓を發き、你沙不兒を砲撃して、その民を屠り、別軍を遣り、禿思に近き合里發 哈㖮 阿勒 喇失惕の墓を毀り、拖雷は、庫希思壇を荒し、赫喇惕を破り、塔列干に往き父に會せり。」





​テルメト​​帖兒篾惕​​

錄の迭兒密は、喇失惕の帖兒篾似、多遜の帖兒篾惕にして、漢︀書 西域傳の都︀密、唐 西域記 新唐書 西域傳の呾蜜なり。元史 地理志に忒耳迷、薛 塔剌海︀の傳に帖里麻、通鑑 綱目に帖力迷とあり。帖兒篾惕の名は、費兒都︀昔の詩史に見え、亦思塔黑哩は、孛合喇 撒馬兒罕より(鐵門を經)巴勒黑に往く路にありと云へり。駙馬 帖木兒は、撒馬兒罕より巴勒黑に往く時、常に帖兒篾似にて阿木 河を渡れり。今 鐵門より巴勒黑に往く路の渡津は、それより西に移れり。嚕西亞の地圖に、帖兒篾似の遺址は、阿木 河の北岸にて速兒合卜 河の汭の西北 十一 英里ばかりにあり、巴勒黑の東北に當れり。





​バルク​​巴勒黑​​

錄の班勒乾は、西史の巴勒黑にして、西游記に班里、西游錄に班城、元史 地理志に巴里黑、察罕の傳に板勒乾、明史 西域傳に把力黑とあり。速不台の傳なる必里罕、曷思麥里の傳なる阿剌黑も、巴勒黑の訛なるべし。この地は、いと古き名城にして、希臘の史家に據れば、古は巴克惕喇と名づけ、その州を巴克惕哩牙納と云へり。漢︀書の撲挑、後漢︀書の濮達、魏書の薄羅 薄提は、皆 巴克惕喇の訛略、周書の拔底延、新唐書の縛底野は、皆 巴克惕哩牙納の訛略なり。唐 西域記に「縛喝︀ 國、北臨㆓縛芻 河㆒。國大都︀城、周二十餘里、人皆謂㆓之小王舍城㆒也」とある縛喝︀は、卽 巴勒黑にして、巴勒黑の名の物に見えたる始なり。巴勒黑の落城は、喇失惕も多遜も、河閒 征服の年の翌年とすれども、下文に塔列干を落すに六七月かゝれりとあるに據れば、阿木 河を渡り、巴勒黑を取るは、その前年にあらざるべからず。親征錄に「破㆓班勒紇 城㆒、圍㆓守 塔里[寒]寨㆒〈［＃返点の「一」と「寒」の括弧は底本では、なし。本節︀前述の同文に倣い修正］〉」を河閒 征服の年(辛巳は庚辰の誤)の秋の內に書きたるは、全く事實なるを、喇失惕は偶 誤りて翌春に移せり。察罕の傳に「察罕、西域 板勒乾 人也。父 伯德那、歲庚辰、國兵下㆓西域㆒、擧㆑族來歸」とあるも、庚辰の年 巴勒黑 落ちたる時 擧族 歸附したるなり。





​タレカン​​塔列干​​

錄の塔里寒は、西史の塔列干にして、巴勒黑の東に當れる坤都︀似の東邊にあり。古は泰干とも呼び、亦思塔黑哩の地理書に、巴勒黑の東、巴荅黑商に近く、脫合哩思壇の都︀ 泰干ありと云へり。中世の阿喇必亞 地理家は、巴勒黑の西、巴勒黑と篾嚕 阿勒 嚕篤(篾嚕察克)との間にも塔里干ありて、篾嚕 阿勒 嚕篤に屬せりと云ひ、脫合哩思壇にあるをば塔亦干と云ひたれども、額篤哩昔は、二つともに塔里干と云へり。唐 西域記の呾剌健、元史 地理志 經世 大典の圖にある塔里干は、西にあるものなり。東にある塔里干は、地理志にも見えざれども、馬兒科 保羅は、巴勒黑より東に十二日 行きたる時 泰干と云ふ寨に至れりと云へるは、この寨なり。一八三八年(天保 九年)烏篤そこを尋ねて、さびしき村なりと云へり。喇失惕(別咧津の譯せる)に據れば、塔列干の寨[316]の外に堅き案ありしが如くなれども、多遜に據れば、奴思咧惕庫は卽 塔列干の寨なり。錄に只 塔里寒 寨とあれば、恐らくは別咧津の誤れるならん。





​メルチヤク​​篾嚕察克​​

錄の馬魯察葉可は、喇失惕の篾嚕察克にして、古くは篾嚕 阿勒 嚕篤と云へり。阿喇必亞の地理家に據れば、馬嚕 又は篾嚕と云ふ所 二所あり。大なるを篾嚕 沙希展と云ひ、その屬邑を篾嚕 阿勒 嚕篤と云ひ、共に篾嚕 嚕篤(木兒噶卜)河の濱に在りき。今も篾嚕察克と云ひて、篾兒甫の東南 百十 英里、嚕西亞 阿富汗の界に近き所に在り。





​メル​​篾嚕​​

錄の馬盧は、西史の篾嚕 卽 馬嚕 沙希展にして、今の篾兒甫なり。篾嚕は古き名城にして、漢︀書 西域傳に「安息東界 木鹿 城、號爲㆓小 安息㆒」とあり。中世は闊喇散 四大城の一となれり。新唐書 大食の傳に呼羅珊 木鹿とあるは、闊喇散の篾嚕なり。





​サラクス​​撒喇黑思​​

錄の昔剌思は、西史の薛喇黑思 又は撒喇黑思にして、元史 地理志に撒剌哈西とあり。遺址は、篾兒甫の西南、赫哩 嚕篤 河の東岸に在り、嚕西亞に屬せり。西岸に新 撒喇黑思と云ふ堡あり、珀兒沙に屬せり。





​ネサ​​捏撒​​

西史の捏撒は、薛喇黑思の西北、禿思の東北に在り。





​トス​​禿思​​

錄の徒思は、西史の禿思にして、元史 地理志に途思とあり。思思は、名高き古城にして、名君 哈㖮 阿勒 喇失惕はこゝに崩じ、詩人 費兒都︀昔 星學の大家 納思咧丁はこゝの人なりき。遺址は、篾舍惕の西北 十七 英里にあり。錄の泥沙兀兒 恩察兀兒は、祕史の亦薛不兒、西史の你沙不兒、前の注に見えたり。祕史の昔思田は、西史の昔思壇 又 薛亦思壇なり。然れども昔思壇に入りたるは、拖雷の兄 斡歌歹 明年 壬午の事なれば、この昔思田は、庫希思壇の誤なるべし。





​ムラヒダ​​木剌希荅​​

錄の木剌夷は、元史 太祖︀紀は同じく、太宗紀に木羅夷、憲宗紀に沒里奚、郭侃の傳に木乃兮、常德の西使記に木乃奚とあり。正しくは木剌希荅にして、國の名に非ず、抹哈篾惕 敎徒の一派より成れる部落の名なり。亦思馬額勒を祖︀とするが故に、亦思馬額勒 宗徒とも云ふ。元史 譯文 證補に木剌夷 補傳ありて、その興亡を委しく述べたり。裏海︀の南なる額勒不兒思 連山の城寨に據り、その領土は庫希思壇の地に及べり。故に拖雷の庫希思壇を荒せることを錄に木剌夷を掠むと云へり。





​チユクチエレン​​出黑扯嗹​​

出黑扯嗹の城は、喇失惕の札只㘓なり。錄の搠搠蘭 河は、舍哩弗丁の「咱弗兒 納篾」に見えたる卓克卓㘓 河にして、出黑址嗹と音 近ければ、地の名を取りて河に名づけたるものなるべし。咱弗兒 納篾に據れば、この河は、你沙不兒より安篤恢に往く路にて、木兒噶卜 河の西にあり。然らば赫哩 嚕篤 河の異名なるべし。喇失惕の庫姆者︀㘓 河も、赫哩 嚕篤 河の外にはあるまじ。名のわけは知らず。錄の也里 野里は、祕史の亦嚕、西史の赫喇惕、前の注に見えたり。）
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三皇子の我儘

　​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だちは、​オロンゲチ​​斡嚨格赤​​の​シロ​​城​​を​クダ​​降​​して、​ミタリ​​三人​​にて​シロ​​城​​の​タミ​​民​​を​ワカ​​分​​け​ア​​合​​ひて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ワケマヘ​​分前​​を​イダ​​出​​さざりき。（剌失惕 曰く「斡歌台は、軍を統ぶることを命ぜられ、二人の兄に和解せしめたれば、軍 又 振ひ、力を合せて攻め落し、民を分けて軍士に與へ、一人にて二十四人づつを得たり」とありて、太祖︀に民を分たずとはなし。）この​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だち​ゲバ​​下馬​​して​キ​​來​​ぬれば、





太祖︀の怒り

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​[317] ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だちを​トガ​​咎​​めて​ミカ​​三日​​ ​マミ​​見​​えさせざりき。（親征錄に「三太子克㆓玉龍傑赤 城㆒、大太子還㆓營所㆒。寨(塔里寒)破後、二太子三太子始歸朝覲」と云ひ、喇失惕も「察合台 斡歌台は、闊喇自姆より來て成吉思汗に見え、拙赤は、闊喇自姆より行李を挈へて去れり」と云ひて、拙赤の去れる所 明ならざるを、多遜は、昔渾 河の北なる地方に殘れりと云へり。然れども拙赤いかに狼戾なりとも、軍に擁して外に駐まり太祖︀に會せざることは、事情に於てあるべからざることなれば、原本 祕史の非にして修正 祕史の是なりとも定め難︀し。）そこに​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ムカリ​​木合黎​​ ​シギ クドク​​失吉 忽都︀忽​​（この三人の內、失吉 忽禿忽の軍中に居りしことは、論なし。字斡兒出は、外に見えざれども、西游記に、壬午の三月 十五日、長春 邪米思干を出立ちて、十八日 碣石 城を過ぎたる時、「預傳㆓聖旨㆒、令㆘萬戶 播魯只、領㆓蒙古 回乾 軍一千㆒護送㆖、過㆓鐵門㆒」とあり。播魯只は、卽 孛斡兒出なり。只 木合里は、太祖︀ 十二年 八月、太行 以南 經略の命を蒙りてより、十三年には河東に入り、十四年も河東に戰ひ、十五年 河北を定め、十六年 河西に入り、十七年 風翔を攻め、十八年 三月薨じて、西征の師には從はざれば、ここに木合里を加へたるは、誤りなり。）





三大臣の諫言

​ミタリ​​三人​​ ​マウ​​奏​​さく「​マツロ​​服​​はざりし​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​の​シヨルタン​​莎勒壇​​を​コトム​​平​​けて、​カレ​​彼​​が​シロ​​城​​どもの​タミ​​民​​を​ト​​取​​れり、​ワレラ​​我等​​。​ワカ​​分​​けて取らるゝ​オロンゲチ​​斡權格赤​​の​シロ​​城​​も、​ワ​​分​​け​ア​​合​​ひて​ト​​取​​る​ミコ​​子​​だちも、​スベ​​都︀​​て​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​のものなり。​アマツカミ​​皇天​​ ​クニツカミ​​后土​​に​チカラ​​力​​を​ソ​​添​​へられて、​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​をかく​コトム​​平​​けたる​トキ​​時​​、​ワレラ​​我等​​、​ナガミコト​​爾​​のあまたの​ヲトコ​​男​​ ​センバ​​騸馬​​ ​ヨロコ​​歡​​びて​マカイ​​馬孩​​（動詞なれとも譯する能はず）てあり。​カガン​​合罕​​は、​ナン​​何​​ぞかく​イカ​​怒​​りて​イマ​​在​​せる。​ミコ​​子​​だちは、​アヤマチ​​過​​を​サト​​悟​​りて​オソ​​畏​​れたるぞ。​ノチ​​後​​を​イマシ​​戒​​めよ。[​シカ​​然​​らずば]​ミコ​​子​​だちは、​セイカウ​​性行​​を​オコタ​​怠​​らん。​オンシ​​恩賜​​せば​マミ​​見​​えさせば​ヨ​​可​​からん」と​マウ​​奏​​したれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イカ​​怒​​ ​ヤ​​息​​みて、





太祖︀の訓誡

​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だちを​マミ​​見​​えさせて​コヱ​​聲​​を​イダ​​出​​し、​オキナラ​​翁等​​斡脫古思​の​コトバ​​辭​​を​ヒ​​引​​斡兒乞惕​きて、​フル​​舊​​合兀臣​き​コトバ​​辭​​を​タヅ​​尋​​合荅勒​ねて、​タ​​立​​巴亦黑三​ちたる​トコロ​​地​​に​タフ​​仆​​巴黑塔阿勒荅​るゝまで、​ヒタヒ​​額​​莽來​の​アセ​​汗​​を​ヌグ​​拭​​阿兒臣​ひ​ア​​敢​​へぬまで​ノ​​陳​​べて、​ケンセキ​​譴責​​により​ケウクン​​敎訓​​により​サト​​諭​​して​イマ​​在​​せる​トキ​​時​​、[318]





​ゴルチ​​豁兒赤​​ 三人の建議

​コンカイ ゴルチ​​晃孩 豁兒赤​​、​コンタカル ゴルチ​​晃塔合兒 豁兒赤​​ ​シユルマカン ゴルチ​​搠兒馬罕 豁兒赤​​、この​ミタリ​​三人​​の​セントウシ​​箭筒士​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マウ​​奏​​さく「​ヒナ​​雛​​なる​タカ​​鷹​​の​テウシフ​​調習​​にやつと​イ​​入​​りたる​ゴト​​如​​く、​ミコ​​子​​だちはやつとかく征伐を​マナ​​學​​び​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ミコ​​子​​だちを​シリゾ​​退​​くるが​ゴト​​如​​くいかんぞかく​シカ​​叱​​りませる。​ミコ​​子​​だちは​オソ​​懼​​れて​コヽロ​​心​​を​オト​​落​​さん。​ヒ​​日​​の​イ​​沒​​る​トコロ​​處​​より​イ​​出​​づる​トコロ​​處​​に​イタ​​至​​るまで​テキ​​敵​​の​タミ​​民​​あり。​ワレラ​​我等​​を​トボドト​​脫孛都︀惕​​の​イヌ​​狗​​どもを​ケシカ​​嗾​​けて​ヤ​​遣​​らば、​テキ​​敵​​の​タミ​​民​​を、​ワレラ​​我等​​は​アマツカミ​​皇天​​ ​クニツカミ​​后土​​に​チカラ​​力​​を​ソ​​添​​へられて、​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​タンモノ​​段物​​ ​タカラ​​財​​ ​タミ​​民​​ ​ヂウグ​​住具​​を​ナガミコト​​爾​​に​モ​​持​​ち​コ​​來​​ん。（脫孛都︀惕は、脫孛惕の複稱にして、明譯に西蕃とあり。脫孛惕は、唐書の吐蕃、今の圖伯特 卽 西藏の民なり。





​トベト​​禿別惕​​の名稱

吐蕃は、蓋 禿孛篤(篤は惕の濁音)を音譯せるなり。宋 遼 金 元の諸︀史、皆 吐蕃 又は土蕃の字を用ふれども、遼の興宗 重熙 十七年「鐵不得 國遣㆑使來、乞㆘以㆓本部軍㆒助攻㆗夏國㆖、不㆑許」と云へること、遼史 本紀 兵衞志 屬國表の三所に見えたり。この鐵不得は、卽 禿孛篤の轉なり。又 道宗紀に見えたる陳王 塗孛特 遊幸表に見えたる圖不得 泉を、殿本は皆 圖伯特と改めたり。國の名を取りて人の名 泉の名としたるにやあらん。經世 大典の圖には土伯特とあり、全く今の音に同じ。嚕卜嚕克 馬兒科 保羅は、帖別惕と云ひ、喇失惕は、禿卜別惕と云へり。亦奔 忽兒荅惕必馬速的を始として阿喇必亞の地理家は大抵 梯別惕と云ひし故に、今もその名にて世に聞ゆ。されどもその國人は、禿孛篤の名を忘れて、今は自ら孛篤の國と云ふ。脫孛都︀惕の狗は、蒙古人の雄雄しく猛きに譬へたるなり。禿別惕の國に驢馬ほど大なる猛き狗ありて、野牛を捕へ、豹と鬭ふことは、大佐 裕勒の馬兒科 保羅 紀行の第四十六章とその證注とに見ゆ。）





​バグダド​​巴固荅篤​​の​ハリフア​​合里發​​

その​タミ​​民​​と​イ​​云​​へば、この西に​バクタト​​巴黑塔惕​​の​タミ​​民​​の​カリベ シヨルタン​​合里伯 莎勒壇​​と​イ​​云​​へるありと​イ​​云​​へり。（巴黑塔惕は、巴固荅篤の訛にして、抹哈篾惕 敎徒の宗主なる合里發の都︀なり。趙汝适の諸︀蕃志に白達、元史 憲宗紀に八哈塔、地理志に八吉打とあり。郭侃の傳 常德の西使記に報達とあるは、馬兒科 保羅の巴兀荅思と呼べるに音近し。合里伯は、合里發の訛にして、西使記に哈里法とあり。憲宗紀に三年 六月「命㆓諸︀王 旭烈兀 及 兀良合台 等㆒、帥㆑師征㆓西域 哈里發 八哈塔 等國㆒、」八年 二月「諸︀王 旭烈兀、討㆓回回 哈里發㆒平㆑之、禽㆓其王㆒」とあるは、哈里發を國の名と誤りたるが如く聞ゆ。合里發は、英吉利思語に喀里甫と云ふ。





​スルタン​​速勒壇​​の號の濫用

莎勒壇は、卽 速勒壇にて、合里發の册封を受けたる諸︀侯王の號なれば、合里發の下に附けたるは、誤れり。然れどもこの誤りは、祕史のみならず、元史 郭侃の傳にも合里法 筭灘とあり。蒙古人は、速勒壇の號を西域の君長 誰にも附くものと思へりと見えて、郭侃の傳に、木乃兮(木剌希荅)の將 忽[319]都︀荅而 兀朱 筭灘、乞都︀卜(吉兒篤庫)の兀魯兀乃 筭灘(囉克捏丁)、兀里兒の海︀牙 筭灘、阿剌汀(阿剌 額丁の領地)の禡拶荅而 筭灘、乞石迷(喀什米兒)の忽里 筭灘、天房(阿喇必亞)の巴兒筭灘(額只魄惕の將 別伊巴兒か)、密昔兒(米思兒、卽 額只魄惕)の可乃 筭灘(可刀の誤か、速勒壇 屈突︀思)、富浪(富㘓克)の兀都︀ 筭灘、石羅子(發兒思の都︀ 失喇思)の換斯干 阿荅畢 筭灘(西使記 擙〈［＃「てへん＋奥」は底本では「木＋奥」。www.bjdclib.comの古代服飾文献に倣い「てへん＋奥」に修正］〉思 阿塔卑、阿塔卑は發兒思の君の爵)。賓︀鐵(國の名に非ず、印度の產物)の加葉 筭灘、兀林の阿必丁 筭灘、乞里彎(彎は蠻の誤、客兒曼)の忽都︀馬丁 筭灘(科惕別丁)などあり。巴固荅篤の興亡の事は、洪鈞の報達 補傳に見ゆ。）それらの​トコロ​​處​​に​ワレラ​​我等​​ ​シユツセイ​​出征​​せん」と​マウ​​奏​​しければ、​カガン​​合罕​​ ​サト​​悟​​りて、この​コトバ​​言​​に​イカリ​​怒​​ ​ヤ​​息​​みて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​ヨ​​可​​しとして​ミコト​​勅​​あり、​コンカイ​​晃孩​​ ​コンタカル​​晃塔合兒​​ ​シユルマカン​​搠兒馬罕​​ ​ミタリ​​三人​​の​セントウシ​​箭筒士​​を​オンシヤウ​​恩賞​​して、​アダルギン​​阿荅兒斤​​の​コンカイ​​晃孩​​、​ドロンギル​​朶龍吉兒​​の​コンタカル​​晃塔合兒​​ ​フタリ​​二人​​を「​ワ​​我​​が​マヘ​​前​​に​ヲ​​居​​れ」[とて​トヾ​​畱​​めて]、





​シユルマカン​​搠兒馬罕​​の出征

​オテゲダイ​​斡帖格歹​​の​シユルマカン​​搠兒馬罕​​を​バクタト​​巴黑塔惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​カリベ シヨルタン​​合里伯 莎勒壇​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​せしめたり。（朶龍吉兒の姓、始めてこゝに見ゆ。親征錄 元史 十三翼の戰の後に朶郞吉 部 來降の事あり、卽 朶龍吉兒なり。喇失惕は、者︀剌亦兒の分部 朶郞吉と云ひて、者︀剌亦兒 十部の一とし、錄の朶郞吉 札剌兒 部もその意なるを、元史に「若㆓朶郞吉㆒、若㆓札剌兒㆒」と二部に分けたるは非なり。斡帖格歹の姓は、外に見えず。輟耕錄 蒙古 七十二種の中に合忒乞歹とあるは、やゝ似たり。搠兒馬罕は、次の卷に綽兒馬罕とあり多遜は察兒抹昆と云ふ。親征錄 元史 本紀にはこの人 見えざれども、曷思麥里の傳に西域の大師 察罕とあるは、列傳 第七なる唐兀惕の察罕に非ずして、察兒馬罕の中略なり。又 續 通鑑 綱目 宋の理宗 寶祐︀ 六年(憲宗 八年)の條に





​チヤマ ノヤン​​抄馬 那顏​​の誤解

「初 蒙古 遣㆓宗王 旭烈㆒伐㆓西域㆒。至㆑是以㆓抄馬 那顏 郭侃㆒總㆓統諸︀軍㆒、前後平㆓西域 乞石迷 十餘國㆒、轉鬭萬里」とある抄馬 那顏を卜咧惕施乃迭兒は察兒抹昆なりと云ひたれども、察兒抹昆は、旭烈兀 西征の前 太宗 十三年に死したれば、旭烈兀の下に働くべき由なし。續綱目は何に據れりやと、郭侃の傳を見れば、「壬子、送㆓兵仗㆒至㆓和林㆒、改㆓抄馬 那顏㆒、從㆓宗王 旭烈兀㆒西征」とあり。この抄馬は、人の名に非ず。侃の祖︀父 郭寶玉の傳に、寶玉はもと金の將にて、野狐嶺の大敗の時、軍を率ゐて蒙古に降りて「授㆓抄馬 都︀鎭撫㆒、」太祖︀ 八年「復帥㆓抄馬㆒、從㆓錦州㆒出㆑燕、」侃の父 郭德海︀の傳に「大軍至、乃出降、爲㆓抄馬 彈壓㆒、從㆓先鋒 柘柏㆒西征」などありて、抄馬は、降附の軍の名、抄馬 都︀鎭撫 抄馬 彈壓 抄馬 那顏は、皆 官名なり。郭侃は、初 百戶となり、次に千戶に進み、今 改められて抄馬 那顏 卽 抄馬の長官となれり。續綱目の文は、郭侃の上に官名を冠したるなりけり。多遜に據れば、察兒抹昆の西征は、太宗 二年の事なれども、太祖︀の時にも「徹別 速不台の高喀速 山を越えたる後、又 蒙古の軍 三千人 東より來て、闊喇自姆の潰兵の聚れる喇亦の城を破り、撒哇 庫姆 喀山を荒し、西は哈馬丹を焚き、阿在兒拜展に入り、喇亦の逃眾を敗り、その帖卜哩似に逃れたる者︀をば、阿在兒拜展の酋長に命じて縛り送らしめて、東に返れり」と云ひ[320]て、その將の名なし。祕史なる綽兒馬罕の西征は或は卽この軍ならんと洪鈞も云へり。）
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​ドルベ ドクシン​​朶兒伯 朶黑申​​の出征

　​マタ​​又​​ ​ヒンドス​​欣都︀思​​の​タミ​​民​​ ​バクタト​​巴黑塔惕​​の​タミ​​民​​ ​フタ​​二​​つの​アヒダ​​閒​​なる​アル​​阿嚕​​ ​マル​​馬嚕​​ ​マダサリ​​馬荅撒哩​​の​タミ​​民​​の​アブト​​阿卜禿​​の​シロ​​城​​に​ドルベト​​朶兒別惕​​の​ドルベ ドクシン​​朶兒伯 朶黑申​​を​シユツセイ​​出征​​せしめたり。（





印度の名稱

欣都︀思は、欣都︀の蒙語 複稱なり。古名は信度と云ひ、信度 河より出でたり。後 轉じて欣都︀となり、又 轉じて印度となれり。史記 漢︀書の身毒は卽 信度、高僧︀傳の捐毒 賢豆は卽 欣都︀なり。天竺も、信度の轉訛にして、山海︀經には天毒、漢︀書には天篤ともあり。後漢︀書 以後は、天竺の字 多く用ひられたり。竺も、古音は篤なり。珀兒沙 人の欣都︀思壇と云ふは、欣都︀の國と云ふことなり。歐囉巴 人の因的亞と云ふは、印度の喇甸語なり。親征錄には忻都︀、元史 憲宗紀には身毒とも欣都︀思ともあり。阿嚕は、前文の亦嚕にして、今の赫喇惕は、中世 赫哩とも哈哩とも云ひ、赫哩は額哩とも亦嚕とも訛りたれば、阿嚕は哈哩の訛れるなるべし。馬嚕は、篾嚕 沙希展、今の篾兒甫なり。馬荅撒哩 阿卜禿は、考へ得ず。地は三つにして城一つなるも、異むべし。朶兒伯 朶黑申は、禿馬惕を平げたる人にて、卷十に見えたり。この西征の役には、親征錄にその名 見えざれども、集史には朶兒伯とありて巴剌 那顏と同じく、者︀剌列丁を追ひに印度に入りたりとなせり。又 多遜 曰く「者︀剌列丁の敗れたる後、亦勒赤喀歹は命を受けて、叛きたる赫喇惕を討じ、六月 圍みて、一二二二年(太祖︀ 十七年)の六月 始めて攻め落して、その眾を屠り、この外に篾嚕も再 侵掠せられたり」と云へり。本書に依れば、朶兒伯は、印度に入りたるに非ずして、赫喇惕 篾嚕を攻めたるは、卽 朶兒伯なるに似たり。）
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​カングリン​​康鄰​​ 卽ち康克里

　​マタ​​又​​ ​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​を​キタ​​北​​なる​カングリン​​康鄰​​（康鄰は、漢︀代の康居の遺種にして、抹哈篾惕 敎徒の記錄には、康喀里 又は康克里と呼び、第十三 世紀の初には、牙亦克(兀喇勒) 河の東、闊喇自姆の湖(鹹海︀)の北なる廣き荒野に住めりと云ひ、阿不勒噶資に據れば、成吉思 汗の卽位の頃、康克里の領地は、逸︀昔 郭勒の湖 楚 河 塔剌施(塔喇思) 河まで東に及べり。第十三 世紀の中ごろに、歐囉巴の高僧︀ 二人、その地を過ぎて、紀行に載せ、その民の名を普剌諾 喀兒闢尼は康吉台と云ひ、嚕卜嚕克は康勒と云へり。嚕西亞の史に珀徹捏固と云へるは、卽 康克里なりと信ぜらる。元史には康里と云ふ。康里の名は、已に金史に見え、忠義 傳 粘割 韓奴の條に、大定 年中 康里の部長 孛古 內附の事あり。康克里 人は、武勇 勝れし故に、蒙古に事へて名臣となれる人 甚多く、元史に專傳ある者︀十三人あり。）





​キブチヤウト​​乞卜察兀惕​​ 卽ち​キプチヤク​​乞魄察克​​

​キブチヤウト​​乞卜察兀惕​​（乞卜察兀惕は、乞卜察克の複稱にして、卷八に欽察兀惕とあり、元史には欽察と云へり。黑海︀ 高喀速山 裏海︀の北、今の嚕西亞の南部なる荒野に住める部族にして、抹哈篾惕 敎徒の史家 地理家は、乞魄察克 又は迭施惕 乞魄察克と云へり。迭施惕も乞魄察克も、荒野の義なりと云ふ。額篤哩昔は、第十二 世紀の中ごろ(南宋の初)に、突︀兒克 諸︀部を數へ擧げて、その一を乞甫察克と云へり。西游錄に「印度 西北、有㆓可弗又 國㆒、數千里皆平川、無㆓復丘垤㆒、不㆑立㆓城邑㆒。民多㆓羊馬㆒、以㆑蜜爲㆑釀」と云へるも、この國を云へるなるべし。嚕西亞 人は、玻羅物次と云ひ、第十一 世紀の半(北宋の中頃)よりその記錄に見ゆ。嚕西亞の史家は、玻羅物次を平野[321]の義と解せり。他の歐囉巴 人は、庫曼 又は科曼と云へり。卜咧惕施乃迭兒 曰く「この名は、喀思闢の海︀に流れ入る庫馬 河より出でたりと見ゆ。」普剌諾 喀兒闢尼 嚕卜嚕克 小 阿兒篾尼亞の海︀團 馬兒科 保羅みな科曼と呼び、その國を科馬尼亞と云へり。欽察の人にて元史 列傳に列したる者︀は、名將 土土哈 以下 專傳 七人 附傳 三人あり。）





​バヂギト​​巴只吉惕​​ 卽ち​バシケルド​​巴施客兒篤​​

​バヂギト​​巴只吉惕​​（巴只吉惕は、巴施客兒篤の訛にして、康克里の北 佛勒噶 河の東に住みたる部族なり。今も巴施乞兒と云ひ、その地方に猶 住めり。卜咧惕施乃迭兒は、乞卜察兀惕 巴只吉惕を乞卜察 兀巴只吉と讀みて、「兀巴只は、高喀速の西部 黑海︀の東濱に今も住める斡別資 阿巴資 又は阿卜合資ならん」と云へり。〈［＃直前の句点は底本では、なし］〉蓋 祕史の帕剌的兀思 本には、乞卜察兀 巴只吉の下なる細字 旁書の惕の字 脫ちたる故に、卜咧惕施乃迭兒は、乞卜察兀の兀の字を巴只吉の上に附けて、兀巴只吉と誤りたるなり。巴只吉の上に兀の字なしとすれば、斡別資には似ずして、巴施客兒篤に近し。巴施客兒篤は、又 巴施庫兒篤とも云ふ。九二一年(梁帝 友貞 龍德 元年)合里發 木克帖的兒の命を奉じて、佛勒噶 河の畔に居る不勒噶兒を敎化せんが爲に派出したる亦奔 拂自闌の紀行に巴施庫兒篤の名 始めて見えたり。中世 歐囉巴 西亞細亞の史家は、みな巴施客兒篤は、突︀兒克 種の分部にして、歐囉巴の洪噶兒 人はそれより出でたりと云へり。普剌諾 喀兒闢尼は巴思喀兒惕と云ひ、嚕卜嚕克は帕思喀提兒と云へり。）





​オルスト​​斡嚕速惕​​ 卽ち​ロシア​​嚕西亞​​

​オルスト​​斡魯速惕​​（斡魯速惕は、嚕思の蒙語 兀嚕思 又は斡囉思の複稱にして、我等の嚕西亞なり。蒙古人は、嚕囉を正しくびて、魯羅と混るゝこと無ければ、斡魯速惕の魯は、もと嚕とありたるを筆寫の際に誤れるならん。又 蒙古語は、我が國の古語の如く、Rの音にて始まる詞なきが故に、嚕囉の上に母音 一つを加へて呼びたるなり。嚕思の名は、柳哩克の創業の時(八六二年、唐の懿宗 咸通 三年)より始まれりと見えて、東 囉馬の記錄に八六七年(咸通 八年)皇帝 米海︀勒 第三の時、囉思と云へる異敎の民、船 二百艘にて、京城を侵せることあり。その後 敎主 拂丑思は、傳道師を囉思の國に送れり。抹哈篾惕 敎徒にて始めて嚕思の名を書きたるは、八九〇年(唐の昭宗 大順 元年)ごろに地理書を著︀したる牙庫必なり。九二一年 不勒噶兒の國に派遣せられたる亦奔 拂自闌は、屢 嚕思の民に遇ひ、その民に關する珍しき記事を遺せり。第十 世紀より第十四 世紀までの閒、阿喇必亞 珀兒沙の史家は、皆 嚕思の事を云へり。元史 憲宗紀 睿宗の傳 曷思麥里の傳に斡羅思、成宗紀 一に兀魯思、速不台の傳には斡羅思とも兀魯思とも、地理志には阿羅思とあり。淸人の書には、鄂羅斯 厄羅斯 兀魯斯など書きしが、今は俄羅斯と書くことに定れり。いづれも蒙古語の斡囉思 兀嚕思を音譯したるなり。康熙 乾隆︀ 時代の書に羅刹とあるは、佛書の羅刹に引附けたる惡口なり。）





​マヂヤラ​​馬札喇​​ 卽ち​ハンガリア​​洪噶哩亞​​

​マヂヤラ​​馬札喇​​（次の卷には馬札兒とあり、卽 今の洪噶哩亞なり。洪噶兒 人は、もと巴施客兒篤より出でたりと一般に信ぜられたる故に、主吠尼 喇失惕 等の史家は、洪噶兒 人をも巴施客兒篤と呼べり。阿不勒弗荅の引きたる亦奔 賽篤(第十三 世紀の人)は、珀徹捏固の北に住める異敎の民として巴施客兒篤を記したる後に、都︀納 河(荅紐卜 河)の畔 阿列曼也(獨逸︀ 人)の近處に住み亦思藍 敎に從へる突︀兒克 種の巴施客兒篤と云ひ、又 都︀納 河の畔に住める鴻固嚕思(洪噶兒 人)は、巴施客兒篤の同族にして阿列曼也より基督 敎を受けたりと云へり。普剌諾 喀兒闢尼は、今の如く洪噶哩亞の名を用ひ、かつ大 不勒噶哩亞に近き巴思咯兒惕は大 洪噶哩亞なりと云ひ、嚕卜嚕克も、帕思喀提兒の方言は洪噶哩亞のそれに同じと云ひ、大 洪噶哩亞と呼べり。嚕西亞[322]の史に據れば、佛勒噶 不勒噶兒の東北 兀喇勒 山に近く、兀固喇 又は余固喇と云ふ所ありて、芬種の民 住めり。一四九九年(明の弘治 十二年)嚕西亞の大公 約安 伐昔列威赤は、兀固喇を打破りて、兀固喇の君の稱を兼ねたり。抹思科の克咧姆鄰 宮の門にその時に關せる喇甸 文の銘ありて、この君を翁噶哩 大公と稱せり。然らば兀固喇は、喇甸 語にて翁噶哩と云ひ、洪噶兒の名は、それより出でたるなり。洪噶兒 人は、第九 世紀に歐囉巴に入り、自らは馬札兒と稱したれども、嚕西亞の史家 捏思脫兒は、兀固哩と名づけ、艾 約瑟の職方 外紀には翁牙里とありて、舊土の同族と名 同じ。阿不勒弗荅は馬只噶兒と云ひたれども、そは亞細亞の巴施乞兒を指せるなり。馬札兒の名は、喇失惕の史にも見え、元史 速不台の傳には馬札兒とも馬茶ともあり。）





​アスト​​阿速惕​​卽ち​アラン​​阿闌​​

​アスト​​阿速惕​​（阿速惕は、阿速の複稱なり。阿速の名は、元史に屢 見え、西史には阿闌 又は阿思と云ひ、その國を阿剌尼亞と云へり。元史 地理志に阿蘭 阿思とあるは、二名 倂せ擧げたるなり。阿闌は、古くより高喀速 山の北の麓に住みたる部族にして、西紀の初頃より希臘 囉馬の書に見え、その後には東囉馬 阿喇必亞の書に見えたり。嚕西亞の史には、阿闌を牙失と云へり。九二六年(普の高祖︀ 天福︀ 元年)思威阿脫思剌甫は、董河の畔にある合咱兒の屬城を取り、遂に牙失 喀鎖吉と戰ひたりと云へり。第十三 世紀の嚕西亞の史家は、牙昔を帖咧古 河の後(南)、高喀速 山に近く住める民なりと記せり。蒙古の西征を述べたる抹哈錢惕 敎徒の史家は、この民を阿闌 又は阿昔と呼べり。普剌諾 喀兒闢尼は阿剌尼また阿昔と云ひ、嚕卜嚕克は阿剌尼また阿思と云ひ、基督 敎徒なりと云へり。阿不勒弗荅の引ける亦奔 賽篤は、阿闌と阿思とを二種に分けたれども、阿思は、阿闌の隣に住み、同じく突︀兒克 種に屬し、同じく基督敎を奉じたりと云へり。高喀速 山に今も居る斡思薛提 人は、阿昔の苗裔 又は同族なり。





​エンサイ​​奄蔡​​ 卽ち闔蘇

史記 大宛の傳に「奄蔡、在㆓康居 西北㆒、可㆓二千里㆒。行國、與㆓康居㆒大同㆑俗、控弦者︀十餘萬。臨㆓大澤㆒無㆑崖、蓋乃北海︀云。」漢︀書 西域傳も同じ。漢︀書 陳湯の傳に「郅支 單于 遣㆑使責㆓闔蘇 大宛諸︀國產遺㆒」とあるに、顏師古 注して「胡廣曰「康居 北可㆓一千里㆒、有㆑國名㆓奄蔡㆒、一名㆓闔蘇㆒。」然卽 闔蘇、卽 奄蔡 也」と云ひ、史記 正義にも漢︀書 解話を引きて「奄蔡、卽 闔蘇 也」と云へり。奄蔡の音は嚕西亞の舊史なる牙失に近く、闔蘇は卽 阿速にして、位置 名稱ほゞ合へり。謂はゆる大澤は裏海︀なるべきを、北海︀に當てたるは、張騫の想像の誤ならん。又 三國志 東夷傳の注に魚豢の魏略の西戎傳を引きて「又有㆓柳國㆒、又有㆓巖國㆒、又有㆓奄蔡 國㆒、一名㆓阿蘭㆒、皆與㆓康居㆒同㆑俗云云。故時羈㆓屬 康居㆒、今不㆑屬也」と云へるは、阿闌の名を正しく著︀はせり。後漢︀書 西域傳に「奄蔡 國、改㆓名 阿蘭 聊國㆒」と云へるは、魚豢の魏略に據りて、阿蘭 國と柳 國とを誤りて一國に合せたるなり。然らばこの部族は、希臘 囉馬の人に早く知られたるのみならず、支那人にも早く聞えたるなり。阿速 人は蒙古に征服せられた後、蒙古の朝に仕へての名將となれる人 多く、元史 列傳に專傳あるもの九人あり。）





​サスト​​撒速惕​​ 卽ち​サクシン​​撒克新​​

​サスト​​撒速惕​​（撒速惕の單稱は撤速にて、嚕西亞の史には撤克新とあり。撒克新は、亦提勒(佛勒噶)河の下流にありし城の名にて、その民をもしか呼べり。抹哈篾惕 敎徒の書には、旣に第十二 世紀にその名 見え、主吠尼は、撒喀新と云へり。普剌諾 喀兒闢尼の撒克昔も、それなるべし。）





​セルケスト​​薛兒客速惕​​ 卽ち​チエルケス​​徹兒客思​​

​セルケスト​​薛兒客速惕​​（阿闌の南 高喀速 山の東に居たる部族にして、嚕西亞の古史には徹兒喀失、阿不勒弗荅は者︀兒客思、普剌諾 喀兒闢尼は客兒乞思 又は乞兒喀昔、嚕卜嚕克は徹兒乞思、喇失惕は徹兒客思、元史 地理志には撒耳柯思とあり。嚕西亞の史に、蒙[323]古人の高喀速 山を踰えたる時 征服せる部族の中に喀思瑣吉の名あるにつきて、克剌普囉惕は「徹兒客思の古名は、喀思撒黑なりき。今も斡思薛惕 人 明咧勒 人は、徹兒客思を喀思撒黑と呼ぶ」と云へり。）





​ケシミル​​客失米兒​​ 卽ち​カシミール​​喀施米兒​​

​ケシミル​​客失米兒​​（客失米兒は、漢︀書 以下 歷代の史と高僧︀傳 等の佛書とに見えたる罽賓︀ 國 卽 今の喀施米兒にして、唐 西域記に「迦溼彌邏、舊曰㆓罽賓︀㆒、訛也」と云へり。後漢︀の初に健馱邏の迦膩色迦 王、五百の阿羅漢︀を集めて三藏を結集したる所は、卽この國なり。





​ケイヒン​​罽賓︀​​の誤認

哩惕帖兒は、罽賓︀を希臘 史家の科弗捏 卽 今の喀不勒に當て、咧繆咱は堪答哈兒に當てたるは、いづれも隋書 西域傳に「漕國、在㆓蔥嶺之北㆒(南の誤)、漢︀時 罽賓︀ 國也、」新唐書 西域傳に「罽賓︀、隋漕國也、居㆓蔥嶺南㆒」とあるに誤られたるなり。新唐書の罽賓︀の傳は、全く舊唐書の罽賓︀の傳に據り、迦溼彌邏の事を述べたるに、「隋漕國也」を加へたるは、蛇足なり。隋の場帝の時、西域 諸︀國を招ぎたれども、罽賓︀ 天竺は至らざりし故に、隋書には罽賓︀ 天竺の傳なし。隋書の漕國は、唐 西域記の漕矩吒 國にて鶴︀悉那(卽 噶自納)を都︀とし、弗栗恃薩儻那 國(今の喀不勒)の南に在り、罽賓︀ 卽 迦溼彌邏と異なり。隋書に「漢︀時 罽賓︀ 國也」と云へるは、唐の史臣の臆度の誤なり。新唐書は、旣に罽賓︀の傳に「隋 漕 國也」と斷りながら、その下に更に漕國の傳ありて「謝䫻、居㆓吐火羅 西南㆒、本曰㆓漕矩吒㆒、或曰㆓漕矩㆒云云。東距㆓罽賓︀㆒云云。其王居㆓鶴︀悉那 城㆒」と云ひ、又その次に更に罽賓︀の傳ありて「箇失蜜、或曰㆓迦溼彌邏㆒云云」と云へり。新唐書の疏謬 複沓は、元史にも讓らず。元史 憲宗紀に怯失迷兒、經世 大典の圖に乞失迷耳、郭侃の傳 常德の西使記に乞石迷、普剌諾 喀兒闢尼は喀思米兒、馬兒科 保羅は喀失木兒、喇失惕は今の如く喀施米兒と云へり。）





​ボラル​​孛剌兒​​ 卽ち​ボルガル​​孛勒噶兒​​

​ボラル​​孛剌兒​​（孛剌兒は、次の卷に不剌兒ともあり、元史 地理志には不里阿耳とあり、卽 佛勒噶 河の東に居りし不勒噶兒 又は孛勒噶兒なり。大典の圖に不思阿耳とあるは、里を思と書き誤れるなり。抹哈篾惕 敎徒の記者︀は、不剌兒とも孛剌兒とも云へるは、正に祕史に同じ。不勒噶兒は、早くより東西 二部に分れ、東部は卽 佛勒噶 不勒噶兒にして、普剌諾 喀兒闢尼 嚕卜嚕克は、その國を大 不勒噶哩亞と云へり。こゝなる孛剌兒は、この東 不勒噶兒なり。西部は、東部より分れて、第五 世紀の末に荅紐卜 河を渡りて今の不勒噶哩亞 國を立てたり。佛勒噶 不勒噶兒に對して、荅紐卜の不勒噶兒とも云へり。喀塔闌 地圖には、荅紐卜 河の下流の南に不勒噶哩亞、その河の北に不兒噶哩亞、額的勒(佛勒噶)河の東に孛兒噶兒と記せり。東 不勒噶兒の事を委しく述ベたる舊記は、第十 世紀の初にその國に到れる亦奔 拂自闌なり。その地は、佛勒噶 河の東岸と喀馬 河の濱とに廣がり、その都︀をも不勒噶兒と云へり。蒙古に取られてより、不勒噶兒の國は亡びたれども、不勒噶兒 城は、商業 學術の要地たることを失はずして、金 斡兒朶の諸︀汗の宮所とさへなりしが、第十五 世紀の初に、その城 廢れて喀散 城 代り興れり。遺址は、佛勒噶 河の東 四 英里、喀散より八十三 英里ほどなる喀散 州 思帕思克 郡にありて、今 兀思片思科頁また孛勒噶兒思科頁と云ふ村となれり。）





​ケラル​​客喇勒​​ 卽ち客剌兒

​ララル​​喇喇勒​​（次の卷に二たび この十一部の名を擧げたる時、この喇喇勒の代りに客喇勒とあれば、上の喇は、客の誤なるべし。客喇勒は、洪噶兒 語にて王の義なる乞喇兒に似たり。蓋 蒙古人は、誤解して國の名に取りたるならん。喇失惕は、客剌兒に作りて、巴施吉兒篤の王とし、又 時としては祕史の如く誤りて國の名ともせり。客喇勒は、王號を國の名としたりとすれば、前の馬札兒と重複せり。喇失惕も、この重複を犯して、屢 客剌兒 巴施庫兒惕を竝べ擧げたり。然れども亦奔 賽篤は、[324]亦思藍 敎に從へる者︀を巴施客兒篤、基督 敎に入りたる者︀を 鴻固囉思(洪噶兒 人)と分けたれば、馬札兒 巴施庫兒惕の外に客喇勒 客剌兒(卽 洪噶兒 人)を擧げても、重複にあらざるにや。）





​イヂル​​亦的勒​​ 河 卽ち​ブルガ​​佛勒噶​​ 河

この​ジフイチブラク​​十一部落​​なる​トツクニ​​外國​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​るまで、​イヂル​​亦的勒​​（亦的勒 河は、今の佛勒噶 河なり。突︀兒克 語に河を亦的勒 又は阿帖勒と云ふ。突︀兒克 人は、それを以て佛勒噶 河に名づけて、東方の人 皆その名を用ふ。思剌物 人の佛勒噶と名づけたるは、その河の畔にありし孛勒噶兒 城に本づけりと云ふ。西紀 五六九年(周の武帝 天和 四年)東 囉馬 帝の命を受けて突︀兒克(西 突︀厥)の汗に使したる在馬兒忽思は、その歸路に歹克(兀喇勒)河と阿提里亞 河とを渡れり。第十 世紀に、亦思塔黑哩は、阿帖勒 河は合咱兒の國を通ると云ひ、亦奔 忽兒荅惕必は、阿帖勒 城あることを云へり。その城は、蓋 今の阿思惕喇干なり。普剌諾 喀兒闢尼は額提勒と云ひ、嚕卜嚕克は額提里亞と云ひ、喀塔闌 地圖には額的勒とあり、朔方 備乘には額集爾また額濟勒と書けり。）





​ヂヤヤク​​札牙黑​​ 河 卽ち​ウラル​​兀喇勒​​ 河

​ヂヤヤク​​札牙黑​​（札牙黑 河は、今の兀喇勒 河なり。突︀兒克語の原の名は牙亦克 又は札亦克なり。在馬兒忽思は歹克、普剌諾 喀兒闢尼は牙額克。嚕卜嚕克は牙噶克と云ひ、喀塔闌 地圖には牙也黑とあり、一五五八年 氈勤遜の孛合喇 旅行の記には、牙克 大河とあり。）





​キワ​​乞瓦​​ ​メン ケルメン​​綿 客兒緜​​ 卽ち​キエフ​​乞額甫​​ 大城

​ミヅ​​水​​ある​カハ​​河​​を​ワタ​​渡​​り、​キワ​​乞瓦​​ ​メン ケルメン​​綿 客兒綿​​の​シロ​​城​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​るまで（乞瓦は、次の卷には客亦別ともあり、嚕西亞の古き都︀なる乞額甫を云へるなり。綿 客兒綿は、次の卷に蠻 客兒蠻ともあり。突︀兒克 語に、蠻は大、客兒蠻は城市にて乞瓦 綿客兒綿は、乞額甫 大城なり。舎哩甫 額丁の「咱弗兒納篾」に、一三九五年、帖木兒の嚕西亞を征することを叙べたる所に「乞魄察克の君 必恰囉克 阿固連は、兀資 河の畔なる蠻 客兒綿の城に都せり」とあり。兀資 河は、阿不勒弗荅の阿租 河に同じく、今の篤聶珀兒 河 卽 尼珀兒 河なり。嚕西亞の舊史には蠻 客兒蠻の名 見えざれども、斡迭思撒の敎授 卜㖮は、一八七四年「乞額甫の第三 考古會の記事」に乞額甫の古名を述べて「この古城は、中世 蠻 客兒蠻の名にて聞えたり」と云へり。喇失惕は、一二四〇年 巴禿の南 嚕西亞を征することを叙べて「嚕西亞の大城 民格兒堪は、九日の攻圍の後に落ちたり」と云へり。民格兒堪は、多遜の音譯にて、別咧津は、蠻客兒蕃と音譯せり。これも乞額甫にて、正しくは蠻 客兒蠻なるべし。吠捏失亞の公使 寬塔哩尼は、一四七五年ごろ珀兒沙の往復に嚕西亞を通りて、乞鄂(乞額甫)は馬固囉蠻とも呼ばると云へり。）





​ヂエベ​​者︀別​​ ​スベエタイ​​速別額台​​ 二將の遠征

​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​を​シユツセイ​​出征​​せさせたり。（この遠征の主將は、速別額台 一人に非ず、者︀別 那顏と二人にて往きたるなり。さきに撒馬兒罕にて速勒壇 抹哈篾惕の追擊を命ぜられたる時は、者︀別 速別額台 脫忽察兒 三人なりしが、脫忽察兒 軍令に違ひ、降將 罕篾里克の地を侵して、軍を管することを罷められて後、者︀別 速別額台 二將は、闊喇散を經て、馬贊迭㘓に入りき。





​ラシツド​​喇失惕​​の史

喇失惕は、二將の急追 速勒壇の窮死 者︀剌列丁の南奔を叙べたる後、二將の遠征を叙べたり。その略に曰く「徹別 速不台は、成吉思 汗に使を遣り、速勒壇 死し者︀剌列丁 遁れたることを吿げ、これより後は、さきに受けたる命令に遵ひ、乞魄察克の地を繞り、抹古里思壇に回らんと奏し、軍を進めて亦喇克に入り、喇亦 庫姆 哈馬丹 箋展 喀自微音 諸︀城を取り、阿在兒拜展に入り、帖卜哩自を降し、篾喇噶を破り、哈馬丹の叛民を討じて回り、阿兒㘓に[325]入り、古兒只の兵を破り、失兒彎に入り、迭兒邊篤の關門を破り、阿闌の地に入りき。」多遜に據れば、篾喇噶を破れるは、一二二一年(太祖︀ 十六年)、迭兒邊篤を破れるは、一二二二年(太祖︀ 十七年)なり。迭兒邊篤は、高喀速 山の東端に在りて、亞細亞 歐囉巴の界を爲せり。者︀別 速別額台の歐囉巴に入りたることは、喇失惕の史には委しからざる故に、





​ドーソン​​多遜​​の史

多遜は、亦奔 阿勒 阿提兒の「喀米勒 兀惕 帖哇哩克」(全き歷史)に據りて記せり。その略に曰く「蒙古 人は、高喀速 山を踰えたれば、阿闌 列思吉 徹兒客思 乞魄察克 兵を連ねて禦ぎ戰ひ、勝敗 決せず。蒙古 人は、甘言を用ひて乞魄察克 人を誘ひ、その同盟を棄てさせ、然る後に阿闌 等の眾を破り、帖兒乞の城を取り、遂に乞魄察克の地を襲ひて、その眾を追ひ散らし、大なる曠野を過ぎて、速荅克まで進みたり。乞魄察克の大眾は、嚕西亞に遁げ入りたれば、嚕西亞 人は、それらと同盟して敵に當らんとす。一二二三年(太祖︀ 十八年)、蒙古 人は、嚕西亞に攻め入らんとして、嚕西亞 乞魄察克 連合の兵に遇ひ、佯り負けて遁げ走り、十二日の閒 敵に逐はれて、伏を設けて遽に起り、七日 烈しく戰ひて遂に勝を決し、嚕西亞 乞魄察克は全く敗れたり。それより蒙古 人は、嚕西亞に入りて焚掠を逞せり。一二二三年の末に、蒙古 人は、嚕西亞を去りて不勒噶兒の地を侵し、その兵を破り、撒喀新を過ぎて、大軍に會せり。」





​カラムジン​​喀喇姆津​​の嚕西亞 史

喀喇姆津の嚕西亞 史に曰く「その時 嚕西亞はあまたの小國に分れ、その中に速思荅勒(兀剌的米兒)は、重要なる國にて、その大公は列國の宗主の如く見られたり。大公の宮所は、もと乞額甫にありしが、一一六九年に兀剌的米兒に遷れり。嚕西亞に遁げ入りたる玻羅物次(乞魄察克 人)の內に、噶里赤の君 姆思提思剌甫の妻の父なる部長 科提安(洪噶兒の史には庫壇)と云ふ人あり、塔塔兒(蒙古 人)を禦ぐ手段を取ることの必要なるをその壻 姆思提思剌甫に說き勸めたれば、姆思提思剌甫は、南 嚕西亞の諸︀侯と乞額甫に會して、玻羅物次を援けて塔塔兒に當らんことを議決せり。乞額甫 徹兒尼郭甫 噶里赤の三君(名は皆 姆思提思剌甫)とその他の諸︀侯と篤聶珀兒(尼珀兒)河の濱に軍を聚めたる所に、塔塔兒の使 十人 至りたれば、それらを皆 殺︀して、然る後に軍を進め、闊兒提擦 河(額喀帖哩諾思剌甫の南 五十 英里ばかりにある尼珀兒 河の潀水)に近く塔塔兒の軍に遇へり。勝を得たれば、嚕西亞人は、篤晶珀兒 河を渡りて、塔塔兒を九日 逐ひて喀勒喀 河に至れり。噶里赤の姆思提思剌甫は、北軍に居り、玻羅物次と共に河を渡りて塔塔兒の中軍を衝かんとして、打破られ、塔塔兒 人は、勢に乘じて河を渡り、嚕西亞の南軍を襲ひて、その眾を殲滅せり。これは、名高き喀勒喀 河の戰なり。」喀勒喀 河は、他の書には喀剌克 河ともあり。喀喇姆津は、馬柳玻勒の傍にて阿索甫の海︀に入る喀勒繆思 河の潀水なる喀列租 河に當てたり。





​スブタイ​​速不台​​の傳

元史 速不台の傳に、只別(者︀別)と共に回回 國主を追ひたる事を叙べたる後に、「癸未、速不台 上奏請㆑討㆓欽察㆒、許㆑之。遂引㆑兵繞㆓寬定吉思 海︀㆒、展轉至㆓太和 嶺㆒、鑿㆑石開㆑道、出㆓其不意㆒。至則遇㆔其 酋長 玉里吉 及 塔塔哈兒 方聚㆓於 不租 河㆒、縱㆑兵奮擊、其眾潰走云云。遂收㆓其境㆒。又至㆓阿里吉 河㆒、與㆓斡羅思 部 大小 密赤思老㆒遇、一戰降㆑之、略㆓阿速 部㆒而還」とあり。癸末は、太祖︀ 十八年にして、喀勒喀 河の大戰の年なり。二將の歐囉巴に入りたるは、その前年 壬午なれば、癸末の書き所やゝ違へり。寬 定吉思 海︀は、後文に寬 田吉思 海︀ともあり、裏海︀を云へるなり。突︀兒克語に、顚吉思は海︀の義にして、それより裏海︀ 巴勒喀施の如き大湖の名となれり。寬 卽 庫安は、委古兒語に湖なり。顚吉思は名となれる故に、その上に湖を冠らせたるなり。太和 嶺は、高喀速 山を指せるなり。玉里吉 塔塔哈兒は、洪鈞の哲別 補傳の自注に、西域書[326]に玉兒格 塔伊兒とありと云へり。卜咧惕施乃迭兒 曰く「嚕西亞の史に據れば、玻羅物次(乞魄察克)の汗の一人、名は玉哩 晃察喀威赤と云へるもの、一二二三年 蒙古 人に殺︀されたり。」阿里吉 河は、喀勒喀 河の訛なるべし。大小 密赤思老は、乞額甫の君と徹兒尼郭甫の君となり。





​フス メリク​​曷思麥里​​の傳

又 曷思麥里の傳に「帝遣㆑使趣㆓哲伯㆒、疾馳以討㆓欽察㆒、云云。進圍㆓斡羅思於 鐵兒山㆒克㆑之、獲㆓其國主 密只思臘㆒。哲伯 命㆓曷思麥里㆒、獻㆓諸︀ 尤赤 太子㆒誅㆑之。尋征㆓康里㆒、至㆓孛子八里 城㆒、與㆓其主 霍脫思 罕㆒戰、又 敗㆓其軍㆒。進至㆓欽察㆒、亦平㆑之。軍還、哲伯 卒」とあり。鐵兒山は、哲別 補傳に孩耳桑と書き、嚕西亞の北軍 大敗の地とし、その自注に「鐵兒山、乃地名、非㆓山名㆒」と云へり。この密只思臘は、徹兒尼郭甫の君なり。康里を征したるは、不勒噶兒より回れる時の事なるべければ、「進至㆓欽察㆒」とあるは非なり。





十一部の內 八部の征伏

さて本書に列ねたる十一部落、馬札兒と客喇勒とは同國なりとして十部落の內、乞卜察兀惕 卽 乞魄察克 玻羅物次、斡嚕速惕 卽 嚕西亞、阿速惕 卽 阿闌、撒速惕 卽 撒喀新、薛兒客速惕 卽 徹兒客思、孛剌兒 卽 不勒噶兒の六部の名は、珀兒沙 嚕西亞の舊史なる二將 西征の條に見え、巴只吉惕 卽 巴施客兒篤の名はそこに見えざれども、不勒噶兒と康克里との間にあれば、不勒噶兒より回れる時 從へたるならん。康鄰 卽 康里を征したることは、上に引ける曷思麥里の傳に見えたり。唯 馬札兒の國 卽 洪噶哩亞は、二將の至らざるのみならず、出征の目的の中に加へられたりとも思はれざれば、太宗 八年の西征の時の事と混じて誤り加へたるに似たり。又 客失米兒 卽 喀施米兒は、二將 出征の路とは遙に隔たれゝば、これも誤りならん。）
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​ダルガチ​​荅嚕合赤​​の設け

　​マタ​​又​​ ​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​を​ト​​取​​り​ヲ​​畢​​へて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり、​シロジロ​​城城​​に​ダルガチン​​荅嚕合臣​​を​オ​​置​​きて、（親征錄 癸未の夏 八魯彎 川 避暑︀の處に「時上旣定㆓西域㆒、置㆓達魯花赤 於各城㆒、監㆓治之㆒〈［＃返点の「一」は底本では、なし。昭和18年復刻版に倣い修正］〉」と云ひ、元史も同じ。荅嚕合臣は、荅嚕合赤とも云ひ、元史は常に達魯花赤と書き、明譯には鎭守官とあり、蒙語 荅嚕忽は、壓ふる 鎭むるの義あるより、その語尾を變へて、一州一局を統ぶる官の名とせり。趙翼の二十二史 劄記に曰く「達魯花赤、掌㆑印辨㆑事之官。不㆑論㆓職之文武大小㆒、或路府或州縣、皆設㆓此官㆒。太祖︀時、授㆓札八兒 黃河以北鐵門以南天下都︀ 達魯花赤㆒、木華黎 以㆓谷里夾打㆒爲㆓元帥 達魯花赤㆒。又 帖木兒補化 爲㆓鞏昌都︀總帥 達魯花赤㆒。世祖︀以㆓別的因㆒爲㆓屯田府 達魯花赤㆒、唵木海︀ 爲㆓隨路砲手 達魯花赤㆒。多 蒙古 人 爲㆑之、漢︀人亦有㆓官㆑此者︀㆒。劉好禮爲㆓永熙路 達魯花赤㆒、張炤爲㆓鎭江路 達魯花赤㆒、張君佐爲㆓黃州 達魯花赤㆒、張賁亨爲㆓處州 達魯花赤㆒。」珀兒沙にては荅魯合赤の赤を略きて呼びたりと見えて、喇失惕の史には荅兒噶とあり。珀兒沙の亦勒罕すら自ら荅嚕噶と稱し、その頃 鑄たる貨幣に大汗 卽 元帝の名を書きて、その下に荅嚕噶の稱を加へたりと(多遜)云ふ。）​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​の​シロ​​城​​より





​クルムシ​​忽嚕姆石​​ 姓の父子

​ヤラワチ​​牙剌哇赤​​ ​マスクト​​馬思忽惕​​と​イ​​云​​ふ​オヤコ​​父子​​ ​フタリ​​二人​​、​クルムシ​​忽嚕木石​​の​ウヂ​​姓​​ある​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​ ​キ​​來​​て、​シロ​​城​​の​エンコ​​緣故​​ ​タイレイ​​體例​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マウ​​奏​​して、「​コトノモト​​緣故​​に​シタガ​​遵​​ひ​シ​​知​​らせ」と​イ​​云​​はれて、その​コ​​子​​を​マスクト クルムシ​​馬思忽惕 忽嚕木石​​を、​ワレラ​​我等​​の​ダルガス​​荅嚕合思​​（荅嚕合赤の複稱）[327]と​トモ​​共​​に​ブカル​​不合兒​​ ​セミスゲン​​薛米思堅​​ ​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​ ​ウダン​​兀丹​​（





​ウダン​​兀丹​​ 卽ち​ホータン​​和闐​​

兀丹は、史記の于𥧑、漢︀書 以來 歷代 史志の于闐、今の和闐なり。唐 西域記は、その梵語の名を擧げて「瞿薩旦那 國、唐言㆓地乳㆒、卽其俗之雅言也。俗語謂㆓之 渙那 國㆒、匈奴 謂㆓之 于遁㆒、諸︀胡㆓謂之 豁旦㆒、印度 謂㆓之 屈丹㆒。舊曰㆓于闐㆒、譌也」と云ひ、耶律 楚材の西游錄には「高昌西三四千里、有㆓五端 城㆒、卽唐之 于闐 國、河出㆓烏白玉㆒」と云へり。于闐の玉を產することは、歷代の史に詳なり。元史には屢 斡端と書かれ、只 地理志に忽炭とあり。西域記の豁旦、地理志の忽炭は、皆 突︀兒克 語の闊壇を音譯せるなり。闊壇の名は、珀兒沙の古史に屢 見え、馬兒科 保羅は科壇と呼べり。この國は、西 亞細亞には玉のみならず麝香の爲に名高し。）​キスガル​​乞思合兒​​（





​キスガル​​乞思合兒​​ 卽ち​カシユガル​​喀什噶爾​​

乞思合兒は、漢︀書 以來の疏勒、今の喀什噶爾なり。唐 西域記は、佉沙 國と書きて、「舊謂㆓〈［＃返点の「二」は底本では、なし。昭和18年復刻版に倣い修正］〉 疏勒㆒者︀、乃稱㆓其城號㆒也。正音宜㆑言㆓室利訖栗多底㆒。疏勒 之言、猶爲㆑譌也」と云ひ、新唐書 疏勒の傳には又「王居㆓迦師 城㆒」と云へり。元史 世祖︀紀 至元 十一年に合失合兒、二十五年に可失合兒、地理志に可失哈耳、曷思麥里の傳に可失哈兒、耶律 希亮の傳に可失哈里とあり。珀兒沙 阿喇必亞の史家は、古くより喀什噶兒と云ひ、馬兒科 保羅は喀思噶兒と云ひ、捏思說理 宗の敎正 分擔の圖には喀深噶兒と綴れり。）​ウリヤン​​兀哩羊​​（





​ウリカン​​兀哩罕​​ 卽ち​ヤルカンド​​葉爾羌​​

羊は、恐らくは罕の誤ならん。兀哩罕は、漢︀書 以來の莎車、今の葉爾羌なり。元史 世祖︀紀 至元 十一年の條に鴉兒看、曷思麥里の傳に押兒看、耶律 希亮の傳に也里虔とあり。突︀兒克 語には牙兒堪篤と云ひ、馬兒科 保羅は牙兒牽と云へり。）​グセン ダリル​​古先 荅哩勒​​（





​グセン ダリル​​古先 荅哩勒​​ 卽ち曲先 荅林

明史 西域傳に曰く「曲先 衞、東接㆓安定㆒、在㆓肅州西南㆒。古西戎、漢︀西羌、唐 吐蕃、元設㆓曲先 荅林 元帥府㆒。」曲先 荅林は、卽この古先 荅哩勒なり。安定 衞は、甘州の西南 千五百里に在りて、廣袤 千里なりとありて、曲先はその西に在りと云へば、その地は、肅州の西南、于闐の東南に當り、今の靑海︀の西邊 西藏の北邊に在りしなり。）などの​シロ​​城​​どもを​シ​​知​​らしめに​コトヨサ​​任​​して、その​チヽ​​父​​を​ヤラワチ​​牙剌哇赤​​を​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​て、





​キタト​​乞塔惕​​の​ダルガチ​​荅嚕合赤​​

​キタト​​乞塔惕​​の​チウト​​中都︀​​の​シロ​​城​​を​シ​​知​​らしめに​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​たり。​サルタク​​撒兒塔黑​​の​ヒト​​人​​より​ヤラワチ​​牙剌哇赤​​〈［＃「牙剌哇赤」は底本では「牙剌哇亦(ヤラワイ)」。「元朝秘史」§263(11:51:03)の漢︀字音訳に倣い修正］〉 ​マスクト​​馬思忽惕​​ ​フタリ​​二人​​の、​シロ​​城​​の​タイレイ​​體例​​ ​コトノモト​​緣故​​に​ツウ​​通​​じたるの​ユヱ​​故​​に、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​を知らしめに、​ダルガス​​荅嚕合思​​と​トモ​​共​​に​コトヨサ​​任​​したり。（牙剌哇赤 は、喇失惕の史(多遜)に馬呵木惕 也勒縛只と呼び、抹哈篾惕 敎徒にして、太祖︀ 以下 四朝の閒 蒙古の大官を勤めたりと云ひ、馬思忽惕は、馬思速惕 閉と呼ばれ、突︀兒其思壇 只渾 河 地方の牧長となれりと云へり。親征錄 己丑(太宗 元年)八月 太宗 卽位の所に「河北先附漢︀民賦調、命㆓兀都︀ 撒罕㆒主之、西域賦調、命㆓牙魯瓦赤㆒主㆑之、」また辛丑(太宗 十三年)に至り





史錄の​ヤラワチ マスト​​牙老瓦赤 麻速忽​​

「冬十月、命㆓牙老瓦赤㆒主㆓管漢︀民㆒、」と見え、元史 太宗紀 元年 己丑 八月 卽位の所に「命㆓河北漢︀民㆒以㆑戶計出㆓賦調㆒、耶律 楚材 主㆑之、西域人以㆑丁計出㆓賦調㆒、麻合沒的 滑剌西迷 主㆑之、」また十三年 辛丑「冬十月、命㆓牙老瓦赤㆒主㆓管漢︀民公事㆒、」憲宗紀 元年 辛亥 六月 卽位の續に「以㆓牙剌瓦赤 不只兒 斡魯不 覩荅兒 等㆒充㆓燕京等處行尙書省事㆒、以㆓訥懷 塔剌海︀ 麻速忽 等㆒充㆓別失八里 等處行尙書省事㆒、」世祖︀紀に[328]「歲壬子(憲宗 二年)、帝駐㆓桓撫閒㆒。憲宗令㆓斷事官 牙魯瓦赤㆒、與㆓不只兒 等㆒、總㆓天下財賦 于燕㆒云云」と見えたり。牙魯瓦赤 牙老瓦赤は、卽 牙剌哇赤なり。麻合沒的 滑剌西迷は、牙剌哇赤の全名 馬呵木惕 牙剌哇赤にして、西迷は瓦赤の誤なり。麻速忽は、卽 馬思忽惕なり。





​ウルト サハル​​兀兒禿 撒哈勒​​

兀都︀ 撒罕は正しくは兀兒禿 撒哈勒、長髯の蒙古語にて、耶律 楚材の稱號なり。元史 楚材の傳に「楚材 身長八尺、美髯宏聲。帝偉㆑之云云。遂呼㆓楚材㆒曰㆓吾圖 撒合里㆒而不㆑名。吾圖 撒合里、蓋國語長髯人也」とあり。睿宗の傳に楚材を吾圖 撒合里と書き、食貨志 歲賜の篇に「曳剌 中書 兀圖 撒罕里」とあるも、楚材にして、金人(隨て蒙古 人)は耶律を曳剌 又 移剌と呼べり。親征錄に牙剌哇赤の漢︀民を管する事を太宗 十三年 卽 本書(祕史續集)の成りたる翌年の所に記したれども、こゝに明に「中都︀の城を知らしめに伴れ來たり」とあれば、太祖︀の時より燕京の財政に與り居たるならん。）
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七年の遠征

　​サルタウル​​撒兒塔兀兒​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​ナヽトセ​​七年​​ ​ユ​​行​​きて、そこに​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​バラ​​巴剌​​を​マ​​待​​ちて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​に、（太祖︀の西征は、十四年 己卯より二十年 乙酉まで七年かゝれり、されども巴剌を待ちたるは、その七年目にはあらず、四年目なる十七年 壬午の夏 巴嚕安 原にて避暑︀して居たる時なり。親征錄 集史は、誤りてその翌年 癸未の夏とせり。）





​バラ​​巴剌​​の印度 侵掠

​バラ​​巴剌​​は、​シン ムレン​​申 木嗹​​を​ワタ​​渡​​りて、​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​を​ヒンドス​​欣都︀思​​の​チ​​地​​に​イタ​​到​​るまで​オ​​追​​ひて、​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​を​ウシナ​​失​​ひて、​ヒンドス​​欣都︀思​​の​ナカ​​中​​に​イタ​​到​​るまで​タヅ​​尋​​ねて、[​エ​​得​​]かねて​カヘ​​回​​りて、​ヒンドス​​欣都︀思​​の​カタホトリ​​傍邊​​の​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​へて、​オホ​​多​​き​ラクダ​​駱駝​​ ​オホ​​多​​き​セルケス​​薛兒客思​​（勢を去りたる山羊）を​ト​​取​​りて​キ​​來​​ぬ。（親征錄に曰く「遂遣㆓八剌 那顏㆒將㆑兵急追㆑之、不㆑獲、因大携㆓忻都︀ 人民之半㆒而還。」集史に曰く「者︀剌亦兒の別剌 那顏は、朶兒伯と共に、者︀剌列丁を追ひて印度に入りたれども、ゆくへ知れず、必亞の城を取り、木勒壇まで進みたり。その地に石なく、筏を作り石を運び來て、攻具 備はりたれども、暑︀さ烈しきが爲に捨てて去り、剌和兒 珀沙兀兒 篾里克普兒を侵掠して回り、羊の年の夏 成吉思 汗 別嚕安に避暑︀し居る時、別剌 等 至れり。」





​ビア​​必亞​​

必亞は、必亞思 河の畔にありし城なるべし。





​ムルタン​​木勒壇​​

木勒壇は、唐 西域記の茂羅三部盧にして徹納卜 河の左邊にあり。印度のいと古き名城にして、阿歷散迭兒 東征の頃は、馬里 國の都︀となり、希臘 人のそれを攻め落す時、阿歷散迭兒は重傷を受けたりき。城內に莊嚴なる日天の祠ありて、西域記に「其日天像、鑄以㆓黃金㆒、飾以㆓奇寶㆒、靈鑑幽通、神︀功潛被、五 印度 國諸︀王豪族、莫㆑不㆘於㆑此捨㆓施珍寶㆒、建㆗立福︀舍㆖」とありしが、その祠堂は、木噶勒 帝 奧郞在卜に廢せられたり。





​ラホル​​剌和兒​​

剌和兒は、喇毘 河の左邊にあり。西域記にその名 見えざれども、玄奘の、磔迦 國より至那僕底 國に往く時、磔迦の東界なる大城に一月 畱まれりと、慈恩 三藏 法師 傳に見えたるは、その城ならんと、堪寧哈姆 云へり。剌和兒の壯麗なる都︀となれるは、木噶勒 朝の時なり。





​ペシヤウル​​珀沙兀兒​​

珀沙兀兒は、健駄羅の迦膩色迦 王の故都︀なる布路沙布邏にて、喀不勒の東 孩巴兒 山口の東麓に[329]あり、今の英領 印度の西北の隅なり。篾里克普兒は、知らず。





印度の奴隷 王朝

印度は、西紀 千一年 噶自尼 朝の侵略を被りてより、一一八六年 誥兒の沙哈卜 兀丁は、噶自尼 朝を滅し、遂に 邊噶勒までも平げたれば、印度の過半は、抹哈篾惕 敎の國となれり。一二〇六年 沙哈卜 兀丁 死し、その將 庫塔卜 兀丁 自立して印度の王となり、迭勒希 卽 今の迭里に都︀せり。庫塔卜は、突︀兒克 人にして、もと奴隷なりし故に、この朝を世に奴隷 王朝と云ふ。者︀剌列丁の迭勒希に遁げ入りたるは、奴隷 王朝の第三世 阿勒塔姆施(庫塔卜の壻)の時なりき。）





太祖︀の凱旋

そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​カヘ​​回​​りて、（親征錄に「甲申班㆑師」とあるは、八魯彎川 避暑︀の翌年にして、太祖︀ 十九年、西紀 一二二三年なり。喇失惕もそれに同じく、別嚕安 駐夏の後、「信度河の上游に駐冬し、欣都︀思壇より唐古惕の路に出でて還らんと思ひしが、山 深く 路 險しく行き難︀しと聞きて、回りて珀沙兀兒に至り、來る時 經たる路に循ひて還れり。猴の年、巴米安の山路を踰え、巴喀闌に畱め置きたりし輜重を取り、秋 只渾 河を渡り、冬 撒馬兒罕に至れり」とあり。親征錄 集史は、己卯より壬午まで四年の閒の事を一年づゝ後れさせて庚辰より癸未までとしたれば、こゝの甲申も、癸未の誤りと見ざるべからず。然らば太祖︀の師を班して撒馬兒罕に至れるは、癸未の年なりやと云ふに、また然らず。實は壬午の年に師を班して、その年の內に撒馬兒罕に至れるなり。





西游記なる壬午の回駕

西游記に、長春は、壬午の四月、欣都︀庫施 山中の行在所より還り、五月 五日 邪米思干に達し、八月 八日 二たび往き、十五日 阿沒 河を濟り、二十二日 行宮に至り、上に見え、二十七日 車駕 北に回り、九月 朔 河橋(阿沒 河)を渡り、十五日 十九日 二十三日、途に在り幄を設けて道を說き、それより扈從して行き、時時 道化を敷奏し、又 數日にして邪米思干 大城の西南 三十里に至り、十月 朔 奏して舊居に還り、上は大城の東 二十里に駐まれり。六日 上に見えて「自㆑此或在㆑先、或在㆑後、任㆑意而行」を許され、十一月 二十六日 卽 行き、十二月 二十三日 雪 寒く、又 三日 霍闡 河を過ぎ、二十八日 行在に至り、震雷の問に對へたりとあり。この記に據れば、太祖︀は、壬午の八月 二十七日 山中の行宮を發し、九月の末に撒馬兒罕に至れり。太祖︀の撒馬兒罕を發したる日は確ならねども、長春の失兒 河を過ぎて後に行在に至れるを見れば、太祖︀は蓋 長春より先に發し、その年の內に失兒 河の東に至りたること明なり。又 元史 太祖︀紀 十九年 甲申の條に





角端の奇談

「是歲、帝至㆓東 印度 國㆒、角端見、班㆑師」と云ひ、耶律 楚材の傳に「甲申、帝至㆓東 印度㆒、駐㆓鐵門關㆒。有㆓一角獸㆒、形如㆑鹿而馬尾、其色綠。作㆓人言㆒、謂㆓侍衞者︀㆒曰「汝主宜㆓早還㆒。」帝以問㆓楚材㆒。對曰「此瑞獸也。其名角端、能言㆓四方語㆒、好㆑生惡㆑殺︀。此天降㆑符、以吿㆓陛下㆒。陛下、天之元子。天下之人、皆陛下之子。願承㆓天心㆒、以全㆓民命㆒。」帝卽日班㆑師」とあるにつきて、程同文 曰く「蓋本㆓於宋子貞所作神︀道碑㆒、極以歸㆓美文正㆒、然非㆓實錄㆒也。唐書「東天竺際㆑海︀、與㆓扶南林邑㆒接。」太祖︀西征、無㆑由㆑至㆑彼。角端能言、書契所無、晉卿何自知㆑之。讀㆓湛然集㆒、晉卿在㆓西域㆒七年、惟及㆓尋思干㆒止耳、未㆔嘗出㆓鐵門㆒也。今讀㆓此(西游)記㆒、則太祖︀追㆓算端㆒、惟過㆓大雪山㆒數程、其地應㆑爲㆓北 印度㆒。晉卿實未㆑從㆑征、無㆑由㆑備㆓顧問㆒。且頒㆑師、爲㆓壬午之春㆒、非㆓甲申㆒也」と云へり。この角端の事は、楚材の孫なる宣慰 柳溪の詩集(庶齋 老學 叢談に引ける)に「角端呈㆑瑞移㆓御營㆒、塧㆑亢問㆑罪西域平」とありて、その自注に「角端日行萬八千里、能言、曉㆓四夷之語㆒。昔我聖祖︀皇帝出㆑師問㆓罪西域㆒、辛巳歲夏、駐㆓蹕鐵門關㆒。先祖︀中書令奏曰「五月二十日晩、近侍人登㆑山、見㆓異獸㆒、二目如㆑矩、麟身五色、頂有㆓一角㆒、能人言。此角端也。當㆘於㆓見所㆒備㆑禮祭㆖㆑之。」仍依㆓所言㆒、□□則吉」とありて、宋子貞の耶律[330]公 神︀道碑(元 文類︀ 卷 五十七)の文とは稍 異なり。又 輟耕錄にも「太祖︀皇帝、駐㆓師西印度㆒、忽有㆓大獸㆒、其高數十丈、一角如㆓犀牛㆒然。能作㆓人語㆒、云「此非㆓帝世界㆒、宜㆓速還㆒。」左右皆震懾。耶律 文正王進曰「此名㆓角端㆒、乃施星之精︀也。聖人在㆑位、則斯獸奉㆑書而至。且能日馳㆓萬八千里㆒、靈異如㆓鬼神︀㆒、不㆑可㆑犯也。」帝卽回㆑馭」と云ひて、至正 庚寅 江浙の鄕試に角端を賦の題とせることを載せ、又 白淇淵 先生の續演雅 十詩の發揮を引きて、「「西狩獲㆓白麟㆒、至㆑死意不㆑吐。代北有㆓角端㆒、能通㆓諸︀國語㆒」者︀、角端、北地異獸也。能人言、其高如㆓浮圖㆒」と云へり然らば角端の奇談は、元人の評判となれることにて、宋子貞の碑文に始れるに非ず、たゞ西印度を東印度としたるは、宋子貞の誤れるなり。角端は、司馬 相如の上林の賦に角𧤗とありて、郭璞の說に「角𧤗、音端、角在㆓鼻上㆒」と云へるに據れば、角端と名づけられたる一角獸は、印度の犀牛なるに似たり。又 浮圖の如く高しとあるに據れば、西 亞細亞の駝豹を指せるにも似たり。いづれにしても、蒙古人の見慣れざる獸にして、洪鈞の曰へる如く「或者︀當日軍行見㆑此、詫爲㆓異獸㆒、其後展轉傳㆑訛、遂至㆑鋪㆓張符瑞㆒」に過ぎざるなり。又 多遜の史は、一二一九年(己卯)より一二二二年(壬午)までの紀年は正しけれども、別嚕安 駐夏の後は、喇失惕に本づきてやゝその文を易へ、





​トベト​​禿別惕​​の方に進みたりと云ふ說

「蒙古人は、信度 河の上游なる不牙 客惕沃兒に駐冬し、一二二三年(癸未)の春、成吉思 汗は、印度 禿別惕を經て蒙古に還らんと欲し、實にその方に進みたれども、路 險しくして行き難︀く、珀沙兀兒に回れり」と云ひ、餘は集史に同じく、只 途上の日數は、集史より一年長く、西游記より一年 短し。禿別惕 通過は、多遜の臆度に出でたりと見ゆるが故に、洪鈞 曰く「考㆓其自注㆒、未㆑言㆑本㆑自㆓何人㆒、但引㆓元史㆒、謂㆘成吉思 汗 至㆓東 印度㆒、角端見、乃班㆖㆑師。玩㆓其詞意㆒、蓋爲㆓元史所誤㆒。而二十年正月還㆑宮、則 拉施特 與㆓他書㆒所紀年分相同。在㆑途歲月過多、無㆓事可㆒㆑叙。乃牽㆓引元史㆒、以㆑意附會、不㆑知㆓元史此說、固不㆒㆑足㆑憑也。多桑著︀㆑書時、元史已有㆓譯本㆒、西游記時尙未㆑譯、故有㆓此誤㆒」と云へり。）





​エルチシ​​額兒的失​​の駐夏

​ミチ​​途​​に​エルチシ​​額兒的失​​に​チウカ​​駐夏​​して、（太祖︀の歸路に額兒的失に駐夏したることは、他の書に見えず。こは、必ず出征の初 十四年 己卯の事を誤りたるなり。





長春の歸路

西游記に據れば、十八年 癸未の正月 元日には、長春 行在に畱まりて、將帥 醫卜 等官の賀を受け、十一日 大軍に先だちて發し、二十一日「至㆓一大川㆒、東北去㆓賽藍㆒約三程」とあるは、塔什肯篤に近き赤兒赤克 河の邊なるべし。「水草豐茂、可㆑飽㆓牛馬㆒」に因りて、そこに盤桓したる間に、太祖︀も至りたれば、二月七日 長春 入りて見えたり。その時 太祖︀は「朕已東矣。同㆑途可乎」と云へるに、長春 固く辭みたれば太祖︀ 曰く「少俟。三五日太子來。前來道話所㆑有㆑未㆑解者︀、朕悟卽行」と云へり。八日 太祖︀ 東山の下に獵して馬より墜ちたりと聞き、長春 入りて 獵を諫めたれば、太祖︀は「我 蒙古 人、騎射少所習、未㆑能㆓遽已㆒。雖㆑然神︀仙之言在㆑衷焉」と云ひて、それより兩月は獵に出でざりき。かくて二十四日 再朝を辭し、三月 七日 又 辭し、十日 遂に辭し去り、その年 七月 雲中に至れり。太祖︀は猶 畱まりていつ出發したるかは記に見えず。親征錄には、たゞ「甲申班㆑師、住㆑冬避㆑暑︀、且止且行」とあり。多遜の史はやゝ委しく、「一二二四年(甲申)の春、大軍 再 動き、昔渾 河を渡れり。察合台 斡歌台は、字合喇の邊に獵して來て、あまたの獲物を上れり。拙赤は、呼べども至らず、たゞ昔渾 河の北より獸を驅りて行在に向はしめ、圍獵の便に供へたり。





​チルチク​​赤兒赤克​​ 河 癸未の駐夏

その夏 成吉思 汗は、喀闌 塔失の地に駐まりて、遊獵を以て日を送れり」とあり。「大軍 再 動き、昔渾 河を渡る」は、西游記に據れば、壬午の冬なり。察合台 斡歌台の獲物を上れるは、「三五日[331]太子來」と云へる時にて、癸未の二月なり。喀闌 塔失は、卽 塔什肯篤にして、謂はゆる「水草 豐茂」の地は、その近郊なり。太祖︀は、諫を容れて、兩月 獵を罷めたれども、蒙古人の習は遽に已め難︀く、癸未の夏は遊獵を以て送りたるなり。さて癸未の駐冬は、いづこなりしか知るべからず。湛然居士集に從容菴錄の序あり、「甲申中元、序㆓於西域阿里馬 城㆒」と云へり。





​アルマリク​​阿勒馬里克​​ 甲申の駐夏

阿里馬は、卽 阿勒馬里克なれば、耶律 楚材は太祖︀に從ひ、十九年 甲申 七月 十五日、阿勒馬里克に居たるなり。また丁亥 九月 望日に作れる過㆓夏國 新安縣㆒の詩ありて「昔年今日度㆓松關㆒」の句あり、その原注に「西域陰山有㆓松關㆒」と云へり。陰山は、卽 天山なり。松關は、喇喇姆 諾兒の西南に在り、西游記に「左右峰巒峭拔、松樺陰森、高踰㆓百尺㆒、自㆑巓及㆑麓、何啻萬株」と云へる所なり。西域 水道記に「賽喇木 淖爾、當㆓惠遠城正北二百里㆒、在㆓松樹頭嶺下㆒」、また「果子溝、谷長七十里、北有㆓峻嶺㆒扼㆑之、嶺上多㆑松、名曰㆓松樹頭嶺㆒」とありて、松樹頭嶺は、山にして關に非ざれども、その險隘なるに由り、詩には松關と云へるなり。「昔年今日」とは、丁亥の三年前なる甲申の九月 十五日を云へるなり。阿勒馬里克より松樹頭嶺までは、二日路に過ぎざれば、楚材 等の阿勒馬里克を發したるは、早くとも九月 望日の三四日 前にして、九月 上旬までは阿勒馬里克に畱まれるならん。然らば阿勒馬里克は、卽 甲申の駐夏の地なるべし。





​エミル​​額米勒​​ 河 甲申の駐冬

又 多遜の史に「皇孫 二人、十一歲なる忽必來、九歲なる忽剌古は、額米勒 河まで迎へに出で、忽必來は兔を殺︀し、忽剌古は鹿を殺︀して上れり」とあり。額米勒 河は、今の塔兒巴哈台 城の南にあり、西に流れて阿剌克 庫勒の湖に入る。その溪は、牧場として名高し。元史 憲宗紀の葉密立 地、耶律 希亮の傳なる葉密里 城は、額米勒 河の邊なり。西域 水道記は、額敏︀ 河と書き、「額敏︀ 者︀、回語淸淨平安之謂。音轉爲㆓額密爾㆒」と云へり。忽必來は、卽 世祖︀にて、太祖︀ 十年 乙亥に生れたれば、十一歲なる時は、二十年 乙酉なり。松樹頭嶺より額米勒の地までは、十數日の路程なるに、甲申の九月 十五日 松樹頭嶺を踰えて、翌年 猶 額米勒に畱れるは、蓋 甲申の冬 額米勒に駐冬して、翌年の春 未だ出發せざるに二皇孫の至れるならん。





​ヂエベ​​者︀別​​ ​スブタイ​​速不台​​の大軍に追ひ附き

又 者︀別 速不台の軍は、乞魄察克 康克里の地より還り、いづこにて大軍に會せしか、東西の諸︀史に明文なし。者︀別は、多遜の史に途にて死にたりと云ひ、曷思麥里の傳にも「軍還、哲伯 卒」とあれば、大軍に會して まもなく歿したるなり。速不台の傳に、西征より還りて後「略㆓也迷里 霍只 部㆒、獲㆓馬萬匹㆒以獻」とあれば、二將は、甲申の額米勒 駐冬の前に大軍に會したるにて、庚辰の夏 速勒壇 追討の命を受けたる時「抹古里思壇に會せん」と宣へる勅旨に適合せり。但 三年の期限は後れたり。かくて太祖︀は、壬午の冬 失兒 河を渡りてより甲辰の冬 額米勒 河に駐まるまで二年の間 徐行したるは、何故ぞ。洪鈞 曰く「太祖︀東歸之時、正 哲別 速不台 入㆓欽察㆒敗㆓俄羅斯㆒之時。豈因㆔二將暴㆓師於遠㆒、故遲行以俟㆓軍信㆒耶」と云へるは、さもあるべし。）





乙酉の歸國

​ナヽトセ​​七年​​に​アタ​​當​​る​ニハトリ​​雞​​の​トシ​​年​​の​アキ​​秋​​、​トラ ガハ​​禿剌 河​​の​カラトン​​合喇屯​​に​オルド​​斡兒朶​​の​トコロ​​處​​に​ゲバ​​下馬​​せり。（雞の年は、後堀河 天皇 嘉祿 元年 乙酉、宋の理宗 寶慶 元年、金の哀宗 正大 二年 元の太祖︀ 二十年、西紀 一二二五年、太祖︀ 六十四歲の時なり。親征錄に「乙西春、上歸㆑國、自㆑出㆑師至㆑此、凡七年。」元史に「二十年乙酉春正月、還㆓行宮㆒。」喇失惕は、雞の年の春と云ひ、親征錄に同じ。多遜は、一二二五年二月と云ふ。西暦の二月は、卽 東曆の正月なり。この春 額米勒を發したりとすれば、元史の正月は早きに過ぎ、祕史の秋は遲きに過ぎたり。親征錄の春に從ふべし、合喇[332]屯 卽 黑林の斡兒朶は、王罕の舊營なり。





四皇子の分封

多遜は、この處に四皇子 分封の事を叙べて、「成吉思 汗 東に歸り、四子の分地を定め、喀喇科嚕姆の山と斡難︀ 河の源との閒を拖雷に與へ、額米勒 河の邊を斡歌台に與へ、昔渾 河の東を察合台に與へ、喀思闢の海︀の北 闊喇自姆の湖(阿喇勒 海︀)の周圍を拙赤に與へたり」と云ひ、額兒篤曼は、斡歌台の分地を亦米勒 孫噶哩亞の地とし、察合台の分地を委古兒の境より孛合哩亞までの地とし、拙赤またその諸︀子の分地を喀牙里克 貨咧自姆より不勒噶兒 撒克新まで蒙古の馬の蹄の蹂みたる限りとし、拖雷は、蒙古の本國を領する外に、帳殿 家族 國の記錄の保管を任せられたりと云へり。今これを短く言ひ換ふれば、拖雷は蒙古の地を得、斡歌台は乃蠻の故地を得、察合台は西遼の故地を得、拙赤は闊喇自姆 康克里 乞卜察克の地を得たり。祕史の太祖︀ 西征の條は、親征錄 元史より委しけれども、叙事の顚倒 錯亂 多きは惜むべし。今 尙書の「今考定武成」の例に倣ひ、試にその次序を左の如く考へ正せり。）
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今考定西征之役

　​ウサギ​​兔​​の​トシ​​年​​、​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​アライ​​阿喇亦​​に​ヨ​​依​​り​コ​​越​​え​シユツバ​​出馬​​するに、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​カトン​​合屯​​より​クラン カトン​​忽闌 合屯​​を​ツ​​伴​​れ​スヽ​​進​​み、​オトヽ​​弟​​だちより​オツチギン ノヤン​​斡惕赤斤 那顏​​を​タイ ラウエイ​​大 老營​​に​ルス​​畱守​​せしめて​シユツバ​​出馬​​せり。​ミチ​​途​​に​エルチシ​​額兒的失​​に​チウカ​​駐夏​​して、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ミヅカラ​​自​​ ​ウヂラル​​兀的喇兒​​の​シロ​​城​​に​カエイ​​下營​​せり。





戰の始まり

かくて​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、[​タツ​​龍​​の​トシ​​年​​の​ハル​​春​​]​ウドラル​​兀都︀喇兒​​の​シロ​​城​​を​クダ​​下​​して、​ウドラル​​兀都︀喇兒​​の​シロ​​城​​より​ウゴ​​動​​きて、​ブカル​​不合兒​​の​シロ​​城​​に​カエイ​​下營​​せり。[その​ナツ​​夏​​]​ブカル​​不合兒​​〈［＃ルビの「ブカル」は底本では「ブカ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉の​シロ​​城​​より​ウゴ​​動​​きて、​セミスカブ​​薛米思加卜​​の​シロ​​城​​に​カエイ​​下營​​せり。そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、巴剌を待たんと​コガネ​​金​​の​トリデ​​寨​​の​ミネ​​嶺​​なる​シヨルタン​​莎勒壇​​の​ナツヨケドコロ​​避暑︀處​​に​ナツヨケ​​避暑︀​​して、





三將の​スルタン​​速勒壇​​ 追擊

​ヂエベ​​者︀別​​を​センポウ​​先鋒​​に​ヤ​​遣​​りぬ。​ヂエベ​​者︀別​​の​ゴヱン​​後援​​に​スベエタイ​​速別額台​​を​ヤ​​遣​​りぬ。​スベエタイ​​速別額台​​の​ゴヱン​​後援​​に​トクチヤル​​脫忽察兒​​を​ヤ​​遣​​りぬ。この​ミタリ​​三人​​を​ヤ​​遣​​るに、「​ソトモ​​外面​​に​ユ​​往​​きて、​スルタン​​速勒壇​​の​カナタ​​彼方​​に​イ​​出​​でて、​ワレラ​​我等​​を​イタ​​到​​らしめて​ハサミセ​​夾攻​​めん」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。​ヂエベ​​者︀別​​は、かく​ユ​​往​​きて、​カンメリク​​罕篾里克​​の[333]​シロ​​城​​どもを​ヘ​​經​​て​ウゴカ​​動​​さず、​ソトモ​​外面​​を​ス​​過​​ぎけり。その​ウシロ​​後​​より​スベエタイ​​速別額台​​も、その​リイウ​​理由​​に​ヨ​​依​​り​ウゴカ​​動​​さず​ス​​過​​ぎけり。その​ウシロ​​後​​より​トクチヤル​​脫忽察兒​​は、​カンメリク​​罕篾里克​​の​カタハラ​​傍​​の​シロ​​城​​どもを​オカ​​侵​​して、​カレ​​彼​​の​タナツモノ​​田禾​​を​カス​​掠​​めき。​カンメリク​​罕篾里克​​は、​シロ​​城​​どもを​オカ​​侵​​されたりとて、​ソム​​背​​き​ウゴ​​動​​きて、[その​ノチ​​後​​]​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​に​ア​​合​​ひけり。





三將の賞罰

[​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、]​ヂエベ​​者︀別​​ ​スベエタイ​​速別額台​​ ​フタリ​​二人​​を​イタ​​甚​​く​オンシヤウ​​恩賞​​して、「​ヂエベ​​者︀別​​ ​ナンヂ​​汝​​は、​ヂルゴアダイ​​只兒豁阿歹​​と​イ​​云​​ふ​ナ​​名​​なりき。​タイチウト​​台赤兀惕​​より​キ​​來​​て、​ヂエベ​​者︀別​​となりたるぞ、​ナンヂ​​汝​​。​トクチヤル​​脫忽察兒​​は、​カンメリク​​罕篾里克​​の​カタハラ​​傍​​の​シロ​​城​​どもを​オノ​​己​​が​コヽロ​​心​​に​ヨ​​依​​り​オカ​​侵​​して、​カンメリク​​罕篾里克​​を​ソム​​叛​​かせたり。​ハフ​​法​​に​ア​​當​​て​キ​​斬​​らしめん」と​イ​​云​​ひ​ヲ​​畢​​へて、​カヘツ​​却​​て​キ​​斬​​らしめず、​イタ​​甚​​く​セ​​責​​めて、​カレ​​彼​​の​イクサ​​軍​​を​シ​​知​​ることより​ツミナ​​罰​​ひて​クダ​​下​​せり。
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三皇子の​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​ぜめ

　かくて​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、[その​トシ​​年​​の​アキ​​秋​​]​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だちを、​ミギテ​​右手​​の​イクサ​​軍​​にて、​アムイ ムレン​​阿梅︀ 木嗹​​を​ワタ​​渡​​りて、​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​の​シロ​​城​​に​カエイ​​下營​​せよとて​ヤ​​遣​​りぬ。​トルイ​​拖雷​​をば、​イル​​亦嚕​​ ​イセブル​​亦薛不兒​​を​ハジ​​始​​とせる​オホ​​多​​き​シロ​​城​​どもに​カエイ​​下營​​せよとて​ヤ​​遣​​りぬ。[​ヘビ​​蛇​​の​トシ​​年​​の​ハル​​春​​]​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だち​マウ​​奏​​して​ヤ​​遣​​るには「​ワレラ​​我等​​の​イクサ​​軍​​ども​ソロ​​揃​​へり。​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​の​シロ​​城​​に​イタ​​到​​れり。​タレ​​誰​​の​イ​​言​​に​ヨ​​依​​り​ユ​​行​​はん、​ワレラ​​我等​​」と​マウ​​奏​​して​ヤ​​遣​​りたれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり「​オゴダイ​​斡歌歹​​の​コトバ​​言​​に​ヨ​​依​​り[334]​オコナ​​行​​へ」と​ノリタマ​​宣​​いて​ヤ​​遣​​りぬ。
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​トルイ​​拖雷​​の凱旋

　[​マタ​​又​​その​ハル​​春​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​タリカン​​塔里罕​​に​イマ​​在​​して、]​トルイ​​拖雷​​の​トコロ​​處​​に​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​りぬ。「​トシ​​年​​ ​アツ​​熱​​くなりぬ。​ホカ​​別​​の​イクサ​​軍​​どもは​ゲバ​​下馬​​するぞ。​ナンヂ​​汝​​は、​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​クワイ​​會​​せよ」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​りたれば、​トルイ​​拖雷​​は、​イル​​亦嚕​​ ​イセブル​​亦薛不兒​​ ​ラ​​等​​の​シロ​​城​​どもを​ト​​取​​りて、​システン​​昔思田​​の​シロ​​城​​を​ヤブ​​破​​りて、​チユクチエレン​​出黑扯嗹​​の​シロ​​城​​を​ヤブ​​破​​り​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ツカヒ​​使​​はこの​ミコト​​言​​を​イタ​​致​​したれば、​トルイ​​拖雷​​は、​チユクチエレン​​出黑扯嗹​​の​シロ​​城​​を​ヤブ​​破​​ると、​カヘ​​回​​り​ゲバ​​下馬​​して​キ​​來​​て、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​クワイ​​會​​しぬ。












〈［＃訳注者 那珂通世 本人が考訂した］〉§260(11:44:03)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










三皇子の叱られ

　[その​ナツ​​夏​​]​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だちは、​オロンゲチ​​斡嚨格赤​​の​シロ​​城​​を​クダ​​降​​して、​ミタリ​​三人​​にて​シロ​​城​​どもの​タミ​​民​​を​ワカ​​分​​け​ア​​合​​ひて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​ワケマヘ​​分前​​を​イダ​​出​​さざりき。この​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だち​ゲバ​​下馬​​して​キ​​來​​ぬれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だちを​トガ​​咎​​めて、​ミカ​​三日​​ ​マミ​​見​​えさせざりき。そこに​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ 木合黎 ​シギ クドク​​失吉 忽都︀忽​​ ​ミタリ​​三人​​ ​マウ​​奏​​さく「​マツロ​​服​​はざりし​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​の​シヨルタン​​莎勒壇​​を​コトム​​平​​けて、​カレ​​彼​​が​シロ​​城​​どもの​タミ​​民​​を​ト​​取​​れり、​ワレラ​​我等​​。​ワ​​分​​けて​ト​​取​​らるゝ​オロンゲチ​​斡嚨格赤​​の​シロ​​城​​も、​ワ​​分​​け​ア​​合​​ひて​ト​​取​​る​ミコ​​子​​だちも、​スベ​​都︀​​て​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​のものなり。​アマツカミ​​皇天​​ ​クニツカミ​​后土​​に​チカラ​​力​​を​ソ​​添​​へられて、​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​をかく​コトム​​平​​けたる​トキ​​時​​、​ワレラ​​我等​​、​ナガミコト​​爾​​のあまたの​ヲトコ​​男​​ ​センバ​​騸馬​​ ​ヨロコ​​歡​​びて​マカイ​​馬孩​​してあり。​カガン​​合罕​​は、​ナン​​何​​ぞかく​イカ​​怒​​りて​イマ​​在​​せる。​ミコ​​子​​だち[335]は、​アヤマチ​​過​​を​サト​​悟​​りて​オソ​​畏​​れたるぞ。​ノチ​​後​​を​イマシ​​戒​​めよ。[​シカ​​然​​らずば]​ミコ​​子​​だちは、​セイカウ​​性行​​を​オコタ​​怠​​らん。​オンシ​​恩賜​​せば、​マミ​​見​​えさせば​ヨ​​可​​からん」と​マウ​​奏​​したれば、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​イカリ​​怒​​ ​ヤ​​息​​みて、​ヂユチ​​拙赤​​ ​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​ミタリ​​三人​​の​ミコ​​子​​だちを​マミ​​見​​えさせて​コヱ​​聲​​を​イダ​​出​​し、​オキナラ​​翁等​​斡脫古思​の​コトバ​​辭​​を​ヒ​​引​​斡兒乞惕​きて、​フル​​舊​​合兀臣​き​コトバ​​辭​​を​タヅ​​尋​​合荅勒​ねて、​タ​​立​​巴亦黑三​ちたる​トコロ​​地​​に​タフ​​仆​​巴黑塔阿勒荅​るゝまで、​ヒタヒ​​額​​莽來​の​アセ​​汗​​を​ヌグ​​拭​​阿兒臣​ひ​ア​​敢​​へぬまで​ノ​​陳​​べて、​ケンセキ​​譴責​​により​ケウクン​​敎訓​​により​サト​​諭​​して​イマ​​仕​​せる​トキ​​時​​、​コンカイ ゴルチ​​晃孩 豁兒赤​​、​コンタカル ゴルチ​​晃塔合兒 豁兒赤​​、​シユルマカン ゴルチ​​搠兒馬罕 豁兒赤​​、





​ゴルチ​​豁兒赤​​ 三人の奏議

この​ミタリ​​三人​​の​セントウシ​​箭筒士​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マウ​​奏​​さく「​ヒナ​​雛​​なる​タカ​​鷹​​の​テウシフ​​調習​​にやつと​イ​​入​​りたる​ゴト​​如​​く、​ミコ​​子​​だちはやつとかく​セイバツ​​征伐​​を​マナ​​學​​び​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​ミコ​​子​​だちを​シリゾ​​退​​くるが​ゴト​​如​​くいかんぞ かく​シカ​​叱​​りませる。​ミコ​​子​​だちは、​オソ​​懼​​れて心を​オト​​落​​さん。​ヒ​​日​​の​イ​​沒​​る​トコロ​​處​​より​イヅ​​出​​る​トコロ​​處​​に​イタ​​至​​るまで​テキ​​敵​​の​タミ​​民​​あり。​ワレラ​​我等​​を​トボドト​​脫孛都︀惕​​の​イヌ​​狗​​どもを​ケシカ​​嗾​​けて​ヤ​​遣​​らば、​テキ​​敵​​の​タミ​​民​​を、​ワレラ​​我等​​は、​アマツカミ​​皇天​​ ​クニツカミ​​后土​​に​チカラ​​力​​を​ソ​​添​​へられて、​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​タンモノ​​段物​​ ​タミ​​民​​ ​ヂウグ​​住具​​を​ナガミコト​​爾​​、​モ​​持​​ち​コ​​來​​ん。その​タミ​​民​​と​イ​​云​​へば、この​ニシ​​西​​に​バクタト​​巴黑塔惕​​の​カリベ シヨルタン​​合里伯 莎勒壇​​と​イ​​云​​へるありと​イ​​云​​へり。それらの​トコロ​​處​​に​ワレラ​​我等​​ ​シユツセイ​​出征​​せん」と​マウ​​奏​​しければ、​カガン​​合罕​​ ​サト​​悟​​りて、この​コトバ​​言​​に​イカリ​​怒​​ ​ヤ​​息​​みて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヨ​​可​​しとして​ミコト​​勅​​あり、​コンカイ​​晃孩​​ ​コンタカル​​晃塔合兒​​ ​シユルマカン​​搠兒馬罕​​ ​ミタリ​​三人​​の​セントウシ​​箭筒士​​を​オンシヤウ​​恩賞​​して、​アダルギン​​阿荅兒斤​​の​コンカイ​​晃孩​​ ​ドロンギル​​朶籠吉兒​​の​コンタカル​​晃塔合兒​​ ​フタリ​​二人​​を「​ワ​​我​​が[336]​マエ​​前​​に​ヲ​​居​​れ」[とて​トヾ​​畱​​めて]、​オテゲダイ​​斡帖格歹​​ ​シユルマカン​​搠兒馬罕​​を​バクタト​​巴黑塔惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​カリベ シヨルタン​​合里伯 莎勒壇​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​せさせたり。












〈［＃訳注者 那珂通世 本人が考訂した］〉§261(11:49:01)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ドルベ​​朶兒伯​​の出征

　​マタ​​又​​ ​ヒンドス​​欣都︀思​​の​タミ​​民​​ ​バクタト​​巴黑塔惕​​の​タミ​​民​​ ​フタ​​二​​つの​アヒダ​​閒​​なる​アル​​阿嚕​​ ​マル​​馬嚕​​ ​マダサリ​​馬荅撒哩​​の​タミ​​民​​の​アブト​​阿卜禿​​の​シロ​​城​​に​ドルベト​​朶兒別惕​​の​ドルベ ドクシン​​朶兒伯 朶黑申​​を​シユツセイ​​出征​​せさせたり。












〈［＃訳注者 那珂通世 本人が考訂した］〉§262(11:49:05)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​スベエタイ​​速別額台​​の出征

　​マタ​​又​​[​ヂエベ ノヤン​​者︀別 那顏​​]​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​[​フタリ​​二人​​]を、​キタ​​北​​なる​カングリン​​康鄰​​ ​キブチヤウト​​乞卜察兀惕​​ ​バヂギト​​巴只吉惕​​ ​オルスト​​斡嚕速惕​​ ​マヂヤラ​​馬札喇​​ ​アスト​​阿速惕​​ ​サスト​​撒速惕​​ ​セルケスト​​薛兒客速惕​​ ​ケシミル​​客失米兒​​ ​ボラル​​孛剌兒​​ ​ケラル​​客喇勒​​、この​ジフイチブラク​​十一部落​​なる​トツクニ​​外國​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​るまで、​イヂル ヂヤヤク​​亦的兒 札牙黑​​なる​ミヅ​​水​​ある​カハ​​河​​を​ワタ​​渡​​り、​キワ​​乞瓦​​ ​メン ケルメン​​綿 客兒綿​​の​シロ​​城​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​るまで、[​ヂエベ ノヤン​​者︀別 那顏​​] ​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​ [​フタリ​​二人​​]を​シユツセイ​​出征​​せさせたり。












〈［＃訳注者 那珂通世 本人が新作した節︀］〉









​ヂヤラルヂン​​札剌勒丁​​ ​カンメリク​​罕蔑里克​​の追ひ捲くられ

　[​ヘビ​​蛇​​の​トシ​​年​​の​アキ​​秋​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​タリカン​​塔里罕​​より​ミナミ​​南​​に​ウゴ​​動​​きたれば、その​フユ​​冬​​]​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ムカヘ​​迎​​に​シユツバ​​出馬​​せり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​マエ​​前​​に​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​ ​センポウ​​先鋒​​に​ユ​​行​​きけり。​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​と​タイヂン​​對陣​​して、​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​は、​シギ クトク​​失吉 忽禿忽​​を​ヤブ​​敗​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​るまで​カ​​勝​​ちて​キ​​來​​つるに、者︀別 速別額台 ​トクチヤル​​脫忽察兒​​ ​ミタリ​​三人​​は、​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​の​ウシロ​​後​​より​イ​​入​​りて、​カヘツ​​却​​て​カレラ​​彼等​​を​ヤブ​​敗​​りて​コロ​​殺︀​​して、​ブカル​​不合兒​​[337]​セミスカブ​​薛米思加卜​​ ​ウダラル​​兀荅喇兒​​の​シロ​​城​​に​カレラ​​彼等​​を​クワイ​​會​​せしめず、​カ​​勝​​ちて​シン ムレン​​申 木嗹​​に​イタ​​到​​るまで​オ​​追​​ひて​ユ​​行​​かれ、​シン ムレン​​申 木嗹​​に​トビコ​​跳込​​みて​イ​​入​​るとなり、​オホ​​多​​き​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​をそこに​シン ムレン​​申 木嗹​​の​トコロ​​處​​に​ホロボ​​滅​​したるぞ。​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​は、​イノチ​​命​​を​タス​​助​​かりて​シン ムレン​​申 木嗹​​に​サカノボ​​泝​​り​ノガ​​逃​​れたり。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​バラ​​巴剌​​を​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎兒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​を​オ​​追​​はしめに​ヤ​​遣​​りて、[​ウマ​​馬​​の​トシ​​年​​の​ハル​​春​​]​シン ムレン​​申 木嗹​​に​サカノボ​​泝​​り​ユ​​往​​きて、​バトケセン​​巴惕客先​​を​カス​​掠​​めて​サ​​去​​りて、[その​ナツ​​夏​​]​ハヽ ヲガハ​​母 小河​​ ​メウマ ヲガハ​​牝馬 小河​​に​イタ​​到​​りて、​バルアン バラ​​巴嚕安 原​​に​ゲバ​​下馬​​して、そこに​ヂヤライル​​札剌亦兒​​の​バラ​​巴剌​​を​マ​​待​​ちて​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​バラ​​巴剌​​は、​シン ムレン​​申 木嗹​​を​ワタ​​渡​​りて、​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​を​ヒンドス​​欣都︀思​​の​クニ​​地​​に​イタ​​到​​るまで​オ​​追​​ひて、​ヂヤラルヂン シヨルタン​​札剌勒丁 莎勒壇​​ ​カンメリク​​罕篾里克​​ ​フタリ​​二人​​を​ウシナ​​失​​ひて、​ヒンドス​​欣都︀思​​の​ナカ​​中​​に​イタ​​到​​るまで​タヅ​​尋​​ねて​エ​​得​​かねて​カヘ​​回​​りて、​ヒンドス​​欣都︀思​​の​カタヘ​​傍​​の​タミ​​民​​を​カス​​掠​​めて、​オホ​​多​​き​ラクダ​​駱駝​​ ​オホ​​多​​き​カツヤウ​​羯羊​​を​ト​​取​​りて​キ​​來​​けり。












〈［＃訳注者 那珂通世 本人が考訂した］〉§263(11:50:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​ダルガチン​​荅嚕合臣​​の設け

　​マタ​​又​​ ​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​を​ト​​取​​り​ヲ​​畢​​へて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり、​シロジロ​​城城​​に​ダルガチン​​荅嚕合臣​​を​オ​​置​​きて、​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​の​シロ​​城​​より​ヤラワチ​​牙剌哇赤​​ ​マスクト​​馬思忽惕​​と​イ​​云​​へる​オヤコ​​父子​​ ​フタリ​​二人​​、​クルムシ​​忽嚕木石​​の​ウヂ​​姓​​ある​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​ ​キ​​來​​て、​シロ​​城​​の​エンコ​​緣故​​ ​タイレイ​​體例​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マウ​​奏​​して、「​エンコ​​緣故​​に​シタガ​​遵​​ひ​シ​​知​​らせ」と​イ​​云​​はれて、その​コ​​子​​を​マスクト​​馬思忽惕​​ ​クルムシ​​忽嚕木石​​を、​ワレラ​​我等​​の​ダルガス​​荅嚕合思​​と​トモ​​共​​に​ブカル​​不合兒​​ ​セミスゲン​​薛米思堅​​[338]​ウロンゲチ​​兀嚨格赤​​ ​ウダン​​兀丹​​ ​キスガル​​乞思合兒​​ ​ウリカン​​兀哩罕​​ ​グセン​​古先​​ ​ダリル​​荅哩勒​​などの​シロ​​城​​どもを​シ​​知​​らしめに​コトヨサ​​任​​して、その​チヽ​​父​​を​ヤラワチ​​牙剌哇赤​​を​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​て、​キタト​​乞塔惕​​の​チウト​​中都︀​​の​シロ​​城​​を​シ​​知​​らしめに​ツ​​伴​​れ​キ​​來​​ぬ。​サルタク​​撒兒塔黑​​の​ヒト​​人​​より​ヤラワチ​​牙剌哇赤​​ ​マスクト​​馬思忽惕​​ ​フタリ​​二人​​の、​シロ​​城​​の​タイレイ​​體例​​ ​コトノモト​​緣故​​に​ツウ​​通​​じたるの​ユヱ​​故​​に、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​を​シ​​知​​らしめに、​ダルガス​​荅嚕合思​​と​トモ​​共​​に​コトヨサ​​任​​したり。












〈［＃訳注者 那珂通世 本人が考訂した］〉§264(11:51:09)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










大凱旋

　かくて​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、[​ウマ​​馬​​の​トシ​​年​​の​アキ​​秋​​]​バルアン バラ​​巴嚕安 原​​より​カヘ​​回​​りて、[その​フユ​​冬​​ ​セミスゲン​​薛米思堅​​に​ゲバ​​下馬​​して、​ヒツジ​​羊​​ ​サル​​猴​​の​フタトセ​​二年​​は、​チウカ​​駐夏​​ ​チウトウ​​駐冬​​して、​シヅカ​​徐​​に​ウゴ​​動​​きて、​ヂエベ​​者︀別​​ ​スベエタイ​​速別額台​​ ​フタリ​​二人​​を​マ​​待​​ち​ア​​合​​はせ、]​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​ナヽトセ​​七年​​ ​ユ​​行​​きて、​ナヽトセ​​七年​​に​アタ​​當​​〈［＃ルビの「アタ」は底本では、なし。昭和18年復刻版に倣い修正］〉る​ニハトリ​​雞​​の​トシ​​年​​の​アキ​​秋​​、​トラ ガハ​​禿剌 河​​の​カラトン​​合喇屯​​に​オルド​​斡兒朶​​の​トコロ​​處​​に​ゲバ​​下馬​​せり。








成吉思 汗 實錄 卷の十一 終り。



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。


	原文:
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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	翻訳文:
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の十一-2
巻の十二-2 →
成吉思汗実録 
巻の十二-1
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]




  



[339]


​チンギス カン ジツロク​​成吉思 汗 實錄​​ ​マキ​​卷​​の​ジフニ​​十二​​。












§265(12:01:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​タングト​​唐兀惕​​ 最後の征伐

　その​フユ​​冬​​ ​フユゴモリ​​冬籠​​して​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​せんとて、​アタラ​​新​​しき​カズ​​數​​（兵數）を​カゾ​​數​​へて、​イヌ​​狗​​の​トシ​​年​​（我が嘉祿 二年 丙戌、宋の寶慶 二年、金の正大 三年、元の太祖︀ 二十一年、西紀 一二二六年、太祖︀ 六十五歲の時）​アキ​​秋​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​せり。​カトン​​合敦​​より​エスイ カトン​​也遂 合敦​​を​ツ​​伴​​れて​ユ​​往​​けり。（





乙酉 丙戌 兩說の可否

この出陣を、親征祿 集史は乙酉の秋とし、元史本紀は丙戌の正月とし、皆 本書と異なり。湛然后士集なる辨邪論の序に「乙酉日南至、叙㆓於瀚海︀軍之高昌城㆒」とあり。瀚海︀軍の高昌城は、西游錄に「回鶻城、名㆓別石把㆒、有㆓唐碑㆒、所謂瀚海︀軍。城之南五百里有㆓和州㆒、卽唐之高昌」とありて、畏兀兒に屬する和州の城を唐の名にて呼べるなり。その地は、今の哈喇和卓にして、西域 水道記に吐魯番の東 七十里にありと云ひ、一八七九年にその地に至りし嚕西亞の博士 咧格勒は、名を喀喇古札と書き、禿兒番の東南 四十 嚕里に在りと云へり。この征夏の役に楚材の從へることは楚材の傳に見え、この役は夏國の西より進みたること本紀に見え、金國志にも「蒙古 由㆓回鶻㆒往攻㆓西夏㆒、西夏 遂亡」とあれば、太祖︀ 二十年 乙酉の冬至の日には、楚材は大軍に從ひて哈喇和卓に在りしなり。然らばその出陣を本書 元史の戌の年としたるは非にして、親征錄 集史の酉の年としたるは是なり。元[340]史に曰く「二十一年春正月、帝以㆘西夏納㆓仇人 赤臈喝︀ 翔昆㆒及不㆖㆑遣㆓質子㆒、自將伐㆑之。」赤は、亦の誤寫にして、續 通鑑 綱目には亦とあり。





再征の理由

亦臈喝︀ 翔昆は、卽 親征錄の亦剌合 鮮昆、祕史の你勒合 桑昆なり。癸亥の年 王罕の滅びたる時「亦剌合 走㆓西夏㆒、日剽掠以自資。旣而亦爲㆓西夏所攻㆒、走至㆓龜茲 國㆒、龜茲 國主 以㆑兵 討㆓殺︀之㆒」と元史に有り。仇人を納るとは、その事を指せるなり。然るに西夏 書事 寶慶 元年(太祖︀ 二十年)の處に「九月、蒙古 仇人 赤臘喝︀ 翔昆 來奔。納㆑之。赤臘喝︀ 翔昆、乃蠻 部 屈律 罕 子云云。德旺以㆓其同㆒㆑仇納㆑之、給以㆓糧糗㆒」とれいれいと書きたるは、杜撰も甚し。また桑昆の西夏に走りたるは、二十餘年前の事なれば、その事を以て西夏を責めたるは、乙丑の年 始めて西夏を征したる時の事なるべし。今度の役に至りては、必しもこれを以て口實とはせざるべし。今度の再征の理由は、祕史の前文に詳なるのみならず、集史には唐古惕 又 叛けりとあり。西夏 書事に嘉定 十七年(太祖︀ 十九年)二月「德旺聞㆘蒙古 主征㆓西域㆒未㆖㆑還、遣㆑使結㆓漠北諸︀部㆒爲㆓外援㆒、陰圖㆓拒守計㆒。諸︀部出㆑兵應㆑之」とあり。この事もし實ならば、集史の「叛けり」と云へるも、形なきことにはあるまじ。





續 綱目 集史の記事

また續 通鑑 綱目に「蒙古 鐵木眞 伐㆑夏」を乙酉の冬 十月としたるは、耶律 楚材の序文に合ひて、是なるが如くなれども、元史 本紀 丙戌の夏 避暑︀の後に記せる戰事、「取㆓甘肅州西涼府㆒、十一月取㆓靈州㆒、進次㆓鹽州川㆒」をみな乙酉の年の內に記したるは、また非なり。集史に曰く「唐古惕 又 叛けりと聞きて、雞の年 秋、軍を整へて合申を攻め、察合台には本部の兵にて老營の後路を守らしめ、拙赤は已に死し、斡歌台は軍に從へり。拖雷 罕は、その妻 失兒忽克屯 別乞 痘を出せるに由り 數日 後れたり。」妻の名は、祕史に莎兒合黑塔泥 別乞、元史に唆魯禾帖尼とあり、皆 音 近し。）​ミチ​​路​​にて​フユ​​冬​​に​アルブカ​​阿兒不合​​の​オホ​​多​​き​ノウマ​​野馬​​を​マキガリ​​圍獵​​したれば、





太祖︀の負傷

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ヂヨシヨトボロ​​勺莎禿孛囉​​（馬の種類︀の名にして、明譯 紅沙馬）に​ノ​​騎​​りて​イマ​​在​​しき。​ノウマ​​野馬​​ども​ツ​​撞​​きて​キ​​來​​つれば、​ヂヨシヨトボロ​​勺莎禿孛囉​​ ​オドロ​​驚​​きて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​を​ウマ​​馬​​より​オト​​落​​したれば、​ハダヘ​​膚​​を​イタ​​甚​​く​イタ​​痛​​めて、​シユオルカト​​搠斡兒合惕​​に​カエイ​​下營​​せり。その​ヨル​​夜​​ ​ヤド​​宿​​りたれば、​アシタ​​朝​​に​エスイ カトン​​也遂 合敦​​ ​イハ​​言​​く「​ミコダチ​​諸︀王​​ ​ツカサビトダチ​​眾官人​​に​ツ​​吿​​げ​ア​​合​​はん。​カガン​​合罕​​は​ヨル​​夜​​ ​ハダヘ​​膚​​ ​ホト​​熱​​り​イ​​寝​​ね​タマ​​給​​へり」と​イ​​云​​へり。そこに​ミコダチ​​諸︀王​​ ​ツカサビトダチ​​眾官人​​ ​アツマ​​聚​​れば、​コンゴタト​​晃豁塔惕​​の​トルン チエルビ​​脫侖 扯兒必​​ ​ケンギ​​建議​​して​イハ​​言​​く「​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​は、​キヅ​​築​​那都︀黑先​きたる​シロ​​城​​ある、​ウゴ​​動​​嫩只​かざる​イヘヰ​​營盤​​嫩禿黑​あるなり。​キヅ​​築​​きたる​シロ​​城​​を​モタ​​擡​​げては​サ​​去​​らじ、​カレラ​​彼等​​。​ウゴ​​動​​かざる​イヘヰ​​營盤​​を​ス​​撇​​てては​サ​​去​​らじ、​カレラ​​彼等​​。​ワレラ​​我等​​ ​シリゾ​​退​​きて​カガン​​合罕​​の​ハダヘ​​膚​​ ​サ​​冷​​めなば、​マタ​​又​​ ​カヘツ​​却​​て[341]​シユツバ​​出馬​​せんぞ、​ワレラ​​我等​​」と​イ​​云​​へば、​アマタ​​眾​​の​ミコダチ​​諸︀王​​ ​ツカサビトダチ​​官人等​​、この​コトバ​​言​​を​ヨシ​​是​​として、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マウ​​奏​​しければ、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく





試みの詰問

「​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​は、​ワレラ​​我等​​を​コヽロ​​心​​ ​オ​​怯​​ぢて​カヘ​​回​​れりと​イ​​云​​はん。​ワレラ​​我等​​は、​ツカヒ​​使​​をまづ​ヤ​​遣​​りて、​ツカヒ​​使​​をすぐ​コ​​此​​の​シユオルカト​​搠斡兒合惕​​にて​コヽロ​​試​​みて、​カレ​​彼​​の​コトバ​​言​​を​ミ​​察​​て​シリゾ​​退​​かば​ヨ​​可​​からん」と​ノリタマ​​宣​​ひて、そこに​ツカヒ​​使​​を​ミコト​​命​​ ​モ​​持​​ちて​ヤ​​遣​​るに「​サキツトシ​​先年​​ ​ブルカン​​不兒罕​​ ​ナンヂ​​汝​​ ​イ​​言​​く「​ワレラ​​我等​​ ​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​は、​ナ​​爾​​が​ミギ​​右​​の​テ​​手​​とならん」と​イ​​云​​ひき。​ナンヂ​​汝​​にかく​イ​​云​​はれて、「​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​に​ケフギ​​協議​​に​イ​​入​​られずして、​シユツバ​​出馬​​せん」とて、​モト​​索​​めて​ヤ​​遣​​れば、​ナンヂ​​汝​​ ​ブルカン​​不兒罕​​は、​コトバ​​言​​（約束）に​シタガ​​遵​​はず、​イクサ​​軍​​をも​アタ​​與​​へず、​コトバ​​言​​にて​オカ​​侵​​して​キ​​來​​てありき。「​ホカ​​別​​に​ムカ​​向​​へる​トキ​​時​​、​ノチ​​後​​に​セツシヨウ​​折證​​せん」とて、​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​して、​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​に​イウゴ​​祐︀護​​せられて、​サルタウル​​撒兒塔兀勒​​の​タミ​​民​​を​シヤウロ​​正路​​に​イ​​入​​らしめて、​イマ​​今​​ ​ブルカン​​不兒罕​​の​トコロ​​處​​に​コトバ​​言​​を​セツシヨウ​​折證​​せんとて​キ​​來​​ぬ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りたれば、​ブルカン​​不兒罕​​ ​イハ​​言​​く「​オカ​​侵​​せる​コトバ​​言​​は、​ワレ​​我​​ ​イ​​言​​はざりき」と​イ​​云​​ひき。（太祖︀ 十四年 己卯 西征の軍を興さんが爲に使を遣りて兵を徵したる時の唐兀惕の不兒罕は、夏の神︀宗 李遵頊なりき。十八年 癸未 遵頊はその子 獻宗 德旺に位を遜りたれば、この不兒罕は、卽ち德旺なり。）





​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​の暴言

​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​ ​イハ​​言​​く「​オカ​​侵​​せる​コトバ​​言​​は​ワレ​​我​​ ​イ​​言​​ひき。​イマ​​今​​も​ア​​有​​らば、​ナンヂラ​​汝等​​ ​モンゴル​​忙豁勒​​は、​タヽカヒ​​戰​​に​ナ​​慣​​れて​タヽカ​​戰​​はんと​イ​​云​​はば、​ワレ​​我​​こそは​アラシヤイ​​阿剌篩​​の​ヤマ​​山​​に​イヘヰ​​營盤​​あり​テンマク​​天幕​​帖兒篾​の​イヘ​​家​​あり​ラクダ​​駱駝​​帖篾延​の​ニツ​​駄​​くるあるなれ。​アラシヤイ​​阿剌篩​​ ​サ​​指​​して、​ワ​​我​​が​トコロ​​處​​に​コ​​來​​よ。そこに​タヽカ​​戰​​はん。​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​オリモノ​​織物​​ ​タカラ​​財​​ ​モチ​​用​​ふるあらば、​エリガヤ​​額哩合牙​​ ​エリヂエウ​​額哩折兀​​[342]に​ムカ​​向​​へ」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき。（





​アラシヤイ​​阿剌篩​​ 卽ち賀蘭山

阿剌篩は、明譯に賀蘭山とあり。元和 郡縣志「賀蘭山、在㆓靈州保靜縣西九十三里㆒。山有㆓樹木㆒、靑白如㆓駮馬㆒。北人呼㆑駮爲㆓賀蘭㆒。從㆑首至㆑尾、有㆑像㆓月形㆒。南北約長五百餘里、眞邊城之鉅防。」河套志「上有㆓廢寺百餘㆒、多㆓元昊故宮遺址㆒。」淸 一統志「賀蘭 山在㆓河套以西㆒、與㆓甯夏府邊㆒接㆑界、土人名曰㆓阿拉善 山㆒。」阿拉善 額魯特 部 和碩 親王の領地は、この山の西にありて、その駐牧の處を定遠營と云ふ(蒙古 游牧記)。嚕西亞の普兒在 哇勒思奇は、一八七一年に定遠營の地に至れり。





​エリガヤ​​額哩合牙​​ 卽ち中興府

額哩合牙は、明 語譯に寧夏とあり、寧夏の城は、元史 地理志に「寧夏府路、唐屬㆓靈州㆒。宋初廢爲㆑鎭、領㆓蕃部㆒。自㆓唐末㆒、有㆓拓拔 思恭者︀㆒、鎭㆓夏州㆒、有㆓銀夏綏宥靜五州之地㆒。宋天禧閒、傳至㆓其孫德明㆒、城㆓懷遠鎭㆒、爲㆓興州㆒以居、後升㆓興慶府㆒、又改㆓中興府㆒。元至元二十五年、置㆓寧夏路總管府㆒、領㆓州三㆒」とある處にて、夏の時は國都︀となり、至元 以後は寧夏府路と稱し、甘肅 行中書省に屬し、明の世は寧夏衞と稱し、陝西省に屬し、今は又 甯夏府となり、甘肅省の東界の要會なり。元史 太祖︀紀 四年 己巳には中興府、二十二年 丁亥には夏王城と云へり。額哩合牙は、蓋 中興府の舊き土名にして、土人 蒙古人は、後後までもその名を用ひたるならん。明譯に寧夏としたるは、至元 以後の名に改めたるなり。馬兒科 保羅の紀行に「額兒傀兀勒より東に八日 馬行して、額固哩噶牙の州に至る。屬する市邑 多く、首府を喀剌昌と云ふ。その民は、駱駝の毛より世界にて最も美しき緞子を夥しく織出す」と云ひ、多遜は、喇失惕に據りて「唐古惕の王 失迭兒古の都︀ 亦兒該を蒙古人は亦兒喀牙と云ふ」と云へり。保羅の額固哩噶牙も、喇失惕の亦兒喀牙も、蒙古 源流に屢 見えたる亦兒該も、皆 卽ち本書の額哩合牙なり。喀剌昌は、卽 阿拉善、卽 賀剌山にて、賀蘭山の麓にある故に、その城をもしか云ひしならん。裕勒は、保羅の額固哩噶牙 喇失惕の亦兒喀牙を迭邁剌(卽 元史)の兀剌海︀に當てて、喇失惕の亦兒喀牙を都︀と云へるを誤れりとし、隨て克剌魄囉惕のそれを甯夏に當てたるを非なりとし、「額固哩噶牙は、今の阿拉善 親王の地にして、その都︀ 喀剌昌は、今の定遠營ならん」と云へるは、甚じき誤なり。又 曷思麥里の傳に「會帝親征㆓河西㆒、曷思麥里 云云、命常居㆓左右㆒、至㆓也吉里海︀牙㆒、又討平㆓失的兒威㆒」とある也吉里海︀牙は、卽 額哩合牙にて保羅の額固哩噶牙に最も音 近し。失的兒威は、卽 喇失惕の失迭兒古にて、威は忽の字などの誤なり。





​エリヂエウ​​額哩折兀​​ 卽ち西涼府

額哩折兀は、明譯に西涼とあり。西涼の城は、元史 地理志に「永昌路、唐涼州、宋初爲㆓西涼府㆒、景德中陷㆓入西夏㆒。元初仍爲㆓西涼府㆒。至元十五年、以㆓永昌王(諸︀王 只必帖木兒)宮殿所㆒㆑在、立㆓永昌路㆒、降㆓西涼府㆒爲㆑州隸焉」とある處にて、至元以後は永昌路 西涼州と稱して、甘肅 行中書省に屬し、明は陝西 涼州衞となり、今は甘肅 涼州府となれり。今の平涼府とは異なり。その永昌路治のありし所は、明に陝西 永昌衞となり、今は甘肅 涼州府 永昌縣となり、涼州 府治 武威縣の西北 百六十 淸里に在り。馬兒科 保羅の紀行に曰く「甘闢出(卽 甘州)より出でて東に五日 旅すれば、額兒傀兀勒と云ふ王國に至る。それは、唐古惕の大州をなせるあまたの王國の一つなり。」額兒佛兀勒は、卽 額哩折瓦なり。甘州より五日路にして、甯夏までは八日 馬行せりと云へば、今の涼州府の位置にほゞ合へり。保塞兒は、永昌にあてて、永昌王の地なるが故に「王國」と云へるならんと云ひたれども、馬兒科の「王國」は、額兒傀兀勒に限りて云ひたるにもあらざれば、「王國」の字は、拘るにも及ぶまじ。額兒傀兀勒は、太祖︀ 南征の時の額哩折兀にして、永昌王の住まざりし前よりある處なれば、永昌路治にはあらずして、宋 夏 元初の西涼府なるべし。）こ[343]の​コトバ​​言​​を​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​イタ​​致​​したれば、





​アラシヤイ​​阿剌篩​​の戰

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ハダヘ​​膚​​ ​ホト​​熱​​りてあるに​ノリタマ​​宣​​はく「​ヤ​​罷​​めん、その​コト​​事​​を（退く事を罷むべし）。かゝる​タイゲン​​大言​​を​イ​​言​​はせて、いかんぞ​シリゾ​​退​​かれん。​シ​​死​​ぬとも、​タイゲン​​大言​​に​ヨ​​靠​​りて​ユ​​行​​かん」と​ノリタマ​​宣​​ひて、「​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​、​ナガミコト​​爾​​ ​シロ​​知​​しめぜ」とて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​アラシヤイ​​阿剌篩​​ ​サ​​指​​して​イタ​​到​​りて、​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​と​タヽカ​​戰​​ひて、​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​を​ヤブ​​敗​​りて、​アラシヤイ​​阿剌篩​​ の​ウヘ​​上​​に​タテコモ​​楯籠​​らせて、​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​を​トラ​​捕​​へて、​テンマク​​天幕​​帖兒篾​の​イヘ​​房​​ある、​ラクダ​​駱駝​​帖篾延​の​ニツ​​駄​​くるある​カレ​​彼​​の​タミ​​民​​を​ハヒ​​灰​​の​ゴト​​如​​く​カキハラ​​刮拂​​ふまで​トラ​​虜︀​​へさせたり。​ヲヲ​​雄雄​​しく​タケ​​猛​​き​ヲトコブリ​​男風​​ ​ヨ​​好​​き​タングドト​​唐兀都︀惕​​（唐兀惕の複稱）を​コロ​​殺︀​​して、「かくしかく​タングドト​​唐兀都︀惕​​を​イクサ​​軍​​の​ヒト​​人​​ ​トラ​​拏​​へたるに​ヨ​​依​​り、​エ​​得​​たるに​ヨ​​依​​り​ト​​取​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。
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雪山の駐夏

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ユキ​​雪​​ある[​ヤマ​​山​​]の​ウヘ​​上​​に​チウカ​​駐夏​​して、​アシヤガンブ​​阿沙敢不​​と​トモ​​共​​に​ヤマ​​山​​に​ノボ​​上​​りたる、​ハムカ​​抗​​ひたる、​テンマク​​天幕​​帖兒篾​の​イヘ​​房​​ある、​ラクダ​​駱駝​​帖蔑延​の​ニツ​​駄​​くるある​タングドト​​唐兀都︀惕​​を​イクサ​​軍​​を​ヤ​​遣​​りて​カゾ​​算​​へたるに​ヨ​​依​​り​ツ​​盡​​くるまで​トラ​​虜︀​​へさせたり。（雪あるは、蒙語 察速禿の譯なり。明譯に雪山とあるに由り、施世杰〈［＃「施世杰」は底本では「施世𤇍」］〉は、甘肅 甘州府 張掖縣の南にある雪山なりと云へり。されども雪山と云ふ山は處處にあり、又 察速禿は漢︀名の雪山を譯したりとも限られざれば、山の所在は確ならず、但 本文 前後の續きに依りて考ふれば、賀蘭山 龍頭山の羣峯の內なるに似たり。





黑水城の所在

太祖︀紀 二十一年 正月 親征の續に「二月取㆓黑水等城㆒、夏避㆓暑︀於渾垂山㆒、取㆓甘肅等州㆒」とあり。蒙古 游牧記に「肅州境有㆓二黑水㆒、其一卽張掖河、別名㆓黑河㆒。其一黑水、在㆓州西北一百二十里㆒、源出㆓黑水泉㆒、合㆓淸水㆒、東流入㆓討來河㆒、下流與㆓張掖河㆒合」と云ひ、その張掖河 卽 黑河は、北流 五百 淸里、額濟納の地に至り、額濟納 河と云ひ、末は居延海︀に入る。額濟納は、元史 地理志の亦集乃 路、馬兒科 保羅の額次納 城、今の額濟納 舊 土爾扈特 部の牧地にして、西夏にてはそこに威福︀軍を置きたり。黑水 等城は、その威福︀軍の界內の地なるべし。耶律 希亮の傳に「潛匿㆓甘州北黑水東沙陀中㆒」とある黑水も、甘州の北なり。渾垂山は、西夏 書事に「在㆓肅州 北㆒」とあれば、祕史の雪山 駐夏とは說 異なるに似たり。その是非は知らざれども、强ひて牽合せ難︀し。）それより[344]





元勳の恩賞

​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ムカリ​​木合黎​​ ​フタリ​​二人​​に​オンシ​​恩賜​​するに「​チカラ​​力​​に​シ​​知​​るまで​ト​​取​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（元史の紀傳に據るに、木合黎は、今より三年前、太祖︀ 十八年に薨じたり。こゝに出したるは非なり。もしくは木合黎の遺族の誤りならん。）​マタ​​又​​ ​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ムカリ​​木合黎​​ ​フタリ​​二人​​に​オンシヤウ​​恩賞​​を​アタ​​與​​ふるに、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​より​アタ​​與​​へざりき」とて、「​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​ヂユイン​​主因​​を​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​ ​ヒト​​均​​しく​ワ​​分​​け​ア​​合​​ひて​ト​​取​​れ。​カレラ​​彼等​​の​ヨ​​好​​き​コ​​子​​どもを​タカ​​鷹​​を​ト​​執​​らせて​シタガ​​隨​​へて​ユ​​行​​け。​カレラ​​彼等​​の​ヨ​​好​​き​ムスメ​​女​​どもを​ヤシナ​​育​​ひて、​ツマ​​妻​​どもを​エリトヽノ​​襟整​​へさせよ。​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​の​シンニン​​信任​​せる​チヨウシン​​寵臣​​は、​モンゴル​​忙豁勒​​の​ミオヤ​​祖︀​​なる​チヽギミ​​父君​​を​ウシナ​​失​​ひたる​カラキタト​​合喇乞塔惕​​ ​ヂユイン​​主因​​の​タミ​​民​​にてありしぞ。​イマ​​今​​ ​ワ​​我​​が​シンニン​​信任​​する​チヨウシン​​寵臣​​は、​ボオルチユ​​孛斡兒出​​ ​ムカリ​​木合黎​​ ​ナンヂラ​​汝等​​ ​フタリ​​二人​​なるぞ」と​ミコト​​勅​​ありき。（





​ヂユイン​​主因​​の民

卷一なる俺巴孩 合罕を拏へたる塔塔兒の主因の民は、塔塔兒 諸︀部の中の一種なるに似たり。卷十一なる縉山の戰に合喇乞塔惕 主兒扯惕 主因の勇猛なる軍とあるを見れば、主因は、契丹 女眞と竝べ稱せらるゝ大部族なるが如し。今こゝに也速該を殺︀せる塔塔兒の民を合喇乞塔惕 主因の民と云ひ、又 乞塔惕の民の主因とも云へるにつきて考ふるに、この主因の民は、蓋 契丹の別部にして、塔塔兒の地に雜居してその伴侶となり、塔塔兒 亡びて後は、金に事へてその親軍となりたるならん。契丹の別部なるが故に、合喇乞塔惕 主因の民と云ひ、塔塔兒の地に住みてその伴侶となれる故に、塔塔兒の主因の民と云ひ、金に事へたる故に、乞塔惕の民の主因と云へり。輟耕錄に、蒙古 七十二種 色目 三十一種を擧げたる後に、漢︀人 八種と云ひて、契丹 高麗 女直 竹因歹 朮里闊歹 竹溫歹 竹亦歹 渤海︀を擧げたり。鎭海︀の傳に征伐したる諸︀國を擧げたる中に只溫あるにつきて、錢大昕の考異に「輟耕錄の竹溫歹は、疑はくは卽 只溫ならん」と云ひ、又 李文田は「輟耕錄の竹因は卽 主因の對音なり」と云へり。今 考ふるに、輟耕錄の氏族は、蒙古にも色目にも重複せるものあれば、竹因歹 竹溫歹も一種の重複したるにて、卽 元史の只溫 又 卽 祕史の主因なるべし。）
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​ブルカン​​不兒罕​​の來降

　​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​チヤスト​​察速禿​​（雪ある[山]）より​ウゴ​​動​​きて、​ウラカイ​​兀喇孩​​の​シロ​​城​​に​カエイ​​下營​​して、​ウラカイ​​兀喇孩​​の​シロ​​城​​より​ウゴ​​動​​きて​ドルメガイ​​朶兒篾該​​の​シロ​​城​​を​ヤブ​​破​​りて​イマ​​在​​せる​トキ​​時​​、​ブルカン​​不兒罕​​は、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​に​マミ​​見​​えに​キ​​來​​ぬ。（





​ウラカイ​​兀喇孩​​ 卽ち​アラク​​阿喇克​​ 城

兀喇孩は、親征錄 元[345]史 太祖︀ 二年 丁卯の條に斡羅孩 城、元史 四年 己巳の條に兀剌海︀ 城とあり。地理志 甘肅 等處 行中書省 七路 二州の末に兀剌海︀ 路ありて、その建置 沿革は闕けたれども、原注に「太祖︀ 四年、由㆓黑水城北、兀剌海︀ 西關口㆒入㆓河西㆒、獲㆓西夏將高令公㆒、克㆓兀剌海︀城㆒」とあれば、甘肅 等州の東にあることだけは推し量らる。喇失惕の額哩喀 又 額兒剌喀(額兒篤曼の讀みたる阿嚕克奇)は、卽 兀喇孩にして、國都︀なる亦兒該また亦兒喀牙と異なり。然るに裕勒は、迭 邁剌(卽 元史)の兀剌海︀を馬兒科の額固哩噶牙(寧夏)に當てたるは、誤なり。又 克剌魄羅惕は、庫卜來 時代の亞細亞の地圖に、兀剌孩を寧夏の北なる黃河の大曲の邊に書き入れたれども、何に據りたるにや。蒙古 游牧記 阿拉善 額魯特 部の條に、康熙 年中 兵部 督捕 理事官 拉都︀琥の奏を引きて「龍頭山、蒙古 謂㆓之 阿拉克 鄂拉㆒、乃甘州城北東大山脈、緜㆓延邊境㆒。山口卽邊關、建㆓夏口城㆒、距㆓滍川堡㆒五里。山盡爲㆓甯遠堡㆒。距㆓龍頭山㆒里許、有㆓昌甯湖㆒界㆑之」又 淸 一統志に「龍首山、在㆓旗西南㆒、與㆓甘州府山丹縣㆒接㆑界。蒙古名㆓阿喇克 鄂拉㆒。緜亙廣遠、東大山之脈絡也。距㆓甘州城㆒三十里」とあり。施世杰〈［＃「施世杰」は底本では「施世𤇍」］〉は、これに據りて「兀剌孩、卽 阿喇克 鄂拉 之對音。元太祖︀由㆓今張掖縣㆒起㆑程、東攻㆓靈州㆒、定須㆑踰㆓此山㆒也。是 兀剌孩 城、必在㆓今 阿喇克 鄂拉 之 中㆒矣」と云ひ、高寶銓は「今山口卽邊關、建㆓夏口城㆒。疑 兀剌孩 城卽在㆓其處㆒」と云へり。阿喇克 鄂拉は、卽 阿喇克の山なれば、阿喇克の音は、兀喇孩また阿嚕克奇にやゝ似たり。朶兒篾該は、明譯に靈州とあり。





​ドルメガイ​​朶兒篾該​​ 卽ち靈州

靈州の城は、元史 地理志 寧夏府路の下に「靈州、唐爲㆓靈州㆒、又爲㆓靈武郡㆒。宋初陷㆓於夏國㆒、改爲㆓翔慶軍㆒」とあり。明の陝西 寧夏衞 靈州所は、そのやゝ東北に移り、今は甘肅 甯夏府 靈州となりたれば、夏の靈州の遺趾は、今の靈州の西南に在り。蒙古 源流に圖爾墨︀格依 城とあるは、卽 朶兒篾該なり。喇失惕の迭兒薛孩は、篾を薛と誤れり。こゝの不兒罕は、前に見えたる獻宗 德旺に非ず、德旺の弟 淸平郡王の子 末帝 睍〈［＃「睍」は底本では「日または耳の変形＋見」］〉なり。續 通鑑 綱目 丙戌 寶慶 二年(太祖︀ 二十一年)の條に「蒙古 主入㆑夏、城邑多降。七月、夏主德旺憂悸而卒、國人立㆑睍、」





元史の征夏の師

元史 太祖︀紀には二十二年 丁亥 六月「夏主 李睍 降」とあり。太祖︀紀 二十一年 夏「避㆓暑︀渾垂山㆒」の續きに曰く「取㆓甘肅等州㆒、秋取㆓西涼府 搠羅 河羅 等縣㆒、遂踰㆓沙陀㆒、至㆓黃河九渡㆒、取㆓應里 等縣㆒。冬十一月庚申、帝攻㆓靈州㆒、夏遣㆓嵬名 令公㆒來援。丙寅、帝渡㆑河擊㆓夏師㆒敗㆑之。丁丑、五星聚見㆓於西南㆒。駐㆓蹕鹽州川㆒。二十二年丁亥春、帝畱㆑兵攻㆓夏王城㆒、自率㆑師渡河、攻㆓積石州㆒、二月破㆓臨洮府㆒、三月破㆓洮河西寧二州㆒。夏四月帝次㆓龍德㆒、拔㆓德順等州㆒。德順節︀度使 愛申 進士馬肩龍死焉。」これらの征戰の路順を考ふるに、まづ





甘州

甘州は、馬兒科 保羅の甘闢出、喇失惕の喀米出、元の甘肅 行省 甘州路、明の陝西 甘州衞、今の甘肅 甘州府なり。





肅州

肅州は、馬兒科 保羅の速克出、喇失惕の昔出、元の甘肅 肅州路、明の陝西 肅州衞、今の甘肅 肅州なり。この二州は、甘州 東にありて、肅州 西にあれば、蒙古の軍は、まづ肅州を取りて、次に甘州を取れり。





沙州

肅州の西に沙州あり、夏國の西端なり。この役に沙州を敗り肅州を屠りたることは、昔里鈐部の傳に見え、次に甘州の守將は察罕の父にして、その副將に殺︀されたること、察罕の傳に見ゆ。西涼府は、前に注せり。西涼の圍みに粘合 重山の指揮したること、重山の傳に見ゆ。掬羅 河羅は、夏人の置きたる西涼府の屬縣なるべし。元には無し、沙陀は、沙漠なり。涼州より直に甯夏に赴くには、必ず沙漠を渉る。





黃河 九渡

黃河 九渡は、河源 附錄にある上流の九渡に非ず、應里縣の南にて河流いくつにも分れたる故に、九渡と云ふ。





應里縣

應里縣は、元史 地理志 寧夏府路の下に「應理州、與㆓蘭州㆒接㆑境、東阻㆓大河㆒、西據㆓沙山㆒」とあり。河源 附錄に「至㆓蘭州㆒、過㆓北卜渡㆒、至㆓鳴沙河㆒、過㆓應吉里 州㆒、正東行[346]至㆓寧夏府南㆒、」耶律 希亮の傳に「自㆓靈武㆒過㆓應吉里 城㆒、至㆓西涼甘州㆒」とある應吉里も、卽 應理なり。應理は、夏の時 縣なりしが、元の世に州となり、明は陝西 寧夏 中衞となり、今は甘肅 甯夏府 中衞縣となれり。靈州は、卽 朶兒篾該、前に注せり。靈州を下せる時、諸︀將は子女 金帛を貪れる中に、耶律 楚材は藥材を收めて、後に士卒の疫を愈やしたること、楚材の碑と傳とに見ゆ。





鹽州

鹽州は、唐 以來の州にして、元 廢せり。故城は、今の靈州の東南に在り。鹽州川とは、淸水河の河邊を云ふ。夏王城は、卽 中興府、今の甯夏なり。





積石州

積石州は、金史 地理志 臨洮路の下にあり、「本宋積石軍 溪哥 城、大定 二十二年 爲㆑州」と云ひ、河源 附錄に、上流より下りて「至㆓貴德州㆒、地名㆓必赤里㆒、始有㆓州治官府㆒、又四五日至㆓積石州㆒、卽萬貢積石。五日至㆓河州安鄕關㆒」と云へり。故城は、今の甘肅 蘭州府 河州の西に在り。これより下 太祖︀の過ぎたる所は、大抵 金の地なり。





臨洮府

臨洮府は、宋の熙州、金 元 明の臨洮府、今の甘肅 蘭州府 秋道州なり。





洮 河 西寧 三州

洮 河 西寧は、二州にあらず、三州なり。皆 金の臨洮路にして、今は甘肅の地なり。洮州の故城は、今の鞏昌府 洮州廳の西南 七十 淸里に在り。河州は、今 蘭州府に屬せり。西寧州は、今 西甯府となれり。





隆︀德縣

龍德は、卽 金の鳳翔路 德順州 隆︀德縣、今は甘肅 平涼府の屬縣なり。





德順州

德順州の故城は、平涼府 靜甯州の東に在り。積石 河州 臨洮 德順にて按竺邇の功ありしこと、按竺邇の傳に見ゆ。臨洮 德順の戰は、金史 哀宗紀 正大 四年「三月、大元兵平㆓德順府㆒、節︀度使 愛申、攝府判馬肩龍死㆑之。夏五月、大元兵平㆓臨洮府㆒、總管 陀滿 胡土門 死㆑之」とありて、德順の拔けたるは前にあり、臨洮の破れたるは後にあり。陀滿 胡土門 愛申 馬肩龍の事は、金史 忠義傳に詳かなり。太祖︀紀 二十二年の末に「是歲、皇子 窩閣台 及 察罕 之師圍㆓金南京㆒。遺㆓唐慶㆒責㆓歲幣子金㆒」とあるは、全く贅文なり。





南京の圍 唐慶の使の誤

この年 南京の圍まれたることは、金史 本紀にも見えず。窩闊台 察罕は、この時 太祖︀に從ひて、遠く離れたること無ければ、太宗紀にも察罕の傳にも更にこの事なし。これは、太宗 二年 自ら金を伐ち察罕 從へるをこゝに誤り記したるか。又 唐慶の使せることは、翌年 五月にあり。唐慶の傳にも「歲丁亥、賜㆓虎符㆒、授㆓龍虎衞上將軍㆒使㆑金」とありて、甲戌に使せることなし。これは、元史の持病なる例の重複なり。





集史の記事

喇失惕 曰く「蒙古の軍 唐古惕に入り、咯米出 昔出 喀出 額哩喀を取り、迭兒薛孩を圍みたる時、合申の君 失迭兒古は、五十營の兵を率ゐて援ひに來ぬ。成吉思 汗は、軍を移して往き迎へ、黃河の支流の冰の上に戰ひ、矢に虛發なく、合申の兵 夥しく死し、失迭兒古は都︀に逃げ歸れり。成吉思 汗は、かれの弱れるを見て、その都︀を過ぎ去りて、他の城城を攻め下し、遂に乞台の地に入りき。」喀出は、瓜州にして、肅州と沙州との閒にあり。瓜州は、今の甘肅 安西州治、沙州は、安西州 敦煌縣なり。靈州の戰に李睍 自 出でたるは、元史の嵬名 令公と說 異なり。又 察罕の傳に「進攻㆓靈州㆒、夏人以㆓十萬眾㆒赴援。帝親與戰、大敗㆑之」とあるは、兵數の多きこと集史に似たり。乞台の地に入るは、臨洮路の諸︀城を取れることを云へるなり。）





​ブルカン​​不兒罕​​の獻上物

そこに​ブルカン​​不兒罕​​ ​マミ​​見​​ゆるに、​コガネ​​黃金​​の​ホトケ​​佛​​を​ハジメ​​首​​として、​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​の​キベイ​​器︀皿​​ ​コヽノ​​九​​つ​コヽノ​​九​​つ、​ヲノコ​​男兒​​ ​メノコ​​女兒​​ ​コヽノ​​九​​つ​コヽノ​​九​​つ、​センバ​​騸馬​​ ​ラクダ​​駱駝​​ ​コヽノ​​九​​つ​コヽノ​​九​​つ、​クサグサ​​種種​​にて​コヽノ​​九​​つ​コヽノ​​九​​つを​アラハ​​表​​して​マミ​​見​​ゆる​トキ​​時​​、​ブルカン​​不兒罕​​を​カド​​門​​ ​クラ​​暗​​く（門をあけずして）​マミ​​見​​えさせたり。（明譯​シム​​令​​㆓[347]​カドノソトニテ​​門外​​ ​オコナハ​​行​​㆒㆑​レイヲ​​禮​​。





九を尙ぶ蒙古の俗

九つ九つは、九九 八十一にあらず、九つづゝと云ふことなり。蒙古人は、九の數を尙ぶゆゑに、贈︀物にも九を用ふとは、阿不勒噶資の書にも見えたるが、元史にも、遼王 耶律 畱哥の寡婦 姚里 氏の太祖︀に謁︀したる時、人 馬 金 幣みな九つづゝ賜はれることを載せ、また高麗史 金就礪の傳にも、蒙古の元帥 哈眞より高麗の趙沖 金就礪 二將に少女 九人づゝ 駿馬 九匹づゝを遺れることを載せたり。今 譯者︀のこゝに姚里 氏の美談を引くことを許してよ。耶律 畱哥の傳に曰く「庚辰(太祖︀ 十五年)畱哥 卒、妻 姚里 氏 入奏。會帝征㆓西域㆒、皇太弟(斡惕赤斤)承㆑制、以㆓姚里 氏㆒佩㆓虎符㆒、權領㆓其眾㆒者︀七年。丙戌(太祖︀ 二十一年)姚里 氏攜㆓次子 善哥 鐵哥 永安 及從子 塔塔兒 孫收國奴㆒、見㆓帝于河西 阿里湫 城㆒(平涼府)。帝曰「健鷹飛不㆑到之地、爾婦人乃能來耶。」賜㆓之酒㆒、慰勞甚至。姚里 氏 奏曰「畱哥 旣沒、官民乏㆑主。其長子 薛闍、扈從有㆑年、願以㆓次子 善哥㆒代㆑之、使㆓歸襲㆒㆑爵。」帝曰「薛闍 舎 爲㆓蒙古 人㆒矣。其㆔從朕之征㆓西域㆒也、回回 圍㆓太子(拙赤)於 合迷 城㆒。薛闍 引㆓千軍㆒救㆓出之㆒、身中㆑槊。又於㆓蒲華 撏思干 城㆒、與㆓回回㆒格戰、傷㆓於流矢㆒。以㆑是積㆑功、爲㆓拔都︀魯㆒、不㆑可㆑遣。當㆑令㆔善哥 襲㆓其父爵㆒。」姚里 氏拜且泣曰「薛闍 者︀、畱哥 前妻所出嫡子也、宜㆑立。善哥 者︀、婢子所出。若立㆑之、是私㆑己而蔑㆓天倫㆒。婢子 竊 以爲㆓不可㆒。」帝歎㆓其賢㆒、給㆓驛騎四十㆒。從㆑征㆓河西㆒、賜㆓河西俘人九口、馬九匹、白金九錠㆒、幣器︀皆以㆑九計。許㆘以㆓薛闍㆒襲㆖㆑爵、而畱㆓善哥 塔塔兒 收國奴 於朝㆒、惟遣㆓其季子 永安㆒、從㆓姚里 氏㆒東歸。」阿里湫は、祕史の額哩折兀、馬兒科 保羅の額兒傀兀勒にて、卽 夏の平涼府なり。「回回 圍㆓太子於 合迷 城㆒」は、西征の役の始まりに、蒙古の兵 篾兒乞惕の餘眾を逐へるもの、合米赤 河の邊にて闊喇自姆の兵と衝突︀せる戰(多遜の史)を指せるに似たり。又 蒙古人の九を尙び白を尙ぶ風俗は、後世までも變はらずと見えて、蒙古 游牧記に「崇德 三年、喀爾喀 三汗、竝遣㆑使來朝、各貢㆓白馬八白駝一㆒、謂㆓之九白之貢㆒、歲以爲㆑常」とあり。）かく​マミ​​見​​ゆる​トキ​​時​​、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​ムネ​​心​​ ​ワロ​​惡​​かりき。​ダイサン​​第三​​の​ヒ​​日​​に​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あり、





​ブルカン​​不兒罕​​の殺︀され

​イルク ブルカン​​亦魯忽 不兒罕​​に​シドルク​​失都︀兒忽​​の​ナ​​名​​を​タマ​​賜​​ひて、​イルク ブルカン シドルク​​亦魯忽 不兒罕 失都︀兒忽​​に​コ​​來​​られて、そこに​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は「​イルク​​亦魯忽​​を​イ​​逝​​なせん（死なせん）」とて、​トルン チエルビ​​脫侖 扯兒必​​に「​テ​​手​​に​カ​​掛​​けて​イ​​逝​​なせよ」と​ミコト​​勅​​ありき。そこに​トルン チエルビ​​脫侖 扯兒必​​は「​イルク​​亦魯忽​​を​テ​​手​​に​カ​​掛​​けて​コト​​事​​ ​ヲ​​畢​​へたり」と​タテマツ​​奉​​しければ、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるに





​トルン​​脫侖​​の恩賞

「​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​コトバ​​言​​を​セツシヨウ​​折證​​せんと​キ​​來​​つるに、​ミチ​​路​​にて​アルブカ​​阿兒不合​​の​ノウマ​​野馬​​を​マキガリ​​圍獵​​したれば、「​イタ​​痛​​めたる​ワ​​我​​が​ハダヘ​​膚​​を​イ​​痊​​やせ」とて​ワ​​我​​が​イノチ​​命​​ ​カラダ​​體​​を​ヲシ​​愛​​みて、​コトバ​​言​​を​ノ​​陳​​べたるは、​トルン​​脫侖​​なるぞ。​アヒテ​​對手​​の​ヒト​​人​​[348]のなめしき​コトバ​​言​​の​トコロ​​處​​に​キ​​來​​て、​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​に​チカラ​​力​​を​ソ​​添​​へられて、​テ​​手​​に​イ​​入​​れて、​ウラミ​​怨​​を​ムク​​報​​いたるぞ、​ワレラ​​我等​​。​イルク​​亦魯忽​​の​コ​​此​​の​モ​​持​​ち​キ​​來​​つる、​タ​​起​​てたる​カリヤ​​行宮​​は、​キベイ​​器︀皿​​ごめに​トルン​​脫侖​​ ​ト​​取​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（亦魯忽は、李睍の國語の名にして、安全の國語の名に同じ。蒙古にも色目にも、同じ名の人多し。





​シドルク​​失都︀兒忽​​

失都︀兒忽は、蒙語 正直の義なり。唐古惕 人の正直ならざるを辱めんが爲に、わざと正直と云ふ名を賜へるなるべし。喇失惕の(額兒篤曼の譯せる)失迭兒古、蒙古 源流の錫都︀爾郭は、皆この賜はれる名を以て記したるなり。親征錄に李安全を失都︀兒忽と書けるは、安全の國語の名 亦魯忽は李睍と同じきを、失都︀兒忽の名同じと思ひ誤れるならん。）












§268(12:12:03)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​タングト​​唐兀惕​​の殲滅

　​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​へて、​イルク ブルカン​​亦魯忽 不兒罕​​を​シドルク​​失都︀兒忽​​となして、​カレ​​彼​​を​カタヅ​​片附​​けて、​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​の​ハヽ​​母​​ ​チヽ​​父​​を​シソン​​子孫​​の​シソン​​子孫​​に​イタ​​至​​るまで​ムクリ ムスクリ​​木忽里 木思忽里​​を​ナ​​無​​くなし、「​クヒモノ​​食物​​を​ク​​食​​ふ​アヒダ​​閒​​に、「​ムクリ ムスクリ​​木忽里 木思忽里​​ ​ナ​​無​​し」とて、「​シ​​死​​なしめ​ホロボ​​滅​​せり」と​イ​​言​​ひ​ヲ​​居​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（木忽里 木思忽里 無しは子遺 無しなど云ふ意ならんと思はるれども、譯すること能はず。）​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​は​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ひて、​コトバ​​言​​に​シタガ​​遵​​はざる​ユヱ​​故​​に、​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は​フタ​​二​​たび​シユツセイ​​出征​​して、​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​を​キハ​​窮​​めて​キ​​來​​て、​ヰ​​猪︀​​の​トシ​​年​​（後堀河 天皇 安貞 元年 丁亥、宋の理宗 寶慶 三年、金の哀宗 正大 四年、元の太祖︀ 二十二年、西紀 一二二七年、太祖︀ 六十六歲の時）





太祖︀の昇遐

​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​は、​タカマノハラ​​上天​​に​ノボ​​昇​​り​タマ​​給​​ひぬ。​ノボ​​昇​​り​タマ​​給​​へる​ノチ​​後​​、​エスイ カトン​​也遂 合敦​​に​タングト​​唐兀惕​​の​タミ​​民​​より[​ブンミン​​分民​​を]​オホ​​多​​く​アタ​​與​​へたり。（親征錄は、甚 簡略にして乙酉 歸國の年「是夏避㆑暑︀、秋復總㆑兵征㆓西夏㆒、丙戌春至㆓西夏㆒、一歲閒盡克㆓其城㆒、時上年六十五矣。丁亥滅㆓其國㆒以還」と云へるのみなり。元史には、二十二年 丁亥 四月 德順の戰の次に「五月、遣㆓唐慶等㆒使㆑金。閏月、避㆓暑︀六盤山㆒。六月、金遣㆓完顏 合周 奧屯 阿虎㆒來請和。帝謂㆓羣臣㆒曰「朕自㆓去冬五星聚時㆒、已嘗許㆑不㆓殺︀掠㆒。遽忘㆑下㆑詔耶。今可㆕布㆘吿中外㆖、令㆔彼行人亦知㆓朕意㆒。」是月、夏主李睍降。帝次㆓淸水縣西江㆒。秋七月壬午不豫、己丑崩㆓于 薩里川 哈老徒 之行宮㆒」とあり。





六盤山

六盤山は、甘肅 平涼府 隆︀德縣の東 二十 淸里、平涼府 固原州の西南 三十 淸里に在り。方興 紀要に「曲折險峻、盤旋有㆑六」が故に名づくと云ひ、その上に六盤關ありて、隆︀德と固原との界をなせり。喇失惕は「主兒只(女直 卽 金)南乞牙思[349](南朝 卽 宋)合申(河西 卽 夏)三國の界なり」と云へども、三國の界に非ず、金夏 二國の界なりき。





淸水縣

淸水縣は、金の鳳翔路 秦州の屬縣、今の甘肅 秦州の屬縣にして、隆︀德縣の南隣なり。西江は、地圖に見えざる小河なり。六盤山を遠くは離れざるべし、金史 愛申の傳に「正大四年春、大兵西來、擬㆘以㆓德順㆒爲㆗生夏之所㆖」とあるは、六盤山に暑︀を避けんとするを云ふ。按竺邇の傳に「駐㆓兵秦川㆒」とあるは、西江に駐まれるを云ふ。





薩里川 哈老徒の行宮

薩里川は、卷四 以來 屢 見えたる撒阿里 客額兒なり。哈老徒は、今の噶老台にして、內府 興圖に噶老台 嶺、噶老台 河、噶老台 泊あり。行宮のありしは、噶老台 泊の邊ならん。行宮は、斡兒朶の譯語にして、行幸さきの宮殿にあらず、行動 自在の宮殿なり。集史(別咧津の譯せる)に





集史の記事

「狗の年の春、昂坤塔郞忽禿克の地に至り、病に罹り、夢を見て、死期 近づけるを知れり」とあるを、洪鈞は「果有㆓此夢㆒、必是猪︀年而非㆓狗年㆒」と云へり。次に「この時 諸︀子の內、側に居たるは、也松格 兄(拙赤 合撒兒の子)のみなりき。「斡歌台 禿里は、いづくにか居る。遠ざかれるか」と問へば、「只 二三里 離れたり」と申しき。呼び寄せて、次の朝 諸︀將 侍從を退けて、諸︀子に向ひ「我が命 終らんとする時 至れり。われ、汝等の爲にこの大業を肇め、東西にても南北にても、はてよりはてまで一年の路程あり。我が遺言は、たゞ汝等 敵を禦ぎ民を保ちて永く祚を享けんには、必ず眾人の心を一つに合はせよとなり。我が死にたる後は、汝等 斡歌台を君に戴け。」また「汝等は、各 歸りて事を治むべし。われ、この大名を享けたれば、死ぬとも憾なし。われは、故土に歸らん(葬られん)ことを望む。察合台は、側に居ざれども、我が遺言に背きて亂を起すには至るまじ」と云へり。」額兒篤曼は、太祖︀の遺言として、眾人一心の譬に、束箭の談と多頭蛇の談とを引けり。束箭の談は、祕史の阿闌 豁阿の敎訓に同じ。





元史 姚天福︀の傳に古諺を引きて一蛇九尾 首動尾隨 一蛇二首 不能寸進とあり

多頭蛇の談は、「ある寒き夜、穴を索めたるに、多頭蛇の頭ども、互に爭ひて遂に凍え死に、一頭多尾の蛇は、安らかに穴に隱れき」と云へるなり。集史の續きに「遺言 畢りて、諸︀子を出し遣り、自ら兵を率ゐて南乞牙思(南朝)に入りたれば、至る所 皆 迎へ降れり」とあり。この年、蒙古の遊兵は、金の鳳翔 京兆に入り、又 南は關外の諸︀隘を破りて、宋の武州 階州に入りたれども、太祖︀ 自ら宋の地を踏みたることなし。又 續きに「六盤山に至れば、主兒只 聞きて使を遣り、眞珠を山盛にして贈︀れり」と云へるは、金史 元史の議和使 完顏 合周 等にして、この年 六月の事なり。また「失迭兒古は、力竭きて、使を以て降服を願ひたれば、成吉思 汗は、その請を允し、また貢物を備へ民戶を遷さんが爲に、一月の猶豫を得て、自ら來朝せんと云へるをも允し、かつ「今われ病あれば、暫くくるな」と吿げて、脫侖 扯兒必を遣りて、失迭兒古を慰撫せり。成吉思 汗は、これより病 日日に重く、今はの きは に大臣に吿ぐるに「われ死なば、喪を發せず、敵に知れざらしめ、合申の君のこんを待ちて殺︀せ」と云ひ、八月十五日に死にたり。諸︀將は、遺命に遵ひて喪を祕し、合申の君 朝謁︀に來つるを執へ殺︀し、密に柩を奉じて老營に歸り、然る後に喪を發せり」と云へり。脫侖 扯兒必の役目は、祕史と稍 異なり。又 察罕の傳に「還次㆓六盤㆒。夏主堅守㆓中興㆒。帝遣㆓察罕㆒入城、諭以㆓禍︀福︀㆒。眾方議㆑降、會帝崩、諸︀將擒㆓夏主㆒殺︀㆑之。復議㆑屠㆓中興㆒、察罕 力諫止㆑之、馳入安㆔集遺民㆒」とあるは、祕史とも集史とも事情 異なり。察罕を褒め過ぎたるに似たり。





太祖︀の崩じたる地

太祖︀の崩じたる地は、陳桱の通鑑 續編に六盤山とし、集史と察罕の傳とに合へり。蒙古 源流に「靑吉斯 汗、以㆓丁亥年七月十二日㆒歿㆓於 圖爾墨︀格依 城㆒、年六十六」とある七月十二日は、卽 元史の己丑、圖爾墨︀格依は、卽 祕史の朶兒篾該、卽 靈州なり。靈州としても秦州としても、つまり六盤山より[350]遠くは離れず。然るを元史に薩里川と書けるは、喪を祕して老營に歸りて後にしか發表したりしならん。七月 五日 壬午 秦州にて病 作り、それより僅に七日を經たる十二日 己丑に蒙古にて崩ずるは、有られざることなり。元史の本づきたる舊史 卽 太祖︀ 實錄などは、當時 發表したる布吿に從ひ、蒙古に崩じたりとしながら、その日附は、發表したる日を用ひず、漢︀地に崩じたる眞の忌日を錄したるならん。太祖︀ 二十二年 丁亥の七月 十二日 己丑は、主里安 曆の一二二七年 八月 廿五日なれば、集史の譯文に八月 十五日とあるに合はず。佐久間 信恭 曰く「十五日は、必 廿五日の誤寫ならん。」





太祖︀ 臨終の言

太祖紀に曰く「臨㆑崩謂㆓左右㆒曰「金之精︀兵在㆓潼關㆒、南據㆓連山㆒、北限㆓大河㆒、難︀㆓以遽破㆒。若假㆓道于宋㆒、宋金世讎、必能許㆑我。則下㆓兵唐鄧㆒、直擣㆓大梁㆒。金急、必徴㆓兵潼關㆒。然以㆓數萬之眾㆒、千里赴援、人馬疲弊、雖㆑至弗㆑能㆑戰。破㆑之必矣。」言訖而崩。壽六十六。葬㆓起輦谷㆒。」西史に載せたる太祖︀の遺言は、諸︀子を訓ふる辭と喪を祕することとのみにして、南伐の謀に及ばす。黑韃 事略 徐霆の疏證に王檝の言を引きて「某向隨㆓成吉思㆒、攻㆓西夏㆒。西夏國俗、自㆓其主㆒以下、皆敬㆓事國師㆒。凡有㆓女子㆒、必先以薦㆓國師㆒、而後適㆑人。成吉思 旣滅㆓其國㆒、先臠㆓國師㆒。國師者、比丘僧︀也。其後隨㆓成吉思㆒、攻㆓金國鳳翔府㆒。城破、而 成吉思 死。嗣主 兀窟䚟 含㆑哀云「金國牢守㆓潼關黃河㆒、卒未㆑可㆑破。我思㆘量鳳翔通㆓西川㆒、西川投㆑南、必有㆗路可㆖㆑通㆓黃河㆒。後來遂自㆓西川㆒、迤邐入㆓金房㆒、出㆓汝光㆒、徑造㆓黃河之裏㆒、竟滅㆓金國㆒」とあり。兀窟䚟は卽 太宗 斡歌歹なり。この言に據れば、南南の路より汴京に逼るの謀は、太祖︀より出でずして、太宗より出でたるに似たり。起輦谷の所在は確ならず。





起輦谷の所在

黑韃 事略に「其慕無㆑塚︀、以㆑馬踐蹂、使㆔平如㆓平地㆒。若㆓忒沒眞 之墓㆒、則挿」矢以爲㆑垣、(原注。闊踰㆓三十里㆒、)邏騎以爲㆑衞。」徐霆の疏證に「霆見㆘武沒眞 之墓、在㆓瀘溝 河之側㆒、山水環繞㆖。相傳云㆘忒沒眞 生㆓於此㆒、故死葬㆗於此㆖。未㆑知㆓果否㆒。」瀘溝河の溝の字、洪釣 引きて渚︀の字とし、羅豐祿の藏本には局の字とせり。いづれにしても客嚕倫 河なり。帖木眞そこに生れたりと云へるは、傳聞の誤なり。馬兒科 保羅の紀行に「あらゆる大汗、太祖︀ 成吉思のあらゆる子孫は、阿勒泰と云ふ山に運びて葬らる。汗はいづこに死ぬとも、死にたる所は百日路 隔たるとも、必ず先祖︀の居るその山の墓所に運ばる」とあり。阿勒泰と云へるは、誤れり。大佐 裕勒はこの阿勒泰を今の昔別哩亞 界の大山脈に非ず、兀兒噶に近き汗 諤剌 卽 汗山ならんと云ひたれども、汗山としても客嚕倫 河より隔たれり。喇失惕 曰く「成吉思 汗は、不兒勘 喀勒敦(神︀の山)卽 也客 庫嚕克(大靈地また大禁地)と云ふ所に葬られき。」また曰く「嘗て獵に出でて樹の下にたゝずみ、その樹を愛して「われ死なば、こゝに葬れ」と云へることありしにより、遂にそこに葬れり。その樹は著︀しかりしが、後にまはりの樹木 速に生ひ立ち、茂き林は地を蔽ひて、墓のありか分らずになり、葬りを送りたる人にても識ること能はざりき。禿里 汗 曼古 汗 庫必來 汗 阿里不喀は皆こゝに葬られ、他の子孫は別の所に葬らる。墓守は、兀哴乞惕 千人なり」と云へり。不兒勘 喀勒敦は、今の肯特 山にして、卽 客嚕倫 河の源なり。元史 本紀に據れば、憲宗紀に葬地を脫したる外、寧宗までの諸︀帝みな「葬㆓起輦谷㆒」とあり。又 明の葉子奇の草木子に曰く「歷代送㆑終之禮、元朝宮裏、用㆓梡木二片㆒、鑿㆓空其中㆒、類︀㆓人形大小㆒、合爲㆑棺、置㆓遺體其中㆒、加㆓髹漆㆒畢、則以㆓黃金㆒爲㆑圈、三圈定、送至㆓其直北園寢之地㆒、深埋之。國制、不㆑起㆓墳壠㆒。葬畢、以㆓萬馬㆒蹂㆑之使㆑平、殺︀㆓駱駝子其上㆒、以㆓千騎㆒守㆑之來歲春草旣生、則移㆑帳散去、彌望平行、人莫㆑知也。欲㆑祭時、則以㆓所殺︀駱駝之母㆒為㆑導、視︀㆓其躑躅悲鳴之處㆒、則知㆓葬所㆒矣。」駝駝の說は信じ難︀けれども、葬埋の制を[351]云へる所は、黑韃 事略の以㆑馬 踐蹂、喇失惕の茂林 蔽㆑地と參考すべし。また蒙古 源流に曰く「以㆑輦奉㆑柩、至㆓穆納 之 淖爾 處所㆒、車輪挺然不㆑動。蘇尼特 之 吉爾根 巴圖爾(鄂嫩の德里袞 布勒搭克、克嚕倫 等地を歷擧して、謂)、「汗何戀㆓唐古特㆒、反將㆓昔日屬眾 蒙古 等㆒棄擲㆖〈［＃返点の「上」はママ。対応する返点「下」がない］〉。」言畢、柩因徐徐轉動、遂至㆓所卜久安之地㆒。因㆑不㆑能㆑請㆑出㆓金身㆒、建造㆓長陵㆒、共仰㆓庇護㆒。於㆓彼處㆒立㆓白屋八閒㆒、在㆓阿勒坦 山陰 哈岱 山陽之大 諤特克 地方㆒、建㆓立陵寢㆒、號爲㆓索多 博克達 大明 靑吉斯 汗㆒。」源流の原文を獨逸︀文に譯せる施米惕の撒難︀ 薛禪には、その久安の地を阿勒泰 汗の陰と肯帖依 汗の陽との閒の也客 兀帖克の地方と譯せり。こゝの汗は、山の義にして、肯帖依 汗は、卽 肯特 山なれば、こゝの阿勒泰 山は、肯特 山より分れ出でて客嚕倫 河の源を挾める一峯の名なるべし。馬兒科 保羅の阿勒泰も、この山の事を聞き傳へたるにやあらん。諸︀書を合せ考ふるに、起輦谷は、客嚕倫 河の源 肯特 山の陽に在りて、撒阿里 原の斡兒朶より遠くは離れざるべし。





太祖︀紀の末段

今 太祖︀の實錄 全く終り、太宗の事に移らんとするに臨み、こゝに太祖︀紀の末段を引かしめよ。「至元三年冬十月、追㆓諡聖武皇帝㆒。至大二年冬十一月庚辰、加㆓諡法天啓運聖武皇帝㆒、廟號㆓太祖︀㆒。在㆑位二十二年。帝深沈有㆓大略㆒、用㆑兵如㆑神︀。





滅國四十

故能滅㆑國四十、遂平㆓西夏㆒。其奇勳偉跡甚眾。惜乎當時史官不㆑備、或多失㆓於紀載㆒云。」謂はゆる滅㆑國四十は、いかに數へたるかを知らざれども、試に數へ見ん。こゝに國と云へるは、王國のみに非ず、部落をも指せるならん。滅と云へるは、擊ち滅されたるのみならず、撃たれて降りたるもの、自ら服屬したるものをも込めたるならん。まづ蒙古の別部にて滅されたるは、主兒勤 合塔斤 撒勒只兀惕 朶兒別惕 泰赤兀惕 札只喇惕の六部なり。蒙古の外にて滅され又は降りたるは、塔塔兒 四部、篾兒乞惕 三部、客咧亦惕 部、乃蠻 二部、乃蠻の古出魯克 罕の據れる合喇 乞塔惕、豁哩 禿馬惕、撒兒塔兀勒 卽 闊喇自姆 沙の領地、康鄰 卽 康克里、乞卜察兀惕 卽 乞魄察克、巴只吉惕 卽 巴施客兒篤、阿速惕 卽 阿闌、撒速惕 卽 撒克新、薛兒客速惕 卽 徹兒客思、孛剌兒 卽 不勒噶兒の二十部にして、前の六部と合せて二十六部なり。自ら服屬したるものは、亦乞咧思 翁吉喇惕 豁囉剌思 斡亦喇惕 汪古惕 委兀惕 合兒魯兀惕 七部の外に、不哩牙惕、巴兒渾 卽 巴兒古惕、兀兒速惕、合卜合納思、乞兒吉速惕、失必兒、客思的音 卽 客思的米、帖良古惕 卽 帖連郭惕、脫斡列思 卽 禿剌思なる九部の林の民あり。前の二十六部と合せて四十二部となる。林の民は、この外にも康合思 禿巴思 巴亦惕 禿合思 塔思などありて、いづれも服屬せり。されども林の民は皆 小き部落にして、不哩牙惕 巴兒古惕 乞兒吉速惕などの外は、一部として數ふるに足らざるに似たり、この外に阿勒馬里克の君 斡咱兒は、祕史には見えざれども〈［＃「見えざれども」は底本では「見ざれども」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉、これも服屬せる部落の內なるべし。欣都︀思惕 斡嚕思惕の國にも蒙古の兵 入りたれども荒したるのみなり。金の地は、已に十分の七八を取りたれども、滅せる數には入らざらん。つまり元史の四十と云へる數は、大槪を示せる辭なるべし。明の史臣は、奇勳 偉跡の紀載に漏れたるを惜みたれども、幸に蒙文 祕史の世に存して、本紀に數十倍する實錄 詳傳を知るを得たれば、史家はこゝに滿足することを得べし。）
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太宗の卽位

　​ネズミ​​鼠​​の​トシ​​年​​（我が安貞 二年 戊子、宋の理宗 紹定 元年、西紀 一二二八年、元の太宗 四十三歲の時）、​チヤアダイ​​察阿歹​​ ​バト​​巴禿​​を​ハジメ​​首​​とせる​ミギテ​​右手​​の​ミコダチ​​諸︀王​​、（





​バト​​巴禿​​

巴禿は、元史 太宗 定宗 憲宗 本紀にみな諸︀王 拔都︀、忙哥撒兒の傳に宗王 八都︀ 罕とあり。世系表[352]に拔都︀大王を朮赤 太子の長子とすれども、多遜の系圖に據れば、拙赤の第二子にして斡兒荅の弟なり。太宗紀 八年の處に斡魯朶 拔都︀とあるは、卽 斡兒荅 巴禿なり。拙赤は太祖︀より先に死に、巴禿その封を襲げり。）​オツチギン ノヤン​​斡惕赤斤 那顏​​、​エグ​​也古​​、​エスンゲ​​也孫格​​を​ハジメ​​首​​とせる​ヒダリテ​​左手​​の​ミコダチ​​諸︀王​​、（太祖︀の弟 四人の封地は、皆 東方に在り。也古 也孫格は、拙赤 合撒兒の子、卷六に見えたり。）​トルイ​​拖雷​​を​ハジメ​​首​​とせる​ナイチ​​內地​​の​ミコダチ​​諸︀王​​ ​ヒメミコダチ​​公主​​ ​ムコギミダチ​​駙馬​​ ​バンコ​​萬戶​​ ​センコ​​千戶​​の​ツカサビトダチ​​官人等​​ ​モロモロ​​眾​​となりて、​ケルレン​​客魯嗹​​の​コデウ アラル​​闊迭兀 阿喇勒​​に​コトゴト​​咸​​く​アツマ​​聚​​りて、​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​の​ナ​​名​​ざし​タマ​​給​​へるその​ミコト​​勅​​に​ヨ​​依​​り、​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​を​カン​​罕​​に​イタヾ​​戴​​けり。（闊迭兀 阿喇勒は、卽 卷四の闊朶額 阿喇勤、客魯嗹 河の中洲なり。太宗紀に曲雕 阿蘭 之 地また庫鐵烏 阿剌里、憲宗紀に闊帖兀 阿闌 之地、明宗紀に闊朶傑 阿剌倫とある、皆この地なり。多遜 曰く「成吉思 汗の葬りの後、皇子 諸︀王は各その領地に散り去り、二年の閒 彼等の中に主宰するもの有らざりき。季子なる拖雷は、蒙古の俗に從ひ、父の遺產を保ち、特に蒙古 本部と客喇亦惕の地とを領して、國事を攝し居たりしが、





​ドーソン​​多遜​​の述べたる推戴の禮

一二二九年の春、大罕を選ばんが爲に庫哩勒台 卽 總會を召び集めたり。三日 饗宴したる後、集會の事務に取懸れり。察合台は、成吉思 汗の生き殘れる最長子にして、蒙古の相續法に從へば(この語 誤れり。下の阿不勒噶資の言を見よ。)相續すべき人なりしに、多數の發言は拖雷を推さんとせり。然れども斡歌台を名ざしたる成吉思 汗の遺言は力ありき。四十日の猶豫の後、斡歌台の辭退は引かせられて、兄 察合台と叔父 兀出肯とは、斡歌台を高位に導き、拖雷は盞を捧げ、殘りの人は天幕の內外にて帽を脫ぎ、支那の古禮に遵ひ九たび額突︀き、合罕の號を呼びて祝︀聲を擧げたり。その時 斡歌台は、天幕より出でて、日に向ひ三たび嚴かに拜み、諸︀人 皆それに傚ひ、その日は宴會にて畢れり。諸︀王の誓の辭は「我等は、ながみことの子孫に、草の上に投げても牝牛に喫はれざる、膏の中に置きても狗に取られざる一塊の肉 殘れる限りは、他の皇族の王を皇位に置かざらんことを誓ふ」と云へり。」この牛狗に喫はれざる譬は、本書の前卷にあるとは意味全く違へり。かれは不才なるに譬へ、これは威靈あるに譬へたるが如し。





親征錄の書法

親征錄に曰く「太祖︀聖武皇帝昇退之後、太宗皇帝卽㆓大位㆒以前、太上皇帝爲㆓太子㆒、戊子(西紀 一二二八年)避㆓暑︀於 斡兒罕㆒、金主遣㆑使來朝。太宗皇帝與㆓太上皇㆒共議㆔搠力蠻 復征㆓西域㆒。秋、太宗皇帝自㆓虎八㆒會㆓於先太祖皇帝之大宮㆒。己丑(西紀 一二二九年)八月二十四日、諸︀王騎馬百官、大會㆓怯綠連 河 曲雕 阿蘭㆒、共冊㆓太宗皇帝㆒登㆑極。」太上皇帝とは、睿宗 拖雷を云ふ。拖雷は、憲宗 世祖︀の皇考なるが故にしか云へり。錢大昕 曰く「紀㆓太宗事㆒、而加㆓太上之稱於其弟㆒、所謂名不㆑正而言不㆑順者︀矣。」阿不勒噶資の書に「蒙古の俗、子どもの大きなるものは皆 外に居て、幼子は父の遺產を受く。故に斡赤斤の號は、幼子のみ稱し、その義は竈の主なり」と云へり。





父の遺產を受くる​オチギン​​斡赤斤​​

蓋 游牧の民は、一帳の內に羣兒と同じく居ること能はず。故に大兒は次第に出でて外に牧し、畱まる者︀は幼子のみなり。金史 世紀に「生 女直 之俗、生㆑子年長 卽 異居」とあるも、卽 その事にして、北狄の俗 皆 然り。太祖︀の四皇子を分封するに至り、拙赤 最[353]も遠く、察合台は次に遠く、斡歌歹はやゝ近く、拖雷のみ內に居るは、羣兒 分牧の舊俗を大じかけに實行したるなり。故に蒙古 源流には「幼子 圖類︀ 守㆑產」と云ひ、西史に「父の遺產を保つ」と云へるなり。洪鈞の太祖︀ 本紀 譯證に、雞の年 合申を征する時「帝在㆓途閒㆒、窩關台 之子 庫延 古由克 歸。二孫 求㆓賞賚㆒。帝曰「所有之物、已盡歸㆓拖雷㆒。彼係㆓家主㆒。」其後 拖雷 汗 以㆓衣物㆒分㆓餽之㆒」と譯して、自注に「拖雷 以㆓幼子㆒從㆑父、儼如㆓家主㆒。其後帝崩、遂監㆑國。親征錄謂㆔太上皇帝時爲㆓太子㆒、皆卽斯義。未㆑可㆑斥㆓其誣妄㆒」と云へり。然れども家產を承くると罕の位を襲ぐとは同じからず。蒙古の俗、國に大事あれば、部眾 集り議して定む。これを庫哩勒台と云ふ。汗を選ぶにも師を興すにも皆 然り。家產は季子に歸すれども、罕の位は庫哩勒台の議にて定まる故に、長子 相續の制も無く、父の後は必ず子 繼ぐとも限られず。太祖︀ 遺言して斡歌歹を立てんと欲したれども、敢て儲位を定めず、皇太子と名づけず、庫哩勒台の議決を經て位 始めて定まれり。定宗 憲宗の登極みな然り。世祖︀ 漢︀地に居り漢︀臣の勸めに從ひ自立するに及びて、この制 始めて變はれり。然らば察合台は本より相續人に非ず、拖雷も太子に非ず、斡歌歹も儲君に非ず。筆 執るもの蒙古の俗に暗きが故に、記載 誤り易し。「金主遣㆑使來朝」は、金史 哀宗紀に據れば、





完顏 麻斤出

知開封府事 完顏 麻斤出にして、この年 正月 蒙古に往き弔慰することを命ぜられ、十二月「以㆓奉使不職㆒、免㆑死除㆑名」とあり。搠力蠻は、祕史の搠兒馬罕なり。復 西域を征すること、祕史の下の文に見ゆ。定宗紀に「二年八月、命㆓野里知吉帶㆒、率㆓搠思蠻 部兵㆒征㆑西」とある搠思蠻は、撕兒蠻の誤なり。





霍博の地

虎八は、元史に霍博 之地とあり。その地は確ならねども、耶律 希亮の傳に、中統 二年 夏 葉密里 城に抵り、その冬 火孛の地に至り、三年 忽只兒の地に至り、還りて葉密里 城に至るとある火孛の地は、卽 霍博にして、忽只兒の地は、速不台の傳に「略㆓也迷里 霍只 部㆒」とある霍只なれば、霍博 火孛 卽 虎八の地は、忽只兒 卽 霍只の地と共に、額米勒 城の邊に在りて、太宗の分地の內なるべし。太祖︀の大宮は、卽 闊迭兀 阿喇勒の大斡兒朶なり。丁亥の秋 太祖︀の葬禮 畢りて、太宗は諸︀王と共に各その分地に還りしが、戊子の秋 拖雷の招集に由り總會に會せんが爲に至れり。招集は戊子の秋なれども、登極は己丑の秋なるを、祕史は誤りて鼠の年に書けり。





睿宗 ​トルイ​​拖雷​​の監國

又 元史 太祖︀紀の末に「戊子年、是歲皇子 拖雷 監㆑國。」太宗紀の初に「太宗英文皇帝、諱 窩闊台、太祖︀第三子、母曰㆓光獻皇后 弘吉剌氏㆒。太祖︀伐㆑金定㆓西域㆒、攻㆑城略㆑地之功居㆑多。太祖︀崩、自㆓霍博 之地㆒來會㆑喪。」會㆑喪は、誤れり。拖雷の招集に由り會したるなり。睿宗の傳に「方㆓太祖︀崩時㆒、太宗畱㆓霍博 之地㆒、國事無㆑所㆑屬、拖雷 實身任㆑之」と云へるも非なり。太祖︀ 崩ずる時は、太宗も軍に從ひて左右に居り、葬禮 畢りて後その分地なる霍博の地に還りき。抱雷の監國は、蓋 遺命に依りたるにて、太宗の偶 居らざるが爲に監國したるに非ず、その監國は初より定まれるが故に、太宗は一先その分地に還りたるなり。又 太宗紀に「元年己丑夏、至㆓忽魯班 雪不只 之地㆒、皇弟 拖雷 來見。秋八月己未、諸︀王百官大會㆓于 怯綠連 河 曲雕 阿蘭 之地㆒、以㆓太祖︀遺詔㆒、卽㆓皇帝位 于 庫鐵烏 阿剌里㆒。





朝儀の始まり

始立㆓朝儀㆒、皇族尊屬皆拜、頒㆓大 札撒㆒。」原注に「華言㆓大法令㆒也」とあり。この事は、耶律 楚材の傳に委しく、「己丑秋、太宗將㆑卽㆑位、宗親威會、議猶未㆑決、時 睿宗 爲㆓太宗親弟㆒、故 楚材 言㆓於睿宗㆒曰「此宗社︀大計、宜㆓早定㆒。」睿宗曰「事猶未㆑集、別擇㆑日可乎。」楚材曰「過㆑是無㆓吉日㆒矣。」遂定㆑策立㆓儀制㆒、乃吿㆓親王 察合台㆒曰「王雖㆑兄、位則臣也、禮當㆑拜。王拜、則莫㆓敢不㆒㆑拜。」王深然㆑之。及㆑卽㆑位、王率㆓皇族及臣僚㆒拜㆓帳下㆒。旣退、王撫㆓楚材㆒曰「眞社︀稷臣也。」國朝尊屬有㆓拜禮㆒、自㆑此始」と[354]あり。





金の弔慰の使

又 太宗紀「金遣㆓阿忽帶㆒來歸㆓太祖︀之賵㆒。帝曰「汝主久不㆑降、使㆔先帝老㆓于兵閒㆒、吾豈能忘也。賵何爲哉。」却㆑之。遂議㆑伐㆑金。」阿忽帶は、天興 元年(太宗 四年)に講和使となれる諫議 大夫(後に御史 大夫)裴滿 阿虎帶なり。金史に據れば、この年 蒙古に使したるは、阿虎帶に非ずして、完顏 奴申なり。哀宗紀に、正大 五年 十二月「壬子、完顏 訥申 改㆓侍講學士㆒、充㆓國信使㆒。」奴申の傳に「正大五年九月、改㆓侍講學士㆒、以㆓御史大夫㆒奉㆓使大元㆒、至㆓龍駒 河㆒、朝㆓見太宗皇帝㆒、十二月還。明年(太宗 元年)六月、遷㆓吏部尙書㆒、復往、八年春還」とあり。奴申は、講和の使にして弔慰の使にあらざれば、太祖︀の賵を歸れるは、奴申の前に使したる完顏 麻斤出なるべし。）





番士 國民の交付

​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​は、​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​を​イロト​​弟​​を​カン​​罕​​に​イタヾ​​戴​​きて、​チンギス カガン エチゲ​​成吉思 合罕 額赤格​​の​コガネ​​金​​の​イノチ​​命​​ ​マモ​​守​​り​ヰ​​居​​たる​シユクヱイ​​宿衞​​ ​セントウシ​​箭筒士​​ ​ハツセン​​八千​​の​ジヱイ​​侍衞​​、[​スナハチ​​卽​​]​ワ​​我​​が​スメラミオヤ​​皇考​​の​ミ​​身​​に​チカ​​親​​く​ユ​​行​​き​ヰ​​居​​たる​ナイシン​​內臣​​、​カ​​彼​​の​マン​​萬​​の​バンシ​​番士​​を、​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​ ​トルイ​​拖雷​​ ​フタリ​​二人​​は、​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​に​ワタ​​交​​せり。​ナイチ​​內地​​の​クニタミ​​國民​​をもその​ダウリ​​道理​​に​ヨ​​依​​り​ワタ​​交​​せり。












§270(12:15:02)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​バクタト​​巴黑塔惕​​の再征

　​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​は、​オノレ​​己​​を​カン​​罕​​に​イタヾ​​戴​​かしめて、​ダイリ​​內裏​​に​ユ​​行​​く​マン​​萬​​の​バンシ​​番士​​を、​ナイチ​​內地​​の​クニタミ​​國民​​を​オノレ​​己​​の​モノ​​物​​に​ナ​​爲​​さしめ​ヲ​​畢​​へて、まづ​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​の​トコロ​​處​​に​ハカ​​謀​​りて、​チンギス カガン エチゲ​​成吉思 合罕 額赤格​​の​シカ​​爲掛​​け​オ​​置​​きたる​タミ​​民​​なる​バクタト​​巴黑塔惕​​の​タミ​​民​​の​カリベ シヨルタン​​合里伯 莎勒壇​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​したる​チヨルマカン ゴルチ​​綽兒馬罕 豁兒赤​​〈［＃ルビの「チヨルマカン ゴルチ」は底本では「チヨルハカン ゴルチ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉（前卷の搠兒馬罕 豁兒赤）の​ゴヱン​​後援​​に、​オゴトル​​斡豁禿兒​​ ​モンゲト​​蒙格禿​​ ​フタリ​​二人​​を​シユツセイ​​出征​​せさせたり。（斡豁禿兒は、外に見えず。蒙格禿は、卽 篾格禿、八十八功臣の第六十二なり。親征錄に、太宗と拖雷と「共議㆔搠力蠻 復征㆓西域㆒」とあるは、この事を云へるなり。）





西方十一部の再征

また​サキ​​先​​に​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​を、​カングリン​​康鄰​​ ​キブチヤウト​​乞卜察兀惕​​ ​バヂギト​​巴只吉惕​​ ​オルスト​​斡魯速惕​​ ​アスト​​阿速惕​​ ​セスト​​薛速惕​​（前卷の撒速惕）​マヂヤル​​馬札兒​​（前卷の馬札喇）​ケシミル​​客失米兒​​ ​セルゲスト​​薛兒格速惕​​（前卷の薛兒客速惕）​ブラル​​不剌兒​​（前卷にも後文にも孛剌兒とあり。こゝの原文に不合兒とあれども、寫し誤りならんこと疑ひなければ、改めたり。）​ケレル​​客咧勒​​（前卷 誤りて喇喇勒）の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​イタ​​到​​るまで、​アヂル​​阿的勒​​（前卷の亦的勒）​ヂヤヤク​​札牙黑​​なる​ミヅ​​水​​ある​カハ​​河​​を​ワタ​​渡​​り、[355]​メケト​​篾客禿​​（





​メケト​​篾客禿​​の城

後文に蔑格惕の城、憲宗 本紀 昔里鈐部の傳に阿速の蔑怯思 城、土土哈の傳に、麥住斯、拔都︀兒の傳に麥各思 城とあり。そのありかは確ならず。阿卜勒弗荅は、亦奔 賽篤を引きて「阿闌の主要なる寨は、世界の堅城の一なり」と云ひ、馬速的も、この寨を「阿闌の國と喀卜克(高喀速 山)との閒にて大河の畔にあり」と云ひたれども、寨の名を云はず。卜咧惕施乃迭兒 曰く「この城は、蓋 帖咧克 河の上游にて喀自別克 山に近き名高き荅哩額勒の峽にありて、抹哈篾惕 敎徒の地理家の巴必 阿勒闌(阿闌の門)、古史の玻兒塔 高喀昔亞ならん」と云へり。）​メンケルメン​​綿客兒綿​​ ​ケイベ​​客亦別​​（前卷の乞瓦 綿 客兒綿）を​ハジメ​​首​​とせる​シロ​​城​​どもの​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​したる（出征せしめたるに、）​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​は、それらの​タミ​​民​​に​ナヤ​​艱​​まされて、​スベエタイ​​速別額台​​の​ゴヱン​​後援​​に​バト​​巴禿​​、​ブリ​​不哩​​（





​ブリ​​不哩​​

多遜の世系表に、察合台の長子 木阿禿干の子とあれども、普剌諾 合兒闢尼は、「察阿歹の子 不𡂰」と云へり。元史 憲宗紀 元年 卽位の條に不里と書きて、察合台の子なる也速忙可と竝べ擧げたり。下文なる長子 出征の語に據るに察阿歹の長子なること明なり。不哩の兄 木阿禿干は、太祖︀の西征に從ひ、巴米安 城攻の時に戰死したれば、不哩は今 生存せる諸︀子の長兄となれり。）​グユク​​古余克​​（





定宗 ​グユク​​古余克​​

太宗の長子 貴由。蒙古 源流 庫裕克、多遜も同じ。太宗紀 八年の處には、古與と書けり。太宗 崩じて後 合罕に立てられ、元史に本紀あり。「定宗𥳑平皇帝、諱 貴由、太宗長子也。母曰㆓六皇后乃 馬眞 氏㆒、以㆓丙寅年㆒生㆑帝」とあれば、太宗 八年 丙申の歲 歐囉巴 征伐に出陣したるは、三十一歲の時なり。）​モンゲ​​蒙格​​を（





憲宗 ​モンゲ​​蒙格​​

拖雷の長子にして、定宗 崩じて後 合罕となれり。蒙古 源流、拖雷 額氈の子​モンケ​​蒙客​​。元史 本紀に「憲宗桓肅皇帝、諱 蒙哥。睿宗 拖雷 之長子也。母曰㆓莊獻太后 怯烈 氏、諱 唆魯禾帖尼㆒、歲戊辰十二月三日生㆑帝。時有㆘黃忽荅 部知㆓天象㆒者︀㆖、言㆓帝後必大貴㆒、故以㆓蒙哥㆒爲㆑名」とありて、原注に「蒙哥、華言長生也」と云へれば、蒙哥のモンゲと讀むべきことは甚 確なり。普剌諾 合兒闢尼のメングと云ひ、喇失惕 以下 西人の蒙古史にマングとあるは、皆 音 訛れり。蒙格は、この出征の時 二十九歲なりき。）​ハジメ​​首​​としてあまたの​ミコダチ​​諸︀王​​を​シユツセイ​​出征​​せさせたり。（この文、やゝ事實に違へり。速別額台の者︀別と共に乞卜察克 斡嚕思 諸︀國を征して苦戰したるは事實なれども、その苦戰を救はんが爲に巴禿 等 諸︀王の出征したるに非ず。速別額台は諸︀國を擊ち破りて還りたれども、その地いまだ平定せざりし故に、太宗は更にその地を悉く征服せんが爲に巴禿 等 諸︀王を遣し、速別額台を參謀として、再征を企てたるなり。委しくは下の注に述ぶべし。）





長子出征の定め

この​シユツセイ​​出征​​したる​モロ〳〵​​諸︀​​の​ミコダチ​​王等​​に​バト​​巴禿​​ ​ヲサ​​長​​となれと​ミコト​​勅​​ありき。​ナイチ​​內地​​より​イ​​出​​でたるものには​グユク​​古余克​​ ​ヲサ​​長​​となれと​ミコト​​勅​​ありき。「この​シユツセイ​​出征​​する​ブシウ​​部眾​​を​ス​​統​​ぶる​ミコダチ​​諸︀王​​は、その​コ​​子​​どもも​オホイコ​​大子​​に​シユツセイ​​出征​​せさせよ。​ブシウ​​部眾​​を[356]​ス​​統​​べざる​ミコダチ​​諸︀王​​、​バンコ​​萬戶​​ ​センコ​​千戶​​ ​ヒヤクコ​​百戶​​ ​ジツコ​​十戶​​ （卽 牌子頭）の​クワンニン​​官人​​ ​ドモ​​等​​あまたの​ヒト​​人​​、​タレ​​誰​​なりとも、その​コ​​子​​どもより​アニ​​兄​​を​シユツセイ​​出征​​せさせよ。​ヒメミコ​​公主​​ ​ムコギミ​​駙馬​​も、​オナ​​同​​じ​リイウ​​理由​​によりその​コ​​子​​どもより​アニ​​兄​​を​シユツセイ​​出征​​せさせよ」と​ミコト​​勅​​ありて、​マタ​​又​​ ​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「この​マタ​​亦​​ ​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​を​シユツセイ​​出征​​せさする​リイウ​​理由​​は、​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​より​オコ​​起​​りしぞ。​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​ ​イ​​言​​ひて​キ​​來​​ぬるに「​スベエタイ​​速別額台​​の​ゴヱン​​後援​​に​コ​​子​​どもより​アニ​​兄​​ ​ブリ​​不哩​​を​シユツセイ​​出征​​せしめたり。​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​ ​シユツセイ​​出征​​すれば、​イクサ​​軍​​ ​サカン​​盛​​なり。​イ​​出​​づる​イクサ​​軍​​ ​オホ​​多​​くなれば、​カンバセ​​顏色​​ ​タカ​​高​​く​イキホヒ​​勢​​よく​ユ​​行​​くなり。​カナタ​​彼方​​の​テキジン​​敵人​​は、あまたの​クニ​​國​​あり、その​ホコサキ​​鋒​​は​コハ​​剛​​く、​カレラ​​彼等​​の​タミ​​民​​ ​イカ​​怒​​れば​オノ​​己​​が​キカイ​​器︀械​​に​シ​​死​​に、​カレラ​​彼等​​の​タミ​​民​​は​キカイ​​器︀械​​ ​エイリ​​銳利​​なりと​イ​​云​​はれたり」と​イ​​云​​ひて​キ​​來​​ぬ。」​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「その​コトバ​​言​​につき、​ワレラ​​我等​​の[​カンガヘ​​考​​に]も、​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​の​チヤクジツ​​著︀實​​なる​チカラ​​力​​に​ヨ​​依​​り、​コ​​子​​どもの​アニ​​兄​​を​イ​​出​​さんとて、​トコロドコロ​​處處​​に​センプ​​宣布​​して​バト​​巴禿​​ ​ブリ​​不哩​​ ​グユク​​古余克​​ ​モンゲ​​蒙格​​を​ハジメ​​首​​とせる​ミコダチ​​諸︀王​​を​シユツセイ​​出征​​せしむる​リイウ​​理由​​かくありしぞ」[と​ノリタマ​​宣​​へり。]（





西征の諸︀王 十一人

この西征の諸︀王は、多遜の史に、巴禿 等 四人の外 七人の名を擧けたり。卜咧惕施乃迭兒 曰く「塔哩黑 只杭庫沙亦 札米兀惕 帖伐哩黑に據るに(原注。多遜 第二 第六九九頁 以下)、斡歌台 汗の世に集められたる第二(太宗 七年)の大會にて、阿昔 不勒噶兒 乞魄察克 嚕西亞の諸︀國を征服せんが爲に大軍を興さんことを議決したり。この諸︀國は、皆 成吉思 汗の長子 拙赤の子 巴禿の領地に接せり。斡歌台は、この征伐に巴禿を助けんことを、次の諸︀王、卽 斡歌台の子ども庫余克 喀丹、拖雷の子ども曼古 不者︀克、察合台の子ども不哩 拜荅兒、斡歌台の弟 庫勒堪、巴禿の兄弟 斡兒荅 唐古惕 失班に命じたり。勇武なる速不台 巴哈都︀兒も、この出征に加はり、一二三六年(太宗 八年)二月 進軍 始まれり。」喀丹は、元史 世系表に太宗の第六子 合丹 大王、速不台の傳に諸︀王 哈丹とあり。不者︀克は、世系表に睿宗の第八子 撥綽 大王、牙忽都︀の傳に睿宗の庶子 撥綽とあり。不者︀克の名は、本書 下の文にも見ゆ。庫勒堪また古勒干は、世系表に太祖︀の第六[357]子 闊列堅 太子、太宗紀に果魯干、輟耕錄に果里干 缺劉堅、通鑑 續編に郭列干など書けり。古勒干の母を、卜咧惕施乃迭兒は、喇失惕を引きて、金帝の女 古克主(卽 岐國 公主)なりとし、別咧津は、忽闌 合屯なりとして、金帝の女 昆主 合屯には子なしと云へり。古勒干は、嚕西亞にて戰死せり。斡兒荅は、巴禿の兄なり。太宗紀に斡魯朶とあり、世系表には漏れたり。唐古惕 失班は、皆 巴禿の弟なり。失班は、速不台の傳に諸︀王 昔班とあり、世系表には無し。拜荅兒 唐古惕の名は、元史に見えず。）
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金國征伐の議

　​マタ​​又​​ ​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​は、​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​の​トコロ​​處​​に​ハカ​​謀​​りて​ヤ​​遣​​るには「​チンギス カガン エチゲ​​成吉思 合罕 額赤格​​の​ケンセイ​​見成​​[の​タイヰ​​大位​​]に​スワ​​坐​​れり。いかなる​サイノウ​​才能​​に​ヨ​​依​​りてか​スワ​​坐​​れると​イ​​言​​はれたり、​ワレ​​我​​。​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​ ​ヨシ​​可​​とせば、​ワレラ​​我等​​の​スメラミオヤ​​皇考​​は、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​を​ヤリカ​​遣掛​​けて（事をし掛けて）​オ​​置​​きたり。​イマ​​今​​ ​ワレ​​我​​ ​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​せん」と​ハカ​​謀​​りて​ヤ​​遣​​れば、​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​ ​ヨシ​​可​​として「​ナニ​​何​​の​サマタゲ​​妨​​[か​ア​​有​​らん]。​ラウエイ​​老營​​の​ウチ​​裏​​は​ヨ​​好​​き​ヒト​​人​​に​ユダ​​委​​ねて​シユツバ​​出馬​​せよ。​ワレ​​我​​は、こゝより​イクサ​​軍​​を​イダ​​出​​して​ヤ​​遣​​らん」と​イ​​云​​ひて​ヤ​​遣​​りき​ダイ​​大​​ ​オルドス​​斡兒朶思​​（斡兒朶の複稱）の​ウチ​​裏​​は、​オルダカル ゴルチ​​斡勒荅合兒 豁兒赤​​に​ユダ​​委​​ねて、
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太宗の親征

　​ウサギ​​兔​​の​トシ​​年​​（我が後堀河 天皇 寬喜 三年 辛卯、宋の紹定 四年、金の正大 八年、元の太宗 三年、西紀 一二三一年、太宗 四十六歲の時なり。然るに、元史 太宗紀に據るに、太宗の親征は、この年の前年、太宗 二年 庚寅より始まりたれば、本書の紀年は誤れり。兔の年は、虎の年に作るべし。）​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​は、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​して、​ヂエベ​​者︀別​​を​センポウ​​先鋒​​に​ヤ​​遣​​りぬ。かくて​キタト​​乞塔惕​​の​イクサ​​軍​​を​ヤブ​​敗​​りて、​クチキ​​爛木​​の​ツモ​​積​​れる​ゴト​​如​​く​コロ​​殺︀​​して、​チヤブチヤル​​察卜赤牙勒​​を​コ​​越​​えて、​トコロドコロ​​處處​​に​カレラ​​彼等​​の​グンジヤウ​​郡城​​どもを​セ​​攻​​めさせに​イクサ​​軍​​を​ユ​​行​​かしめて、​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​は​シラデク​​失喇迭克​​（龍虎臺）に​ゲバ​​下馬​​（駐蹕）せり。（者︀別は、太祖︀の時、西征より還りて閒もなく歿したるに、その幽靈の今こゝに現れたるは笑ふべし。すべて者︀別の先鋒、居庸の攻め破り、三道の侵掠、龍虎臺の駐蹕は、皆 太祖︀ 南征の時の事なれども、その事 甚 名高くして、人口に膾炙したる故に、太宗の南征にもふと誤りて書き加へたるならん。この[358]





金元 兩紀の摘錄

南征の役は、元史 太宗紀 睿宗の傳 金史 哀宗紀、その外 金元 兩史の將相の諸︀傳に甚 委しければ、今 金元 兩紀の文を節︀錄して、太宗の武功の槪略を示し、本書の簡陋 遺脫を補はん。元史 太宗紀 二年 庚寅「秋七月、帝自將南伐、皇弟 拖雷 皇姪 蒙哥 率㆑師從、拔㆓天成等堡㆒、遂渡㆑河攻㆓鳳翔㆒。」金史 哀宗紀 正大 七年「冬十月、平章政事 完顏 合達、樞密副使 移剌 蒲阿、同行㆓尙書省事于閿鄕㆒、以備㆓潼關㆒。」元史 十一月「師攻㆓潼關藍關㆒、不㆑克。十二月拔㆓天勝寨及韓城蒲城㆒。」金史 正大 八年「春正月、大元兵圍㆓鳳翔府㆒。遣㆓樞密院判官 白華 等㆒、諭㆓閿鄕行省㆒進㆑兵。合達 蒲阿 以㆑未㆑見㆓機會㆒不㆑行。復遣㆓白華㆒、諭㆓合達 蒲阿㆒、出㆑關以解㆓鳳翔之圍㆒。又不㆑行。」元史 三年 辛卯「春二月、克㆓鳳翔㆒、攻㆓洛陽河中諸︀城㆒下㆑之。」この文 誤れり。鳳翔の落ちたるは、四月に在り、河中の下れるは、十二月に在り、洛陽の下れるは、又その遙に後にあり。皆この年 二月の事にあらず。金史「夏四月、大元兵平㆓鳳翔府㆒。兩行省棄㆓京兆㆒、遷㆓居民於河南㆒。畱㆓完顏 慶山奴㆒守㆑之。」元史「五月、避㆓暑︀于九十九泉㆒、命㆓拖雷㆒出㆓師寶鷄㆒、遺㆓搠不罕㆒使㆑宋假㆑道、宋殺︀㆑之。」この搠不罕の事につき異說あり、前卷の第四四七頁〈［＃「第四四七頁」は§251に相当。］〉に見えたり。「復遺㆓李國昌㆒使㆑宋需㆑糧。秋八月、幸㆓雲中㆒。」金史「九月、大元兵駐㆓河中府㆒。慶山奴棄㆓京兆㆒東還。召㆓合達 蒲阿㆒赴㆑汴、議㆔引㆑兵趨㆓河中㆒。懼不㆓敢行㆒、還㆓陝州㆒、出㆑師至㆓冷水谷㆒而歸。大元兵攻㆓河中府㆒。合達 蒲阿 遣㆓元帥王敢㆒、率㆓兵萬人㆒救㆑之。」元史「冬十月乙酉、帝圍㆓河中㆒。」金史「十一月丁未、大元進㆓兵嶢峯關㆒、由㆓金州㆒。而樞密院議㆓以㆑逸︀待㆑勞、未㆒㆑可㆓與戰㆒。上諭㆑之云云、乃詔㆓諸︀將㆒、屯㆓軍襄鄧㆒。」金州より進めるは、睿宗 拖雷なり。この奇兵の事は、睿宗の傳に詳かなり。元史「十二月己未、拔㆓河中㆒。」金史「十二月、河中府破、權簽樞密院事草火 訛可 死㆑之、元帥板子 訛可、提㆓敗卒三千㆒走㆓閿鄕㆒。詔赦㆓將佐以下㆒、杖㆓訛可㆒二百以死。合達 蒲阿 率㆓諸︀軍㆒入㆓鄧州㆒。元帥左監軍楊沃衍、忠孝軍總領 完顏 陳和尙、恆山公武仙、皆引㆑兵來會、出屯㆓順陽㆒。戊辰、大元兵渡㆓漢︀江㆒而北、丙子畢渡。合達 蒲阿 將㆑兵禦㆓于禹山之前㆒。大元兵分㆑道趨㆓汴京㆒、京師戒嚴。是夜二鼓、合達 蒲阿 引㆑軍還㆓鄧州㆒。大元兵躡㆓其後㆒、盡獲㆓其輜重㆒。天興元年春正月、大元兵道㆓唐州㆒。元帥 完顏 兩 婁室 與戰㆓襄城之汝墳㆒、敗績。兩 婁室 走㆓汴京㆒。癸未、合達 蒲阿 引㆑軍自㆓鄧州㆒赴㆓汴京㆒。丙戌、大元兵旣定㆓河中㆒、由㆓河淸縣白坡㆒渡㆑河。」元史 四年 壬辰「春正月戊子、帝由㆓白坡㆒渡㆑河。」丙戌は正月 五日、戊子は七日なり。五日に渡り始めて、七日に渡り終へたるにや。元史「庚寅、拖雷 渡㆓漢︀江㆒、遣㆑使來報。卽詔㆓諸︀軍㆒進發。」拖雷の漢︀江を渡れるは、去年 十二月 中旬なれども、正月 九日 庚寅に至り太宗の所にその報吿 達したるなり。元史「甲午、次㆓鄭州㆒。金防城提控馬伯堅降。授㆓伯堅金符㆒使㆑守㆑之。」金史「甲午、修㆓京城樓櫓及守禦備㆒。大元兵薄㆓鄭州㆒、與㆓白坡兵㆒合。屯軍元帥馬伯堅以㆑城降、防禦使。烏林荅 咬住 死㆑之。乙未、大元游騎至㆓汴城㆒。」元史「丙申大雪、丁酉又雪。次㆓新鄭㆒。是日、拖雷 及㆓金師㆒戰㆓于鈞州之三峯㆒、大敗㆑之、獲㆓金將 蒲阿㆒。戊戌、帝至㆓三峯㆒。壬寅、攻㆓鈞州㆒克㆑之、獲㆓金將 合達㆒、遂下㆓商虢嵩汝陝洛許鄭陳毫穎壽睢永等州㆒。」金史「丁酉大雪、大元兵及㆓兩省軍㆒、戰㆓釣州之三峯山㆒、兩省軍大潰。合達 陳和尙 楊沃衍走㆓鈞州㆒、城破、皆死㆑之。蒲阿 就㆑執、尋亦死。武仙走㆓密縣㆒。自㆑是兵不㆓復振㆒。辛丑、潼關守將李平、以㆑關降㆓大元㆒。庚戌、許州軍變、以㆑城降㆓大元㆒。二月甲寅、大元兵徇㆓臨渙㆒、攝縣令張若愚死㆑之。戊午、次㆓盧氏㆒。關陝行省總帥兩軍及秦藍帥府軍、棄㆓潼關㆒而東、與㆑之遇、天又大雪、未㆑戰而潰。行省 徒單 兀典 總帥 納合 合閨 敗死、完顏 重喜 降、斬㆓于馬前㆒。大元兵下㆓睢州㆒。乙丑、大元兵攻㆓歸德㆒。三月丁亥、大元軍平㆓中京㆒、畱守 撒合輦 投㆑水死。」平㆓中京㆒は誤れり。中京は、卽 洛陽にして、元史 下せる諸︀州の名を列記したる中に洛の字あるも[359]非なり。撤合輦 强伸の傳に據るに、この時 洛陽は圍まれたるのみにて、下らざりき。殊に强伸の苦戰して守りおほせたる忠勇の働きは、名高き談なりしをや。元史「三月、命㆓速不台 等㆒圍㆓南京㆒。金主遣㆓其弟曹王 訛可㆒入質、帝還、畱㆓速不台㆒守㆓河南㆒。夏四月、出㆓居庸㆒、避㆓暑︀官山㆒。」曹王 訛可は、哀宗の弟に非ず、哀宗の弟 荆王 守純の子なり。金史「大元遣㆑使自㆓鄭州㆒來諭㆑降。庚子、封㆓荆王子 訛可㆒爲㆓曹王㆒、議㆓以爲㆒㆑質。壬寅、尙書左丞李蹊送㆓曹王㆒出質。諫議大夫 裴滿 阿虎帶、太府監國世榮爲㆓講和使㆒。戶部侍郞楊慥、權㆓參知政事㆒、分㆑軍防㆓守四城㆒。大元兵攻㆓汴城㆒。上出㆓承天門㆒、撫㆓西面將士㆒。癸卯、上復出撫㆓東面將士㆒、親傳㆓戰傷者藥㆒。夏四月丁巳、遣㆓戶部侍郞楊仁㆒、奉㆓金帛㆒詣㆓大元兵㆒乞㆑和。戊午、又以㆓珍異㆒往謝㆑許㆑和。乙丑、百官初起㆓居于隆︀德殿前㆒。丁卯、汴京解㆑嚴、步軍始出㆓封丘門㆒采㆓薪蔬㆒。己巳、建威都尉 完顏 兀論、同㆓大元使 沒忒㆒入㆑城。庚午、見㆓使臣於隆︀德殿㆒。六月乙亥、左丞李蹊送㆓曹王㆒、與㆓其子仝㆒俱還。」）





山川の神︀の崇り

そこに​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​は、​ヤマヒ​​病​​に​トリツ​​取附​​かれて、​クチシタ​​口舌​​[の​ハタラキ​​用​​]を​ウシナ​​失​​ふほど​ヤマ​​艱​​まされたるを​カンナギ​​師巫​​の​ウラナヒジヤ​​占者︀​​に​ウラナ​​占​​はせたれば、​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​ツチミヅ​​地水​​の​ウシギミ​​主王​​だち（地主の神︀だち 水主の神︀だち、卽 山川の羣神︀）は​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​を​カス​​掠​​められ、​シロ​​城​​ども​クニ​​郡​​どもを​ヤブ​​壞​​られて、​キビ​​嚴​​しく​タヽ​​祟​​れるなり。​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​ ​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​バグン​​馬羣​​ ​リヤウシヨク​​糧食​​を​ミガハリ​​身替​​に​アタ​​與​​へんとて​ハラ​​禳​​へば、​ユル​​釋​​さずして​イヨ〳〵​​愈​​ ​キビ​​嚴​​しく​タヽ​​崇​​れり。​ウラカ​​親族​​の​ヒト​​人​​より[​ミガハリ​​身替​​せば]​ヨ​​可​​からんかとて​ハラ​​禳​​へば、[​ユル​​釋​​したり。]​カガン​​合罕​​ ​メ​​目​​を​ヒラ​​開​​きて、​ミヅ​​水​​を​モト​​索​​めて​ノ​​飮​​みて、「いかに​ナ​​爲​​れる」と​ト​​問​​はれて、​カンナギ​​師巫​​ ​マウ​​奏​​さく「​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​の​ツチミヅ​​地水​​の​ウシギミ​​主王​​たちは​ツチミヅ​​地水​​を​ヤブ​​壞​​られ、​ジンミン​​人民​​ ​ヂウグ​​住具​​を​カス​​掠​​められて、​キビ​​嚴​​しく​タヽ​​祟​​れるなり。​ホカ​​別​​に​ナニ​​何​​にても​ミガハリ​​身替​​に​アタ​​與​​へんとて​ハラ​​禳​​へば、​イヨ〳〵​​愈​​ ​キビ​​嚴​​しく​スヽ​​漸​​みたり。​ウカラ​​親族​​の​ヒト​​人​​より[​ミガハリ​​身替​​せば]​ヨ​​可​​からんかと​イ​​云​​へば、​ユル​​釋​​したり。​イマ​​今​​ ​オホミコト​​聖旨​​ ​シロ​​知​​しめせ」と​マウ​​奏​​せば、​ミコト​​勅​​ありて「​ミマヘ​​御前​​に​ミコダチ​​諸︀王​​より​タレ​​誰​​かある」と​ノリタマ​​宣​​へば、





​トルイ​​拖雷​​の身替

​トルイ​​拖雷​​の​ミコ​​王​​ ​ミマヘ​​御前​​に​ヰ​​居​​て​マウ​​申​​さく「​サイハヒ​​福︀​​ある​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワレラ​​我等​​の​ミオヤ​​父​​は、​カミ​​上​​に​アニ​​兄​​だち​シモ​​下​​に[360]​オトヽ​​弟​​だちあるに、​カガン イロセ​​合罕 兄​​を​ナガミコト​​爾​​を​センバ​​騸馬​​の​ゴト​​如​​く​エバ​​選​​びて、​カツヤウ​​羯羊​​の​ゴト​​如​​く​ハカ​​揣​​りて、​オホ​​大​​き​ミクラヰ​​位​​に​ナ​​爾​​が​ミ​​身​​を​ナザ​​名指​​して、​オホ​​多​​き​クニタミ​​國民​​を​ナ​​爾​​が​ウヘ​​上​​に​ニナ​​擔​​はせて​アタ​​與​​へたるぞ。​ワレ​​我​​をこそは、​カガン イロセ​​合罕 兄​​の​ミマヘ​​御前​​に​ヰ​​居​​て、​ワス​​忘​​兀馬兒塔黑散​れたるを​コヽロヅ​​心附​​けて、​ネム​​睡​​穩塔喇黑散​りたるを​ヨビサマ​​喚覺​​して​ユ​​行​​けと​オホ​​仰​​せられたりき。​イマ​​今​​ ​カガン イロセ​​合罕 兄​​を​ナガミコト​​爾​​を​ウシナ​​失​​はば、​ワレ​​我​​は、​タレ​​誰​​の​ワス​​忘​​れたるを​コヽロヅ​​心附​​け、​カレ​​誰​​の​ネム​​睡​​りたるを​ヨビサマ​​喚覺​​さん。​マコト​​實​​に​マタ​​亦​​ ​カガン イロセ​​合罕 兄​​ ​ヨ​​吉​​からずならば、​オホ​​多​​斡欒​き​モンゴル​​忙豁勒​​の​クニタミ​​國民​​は​ミナシゴ​​孤兒​​斡捏亦咧坤​とならん。​キタト​​乞塔惕​​の​タミ​​民​​は​ヨロコ​​喜​​乞卜慷渾​ばん。​カガン イロセ​​合罕 兄​​の​カハリ​​代​​に​ワレ​​我​​ ​ナ​​爲​​らん。​トル​​禿魯​​（魚の名）の​セ​​脊​​を​ワレ​​我​​ ​サ​​割​​禿勒巴勒​きたり。​キレメ​​乞列篾​​（魚の名）の​セ​​脊​​を​ワレ​​我​​ ​タ​​斷​​輕古勒​ちたり。​オモテ​​面​​亦列​を​ワレ​​我​​ ​ウ​​打​​亦剌黑​てり。​ソトモ​​外面​​合荅​を​ワレ​​我​​ ​サ​​刺​​合惕忽​せり。（この四句を明譯は節︀約して​アラユル​​有的​​ ​ツミハ​​罪業​​、​スベテ​​都︀​​ ​ナリ​​是​​㆓​ワガ​​我​​ ​ツクレル​​造來​​㆒。）​カホ​​顏​​你兀兒​ ​ウツク​​美​​しく​セ​​脊​​你嚕溫​ ​ナガ​​長​​く​ワレ​​我​​もあるぞ、（明譯​ワレ​​我​​ ​マタ​​又​​ ​ウマレツキ​​生得​​ ​カホヨク​​好​​、​ベシ​​可​​㆓以​ツカヘマツル​​事​​㆒㆑​カミニ​​神︀​​。尙書の金縢に、武王 疾ありて周公 身を以て代らんことを祈︀れる辭に「予仁若㆑考、能多㆑材多㆑藝、能事㆓鬼神︀㆒」と云へるも、この意に同じ。）​カンナギ​​師巫​​ ​マジナ​​呪​​へ​ノロ​​詛​​へ」と​イ​​云​​ひて、​カンナギ​​師巫​​ ​ノロ​​詛​​へば、​ノロ​​詛​​ヘる​ミヅ​​水​​を​トルイ​​拖雷​​の​ミコ​​王​​ ​ノ​​飮​​めり。​シバラ​​暫​​く​スワ​​坐​​りて​イハ​​言​​く「​ヱ​​醉​​ひたり、​ワレ​​我​​。​ワ​​我​​が​ヱヒ​​醉​​を​サマ​​覺​​せる​ウチ​​內​​に（我が醉のまはらぬ閒に）、​ミナシゴ​​孤兒​​ども​ヲサナゴ​​幼兒​​ども​オトヽ​​弟​​ども​ヤモメ​​寡​​なる​ヨメ​​婦​​ ​ベルデ オイン​​別嚕迭 斡因​​に（譯語を知らず）​イタ​​至​​るまで​ヤシナ​​養​​ふことを​カガン イロセ​​合罕 兄​​ ​シロ​​知​​しめせ。」その​コトバ​​言​​を​イ​​言​​ひ​ヲ​​畢​​へ、「​ワレ​​我​​ ​ヱ​​醉​​ひたり」と​イ​​云​​ひて、​イ​​出​​でて​サ​​去​​りて、​ヨ​​吉​​からず​ナ​​爲​​れる​リイウ​​理由​​かくあり。（元史 太宗紀 に據れば、拖雷の薨じたるは、太宗 四年 九月なり。





睿宗の傳

睿宗の傳に、三峯山 鈞州 許州の戰の後に「遂從㆓太宗㆒、收㆓定河南諸︀郡㆒。四月、由㆓半渡㆒、入㆓眞定㆒、過㆓中都︀㆒、出㆓北口㆒、住㆓夏于官山㆒。五月、太宗不豫、六月疾甚。拖雷禱㆓于天地㆒、請㆓以㆑身代㆒㆑之、又取㆓巫覡祓除釁滌之水㆒飮焉。居數日、太宗疾愈、拖雷從㆑之北還、至㆓阿剌合的思 之地㆒、遇㆑疾而薨。壽四十有□。」喇失惕の史に四十歲と云[361]へるに據れば、この闕字は、必ず一の字なるべし。「妃 怯烈 氏、子十一人。長憲宗、次四則世祖︀也。憲宗立、追諡曰㆓英武皇帝㆒、廟號㆓睿宗㆒。二年、合㆓祭昊天后土㆒、以㆓太祖︀睿宗㆒配享。世祖︀至元二年、改諡㆓景襄皇帝㆒。」祭祀志 一「憲宗之二年秋八月八日、始以㆓冕服㆒拜㆓天於日月山㆒、其十二日、合㆓祭昊天后土㆒、始大合㆑樂、作㆓牌位㆒、以㆓太祖︀睿宗㆒配享。」祭祀志 三「武宗至大二年十月、以㆑將㆑加㆓諡太祖︀睿宗㆒、擇㆑日請㆓太祖︀睿宗尊諡于天㆒、改㆓製金表神︀主㆒、題㆓寫尊諡廟號㆒。十二月乙卯、親享㆓太廟㆒、奉㆓玉册玉寶㆒、加㆓上太祖︀聖武皇帝尊諡㆒曰㆓法天啓運㆒、加㆓上睿宗景襄皇帝㆒曰㆓仁聖㆒、」





集史なる身替りの​イノ​​禱​​り

拖雷の身替りの事は、喇失惕の史にも記せり。只 禱りの辭は、祕史と稍 異なり。「拖里は、斡歌台の床に近づき、師巫の聖水を盛れる木の器︀を捧げて、神︀に白さく「常世の大神︀よ。もし爾は人の罪に隨ひて罰なふならば、我は斡歌台よりも多く罰なはるべきことを爾は知り給はん。我は、軍にて多くの民を殺︀せり。我は、多くの女ども兒どもを驅り立てたり。我は多くの父ども母どもに淚を流させたり。もし爾は爾の羣僕の中よりその美好の爲に召し上げんとならば、我は又 斡歌台よりも立派なるを主張せん。斡歌台の代りに我を取りて、彼の病を我に移し給へ」と祈︀りたれば、斡歌台は疾 愈えて、拖里は久しからず歿りぬ」とあり。）












§273(12:25:10)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










金國の平定

　かくて​アルタン カン​​阿勒壇 罕​​を​キハ​​窮​​めて、​セウセ​​薛兀薛​​（明譯、小厮 卽 こもの）と​イ​​云​​ふ​ナ​​名​​を​アタ​​與​​へて、​カレ​​彼​​の​コガネ​​金​​ ​シロカネ​​銀​​ ​キン​​金​​あり​アヤ​​紋​​ある​オリモノ​​織物​​ ​タカラ​​財​​ ​アラシヤス​​阿剌沙思​​（明譯​ワイバ​​淮馬​​）​セウセス​​薛兀薛思​​（小者︀ども）を​ヲサ​​收​​めて、​サキテ​​先手​​の​タンマチン​​探馬臣​​を​オ​​置​​きて、​ナンキン​​南京​​ ​チウト​​中都︀​​の​トコロドコロ​​處處​​に​シロ​​城​​の​ウチ​​裏​​に​ダルガチン​​荅嚕合臣​​を​オ​​置​​きて、​タヒラ​​平​​けく​カヘ​​回​​りて、​カラ ゴルム​​合喇 豁嚕木​​に​ゲバ​​下馬​​せり。（





​タンマチン​​探馬臣​​

探馬臣は、探馬赤とも云ふ。荅嚕合臣を荅嚕合赤とも云ふが如し。元史 兵志 一に「若㆓夫軍士㆒、則初有㆓蒙古 軍 探馬赤 軍㆒。蒙古 軍皆國人、探馬赤 軍則諸︀部族也。」兵志 二 鎭戍の條に「世祖︀之時、海︀宇混一、然後命㆓宗王㆒將㆑兵鎭㆓邊徼襟喉之地㆒。河洛山東據㆓天下腹心㆒、則以㆓蒙古 探馬赤 軍㆒、列㆓大府㆒以屯㆑之」とあれば、探馬赤 軍は、藩地に鎭戍する諸︀部族の兵にして、探馬臣の官は、その將帥なり。





​タンマチ​​探馬赤​​ 軍の五部の將

闊闊不花の傳に「歲庚寅、太祖︀㆓命太師 木華黎㆒伐㆑金、分㆓探馬赤㆒爲㆓五部㆒、各置㆓將一人㆒、闊闊不花 爲㆓五部前鋒都︀元帥㆒、云云。歲丙申、太宗命㆓五部將㆒、分鎭㆓中原㆒、闊闊不花鎭㆓益都︀濟南㆒、按察兒 鎭㆓平陽太原㆒、孛羅 鎭㆓眞定㆒、肖乃台 鎭㆓大名㆒、怯烈台 鎭㆓東平㆒。」庚寅は、戊寅(太祖︀ 十三年)の誤なり。木華黎の傳に「丁丑(太祖︀ 十二年)八月、詔封㆓太師國王㆒、云云。分㆓弘吉剌 亦乞烈思 兀魯兀 忙兀 等十軍、及 吾也 而 契丹 蕃漢︀等軍㆒、竝屬㆓麾下㆒〈［＃返点の「一」は底本では、なし。昭和18年復刻版に倣い修正］〉」とある契丹 蕃漢︀等軍は、卽 探馬赤 軍にて、親征錄 集史は、皆この事を戊寅の年(卽 西紀 一二一八年)の事とせり。「丙申(太宗八年)、命㆓五部將㆒分鎭㆓中原㆒」は、卽 本書 探馬臣を置くの事なり。この五部將の名は、兵志 一 世祖︀ 中統 三年 三月の詔に「眞定 彰德 那州 洛 磁 東平 大名 平陽 太原 衞輝懷孟等路各處、有㆘舊屬㆓按札兒、孛羅、笑乃䚟、闊闊不花、不里合 拔都︀兒 等官所管㆒探馬赤 軍人㆖、乙卯歲(憲宗 五年)籍爲㆓民戶㆒、云云、」石高山の傳に「昔太祖︀皇帝所集 按察兒 孛羅 窟里台 孛羅海︀ 拔都︀ 闊闊[362]不花 五部 探馬赤 軍、金亡之後、散㆓居牧地㆒、毎多有㆘入㆓民籍㆒者︀㆖」とありて、名 互に異なり。按察兒は卽 按札兒にて、元史に傳あり、「歲己卯(太祖︀ 十四年)、兵北還、以㆓按札兒㆒統㆓所部兵㆒、屯㆓平陽㆒以備㆑金。歲甲午(太宗 六年)金亡、詔㆓封功臣㆒、賜㆓平陽戶六百有餘㆒」とあり。孛羅は、木華黎の子 孛魯なるべし。肖乃台は、卽 笑乃䚟にして、元史 肖乃台の傳 に、木華黎に從ひ金を伐ち、大名 東平を定め、「太宗賜㆓東平戶三百㆒、俾㆑食㆓其賦㆒、以㆓老病㆒卒㆓于東平㆒」とあり。錢大昕の諸︀史 拾遺に曰く「怯烈台、卽 窟里台。不里合 拔都︀兒、卽 孛羅海︀ 拔都︀。或有㆓肖乃台㆒、而無㆓不里合㆒、或有㆓窟里台㆒、而無㆓肖乃台㆒。似㆑當㆘以㆓兵志㆒爲㆖㆑正。蓋 肖乃台、本 禿伯怯烈 氏、故又有㆓ 怯烈台 之稱㆒。或稱㆓肖乃台㆒、或稱㆓怯烈台㆒、其實卽一人耳。史家疑㆘孛羅海︀ 與㆓孛雜㆒爲㆗重出㆖、故 闊闊不花 傳、誤分㆓怯烈台㆒、以當㆓五人之數㆒。今依㆓兵志㆒作㆓不里合㆒、則犂然有㆑別矣。」不里合 拔都︀兒は、元史に傳なし。││





金元 兩紀の摘錄の續き

太宗の金を平げたることは、元史 太宗紀 四年 壬辰「秋 七月、遣㆓唐慶㆒使㆑金諭㆑降、金殺︀㆑之。」金史 哀宗紀 天興 元年 七月「甲申、飛虎軍士申福︀蔡元擅殺︀㆓北使唐慶等三十餘人于館︀㆒。詔貰㆓其罪㆒、和議遂絕。乙未、宿州帥 眾僧︀奴 稱㆓國安用降㆒。遣㆓近侍直長因世英等㆒、持㆑詔封㆓安用㆒爲㆓兗王㆒、行㆓京東等路尙書省事㆒、賜㆓姓 完顏㆒、改㆓名用安㆒。丙午、參知政事 完顏 思烈 恆山公武仙、率㆓諸︀將兵㆒、自㆓汝州㆒入援。以㆓合喜㆒爲㆓樞密使㆒、將㆓兵一萬㆒應㆑之。」元史「八月、金參政 完顏 思烈 恆山公武仙救㆓南京㆒。諸︀軍與戰敗㆑之。」金史「八月辛亥、完顏 思烈 遇㆓大元兵于京水㆒、遂潰。武仙退保㆓畱山㆒、思烈 走㆓御寨㆒、合喜 棄㆓輜重㆒奔入。甲寅、免㆓合喜㆒爲㆓庶人㆒。」元史「九月、拖雷 薨、帝還㆓龍庭㆒、冬十一月、獵㆓于 納蘭 赤剌溫 之野㆒。十二月、如㆓太祖︀行宮㆒。」金史「十二月甲申、以㆓事勢危急㆒、詔議㆓親出㆒。乙酉、再議㆓於大慶殿㆒、除㆓拜扈從及畱守京城官㆒。庚子、上發㆓南京㆒、二年正月丙午朔、濟㆑河。辛亥、平章政事 白撒 引㆑兵攻㆓衞州㆒、不㆑克。乙卯、聞㆘大元兵自㆓河南㆒渡㆑河、至㆗衞之西南㆖、遂退㆑師。丁巳、戰㆓于白公廟㆒、白撒 敗績、棄㆑軍東遁。己未、上以㆓白撒 謀㆒、夜棄㆓六軍㆒、渡㆑河走㆓歸德㆒。壬戌、召㆓白撒㆒數㆓其罪㆒下㆓之獄㆒、七日死㆓獄中㆒。」元史「五年癸巳春正月庚申、金主奔㆓歸德㆒。戊辰、金西面元帥崔立、殺︀㆓畱守 完顏 奴申 完顏 習捏阿不㆒、以㆓南京㆒降。」金史「戊辰、京城西面元帥崔立擧㆑兵爲㆑亂、殺︀㆓參知政事 完顏 奴申 樞密副使 完顏 斜捻阿不㆒、遂送㆓款大元軍前㆒。癸酉、大元將 碎不䚟 進㆓兵汁京㆒。」元史「夏四月、速不台 進至㆓靑城㆒。崔立以㆓金太后王氏后 徒單 氏及荆王從恪梁王守純等㆒至㆓軍中㆒。速不台 遣送㆓行在㆒、遂入㆓南京㆒。」金史「夏四月癸巳、崔立以㆓梁王從恪荆王守純及諸︀宗室男女五百餘人㆒至㆓靑城㆒、皆及㆓於難︀㆒。甲午、兩宮北選。」任大椿 曰く「按㆓金史哀宗紀及劉祁歸潛志㆒、荆王梁王皆遇㆓害于靑城㆒、其北遷者︀、止兩宮耳。此紀(元史 太宗紀)所載、似㆘二王亦與㆓兩宮㆒同送㆗行在㆖矣。又金史作㆓梁王從恪荆王守純㆒。此稱㆓荆王從恪梁王守純㆒、或傳寫之誤。」金史「六月壬午、中京破、畱守 强伸 死㆑之」元史 本紀は、この事を書き漏せり。元史「六月、金主奔㆑蔡、塔察兒 率㆑師圍㆑之。」金史「六月辛卯、上發㆓歸德㆒、己亥、入㆓蔡州㆒、九月甲戌、大元使王檝諭㆑宋還、宋以㆑軍護㆓其行㆒。乙酉、大元召㆓宋兵㆒、攻㆓唐州㆒破㆑之。九月癸卯朔、遣㆓內族 阿虎帶㆒使㆑宋借㆑糧、宋不㆑許。辛亥、大元兵築㆓長壘㆒、圍㆓蔡城㆒。」元史「冬十一月、宋遣㆓荆鄂都︀統孟珙㆒、以㆓兵糧㆒來助。」金史「十一月、宋遣㆓其將江海︀孟珙㆒、帥㆓兵萬人㆒、獻㆓糧三十萬石㆒、助㆓大元兵㆒攻㆑蔡。」元史「十二月、諸︀軍與㆓宋兵㆒合攻㆑蔡。」金史「十二月丁丑、大元兵決㆓練︀江㆒、宋兵決㆓柴潭㆒、入㆓汝水㆒。己卯、大元兵破㆓外城㆒、己丑墮㆓西城㆒。」元史「六年甲午春正月、金主傳㆓位于宗室子承麟㆒、遂自經而焚。城拔、獲㆓承麟㆒殺︀㆑之。宋兵取㆓金主餘骨㆒以歸。金亡。」金史「三年正月戊申夜、上集㆓百官㆒、傳㆓位于東面元帥承麟㆒。己酉、承麟卽㆓皇帝位㆒百官稱㆑賀、禮畢、亟出捍㆑敵、而南面已立㆓宋幟㆒。俄頃、四面呼聲震㆓天地㆒、南面守者︀棄[363]㆑門。大軍入、與㆓城中軍㆒巷戰。城中軍不㆑能㆑禦、帝自縊㆓于幽蘭軒㆒。未帝退保㆓子城㆒、聞㆓帝崩㆒、率㆓羣臣㆒入哭、諡曰㆓哀宗㆒。哭奠未㆑畢、城潰、諸︀禁近擧㆑火焚㆑之。奉御 絳山 收㆓哀宗骨㆒、瘞㆓之汝水上㆒。末帝爲㆓亂兵所害㆒。金亡。」その月、金の息州の行省 抹撚 兀典は宋に降らんとして、蒙古の兵に追殺︀され、二月、完顏 用安は、徐州を取られて自殺︀し、五月、武仙は、澤州に奔りて戌兵に殺︀され、六月、崔立は、部下に殺︀され、明年 十月、鞏昌の總帥 汪世顯は、蒙古に降り、金の餘黨 全く盡きたり。││





​カラ ゴルム​​合喇 豁嚕木​​ 卽ち和林の建置 沿革

合喇豁嚕木は、漢︀人の口には​ハラ ホリム​​哈剌 和林​​と云ひ、元史 地理志に哈剌 和林 河あり、常には略きて和林城 和林河と云へり。親征錄に「乙未(太宗 七年)建㆓和林 城宮殿㆒、丙申(八年)入慶㆓和林 城宮㆒。」元史 太宗紀に「七年乙未春、城㆓和林㆒、作㆓萬安宮㆒。八年丙申春正月、諸︀王各治㆑具來會、宴㆓萬安宮落成㆒。」耶律 楚材の湛然 居士 集に和林城 建㆓行宮㆒上梁の文あり、乙未 年三月祭㆓姪女㆒文の後に載せたり。又 地理志にその建置 沿革を述べて、「和寧路、始名㆓和林㆒。以㆔西有㆓哈剌 和林 河㆒、因以名㆑城。太祖︀十五年、定㆓河北諸︀郡㆒、建㆓都︀於此㆒。初立㆓〈［＃直前の返点「二」は底本では返点「一」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉元昌路㆒、後改㆓轉運 和林 使司㆒、前後五朝都︀焉。世祖︀中統元年、遷㆓都︀大興㆒、和林 置㆓宣慰司、都︀元帥府㆒。後分㆓都︀元帥府於金山之南㆒、和林 止設㆓宣慰司㆒。至元二十七年、立㆓和林 等處都︀元帥府㆒。大德十一年、立㆓和林 等處行中書省㆒、罷㆓和林 宣慰司、都︀元帥府㆒、置㆓和林 總管府㆒。皇慶元年、改㆓嶺北等處行中書省㆒。改㆓和林 路總管府㆒、爲㆓和寧路總管府㆒」とあり。百官志 六に「國初、太祖︀定㆓都︀于 哈剌 和林 河之西㆒、因名㆓其城㆒曰㆓和林㆒」と云へるは、東を西と誤れり。





建都︀の年の誤り

又 和林の建都︀を太祖︀ 十五年としたるも誤れり。沈垚の西遊記 金山 以東 釋に曰く「按、十五年、太祖︀在㆓西域㆒、春三月克㆓蒲華 城㆒、夏五月克㆓尋思干 城㆒、駕未㆓中回㆒、安得㆑有㆓都︀城之建㆒。又十五年歲次㆓庚辰㆒、正長春眞人由㆓燕京㆒往㆓德興㆒之歲。西遊記云「師聞㆓行宮漸西㆒、春秋已高、欲㆘待㆓駕回㆒朝謁︀㆖。」則自㆔前年征㆓西域㆒後、駕實未㆓嘗中回㆒也。且太祖︀所㆑居之見㆓於紀㆒者︀、六年春帝居㆓怯綠連 河㆒、十一年春居㆓廬胊 河行宮㆒、十九年由㆓西域㆒班㆑師、二十年春正月還㆓行宮㆒、二十二年秋七月崩㆓于 薩里川 哈老徒 之行宮㆒。本紀中不㆑見㆑有㆓和林 之名㆒、安得㆑謂㆔和林 爲㆓太祖︀所㆒㆑建。太宗元年秋八月、諸︀王百官大會㆓于 怯綠連 河 曲雕 阿蘭 之地㆒、以㆓太祖︀遺詔㆒卽㆓皇帝位㆒、亦不㆑言㆓和林㆒。二年春、帝與㆓拖雷㆒獵㆓于 斡兒寒 河㆒、夏避㆓暑︀于 塔密兒 河㆒、則始在㆓和林 左右㆒。嗣㆑是六年春、會㆓諸︀王㆒宴㆓射于 斡兒寒 河㆒、而七年春、遂城㆓和林㆒、作㆓萬安宮㆒。和林 建㆑都︀、實始㆓太宗㆒、非㆑由㆓太祖︀㆒矣。」然れども地理志の誤は、偶然の事に非ず。元の世より已に太祖︀ 建都︀の說ありて、明宗紀に、天曆 二年 明宗 潔堅 察罕の地に駐まれる時、四月 乙巳 監察 御史の上言に「嶺北行省、控㆓制一方㆒、廣輪萬里、實爲㆓太祖︀肇㆑基之地㆒。國家根本繫㆑焉。方面之寄、豈可㆓輕任㆒。云云」とあり、また許有壬の至正集に見えたる勅賜 興元閣 碑の文には、太祖︀ 十五年 奠都︀の事を明に記したれば、地理志は蓋それに依りて誤れるなり。その文に曰く「太祖︀聖武皇帝之十五年歲在庚辰、定㆓都︀ 和林㆒。太宗皇帝始建㆓宮闕㆒、梵宇基而未㆑屋。憲宗繼述、歲丙辰作㆓大 浮屠㆒、覆以㆓傑閣㆒。閣五級、高三百尺。其下四面爲㆑屋各七閒、環㆓列諸︀佛㆒、具如㆓經旨㆒、至正壬午、皇上敕㆓怯怜 府同知今武備卿 普達失理、曁嶺北行中書省右丞今宣政院使 月魯 帖木兒㆒、專督重修、周㆑塔塗㆑金、閣中邊頂踵若墄平、髹堊靡㆑不㆓堅麗㆒。賜㆑名曰㆓興元之閣㆒。」





和林の位置を示せる偰氏 家傳

和林の位置につきては、歐陽玄の高昌 偰氏 家傳に「和林 有㆓三水㆒焉。一竝㆓城南山㆒東北流、曰㆓斡耳汗㆒。一經㆓城西㆒北流、曰㆓和林 河㆒。一發㆓西北㆒東流、曰㆓忽魯班 達彌爾㆒。三水距㆓城北㆒三十里合流、曰㆓楔輦傑 河㆒。」斡耳汗 河は、卽 太宗紀の斡兒寒 河にして、今の鄂兒坤 河なり。和林 河は、地理志の哈剌 和林 河にして、水道 提綱の朱爾馬台 河、[364]蒙古 遊牧記の濟爾瑪台 河なり。提綱に曰く「朱爾馬台 河、源出㆓額黑鐵木兒山南麓㆒、東北流、曲曲二百餘里、瀦爲㆑池、曰㆓察罕 鄂模㆒、廣數十里、又東北流百里。有㆓布勒哈爾台 河㆒、南自㆓達爾湖 喀喇 巴哈孫 地之池水㆒東北流來會、又東北入㆓鄂爾坤 河㆒。」察罕 鄂模の鄂模は、滿洲語の池にして、蒙古語にては察罕 納兀兒と云ふ。卽 白き湖水なり。忽魯班 達彌爾は、三つの塔米兒にして、卽 太宗紀の塔密兒 河なり。それを三 塔米兒としも云へるは、蓋 三大源の合流せるか、三道に分流せる所あるかに因れるならん。偰氏 家傳の文に據れば、和林の地は、塔米兒 河の南に當り、鄂兒坤 河と札兒曼台 河との閒に挿まりて、今の賽音諾顏 部 附牧 額魯特 旗の北境にありしなり。「三水距㆓城北㆒三十里合流」とあるは、鄂兒坤 河の札兒曼台 河を幷せ、又 北に流れて、塔米兒 河を幷するを云ふ。沈垚 曰く「三水會合の地、計去㆓和林 城㆒、約有㆓三百里㆒。而偰氏家傳謂㆓三十里㆒、傳寫誤耳。」偰輦傑 河は、今の色楞格 河なり。鄂兒坤 河は、塔米兒 河を幷せて後も、鄂兒坤と云ひて、色楞格とは云はず。高寶銓 曰く「三水合流、當㆘指㆔塔米爾 會㆓於 鄂爾坤㆒而言㆖。而曰㆓偰輦傑㆒者︀、鄂爾坤 下合㆓色楞格 河㆒、互受㆓通稱㆒矣。」





​オルクン​​鄂兒坤​​ 河を渡れる二人の紀行

又 西遊記に、長春は、太祖︀ 十六年 五月、陸局 河(客嚕倫 河)を離れてより西に行くこと十日にして「漸見㆓大山峭拔㆒。從㆑此以西、漸有㆓山阜㆒、人烟頗眾、云云。又四程、西北渡㆑河、乃平野。其旁山川皆秀麗、水草且豐美。東西有㆓故城㆒、基趾若㆑新、街衞巷陌可㆑辨。制作類︀㆓中州㆒、歲月無㆓碑刻可㆒㆑考。或云「契丹所㆑建。」旣而地中得㆓古瓦㆒、上有㆓契丹字㆒。蓋遼亡、士馬不㆑降者︀、西行所建城邑也。」張德輝の塞北 紀行に云く「自㆓黑山之陽㆒西南行九驛、復臨㆓一河㆒、北語云㆓渾 獨剌㆒、漢︀言兔兒也。遵㆑河而西行一驛、有㆓契丹 所築故城㆒。城方三里、背㆑山面㆑水。自㆑是水北流矣。自㆓故城㆒西北行三驛、過㆓畢兒紀都︀㆒、乃工匠積養之地。又經㆓一驛㆒、過㆓大澤泊㆒。周廣約六七十里、水極澂徹、北語謂㆓吾悞竭 腦兒㆒。自㆓泊之南㆒而西、分㆑道入㆓和林 城㆒、相去約百餘里。泊之正西有㆓小故城㆒、亦 契丹 所築也。繇㆑城四望、地勢平曠可㆓百里㆒。外皆有㆑山、山之陰多㆓松林㆒。瀕㆑水、則靑楊叢柳而已。中卽 和林 川也。居人多事㆓耕稼㆒、悉引㆑水灌㆑之、閒亦有㆓蔬圃㆒。繇㆓川之西北㆒行一驛、過㆓馬頭山㆒。居人云「上有㆓大馬首㆒、故名㆑之。」百㆓馬頭山之陰㆒、轉而復西南行、過㆓忽蘭 赤斤㆒、乃奉部曲民匠種藝之所。有㆑水㆑曰㆓塌米 河㆒注㆑之。東北又經㆓一驛㆒、過㆓石堠㆒云云。自㆓堠之西南㆒行三驛、過㆔一河曰㆓唐古㆒。其水亦東北流。水之西有㆓峻嶺㆒。嶺之石、皆鐵如也。嶺陰多㆓松林㆒。其陽、帳殿在焉、乃避㆑夏之所也。」忽蘭 赤斤の自注に「山名、以㆔其形似㆓紅耳㆒也」とあり。渾 獨剌 河は、卽 渾れる禿剌 河、塌米 河は、卽 塔米兒 河なり。禿剌を兔兒と譯したるの當否は知らねども、蒙古語に兔を禿來と云ふ。沈垚 曰く「過㆓兔兒河㆒而西、又行一驛、然後至㆓契丹 故城㆒、則城當㆑在㆓喀魯哈 河之西、土謝圖 汗本旗之東北㆒。」又曰く「眞人所渡之河、當㆓是 鄂勒昆 河㆒也。云㆘山川秀麗、故城地中得㆓古瓦㆒、有㆗契丹 字㆖、則已在㆓和林 側近㆒。而不㆑言㆓和林㆒者︀、是時實未㆑建㆑都︀、故無㆓和林 之目㆒也。」又 曰く「西游記言㆘東西有㆗故城㆖。東故城、卽紀行過㆑河而西行一驛之 契丹 故城。西故城、卽紀行 腦兒 正西之小故城。蓋東西之言、所㆑兼頗廣。秀麗之云、實兼㆓指今 鄂勒昆 河東西兩岸㆒矣。」紀行の吾悞竭 腦兒は、喇篤羅甫の蒙古 考古圖の第八十二幅 鄂兒歡 科克申 鄂兒歡 地圖の兀格依 諾兒なり。





​ウゲイ ノル​​兀格依 諾兒​​

この湖水は、鄂兒歡 河の東 三 英里に在り。その水西に出で、南より流れくる科克申 鄂兒歡 河を幷せて、哈羅 河となり、西に流れて鄂兒歡 河に入る。その入る處は、塔米兒 河の鄂兒歡 河に入る處より一 英里 餘 南 卽 上流に在り。沈垚は「吾悞竭 腦兒、卽 今 察罕 池。池西南百餘里、實元 和林 城所在矣」と云ひて、張穆 高寶銓は、皆それに從ひたれども、その考は誤れり。吾悞竭と察罕と音の似[365]ざるのみならず、察罕 池の西南に和林ありとすれば、和林は札兒曼台 河 卽 和林 河の西に在ることとなりて、偰氏 家傳の「和林 河經㆓城西㆒北流」の文に合はず。





​チヤカン ノル​​察罕 諾兒​​

察罕 池の事は、太宗紀に「九年春、獵㆓于 揭揭 察哈 之澤㆒、夏四月、作㆓迦堅 茶寒 殿㆒、」十一年 春、十三年 春 二月にも「獨㆓于 揭揭 察哈 之澤㆒、」憲宗紀 三年 四年の春「帝獵㆓于 怯蹇 叉罕 之地㆒、」明宗紀「天曆二年三月戊午朔、次㆓潔堅 察罕 之地㆒」などありて、地理志 和寧路の原注に「迦堅 茶寒 殿、在㆓和林 北七十餘里㆒」と見えたり。錢大昕の考異に「揭揭 察哈、卽 迦堅 茶寒 也。譯㆑音無㆓定字㆒」と云ひ、怯蹇 叉罕も潔堅 察罕も、皆 同音の異譯なれば、沈垚は「殿以㆑澤得㆑名。殿在㆓和林 城北七十餘里㆒、澤亦當㆓相近㆒。罕罕 池之卽 揭揭 察哈 澤、無㆑可㆑疑矣」と云へり。蓋 今の察罕は、揭揭 察罕の上略ならん。然らば和林 城は、察罕 池の南に在りけんこと、地理志に由りて證すべし。猶 精︀しく云へば、察罕 池の上流なる和林 河の東にありしこと、偰氏 家傳に由りて明なれば、むしろ察罕 池の東南に在りしなり。





峻嶺の陽なる帳殿

唐古 河の西に峻嶺ありて、「嶺陰多㆓松林㆒」と云へるは、西游記の「至㆓長松嶺後㆒宿。松檜森森、干㆑雲蔽㆑日、多生㆓山陰㵎道閒㆒、山陽極少」とあるに善く似たれば、張德輝の見たる峻嶺は、卽 長松嶺なるが如し。されども「其陽、帳殿在焉、乃避夏之所也」とあるは、長春の到りし乃滿 國の窩里朶とは異なり。沈垚 曰く「紀行、繇㆓和林 川㆒往㆓避夏處㆒、但行五驛。而記、自㆔六月十三日宿㆓長松嶺㆒、至㆓二十八日㆒、方泊㆓窩里朶 之東㆒、凡行十五六日。是時寫里朶、亦是駐夏處、而遠近不㆑同者︀、蓋張參議于㆓定宗丁未年㆒、應㆓世祖︀潛邸之招㆒、所㆑往者︀、定宗駐夏之地、眞人當㆓太祖︀時㆒、所㆑往者︀、大祖︀皇后駐夏之地、故不㆑同矣。」更に西人の記載を考ふるに、和林の名を喇失惕は合喇 闊嚕木と云ひ、祕史の合喇 豁嚕木と甚 近し。嚕卜嚕克 馬兒科 保羅は、合喇 闊舌欒と云へり。喇失惕は「合喇 闊嚕木は、山の名にして、その山より城の名を取れり」と云ひ、





​カラ コルム​​合喇 闊嚕木​​の山

元史 巴而朮 阿而忒 的斤の傳に和林 山とあるも、哈剌 和林 山の上略にして、卽 合喇 豁嚕木の山なり。合喇 豁嚕木は、黑き徑の義、卽 樹木 茂りて路 闇きことにて、我國のくらやみ坂などに似たる語なれば、山の名は本にして、それより河の名となり、遂に都︀の名となれるならん。





和林の景況

訶倭兒思の蒙古史に舊史の說を引きて、「斡歌台の新しき宮殿は、支那風の雕刻 繪畫を以て精︀しく飾られ、周圍に園ありて、門 四つあり。合罕と皇族と宮女と公眾との出入を分てり。皇宮の外に大臣の宅あり、又その外に大なる市街あり。合罕は、それを斡兒都︀ 巴里克(斡兒朶の城)と名づけたれども、普通には喀喇 科嚕木と呼べり。一二三五年(太宗 七年)、その周圍に半リーグほどの壁を廻せり。皇室の需用と給與との爲に、帝國の諸︀處より貨車 五百輛づゝ毎日そこに到着せり。三十七の驛亭の傳馬は、その城を支那に結び附けたり。





遊幸の地

斡歌台は、喀喇 科嚕木にたゞ春の一月だけ住み、餘の二月は一日路 隔たれる客兒惕 察干に住めり。そこには珀兒沙の工匠ども、支那人の築ける喀喇 科嚕木の宮殿に劣らざる宮殿を築きたりき。夏は斡兒篾克禿阿に到り、金襴にて緣 取りたる白き毛氈より成れる支那風の假屋に住めり。この天幕は、千人を容れらるゝほど大きくして、昔喇 斡兒都︀(卽 失喇 斡兒朶、黃なる行宮)と名づけられたり。秋は科衣揭の湖の畔に一月を送れり。冬は大に獵する季節︀にて、斡歌台は翁奇に居り、そこに周二リーグの所を土と橛との圍ひにて取圍み、その中に獸を追入るゝ樣にせり。」客兒惕 察干の宮殿は、卽 迦堅 茶寒 殿にして、察罕 諾兒の邊に設けたる離宮なりき。





​シラ オルド​​失喇 斡兒朶​​

斡兒篾克禿阿の避暑︀は、憲宗紀にも「四年夏、幸㆓月兒滅怯 之地㆒、」「五年夏、帝幸㆓月兒滅怯土㆒、」「七年夏六月、謁︀㆓太祖︀行宮㆒、還幸㆓月兒滅怯土㆒」などあり。[366]又「六年春、帝會㆓諸︀王百官于 欲兒陌哥都︀ 之地㆒、設㆑宴六十餘日、賜㆓金帛㆒有㆑差」とある欲兒陌哥都︀も、欲兒滅怯土の訛ならん。その年「夏四月、駐㆓蹕于 荅密兒㆒、五月、幸㆓昔剌 兀魯朶㆒」とある昔剌 兀魯朶は卽 失喇 斡兒朶にして、天幕の名は、その天幕の毎年 設けらるゝ所の名とも爲れるなり。郝 和尙 拔都︀の傳に「甲辰、朝㆓定宗於 宿瓮都︀ 之行宮㆒」とある宿瓮都︀も、失喇 斡兒朶の訛ならん。張德輝の紀せる、唐古 河の西なる峻嶺の陽に在りし避夏の帳殿は、卽 欲兒滅怯土の黃帳なるべし。科衣揭の湖は、揭揭 察哈 澤の揭揭にも似たれども、その澤の事は、前に客兒惕 察干とあれば、





​ココ ノル​​闊闊 諾兒​​

これは、憲宗紀四年の所に「是歲、會㆓諸︀王于 顆顆 腦兒 之西㆒、乃祭㆓天于月出山㆒」とある顆顆 腦兒の訛なるべし。顆顆 腦兒 卽 闊闊 納兀兒は、靑き湖の義にして、察罕 納兀兒 卽 白湖と同じく、處處に同じ名の湖あり。不兒罕 嶽の南麓にも靑湖あり、甘肅の西境の外にある靑海︀も卽 靑湖なれども、皆これとは異なり。王禕の日月山 祀㆑天頌に「日月山、國語云㆓阿剌溫山㆒、在㆓和林 之北㆒」と云へれば、この靑湖も和林の北に在るべし。又 憲宗紀に「七年秋、駐㆓蹕于軍 腦兒㆒、釃㆓馬乳㆒祭㆑天」とある軍 腦兒の軍は、闊闊と音 異なれども、同じく祭天の所なるを見れば、顆顆 腦兒と同じきかとも思はる。三年の所にも「秋、幸㆓軍 腦兒㆒」とありて、軍 腦兒の行幸はいつも秋なれば、含篾兒の「秋は科衣揭の湖の畔に」と云へるにも合へり。





翁吉の獵場

又 冬の獵場なる翁奇は、憲宗紀に「三年冬十二月、帝駐㆓蹕 汪吉地㆒」とある地なり。定宗紀に「元年秋七月、卽㆓皇帝位于 汪吉 宿滅禿里 之地㆒」とあるは、汪吉の宿滅禿里の地なるべし。耶律鑄の雙溪醉隱集に「三月到㆓旺結 河㆒有㆑感」の詩あり、淸 一統志に朔漠圖を引きて「和林 南有㆓旺吉 河㆒」と云へり。旺結 河 旺吉 河は、卽 今の翁金 河にして、蒙古 游牧記に「翁金 亦 作㆓翁吉㆒」と云ひ、平定 準噶爾 方略には翁吉 地方ともあり。





​プラノ カルピニ​​普剌諾 喀兒闢尼​​の傳聞

然らば多遜の翁奇、元史の汪吉は、今の翁金 河の濱、むしろ翁金 河の上流の山地なるべし。歐囉巴 人にて和林の事を始めて記したるは、普剌諾 喀兒闢尼なり。この旅僧︀は、囉馬 敎主 因諸︀肯惕 第四の命を奉じて、一二四六年(定宗 元年)西暦 七月 二十二日、蒙古の昔喇 斡兒都︀に達し、そこに開かれたる定宗 卽位の大會に參列し、紀行を著︀して、王會の盛況を述べたり。喀兒闢尼は、和林の地をば踏まざれども、その地の事をも傳聞に依りて記せり。大會の開かれたる昔喇 斡兒都︀は、欲兒滅怯土の黃帳とすれば、定宗紀に汪吉 宿滅禿里とあるに合はず。喀兒闢尼は、目に賭たる事を述べて誤なかるべければ、定宗紀の地名は誤れるにや。又はこの時 失喇 斡兒朶 卽 黃帳を汪吉の地に設けて卽 汪吉の地をも失喇 斡兒朶と云へるにや。猶 考ふべし。





​ルブルク​​嚕卜嚕克​​の觀察

嚕卜嚕克は、佛㘓思 王 路易 第九の命を奉じて、一二五三年(憲宗 三年)の末に和林に至れり。その紀行に云く「合喇 闊舌欒の都︀は、聖 迭尼思の町ほど好くはあらず。その宮殿に較ぶれば、聖 迭尼思の寺は十倍 好し。そこに大街 二つあり。一つには撒喇先 人 住み、その中に市場あり。一つには支那 人 住み、それらは皆 工匠なり。二街の外に朝貴の大なる邸宅あり。又 諸︀宗の佛堂 十二、抹哈篾惕敎の寺 二つ、町のはてに基督敎の寺 一つあり。町は土の壁にて取圍まれ、門 四つあり。東の門にては黍 雜穀︀を賣れども、供給 豐ならず。西の門にては羊 山羊、南の門にては牛車、北の門にては馬を賣る。城壁の傍に大なる離宮あり。甎の壁にて取捲かれ、內に大殿あり。一年に二たびそこに酒宴を催さる。又 倉廩の如き長き建物 幾棟もありて、合罕の財貨と食物の貯へとを藏めたり。」





​マルコ ポーロ​​馬兒科 保羅​​の傳聞

馬兒科 保羅も、傳聞せることを記して「合喇 闊舌欒は、周圍 三 英里ほどの城なり。そこに石少き故に、堅固なる土の壁にて取捲かる。城の傍に大なる出[367]城あり。その中に美なる宮殿ありて、そこに太守 住めり」と云へり。出城と云へるは、嚕卜嚕克の離宮なるべし。太守は、元史 地理志の和林 等 處 都︀元帥なり。馬兒科の蒙古に到れるは、元の世祖︀の大都︀に都︀を遷せる後なれば、その頃は合罕の離宮を都︀元帥の官舎に用ひたるならん。嚕卜嚕克の後 四百五十餘年の間、この名高き都︀の遺址ある地方を歐囉巴の旅人にて通りたるもの一人も無かりしが、一七一三年(康熙 五十二年)の頃、耶蘇亦惕 派の傳道師 等、始めて鄂兒坤 河の盆地を訪へり。その後 耶蘇亦惕 派の學僧︀ 誥必勒は、元史 天文志の四海︀ 測驗に「和林、北極出地四十五度、夏至晷景長三尺二寸四分、晝六十四刻、夜三十六刻」とあるに由りて、





和林 位置の問題

和林の位置を推測したりしに、阿別勒 咧繆咱は、その測算を誤れりとし、一八二五年(道光 五年)「咯喇 科嚕木 城の探究」と云へる面白き論文を著︀し、支那の舊籍に依りて、この古城の位置を考定せんと試みたり。これより和林の位置は、歐囉巴の東洋學者の閒にてやかましき問題となれり。





​パデリン​​帕迭𡂰​​の發見せる​カラ バルガスン​​喀喇 巴勒嘎孫​​

一八七三年(同治 十二年、明治 六年)、庫倫に駐れる嚕西亞の領事 帕迭𡂰は、實地の探檢に由りこの問題を解決せんと思ひ、張德輝の紀行を道しるべとし、まづ兀格依 諾兒に至り、諾兒の東南(とあれども、東の字は衍なり。)三四十 英里、鄂兒坤 河の西 四五 英里の處にて古城の址を見出せり。その地を蒙古人は喀喇 巴勒嘎孫(黑き城)また喀喇 合喇木(黑き郭)と呼べり。城壁は、四角にて、土と甎とより成り、邊の長さは五百步ほどづゝ、高さは今 九尺ほどあり。東の端(東南の隅)には高き塔の址あり。方形の內側には南北の邊に平行せる低き壁の址あり。蒙古人は、何の趾とも確には知らず。只 剌麻 一人進み出でて「こゝは、脫歡 帖木兒 汗の城なりき」と云へり。この喀喇 巴勒嘎孫は、淸 一統圖に達拉爾和 哈拉 巴爾噶遜とあり、耶蘇亦惕 派の傳道師 等は、北緯 四十七度 三十二分 二十四抄と測定したりし所なり。水道 提綱に達爾湖 喀喇 巴哈孫とあるも、その地なり。帕迭𡂰は、そこを去りて西に進み、抹𡂰 脫羅果依 山 兀闌 赤希 山を過ぎて、塔米兒 河を渡れり。抹𡂰 脫羅果依は、馬の頭にして、張德輝の馬頭山なり。兀闌 赤希は、赤き耳にして、卽 忽蘭 赤斤 山、「其形似㆓紅耳㆒」とある山なり。前後の地名 皆 善く紀行の文に合へるに由り、帕迭𡂰は、その古城を和林の遺址と認定し、その旅行 發見の記をその年の「嚕西亞の地學 協會の錄事」に載せ、又その記を弗篤禪科 夫人の英文に譯して、大佐 裕勒の旁注したるもの、一八七四年(明治 七年)の「地學 馬噶津」の一三七頁 以下に見えたり。





​ボズネエフ​​玻自捏也甫​​の發見せる​エルデニ ゾー​​額兒迭尼 租​​

然るに敎授 玻自捏也甫は、蒙古の編年史 額兒迭紉 額哩客と云ふ書を得て、その中に「喀喇 科嚕木の城は、斡歌台 汗の命にて一たび築かれ、都︀と定められ、又 蒙古人の支那より逐出されたる後、脫歡 帖木兒(惠宗)は、再そこに蒙古の朝廷を定めたりしが、一五八五年(明の神︀宗 萬曆 十三年)額兒迭尼 租の大寺は、その故址に建てられたり」と明に記載せるを見て、一八七七年(明治 十年)、遂に蒙古 探檢の路に上り、額兒迭尼 租の地に至り、寺を繞れる周 一 英里ほどある方形の土壁は、卽 古の喀喇 科嚕木の城壁の遺址ならんと認定せり。こゝに於て和林 問題は、二たびむづかしくなれり。玻自捏也甫は、その後(一八八三年、明治 十六年)額兒迭紉 額哩客を嚕西亞 文に譯出せり。額兒迭尼 租の地は、土謝圖 汗の本旗の界內にて、汗庭の西南に當り、鄂兒坤 河の東 一 英里 餘、北緯 四十七度 十三分 餘の處に在り。耶蘇亦惕 派の傳道師 等は、夙くその地の經緯度を測定し、淸 一統圖には額兒迭尼 招また西 庫倫と記入せり。蒙古 遊牧記 額兒迭尼 招の注に「廟在㆓西十三度、北極出㆑地四十六度、西爾哈 阿濟爾罕 山之西麓㆒。蒙古 謂㆓佛寺㆒曰㆑招、蓋大 剌麻 寺之在㆓鄂爾[368]坤河側㆒者︀。」又 方觀承の松漠草 從軍 雜紀の詩の注に「厄爾得尼 招、在㆓喀爾喀 王 策令 部內㆒。厄爾得尼、寶也。招、乃招提省文。地產㆓金銀㆒、故稱㆓寶寺㆒。寺前有㆓元至正年梵書碑㆒、文猶可㆑辨」とあり。





​ハイケル​​海︀客兒​​の寫し取れる三石碑

芬蘭の人 海︀客兒は、一八九〇年(明治 二十三年)八月、斡兒歡 河の盆地に至り、古碑 三基を見出し、委しく寫眞に取りて還れり。その一は突︀厥の闕 特勤の碑、その二は突︀厥の默棘連 可汗の碑にして、二つともに兀格依 諾兒の南、額兒迭尼 租の北、喀喇 巴勒嘎孫の東北、鄂兒歡 河の東なる科克申 鄂兒歡 河の右岸、才荅木の地にて、才荅木 湖の西南に當れる所にありて、二碑の相 去ること八町ばかりなり。その三は回紇の毗伽 可汗の碑にして、喀喇 巴勒嘎孫の地にあり。海︀客兒は、遂にそれらの碑銘に說明を加へ、「鄂兒歡の碑銘」と云へる書を出版せり。その頃 歐囉巴の東洋學者︀は、蒙古の古碑 舊跡を趼究する興味を生じ、殊に闕 特勤の碑は、表面の漢︀文、裏面 兩側面の突︀厥文、共に殆 完好なるが故に、その譯解を試みたる人 甚 多し。されども西洋の學者︀は、漢︀文の解釋に拙くして、誤謬も少からざれば、白鳥 博士は、更に突︀厥 闕 特勤 碑銘 考を著︀して、史學 雜誌 第八編 第十一號に載せ、又その考を獨逸︀文に書きて、彼の地の學者︀なかまに頒てり。この闕 特勤の碑は、昔より名高き碑なり。耶律鑄の雙溪 醉隱 集に、凱樂歌の詞曲 九首の中に取㆓和林㆒の詩ありて、その自注に「和林城、苾伽 可汗 之故地也。聖朝太宗皇帝城㆑此、起㆓萬安宮㆒。城西北七十里、有㆓苾伽可汗宮城遺址㆒。城東北七十里、有㆓唐明皇開元壬申御製御書 闕 特勤 碑㆒。案㆓唐史 突︀厥 傳㆒、闕 特勤、骨咄祿 可汗 之子、苾伽 可汗 之弟也。名㆑闕。可汗 之子弟、謂㆓之 特勤㆒。開元十九年、闕 特勤 卒。詔㆓金吾將軍張去逸︀、都︀官郞中呂向㆒、齎㆓璽書㆒使㆑北弔祭、幷爲立㆑碑、上自爲㆑文。別立㆓祠廟㆒、刻㆑石爲㆑像。其像迄㆑今存焉。其碑額及碑文、特勤、皆是殷勤之勤字。唐新舊史、凡書㆓特勤㆒、皆作㆓銜勒之勒字㆒、誤也。諸︀ 突︀厥 部之遺俗、猶呼㆓其 可汗 之子弟㆒爲㆓特勤 特謹︀ 字㆒也、則與㆓碑文㆒符矣。碑云「特勤、苾伽 可汗 之令弟也。可汗、猶㆓朕之子㆒也。」唐新舊史、竝作㆓毗伽 可汗㆒。勤苾 二字、當㆘以㆓碑文㆒爲㆖㆑正」とあり。その祠廟 石像は、已に存せざれども、闕 特勤の墓にも默棘連 可汗の墓にも、碑の外に立形 坐形の石人 石婦など今 猶 有り。この文の中に苾伽 可汗の字 四所にあり。初の二つは回紇の毗伽 可汗、後の二つは突︀厥の毗伽 可汗なり。混ずべからず。突︀厥にも回乾にも毗伽 可汗ありしことは、唐書の突︀厥 回紇の傳に明なり。回紇の毗伽 可汗は、唐書に見えたる骨咄祿 毗伽 闕 可汗のみならず、海︀客兒の寫せる回乾の毗伽 可汗の碑文に據れば、回紇の可汗は、大抵 世世 毗伽と稱したるが如し。この文の初に「和林 城、苾伽 可汗 之故地也」と云ひながら、次に「城西北七十里、有㆓苾伽 可汗 宮城遺址㆒」と云ひ、和林 城と回乾の故城と同じ所に非ざるが如し。これは、和林の位置を定むるに最 注意すべき事なり。





​ラドロフ​​喇篤羅甫​​の新舊 和林の認定

一八九一年(明治 二十四年)、嚕西亞の翰林 學士 喇篤羅甫は、大規模なる蒙古 地方の探檢を企て、匈奴 突︀厥 回紇 蒙古 四朝の古碑 舊跡を捜索 檢討して、蒙古 考古圖を作れり。その書は、殘碑 荒墳 廢墟 遺物などを影寫せるもの七十五幅、それらの所在と地形とを示せる地圖 七幅、凡て八十二幅に、序論 目錄 解說 數十枚と蒙古 探訪 地圖 二幅とを添へて、一八九三年(明治 二十六年)全部 世に出で、闇黑なる漠北の古史に大なる光明を與へたり。その探究に據れば、鄂兒歡 河の盆地に喀喇 科嚕木と云ひし所 二所あり。第一は、回紇の喀喇 科嚕木にして、鄂兒歡 河の左岸 卽 西岸に在り、回紇の苾伽 可汗の宮城の遺址にして、今の喀喇 巴勒嘎孫なり。今 殘れる土壁は、回紇の遺物に非ず、蒙古人の支那より逐出されたる後、回紇の廢墟に築きたる城壁の遺址なり。第二[369]は、蒙古の喀喇 科嚕木にして、鄂兒歡 河の右岸 卽 東岸、喀喇 巴勒嘎孫の東南に在り、卽 元の和林 城にして、今の額兒迭尼 租なり。蓋 太宗の和林 地方に都︀を定むる時、和林の近傍にて地を擇び、新に宮城を作りて、斡兒朶 巴里克と名づけたるを、和林は五百餘年の舊都︀にして、合喇 豁嚕木の名は殆 都︀と云ふに同じく聞ゆるが故に、蒙古人は、斡兒朶 巴里克を合喇 豁嚕木と呼びて、遂に同名の地 二所あることとなれるならん。元史 昔都︀兒の傳に「黑城 哈剌 火林 之地」とあり。黑城は蒙語 合喇 巴勒嘎孫を譯したるなれば、この名は已に元の時より有りしなり。黑城 卽 合喇 巴勒嘎孫は、舊城 廢墟の義なれば、その名を哈剌 和林の上に冠したるは、新しき哈剌 和林に別たんが爲なり。偰氏 家傳は、回紇の國相の後裔の事を述べたるものなれば、その和林は、回乾の和林 卽 喀喇 巴勒嘎孫を指せること論なし。張德輝は、塔米兒 河の西北なる世祖︀の潛邸の地に赴きて、和林の都︀には立寄らずと見ゆれば、「自㆓泊之南㆒而西、分㆑道入㆓和林城㆒、相去約百餘里」とある和林 城も、回乾の和林なるべし。耶律鑄は、元の和林の地に成長したれば、その和林と云へるは、皆 元の和林にして、記載 最 精︀確なり。その「和林城、苾伽 可汗之故地也」と云へるは、元の和林は回紇の和林の近郊なるが故にして、苾伽 可汗の故宮とは異なり。その「城西北七十里、有㆓苾伽 可汗 宮城遺址㆒」と云へるは、方位も距離も善く合へり。「城東北七十里、有㆓闕 特勤 碑㆒」と云へるは、距離も近すぎて、方位も稍 違へり。喇篤羅甫の鄂兒歡 地圖に據れば、東北に非ずして、殆 正北なり。





雙溪 醉隱 集

又 雙溪 醉隱 集に、騎吹曲の辭なる白霞の詩の注に「白霞在㆓和林 西㆒、」後の凱歌の詞なる崲峹の詩の注に「崲峹、地名、在㆓和林 之西南㆒、」伯哩行の詩の注に「伯哩、山名也。遜多 伯哩 者︀、卽此。遜多、亦是山名、皆在㆓和林之西南㆒。崲峹 亦在㆓其南㆒、丁丑冬弄㆑邊者︀軍敗之地也」などあるは、今のいづこなるか知らず。戊辰 己酉 北中 大風の詩「富貴城西畔」の注に「和林 東北 斜連柯 河 有㆓古城㆒、唐賈耽地志所謂 仙娥 河 富貴 城者︀ 是也。仙娥 河、今聲轉爲㆓錫蘭 河㆒」とある斜連柯 河は、今の色楞格 河なり。寬甸 有㆑感の詩の序に「和林 城有㆓遼碑㆒、號㆓和林 北河外一舍地㆒爲㆓寬甸㆒、廣輪可㆓數十百里㆒、列聖春夏遊幸所也」とある寬甸は、怯堅 察罕の地の雅名なるべし。和林 北河は、和林 河の下流のことか。和林 城の北には、近き所に河なし。達蘭 河の詩の注に「河名也。在㆓和林 北百餘里㆒」とあるも、確ならず。金蓮 花甸の詩の注に「和林 西百餘里、有㆓金蓮花甸㆒、金河界㆓其中㆒、東匯爲㆓龍渦㆒。陰嵒千尺、松石騫疊、俯視︀㆓龍渦㆒、環㆓繞平野㆒。是僕平時往來漁獵遊息之地也」と云ひ、又 金蓮川の詩もあり、紅叱撥の詩の注に「余避㆑暑︀所、川野無㆑非㆓金蓮㆒。金蓮川由㆑是得㆑名」ともあり。金河は、鄂兒坤 河の雅名ならん。和林の西 百餘里は、正しくは西南にして、鄂兒坤 河の上流の地なるべし。大獵の詩に「禁地圍場、自㆓和林 南㆒越㆓沙地㆒、皆浚以㆑塹、上羅以㆑網、名㆓札什㆒、實古之虎落也。比歲大獵、特詔先殄㆓滅虎狼㆒」とあるは、多遜の翁奇の圍場と作り方は異なる樣なれども、必 同じ處ならん。この外 和林 又は和林の近傍の事に渉れる詩 甚 多く、蒙古の古史を考ふる人の參考すべき書なり。また太宗紀 六年 甲午の條「是春、會㆓諸︀王㆒宴㆓射于 斡兒寒 河㆒」の下に、「夏五月、帝在㆓達蘭 達葩之地㆒、大會㆓諸︀王百僚㆒、諭㆓條令㆒云云、」又「秋、帝在㆓八里里 荅闌 荅八思 之地㆒、議㆓自將伐㆒㆑宋云云」とありて、明年 春は和林 城の建築に取掛れり。親征錄にも、甲午の年「五月、於㆓荅蘭 荅八思㆒始建㆓行宮㆒、大會㆓諸︀王百官㆒、宣㆓布憲章㆒」とあり。唐兀の察罕の傳に「太宗卽㆑位、從略㆓河南㆒、北還㆓淸水 荅蘭 荅八 之地㆒、賜㆓馬三百珠衣金帶鞍勒㆒」とあるも、太宗の荅蘭 荅巴思に駐まれる時の事にして、淸水は、八里里を譯したる名ならん。又 定宗紀にも「太宗崩、皇后臨㆑朝、會㆓諸︀王百官於 荅蘭 荅八思 之地㆒、遂議㆑立㆑帝」とあり。八里里また淸水は、附きても附かでも同じ處にて、和林の近傍なるべし。雙溪集の詩に達蘭 河あれば、荅蘭 荅巴思(卽 荅闌 峠)は、荅闌 河に沿へる小山にてもあらん。そのありかも確ならざれども、後の考古 探訪家の爲に言ひ置くなり。）



序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]






	↑  明治四十一年三・四月『大阪朝日新聞』所載、「桑原隲藏全集　第二卷」岩波書店、那珂先生を憶う - 青空文庫
	↑  国立国会図書館デジタルコレクション:info:ndljp/pid/782220
	1 2  テンプレート読み込みサイズが制限値を越えるので分冊化しています。







	この文書は翻訳文であり、原文から独立した著作物としての地位を有します。翻訳文のためのライセンスは、この版のみに適用されます。
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この作品は1929年1月1日より前に発行され、かつ著作者の没後（団体著作物にあっては公表後又は創作後）100年以上経過しているため、全ての国や地域でパブリックドメインの状態にあります。
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← 巻の十二-1
成吉思汗実録 
巻の十二-2
作者：那珂通世
明治四十年
1907年

	[image: Sister Projects.]姉妹プロジェクト：Wikipediaの記事


『成吉思汗実録』（ちんぎすかんじつろく）は、『元朝秘史』の日本語訳と書誌学的研究である。『元朝秘史』原本に含まれる漢訳を除けば、モンゴル語原文から他言語への全訳としては世界で最も古い。東洋史学者の桑原隲藏は「『成吉思汗實録』は、(那珂通世)先生の尤も力を注がれた著述である」と評価した。[1]

	底本:那珂通世訳注『成吉思汗実録』(大日本図書株式会社 明治40年1月18日発行)[2]





序論。目録。巻の一。巻の二。巻の三。巻の四。巻の五。
巻の六。巻の七。巻の八。巻の九。巻の十。巻の十一-1。巻の十一-2。巻の十二-1。巻の十二-2。続編-目次。続編-1。続編-2。[3]
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§274(12:26:07)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










​チヨルマカン​​綽兒馬罕​​の​バクタト​​巴黑塔惕​​征服

　​チヨルマカン ゴルチ​​綽兒馬罕 豁兒赤​​は、​バクタト​​巴黑塔惕​​の​タミ​​民​​を​クダ​​降​​らせき。（多遜の史に據れば、「出兒馬昆は、珀兒沙 征伐の命を受け、三萬の兵を率ゐて、一二三〇年(太宗 二年)闊喇散に至れり。速勤壇 者︀剌列丁は、太祖︀ 凱旋の後、印度より客兒蠻を經て、亦思帕杭に入り、亦喇克 闊喇散 馬贊迭㘓を徇へ、合里發の領地を侵し、阿在兒拜展を取り、古兒只の軍を敗り、一二二六年(太祖︀ 二十一年)三月、その都︀ 提甫里思を取り、その十月 阿卜合實 部を襲ひて回り、翌年 八月 二十七日 蒙古の軍と亦思帕杭の近傍に戰ひて大敗せしが、蒙古の死傷も甚 多くして速に退けり。(倭勒甫は、この軍を指揮したるは、闊喇散の總督 成帖木兒なりと云へり。又 蒙古の速に退けるは、太祖︀の凶報 達したるが爲なりと云へれども、いかゞあらん。)者︀剌列丁は、二たび古兒只に逼り、高喀速 山 南北の諸︀部 聯合の兵を敗り、合里發 木思壇昔兒と和を講じ、珀兒沙 汗の封册を受けたり。一二二九年(太宗 元年)の末に、者︀剌列丁は客剌惕を圍み、翌年 四月 遂に落したれども、荅馬思庫思 嚕姆 阿列玻 抹速勒 篾鎖玻塔米亞 聯合の兵に擊破られて帖卜里自に回りたる時、出兒馬昆の軍 至れり。一二三一年(太宗 三年)阿兒㘓 阿在兒拜展 諸︀州に叛かれ、者︀剌列丁は、蒙古を禦ぐこと能はず、逃れて庫兒篤の山中に入り、土人に殺︀されたり。蒙古 人は、篾鎖玻塔米亞 額兒必勒 客剌惕の地を蹂躪するに、敢て抗するものなし。翌年 阿在兒拜展に入り、帖卜里自を降し、歲貢の額を定め、一二三五 一二三六の二年(太宗 七年 八年)の閒、復 額兒必勒に入り、阿兒㘓の甘札を取り、古兒只の諸︀城を侵し、一二三七年(太宗 九年)亦喇克 阿喇必に入り、巴固荅惕の兵に敗られ、翌年 再 亦喇克 阿喇必に入り、七千の敵を皆殺︀にせり。諸︀將 兵を分けて、古兒只に屬する諸︀部落、阿勒巴尼亞 大阿兒篾尼亞の諸︀城を取り、一二三九年(太宗 十一年)裏海︀ 黑海︀の閒 全境 皆 定まり、翌年 出兒馬昆 卒し、副帥 拜住その任を繼ぎたり」出兒馬昆 卽 綽兒馬罕は、一たびは巴固荅惕の軍を擊破りたれども、その國を平げたるに非ず。その國の亡びたるは、旭烈兀 西征の時にして、憲宗 八年の事なり。祕史に 綽兒馬罕は巴黑塔惕の民を降せりと云へるは、珀兒沙 又は西 亞細亞の諸︀部を平げたるを指せるなり。）





​バクタト​​巴黑塔惕​​の歲貢

その​チヨ​​地好​​く​モノヨ​​物好​​しと​イ​​云​​はれたりと​シ​​知​​りて、（常德の西使記に曰く「報達 國、富庶爲㆓西域冠㆒、宮殿皆沈檀烏木、壁白黑玉。產㆘大珠曰㆓太歲彈㆒、蘭石、瑟瑟、金剛鑽之類︀㆖、帶有㆘値㆓千金㆒者︀㆖。人物頗秀㆓於諸︀國㆒、所產馬名㆓脫必察㆒。」）​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​チヨルマカン ゴルチ​​綽兒馬罕 豁兒赤​​をすぐそこに​タンマ​​探馬​​に​ス​​坐​​ゑて（探馬は、探馬臣の語原にして、探馬にすうるは、探馬臣とすることなり。故に明譯には「就令㆘綽兒馬罕 等、爲㆓探馬赤 官㆒、畱鎭㆗其地㆖」と譯せり。等の字は、衍なり。原文にはなし。蓋 探馬は、鎭戌の義にして、探馬臣は鎭戌の官、探馬赤 軍は鎭戌の兵なり。元史 兵[371]志に「探馬赤 軍、則諸︀部族也」とあるは、鎭戌の兵に諸︀部族を用ひたるが故に、しか云へるなり。趙翼の二十二史 劄記に「探馬赤、軍名、謂㆓兵之矯捷者︀㆒」とあるは、恐らくは探馬の原義にあらじ。）​キ​​黃​​なる​コガネ​​金​​、​キ​​黃​​ばめる​コガネ​​金​​ある​ナクト​​納忽惕​​、（納忽惕は器︀物か。明本 旁譯に渾金とあれどいかゞ）​キンラン​​金襴​​、​ソウキンラン​​總金襴​​、​シラタマ​​眞珠​​、​オホタマ​​東珠​​、​クビナガ​​頸長​​く​アシタカ​​脚高​​き​トビチヤウト​​脫必察兀惕​​（西使記に見えたる脫必察の複稱なり。明譯に「西馬毎」とある毎の字は、複稱の語尾 兀惕を譯せるなり。卜咧惕施乃迭兒 曰く「この書方は、西 亞細亞にて今も大に貴ばるゝ謂はゆる禿兒科曼 馬の種類︀にあてはまれり。第十五 世紀の委古兒 支那 字引に、脫必察は大西馬と譯せられたり。」沙兀の禿兒奇 語の語彙に「脫魄察克＝頸 長き禿兒科曼 馬」とあり。）​グリン エレウト​​古舌零 額劣兀惕​​、​ダウシ キニドト​​荅兀昔 乞你都︀惕​​〈［＃「荅兀昔 乞你都︀惕」はママ。「元朝秘史」§274(12:27:02)の漢︀字音訳は「荅兀昔 乞赤都︀惕(ダウシ キチドト)」］〉、（二つともに明本 旁譯に駝名とあり。西南 亞細亞の特產なる獨峯駝の二種の突︀兒克 語ならんか。考ふべし。）​ニツ​​馱​​くる​ガチドト ラオサスト​​合赤都︀惕 老撒速惕​​を（明本 合赤都︀惕の旁譯 騾名、老撒速惕の旁譯 騾とあれば、合赤都︀惕と稱する騾馬と讀みたるなり。これも突︀兒克 語か考ふべし。）​トシ​​年​​ごとに​オク​​送​​らしめておこせ​ヲ​​居​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。





西方十一部の平定

​スベエタイ バアトル​​速別額台 巴阿禿兒​​の​ゴヱン​​後援​​に​シユツセイ​​出征​​したる​バト​​巴禿​​ ​ブリ​​不里​​ ​グユク​​古余克​​ ​モンゲ​​蒙格​​を​ハジメ​​首​​とせるあまたの​ミコダチ​​諸︀王​​は、​カングリン​​康鄰​​を​キブチヤウト​​乞卜察兀惕​​を​バヂギト​​巴只吉惕​​を​ヲサ​​收​​めて、​エヂル​​額只勒​​（前卷の亦的勒、また上文の阿的勒）​ヂヤヤク​​札牙黑​​[なる​ミヅ​​水​​ある​カハ​​河​​を​ワタ​​渡​​り]、​メゲト​​篾格惕​​（上文の篾客惕）の​シロ​​城​​を​ヤブ​​破​​りて、​オルスト​​斡嚕速惕​​を​コロ​​殺︀​​して、​ツ​​盡​​くるまで​カス​​掠​​めたり。（斡嚕速惕の嚕を前卷も上文も魯と書けるは誤なり。）​アスト セスト​​阿速惕 薛速惕​​（前卷の撒速惕）​ボラル​​孛剌兒​​（上文の不剌兒）​マン ケルマン キワ​​蠻 客兒蠻 乞瓦​​（前卷の乞瓦 綿 客見綿、上文の綿 客兒綿 客亦別）を​ハジメ​​首​​とせる​シロ​​城​​どもの​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​へて、​クダ​​降​​らしめて、（明譯​タヾ​​惟​​ ​アスト​​阿速惕​​ ​ラノ シロノ タミハ​​等 城 百姓​​、​トラヘ ウルハ トラヘテ​​虜︀ 得 虜︀了​​、​クダシ ウルハ クダシテ​​歸附 得 歸附了​​、）​ダルガチン​​荅嚕合臣​​ ​タンマチン​​探馬臣​​を​オ​​置​​きて​カヘ​​回​​れり。（巴禿の西征は、本書の記事 甚 簡略なる上に、親征錄には一語もなく、





太宗紀の西域 征伐

元史 太宗紀には「七年乙未春、遣㆓諸︀王 拔都︀ 及皇子 貴由 皇姪 蒙哥㆒征㆓西域㆒。」「九年丁酉春、蒙哥 征㆓欽察 部㆒破㆑之、擒㆓其酋 八赤蠻㆒。」「十一年己亥冬十一月、蒙哥 率㆑師圍㆓阿速 蔑怯思 城㆒、閱㆓三月㆒拔㆑之。」「十二年庚子春、皇子 貴由 克㆓西域未㆑下諸︀部㆒、遣㆑使奏㆑捷。冬十二月、詔㆓貴由㆒班㆑師」とあるのみにして、その外 定宗 憲宗 本紀 速不台 昔里鈐部 等の傳に零細の叙事あるに過ぎざるに





西史の​バト​​巴禿​​ 西征の摘錄

主吠尼 喇失惕の舊史 含篾兒の金帳史 倭勒甫の蒙古史 喀喇姆津の嚕西亞史などに由りて、今はその事蹟 委しく明かにな[372]りたれば、こゝに卜咧惕施乃迭兒に據りてその事蹟の槪略を補ひ述べん。「抹哈篾惕 敎徒の記述に依れば(多遜 第二 第六一九頁 以下)蒙古の軍は、一二三六年の全夏の閒 進みて、秋には不勒噶兒の國の近傍、佛勒噶 河の畔なる拙赤の子どもの斡兒朶に達せり。その冬、蒙古の諸︀王は、阿昔 不勒噶兒の國を擊たしめに速不台を遣りき。速不台は、不勒噶兒の都︀に進みて攻め落し、その民を屠り又は奴隷として引き去れり。その時 酋長 二人 自ら來て諸︀王に降り、赦されしが、その後 叛きて、速不台は再 平げに遣られたり。嚕西亞の史(喀喇姆津 第三 第二七〇頁)には、巴提(卽 巴禿)は、一二三六年の冬、佛勒噶 河に近く、不勒噶兒の都︀より遠からざる處に駐冬し、その都︀は、一二三七年の秋に破壞せられたりとあり。喇失惕に依るに(多遜 二、六二三)、蒙古の諸︀王は、軍議の後、その軍を擴げて、圍獵の時の如く廣がりて進まんと決したり。曼古は、海︀(裏海︀)に近く左軍を率ゐ、乞魄察克の豪酋の一人なる巴出曼と阿薛の民に屬する喀察兒 斡果剌とを擒にせり。巴出曼は、久しく追兵を避けて、盜賊 逃民の軍を聚め、常に蒙古の軍を苦めて、時時 掠奪を行ひたりき。その住所を屢 變へて阿提勒 河の畔の林に身を匿せる故に、それを捕ふること難︀かりき。曼古は、小船 二百艘を作らしめて、一艘に百人づゝ載せ、弟 不者︀克と二人、各 船隊の半を以て兩岸の林を捜したり。ある處にて蒙古 人は新に棄てたる陣營の遺物を見出し、一人の老婦は、巴出曼の島に入りたることを吿げたり。その處に舟一艘も無かりし故に、巴出曼を追ふこと能はざる折しも、俄に强風起りて水を吹き去れり。蒙古の軍は、河を徒渉りして、巴出曼を不意に捕へ、その眾を溺らし又は殺︀せり。巴出曼は、曼古の手に殺︀されんことを願ひたれども、曼古は、不者︀克に命じて斬らしめたり。阿薛の酋長の一人なる喀察兒 斡果剌も斬られたり。蒙古の諸︀王は、一二三七年の夏をその國にて過し、その年に巴禿 斡兒荅 巴兒孩 喀丹 不哩 庫勒勘は、孛克沙 不兒塔思を攻めき。」巴兒孩は、喇失惕に依るに巴禿の弟なり。普剌諾 喀兒闢尼は、別兒喀と云ひ、元史 憲宗紀には西方 諸︀王 別兒哥とあり。孛克沙は、蓋 抹克沙にして、今 佛勒噶 河の中流の西に住める部族にその名あり。嚕卜嚕克は、額提里亞 河の邊なる抹克薛勒と云ふ民のことを言へり。不兒塔思は、馬速的 亦思塔黑哩の巴兒塔思 別兒塔思にて、第十 世紀には、阿帖勒 河の畔、合咱兒の鄰に住めり。





元史に見えたる​バチマン​​八赤蠻​​

巴出曼 擒殺︀の事は憲宗紀に「嘗攻㆓欽察 部㆒、其酋 八赤蠻 逃㆓于海︀島㆒。帝聞、亟進㆑師至㆓其地㆒。適大風刮㆓海︀水㆒去、其淺可㆑渡。帝喜曰「此天開㆑道與㆑我也。」遂進屠㆓其眾㆒、擒㆓八赤蠻㆒、命㆑之跪。八赤蠻 曰「我爲㆓一國主㆒、豈苟求㆑生。且身非㆑駝、何以跪爲。」乃命囚㆑之。八赤蠻 謂㆓守者︀㆒曰「我之竄㆓入于海︀㆒、與㆑魚何異。然終見㆑擒、天也。今水廻期且㆑至、軍宜㆓早還㆒。」帝聞㆑之、卽班㆑師、而水已至、後軍有㆓浮渡者︀㆒」とあり。速不台の傳には「乙未(太宗 七年)、太宗命㆓諸︀王 拔都︀㆒、西征㆓八赤蠻㆒、且曰「聞㆔八赤蠻 有㆓膽氣㆒。速不台 亦有㆓膽勇㆒、可㆓以勝㆒㆑之。」遂命爲㆓先鋒㆒、與㆓八赤蠻㆒戰。繼又令㆑統㆓大軍㆒、遂虜︀㆓八赤蠻 妻子於寬 田吉思 海︀㆒。八赤蠻 聞㆓速不台 至㆒大懼、逃入㆓海︀中㆒」とありて、擒殺︀と云はず。蓋 八赤蠻を先に破りたるは速不台にて、後に擒にしたるは憲宗ならん。昔里鈐部の傳に「乙未、定宗憲宗皆以㆓親王㆒、與㆓速卜帶㆒征㆓西域㆒、明年啓㆑行、鈐部 亦在㆓行中㆒。又明年至㆓寬 田吉思 海︀㆒」とあるは、年序 正に合へり。





​ロシア​​嚕西亞​​ 史の記載

「喀喇姆津の嚕西亞 史(三、二七二以下)に依れば〈［＃「依れば」は底本では「依れは」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉、不勒噶兒の都︀を破壞せる後、塔塔兒 人(卽 蒙古 人)は、一二三七年の末に、嚕西亞の境に入り、普舌欒思克 別勒果囉惕 等の城を取りて、哩牙贊に至り、十二月 二十一日に攻め落して、その民を屠り、その君 裕哩は家族と共に殺︀されたり。喇失惕の史に「一二三八年の秋、[373]庫裕克 曼古 庫勒勘 不哩は、顏の城を圍みて三日にて取れり」とある顏は、哩牙贊を云へるならん。裕哩の弟 囉曼の守れる科羅姆納の城も、哩牙贊と同じ禍︀に罹れり。喇失惕の史に「亦客の城を攻むる時、庫勒勘 傷つけられて死せり。遂にその城を破りて、嚕西亞の君長の一人なる兀兒曼を殺︀せり」とあり。亦客の城は、斡喀 河の畔にある科羅姆納を云ひ、兀兒曼は、囉曼を云へるならん。兀剌的米兒の大公 裕哩 第二の子 兀剌的米兒は、抹思克哇を守り居たりしが、蒙古に破られ、擒となれり。主吠尼の史に抹闊思の城攻の事あるを、多遜は抹思科に當てたり。又 喇失惕の史に「木思喀甫の城は、五日 攻められて落ち、額米兒 兀來 提木兒 殺︀されたり」とあるは、兀剌的米兒の擒となれるを誤れるなり。大公 裕哩は、その子 兀薛佛羅惕 木思提思剌甫を畱めて兀剌的米兒を守らしめ、兵を率ゐて昔提 河(抹羅噶 河の支河)の濱に陣して、その弟 奇額甫の牙囉思剌甫 珀咧思剌甫勒の思委阿脫思剌甫の約束せる援兵を待てり。一二三八年 二月 二日、蒙古人は、兀剌的米兒を圍み、八日に城 破れ、住民は屠られ、大公の一家は皆 死せり。喇失惕の史に「大 裕兒奇の城を取るに八日かゝれり」とあるは、大公 裕哩の都︀なる兀剌的米兒を云へるならん。その後 蒙古の軍は、數隊に分れて、諸︀方に動き、城を破り邑を荒して、殺︀掠を肆にせり。大公 裕哩は、猶 昔提 河の濱に居て、三月 四日に攻められ、その兵の多數と共に殺︀されたり。巴提の軍は、諾物果囉惕に向ひしが、一百 嚕里 計の處に到りし時、遽に回りて科在勒思克に向へり。その城の民勇にして善く禦ぎ、七週にて始めて降れり。巴提は、その民を屠りて、その城を卯 巴里克(惡き城)と名づけたり。この後 豪古人は、玻羅物次(卽 奇魄察克)の國に還り、大公 裕哩の弟 奇額甫の君 牙囉思剌甫は、兀剌的米兒に往き、大公の位を襲ぎ、徹兒尼果甫の米海︀勒は、奇額甫の君となれり。」





元史なる​オロス​​斡羅思​​ 征伐

憲宗紀に「復 與㆓諸︀王 拔都︀㆒、征㆓斡羅思 部㆒、至㆓也烈贊 城㆒、躬自搏戰破㆑之」とあるは、哩牙贊の戰を云へるなり。





​シリ ガンボ​​昔里鈐部​​の傳に鈐部 從諸︀王 拔都︀ 征 兀魯思 至 也里替 城大戰七日拔之とあり 替は賛の誤なり

速不台の傳に「辛丑、太宗命㆓諸︀王 拔都︀等㆒、討㆓兀魯思 部主 也烈班㆒、爲㆓其所敗㆒、圍㆓禿里思哥 城㆒、不㆑克。拔都︀ 奏遣㆓速不台㆒督㆑戰。速不台 選㆓哈必赤 軍 怯憐口 等五十人㆒赴㆑之、一戰獲㆓也烈班㆒、進攻㆓禿里思哥 城㆒、三日克㆑之、盡取㆓兀魯思 所部㆒而還」とあり。也烈班は、嚕西亞 諸︀侯の宗主なる裕哩 大公を云へるに似たり。洪鈞 曰く「俄史謂㆓錫第 河之戰、蒙古 軍亦受㆒㆑創、或係㆓先敗後勝㆒。」禿里思哥は、科在勒思克の訛なるべし。但 此等の戰は、喇失惕に依れば一二三七年 卽 太宗 十年、喀喇姆津に依れば一二三八年 卽 太宗 十一年の事なるを、傳に辛丑(太宗 十三年)と云へるは、誤れり。





​メケス​​篾客思​​ 城の攻め取り

「〈［＃直前の「開き鍵括弧」はママ。昭和18年復刻版も同じ。ここではなく後続の「一二三八年の秋」の直前にあるべき］〉喇失惕に依れば、一二三八年の秋、□□ 喀丹は、昔兒喀思を征し、その冬 酋長 禿勘(か)を殺︀せり。失班 不者︀克 不哩は、臣察克の一部なる篾哩姆の國を侵せり。巴兒孩は、奇魄察克を敗り、篾克哩惕の酋長を擒にせり。その冬、□□は、(蓋 曼古ならん。)不理 喀丹と共に曼噶思の(米客思とも讀まるゝ)城を攻めて、六週の圍の後に取れり。一二三九年の春、庫克歹は提木兒 喀哈里亞(鐵門)を拔き、近傍の諸︀國を取れり。」曼噶思また米客思の攻擊の事は、元史に屢 見えたり。太宗紀に「十一年己亥冬十一月、蒙哥率㆑師圍㆓阿速 篾怯思 城㆒、閱㆓三月㆒拔㆑之」とあるは、春を冬とせり。昔里鈐部の傳に「己亥冬十一月、至㆓阿速 篾怯思 城㆒、負㆑固久不㆑下。明年春正月、鈐部 率㆓敢死士十人㆒、躡㆓雲梯㆒先登、俘㆓十一人㆒、大呼曰「城破矣。」眾蟻附而上、遂拔㆑之」とあるは、甚 委し。但 落城の時序は、集史より一年後れたり。土土哈の傳に、父 班都︀察「從征㆓麥怯斯㆒有㆑功、」拔都︀兒の傳に、兄 馬塔兒沙「從㆓憲宗㆒征㆓麥各思 城㆒、爲㆓前鋒將㆒、身中㆓二矢㆒、奮戰拔㆓其城㆒」などあり。





南 嚕西亞の征服

「〈［＃直前の「開き鍵括弧」はママ。昭和18年復刻版も同じ。ここではなく後続の「巴提は」の直前にあるべき］〉嚕西亞の史に依れば(喀喇姆津 四六頁 以下)、巴提は、玻羅物次を平げたる後、再 嚕西亞を[374]侵し、大公の國を嚇し、俄に南に轉じて珀咧思剌甫勒を破り、徹兒尼果甫を破り、奇額甫に使を遣り降服を勸めたるに、その使 殺︀されたり。蒙古人 近づける時、米海︀勒は洪噶哩に逃れ、驍將 篤米惕哩 守禦の任に當れり。蒙古の大軍は、四方より圍み攻めて、遂に奇額甫の大城を拔き、篤米惕哩を擒にせり。巴提は、篤米惕哩を殺︀さずして伴へり。篤米惕哩は、巴提に勸めて、富饒なる洪噶哩に攻め入らしめて、嚕西亞の蹂躪を緩めたりと云はる。喇失惕に依れば、諸︀王 庫裕克 曼古は、斡歌台 汗より歸朝の命を受けて、一二三九年の秋に軍を去り、巴禿の王は、その兄弟 等と、諸︀王 喀丹 不哩 不者︀克と共に、嚕西亞 人と喀喇 喀勒帕克(黑帽)人とを征伐し、九日にて民格兒勘の大城を、その後 兀剌的米兒の諸︀城を攻め取れり。到る處に地を荒し城を破れる後、軍を合せて兀剌的米兒の子 兀徹思剌甫の城を攻めて三日に取れりとあり。別咧津は、喀篾捏惕の君 亦匝思剌甫 兀剌的米囉委赤を云へりと考へたり。」民格兒勘の大城は、卽 本書の蠻 客兒 蠻 乞瓦にして卽 奇額甫の城なり。





​グユク​​古余克​​ ​モンゲ​​蒙格​​の凱旋

本書に「荅嚕合臣 探馬臣を置きて回れり」とあるは、全軍 回れるに非ず、喇失惕の庫裕克 曼古 卽 古余克 蒙格 等の回れるを云へるなり。然れども元史 太宗紀に「十二年庚子春、皇子 貴由 克㆓西域未㆑下諸︀部㆒、遣㆑使奏㆑捷。冬十二月、詔㆓貴由㆒班㆑師」とあれば、二王の回りたるは、奇額甫を平げたる後にして、十二月に蒙古に歸着したるならん。この後 巴禿 速不台 等は、一二四〇年(太宗 十二年)の末、別軍を遣り波蘭に入らしめ、一二四一年(太宗 十三年)全軍 洪噶哩に入りたる大侵略あれども、本書の記事の外なるが故に略けり。）





​ヂユチン​​女眞​​ 高麗の征定

​サキ​​先​​に​ヂユルチエト​​主兒扯惕​​ ​シヨランガス​​莎郞合思​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​したる​ヂヤライルタイ ゴルチ​​札剌亦兒台 豁兒赤​​の​ゴヱン​​後援​​に、​エスデル ゴルチ​​也速迭兒 豁兒赤​​を​シユツセイ​​出征​​せさせたり。「​タンマ​​探馬​​に​ヲ​​居​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（この主兒扯惕は、女眞の僭王 蒲鮮 萬奴の國を云ふ。





​シヨランガス​​莎郞合思​​の名稱

莎郞合思は、高麗人を呼べる蒙古語 莎郞合の複稱なり。元史 忠義傳 四に「朴賽因不花、字德中、肅良合台 人」とある肅良合は、卽 莎郞合、台は「の」の義にして卽 高麗の人と云ふに同じ。后妃傳に「順帝 完者︀忽都︀ 皇后、奇氏、高麗人」とありて、その册文に「咨爾 肅良合 氏」とあり。錢大昕 曰く「元人稱㆓高麗㆒爲㆓肅良合㆒、康良合 氏者︀、高麗氏也。猶㆔河西人稱㆓唐兀氏㆒、擧㆓其部㆒、不㆑擧㆓其族㆒。或謂㆘改㆓奇氏㆒曰㆗肅良合㆖者︀、蓋未㆑通㆓于國語㆒。」普剌諾 喀兒闢尼の鎖闌格思と云ひ、嚕卜嚕克の鎖闌噶と云ひ、中世 抹哈篾惕 敎徒の記錄に速郞喀と云へるは、皆 高麗を指せるなり。然るに喇失惕は、蒙古の十二 行省を記して、出兒扯(卽 女直)と鎖郞喀とを第二 行省とし、高麗を第三 行省とし、高麗の外に鎖郞喀ありて別の行省をなせるが如く書きたることにつきては、白鳥 博士 嘗て(歷史 地理 第八卷 第五號「新羅の國號に就て」と云へる論文に)その誤を辨ぜり。搠米惕の蒙古 字引には「鎖龍豁思は、北 高麗人 又は索倫 人」とあり。高麗の上に北の字を加へたるは、喇失惕の文に泥みて斟酌したるに非ずや。又 今の索倫 人は、契丹の遺種にして、黑龍江 省の地に住み、韓人とは關係なきものなるを、その音の近きに由りて附會したるに似たり。果勒思屯思奇の蒙古 字引には「鎖欒果思 鎖欒果惕は、高麗、高麗人」とありて、北の字を加へず。蒙古と女眞 高麗との關係は、元史の紀傳と高麗史の世家 列傳とに見ゆれば、今 二書の文を節︀約して、その大要をこゝに述べん。





元史 高麗史の摘錄

元太祖︀七年壬申、契丹 耶律 畱哥 聚㆓眾于隆︀安㆒、自爲㆓都︀元帥㆒。太祖︀命㆓按陳 那衍㆒、行㆑軍[375]至㆑遼、畱哥 降㆑之。旣而帝召㆓按陳㆒還、而以㆓可特哥㆒副㆓畱哥㆒屯㆓其地㆒。八年癸酉春、眾以㆓遼東未㆒㆑定推㆓畱哥㆒爲㆓遼王㆒(耶律 畱哥 傳)、改㆓元元統㆒(太祖︀紀)。九年甲戌、金遣㆓使 靑狗㆒、誘㆓畱哥㆒以㆓重祿㆒使㆑降、不㆑從。靑狗 度㆓其勢不可㆒、反臣㆑之。宣宗怒(畱哥 傳)、以㆓招討 蒲鮮 萬奴㆒爲㆓咸平路宣撫㆒(親征錄)、領㆓眾四十餘萬㆒攻㆑之。畱哥 逆㆓戰于歸仁縣北河上㆒。金兵大潰、萬奴 收㆓散卒㆒、奔㆓東京㆒。畱哥 盡有㆓遼東州郡㆒、遂都︀㆓威平㆒、號爲㆓中京㆒。十年乙亥、畱哥 破㆓東京㆒。可特哥 娶㆓萬奴 之妻李僊娥㆒。畱哥 不㆑直㆑之、有㆑隙。旣而其屬 耶厮不 等、勸㆓畱哥 稱㆒㆑帝。畱哥 不㆑從、潛與㆓其子 薛闍㆒奔㆓蒙古㆒(畱哥 傳)。十月、萬奴 據㆓遼東㆒、稱㆓天王㆒、國號㆓大眞㆒、改㆓元天泰㆒(太祖︀紀)。十一月、畱哥 入覲。太祖︀諭以㆓三千人㆒爲㆑質、遣㆓蒙古 三百人㆒往取㆑之。畱哥 亦 遣㆓大夫 乞奴 安撫 禿哥㆒與俱、且命詰㆓可特哥㆒、曰「爾妻㆓萬奴 之妻㆒、悖㆑法尤甚、」使㆓拘縶以來㆒。可特哥 懼、與㆓耶厮不 等㆒、以㆓其眾㆒叛、殺︀㆓所遣三百人㆒、惟三人逃歸。十一年丙子(高麗 高宗 安孝王 三年)、乞奴 金山 靑狗 統古與 等、推㆓耶厮不㆒、稱㆓帝于澄州㆒、國號㆑遼、改㆓元天威㆒、以㆓畱哥 兄 獨剌㆒爲㆓平章㆒、置㆓百官㆒。方閱㆑月、其元帥 靑狗 叛 歸㆓于金㆒、耶厮不 爲㆓其下所殺︀㆒、僭號僅七十餘日。眾推㆓其丞相 乞奴㆒監㆑國、與㆓其行元帥 鴉兒㆒、分㆓兵民㆒爲㆓左右翼㆒、屯㆓開保州關㆒。金開州守將 完顏 眾家奴 引㆑兵攻㆓敗之㆒。畱哥 引㆓蒙古 軍數千㆒適至、得㆓兄 獨剌、幷妻 姚里 氏、戶二千㆒。鴉兒 引㆓敗軍㆒東走。畱哥 追㆓擊之㆒(畱哥 傳。鴉兒、高麗史 作㆓鵝兒㆒。高麗史金就礪傳云「高宗三年、契丹 遺種 金山 金始、脅㆓河朔民㆒、自稱㆓大遼收國王㆒、建㆓元天成㆒。蒙古 大擧伐㆑之」)。金山等席卷而東、與㆓金兵三萬㆒、戰㆓于開州館︀㆒。金兵不㆑克、退守㆓大夫營㆒(高麗史金就礪傳)。閏七月、金東京總管府、移㆓牒高麗㆒、吿㆓蒲鮮 萬奴 契丹 餘黨之亂㆒。八月、金山 金始 鵝兒 乞奴 等、引㆓兵數萬㆒、渡㆓鴨綠 江㆒、侵㆓高麗寧朔定戎之境㆒(高麗史高宗世家。數萬、元史高麗傳作㆓九萬餘㆒)。金山 自稱㆓國王㆒、改㆓元天德㆒。畱哥 還度㆓遼河㆒、招㆓撫懿州廣寧㆒、移㆓居臨潢府㆒(畱哥 傳)。是時 木華黎 平㆓錦州㆒、誅㆓張致㆒、拔㆓蘇復海︀三州㆒、斬㆓完顏 眾家奴㆒。萬奴 等率㆓眾十餘萬㆒、遁入㆓海︀島㆒(木華黎 傳)。十月、萬奴 降㆓蒙古㆒、以㆓其子 帖哥㆒入侍。旣而復叛、僭稱㆓東夏㆒(太祖︀紀。東夏、高麗史作㆓東眞㆒)。十一月、契丹 賊 履㆑冰渡㆓大同江㆒、遂入㆓西海︀道㆒。十二月、屠㆓黃州㆒。十二年丁丑四月、萬奴 兵破㆓大夫營㆒。又有㆓女眞 黃旗子軍㆒叛㆑金、九月、自㆓婆速 府㆒、渡㆓鴨綠 江㆒、屯㆓古義州城㆒。十月、高麗將趙沖擊逐㆑之(高麗史)。契丹 乞奴、爲㆓金山 所殺︀㆒、統古與 復殺︀㆓金山㆒而自立。喊舍 又殺︀㆑之、亦自立(畱哥 傳、喊舍、高麗史作㆓𠿑捨㆒、太祖︀紀高麗傳作㆓六哥㆒)。十三年戊寅九月、契丹 賊保㆓江東城㆒(高麗史)。太祖︀命㆓哈眞 札剌㆒率㆑師追討(太祖︀紀。哈眞 札剌、高麗傳作㆓哈只吉 劄剌㆒)。遼王 畱哥 將㆓契丹 兵㆒(畱哥 傳)、與㆓東眞國元帥 完顏 子淵兵二萬㆒皆屬㆑之(高麗史)、兵凡十萬(畱哥 傳)。冬、入㆓高麗㆒、破㆓和孟順德四城㆒(高麗史)。麟州都︀領洪大宣迎降(洪福︀源傳)。十二月、蒙古 使至㆓高麗營㆒、求㆑糧徵㆑兵。高麗輸㆓米一千石㆒。十四年己卯正月、蒙古 東眞與㆓高麗將趙沖金就礪㆒合㆑兵、平㆓契丹 賊㆒。𠿑捨 自縊死。哈眞 等還(高麗史)。劄剌 與㆓趙冲㆒約爲㆓兄弟㆒。沖請㆔歲輸㆓貢賦㆒。劄剌 曰「爾國道遠、難︀㆓於往來㆒。每歲可㆘遣㆓使十人㆒取㆖㆑之」(高麗傳。取㆑之、原文作㆓入貢㆒。然太宗四年十一月高麗王上㆓皇帝㆒狀、引㆓蒙古 元帥語㆒、曰「道路甚梗、爾國必難︀㆓於來往㆒。每年我國遣㆓使佐㆒、不㆑過㆓十人㆒、可㆓賷持以去㆒。」然則是往取、而非㆓來貢㆒也)。高宗遣㆓尹公就、崔逸︀㆒、以㆓結㆑和牒文㆒送㆓劄剌 行營㆒、劄剌 遣㆑使報㆑之。太祖︀又遣㆓蒲里帒也㆒、持㆑詔往諭㆑之(高麗傳)。是歲、太祖︀西征、皇弟 斡赤斤 居守(蒙古 祕史)。九月、斡赤斤 及元帥 合臣(卽 哈眞)副元帥 劄剌 等、各以㆑書遣㆓使十人㆒、往索㆓方物㆒。自㆑是 蒙古 使者︀、每歲至㆓高麗㆒、或歲再至焉(高麗傳)。十五年庚辰、畱哥 卒、妻 姚里 氏權領㆓其眾㆒(畱哥 傳)。十七年壬午十月、蒙古 使 着古歟 等至㆓高麗㆒、察㆓其納㆑款之實㆒。十九年甲辰二月、着古歟 復使㆓高麗㆒、[376]十二月又使焉。盜殺︀㆓之于途㆒。自㆑是連㆓七歲㆒絕㆓信使㆒矣(高麗傳)。二十一年丙戌、畱哥 長子 薛闍 歸㆓臨潢㆒、襲㆓父爵㆒(畱哥 傳)。時金平章 葛不哥、行㆓省於遼東㆒、與㆓蒲鮮 萬奴㆒相依。太宗元年己丑、命㆓撒里荅 火兒赤㆒、與㆓吾也而 薛闍 王榮祖︀等㆒征㆓遼東㆒(吾也而 王珣傳。薛闍 據㆓畱哥 傳㆒)、拔㆓蓋州宣城石城等十餘城㆒、葛不哥 走死(王珣傳)。薛闍 行收㆓其父遺民㆒、移鎭㆓廣寧府㆒、行㆓廣寧路都︀元帥事㆒(畱哥 傳)。三年辛卯八月、以㆔高麗殺︀㆓使者︀㆒、命㆓撒禮塔㆒率㆑師東征(太宗紀)、吾也而 薛闍 王榮祖︀ 移剌 買奴 等從㆑之(吾也而 畱哥 王珣 移剌 捏兒 傳)。圍㆓咸新鎭㆒、屠㆓鐵州㆒(高麗史)。西京郞將洪福︀源(大宣子)迎降㆓于軍㆒、獻㆓所率編民千五百戶㆒、導㆓撤禮塔㆒、攻㆓州郡未附者︀㆒(洪福︀源高麗傳)。九月、過㆓西京㆒、入㆓黃鳳州㆒、陷㆓宣郭州㆒(高麗史)、取㆑城凡四十餘(太宗紀)。使㆘阿兒禿 與㆓福︀源㆒抵㆓王京㆒招諭㆖。高宗遣㆓弟懷安公王侹㆒請㆑和(高麗傳)。十一月庚戌、蒙古 兵屠㆓平州㆒。辛亥、元帥 蒲桃 廸巨 唐古 等、領㆑兵至㆓京郊㆒。王遣㆓御史閔曦㆒犒㆑師。十二月壬子朔、蒙古 軍分屯㆓京城門外㆒。閔曦復犒㆑之。癸丑、撤禮塔 遣㆑使入㆑闕、付㆓文牒㆒諭㆑降。丙辰、遣㆓淮安公(卽 懷安公)侹㆒、以㆓土物㆒遺㆓撒禮塔㆒。甲戌、撤禮塔 復送㆑牒、徵索甚鉅。庚辰、王獻㆓國贐㆒、遣㆑使上㆑表辨疏(高麗史)。撒禮塔 遂承㆑制置㆓京府及州縣 達魯花赤 七十二人㆒以鎭㆑之(太宗紀、洪福︀源傳)。四年壬辰正月、撒禮塔 班㆑師(高麗史)。太宗遣㆑使以㆓璽書㆒諭㆑王(高麗傳。高麗史云「都︀旦 等二十四人來」)。三月、王遣㆓中郞將池義深、錄事洪巨源、金謙等㆒、賷㆓國贐牒文㆒、送㆓撒禮塔 屯所㆒(高麗傳)。四月、遣㆓上將軍趙叔昌、侍御史薛愼㆒如㆓蒙古㆒、上㆑表稱㆑臣獻㆓方物㆒(高麗史)。五月、太宗復下㆑詔諭㆑之(高麗傳。高麗史云「七月、蒙古 使九人來」)、以㆑將㆑征㆓萬奴㆒徵㆑兵(太宗四年十一月高麗陳情表)。六月、高麗權臣崔瑀脅㆑王遷㆑都︀、以避㆓蒙古 之亂㆒。七月、王發㆓開京㆒、入㆓江華島㆒、遣㆓使于諸︀道㆒、徙㆓民山城海︀島㆒(高麗史)。八月、太宗復遣㆓撒禮塔㆒領㆑兵討㆑之(高麗傳)。高麗傳云「六月、㬚(高宗)盡殺︀㆓朝廷所置 達魯花赤 七十二人㆒以叛。」然高麗史所載、唯有㆘「七月、王遣㆓內侍尹復昌㆒、往㆓北界諸︀城㆒、奪㆓達魯花赤 弓矢㆒、却被㆓達魯花赤 射殺︀㆒、」及「八月朔、西京巡撫使閔曦、使㆓將校等謀㆒㆑殺︀㆓達魯花赤㆒、不㆑成」二事㆖、而無㆘盡殺︀㆓七十二㆒人之事㆖。觀㆘所載九月答㆓蒙古 官人㆒書、十一月答㆓蒙古 沙打 官人㆒書、上㆓皇帝㆒陳㆑情表又狀、答㆓撒禮塔㆒書、十二月寄㆓蒙古 大官人㆒書、又答㆓大官人㆒書㆖、皆極辨㆘疏竄㆓海︀島㆒闕㆓朝覲㆒數事、出㆖㆑不㆑得㆑已、而無㆘一語及㆗盡殺︀㆓朝官㆒之事㆖。高麗傳載㆔太宗五年、詔數㆓高麗五罪㆒、亦唯摘㆓擧鎖事㆒、而不㆑及㆓是事㆒。然則是事之爲㆓妄傳㆒、無㆑可㆑疑矣。十月、王遣㆓將軍金寶鼎、郞中趙瑞章㆒上㆑表陳㆑情(高麗傳)。十二月、撒禮塔 攻㆓處仁城㆒、有㆓一僧︀㆒射㆓殺︀之㆒。王嘉㆓其功㆒授㆑官(高麗史)。別將 鐵哥 以㆑軍還、令㆘洪福︀源領㆓已降之人㆒、畱屯㆗西京㆖(高麗傳。西京據㆓高麗史㆒)。五年癸巳二月、詔㆓諸︀王㆒議㆑伐㆓蒲鮮 萬奴㆒、遂命㆓皇子 貴由 諸︀王 按赤帶 國王 塔思㆒、將㆓左翼軍㆒討㆑之(太宗紀。塔思 據㆓木華黎 傳㆒)。兀良合台(速不台 子)札忽兒臣(孛禿 孫)屬㆓貴由㆒、移剌 買奴(捏兒 子)屬㆓按赤台㆒、石抹 査剌(也先 子)石抹 孛迭兒 屬㆓塔思㆒、王榮祖︀不㆑知㆓所屬㆒、皆從征(速不台 孛禿 移剌 捏兒 王珣 石抹 也先 石抹 孛迭兒 諸︀傳)。四月、詔諭㆓高麗王㆒、悔︀㆑過來朝、且數㆓其五罪㆒(高麗傳)。蒙古 軍至㆓遼東㆒、園㆓南京㆒(卽 東京)、城堅如㆑立㆑鐵。九月、石抹 査剌 奮㆑槊先登。眾軍乘㆑之而進、遂克㆑之、擒㆓萬奴㆒。遼東平(石抹 也先 石抹 阿辛 傳)。西京人畢賢甫、與㆓洪福︀源等㆒謀、殺︀㆓高麗宣諭使鄭毅㆒。十月、崔瑀遣㆓家兵三千㆒、與㆓北界兵馬使閔曦㆒攻㆓西京㆒、獲㆓賢甫㆒斬㆑之。福︀源逃。擒㆓其父大純(卽 大宣)、弟百壽㆒、悉徒㆓餘民於海︀島㆒、西京遂爲㆓丘城㆒(高麗史)。福︀源以㆓所招集北界之眾㆒歸㆓蒙古㆒、處㆓於遼陽藩陽之閒㆒(洪福︀源 傳)。六年甲午春、蒙古 兵引還(高麗史)。五月、帝以㆓福︀源㆒爲㆓管領歸附高麗軍民長官㆒、仍令㆑招㆓本國未㆑附人民㆒(洪福︀源 傳)。七年乙未、命㆓唐古 拔都︀兒㆒與㆓福︀源㆒領㆑兵征㆓高麗㆒、拔㆓[377]十餘城㆒(高麗傳)。侵掠連年不㆑已(高麗史)。十年戊戌、薛闍 卒、子 收國奴 襲㆑爵、易㆓名 石剌㆒、亦從征㆓高麗㆒有㆑功(畱哥 傳)。五月、高麗人趙玄習、李元祐︀等、率㆓二千人㆒降㆓蒙古㆒。命居㆓東京㆒、受㆓福︀源節︀制㆒。十二月、高宗遣㆓將軍金寶鼎、御史宋彥琦等㆒、奉㆑表朝㆓蒙古㆒(高麗傳)。十一年己亥四月、蒙古 兵還(高麗史)。五月、詔徵㆓王入朝㆒。王以㆓母喪㆒辭、六月乃遣㆑使奉㆑表入朝。十月、諭㆑王徵㆓其親朝㆒。十二月、王遣㆑使入貢。十二年庚子三月、又入貢。五月、復詔諭㆑之。十二月、入貢(高麗傳)。十三年辛丑四月、以㆓族子永寧公綧㆒爲㆓己子㆒、入㆓蒙古㆒、充㆓禿魯花㆒(高麗史)。禿魯花は、蒙語 質子なり。定宗 憲宗の世、歲貢 入らずして、四たび征伐せられしが、憲宗 九年に世子 倎(元宗 順孝王)を質子としてより、永く元の東藩となりき。





​サルタイ​​撒兒台​​を誤れる​ヂヤライルタイ​​札剌亦兒台​​

祕史の札剌亦兒台 豁兒赤は、撒兒台 豁兒赤の誤寫 又は誤譯ならん。撒兒台は、親征錄に撒兒塔 火兒赤、太宗紀 高麗傳 高麗史に撒禮塔、洪福︀源の傳に撒里塔、吾也而の傳に撒里荅 火兒赤、王珣の傳に撒里台などあり。元史には、兒の音を里と書けること多ければ、これも、正しくは耶律 畱哥の傳に見えたる如く撒兒台なるべくして、親征錄 吾也而の傳なる火兒赤は、卽 豁兒赤なり。也速迭兒 豁兒赤は、何人なるか、東征の役に與れる諸︀將の誰なるか、考へ得ず。蒙古の朝には也速迭兒と云へる人 甚多く、康里の也速䚟兒は、元史に傳あり、その外 康里の艾兒 拔都︀の子 也速荅兒、珊竹帶の紐璘の子 也速荅兒、札剌兒の阿剌罕の子 也速迭兒、阿速の玉哇失の兄 也速歹兒、氏族志には、兀良合の速不台の從孫 也速䚟兒、達達兒の忙兀台の叔父 也速歹兒などあれども、いづれも時代 稍 後れて、こゝの也速迭兒 豁兒赤とは思はれず。耶律 薛闍 吾也而 唐古などの別名には非ずや。）
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​ブリ​​不哩​​ ​グユク​​古余克​​を訴ふる​バト​​巴禿​​の使

　​バト​​巴禿​​は、​キブチヤクト​​乞卜察黑惕​​（卽 乞卜察兀惕）の​セイバツ​​征伐​​の​ウヘ​​上​​より、​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​に​ツカヒ​​使​​より​マウ​​奏​​して​ヤ​​遣​​るには「​トコヨ​​長生​​の​アマツカミ​​上帝​​の​チカラ​​力​​にて、​カガン​​合罕​​ ​オヂギミ​​叔父​​の​サイハヒ​​福︀​​にて、​メゲト​​篾格惕​​の​シロ​​城​​を破りて、​オルスト​​斡嚕速惕​​の​タミ​​民​​を​トラ​​虜︀​​へて、​ジフイツコク​​十一國​​の​タミ​​民​​を​タヾシキ​​正​​に​イ​​入​​らしめて、​コガネ​​金​​の​ハヅナ​​縻繩​​を​ソ​​退​​け​ヒ​​扯​​きて、​ワカ​​別​​るゝ​ウタゲ​​筵會​​に​ウタゲ​​筵會​​せんと​イ​​云​​ひ​ア​​合​​ひて、​オホイ​​大​​なる​テンマク​​天幕​​を​タ​​起​​てて​ウタゲ​​筵會​​する​トキ​​時​​、​ワレ​​我​​はこゝに​ヲ​​居​​る​ミコダチ​​諸︀王​​の​アニギミ​​兄君​​（蒙語 阿合罕、首長）となれるとなりて、​ヒトフタサカヅキ​​一二盞​​の​アイザン​​喝︀盞​​を​サキ​​先​​に​ノ​​飮​​みたりとて、​ワレ​​我​​に​ブリ​​不哩​​ ​グユク​​古余克​​ ​フタリ​​二人​​ ​イカ​​怒​​りて、​ウタゲ​​筵會​​に​ウタゲ​​筵會​​せず、​ジヤウバ​​上馬​​せられたり。​ジヤウバ​​上馬​​して、​ブリ​​不哩​​ ​イハ​​言​​く「​バト​​巴禿​​と​ヒトシナミ​​齊等​​になりて​ヲ​​居​​るに、​サキ​​先​​にいかんぞ​ノ​​飮​​みたりし。​ヒゲ​​髯​​ある​オウナ​​嫗​​ども[378]と​ヒトシナミ​​齊等​​になりては、​クビス​​踵​​斡雪格亦耶兒​にて​オ​​壓​​して、​アシノヒラ​​足掌​​斡勒速亦耶兒​にて​フ​​踏​​まん」と​イ​​云​​ひき。​グユク​​古余克​​ ​イハ​​言​​く「​カレラ​​彼等​​ ​ヤナグヒ​​箭筒​​ある​オウナ​​嫗​​どもを、その​ムナサキ​​胸前​​を​シバウ​​柴打​​たん、​ワレラ​​我等​​は​カレラ​​彼等​​を」と​イ​​云​​ひき。​エルヂギダイ​​額勒只吉歹​​の​コ​​子​​ ​ハルガスン​​哈兒合孫​​ ​イハ​​言​​く「​キ​​木​​の​ヲ​​尾​​を​ツ​​接​​がん、​カレラ​​彼等​​を（明譯​カレノ​​他​​ ​ウナヂニ​​後頭​​ ​ツガン​​接​​㆓與 ​カノヒトツノ​​他箇​​ ​キノヲヲ​​木尾子​​㆒）」と​イ​​云​​ひき。​ワレラ​​我等​​こそは、​コト​​別​​なる​キモ​​肝​​ある​テキ​​敵​​の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツバ​​出馬​​せさせられて、​ヨ​​善​​くか​ヨロ​​宜​​しくかなりになれる（明譯​タメニ​​爲​​㆔​ワレラ​​俺每​​ ​コトムケタルガ​​征​​㆓了 ​コノ​​這​​ ​イシユノ​​異種的​​ ​タミヲ​​百姓​​㆒、​オソル​​恐​​㆔​コト​​事​​ ​アランヲカナヒ​​有​​㆓合㆑宜​（キニ）​ザル​​不​​㆑​カナハ​​合​​㆑宜​（キニ）​トコロ​​處​​㆒）と​イ​​云​​ひて​ヲ​​居​​るに​ブリ​​不哩​​ ​グユク​​古余克​​ ​フタリ​​二人​​にかく​イ​​云​​はれて、​サウダン​​相談​​なく​サン​​散​​ぜられたり。​イマ​​今​​ ​カガン​​合罕​​ ​ヲヂ​​叔父​​の​オホミコト​​聖旨​​ ​シロ​​知​​しめせ」と​マウ​​奏​​して​ヤ​​遣​​りき。
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​グユク​​古余克​​ 等を太宗の怒り

　​バト​​巴禿​​の​コ​​此​​の​コトバ​​言​​に、​カガン​​合罕​​ ​イタ​​甚​​く​イカ​​怒​​りて、​グユク​​古余克​​を​マミ​​見​​えさせずして​ノリタマ​​宣​​はく「この​ゲラウ​​下郞​​朶兒篾該​は、​タレ​​誰​​の​コトバ​​言​​に​シタガ​​從​​朶魯思古​ひてか、​アニビト​​兄人​​阿合古溫​を​クチイツパイ​​口一杯​​阿蠻都︀兀嗹​に​イ​​言​​へる。​ヒトツ​​獨​​の​タマゴ​​卵​​ ​クサ​​腐​​れ（明譯​スツルコトハ​​捨​​㆓了 ​ナンヂヲ​​你​​㆒​ゴトシ​​如​​㆑​スツルガ​​棄​​㆓​ヒトツノタマゴヲ​​一鳥卵​​㆒）。​スナハチ​​卽​​ ​アニビト​​兄人​​の​ムナサキ​​胸前​​に​サカラ​​逆​​ひたりき。​サキガケ​​先驅​​阿勒斤赤​に​ヤ​​放​​りて、その​トヲ​​十​​哈兒班​の​ユビ​​指​​の​ツメ​​爪​​ ​スリツク​​磨盡​​哈兀惕荅剌​るまで、​ヤマ​​山​​阿兀剌思​の​ゴト​​如​​き​シロ​​城​​どもに​ハヒノボ​​爬登​​阿巴哩兀魯牙​らしめん。​タンマ​​探馬​​に​ヤ​​放​​塔勒必​りて、その​イツヽ​​五​​塔奔​の​ユビ​​指​​の​ツメ​​爪​​ ​ハ​​剝​​塔木塔剌​ぐるまで、​キヅ​​築​​荅卜塔馬勒​ける​カタ​​堅​​き​シロ​​城​​どもに​ハヒノボ​​爬登​​らしめん、​ナンヂ​​汝​​に。​アシ​​歹​​き​ゲラウ​​下郞​​ ​ハルガスン​​哈兒合孫​​は、​タレ​​誰​​に​マナ​​學​​びてか​ワレラ​​我等​​の​ミウチ​​親​​を​クチイツパイ​​口一杯​​に​タイゲン​​大言​​ ​イ​​言​​ひたりし。​グユク​​古余克​​ ​ハルガスン​​哈兒合孫​​ ​フタリ​​二人​​を​トモ​​共​​に​ヤ​​遣​​らん。​ハルガスン​​哈兒合孫​​をば​キ​​斬​​らしむべきなりき。​ヘンパ​​偏頗​​したりと​イ​​云​​はん、​ナンヂラ​​汝等​​（明譯​ツミ​​罪​​​モト​​本​​​ベケレドモ​​當​​㆑​コロス​​殺︀​​​モシ​​若​​​コロシ​​殺︀​​[379]​ナバ​​了呵​​、​ヒトカナラズ​​人必​​​イハン​​說​​㆓​ワレヲ ヘンシンナリト​​我 偏心​​㆒）。​ブリ​​不哩​​をこそはと​イ​​云​​へば、​バト​​巴禿​​に​イ​​言​​ひ、​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​に​イ​​言​​ひて​ヤ​​遣​​れ。​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​ ​シ​​知​​れ（明譯​ブリハ​​不哩​​ ​ナレバ​​是​​㆓​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​​ノコ​​的子​​㆒、​シメヨ​​敎​​㆘​バトヲシテ​​巴禿​​​ムカヒ​​對​​㆓​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​​（ノ）​トコロニ​​處​​㆒​イヒモテ​​說將​​​ヤラ​​去​​㆖）」と​ノリタマ​​宣​​へり。
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​モンガイ​​忙該​​ ​アルチダイ​​阿勒赤歹​​ 等の奏議

　​ミコダチ​​諸︀王​​より​モンガイ​​忙該​​（卽 憲宗 蒙格）、​クワンニンダチ​​官人等​​より​アルチダイ​​阿勒赤歹​​（亦魯該の親族にて一千の侍衞の長となれる人、卷九に見えたり。）​コンゴルタイ​​晃豁兒台​​（下文に依れば札撒兀の官に居る人なり。）​シヤンギ​​掌吉​​を（功臣の第五十四なる苟吉か。）​ハジメ​​首​​とせる​クワンニンダチ​​官人等​​ ​ケンギ​​建議​​して​マウ​​奏​​さく「​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ナ​​爾​​が​ミオヤ​​父​​ の​オホミコト​​聖旨​​に、​ノ​​野​​の​コト​​事​​は、​ノ​​野​​にてのみ​サバ​​裁​​くなりき。​イヘ​​家​​の​コト​​事​​は、​イヘ​​家​​の​ウチ​​內​​にてのみ​サバ​​裁​​くなりき。（野の事 家の事は、閫外 閫內の事と云ふが如し。）​カガン​​合罕​​ ​オンシ​​恩賜​​せば、​カガン​​合罕​​は​グユク​​古余克​​に​イカ​​怒​​りておはせり。（おはすれど、）​ノ​​野​​の​コト​​事​​なり。（なれば）​バト​​巴禿​​に​ユダ​​委​​ねて​ヤ​​遣​​らば​ヨロ​​宜​​しからんか」と​マウ​​奏​​せば、この​コトバ​​言​​を​カガン​​合罕​​は​ヨシ​​可​​とし​イカリ​​怒​​ ​ヤ​​息​​みて、​グユク​​古余克​​を​マミ​​見​​えさ





​グユク​​古余克​​ 等を太宗の叱り

せて、​ケウクン​​敎訓​​にて​コトバ​​言​​に​コヱ​​聲​​ ​タ​​立​​てて、「​シユツセイ​​出征​​して​ユ​​往​​く​アヒダ​​閒​​に、​シリ​​臀​​ある​ヒト​​人​​の​シリ​​臀​​を​アマ​​剩​​さざりき（明譯​ヲ​​將​​㆓​イクサビト​​軍人​​㆒​スベテウチアマネハセリ​​都︀打徧​​）と​イ​​云​​はれたり、​ナンヂ​​汝​​。​イクサ​​軍​​の​ヒト​​人​​の​カホイロ​​顏色​​を​クジ​​挫​​きて​ユ​​行​​けり（明譯​クジキ​​挫​​㆓​タリ​​了​​​イキホヒヲ​​威氣​​㆒）と​イ​​云​​はれたり、​ナンヂ​​汝​​。​オルスト​​斡嚕速惕​​の​タミ​​民​​を、かゝる​ナンヂ​​汝​​の​イキホヒ​​勢​​ ​イカリ​​怒​​に​オソ​​怕​​れて​クダ​​降​​られたりとなして​ヲ​​居​​るか、​ナンヂ​​汝​​。​オルスト​​斡嚕速惕​​の​タミ​​民​​を​ヒトリ​​獨​​にて​クダ​​降​​したるが​ゴト​​如​​く​オモ​​思​​ひて、​タケ​​猛​​き​コヽロ​​心​​を​モ​​持​​ちて、​アニビト​​兄人​​に​サカラ​​逆​​ひ​キ​​來​​ぬ、​ナンヂ​​汝​​。​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワレラ​​我等​​の​ミオヤ​​父​​の​オホミコト​​聖旨​​にあり。「​オホキ​​眾​​斡欒​は​オソ​​懼​​阿余兀里​れしむ。​フカキ​​深​​昆​は​シ​​死​​兀忽兀里​なしむ（明譯​ヒトオホケレバ​​人多則​​​ヒトオソル​​人懼​​。​ミヅフカケレバ​​水深則​​​ヒトシヌ​​人死​​）」と​イ​​云​​へることあらざりしか。​ヒトリ​​獨​​にて​シオフ​​爲果​​せたるが[380]​ゴト​​如​​く[​オモ​​思​​ひ]、​スベエタイ​​速別額台​​ ​ブヂエク​​不者︀克​​（睿宗 拖雷の子、憲宗 蒙格の弟、世系表の撥綽 大王）​フタリ​​二人​​の​カゲ​​蔭​​に​ユ​​行​​きて、​オホ​​多​​斡羅阿兒​き​モロ〳〵​​眾​​にて​チカラ​​力​​を​アハ​​合​​せて、​オルスト​​斡嚕速惕​​ ​キブチヤウト​​乞卜察兀惕​​を​クダ​​降​​斡囉兀勒​して、​ヒトリフタリ​​一二​​の​オルスト​​斡嚕速惕​​ ​キブチヤウト​​乞卜察兀惕​​を​エ​​得​​斡勒​て、​クロヒツジ​​羖䍽​​額失格​〈［＃二文字目「翔のへん＋櫪のつくり」はママ。「元朝秘史」§277(12:35:04)の傍訳は「「翔のへん」＋「「暦」の「日」に代えて「心-丿」、U+53AF」」］〉の​ヒヅメ​​蹄​​をも​エオ​​得置​​かざるに​マスラヲ​​丈夫​​額咧木失​ ​ブ​​振​​りて、​ヒト​​一​​たび​イヘ​​家​​より​イ​​出​​でて、​ナニ​​何​​も​ヒトリ​​獨​​にて​シオフ​​爲果​​せたるが​ゴト​​如​​く、​コトバコヱ​​言聲​​を​ヒ​​惹​​きて​キ​​來​​ぬ、​ナンヂ​​汝​​。（「來ぬ」は、原文に「來て」とあれども「て」は「ぬ」の誤ならん。𦍩〈［＃「翔のへん＋古、U+26369」はママ。「元朝秘史」§277(12:35:04)の傍訳は「翔のへん＋殳、U+7F96」］〉䍽 以下の句を明譯には​ナンヂ​​你​​ ​ミヅカラハ​​自己​​ ​クロヒツジ​​𦍩䍽​​〈［＃「翔のへん＋古、U+26369」はママ。「元朝秘史」§277(12:36:07)の総訳は「翔のへん＋殳、U+7F96」］〉 ​ノ​​的​​ ​ヒヅメヲモ​​蹄子​​ ​ザルニ​​不​​㆓​カツテオキエ​​曾置得​​㆒、​フリマハシ​​逞​​㆓​ヨキヲトコヲ​​好男子​​㆒、​ハジメテ​​初​​ ​イヅレバ​​出​​㆑​モンヲ​​門​​、​スナハチ​​便​​ ​ヒク​​惹​​㆓​ヨシアシヲ​​是非​​㆒と譯せり。）​モンガイ​​忙該​​ ​アルチダイ​​阿勒赤歹​​ ​コンゴルタイ​​晃豁兒台​​ ​シヤンギ​​掌吉​​ ​ラ​​等​​に​アガ​​亢​​迭克迭克先​りたる​コヽロ​​心​​を​マヘ​​前​​迭兒格​の​トモ​​伴​​となりて​トヾ​​止​​めて、​ワ​​沸​​迭不勒灰​きたる​ナベ​​鍋​​を​ヒロ​​寬​​迭列該​き​ヒシヤク​​柄杓​​となり（水をさし）て​シヅ​​靜​​まらせられたるぞ。これは​ノ​​野​​の​コト​​事​​[なれば]、​バト​​巴禿​​を[して​サバ​​裁​​かしめん]と​イ​​云​​へり。​グユク​​古余克​​ ​ハルガスン​​哈兒合孫​​ ​フタリ​​二人​​を​バト​​巴禿​​ ​シ​​知​​れ」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​りぬ。​ブリ​​不哩​​をば​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​ ​シ​​知​​れと​ノリタマ​​宣​​へり。（古余克 二たび西に往きたる後いかに處分せられたるかは、祕史に載せられざれども、大汗の長子の事なれば、巴禿も任せられては、むごくは取扱はざりしならん。かくて祕史の成りし(太宗 十二年の)翌年(一二四一年)の十一月、太宗 崩じ、その翌年の春、西征の諸︀軍は、洪噶哩亞を引上げて東に進み、高喀速 山の北なる地方に數月 畱まり、乞魄察克の殘黨と戰へり。喇失惕の史に據れば、途にて一夏一冬を過したる後、諸︀王は、一二四三年(朶咧格捏 合屯 稱制の二年 癸卯)に各その領地に歸れりとありて、その諸︀王の內には庫余克も加はれり。





​バト​​巴禿​​ ​グユク​​古余克​​の不和

されども巴禿と古余克との不和は解けざりしと見えて、古余克の母なる攝政 合屯、大會を開きて合罕を擇び立てんとしたる時、巴禿は、合屯の意 古余克を立てんことを欲すと聞き、馬の足 弱れりと稱して出發を延引せり。この時 巴禿は、諸︀王の中にて威望ある人なりし故に、朶咧格捏 合屯は、巴禿を待ちて大會を延ばし居たれども、巴禿 竟に至らざるに由り、一二四六年(合屯 稱制の五年 丙午)の春、巴禿なしに大會を開きて、古余克を合罕に戴けり。一二四八年(古余克 合罕の三年 戊申)の春、古余克 疾ありて、潛邸の時より領し居たる額米兒の地方に赴きたるに、拖雷の寡婦 莎兒合黑塔尼は、西巡の目的は巴禿を襲ふにあらんと疑ひて、使を遣りて巴禿に注意を與へたれば、巴禿はみづから朝謁︀せんと思ひ、阿剌克塔克 山に至れる時、偶 古余克 合罕は途にて崩じたり。この巴禿 古余克の不和の事は、喇失惕の史に由りて傳はれるのみにて、元史 本紀に[381]は無し。不哩の事は元史 憲宗紀 元年 卽位の大會の條に「諸︀王 也速忙可 不里 火者︀ 等、後㆑期不㆑至。遣㆓不憐吉䚟㆒率㆑兵備㆑之」とあり。





​バト​​巴禿​​ ​ブリ​​不哩​​の不和

也速忙可は、世系表なる察合台 太子の子 也速蒙哥 王、火者︀は、世系表なる定宗の子 忽察 大王なり。喇失惕に據れば、失喇門(定宗の姪 失烈門 又 昔列門)闊札 斡古勒(卽 忽察)納古(忽察の弟 腦忽)三王の謀反せる時、不哩も謀に與りたれば、一二五二年(憲宗 二年)に巴禿の處に送られ、巴禿の命にて斬られき。かくて巴禿は、不哩が嘗て爛醉の狀にて吐ける惡口に對し復讎を爲せり(多遜 二、二六九)。この事につきて、嚕卜嚕克は又 次の如く言へり。この旅僧︀は、一二五四年(憲宗 四年)に突︀兒其思壇を通りて還りし時、「我また不哩の獨逸︀ 奴隷どもの居りし塔剌思の町にて問ひき。不哩の事につき、兄弟(敎會の同僚)安篤列亞思 語れり。安篤列亞思に、又 我は、會議所にて撒兒塔黑と巴禿との事を問ひき。彼等の主人なる不哩の、ある折に殺︀されたりし事の外は、何事をも知ること能はざりき。不哩 己れは、好き牧場を有たざりしかば、ある日 醉ひて居りし時、その臣屬に語りて「我は、巴禿の如く、成吉思 汗の子孫ならずや。(原注。不哩は巴禿の姪 又 は從弟なりき。)いかで巴禿の如くも、額提里 河の岸に徘徊して、そこに遊牧すべからざらんや」と云ひき。それらの言は、巴禿に吿げられき。その時 巴禿は、みづから不哩の臣屬に書を贈︀りて、その主人を縛りて送ることを命じければ、その事を臣屬は爲しけり。その時 巴禿は、かゝる言を言ひしかと不哩に問ひ、不哩はみづから承服せり。然れども不哩は、「その時 酔ひて居りしから、醉人を寬恕する習ひなるから」とて分疏せり。然るに巴禿は、「いかんぞ汝は、醉へる時に敢て我が名を呼びし」と答へて、その頭を斬らしめけり。」）












§278(12:36:09)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










親衞の制の申飭

　​マタ​​又​​ ​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​ ​ミコト​​勅​​ありて、「​チンギス カガン​​成吉思 合罕​​ ​ワ​​我​​が​ミオヤ​​父​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​行​​き（おこなひ）たる​シユクヱイ​​宿衞​​ ​セントウシ​​箭筒士​​ ​ジヱイ​​侍衞​​なる​モロ〳〵​​眾​​の​バンシ​​番士​​の​オコナヒ​​行​​を​アラタ​​新​​にせん」と​サト​​諭​​し​タマ​​給​​ふ​オホミコト​​聖旨​​を​ツタ​​傳​​へけらく「​カガン エチゲ​​合罕 額赤格​​の​オホミコト​​聖旨​​に​ヨ​​依​​り​サキ​​前​​にいかにか​オコナ​​行​​ひたりし。​イマ​​今​​その（その儘の）​ハフ​​法​​に​ヨ​​依​​り​オコナ​​行​​へ」とて、​ミコト​​勅​​あるには「​セントウシ​​箭筒士​​ ​ジヱイ​​侍衞​​は、​サキ​​前​​の​ハフ​​法​​に​ヨ​​依​​り、​ヒル​​晝​​その​ミチミチ​​道道​​を​オコナ​​行​​ひて、​ヒ​​日​​あるに​シユクヱイ​​宿衞​​に​ユヅ​​讓​​りて、​ホカ​​外​​に​ヤド​​宿​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。





宿衞の勤方

「​ヨル​​夜​​は​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​シユクヱイ​​宿衞​​ ​トマ​​宿​​れ。​カド​​門​​の​トコロ​​處​​に​イヘ​​家​​の​マハリ​​周​​に​シユクヱイ​​宿衞​​ ​タ​​立​​て。​オルド​​斡兒朶​​の​ウシロ​​後​​に​マヘ​​前​​に​シユクヱイ​​宿衞​​ ​マハ​​巡​​れ。​ヒ​​日​​ ​オ​​落​​ちたる​ノチ​​後​​、​ヨル​​夜​​ ​ユ​​行​​く​ヒト​​人​​を​シユクヱイ​​宿衞​​ ​トラ​​拏​​へて​トマ​​宿​​れ。​モロビト​​眾​​ ​チ​​散​​りたる​ノチ​​後​​、​トマ​​宿​​れる​シユクヱイ​​宿衞​​より​ホカ​​外​​に、​ダイリ​​內裏​​を​サ​​指​​して​イ​​入​​る​ヒト​​人​​をば、​トラ​​拏​​へ[382]たる​シユクヱイ​​宿衞​​は、その​カシラ​​頭​​を​ワ​​割​​るゝ​ホド​​程​​ ​キ​​斫​​りて​ノ​​去​​けよ。​ヨル​​夜​​ ​イソギ​​急​​の​ハナシ​​話​​ある​ヒト​​人​​ ​キ​​來​​なば、​シユクヱイ​​宿衞​​に​ハナ​​話​​して、​チヤウバウ​​帳房​​の​キタ​​北​​より​シユクヱイ​​宿衞​​と​ヒトトコロ​​一處​​に​タ​​立​​ちて​ハナ​​話​​し​ア​​合​​へ。​オルド​​斡兒朶​​の​ヘヤ​​房​​に​イ​​入​​り​イ​​出​​づるをば、​コンゴルタイ​​晃豁兒台​​ ​シラカン​​失喇罕​​ ​ラ​​等​​の​ヂヤサウ​​札撒兀​​は、​シユクヱイ​​宿衞​​と​トモ​​共​​に​ヲサ​​治​​めよ。（札撒兀は、官の名にて、札撒を掌る官なり。札撒は、法の蒙語にて、元史 太宗紀 元年 卽位の條に「頒㆓大札撒㆒」とありて、原注に「華言㆓大法令㆒也」と云へり。されどもこの札撒兀は、國の大法官に非ず、只 殿中の取締役にて、その名はこゝに始めて出でたれども、その職務は、卷十に見えたる朶歹 扯兒必の殿中を監視︀せると同じ類︀なるべし。札撒兀は、今の蒙古語に札薩克と云ひ、內蒙古 四十九旗の旗長の官となれり）





宿衞の威嚴

​エルヂギダイ​​額勒只吉歹​​は、​シンニン​​信任​​ある​ヒト​​人​​なるに、​ユフベ​​夕​​に​シユクヱイ​​宿衞​​の​ウヘ​​上​​を​ユ​​行​​くとなり、​シユクヱイ​​宿衞​​に​トラ​​拏​​へられきと​イ​​云​​ふ​オホミコト​​聖旨​​に​タガ​​違​​い​ナ​​爲​​さず、​シユクヱイ​​宿衞​​は​シンニン​​信任​​あるものなるぞ」と​ミコト​​勅​​ありて、「​シユクヱイ​​宿衞​​の​カズ​​數​​を​ナ​​勿​​ ​ト​​問​​ひそ。​シユクヱイ​​宿衞​​の​クラヰ​​坐​​の​ウヘ​​上​​を​ナ​​勿​​ ​ユ​​行​​きそ。​シユクヱイ​​宿衞​​の​アヒダ​​閒​​を​ナ​​勿​​ ​ユ​​行​​きそ。​シユクヱイ​​宿衞​​の​ウヘ​​上​​を​ユ​​行​​く、​アヒダ​​閒​​を​ユ​​行​​く​ヒト​​人​​を​シユクヱイ​​宿衞​​は​トラ​​拏​​へよ。​シユクヱイ​​宿衞​​の​カズ​​數​​を​ト​​問​​ふ​ヒト​​人​​の、その​ヒ​​日​​の​ノ​​乘​​れる​センバ​​騸馬​​、​クラ​​鞍​​あり​クツワ​​轡​​あるを、​キ​​被​​たる​イフク​​衣服​​ごめに​シユクヱイ​​宿衞​​は​ト​​取​​れ。





宿衞の掌る雜務

​シユクヱイ​​宿衞​​の​クラヰ​​坐​​の​ウヘ​​上​​に​タレ​​誰​​も​ナ​​勿​​ ​スワ​​坐​​りそ。​シユクヱイ​​宿衞​​は、​トウ​​纛​​ ​ツヾミ​​鼓​​ ​ドロ​​朶囉​​ ​ヤリ​​鎗​​ ​キベイ​​器︀皿​​を​トヽノ​​調​​へよ。​ノミモノ​​飮物​​ ​クヒモノ​​食物​​を​シゲ​​稠​​き​ニク​​肉​​を​シユクヱイ​​宿衞​​ ​シタク​​支度​​せよ」と​ミコト​​勅​​ありき。「​オルド​​斡兒朶​​の​ヘヤ​​房​​ ​クルマ​​車​​を​シユクヱイ​​宿衞​​ ​トヽノ​​調​​へよ。​ワレラ​​我等​​の​ミ​​身​​ ​イクサ​​軍​​に​イ​​出​​でずば、​ワレラ​​我等​​より​ホカ​​外​​に、​コト​​別​​に​シユクヱイ​​宿衞​​は​イクサ​​軍​​に​ナ​​勿​​ ​イ​​出​​でそ。​ワレラ​​我等​​ ​タカ​​鷹​​ ​ツカヒ​​使​​ひ​マキガリ​​圍獵​​する​トキ​​時​​、その​ナカバ​​半​​を​オルド​​斡兒朶​​の​ヘヤ​​房​​ ​クルマ​​車​​の​トコロ​​處​​に​ミハカラ​​斟酌​​ひて​オ​​置​​きて、​ワレラ​​我等​​と​トモ​​共​​に​ナカバ​​半​​の​シユクヱイ​​宿衞​​は​ユ​​行​​け。（その半は、宿衞の半なり。卷十 三八六頁〈［＃「三八六頁」は§232に相当］〉にも、こゝと同じ意味の文ありて、「車の處に半を斟酌ひて置け」と譯すべき所を、「半」の上に「獲物の」を補ひたるは誤解なりき。「斟酌ひ」と譯すべきを、「分[383]け」と譯したるも違へり。）​シユクヱイ​​宿衞​​より​イヘヰヅカサ​​營盤官​​（蒙語​ヌントウチン​​嫩禿兀臣​​、又 嫩禿黑赤 元史 兵志 三に「玉你伯牙の奴禿赤なる火你赤」とある奴禿赤は、嫩禿黑赤の訛なり。）​ユ​​行​​きて​オルド​​斡兒朶​​の​ヘヤ​​房​​を​クダ​​下​​せ。​カド​​門​​に​ヨ​​倚​​りて​シユクヱイ​​宿衞​​の​カドモリ​​門者︀​​ ​タ​​立​​て。





千宿衞の長 ​カダアン​​合荅安​​

​モロ〳〵​​眾​​の​シユクヱイ​​宿衞​​を​カダアン​​合荅安​​ ​センコ​​千戶​​ ​シ​​知​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（合荅安は、八十八 功臣の第六十三なり。今 太祖︀の朝の也客 捏兀𡂰に代れり。）





宿衞 四班の長 八人

​マタ​​又​​ ​シユクヱイ​​宿衞​​の​クミグミ​​班班​​の​クワンニン​​官人​​を​ヨサ​​任​​して、





​カダアン​​合荅安​​ ​ブラカダル​​不剌合荅兒​​

「​カダアン​​合荅安​​ ​ブラカダル​​不剌合荅兒​​ ​フタリ​​二人​​は、​ヒトクミ​​一班​​となりて​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて、​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​りて、​オルド​​斡兒朶​​の​ミギヒダリ​​右左​​の​ホトリ​​邊​​に​ワカ​​分​​れ​ヰ​​居​​て​トヽノ​​整​​へよ。





​アマル​​阿馬勒​​ ​チヤナル​​察納兒​​

​アマル​​阿馬勒​​ ​チヤナル​​察納兒​​ ​フタリ​​二人​​は、​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて​ヒトクミ​​一班​​となりて、​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​りて、​オルド​​斡兒朶​​の​ミギヒダリ​​右左​​の​ホトリ​​邊​​に​ワカ​​分​​れ​ヰ​​居​​て​トヽノ​​整​​へよ。





​カダイ​​合歹​​ ​ゴリカチヤル​​豁哩合察兒​​

​カダイ​​合歹​​（八十八 功臣の內なる合歹 古咧堅） ​ゴリカチヤル​​豁哩合察兒​​ ​フタリ​​二人​​は、​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて​ヒトクミ​​一班​​と[なりて、​バンチヨク​​番直​​に]​イ​​入​​りて、​オルド​​斡兒朶​​の​ミギヒダリ​​右左​​の​ホトリ​​邊​​に​ワカ​​分​​れ​ヰ​​居​​て​トヽノ​​整​​へよ。





​ヤルバク​​牙勒巴黑​​ ​カラウダル​​合喇兀荅兒​​

​ヤルバク​​牙勒巴黑​​ ​カラウダル​​合喇兀荅兒​​ ​フタリ​​二人​​は、​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて​ヒトクミ​​一班​​となりて、​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​りて、​オルド​​斡兒朶​​の[​ミギ​​右​​]​ヒダリ​​左​​の​ホトリ​​邊​​に​ワカ​​分​​れ​ヰ​​居​​て​トヽノ​​整​​へよ。（太祖︀ 卽位の處には、箭筒士の四班の長 四人と八千の侍衞の長 八人とは、一一名を擧げたれども、宿衞は總長 也客捏兀𡂰のみを擧げて、四班の長をば擧げざりしが、これはそれより委し。）​カダアン​​合荅安​​ ​ブルカダル​​不勒合荅兒​​（卽 前の不剌合荅兒）の​クミ​​班​​、​アマル​​阿馬勒​​ ​チヤナル​​察納兒​​の​クミ​​班​​、この​フタクミ​​二班​​は、​オルド​​斡兒朶​​の​ヒダリ​​左​​の​ホトリ​​邊​​に​イヘヰ​​營盤​​して​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​れ。​カダイ​​合歹​​ ​ゴリカチヤル​​豁哩合察兒​​ ​フタリ​​二人​​の​クミ​​班​​、​ヤルバク​​牙勒巴黑​​ ​カラウダル​​合喇兀荅兒​​ ​フタリ​​二人​​の​クミ​​班​​、この​フタクミ​​二班​​は、​オルド​​斡兒朶​​の​ミギ​​右​​の​ホトリ​​邊​​に​イヘヰ​​營盤​​して​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​れ」と​ノリタマ​​宣​​へり。（太祖︀ 卽位の處には、諸︀の營盤を定めて「宿衞は、斡兒朶の前の右左の邊に行け」とあり。）「この​ヨクミ​​四班​​の​シユクヱイ​​宿衞​​を​カダアン​​合荅安​​ ​シ​​知​​れ。」​マタ​​又​​「​シユクヱイ​​宿衞​​は、​ワ​​我​​が​ミ​​身​​に​ツ​​貼​​きて、​オルド​​斡兒朶​​の​マハリ​​周​​に​タ​​立​​ちて、​カド​​門​​を​オサ​​壓​​へて​フ​​臥​​せ。​シユクヱイ​​宿衞​​より​オルド​​斡兒朶​​に[384]​イ​​入​​りて、​フタリ​​二人​​の​ヒト​​人​​ ​シユキヨク​​酒局​​を​ト​​執​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。





箭筒士 四班の長 ​エスントエ​​也孫脫額​​ ​ブキダイ​​不乞歹​​ ​ゴルクダク​​豁兒忽荅黑​​ ​ラバルカ​​剌巴勒合​​

​マタ​​又​​「​セントウシ​​箭筒士​​を​エスントエ​​也孫脫額​​ ​ブキダイ​​不乞歹​​ ​ゴルクダク​​豁兒忽荅黑​​ ​ラバルカ​​剌巴勒合​​は、​ヨツ​​四​​の​クミグミ​​班班​​となり​ヤナグヒ​​箭筒​​ ​オ​​帶​​びたるを、​ジヱイ​​侍衞​​の​ヨツ​​四​​の​クミグミ​​班班​​の​トコロ​​處​​に、​ツラナ​​列​​る​セントウシ​​箭筒士​​を​トヽノ​​整​​へて​イ​​入​​れ」と​ミコト​​勅​​ありき。（箭筒士の四班の長は、太祖︀ 卽位の時に同じ。額孫脫額は卽 額孫帖額、不乞歹は卽 不吉歹、剌巴勒合は卽 剌卜剌合なり。）





侍衞の四班の宿老 八人

​マタ​​又​​ ​ジヱイ​​侍衞​​の​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​を​サキ​​前​​に​シ​​知​​りたりしものの​シンゾク​​親族​​より​ヨサ​​任​​して、





​アルチダイ​​阿勒赤歹​​ ​コンゴルタカイ​​晃豁兒塔孩​​

「​サキ​​前​​に​シ​​知​​りたる​アルチダイ​​阿勒赤歹​​ ​コンゴルタカイ​​晃豁兒塔孩​​ ​フタリ​​二人​​は、​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて、​ヒトクミ​​一班​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​トヽノ​​整​​へて​イ​​入​​れ。（前段の初に官人 阿勒赤歹 晃豁兒台と竝べ擧げたれば、この晃豁兒塔孩は、卽 晃豁兒台と同じ人ならん。）





​テムデル​​帖木迭兒​​ ​ヂエグ​​者︀古​​

​テムデル​​帖木迭兒​​ ​ヂエグ​​者︀古​​ ​フタリ​​二人​​は、​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて、​ヒトクミ​​一班​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​トヽノ​​整​​へて​イ​​入​​れ。（この閒に脫文あらん。二班の宿老 足らず。今 試に補はば、[





某甲 某乙

​ボウカフ​​某甲​​ ​ボウオツ​​某乙​​は、​ハカ​​議​​り​ア​​合​​ひて、​ヒトクミ​​一班​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​トヽノ​​整​​へて​イ​​入​​れ。





某丙 ​モンクタイ​​忙忽台​​

​ボウヘイ​​某丙​​は、]）​モンクタイ​​忙忽台​​に​タス​​輔​​けさせ​シ​​知​​りて、​ヒトクミ​​一班​​の​ジヱイ​​侍衞​​を​トヽノ​​整​​へて​イ​​入​​れ。」（太祖︀ 卽位の時は、八千の侍衞の長 八人ありて、その八人の內より不合 阿勒赤歹 朶歹 朶豁兒忽 四人は、四班の宿老となりしが、今は一千ごとの長は無くて、四班の宿老は、一班に二人づゝ八人あることとなれり。この八人は、前に知りたりし者︀の親族なるに、阿勒赤歹のみは、前に知りたりし儘なれば、殊に斷れり。晃豁兒塔孩 以下 七人は、不合 朶歹 朶豁兒忽 等の親族なるべけれども、その關係 少しも分らず。元史 列傳に忙兀台あれども、世祖︀の朝の人にて、この忙忽台とは異なり。）





百官の長 ​エルヂギダイ​​額勒只吉歹​​

​マタ​​又​​ ​カガン​​合罕​​ ​ミコト​​勅​​あるには「​モロ〳〵​​眾​​の​クワンニン​​官人​​どもは、​エルヂギダイ​​額勒只吉歹​​を​ヲサ​​長​​として、​エルヂギダイ​​額勒只吉歹​​の​コトバ​​言​​に​ヨ​​依​​り​コトナ​​行​​へ」と​ノリタマ​​宣​​ひて、​マタ​​又​​ ​ミコト​​勅​​あるには





​ケツキン​​缺勤​​の罰

「​バンチヨク​​番直​​ある​ヒト​​人​​、​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​る​トキ​​時​​、​ハヅ​​脫​​さば、​サキ​​前​​の​オホミコト​​聖旨​​の​リ​​理​​に​ヨ​​依​​り、​ミツ​​三​​の​シモト​​笞​​を​アタ​​與​​へよ。その​バンチヨク​​番直​​ある​ヒト​​人​​、​マタ​​又​​ ​フタヽビ​​再​​ ​バンチヨク​​番直​​を​ハヅ​​脫​​さば​ナヽツ​​七​​の​シモト​​笞​​を​アタ​​與​​へよ。​マタ​​又​​その​ヒト​​人​​ ​ヤマヒ​​病​​ ​リイウ​​理由​​なく、​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​に​サウダン​​相談​​なく、​ミ​​三​​たび​バンチヨク​​番直​​を​ハヅ​​脫​​さば、​ワレラ​​我等​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​行​​く（勤むる）[385]ことを​カタ​​難︀​​しとしたるなり。​サンジフシチ​​三十七​​の​シモト​​笞​​を​アタ​​與​​へて、​トホ​​遠​​き​トコロ​​地​​に​マナコ​​眼​​の​カゲ​​陰​​に​ヤ​​遣​​らん。​マタ​​又​​ ​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​は、​バンチヨク​​番直​​する​バンシ​​番士​​を​テンケン​​點檢​​せず「して、​バンシ​​番士​​」​バンチヨク​​番直​​を​ハヅ​​脫​​さば、​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​を​ツミナ​​罰​​はん。​マタ​​又​​ ​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​は、​ダイサン​​第三​​ ​ダイサン​​第三​​に（三日目ごとに）​バンチヨク​​番直​​に​イ​​入​​る​トキ​​時​​ ​カハ​​代​​り​ア​​合​​ふ​トキ​​時​​、この​ミコト​​勅​​を​バンシ​​番士​​に​キ​​聽​​かせよ。





勅の言ひ聽かせ

​ミコト​​勅​​を​キ​​聽​​きてあるに、​バンシ​​番士​​ ​バンチヨク​​番直​​を​ハヅ​​脫​​さば、​ミコト​​勅​​の​リ​​理​​に​ヨ​​依​​リ​ツミナ​​罰​​はん。この​ミコト​​勅​​を​バンシ​​番士​​に​キ​​聽​​かせずば、​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​ ​ツミ​​罪​​あるとなれ。





宿老 番士の同等

​マタ​​又​​ ​バンチヨク​​番直​​の​オトナ​​宿老​​は、​ドウトウ​​同等​​に​イ​​入​​りたる​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​を、​ワレラ​​我等​​に​サウダン​​相談​​なく、​ヲサ​​長​​とせられたりとのみ​イ​​云​​ひて​ナ​​勿​​ ​セ​​責​​めそ。​ハフド​​法度​​を​ウゴ​​動​​さば、​ワレラ​​我等​​に​ツ​​吿​​げよ。​シ​​死​​なしめらるゝ​リ​​理​​あるならば、​ワレラ​​我等​​は​キ​​斬​​らしむるぞ。​コラ​​懲︀​​さるゝ​リ​​理​​あるならば、​ワレラ​​我等​​は​ヲシ​​訓​​ふるぞ。​ヲサ​​長​​とせられたりとて、​ワレラ​​我等​​に​ツ​​吿​​げず、​ミヅカ​​自​​ ​テアシ​​手足​​を​イタ​​致​​さば、​コブシ​​拳​​の​ムクイ​​報​​に​コブシ​​拳​​を、​シモト​​笞​​の​ムクイ​​報​​に​シモト​​笞​​を​カヘ​​回​​さん」と​ノリタマ​​宣​​へり。





千戶より上にある番士

​マタ​​又​​「​ホカ​​外​​に​ヲ​​居​​る​センコ​​千戶​​の​クワンニン​​官人​​より​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​は​ウヘ​​上​​に​ア​​在​​るぞ。​ホカ​​外​​に​ヲ​​居​​る​ヒヤクコ​​百戶​​ ​ジツコ​​十戶​​の​クワンニン​​官人​​より​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​の​ケニン​​家人​​は​ウヘ​​上​​に​ア​​在​​るぞ。​ホカ​​外​​に​ヲ​​居​​る​センコ​​千戶​​ども、​ワ​​我​​が​バンシ​​番士​​に​ウ​​毆​​ち​ア​​合​​はば、​センコ​​千戶​​の​ヒト​​人​​を​ツミナ​​罰​​はん」と​ミコト​​勅​​ありき。（これらの勅は、殆 皆 卷九 卷十に跨れる太祖︀のと同じ物にして、彼の勅は太祖︀ 卽位の初に宣諭せられたれば、これも太宗 卽位の初の事ならん。然らば元史 太宗紀 元年 卽位の處に「頒㆓大 札撒㆒、華言㆓大法令㆒也」とあるは、これらの勅を云へるなり。大法令と云へは、國法 民法の類︀かと思ひたりしに、かくの如きものなりき。又 明譯は、重複を厭ひて全文を略き、たゞ「​オゴダイ​​斡歌歹​​ ​クワウテイハ​​皇帝​​、​ヲ​​將​​㆓​チンギスノ​​成吉思​​ ​トキノ​​時​​ ​シユヱイノ​​守衞​​ ​モノ​​的​​ ​マタ​​幷​​ ​モロ〳〵ノ​​眾​​ ​サンパン​​散班​​ ​ラノ​​每​​ ​オノオノノ​​各各​​ ​シヨクシヤウ​​職掌​​㆒、​テラシ​​照​​㆓​ヨリ​​依​​ ​フルキサダメニ​​舊制​​㆒、​フタヽビ​​再​​ ​センユ​​宣諭​​ ​シタルヿ​​了​​[386]





太宗 六年の​ヂヤサ​​札撒​​

​イツペンナリ​​一遍​​」と書きたれども、さるにては、宿衞 箭筒士 侍衞の官人 等の名も分らぬこととなり、あまりに筆無性なりき。又これらの勅とは異なれども、太宗紀 六年 甲午の處に法令の如きもの十一章を載せたり。夷狄の法律、實に面白ければ、こゝに引き出して、參考に供せん。まづ「夏五月、帝在㆓達蘭 達葩 之地㆒、大會㆓諸︀王百僚㆒、諭㆓條令㆒曰」と書き出して、第一に「凡當㆑會不㆑赴而私宴者︀、斬。」第二に「諸︀出㆓入宮禁㆒、各有㆓從者︀㆒、男女止以㆓十人㆒爲㆑朋。出入毋㆑得㆓相雜㆒。」第三に「軍中、凡十人置㆓甲長㆒、聽㆓其指揮㆒。專擅者︀、論㆑罪。」第四に「其甲長以㆑事來㆓宮中㆒、卽置㆓權攝一人㆒。」第五に「甲外、一人二人、不㆑得㆓擅自往來㆒。違者︀、罪之。」第六に「諸︀公事、非㆑當㆑言而言者︀、拳㆓其耳㆒。再犯、笞。三犯、杖。四犯、論㆑死」第七に「諸︀千戶越㆓萬戶㆒前行者︀、隨以㆓木鏃㆒射之、百戶甲長諸︀軍有㆑犯、其罪同。不㆑遵㆓此法㆒者︀、斥罷。」第八に「今後來會諸︀軍、甲內數不㆑足、於㆓近翼㆒抽捕足㆑之。」第九に「諸︀人或居㆑室、或在㆑軍、毋㆓敢喧呼㆒。」第十に「凡來會、用㆓善馬五十匹㆒爲㆓一羈㆒。守者︀五人、飼︀㆓羸馬㆒三人、守㆓乞烈思㆒三人。但盜㆓馬一二㆒者︀、卽論㆑死。諸︀人馬不㆑應㆑絆㆓於 乞烈思 內㆒者︀、輙沒與㆘畜㆓虎豹㆒人㆖。」第十一に「諸︀婦人製㆓質孫 燕服㆒不㆑如㆑法者︀、及妒者︀、乘以㆓驏牛㆒、徇㆓部中㆒論㆑罪。卽聚㆑財爲更娶」とあり。）
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羊の賦

　​マタ​​又​​ ​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​チンギス カガン エチゲ​​成吉思 合罕 額赤格​​の​カンナン​​艱難︀​​して​タ​​立​​て​タマ​​給​​へる​クニタミ​​國民​​を​ナ​​勿​​ ​クルシ​​苦​​めそ。​カレラ​​彼等​​の​アシ​​足​​闊勒​を​ツチ​​土​​闊薛兒​に、​カレラ​​彼等​​の​テ​​手​​合兒​を​ヂ​​地​​合札兒​に​オ​​置​​かせて​タノシ​​樂​​ません。​スメラミオヤ​​皇考​​の​ジヤウジユ​​成就​​[せる​クラヰ​​位​​]に​スワ​​坐​​りて、​タミ​​民​​を​クルシ​​苦​​めず、​ユ​​湯​​（蒙語​シユレン​​暑︀連​​、本義は湯にして、湯より肉汁となり、肉汁より肉汁を作る羊肉となれり。明譯​タウヤウ​​湯羊​​）に（湯羊として）​コレラ​​此等​​の​クニタミ​​國民​​より​ヤウグン​​羊羣​​の​ヒトツ​​一​​の​ニサイ​​二歲​​の​ヒツジ​​羊​​を​トシドシ​​年年​​に​タテマツ​​奉​​れ。​ヒヤク​​百​​の​ヒツジ​​羊​​より​ヒトツ​​一​​の​ヒツジ​​羊​​を​イダ​​出​​して、その​アヒダ​​閒​​の​マヅ​​貧​​しく​トボ​​乏​​しきに​アタ​​與​​へよ。（明譯​ヒトツ​​一​​。​タミノ​​百姓​​ ​ヤウグンノ​​羊羣​​ ​ウチヨリ​​裏​​、​ベシ​​可​​㆘​ゴトニ​​毎​​㆑​トシ​​年​​ ​タヾイダシテ​​只出​​㆓​ヒトツノ​​一箇​​ ​ニサイノ​​二歲​​ ​カツヤウヲ​​羯羊​​㆒​ナス​​做​​㆗​ヤウタウト​​湯羊​​㆖。​ゴトノ​​毎​​㆓​イツピヤク​​一百​​㆒​ヒツジノウチヨリ​​羊內​​、​ベシ​​可​​㆘​タヾ​​只​​ ​イダシテ​​出​​㆓​ヒトツノ​​一箇​​ ​ヒツジヲ​​羊​​㆒ ​スクフ​​接​​㆗濟 ​ソノ​​本​​ ​ブラク​​部落​​ ​ノ​​之​​ ​マヅシクトボシキモノヲ​​窮乏者︀​​㆖。元史 太宗紀 元年 卽位の續に「勅、蒙古 民有㆓馬百㆒者︀、輸㆓牝馬一㆒、牛百者︀、輸㆓牸牛一㆒、羊百者︀、輸㆓羒羊一㆒、爲㆓永制㆒」とあるは、この事の異聞なり。）





牝馬の賦

​マタ​​又​​ ​アニオトヽ​​兄弟​​（諸︀の皇族の汎稱）あまたの​ヲトコ​​男​​ ​センバ​​騸馬​​ ​バンシ​​番士​​ ​アツマ​​聚​​らば、​カレラ​​彼等​​の​ノミモノ​​飮物​​を​ツネ​​毎​​に​タミ​​民​​よりいかでか​ト​​征​​らるべき。​トコロドコロ​​處處​​の​センコ​​千戶​​ ​センコ​​千戶​​より​メウマ​​騍馬​​どもを​イダ​​出​​して​シボ​​擠​​り、​チシボリ​​乳擠​​に​ノバヒ​​牧​​せしめ、​イヘヰヅカサ​​營盤官​​を​ツネ​​常​​に​カ​​替​​へ​イダ​​出​​して、​ニウバカヒ​​乳馬飼︀​​となれ。（明譯​ヒトツ​​一​​。​ミコダチ​​諸︀王​​ ​ムコギミ​​尉馬​​ ​ダチ​​等​​[387]​アツマリアフ​​聚會​​ ​トキ​​時​​、​ツネヅネ​​每每​​ ​ニテ​​於​​㆓​タミノ​​百姓​​ ​トコロ​​處​​㆒​クワレンスルハ​​科斂​​、​ズ​​不​​㆓​ベンタウナラ​​便當​​㆒。​ベシ​​可​​㆘​シメ​​敎​​㆔​センコ​​千戶​​ ​ラニ​​毎​​、​ゴトニ​​毎​​㆑​トシ​​年​​ ​イダサ​​出​​㆓​メウマ​​騍馬​​ ​ナラビニ​​幷​​ ​ノガヒ​​牧​​ ​チシボリ​​擠​​ ​ノヒト​​的人​​㆒、​ソノヒトウマハ​​其人馬​​ ​ニ​​以​​㆑​トキ​​時​​ ​ツネヅネ​​常川​​ ​カウタイス​​交替​​㆖。乳馬飼︀は、蒙古語に​ウヌクチ​​兀納忽赤​​にて、元史 兵志 三に「闊闊の地の兀奴忽赤なる忙兀䚟」とあるも、それなり。然るを元史 語解は、この兀奴忽赤を狐捕りなる兀捏格赤と閒違へ、元史の本文を烏訥格齊と改めたるは、いつもながら亂暴の至りなり。）





倉庫の設け

​マタ​​又​​ ​アニオトヽ​​兄弟​​ ​アツマ​​聚​​らば、​キフヨ​​給與​​ ​シヤウシ​​賞賜​​を​アタ​​與​​へん。​オリモノ​​織物​​ ​カネ​​貨幣​​ ​ヤナグヒ​​箭筒​​ ​ユミ​​弓​​ ​ヨロヒ​​甲​​ ​ブキ​​武器︀​​どもを​クラ​​倉​​どもに​イ​​入​​れて、​タカラ​​財​​どもを​マモ​​守​​らせん、​トコロドコロ​​處處​​より​タカラモリ​​財守​​ ​コクモリ​​穀︀守​​を​エラ​​擇​​びて​マモ​​守​​らせよ。（財ども財守の蒙古語は、​バラガト​​巴喇合惕​​ ​バラガチン​​巴喇合臣​​ にして、巴喇合惕の單稱は、巴喇干なり。原本には巴剌合惕 巴剌合臣と書きて、巴剌合惕の旁譯は庫毎、巴剌合臣は管城的とあれども、譯文には倉庫 等 掌守 的人とありて、城守と云はざれば、二つの剌は、喇の誤なることうつなし。巴喇干は、搠米惕の蒙古 字引に巴兒干と書きて、家具と譯せり。巴喇合臣は、巴喇合赤とも云ふ。元史 世祖︀紀 至元 十七年 九月の處に「守㆑庫軍盜㆓庫鈔㆒。八 剌合赤 分㆓其贜㆒、縱㆑盜遁去。詔誅㆑之」とあり。元史 語解は、八剌合赤を巴喇噶齊と改めて、「管㆓理什物㆒人也」と注したるは、卽この財守なり。明譯には、​ヒトツ​​一​​。​シヤウシ​​賞賜​​ ​ノ​​的​​ ​キンパク​​金帛​​ ​キカイハ​​器︀械​​、​ソウコ​​倉庫​​ ​ドモ​​等​​ ​シヤウシユ​​掌守​​ ​ノ​​的​​ ​ヒトヲ​​人​​、​ベシ​​可​​㆑​シム​​敎​​㆓​カクシヨヨリ​​各處​​ ​オコシ​​起​​㆑​ヒトヲ​​人​​ ​キテ​​來​​ ​カンシユセ​​看守​​㆒。太宗紀 元年 卽位の續に「始置㆓倉廩㆒」とあるは、この事を云へるなり。）





​イヘヰ​​營盤​​の分與

​マタ​​又​​ ​クニ​​國​​の​タミ​​民​​に​イヘヰ​​營盤​​の​ミヅ​​水​​を​ワ​​分​​けて​アタ​​與​​へん。​イヘヰ​​營盤​​に​イヘヰ​​營盤​​せしめん。​センコ​​千戶​​ ​センコ​​千戶​​より​イヘヰヅカサ​​營盤官​​を​エラ​​擇​​びて​イダ​​出​​さば​ヨ​​可​​からん。（明譯​ヒトツ​​一​​。​タミニ​​百姓行​​ ​ワケ​​分​​㆓​アタヘ​​與​​ ​ホカノ​​他​​ ​チハウヲ​​地方​​㆒、​ナシテ​​做​​㆓​イヘヰト​​營盤​​㆒​スマセン​​住​​。​ソノ ブンパ ノヒトハ​​其 分派 之人​​、​ベシ​​可​​㆘​ニテ​​於​​㆓​オノ〳〵​​各​​ ​センコノ​​千戶​​ ​ウチ​​內​​㆒​エラビテ​​選​​㆑​ヒトヲ​​人​​ ​シム​​敎​​㆖㆑​ナラ​​做​​。水草を逐ふ遊牧の民には水は甚 大切にして、水あれば草あり。この譯文に水の字を脫したるは踈なり。）





​チエル​​徹勒​​ 地方の井掘り

​マタ​​又​​ ​チエル​​徹勒​​の​チ​​地​​（卷七に見えたる桑昆の遁げ走り往きて水を求めたる所）には、​ケダモノ​​獸​​より​ホカ​​外​​は​ス​​住​​まざりき。​タミ​​民​​に​ヒロ​​寬​​げんと、​チヤナイ​​察乃​​（卷九に見えたる主兒扯歹の族にて一千の侍衞の長となりし人）​ウイウルタイ​​委兀兒台​​ ​フタリ​​二人​​の​イヘヰヅカサ​​營盤官​​を​カシラ​​頭​​として、​ヰ​​井​​どもを​ホ​​掘​​らせて​イシダタミ​​甃​​せよ。（明譯​ヒトツ​​一​​。​チエルノ​​川勒​​ ​ヂメンハ​​地面​​、​サキニ​​先​​​ヨリテ​​因​​㆑​ナキニ​​無​​㆑​ミヅ​​水​​、​タヾ​​止​​​アリ​​有​​㆓​ヤジウノミ​​野獸​​㆒、​ナカリキ​​無​​㆓​ヒトノスムモノ​​人住​​㆒。​イマ​​如今​​ ​セバ​​要​​㆘​サン​​散​​㆓​カイシテ​​開​​ ​タミヲ​​百姓​​㆒​ヂウザセシメント​​住坐​​㆖、​ベシ​​可​​㆑​シム​​敎​​㆓​チヤナイ​​察乃​​ ​ウイウルタイ​​畏兀兒台​​ ​フタリヲシテ​​兩箇​​ ​ユキテ​​去​​ ​タウケンセ​​踏驗​​㆒。​ベキ​​中​​㆑​ナス​​做​​㆓[388]​イヘヰヲ​​營盤​​㆒​ノ​​的​​ ​チハウニハ​​地方​​、​シム​​敎​​㆑​ホラ​​穿​​㆑​ヰヲ​​井​​​ベシ​​者︀​​。）





​ヂヤム​​站​​の設け

​マタ​​又​​ ​ワレラ​​我等​​の​ツカヒ​​使​​ ​ハシ​​走​​るに、​クニタミ​​國民​​に​ヨ​​倚​​らしめて​ハシ​​走​​らせたり。​ハシ​​走​​る​ツカヒ​​使​​のも​カウテイ​​行程​​ ​オク​​遲​​れたり。​クニ​​國​​の​タミ​​民​​にも​クルシ​​苦​​ませたり。​イマ​​今​​ ​ワレラ​​我等​​ ​マツタ​​全​​く​サダ​​定​​むるには、​トコロドコロ​​處處​​の​センコ​​千戶​​ ​センコ​​千戶​​より​ヂヤムチン​​札木臣​​（驛の事務を掌る人）​ウラアチン​​兀剌阿臣​​（驛馬を掌る人）を​イダ​​出​​して、​ザ​​坐​​ども​ザ​​坐​​どもに（站を坐ゑ置くべき處處に）​ヂヤム​​站​​（驛）を​オ​​置​​きて、​ツカヒ​​使​​を​エウジ​​要事​​なく​クニタミ​​國民​​に​ヨ​​倚​​らせず、​ヂヤム​​站​​に​ヨ​​依​​り​ハシ​​走​​らせば​ヨ​​可​​からん。（明譯​ヒトツ​​一​​。​シシン​​使臣​​ ​ユキキスルニ​​往來​​、​ソヒ​​沿​​㆓​タミノ​​百姓​​ ​トコロニ​​處​​㆒​ケイクワシ​​經過​​、​コトモオクレタリ​​事也遲了​​。​タミ​​百姓​​ ​モ​​也​​ ​クルシメリ​​生受​​。​イマ​​如今​​ ​ベシ​​可​​㆘​シメ​​敎​​㆔​オノ〳〵​​各​​​センコ​​千戶​​​ラニ​​毎​​​イデサ​​出​​㆓​ヒトウマヲ​​人馬​​㆒、​タテ​​立​​㆗​サダム​​定​​ ​ヂヤムチヲ​​站赤​​㆖。​ズバ​​不​​㆑​ナラ​​是​​㆓​キネウノ​​緊要​​ ​ジム​​事務​​㆒、​ベシ​​須​​㆔​カナラズ​​要​​ ​ジヨウ​​乘​​㆓​ザス​​坐​​ ​ヂヤムノウマニ​​站馬​​㆒、​ズ​​不​​㆑​ユルサ​​許​​㆘​ソヒ​​沿​​㆓​タミノ​​百姓​​ ​トコロニ​​處​​㆒​ケイクワスルヲ​​經過​​㆖。札木臣は、站赤とも云ふ。その制は、元史に委し。後に云ふべし。兀剌阿臣は、兀剌阿赤とも云ふ。元史 兵志 二に「典㆓車馬㆒者︀曰㆓兀剌赤㆒」とあり。語解は烏拉齊と改めて、「司㆓驛站㆒人也」と注せり。又 親征錄に「助㆓貧乏㆒、置㆓倉戌㆒、剏㆓驛站㆒」とあるは、この新制の第一 第三 第六の三章を略記したるなり。元史 太宗紀は、親征錄に本づきて、「始置㆓倉廩㆒、立㆓驛傳㆒」と記して、又その「助㆓貧乏㆒」を略けり。）これらの​コト​​事​​どもを​チヤナイ​​察乃​​ ​ボルカダル​​孛勒合荅兒​​（卽 前の不勒合荅兒）​フタリ​​二人​​ ​カンガ​​考​​へて、​ワレラ​​我等​​に​ケンギ​​建議​​したれば、​ヨ​​可​​からんかと​オモ​​思​​ひて（思はるるが）、​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​ ​シ​​知​​れ。この​イ​​言​​はるゝ​コト​​事​​ども​ヨロ​​宜​​しければ、​ヨシ​​可​​とせば、​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​より​ナ​​爲​​せ」と​ノリタマ​​宣​​ひて​ヤ​​遣​​りたれば、





​チヤアダイ​​察阿歹​​の協贊

​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​は、​ト​​問​​ひて​ヤ​​遣​​りたるこれらの​コト​​事​​どもを​スベ​​都︀​​てを​ヨシ​​可​​として、「かく​スナハチ​​便​​ ​ナ​​爲​​せ」と​イ​​云​​ひて​キ​​來​​ぬ。​マタ​​又​​ ​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​ ​イ​​言​​ひて​キ​​來​​ぬるに「​ワレ​​我​​は、こゝより​ヂヤムト​​札木惕​​（站の複稱）を​ムカ​​迎​​へ​ツギアハ​​接合​​せん。​マタ​​又​​こゝより​バト​​巴禿​​の​トコロ​​處​​に​ツカヒ​​使​​を​ヤ​​遣​​らん。​バト​​巴禿​​も、​ムカ​​迎​​へて​ヂヤムト​​札木惕​​を​ツギアハ​​接合​​せよ」と​イ​​云​​ひて、​マタ​​又​​ ​イ​​言​​ひて​キ​​來​​ぬるには「​スベ​​都︀​​てより​ヂヤムト​​札木惕​​を​オ​​置​​かする​コト​​事​​は​ヨ​​善​​きよりも​ヨ​​善​​し[389]と​テイセツ​​提說​​せり」と​イ​​云​​ひて​キ​​來​​ぬ。
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內外大同

　それより​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく（以下の一段は、末なる「驛舍の騸馬ども云云」の外は、皆 叙事の文に書くべき處なるを、太宗の言として記せり。蓋 史臣は、これらの政令を太宗の口より聞きて筆記したるなるべし。）「​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​ ​バト​​巴禿​​を​ハジメ​​首​​とせる​ミギテ​​右手​​の​ミコダチ​​諸︀王​​ ​アニ​​兄​​だち​オトヽ​​弟​​だち。​モロ〳〵​​眾​​、​オツチギン ノヤン​​斡惕赤斤 那顏​​ ​エグ​​也古​​を​ハジメ​​首​​とせる​ヒダリテ​​左手​​の​アニ​​兄​​だち​オトヽ​​弟​​だち​モロ〳〵​​眾​​の​ミコダチ​​諸︀王​​、​ナイチ​​內地​​の​ヒメミコ​​公主​​だち​ムコギミ​​駙馬​​だち、​バンコ​​萬戶​​ ​センコ​​千戶​​ ​ヒヤクコ​​百戶​​ ​ジツコ​​十戶​​の​クワンニン​​官人​​だち、​モロ〳〵​​眾​​にて​ヨシ​​可​​としけり。​ヨシ​​可​​とするは、「​ウミ​​海︀​​の​カガン​​合罕​​（四海︀の主）の​タウヤウ​​湯羊​​に​トシ​​年​​[​ドシ​​年​​]に​ヤウグン​​羊羣​​の​ヒトツ​​一​​の​ニサイ​​二歲​​の​センヤウ​​騸羊​​を​イダ​​出​​さば、​ナニ​​何​​かあらん。​ヒヤク​​百​​の​ヒツジ​​羊​​より​ヒトツ​​一​​の​イツサイ​​一歲​​[の​ヒツジ​​羊​​]を​イダ​​出​​して、​マヅ​​貧​​しく​トボ​​乏​​しきに​アタ​​與​​ふるは、​ヨ​​好​​くあり。​ヂヤム​​站​​を​オ​​置​​かしめて、​ヂヤムチン​​札木臣​​ ​ウラアチン​​兀剌阿臣​​を​イダ​​出​​さば、​オホ​​多​​き​クニタミ​​國民​​に​ヤス​​安​​からしめ、​ツカヒ​​使​​にも​ユ​​行​​くに​タヨリ​​便​​ ​ヨ​​善​​けん」と​イ​​云​​へば、​モロ〳〵​​眾​​にて​タヾ​​只​​ ​ヨシ​​可​​としけり。この（原文に、客延「とて」とあれど、「とて」にては、文意 通らぬ故に、假に「この」と改めたり。）​カガン​​合罕​​の​ミコト​​勅​​を​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​に​ハカ​​謀​​りて、​チヤアダイ イロセ​​察阿歹 兄​​に​ヨシ​​可​​とせられて、​モロ〳〵​​眾​​の​クニタミ​​國民​​より、​トコロドコロ​​處處​​の​センコ​​千戶​​ ​センコ​​千戶​​より、​カガン​​合罕​​の​ミコト​​勅​​に​ヨ​​依​​り​トシドシ​​年年​​に​タウヤウ​​湯羊​​を​ヤウグン​​羊羣​​より​ヒトツ​​一​​の​ニサイ​​二歲​​の​センヤウ​​騸羊​​を、​ヒヤク​​百​​の​ヒツジ​​羊​​より​ヒトツ​​一​​の​イツサイ​​一歲​​の​ヒツジ​​羊​​を​イダ​​出​​さしめたり。​メウマ​​騍馬​​どもを​イダ​​出​​さしめて、​ニウバカヒ​​乳馬飼︀​​を​ス​​坐​​ゑたり。​ニウバカヒ​​乳馬飼︀​​ ​タカラモリ​​財守​​ ​コクモリ​​穀︀守​​を​イダ​​出​​さしめたり。​ヂヤムチン​​札木臣​​ ​ウラアチン​​兀剌阿臣​​を​イダ​​出​​さしめて、​ザザ​​坐坐​​どもの​チ​​地​​（站を坐ゑ置くべき處處）を​ミハカラ​​斟酌​​はせて、​ヂヤム​​站​​を​オ​​置​​かしむるに、





​エキテイ​​驛遞​​の長 ​アラツエン​​阿喇淺​​ ​トクチヤル​​脫忽察兒​​

​アラツエン​​阿喇淺​​ ​トクチヤル​​脫忽察兒​​（太祖︀ 西征の役に見えたる脫忽察兒、卽 博爾忽の傳なる塔察兒）​フタリ​​二人​​に​トヽノ​​整​​へさせて、​ヂヤム​​站​​[390]​ヒトトコロ​​一坐​​に​ニジフ​​二十​​の​ウラアチン​​兀剌阿臣​​と​ナ​​做​​したり。​ザ​​坐​​ごとに​ニジフ​​二十​​づゝの​ウラアチン​​兀剌阿臣​​と​ナ​​做​​したり。​エキシヤ​​驛舍​​の​センバ​​騸馬​​ども、​シル​​汁​​の​ヒツジ​​羊​​ども（肉汁を作るべき羊ども）、​シボ​​擠​​る​メウマ​​騍馬​​ども、​クルマ​​車​​に​ツ​​駕​​くる​ウシ​​牛​​ども、​クルマ​​車​​どもは、こゝより​ワレラ​​我等​​より​カギ​​限​​りたる​カギリ​​限​​より、​ミジカ​​短​​斡豁兒​き​ナハ​​繩​​（なりとも）​カ​​缺​​かさば、​ウナジ​​項​​斡兒豁里牙兒​に​ヨ​​依​​りて​セツ​​切​​り（項を切り）​ツミ​​罪​​あるとなさん。​サジ​​匙​​合勒不合​ほどの​ヤ​​輻​​（なりとも）​カ​​缺​​かさば、​ハナ​​鼻​​合巴兒​を​セツ​​切​​り​ツミ​​罪​​あるとなさん」と​ミコト​​勅​​ありき。（この站の事は、蒙韃 備錄に「凡見㆑馬則換易。幷㆓一行人從㆒、悉可㆑換㆑馬。謂㆔之乘㆓鋪馬㆒。亦古乘㆑傳之意」とあり。





​ヂヤムチ​​站赤​​の制

太宗紀 元年には、たゞ「立㆓驛傳㆒」の三字あるのみなれども、兵志 四 站赤の篇にはその事を委しく記せり。まづその序に曰く「元制、站赤 者︀、驛傳之譯名也。蓋以通㆓達邊情㆒、布㆓宣號令㆒。古人所謂「置㆑郵而傳㆑命、」未㆑有㆘重㆓於此㆒者︀㆖焉。凡站、陸則以㆑馬以㆑牛、或以㆑驢、或以㆑車、而水則以㆑舟。其給㆓驛傳㆒璽書、謂㆓之鋪馬聖旨㆒。遇㆓軍務之急㆒、則又以㆓金字圓符㆒爲㆑信、銀字者︀次㆑之。內則掌㆓之天府㆒、外則國人之爲㆓長官㆒者︀主㆑之。其官有㆓驛令㆒、有㆓提領㆒。又置㆓脫脫禾孫 於關會之地㆒、以司㆓辨詰㆒。皆總㆓之於通政院及中書兵部㆒。而站戶闕乏逃亡、則又以㆑時僉補、且加㆓賑䘏㆒焉。於㆑是四方往來之使、止則有㆓館︀舎㆒、頓則有㆓供帳㆒、饑渴則有㆓飮食㆒、而梯航畢達、海︀字會同。元之天下、視︀㆓前代㆒、所㆔以爲㆓極盛㆒也。今故著︀㆓其驛政之大者︀㆒、然後紀㆓各省水陸凡若干站㆒、而遼東狗站、亦因以附見云」と云ひて、次に「太宗元年十一月、勅㆓諸︀牛鋪馬站㆒、每㆓一百戶㆒、置㆓運漢︀車一十具㆒、各站俱置㆓米倉㆒、站戶每年一牌內納㆓米一石㆒、令㆓百戶一人掌㆒㆑之。北使臣每日支㆓肉一斤麵一斤米一升酒一瓶㆒。四年五月、諭㆓隨路官員幷 站赤 人等㆒、使臣無㆓牌面文字㆒、始㆑給馬之驛官及元差官、皆罪之。有㆓文字牌面㆒、而不㆑給㆓驛馬㆒者︀、亦論㆑罪。若係㆓軍情急速㆒、及送納顏色絲線酒食米栗段匹鷹隼、但係㆓御用諸︀物㆒、雖㆑無㆓牌面文字㆒、亦驗㆑數應㆑付㆓車牛㆒」とあり。以下は、世祖︀ 成宗 仁宗 泰定 四朝の站に關する沿革 法令と各省の站赤 船車 人畜の數とを載せたり。）












§281(12:54:10)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










四つの功

　​オゴダイ カガン​​斡歌歹 合罕​​ ​ノリタマ​​宣​​はく「​スメラミオヤ​​皇考​​の​タカミクラ​​大位​​に​ヰ​​坐​​て、​スメラミオヤ​​皇考​​の​ノチ​​後​​に​イソシ​​勤​​みたることは、​ワ​​我​​が​ヂヤクト​​札忽惕​​（明 旁譯 金人 毎）の​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​シユツセイ​​出征​​して、​ヂヤクト​​札忽惕​​の​タミ​​民​​を​タヒラ​​平​​げたり、​ワレ​​我​​。​ツギ​​次​​に​ワ​​我​​が​ジゲフ​​事業​​は、​ワレラ​​我等​​の​ツカヒミチ​​使路​​に​ハヤ​​快​​く​ハシ​​走​​り​マタ​​又​​ ​モチ​​用​​ふる​シナモノ​​品物​​を​ハコ​​搬​​ばするに、​ヂヤム​​站​​どもを​オ​​置​​かせたり。​マタ​​又​​ ​ツギ​​次​​の​ジゲフ​​事業​​は、​ミヅ​​水​​なき​チ​​地​​に​ヰ​​井​​どもを​ホ​​掘​​ら[391]せて、​イダ​​出​​さしめて、​クニ​​國​​の​タミ​​民​​を​ミヅクサ​​水草​​に​アリツ​​有附​​かしめたり。​マタ​​又​​ ​トコロドコロ​​處處​​の​シロ​​城​​どもの​タミ​​民​​の​トコロ​​處​​に​モノミ​​斥候​​ ​タンマチン​​探馬臣​​を​オ​​置​​きて、​クニ​​國​​の​タミ​​民​​の​アシ​​足​​闊勒​を​ツチ​​土​​闊薛兒​に​テ​​手​​合兒​を​ヂ​​地​​合札兒​に​オ​​置​​かせて​ス​​住​​ませたり、​ワレ​​我​​。​スメラミオヤ​​皇考​​に​ノチ​​後​​に​ヨツ​​四​​の​ジゲフ​​事業​​を​ソ​​添​​へたるぞ。​マタ​​又​​ ​スメラミオヤ​​皇考​​の​タカミクラ​​大位​​にも​ヰ​​居​​られて、





四つの過ち

あまたの​クニタミ​​國民​​を​ワ​​我​​が​ウヘ​​上​​に​ニナ​​擔​​ひて​ユ​​往​​かれて、





酒の飮み過ぎ

​スナハチ​​便​​ ​ブダウシユ​​葡萄酒​​の​サケ​​酒​​に​ワ​​我​​が​カ​​勝​​たれたるは、​アヤマチ​​過​​となれり。​ヒトツ​​一​​の​ワ​​我​​が​アヤマチ​​過​​とこれはなれるぞ。（耶律 楚材の傳に「帝素嗜㆑酒、日與㆓大臣㆒酣飮。楚材屢諫、不㆑聽。乃持㆓酒槽鐵口㆒進曰「麹糵能腐㆑物。鐵尙如㆑此、況五臟乎。」帝悟、語㆓近臣㆒曰「汝曹愛㆑君憂國之心、豈有㆘如㆓吾圖 撒合里㆒者︀㆖耶。」賞以㆓金帛㆒。勅㆓近臣㆒、日進㆓酒三鍾㆒而止」とあるに據れば、太宗のみづから過を知れるは、楚材の諫に因れるなり。然れども又 傳の後文に「楚材嘗與㆓諸︀王㆒宴、醉臥㆓車中㆒。帝臨㆓平野㆒見㆑之、直至㆓其營㆒、登㆑車手撼㆑之。楚材熟睡未㆑醒、方怒㆓其擾㆒㆑己。忽開㆑目視︀、始知㆓帝至㆒、驚起謝。帝曰「有㆑酒獨醉、不㆓與㆑朕同㆒㆑樂耶」笑而去。楚材不㆑及㆓冠帶㆒、馳詣㆓行宮㆒。帝爲置酒、極㆑歡而罷」とあるを見れば、楚材もなかなかの酒好きにして、太宗の節︀飮も厲行せられざるに似たり。かくて太宗紀 十三年 辛丑(本書の成りし翌年)に「十一月丁亥大獵、庚寅還至㆓鈋鐵𨬕 胡蘭 山㆒。奧都︀ 剌合蠻 進㆑酒、帝歡飮極㆑夜乃罷。辛卯遲明、帝崩㆓于行殿㆒。壽五十有六」とあり。さよなかまで酒飲みて、翌朝 崩じたるは、必 卒中にて斃れたるならん。然らば太宗は、酒の害を悟りながら、終に節︀すること能はずして、少し命を縮め、太祖︀より十歲 短く、本書の譯者︀の今年の齡にて遠に世を去りたるなり。）





女の取上げ

​ツギ​​次​​の​アヤマチ​​過​​は、​ユヱ​​故​​なく​ヲミナ​​女​​の​ヒト​​人​​の​コトバ​​言​​に​イ​​入​​りて、​オツチギン​​斡惕赤斤​​ ​ヲヂ​​叔父​​の​ブシウ​​部眾​​の​ヲトメ​​女​​どもを​ト​​取​​り​コ​​來​​させたるは、​ヒヰ​​非違​​となれるぞ。​クニタミ​​國民​​の​ウシ​​主​​ ​カガン​​合罕​​なるに、​ユヱ​​故​​なく​ヒヰ​​非違​​の​ジゲフ​​事業​​に​ワ​​我​​が​ハシ​​趁​​れるは、​ヒトツ​​一​​の​アヤマチ​​過​​とこれはなれるぞ。（太宗紀に「九年丁酉六月、左翼諸︀部、訛㆔言括㆓民女㆒。帝怒、因括以賜㆓麾下㆒」とあり。訛言を怒らば、括せずして、訛言の訛なることを明にすべき筈なるに、怒に因りて括すと云へるは、怪むべし。今 祕史なる太宗の懺悔︀に據れば、婦人の言に從ひてこの事を爲せるにて、謂はゆる訛言は、訛言に非ずして預言なりき。斡惕赤斤の領地は、左翼の大部を占め居たる故に、左翼 諸︀部にて譟ぎたるなり。多遜の史には「斡亦喇惕 人は、その女どもを合罕は他の部落に嫁がせんとすと云ふ噂を聞きて、直に緣附けき。斡歌台この事を聞き、その部落の七歲以上の女ども、その年に嫁ぎたる女ども、凡て四千人を一列に竝べて、その中に[392]て最 美しきものを己と官人 等との分として摘み出し、その次は娼家に送り、殘りみなは兵士どもに摑み取りせしめけり。この事を彼等の父夫兄弟の前にてせしに、一人もぶつぶつ言はざりきと云ふ」とあり。これも同事の異聞なるべけれども、左翼の諸︀部を北方の斡亦喇惕 部とし、女を取るを他の部落に嫁がするとし、人數もあまりに多く、淫暴もあまりに甚しければ、疑はくは傳への誤りにて、話の大きくなり過ぎたるならん。又 耶律 楚材の傳に「侍臣 脫歡 奏𥳑㆓天下室女㆒。詔下、楚材尼㆑之不㆑行。帝怒。楚材進曰「向擇㆓美女二十八人㆒、足㆑備㆓使令㆒。今復選拔、臣恐㆑擾㆑民、欲㆓覆奏㆒耳。」帝良久曰「可㆑罷㆑之」」とあり。この事は、傳に八年 丙申 天下の賦稅を定むるの續にて、工匠の糜費を考覈する次に載せたれども、類︀似の事を丙申の法令の後に連ね擧げたるにて、その實は、九年 丁酉 左翼の女を括したる後の事なるべし。謂はゆる美女 二十八人は、斡惕赤斤の領地より取れるものなるべし。然らば室女を括するの非なることを悟れるも、楚材の諫に因れるに似たり。）





​ドゴルク​​朶豁兒忽​​の殺︀され

​マタ​​又​​ ​ドゴルク​​朶豁勒忽​​を​ガイ​​害​​したるは、​ヒトツ​​一​​の​アヤマチ​​過​​。いかに​アヤマ​​過​​てると​イ​​云​​へば、​ワ​​我​​が​スメラミオヤ​​皇考​​の​セイシユ​​正主​​の​マヘ​​前​​に​ハタラ​​働​​ける​ドゴルク​​朶豁勒忽​​を​ガイ​​害​​したるは、​アヤマ​​過​​てる​ヒヰ​​非違​​。​イマ​​今​​ ​ワ​​我​​が​マヘ​​前​​に​タレ​​誰​​かしか​ハタラ​​働​​きてくれん。​ワ​​我​​が​スメラミオヤ​​皇考​​の、​モロ〳〵​​眾​​の​マヘ​​前​​に​ダウリ​​道理​​を​ツヽシ​​愼​​める​ヒト​​人​​を​サツ​​察​​せず​ハカ​​圖​​り​ア​​合​​ひたるを​オノレ​​己​​を​アヤマチ​​過​​とせり、​ワレ​​我​​。（太宗紀に「二年夏、朶忽魯 及㆓金兵㆒戰、敗績。命㆓速不台㆒援㆑之」とあるは、朶豁勒忽なるべし。この敗績も、朶豁勒忽 罪を得る一因となりしならん。然れども太宗の何を惡み何を怨みて殺︀したるかは知るべからず。）





​ケダモノ​​獸​​の​カコ​​圍​​ひ

​マタ​​又​​ ​アマツカミクニツカミ​​天地​​より​ミコト​​命​​ありて​ウマ​​生​​れたる​ケダモノ​​獸​​を​アニオトヽ​​兄弟​​の​トコロ​​處​​に​ユ​​往​​かんとて​ムサボ​​貪​​りて、​カコヒ​​圍​​の​カキ​​墻​​を​キヅ​​築​​かせて​トヾ​​止​​めて​ヰ​​居​​たるに、​アニオトヽ​​兄弟​​より​ウラミゴト​​怨言​​を​キ​​聽​​きたり、​ワレ​​我​​。​アヤマチ​​過​​と[これ]もなれり。（この事は、他の書に見えず。この圍の墻は、文の儘に解すれば、雙溪集に禁地 圍場と云へる多遜の翁奇の園ひとは、目的 異にして、それよりは規模 大きく、例へば東方は拖雷の諸︀子の領地の界、西方は察阿歹の領地の界などに墻を築きたるが如し。）​スメラミオヤ​​皇考​​に​ノチ​​後​​に​ヨツ​​四​​の​ジゲフ​​事業​​を​ソ​​添​​へたるぞ、​ワレ​​我​​。​ヨツ​​四​​の​ジゲフ​​事業​​は、​アヤマチ​​過​​となりけるぞ」と​ノリタマ​​宣​​へり。（古人 曰く「人誰無㆑過、能知㆑過爲㆑貴。」太宗 自らその四功を知り、又 自らその四過を知りて、功を匿さず、過を諱まず。その自知の明あるは、古來の帝王に類︀ 希なる事なり。過を改むるの效は、未 至らざる所あるに似たれども、悍然として過を飾りその非を知らざるものに賢れること遠し。淸の高宗は、十たび武功を立てたりとて、自ら十全の記を作りて、一過一失をも言はざるは、太宗に慙づること無か[393]らんや。又 太宗紀の末に「帝有㆓寬弘之量、忠恕之心㆒、量㆑時度㆑力、擧無㆓過事㆒。華夏富庶、羊馬成㆑羣、旅不㆑賷㆑糧、時稱㆓治平㆒」とあるは、元の史臣の作れる太宗 實錄の頌讚の語をそのまゝに寫したるにて、「擧無㆓過事㆒」の諛詞は、太宗の自ら承くるを屑しとせざる事なるべし。訶倭兒思の蒙古史に曰く「斡歌台は、寬仁 大度の君なりき。





太宗の逸︀事

常に曰く「人人は、この世の旅客なれば、人の記憶にその名を永からしむるは善し。」「貨幣は、死を止むること能はず。然して我等は彼の世より還られざる故に、我等の財を我等の民の心に置くべきなり。」喀喇 科嚕木を築ける頃、ある日 庫に入りて、貨幣の滿ちたるを見て、「この貨幣は、我に何の用かあらん。之を守るは、困みなり」と云ひて、銀貨を要むるものは誰にても來て取れと命じけり。商人どもを勵まして來させんとの主意にて、買物の價を高く拂ひ、又給與に用ひんが爲に、ある商人より貨物を殘らず買ひたりき、大氣(惠施)の出來心にて、巴固荅惕より來つる乞食に銀貨 千巴里施を與へ、それを運ぶに馬を與へ、長旅に護衞を附けて還したることありき。その老人 路にて死にたれば、その貨幣をその女に送らしめき(多遜二、九〇)。ある日 獵せる時、貧しき人 水瓜 三つを斡歌台に與へたるに、貨幣をもたざりしかば、合屯 蒙噶に、(元史 后妃表の正宮 孛剌合眞 皇后か。)その耳に懸れる大 眞珠 二つを與へよと云ひき。蒙噶 答へて「彼は、眞珠の價を知らず。明日 拂ふ方 善からん」と云へば、合罕は「貧しき人は、明日まで待たるゝものか」と云ひて、眞珠をすぐに與へさせけり。それを直ちに安く賣りければ、買へる人、眞珠の來歷を知らずに、合罕に獻上し、合罕はそれを蒙噶に返しき。發兒思の使、眞珠 二瓶を獻りし時、斡歌台は、その一函を出し、夜會の客どもに進物として杯に入れて出さしめき。成吉思の法にては、春夏に流水に浴する者︀は死刑に當てられき。ある日 兄 札噶台と獵より回る時、貧しき木速勒蠻の浴するを見て、札噶台は、直ちに斬らせんとしければ、斡歌台は、窃に銀貨を流れに投げ入れて、木速勒蠻に敎へて「貧しきものにて、貨幣を流れに落したれば、御赦下され」と言譯せしめけり(多遜二、九三)。木速勒蠻を惡める人、斡歌台の處に來て、木速勒蠻を絕やすべきことを申さんが爲に、成吉思より遣されたりし事を云ひき。斡歌台は、しばし考へて「成吉思 汗は、譯人を用ひしか」と問へば、「否」と云ひき。「然して汝は、蒙古語を知れるか。」「たゞ禿兒克 語を知れり」と云ひき。「然らば汝はうそつきなり。成吉思 汗は蒙古語のみを知れるから」と云ひて、その人を死に處しけり(多遜二、九四)。ある日 支那の見せ物師ども、斡歌台の前にて彼の名高き影繪を見せて、その繪の一つに、馬の尾にて頸を曳かれ行く白髯の老人あるを、支那人は、誇りかに指さして、蒙古の騎兵に木速勒蠻のさいなまるゝ圖なりと云ひき。斡歌台は、彼等に罷めさせて、支那 製 珀兒沙 製の貴き品物を庫より出して、支那 製の劣れることを示し、且 曰く「富める木速勒蠻の多くは、支那 奴隷を多くもてども、支那人に木速勒蠻の奴隷をもてるものなし。成吉思の法にて、木速勒蠻の命は四十巴里施の價あれども、支那人のは驢と價 同じきことを汝等 知らん。然らば汝等は、何ぞ敢て木速勒蠻を辱むる。」斡歌台は、相撲を甚 好み、珀兒沙より名高き力士どもを呼び寄せたる中にも、闢勒は殊に賞せられき。合罕は美女を妻として與へしに、闢勒はそれと寢ねざりき。何故と問はれて、「朝廷にてかゝる大名を得たれば、力を保ちて、合罕の寵を失はざらんことを願ふ」と答へければ、合罕は「我は、汝の種族を增さんことを願ふ。將來の爲に汝の力を分つべし」と云ひき(多遜二、九六)。斡歌台の正妻は、[394]禿喇奇納にして、庫由克 庫壇 庫出 喀喇札兒 喀失の五子を生みけり、他の二子、喀丹 斡古勒と篾里克とは、妾よりなりき(多遜二、九九)。」禿喇奇納は、祕史 卷八の朶咧格捏、后妃表の脫列哥那 六 皇后 乃馬眞 氏 追諡 昭慈 皇后なり。庫由克は、祕史の古由克、本紀の定宗 𥳑平 皇帝 貴由なり。庫壇は、世系表の闊端 太子、憲宗紀の擴端なり。庫出は、世系表の闊出 太子、太宗紀の曲出なり。喀喇札兒は、世系表の哈剌察兒 王、喀失は合失 大王、喀丹 斡古勒は合丹 大王、篾里克は滅里 大王なり。又 訶倭兒思は、巴禿の西征を叙べたる後に、蒙古人に對する批評を下せり。その批評は、甚 面白ければ、こゝに引かん。





​バト​​巴禿​​の西征に對する歐囉巴人の批評

「里固尼慈の戰とそれに續ける殺︀掠とは、囉馬 帝國に恐怖の心を滿たしめたれば、敎主 古咧果哩 第九は、十字軍を興さんことを勸め、あらゆる人の加はらんことを願ひき。その信者︀どもに頒ちたる書は、悲哀 恐怖の辭にて次の如く陳べられけり。「あまたの事ども、靈地(基督の墓のある所)の悲しき狀態、囉馬 帝國の哀れなる事情は、我等の注意を要む。然れども我等は、それらを言はざらん。塔兒塔兒どもより起れる禍︀の前にては、それらを忘れん。彼等は基督敎徒の名を根こぎ倒すらんことを想へば、我等の骨は皆 碎け、我等の髓は涸れ、云云。……いかになり往くかを我等は知らず。」○荒えびすのむれの恐ろしき出現に遇ひ、輪を掛けたる(法螺 吹ける)記載 多く著︀れたり。褒吠の微音先惕 曰く「巴禿は、洪噶哩亞を襲ふ前に、惡魔の神︀だちを祭りたれば、その中の一柱は、偶像の中より辭を掛けて、「汝は、心强く進め。我、汝の前に三柱の神︀を送らん。その神︀だちの前に敵は立つこと能はざらん」と云ひしが、果して三柱の神︀ 現れたり。それらは、不和の神︀ 猜疑の神︀ 恐怖の神︀なり」(倭勒甫 二八七)、納兒奔の愛佛は、愕くべき事を記せり。「蒙古の諸︀王は、狗の頭をもち、死人の體を食ひ、たゞ骨を殘して鷹に與ふ。然れども鷹どもは、その殘りを嫌ひて食はず。老いたる醜き女は、竝の民どもに每日の食料として分たれ、美しき少き女は、淫けたる後に、その胸を切り割き、軟き肉として貴人に供へらる」(倭勒甫 三四四)。○歐囉巴の歷史家の書ける此等の輪掛けたる談に、珀兒沙 人のそれも竝べ得べし。伐撒甫は、蒙古人の種種なる性質を數へて、「獅子の如く猛く、狗の如く耐へ忍び、鶴︀の如く注意屆き、狐の如く狡猾に、鳥の如く遠目きゝ、狼の如く貪り、雄雞の如く鬭に銳く、雌雞の如く子を憐み、猫の如くこつそり近寄り、猪︀の如く餌を取るに烈し」と云へり(倭勒甫 一二六)又は含篾兒の云へる如く、蒙古にて用ふる十二支の動物の種種なる性質を集めて、蒙古人の德を數へ、「鼠の如く竊み上手に、牛の如く强く、豹の如く烈しく、兔の如く用心深く、龍の如く恐ろしく、蛇の如く、たくらみあり、馬の如く物に動じ易く、羊の如く柔順に、猴の如く子を愛み、雞の如く家に馴れ、狗の如く忠信に、豕の如く穢し」とも云ひ得べし(含篾兒の亦兒罕 四四)。吉奔(囉馬 衰滅史に)は、蒙古の侵寇の恐れは、歐囉巴の遠き隅まで廣まり、一二三八年、果昔亞(瑞典の果昔亞)甫哩沙の漁人は、彼等を畏れて、英吉利 沖に鯡取に往きかねて、それが爲に鯡の價は大に騰りきと云へり(吉奔 八、一五、注)。○その時 皇帝 甫咧迭哩克 第二と敎主との大なる確執は一つの原因となり、封建の念の極度まで發展したる(諸︀侯の專橫なる)ことは今一つの原因となりて、歐囉巴は分裂し居たる故に、洪噶哩亞の如き禍︀をそれの免れたるは、多遜の言へる如く、蓋 只 斡歌台 合罕のをりよき死に因りてなり。重き鎧に、身を堅むれども、身動きならぬ僅の騎士の一騎打の武勇と、その從者︀なる農民の訓鍊なき羣集とに對ひては、蒙古人の嚴しき訓鍊は、對敵 以上の效を著︀せり。その訓鍊の上[395]に、又 他の軍人の德、卽 工夫を善く運らすこと、甚 堪能なる軍略 兵法ありき。實に、蒙古人は、亞細亞の荒遠なる隅より出で、國の地圖をも、又その地形を學ぶべききまれる方便すらもたざりし事、彼等は、歐囉巴にのみならず、西の人の考へ方などにも全く他國人(不知案內)なりし事、彼等は、實驗の長き續きにて戰の爲に自ら用意したるに非ずして、雪なだれの如く人の國に突︀進したる事、彼等の衣食の供給 運送のしかたは、亞細亞の曠野 沙漠に適すれども歐囉巴の事物の甚 異なる狀態に適せざりし事、これらの事をのみ考へなば、彼等のしか成功したるのみならず、その軍略上の計畫は、理學に依りたるが如く立てられたる事は、殆ど神︀異 不測に近しと思はざるべからず。疑なく彼等の皆殺︀しと殘酷との恐ろしき方法は、その敵人の膽を破りて神︀經を痺れさせき。疑なく又 彼等は、科曼 人 嚕西亞 人などの如き、いかなる寇にても掠奪を許さるれば嚮導 先鋒として十分に働かんとする雇はれ根性の浪人どもを使ひき。然れどもこの事ありとも、我等は猶この偉勳に驚き、軍の成功として世界の歷史の何れにも之を較ぶることを辭せざらん。」





太宗に對する​ホヲルス​​訶倭兒思​​の稱揚

訶倭兒思は、又 太宗の事業を殘らず述べたる後に、「我等は、斡歌台を最 運好き征服者︀と見ても、納坡列 翁 阿歷散迭兒の帝國も較ぶれば甚 小きほどの大國を支配する强盛なる君主と見ても、夥しき民眾を長き時代に涉りて結び固めたる制度を組立つることを差圖したる治國者︀と見ても、世界に現れたる最大なる帝王の一人たる人格を彼に與へざるべからず。事業の多くは人の手にて彼に代りて爲されしことは、彼の位置より價を減ぜず。大國の君 屢 誤るは、能臣の選擇にあり。成吉思の大名は、少くとも英吉利 文學にては、その子のそれを蝕し(蔽ひ)たり。この論は、より多く注意を彼に引かんとする甚 穩當なる企望に外ならず」と云ひて太宗の篇を結べり。）












§282(12:58:05)白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]










太宗 十二年の大會

　​オホ​​大​​ ​クリルタ​​忽哩勒塔​​に​クワイ​​會​​して、​ネズミ​​鼠​​の​トシ​​年​​ ​シチガツ​​七月​​に​ケルレン ガハ​​客魯嗹 河​​の​コデエ アラル​​闊迭額 阿喇勒​​の​ドロアン ボルダク​​朶羅安 孛勒荅黑​​ ​シルギンチエク​​失勒斤扯克​​ ​フタツ​​兩​​の​アヒダ​​閒​​なる​オルドス​​斡兒朶思​​に​ゲバ​​下馬​​して​ヲ​​居​​る​トキ​​時​​、​カ​​書​​きて​ヲ​​畢​​へたり。（鼠の年は、我が四條 天皇 仁治 元年 庚子、宋の理宗 嘉熙 四年、元の太宗 十二年、西紀 一二四〇年なること、序論に云へるが如くにて、太宗 昇遐の前年なり。闊迭額 阿喇勒は、卷四 一三六頁〈［＃「一三六頁」は§136に相当］〉とこの卷 五八四頁〈［＃「五八四頁」は§269に相当］〉とに注せり。朶羅安 孛勒荅黑は、卷四 一三六頁に、朶羅安 孛勒荅兀揚とありて、そこに注せり。朶羅安 孛勒荅兀惕は、七つの孤山にして、孛勒荅兀惕は、孛勒苔黑の複稱なり。孤山 七つあれば、複稱に云ふべきを、こゝに單稱に書けるは、恐らくは誤ならん。又 原文に孛勒荅合とあり。孛勒荅合は、「孛勒荅黑に」なり。こゝは、「に」の字の入るべき所に非ざる故に、誤寫ならんと見て删れり。斡兒朶思は、斡兒朶の複稱なり。





太祖︀の大​オルド​​斡兒朶​​

こゝは太祖︀の大 斡見朶にして、帳殿の設けも、一二に止まらざる故に、複稱に呼べり。上文 五九五頁〈［＃「五九五頁」は§271に相当］〉に大 斡兒朶思、親征錄に、戊子の年「秋、太宗皇帝自㆓虎八㆒會㆓於先太祖︀皇帝之大宮㆒、」太祖︀紀に十一年 丙子「春、還㆓廬胊 河行宮㆒、」太宗紀 元年 己丑 卽位の處に曲雕 阿蘭の地、また庫鐵烏 阿剌里、四年 壬辰「十二月、如㆓太祖︀行宮㆒、」憲宗紀 元年 辛亥 卽位の處に闊帖兀 阿闌の地、七年 丁巳「夏六月、謁︀㆓太祖行宮㆒、祭㆓旗鼓㆒、」明宗紀 天曆 二年 六月「戊申、次㆓[396]闊朶傑 阿剌倫㆒」などあるは、皆この斡兒朶思なり。





四つの​オルド​​斡兒朶​​

后妃表を案ずるに、太祖︀の斡兒朶は、四所にあり。第一の斡兒朶を大 斡兒朶と云ひ、孛兒台 旭眞 大皇后(孛兒帖 兀眞 大合屯)と皇后 六人と妃子 一人とそれに住み、第二の斡兒朶には、忽蘭 皇后(忽闌 合屯)以下皇后 四人と妃子 四人と住み、第三の斡兒朶には、也速 皇后(也遂 合屯)以下 皇后 七人と妃子 三人と住み、第四の斡兒朶には、也速干 皇后(也速干 合屯)以下 皇后 五人と妃子 七人と住み、四の斡兒朶を合せて、大皇后 一人、皇后 二十二人、妃子 十五人なり。外に斡兒朶の知れざる妃子 一人ありて、后妃すべて三十九人なり。表の皇后 妃子は、蒙古語の合屯(妃)額篾(妻)をしか譯したるにて、支那の后妃よりは輕く、大皇后 卽 大合屯のみは、眞の皇后なり。洪鈞 曰く「拉施特 書 曰「成吉思 婦 有㆓五百㆒。」案、五百、恐是五十之訛。」四の斡兒朶のありかは、諸︀史に明文なけれども、大斡兒朶は、こゝの斡兒朶思なること論なし。他の三は、意をもて推すに、第二は、薩里 川(撒阿里 客額兒)の哈老徒の行宮、金幼孜の北征錄なる撒里 怯兒の宮殿なるべし。第三は、王罕の舊營なる禿剌 河の合喇屯の斡兒朶なるべし(前卷の五四三頁〈［＃「五四三頁」は§264に相当］〉に見えたり)。第四は、西游記なる乃滿 國の窩里朶、卽 乃蠻の塔陽 罕の舊營なる額帖兒 河の斡兒朶にして(前卷の四七六頁 四七七頁〈［＃「四七六頁 四七七頁」は§257に相当］〉を見よ)、その「皇后」と云へるは、也速干 合屯なるべく、「漢︀ 夏 公主」と云へるは、金の衞紹王の女 岐國 公主と夏の襄宗の女 察合となるべし。忽哩勒塔は、卽 忽哩勒台にして、「に」なる後置詞を踏む時は「亦」の音を略く。





遊牧 諸︀國の聚會

忽哩勒台 卽 聚會は、遊牧の諸︀部落には大抵 有れども、その部落 大きくなり、君權 强くなるに隨ひて、聚會の勢力 衰ふるは常の事なるに、蒙古にては、國はいやが上に太りたれども、聚會は中中 廢れずして、永く(少くとも世祖︀の卽位の頃までは)その勢力を保てり。百戶 內外の部落ならば、相談の必要ある時、酋長は、小山などに登りて、「相談あるから聚れ」と大音に呼はりても、部眾 殘らずを卽刻に聚め得らるべし。しかるに亞細亞 歐囉巴に跨れる大國となりては、召集の使を發してより會員の揃ふまでに一年 餘りを費やし、又その會員は、聚まり得る人數に限ありて、平民は參列することを得ず、代議の制などは夢にも知らざれば、おのづから皇族 貴族 重官 大帥の聚會となれり。かくて一むれのむらびとの總寄合は、四海︀に薄れる大帝國の國會となり、牛飼︀ 羊飼︀どもの寄り聚ひたる平民の相談會は、王侯 將相の列れる威儀 堂堂たる貴族 議院となり、迭抹克喇西は、阿哩思脫克喇西に變じたり。





定宗 卽位の大會の盛況

太宗の崩じたる後 五年目 丙午の年(定宗 元年、西紀 一二四四年)に、攝政 禿喇奇納 合屯(祕史 朶咧格捏、元史 脫列哥那)の召集に由りて聚れる大會の時、囉馬 敎主の命を受けて蒙古に使せる普剌諾 喀兒闢尼、その處に居て、記錄を世に遺したれば、漢︀文の書には更に見えざる蒙古の大會の盛況も、我等に知らるゝに至れり。訶倭兒思の蒙古史に曰く「大 忽哩勒台は、斡歌台の常に夏を過せる科依揭の湖に近き地に聚るべく召集せられき。」斡歌台の常に夏を過したる所は、多遜の史に斡兒篾克禿阿の昔喇 斡兒都︀なりとあれば、「科依揭の湖に近き地」は、何かの誤ならん。「今 巴禿 罕は、蒙古にて最 重要なる人なりしが、この王の來會 遲きに由りて、大會は延び延びになりき。巴禿の口實は、その馬どもの足 弱しと云へるなれども、實の理由は、攝政とその子 庫由克とを惡めるなりき。巴禿は竟に會せずして、大會は、一二四四年の春、巴禿なしにて開かれき。大會の開かれたる昔喇 斡兒都︀まで亞細亞のあらゆる所より輻輳せる かなた こなた の道路に、旅人 羣集しけり。成吉思の弟 兀出肯は、その子孫 四十八人を伴れて來ぬ。拖雷の寡婦とその諸︀子[397]と、斡歌台 拙只 札噶台の子孫だち、支那の蒙古領の文武 長官、珀兒沙の牧長 阿兒昆、突︀兒其思壇 河閒 地方の牧長 馬思速惕、嚕姆の薛勒主克 種の速勒壇 囉古訥丁、嚕西亞の大公 牙囉思喇甫、古兒只の王位の競爭者︀にて二人共に名は荅毗惕、阿列玻の速勒壇の弟、巴固荅惕の合里發の使、亦思馬額勒 宗派なる阿剌木惕の君の使、抹速勒發兒思 客兒曼 撏帕惕の使ども、昔里沙の王 海︀團の弟、この人人は、皆 立派なる獻上物をもちて來ぬ。「この大人だちの中に、人に知られざる出家 二人は、その衣服の卑しきとその使命の大なるとにて著︀しかりき。」この二人は、敎主と里翁の僧︀會との命にて、蒙古人を正敎に導かんが爲に至れるにて、その一人なる都︀ 普喇諾 喀兒闢諾は、卽位の盛禮を記載せり。二千の白き天幕は、貴人の爲に設けられ、その貴人は夥しき故に、頭を曲げて行き過ぐる機會あるのみなりき(會談する機會を得ざりき)。平民の大眾は、その人だちの外の方に天幕を張りき。皇族 大帥の會合する大なる天幕は、二千人を容るゝ程にて、その周圍は、やゝ離れて繪もて蔽はれたる欄︀干をまはしき。その天幕に、入口 二つあり。一は、合罕の爲にて、それより入らんとする大膽者︀のあるべき筈なければ、そこには守兵もなく、他の入口は、弓と劍とを持てる兵士 守衞しけり。每朝 會眾は、會の事務を議し、午後は馬乳酒を飲みて日を送りき。毎日 會員は、種種なる色の衣服、第一の日は白き、第二は赤き、第三は紫の、第四は紅の衣服を着ぬ。ある貴人だちの乘れる馬の轡は、銀貨 二十 巴里施 以上の價ありき。選擧の前より、庫由克は、大なる尊敬をもて取扱はれき(迭 邁剌の引ける喀兒闢諾 九、二四三)。外に往けば、讃美の歌を歌はれ、頭に紅の毛附きたる權力の仗を己の方に傾けられき。選擧の日 來つる時に、攝政と會員とは、昔喇 斡兒都︀より二三 禮古 離れたる金の天幕に赴きて、合罕の選擇の事を討議しけり。金の天幕は、金の釘にて金の板を柱に捲き附けたるが故に、しか名づけられ、紅の毛氈を敷き、帷幔をもて蔽はれき。斡歌台は、初にその第三子 庫出(世系表の闊出、太宗紀の曲出)を相續人に名ざしたれども、庫出は、一二三六年(太宗 八年)支那にて死したる故に、又 庫出の子 失喇門(世系表の昔列門、定宗 憲宗 兩紀の失烈門)を名ざしたりき。然れども禿喇奇納は、その長子なる庫由克を立てんことを願ひ、失喇門はまだ年少きことを言ひて、庫由克を選擧せんことを會眾に勸めき。庫由克は、通例の習慣に隨ひ、一時はうはべの辭退して、竟には皇位をその子孫に保たんことを諸︀王 羣臣の誓へる上にて、斡歌台のなせるが如く承諾しけり。昔蒙 迭 散寬壇と阿兒幾尼亞の海︀團とに據れば、朝廷の大人だちは、庫由克とその妻とを方形なる黑き毛氈の臺に載せて、それを高く擡げて、庫由克を合罕と呼び上げけり。これは、明に甚 古き廣く廣がれる習慣なりき(原注。阿提剌の、また洪噶哩の諸︀王の、選擧の談を引きくらべよ。)會眾は、九たび拜伏して敬禮を行ひ、會場の外に居たる大眾は、同時に顙を地に垂れき。その時 庫由克は、從者︀を伴れて天幕より出でて、日を三たび禮拜しけり。禮式 畢りて、祝︀宴に移り、その閒なりたての合罕は、高御座に坐り、右に諸︀王(諸︀王 駙馬)左に諸︀女王(公主 王妃)を列ね、飲食は夜半まで續き、音樂 軍歌は室內に響︀ぎ渡りき。宴會は、七日の閒 引續き、然る後に總花はまき散らされ、人人その位に隨ひて賜物を受けき。庫由克は、その父の大氣なるにも勝らんことを願ひ、商品を七萬 巴里施の價ほど買ひ、その拂ひには征服したる國に當てたる命令手形を渡しきと云へり。それらの品は、惜しげもなく羣眾に分配せられ、兒ども奴どもすら賜物を受け取りけり。二度目の分配までなし[398]たるに、夥しき貯藏は盡きざりしかば、庫由克は、殘りをば勝手に掠奪せよと命じて畢へけり(多遜 二、一九七-二〇三)。荷車 五百輛あまりに積みたる金 銀 絹衣物は、皇居より遠からざる小山の上に置かれて、悉く分配せられきと喀兒闢諾は云へり。」）






成吉思 汗 實錄 卷の十二 終り。
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